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第九卷 教義 研究 下 


一 本卷 は、 基督 敎の敎 義に關 する 諸 論文 を集輯 編纂せ る ものにして、 上下 ニ卷の 

うちの 下卷 である。 所 收の各 文 は、 概ね、 著者 主筆の 『聖書 之 硏究』 に發 表せられし 

ものである。 

1 本 卷は篇 を 「基督 敎に關 する 研究」、 「敎 會に關 する 研究」、 「傳 道に 關 する 硏 

究」、 「信仰に 關 する 研究」、 「維」 及び 「基督 再臨 問題」 に 分つ。 

一 各篇 は、 內容 的に 更に 若干の 區 分に 分た る。 但し 其の 區 分に 特別の 名 稱を附 せ 

す。 

1 「甚督 再臨 問題」 は、 大正 七、 八 年 (一九 一八、 一九 年) の 頃に 於け る 基督 再 

臨 運動に 際して 爲 された る 講演、 及び 其に 關 する 諸 論文 を集輯 せる ものである。 本篇 

の 大部分 は當時 『基督 再臨 問題 講演 集』 として 刊行せられ しもので ある。 

一 著者の文にして^：^-督敎の敎義に關聯するものは他に尠くなぃ。 『初期の 著作 上』 


『舊 約硏究 上下』、 『新約 研究 上中下』、 『感想』 及び 『講演』 等の 諸 卷を參 照 せられん 

こと を 望む。 

一 本卷 には卷 末に 『第 九 卷內容 年譜』 を附 し、 各 文の 發 表せられし 年月 を 明に す 
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基督教に 關 する 研究 


ィ H スと 基督教 

我はィ H ス の 弟子な り 基督 敎 信者に あらざる たり 

ナザレの イエス を 猶太 的メシ ャ卽ち キリストと 解した^、 それが 基督教 である、 而 して 此解釋 は 使 

徒 等 を 以て 始まり、 欧米人に 由て 持 綾せられ、 以て 今 n に 至りた ので ある。 

然し ィ H スは 基督 敎を 以て 盡 きたい、 ィ H スは 基督教よりも 廣く又 深く 又 高く ある、 彼 は ii 史的に 

は 基督 敎に 由て 世に 傳 へられし と雖 も、 然 かも 基督 敎の 起源であって、 之と 同體の 者で はたい、 ィヱ 

スは 猶太 的メ シャ卽 ち キリスト でありし のみなら す 叉 人の子で ある、 故に 基督 敎 以外に 超越して、 直 

に 人類の 模範、 其 首長と して 仰がるべき 者で ある、 基督 敎は 勿論 ィ- スを識 る に 於て 大 なる 參考と 

たる、 誠に 彼 を 人類に 傳 へし 功績 は 其擔ふ 所で ある、 乍然、 運搬 器は乘 者より 犬なる 能 はすで ある、 

基督 敎はィ H ス より 大 なる 者で たい、 而 して 我等 直に ィ H ス に 到りて 基督 敎 以外 叉 其れ 以上に 超越す 

るの である。 

イエ スは 人の子で ある、 人類の 理想で ある、 故に 又 日本人の 理想で ある、 彼は义 日本人の 立場より 

解す る ことの 出来る 者で ある、 而 して 斯 かる 解 釋は必 しも 彼 を 猶太 的メ シ ャ卽ち キリス 卜と 解した る 

基督 敎と寸 分異 たらない 者で ない、 之 を 便利の ために 某督 敎と稱 する も敢 て差閊 なしと 雖も、 而 かも 

イエスと 基ほ敎  三 


^gsj に SG する 究  K 

其實 質に 於て 大に 之と 異なる 者で あると 思 ふ、 勿論 其 本尊た るィ H スを 除いた 者で ない、 乍然、 日本 

人の 理想が 猶太 人の 理想と 異なる は 最も 睹 易い 道理で ある。 

人類 は 各自、 己の 立場より 人の子 を 解す るの 特權 を與 へられた ので あると 思 ふ、 各自 * 己の 基督 敎 

を 作る の 特權を 有すと 言へば 語弊が あるが、 然し 之に 類した る特 權を與 へられた ので あると 思 ふ、 恰 

かも かの 名づ くべ からざる 至大 至高の 者に 或 ひ は 「力、、、」 と 云 ひ、 或 ひ は n 大」 と 云 ひ、 或 ひ は r ゴ 

ット」 と 云 ひ、 或 ひ は r ァラ ー」 と 云 ふが 如き 種々 なる 名を附 する こと を 許されし と 同然で ある、 猶 

太 人たり し 使徒 等が ィ H スを 猶太 的に 解し 其 結 ra^ として 基督 敎を 出せし は 彼等の 有する 正 當の權 利に 

由った ので ある、 乍然、 我等 東洋の 日本人が 猶太 人の 解 釋を其 儘に 受 くる 義務 はない、 我等 は 勿論 人 

の子ィ H スを 我等に 傳へ 吳れし 其勞を 深く 彼等に 感謝す る、 乍然、 彼れ ィ H スの 解釋に 至て は 我等に 

は 叉 我等に 賦與 せられし 我等の 特權に 由る 我等 獨特の 解釋が ある、 是れ 止む を 得ざる 次第で ある、 神 

が斯 く备國 民に 命じ 給 ふたので ある。 

斯く言 ひて 我等 は 勿論 氣儘 勝手に ィ H ス を解釋 せんとす ると 云 ふので はない、 イエ ス は何處 まで も 

イエスで ある、 彼の 人の子た るの 人格 は 明かに 聖書に 示されて ある、 我等 は 福音書に 示された るィ H 

スを 離れて (是れ に 多少の 歷 史的 修正 を 施す は 勿論で ある) 我等の ィ H ス觀を 作らん とは爲 ない、 乍 

然、 如斯 くにして 我等の 觀 たる ィ H スは必 しも 悉く 猶太 人の 觀 たる 彼と 符合し ない、 卽ち 語を替 へて 

言へば 我等の ィ H ス觀 は必 しも 基督教で はない、 ィ H スを 仰ぐ 點に 於て は 一 つで あるが、 然し、 必し 

も 猶太 的 メシャ として 仰がない、 我が 模範、 我が 理想、 我が 主、 我が 神と して 仰ぐ、 卽ち 日本人の き 

主として 仰ぐ、 是れ 止む を 得ざる 次第で ある。 


故に 我 は 基督 敎 信者な りと 稱 して 我 は 己 を 人に 甚だ 誤解され がき 地位に 置く ので ある、 我 は 實は基 

督敎 信者で はない ので ある、 日本人に して ィ H ス の 弟子で ある、 我 は 憚らす して ィ H ス の 弟子な りと 

いふ ことが 出来る、 然し 多くの 說 明を附 する にあら ざれば 基督 敎 信者な りと 稱 する こと は 出来ない。 

玆に 直に ィ H スに 到り、 彼の 直弟子と なりて、 我等 は 全然 歐 米の 基督 諸敎會 の鶴胖 より 脫し、 自由 

にして 謙遜なる 生涯に 人る ことが 出來 るので ある、 敎會の 作りし 所謂 「基督 敎」 に附隨 して 我等 は 全 

然敎會 の 束縛より 脫 せんと 欲する も 得ない。 

「子 若し 汝 等に 自由 を 賜へ なば 汝等 誠に 自由 を 得べ し」 との ィ H スの首 は此大 なる 眞理を 我等に 傳 

ふる 者で あると 思 ふ。 約 翰傳八 章卅六 節。 
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基督 敎は 何んで ある 乎 

* 督敎は 何んで ある 乎、 之 は 1 態何ぅ云ふ^^を敎ゅる宗敎でぁる乎、 若し 之に 種々 の 敎義が ありと 

す れ ば 其 根本的 敎義は 如何な る もの で あ る 乎、 基督 敎 に は實に 確固 不拔 動かす ベ か らざ る 敎義な る も 

のが ある 乎、 ：； だれ 八.' 口の 日本人が 何人も 知 ら ん と 欲す る 所で あ ら ふ。 

某 督敎と は 勿論 * 督 の 敎訓で ある、 基督 は 勿論 基督 敎 の 屮心 で あ る 、 基督 を 離 れ て 基督 敎 はな い 、 

^督敎 は 摩 西の ト誡 ではない、 叉ィ ザャ、 M レ ミヤの 預言で もたい、 保羅 の神學 でもない、 亦 山上の 

#,-訓 許りで はない、 其 プラト ー の 哲學、 H マ ソン、 力 ー ライルの 時論で ない 事 は 一 百 ふまで もない、 斯 

く 云 ふ は餘り 分り 3, つ たる 事 を いふ やうで あるが 決して 雨う ではない、 ,ゃ の^に は 基督 を 離れた 基督 

お (所謂〕 が 大分 ある、 佛敎を 離れ、 神道 を 棄て而 かも 全くの 無神論者で なくして、 生命の 神聖で あ 

ると か、 (豕 庭の 淸淨 であると か、 社會の 改良で あると か、 神人 合體 であると か 云 ふ 事を唱 へれば それ 

で 某. 督敎 信者で あると^から 思 ふて 315 る 人が 淨山 ある、 吾等 は 聖書 を讀 むこと 至て くして M マゾン 

を讀 しこと 至て 多き 人で 基督 信者の 中に 箅 へられて 居る 人 を 知て 居る、 或は 佛敎に 非常に 熱心に し 

て釋迦 と 基督と を 同等の 地位に 置く 人で 基督 信者 を 以て I に稱 せられて 居る 人 を 知て 居る、 日本の 如 

き 東洋 B に 於て は 基督 信者と 西洋 信者と の 別が 至て 不明で ある、 然 し 基督 信者と は 西洋 主義 を 執る 者 


の 謂 ひで はない、 H 曜 H に 業務 を 取らない 者、 日曜日 毎に 會 堂に 集 ふ 者、 或は 更に ー步を 進めて 其會 

員と なりて 洗禮 聖餐の 式に 千 かりし 者 とても 未だ 一 概に 基督 信者で あると 云 ふこと は 出来ない、 基督 

敎とは 基督の 敎訓 であって、 基督 信者と は 基督に 直接の、 且つ 最も 緻密なる 關係を 有つ 者でなくて は 

ならない。 

基督 敎は獨 一 無二の 神の^ 在を敎 へる、 爾 うして 之を敎 へる に 方て 何にも 學說の 一として 之 を i? へ 

ない、 基督 敎は 有神論の 一 であるが、 然し 其 最も emphatic の ものである、 基督 敎は 神の 布 在 を證據 

立て やうと は爲 ない、 基督 敎は神 は 在る ものと 前提して 宇宙人 生の 諸問題 を 説いて 居る、 「元始に 祌 

天地 を 創造り 給へ り」 と は 聖書の 最始に 記さる 上 一 Is 葉で ある、 祌の 存在に 就て 少しな りと 疑 を 挾む^ 

は * 督 信者で はない、 政府の 勢力 を 信す る も 神の 實 力に 就て は 疑念 を 懐き、 金 錢の萬 能 を 信じて 神の 

全能 を 疑 ふ 者の 如き は 基督 信者で はない、 基督 信者 は 祌はー つで あると 信す るから 神の 外に 人類の 敬 

崇を 奉るべき 者 はない と 信じて 居る、 「神 はおる」 と は 至て 平易なる 敎義 である やうに 思 ふて 居る 人 

が あるが、 然し それ は 決して 爾ぅ ではない、 神が 在る 以上 は 正義 は必す 勝つ に 相違ない、 i が 在る 以 

上 は 虚偽と 權 謀と は 如何なる 場合に 於ても 決して 行って はならない、 祌が 在る 以上 は 正 を 踐んで 決し 

て懼る k に 及ばない、 「神が 在る」 と は實に 偉大なる 敎義 である、 之を眞 面目に 信じて 吾等の 全 生 "泥 

に大變 動が 來 なくて はならない、 世に 神の 存在 を 信す ると 稱ふ 者に して 全く 神 は 在 さに るかの やうに 

其 生涯 を 送って 居る 者が あるの は 甚だ 奇怪な 事で ある、 神 は 在る、 實に 在る、 昔し 在った 計りで はな 

く、 今日 令 在る、 彼 は 吾等の 心の中 を 見る、 人に は 見えぬ 事が 神に は 見える、 故に 善人 は 喜ぶ 可き で 

ある、 惡 人は怕 るべき である、 神 は ある、 キット 在る、 眼に 見 ゆる もの、 手に 觸 る- - もの は 幻で あつ 
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ても祌 のみ はキッ ト實 在して る。 

基督 敎 に は 聖書と 云 か 書が ある、 是は 神の 啓示 を 載せた ものであって、 此書を 能く 窮めな けれ ば 基 

哲敎は 解らない、 或 人 は 基督 敎は 聖書 以外に も あると 云 ふ、 成程 或る 意味から 云へば 歷史も 基督 敎で 

あれば 科學も 基督 敎 であるか も 知れない、 然しながら 基督教がなくても 歷史と 科 學とは あるが、 聖書 

がなくて は 基督 敎 はない、 故に 如何に 基督 敎を 解釋 する か は 別問題で あると して、 聖書 を學 ばな くし 

て 基督 敎を 知る こと は 出来ない、 是は 最も 明白なる 事實 であって、 此 事に 反對 する 人 は 天下一 人 もな 

い 害で ある、 然しながら 事實は 多く 是に 反對 して 居る、 世に は ダンテ、 オル ヅォス の 詩集に 全 注意 を 

注いで 餘り 深く 聖書 をば 窮めん と 欲しない 「基督 信者」 も 在る、 又 孔子 や 孟子の 言に 重き を 置いて 聖 

書に 就て は 至て 暗い 「基督 信者」 も 在る、 何に が 何んでも 基督 信者た らんと 欲せば 一通り や 二通り は 

是非共 聖書 を讀 まなくて はならない、 只 僅に 聖書の 一部分の み を 解って 基督教が 解った と は 曰 はれな 

い、 摩 西の 十誡、 山上の垂訓、 羅馬 書の 十二 章、 哥林多 前書の 十三 章 は 誰が 讀 でも 敬服せ ざる を 得な 

い 言葉た るに 相違ない、 然しながら 是が 解ったら ばと て それで 基督 敎が 解かった と は 云 はれない、 吾 

等は少 くと も 聖書 全體の 大意が 解らなければ ならない、 其 人生 觀は 何んで ある 乎、 其 宇宙観 は 何んで 

ある 乎、 其 特別に 敎 へんと する 事 は 何んで ある 乎、 是 等の 事柄が 解ら すして 我等 は 基督 敎を 解った と 

は 云へ ない、 世に は 聖書 以外に 基督 敎を 索め る 人が 澤山 在る、 或は 牧師の 說敎に 於て、， 或は 基督 敎嗜 

類に 於て、 或は 宗敎雜 誌 に 於 て 基督 敎を 探り つ k ある 者が 澤山 ある？ 然し 吾等 は 人が 聖書 を獨 りで 嗜 

み 得る に 至る 迄 は 其 人 の il* 敎 的 信仰 を 信じな い、 爾 うして 是は 彼が 儀式 的に なすので はなく して、 

亦 迷信に 驅ら れて爲 すので はなく して、 彼の 理會カ を 用 ひて 知覺 的に 爲 すので なくて はたらない、 基 


督敎は 聖書で あ ると 云 ふたら ば 餘り云 ひ 過ぎる かも 知れない、 然れ ども 聖書 を 離れて 基督 敎は無 い と 

云 ふこと は 出来る、 聖書に 暗い 基督 敎 は 薄弱なる 基督 敎 であって、 聖書 を 研 めすして 基督 敎 を 窮めん 

と 欲する 者 は 天を现 かすして 天文 學を^ めんと すると 同じで ある。 

共ヒ督 敎は靈 魂の 不滅 を 信す る、 然し 此點に 於て は 基督 敎の敎 ゆる 所 は プラト 1、 ソクラテスの 敎へ 

し 所と 多く 異る所 はない、 人に その 肉體を 支配す るた めの 靈魂 があって、 是は 肉體と 生死 を 共に する 

者で ない 事 は 基督 敎に 於け る も、 ゾ ロア スタ ー 敎、 波 羅門敎 等に 於け ると 同 じで ある。 

基督 敎は靈 魂 不滅の 上に 肉 體のー 仪活を 信す る、 是は 基督 敎獨特 の 敎義と 云 ふても 宜しい、 基 将敎で 

い ふ 更生 復活なる もの は 單に靈 魂 の 不滅 を 謂 ふの ではない、 基督 敎 は 死せ る 我等の 肉體が 再び 生を受 

けて 活ける 形體 となる こと を 信す るので ある、 是は 信す るに 至て 困難なる 敎義 であるに 相違ない、 故 

に 多くの 瞹味 信者 は 多くの 工夫 を 凝らして 此敎義 を說き 去らん とする、 然し 聖書 を 公平に 解釋 して 此 

敎義 をる むこと は 出来ない、 復活 は噓 である 乎 も 知れない、 然し 是は架 書が 特^に 敎 へんと する 敎義 

である こと 丈け は 確か である、 復活 を 信じない で 聚書を 解か ん とすれば 多く の 無理な 解釋を 試み なけ 

れ ばなら ない、 雨う して 其 結 と し て 架 書 は 至 て 暖昧 なる 書と なつ て 終に は 其 研究 は 至 て 味の 無い も 

のとなる、 吾等 は 聖書 を 信す る 以上 は 何う しても 復活 を 信じなくて はならない、 ゆに は 基督 敎を 信す 

るヒに 於て 復活の 信仰 は 必要で ない と 云 ふて 居 る 敎師も 信者 も 在る 、 然 し 何う して 彼等が 馬 太傳の 

八 章 や、 路加 傳の廿 章 や、 約 翰傳の 終りの 二 章 や、 使徒 行 俥の 一章 や、 哥林多 前書の 十五 章 や、 默 

示錄 の 全體を 解し 得 る や 吾等の 甚だ 怪しむ 所で あ る 、 聖書 は 其 多く の 部分に 於て 信す ベ か らざ る 書で 

あると 謂ぶならば 格^、 若し 聖書の,^: 體を 信す ると 云 ひて 肉體の 復活 を 信ぜ ざれば 凡 几れ，」 れを 欺く こ 
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とで あると いはなければ ならない。 

復活を敎 へ る基J^敎^^また來ゅを說く、 来^と は 活を 受けた る 肉體の (今 は 之を靈 體と稱 す) 栖 

息す る 世界で ある、 その 此^ 界の 改造され たもので ある 乎、 或は 此 世に 擾 りて ー署 完全なる 世界で あ 

る 乎、 是れ 吾等の 判然と 知る 所でたい、 然し 何れに しろ 生命 は 肉體の 死と 同時に 絶 ゆる もので なくし 

て、 も 亦 現世 を 以て 失せる もので ない 事 丈け は 基督教の 明. R: に敎 ゆる 所で ある、 來 世と は 現世の 更 

に 進歩せ る、 更に {元 全せ る 者で ある、 現世に 於て は 正義 は 只ー少 部分 行 はる \ のみで あるが 來 世に 於 

て は 正義 は 悉く 行 はれる、 現 骨に 於て は 死 あり、 淚 あり、 此 完備せ る 天然 も 自づと 悲慘の 狀を帶 るな 

れ ども、 來 世に 於て S§ て ふ もの. - 全く 消え失せて、 人に 良心の 詰責 あるな く、 又惡 魔の 誘惑な きに 至 

て は 春陽の 桃花、 秋 签の輪 影、 皆な 悉く 喜悅と 希望と を傳 へて、 吾等 は 永久に 神の 笑 額を拜 する に 至 

る ことで あら ふ、 今の 人 は 吾等が 來 *1 を 望む と 一一 一一 口 へば 佛 徒が 極 樂淨土 を 望 む やうに 考 ふる なれ ども、 

是れ 全く 吾等の 待ち む 神の 國の 何たる 乎 を 知らないより 起る 誤 f_』 である、 來 世と は 理想の 實 行され 

る 所で ある、 現 *1 に 欺騙 多く、 矛盾 多き が 故に 吾等 は淸明 調和の 國を 索む るので ある、 某 督敎は 吾等 

に來^ を說 いて 利 を 以て 吾等 を 善道 に惹 かんと は爲 ない、 基督 敎 の來 世なる もの は 利 慾の 觀念 の 全く 

消失せ し 所で ある。 

其 外 基督 敎は 未来の 裁 刹を說 く、 「萬 物の 復興」 を說 く、 基督の 再 來を說 く、 基督 敎は實 に 今日 世 

に 賞揚 せらる k 哲 * の 立場より 見れば 甚だ 解し 難い 多くの 敎理 を說く 者で ある、 然し 基督 敎は 哲學を 

恐れない、 基督 敎は 神の 啓示であって 人の 考へ 出した 哲理で たいから、 事實 有の 儘を說 いて 其 理屈 を 

語らない、 哲學 は尙ほ 肉體の 復活、 來 世の 存在 を證 明すべき である、 基督 敎は 哲學を 恐れて 其 明白な 


る敎 義を讓 るに „=s- ばない、 我 儕 は 見る 所に 憑ら す、 信仰に 憑て 歩むべき である、 卽 ち、 理屈に 憑ら す 

して 直覺に 憑て * む ベ きで ある、 基督 敎 が 永久 不變の 眞 理 である は 我 儕の 曇 ら ざる 直 覺の 證 明す る 所 

である- 故に 我 倚 は其宣 一一 一一 tl を 聞い て 喜び、 其 光明に 照らされて 消えん とする 我 倚の 希 ヂ て.； 议 興す るの 

である。 


基督 敎とは 伺ぞゃ 


明治 n 一十.： J  十二お 十八 H<s 睦土浦 友會傳 道 所 に 於け る if 演の 草搞 
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* 督敎と は何ぞ や、 是れ 甚だ 奮い 問題で あるが、 然 かし 度々 繰 返す の 必要 ある 問題で ある。 

基督 敎と は何ぞ や、 先づ其 何んで 無い 乎に 就て 語らう。 

一 、 基督 敎は 儀式で はない、 基督 敎は 洗禮 でもなければ、 晩餐 式で もない、 基督教に 坊主 もな け 

れば 神主 もない、 其 法王と か 監督と か 云 ふ 者 は 道 を頒っ 者であって、 式 を 主る 者で はない、 我 倚 は 彼 

等 を 尊敬す る ことがある、 然 かし 彼等に 濟 はれん とは爲 ない、 若し 宗敎は 儀式で あると たらば、 基督 

敎は 宗教で はない、 儀式と 緣の 遠い 宗敎 とて 基督教の 如き はない、 基督教が 出て、 世に 始めて 俊 式の 

無い 宗敎が 出た ので ある。 
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一一、 儀式で ない 基督 i は 勿論 敎會 でない、 基督 敎は 敎會 として 顯 はれる ことがある、 然 かしながら 

某督敎 は敎會 ではない、 基督 敎の 實體 は敎會 以上で ある、 恰 かも 靈魂 は肉體 以上で ある やうな もので 

ある、 肉體は 死んでも 靈魂は 死なない やうに、 敎會は 壞れて も 基督 敎は 崩れない、 基督教 は敎會 なく 

して： t 在す る ものである、 世の 所謂 基督 敎會 なる もの を 見て、 基督 敎を 見たり と 思 ふ は、 人の 面 を 見 

て、 彼の 心 を 見たり と 思 ふと 同然で ある、 基督 敎は 監督 や、 牧師 や、 長老な どの 左右す る ことの W 來 

る もので はない、 基督 敎は 天の 事であって、 地の 事で はない、 是れは 政治家の 技倆 を 以て、 建てたり、 

壞 したりす る ことの 出来る もので はない、 基督 敎と 基督 敎會 との 別 を 判然として 置く こと は 基督 敎の 

厶厶厶  <1<：<3<： 厶  <1<3<3<1 厶 △<"<"△△△<: 

何たる 乎 を 解す る 上に 於て 非常に 大切で ある。 

三、 基督敎は理屈で^^なぃ、 是れ は哲學 を硏究 して 解かる 事で はない、 是れは 書齋に 籠 つて 萬卷の 

書を繙 かざれば 探れない やうな もので はない、 基督 敎は 敎會 でない やうに、 亦敎義 でもない、 監督、 

牧師、 宣敎師 等が 必す しも 基督 信者で はない やうに、 所謂る 祌學 者なる 者 も亦必 すし も 基督 信者で あ 

ると は 限らない、 基督 敎の 人生 觀と 宇宙 觀とを 悉く 究めても 其 何たる 乎 は 解らない、 基督 敎は 政治家 

の觸る ことの 出来ない 者で ある やうに、 亦哲學 者の 究 むる ことの 出来る 者で はない、 世の 所謂る 宗敎 

道 i 木なる 者 は 決 し て 基督 敎 の 何たる 乎 を 知る こと は 出来な い 、 基督 敎 は 時間 空 の 哲理 を 研究す る の 

心 を 以てして は 決して 解かる 者で はない。 

四、 基督教 は 亦道德 ではない、 基督教 は 道德を 生す る 者で は あるが、 然 かし 道 德を敎 ふるのが 其 目 

的で はない、 君に 忠、 親に 孝 は 基督教が 特に 敎 へんと 欲する 所ではない、 道德は 一種の 法律に 過ぎな 

い、 是は 法律と 同じく 外より 內を 制せん とする ものである、 然るに 基督 敎は內 より 外に 向て 働く 者で 


あって、 道 德とは 其 活動の 方向 を 全く 異にする 者で ある、 道德は 機械で ある、 良心の 桎椎 である、 爾 

うして 基督 敎は 何で あると も、 束縛の 中に 働く 者で はない、 儒敎 のより 大 なる 者と して 基督 敎を觀 る 

厶厶厶 A  A  A  A  A  A  AAAAAAAAA  A 

者の 如き は 斯敎の 精神 を 全然 誤解す る 者で ある。  . 

然 らば 基督 敎は 何んで ある 乎。 

基督 敎は 第一 に 實 である、 審實 である 故に赏 驗 である、 それ 我 儕が 聞き、 また 目に 見、 懇切に 觀、 

我が 手 捫リし 所の もの、 卽ち 元始より 在りし 生命の 道 を爾曹 に傳ふ (約 翰 第壹書 一章 一節)、 是れが 基督 

敎 であって、 共傳 道で ある、 基督 敎の 聖書と は 敎義の 論述で はなく して、 在った 事の 實錄 である、 基 

督 敎の傳 道と は 議論 を 以てする 說伏 ではなく して、 i^H 莨の 證明 である、 基 誓敎は 巧なる 奇談で はない 

r 彼？ W 後書 一 韋 十六 節」、 妄 りなる 談と 老いた る婦の 怪しき 談 ではない (提摩 太 前書 四 章 七 節 )、 去りと て 亦 

智識と 僞 はり 稱ふ る 辯 論 でもない (仝 六 章 二十 節〕、 基 督敎 は 大 な る で ぁ る 、 是 れは奔 りながら も 

之を讀 むことの 出来る 事實 である (哈巴 谷 書 二 章 二 節： r 然 かも"： ルれ 世界の 一局部に 隱れ たる 事實 ではな 

い， に 疋れは 人類の 歷史の 上に 最も 明白に 幾つ けられた る事實 である、 基督 敎は 世界 歷史の 中心で ある、 

過去に 於て 在った 事で、 現今、 尙ほ 在る ことで ある、 基督 敎は 天然 物と： i; じ やうに 之を觀 察し、 叉-拭 

驗 する にあら ざれば 解らない 者で ある、 事實 は其說 明に 依て 變 はる もので はない、 面う して 基督 敎は 

哲學 ではなく して 事實 であるから、 是れ は哲學 者が 壤 たんと 欲して 壞っ ことの 出來る 者で はない、 誰 

もヒ マラ ャ山を 壌たん とする 人 はない、 其 やうに 人類 最大の 實驗 たる 基督 敎を壞 たんと する 哲學者 も 

政治家 もない 害で ある、 基督 敎が 過去 六 千年間、 救 限りない 反 對を排 して、 八， = まで 其 生 氣を持 け 

たる 理由 は 全く 玆に 在る ので ある。 
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基督 敎は 第二に 能力で ある、 是 れは單 に事實 であるの みで はない、 能力 ある 事實 である、 是 れは靈 

魂 を 活き復 へらしめ、 愚かなる 者 を 智 からしむ る 能力 ある Is^ 實 である (SS 篤 十九 篇)、 是れは ユダヤ人 

を 始め ギリシャ 人 凡て 信ずる 者 を 救 はんとの 神の 大 なる 能力で ある (羅お 書 一章 十六 節)、 神の 國は 言に 

在る に 非ず、 能に 在り (哥林 多 前書 四 章 二十 節 y 是れは 大能を 以て 我が 衷に 働く 者で ある (y3 羅 15 書 一章 

サ九節 y 基督 敎は卽 ち 消極的 審實 ではなく して、 積極的 事實 である、 破壞 力で はなく して 建設 力で あ 

る、 殺す 力で はなく して、 活かす 力で ある、 基督 敎を 若し 科學の 一 つに 算ふ るなら ば、 是れは 力 學 

の 一 科で ある、 ち 岩の 如き 心を碎 き、 其 中に 生命の 樹を 植付けて、 之 を 生長せ しむる カを備 へたる 

者で ある。 

基督 敎は 能力で ある、 然 かしながら 水の やうな、 風の やうな、 蒸氣の やうな、 電氣の やうな、 死し 

たる 機械的の 能力で はない、 基督教 は 生命で ある、 爾 うして 生命 は 能力の 巾で 3 一 取 も强ぃ 且つ 最も 責ぃ 

ものである、 是は 動く 者で あるの みならす、 意志 を 以て 動く 者で ある、 是れは 動かす 者で あるの みな 

らす、 愛 を 以て 動かす 者で ある、 キリスト は 我擠の 生命で ある r 哥權 書 三 章 11 節)、 ； i 音 は 生命の 道で 

ある、 祌は窮 りなき 所の 此 生命 を 我 倚に 與 へんた めに 其獨子 を^に 送り 給 ふた ので ある (約 翰 第 1ー もお 一 

章 一節、 二 節)、 爾 うして 此 生命 は 誠に 人の 光で ある、 此生八 叩が 我 儕の 心に 降り 来って- 萬 物 は 我 倚に 

取て 新ら しくなる ので ある、 基督 敎は世 を 救 ふと 稱し て、 單に 潔い 道德を ^に 供す るも^ で は な い 、 

亦 人を濟 ふと 稱 して、 單に 彼に 善き 感動 を與 ふるもの ではない、 基督教が 人 を 救 ふとい ふの は、 醫者 

が 病人 を 救 ふやう に、 否な、 其れよりも 優 かに 確實 なる 意味に 於て、 實際 的に 彼 を 救 ふので ある、 卽 

ち 彼に 新 智識 を 供す るに 止まらす、 彼に 新 境遇 を 供す るに 止まらす、 彼の 心の 衷に 新生 命 を 送り、 之 


に 新 活力 を 加へ、 恰 かも 火に 油 を 注ぐ やうに、 軍隊に 增 援軍 を 送る やうに、 其 生活力 を增 大して、 彼 

を 救 ふので ある、 爾 うして 人 を 救 ふの 方法に して 是 よりも 確かなる 方法 はない、 卽ち 凡ての 破壞 力に 

打勝っ丈けの生活カを彼にa^wるょり外に確かなる方法はなぃ、 "爾 うして 基督 敎は此 最も 確かなる 方 

法 を 以て- 此 最も 學现に 適 ひたる 方法 を 以て、 人と 社 會とを 救 ふ ものである、 雨う して 此絕大 なる 能 

力 は キリスト を 以て 世に 供せられ た、 我 終、 彼に 往て此 能力 を 我 儕の 所有と 爲す ことが 出來 る、 我憐 

が 信仰に. m て 救 はる k の は、 我 倚 は 信仰に 由て 此 能力 を 我 倚の 能力と する ことが 出來 るからで ある、 

死 は 生命の 正反對 である、 生活力が 缺 乏して 死が 來 るので ある、 故に 基督 敎は此 生活力 を裕 かに^ 給 

して、 人 を 永久にまで 救 はんとす るので ある、 基督 敎の 救濟は 生物 學の學 則に 能く 合 ふて 居る、 若し 

何 かの 方法 を 以て 生活力 を 充分に 動物に 注入す る ことが 出来るならば、 其 動物 を 永久に 活かして 5^ く 

ことが 屮 Z 來る、 雨う して 基督 敎は キリ ス 卜なる 神の 生命 を 以て 不朽の 生命 を 人に 供 へんと 計る 者で あ 

る、 基督 敎、 之 を 一 言に 約め て 言へば 是れ祌 の 生命で ある。 

基督 敎は 神の 生命で あるから、 基督 敎の傳 道は此 生命の 分配でなくて はならない、 傳 道と は 信者 を 

作る ことで もた ければ、 亦 敎會を 建つ る ことで もない、 將 たまた、 敎勢擴 張、 敎權 扶植で ない こと は 

ぁづ やり ど-一ろ  な だ 

言 ふまで もない、 基督 敎會と は 老人 子供の 預 所ではたい、 信仰とは世の失§11^冢を{有むるための麻睡 

劑 ではない、 傳道師 と は I の 閑人の 番人で はない、 若し 傳道師 に 善く 似た者が ありと すれば、 其れ は 

醫者 である、 然かし翳者は疾病を癒すに.^^まるなれども、 傅 道師は 健者 を 更らに 健康に する 者で ある、 

永久 不滅の 生命 を 人に 供す るの 職、 是れが 傳道師 の 職で ある、 誰か 之に 堪え 得ん や (哥林 多 後書 ニ章ト 

六 節)、 然 かしながら 之より 以下の 者 は 傳道師 ではない、 之より 以下の 者は靈 魂の 簸醫 者で ある、 俥 
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道： 帥の资 格を備 へない 者で ある、 少しなりとも祌の生かを人^^:§〔6きレか，^.21き〉^^^^41^^1ひ1^ 

道の 職 を 魔すべき である。 


眞 正の 基督 敎 

基督^に 眞^の ものと 虚像の ものと が あると 云 ふの は 何に やら 奇妙に 間え ますが、 然し 今日の やう 

に 多くの 異說が 基督 敎の名 を 以て 世に 傅播 せらる k 時に 方て は此 問題 を 攻究す るの 必要が あります、 

勿論 誰も 自分の 抱懷 する 說を虛 偽と 信す る 者はありません から、 若し 私が 兹で眞 阁の基 &敎の Ts- たる 

を說 きま すれば 之 は 取り も 直さす 私自身の 信奉す る 基督 敎を說 くやうな ものであります、 西洋の 諺に 

r 眞宗敎 と は 我が 宗敎 であって 僞宗敎 と は 他人の 宗敎 である」 と 云 ふ 事が あります が、 實に其 通りで 

ありまして、 若し 私共が 最も 公平に して、 全く 私心 を脫 したる 觀念を 以て 爲 ません ならば 「自我 是れ 

K 理」 てふ悲 むべき 誤謬に 陷り 易く あります。 

今 *1 間 を 見ます るに 基督 敎 なる もの は 決して 單純 唯一 の ものではありません- 天主 敎と 申しまして 

羅馬 法王 を 地上に 於け る 基督の 代理者と して 戴く 基督 敎 があります、 希 職敎と 申しまして m に 東歐諸 

邦に 行 はれ、 我國に 於て は 露西亜 人に 依て 傳播 せらる k 基督 敎 があります、 前 二者 を稱 して 普通 舊敎 

と 申します が、 基督 敎其 物が 二 千年 以前に 此 骨に 出た ものであります から、 眞 正の 基督 敎に實 は新舊 


得べ しとの 確信 を 以て 其 研究に 從事 致します、 勿論 多少の 異論 は 免 がれません、 然し： 大體に 促に たる 

乎に 就て 若し 異 il 百出 其 底止す る 所 を 知らざる が 如き 事が ありま すれば、 是れ 取り も 直さす、 天文 學 

なる もの は 攻究す るの 價似 なきもので あるとの 證據 でなくて はたり ません。 

私 は 矢張り。 ハウ 口 の唱 へし やうに キリ スト は 分つべからざる 者で ある 事 を 信じます、 從て キリ スト 

敎 なる 者 は 一 極 特別の 敎 義を敎 ふる 者でありまして、 之 は 決して 暖昧 模糊、 何れに 之 を 解す る も 差 支 

のない やうな 者で はない 事 を 信じます、 基督 敎は {H 由の 眞现 である 故に 眞现 と稱 すべき 者 は 都て n. 化れ 

某. 督敎の 一 方面で あるな ど 云 ふ 人 は 基督 敎を辯 護す る やうで 實は之 を 排^す る 者であります、 若し 基 

督敎が 影 もな き 形 もな き、 唯 漠然たる 「宇宙の 眞理」 であります るなら ば、 我等 は 何にも 特別に 之 を 

gi 道す るの 必. 要はありません、 基督 敎は 梢に 樂を 奏する 風に 在り、 厳に，： n 布 を 纏 ふ 波に 在りな ど 申し 

まする の は 或る 特刖の 意味 に 於て 之 を 云 ふの で あ り ます、 眞现 と は 捕捉す ベ か ら ざ る 者であって、 捕 

捉す ベ き 者 は厲现 にして 眞 现 にあ ら すな ど 云 ふ 人 は 未だ 眞现 探究 のた めの 適當な る 準備 を なさない 人 

で あ る と m 心 ひ ます、 眞理は 明白に 之 を 定言す る ことの 出来る 者で あります、 基督教 も眞理 である 以上 

は 是れ亦 明白に する ことの 出 來るぷ 力でなくて はなり ません。 

一 、 基督 敎はィ H ス キリストに 依て 素め て I に唱 へられた 敎 であります、 勿論 其 中に 基督 以前に IP 

へられた 敎理 もあります、 叉 基督教 以外の 宗敎に 依て 傳 へられた 眞理も 含まれて 居ます、 然しながら 

基督 を 離れて * 督敎 はありません、 若し^に 沸敎も 基督 敎 である、 儒敎も 基督 敎 である など 云 ふ 人が 

ありま すれば、 其 人 は 自分で 何 を 云 ふて ほる 乎 を 知らない 者であります、 I に 如 斯き人 はない 害で あ 

ります るが、 然し 往々 にして 雨う いふ 人の あるの は實に 奇怪の 事であります、 都ての 眞 は 基督教で 
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あると 云 ふ 人 は 都ての 動物 は 人間で あると 云 ふ 人と 同じであります、 理屈の 附け やうで 或は 雨う 云 は 

れなぃ 事 はない 乎 も 知れません、 然しながら 人 は 人、 猿 は 猿と、 科學 的の 別を附 ける 人 は 佛敎も 矢 

張り 基督 敎 であるな ど 說 いても 承知 致しません、 基督 を 含まない 者、 基督 を 最高の 地位に 置かない 者、 

是れは 基督 敎で はありません、 斯う 云 ふて、 私共 は 勿論 基督 敎 以外の 宗敎を 悉く 排斥す るので はあり 

ません， 私共 はた 佛敎も 儒敎も 神道 も 基督教で はない と 云 ふので あります、 思想の 岡定 せざる 日本 

に 在て は斯 くも 明白なる 事まで を說 明して 置く の 必要が あります。 

一一、 基督 敎は 聖書の 上に 立つ 敎 であります、 聖書 を 離れて 基督 敎 はありません、 聖書の 無くなる 時 

は 基督 敎の 無くなる 時であります、 聖書に 依て 辯 明され ない 基督 敎は名 は 基督 敎 でも 實は 基督 敎 では 

ありません、 ^に唱 へらる k 多くの 基督教 論なる 者 は 「犯すべからざる 聖書の 基礎」 の 上に 立つ 議論 

ではありません、 世に 或は 聖書の 上に のみ 立つ 宗敎は 甚だ 狹 隙なる 者で あるな どと 云 ふ 人 も ありませ 

うが、 然し 狭隘と 云 ひ 廣闊と 云 ふも是 は事實 問題ではありません、 狹 脇なる が 故に 基督 敎を嫌 ふと 云 

ふなら ば それまで あります、 然しながら 廣闊 (所謂) を 慕 ふが ために 基督 敎を 曲解す るの は 基督 敎 

に對 して 甚だ 不信 實 のこと であると 思 ひます、 之 を 信す ると 信ぜざる と は 人々 の 勝手であります、 然 

しながら 之 を 我が 所有と なさん がた めに 之 を 其 物 以外の ものと なさん と努 むる の は 誠實の 人、 公平 を 

愛する 人の 決して 爲 すべき 事で はない と 思 ひます。 

三、 基督 敎は 人類の 落を敎 ふる 敎で あります、 「義人な し、 一人 も あるな し」 (羅馬 書 三 章 十 節) と 

は 其 明白に 唱 ふる 所でありまして、 聖書 を 始めより 終まで 調べ て 見まして 基督 を 除く の 外 は 世に 完全 

なる 義人 ありと は 一 つも 書いて あるの を 見ません、 基督 敎會が 聖人と して 仰ぎ 來 りました るパゥ a で 


の^はない 苦であります、 舊 敎に對 して 新敎 があります、 是は 普通 プロテスタント 敎と 巾し まして、 

其顯 然とし て^に 立つ に 至り ましたの は 今より 四百 年 程 前の 攀 でありました 、雨して 新敎に 派の 多い 

事 は赏に 驚く ばかりでありまして、 私共 始めて 基督教に 接しまして、 斯 くも 其 分離して 居る の を 見 ま 

して 實に 怪， 冴の 念に 堪えません、 先づ此 日本 國に 目下 傳播 されつ . ^ある 基督 新 敎の敎 派を箅 へて 見 ま 

しても 實に夥 敷い ものであります、 組合 敎會 と稱 へまして 英米の 會衆敎 會に傲 ふて 建てられ 个尙ほ 其 

補給 を 受けて 傳 道に 從 事し つ」 ある 者が あります、 「日本 基督 敎會」 と稱 へまして 其 名 こそ 如何にも 

曰 本 特産の 基督 敎會の やうに 昆 えます るが、 實は 矢張り 西洋 傳來の 教派が 僅かに 其 名 を變更 したまで 

の ものが あります、 是れ卽 ち 西洋 の 長老 敎會幷 に 其 似寄 の 敎會の 日本に 移植され し 者でありまして、 

其 純然たる 敎派 的敎會 である こと は 誰も 疑 ひません、 叉 監督 敎會 なる ものが あります、 之に 上ド の^ 

があります、 上 は 英國赏 族の 敎會 でありまして、 天主 敎に 能く 似た者であります、 下 は 稍 や 平 1- 的の 

敎會 であり ますが、 其 俄禮を 重んじ、 敎役者中に階級制度を重んする點に於ては是れ亦會衆長老の^^ 

敎 派と は 全く 趣 を 異にする 者であります、 監督 敎會 より 起り、 之に 似て 而も 一 層 平 的なる もの をメ 

ソヂ スト 敎會 と稱 へます， 之に も 亦 多くの 種類が あります、 美以敎 會と稱 へまして、 其 最も 保守的な 

るの があります、 美普敎 會と稱 へまして、 美以の 更らに 自由なる のがあります、 北米 加奈 太より 來り 

しもの を 加奈太 メソヂ ス トと 申します、 南方 諸 州より 送られました もの を 南 メソヂ ス トと. S 'します、 

實 に煩雜 極まる 事であります、 叉 浸禮敎 會と稱 ふの があります、 是は 浸沒を 以て 洗禮の 正式で あると 

信じて 動かない 敎 派であります、 浸禮敎 會に對 して 普 連 土 一  名ク H 1 力 ー 敎 會と稱 ふの があります、 

是は 洗禮、 聖餐 其 他の 禮式を 諸て 無用 視 する 者であります、 其 他數へ 立てれば 数 限りはありません、 
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基督 は祌に 非す して 人で あると 主張す るュ  一 I テリアン 敎會 があります、 叉 之に 能く 類似した る 宇宙 神 

敎 なる ものが あります、 聖書の 外に は 何にも 頼らない と^ふ プリマス 兄弟 派と 云 ふの があります、 是 

等が 皆な 眞 正の 基督 敎 であると 唱 へられて 我が 邦人の 上に 傳 へられる のであります、 憐れむべき は 我 

等 異邦の 民であります、 我等 は 如何して 眞 正の 基督 敎を 虚偽の それより 區別 致し ませう 乎、 若し 監督 

敎會の 宣教師の 說に從 ひまして 基督 は 神で あると 信じ ますれば ュ 一一 テリアン 派の 宣敎師 は 彼 は 人で あ 

ると 說 きまして、 監督 派の 敎義を 迷信な りと て 嘲笑り ます、 若し 救靈の 必要 條件 として 浸禮敎 會の宜 

敎師 より 正式の 洗禮を 受け ますれば 普 連 土 派の 宣敎師 は 洗禮は 不必要で あると 唱 へます、 同一 の 基督 

敎に斯 くも 多くの 宗派が あり、 其 中に 斯 くも 多くの 矛盾と 衝突と が あると は 如何にも 解し 難い 事で あ 

りまして、 私共 此事 を考 へまして 時々 基督 敎其 物が ィャ になる 事が あります、 使徒 バウ &は喊 叫んで 

巾し ました、 「キリスト は數 多に 分かる \ 者 ならん 乎」 と (哥林 多 前書 一章 十三 節)、 然るに 實際 我等の 

目前に キリス トが數 多に 分かた る、 の を 我等 は目擊 する のであります、 バウ n の 言葉が 誤 護で ありま 

す 乎、 是 等の 諸敎 派が 虚偽の 基督 敎を 代表す る 者であります か、 我等 は 能く 此事を 心に 分別す べきで 

あると 思 ひます。 

然 らば 眞 正の 基督教なる 者 はありますまい 乎、 。ハウ a の 唱道せ し 「分つべからざる 基督」 なる もの 

は 世に 在りますまい 乎、 基督 敎とは 到底 紛雜を 免れない 者で、 其 眞僞は 到底 判別し 難い 者で ありませ 

う 乎、 若し 雨うならば 基督教の 研究なる 者 は實に 益の ない 者で あると 云 はなければ なりません， 若し 

到底 解し 難 いもので あるならば 之を學 ばざる に 若く はありません、 我等 は 天文 學を 研究す るに 方て 爾 

んな 不安の 念 を 以て 之に 從事 致しません、 我等 は 天 體の實 質 並に 運行に 就て 或る 確實 たる 智識に 達し 


ひます、 基督 敎の 道德、 其歡 喜、 X 布 §nl なる もの は 皆な 此 復活の 信仰に 繫 かる 者でありまして、 基 1^ 敎 

より 復活 の 信仰 を 取 去 るの は 丁度 鏈を其 中央より 切斷す るが 如き 者で あり ます、 (以弗 所 書 第 m 章 一 

節に 於け る 「然れ ば」 の 前後の 關係 を參考 せよ)、 故に スト ラウスの 如き 基督 敎の 反對 者で すら C し 

ました、 「復活 は 基督 敎の 中心の 中心で ある、 基督 敎の 心の 臓 は 今日に 至る まで 是， (復活) である」 

と、 彼 は 基督 敎の賴 むに 足らざる 宗敎 である こと を證明 せんがた めに 此言 を發 したので あります、 故 

に 博士 フ H ャべ ー ンは スト ラウス の此 言に 答 へ て 次の やうに ，ョ しました、 

爾ぅ である、 復活 は 敎會を 造った、 昇天せ し 基督 は 基督 敎を 作った、 さう して 今日に-至る も尙ほ 

基督 敎的 信仰なる 者は此 基督と 立つ か 倒る V 者で ある  若し 生きた る 基督が ァリ マテヤの 

ヨセフ の 墓から 出 ざり しとなら ば、 其 墓 は 一 人の 人 を 葬った 墓で はなく して 一 つ の大 なる 宗教 を 

葬った 墓と なった であらう、 基督 敎の 希望 も、 之に 伴 ふ 熾ん なる 熱心 も 之と 共に 此 墓の 中に 葬ら 

れて 了った であらう。 

復活な しに 基督 敎を 人に 信ぜし めんと 努 むる 傳道師 は 不可能 を努 むる 者であります、 如 靳き人 は 基督 

敎 ならざる 基督 敎を說 く 者であります、 人が 復活 を 信す るに 至ります るまで は 彼 は 基督 敎を 信じた と 

は 申されません、 斯く斷 言す る は 其 人に 對 して 甚だ 氣の 毒の やうに はあります るが、 然し、 此 事を斷 

一一 一一 n しなければ 彼に 偽の 希望 を 給す るに 至ります、 世に は 躓 石 を 取 去らん とて 復活の 信仰 を 要求せ ざ 

る 基督 敎を說 く 者が あります、 然しながら 斯 くして 造り上げ たる 信者 は敎會 員と は 成る ことが 出來る 

乎 も 知れません けれども バウ &、 ぺテ 口、 ヨハネの 持った る 能力 を 有つ 者と 成る こと は 屮：； 來 ません、 

復活の 信仰 は實に 基督 敎の 要石であります。 
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勿論 是れ 丈け で 基督 敎の眞 意を盡 したと は 云へ ません、 然しながら 以上の 五ケ 條を 以てしましても 

今や^ 上紛々 亂 麻の 如く 異說の 布 かる & 時に 當て 我等 は 虞 正の 基督 敎を 虚偽の 基督 敎 より 別く る 事が 

出來 やうと 思 ひます、 基督 を 最高 位に 置く 基督 敎、 聖書の 敬虔なる 研究 を 促す 基督 敎、 人の 罪 ある こ 

と を 認め、 大膽に 之 を 唱道す る 基督 敎、 基督の 罪 を 贖 ふの 能力 を 信じ、 其寶 血に 萬 民の i を 消滅す る 

能力の ある こと を宣 ぶる の 基督 敎、 肉體の 復活 を 信じ、 其 信仰の 上に 凡ての 希 tl":- を 築く の 基督 敎、 是 

等 は 凡て 聖書に 適 ひ、 卽ち 基督教の 建設者の 意に 適 ふたる 基督 敎 であると 思 ひます、 若し 人が 是れ丈 

け を 信じ ますれば 彼が 天主 敎 であらう が、 希臘敎 徒で あらう が、 或は バ プチ スト (浸禮 派) であらう 

が、 メソヂ ストで あらう が、 「長老」 であらう が、 「監督」 であらう が 我等 は 深く 咎む るに 及ばない 

と m 心 ひます、 亦 若し 以上の 教義 を 全身 全力 を 以て 信じ ますれば 彼 は 宗派の 人た るを歇 めて 卽ち眞 正の 

加特利 (「廣 量」 の 意) 信者と なる であらう と 思います、 ，に 宗敎奪 ひなる ものが あります の は 其 根本 

的 教義に 軍： きを 置かないで、 其 枝葉 を 重要 ig する からであります、 眞 正に 基督 を 信す る 者 は 何人に 對 

し て も寬大 である 普であります、 眞 正に 聖書 を 深く 研 究す る 者が 說の 異同の ために 他 を 迫害す るが 如 

き 事 はない 害であります、 眞 正に 自己の S§ 人た るを覺 りし 者 は 都ての 人に 向て 恤矜 深い 害であります" 

眞 正に 基督の 贖罪 を 信じて 我等 は 最も 謙遞 なる 者で なければ なりません. • 眞 正に 肉 體设活 の 希 を 懐 

いて 我等 は歡 喜に 溢る X 者でなくて はなり ません、 詮 する 所、 眞 正の 基督 敎は 正の 道德 となりて 顯 

はるべき 者であります、 「光に 居る と 言 ひて 其 兄弟 を 憎む 者 は 今 尙ほ喑 に 居るな り」 と 使徒 ョ ハネは 

曰 ひました、 我等 は a- 理を 信じなければ なりません、 卽ち 全身 全力 を 擧げて 之 を 信じなければ なり ま 

せん、 卽ち 智識 的に 之 を 信す るの みならす 亦 意志的に 之 を 信じなければ なりません、 靈と眞 を 以て 眞 


も、 ぺテ II でも、 ヨハネで も、 叉舊約 時代の アブラハム でも ヤコ ブ でも、 モ ー ゼ でも. ィザャ でも、 

H レ ミヤで も 基督 敎の 眼に は 皆な 罪人であります、 「我 は 緩れ たる 唇の 者な り」 と は 預言者 ィザャ が 

神の 默 示に 接した 時に 揚げた 聲 であります (以赛 亜 書 六 章 五節)、 「主よ 我 を 離れ 給へ 我 は ，5^ 人な り」 と 

は §A ベ テロが 基督の 何者た る 乎 を智覺 した 時の 言葉で ありました、 人の 性 は 元来 善であって、 我等に 

罪 を 贖 はる 、の 必要 はない と 云 ふ 人 は 善人で ある 乎、 惡人 である 乎、 それ は 別問題と して 其 人 は 聖書 

の 茶 督敎が 解った 人で ない 事 丈け は 明かであります、 孔子 も- 人で ある、 釋迦も 罪人で ある、 ソ クラ 

テ ス も ii! 人で ある、 人と 云 ふ 人に して 罪人で ない 者 はない と 云 ふ は 我等の 歡迎 する 敎理 では ありませ 

んが、 然しながら 基 醫敎は 臆せす、 怖れす、 大膽 に、 明瞭に 此敎 義を唱 ふる 者でありまして、 ^し 世 

に 人 は 生れながら にして の る 者で はない、 無辜の 小兒を 貴む るに を 以てする が 如き は tf 酷の 極 

であると 云 ふ 人が あれば、 其 人 は 慈悲 深い 人 (世の 所 |£)、 ヒュ ー マー ーチ ー の 人 (EI) である 乎 は 知 

れ ません が、 然し 聖書 の 基督 敎を 信す る 人で ない 事 丈 は 確かであります、 基督 敎は 慈悲 を說き 寬容 を 

翻め まする は 勿論であります が、 然し 神の 前に 罪人た るべき 者 を 指して 義人な り 善人な りと は稱 へま 

せん、 人の 基督 敎に關 する 信仰の 眞僞を 試め す に 其 人 の 雜惡に 關す る 思念 を ssi す 程 正確な る 法 はあり 
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ません、 我 は 人な り、 然れ ども 神の 恩惠に 由り て義 しかる を 得たり と 云 ひ 得る 者の みが 聖 害に 適 ふ 

たる * 督 信者であります、 ^に悔 むべき の 罪 を 感ぜす、 我 は 生れながら にして 殊更に 神の 赦免 を 乞 ふ 

ベ き S 非 を 犯せし 事な しと 信じ 且つ 此事を 公 曾す る 人 は 世に 謂ふ惡 人で はない 乎 も 知れません けれども、 

然し 基督 信者ではありません、 此 事に 關 する 使徒 ヨハネの 言 は實に 强ぃ詞 であります、 卽ち約 翰 第一 

書 第一章 八 節 以下に 於て 斯う 書いて ：5 ます、 
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若し-罪 なしと 言 は 是れ み づ から 欺け る に て眞理 我等に あ る な し、 若し 已の 罪.^ 認 はさ ば 神 は 信 

實 なり 公義なる が 故に 必す我 倚の si- を赦し 諸の 不義より 我 倚 を 潔むべし、 若し， 罪 を 犯した る こと 

なしと 言 は 祌を誠 者と する 也、 その 道 我 倚に 在るな し。 

w、 基督 敎は 基督に 於け る 贖 I 非を敎 ふる 宗敎 であります、 是を唱 へます るの は 如何にも 偏狭の やう 

に 聞え まする けれども、 然しながら 事 實は之 を隱蔽 する 事 は 出来ません、 基督 を 要せざる 淸洗は 基督 

敎の 全然 排斥す る處 であります、 r 爾曹我 を 離る &時は 何事 を も 行し 能 はす」 と は 基督の 語 I 湫を强 め 

て 述べられ た 言葉で ありま す (約 翰傳十 五 章 五節)、 又 r 是 故に 子 もし 爾 に 自由 を 賜 ひたば 爾曹 誠に 自 

由 を 得べ し」 と 基督 は 述べられ まし た (同 八 章 三 六 節)、 人 は 全然 墮落 せし 者で あるが 故に 彼は自 から 已 

を 潔 ふす るの 能力 を さへ 失 ふた 者でありまして、 彼が 再び 原始の 淸淨に 還らん が爲 めに は 彼 は 神の 子 

の 十字架 上の 贖 I 非 を 要する 者で あると は 聖書が 繰返し、 繰返し、 一一 一一 口 葉 を 更へ例 を 代へ て述 ぶる 所で あ 

りまして、 此 著明な る 事實を 看過 して 如何して 基督 敎 の 眞意 が 解った と 中せ ませう か 私の 解し 得ない 

所であります、 「其 子ィヱ ス キリストの 血す ベての 罪より 我 儕 を 潔む」 と は 基督 敎の 土臺 石と も稱す 

べき 敎義 でありまして、 若し 哲學 的に 之 を 解し 難 いからと 云 ふて 之 を 取 除いて 了い ますならば 基督 敎 

と 云 ふ 建築物 は 其 土 辜： から 壞れて 了 ふ 者で あ る と 信じます。 

五、 基督 敎は 肉體の 復活 を 信じます、 是も亦 前と 同じ やうに 信す るに 至て 難い 敎義 であります、 然 

しながら 聖書、 殊に 新約聖書 は 肉體の 復活 を 以て 基督教の 死活問題と 見做して 居ります (使徒 行傳ニ 

章、 哥林多 前書 十五 章 等參考 )、 ^に は 「復活の 敎雜は 破る. -も 基督 敎其物 は 存在す」 など 云 ふ 人 も 

あります るが、 然し 少しく 精密に 聖書 其 物に 就て 基督 敎を 調べた 人 は 決して 如斯き 言を發 しないと 思 


を 量って はなり ません。 神に は 祌相應 の 愛が あります。 私供 は 祌の從 順なる 子供と して、 神が 與 へん 

と 欲し 給 ふ もの を 感謝して 受 くべき であります。 

神の 在る こと は 大抵の 人が 信じます。 キリス トが完全た人でぁった^5^-は信するに難くぁりません。 

然し 乍ら 彼の 死が 唯の 人の 死でなかった 察、 之に 聰罪の 意味が あった 事、 殊に 彼が 死して 甦りたり と 

の 事、 そして 今 は； 大に 在って 萬 物 を 統治め 給 ふとの 事、 そして 再び 顯 はれて 救扬を 完成う し 給 ふとの 

事 は、 信す るに 進 だ 難い 事であります。 然し 乍ら それ は 聖書が 明かに 示す 所でありまして、 之を；：^^ 

る 事が 出来て、 初めて 神の愛の 高さ 深さ 廣さ を曉る 事が 出來 るので あります。 神 は 愛で あると 云うた 

丈け では 足りません。 どれ だけの 愛で ある 乎 其 事 を 知らなければ なりません。 「神 は 我等 を惠 みて； 大 

より" ：！ を 降らせ、 警： 積なる 時候 を與 へ、 糧食と 喜樂を 以て 我等の 心を滿 たしめ 給 ふ」 と 云うた 丈け で 

神の愛 は盡 きません (行 傅 十四 章 十七 節〕。 「神の 己 を 愛する 者の 爲 めに 備へ給 ひし もの は 目 未だ 見す 斗 

来 だ 聞かす 人の 心 未だ 念 はざる 者な り」 と 云 ふが 眞理 であります 〔； コリ ン卜 前書 二 章 九 節)。 子 は 親の 愛 

を 知らない やうに、 人 は 神の愛 を 知りません。 祌は 如何程 人 を 愛し 給 ふか、 それ は 人の 側か ％ ^は 解り 

ません。 人 は 神より 此 世の 幸福 を 戴けば それで 充分で あると 思 ひます。 然し さう 思 ふて 自分で 自分 を 

知らないので あります。 人 は 百年に 足らざる 短き 生べ 叩を樂 しまん と 欲します。 神 は 人に 永生 卽ち おり 

0OO0O0OO0000O00000OCO00O0O 

たき 生命 を 賜 はんと 欲し 給 ひます。 そして 福 昔 は 神が 御自身の 立場より して 人を惠 まんと 欲し 給 ふ 其 

途を 示した 者であります。 そして 天 の 地よりも 高き が 如く、 神が 人 を 念 ふ 心 は、 人が 自分 を 念 ふ 心よ 

り も 高く あります。 福音 は 解し 難しと 云 ふ は、 道理に 反する からではありません。 子が 親の 愛 を り 

得ない やうに、 人が 神の愛 を 測り 得ない からであります。 私供 は！ i 昔 全部 を 信す る を 得て、 神の愛の 
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深さ 廣さを 測り 知る ことが 5£來 るので あります。 

「ィ H スは 我等が 罪の 爲に附 され、 叉 我等が 義 とせら れんが 爲に聽 へらされたり.」 とあります (。 マ 

書 四章サ 五節 )o イエスの 死 は 我等の S 非 を 贘ふ爲 の 死で あり、 彼 は 又 我等が 義 とせら れんが 爲 めに 甦 

ら されたり と 云 ふ。 此は 福音の 大切なる 筒條 であります。 一見して 人類の 幸福に は 何の 關係も 無い 事 

おしつ 

柄の やうに 思 はれます。 其れ故に 多くの 人 は 之 を ドグマ (敎條 ) と稱 して、 敎會が 信徒に 柙附 ける 無 

用の 信仰 箇條 であると 思 ひます。 然し さう ではありません。 人に は 何人に も 死の 問題が あります。 そ 

ほろ グ 5 

して 死の 問題 は 罪の 問題と 離れて 考 ふる 事 は 出来ません。 先 づ罪を 減して 然る 後に 死 を 無き ものと す 

る ことが 出來 るので あります。 そして 死と 其 恐怖と が 取 除かれざる 問 は、 人に 本當の 幸福がない の で 

<3厶<】厶<"厶<"<3<3<3<"<.<<厶厶<1<"<:厶厶厶<1<3厶<3乙厶  よみが へり 

あります。 キリストの 死 は 人の 罪 を 取 除く 爲に 必要であった のであります。 彼の 復活 は 罪の 消滅の 證 

據 として 必要なる のであります。 今 其 事に 就て 委しく 論す るの 時はありません。 何れに しろ キリス 卜 

の 死と 復活と が 人の 永遠の 幸！ i を 籣す爲 に 必要 缺 くべ からざる 者で ある 事 は確實 であります。 キリス 

あ り i へ  ねつ- rj ラ  つくり fur 一 

トの死 を 普通の 人の 死と 同一に 視、 彼の 復活 を 後世の 信者が 揑 造した 僞談と 解して、 福音の 大要 點が 

し i 

失せて 了 ふので あります。 キリスト は 復活し 給へ りと 云 ふ 事 は、 我が 罪は赦 されて、 我 も 亦 彼の 如く 

に 復活す るので あるとの 事でありまして、 此事を 聞かされて 歡喜此 上な しであります。 復活 は 非科學 

的の 迷信で あると 斷 言 して、 福音の 福音た る價 値が 無くなって 了 ふので あります。 

其 他の 事 も 亦 同じであります。 キリスト は 昇天して、 今 は 父と 偕に 在して 我等の 爲に執 成し 給 ふと 

云 ひます。 何やら 幽玄 界に 逍徉 して 夢 を 語る が 如くに 聞え ます。 然し 夢ではありません、 實で あり 

ます。 若し キリストが 單に 過去の 人であります ならば、 私供に 救 主 は 無い のであります。 私供 は 人生 


现 を；^ じて こそ 眞 正の 救扬は 我等に 臨る のであります。 


き 福 音 


我 は 天地の 造 主 全能なる 父の 神 を 信す。 我 は 其獨子 我等の 主ィ H ス キリス トを 信す。 彼 は i や 露に 

因り 處女 マリヤより 生れ、 ボン テオ ピラトの 時 苦 を 受け、 十字架に 釘 けられ、 死して 葬られ、 

第三 日に 甦り、 天に 昇り、 父なる 神の 右に 坐し、 叉 死者と 生者と を 判かん 爲 に彼處 より 來り給 

ふ を 信す。 (信徒 信經) 

幅 昔と 云 ふて 一箇 條で はありません、 數筒條 であります。 祌は 天地 萬 物の 造 主であって 我等 人類の 

父で あると 云 ふは大 なる 福 昔であります。 然し 乍ら 福音 は 之 を 以て 盡 きません。 人類 はすべ て祌の^^ 

であって、 人 はすべ て 兄弟： t 妹で あると 云 ふ 事 も亦大 なる 福 昔であります。 然し 乍ら； i 音 は 之 を 以て 

盡 きません。 キリスト は 我等の 救 主であって、 彼に 學び、 彼の 笫子 たるに 由て、 人生の 意義 を 完成う 

する^が 出來 ると 云 ふの も大 なる 福 昔であります。 然し 乍ら 一 i 昔 は 更らに 夫れ 以上であります。 福音 

は 人の すべ て 思 ふ 所に 過ぎて 高く 又 深く 父廣 くあります が 故に、 私供 は 其 一 部に 接して 全部に 接した 

やうに 感じます。 神と 云へば 强ぃ 者、 聖 一い 者、 凡人の 近づき 得ざる 者と 忍 はる、 が 常で あるに、 彼 は 

我等の 父で あると 聞いて 私供の 心 は 飛 立ちます。 私供 は 其 上 別に 聞く の 必要がない と 感じます。 キリ 


基 G 敎に SE する 研究  二 六 

ストの やうな 人が 私供の 兄弟で あると 閜 いて、 私供の 價 彼が 急に 上った やうに 感じます。 「神 は 我等 

の 父で ある、 人類 は 我等の 兄弟で ある」 と 云うた 丈け で 基督教の 全部が 言 ひ盡 された やうに 思 はれな 

いではありません。 基督 敎の 一 派なる ュ -ー テリ ヤン 敎は 此の 一 一箇 條を 以て 立つ 敎 でありまして、 まこ 

とに 簡單 明瞭に して、 尊敬すべき 敎 であると 云 はざる を 得ません。 然し 乍ら 基督 敎は 之れ 丈け では あ 

りません。 福音 は 以上の 二 筒條を 以て は盡 きません。 二  二 テリ ヤン 敎は 尊敬すべき 敎 であり ますが、 

完全なる 福音で あると は 言 ひ 得ません。 基督 敎は ュ  一 I テリ ヤン 敎の 敎義 以外に 多くの 事を敎 へます。 

基督 敎は祌 は 人類の 父で あると 敎 へます。 キリスト は 神の 獨子 であって、 人類 を 救 はん 爲に祌 に 遣 

はされ て^に 降り 給へ る 者で あると 敎 へます。 更らに 叉 キリ ス トは 人類の 罪を擔 ひて 十字架に 釘 けら 

れ、 彼 を 信す る 者の ために 救 扬の途 を 開き 給へ りと 敎 へます。 キリストの 死と 復活と 昇天と を敎 へま 

す。 彼 は 今 は 父と 偕に 在して 信者の ために 執 成し 給 ふと 敎 へます。 そして 父のお め 給 ひし 時に 於て 再 

び顯 はれ 給 ひて、 すべて 彼 を 信す る 者 を 御自身に 肖た る 者と 成し 給 ふと 敎 へます。 靈の 存在と 活動 

きを 敎 へます。 聖靈を 以て 繋がる 信者の 聖き 交際 を敎 へます。 信者の 復活と 窮 りなき 生命 を敎 へます。 

萬 物の 改造 を敎 へます。 キリストに 由て 行 はる k すべての 人の { 称 判を敎 へます。 神の 國の 完成と、 新 

天 新地の 實 現を敎 へます。 是 等を總 合した 者が 福音であります。 其の 一 つ 丈け が 私供の 小さき 希 § マ-を 

滿 たして 餘 りあります が、 然し 神様 は それ を 以て 滿足し 給 ひません。 「小さき 群よ、 汝 等の 父 は 喜び 

て 國を汝 等に 予へ給 はん」 とィ H スが其 弟子 等に 曰 ひ 給 ひしが 如くに、 祌は 御自身 を 愛する 者に 完成 

うせられ たる 宇宙 を 與へ給 はすして は滿 足し 給 はない のであります (ルカ 傳 十二 章 卅ニ節 )o 福音に 小な 

る 者と 犬なる 者と、 部分的なる 者と 全體 的なる 者と があります。 私供 は 小さき 私供の 心 を 以て 神の愛 


余が 此 世に 於て 總 ての ，詬 罵 凌辱 を 忍び、 人に 踐み附 けらる、 を 以て 反て 滿 足に 感する ことの 出來 るの 

は < ^、に 來 らんと する 榮 光の 王國が 約束せられ たからで ある、 余 は 基督 敎は 現世 を 救 ふための 絶大の 勢 

力で あると は 信じて をる が、 然し 余が 之 を 信す る 主なる 理由 は、 其が 余に- 大國に 人る の 資格 を與 へて 

吳れ るからで ある、 余 は 或 者の やうに 現世 的 基督教なる もの を唱 へて 無私 無愁を 誇らない、 來 世の 榮 

光に 與 からん とする 希望 は 決して 卑劣なる 愁卞  1- ではない、 是れは 神が 吾人より 要求し 給 ふ愁望 (若し 

之に 慾び H の 名 を附し 得べ くんば) であって、 此慾望 を懷 き、 之に 依て 生涯 を 送る こと は 恥辱で はなく 

して 大 なる 榮譽 である、 然り、 余の 基督 敎は來 世 的で ある、 余 はパゥ II と 偕に 死して 後の 義の 冕， を俟 

ち む 者で ある C 提摩太 後書 四 章 八 節)。 

余の 基督 敎は 第二に 贖 的で ある、 余 は 余の 善行 を 以て 聖潔 めら れんと は 欲しない、 余に は 余の 生 

來の惡 性が ある、 又 日々 己れ に 加 へ つ、 ある 罪惡が ある 故に 若し 神に して 余の 罪 を 贖 ひ！^ ふに あら ざ 

れば余 は 到底 祌の聖 前に 立つ ことの 出来ない 者で ある、 余 は 何人たり とも 他の 人が 余の 罪 を 贖 ひ 得る 

と は 信じない、 然しながら 人に 贖 ひ 得ない からと て 神に 贖 ひ 得たい と は 余 は 信じない、 人の 罪 を赦し 

得る 者 は 神の みで ある (馬 可 傳ニ章 一— 十二 節〕、 その 如くに 人の 罪 を 贖 ひ 得る 者 は 神の みで ある、 神が 

余の 雜を贖 ふたと 聞いて 余 は 奇異と は 思 はない、 思 はない のみなら す、 余 は 之 ある を 聞て 始めて 神の 

祌 たる を 信す るので ある、 故に 余 は 或る人の 如くに 贖罪の 敎義を 時勢 後れの 迷信と は 思 はない、 余の 

平和と 安心と は 一つに 此敎義 に 於て 在る。 

余の 基督 敎は 第三に 奇 的で ある、 余 は奇鑌 をば 有り得ない 事と は 信じない、 奇 is? は 犬然的 現象の 

激， 甚 なる ものであって、 決して 天然の 法則に 逆った もので はない、 天然と は 普通の 現象 を 指し て^ふ 
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ものであって、 奇 接と は 特殊の 現象 を 云 ふ ものである、 故に 其 本 を 探って 見れば； 大 然と 奇镇 との 問に 

差^ はない、 雨う して 余 は 基 誓敎は 罪に 死せ し 人類 を 救 はんため の 特殊の 勢力で あると 信す る、 基督 

敎は 普通の 倫理で はない、 仁 を 踐み義 を 行 ふた 位 ひで 人の 靈魂は 救 ひ 得らる &者 ではない、 彼 は旣に 

天然 的に は 死した る 者で あるから、 彼 は 天然 的に 救 ひ 得らる、 者で はない、 彼 を 救 ふに は 特殊の 勢力 

が 要る、 卽ち奇 接が 要る、 奇鑌 的なら ざる 宗敎は に 死した る 人 を 救 ふの 能力 を 有たない、 若し 基督 

が釋： や 孔子の 如き 人間であって、 其說 きし 所の 敎義が 僅かに 仁義 忠孝 等 普通の 人倫に 止まったなら 

ば、 彼 は 決して 人類の 救 主として 仰がるべき 者で はない、 彼に 天然に 於ても 人間に 於ても 發見 する こ 

との 出来ない 特殊の 能力が あるから こそ 彼 は 吾人 を 救 ひ 得る 者と して 崇められ るので ある、 奇蹟 力 を 

認めす、 之 を 供給し ない 宗敎の 如き は 取る に 足らない 宗敎 で あ る 。 

余の 基督 敎は第 ra: に 聖書 的で ある、 余 は 勿論 眞理は 聖書 以外に は 無い と は 云 はない、 眞理は 風に も 

ある、 水に も ある、 て 正義の 行 はる \ 所に は M 理は必 す ある. 然しながら 基督 敎は 神の 特殊の 默示 

に 由て 成りし 宗敎 であるから、 是れは 決して 聖書 を 離れて 1^ り 得べき 者で はない、 世に は 基督 敎は眞 

现 であるから 聖書 に 由ら すと も 存在す る 者で あるな ど唱 ふる 人が あるが、 さう 云 ふ 人 は 未だ 基督 敎 の 

何たる 乎 を 知らない 人で あると 思 ふ、 余 は斷言 して 云 ふ、 孔子の 論語に 基督 敎は ない、 佛 經の經 文に 

もない、 プラト ー の 祈 1： 學 にもない と、 善 を 踐み義 を 行へ 位 ひが 基督 敎 ではない、 祌は萬 物の 造 主で あ 

る 位 ひが 基督 敎 ではない、 某： 督敎と は 「それ 神 は 其 生み 給へ る 獨子を 賜 ふ ほどに 世の 人 を 愛し 給 ヘリ、 

此は 凡て 彼 を 信ずる 者に 亡ぶ る ことなくして 永 生 を 受けし めんが 爲 めな リ」 (約 賴傳： 一 i 十六 節) 是 

である、 斯の 如き 事 は 聖書 を 除いて は 他の 書に は 決して 書いて 無い、 聖書に 於て 基督 敎を 探らす して、 


日常の 戰鬪に 於て、 活ける 强ぃ援 者 を 要求し ます。 私供 は キリストが 遺し 給 ひし 敎訓 丈け では 足り ま 

せん。 私供と 共に 在りて、 私供 を援 けて 下さる 活ける 救 主 を 要求し ます。 彼 は 昇天す るに 當 りて 其 弟 

子等に 吿げて r 視ょ我 は 世の 末まで 常に 汝 等と 偕に 在るな り」 と 言 ひ 給へ りと 聞いて、 私供 は 非常に 

慰められ 义强 めら る k のであります。 病 を 癒し 波 を 靜め給 ひし キリスト は 八， -猶ほ 生き て 我等 を 護り、 

我等 を 以て 此 罪の 世に 於て 其聖業 を 行 ひ 給 ふと 云 ふので あります。 此 はまこと に 犬なる 福 昔で はあり 

ません 乎。 孔子 は 聖人で あり、 釋迴は 大敎師 であると 云 ふても 過去の 人た るに 過ぎません。 キリスト 

は 彼等と 異 います。 キリ スト は 昔 在り 人 マ 在り 永遠にまで 在る 者であります。 それでこそ 本 當の救 主で 

あるので あります。 祌が斯 かる 救 主 を 人類に 與へ 給うた と 云 ふ、 それ こそ の 福 昔ではありません 乎。 

； i 音 は キリストの 傳 へた 敎訓に 於て 在る、 彼の 復活と か "计； 大 とか 云 ふ 事に 於て 在る のでない と 云 ふ は、 

H やら 學 者ら しく 聞 えます るが、 然し 福音 をして 小なる 者た らしむ るので あります。 眞の 福 昔 は キ リ 

ストの 敎訓に 於て より は、 彼れ 御自身に 於て 在る のであります。 復活せ る キリストが 再 天す るに〃 り 

「天の 內 地の 上の 凡の 權を 我に 賜 はれり、 故に 汝等往 きて 萬國 のおに 我が 凡て 汝 等に 命ぜし 言 を 守 

れと敎 へよ」 と 言 ひて 祌の許 へ と 歸り給 へ りと 聞き、 此事を 信じて 傅 道の 熟 心と 男 氣 とが 起る ので あ 

ります。 キリストの 敎が孔 l-h ゃ釋迦 の敎と 異なり、 何時までも 古びす して、 常に 古び 易き 此 世の iff 新 

の 力と して 存 する 其 理由 は 何處に 在る のです 乎。 能力 ある 神の 子が 御自身 世 を 統べ 治め 給 ふからで あ 

ります。 福 昔と 云 ひて 單に 音ではありません。 r 祌の國 は 言に 非す 能に 在り」 と バウ 口が霄 うた 通り 

であります。 

キリ ス ト 再臨 も 亦 同じであります。 之 も 亦 一 i 昔の 大筒 條で あります。 之な くして 福 昔 は 完全で あり 
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ません。 再臨 は 救拯の 完結であります。 總 括りであります。 

我れ 新しき 天と 新しき 地 を 見たり。 前の 天と 前の 地 は旣に 過ぎさり、 海 も 亦 有る ことたし) 我れ 

架き 城なる 新しき M ルサ レム、 備へ整 ひて 神の 所 を 出て 天より 降る を 見たり、 その 狀は 11 その 

新 郞を迎 へん 爲に 飾りた るが 如し。 我れ 大 なる 聲の 天より 31 る を 聞け り、 曰く、 神の 幕屋 人の， g 

にあり、 神人と 共に 住み、 人 神の 民と なり、 祌 また 人と 共に 在して 其 神と 成り 給 ふ。 神 彼等の B 

の涕を 悉く 拭 ひとり、 復死 あらす、 哀み哭 き 痛み 有る ことなし、 そ は 前の 事す でに 過ぎ去 ば 也 

(默 示錄 二十 一 章 一— 四 節)。 

； i 音 は是等 を總て 合した 者であります。 其 一 を缺 いて 福音 は 福音でありません。 私共 は 現代人の 反對 

を 恐れて 福 昔の 一部分 を 以て 滿 足して はなり ません。 完全なる 福 昔、 聖書 全部 を 信じ 得る 言 &- 「凡 

そ 事 信じ」 と 云 ふ バウ 口 の 信仰、 是が 私供の 信仰でなくて はなり ません。 私供の 信受 する 基督 敎は S 水 

ぃ强ぃ 無限大なる 基督 敎 でなくて はなり ません。 


余の 基督 敎 

余の 基督 敎は 第一に 來批 的で ある、 余 は 現世に 於て 余の 理想が 資 行され やうと は 思 はたい、 余の 希 

望 は總て 「^へ 整 ひて 神の 所 を 出て 天より 降り 来るべき 聖き 城市なる 新しき エルサレム」 に 於て 在る、 


之 を 探る 所 は 他に はない、 故に s^, 書に 八：： はざる 基督 敎は 某督敎 ではない、 吾等の基督敎が^^書全體の 

設明 する 所と なりて、 吾等 は 始めて 基督 敎の 髓に 達する ことが 出來 たと 云 ふこと が出來 るので ある- 

勿論 書の 記事に 多少 矛盾す る 所が ある やうに 見える、 然し" だれ は 外形 上の 矛盾であって、 精神 上の 

矛盾で はない、 聖書 は 其 精神に 於て は 始めより 終りまで 全然 一致して； 15 る、 爾 うして 是は 11 敎、 佛 敎- 

其 他 世 の 宗敎 に 於て 見る ことの 出来ない 精神で ある、 余 は 全然 書に 賴ら ない 基 敎を 以て 眞 正の 基 

督 敎と認 むる こと は m 夾た い。 (未完〕。 C 續稿ナ シ。) 
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夫れ 祌は其 生み 給 へ る 獨子を 賜 ふ ほどに 世の 人 を 愛し 給へ り、 此は 凡て 彼 を； lis する 者に」」 る こと 

無くして 永生 を 受けし めん 爲め也 〔ヨハネ 傳三牵 十六 節〕。 

愛し 給へ り、 祌は、 世 を、 其 生み 給へ る 獨子を 賜 ふ ほどに、 此は 凡て 信す る^に、 彼 を、 亡る こ 

となく して、 其反對 に、 生命 を、 永久の、 受けし めん 爲 なり (逐字 譯)。 

「神 は 愛な り」 と 云 ふ は 祌は愛 其 物な りと も、 叉 は 愛の 頂上な りと も 解す る ことが 出来る。 漠然た 

る 愛で はない。 確然と したる 熱烈の 愛で ある。 抽象的の 愛でない、 具體 的の 愛で ある。 或る 明 お なる 

..歷 史的 事實と して 現 はれた る 愛で ある。 
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「愛し 給へ り」 である、 「愛し 給 ふ」 でない。 特^なる 時に、 特^なる 方法 を 以て 其 愛 を 現 はしへ. i 

ベり と 云 ふので ある。 基督 敎 は 歷 史的 宗敎 なりと 云 ふ は此 事で あ る 。 

「神 は 愛な り」 と 云 ふが 驚くべき 報知で ある。 然し 乍ら 神 は 世 を 愛し 給へ りと 云 ふ は 更に 驚くべき 

音信で ある。 神に 叛 ける^、 光よりも 暗 を 愛する 世、 其 遣し 給へ る 預言者 を 殺し、 不義と 虚偽と を傳 

ふる 偽の 贸 言 者 を歡迎 する 世、 何れの 點 より 見る も 憎むべく して 愛すべからざる ゆ、 …… 然るに 神 は 

世 を 愛し 給へ りと 聞いて 我等 は 驚かざる を 得ない。 此言を 記し 使徒 ョ ハネは 曰 ふに 非す や r 此世 或は 

此^に ある 物 を 愛する 勿れ、 人 もし 此^ を 愛せば 父 を 愛する の 愛 その 衷に 在るな し」 と C 第一 書 二 章 十 

五節，)。 然るに も拘 はらす 神 は 此世を 愛し 給へ りと 云 ふ。 矛盾す るが 如くに 見 ゆる ほど 驚くべき 愛で 

ある。 

そして 此 憎むべき 世 を 如何程 愛し 給 ひし 乎と 云 ふに、 其獨子 を^ ひし 程に 愛し 給へ りと 云 ふ。 此は 

おどろき  ね .7 ち 

驚 駭の絕 頂で ある。 人と して は 最も 爲し 難き こと を、 爲 すの 最も 價： g なき 者の 爲に、 神 は爲し 給へ り 

と 云 ふ。 此 はたし かに 愛の 奇跡で ある。 最も 信じ 難き 事で ある。 人が 其 敵の 爲に 自分の 子 を、 然 かも 

其獨 子を與 へたと 開い て 誰が 信す るで あらう 乎。 然 かも 夫れ が 神が 御自身に 叛 きし 位の 爲に爲 し 給 へ 

• る 事で あると 云 ふ。 無限の 愛と は斯 かる 愛 を 云 ふ。 萬 物の 造 主に 此愛 ありと 聞いて、 我等の 宇宙 觀も 

人生^も 一 變 せざるを得ない の である。 

然し 神の愛 は是 れで盡 きない。 神が 其 獨子を 與へ給 ひし は 人 を 救 はん 爲 である。 そして 其 救 ひの 條 

件た るゃ簡 短の 極で ある。 r 此は 凡て 信す る 者に は」 と 云 ふ。 信す るの が 神の 救 ひに 與る爲 の 唯 一 の 

條件 であると 云 ふ。 「凡て」、 誰でも、 信す る 者に は、 亡る ことなくして 云々 と ある。 最も 簡 短なる 


OC.-000  oooooooooooo  ooooooo 

力 法に 由り て 最も 大 なる 恩 惠に與 る 事が 出來 ると 云 ふ。 驚くべき 愛で ある。 愛の 奥に 愛が ある。 〈千，： S 

の 無限なる に 匹敵す るの 愛で ある。 

「彼 を 信す る 者に」 である。 祌を； じ 其 愛 を 信す と 云 ふ。 然れ ども； 大の 高き に 在す 神、 卞宙 の廣き 

が 如き 其 愛、 如何にして 之 を 信す る 事が 出来る 乎。 信仰 は 明確なる 目的物 を 要す。 そして 祌は亦 之 を 

も 具へ 給うた。 彼が^に 賜 ひし 其獨 子が 是 である。 歷 史的の イエ ス キリスト、 人と して 現 はれ 給 ひし 

神の 獨子、 我等の 揮を擔 ひて 十字架に 上り、 死して 甦り、 今 は 父の 右に 坐して 我等の 爲に執 成し， 後 

に W び來 りて 我等の 救扬を 完成し 給 ふ 者、 彼 を 信す る 事に 依て 救 はると 云 ふ。 簡 短の 上に 更に 簡 短で 

ふる £ ひ  ：； 一し  さじ 

ある。 ； も 饗應は 供 へられて、 神 御自身が 繁か叉 は 匙 を 取りて、 我等 を 養 ひ 給 ふが 如くで ある" そし 

て 之が 救 ひの 條件 であるに 拘 はらす、 之 をし も 拒む 者 は、 如何に 處分 せらる k が適當 である 乎、 人 は 

他に 問 ふまで もな く 自分 で 判斷す ベ きで ある。 神が 今人 より 要求し 給 ふ は 唯 是れ丈 けで ある" 「我等 

祌の (嘉し 給 ふ) 業 を 行 はんに は 3： を爲 すべき 乎」 との 問に 答へ てィ H スは曰 ひ 給 ふた 「神の (嘉し 

給 ふ) 業 は その 遣 はし 給へ る 者 を 信す る是 なり」 と C ョハ. ^傳 六章サ 八、 廿九 節)。 神が^に 賜 ひし 其獨 

子 を 信す る 事、 神が 人より. 要求し 給 ふ は唯此 一事、 人が 神の愛に 入りて 其 最上 最大の 恩 惠に與 からん 

爲の行 爲は唯 此行爲 である。 卽ち キリス トを 信す るの 行で ある。 

「亡る ことなくして」。 「亡る」 と は 强ぃ辭 である。 ギリシャ 語の apcllumi は 英語の aluullilaticll 

であって 絶滅の 意で ある。 人が 絶對 的に 其^ 在 を 失 ふ 事で ある。 そんな 事 は 在り 得ない、 愛の神が そ 

んな事 を 爲し給 ふ 害 はない と ふる 者 は 誰 乎？ 若し 其 事が 在るならば 如 M? 生命に 死の 危險が 作 

ふ。 死の 危險の 伴 はない ：11<？ は 生ん 叩で ない。 E の價は 死なり。 靈 魂に 絶滅の 危險が ある。 是れ ある は祌 
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が 無慈悲で あ るからで ない。 生命の 特性と し て爾ぅ あるの で ある。 生命の 源なる 神より 離れて 靈魂は 

死ぬ る。 人 をして 此危險 より 免 かれし めんが 爲に祌 は 其 獨子を 遣 はして 救 ひの 途を 設け 給うた ので あ 

る。 我等 は 肉體の 死の 恐し さ を 知る、 然れ ども 靈 魂の 死の 恐し さ を 知らない。 そして 神 は 能く 之 を 知 

り 給 ふが 故に、 玆に 非常手段 を 設けて、 卽ち 愛の 奇跡 を 行 ひて、 救 ひの 途を備 へ 給うた ので ある。 永 

遠の 刑罰と 云 ふ 事 は 決して 無い 事で ない。 すべて 鋭き 良心 を 有った 人 は此事 ある を 感じた。 そして キ 

リ ストの 贖罪に 由り て此 刑罰より 免 かる、 を 得て 感謝に 溢る- - 凱旋の 聲を揭 げた。 

「反 對に 永生 を 受けし めん 爲 なり」。 神 は 生命の 源で ある。 彼 は 生命の 失せん こと を 好み 給 はない。 

ひとり  二.^  すべての ひと くひ あら.；！ め 

彼 は 一 人の 亡ぶ る を も 欲み 給 はす 衆人の 悔 改 に 至らん こと を 欲み 給 ふ (ぺ テ n 後書 三 章 九 節， }o 親 は 子 

を 死より 救 はんが 爲には 何でも 爲る。 全能の 父 は 己に 像り て 造り 給 ひし 人の 亡び ざらん が 爲に玆 に 示 

すが 如き 非常手段 を 講じ 給 は ざらん や。 子 を 持って 知る 親の 恩 を、 子 を 失って 知る 神の愛 を。 r 汝等 

い. り 

視ょ、 我等 稱 へられて 神の 子た る 事 を 得たり、 父の 我等に 賜 ふ 何等の 愛ぞ」 と (ヨハネ 第一 書 三 章 一節)。 

天の 父 は 其 子等 を 救 はんが 爲に其 獨子を 彼等に 賜 ひ、 すべて 彼 を 信す る 者 は 亡る ことなくして、 之に 

永生 を 授け 給 へりと は、 少しも 不思議で ない の である。 

終りに 「賜 ひて」 の 一 字に 注意せ よ。 「賜 ひて」 は單に 「降して」 叉 は 「遣 はして」 ではない。 「賜 

ひて」 は 「與 へて」 である。 自分より 絶して 他人の 有と する を 「與 ふる」 と 云 ふ。 そして 此 意味に 於 

0O000OO00O0OOOO000O00000OO 

て 祌は其 獨子を 世に 賜うた ので ある。 聖子は 人と 成って 而 して 今 尙ほ 人と して 存し給 ふので ある。 基 

督敎 神學に 「神の 受肉」 と 云 ふ 事が ある。 事と して は 不可思議の 極で ある。 然し 乍ら 愛の 行爲 として 

は考へ 難き 事で はない。 國王 は其叛 ける 民 を 愛し、 彼等 を： 冉び已 に引戾 さんが 爲に其 一子 を 庶民に 下 


したと ム ふので ある。 そして 全能の 祌は實 際此事 を爲し 給うた と 云 ふの で あ る 。 そ し て 其 事 を 傅へ、 

之 を 信じ、 其 信仰に 由て 行 ふの が 基督 敎 である。 神の愛、 ^の 罪、 人 を 救 はんとて 取り 給 ひし 神の UJ 

段、 聖 子の 降^、 十字架の 死、 復活、 天、 再臨、 彼 を 信す るの 信仰、 永遠の 死に 對 する 永遠の 生命、 

…… 是が 基督教で ある。 少く とも 私が 信じ 私が 此 所に 唱 ふる 基督 敎 である。 是は舊 いと 云 ひ * 迷 1 一一 一：： で 

あると E 心 ふ 人た ち は 直に 私 を 去って 貰 ひたい。 私に は此 他に 基督 敎は 無い ので ある。 

「夫れ 祌は其 生み 給へ る獨子 を^ ふ ほどに， を 愛し 給 へ り、 此は 凡て 彼 を 信ずる 者に 亡る ことなく 

して 永生 を 受けし めんた め 也」 と。 誠に 貴い 文字で ある。 其內に 無用の 文字 は 一 字 もない。 孰 も 重い 

意味深長の 文字で ある" 神の愛と は斯 くも 確實 なる もの。 斯 くも 明瞭なる もの、 誤解と 其 想と を 許さ. 

ざる 者で ある。 奔 りながら も讀む 事の 出来る 程 明，：；： なる 者で ある。 

私の 基督 敎 

其 一 十字架の 敎 

ユダヤ人 は 休 徴を乞 ひ、 ギリ シャ人 は 智慧 を 求む、 然れど 我等 は 十字架に 釘 けられし キリス トを 

宜條 ふ、 是れ ユダヤ人に は 躓 物、 ギリシャ 人に は 愚 なれ ども、 "：： された る 者に は ユダヤ人 にも ギ 

" シ ャ 人に も祌の 能力 また 神の 智慧た る キリ ス ト なり C コ リ ントー；^書 一 聿 ニニ 丄 一四 節 )o 
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教に關 する w 究  三 八 

我はィ H ス キリ ス トと 彼の 十字架に 釘 けられし 事の 外 は 彼等の 屮に 在りて 何 を も 知る まじと 心 を 

定めたり (同 二 章 二 節 )o 

我に は 唯 我等の 主ィ H ス キリス 卜の 十字架の 外に 誇る 所 何も あるな し、 之に 由り て^ は 我に 對し 

て 卜 字 架に 釘 けられ、 我 も 亦 骨に 對 して 然 かせられたり r ガラテ ャ書六 ^ 十 a 節〕。 

如何にして 基督 敎の 正邪 を钊刖 すべき 乎、 是れ 信者に 取り 重要なる 問題で ある。 ん；' や 種々 の 信仰が 

某： 督敎の 名の 下に 5^ かれ、 何れ を 何れと 判別すべき 乎、 基 だ 困難で ある。 然れ ども 基督教に は 一 つの 

特徴が あって 是れ 無き 者 は 某： 替敎 でない ので ある。 殊に 私の 說き來 りし 基督 敎は 明白であって、 人の 

之 を 誤解し やう 譯は 無い 苦で ある。 私 は 幾 11 か 念 を 押して 說 いた 積り である。 然るに 貫 如何と 云 ふ 

に 、 幾年 も 私に g| い た 人で 私 の 說く 基督 敎を 解つ て SK れ ない 人の 多き に は 失望せ ざる を 得な い 。 其 人 

達が 私の 信仰 を受 くると 否な と は 其 人達の 自由で ある。 然し 乍ら 彼等 は 私の 信仰の 何たる 乎 を 明かに 

認めて、 之 を 私の 信仰 以外の 信仰と 同一 視 して はならない。 斯 かる 人達 は 多くの場合に 於て、 ：！^ ハ. ^達 

自身の 仰 を^の 信仰と 認め、 私が 其 人達の 信仰 を 常に 說 いて 居る やうに 思 ふ。 卽ち^^子が師に從は 

ん とする に 非す して、 師 をして 弟子に 從は しめんと する ので ある。 師の敎 にして 己が 信仰に 合 ふ もの 

あれば 受け、 合 はざる もの は 之 を 斥く と 云 ふ 態度で ある。 故に 幾年 敎を 受けても 唯 己が 信仰が 增 長す 

るの みであって、 師の 信仰に は 化せられな いので ある。 此 態度た る、 師 たる 人に 對 して 無禮 なる のみ 

ならす、 舆 现に對 して 不忠で ある。 學 問の 目的 は 事物の 眞偽を 判^す るに ある。 同じ 物 を じと し、 

同じから ざる 物 を 同じから すと する。 雨して こそ 最後に 眞理に 達し 得る ので ある。 

-? 、?, ？、  OTSOOOOOOOO  00000O0OOO0O0 

基督 敎は如 3： なる 敎 である 乎。 キリストの 十字架の 敎 である。 Christianity  is  cmcBxianitv 


基督 敎は 十字架 敎と云 ひて 問 違ない ので ある。 キリ ストが 人類の を擔 ひて、 然り 私の， を擔 ひて I 

字 架に 釘 けられ 給うた。 そして 私の 救 はる \ は 單に此 is^ を 信す るに 闪 るとの 其 事を敎 ふるのが 某- 

督敎 である。 私 は キリストの 十字架 拔 きの 基醬敎 を考 ふる 事が 出来ない。 凡ての 善行、 凡ての 眞理が 

某： 督敎 であると 云 ふが 如き 漠然たる 信仰で ない。 「主 イエスキリスト を 信ぜよ、 然 らば 汝 及び 汝の 〔鬼 

族 も 救 はるべし」 である (行傳 十六 章 三 一節〕。 そして 主ィ H スは 十字架に 釘 けられ、 死して りし イエ 

ス である。 彼 を 信じての み 救 はると 云 ふので ある。 さう ra- て 基督 敎は 狹ぃ敎 である。 然し 乍ら 明，：： な 

るが 故に 狭く 兑ぇ るので ある。 

狭き門より 入れよ、 滅亡に 至る 路は濶 く、 その 門は大 いなり、 此れより 入る 者 多し 

とィ H スが言 ひ 給 ひし は 殊に 救の 道た る 十字架の 道に 就いて 言 ひ 給うた ので あると 信す る (マ タイ 傳ヒ - 

章 十三 節〕。 怫敎、 祌道、 儒敎、 孰れ も 可な り、 必 しも 基督 敎と云 はす、 救に 至る 道 は 一 にして 足らす 

と 云 ふ 者 は 未だ 除かるべき 罪の 何たる 乎、 救の 何たる 乎、 隨 つて 神が 何故に 其 獨子を I に 降して、 彼 

が 十字架に 釘 けられね ばなら なか つ た 乎、 其 の 深い 贵 い 敎を 解ら ない^で あ る。 東西 兩 思想 の 融合と. 

稱し、 佛敎 基督 敎の 合同 を ふるが 如き、 キリ ストの 十字架の 救の 恩 惠に與 かりし 者の 到底 爲す能 は 

ざる 所で ある。 

殊に 近頃 流行す る米國 人の 基 皙敎の 如き、 如 河 に 13- て も眞の 基督 敎 でたい。 米國人 は， ナゃィ ヱスを 

稱 讚して キリスト を說 かない。 キリ ス トの卜字架の如きffi-に犧牲の代名詞として；^^sるに過ぎなぃ。 米 

W 人 は 事業の 成縝、 ち 休徴を 求む る 近代の ユダヤ人 である、 故に キリス 卜の 十字架の 敎は 彼等に は 

躓 物で ある。 米！！ 人の 基督 敎はヶ や 全然 社會 事業と 化した。 彼等 は 全然 ジ ョナ サン. H ド ヮ ー ヅ や モ 
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as 教に 問す る w お  wo 

ゼス • スチ ユア！ ト等、 彼等の 間に 現 はれし 大敎師 の 敎を棄 た。 そして 彼等 自身が 此の 偽 はりの 基督. 

敎を 奉す るに 止まらす、 宜敎師 を 送りて 之 を 我等の 間に 傅へ つ k ある。 今や 多くの 日本人 までが 米 瞬 

人の 社會 事業 敎を 誤りて 正統の 基督 敎 として il^ する に 至った。 誠に 悲歎、 憤慨の 至りで ある。 

近代 人の 追求む る もの は 昔の 人と 異ならす 休徵と 智慧と である。 功績と 折；： 學と である U 事業の 成功 

と 萬 物の 完全なる 說 明と である。 今や ュ ダャ人 は アメリカ人に 依て ギリ シ ャ人は ドイツ人に 依て 化 表 

せらる。 然れ ども 我等 クリスチャン は アメリカ人 にも 賴ら す、 ドイツ人 にも 傚 はす、 十字架に 釘 けら 

れし キリス トを {H; 傳ふ。 

其 二 常識の 信仰 

口 マ 書 七 章 4- 三 節 

私の 基督 敎は 常識の 敎 である。 常識と 云 ひて iSf に 人間の 知識 を 指して 云 ふので ない、 神が 人類 全體 

に 賜 ひし 知識 並に 道念 を 指して 云 ふので ある。 私 は 私に 起り し 特^の 奇跡、 叉 は 私に 臨みし 特別の 體 

i. ろ し 

驗に 由って 基督 敎を 信じた ので はない。 私 は 所謂 「見神の 實驗」 を 有たない。 祌は夢 叉 は 幻影に 由つ 

て 私に 現 はれ 給はなかった。 私の 生涯に 特別の 事が きいではなかった が、 それ は 何人の 生；^ にも ある 

特^であった。 卽ち人 は 各自 倘性 であるが 故に、 彼に 特^の^ ある は 勿論で ある。 神が 特^に 私を惠 

みたり と 云 ふ は、， 特^に M 人 を も 惠み給 ふと 云 ふに. まる。 私は斯く云ひて私の！^^仰が特^に賁くな 

いと 云 はない。 神の 惠 みは 特^なる が 故に 貴い ので は 無い、 共 反 對に齊 通なる 丈け それ 丈け 貴く ある。 


「天の 父 は 其 太陽 を 蕃^に も-: 者に も 照らし 雨を義 しき 者に も義 しからざる 者に も 降らせ 給 ふ」 と 一 If 

ふ (マ タイ 傳五章 S 五節 )o そして 其 太^と 其 雨と が 人生 最大の 賜物 又 恩 _ ^つじ ある。 「凡ての 人 を 照らす. 

眞の 光」 灭上 天下： よりも 贵ぃ者 は 無い" 私 は祌が 何人に も 賜 ふ 賜物 を 戴いて 教大の 幸； i を感 する 者- 

で ある。 

人 は； iH ふ、 パ ゥ 口 はダ マ ス コ 途上、 - 人より 大 なる 光に 接し、 灭 せる キリストの 聲を 聞い て；：； 沖 

を 起せり と。 使徒 行 傅 は 三度 其 事 を 記載 すれば、 其の 事實 なりし 事 を 疑 ふこと は屮： 來 ない。 彼 はまた 

霸 々主の 現と 默 示に 接し、 或 時は挈 へられて パラダイスに 至り、 一 W ふべ からざる 一一 n、 人の 語る まじ 

き 一一 一一 c を 聞きたり と 云 ふ。 それが 故に 信者 は 何人も 特^の 顯現 又は 默 示に 接すべき であると 一 K ふなら ば、 

私の 如き は 其の 恩惠 に；^ れ たる 者であって、 まことに 不让 合せの 者で あると 云 はざる を 得ない。 然し 

乍ら バウ 0 自身 は 神の 此の 特^の 恩惠に 重き を： 蓝 いて ゐな いので ある。 「我れ 若し 誇る ベ くんば 我が 

「！^ きに 就て 誇らん」 と 彼は首 うて- る。 卽ちパ ゥ 口 に 臨みし 特^の 顯現义 は 默示は 彼の 特^の 場合に. 

於て 必要であった のであって、 何人も 彼の 如くに 极 はれねば ならぬ と 云 ふので はない。 而 已 ならす * 

バウ B が キリ スト を 信ぜざる を 得ざる に 至りし 现. m は、 彼が 口 マ 書 七-菜に 於て 明かに 示す が 如くに. 

人類 通有 の 深き 道念に 於て 在った ので ある。 此 道念な くして 、 彼に 臨みし 凡ての 顯現 又は 默ー： 小 は 彼 を 

して キリストの 前に 自己 を 投屮： し、 終生の 奉仕 を 誓 はしむ るに 足りなかった ので ある。 祌は强 く 彼の 

OOCOOO0-  0  0-00000  0-0000000 

良心に： 鄭 へ て 彼 を 御自身に 華附け 給うた ので ある。 コ リン 卜 後書 十一 一. 參照。 

私 は：！； じ^ をル ー テル、 コ ロム ゥ エル、 其 他 凡ての キリストの 忠實 なる 僕婢に 於て る。 彼等 各自. 

は 特^の 寳驗を 有た せられし も- 彼等 を强く キリストに 牽附け しもの は 人類 通有の 知識 並に 道念で あ 
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る U そして 通有性 は特训 性よりも 遙 かに 深く a っ强く ある。 そして 大抵の 人 は 人た るの 通有性に 由つ 

て 基督 信者に 成る のであって、 奇跡的に 信仰 を 起さる k のでない。 私の 如き も 其 一 人であって、 其 意 

味に 於ても 私 は 平信徒で ある。 卽ち私 は 牧師、 傳 道師、 監督、 神學 博士と 云 ふが 如き 特別の 敎 職を帶 

びざる が 故に 平信徒で あるの みならす、 特^の 奇跡 叉 は體驗 に. E つて 信仰 を 起せし にあら ざるが 故に、 

其 非 特刖の 意味 に 於ても 亦 純然たる 平信徒で あ る 。 

W 敎徒は 云 ふ 「人生 は 受け 難し、 佛法 は會ひ 難し」 と。 況して 神の 福音た る 基督 敎に 於て を や。 キ 

リ ス 卜の 十字架の 福 昔に 會 うた 丈け が 最大の 恩 心で ある。 若し 私に も 特训の 恩惠が 臨んだ とするなら 

ば、 此事 がそれ である。 神 は 私に 善き 敎師を 賜うた。 善き 書物 を 紹介し 給うた。 米 « 人が 今日の 如く 

に 腐敗 噴 落せ ざり し 時に、 彼等の 內 より 等き 人 を 選んで、 彼等 を 通う して 生粹 のピュ ー リタ ン的 信仰 

を 私に 傅へ 給うた。 神 は 又 私に 善き 肉 體の父 を 賜うて、 彼を以 つて 日本人た るの 道 を敎へ 給うた。 又 

私に 少しく 天然 を； g る の 眼と 之 を 解す るの 心 を 賜う て、 野の 百合 花や 签 の 鳥に 由り て 其 造 主に-至 る の 

道 を 儲へ 給うた。 是 等の 恩惠は 普通と 云へば 普通で ある、 特別と 云へば 特別で ある。 私 は 唯是等 以外 

に、 超自然的 にして 祌祕 的なる 途に 由り て キリ スト を 信す るに 至った ので はない と 言 ふので ある。 

基督 敎は 如何に 見ても 道理の 宗敎 である。 人に 良心が 有り、 彼が 雜を 犯す 間 は 基督教の 必要 は 止ま 

ない。 基督 敎が 供す る 罪の 赦 しの 途が 無くして、 人に 露 個の 平安 は 有り得ない。 神が I 非人 を義 として 

自 から 義 たり 給 ふ 道 は 茶！^ 敎を徐 いて 他に 有り得ない。 科學と 合致し 得る や 否やの 問題で ない、 良心 

を滿足 し S£ る や 否やの 問題で ある。 良心の 起源 を 如何に 說明 しゃう とも、 良心 は 良心に して、 人 は 其 

命令 を 担む こと は 出来ない。 良心 をして 鋭敏なら しむれば 人 は 何人と 雖も キリストに 至る 害で ある。 


そして 私も亦 此途を 取って 彼 を 信すべく 餘儀 なくせられ たので ある。 宇 {.5 の 大道が 人 を キリストに 追 

ひやり つ、 ある。 折！ I 學者 カントの 所謂 「頭上の 星と 胸中の 道德 律」 とが 人 をして 基督 信者たら しむる 

に 充分で ある。 道德の 終る 所が 宗敎 であって、 宗敎の 終る 所が キリストの 十字架の 道なる 基督 敎 であ 

る。 私 は 此徑路 を 踏ん で 信者 に 成った ので ある。 

其 三 二元論の 基督 敎 

若し 私の 信す る 某 # 敎に 哲學的 基礎が あると すれば 其れ は 二元論であって 一 元 論で ない。 聖書 は 共 

發 端に 於て 云 ふ 「元始に 祌 天地 を 造り 給へ り」 と。 此 はたし かに 二元的 宇宙 觀 である。 神は靈 であつ 

て 天地 は 物で ある。 靈 なる 祌が 物質的 宇宙 を 造り 給へ りと 云 ふので ある。 叉 ヨブ 記 三 二 章 八 節に 口 ふ 

人の 衷に は靈 魂の ある あり 

全能者 の 氣， H 亍 N に 聰明 を與 ふ 

と。 之に 人の 二重 性が 示して ある。 人に は 肉體の 外に 靈 魂が ある * そして 神の 靈 (氣 S と 云 ふ は是れ 

である) 人の 靈に 臨んで 之に 聰明 を與 ふとの 事で ある。 イエ ス はまた 死に際して 詩篇の？^ i を 引いて In 

ひ 給うた 

： 父よ 我が 靈を汝 の 御 乎に 委ぬ 

と 二カ傳 二三 葷四六 節〕 。兹 にも 亦 肉 を 離れて 靈の 在る ことが 示して ある。 而 已 ならす 書 は 明かに： 大 

使なる 者の ある 事 を 示す。 或は 之 を 「H  a ヒム (祌) の 子」 と稱 す。 そして 天使 は 肉 をお せざる 靈的 
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存在者で ある。 斯 かる 例 は 書の 到る 所に 在る。 書に 親しむ 者 は M 人で も靈 魂と 肉體 と、 精神と 物 

質と、 本質 を 異にする 雨 性の 實在 する 事 を 疑 はない。 

然 らば 基督 信者 は兩性 W 立の 說明を 有つ 乎と 云 ふに 決して さう ではない。 彼 は 靈 は 物の 精 で あ る と - 

は 言 はない、 又 物 は 靈の現 はれで あると も 一一-一：： はない。 彼 は 又 哲學者 スビノ  I ザの 說を 受けて、 靈と物 

と は 同 一 體の兩 面で あると は 言 はない。 信者 は 事 實を以 つて 滿足 する。 知り 得ない 事 を 知らん と 欲し- 

ない。  彼 は 物の ある を 知る、 叉靈の ある を 知る、 物と 靈 との 起原 的 關係を 知らん と 欲しない。 靈 なる. 

神が 物なる： 大地 萬 物 を 造り 給 ひし 事に 就て は 彼はヒ ブライ 書記 者の 言を藉 りて 曰 ふ (第 十一 章 三 節) 

我等 は；：^ 仰に. E りて 諸の^ 界は祌 の  一一 一一 口にて 造られ、 此く見 ゆる 所の 物 は 見 ゆる 物より 造られざる. 

を 知る 

と J 「信仰に 由り て 知る」 である。 如何にして 靈が物 を 產ぜし 乎、 人 問の 能力 を 以てして は 到底 知る. 

^^が出來なぃ。 人間 は 多くの 事 を 知る の 能力 を 有す、 然し 此事を 知る の 能力 を 有たない。 「知らざる. 

を 知らす とせよ」 である。 そして 知り 得ざる を 信す る、 其處に 人た るの 誠 叉 美が ある =>  二元論 は 人が 

C-0O  .0C-O0O0 つ ooooooooooooooooooooo 

人の 有する 能力に 限り ある を自覺 する 時に 懷く 彼の 萬 物の 見方で ある。 

一 一元論に 對 して 一 元 論 は 萬 物 を 完全に 說明 する 乎と 云 ふに 決して 爾 うでない。 物 一 元に 歸 すと 一 

へば、 說明 はついた やうに 兒 ゆるが、 實 は然ら すで ある。 靈は 依然として 靈 * 物 は 依然として 物で あ 

る。 若し 一 元 論に 物 を 靈に引 上ぐ るの 利が あると 云 ふなら ば >  同時に 叉靈を 物に 引下ぐ るの 害 ある 事. 

を 忘れて はならない。 そして 思想の 歷史に 於て、 一 元 論： 莨 は 凡 神說は 常に 此害を 醸した ので ある。 物. 

は 靈の現 はれで あると 云へば、 物は靈 丈け 祌 gt: に 成る ので ある。 其 結 wi^ として 肉 體乂は 肉 慾まで が祌 


聖視 せられて、 野獸的 不品行 を 出現す るに 至った。 凡 祌說と 一一 一一 n へば 誠に 無害 で高尙 である やうに 聞 ゆ 

るが、 其 實際的 結 ra^ に 恐る ベ きもの ある は 歷史の 明かに 示す 所で ある。 其 反 對に不 八 r;™::- の.^ くに 兄え 

- て道德 的に 他 全なる は舊ぃ 聖書の 見方で ある。 

あゆ 

我れ 曾 ふ 汝等靈 に 由り て 行むべし、 然 らば 肉の 慾 を爲す こと 莫 らん、 そ は 肉の 慾 は靈に 逆ら ひ、 

靈の S おみ は 肉に 逆ら ひ、 此 二つの もの 五に 相 敵 すれば 也 

とつ カラ テャ書 五 章 十六 * 十七 節：； 。玆に 思想 上の 大 矛盾 を 見る と雖 も、 然れ ども 同時に 亦道德 上の 大事 赏 

を發 見す るので ある。 そして 基督 信者 は 矛盾 無き 說 明よりも、 矛盾 有る 事 實を贵 び、 之に 依って 其 生 

：涯を 送る 者で ある。 

哲學的 一 元 論に 常に 伴 ふ 者が 道德的 一 元 論で ある。 靈と 物と は 一 であると 言 ふ 者 は 大抵 善と 惡とは 

■ 一  なりと 言 ふ。 物 は靈の 反面なる が 如くに 惡は 善の 反面な りと 言 ふ。 卽ち惡 ありての 善であって、 惡 

たき 所に 善な しと 云 ふ。 故に 善と 惡とは 同視 せられて、 善惡 の：^ A 別な きに 至る。 印度 流の 唯 心 說の上 

：に 立てる 佛敎に 於て 「覺り 来れば 善な し惡 なし」 と唱 ふる は 其 一 例で ある。 エマソン の 如き 强きピ ュ 

1 リタ ン的遣 傅 を 受けし 人と 雖も、 彼の 思想が 汎祌說 に 傾く に 至って、 正邪 刺 训の感 が 著る しく 鈍 

り、 惡は善 を 養 ふの 肥料に 過す と唱 へしが 如き、 以 つて 一元 說の 道德的 感化の 如何にお 宵なる 乎を證 

十る に 足る。 善 は 善、 惡 は惡、 東の 西より 遠 かるが 如くに、 善と 惡 との 間 に 無限 的 S 離 ありとの 観念 

え ら の 

は、 基督 敎 がー 一元 說の 矛盾 を懼れ すして 採り 來 りし 道德 上の 大 なる 瘦 物と 稱 せざるを得ない。 

斯く云 ひて 私 は 矛盾 を悅ぶ 者で ない。 宇 {由 人生の 阆滿 なる 解決 を 追求す る 者で ある。 そして 靳 かる 

解決 は 今 世に 於て は；^ 仰に 由って 少しく 推測 せらる、 に 止まり、 來^ を 待つ て 明示 せらる、 ので あら 


敎に i! する w 究  四 六 

，つ 0 

我等 今 鏡 を もて 見る 如く 見る 所昏然 なり、 然れど 彼の 時には 面を對 せて 相 見ん。 我れ 今 知る 所 

完全ら す、 然れど 彼の 時には 我が 知らる k 如く 我れ 知らん 

との バウ 口 の 言は此 問題に 就ても 3 呉理 である ハコ リント 前書 十三 章 十二 節. 然れど 其 時まで は事實 にお 

て 歩んで 說 明に 由て 行かない。 今 は 一 一元 說の 奥底に 完全なる 調和の 在る を 信じて 進む。 然り 信して 進 

む。 

其 四 信仰に 入る の 動機 

人： ii 種々 の 動機に つて 基督 敎に人 来る。 其內で 最も 普通なる は 身の 不幸と 困難と である〕 卜屮八 

九と 云 はす、 百 中 九十 九まで が、 此 動機に 由って 基督 敎に 入來 るので ある。 そして 是れ 決して 惡ぃ事 

でない。 祌は悔 める 人の子 等 を 慰めん と 欲し 給 ふ。 ィ H ス の 有名なる 御 招きの 一 百 は 左の 如くで ある J 

凡て 疲れたる 者 また 重き を 負へ る 者 は 我に 来れ、 我れ 汝等 を自 0 せん。 我 は 心 柔和に して 謙遥 者な 

くび さ 

れば、 我が 親 を 負 ひて 我に 學べ、 汝等 心に 平安 を 獲べ し、 そ は 我が 轆は 易く、 我が 荷は輕 ければ 

也 0 

と ( マ タイ 傳十 一 章 二八！ 三 〇 節 )o 人生の t, しての 患難 は 神が 人 を 御自身に 驅 追り 給 ふ 刺の 鞭と して 見る 

事が 出来る。 人が^6.^難に遭ふて祌に來るは彼の此御目的に適ふのでぁる。 

人 はまた 人生 問題の 好き 解釋を 得ん とて * 督敎 に人來 る。 人生 は 如何に 見ても 大 なる 謎で あるが 故 


に、 人 は 何人も 自己に 覺 めて 此 謎の 解からん 事 を 要求す る。 そして 基督 敎 にも 亦 一種 獨特の 人生 哲學 

あるが 故に、 彼等 は 之 を 把握して 彼等の 敎養を 完成 せんとす る。 そして 是れ また 全く 惡ぃ * ではない。 

「萬 物 は 彼 (キリスト) に 在りて 存っ (相鬆 がる) こと を 得るな り」 と あれば (コ。 サイ 書 一章 ト七節 r 

キリス トを 宇宙人 生の 中心と 見て 萬 物 を 完全に 解釋 する 事が 出来る と 云 ふの が眞理 である 乎 も 知れな 

い。 基督 敎を 學んで 人の 思想が 全體に 深くな り ほつ 美 はしく たる は 5_サ れぬ 實 である。/、 が 新 思想 

獲得 を 目的に 基督 敎に 来れば とて、 彼 を 全然 担 結すべき で な い 。 

或 人 はまた 自己の 利益 を 全然 離れ、 己が.： 豕挨 又は 社會 又は 國家を 善く 成さん が爲に 基督 敎に 人來 る。 

今日の 米國 流の 基督 敎は 是 で あって、 社會 事業が 其 主なる 目的で ある。 此 世界 を 住み心地： き處と な 

す、 人生 五十 年 を 偸 快に 過す 途を 示す と 云 ふ。 淺 薄と 云へば 淺； t であるが、 然し 無き に 勝 さる 敎 であ 

る 0 我等 は 氣輕な 遊戲好 な 令 日の 米阈 人より 宇宙人 生の 深き 事を學 ばんと は 欲せ ざれ ども、 然 れ ば と 

て 彼等 を 有害無益の 人達で あると 思 はない。 彼等 も 亦 基督 敎の 一 面 を 知り 之 を實行 せんと 眞面 H: に， 分 

力す るので あれば、 縱し 我等 自身 は 彼等に 敎 へられす- X 彼等の 事業に 參 加せ すと 雖も， 進んで 彼等 

を 排斥 せんとし ない。 社會 事業 も 亦 * 督敎の 責き產 物の 一 と稱 せざるを得ない。 

然れ ども 以上 孰れに 由る も 福音の 眞髓に 入る こと は屮 H 來た い。 慰安、 敎養、 事業 を：：： 的と して 共 i 督 

敎に人 來る者 は 僅かに 其 外皮に 接する まで あって、 福 昔の 神殿 深き 處に 神の 御 額を拜 する こと は 出 

來 ない。 基督 敎に 人る 唯一 の 正道 は 罪の 觀念 である。 人が 自己の 罪に 覺め、 自己の 永遠に 罰せら るべ 

き 罪人た るに I 湫附き 如何にして 其 無限の 咒詛 より 脫 する を 得ん 乎と 思 ひ 頃 ひて 苦悶し、 救 扬の途 を 探 

求めて. i; まざる 時に、 神の 倫へ 給 ひし 其聖 子が 十字架の 上に 血 を 流して 遂げ 給 ひし 罪の 消滅の 輻 昔に 

私の 基 ％ -教  B 七 


wsgss に^する 究  H 八 

： 接して、 之 を はじ、 之に 倚り 縫り て 唯 偏へ に： 大 父の 恩惠に 依り、 生命 を 授けら れんこと を 祈 求めて、 

まの 身 其 儘 を S ち， 前に 投屮 Z すに 至って， 初めて 基督 敎の 眞现 の： M たる 乎が 刺 明るので ある。 此途を 取り 

. し 者に 取りて は 某 将敎 は舉に 身の 慰安で なく、 人生 哲學 でな く、 社會 事業で ない、 我が. 水 遠の 安危に 

：關 はる 屐重大 問題で ある。 そして 此 問題が キリ ストの 十字架 上の 死の 苦難に 由って 究 全に 解決せられ 

. て、 彼 は 他に 3： 物 をも耍 求せ ざるに 至る。 卽ち彼 は 自己の に 追 やられて キリストに 到り、 キリスト 

に 由り て祌を 解す るに 至った ので ある。 身の 平安 を 求めて に 非す、 .：于宙 人生の 說明 をび-わん でに 非す、 

此世を 善く tl さんとの 希び ポに 驅られ てに 非す、 自己の w_ ；に堪 へす して、 之 を 取 除かれん 爲に、 己れ， s^ii; 

人の 首た るに 神の 子た るの 资格を 得る の途を 求めて、 キリストの 幅 昔に 接して、 共 深さ、 貴 さ、 有難 

- さが 判明った ので ある。 

そして 基督教の 初めより 今 曰に 至る まで、 凡て 本統に 此敎を 解した 者 は 此途に 由った ので ある。 ：ノ 

ゥロを 初めと して ァゥ ガス チン、 ル ー テル、 バン ヤン、 凡て 此途 に. E つたので ある。 彼等 は 孰れ も 苦 

雑を遁 れんと て 某督敎 に人來 つたので ない、 又 知識欲に 驅られ て 者に 成った のでない、 叉 愛 國心人 

類 愛に 刺激 せられて キリストの 弟子に 成った のでない、 孰れ も S 非と 其 報た る 死 を 恐れ、 ii^ の牘 ひの 幅 

音 を 信す るに 至った ので ある。 

我等が * 督敎は 倫理的 宗敎 なりと 言 ふ は 是が敌 である。 の自覺 に出發 する 宗敎 である 故で あ る 。 

基督 敎は 十字架の 敎 であって 素より 慰安 を 得る 爲の 宗敎 でない。 叉 佛敎の 如き 折！： 學的 宗敎 でない、 逸 

化 論 や 電子 論で 說明 さるべ き 理學的 宗教で ない。 國家的 叉社會 的宗敎 でない。 勿論 藝術 的乂依 式的宗 

敎 でない。 道義 的に 眞劍に 成る にあら ざれば； 一;E じ 得られない 宗敎 である。 羅 El 書 第 七^に 於け る バウ 


n の 言 を 己が 言 として 發し 得る まで は 解し 得ざる 宗敎 である。 

噫 我れ 困苦る 人なる 哉、 此の 罪の 體 より 我 を 救 はん 者 は 誰ぞゃ 

bo  Profimdis は 良心の 奥底より 響き渡る 聲 である。 


神 本位の 宗敎 

詩篇 第 九十 篇。 路加 傳 十七 章 五 ー 十 節。 

聖書 を 研究 せんとす るに 方て 先づ 第一 に 聖書 は 誰の 爲に 書かれた る 書で ある 乎、 其 事 を 定めて 置く 

必要が ある。 言葉 を 代へ て 一一 目へば 基督 敎は 誰の 爲に說 かれた る敎 である 乎、 其 事 を 明かに 知って 置く 

必要が ある。 問題 を 更に 明白に、 更に 簡潔に するならば >  基督教 は 人の 爲の敎 なる 乎、 或は 神の 爲の 

敎 なる 乎、 問題 は 終に 其 處に決 著す るので ある。 そして 此は 重要なる 根本的の 問題て あって、 之 を 明 

かにせ すして 聖書 も 基督 敎も 解らない ので ある。 

斯う 間いて 多くの 人 は 驚く であらう。 問題 は設 くるまで もない、 聖書 は 人に 神の 聖 3 曰を傳 ふる 爲の 

書であって、 勿論 人の 爲に 書かれた る 書で ある。 基督 敎は人 を 救 ふ 爲に說 かれた る敎 であって 勿論 人 

の 爲の敎 である。 人 を 救 はんと 欲する が 神の 聖 意であって、 其聖 意を傳 へた 者が 聖書で ある。 其 事 は 

聖書が 明かに 示す 所であって、 其 事に 關し 一 點の 疑の 挟むべき 所 はない と。 何人も さう 言 ふので ある。 

神木 位の 宗教  SI 九 


s  g 敎に "おする s 究  n-o 

神 は 其 生み 給 へ る獨子 を赐ふ 程に 世の 人 を 愛し 給へ り、 此は 凡て 彼 を 信す る 者に 亡ぶ る こと 無く 

して 窮 りなき 生命 を 受けし めん 爲なり (ョ ハネ傳 三 章 十六 節〕。 

萬 人 救 を 受け 眞现 を曉 るに 至る は祌の み 給 ふ 所な り (テ モ テ 前書 二 章 四 節)。 

It- んな  ち みつ 1  は-り 

婦 その 乳兒を 忘れて 己が 胎の 子を憐 まざる こと あらん や、 縱ひ 彼等 忘る 、 こと ありと も 我 は汝を 

忘る ことなし (ィ ザャ書 四十 九 章 十五 節」。 

みこ is  おし.」 か 

以上の 如き 聖語 を讀む 時に 我等に 對 する 神の愛が 推 量られて、 神が 我等 を 救 はんが 爲には 何物 をも惜 

み 給 はざる ことが 判明る ので ある。 卽ち神 は 我等 人類 を 愛する 其 愛に 由て 驚くべき 救 を 施し 給うた の 

であって、 其 愛 を 示した 者が 聖書で あり、 其 愛を說 いた 者が 基督 敎 であると は 何人も 唱 ふる 所で ある。 

然し raK して 雨う である 乎、 それが 問題で ある。 人 は それ 程 愛すべき 者であって、 神 は 人 を 愛せん が 

爲に 其の 凡ての 愛 を 注ぎ 給うた ので ある 乎。 宇宙 は 5^ して 祌が 人の 爲に 造り 給 ひし 者で ある 乎。 萬 物 

の 中心 は 架 して 人で ある 乎。 キリスト を 以て 施されし 救 は 架して 人の 爲の 救で ありし 乎。 爾 うでない 

AAAAAAAAA  <:<"<1厶<"<"<1<" 厶厶厶 厶<3<1<<： 0O000OO000O0O000  0 

と 聖書 は 明かに 示し、 爾 うでない と 大自然 も 亦 我等に 敎ゅ。 神 は 人の 爲に人 を 愛し 給 ふので ない、 神 

c-oooor-ooooocoooo  o〇 000000  〇ocooooo  000000000c 

御自身の 爲に人 を 愛し 給 ふので ある。 救の 目的 は 神の愛 を 現 はすに あって、 人 を 救 ふ爲に 非す と は、 

CO00OO000O0000OOO00 

意外に も 聖書が 我等に 明かに 示す 所で ある。 

人が 自己 を 大切に 思 ふ は 其 自然 性で ある。 彼 は 生れながら にして 自己中心 である。 故に 祌が救 を 施 

し 給へ りと 間けば 先づ 第一 に 自分が 其 救に 與か らんと 欲する。 自分が 救 はれて 最も 强く 神の愛 を 感じ、 

自分が 神の 寵兒 であると 思 ひて 神に 感謝し、 其 愛に 勵 まされて 他に 愛 を 施す とい ふが 普通の 順序で あ 

る。 そして 自分の 要求す る 愛 を 自分の 家族と 國家 とに 要求し、 終に は 之 を 人類 全體に 要求す るに 至る。 


要するに 人は受 くる 者であって 祌は 施す 者、 そして 祌は 無限に 施す こと を 好み 給 ふに 對 して 人 は 無限 

に 施さる、 の 資格 を 有す。 施す は 神の 義務であって、 施さる \ は 人の 特權 であると 思 ふ。 故に 何事の 

價 を定 むる にも、 其の 人類に 及す 結果 を 以てす。 人類 を 益す る 者が 價俯 ある 者、 益せ ざる 者が 惯値 

なき 者で ある。 竞る所 人間 本位で ある。 人類が 宇宙の 主人公であって、 祌 御自身 までが、 彼 を 慰め、 

助け、 窮 りなき 生命まで をも與 へねば ならぬ と 云 ふので ある。 故に 神が 惠んで 下されば 彼 を 讚美し、 

つ さ 

惠んで 下され ざれば 眩く。 人類に 降る 恩 惠の數 々を 揭げて 神の 存在 を證明 せんとす る學 者が 在る と 思 

へば， 其 反對に 人生に 苦痛の 多き を 示して 神の 存在 を 否定 せんとす る 學者も ある U 祌は 人を惠 むべき 

者、 惠 まざる 者 は 神に 非す と 云 ふが 論鋒で ある。 祌は 父で ある、 人 は 愛子で ある。 子 を 愛せざる 者 は 

父に して 父で あらざる が 如くに、 人を惠 まざる 者は祌 にして 神に 非す と 云 ふので ある。 

然し 乍ら 聖書の 示す 神は斯 かる 神で ない。 聖書 は祌 本位であって 人 本位で ない。 ィ H スキ リストの 

御 父なる 廣の神 は 人に 構 はす 其 聖旨 を 行 ひ 給 ふ。 其 意味に 於て 彼 は獨裁 君主で ある" 彼 は 御自身の 御 

計 畫に從 ひ 萬 物 を 造り 給 ひ、 人 を 造りて 其 御 計 畫を實 行せ しめ 給 ふ。 神の 爲の 人であって 人の 爲の神 

でない。 天と地と 其內に 在る 凡ての 物 は 祌の爲 に 造られた のであって、 人の 爲に 造られた のでない。 

なしと 

故に 人の 生涯 も 亦 神の 御計畫 を成遂 ぐる 爲に價 値 あるので あって、 幸福 を樂 しむが 爲の もので はない。 

私が 若し 本當に 私の 存在の 意義 を曉 るなら ば. 私が 惠 まる &と惠 まれざる と は 問題で ない。 私の 生涯 

に 由て 祌の聖 意が 幾分な りと 成れば それで 私の 世に 遣され し 目的が 達した ので ある。 私 はどう 成って 

も宜 いので ある。 神の 御 事業が 成れば 宜 いので ある" そして 私の 生涯が 其 御 事業 達成の 爲に 幾分な り 

とも 御 役に立つならば、 私の 光榮此 上な しで ある。 私に 慾が あって はならない。 或は 私の 慾 は 唯一 つ 
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にならねば たらぬ、 卽ち 神の 聖 意が 成って 欲しい との 慾、 それで ある。 

問題 は 人 は 神の 子で あるか 或は 僕で ある 乎の それで ある。 神に 由て 造られた るが 故に 子で あると 云 

ふなら ば 夫れ まで あるが、 然し 乍ら 神に 惠 まれん 爲に 造られた ので はなく して、 彼に 事 へん 爲に造 

られ たので ある。 夫 故に 人 は 神の 子で あるより は 寧ろ 其 僕で ある。 先づ 僕た る を自覺 せざる 者 は 子た 

る 事が 屮 I 來 ない。 そして 祌の 僕た る 事、 然り 其奴 隸 たる 事 は 決して 恥辱に 非す して 反って 無上の 名譽 

である。 自分 は 何の 求む る 所な くして、 單 へに 祌の御 事業の 成らん こと を 欲 ふ。 是れ 「善き 忠實 なる 

僕」 の爲す 事であって、 斯 かる 僕に 對 して こそ r 汝の 主人の 歡樂に 人れ よ」 との 御聲が 主なる 神より 

か乂 るので ある (馬 太傳廿 五章廿 一 節)。 自 から 神の 子な りと 稱 して 子た るの 恩寵に 與 らんと 欲する 者 は 

之に 與 るの 資格な き 者で ある。 「我 は 雨の 子と 稱 ふるに 足らざる 者な り、 雨の 庸人 (僕) の 一 人の 如 

く 我 を爲し 給へ」 と 言 ひて 神の 前に 平伏して 初めて 彼に 受納れ らる \ の である (： 路加 傳 十五 章 十九 節〕。 

厶 ：厶 A  つかさど 

然り 僕で ある、 子で ない。 モ I セが 神の 全家 を宰 りて 忠義なる 僕で ありし が 如くに、 人 は 何人も 先づ 

祌の 忠義なる 僕婢で あらねば ならぬ。 イエ ス 御自身 さへ も、 祌の獨 子で ありし に拘 はらす、 「己 を虛 

うし 僕の 貌を とり 死に 至る まで 順 ひ」 と ある ビ" ビ書ニ 章 七- 八 節〕。 バウ n は 自己 を 「イエス キリス 

トの 僕」 と稱ん だ。 神の 子に して キリストの 兄弟と は稱 ばなかった。 彼 は キリスト を 信す るに 由て 神 

の 子と 爲られ し 事 を 身分 不相應 の恩惠 なりと 思 ふて 感謝した。 キリストの 僕で ある、 故に 如何に 拔は 

れても 咬かない。 「生る にも 死る にも キリスト をして 我が身に 由り て 尊め られ しめん こと を」 と は 彼 

の 切なる 祈願であった (ビ リピ書 一章 二十 節， ) 0 彼が 使徒た るの 生涯 は 全然 僕た るの 生涯であった。 彼に 

己に 對す るの 要求 は なか つ た。 唯 神 を 代表す る キリストの 命 維れ 從は んと 欲する のみであった。 


キリス トが御 自分と 弟子 等との 關係を 述べ 給 ひし 言葉 は 左の 如くで ある。 

誰か 汝 等の 中に 或は 耕し 或は 畜を牧 ふ 僕 あらんに、 彼れ 田より 歸 りたる 時、 直に 往 きて 食に 就け 

と 言 ふ 者 あらん 乎。 反って 曰 はす や、 我 食 を備 へ、 我が 飲食 を 終る まで 帶を朿 めて 我に W へよ、 

而 して 後、 汝飮 食すべし と。 僕、 主人に 從 へばと て 主人 は 彼に 謝すべき 乎、 然ら じと 我 は 思ふリ 

斯 かれば 汝等も 亦 命ぜられし 事を^た 爲 したる 時、 我等 は 無益の 僕、 爲 すべき 事を爲 したるな り 

と 謂 ふべ し C 路加 傳 十七 章 七— 十 節〕。 

ィ H スの 弟子と は斯く あるべき 者、 基督 信者と は斯く あらねば ならぬ 者で ある。 

然 らば 信者 は 自分の 惠 まる k 事 叉 救 はる 、事 を 望んで はならぬ 乎と 一 百 ふに、 決して 雨う ではな い。 

OOOOOOOOO0-  0000000  n-  00000 

救 はる.^ とは斯 かる 徹底した る 僕婢と なる 事で ある。 自分に 何の 要求す る 所な く、 只 神の 命 維れ 從は 

んと 欲する 結 封 的 無私 無欲の 心、 是が 最大の 賜物であって、 我等 は 神より、 何よりも 先き に此 心を赐 

はらん こと を 祈るべき である。 救 はる \ と は斯 かる 心の 持主と なる 事であって、 此 心なく して 他に M 

が 有っても 神の 子た る こと は 出来ない。 卽ち祌 の 忠義なる 僕た る 事が 彼の 愛子た る ことで ある。 信者 

が 神より 仰ぐべき 恩惠 は、 我と 我が家 族と に 係る この 幸福、 かの 幸福で はない。 神の 聖旨の 成らん 來 

である。 そして 我 も 亦 その 爲に 使役 せられん と 欲する 事で ある。 玆に 於て か、 基督 信者の 祈禱は 主の 

祈禱 以外に なきに 至る ので ある。" 「爾の 聖旨 を 成させ 給へ」 と、 基督 信者の 祈 禱は此 一事 を 以て 盡き 

るので ある。 

そして 信者の 信仰が 進めば 終に 玆に 達する ので ある。 此 世の 事に 就て 惠 まるれば 神 を 讃美し、 惠ま 

れ ざれば 神の 存在 を さへ 疑 ふ は、 信仰の 極く 幼稚なる を 示す。 信仰の 燃 ゆる 時 信者 は 自分の 身の 幸不 
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幸 を 顧みない。 神の 聖 3 曰の 成らん が爲に 自分の 幸福 を 忘れて 働く。 實に 人類の 歷史に 於て、 其 偉大な 

る 時代と 云 ふ は、 人が 此心 を以 つて 動いた 時であった。 聖書 は斯 かる 人達の 事蹟の 記錄 であると 云 ふ 

ことが 出来る。 而 して 近代史に 於て 第 十六 世紀が 斯 かる 時代であった U 和 蘭に 於け る カル ビン 主義者 

の 活動、 英國 米國に 於け る淸敎 徒の 運動 は 皆な 此 心より 成った 者で ある。 卽ち 人が 自分の 愁と 祈願と 

を 全く 去って、 只 神の 聖 意の 成らん 事の み を 欲して 事を爲 した 時代で ある。 小なる 和 蘭に 自由 國が起 

り、 それが 模範と なって 英國が 改造され、 北米 合 衆國が 建設せられ たの は 全く 此高贵 なる 信仰に 依つ 

たので ある。 淸敎徒 は 經濟的 繁榮を 計って 故鄕を 後に して 新 大陸に 活動の 地 を 求めた の ではない。 

それ は 彼等より 後の 人 等の 爲 した 事であって、 淸敎徒 自身 はそんな 低い 動機より 此大冒 險を行 はな 

かった。 r 聖， 國を 臨ら せ、 聖 意の 天に 成る 如く 地に 成させん」 爲の 移住 建國 であった 故に、 如 3： なる 

忠難 辛苦 も 彼等の 志 を 挫かなかった。 彼等の 指導者の 一人 ウイ リャム . ブラッド フホ ー ド oviuianl 

wradford) は 殖民 地 探 險隊の 長と して 其 任務 を 終へ、 海岸 近くに 碇泊せ しメ ー フラヮ ー 號に歸 り 来れ 

ば、 彼の 不在 中に 彼の 愛する 妻が 誤って 海に 落ちて 死せ し を 聞いた。 神 を 信じ、 大洋 を 横ぎ り、 恭地. 

に 神の 國の 建設 を 期せし 此 聖徒に 此 不幸が 臨んだ ので ある。 若し 祌を 恨む の 理由 ある 人が あると すれ 

ば此 場合に 於け る 彼れ W  • ブラッド フホ ー ド であった。 然るに 彼 は 何を爲 した 乎。 彼 は 頭 を 低れ た。 

唯一 人の 生涯の 伴侶 を、 此際此 時に 失った ので ある。 然し 神の 聖意 である。 彼 は 今 自己の 悲しみの 舄 

に 悲しむべき でない。 聖國の 事業 は 彼の 活動 を 要求した。 彼 は 主なる 神に 事 へんが 爲に 自己の 不幸 を 

忘るべき である。 彼 は淚を 拭って 起った。 而 して 翌日 叉 陸上 探險の 任務に 就いた との 事で ある。 是は 

淸敎 徒の 精神で ある。 冷淡と 云へば 冷淡で ある" 然れ ども 高貴で ある、 莊嚴 である。 自分の 小なる 情 


を大 なる 天地の 主人公の 爲に 忘る、 ので ある。 近代 人の 到底 思 ひ 及ばざる 精祌 である。 戀 愛の 至情、 

庭の 幸福 を 全く 神の 祭壇の 上に 獻 げたる 精祌 である。 此 精神が 在った が 故に 淸敎 徒に 由て 地球の 表 

面 は 一 變 したので ある。 

諸君、 私供の 生涯に も 多くの 苦難と 悲哀と があります。 私供が 臨んで 欲しくない 事が 臨み、 臨んで 

欲しい 事が 臨みません。 私供の 祈禱の 多分 は充 たされない 祈禱 として 7m へて 了 ひます。 其 事 を 思 ふ 時 

に 神の 存在が 疑 はれ、 私供 は 何故に 基督 信者に 成った ので ある 乎、 其 理由 を 知る に 迷 ひます。 然しな 

がら 書 は 明かに 私供に 示します、 それ は 私供に 取り 實は 如何で も宜ぃ 事であります と。 祌の聖 意 さ 

へ 成れば それで 宜 いのであります。 私供が I に 遣され たの は 幸， 幅を樂 まん 爲 ではありません。 祌の大 

なる 事業に 參加 せん 爲 であります。 そして 其 爲には 幸 不幸 は擇ぶ 所でありません。 若し 死が 其 爲に必 

耍 でありますならば 「ァ ー メン主 を 讚美せ よ」 であります。 不幸 忠難辭 する に 及びません。 然り 最大 

0  0  0  00  0  00^-0000000000  0-0000  0OO00  0-  0000  0-0  0  0000  0-0 

の 幸福、 最大の 恩惠は 自分の 爲に 何の 求む る 所な くして、 唯 祌の聖 意の 成らん こと をのみ 維れ X 布 ふ： ^nlc 

心であります。 曾て 淸敎 徒の 一 人が 言うた 事が あります、 「若し 私が 地獄に 墜 つる 事に 由て 神の 御榮 

が 51 るなら ば、 私 は 喜んで 地獄に 往く」 と。 言 は 極端の 言 方で はあり ますが、 其：？： に大 なる 眞理が 含 

まれて 居ます。 我が 幸福 を 求めす、 祌の 命に 從 はんと 欲すと 云 ふので あります。 そして 言 ふまで も あ 

りません、 此心を 持つ ことが 幸福の 絡 "いであります。 (大正 十 S 年 九 = ^二十日、 秋の 初めの 安息 U に 

述べし 所) 
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實利 主義の 基督 敎 


我等に 今日まで 說 かれた る 基督 敎は 凡て 實利 主義の 基督教であった。 曰く 基督 敎を信 すれば 國は富 

む、 家は榮 える、 身 は 成功す る、 病 は 癒る、 平和 は 臨む、 能力が 加 はって 勝利の 生涯 を 送る ことが 出 

來 ると。 何事 も 善事 づく しであって、 此 世の 凡ての 善き 物、 善き 事 は 基督 敎を 信す るに 由って 得らる 

と 宣敎師 は 我等に 吿 げた。 然 る に 事實如 と 一 K ふに、 事實は 決し て 宣教師が 我等に 吿 げた や う で なか 

つた" 故に 我等 は屢々 失望した。 時には 思うた、 我等に 幸福の 臨まな いのは 我等の 信仰が 誤って ゐる 

故で ない 乎、 神 は 富と 健康と 繁榮 とを以 つて 我等の 信仰 を證 明して 下さるべき ではない 乎と。 斯くて 

我等 は 幾た びと なく、 自分で 自分の 信仰 を 疑が つた。 そして 斯 かる 機會に 敎會 者に 乘ぜ られ て、 我等 

の 信仰 は 根柢より 壞 れんと した。 

然し 乍ら 克く考 へて 見れば、 實利 主義の 基督 敎の 有り やう 害が 無い。 新約聖書の 何處を 見ても 信仰 

の 報 賜は此 の 幸福で あると は 書いて ない。 其 反對に 信仰の 結 は 患難で ある、 迫害で ある、 此 世と 

此， の 敎會と を 敵に 持つ ことで ある、 故に 終りまで 忍ぶ にあら ざれば 祌の圃 に 人る 能 はすと 書い て あ 

る。 宜敎師 が 我等に 傅へ たやうな 基督教 を 我等 は 聖書に 於て 見ない ので ある。 キリスト は 明かに 我等 

に吿げ て 曰 ひ 給うた 


我が 爲に人 汝等を 篤り 叉 攻め、 偽 はりて 様々 の惡 しき 言 を 云 はん、 其 時は汝 等； i ひなり、 喜び ff 

しめ、 天に 於て 汝 等の 報 賞 多ければ 也、 そは汝 等より 前の K 首 者 を も此く 攻めたり き (馬 太傳 五き 十 

十 一節〕。 

兄弟 は 兄弟 を 死に 附し、 父 は 子を附 し、 子は兩 親を訴 へ、 a 之 を 殺さ しむべし。 叉 汝等我 名の 爲 

に 凡ての 人に 憎まれん、 然れど 終りまで 忍ぶ 者 は 救 はるべし (同 十 章 ニー、  ニニ 節」" 

と。 叉 初代の 某督 信者の 狀を 記せる 記事に 曰く 

或 人 は 嘲笑 を 受け、 鞭打 たれ、 線 練と 囹圄の 苦しみ を 受け、 石に て擊 たれ、 鋸に て ひかれ、 火に 

て 焚かれ、 刃に て 殺され、 綿羊と 山羊の 皮 を 衣て 經 あるき 窮乏し くぎみ 苦み たり。 世 は 彼等 を^ 

くに 堪 へす、 彼等 は 曠野と 山と 地の 洞と 穴と に 流浪せ り- ヒ ブラ ィ甞十 一 章 三 六 丄 二八 節)。 

と" 眞の 基督 敎を 信す る 結 * は 大體以 上の 如くで あると 聖 一書 は 明 かに 示して 居る。 

そして 我等の 實驗も 亦 大體に 於て 聖書の 言と 一 致す る。 我等 は 基督 敎を 信じて 幸 幅の 受領者と なら 

たかった。 我等 は それが 爲に 父母 兄弟に 嫌 はれた 計りで ない、 敎會 にも 容れ られ なかった。 画人 は亂 

臣 賊子と して 我等 を 斥け、 敎會は 異端の 徒と して 我等 を逐 うた。 我等 は 基督 敎を 信じて 最も 割の 惡ぃ 

地位に 自己 を 置いた。 然 らば 之に 對 して 神の 特刖の 恩惠が 我等に 加 はりし かと 云 ふに 決して 爾 うでた 

かった。 人に 臨む ま 難 辛苦 は 凡て 我等に 臨んだ、 然り 平均 以上に 臨んだ。 病に も 罹った U 失收に 失， お 

を 重ねた" 人に 驅 された" 餘 りに 忠 難が 繽 いて 身に 臨む が 故に、 人 は 我 を 呼んで 「忠 難の 問屋で ある」 

とまで 云うた。 我等 は 敎會の 人達が 我等 を 目して 祌に咒 はれた る 者で あると 思うた の は 決して 無现か 

らぬ ことで あると 思うた。 我等 は 度々 思うた、 若し 實 利が 基督 敎を證 明 するならば 我等に * 督敎は 無 

宵 利 主義の ess  五 七 
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いと。 幸か不幸か 我等 は 基督 敎の 利益に 與 つた 事 は 無い と 一 百 ひ 得る。 

然 らば 我等 は 基督 敎を棄 てるで あらう 乎。 然り 米英 流の 基督 敎を棄 てる、 實利的 基督 敎を棄 てる。 

若し 聖書が 世界の 陸地 五分の 一 を 占有す る 英帝國 を 作った と 云 ふなら ば 聖書 は 神の 書に 非す して 惡魔 

の 書で ある。 若し 米國 今日の 莫大の 富が 基督 敎の 賜物で あると 云 ふなら ば、 基督 敎は 天の 音 4js に 非す 

して 地獄の 吿 知で ある。 眞理は 金 や 銀 や、 土地 や 家屋 や、 權カゃ 兵力 や、 肉體の 元氣ゃ 精力 を以 つて 

證明 せらる」 やうな、 そんな 賤 しい 者で ない。 眞理は 投票に 由って 定ら ない。 國 家も敎 會も眞 理を價 

値 づける 資格 を 持たない。 眞理は 自治 的で ある、 眞理は 自分で 自分の 價値を 定める。 成功しても 眞现 

である、 失敗しても 眞理 である。 政府 ゃ敎會 が 何ん と 云 はう が、 之 を 報 ひやう が、 報 ひまい が、 眞理 

C0OOOO0OOOOOO00O0O  O00  0  0C000000OO0 

は眞理 である。 そして 眞理の 證明者 は 活ける 靈 なる 神であって、 その 證 明の 肯定 者 は 我が 靈 である。 

みづか 

聖靈 自ら 我等の 靈と 偕に 我等が 神の 子た るを證 す。 

と ある (D マ 書 八 章 十六 節 )o 玆に 確信が ある。 此證明 を 除いて 他に 眞理 の確證 とて は 無い ので ある。 

きめ 

之に 對 して 人 は 言 ふで あらう、 是れ 主觀の 最も 甚だしい 者であって、 若し 人が 單獨で 眞理を 定るこ 

とが 出来る とならば、 眞理に 一 致の あり やう 害な く、 叉 狂人 糗 出して 眞理 の眞僞 を!^ 別つ 能 はざる に 

至る であらう と。 或は 然 らん、 然れ ども 眞理は 利害 を考 へない、 利害に 意を留 むる 旣に俗 的で あり 實 

利 的で ある。 神の 聲は 良心の 聲 として 各自の 胸に 轟く、 曰く  r 然り然 りるな 否な」 と。 世に 狂人 は 在 

る、 然れ ども 幸に して 少數 である。 少數の 狂人の 爲に 敎會を 設けて 法王 監督 をして 取締ら しむる 必要 

は 少しもない。 我等 は 眞理を 信す る。 利害 問題 を 超越して 眞理を 尊重して 之に 服從 する" 眞理 の自證 

に 信頼す る C 


基督教の 二 大前提 

神と 永生 

基督 敎にニ 大前提が ある、 此 前提 あるが 故に 基督 敎は 在る ので ある、 此 前提な くして 基督 敎 はない 

ので ある、 基督 敎の 確立 は此ー 一大 前提の 確立に 由て 定まる ので ある。 

1 一大 前提と は 何で ある 乎。 

其 第一 は 神の 存在で ある、 其 第二 は 来世の 存在で ある、 祌と來 ^とが 在て 基督 敎は 在る ので ある、 

之が 無くして、 或 ひは輕 るく せられて、 基督 敎は 無くなる か、 或 ひは輕 くなる ので ある。 

祌は 在る、 而 して 祌は在 ると 云 ふ は 單に祌 は 存在す ると 云 ふに 止まらない、 神 は 在る と 云 ふ は 神 は 

存在の 最上 位 を 占め 給 ふと 云 ふ 事で ある、 神が 在て 彼が 人の 下位に 立ち 給 ふ 害 はない、 叉 神が 在て 宇 

宙 が 彼 を 支配す る 害 はない、 斯 かる 者 は 神で はない、 神 は 人類の 父であって 其 君主で ある、 萬 物の 造 

主であって 其 統治者で ある、 故に 人類 全體 よりも 全 宇宙よりも 大 つ 能力 ある 者で ある。 

故に 神の 存在 を 信す ると 云 ふ は 容易の 事で はない、 是は人 以上の 機能 を認 むる ことで ある、 天然 以 

上の 勢力 を 信す る ことで ある、 祌の 存在 を 信じて 奇蹟 を 信す るが 如き は 勿論の 事で ある、 神 を 信す る 

と稱 して 人 を 恐る、 が 如き は 偽善の 極で ある、 祌は 

基 g 敎の ニ大. W 提  五 九 
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もろ， 、 

獨 一 の權威 ある 者、 諸の 王の 王、 諸の 主の 主 

である (： 提摩太 前書 六 章 十五 節)、 故に 彼は慢 るべ からざる 者 〔加拉 太 書 六 章 七 節)、 永久に 忠信なる 者 で あ 

る、 斯 かる 神が 在って こそ 聖書 も 成った ので あり、 奇踏も 行 はれた ので あり、 キリスト も 人の 罪を驢 

はんため に 世に 降り 給 ふたので ある、 神の 存在 を 確かめて 是 等の 事 はすべ て 勿論の 事と なる ので ある、 

乍然、 神の 存在 を 疑て、 或 ひ は 微かに 之 を 信じて、 是 等の 事 を 解す る は 甚だ 難い、 神の 存在 さへ 確か 

になれば 聖書に 記して ある 大抵の 事 は 何の 註解 書に も 依らす し て 明らかに 解かる ので ある。 

第二の 前提た る來 世の 存在に 就いても 同じ 事で ある、 來 世の 存在 を 疑て 聖書 は 少しも 解らない、 キ 

リスト も 使徒 等 も 來世は 確かに 在る もの と 信じて 其 敎を說 い た の で あ る 、 

？ いは  もの 

心の 貧しき 者 は 幅 ひなり、 天 國は卽 ち 其 人 の 者な れ ば也リ 

掩 はれて 露 はれざる 者な く、 隱れて 知られざる^ なし〕 

人の 種く 所の 者 は 亦其穫 る 所と なるな り、 己が 肉の ために ti く 者 は 肉より 敗壞 る 者 を 穫り靈 の た 

めに 種く 者は靈 より 窮 りなき 生命 を穫 取るべし、 善 を 行 ふに 臆する 勿れ、 そ は 若し 倦む ことなく 

ば 我等 時に 至りて 穫 取る ベければ 也。 

是れ 皆な 来世の 存在 を 信じて より 出た る 一一 iia 葉で ある、 人の 生命が 此世を 以て 終る 者で あるならば 是等 

の 言葉 はすべ て 無意味 である、 生 命が 死後 永遠 にまで 連 綾す る 者で あると 見る からこ そ、 聖書の 言葉 

は責く あるの である。 

然るに 實際は 如何 である 乎、 神と 來， と は 今の 基督 信者 に 由て 實際 に 固く 且つ 確かに 信じられて あ 

る 乎、 彼等 は 架して 基督 敎の此 二 大前提 を 信仰の 基礎と なして 立つ 者で ある 乎、 余輩 は 甚だ 其 事 を 疑 


ふので あるし 

今の 基督 信者 は此， に 傚 ふて、 又此 世に 媚びん と 欲して、 神に 就て よりも 多く 人に 就て 語る、 彼等 

は 基督 敎は 人類の 宗敎 なりと 云 ひ、 基督教の 目的 は 社會の 改良、 國 家の 救濟に あると 云 ふ、 彼等 は 成 

るべ く祌の 名を隱 くして 之に 代 ふる 人類、 社會、 國家 等の 名 を 以てせん とする、 彼等 は 人 を 離れて 祌 

の 在る こと を 信じない、 彼等 は此 世の 事業に 成效 して 祌に惠 まれたり と 云 ひ、 人に 〈A めら れて 神に 納 

けられた りと 云 ふ、 彼等の 祌は 人に あら ざれば 人と 偕なる 者で ある、 預言者 ィザャ の 見たり しと 云 ふ 

高く あがれる 御 に 坐し 給 ふ ェ ホバ 

は 彼等の 全く 知らざる 所の 者で ある、 神が 人に 在て 顯 はれ 給 ふ は 勿論の 事で ある、 然し、 神と 人と は 

全然 jHil 別すべき 者で ある、 神 は 素より 外在し 給 ふ 者であって、 後內 在し 給 ふたる 者で ある、 人 は 神の 

像に 象られて 造られた る 者で あるが、 神 其 者で はない、 人の 神聖 を說 くの 極、 人 を 神と 同視す るに 至 

るは大 なる 誤謬で ある、 神 は何處 まで も 神で ある、 人が 無くなりても： W は 在し 給 ふ、 人 は 悉く 偽 はり 

て も 神 は眞實 である、 

凡の 人を僞 はりと する も 神を眞 とすべ し 

である (羅馬 書 三 章 四 節〕 、祌が あっての 人であって 人が 在っての 祌 ではない、 人 は 悉く 無くなって 了 つ 

て も 神が 在し 給へば、 我が 信仰 も 希望 も 愛 も 悉く 存す るので ある、 誠に 我等 基督 信^ は 神 惟り 在て 人 

は 無き が 如くに 思 ふて 此世を 渡るべき 者で ある、 世の 批評の 如き は 何んでも たい、 共 名譽の 如き は-蛮 

土で ある、 隱れ たるに 視 たま ふ祌 にさ へ 好し とせら るれば 此 世の 人に は 如何に 思 はれても 可い ので あ 

る、 小 說家ジ ユリ ヤン • ホ ー ソ ンの曰 ひしが 如く、 
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人が 實に祌 を 信す るに 至らば、 彼 は 新聞紙、 雑誌、 評論 等、 人が 人に 就て 語る 所の 此 世の 文學を 

讀 まんと する の 欲 を も 资質を も 失 ふに 至る であらう 

と は 實に其 通りで ある、 祌に 較べて 見て 人 は 影で ある、 露で ある、 草で ある、 ナボレ オンと 稱 する 偉 

人で も、 英 國と稱 する 大國 でも、 聖公 會と稱 する 大敎會 でも、 空の { 仝、 虚 の虚、 鴻 毛よりも 輕き、 草 

の 花よりも 脆き、 何の 價値も 無い 者で ある。 

祌が爾 うで ある、 来世 も亦爾 うで ある、 我等 は單に 一 時此 地に 幕 を 張て 居る に過ぎない、 我等の 永久 

の 第 宅 は 

神の 賜 ふ 所の 屋天 にあり、 手に て 造らざる 窮 りなく 保つ 所の 屋 

である raa 林 多 後書 五 章 一節〕、 我等 は此 世に 在て 旅人た るに 過ぎない、 而 して 

我等の 最も 希 ふ 所 は 身 を 離れて 主と 偕に 居らん こと 

である (同 八 節；)、 我等 は 死 は 萬 事の 終局で あると は 信じない、 我等 は 死 はより 良き 世界に 入る の 門で 

あると 信す る、 我等 は來 年の 必す 在る を 信す るが 如くに 來， の必す 在る を 信す る、 我等 は 現在 は 存在 

のた の 一部分で あると 信す る、 我等 は 神の 恩惠を 狹き此 地と 短 かき 此 生涯と に 限らない、 我等 は祌 

は 我等に 更に 廣き、 更に 美 はしき 世を赐 ふと 信す る、 而 して 此 確信な くして、 我等 は 他に 何 を 信す る 

と も 基督 信： で は 無い ので ある。 

而 して 此 信仰 あるが 故に 現世 は 比較的に 價値 なき 者と なる ので ある、 其 金 も 銀 も 寶石も 王冠 も 位階 

も 勳章も 瓦碟と 多く 異なる 所な き 者と なる ので ある、 此 信仰 あるが 故に、 我等 は 成功 を 急がなくなる 

ので ある、 永遠 を 期して 事を爲 すので あるが 故に 善を爲 して 倦まなくなる ので ある、 


是 故に 我等 身に 居り て も 身 を 離れても 彼の 心に 適 はんこと を勉 む、 そ は 我等 必す皆 キリ ストの 臺 

前に 出て 蒂 にも あれ 惡 にも あれ 各自 身に 居りて 爲し& 所の ことに 循ひ其 報を受 くべ ければ 3  S 

林 多 後書 五 章 九、 十 節 〕o 

我等が 惡を 恐る &の は是れ がた めで ある、 善を悅 ぶの も 亦是れ がた めで ある、 之に 共 報 (結 raio がな 

くして は 4- まない からで ある、 旅行の 恥 はかき 棄 てと 云 ふ 事が あるが、 ^路の 恥 はかき 棄 てに はなら 

たい、 其 結末に 於て 必す 報いら る、 正邪 は ffif に 抽象的に のみ 正邪で はない、 事實 的に 亦： 止 邪で ある。 

善樹は 善果 を 結び、 惡 樹は惡 を 結ぶ 

と は 比喩で はない、 事實 である、 キリスト は 

凡て 躓礙 となる 者、 叉 惡を爲 す 人 は爐の 火に 投げ 人れ ら れん、 而 して 義 しき 人 は 其 父の 國に 於て 

日の 如く 輝かん 

と 一一 一一 口 ひ 給 ひて 事實を 誇大して 人 を 威嚇し 給 ふたので はない (馬 太傳 十三^ 四十 一 —四十 三 節)、 其 屮には 

一 百 語 以上の 大 なる 事實が 籠って 居る ので ある。 

祌と 永生、 此ニ大 信念な くして 偉大なる ことと て はない、 大 なる 悲歎 もなければ 大 なる 歡喜 もない、 

大 なる 煩悶 もなければ 大 なる 平和 もない、 大 なる 悲鳴 も揚ら なければ、 大 なる 讚美 も 起らない、 神と 

永生と に關 する 深き 確實 なる 信念な くして 大 たる 文學も 起らなければ 大 なる 改革 も 行 はれない、 此 1 一 

大 信仰な くして 人生 は 平々 坦々、 實に 味の ない 者で ある、 ァゥ ガス チンの 祌學と 云 ひ、 ダンテの 神曲 

と 云 ひ、 ル ー テルの 宗敎 革命と 云 ひ、 コ ロム ゥ H ルの 自由 政治と 云 ひ、 呰な 此ニ大 信仰 ありて 始めて 

基 sl^ の 二 大前提  六 ill 
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起った 者で ある、 偉人と は 他の 者で はない、 人 を 恐れす して 祌を 長る \者 である、 希望 を 現^に 梨が 

すして 來 世に 繋ぐ 者で ある、 單に 世界的た る は眞の 偉人で はない、 祌 人的、 永久 的た るに 至て 人は始 
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めて 眞の 偉人と なる ので ある。 

故に 人た る 者の 究 むべき 最大 問題 は、 昔 も 今 も變る こと はない、 此ニ大 問題で ある、 此ニ大 問題が 

疋 まらす して、 他の 問題 は定 つても 猶ほ 未だ 定ら ない ので ある、 生活 問題が 定 つても、 社會 問題が 定 

つても、 敎會 問題が 定 つても、 神と 永生と が暗黑 であって、 或 ひ は 不明であって、 人生 は 叉 暗 黑义不 

明で あるので ある、 否な、 此ニ大 問題が 定まらす して 他の 問題 は 永久に 定ら ない ので ある、 神に 至上 

權を歸 し 奉る まで は^に 永久の 平和 は 臨まない ので ある. 隨て 戰爭は 止ます 貧困 は 除かれす、 世は完 

ちま .11  のこ 

全なる 憲法と 善美なる 制度と を 以てして 相 も 變らす 飢餓 爭鬪の 街と して 存 るので ある、 死後の 裁判 を 

確かめす して 人 は の たる を 聞く も 永久に 悔 改めない ので ある、 隨て隱 密の罪 は 除かれす して、 風 

儘 は 改まる も、 社會は 改良 さる i も 人 は 元と 變ら ざる 憎むべき 偽善の 子供と して 存 るので ある、 祌と 

永生と は 宗敎の 二 大前提に して 又 人生の ニ大 要義で ある、 是れ があって 道德も 確立し、 社會も 成立す 

るので ある、 然し 是れが 無くして、 或 ひは輕 くせられ て、 宗敎と 道 德とは 其 根底に 於て 壞れ、 社^ は 

るき. U 

其 根本に 於て 亂れ るので ある、 余 134 が 今の 敎會の 基督 敎に 慊ら す、 叉 今の 國 家と 社會 とに 信 を 置か ざ 

る 所以 は 之に 此の 二つの 確信と 基礎と が 無い からで ある。 


基督 敎と 進化 


井- 督敎は 進化す る 者で ある 乎、 是れ 甚だ 興味 ある 問題で ある、 或 人 は 勿論 進化す る 者で あると 云 ひ、 

或 人 は旣に 完全に 達した 者で 此上 進化すべき 者で はない と 云 ふ、 一 一 者 孰れが 眞理 である 乎" 

此 問題 を 研究す るに 方て 二つの 先決問題が ある、 (一) 基督 敎とは 何で ある 乎、 (二) 進化と は 何で 

ある 乎、 二者 各々 大 問題で ある、 勿論、 玆に詳 はしく 之 を 論す る こと は 出来ない、 唯 充の要 點を揭 ぐ 

る、 

一、 基督 敎とは 基督 敎會 ではない、 叉 其 奉す る 信仰 箇條 ではない、 基督 敎とは 新約聖書に 示され 

0O00O0C0OO 

たる 根本的 眞现 である。 

0000 〇  O0  0OO00O  OOOO0-OOCOOO 

二、 進化と は is- に 進歩で はない、 開發 である、 中に 隱れ たる 者が 外に 顯 はれる ことで ある、 是れ 

が Evolutiou の辭義 であって、 又 其原现 である。 

基督 敎 が是れ であり、 進化が 是れ であると すれば、 基督教に 進化の ある こと は 勿論で ある。 初めに は 

苗、 次ぎに 德 出で、 穗の 中に 熟した る穀を 結ぶ との キリス 卜の 一一 一一 n 葉 は 確に 進化の 理と途 と を 示した 者 

である (H^ 可 傳四章 二十 八 節)、 基督 敎は 一時に 人類に 與 へられた る 者で はない、 アダム を 以て 始まり、 

ノア、 アブラハム、 モ，" ゼを經 て、 終に ナザレの ィ H スを 以て 其、 今日まで 傳 はりし 形に 於て 世に 供 

基 g 教と 進化  六 E 


K!e 敎 に^する s 究  六 六 

せられた る：^ である * 進化に 由て 成りし 斯敎が 更らに 逃 化すべし と は 信じ 難き ことで はない、 榮光は 

更 らに顯 はるべき 者で ある (羅 -it 書 八 章 十八 節、 彼 5£ 前書 五堂 一節 等參考 )、 基督 者が 懐く 来^の 希 

§1- の 如き も 亦 基督 敎 進化の 现に 基く 者で ある。 

然 しなが ら斯く 言 ひたれば とて、 余耀は 基督 敎 の 變化を 信す る 者で はない、 或る 意味に 於て は 使徒 

まこと  ，零, 

ュ ダの言 は眞 である、 彼 は 聖徒に 一 たび 傳 へられし 信仰の 道に 就て 述べ て 居る 太 害 第 四 節：)、 一 たび 

と は 英語 を 以て 言へば once  for  all である、 卽ち 最後の 一 たびで ある、 信仰の 道、 卽ち 基督 敎は其 

最善；；；^ 美 の 形に 於て 聖徒に 傳 へられし とのこと である、 希 伯來書 の 記者 も 亦 同じ 事 を 語 て 居る、 

神、 昔 は 多くの 區^ をな し、 多くの 方法 を 以て、 預言者に より、 列祖に 吿げ給 ひしが、 この 末日 

に は 其 子に 託り て 我 倚に 告げ 給へ り (希 伯來書 一章  一. 二 節) 

と、 C だれ 卽ち パゥ n の 所 IS 世の 創始より 隱れて 終に 使徒 等に 示されし 奥義で ある、 是れ は： i 音の 眞理 

であって、 世々 變 るべき 者で はない。 

去らば 福音の 眞现と は M である 乎、 祌は 愛な りと 云 ふ 事で ある 乎、 勿論 それに 相違ない、 然し 單に 

神 は 愛な りと 云 ふこと である 乎、 若し それ 丈け のこと であるな らば、 基督 敎以 前に 旣に 其 事 は 能く 判 

明って： つた、 神 は 如 M に 愛で ある 乎、 其 愛の W 赏は 如何、 "： 化れ が 基督 敎に S て 始めて 人類に 示され 

たこと である、 雨う して 其 示顯に 由れば、 

祌は其 生み 給へ る獨子 を赐ふ ほど に^の 人 を 愛し 給へ り 

とのこと である、 是れ は獨特 の示顯 である、 基^ 敎 以前に 此示顯 はなかった、 基督 敎 以後に 此示顯 は 

ない、 是れは 人の 知らない 事實 である、 人 は 「祌は 人 を 愛す」 と は 朦朧に 知って 居った、 然 かし 其 生 


み 給 へ る 獨子を 賜 ふ ほどに 世の 人 を 愛し 給へ りと は 彼が キリ ス トに 由て 始めて 聞き 且つ 見た る 事實で 

ある、 H だれ は 確かに 福 昔で ある、 人の 最も 聞かん と 欲し、 又 開いて 最も 悅ぶ ことで ある。 

然しながら 福音 は 告知に 止まらない、 ゥ オル ヅ木ス の 詩に ある 杜鵑の 聲の 如き 者で はない、 福音 は 

^^is; の 示 顯 で ぁ る 、 祌は 言葉 を 以て 其 愛 を 人類に 告げ 給 ふに 止まらない、 狡 を 以て 是を 一： 小し 給 ふた、 

是れが 福音の 福 昔た る 所以で ある、 其 生み 給へ る 獨子を 示し 給 ふた、 彼 を 世に 遣り 給 ふた • 彼 をして 

神の 子た るの 生涯 を 人の 中に 送らし め 給 ふた、 彼 をして 神の 如くに 死なし め 給 ふた、 ず ふまで もな く、 

基督 敎は 抽象的 眞理 ではない、 歷 史的 事實 である、 眞理を 示す 事實 であるが、 事赏を 離れた る 眞现で 

はない、 單に神 は 愛な りと 云 ひて 基督 敎の 露理は € 風 きない、 祌は ナザレの ィ H スが其 生と 死と に 由て 

示し 給し が 如き 愛な りと、 是れが 基督 敎 である、 若し 基督 敎が これ 以外の^で あると 云 ふなら ば、 余 

聚 は 其、 何で ある 乎 を 知らない、 少く とも 余！ g 早 は是れ 以外の 者と して 基将敎 を學ん だので はない、 亦 

之 を 信じた ので もない、 新約聖書に 示された る キリ ストの 生涯 を 離れて 余 S 卓 は 基督 敎の 3： なる 乎 を 知 

ら ない。 

そうして キリストの 生涯と は單に 仁慈の 生涯、 正義の 生涯、 聖 父に 對 する 孝道の 生： 准ではなかった、 

其れ は 能力 の 生涯であった、 無限の 可能性 を帶 びた る 生涯であった、 萬 物 を 自己 に 服從 はせ 得る 生涯 

であった、 若し 雨う でなかったならば 彼の 生涯 は 神の 獨 子の 生涯ではなかった、 詩人 テ 一一 ソンの 所謂 

strong-  sell  of  God,  thou  Immcl.tal  Love 

能力 ある 神の 子、 汝、 無窮の 愛よ  ，  . 

とは赏 に 彼の こ とで あつ た、 雨う し て斯か る 者の 生涯 は 普通 の 人間 の 眼より 見て 異様の 生涯で あった 
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に 相違ない。 

處女 懷胎、 奇蹟、 變貌、 復活、 昇天、 是等 を單に 基督 敎會の 奉持す る 信仰 箇條と 見て、 太古 時代の 

舊套と 見做す より 他に 途 はない、 然れ ども 能力 ある 神の 獨 子の 生涯の 事 接と 見て、 決して 信じ 難い 事 

ではない、 否な、 若し 是 等の 事蹟が なかり しなら ば、 我等 は 祌の獨 子が 世に 顯 はれた こと を 信す る 事 

は 出来ない、 隨て 神が 其 獨子を 賜 ふ ほどに 世の 人 を 愛し 給へ りとの 基督教の 根本的 敎蕤を 信す うこと 

は 出来ない、 奇蹑其 物 は 勿論、 有っても 無くっても 可い 事で ある、 然. ども キリストに 奇蹟が 無 かつ 

たと 云 ふこと は 基督 敎を 信す る 上に 於て 大 なる 關 係の ある 問題で ある。 

「神 は 愛で ある」、 是れ 一般の 眞理 である、 「神 は 其 生み 給へ る 獨子を 賜 ふ ほどに 食の 人 を 愛し 給 

へり」、 是 れ獨特 の眞理 であって、 基督 敎の 根本的 眞理 である、 若し 此眞理 がない たらば 基督 敎は無 

いので ある、 基督 敎は 哲學 ではない から 一般の 眞 理を敎 ふる 者で はない、 是れ は、 其 信者の 信仰に 從 

へば、 眞理の 結 頂であって、 眞理が 神と 接觸 する 其 最上 最高の 一 點を 示す 者で ある。 

基督 敎が 是れ であると すれば— 爾 うして 余 W は是 より 他の 者と して 基督 敎を考 ふる 事 は 出来ない ー 

是れに 變化も 進歩 も あり やう 害 はない、 眞理の 終局 は 愛で ある、 爾 うして 愛の 極致 は 神の 人に 對 する 

愛で ある、 爾 うして 其 愛が 歷 史的に 顯 はれた る 者が 基督 敎 である、 是れに 進歩 も 改善 も あり やう 害 は 

たい。 

進化 は衷 に隱れ たる 者が 外に 顯 はれる ことで ある.、 故に 進化 は 原理 其 物に 適用 さるべき 言辭 ではな 

い、 二と 二 を 合すれば 四な りと は 永久の 眞理 である、 此眞理 其 物に 進化の あるべき 害 はない、 汝、 殺 

す 勿れと 云 ふ も 亦 永久の 眞理 である、 是れ にも 亦 進化の あるべき 害 はない、 然しながら 永久の 眞理は 


其 發顯. の 形と 方法と に 於て 永久に 進化す る 者で ある、 一一 ュ ー トンの 數理學 も 元は 一 一と 一 一 を 八：： すれば i: 

となると 云 ふが 如き 單 純なる 眞理 よ.^ 進化した 者で ある、 今日の 非戰論 も、 其、 今日の 基督 敎會 全體 

に 由て 嘲弄され、 反對 さる k に， 關 はらす、 やはり 汝、 殺す 勿れと 云ふ單 純なる 眞理 より 進化した 者で 

ある、 其 如く、 神 は 其 生み 給へ る獨子 云々 の單 純なる 眞理も 進化して は 世界の 平和と もなら ふ、 新ェ 

ルサレ ム ともたら ふ、 然しながら 福音の 眞理其 物 は 永久に 涉るも 依然として 舊き 古き 福音で ある、 進 

化 を 眞理其 物に 於て 求めて、 我等 は眞 理を壞 つか、 然ら ざれば 之 を 見失 ふに 至る、 能く 進化の 何物た 

る 乎 を 知って、 我等 は 其 適用 を 誤らない。 

要するに 今の 世に 在て、 進化の 辭 ほど 多く 濫用 さる k もの はない、 すべての 進歩 は 進化と 見做され、 

眞理 の 聞 明まで が 其 進化で ある やうに 考 へられる、 進化の 辭 たる 元々 宗敎ゃ 社 會學に 於て 始 つ た 者で 

はない、 生物 學に 於て 始 つた 者で ある、 進化論の 經 典と も稱 すべき 者 は ドル ネルの 祌學書 や、 マック 

スの 社會舉 書で はない、 ダル ウィン、 ヮル レス 等の 著書で ある、 此 等の 經典 に據ら すして 進化論の 3： 

たる 乎 は 判明らない、 雨う して ダル ウィンの 大著 「種の 起源」 を精讀 した 者 は 直に 以て 奇蹟 を 嘲らな 

い、 Ki "な、 ダル ウィン 自身 は 進化 を 以て 更ら に大 なる 奇廣と 見做して 彼の 深遠なる 研究の 結果 を^に 

提供した ので ある、 余輩 は 世の 基督 敎の 進化 を 論す る 者が 少く とも 一 囘、 敬虔 以て 「種の 起源」 を 精 

讀 せんこと を 切ば If: する 者で ある。 

四 福音書の 歷 史的 惯 値に 就て は^に 論じ やうと 欲 ふ" 
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基督 敎の 最大 問題 

エドウィン * ハッチ 氏の 『ヒバ ー ト 講演』 The  Influence  of 

Gl.eek  Ideas  anci  usag-es  upal  the  Christian  Cliurcli, 

iDy  Edwin  Hatch  D.  tX を讀む 

基督 敎に數 多の 大問题 が ある、 其 中に 在りて 最大 問題と 稱 すべき 者 は是れ である、 卽ち 

今日の 謂 ゆる 某： 督敎、 卽ち歐 米 諸 ffl に 於て 信ぜられ、 其 遣りし 宜敎師 等に 由て 我國 にも 傳 へられ 

し 基督 敎 なる^ は、 れ して 始め ィ H スに 由て 宜べ られ、 後、 使徒 等に 由て 傳 へられし 元始の 

基督 敎 なる 乎 

と、 基将 敎に關 する 諸ての 問題の 巾に、 實際 的に 之に 優りて 大切なる 者 はない、 此 問題の 解決 如何に 

由り て 我等の 基督 敎に對 する 態度 は 一 變し、 我等の 採るべき 俾 道の 方法 も 亦隨て 一 變す るので ある。 

余 は 近頃 有名なる ヒ ツバ ー ト 講 演 集の 一 なる エドウィン • ハッチ 氏の 講演 「X 布； IE 心 想 幷に習 慣の基 

督敎會 に 及ぼせし 感化」 を 讀んで 大に敎 えらる k 所があった、 ハッチ 氏 は 牛 a: 大學に 於け る敎 會歷 

史の 講師であって、 斯舉 の 泰斗と して 世界の 尊敬 を惹 いた 人で ある、 初代 の 敎 會歷史 に 關す る 氏 の 智 

識は 該博 を 極む と稱 すべきで ある、 氏 は 博く 基督 敎 出現 以前の X 布 職 文學に 通じ、 叉 深く 基^ 敎會 創設 


常時の 希職羅 馬の 思想 歷史を 究めた、 氏 は祌學 者で はたい、 歷 史家で ある、 氏 は 特训の 敎義を 辯 護せ 

ん としない、 氏 はた ヌ 初代の 敎會に 在りし 事 を、 其當 時の 記錄 に. m りて 其 俊 叙述 せんとす る、 氏の 叙 

述法は 全然 歷 史的で ある、 氏 は 事實の 外に 走りて 自己の 所感 を 述べん としない。 

講溃其 物 は 干 八 百 八十 八 年、 卽ち今 を 去る 二十 三年 前に 述べられ たる 者で ある、 故に 新刊 緩屮 Z の 人 マ 

n、 之 を 新 智識と 稱 する 事 は 出来ない、 乍然、 歷 史的 事 實の 上に 築かれた る 講師の 結論 は 時と 共に 動 

かない、 余 は 信す、 ハッチ 氏の 此 講演 集 は 敎會歷 史の憑 典い して 長く 尊 軍： せらる k こと を" 

而 して ハッチ 氏の 言 ふ 所 は 何ぞ、 余 は 左に 彼の 所說の 大略 を 述べん と 欲する。 

基督 敎は 使徒 等の 手 を 離れて より 凡そ 一 百年の 後に 全く 一  變 した、 ィ H スの 山上の垂訓と 敎會の 一一 

ケ ャ信條 との 間に は霄 壤も啻 ならざる 相違が ある、 前者 は 信仰的で ある、 後者 は 理論的で ある、 前者 

にパ レ スチナ の 山地の 淸氣の 掬すべき が ある、 後者に 雅典、 ァレキ サン ドリ ャの學 風の 臭 ふべ きがあ 

る、 前者 は 祌を識 るの 直覺 より 出し 言で あつ て、 後者 は 神に 就て 思惟せ し 思想 を陳 ベた る 者で ある、 

語を換 へて 曰へば、 イエス は ユダヤの 預言者 等の 遣 傅 を 受けて 宗敎の 人で ありし に 代へ て、 一一 ケャ信 

條を 編成 せし 敎會の 博士 等 は 希 職 哲學に 養 はれし 學 問の 人であった、 基督 敎は 使徒 等の 手 を 離れて 異 

邦人の 手に 渡りし や 否や、 储かー 百 年 許りの に 全く 異敎 化された ので ある、 埃 及の ァレキ サン ドリ 

ャに 於て は、 クレメントと オリ ゲン、 今の 佛國の リオンに 於て は イレネ ウス、 阿弗利加の カルタゴに 

おもむき 

生れし テ ルッリ アン 等に 由て 唱 へられし 基督 敎は 使徒 等の 傅へ し 者と は 全く 其 趣 を 異にし、 信仰的 

であるより は 寧ろ 哲學 的で あり、 預言 的で あるより は 寧ろ 雄 辯 的で あり、 直覺 的で あるより は 寧ろ 註 

釋 的であった- 異邦人の 手に 渡って 基督 敎は謂 ゆる 文明の 宗教と 化した、 ィ ザャ、 ヱレ ミヤ、 ェゼキ 
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エル、 ァ モス 等より 系統 を 引いた る宗敎 でな くして、 ピサ ゴ ラス、 アナ クサ ゴ ラス、 ブラト一、 ァリ 

スト .1 トル 等に 緣の 近き 思想と 成った、 異敎 化された る 基督 敎 はれ 情の 宗敎 たる より は 寧ろ 頭腦 の 宗. 

敎 となった。 

今、 其 一 例 を 擧げて 言 はん 乎、 今日と 雖も 基督 敎會に 於て 「說 敎」 なる 者が ある、 聖書の 一 句 を 取 

り、 之 を 説明し、 之 を土臺 となして、 敎師の 說を述 ぶる 事で ある、 今日と 雖も 說敎は 基督 敎の 敎師た 

る 者の 必す爲 すべき 事の 一 ッ である、 然り、 彼の 價値は 之に 由て 定まる ので ある、 善き 說敎 家が 善き 

敎師 であるの である、 彼に 學識 なかる ベから す、 彼 は 雄 辯 家なら ざるべ からす、 彼 は 高 壇の 名士た る 

を 要す、 威風 堂々、 能く 壇上に 聽衆を 風靡す る 者、 是れが 今日の 善良なる 基督 敎の 敎師 である、 然れ 

ども 新約聖書 を 讀む者 はすべ て 其 中に 今日 謂 ゆる r 說敎」 なる 者の ある こと を 認めない、 イエスの 山 

テキスト 

上の 垂訓 は說敎 ではない、 之に 聖書の 引用 は ある、 然し、 其 主題と なりし 聖句 はない、 山上の垂訓 は 

前後 整然たる 論說 で はない、 之を統 一す る 組織 は 無い、 片々 の 發言 である、 イエスの 心に 湧出せ し 信 

仰 的 意識 其 儘の 發表 である、 而 して イエスの 其 他の 言に 徵 する も 亦 同一 の 事 を 見る ので ある、 其 中に 

今日の 謂 ゆる 說敎 らしき 者 は 一 ッ もない、 比喩が ある、 敎訓が ある、 慰藉の 言が ある、 時と 所と に應 

じたる 言が ある、 前以て 準 ■ したる 論說 らしき 者 は 一 ッも 無い。 

今、 イエス を 去て 其 弟子 等に 至る も 我等 は 同じ 事 を 見る ので ある、 使徒 行傳は 多く 使徒 等の 「言」 

を 載せて 居る、 然し、 今日の 謂 ゆる r 說敎」 なる 者 は 其 中に 一 ッも 之を發 見す る 事が 出來 無い、 ぺ ン 

つど ひき. U 

テ コ ス テの 日に ぺ テロが エルサレム に集來 りし 諸國の 人々 に 語りし と 云 ふ は、 彼等に 對 つて 說敎を 試 

みたので はたい、   


ぺ テロ 十一 人と 偕に 立ち 聲を 揚げて 彼等に 對ひ言 ひける は 

と ありて、 今日の 謂 ゆる 卽 座の 演說 であった (行傳 第二 章)、 ステ パノが 彼の 迫 者に 對 つて 語りし 言 

は 其 長さより 言 ふ も 調子より 言 ふ も 稍々 說敎に 類して 居る が、 然し、 其文學的說敎にぁらざりし^^は、 

彼が 此言 を發 せし 當時 の 境遇 を 知て 直に 之 を 解す る 事が 3-1 來る (仝 第 七 章)、 又 バウ 口と バルナ バ とが 

よみん-二  つ. fx 

ピシ ヂャの アン テ オケに 至りし 時に、 安息 nl に會 堂に入りて 坐せ しに.， 聖書 を讀畢 りて 後、 會 堂の 主 

宰 起ちて 彼等に 一 場の 勸言を 乞 ひければ 

バウ 口 起て 手 を 搖し曰 ひける は 

と ありて 如何にも 大說敎 を 試みた やうに 見 ゆるが、 然し、 是れ 亦パゥ 口の 卽 座の 感を 述べた 者で あつ 

て、 今日の 謂 ゆる 牧師の 說敎と は 全く 性質 を 異にした る 者で ある こと は 何人が 見ても 明かで ある、 共 

他 新約聖書の 何處を 探る も說敎 なる 者に は 見當ら ない ので ある、 使徒 時代に 在て は 信仰 を 語る こと は 

之 を 「ws"」 と稱 ふた、 「ピリ ボに 預言す る 四 人の 女 あり」 と ある は此 事で ある (行 傳廿 一章 九 節)、 乂 

バウ 口が 

殊に 慕 ふべ き は 預言す る 事な り 

と 云 ふたもの も此 事で ある (哥林 多 前書 十四 章 一節)、 「預言」 すると は 神の 言 を 語る ことで ある、 而し 

て 是れ 人が 聖靈 に 感ぜす し て爲し 得る ことで ない、 

そ は 預言 は 素より 人 意に 出しに 非す、 神に 属する 聖人、 聖靈に 感じて 語りし 者 なれば 也 

と あるが 如し C 彼 得 後書 一章 サ 一節)、 預言す るに 該博なる 智識 は II- ら ない、 書齋に 於け る 長き 準備 は 15- 

ら ない、 雄 辯 術の 習練 は 要らない、 預 一一 H する に 必要なる 资格 は淸き 心で ある、 篤き 信仰で ある、 神と 

Kie 教の ft 大簡題  七コー 
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親しく 交 はる 事で ある、 預言 は 自然 的で ある、 岩の 裂 S- より 湧出る 清 泉の 如き 者で ある、 其 量 は 多く 

ない、 然し 淸く ある、 生命 を 供す る、 H レキ 的で ある、 一言の 中に 長 論文 を 以てする も述 ぶる 能 は ざ 

る 眞理が 含まれて ある。 

侦徒 時代に 在りて は 幅 昔 は 預言に 由て 傳 へられた、 然し ゲ時 は爾 うでない、 今時 は說 敎が傳 道の 主 ■ 

なる 方法で ある、 而 して 說敎 なる 者 は 抑々 何人に 由て 始 つたので ある 乎と 問 ふに、 是れ疑 ひもな く 希 

臘 人に 由って 始まった ので ある、 ギリシャ 人 は 共」 督敎 に接觸 する 前に 旣に 說敎の 術に 長け た、 ホ ー マ 

1 の 詩 俄 A の屮 より 一句 を 取り 之 を 主題と なし て 彼等の 所 說を述 ぶる は ギリシャ 人の 間に 普く 行 は れ し 

習惯 であった、 此 技術 を傳 へんが ために 多くの 雄 辯 學校は 彼等の 問に 設けられた、 ギリシャの 靑 年の 

野心 は此 術に 長 じて、 人心 を 動かし、 心 を收攬 せんこと であった、 ァゥ ガス チンの 如き、 クリソ スト 

ムの 如き、 後には基^^敎會の師父として仰がれし者も始めは雄辯學校に說敎の技術を習練したる者で 

擎， 曹會 99，  999  99  9 參警 99 曹 99999 誊攀 999 

あった、 說敎は ギリシャの 雄 辯 術 を 基督 敎に 適用して 始まった 者で ある、 素々 イエス を 以て 始まった 

者で ない、 又 使徒 等に. S て 開始 せられた 者で ない、 ギリシャ 人に 由て 基督 敎に 輸入 せられた 者で ある。. 

說敎 勿論 惡ぃ 事で はない、 是れ或 ひは傳 道の 方法の 一 ッ である 乎 も 知れない、 乍然、 「預言」 が 

カル チ ユア 

r 說敎」 と 化した 時に 基督教の 性質が ー變 したので ある、 此 時より して 敎 養が 信仰よりも 重要視 せら 

る k に 至った ので ある、 パゥ& は 明， 曰 に 

--vc/ ヽ  こ i£J  てん つ. ひ  な- ね  ね はち 

假令 我れ 諸の 人の 言 を 語り、 天使の  一一 一一 口 を 語る と も 若し 愛な くば 銅 や 1!  く欽の 如き 者な り 

と 曰 ふて- るが (コ リント 前書 十三 章 一 節〕、 然し 預言が 說敎と 化する に 及んで 天使の 一一 一一 II を 語る こと は 愛 

を 心に 蓄 ふる 事よりも 遙 かに 大切なる 事と なった ので ある、 雄 辯 術 を 以て 福 昔を述 ぶる に 至って、 信- 


仰 は 心の 事に あらす して、 n の 事、 風采の 事、 謂 ゆる 人物の 事と 成った ので ある、 事 は 至って 小事で 

あるが、 然し 其 小事の 中に 基督 敎會干 八 百年 間の 腐敗の 频酵が 潜んで； つたので ある、 キリストの？ 举 

純なる 福音が 基督 敎て ふ複雜 たる 宗敎と 化し、 聖き 信者の 愛の 交際が、 敎會て ふ  一 5^ の 政治的 圃體， こ 

成りた る も 亦 預言が 說敎と 化せし 時に 同時に 始まりし 悲 むべき 現象で ある。 

今、 說敎の 事 を 去りて 洗禮 の^に 及ばん 乎、 我等 は 同じ 異敎の 感化 を 見る ので ある、 イエス は 自身 

ra^ して 人に バ プ テ ス マ を 施されし 乎 は 疑問と して (約 翰 傅 四韋ー 一節 參考/ 彼の 弟子 等が 信者に 此 

を 行 ふたの は 事實 である、 乍然、 使徒 時代の バプ テス マなる 者 は 至て 簡 短なる 事であった、 是れは 決 

して 「式」 叉 は r 禮」 と稱 する 程の 事ではなかった、 人 は イエスに 由り て" を 覺り其 赦免 を 神より 52 

る や、 彼 は 其時茵 にバブ テス マ を 受けた ので ある、 而 して 之 を 行 ふ 人に 亦 彼が 眞の 信者で ある 事の 外 

は^に 资格 は-すらなかった、 信者 は 何人たり とも パプ テス マ を 施す ことが 出來 たので ある、 H テオ ピ 

ャ 人の 女王 カン ダケの 大臣なる 寺 人 某 は 馬車 の 中に ピリ ポの ィザャ 書の 說明を 聞き、 信仰 を 起して 彼 

は 直に 馬車 を 降り、 路傍の 小川に て ピリ ボ より パプ テス マ を 受けた ので ある (行 傳八章 * 六 節 a 下)、 而 

して 比 ヒリ ポが 十一 一 使徒の 一 人に あらす して 使徒 等に 由て 平信徒の 中より 選 まれし 今日の 謂 ゆる 敎會 

み， Av? ァ  そのと き 

の 執事の 如き 者の 一 人で ありし こと は 行 傳第六 章 五節に 就て 見て 明で ある、 卽ち當 時 は 今と 異なり、 

執事 もバ プテ ス マ を 施す の 權能を 有した ので ある、 叉ダ マ ス コ に 於て タル ソの サゥ 口、 後に パゥ& と 

稱 して 異邦人の 使徒と なりし 者に、 パプ テス マ を 施せし 者 はべ テ！ 1、 ヨハネ、 ヤコ ブ などい ふ 使徒の 

ij 々たる 者で はなく して、 無名 の 平信徒なる アナ ニヤと 呼ばる k 者で あつ た (行 傳九章 十 節. W 下〕、 監督 

つか？ ど 

にあら ざれば バ プテ ス マを授 くる 能 はすと か、 或 ひ は 敎會の 按手 禮をー 父く るに あら ざれば 此式を 司る. 
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の 權能を 有せす とか 云 ふ 事 は 使徒 時代の 信者 間に は 全然 無かった 事で ある、 其 時に 方て 信者 はすべ て 

祭司であった、 預言者であった、 然り 使徒であった、 十二使徒 のみが 使徒ではなかった、 すべて 福音 

證明 のために 神に 選ばれて 世に 遣され し 者、 其 人 はすべ て 使徒であった (羅馬 書 十六 章 七 節參考 )、 

信者の 間に 使徒、 監督、 長老 等の 階級 を 立て、 彼 は 此事を 爲すを 得べ し、 彼 は 此事を 爲すを 得すと 云 

ふが 如き は 使徒 時代に 於て 有った 事で はない、 是れ 皆な 後世の 案出に 係る 人の 定めた る 制度で ある、 

而 して 余輩 は 特別に 此事を バプテ ス マ 施行の 權 能に 於て 認む るので ある。 

使徒 時代に 在て はバ プ テ ス マ は斯 くも 簡短. V なる 事であった、 然るに 基督 敎が ギリ シ ャ 人の 手に 渡て 

より は 其 性質が 全く 一 變 したので ある、 ギリシャ 人に 由て バプ テス マの 慣例 は パプ テス マの 式と 化し 

た、 信者 何人に も 施す ことの 出来た 此美 はしき 罪の 改悔の 表 li は 敎會の 或る 特^の 役人に あら ざれば 

施す ことの 出来ない 儀式と なった、 之に 與 かるに 或る 特別の 修養が 必要に なった、 洗禮 志願者 は學校 

の入學 志願者と 同様、 敎會の 設けし 試驗 委員の 前に 呼 されて、 信仰の 試 驗を受 くる ことにな つた、 

而 して 此 儀式に 或る 秘密の 能が 伴 ふやう に 思 はれ、 信者 は 之 を 受けて、 己が 罪が 洗 はれ 新たに 生れた 

やうに 感す るに 至った ので ある。 

ミステリ I 

バプテ ス マに 關 する 思想の 變化を 知らん と 欲せば、 當 時の ギリシャ 人の 間に 盛に 行 はれし 神 祕幷に 

秘密 團體に 就 て 知ら なければ ならた い、 ミステリ ー と は 天然 叉 は 人生に 關 する 或る 特刖の 祕密 で あ る - 

或 ひ は 哲人 ピサ ゴ ラスに 由て 傅 へられし と唱 へられ、 或 ひ は 彼れ 以前、 エヂ ブト 國の 古聖に 由て 授け 

られ たりと 稱 はれた、 而 して 團體は 岡く 之を祕 して 語らす、 人の 之 を 知らん と 欲する 者 あれば 彼 は 其 

圑體の 提供す る 多くの 條 件に 從ひ、 其 課する 多くの 苦行 を 積み、 齋戒 沐浴、 以て 其 紀律に 服從 する の 


誓約 を 立て、 然る 後に 洗滌の 禮を 施されて、 玆に 俗世の 塵 を 洗 はれて、 始めて 新生 命の 境涯に 人る こ 

，- しが 出來 たので ある、 俗世と 團體 との 間に 明白た る 區训を 定め、 而 して 彼れ より 此れに 移らん とする 

に 際して 洗 游の禮 を 川 ひし 事 は 新約聖書 時代の ギリシャ 人の 間に 於て 普通に 行 はれし 事であった、 而 

して 此 慣例に 慣れし 彼等が 基督 敎を 信す るに 至りし や、 彼等 は 福 昔 を 以て 一種の ミステリ ー r 秘 義- 

と 見做し、 敎會は 此秘義 を 守る の ：1 密圑體 なり、 而 して パブ テス マ は 此團體 に 入る の 式な りと 思 ふ 

に 至 つ た の で あ る 、 卽ち 神祕幷 に 祕 密團體 の 思想 幷 に 制度 を 其 儘 基督 敎 に 輸入して、 玆に希 隙 化され 

たる 基督 敎、 卽 ち其傳 はりて 干 九 百年 後の 今日にまで 至りし 所の 西洋の 基督 敎が 出来た ので ある、 今 

らんしゃ， r- 

の 謂 ゆる 基督 敎會 の 濫觴 は兹に 在る ので ある、 而 して 其 最も 著明なる 紀念は 今日 基督 敎會に 於 て 行 は 

る \ 洗禮の 式で ある。 

勿論 向 一 の 事が 聖餐式に 就ても 言 はる、 ので ある、 余 は 英語 を 解し 得る 本誌の 讀 者が ハッチ 氏の 講 

演集第 十 章に 就て 此 事に 關 する 氏の 明晰なる 說 明を聽 かれん こと を 望む。 

基督 敎が ギリシャ 人の 手に 渡りて 預言 は 化して 說敎と 成り、 パプ テス マ は 化して 洗禮 式と 成った、 

其 他の 多くの 根本的 變 化に 就て 余 は 今 玆に之 を 語る の 場所 を 持たない、 乍然、 本論 を 終る 前に 尙ほー 

事の 特に 讀者 の 注意 を惹 きたき 事が ある、 其れ は 信仰に 關 はる 事で ある、 基督 敎が 使徒 等の 手 を 離れ 

て ギリシャ 人の 手に 渡りて より、 說敎、 洗禮 等儀禮 慣例の 事に 4- まらす、 敎義の 根本た る 信仰 共 物に 

關 はる 思想まで が 全く 一  變 したので ある〕 

新約聖書 に 在り て は 信仰 は單に 信任 で あった、 人が 祌を 信す ると 云 ふ は 誠に 彼 を 信す る ことで あつ 

た、 卽ち 彼が 己が 父 を 信す るが 如くに 神 を 信す る 事であった、 父子 互 ひの 信任、 朋友 相互 ひの 信任、 

基 g 教の la 大 問 S3  七 七 
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信仰と は： nl^J れ より 外の 事ではなかった、 卽ち 希们來 書記 者 の  一 W ふた 通りで あ る 、 

信仰な くば 神を悅 ばす こと 能 はす、 そ は 祌に來 る 者は祌 在る を 信じ 且つ 祌は必 す 己 を 求む る 者に 

報い 給 ふ 者なる を 信す ベければ 也 

と (十  一^ 六 節)、 此單 純なる 意味に 於ての 信仰な くして、 此， の 父 を も 朋友 をも悅 ばす こと は 屮ぃ來 な 

い、 信任 は 愛 を繁ぎ 友誼 を 保つ の 唯一 の 紐で ある、 而 して 神が 人より 要求し 給 ふ 所の 信仰なる 者は是 

れ より 外の 者で はない、 祌は 人が 肉の 父 を 信す る が 如く 靈 の 父 を 信ぜん こと を 要求し 給 ふので ある。 

叉パゥ 口の 主張た る 人 は 行爲に 由ら す 信仰に 由て 救 はると 云 ふ も、 亦此 fflf 純なる 信仰 を 指して  一一 一一 n ふ 

みづ 

ので ある、 人 は 善行 を 爲し盡 し、 自 から 完全なる 義人と なりて 救 はる &の ではない、 子の 心 を 以て 神 

に 事へ て、 其れで 救 はる、 ので あると、 アバ 父よ と 呼びて 神に 鎚り附 くの 心、 父なる 祌が 我等より 要 

求し 給 ふ 者 は唯此 心で ある、 彼 は 人類に 他人 极を爲 されん こと を 嫌 ひ 給 ふので ある、 「我 を 信ぜよ、 

我 は汝の 父な り、 我 は 汝の爲 めに 惡襄を 計らす、 我 は 我が 眼の 球の 如くに 汝を 護る」 と、 祌は其 子供 

な る 人類に 斯く言 ひ 給 ふので ある、 而 して イエ スと 使徒 等 は祌の 此情を 人に 傳 へたので ある。 

然るに ギリシャ 人 は 斯く單 純に 信仰の 事 を 解し なかった、 彼等 は 哲學を 以て 養 はれし が 故に、 彼等 

の 信仰なる 者 も亦隨 て哲學 的であった、 卽ち 彼等の 信仰なる 者 は 信仰と 稱 すべきより は 寧ろ 智識と 稱 

す ベ きで あつ た 、 彼等が 神 を 信す る と 云 ふ は 祌を 信す るので はなく して、 祌に 就て 信す るので あった、 

子が 父 を 信す るの 信仰で はなく して、 學^ が 學說を 信す るの 信仰であった、 「余 は祌を 信す」 と 云 ふ 

は ギリシャ 人に 取りて は 「余 は 神に 關 はる 多くの 命 題 を 信す」 と 謂 ふこと であった、 HI く 神の 存在 

を 信す と、 曰く 神の 全 _ 能 全智 を 信す と、 曰く 神の 仁慈 を 信す と、 彼等 は卽ち 智能の 働 作 を 以て 知り 得 


る 限り 祌に 就て 識 らんと 欲し、 而 して 其 智識が 彼等 に 供せ し 判 斷を稱 して 之 を 信仰と 呼 ん だの で あ る リ 

而 して ギリ シ ャ 人の 手に 成りし 信條 なる 者は此 種の 信仰の 發 表であった、 有名なる I 一 ケャ信 條の如 

き、 ひもな く 基督 敎の 信仰 を ギリ シャ 化した る 者で ある。 

我 は 全能なる 父、 天と地と、 見 ゆる 者と 見ざる 者との、 卽ち萬 物の 造 主なる 獨ー の祌を；：；^す、 义 

祌の獨 子に して、 萬 物に 先 だち て 父より 生れ、 祌の祌 にして 光の 光、 眞の 神に して 實の 祌、 生れ 

て 造られす、 祌と 同質た る 主ィヱ ス キリスト を 信す. 云々、 

是れ 信條の 標本で ある、 ギリシャ 文明 を 以て 成長せ し 異邦の 基督 信者が 基督 敎の 信仰 を ゆ に 向て 發 

表せん として 作りし 謂 ゆる 信仰 箇條 なる 者で ある、 而 して 其、 新約聖書の 傳 ふる 信仰と 全然 性質 を異 

にした る 者なる こと は 何人が 見ても 明かで ある、 是れ 信仰の 發表 ではない、 ^學的 思考の 陳述で ある、 

祌と キリ ス ト とに 對 する 信者の 信仰の 吿， H ではない、 祌と キリ ス ト とに 關 する 信者の 思想の 敍述 であ 

る 、 使徒 等と ギ リシ ャ 人 等と は 信仰 に 對す る 心の 根本的 態度 を異 にして 3iS つたので ある。 

而 して ギリシャ 人の 此 態度が 今日 に 至る も尙ほ 西洋の 基督 敎會 に存 り、 又 彼等の 遣りし 究敎師 に 由 

りて 我等 日本人にまで 傳 へられた ので ある、 卽 ち各敎 派が 據て 立つ 信仰 筒條 なる 者 は是れ 新約 書 的 

の 者で はなく して、 全く ギリシャ 的の 者で ある、 此は其 系統 を クレメント、 オリ ゲン、 ァ タナシ ウス 

等より 引く 者であって、 バウ &、 ぺ テロ、 ヨハネ 等より 出た る 者で ない、 「我 は 神に 就て 断の 如くに 

信す、 キリストに 就て 斯の 如くに 俗す、 來， に 就て 斯の 如くに 信す」 と 云 ふ は、 直覺 的、 本能 的に 斯 

く 信す と 云 ふので はなく して、 理論的に、 间 想 的に 斯く 信す と 云 ふので ある、 卽ち此 場合に 於て は敎 

被 は 一 極の 學 派であって、 信者 は 一種の 學徒 であるの である、 卽ち キリストの 愛の 福 昔 は ブラト-の 

基 6 敎の 55«大§3 题  七 九 
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哲學の やうに 昆 做され、 之 を 旗 機と なして 其 下に 立つ 者が 信者と 稱 せられた ので ある。 

信仰に 關 する 思想が 斯 くも 一 變 して、 玆に 信仰 維持の 名の 下にす ベ ての 罪惡が 敢行 せらる &の奇 

が 謂 ゆる 信徒の 間に 演ぜら る k に 至った ので ある、 信仰が 心の 事、 愛の 事たら すして、 腦の 事、 思想 

. の 事た るに 及んで、 行爲は 全く 信仰と 離絕 する に 至った ので ある、 今の 基督 敎 きに 於て、 不信者 も敢 

て爲さ る 多くの 幽暗の 行爲が 少し の 反對 をも受 くる ことたく 公 々 然として 盛んに 其 中に 行 はる X の 

奇観 は、 是れ 今日 我國に 於て 始まりし ことに 非す して、 今より 千 八 百年の 昔、 基督 敎が 使徒 等の 手 を 

II れてギ リシ ャ 人の 手に 傳 はりし 時に、 旣に其 時に 始まった ことで ある。 

以上 は ハッチ 氏が 氏の 記憶すべき 此 講演に 於て 述べた る 所の 大意で ある、 余 は 更らに 玆に敎 會に關 

十る 思想の 變化、 祌學 思想の 發 達の 順序に 就て 語り 得ざる を遣憾 とする、 余 は 三百 五十 三 頁に 涉る氏 

の 講演 の 筆記の 屮 より 極く の 大略 を 玆に述 ベ たまで ある。 

然れ ども 事實 誠に 如靳 くで あると すれば (而 して 其事實 なる は 疑 ふべ からすで ある)、 玆に實 際 上 

0000000  c-<:>oooco〇oc〇oocor<「-or-(-o 

の大 問題が 起って 來 るので ある、 卽ち 如何にして 異敎化 以前の 基督 敎を 地上に 實顯 する 事が 出來 るか、 

,  . . .  000000 〇 000OOOOOOO0OO0OOOOOO 

語を換 へて 言へば、 如何にして 使徒 時代の 基督 敎を 我等の 有と なす 事が 出来る 乎、 基 替敎の 問題に し 

て是れ よりも 大 なる 者 は 無い、 而 して 余 は ハッチ 氏の 講演 を 讀んで 氏が 此 問題の 解決に 就て 大 なる 煩 

惱を 感じつ、 あるに^ 附 くので ある、 氏 は オクス フホ ー ド大學 の 講師で ある、 而 して 氏の 地位より し 

て、 氏 は 赤地に 英國 の國敎 なる 聖公會 式の 基督 敎は是 れ眞の 基督 敎に 非す して、 ギリシャ 人に 由て 異 

敎 化さ れ たる 基督 敎 であると 言 ふこと は 出来な い、 然れ ばと て 氏 は 該博に して 公平な る 學者 で あれば 

氏 は 自己の 學究の 結果 を 否認す る こと は 出来ない、 謂 ゆる 基督 敎國の 基督 敎は眞 正しき ィ H ス 並に 使 


徒 等の 基督 敎 でない、 異敎 化された る 某督敎 である、 而 して 氏 自身の 屬 する 英國聖 公 食の 基督 敎も亦 

其 屮に 在て 例外で はない、 然 れば此 「異 りたる 基督教」 を 如何に せん、 之を棄 つべき か 保存すべき か、 

棄 てん 乎、 國敎會 を 如何に せん、 保お せん 乎、 基督 敎を如 3： にせん、 斯學の 泰斗た る 氏も兹 に 至て 大 

なる ヂ レム マに 逝 遇した ので ある、 余 は 氏の 講 演集を 讀んで 氏に 對 して 叙の 毒の 感を懷 かざる を 5^; な 

いので ある、 氏 は 一一 一一 〔ふて 居る、 

敎會は 敬虔の 人、 聖き 生涯 を 送らん と 欲して 死 を 決してまで 熱誠なる 人々 の ex 〔たらす たりぬ、 

其 監督 は 政治家た りぬ、 其 役員 は此 世の 人たり ぬ、 其會 員は此 世の 人たり ぬ、 彼等 は 社會の 普通 

の惯 例に 準じて 事 を 行 ひ、 HE 一  の 名稱と 彼等が 解し 得ざる 信條の 緩き i を 以て 相互 に^ばる k に 

過ぎ ざり き、 

と Q 一四 九： Ar 氏の 結末の 言に 曰く 

假令 諸！ if; は 余 を 夢 を 夢み る 者と せん も、 然 かも 余 は 遠き 未来の 空に 於て、 我等と 我等の 子孫 等と 

が 足跡 を 印す る 地域の 外の 空の 彼方に 於て、 新たなら すして 舊き、 舊 からすして 新ら しき 基督 敎、 

卽ち 道德的 並に 心靈的 要素が 復 たび 其 本来の 地位 を 保ち、 人が 相互 奉仕の 継 を 以て 相 結ばる. -、 

神の 子 を 結ぶべき 此紲を 以て 相 結ばる、 の 基督教、 卽ち 人類の 同胞 主義 を實 現す るの ai:^ 敎、 共 

最初の W 體が 理想と せし 基督教の、 余の 眼中に 映す るが 如き を感す 

と (： 三 五三 頁)、 是れ 誠に ハッチ 氏に 取りて は X 布 望の 聲 であって 同時に 又 失望の 聲 である、 氏 は 氏の 故 

H の 英國に 於て は、 「我等と 我等の 子孫と が 足跡 を 印す る 地域」 に 於て は、 到底 氏の 理想の 實 現し 難 

きを 知覺 したので ある、 然れ ども 氏 は英國 以外、 米阔 以外、 然り、 今日 基督 敎國 と稱 せらる 土以 

基 sa おの 最大 問题  八 I 
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外に 於て 氏の 此 理想の ぎ 時か赏 現せら れんこと を遙 かに ん だので ある。 

而 して ハッチ 氏の 眼中に 映りし 元始の 基督 敎の寶 現地 は何處 であら ふ 乎、 アフリカ 乎、 或は 然 らん、 

米 大陸 中 B ツキ ー 山上の 高原 か、 或 ひは然 らん、 然り、 然れ ども 余 は 祈る、 &^4國ぃ4:644^^& 

ふの 國た らんこと を、 英阈 も、 米國 も、 獨逸 も、 佛蘭西 も、 露國は 勿論、 新開の 漆洲 までが、 旣に 

き異敎 化された る 基督 敎の 捕捉の 屮 にある 今 口、 我 日本 は 幸に して 基督 敎に對 して は 未だ 殆ん ど處女 

林の 地位に 於て 在る 者で ある、 幸に して 我國に 在り て は 某： 督敎 信者と 稱 せら る & 者 は 未だ 十 萬に 過ぎ 

ない、 此 時に 方て 我等 をして 此國に ハッチ 氏の 理想、 然り、 使徒 等の 现想、 更 らに然 り、 イエス キリ 

ストの 现 想を實 現せし めよ、 我等 をして 此國に 在りて は歐米 基督 信者の 糟 被を嘗 むる こと 莫 らしめ よ、 

此國に 在て は 我等 をして 單に ゥヱス レ—、 カル ビン、 ル .1 テルに 歸るを 以て 滿足 する ことなく、 直に 

パゥ 口に、 ぺ テロに、 ヨハネに、 然り、 更らに 生命の 本源た る イエスにまで 還らし めよ、 此國に 於て 

歐 米諸國 に^ 在す る異敎 化された る 基督 敎を 移植す るの 必要 は 少しも 無い、 我等 をして 此國に 於て 干 

八 百年 前の 元始の 基督 敎を 新たに 始めし めよ、 イエスの 幅 音 は 日本 國に 在りて 干 八お 年間 歐米 人に 由 

て妨遏 され し 其發達 を- 冉 たび 新た に 開始す べきで ある、 斯 くして 日本 國の 基督 信者 は自 己 を 救 ふに.^ - 

まらす、 全^界に 元始の 淸き幅 昔 を 供給す る大 なる 責任 を擔 ふべき である。 


我が 理想の 基督教 

外！： 穴 敎師に 頼ら ざ る 幅 音 的 基督 敎 、 是れ 吾人の 理想であった、 此理 想を實 にせん ため- 人 は 或る 

ふ H. 敎師 的敎會 より 脫し、 今日 に 至る ま で外國 俾道會 社と 底 接 問 接 の 關係 ある * 督敎 Z き に は 何れの 敎會 

へ も 曾て 身 を 寄せた こと はない、 勿論 H 本國の 如き 佛敎ゃ 儒敎の 盛なる 國 におて このお を 行 ふの は^ 

常の 難 じある、 現に 吾人と 共に 此 理想 を 探て 立ちし 人々 の 中に も 今 は 信仰 を 捨て V 小 信者と なりし 

者 も あれば、 亦 敎籍を 官-敎 師的敎 ^に 移した 者 も 多い、 二十 年 問の 此 信仰的 戰 e -、 に： 人 は 時に 之 を 

想 ふて -淚 消然た ら ざる を 得ない。 

M に も外國 敎師 は惡人 であると 云 ふので はない、 吾等の 知る 處に 依れば 彼等の 多く は 善き 人で あ 

る、 若し 吾等 自身の 爲めを 計れば 彼等と 共に 働き 彼等の 力 を 賴んで 道 を 傅 ふるに 優る こと はない、 基 

备敎 は.： ..H 由 的 の 宗敎 でぁるから何にも之に-2:外人の^のぁるべき^*1.!:はなぃ、吾等の最も善き友人は外 

阈 人の 屮に 在て 吾等 は 彼等に 負 ふ 所の 甚だ 多 いもので ある、 吾等の 獨立說 なる もの は 決して 外 圃人を 

嫌 ふから 來 たもので はない。 

然し * 督敎の 爲めを 思 ふて、 亦 日本 國の爲 め を 思 ふて す 々人 はドコ まで も 獨立說 を 主張せ ねばならぬ、 

某 督敎は 字 i 由 的宗敎 であるから 獨立 的でなくて はならない ので ある、 若し 是が 英吉利の 宗敎 であるか、 

が a 想の 某 g 敎  八 三 
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或は 亞米利 加 の 宗敎 で あ るなら ば 英人ゃ 米 人に 賴る の 必要 も あるか なれ ども、 然 し是が 宇宙 の 宗敎 で 

ある 以上 は 是れ亦 日 木の 宗敎 であるから、 是れ 決して 外！： 人の 世話になるべき 性質の 者で はない、 依 

賴 的の 基督 敎は實 は 基督 敎 ではない ので ある、 見 給へ 基督 敎は ユダヤから 出來 たもので あるが、 ピリ 

ピ ゃコリ ントの 敎會が 曾て ユダヤの 敎會 から 袖 助 金 を 仰 だと 云 ふ 事がない 計りで はなく、 反て 其 本元 

の敎會 なる エルサレム の 敎會を 補助した ではない か、 若し 吾等に 傳 へられし 基督 敎が 保羅が コ リント 

や ピリ ピ、 テサ n 一一  力に 俾へ たやうな 基督 敎 であったならば、 吾等 之 を 信ぜし 者に 外國の 補助 を 受け 

やうとの 心 は 決して 起らなかった に 相違ない、 亦 之 を 傅へ し 宣敎： 帥 も 其 如何に 效カ 多き 者なる 乎 を 知 

りし 故に 決して 金 錢ゃ物 口  i を 以て 吾等 を 助け やうと は爲 なかった に 相 遠ない。 

夫れ であるから 見 給へ、 傳道會 社の 補助 を 受けて、 成立った 敎會 又は 學校 にして 精神的に 成功した 

者 は殆ん どない、 西 京の 同志 社 如 き で すら 其 建設者が 非常の 人物で あり、 其 補助 者と 贊 成.！ と は 2： 外 

屈指の 人達で ありし に關 はらす、 建設以來未だ三十年に至らざるに其宗敎的行||として215^なべきもの 

は 實に 僅少 である、 同志 社 其 物が 今 は微々 として 殆ん ど 昔時 の悌を 留めない 計りで はない、 其 養成 せ 

し 人々 に してん/は 基督教と は緣の 甚だ 遠い 人と 成 つ た 者が 澤山 ある、 米國の 傅道會 社が 同志 社の 爲め 

に 消費した 金額 は 百萬圓 以上に 達せし と 云 ふに、 其 養成せ し 人々 にして 今 は 全く 傳 道の 事業 を 放棄し 

て、 或は 商界に 或は 官界に 職 を 索む るに 至りし 者 ありと は に 遺憾 千 萬の 事で はない か、 然し 是れ決 

して 怪しむ に 足らない、 貰った もの は 何物に 限らす 贵 くない ものである、 吾等 は 自身 金を拂 ふて 賈ふ 

た 書 は 之 を熟讀 する なれ ども 他人から 貰った 書 は 其 甚だ 貴贯 なる 書た るに 關ら す、 常に 之 を 書棚の 隅 

に 放 楽して 置き 易い ものである、 是は 普通の 人情であって 書籍に 於け る も 宗敎に 於け る も 同じ^で あ 


爾 う して 是は 同志 社に 限 ら ない、 今や 日本 國は * 督敎 の 傳道師 を 要す る實に 切なる に 宜敎 師學校 に 

て 養成され し 幾 Kn 干 人の 傳道師 巾 進で 其 任に 當 らんと 欲する もの は 幾人 ある 乎、 若し 吾人が 日本 S に 

於け る 外國 宜敎師 の 基督 敎 傳 道なる もの は 失敗な りと 云 ふなら ば 吾人 を 非難す る 宣敎 師^ は 澤山 あ 

るで あら ふが、 然し 吾人 獨カ (神の 恩惠に 由て) を 以て 此聖 業に 從事 せし 者の 吸から 見れば 諸氏の 事 

業 は 失敗な りしと 云 はざる を 5：： ない、 勿論 失敗と 云 ひて 全く 無效 なりし と 云 ふので はない、 失 收と無 

おの づ 

效 との 間に は自 から 刖が ある。 

若し 吾人に 宜敎師 一人 を 支 ゆるに 足る の 金力 あらしめば- r, せ 人が 爲し 得べ しと 信す る 宗敎 的 事業 は 

に 擧て算 ふること は出來 ない、 吾人 は 百 萬阅を 要しない、 萬^で 澤山 である、 离蘭を 要しない、 千阆 

で澤 山で あ る、 若し 吾人 獨立 信者の 眼から 見るならば」 X 敎師的 信者 は 貴族 權 門の 子弟の やうな 者で あ 

る、 我等の 貧と 彼等の ，；：s と は 到底 較 ベ 物に ならない、 然るに 神の 恩惠は 反て 我等 如き 者に 豐か にして 

彼等に 乏しき は 抑々 何の 故で あるか。 

日本 國は 獨立 W である、 獨立國 である 以上 は 其 財政に 於て は 勿論 其 兵備 に 於 て 、 其 教育 に , お て 其 fl 

ての 事柄に 於て 獨 立でなくて はならない、 然るに 國 の精祌 たるべき 其 基督 敎丈 けが 外 菌んに 依輒し 

なければ ならぬ とならば 日 木 國は其 最も 深淵なる 意味に 於て 獨立國 ではない ので ある、 肉 體は獨 立で 

参 0090000 鲁鲁 00  #00，&9鲁酆肇04'0参000040.:>_=*&004',:;0 

も 精神に 於て 依赖す る 人 は奴隸 である、 制度 文 物に 於て は獨 立で も宗敎 に 於て 依賴 r- る國 は」」 W で あ 

る 、 是を思 ふ て 吾等 日本 國を 愛す る 日本人 にして 吾等 の 宗敎 の 爲 めに 外國人 の 補助 を受く る など と は 

到底 出來 得べき 害の もので はない、 吾等 は 場へ  1" に 依て は我國 の殖產 事業の 發達を 助けん ため 外國 人の 
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補助 を 仰いでも 宣 しい、 非常の 場合に 於て は 外 國兵を 借り て 亂を 平る の 必要 もない と は 言 はれまい • 

然 し國 の 精神に 最も 深い 關 係の ある 宗敎 事業に 外國 人の 資力 を 借る に 至て は 是れ實 に 危險の 最も 大 

なる ものであって 遠く 國 民の 来 來を思 ひ、 深く 國 家の 安危 を 察する もの は 身 は 西 山に 娥 死す るに 至る 

も 宗敎傳 布の 爲 めに 決して 外國 人の 補助 を 仰ぐべき ではない と 思 ふ。 

殊に， たの 宣敎師 たる もの は英、 米、 佛、 獨、 露 等 諸强國 から 送らる &者 である、 爾 うして 物質的に 

強大なる 國民 は官： 敎師を 造り 且つ 之 を 送り出す に 最も 不適 當 なる 國 民で ある、 吾等が 斯く云 ふ は强大 

W が 其 {S- 敎師を 利 W し て 他國を 掠奪す ると 云 ふの で はない、 宣敎師 は問諜 で はない、 彼等の 多く は最 

も高尙 なる 目的 を 以て 人類の 救 濟に從 事して 居る 者で ある * 然しながら 國 民なる 者が 今日の 如く 一  個 

人體と して 成立して 居る 間 は、 彼等 宣敎師 を も； i 音 の 宜傅 者と し ての み 見る 事 は 出来な い 、 彼等 も 彼 

等の 屬 する 國 の 保護の 下に 外 國に傳 道す る 者で あるから 彼等の 行動が 國際 問題と 成る ことが 往々 あ 

る 、 是れ 彼等の 爲め亦 彼等の 官； 傅す る 基督 敎 の 爲 に 最も 悲む べき ことであって、 是が ために 彼等の 目 

的 は 妨げられ、 彼等が 益 せんと 計りし 非 基督 敎國が 彼等の 故 を 以て 非常の 危害 を 被りし こと は 度々 あ 

る、 吾等 は 近 世紀に 於け る 基督 敎の 宜敎史 なる 者 を 讀んで 未だ 一 囘も宣 敎師が 新 國家を 興せし 事な き 

を 見て 實に痛 歎に 堪えない 者で ある、 彼等 宣教師 は 多くの 倾人を 救 ふたに 相違ない、 然し 彼等が 國家 

を 救 ふた 事 は 曾てない、 ジャ ッドソ ン の 熱誠 を 以てしても 緬甸は 終に 亡びて 英國の 領土と 成って 了つ 

た、 ケ _ レ ー、 - ンュヮ 1- ッの 熱心 を 以てしても 印度 は 今日の 如くで ある、 リビングストンが 血 を 注 ひ 

で 救 はんとせ し 阿弗利加 は 彼の 同國 人なる セ シル a 1 ヅの やうな 野心家の ために 實際は 全く 投璣 商の 

所有と 成り 了らん としつ & ある、 太平洋 中の 布 哇王國 の 如き 一 時 は 米 國官： 敎師の 手 を 借りて 文明 世界 


に 中間 人り は爲 した もの i 今 は 全く 同じ 米國 人の 屬 領地と 成って 了った ではない か、 前に も 云 ふた 通 

り 是は 何にも-〕：；. 敎 師が惡 いからで はなく し て、 今日の 國家 組織なる ものが 惡 いか ら で あ る 、 亦國. 組 

^なる もの 、全く 非 基督 敎 なる を 知りながら 其 支配の 下に 在る 傳道會 社なる ものが 之に 應す るの 策 を 

fi じない からで ある、 故に 今の 傳道會 社なる ものより 傳 道を受 くる は 何れの 國 民に 取ても 非常に 危險 

たる ことであって、 此事を 能く 知て 外國 傳道會 社の 補助 を 担 まな い 人達の 心 を 吾等 は 推測す る こ とが 

出來 ない。 

それ 計りで はない、 强大國 の 傳道は 精神の 傳 道に 止らないで、 其國 風、 習惯、 國：^^的^條の傅道に 

まで 及ぶ、 英國 人の il^ 道 を 受けし 者 は 其 基督 敎を受 くるに 止ら すして 英國 人の 氣風、 特性、 常習まで 

を學 ぶに 至る、 化れ 或は 必 しも 惡ぃ 事で はない かも 知れない、 然しながら 基督 敎は 基督 敎 であって、 

英 W 敎で はない、 英國 にも 惡ぃ事 は澤山 ある、 其贵族 制度の 如き、 其國敎 たる 天主教に 能く 類似した 

る 監督 敎會の 如き、 れ單 純なる 基督の 敎訓に 較べて 見て 決して^ ましい 者で はない、 吾等の 欲する 

所の もの は 某 督敎 であって、 監督 敎會 ではない、 吾等の 靈魂も 肉體も 死し 酷り し主ィ H ス キリスト 

の 支配 を受 くべき 者で あるが、 然し 英 M の 監督 や 執事の 配下に 屬 すべき 者で はない、 殊に 監楼 敎會な 

る ものが 英國 の 政" 射と 淺か ら ぬ 關係を 有 つて 居る の を 見て、 吾等 は 我が 國 に對し て も 之 に 人き す る 

の を大に 遠慮し なければ ならない と 思 ふ、 爾 うして 此事は 勿論 英國の 監督 敎<& に 限らない、 露 西亞の 

正 敎會、 獨 逸の ルセラ ン敎會 も^な 同じ ことで ある、 吾等 をして 玆に m 複せ しめよ、 吾等が 斯く云 ふ 

は此 等の 諸敎 會に對 して 吾等が 惡意を 挟む からで はない、 吾等 は 基督 敎其 物の ために 斯く. W ふので あ 

る 0 
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吾等 は 度々 思 ふた、 神が 猶太 國の 如き 微弱なる 國を簡 び 給 ひて 之に 世界 敎 化の 大任 を 授け 給 ひし は 

實に祌 の 深遠なる 攝现に 由り しこと である を、 若し 所謂 傳 道の 成功なる もの を 目的と せられし ならば 

祌は此 火1^ を アツ シリャ の 如き 义は羅 馬の 如き 强大國 に 委ねられ しならん、 然し 是が 人間の 意 ふ 所と 

神の 意 ふ 所と が 異なる 點 である、 ！： も 善き 宜敎師 と は 神の 外 何にも 賴る 所の ない ^ である、 試に 思へ、 

若し 保 羅が羅 馬 人で あ つたならば 如何で あったら ふ、 若し 彼 を 護る に 百 夫の 長と 千 人の 頭と 彼等の. 

下に： « する： 束隊 とがあった ならば 如何であった らふ、 若し 以弗 所に 於て 彼が 侮辱 を 加 へられ たれば と 

て 直に 羅馬 政府が その 艦隊と 陸軍と を 之に 指し 向けたならば 如何であった らふ、 勿論 保羅の 身. それ 

で 安然で あつたに 相違ない、 然し 保羅の 某" 督敎は Y  丁度 今の 獨逸 皇帝が 支那に 於け る 獨逸官 ；敎 

師を 保護 せんがた めに 艦隊 を 送り、 い 州灣を い：： 領 せしめ しと 同然 で 羅馬も 異邦 の 領土 を 得し か は 知れ 

ない が 然し 其. > 一 教師 は 異邦 の 民の 靈魂を 救 ふ こと は出來 なか つ た に 相違な い 、 鳴 呼 幸 一 i なる 以 弗 所 人 

と 幸； i なる 保羅、 彼等 は 政治的 千涉を 受け ざり しために 以弗 所の 人 は 基督の 福 昔 を M く を 得て、 保羅 

も 亦 其 最大 in 的 を 達する を 得た、 政治的 干涉と 軍隊 的 保き と はき 道の， f<j^{51;I でか^、 懦弱と 凌辱と S 

乏と迫 と忠難 の ほかに 何も 誇る ものな く、 キリストと 彼の 十字架 の 外に 何も 賴る べき ものな かりし 

使徒 保羅は 理想的の 宣教師であった、 軍隊と 軍艦と 公使と 領事との 保護の 下に 餘ぃ It へ か、 き、 歡 5 

今 = の 敎師 なる ものが 亡國の 民たり し タル ソ の 保羅の 事業 を爲し 得な いのは 何 かり も 明白なる ，ひ い 

である。 

若し ボ ー ラ ンド 人が 宜敎師 となるならば 基督 敎の傳 道 は 成功す るで あら ふ、 かの モラ ビヤの 宜敎： 帅 

と稱 して 卜 八^ 紀の 中頃より 十九^ 紀の 初めに 掛けて 傳道上 大成功 を 奏した 者 は 特に 依るべき の 政.  財 


を 有たない 者であった、 令 日に 至る もス カン ダナ ビ ャのぉ 教師の やうに 其 後 術 となる 政" 时の 強大なら 

ざる 者 はト字 架の  一 i 昔 を 宣 べ傳 える 上に 反て 效 力の 多い 者 で あ る 。 

新の 如く 3： れの點 より 考 へて 見て も 吾等 は 外阈傳 道會社 の 補助 を 絶た なければ ならない、 斯 くす る 

は^ 晳 の爲 めであって 亦 画の 爲め である、 叉斯 くす る は 今や 傅 道師を M ハ敎國 に 送りつ k あ る諸强 W の 

爲め であると 思 ふ、 吾等 日本人 は 非 基督 敎國； の 首に 立つ 者で あるから、 吾等 は 率先して 獨立 を實け 

し、 一な に 於 は 非 基督 敎 W 民に 向て 獨 立の 標本 を 示して 依 観の 害毒 を 絶た しめ、 他の 方面に 於て は 基 

督敎 に 向て、 彼等 をして 今日の 傅道糾 織を改 i?- せしめ、 外國傳道に從^^せんとする者は其本闽と 

の 政治的 關係を 絶ち、 籍を共 在留 せんとす る w に 移さし むべき である。 是れ 至難の 業た るに は 相違 

ない が、 然し 吾等 神の 子に して 人類の 王なる イエ ス キリ ス トを 信ぜし 以上 は此位 ひの 现想を 懐きたい 

ものである。 

然し 外國宜 教師より 獨立 すれば とて 吾等 は 彼等の 唱 へる 基督 敎の 根本的 敎義 より 獨 立して はなら な 

い、 官敎： 帥 は 宜敎師 であって 基督 敎は 甚督敎 である、 吾等 は 怫敎徒 や ii 敎 徒と 與 みして 宜敎師 より 獨 

立して はならない、 吾等の 基督 敎 はドコ まで も 幅 昔 的でなくて はならない、 II 敎的 基督 敎 であると か- 

佛敎的 基督 敎 であると か 云 ふ もの は 決して 基督の * 赞敎 ではない、 基督 敎は 絕對的 宗教 で あ る 、 之 は 

他 の 宗敎と 促 合し て 成立す る もの で は な い 、 外國. 冗敎師 の 補助 を 絶ちし 吾等 は 如何な る 名義の ド にも 

佛敎 の^ 侶ゃ祌 道の 神主の 補助 を 受けて はならない。 

此國に 在て 此事 をな す は 非常の 難事 で あ る に 相違な い、 然しながら 虎の子 は 虎の 穴に 人らなければ 

得られない、 國民は 吾等が 此位 ひの 艱難 を 忍ばなければ 救へ る もので はない、 外 國傳來 の 宗敎を 信じ- 
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給 を 之 を ベ 傅え る 外國人 に 仰ぎ 、 衣 貪 に 不自由 を感 ぜ ざるの みな ら す、 變 遷磯餓 の 憂と て は 更にな 

くして 吾等の 事業に 見る に 足るべき もの 、な いのは 勿論で ある、 今の 宣敎： 帥 的 基督 敎なる もの \ 甚だ 

不能なる の は 全く 之が 爲 である。 


外國 人に 賴ら ざる 福音 的 基督 敎、 是れ 今日に 至る も 吾等の 理想と する 所で ある" 


基督教と 西洋 文叨 

我れ ュダ を.,^ りて 弓と なし、 H フ ライム を 矢と なして 之に 番 へん。 シ オンよ 我れ 汝の 子等 を 振起 

して ギリシャの 子等 を 攻め しめん。 我れ 汝 をして 大丈夫の 劍の 如くなら しむべし C セ カリヤ 書 九 章 

十三 節〕。 

人 もし 世界 を 得る とも 其 生命 を 失 は 何の 益 あらん や、 叉 人 何を以 つて 其 生命に IT 勿 へん や (馬 太 

傳 十六 章 サ六節 ；}。 

支那 曰 木で は 基督 敎を 稱んで 「西 敎」 と 云 ふ。 西洋の 宗敎 であるから である。 叉 西洋文明 を 稱んで 

某： 督敎 文明と 云 ふ。 西洋文明 は 基督 敎が 生んだ 者で あると 思 ふからで ある。 そして 西洋人 自身 も 略 ぼ 


其如く！：^じ、 自國を 稱んで 某 督敎國 と 云 ひ， 彼等の 制度 文物 は 悉く 基督 敎 より 出た るお であると i? ふ。 

卽ち 西洋文明と 某 督敎と は 同 一 體 であって、 一 一 者 は 相 離して 論す ベから すと m 心 はる。 

果して 然る 乎、 それが 問題で ある。 西洋文明に 基督 敎的 分子の 在る を 疑 はない、 然れ ども 西洋文明 

是れ 基督 敎 文明と 唱 ふるに 對 して 大いに 異論な き 能 はすで ある。 そして 多くの 西洋の 舉者 がその 然 ら 

ざる を ふるので ある。 彼等 は 基督 敎は 西洋文明に 於け る 異分子であって、 其發 達の 妨害 者で あると 

言 ふ。 若し 基督 敎に 委ねられたならば 西洋 諸！； は 今日 猶ほ 中古 時代の 迷信 暗 黑の裡 に彷植 して ゐ たと 

言 ふ。 進歩 も 自由 も 光明 も 茶督敎 に反對 して 起った ものであると 一一 一 ほ ふ 。 Heme  University  JLibl.iuy 

中、 J  .  B  • ベリ ー 著 A  History  of  Freedom  of  Thought を 一 讀 すべし。 

そして 學 者の 說を 聞く まで もない、 我等 各自の 實驗 に照らして 見て 明かで ある。 西洋文明と 基螫敎 

を 同體： i する は 極めて 皮相の見 方で ある。 一歩 進んで 其 眞相を 穿てば、 二者の 全然 相 異なる を 見る リ 

その 最も 叫，：： なる！：：^ 據は、 西洋文明に 深入り すれば する 程 基督 敎を 信す るが 困難に 成る。 最も 恐ろし 

き 懐疑 は 西 洋 知識 を 修得して 後に 起る。 學 生に 背敎者 多き 主なる 理由 は玆に 在る。 彼等 は 西洋の 學問 

と 基督 敎 の：^ 仰と を 同時に 抱懐し 得ない からで ある。 そして 學 問に K らす、 政治、 經濟、 其 他社 會全 

般の 事柄に 於て 然り である。 徹底的に 西洋文明 を寶行 せんと 欲して、 眞 面目に 基督 敎を 信す る は 不可 

能で ある。 二者 孰れ をか棄 ざるべ からす、 故に 大抵の 場合に 於て 基督 敎を棄 て 西洋文明に 浸る ので あ 

る。 若し 强 ひて 二：^ を 同時に 持 綾 せんと 欲すれば 敎會の 基督 敎を 奉じて 首 鼠 兩端を 持す る 底の 立 51 を 

n 緩す るまで ある。 

昔 は 基督 敎證據 論と 稱 して 西洋文明の 成績 を 擧げて 基督教の 眞理 なる を辯譜 した。 歐米 fsw の 八 /= 

某 g 敎 と 西洋文明  九 I 


焦 G 敎に 關 する w- 究  九：； 

ある は 全く 基督 敎の 感化に 因る と唱 へた。 然るに^ 界大戰 (； _ -は此 種の 議論 を 其 根本より 轉 覆した。 此 

は *:B^.ff つて 以来の 最も 淺 酷なる 戰 (11^ であった。 gij 惡は 極度にまで 發 採せられ た。 過去の 如何なる 戰 

爭も 此戰， 程醜惡 でなかった。 そして 此戰爭 が 最も 進步 せる 基督 敎阈に 由て 戰 はれた ので ある。 若し 

樹は 其果に W つて 知らる とチ t ふなら ば、 叱 界大戰 (._ ^を 起せし 文明 は最醜 最惡の 文明で ある。 そして 若 

し 基督 敎が其 文明 を 作った のであるなら ば、 一一 イチ H が 21 ひしが 如くに、 基督 敎は 世界中で 最も 惡ぃ 

老 である。 然し 若し 基督 敎は 祌の敎 であるならば、 西洋 文 明 は 基督 敎 文明に 非す との 結論に 達せ ざ る 

を 得ない。 實 際の 所、 世界 大戰 (サは 基督 敎と 西洋文明と を 全然 切 離 ー たので ある。 そして 大戰爭 後の 

歐米 _ ^阔は あからさまに 基督 敎を 離れ、 ^界 征服、 人生 享樂 の， 一筋道に 驀進し つ k あるので ある。 

玆に 於て か 我等 は 基督 敎と 西洋文明と 一 一 者 孰れ を 採るべき 乎との 立場に 追 詰められ たので ある。 一 一 

を 同一視す るの 時代 は旣に 過ぎて、 二者 を 判^して 其 ft の ーを擇 まざるべからざる に 至った。 カナ 

ン の 神なる 西洋文明 か、 M ホバ の祌 なる キリ ス 卜の： i 昔 か、 其 一 を 離れて 他に 細らざる を 得ない ので 

ある。 實 にむ づ かしい 立場で ある、 然し 選 掙は今 我等に 强 ひらる、 ので ある。 そして 此の 切羽 詰った 

る 51 合に 遭遇して 私はョ シ ュ ァ と共に 言 はざる を 得ない。 

汝等 もし H ホバ に^ ふること を惡 しとせば、 汝 等の 先祖が 河の 彼方に て 事へ し 神々 にも あれ、 又 

は汝 等が 今 居る 地の ァ モリ 人の 祌々 にも あれ、 汝 等の 事 ふべき 者 を 今日 選ぶべし。 伍し 我と 我家 

と は 共に エホバ に 事 へん (ョ シ ュ ァ記 二十 四 章 十五 節〕。 

基督 敎 と 西洋 文 明と は 元々 相戾る 者で ある。 前者 はシ オンの 世嗣 であって 後者 は ギリシャの 後裔で 

ある。 そして ダビデ 對 ゴリャ テを以 つて 始まりし 戰鬪は 今猶 ほ繼續 せられつ i ある。 そして 戰鬪に 倦 


んで安 協に 入りし シ オンと ギリシャが 今日 自己に 覺 めて、 各自の 天性 を發掷 する に 至った。 安 協は此 

上金然 不可能で ある。 ュダ を.：^ りて 弓と なし、 ェ フ ライム を 矢と なして 之に 挢 へて ギリ、 ン ャを攻 むべ 

き 時が 來 つた。 西洋文明 は 基督教の 敵で ある。 二者 は 其 根本の 精神 を 異にする。 全世界 を 征服して 之 

を樂 しまん とする が 西洋文明の 精神であって、 靈 魂の 生命 を 得ん とする が 基督教の 精祌 である。 生 杯 

おろか  さ i 

鼓爭 に 對す る 無抵抗主義で ある。 信仰の 遏さを 以て 知識の 慧 きに 勝つ ことで ある。 


基督教と 東洋 文明 

r ゑ  みや-? じ やう 

我れ (ィ H ス) は ダビ.. テの根 また 其 苗裔な り、 我 は 輝く 曙の 明星な り r 默示錄 サニ章 十六 節)。 

東方の 博士 嬰兒ィ ェ スを 訪ね 來る (馬 太 傳ニ章 一 節より 十二 節まで〕。 

マ ケヅと マリヤの 話 (路加 傳十章 三 八 I 四 二 節〕。 

佛敎は 東洋人の 宗敎 であって 基 脊敎は 西洋人の 宗敎 であると 云 ふ は 最も 淺簿 なる 見方で ある = 兩宗 

敎 の 性質より 考 ふる ならば r 度 其反對 が眞现 である。 佛敎は 祈；： 學 的なる 西洋人 向き の 宗敎 で あって、 

甚餐敎 は 信仰的なる 東洋人 向きの 宗敎 である。 故に 佛敎が 東洋人の に^ 在 せんが 爲には 全然 其 素質 

を變 へて 純然たる 一 敎と. 化せざる を 得なかった。 釋：！ 牟尼 自身が ァリ ヤン 人であって、 彼の 編み出 

S=;S ほ 数と 洋义叨  九 三 


ほ 敎に關 する^ 究  九 

した 人生 哲學は 宗敎の 名 を. さへ 附 する 事の 屮 I 來 ない 者であった。 其れが シャム、 ビルマ、 日本 等に 流 

行す る 所謂 佛敎と 化した と 云 ふ は 不思議 も 亦 甚だしと 云 はざる を 得ない。 西洋に. りて 基督 敎は 西洋 

化 を 免 かれ ざり しと 雖も、 尙ほ其 本来の 素質 を 失 はすして 存 つた。 其點に 於て 基督教の 抵抗力の 遙か 

に怫敎 以上た る を 認めざる を 得ない。 基督 敎は 西洋文明の 異分子と して 存 せし に拘 はらす、 怫敎は 東 

洋 文明 を 代表す るまでに 東洋人に 同化した。 佛敎 に比べ て 基督 敎は遙 かに 强 健なる、 ねばり 强 ぃ宗敎 

であると 云 はざる を 得ない。 

世界人 類に 東西 の^ある は 拒否すべからざる 事實 である。 祌は人 を 男女に 造り 給 ひしゃう に 人類 を 

東 两 に 造り 給うた。 男 は 女の 發 達した る 者で ないやう に、 西洋 は 東洋の 發 達した る 者で ない。 男女が 

相互の 補充 性で ある やうに 東洋 西洋 も 亦 相互の 補充 性で ある。 そして 東洋が 人類の 女性で あり 西洋が 

其 性で ある は 全般に 知れ渡り たる 事實 である。 ェ マ ソンが 其 妻 リヂャ を アジ ャと 呼びたり とか、 或 

る 宜 敎師 にして (彼 は カナダ 人であった) 長く 日本に 在留せ し 者が、 常に 彼の 觀察を 述べて 「SR 西洋 

善くあります、 女 日本 善くあります」 と 言 ひたりと か 云 ふ 事 は 能く 東西 兩洋の 特性 を 一 百 はした 事で 

ある。 東洋人 は演鐸 性に 富み、 西洋人 は歸納 性に 秀づ。 東洋 は 內に堅 からん と 欲し、 两洋は 外に 强か 

らんと 欲す。 東洋人 は 安息 を 愛して、 西洋人 は 活動 を 好む。 二者 孰れに 在りても 例外 ある は 勿論な り 

と雖 も、 全體の 傾向に 於て 判然たる 者が ある。 西洋文明の 極端が 太平洋 彼岸の 米國 であって、 束洋文 

明の それが 此岸の 支那で ある。 祌は 一人より して 凡ての 國民を 造り、 之 を 東西； 吶洋に 造り 給へ りと 云 

ひて 間違ない ので あるつ 

そして 聖書に 現 はれた る 基督 敎が 女性 叉 は 東洋 性に 濃厚なる は 何人も 見逃す 事が 出来ない。 聖書 は 


初めより 家庭の 歷史 であった。 アブラハム、 イサク、 ヤコ ブ、 所謂 列祖は 孰れ も {t^ 庭 のんで あった。 

イスラ H ル 人が 家系 を 重んじた の は 家庭の 基礎 を 問 めんが 爲 であった。 預ーー百者の理想は國：！^各自が平 

和の 家庭に 宿る 事であった。 此 理想 を 最も 明かに 畫 いた 者が ィザャ 書 三十 二 章 十 節 ZT 卜で ある。 其 

ト八 節に 曰く 

す み か  いこ ひどころ 

我 民 は 平和の 家に 宿らん、 短 ひなき 住所に 居らん、 安らかなる 休息所に 居らん" 

大國家 をな して 國威を 宇 內に擧 げんと 云 ふに 非す、 

歳に て 死ぬ る 者 は尙ほ 若しと せられん、 彼等 家 を 建て 之に 住み、 葡萄園 を 作りて 其 5^ を 食 ふべ 

し 

と 云 ふので あった (同 六十 五章廿 * サ 一節し。 

そ し て 預言者 の 此 理想が 東洋人 全體 の 理想 で あ る こと を 否む 事 は 屮 I 來な い 。 國.；}^ 主義 又は 帝國 主^ 

は 決して 東洋に 起った 主義で ない。 東洋人 全體は 家に 在りて 田 を 耕して、 平和の 生涯 を 送らん と 欲す 

る。 英國の 文士 バ ルト ソン • ス コット 氏が 好戰 國と稱 せられし 日 木に 来って、 其 民の 大多數 が 何よ 

り も 平和 を 愛する 農民で ある を 見て 驚いた。 支那に 戰爭は 結えす と雖 も、 其2^^の大多數は戰爭に河の 

與昧を 持たない、 各自 其 業に 從 事して 丘ハ亂 の內に 平和の 生涯 を營 む。 西洋人 は 闩 ふ、 ホ ー ムは 西洋 ±^ 

督敎國 の 特有 物であって、 異敎國 に 之 を 見す と。 菜して 然る 乎大 なる 疑問で ある" キリストの 臨在の 

家庭 を 潔む る爲に 必要なる は 私と 雖も 之を認 むる と雖 も. 樂 しき ホ ー ムが 西洋 以外に 無しと 云 ふ は u 

見の 甚だしき 者で あると 思 ふ。 西洋人 は 日本 を稱 して 小 供の パラダイスと 云 ふで はない 乎。 樂 しき ホ 

1 ムの 無い 所が 如何で 小 供の ホ ー ム であり 得 やう。 西洋に 在りて は 俳 S で 劇作 者な りし ジョン • ハヮ 

基^教. M, 東详 文明 -  九 i 


敎に閱 する S 究  tj、 

力. K 

1 ド • ベ ィ ンの 作った Home  Sweet  Home が最 美の 家庭 歌と して 認めら る.， と雖 も- 東洋 こ 於て は 

H: 化れ 以 J の.，.^：:^ 歌が いくら も あるとの 事で ある。 英國の 支那 * 者 H  •  A  • ガイルス 氏の^ こ^し tH. 

陶淵明 作 r 歸去 來辭」 は 支那 第一 の 家庭 歌であって >  其 情緒の gi かなる 一!^ は 西洋 文 學に昆 る 能 はざる 

所で あると 云 ふ。 

西洋 は マルタであって、 東洋 は マリヤで ある。 そして ィ H スは マルタよりも マリヤ を 好み 給う ヒ。 

羅馬を 代表す るへ 口 J ァが嬰 兒ィヱ スを 殺さん とせし 時に、 東方の 博士 三人 は" §if の i を簡 らして 彼を訪 

ねた。 イエ スは 曙の 明星で ある。 東の 光で ある。 東洋が彼の光に照さる\時に1^ぷ文3^が7^^)るのでぁ 

る 0 


基督 敎と 日本 

靈的 文明 創始の 任務 

西洋文明の 沒 落と は 東洋人が 西洋人 を 憎んで 發 した 1& の- SJ^ はない、 洋人 自^が.^ んに^ ふる 

説で ある。 獨 逸の 大哲 學的歷 史家 ォス ワルト . スぺ ングラ ー の 大著 を Der  dii  des  Aben(l— 

landes と 云 ふ。 「日の 入る 國の沒 落」 の 意で ある。 近來の た 著述であって、 永く 其 餘僙を 落さ るべ 

しと は學者 一般の 定- 評で ある。 旣に kn 版に 達し、 摘 ほ 需要の 減退 を 見ない と 云 ふ。 獨 逸^の 細なる 


學究の 上に、 西洋 諸 國の旣 に 衰退 期に 立てる を 立論せ る大 著述で ある。 學 者の 唱道 を 悉く 信す るの 必 

要な しと 雖も、 然れ ども スぺ ングラ ー の 如き 大. 冢の學 說は之 を 等閑に する 事 は 出来ない。 M: 洋沒客 は 

眾に K 言 者の 「惡 事の 預言」 でない。 冷靜に 攻究すべき 問題で ある。 英國に 在りて は 力 ー ライル 旣に 

Ira 洋 文明の 自殺 說を唱 へ、 L  •  P  • ジャック 氏 は 其 後 を 承續で 說を 主張し つ、 ある。 問題 は 西洋 文 

明の 素質の それで ある。 斯 かる 文明が 理論 上 _t ^續し 得る や 否やの 問題で ある。 そして^ 續し 得ない 事 

は學者 を俟た すして 無學 者に も 解る。 

其 一例 を擧 げん 乎。 近代 文明に 必要に して 缺 くべ からざる 者は 自動車で ある、 自動車な くして 近代 

文明 は 一 日 も 維持す る 事が 出来ない。 そして 自動車に 必要なる 者 は ガソリ ン であって、 ガソリ ンの Ira^ 

料 は 石油で ある。 故に 石油に して 盡 きん 乎、 近代 文明 は 止まる ので ある。 然るに 石油 は 比較的に 稀な 

る鑛 物であって、 共産 出に 限り ある は克く 知れ渡り たる 事實 である。 最近の 調査に 依れば、 米 國に於 

ける 一 ケ 年の 石油 消費 高 は 七 億 五 千萬バ レル (六 位 石餘 ) であって、 之に 對し 目下の 所產屮 I の 見込 

ある 量 は 十五 傥バ レル であると 云 ふ。 .§ ち 六 年分の 消費 高に 過ぎない。 縱し尙 ほ 十 年 問 二十 年間の 

消費 を充 たす に 足る の 量を產 出す ると しても、 米國に 於け る 石油 掘盡し の 時期 の 遠くな い 事 は 明か で 

ある。 凡てが 此類 である。 文明 人種が 全世界の 有 W 物资を 使 盡すは 決して 遠き 未来の 事で ない。 之に 

加 ふるに 激烈なる 競 爭の行 はる.^ あり、 生活の 〔俭々 向上す る あり、 到底 此狹ぃ f 界を 以てして 年^に 

大 速度 を 以て 增加 する 人 口 を 養 ひ 得ざる は 何よりも 明かで ある。 此 文明 は 此俊 にして 置い て 行 詰って 

亡ぶ る は 學者を 待た すして 明かで ある。 西洋と 西洋文明と はバ ビ n ン 王べ ル シャザ ー の 場合の 如くに 

「メ ネ、 メネ、 テ ケル、 ゥ パル シン、」 (數 へられたり、 秤ら れ たり、 分か たれたり) である。 

*as 敎と 3 木  九 七 


恶 gss に 照す る £ 究  九 A 

兹に 於て か 世界と 人類と が 全滅せ ざる 限り は、 今日の 所謂 文明と は 全然 素質 を異 にす る 文明の 起る 

必要が ある。 舊ぃ 東洋 文明 は旣に 試みられて 失敗に 終った。 西洋に も あらす 東洋に も あらす、 全然 新 

らしい 文明の 起る 必要が ある。 そして 西洋 東洋の 間に 介在す る 日本が 此 困難なる、 而 かも 光輝 ある 任 

務を 神と 人類との 爲に 果たす べき 地位に： .ia かれた ので は あるまい か。 日本人と して は舊ぃ 日本 も駄 UI 

である、 新ら しい 日本 は 尙更ら 駄目で ある。 日本 自身が 生きん 爲 にも 嶄 新の 文明 を斫 出す 必要が ある。 

歐米歐 米と 稱 して 何事 も歐 米に 學んで 得る 所 は 失 ふ 所 を 償 ふに 足りない。 若 かす 大膽に 新 文明の 大洋 

に乘 出さん に は。 獨り E 本 ー國の 死活問題 でない、 全世界の それで ある。 人類 は 自今 如何にして 生き 

ん乎、 それが 人類 目下の 最大 問題で ある。 

文明 は 宗教 を以 つて 始まる。 文明 は 生活. 全部の 總稱 である、 そして 宗敎は 生活の 基礎で ある。 人 は 

神に 就て 考 ふるが 如くに 成る。 キリストの 御 父なる 眞の祌 が 最善の 神で ある。 其 御意 を御敎 示の 通り 

に 行 はん 事、 其 事が 人類の 理想で あらねば ならぬ。 そして 我等 は 日本に 在りて 此事を 行 はんと 欲する。 

先づ 第一 に 自分と して、 第二に 同信の 友の 間に、 第三に 國 として、 叉 其 民と して 神の 啓示に 由て 步ま 

んと 欲す。 「汝等 生命の 爲に何 を 食 ひ 何 を 飮み又 體の爲 に 何 を 衣ん とて 思 ひ 煩 ふ 勿れ、 是れ 皆な 異邦 

人の 求む る 者な り、 汝 等先づ 神の 國 と其義 しき を 求めよ、 然 らば 是 等の 物 は 皆な 汝 等に 加 へらるべし」 

と。 此は 今日の 經濟 組織 を 其 根柢より 覆へ す敎 である" 然し 乍ら 之に 依ての み 人類 生活の 安 & を 完全 

に 得べ く、 隨 つて 競爭は 止み、 戰 爭は絕 え、 眞の 幸福が 地上に 臨む ので ある。 人 は 神に 依て 生く るの 

道を學 ばねば ならぬ。 「神に 依て」 である。 神より 直に 生命の 供給 を 受け、 萬 事 萬 端に 於て 神の 指導 

に 依て 行 ひ、 神の 能に 由て 行 ふ。 神に 問 はすして 何事 も爲 さす、 神に 許されす して 何事 も 行 はない。 


そして 祌の 命と あれば 利害 を 問 はすして 之を赏 行す。 然れば 神 は 我等 を 助け、 其盡 きざる 富 を 以て 我 

等の 乏しき を充 たし 給 ふ。 其 時人 口 は 今 曰に 百倍す ると 雖も 我等に 何の 懼る、 所な く、 凡ての 人が 凡 

てに 於て 足り、 歡 喜と 滿 足と は 全地に 充 つるに 至る。 令 日の 物質 本位の 文明 を棄 て- - 之に 代 ふるに 祌 

本位の 靈的 文明 を 以てする 事、 それが 神が 日本人より 要求し 給 ふ 事業で あると 思 ふ。 事 は 大事で ある 

が 難事で ない。 祌に 依る 文明で ある、 故に 神が 我等 を以 つて 起し 給 ふ 文明で ある。 我等 は 唯 自己に 死 

して 神に 生 くれば. 其 刹那に 此大 事業 は 我等 を 以て 始まる ので ある。 


日本的 基督教に 就て 


對米 問題が 持 上って 以来、 ^は 層々 日本 諸敎會 の敎師 方の 口 を 通う して^いた、 「日本的 基督教と 

云 ふが 如き 者 はない、 基督 敎は 世界的であって、 之に 阈 境が 在って はならない」 と。 赏に 諸氏の 言 ふ 

通りで ある こと は 私 も克く 知って 居る 積り である。 「主 一 つ、 信仰 一 つ、 バプ テス マ ： つ、 祌卽ち^£5 

人の 父 一 つ」 である。 之に 日本的 叉 は米國 的の 別な き は克く 判って 居る。 然れ ども 萬 有 は 一 であって 

多様で ある。 其 處に萬 物の 美が 存し、 能が 在る。 若し 基督 敎が 文字通りに 唯一 つであった ならば、 此 

はまこと に懣 ない 宗敎 である。 基督 敎が 他の 宗敎に 秀で & 生^力 ある は 其 適合 力の 優秀なる に. m ると 

は 私が 今 n まで 幾囘 となく 西洋の 基督 敎學 者より 敎 へられた 所で ある。 
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論より 證據 である U 基 将敎を 共 一面の 神學 より 見て 之に 獨逸 祌學、 和 蘭 祌學、 英吉利 祌學 等の 在る 

は 何人も 疑 はない。 恰も 藝 術に 國 境な しと 稱 せらる k も、 實際 的に 國^ あると 同じで ある。 そして 斯 

く あるの が當然 であって、 斯く なくして 進步も 改善 もない ので ある。 日本人が 眞實に 基督 敎を信 すれ 

ば HI 本 的 基督 敎 が 起る が當然 である。 其の 起らざる は 未だ 基督 敎が 確實に 日本人の 心の中に 植付から 

たい 何よりも 確なる 證據 である。 日本的 基督 敎と稱 して 勿論 基督 敎を變 へて 日本人の 宗敎と 化した 者 

ではない。 日本人 獨特の 見地より して 基督 敎の眞 理を間 明した る 者で ある。 基督教 は^ 界的 宗教なる 

が 故に、 各國 民の 寄贈 貢歙を 待って 初めて 完全に 世に 顯 はる k 者で ある。 日本人 を 通う して 顯 はれた 

る 基督 敎、 それが 日本的 基督 敎 である。 そして 此は 決して 狹ぃ惡 い 者で はない。 其反對 に、 神と 人と 

が 日本人より 要求し つ k ある 者で ある。 希臘、 羅馬、 獨逸、 佛蘭 西、 英吉利、 "亞米 利 加、 孰れ も此世 

界的 最大 宗敎 に貢獻 する 所があった。 んマ 度 は 日本の 順番で ある。 CI 本人 は 日本的 基督 敎を 生んで 全 世 

界の 期待に 應 じなければ ならない。 

今や 眞の 基督 敎の歐 米 諸國に 於て 衰へ つ k ある は 明. a なる 事實 である。 殊に 米國に 於け る 信仰 墮落 

の 如き 米國人 自身が 認めて 公言す る 所で ある。 此 時に 方って 我等 日本の 基督 敎 信者 は 靳敎の 本源に 溯 

り、 神が 我等に 賜 ひし 特殊の 國民性 を 以て 之 を 解釋し 閱 明し、 全世界の 民 をして W び^ 福 昔の 恩惠に 

浴 さしむべき である。 獨 逸が 曾て 羅馬 腐敗の 後 を 受けて 宗敎 改革の 實を擧 げしが 如くに、 U 本 は 今や 

米 國墮落 の 後 を 受け て 、 玆に び 基督 敎 復興 の 功 を 奏す べきで ある。 


佛敎對 基督教 


日本に 怫敎が ある、 然し 基督 敎 はない。 そして 佛敎に 基督 敎に 似た る 多くの 點が ある。 淨土 門の 如 

き 基督 敎の 佛敎 化した る 者で ある 乎の 如き 觀が ある。 眞言 宗は ネスト リャ 派の 基督 敎に 佛敎の 名を附 

したる 者に 過ぎない との 說を 立つ る 西洋の 學者さ へ ある。 斯 かる 次第で あれば 日本に 於け る佛 耶刚敎 

の 融合 は §1- なき 事業で ない。 旣に 在る 佛敎を 基督 敎と 成す を 得ば、 是れ 日本に 於け る 基督 敎傳 道の は 取 

善の 途 であって、 我が 同胞の 敎化を 願 ふ 者 は 何人も 贊 成すべき 事業で あると。 雨う 唱 ふる 人が 今 ま 

で 幾人 もあった。 そし マ今猶 在る。 此は苗 だ 人 を引附 ける 企圖 であって、 最も 耳 寄な 話で ある。 

然し 乍ら 事實 はさう 容易くな いので ある。 我等 は 佛敎對 基督 敎に 就て 佛敎學 者の 側より 多くの 事 を 

間 かされた。 曰く 怫 敎は 無神論で あるに 對 して、 基督 敎は 有神論で ある。 縱 しまた 佛敎が 神に 類す る 

者を認 むる にしても、 その 印度 宗敎 たるの 本質に 違 はすして 萬 有神敎 であって、 基督 敎の ー祌敎 であ 

ると は 其 根本の 思想 を 異にする。 更らに 又 佛敎は 人が 自ら 已を救 ふための 宗敎 であるに 對 して 基督 敎 

は 神が 人 を 救 ひ 給 ふ宗敎 である。 佛敎も 他力 を敎 へないで はない が、 それ は 釋迦の 本 來の敎 でない 云 
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云と。 何れに しろ 佛敎 は廣 ぃ宗敎 であって、 其內 にどん な 宗敎も あると 一 百 ひ 得 やう。 佛敎是 れ宗敎 の 

^名であって、 基督 敎は之 を 佛敎の 一派と 見る 方が 佛敎 本来の 精神に 叶 ふで あらう。 つて 我阔 有名 
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の 佛敎學 者 鳥 尾 得 庵 居士に、 律 田 仙 氏に 勸 めら れて、 青年の 私が 生意氣 にも 基督 敎を勸 めた 時に、 居 

士は憐 みの 眼を以 つて 私 を 見下し、 私に 一 筆 揮毫して 吳れ た、 曰く 「現 耶蘇 身」 と。 私 は 永の 間 その 

意味が 刹 明らす、 之 を 額に 表装して 座敷に 揭 げた。 然し 後に 至って 或る 佛敎 通に その 嘲け りの 文字な 

るを敎 へられて 之 を 燒棄た 次第で ある。 

私の 知る 範圍に 於て 佛耶 融合 を唱 ふる 者 はニ敎 孰れ を も 深く 究めない 者で ある。 マ クス. ムラ ー や 

モー 一 H 1 • ゥ イリヤ ムスの 如き、 佛敎學 者で あると 同時に 强ぃ 基督 敎 信者で ありし 人々 は 兩敎の 融合 

の 如き、 思 ひも 寄らぬ 事で ある こと を 主張した。 叉 今日の 西洋の 佛敎 信者 は 基督 敎 にあき たらす して 

怫敎 にあ こがれて 之 を 信じた 者で あれば、 執れ も佛 敎の遙 かに 優れる を唱 へて、 是れ亦 兩敎の 融合な 

ど を 眼中に 置かたい。 之 を 主張す る 者 は 大抵 は 信仰の 事に は 造詣 實驗至 つて 淺き 政治家 叉 は 慈善家 で 

あって、 主として 民衆 濟 度の 立場より 之を唱 ふるので あると 思 ふ。 新約聖書の 上に 立つ 我等 キリスト 

の 僕に 取り 「キリストと 釋迦 との 對等的 握手」 と 云 ふが 如き は 狂氣の 沙汰で ある。 そんな 事の 行 はれ 

やう 害 は 到底 無い ので ある。 

然 らば 佛敎 基督 敎の 相違 は 何處に 在る 乎と 云 ふに、 枚擧 する に遑 あらす と雖 も、 主として 愛の 觀念 

に 於て ある。 基督 敎に 最も 近いと 稱 せらる i 淨土 門の 佛敎に 於いて 彌陀の 他力本願が 唱 へらる、 と 離 

も、 之 を キリストの 十字架 上の S 非の 贖と 比べて 其 間に 天地の 差の ある こと を 認めざる を 得ない。 彌陀 
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の 慈悲が 慈悲の 爲の 慈悲で あるに 對 して、 キリストの 愛 は義に 基づけ る 愛で ある。 基督 敎の神 は義の 

神であって、 義に 由ら ざれば 人の 罪を赦 さす、 義に 由ら ざれば 救 を 施し 給 はない。 其 意味に 於て 彌陀 

の 慈悲 は單 純で あるが キリストの 御 父なる 眞の 神の愛 は複雜 である。 羅馬書 三章廿 五、 廿六 節に 於け 


る 罪の 赦 しに 關 はる バウ 口の 言の 如き、 佛敎 信者に 取りて は 廻り 遠い、 堪へ 難き 一一 一一 a である。 彌陀は 曰 

ふ r 赦す、 赦す、 我 は 汝を拯 けす して は 止ます と 言 ふ 其 誓願 を 信ぜよ、 而 して 救 はれよ」 と〕 基督 敎 

の 神 は 言 ふ 「汝 イエ ス キリスト を 信ぜよ、 然 らば 救 はれん。 信ぜ ざれば 減ぶべし」 と。 共 故 如何と な 

れば キリ ストに 於ての み 神の 義が 完全に 行 はれた からで ある。 救の 目的 は 人 をして 義 たらしむ るに あ 

る。 キリストの 愛 は 義に據 る 義の爲 の 愛であって、 嚴密 なる 義を 離れて キリストの 救 は 無い ので ある。 

論より 證據 である、 佛敎國 に義が 無い ので ある。 有ても 極く 微！ 1 である。 愛と 云 ふ は 多く は 「お 情 

け」 である、 赦 しと 云 ふ は 「勘 辨」 である。 「神 は 其義の 故に 我等の 罪 を 赦し給 ふ」 と 云 ふが 如き は 

佛敎 信者に は 解し 得ない ので ある。 そして 義が 無くして 國は 亡ぶ るので ある。 凡てが 情實 化して 法律 

は 其 權能を 失 ふので ある。 佛敎 國に强 健なる 國 家な きは此 理由 を以 つて 說明 する 事が 屮 Z 來る。 幸に し 

て 日本に は佛敎 以外に 士道が あって、 佛敎 の此大 缺點を 補ひ來 りしが 故に 今日 ある を 得た ので ある。 

然れ ども 怫敎の 感化が 非常に 强く、 爲に 正義 を 愛する の 念が 弱くして、 强烈 なる 西洋文明に 接して 社 

會國 家の 根抵が 稀ぎ 出した ので ある。 兹に 於て か 日本 は 令日ィ ザャ、 H レ ミヤ、 H ゼキ H ルを以 つて 

始まり、 ィ H スに 至りて 其 絶頂に 達せし 神の 義の敎 を 痛く 要求す るので ある。 そして 私が 先般 田中ェ 

學 博士と 信仰 上の 關係 を絕 つたの は 此點に 於て 同氏と 信仰 を 異にする 事が 判明った からで ある。 
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基督教と 佛敎 及び 儒敎 


佛敎 及び 儒 敎は我 國に行 はれた る宗敎 として 大 なる 歴史的 勢力 を 有する、 苟も 我！： 人に して 其の 深 

き 感化 を 受けざる 者 はない、 基督 者と なりたる 以前 は 無宗敎 なりし と自 から 稱 する 者と 雖も 同様で あ 

る、 之 を自覺 せす と 雖も其 感化 は 我等の 凡ての 行爲 及び 思想の 傾向 を 支配す るので ある、 實に 我等 は 

未だ 全く 舊き 宗敎の 中より^ 出しない ので ある、 此事を 解せ すして 基督 敎を 信す る も 却て 佛敎的 又は 

II 敎 的に 之 を 信ぜん とする の 虞が ある、 故に 我等が 祖先の 敎 たる 佛敎 及び 儒敎と 基督 敎 との 間の 根本 

的 相違 を 知る 事 は 聖書 を 解す る 上に 甚だ 必要で ある、 之れ 決して 佛 敎攻乘 又は 儒 敎攻擊 を爲ん とする 

ので はない、 世に は 自己の 宗敎 を宣傅 せんと 欲して 徒らに 他宗の 攻擊を 事と する もの ありと 雖もそ は 

我等の 爲す能 はざる 處 である、 我等 は 凡ての 正直なる 信仰 を 尊敬し なければ ならない、 眞理は 何宗敎 

に 於ても 眞理 である、 然し 乍ら 佛敎 及び 儒敎は 基督教と 同一 であると 言 ふ 事 は出來 ない、 尊敬と 判训 

と は 自ら^ 問題で あ る 、 尊敬す ベ き は 之 を 尊敬し 判別す ベ き は 之 を 明 .21 に 判^す る を 要する。 

佛敎と は 何で ある 乎、 之 を 一言に して 說明 する 事 は 出来ない、 怫敎は 極めて 範圍 の廣き 宗教で ある- 

其 内容 は 一箇の 敎に 非す して 實は多 稀 多様で ある、 佛敎に はかの 基督 敎の 一派なる ネスト リア 敎の變 

態と 見るべき 眞實宗 の 如きが ある、 叉 新約§^-書を 佛敎 化した る ものと さへ 稱 せらる k 淨土 眞宗の 如き 


が ある， 從て佛 敎には 各 稲の 思想 を 網羅して 殆ど 盡 さざる なきの 有様で ある。 

怫敎 研究 は 近時 日本よりも 却て 歐 米に 於て 盛で ある、 而 して 折； I 學者 オイケン の 所說の 如き は： f 取 も 其 

屮心 思想 を捉 へたる ものに 庶幾し と 思 はれる ので ある、 オイケン は 曰 ふ、 佛敎 の屮心 3:3 想 は カルマ 卽 
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ち 業に ある、 某- 督敎の 中心 想 は恩惠 にある、 業と 恩惠、 之れ 其 根本的 差^で あると、 此：^^1の3呉寅を 

誇す る もの は經典 中の 此言彼 語 叉 は 聖書 中の 片言 集 句で はない、 佛敎國 及び 佛敎 徒の 一 般の 傾向 又は 

基督， 敎國 及び 基督 者の 一 般の倾 向で ある。 

業と は 人 問の 行で ある、 而 して 業 は 永久に 消滅し ない、 善業 は 滅びす 惡業も 亦 滅びす、 現世 を 離れ 

て來， に 移る も 舊き業 は 依然として 繼繽 する ので ある、 而 して 惡業を 消滅せ しむる もの は 唯 善業 ある 

のみ、 故に 悠久の 年を經 なば 善業 を 以て 遂に 惡業を 減す を 得べ しとい ふ も 一度び 赏際を 顧みん 乎、 善 

業は輕 小に して 惡業は 重大で ある、 彼 を 以て 此を 消滅す るに 足らざる のみなら す 年を經 るに 從ひ負 俊 

は 愈々 堆積す るの みで ある、 故に 「業」 なる 文字 は 常に 惡 しき 意味に 於て 使 川せられ る、 例へば 業火 

とい ひ、 業苦と いひ、 業坑、 業 障な ど 言 ふが 如し、 之れ 實に 我等 凡夫の 費-際 上の 經驗を 示す もので あ 

る、 獨り 自己の 業に 就て 然るの みならす 人 は 猶ほ親 叉 は 祖先の 惡業 をも& はなければ ならない、 斯る 

多くの 業 を 精み て 而も 永久に 消滅す るの 時 を 知らない、 是に 於て か 自ら 厥 f 的 思想 は 藤 成せられ ざる 

を 得ない ので ある、 而 して 此事 實は學 者の 見を俟 たす して 我 國叉は 印度 等の 社會を 見れば 自ら 叫，； Z で 

ある、 試に 我國に 於け る 曰々 の 新聞紙 を 一瞥せ よ、 人生の 目的 は 善に あり、 我等 は大 能の 御手の 下に 

全く 新しき 方向に 舵 を 向けつ  ありとの 如き 希 51;.; と歡 喜と に充 ちた る 思想の 如き は：^ 處に 之を發 見し 

得る 乎、 其 他 昔樂然 り、 綺畫然 り、 悲哀 美と 稱 して 徒らに 悲調を 好み、 讚美の 調、 復活の 歌の 如き は 
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却て 不自然な るが 如くに 思 はる」 ので ある， 故に 是の 如き 思想 を 以て キリ ストの 救に 與るも 多く は 唯 

之 を 自己の 苦痛の 慰藉と して 受 くるに 過ぎない、 之れ 亦 明 {u なる 佛敎 思想の 感化で ある。 

基督 敎の說 く 所 は 之に 反して 恩惠 である、 卽ち 罪の 赦し である、 「ィ H スは 我等が 罪の 爲に鮮 され 

又 我等の 義 とせられ しが 爲に 甦らされたり」 C 羅 £^ 書 四の 二 五)、 r 汝 等の 罪 は徘の 如くなる も 雪の 如く 

白くな り 紅の 如く 赤く とも 羊の 毛の 如くに ならん」 (《 赛亞書 一 の 一 八)、 我が 惡業 如何に 重く 加 ふるに 

祖先 以来の 罪 を 以てする も 一 度び 我心 を 或る 狀 態に 於て 置かん 乎、 卽ち 凡百の 積惡 悉く 拭 ひ 去らる 

ので あると いふ、 其 證據は キリストの 十字架と 復活と にある、 彼の 死に 由って 我等の 罪 は 旣に處 分せ 

られ たので ある、 而 して 我等の 義 とせられ たるが 爲 めに 彼 は 復活し 給うた ので ある、 故に 彼 を 信す る 

に 由って 我等 は 新しき 生涯に 人り 新しき 途を迎 る 事が 出来る ので ある、 惡業抑 も 何者 ぞ- 十字架 上の 

キリスト を 仰ぎ見れば 如何なる 惡 業と 雖も 悉く 赦さ る&の である、 玆に 至つ て 業 は 最早 や 其壓カ を 我 

等の 上に 加 ふる 事が 出来ない、 玆に 至って 最早 ゃ悲觀 的な らんと 欲する も 能 はない、 否な i に 業の 爾 

制より 脫 出し 得る のみなら す キリ スト を 信す る 者に は 凡ての 事 働きて 益を爲 すので ある、 g§ 其 者まで 

が 恩惠の 誘導 者と なる ので ある、 基督 敎の 中心思想 は 此の 罪の 赦 にある、 此の 絕大 なる 恩惠 にある、 

之 を かの 業の 說と對 比して 其 差 正に 幾許 ぞ、 業と 恩惠 と、 其 間に 天地の 差違が ある、 而 して 佛敎と 基 

督敎 との 根本的 區 刖は兹 にある ので ある。 

次に 儒教と 基督 敎 との 差違 は 如何、 之を說 明す るに 最も 好き もの は 近頃 米國に 於て 起り し 一 場の 物 

語で ある、 事 は 日本の 實業家 男爵 某と 米 國の實 業 家 ジョン • ヮナメ ー 力 ー との 間に 有った 事で ある、 

先般 米 國を訪 うて 其 教育制度 を 視察した る 右の 男爵 某 一 日 費 府に老 實業家 ヮナメ ー 力 —の 客と なつ 


た、 ヮナメ ー 力 ー は 齢旣に 八十 前後 米國 屈指の is 豪に して 有名なる 實業 家たり、 諸種の 事業に 關 し 

叉 公共心に 篤く 嘗て は遞信 大臣と して 通信事業に 大 改良 を 加へ た 事 もあった、 加 之 彼 は 熱心なる 基督 

者で ある、 而 して 特に 日曜 學 校の 經锋に 與味を 有し 自ら 費府に ベタ 一一 ァ 日曜 學校を 管理して 自己の 業 

務に關 係 ある 人々 及び 其 子弟 を敎 養して 居る、 客た る 日本の 男爵 は 或る日 曜日の 朝 招かれて 共 日曜 學 

校を參 觀し而 して 禮儀上  一 一一 一一 n の 挨接を 求められた、 か k る 場合に は 勿論 主人に 對 する 同情 を 披瀝す る 

のが 自然の 禮儀 である、 男爵 は 通譯を 介して 一一 百うた 「余 は 儒敎の 信者で ある、 而 して 孔子の 敎は キリ 

ストの 敎 と異ら ない、 故に 余 は敢て 基督 者と なる の 必要 を 見ない ので ある」 と、 此 一 一一 百 主 翁に 取て は 

大 問題であった、 彼 は 素より 外来の 賓客の 感情 を 傷 ふ 事を好まない. 然し 乍ら 救主ィ H ス キリスト を 

孔子と 等しう せらる &は 彼の 堪へ 得る 處 ではない、 况んゃ 場所 は 日曜 學 校であって 數 十年來 自己の 敎 

へ 来れる 多数の 雇人 叉は學 生の 前で ある * 彼は默 する に 忍びなかった、 彼 は卽ち 立って 卽刻 心に 湧き 

し處を 述べた、 日く 

余 は 男爵に 同情す、 余 は 孔子の 教訓に 貴き もの ある 事 を 承認す る、 然しながら 兹に此 根本的 相違 

が ある、 孔子 は 死して 葬られ 今や 墓の 中に 横た はりて キリストの 「起きよ」 と 呼び 給 ふ を 待ちつ 

つ あるので ある、 キリストの 墓 は 空虚で ある、 彼 は 甦り 給うた、 彼 は 今生き て 居 給 ふ、 今此 部屋 

に 我等と 共に 在り 給 ふので ある 

と、 而 して 其 ポケットより 小なる ー卷の 新約聖書 を 取り出して 語 を 緩け た r 玆に 彼の 言葉が ある、 我 

等 は 毎日 之 を 請んで 靈の糧 を據て 居る ので ある」 と、 其 後 男爵 將に 米國を 去って 日本に 歸 らんと する 

に當り 友人 等 紐 育に 於て 送別の 會を 催う した、 席上 或 人 彼に 尋 ぬるに 在米中 最も 感動した る もの は 
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何なる か を 以てした、 男爵 答へ て 曰く 「ヒ ラデル ヒアの ベタ ！ー  ァ 日曜 學 校に 客たり し 時 ヮナメ ー 力 ー 

老翁が キリ スト を 慕 ふの 熱心の 餘り 熱淚其 雙頰を 流れ 下る を 見た、 之れ 余の 感動 措く 能 は ざり しもの 

である」 と。 

偉なる 哉 ヮナメ ー 力 ー、 彼 は 他人の 言 ふ 能 は ざ る の 言 を以 て の 基督 者 の 最も 深き 心 を 代言し て 

吳れ たので ある、 彼 は 基督 敎と 儒敎 との 差^ を 語らん として 道 德敎訓 を云爲 しなかった、 彼 は 唯 生け 

る 救 主 を 指摘して 死せ る 孔子と 對 比した、 而 して 是れ實 に 基督 敎の 眞髓 である 生命で ある、 キリスト 

の 墓 は 果して 空虚で あつたので ある、 彼 は 今 現に 玆に 我等と 共に 在り 給 ふので ある、 我等 は 基督 者と 

なりて 決して 死せ る 人の 遺訓 を 守る ので はない、 現在せ る 救 主 を 仰ぎ 彼に 導かる \ の である、 之を實 

現す る 事が 出来た 時に 始めて 眞の 信者と なる ので ある、 ヮナメ ー 力 ー の 一 一 百 は 唯に 我等の 爲 のみなら 

す 米國に 於け る 幾千 萬の 信者の 爲に 深く 之 を 喜ばざる を 得ない、 基督 敎と 凡の 宗敎 凡の 哲學 との 根本 

的 相違 は實に 玆に存 する ので ある。 ( 述) 


文學 者の 基督 敎 

兄弟よ 我れ 曩に汝 等に 至りし 時に 言と 智慧の 美れ たる を 以て 汝 等に 神の 證を傳 へ ざり き、 そ は 我 

れィ H ス キリス トと 彼の 十字架に 釘 けられし 事の 外は汝 等の 中に 在りて 何 を も 知る まじと 意 をお 


め たれば 也 … … 我が 一一 目 ひし 所、 また 我が 宣 べし 所 は 人の 智慧の 婉 しき 言 を 用ゐす 唯靈 と 能 の 證 を 

用ゐ たり、 そは汝 等の 信仰 をして 人の 智慧に 由ら す 神の 能に 由ら しめんと 欲へば 也 (舒林 多 前書 一 一 

章 一 -- 五節 )o 

そ は 神の 國は言 に 在る に 非す 能に 在れば なり (同 a 章 二 十 節，〕。 

我等 の 福音 汝 等に 來 りし は 只 言 に 由り ての み ならす 能 に 由り 聖靈 に. H り また 篤き 信仰に 由り て 也 

0 アサ n 一一  ケ 前書 一 章 五節 〕o 

キリストの 福音 は 能 式に あらす 傅說に 非す 信仰 筒條に 非す、 去れば とて 叉 主義に 非す 思想に 非す 理 

想に 非す、 幅 昔 は 儀式 家の 行 ひ 得る 者に 非す、 叉 思想.： の考へ 得る 者に 非す、 必竞 する に &督敎 は 思 

想に 非す、 文 學者叉 は哲學 者が 如何に 努力す る も 思索し 得る 者に 非す、 基督 敎を 思想 乂は 理想と 見る 

の， 毒 は 之 を 儀 文 叉 は 信仰 箇條と 見る の 害毒に 劣らない。 

折 I： 學者 オイケン は 「基督 敎は现 想な り」 と 首 ひて 大 なる 誤謬 を傳 へたので ある、 又 神學^ プ フライ 

デレル は 其 『基督 敎發逮 お』 に 於て 詩人 ゲ ー テを 基督お の 巾に 數 へて 大 なる 間遠 を傳 へたので ある、 

基督 敎は 理想で ない、 詩人 ゲ ー テ は基醤 者で ない、 所謂 基督 敎國に 於て、 すべての 善き 事、 すべての 

美 はしき 思想、 すべての 敬 ふべき 行爲が 共」 督敎と 同視 せらる、 に 至りし は大 なる 錯誤で ある、 基夥敎 

は大 なる 理想 を 生んだ、 然し 乍ら 基督 敎は 素々 理想で はない、 ィ H スは 思想家でなかった、 使徒 等 は 

文士 叉 は哲學 者でなかった、 ブラ ト ー 义 はァリ スト ー トル を 解 せんとす る 心 を 以てして ィ ェ スと其 使 

徒 等と は 到底 解し 得ない。 
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一 i 昔は言 を 以て 傳 へらる、 然れ ども 言に 非す 能力で ある、 聖靈に 由る 能力で ある、 而 して 之に 由て 

起る 篤き 信仰で ある、 聖靈の 恩賜に 與ら すして 福音 は 解らない、 基督 敎は 神に 解ら して 戴く 事で あつ 

て、 自分で 考 へて 解る 事で ない。 

詩人 ゲ ー テは 代表的 近代 人であった、 彼は大 詩人であって 叉 大哲學 者であった、 彼 は 叉 審美 學の泰 

斗であった、 然し 乍ら 彼 は 基督 者でなかった、 彼 は Sii の 何たる 乎 を 知らなかった、 故に キリストの 十 

字 架に 因る 扉の 赦し を實驗 しなかった、 彼 は 能く 基督 敎の 外面の 美 を 探り 得た、 然し 乍ら 其 中心の 眞 

理 に觸れ なかった、 彼 は キリストの 賞 讚 家であった、 其奴 僕でなかった、 彼に 取り キリスト は 理想の 

人であった、 己が 靈 魂の 救 主ではなかった、 彼 は 福音 を 批評した、 福音に 從 はんと はしなかった、 近 

代人の 模範た るゲ ー テは 自己 は 最後まで 自己の 所有と して 保有した、 詩人 テ 一一 ソ ンの 如くに Om  二 vill 

is  curs  to  mals  it  thine  (我が 意志 は 我が 有に して 爾 神の 子に 獻 げんが 爲の ものな り〕 と は 彼れ ゲ 

1 テには 到底 言 ひ 得なかった、 必竞 する に 詩人 ゲ ー テは 或る人が 評せし が 如くに Agl.eat  pagan  (大 

たる 異敎 信者〕 であった、 基督 敎國に 生れ、 其 感化の 中に 成育せ しと 雖も、 自身 基督 者と 成り 得な か 

つた 者で ある、 彼 は其敎 養に 於て は 基督 敎 的であった、 然れ ども 其 信仰に 於て は 純然たる 希職羅 馬の 

ぺ ー ガ ン であった、 ゲ ー テを發 達せる 基督 者と して 傳 へし 歷 史家プ フ ラ イデ レ ル 彼れ 自身が 基督 者で 

なかった ので ある。 

ゲ ー テが爾 であった、 H マ ソンが 爾 であった、 トル ス トイが 雨であった、 イブセンが 雨であった、 

其他歐 米の 大 詩人 大文學 者の 多数が 雨であった、 又 今 猶ほ爾 である、 彼等 は キリストの 讚美 家に あら 

ざれば 其 敬慕 者で ある、 其 信者で はない、 其 好 僕で はない、 彼等 は先づ in 己を虚 うして 神の 子の 十字 


架の 下に の 赦しを 祈 求た る 者で はない、 故に 彼等 は 聖書 を 其 俊に 解し 投 ない、 却て 架-書 をして 己が 

意見に 從は しめんと 努 むる、 而 して 己が 聖書の 解釋に 「ナザレの ィ H スに 由て 唱 へられし 最初の 基督 

敎」 の 名を附 して 之 を 世に 提供す る。 

近代 人が 嫌 ふ 者に して タル ソ のパゥ B の 如き はない、 彼等 は キリストの 幅 音の 曲， 解 者と して バウ 口 

？-フ せ？ 

を咎責 する、 キリストと 。ハウ 口と を 離間して 自己 を キリスト 正解者の 地位に 置かん とする、 彼等 は 

の自覺 と其赦 しとの 無き 基督 敎を 創作 せんとす る、 然れ ども 彼等の 努力 は 悉く 失 耽に 終る、 彼等 自身 

平康を 獲る 能 はす 勿論 世 を 救 ふ 事が 出来ない、 彼等の 痛撃に 遭 ひし バウ & は キリスト 第一 の 正解者と 

して^し、 彼等 文士 は 跡から 跡へ と 後進の 葬り去る 所と なる。 

近代 人 は歐米 人なる と 日本人な るとの 別な く キリ ス トの 福音 を 己が 思想の： s: に箝 込まん とする、 而 

して 斯の 如くに して 成りし 彼等の 基督 敎 なる も の は 信す るに 易く して 行 ふに 樂 である、 孰 も" 罪の 

悔 改の 辛ら き實 驗を經 過す るの 必要な き 基督 敎 である、 故に 淺 くして £ おく ある、 彼等に 取り 基督 敎 

は 修飾 物で ある、 美 はしき 思想で ある， 文明 社會に 於け る 交際の 要具で ある、 然れ ども 血 を 以て 举ふ 

べき 眞理 でない、 余輩 は 迷信 を 嫌 ふ、 然れ ども 近代 人の 基督 敎に 較べて 迷信 は遙 かに 愛すべき もので 

ある、 迷信 は少 くと も誠實 である、 一生懸命 である、 近代 人の 宗敎の 道樂の 一種なる に 較べて： 大地の 

差が ある。 
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, 其 一 近代 人の 基督 敎 

OOO0OOOOO0-OOCOOOOOOOOOOOO 

近 2^ 私が 切に 感 する 車 は 基 #敎 が 米 歐基餐 敎國に 於て 絶えん として 居る 事で ある。 彼等の 間に 「我 

等 は 今日 猪 ほ 基督 信者たり 得る 乎」 との W 題が 討議 せらる。 五十 年 前に 彼等が 遣りし 宜敎師 が 我等に 

傳 へし 事 を、 彼等 は 今 は 全然 信じない." 我等 を 異端と 呼びし 宣教師が、 今や 我等 以上の 異端 を唱 へて 

揮らない。 彼等が キリストの 福音と して i? へし もの を 今や 彼等の 間に 見る 事が 出来ない。 我等が 正直 

に 彼等の 說 敎に环 を 傾け、 之 を 解し 得たり と 思 ふ 頃に は、 彼等 は 旣に之 を棄て 「他の 幅 昔」 に 移った 

ので ある。 實に 不信 實 極まる 彼等で ある。 我等に 或る 事 を 信ぜし めて、 彼等 は 今 は 之を棄 て、 彼等が 

敎 へしが 如くに 信す る 我等 を 彼等 は 今 は ビゴ ット卽 ち 頑迷 偏執の 徒と 呼んで 嘲け るので ある。 其點か 

ら 見て 彼等 米歐 の 基督 信者、 又 彼等に 由り て 遣らる i  { 一  H: 敎師を 排斥す るの 充分の 理由が ある。 

彼等 は 第一 に 聖書 を 神の 言と して 我等に 傳 へた。 聖書 は 世界 第一 の 書、 之に 眞の 生命 あり、 之れ 以 

外に 生命 あるな しと 傅へ た。 我等 は 正直に 其 一 百 を 受けた、 そして 彼等の 言の 眞理 なる を 知る を 得て 喜 

んだ。 そして 我等の 或 者 は 多くの 犧 牲を拂 ひて 聖書の 研究 を 一 生の 事業と なし、 之 を 以て 自分と 同胞 

と を 救 はんと 努力した。 然るに 敎會と 宣教師と は 4 マ や 聖書に 對 して 如何なる 態度 を 取りつ V ある 乎。 


彼等 は 聖書 研究 を 以て 信仰 第一 の 要件と 見做さない， - 彼等の 基将敎 なる 者 は 書 を 離れた る 基 螫敎で 

ある。 偶々 彼等の 問に 架 J 曰學 者が あると すれば、 其 人 は 面 白 半分に 聖書 を 研究す る 者であって、 之に 

由て 己が 靈魂を 救 ひ、 生命に 饑えた る 世界 を 活かさん との 眞劍の 努力 を 以て 研究す る 者で ない〕 「汝 

等 聖書に 永生 ありと 思 ひて 探索ぶ、 この 聖書 は 我に 就いて 證 する 者な り」 と 主 は 曰 ひ 給 ひしと 雖も > 

今 の敎會 信者 は 眞劍に 架 J 曰 を 探索べ す、 又 其 .2: に 神の 子 キリスト を發 見せん としない。 八，： Z のせ 敎 

師、 彼等に 使 はる k 牧師 傳道師 等が 主として 讀む者 は 書で ない、 心理 學書 である、 社會學 書で ある。 

彼等 は 參考 書と して 聖書の 所々 を讀む に 過す。 聖書 全體を 貫徹す る 主 該精祌 を 握 つて 之に 由り て 物 

を說 明し、 萬 事 を 行 はんとしない。 今日の 基将 信者 大多數 に 取りて は 架 書 は 本文で はなく して 註釋で 

ある。 彼等に 取り 聖書 は 一 の 人生の 見方に 過ぎない。 而 かも 舊ぃ 異邦人の 見方であって、 現代の 人 等 

に 取り 愤 値の 至って 勘い^ である (ョ ハネ傳 五 章 三 九 節〕。 そして 聖書に 對 して 斯 かる 態度 を 取る が 故に、 

彼等 は 聖書 を 尊信す る 信者 を賤 しめて 止まない。 彼等 は斯 かる 信者 を 呼んで 「聖書 信者」 と 云 ふ。 聖 

書 を 多食して 公平の 判 斷カを 失 ひたる 者な りと 云 ふ。 殊に 彼等 は 聖書の 終末 觀を 嘲け る。 彼等が 排る 

者に して 主の 搏 臨の 信仰の 如き はない。 聖書に 澤 山に 此 is?- を敎 へ て ゐる事 は 少しも 彼等の 心 を 動かさ 

ない。 彼等 は 公然と キリ ス ト搏 臨の 信仰 を 嘲け り 笑 ふ。 

； が 第二に 怪しと する 事 は、 今日の 者、 殊に 官： 敎師の 問に キリストの 神性が 討議せられ ない 事で 

ある。 キリストの 神性 は 基督 敎の 第一 問題で ある。 此は 決して 閑 問題で ない。 若し キリストが 唯の 人 

であるならば S 督敎の 根本が 崩れる ので ある。 キリス トは祌 の. 子で ある、 3^ 拜 すべき 祌 であると は 干 

九- rn 年來 基督 信者 全體が 維持し 来れる 信仰で ある。 そして 此は單 に敎會 が奉體 せる 敎義 でない、 い 
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道德 上の 眞理 を抱藏 する 信仰 筒條 である。 若し キリストが 神でないなら ば、 罪の 赦 しがない ので ある 

隨 つて 眞の 自由な く、 人類 進歩の 本源が 絕 たる、 ので ある。 ヨハネ 傳八窣 三 六 節に 

あ. U へ 

子 もし 汝 等に 自由 を 賜な ば汝等 誠に 自由 を 得べ し 

と あ る 其 言 は 實に深 い 意味 の 言 であって、 キリストの 祌 たる 事 は、 此眞 理を證 明す る爲に 必要 缺 くべ 

なに 一 さ. >- 

からざる 事實 である。 キリストの 神性 を 等閑に して 基督教の 能力の 根本が 失する ので ある。 論より 證 

據 である、 今日の 敎會に 人 を 活かす 實 力なく、 今日の 日本に 干 人 以上の 宣教師が 布 敎に從 事して ゐる 

に拘 はらす、 彼等の 精神的 運動に 何の 見るべき 者な き は、 彼等の 信仰が 其 根本に 於て 謬れ る を 示す に 

非す して 何ぞ や。 

OOOO0O00O0O00OOO0OO00O 

今日の 基督 敎會は 全然 進化論に 降參 したので ある。 今より 七十 年 前に ダ ー ウィン、 ワラス 等に 由て 

進化論が 唱道せられ しゃ、 敎 會は擧 つて 之に 反對 した。 然るに 今日は 如何と 云 ふに、 敎會は 全然 進化 

論 を 探 用して 之 を 其 信仰 箇條と 成す に 至った。 ダ ー ウィン ゃハ ッ クスレ ー は 墓の 下にて 之 を 聞いて さ 

ぞ かし 笑って ゐる 事で あらう。 今や 宣敎師 の 或 者 は 公然 曰 ふて 憚らない、 「我 は 世界 を 人間の 住所に 

適する 所と 成さん と 欲する 者で ある、 人間 を 作らん と 欲する 者で ない」 と。 此は實 に 驚くべき ステ ー 

トメ ント である。 人間 を 作る のが 宣敎師 の 職務で ない と 云 ふので ある。 境遇 を 善く すれば 人は自 から 

善く 成る と 云 ふので ある。 此は 極端の 進化論で ある。 直に 天然に 就て 學ぶ學 者は斯 くまで 極端に 境遇 

の 偉力 を唱 へない ので ある 0 


其 二 基督 敎是れ キリスト 

.gt  a  r. -t し. s; 

基督 敎は キリスト である。 基督 敎は必 しも キリストに ぼ 〈似る ことで はない、 叉 彼の 誡命 を-; る こと 

ではない。 基督 敎は キリスト 彼れ 御自身で ある。 彼 は 一一 一 I 〔ひ 給うた (ヨハネ 傅 十一お サ 五節) 

0  0 よ， 《かへ ，り 

我 は 復活な り、 生命な り、 我 を 信す る 者 は 死ぬ ると も 生くべし 

と。 卽ち 生命と て キリスト を 離れて 训に 在る に 非す、 彼れ 御自身が 生命で あるとの である。 正義 其 

他の 德も亦 同じで ある。 此_5^-に關する標準的章句とも稱すべき者が コ リ ン ト 前書 一 章 三十 節に 於け る 

バウ 口 の 言で ある。 

ィ H スは 神に 立ら れて汝 等の 智慧 また 義 また 聖 また 頌 となり 給へ り 

と。 卽ちィ H ス 御自身が 信者の 正義 また 聖め また 頌ひ であり 給 ふとの 事で ある" 一 見して 不可解の 一一 目 

の やうに 思 はれる が、 然し 凡て 深く 基督 敎を味 ひし 者 は バウ 口 の此 一一： 一 II の 斯敎の 眞髓を 穿った 者で ある 

事 を 知る ので ある。 基督 敎は キリスト、 基督 敎的 道德 でもな く、 基督 敎會 でもな く、 社會 運動で もな 

く、 キリストの 名に 由て 爲 さる、 何れの 事業で もた く、 キリスト 彼れ 御自身で あると 云 ふの が、 基督 

敎の 根本的 眞理 である。 

エペ ソ 書に 「天の 處」 と 云 ふ 文字が 五 同 も 使 はれて ある。 ギリ シャ 語の す。 VpciviCl 英語の 

lieavenly  pLiccs である。 其 一章 三 節に 曰く 

彼れ キリ ストに 在りて 諸の 靈の惠 み を 以て 天の 處 にて 我等 を 已に惠 みたり 

現 代 思想と i^aess  一一 五 
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と。 其 他 同 章 二十 節、 三 章 十 節 等 を 見よ。 そして 「天の 處」 と は、 天 國义は 上の 國と云 ふ 事で はない、 

靈の 世界と 云 ふ 事で ある。 此は 此の^と は 全く 別の 世界で ある。 而 かも 後に 来るべき 世界、 又は 此世 

を 離れて 在る^ 界 でない。 今 我等の 衷に 在る 世界で ある。 此 世に 在る も此 世と は 全く 性質 を 異にする 

世界で ある。 そして 信者 は 信仰に 由り 此 世より 此 異なりた る 世界、 卽ち 「天の 處」、 靈の 世界に 移さ 

れ たる 者で ある。 そして 此の 異 たりた る 世界に 在りて は、 正義 も、 生命 も、 聖め も、 靖 ひも 凡て キリ 

スト 御自身で ある。 其 *1 界に 在りて は、 若し 信者 特有の 美德が あると すれば、 それ は 唯一 つ 信仰 ある 

のみで ある。 共 他の 凡ての 善き もの は キリストであって、 信者 は 彼の 外に 他に 何物 を も 求めない ので 

ある。 

斯 くして 基督 信者 は キリストなる 靈の 世界に 住む 者で ある。 彼の 義は キリスト、 彼の 聖めは キリス 

ト、 彼の 救 ひ は キリスト、 此 處に此 世の 人 等の 謂 ふ 道德も 宗教 もない ので ある。 彼が 覺 めて 思 ひ、 寢 

て 思 ふ 者 は キリスト である。 彼れ ありて 信者 は充ち 足る ので ある。 此處に 生命の 水は筢 えす 流れ、 希 

の 光 は 永へ に 輝く。 信者 は 今 猶ほ此 世に 在りながら 此 理想の 世界に 住む 者で ある。 そして 此は 夢の 

世界で ない、 最も 確實 なる 世界で ある。 キリストと 云 ふ 磐の 上に 築かれた る 世界で ある。 之 を 「天の 

處」 と稱 して 最も 應 はしく ある。 地の 世界 は 動いても 此 世界 は 動かす、 地 は 汚れても キリス 卜なる 大 

の 贡界は 汚れない ので ある。 

そして 現代人 は此 信仰より 離れた ので ある。 彼等 は 此せ界 の 外に 他の 完全なる 世界 卽ち 「天の 處」 

を 有たない ので ある。 故に 此贡界 を 化して 天國と 成さん と 焦慮って ゐ るので ある〕 卽ち 進化論者と 成 

りて、 此 世が 進化 發 達して 天國と 成る の を 待つ ので ある。 然し 乍ら 是れ { 仝 しき 希望で ある。 原始人が 


バ ベ ル の塔を築ぃて天に達せんとせしと同じ{仝§_^:でぁる" 其の 混亂に 終る は 何よりも 明. □ であるい 祌 

は 其 聖子を 以て 天 阈を 築き 給うた のであって、 我等はた^-感謝して、 信仰 を以 つて 之 を 我等の，！!： と爲 

せば 可い ので ある。 問題 は 天國は 誰が 築くべき ものた る 乎の それで ある。 クリスチャン は 神が 旣にキ 

リス 卜 を 以て 築き 給へ りと 云 ひ、 現代人 は 人が 努力して 之 を 築く ので あると 云 ふ。 二者の 問に 根本的 

の 相違が ある。 

然 らば 信者 は此， を その 成る がま、 に 放任して 其 改善 を 計らない 乎と 云 ふに、 決して 雨う ではたい。 

者 は 天の 處に 在りながら 地に 宿る ので あるが 故に、 天の 光と 生命と 喜 樂とを 地に 傳 へざる を 得ない 

ので ある。 故に 眞の 信者が 地に 宿る 事、 其 事が 地の 改良の 最大 勢力で ある。 そして 八 r-H まで 此世 を寳 

質的に 善く 成した 者 は 天の 處に 地なら ざる 生命 を 營んだ 人々 であった。 ク n ムゥ H ル とか、 ミルトン 

とか、 リビングストン とか 云 ふ 人 は此地 本位の 人で はなく して、 國籍を 天に 置いた 人で ある。 故に 地 

より M の む 所な くして 犬に 地の 爲に盡 したので ある。 現代人が 地の 改良 を 叫ぶ 丈け であって 责際的 

に 少しも 之 を 蕃く爲 し 得ざる は、 彼等が 地の 羼で あって 彼等の 靈 魂が 塵に 就く からで ある。 

兹に 於て か 我等 何人も 先 づ靈に 於て キリストの 國に 移さる、 必要が ある。 先づ キリ ス ト のみ を 以て 

滿足 する 人と 成らねば ならぬ。 此世叉 は 我 身に 就て 多くの 不滿足 ありと 雖も、 一朝 キリスト を 仰瞻る 

場合に は 直に 化して 歡喜 充實の 人と 成る。 現代 敎會 は單 なる 境遇 改良 論者と 成った。 彼等に 深き 平安 

と歡 びな き は 是が爲 である リ 
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其 三 生ける キリスト 

基督 敎は キリスト である、 そして キリスト は活 きて ゐ給 ふ。 「我れ 生 くれば 汝等も 生くべし」 と 彼 

は 口 ひ 給うた 〔ヨハネ 傳 十四 章 十九 節)。 信者 は 死せ る 過去の 人 を 信す るので はない、 赏際 今生き て 卿き 

給 ふ 主 を 信す るので ある。 聖書 は 明白に 此 事を敎 へる。 此事を 信ぜす して 活ける 信仰 はない。 合理 か 

不合理 かは训 問題と して 基督 敎の歷 は此 信仰の 赏 現に 外なら ない。 或 人が 曰うた 寧が ある、 「若し 

ィ ェ スを 葬りし ァリ マテヤの ヨセフ の 墓が 空に ならなかったならば 基督 敎は 起らなかった で. あらう」 

と。 卽ち キリストが 若し 復活し 給 はす、 彼が 若し isf に 道德的 感化 力と して 後世に 生き 給 ふ 者で あるな 

らば、 基督 敎と稱 する 活ける 宗敎は 起らなかった であらう との 事で ある。 

基督 信者の 敎 主は活 きて ゐ給 ふ。 是は 他の 宗教に は 無い 事で ある。 儒敎 信者に して 孔子 はん r 猶ほ生 

きて ゐ ると 思 ふ 者 はない。 佛敎 信者 は 釋迦の 現存 を 認めない。 彼 は 二 千 MI 百年の 昔し 旣に 湼槃の 雲に 

隱れた 人で ある。 モ ハメット も 亦 同じで ある。 宗祖 は 凡て 過去の 人であって 今 は 唯 其 感化の 力 を以っ 

て 其 信者 を 導く に 止まる。 然るに 基督 敎に 在って は 全く 異ぅ。 基督 敎に 在りて は敎主 は今猶 生きて ゐ 

ると； する。 信者 は 唯 肉眼 を 以て 彼 を 見ない 丈け であって、 彼が 生きて 在 まし 給 ふ 事 は 干 九 百年の 昔 

し、 彼が 其 „s 子等と 偕に ガリラヤ湖 畔に 於て 在 ませし が 如くに 確實 である。 然り、 それ 以上に 確赏で 

ある。 キリストの 復活、 其 昇天、 其 父の 右に 坐し 給 ふと 云 ふ は 此事を 云 ふので あって、 此は單 に敎義 

でない、 信仰 筒條 でない、 確赏 なる l^H 莨で ある。 


キリスト q!- 天 以後の 歷史が 明かに 此事を 示す ので ある。 使徒 行傳は 決して 使徒の 一一 rr 行錄 でない。 地 

を 離れて： 大に在 まし 給 ふ キリストが、 使徒 等を以 つて 其 聖旨 を 地に 行 ひし 其 事 is の記錄 である。 彼 は 

ステパ ノに現 はれ、 。ハウ 口に 現 はれ 給うた。 彼 は 使徒 等を聖 33 の at に 使 ひ 給うた。 記^が 服屮に め 

し 者 はべ テロで もな く、 バウ 口で もなかった。 彼 は I" 疋等ニ 大使 徒の 終焉に 就て 記す の 必要な きを 感じ 

た。 ぺテ „1 傅に 非す、 パゥ II 何 t に 非す、 キリスト 死後の キリスト 傅で ある。 さう 3- て 使徒 行 傅の 意味 

が 刺 明る。 此 ゆの 普通の 感史と 見て、 此書は 不完全 極まる 者で ある。 

お 後の ヨハネの 默示 錄も此 立場より 書かれた る 書で ある。 「天の €:、 地の 上の 凡ての 權を 我に 賜 は 

れり …… 夫れ 我 は， の 終末まで 常に 汝 等と 偕に 在るな り」 とはィ H スが 地上に 於て 發し給 ひし は 取 後の 

一 百で あると 云 ふ。 卽ち彼 は I を 去りて 之と 離れた ので はない、 天父より 賜 ひし 領土と して 之 を 治め 給 

ふと 云 ふので ある。 使徒 等に 由て 行 はれし 傳道 は實は キリスト 御自身が 行 ひ 給 ひし 傳道 である。 そし 

つ かさ ど 

て 使徒 等が 叱 を 去る 後と 雖も 永へ に 牛： きへ g ふ キリスト は 世 を 主宰り 給 ふと 云 ふ、 其審を 示した 者が 默 

示錄 である。 「今 在 まし、 昔し 在 まし、 後 在ます 者 …… 死者の 中より； fi: に 生れし 者、 天下の^^王の^?; 

いやさ さ  いや はて 

イエスキリストより 云々」 と ある (一章 四、 五節)。 又 言 ふ 「我 は 首 先な り 末 後な り。 我 は 生ける 者な 

り、 前に 死し こと あり、 視 よ 我 は^々 翁り なく 生きん」 と 同 十七、 十八 節 )o 斯 かる 者が 如何に^ 界を 

箱き 給 ふ 乎、 其 事 を 明かに 新約の 預言者 ヨハネに 示した ものが 默示錄 である。 キリスト を 生ける 者と 

して すして 默示錄 も 亦 無意味で ある。 同じ事を^^^：全體に就て言ふ事が出來る。 基督 信者 は 始めよ 

り 今日に 至る まで 生ける キリ ス トの^^在活動を信じて來たのでぁる。 

そして 是れ 迷信で なく、 又 軍に 敎會の t 傅へ でない ので ある。 是は 信者の 實驗 である。 凡て 徹お的 
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に 信仰生活 を 送った 信者 は^く 斯く 信じた ので ある。 人が 基督 信者に 成る は 基督 敎の 眞理を 理解した 

からで はない、 キリストに 會ひ、 彼 を 我が 主として 認めた からで ある。 彼に 見出され、 捕 へられ、 其 

僕と して 召された からで ある。 眞の 基督 信者 は 何人も 生ける キリ ス 卜と 直接の 關 係に 入った 者で ある。 

北ハ. 點に 於て ァゥ ガス チン、 ル ー テル、 カル ビン * ゥ H スレ ー、 何の 選ぶ 所 はない。 基督 敎に 在りて は 

改宗 は單 にさ とりでない、 救 主との 直接 個人 關 係の 成立で ある。 若し キリストが 今生き てゐ給 はない 

ならば コ ン ボル シ ョ ンは 無い ので ある。 敎 理を覺 つても 改宗で ない、 キリスト にお 目に か、 つての 全 

生： 池の 變化 である。 敎现さ へ 解れば 終に 何人で も 基督 信者に 成り 得る と 思 ふ は、 佛敎其 他の 宗敎の 思 

想 を 基督 敎 に 移して 言 ふので あって 大 なる 誤謬で ある。 

そして 現代 思想 は此 事に 就き 基督教の 根 本義 を 離れた ので ある. >  現代人 は歷 史的 ィ H スを 探らん と 

欲して 今生き 給 ふ 彼 を 忘れた ので ある。 彼等 はソ クラ テス ゃシ ー ザ— を 知る やうに キリスト を 知らん 

と 努力して ゐる U そして 歷 史的に 探り 當しィ H スは 尊き 者に 相違な しと 雖も、 今生き て^ 界を 主宰り 

給 ふ キリス 卜に 比べて：^ だ 力 弱き者で ある。 3 賜の 信者 は歷史 の 研究 を 怠らない が、 歷史 に賴ら すして 

贲 験に 倚る ので ある。 生ける キリス 卜に 接して、 歷史を 以て 信仰 を强 める ので ある。 キリスト は 今 在 

し 給 ふ。 それ故に 我等 は 人生に 就て 失 §11.: しない。 天地の 權を其 掌中に 握り 給 ふ 者が 之 を 善に 導き 給 ひ 

つ 、あるので ある。 


近代主義と 基督教 

H 本に 於て は 近代 人と 云へば ^だ惡 い 者で ある。 自已屮 心で、 主観的で、 何事 も 自己 本位に 解釋 し、 

祌をも 人 を も 自己の 意見 を 達成 せんが 爲に利 川し、 而 して 人生 を 最大限度に 樂 まんと 欲する 者、 之 を 

稱 して 近代 人と 云 ふ。 日本に 於て 近代 人と 云へば 日本人に も あらす W: 洋人 にも あらす、 特性な き 一種 

の 無形 人種で ある。 日本人の 意 菊 もな く 西洋人の 道德 もな く、 唯 自己の 意見 を 押 通す を 以て 特徴と な 

す。 彼等 は 束縛 は 凡ての 形に 於て 之 を 厥 ふ。 彼等 は 唯一 事に 於ての み 勇敢で ある。 卽ち戀 愛 問題に 於 

ての み 熱心で ある。 熱烈なる 愛阈 心なく、 冷靜 なる 研究心な く、 何事 も 道 樂氣分 を 以て 之に 當る。 私 

は 吿，： ： して 禪 ら ない、 私 は 日本の 近代 人と は 何の 與る 所がない と。 

然し 卞ら 西洋に 於け る 近代 人 は大に 之と 異なる。 IS 洋に 於て は 近代 人卽ち モデル 一一 スト は 腐 面：；： の 

人で ある。 彼等 は舊ぃ 道德と 宗敎を 菜ん とする に 非す、 之 を 近代的に 立直さん とする。 卽ち 近代 思想、 

殊 に 近代 科學 の 上に 舊ぃ 信仰の 基礎 を發 見せん とする。 斯 くして 彼等 は 舊來 の 信者と 信仰 を異 にす る 

ので はない、 之に 達する の 道 を 異にする。 故に 彼等 は 尊敬すべき 人で ある。 彼等 は舊 い：：；： E 仰を雍 ざら 

んと 欲する、 同時に 叉 新ら しき 知識に 賴 らんと 欲する。 而 して是 れ正當 の 要求であって、 近代に 生 を 

享 けし 者 は 3： 人と 雖も或 る 意味に 於 て は 近代 人たら ざらん と 欲する も 得た い 。 
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然し 乍ら 問題 は 「近代 人 は 其 目的 を 達せし 乎、 叉 は 達し 得る 乎」 の それで ある。 言 を替 へて n へば 

「奮い 信仰 は 新しい 知識の 上に 立ち 得る 乎」 の それで ある" 近代 人 は 其 志は嘉 すべし とする も 不可能 

事 を 試みつ k あるので は あるまい 乎。 舊ぃ 信仰 は して 新ら しい 知識 を 以て 說 明し 得る 乎。 舊ぃ 聖書 

の 信仰 は 之 を 新ら しい 進化 說を 以て 說 明し 得る 乎。 a やうに 由て は爲し 得る やうに 見える。 進化の 原 

理は 競走に 非す して 相 助で ある やうに 兒 ゆる 節がないで もない。 犠牲 は 萬 物 を 支配す る 精神であって 

愛が 最後の 勝利者で ある やうに 見えない 事 はない。 そして 近代 人 は 是等 の 暗示に 勵 されて 其 研究 を 進 

めつ i ある。 近代 式の 學者 であり 乍ら 舊代 式の 信仰の 精 髓を捤 り 得る と は 彼等の 主張で ある。 

然し.：. F ら事實 如何と 問 ふに、 近代 人 は 其 目的 を 達した と 思へ ない、 叉 將來に 於ても 達し 得られ やう 

と は 思へ ない。 其 事に 就ての 好き 例證 は米國 『大西洋 評論』 の 二月 號 (一九二 七 ハキ〕 に 載せられ たる 無 

名 氏の 寄稿 文で ある。 氏 は 其 筆勢より 押して 米國 屈指の 近代主義 者で ある ことが 判明る。 题 して 「近 

代人の 神の 探究」 (The  Modernist ビ Quest  for  God) と 云 ふ。 近代 人の 宗敎 問題の 解決に 就て 其努 

力の 大要 を 述べた 者で ある。 そして 其 結論 は 何んで ある 乎と 云 ふに、 確间 たる 何の 結論に も 達し 得ぬ 

と 云 ふ^で ある。 神の 事、 来^の 事に 就て 近代 人 は 確信 を 有し 得ぬ と 云 ふ 事で ある。 記者が 屬 する 若 

き 牧師の 俱樂 部に 於て、 其會 員の 多 數は聖 公 會所屬 の敎師 であるに 拘 はらす、 會 員の 多数が 死後 生命 

の 存在に 就て 疑を懷 くとの 事で ある。 彼等の 間に 在りて は、 世界 戰举に 由て 基督 敎 は^を 救 ふの 最大 

勢力な りとの 信念が 微塵に 碎 かれた との 事で ある。 記者 は 論 を 結ぶ に 方て 述べて 云 ふ 

然れど 我等 は 近代 思想 對傅統 的 思想の 論 爭に關 し 無頓着なる 能 はす …… 若し 此論爭 よりして 何人 

か 起って、 明，：： に 勝利の 調子 を 以て 我等が n に 言 はんと 欲する 一一 一一 〔葉 (卽 ち祌 なる 言葉〕 を發 して 


吳れ るなら ば、 共 人 はまこと に 人生に 歡甚と 能力と を II らし、 我等 近代 人の 心に 平和 を 持 來す者 

である 

と。 卽ち 近代 人 は 其 長き 研究の 結 ra^ として 未だ 明白に 祌を すら 發 兄せ すとの ことで ある。 1  ぽに憐 むべ 

き狀 態で あって、 信仰の 立場より 見 て 彼等の 努力 は 全然 失 耽に 終つ たと 云 はざる を 得な い 。 

そして 若し 學識に 富み、 品性 卑しから ざる 是等 近代の 紳士的 學 者の 多數が 此の 結論に 達した と 云 ふ 

ならば、 我等 日本の 基督 信者に して 學識に 於て は 到底 彼の 衣の 裾の 塵 を さ へ拂 ふに 足らざる 者 等 は 如 

何に して 我等の 信仰 を 維持す る 事が 出来る 乎。 若し 神の 存在 さへ 明ね ならす との 事で あれば、 旌に基 

督敎 全部 を 放棄す るの が 正直なる 道で は あるまい 乎。 我等 は 近代 人の 苦衷に 同情す ると 同時に、 何故 

に らしく 基督 敎を棄 ざる 乎、 其 事 を 詰問 せざるを得ない。 近代 主 籠 者に 與氣 なく 確信な き は 彼等に 

此 弱味が あるから である。 

然し 我等 は 信仰 を棄 ない、 我等 は 研究の 結 菜と して 神 を 探り 當 ない、 故に 我等 は祌を 信す る。 我等 

は祌の 在る 事 を 信す る、 彼が 愛の 父で ある 事 を 信す る。 然り 信す る、 信す る。 神 を 信ぜす して 彼 を 研 

究 的に 採 求 せんと 欲する が 故に 祌は 永久に 見 常らない ので ある。 近代主義 者の 誤謬 は玆に 在る。 彼等 

は 天然の 秘密 を 探る の 方法 を 以て 祌を 探る が 故に 之を發 見し 得ない ので ある。 「ァ ブラ 、ノ ム神を 信す- 

之に 由て 彼は義 とせられたり」 と ある。 祌を 信ぜす して 彼 を 見る こと は 出来ない。 故に 我等 は 近代 人 

(西洋の) を 尊敬す るが 彼等の 後に 從 はない。 我等 は祌の 事に 關 して は先づ 信じて 然る 後に 研究す る _ 
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基督 敎を 解す るの 途 


丼 b 督敎を 組織的に 解釋 せんとして 努 むる 者が ある。 そして 解釋 したりと て 喜ぶ 者が ある。 然し 乍ら 

基督 敎は 哲學に 非す 科學に 非ざる が 故に 組織的に 解す る 事の 出来る 者で ない。 基督 敎を 解したり と 思 

ふ 人 は 未だ 解せ ざる 人であって、 其 人の 解釋は 自己 を も 他人 をも滿 足せし めざる 者で ある。 基督 敎を 

解す るの 途は唯 一 ある。 其 八 叩す る 所に 從 つて 之 を 行 ふに ある。 此 くしての み 基督 敎を 知る 事が 5,1 來る。 

論よりも 證據 である。 哲學 的に、 言語 學 的に 基督 敎を 研究した 人で、 之を以 つて 飽 足りて 他に 何物 を 

も 要求せ ざる 祝すべき 狀 態に 入った 者の 在る を 知らない。 基督教の 研究 は 研究の 不滿足 を知覺 する 爲 

に 必要で ある。 滿足其 物 は 研究に 由て 得られない。 滿足は 信じて 從 つて 行 ふに 由て 得らる。 基督 敎を 

解す る途は 至って 簡短 である。 

若 し M 滿たる 哲學 として 見るならば 怫敎 はたし かに 基督 敎 以上 で あ る 。 基督教に 多くの 思想 上 の 矛 

盾が ある。 神 は 愛する と共に 怒り 給 ふと 云 ふが 其 一 である。 基督 敎は 自力 敎 でもた ければ 亦 他力 敎で 

もない。 嚴 格なる 道德を 要求す ると 共に 信仰に 依る 罪の 絶對的 赦免 を 宣言す る。 基督 敎を 一 貰せ る 倫 

现 組織と して 見る こと は 出来ない。 哲學 的に 兑 たる 基督 敎は 甚だ 不完全なる 宗敎 で あると 云 はざる を 

得ない _〕 


然 らば 基督 敎の價 値 は 何に 於て 在る 乎と 云 ふに 其 能力に 於て 在る。 基督 信者 は怫敎 信者と 議論 を鬪 

はして 多分 負ける であらう。 然れ ども キリストに 學 びし 者に 佛陀に 撃び し 者に 無い ものが ある。 人類 

に對 する 熱愛が ある。 世 を 避けす して 之と 闘って 勝たん とする の 男氣が ある。 彼 は 事物に 封して 冷靜 

なること 能 はす、 惡を 憎んで 善と 親しむ。 彼に 打消す 能 はざる 希 が ある。 彼 は s§ の 此^が 祌の 能力 

に 由り 化して 天國と 成る を 信じて 疑 はない。 故に 彼の：：： に 讚美の 歌が 絶えない。 彼 は 3： でな くと も活 

動の 人で ある。 彼 は 人と して 生れ 来りし を 喜ぶ。 彼 は 墓の 彼方に 永遠の 生命 を 認める。 何故か は 知ら 

ざれ ども、 彼 は 死と 消滅と は 彼の 運命に あらざる を 知る。 

如何にして 此 くなる を 得し 乎と 云 ふに、 研究の 結果 完全に 基督 敎を 解した からで はない。 キリスト 

を 信じ 彼の 命令に 服從 して 彼れ 御自身に 接した からで ある。 學んで 知った ので はない、 行って 知らし 

めら れ たので ある。 基督 敎は 高度の 生命で ある。 生命 は 思想 的に 統一す る 事の 出来る 者で ない。 生命 

は自 から 生きて 知る 事が 出来る。 基督 敎を 知る 途も唯 其れで ある。 


基督教の 了解に 就 て 


基督 敎が 了解りたい。 了解 すれば 信す る、 了解らなければ 信す る 車が 出来ない と 云 ひて、 余 W に 向 

ひ 質問 を 以て 迫る 人が くない。 彼等 は此敎 に關し 限りなき 疑問 を 有し、 之 を 解決して 徹底した る 信 
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者と 成らん と 欲する。 其 志た る や 實に嘉 すべきで ある。 

基督 敎が 了解り たいと 云 ふ。 之 を 握りたい と 云 ふ。 之 を 己が 頭腦の 內に牧 めたい と 云 ふ。 之 を 知識 

的に 己が 有と なしたい と 云 ふので ある。 其 希望 は 如何にして 達し 得べき や、 其れが 問題で ある。 或る 

0OOO00000OO00O0OOO000O000OO0O000OO 

物 を 己の 內に牧 めんと 欲する に 方って 第一 に考 ふべき は 己が 容量 如何で ある。 小なる 容器に 大 なる 物 

を納る k 事 は 出来ない。 納 るべき 物の 大 さに 隨て 容器 も亦大 なる を 要す。 基督 敎を 己が 頭腦の 內に收 

めんと 欲する 者 は、 先づ 第一に 己が 頭腦の 基督 敎を納 る.^ に 足る や 否や を 究めざる ベから す。 基督 敎 

は： E しろ^ 界 第一 の宗敎 である。 それ を 握らん と 欲し、 己が 有と なさん と 欲す。 それに は 其れ 相應の 

容器が 要る ので ある。 自分 は 菜して 其の 器で ある 乎。 第一 に究 むべき 問題 は 其れで ある。 唯 基督 敎の 

み を 見て 己 を 顧みざる 者 は、 基督 敎を 握る 事は屮 H 来ない。 そして 大抵の 求道者 は、 基督 敎を餘 りに 小 

さく 見て、 同時に 又 己を餘 りに 大きく 見て、 基督 敎を 了解り 得ない ので ある。 基督 敎は 誰に でも 了解 

り 得べき 者で はない。 之 を 了解る に は 资 格が 要る。 そして 其资 格を備 へす して、 之 を 己が 有と なさん 

と 欲す。 其處に 無理が ある。 故に 了解ら すして 終る ので ある。 

更に 又考 ふべき は 基督教 を 了解る に 必要なる 资格 如何で ある。 基督 敎は 宗敎 である、 殊に 道義 的宗 

敎 である。 基督 敎は 機械 學 でない、 又 天文 學の 如き 物理的 科學 でない。 更に 叉哲學 でない、 所謂 純爲 

理 でない。 故に 明晰なる 頭腦 さへ 有れば 了解る 者で ない。 誰に も 知識と 時間 さへ 有れば 天文 學は 了解 

るが、 誰に も 基督 敎は 了解らない。 基督 敎を 了解る に は道德 的の 资 格が 要る。 「人、 架から ざれば 神 

を 見る 能 はす」 であって、 聖 からざる 人に は、 縱令其 人が 大政 治 家に せよ、 大實業 家に せよ、 大哲學 

者に せよ、 聖き 神の 敎 なる 基督 敎は 了解らない。 基督 敎は 人の 道であって 何人に も 了解るべき 敎 であ 


ると 思 ふの が大 なる 間違で ある。 基督 敎は 神の 道で ある、 故に 神に 肖た る 心 を 持た ざれば 了解らない 

敎 である。 故に 基督 敎を 了解り たいと 欲 ふ 人 は 先 づ之を 了解る に 必要なる 资格を 作って、 然る 後に 其 

了解に 從 事すべき である。 

そして 最後に 基督 敎が 了解った として、 それ は 如何なる 了解で ある 乎。 それ は 幾 e^- の 問題が 解つ 

たやうな 了解で ある 乎。 然ら すで ある。 了解と 云 ひ 把握と 云 ひて 我 有と なす やうな、 そんな 宗 敎は實 

際に M の 役に も 立たない ので ある。 基督 敎が 了解った 時に 人 は 之 を 菜つ るので ある。 そ は 自分の 內に 

納まる やうな、 そんな 宗 敎に賴 るの 必要な き 事を認 むる からで ある。 祌は 我れ 以上で ある。 我が 把握 

し 得べき 者で ない。 我 有と なす を 得し 祌は 我より 小なる 者であって、 そんな 祌は 我が 仰ぐ の 必要な き 

者で ある。 人が 宇 南 萬 物に 對 する 態度 を 以て 祌に對 する 時に、 彼 は 到底 祌を 解し 得ない ので ある。 人 

は 萬 物の 靈長 であるが 故に、 萬 物 を 己に 納 むる 事が 出来る。 然し 神 は 人の 造 主で あるが 故に 之 を 其 所 
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有と なす 事が s: 來 ない。 神に 對 して 人 は祌を 了解 せんと 欲せす して 神に 了解 せられん と 欲すべき であ 

る。 人の 祌の發 見と 云 ふ は、 彼が 神に 發見 せられた 事で ある。 人 は 神 を把提 する 事 は 出来ない、 神に 

把握せられ、 懷 かるべき である。 神と 云 ふ 者 はさう 云 ふ 者であって、 さう でない 者 は 神で ない ので あ 

る。 基督 敎の 研究と 稱 して、 物理 學か 生理 學の 研究に 對 する 態度 を 以て 之に 臨んで 失敗に 終らざる を 

得ない。  ， 

祌の敎 である 基督 敎は 了解って 了解る 者で ない、 信じて 了解る 者で ある。 了解らない から 信す るの 

わ r.  し i 

である。 了解れば 信す るの 必要 はない。 そして 了解って 了って 信す るの 必要な き 宗敎は 露の 宗敎 でな 

いから 了解る 必要の ない 者で ある。 宗敎は 元是れ 信すべき 者であって 了解るべき 者で ない。 信 すれば 

基 6 敎の了  に 就て  1 二 七 
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こそ 宗敎に 能力が あるので ある。 敎が 神の 敎 である 最も 明かなる 證據は それが 了解り さう で 了解 

ら ない 事に 於て 在る。 其點に 於て 佛敎 は異 う。 佛敎は 了解る， - 故に 佛敎徒 は 云 ふ、 怫敎は 宗敎に 非す 

して 哲學 であると。 それ故に 怫敎は 解し 難しと 雖も 解し 得ざる に 非す。 然れ ども 某 督敎は 信ぜす して 

いひ あら  へりく"， 1 

は 到底 了解らない。 我を折り、 我 罪 を 言 表 はし 我が 無知 無能 不善 を 認めて 神の に 謙 下りて 始めて 基 

督敎の 何たる 乎が 了解る。 基督 敎は 傲然と して 之 を 我 有と なす 事 は 出来ない。 嬰兒の 如き 者と なりて 

祌の 前に 平伏して、 彼に 敎 へられて、 其 奥義に 達する 事が 出來 る。 其 事 を 明かに 示す 者が コ リント 前 

書 一 章廿 一 節の 言で ある、 曰く 「*1 人 は 己の 智慧 を恃 みて 神 を 知らす、 是れ 神の 智慧に 適 へ るな り、 

E だ 故に 神 は 傅 道 (福音) の 愚かなる を 以て 信す る 者 を 救 ふ を 善と せり」 と。 人 問の 智慧 や 學問を 以て 

了解る やうな、 そんな 淺ぃ 宗敎を 了解らん とせざる を 可とする。 


基督 敎を 研究す る 者の 心得 


日本人が 基督 敎を 研究す る は 甚だ 困難で ある、 併し 其 困難で あると 謂 ふの は、 何も 必す しも、 基督 

敎が外 國の敎 であるから と言うて、 夫れ で 困難で ある 譯 では 無い、 又 日本人の 學識が 足らぬ と言うて、 

夫れ で ra 難で あるので もない。 元來 日本人が 基督 敎を 研究す るの 困難 は 日本人が 今日 迄持來 りし 人生 

觀と、 基督 敎の傳 ふる 人生 觀 とが 餘 りに 相 遠して； lis つて、 日本人の 思想から 井 A 督敎の 思想に 移る の は、 


^かも 支那の 北京に 居って、 直ちに 英國の 倫敦に 移る 様な もので、 非常な 過激の 變 鎏 である 故に、 夫 

れ から 云 ふべ からざる 大 困難が 生じて 來 るので ある。 故に 普通 日本人に して、 基督 敎を 研究 せんと 欲 

する ものが 執り 来りし 方針 は、 出來 得る 丈 基督 敎を、 日本人 的に 解釋 しょうと 思うて、 夫れ に 基いて 

總 ての 方法 を講 する、 そして 若し 西洋 諸國に 其の 日本 流の 思想 を 助ける ものが あれば， 非常な 援 *:Sf を 

得た かの 樣の考 へ を 以て、 喜んで 此れ を迎 へる ので ある。 乍 併 若し 世の中に、 一 つの 主義 を 執って 巌 

M として 動かない 宗敎 があるなら ば 夫れ は 勿論 基督 敎 である、 基督 敎は 多少 其の 外貌 を變 へる 位の 事 

は 出来よう けれども 其の 主義に 到って は 一 步も讓 る 事の 出来ない 宗教であって、 我々 が 基 #敎 に服從 

しな かれば、 基督 敎は 到底 我々 に服從 しない。 或は 基督 敎を 日本化す ると 言 ふけれ ども 夫れ は 日本 を 

基督 敎 化する 事であって、 今日 ありの 儘の 日本人に 適する 様な 基督 敎を 造らん とする の は、 此れ 不町 

能事で ある。 此事を 能く 心に 留めて 置かぬ と、 何十 年 11 か k つて 基督 敎を 研究しても 進歩 を 見る こと 

は出來 ない。 現に 今日 我 國に唱 へられ 盡 した 基督 敎の 如き は 基督 敎 でもなければ、 又 日本 敎 でも 無く 

實に名 稱を附 する 事の 出来ない 様な 暖昧 なる ものである、 世人が 今日 我國に 於て 唱 へらる &處 の基哲 

敎に目 を 着けぬ の も 決して 無理で ない。 

基督 敎は 3： であるかと 云 ふ 事 を、 極く 簡單に 云うて 見れば、 基督 敎は 其の 聖書の 中に ある もので あ 
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ると 云 はなければ ならぬ、 基督 敎は 聖書で あると 云うたならば， 此れ は 少し 言 ひ 過で あるか も 知れな 
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い、 乍 W 聖書 以外に 基督教が あらう と はどうしても 思へ ない、 故に 基督 敎を學 ばう と m 心へば、 其の 聖 

書に 賴 よらなくて はならぬ の は 言 ふ 迄 も 無い 事で ある。 然るに 今日 我國に 於て どれ 丈け 聖書が 眞 面目 

に 研究され つ.^ あるか、 此れ は 甚だ 注意すべき 問題で ある、 所謂る 我國の 基督 敎學 者なる もの は、 或 
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る 一種の 基督 論 を 保持して 居る ものであって、 共 信 仰の 根據 を、 深く 聖書の 科學的 並に 實驗的 研究の 

上に 据ゑ たもので あると はどうしても 思へ ない。 近頃 基督 論が 囂々 として 唱 へらる.^ にも 拘ら す、 是 

れ を靜肅 なる 研究に 訴 へて 解決 せんとす る もの は 殆んど 見る ことが 出来ない。 叉 基督の 神性 云々 を 決 

する 爲に之 を 福 昔 主義 を唱 へ ると 稱 する 敎師 達の 多数決に 訴へ しと 云うた こと は聽 いた けれども， 乍 

^、 何人も 日本 譯の 聖書に 誤 譯が揮 山 あるから、 其の 改譯を 企てん との 議案 を 出した 人の ある を聽か 

ない。 基督 敎が 一種の 社會 問题、 或は 哲學 問題と 化して 仕舞って、 其の根據たる^^-書が殆んど度外視 

せられん とする 様になりし を 見て、 私 は 我國の 基督 敎 なる ものが、 單に 名のみ の 基督 敎 であって、 事 

實の 基督 敎 でな いのは 甚だ 明白なる 事で あらう と 思 ふ。 夫れ 故に 私 は 基督 敎 研究の 心得 は 何で あるか 

と聽 かれたならば. 先づ第 一 番に鼓 も 公平なる 眼 を 以て 変 書 其の もの を 研究せ よと 言 はなければ なら 

ぬ Q 

叉 聖嘗を 研究す るに 當 つても、 始め より 聖書 は必 す眞理 であると 假定 して 其の 研究 に 着手す るに 及 

ばない、 聖書の 偉 ふる 敎理は 誤謬で あるか も 知れない、 乍 併 我等の 知らん と 欲する こと は、 聖書 は 何 

を敎 へる もので あるか、 如何なる 人生 觀を 吾人に 傳 ふるもの であるか、 其の 事 を先づ 究めなければ な 

らぬ、 架 書 を 信す ると、 信ぜざる と は此を 研究した 後の 事であって、 此れ を 信す る 故に 研究す ると 云 

ふ 事なら ば 此れ 研究の 方法に 全く 反して 居る 事で ある、 今日 我國の 基督 敎 信者の 多く は 聖書に 就て 極 

く暖昧 なる 智識 を 持って 居る、 其の 理由 は 彼等が 外國宜 敎師に 依て 聖書 研究の 精神 を 全く 誤られた か 

ら である、 我々 は 信ぜん と 欲して 硏究 する のであって、 信じて 研究す るので はない、 其の 點に 於て は 

宣敎師 的 基督 敎は 一 種の 迷信で あると 言 はざる を 得ない。 今 聖書 を 有の 儘に 研究して 見る と、 幾つか 


の 最も 著しき 事を發 見す るので ある、 今 其  一 二の 例 を 舉げて 見れば、 聖書に 於て は、 東洋 諸國に 於て 

最も 尊ばれて 居る 所の 忠孝 道德 なる もの を 至って 輕く 見て 居る、 勿論 父母 を 敬へ、 主人に 忠赏 なれと、 

謂 ふ 位の 第 は處々 に 書き 載せて は ある けれども、 乍 併、 聖書が 忠孝に 就いて 語る 所 は 到って 僅少で あ 

るの みならす、 現に 新約聖書の 如きに 至って は、 一見して 忠孝 道德 を破壞 する 樣に見 ゆる 敎が 澤山叔 

せて ある、 能く 我 々が 世間の 儒者 杯より 聽く 所の 某督敎 は國， が を破壞 する も ので あるとの 說の 如き も 

全く 根據 なき 說 では 無い ので ある、 基 5^ 敎は 或る 點 から 言へば、 實に 東洋の 所謂る 忠孝 道德を 破壊す 

る ものであって、 夫れ 故に 忠孝 道德の 上に 建てられ たる 國.： を破壞 する ものである 事 を 明言す るに 禱 

路 しない ものである。 

基督 敎は 所謂 忠孝 以外、 或は 以上の 眞 理に訴 へて 忠 なり、 孝な りを勸 める ものであって、 其の 深い 

原现に 憑る にあら ざれば、 基督 敎の傳 ふる 總 ての 利益 を牧 める 事 は 出来ない ので ある。 然るに 普通の 

日本人が 基督 敎を 研究す る 時に 當 つて、 其の 深い 眞理に 入る こと は屮 Z 来ない、 夫れ 故に 日本人の 唱ふ 

る 基督 敎 なる もの は、 儘 かに 儒 敎の 上に 基督 敎を 接いだ ものであって、 眞に 曖昧なる ものであると 一一 一一 n 

はなければ ならない。 又 第二に 我々 の 注意すべき 事 は、 基督 敎に 於て は 信仰なる もの を 尊んで、 論理 

なる もの を 至って 卑 めて 居る、 が 此れ は 實に奇 體 なる 現象であって、 少しく 學理に 達した ものが 基赞 

敎を 目して 一種の 迷信 敎 であると 云 ふの は 此れに 依る ので ある、 故に 學術 進歩の 今 曰に 於て、 基督 敎 

を 廣く世 問に 紹介 せんと 欲する 人 は、 努めて 論理的に 此れ を 普及せ しめんと して 居る、 乍^. 論现を 

以 て 基督 敎を 紹介す るの 闲難 は、 東洋の 忠牵道 德を以 て 基脊敎 の 道德 を解釋 せんとす るが 如き もので 

あって、 此れ 全く 本質に 反した る 事で ある、 基督 敎は 論理で はない。 創世記の 始めより、 默-不 錄の終 
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りに 至る 迄、 聖書の 唱 へて 居る 所 は單に 信仰の 一字に あるので ある、 而 して 其 信仰の 何たる や は是れ 

^問題と した 所が、 其の 今日の 所謂る 論理なる ものと は 全く 相異 つた ものである 事 は 言 ふ を 待たない 

ので ある、 如此 くにして 基督 敎を 見る 時には、 基督 敎は社 會道德 に 反し、 論理に 反する ものと して、 

我國 今日の 智者なる ものより 排斥 せらる、 の は、 最も あるべき 害の 事で ある。 乍 併、 此れ あるに 拘ら 

す、 此の 基督 敎が 最も 深き 眞理に 我々 を 導き、 又 最も 高い 道德に 社會を 導きつ，^ あるの 事實に 至って 

は、 實に 人間の 思 ひ 及ばざる 所であって、 此の 事た る 儒 敎道德 の 感化 を 充分に 受けた る 日本人の 到底 

解す る ことの 來 ない 處 である。 故に 基督 敎を學 ばんと 欲する 人の、 先づ 一番に 努めねば ならぬ 大切 

の 事 は、 此の 儒 敎的觀 念 を 其の 根本より 絕っ 事で ある、 此の 觀念を 持つ 以上 は、 基督 敎は赏 に 躓きの 

石であって、 東洋 派の 學 者の 眼 を 以て 見れば、 基督 敎 なる もの は 害あって 益な きものと 見 ゆるに 相違 

ない。   

此の 他 西洋 歷史の 研究、 希 職 語、 へま— ィ語、 英語、 獨逸 語の 研究の 必要なる こと は、 嘗て 纖々 他 

の 所で 述べた 事が あるから 此處に は 言 はない、 只 だ 此處に は 日本人が 基督 敎を 研究す るの 根本的 困難 

は 其の 東洋 的 思想に あると 云 ふこと を 明白に 宣 首して 置かねば ならない。 遠から すして 我國に 臨む 所 
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の大 問題 は、 我等 は 基 # 敎を 信じて 救 はれん か、 或は 之 を 排斥して 亡びん かの 問題に あるに 相違ない、 
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何れの 文明 國 でも 此の 危機 を經 過して 來 たのであって 我が 日本に 於ても 今 此の 危機が 目前に 迫りつ 
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つ ある こと は、 少しく 世界 歷史に 眼 を 爆せ しもの の 信じて 疑 はざる 所で あるで あらう と 思 ふ。 (談話 

筆 1  一一 s、 


基督 敎 研究の 方法 


神の 大 なる 攀と 人の 小なる 事と を 知る の は餘り 難くありません、 是れは 少しく 科學と 哲學と を究む 

れば判 分る ことであります、 最も 難い こと は 神の 聖 いこと i 人の 據 いこと を覺る ことであります、 是 

れは 如何程 哲學の 蘊奥 を 究めても 知る ことの 出来る ことではありません、 爾 うして 此事を 明瞭 かに 吿 

知す るの が 基督 敎 であります、 天然 敎は祌 の 偉大なる こと、 其 造化の 巧なる こと を敎 へます、 然 かし 

ながら 神の 默示 なる 基督 敎 のみが 神の 絕對 的に 聖 くし て、 人間の 罪惡に 沈淪す る ものなる こと を俾へ 

ます、 我 倚 は 神の 大 なる を 知り たれば とて それで 基督 敎の聖 い 神を識 つたと は 雷へ ません。 

聖 なる 哉、 聖 なる 哉、 聖 なる 哉、 H ホバ (赛六 0 三〕、 是れが 基督 敎の祌 であります、 其 前に 立って 

我 儕 何人も n を 襟ぎ、 頭に 灰 を 被り、 麻衣 を 着けて、 我が 汚據 を恥づ るより 他はありません、 雨う し 

て 自己に 就て 此 汚辱 を感す るまで は 基督 敎の神 は 判 分った のではありません、 世に は 一 祌敎の 合理的 

なる を唱 へ、 宇宙の 構造の 巧妙なる を說 ひて 基督 敎を 理解せ りと 想 ふ 人が あります、 然しながら 是は 

誤 想 の 最も 甚だし いもので あります。 

基督 敎は 良心 問題であります、 哲 學問题 ではありません、 隨て 其敎義 は總て 良心の 實驗 に照らして 

解釋 さるべき ものでありまして、 論理に 由って 判 解る ものではありません、 先 づ聖き 剥の 正義 を 以て 

基督 敎 研究の 方法  1. 三 =1 
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己の 良心 を 撃 たれす して、 如何に 思考 を 凝らす とも 某 督敎の 一方 面 だ も 解す る こと は屮 Z 来ません、 神 

の 存在 を 始めと して、 基督の 受肉、 其 死、 其 復活、 其 u^; 天に 至ります まで、 基督 敎の敎 義は總 て な 

良心 問題と しての み 解かる ものであります、 復活 は 肉 體に關 する ことで あるから、 生物 學を 以て 解釋 

すべき ものであると 思 ふの が 抑々 誤謬に 入 る の 發 端であります。 

敎會 問題で ある、 神學 問題で ある、 社會 改良 問題で あると 曰 ひて 惡魔は 人 を 神の 福 昔より 除 けんと 

し、 種々 なる 良心 以外の 問題 を 提供して、 彼の 思念 を 他に 奪 ひ 去らん と 致します る、 然しながら 神が 

我 儕に 提供し 給 ふ 第一 の 問題 は 人よ 爾 神の 審判 を 如何にして 免 かれんと 意 ふ 乎 (罹 二  0 三)、 是れ であ 

ります、 眞實に 基督 敎に 入った 者で、 此 問題 以外より 人った 者はありません、 使徒 パゥ n を 始めと し 

て、 ァゥ ガス チン、 ル I テル、 ロック、 グ ラッド スト ー ンに 至る まで、 如何 ほど 犬なる 思想家と 雖 

も、 彼等が 基督 敎に 入る に 方て は 此悔改 の 門 を 通った のでありまして、 純 思想 を 以て、 悔改の 苦痛と 

汚辱と を 感ぜす して、 此 佳境に 人來 つたので はありません。 

基督 敎とは 何ん な敎 である 乎、 と は 多くの 人の 知らん と 欲する 所であります、 爾 うして 私供 は 一言 

以て 其 如何なる 敎 である 乎 を 示す ことが 出来ます、 基督 敎は 貴下が、 貴下 御自身が、 罪人の 首で ある 

と 云 ふこと を敎へ る宗敎 であります、 先づ神 の 存在の 論理 を究 むる 前に、 先 づ社會 の Si 落と 其 救. 濟法 

を講 する 前に、 貴下 御自身が 世界 第一 の 罪人で あるとの 事實と 理由と を 御 究めなさい、 然 らば 他の 問 

題 は餘り 深く 究めす して 判 解る に 至り ませう、 信仰 問題の 研究 は 自己 を 基と して 始めなければ なり ま 

せん、 自己の 罪惡 を識認 して 始めなければ なりません、 然るに 之を爲 さすして、 詩人 オル ヅォ スを氣 

取って 「天然 を 通して 天然の 神に 達せん とし」、 或 ひ は哲學 者の 誰彼 を 學んで 「天人 合體」 を 計らん 


としても， 基督 敎は 到底 判 分る ものではありません。 

斯う. & したら 貴下 は 多分 仰せられ ませう、 基督 敎は 至って 詰らない 宗敎 である、 是れは 公事 を 後に 

して 私事 を 先にし、 知 E 識に訴 へす して 感情に のみ 由る 宗敎 であると、 雨う であります、 何人に 取って 

も 己の 良心 を擊 たる、 こと は 甚だ 辛ら い ことであります、 人 は 誰も 他人の 良心 を たんと 欲します、 

亦、 心の 苦痛 を 感ぜす して、 頭腦の 修練に のみ 由て 神と 露理 とに 達せん と 欲します、 然しながら、 斯 

かる 方法 を 以てして は 彼の 欲する 人類 最大の 幸福なる 心の 平和に 達する こと は卞 N 來 ません、 隨 つて 斯 

かる 方法 を 以てして は 彼の 欲する^ を 改良す るに 足る の 信仰 を 己に 懷 くこと も 出来す、 亦 {予笛 を  一 m 心 

想の 中に 籠め る やうな 大哲现 に 到達す る こと も 出来ません、 宇宙の 屮心點 は 意志であります から、 之 

に 達する に は 意志の 改造なる 良心の 改悔を 以て 始めなければ なりません、 碎 けたる 心、 が 基 哲敎研 

究の ための 端緒で あり、 亦 根本であります。 


基督 敎 研究の 二方 面 

基督 敎を 研究す るに 二方 面が ある、 其 一面 は敎訓 であって、 共 他の 一面 は敎義 である。 

敎訓は 主として キリ ストの 敎訓 である、 例へば 左の 如き 者で ある、 

こゝ ろ. i せ 

汝- 心を盡 し、 精神 を盡 し、 意 を して 主なる 汝の神 を 愛すべし、 亦 己の 如く 汝の隣 を 愛すべ 
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し (馬 太 傳サニ 章卅七 ー 卅九 節)。 

己れ 人に 爲ら れんと する 事 は 亦 人に も 其 如く 爲ょ (路加 傳 六章卅 一 節)。 

汝 等の 巾、 首た らんと 欲する 者 はすべ ての 人の 僕と なるべし、 其 は 人の子の 來るも 人 を 役 ふため 

に 非す、 反て 人に 役 はれ、 且つ 多くの 人に 代りて 其 命を予 へて 履と ならん ためなり (E? 可 傅 十 章 四 

十四、 四十 五節」。 

人、 若し 働ら くこと を 好ます ば 食す ベから す (帖撒 羅尼迦 後書 三 章 十 節 )o 

其 他 之に 類した る 者で ある、 而 して 是れ 最も 明白なる 事であって、 何人も 之に 關 して 疑 を 懐く こと は 

出来ない、 又 之に 對 して、 異議 を唱 ふること は 出来ない、 是れは 誰が 見ても 眞理 である、 是に 反對す 

るの は反對 する 者の 惡 いので ある、 我等 は 叉 世に 向て、 其眞理 たる を 辯 護す るの 必要 はない、 之れ は 

自明の 眞理 である、 太陽の 光の 如き 者であって、 視る服 さへ あれば 其眞理 たる 事の 判明る 事柄で ある。 

然し 敎義は 敎訓と は 違う、 例へば 左の 如き 者で ある、 

神 は 一位で ある、 然しながら 又 三位で ある、 父、 子、 聖靈は 等しく 祌 である。 

聖書 は 神が 人に 賜 ひし 唯一 の 天啓で ある、 人 は 之に 由ら すして 神の 眞现に 就て 識る こと は 出来な 

ゝ 0 

レ 

末の 日に 人 はすべ て 靈體を 以て 復活し、 キリストの 臺 前に 出て 最後の 裁 刹を受 くべ し。 

キリ ス卜は 永遠の 實在 者であって、 彼 は處女 マリヤに 由り て 生れた る 者な り。 

其 他 之に 類した る 事で ある、 是れは 解す るに 至て 難い 事で ある、 或 人 は 之 を 信じ 得る と 云 ひ、 叉 或 人 

は 之 を 信す る 能 はすと 言 ふ、 又 同じ 人で も 或 時 は 之 を 信じ、 或 時 は 之 を 信じない、 又 同じく 信す ると 


稱 する も 其 信じ やう は 種々 樣々 である、 敎義の 解釋は 人と 時代と に 由て 異なる 者で ある、 世に 了 〔疋不 

變 の敎義 の解釋 なる 者 はない、 余 聚も亦 三位 ー體の 敎義を 信す るに 躍路 しない 者で あるが、 然し 干 五 

百年 前の 昔し、 聖ァゥ ガス チンが 信じた やうに は 信じない、 叉 五十 年 前に 祌學者 等が 信じた やうに は 

信じない、 余 攀は叉 余輩の 其 解釋を 以て 之 を 他の 人に 强 ふること は出來 ない、 余 辈の敎 義の解 釋は余 

輩の 受けし 敎 育の 程度と 余輩の 經過 せし 信仰的 實驗の 如何に 由て 定まる 者で ある、 余聚と 境遇 を與に 

し、 敎育を 異にし、 實驗を 異にする 者 は 到底 余輩の 解す る やうに 敎義を 解す る こと は 出来ない。 

玆に 於て 余 S は 知る、 敎訓は 永久 不變の 者であって、 敎義は 時代と 共に 變る 者で ある こと を、 余輩 

は 敎訓を 人に 薦める と 同じ 確信 を 以て 敎義を 人に 推す こと は 出来ない、 敎訓は 明白なる 神の 眞理 であ 

る、 敎義は 祌の眞 理に附 したる 人の 解釋 である、 神の ものと、 人の もの、 宇- £ の廣现 と风： f 者の 解釋、 

其 問に 犬なる 逕庭が ある。 

然るに 多くの 基督 信者 は此 逕庭 ある を 認めない、 否な、 大抵の 場合に 於て は 天地 を轉 倒して 敎義を 

教訓よりも 大切なる 者と 見る、 彼等 は 基督 敎を說 くに 方て 先づ 明白なる キリ ストの 敎 訓を說 かすして- 

疑問 多き 敎義 を傳 へんと する、 彼等 は敎 訓は餘 りに 簡易であって、 之を說 くの 必要がない やうに E 心 ふ 

て 居る、 甚だしき に 至て は 彼等 は 敎訓を 見る こと 至て 輕く、 「單の 道德」 と稱 して 之 を 不問に 附 せん 

とする、 彼等 は宗 義を鬪 はす を 以て 傳道 第一 の 要務と 信す る、 彼等 は 人が キリストの 如くなる こと を 

努めす して、 彼等の 如くに キリストに 就て 信ぜん こと を 欲する、 彼等の 所謂る 信者なる 者 は キリスト 

の 敎訓を 守る 者で はなく して、 彼等の 敎義を 奉す る 者で ある、 卽 ち キリストの 弟子で はなく して 彼等 

の^£子でぁる、 敎訓を 措て 敎義を i?- にす るの 結果 は 終に 兹に 至る、 謹みても 尙ほ愼 むべき である。 
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敎訓は 簡易で あると 云 ふ、 然り、 理解す るに は 至て 簡易で ある、 然し、 敎訓は 知能 を 以て 理解す ベ 

き 者で はない、 行爲を 以て 了 得すべき 者で ある、 而 して 理解す るの 易き 丈け それ 文け 了 得する に 難い 

者で ある。 

汝 等の 中、 首た らんと 欲する 者 はすべ ての 人の 僕と なるべし 

と、 是れ は神學 者の 說明を 待た すして 何人に も 能く 解かる 敎訓 である、 然し 其 深さ、 尊 さ を 了る の 困 

難 さよ、 是 れは數 年に 涉る 多くの 苦しき 實 驗を經 るに あら ざれば 了る 事の 出来ない 深い 犬なる 神の 眞 

理 である、 而 して 聖書 を 研究す る こと 數十 年、 碩學 泰斗 を 以て 世に 目 せらる k 宗敎學 者に して 此簡短 

なる ィ ェ ス の 教訓の 一 端 だ も 未だ 了らざる 者 は 決して くない、 彼等 は 贖 論に 就て 多く 論す る 所が 

ある、 彼等 は キリストの 神性 を 担む 者 あれば、 之 を 呼ぶ に 異端の 名 を 以てする、 彼等の 敎會論 は 聖書 

的で あつ て歷 史的で あると 云 ふ、 彼等の 信仰 はす ベ て 折；： 學 の 輩 同なる 基礎 の 上に 立つ 者で あると 云 ふ、 

然れ ども 悲 ひかな、 彼等 は 未だ 人の 首と なる 祕訣を 知らない、 彼等 は哲學 者と 成って 嬰兒 とならな か 

つた、 彼等 は 上へ 昇らん として 反て 下に 降った、 高き 敎義を 知らん と 欲して 「單の 道德」 を 忘れた、 

彼等 は 神學を 講じ、 敎會を 建つ ると 同時に、 憎み、 嫉み、 刺し、 殺しつ-^ ある。 

断く 首 ひて 余輩 は 敎義の 研究 を輕ん する ので はない、 敎義は 教訓の 眞 價を定 むる ために 必要で ある、 

余輩が 置々 述べし 如く、 敎義 は畢る 所哲學 問題で はなく して 良心 問題で ある、 敎訓を 宇宙 的眞理 とし 

て 見ん と 欲する こと、 是れが 敎義の 在る 所以で ある、 イエスの 敎訓は 貴く ある、 而 して 此敎訓 を傳へ 

しィ H スの 何人なる を 知て 其 敎訓は 更らに 貴くなる ので ある、 聖書の 敎 ふる 道 德は 潔く ある- 而 して 

其 特に 始めて シ ナイ 山上より 煙と 焰の 中に 神の 人モ ー セに傳 へられし 者なる を 知て、 其 潔き 所以が 一 


暦 明，：： 一 になる ので ある、 復活の 敎義は 人生の 謎 語 を 解す る 上に 犬なる 光明 を 供す る、 赠！^ の敎 は 神 

が 人 を 救 はんとす るに 方て 取り 給 ふ 方法 手順の 最も 善き 說明 である、 敎義の 研究 を 怠て 敎訓は 無味 

に 終り 易い、 敎義の 無い 敎訓は 時には 理由な き 法令の 如き 者と 成りて 人に 自由 を與 へす して、 反て 彼 

を 縛る の繩 となる、 人に 理性の 存 する 1^ は 彼 は 敎義を 講じて 止まない、 余輩 は 信仰 を 熾ん にす る 上よ 

り 見て 敎義 攻究の 必要 を認 むる 者で ある。 

然しながら 敎訓は 本に して 敎義は 末で ある、 教訓の ための 敎義 であって、 敎義 のた めの 敎訓 ではな 

い、 4- む を 得ざる 場合に 於て は 敎義は 無くても 可 なれ ども 敎訓は 常になくて はならない、 神の 闽は義 

と 和と 聖靈に 由る 歡蕃 である (羅馬 書 十 S 章 十七 節)、 之れ が 無くして 神の 國は 無い、 鮮 許ら 神風， f が あつ 

て も、 いくら 宗義の 討論が あっても 單純 にして 明白なる 正義と 平和と がな くして 神の 國は 無い。 

叉實際 的に 神に 就て 知る 上に 於ても 敎訓を 行 ふは敎 義を究 むる よりも 遙 かに 近い 叉 逸 かに 安全なる 

道で ある、 基督 敎の神 は希獵 人の 神と は 全く 違う、 彼 は 論理 を 以て 近づき 得る 者で はない、 潔い 謙遍 

なる 行 ひ を 以てして のみ 其 子と なることの 出 來る祌 である。 

敎," を 正と し、 敎義を 副と し、 敎訓を 主と し、 敎 義を從 とし、 敎訓を 本尊と し、 敎義を 宮殿と して、 

傅 道 は 誠に 功 を 奏し、 信徒 はまこと に 互に 相 親む、 

知識 は 人 を li らしむ、 然れど 愛 は德を 建つ る 者な り (哥林 多 前書 八 章 一節)、 

敎義を 信仰 第一 の 要素と 見做して、 人に 幅 昔を傳 ふること は 難い、 又 敎義に 由て 成りし 信者 は 絶へ す 

紛爭、 結黨、 娼嫉を 事と し、 人を蹶 かせ、 己 を 毒し、 福 昔に 接して 其宏 益， に與 かる 事が 出來 ない。 
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基督 敎硏究 法に 就て 

かし は會々 合の 席上に 於て 述べし 所な り， 因に 云 ふ、 かし は會は 帝國大 學幷に 高等 舉校 生の 組織す る §11 書 研 

究會 なり。 

OO0O0000O0OO0  OO0OOO0O0O00O0OO000OOO0OO  ,  •  • 

基督 敎を 研究 せんとす る 勿れ。 キリストと 稱 せられし ナザレの イエス を硏究 せんとせ よ、 基督 敎を 

知る は 難く ある、 卽ち 神の 存在、 キリストの 神性、 三位 ー體、 贖罪、 昇天、 永生 等の 敎義を 知る は^ 

だ 難く ある、 而 して 若し 之 を 知り 得た とする も、 斯 かる 知識 は 叉 甚だ 破壞 され 易き 者で ある、 叉斯の 

如くに して 信仰 を 得た 者 は 自己の 信仰に 就いて 誇り 易く ある、 叉斯 かる 信仰 は 萬 人 其 趣 を 共に する 者 

で 無き が 故に、 信者の 間に 不和 を 生じ 易く、 是れ がた めに 信者 は 分裂し、 宗派 は 起り、 之に 伴 ふす ベ 

ての 非 キリスト 的の 行 爲は行 はれ 易く ある、 基督 敎を 研究 せんと 欲して、 卽ち キリストの 福 昔 を其敎 

義の 方面より 學 ばんと 欲して、 吾等 は 信仰、 智識、 實行 三つな がらに 於て 多くの 誤謬に 陷り 易く ある。 

然しながら 是れ 普通の 基督 敎 研究 法で ある、 而 して 其、 多くの 好まし からざる 結 ra^ に 終りし こと は 

吾等 各自の 目擊 する 所で ある、 是れ がた めに 敎會が 起り、 嫉妬が 生じ、 異端が 起り、 異端 征伐が 始ま 

り、 平和の 君なる 主ィ H ス キリストが 爭鬪の 中心と なる の 奇怪 極まる 狀 態が 實 現す るので ある。 


乍然、 基督 敎を 研究 せんとせ すして ナザレの ィ H スを 研究 せんとして 是 等の 嫌 ふべき すべての 結 31^ 

は 避けられ 得る ので ある、 ィ H ス の 研究と は 言 ふ 迄 もな く 四 福 昔 書に 示された る 彼の 人格の 研究で あ 

る、 殊に 共觀三 福音書に 示された る 彼の 品性の 研究で ある、 而 して 之 を 研究して 直に 福 昔の 露 髓に達 

する ことが 出來 るので ある、 神の 存在の 問題の 如き も、 是れ 始めに 先 づ哲學 的に 研究して 解かる こと 

ではない、 是はィ H スを識 て 始めて 解かる ことで ある。 

我 を 見し 者 は 父 を 見し なり 

との ィ H スが ピリ ボに吿 げし 言 は 文字通りに 眞理 である、 其 他 贖罪の 事、 永生の 事 等に 就ても、 是れ 

亦 理論的に 研究して 解る ことで はない、 イエス を識て 解る ことで ある、 イエス は 誠に 義 であって 同時 

に 又 生命で あるので ある、 彼 を識ら すして 義 とせら る i こと は 3： ん である 乎、 限りなき 生命と は 何で 

ちかみち 

あるか、 少しも 解らない、 故に 敎義 を究 むる 點 より 見る もィ H スを識 るの が 最上の 捷徑 であるの であ 

る 0 

余が 先づィ H ス の 人格 を 知れと 云 ふに 對 して 宣教師と 神學 者と は 云 ふので ある、 是れ キリスト を始 

めより 人と 見た る 立場であって、 如斯 くにして 到底 彼 を 知る こと は 出来ない と、 然し 是れ 謬見の 最も 

甚だしき 者で ある、 普通の 研究 法と しても、 是れは 是れ、 彼れ は 彼れ と先づ 始めにお 說を 設けて 置い 

て 然る 後に 研究に 就く の は 決して 正常なる 研究 法で はない、 ィ H スは raK して 人で ある 乎、 或 ひ は 神で 

ある 乎、 其 事 それ 自身が 研究の 題目で あるので ある、 若し 彼が 始めより 神で あると おまつて 居るなら 

ば 其 問題に 就て 別に 研究す るの 必要 はない ので ある、 研究と はそんな 者で はない、 之 を 研究と 稱 する 

の は誤稱 である、 而 して 余 は 恐る、 普通 基督 敎 研究と 稱 せらる. -者は 大抵 は此 研究なら ざる 研究で あ 
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る こと を a 

而 して， g がく ィ H ス の 人格 を 研究して 彼れ が 人 以上の 者で ある ことが 解かる ので ある、 而 して 如 斯く 

にして 得た る キリ ス ト 神性 觀 のみが 永久に 吾等 を 離れざる 者で ある、 敎蕤 として 神學 的に 璲 たる キリ 

スト 祌性觀 は 維持す るに 基 だ 困難に して、 輙も すれば 其 正 反 對の懷 疑 を 招き 易き 者で ある、 イエスの 

品性 を識 てより 得た る 彼の 祌性觀 は 深く 吾等の 人格に 透徹し、 吾等の 生命の 中心と なりて、 死す とも 

吾等 を 離れざる 者で ある、 吾等 はィ H スの 人格と 聞て 恐れて はならない、 吾等 は 始めに 先 づ彼を 人と 

して 研究すべき である、 而 して 吾等の 研究が 正直に して 深玄 であるならば、 吾等 は 終に 彼の 神性 を認 

めざる を 得ざる に 至る であら ふ。 

基督 敎を 研究 せんとせ すして、 ィ H スを 研究 せんとして、 吾等 は說の 異同の ために 黨を樹 て 宗派 を 

起す の危 險に陷 るまい と 思 ふ、 吾等の 研究の 目的物 は 死せ る敎義 ではない、 活ける 人物で ある、 而し 

て 人物 は 之 を 如何に 解す る も 彼を惡 しく 解せ ざる 以上 は 人 を 相互より 分離せ しめ やう 害 はない、 解 者 

各自の 特性に 由り、 或 ひ は 智識 的に 之 を 解す る 者 も あら ふ、 或 ひ は 信仰的に 解す る 者 も あら ふ、 或 ひ 

は實際 的に 解す る 者 も あら ふ、 然し 同じ 人物 を異 りたる 方面より 解した のであって、 其 人物に 對 する 

尊 祟に 變る所 はない、 或 ひ は 又 解 者の 智識、 信仰、 實驗の 程度に 循ひ、 或 ひ は淺く 解す る 者 も あら ふ、 

或 ひ は 深く 解す る 者 も あら ふ、 然し 各自 有る 丈け の 力量 を 注いでの 解釋 であれば、 之に 對 して 各人 孰 

れも 尊敬 を拂 はなければ ならない、 殊に ィ H ス の 人格の 如き 道德的 人格 を 研究す るに 方て は 其 畢る所 

は 理論と 學 一説と にあら すして 愛と 尊崇と であるが 故に、 其 間に 分離と 爭鬪 との 起り やう 害 はない、 余 

はお だ 曾て 人格の 尊崇 t の 間に 宗敎 家の 間に 行 はるる が 如き 娟嫉、 惡慝、 饞害、 毀 謗の 盛んに 行 はる 


る を 知らない、 ^にダ ー ゥヰ ン會- ヲルヅ ヲス會 * 力 ー ライル 會 等が あるが、 是等は 何れも 調和 一致 

の會 合であって、 同一 の キリスト を 主と 仰ぐ と稱 しながら 六 百有餘 派に 分れ、 相互 を 誇り 斥く る 所の 

基督 敎會の 迚も 及ぶ 所でない。 

イエ スの 研究、 之より 生す る 彼に 對 する 尊 祟 …… 之 を 吾等の 目的と して 吾等 は 基督 敎會が 今 n まで 

陷 りし 弊害 を 悉く 避く る ことが 屮 I 來 ると 思 ふ、 而 して 余 は 諸君が 自八/ 此 目的 を 以て 兹に 相會 せんこと 

を §ギ 一む、 札幌 €辰學 校の 創設者 故ゥ イリヤ ム • クラ ー ク 氏が 彼 地に 起り し；： K 初の クリスチャンの 阐體に 

與 へし 名 は 某督敎 信者で はなく して 「ィ H スの 弟子」 であった、 而 して 之れ が 亦 今 曰 吾等が 擇 むべき 

名で あると 思 ふ、 吾等 は 或る 一 おの 信仰 侗條 を奉體 する 宗敎 的園體 であるべき でない、 吾等 は單 純に 

して 崇高な りし ナザレの ィ H スを慕 ひまつる 尊 愛 的 結合で あるべき である、 吾等 相互 を 繁ぐ者 は敎義 

ではない、 愛すべき、 敬すべき、 然り、 崇 むべき、 拜 すべき 人物で ある、 彼が 吾等の 中に 起ち、 吾等 

を敎 へ、 吾等 を！， おき 給 ふので ある。 

基督 敎を 研究 せんとせ すして、 イエ スを 研究 せんとして、 督敎 (縦し 此 名を存 するとす る も ：} は 

全く 刖の 者と なると 思 ふ、 之 は 解す るに 易く、 且つ 甚だ 興味 ある、 叉： i: 人と 雖も すべて 誠實を 以てす 

る 者 は、 喜んで 之を學 ばんと 欲する 者と なる であら ふと 思 ふ、 ィ H スの 人格 を學 ばんと 欲して， 督 

敎 研究に 於け る 妨害物の 多分 は 前以て 旣に取 除かる k ので ある。 

. ^論此 研究 法に 一 一 一の 危險の 伴 はないで はない、 其 一は ィ H スを淺 滞に 解す るの 危險 である、 彼 を 

悉く 解せ ざるに、 其 少し を 解して、 旣に すべて を 解し 了せ りと 想 ふこと である、 其 二 は 之に 類して 何 

人も自 から ィ H スの 弟子な りと 稱 して、 反て 其 架き 名を濟 すに 至る ことで ある、 然れ ども 是等は 避く 
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るに 難い 危險 ではない と 思 ふ、 ィ H スの 如き 人格 は、 誠實を 以て 之に 接して、 之 を 深く 解せ すして 止 

むことの 出來る 者で ない、 人格と は稱 する も實は 人格 以上の 人格であって、 之に 接すれば 接する 程、 

吾等の 眼界 は廣 くな り、 思想 は 深くなる ので ある、 敬虔 以て ィ H スの 人格 を 究めて 吾等 は 希伯來 書記 

者と 共に  . 

彼 は 祌の榮 の 光輝、 その 質の 眞像 なり 

と 一一 目 はざる を 得ない と 思 ふ (同書 一章 三 節)、 叉哲學 的に 彼 を 思惟して、 吾等 は 以弗所 書の 記者と 共に 

(神 は ：>  或 ひ は 天に 在り、 或 ひ は 地に 在る 萬 物 を キリストに 歸 一 せしめ 給へ り 

と 言 はざる を 得ざる に 至る であらう と 思 ふ (仝甞 一章 十 節〕、 而 して 此 研究の 畢る所 は 吾等 をして ト マ ス 

と共に ィ H ス の 前に 跪きて 

我 主よ 我 神よ 

と 言 ひて 彼 を 崇めし むる に 至る ので あると 思 ふ (約 翰傳 二十 章廿八 節〕。 

神學耶 農學耶 

實驗 的に 科學 と宗敎 との 關係を 論す 

余の 今の 事業 は 農業で はない、 傳道 である、 余の 今 耕しつ & ある もの は 土地で はない、 人の 心で あ 


に- フ もろこし  ぃ.》- とら 

る、 余の 今播 きつ K ある 種 は麥、 粟、 稗、 玉蜀黍で はたい、 キリストの 福音で ある、 余が 今牧 獲ん と 

しつ 、ある もの は ra^ 物 叉 は 穀類で はない * キリ ストに 由て 救 はれた る 人の 靈魂 である、 又 < ^が 今 漁り 

つ、 ある もの は 鰊、 鱒、 鮭で はなく して 人で ある、 余 は 令 鋤 を 取らす して 筆 を 取る 者で ある、 網 を 引 

かすして 道 を 説く 者で ある. 而 かも 余 は 農學を 修めた 者であって 神學を 修めた 者で はない、 余 は 余の 

學ん だもの を 行 ひつ k ある 者で はない、 余 は 農 學を學 び な が ら祌學 者 の 從 事す る傳 道に 從事 しつ k あ 

る 者で ある。 

故に 余の 同窓の 友 は 曰 ふ、 余 は農學 校の 生產 物で はなく して 副 魔物で あると、 又 正式の 按手 禮を受 

けたる 傳道師 の 側より 言 へば 余 は 俾道海 の 密獵者 で あ る 、 余 は 農學者 で も なけ れ ば 傳道師 で もない、 

雌雄の 性 を训ち 難き 兩性 動物の 如き 者で ある。 

余 は 時々 思 ふ、 余に して 若し 夙く より 余は傳 道に 從 事すべき 者で あると 知りし ならば 余 は 農 學を學 

ばす して 神學を 究めし もの をと、 爾 うして 今日 實際傳 道の 業に 從 事す るに 方て < ぷは少 からす 神 學的智 

識の缺 乏を感 する 者で ある、 余の 希、 希兩 語の 智識 は 取る に 足らない、 余 は 組織 祌學 又は 歴史 祌學又 

は牧 會神學 又は 辯證學 又は ドグマ 祌學に 就て は 殆んど 知る 所 はない、 余 は 形而上 學を 知らない、 余 は 

マインド ゾ I  .V, ス ピリ ヅト 

霊魂不滅 を 哲學を 以て 證明 する こと は 出来ない、 余 は 心と 靈 魂と 精神との 一?!： 刖を 知らない、 余 は 又 近 

世 の 聖書 批評 學 なる 者 を 知らない 、 言語 學 的に 加拉太 書が 使徒。 ハ ゥ 0 の 作で ある こと を證 明す る こ と 

は 出来ない、 以赛 K:=i 書 は 一人の 作で ある 乎、 二人の 作で ある 乎 を 判定す る こと は出來 ない、 余 は义敎 

會 制度 に 就て は 全く 無學 である、 若し 是等 のこと を 知 る ことが 傳道師 た るの 資格 を 作る に 必要で ある 

とするな ら ば 余 は 少 しも 其 資格 を備 へない 者で ある、 祌學は 余 に 合 はす 余 は 神 學に合 はたい、 余 は 今 

神 移^ ssa 耶  - ra.^ 
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に 至る も祌學 を學ば ざり しこと を 深く 悔 ゆる 者で はない。 

是 に反して 余 は 農學を 修めし ことに 就て は尠 からす 神に 感謝す る 者で ある、 余 は 今に 至る も 5_ 尿 事に 

就て 非常の 趣味 を懷く 者で ある、 余 は 心に 苦痛 を感 する 時 は、 敎會 堂に入って 敎 師の勸 めに 與 からん 

とせす して、 歩 を 田圃の 間に 運び、 茄子 や 胡^が 自己 を 太陽の 光線に 曝ら して 何の 愛 慮る ことなく 生 

長す る を 見て、 偉大の 慰藉 を感 する 者で ある、 花の 間 を 歩む 時に、 余 は 暫時に して 慰安の 靈の 余の 靈 

に 臨む を覺 え、 一一 一一 n ふべ からざる 聖き快 樂を感 する 者で ある、 余 は敎會 堂に 香の 薰るを 求め ざれ ども 秋 

の 野に 熟せる 稻の 1^ を噪 いで 祌を 讚美し 奉らん との 聖 き 欲心 を 起す 者で ある、 余 は 流れに 鳞族を 見る 

時 は舊き 友に 遭 ひし 心地し、 其 銀色の 鱗に 太 El の 光の 映す る を 見て は 彼等と 共に 躍りた く 欲 ふ 者で あ 

る、 余が 田 舍傳道 を 愛して 都 會傳道 を 嫌 ふの は都會 人士 を W れて f はない、 余 は 農夫と 共に 農産物 を 

愛する からで ある、 金環 を はめ 美 はしき 衣服 を 着て 會 堂に 来る 都會 信者 (雅各 書 二 章 二 節) を 見ん より 

は 風に 漂 ふ稻の 械 や 露を湛 ふる 字の 紫 を a んと 欲する からで ある、 余 は祌は 田舍を 作り、 惡魔 は都會 

を 造りたり との 言 を 字義 其 儘に 信す る 者で ある。 

靳 くて 余 は 今 農業に 從事 せざる も 今に 尙ほ rm 舍の小 佻」 である、 余 は 祌學に 就て より は 農 學に就 

て 多く 知って 居る こと を祌に 感謝す る、 余が 若し 少しな りと も祌と キリ ス ト とに 就て 知る 所が あるな 

らば、 共れ は 祌學 書と 神學 者と に 由て より は 野と 丘と 川と 海と 其 中に あるす ベ ての 者より 敎 へ られた 

ものである、 神 御自身に 亞ぐ 余の 敎師は 玉蜀黍で ある、 甜茱 である、 馬鈴薯 である、 牛で ある、 馬で 

ある、 鶸 である、 鵜で ある、 駒鳥で ある • 鮭で ある、 ^である、 練で ある、 鳕 である * 爾 うして 冬の 

夜、 { 仝 天の 晴れ渡り たる 時 は オラ イオン 星で ある、 アル クチ ユラ ス星 である、 余を敎 へ し 說敎師 にし 


て是 等の 如く 雄 辯なる はない、 余 は 彼等に 由て 神を識 り、 キリストに 導かれた 者で ある。 

爾 うして 基督教の 聖書 を學ぶ 上に 於ても、 農學 研究 は 余に 取り 無上の 手引であった、 幸に して 余の 

救 主として 仰ぎ奉る ィ H ス キリスト は祌學 者で はなく して 勞働 者で あり 給 ふた、 彼 は 大工の 子で は あ 

り 給 ひし も 田舍の 大工の 子で あり 給 ひしが 故に 其 思想 もず 葉 も s-g 夫の それであった、 ナザレの イエス 

に 希 職哲學 も， 猶太 祌學 もなかった、 故に 學 者の 如くなら ず 權威を 有て る 者の 如く 敎へ給 ふた、 雨う し 

て 其 權威を 有て る 者の 如き 敎 はすべ て 平易なる 農夫の 一一 一日 を 以て 傳 へられた、 天空の 鳥と 野の 百合 花。 

狐に 穴 あり 空の 鳥に 巢 あり。 葡萄 樹、 橄， 麼樹、 芥種。 初めに は 苗、 次ぎに 穗 出で、 の 中に 熟した る 

穀を 結ぶ。 毺播 く者播 かんとて 出づ、 磽地、 棘の 中、 沃壤、 實を 結べる こと 或 ひ は 三十 倍、 或 ひ は 六 

十倍、 或 ひ は 百倍。 羊と 牧羊者。 豕の 食す る 所の 豆 莢。 薄荷 荷 香 及びす ベての 野菜の 十分の 一。 天國 

は 之 を 何に 譬 へん、 芥 稲の 如し、 窮酵の 如し。 是れ 皆な 農家の 言葉で ある、 其 意味 を 解す るに は祌學 

は 要らない、 農業 的 智識 を 要する、 余 は 福音書 を 讀んで 斯う 思 ふ、 卽ち 福音書 は祌 學を學 ばない 者に 

も 解かる が 農業 を 知らない 者に は 解らない、 其 優 其 美 は 田園 生活に 慣れたる 者の み 充分に 之を會 得す 

る ことの 5£ 來る ものであると。 

キリスト は 勿論 普通の 農夫で はない、 彼 は 勿論 農業 を敎 へた 者で はない、 彼 は 後世 を 說き給 ふた、 

菲の赦 し を 直べ 給 ふた、 續雜と 復活と 昇天と を 語り 給 ふた、 彼 は 地の 言葉 を 以て 語り 給 ふた なれ ども 

地の 者ではなかった、 然しながら 天の 者で はあり 給 ふたが 地の 實物を 離れて は 語り 給はなかった、 彼 

は 「天 國の 福音」 と 言 ひ 給 ふて、 「絕對 的 理」 と は 言 ひ 給はなかった、 「罪の 赦し」 と 言 ひ 給 ふた、 

「社會 改良」 と は 言 ひ 給はなかった、 彼は惡 鬼を逐 出し 給 ふた、 新 智識 を 供して 無學の 幽暗 を 照らさ 
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んと は爲し 給はなかった、 キリスト は確實 なる 地の iin 葉 を 以て 高遠なる 天の 理を 語り 給 ふた、 彼 は 野 

ふところ 

花の 如くに 近づき 易く ある、 而 かも 其 如くに 意味 深く して 解し 難く ある、 彼 は 祌の懷 より 直に 出て 來 

り 給 ひし 者、 故に 靑筌が 凝結して 花と なりし と 云 ふ 秋の 花なる 紫 龍膽の 如くに 睦み 易く して 解し 難く 

ある、 神が 農家の 間に 顯 はれ 給 ひし 者、 聖 なる 平民、 不朽の 神の 子！ 

天然 學の 長子なる 農學に 由て 神を識 りし 余 は 多くの 無ハ 化なる 疑問に 苦しめられなかった、 余に も 勿 

論 多くの 懐疑 はあった、 然 かし 是れは 人生の 實 際的懷 疑であって、 哲學者 ゃ祌學 者の 懐く 思 辨的懷 疑 

ではなかった、 農學の 研究 は 余に 事 實は事 として 之 を 信す るの 習慣 を ^ した、 何故に 一一 ッケ ルは硼 

砂 球に 褐色 を 以て 顯 はれ、 コバルト は 靑色を 以て、 マンガン は 紫色 を 以て 顯れ るか、 其 說明を 供 せら 

れす とも、 褐色なる が 故に  一丁 ソケル なりと 信じ、 靑 色なる が 故に コバルト なりと 信じ、 紫色なる が 故 

に マンガン なりと 信す るの 悟性 を 供せられ た、 詩人 ゲ ー テは曰 ふた、 「余 は 思考す る ことに 就て 思考 

せす」 と、 何故に 靑は 服に 靑と 映す るか、 何故に 赤 は 赤と 映す るか、 是れ 思考す る も 益な き 問題で あ 

る、 我等 は 天 を瞻て 紅き が 故に アル デバ ラン 星な りと 判じ、 靑 きが 故に シリアス 星なる を 知る、 科學 

者の 知らん と 欲する 所 は 存在の 理由に あらす して 存在の 有無で ある、 事 實の眞 相で ある、 信じ 難き 事 

と は 我等が 有る ベから すと 想 ふこと ではない、 實 際に 無き 事で ある、 若し 實際 有る とならば、 叉 は 有 

りし ことならば 科 學者は 何事たり とも 之 を 信す るに 躊躇し ない、 信じ 難い X 光線の 力 を も 信す る、 無 

線 電信の 效能を も 信す る、 我等 は 何故と 問 ふて、 其 說明を 聞く まで は 之 を 信ぜざる が 如き 事を爲 さな 

い、 我等 は 神の 子で あると 同時に 又 天然の 子で ある、 故に r ナゼ、 何故に」 との 問 ひ を 起す ことなし 

にす ベての 事實 を事實 として 信す る。  , 


此 習慣 を 供せられ し 故に 余 は 基督 敎を 究める 上に 於ても 多くの 無益なる 懷 疑より 免 かる k を 得た、 

基督 の 奇積 の 如き、 是れ眞 正 の 科學 者と して は 有るべからざる 事と して 先天的に 担むべき ことで はな 

い、 實に 有りし 乎、 是れ 彼の 知らん と 欲する 所で ある、 若し 有りし との 充分の 歷 史的 證明を 供せられ、 

有り得べき 充分の カ學的 並に 道德的 理由 を 供 せらる.. ならば、 彼 は 何の 狐疑す る 所な くして 之 を 信す 

べきで ある、 眞 正の 科 學者は 天然の 事物 並に 顯 象に 對 して はナタ  一一 H ルの 如く 眞の イスラエル 人に し 

て 其 心詭譎 なき 者でなくて はならない (約 翰傳 H 早 四十 七 節)、 詩人。 ングフ ヱ a 1 は 彼の 理想的 科學者 

ルイ. アガシに 就て 歌 ふ て 雷 ふた 

其 は 五十 年 前な りし 

美 はしき 五月の 月に 於て 

美 はしき パイデ ヴォ ー の 谷に 於て  - . 

あ. , ゆ ひ. f- つ 一 

赤子 は 其 搖籃の 中に 臥せり 

老 ひたる^ 母の 天然 は 

だきあ 

彼 を 彼女の 膝に 抱 上げ 

ものが to 

首へ る やう 『玆に 一 つの 物語 あり 

汝の父 は 之 を 書き 給へ り』 

『來 れ、 我と 偕に 遊べよ、 
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人の 未だ 踐 まざる 地に 到れよ、 

而 して 其 所に 人の 未だ 讀ま ざ る 

神の 自筆 を 以てせる 記 錄を讀 めよ』 と。 

『アガシ 第五 十 同 誕辰』 中の 三 節 

を？ なご 

科學 者の 精神 は是れ である- 嬰兒の 精神で ある、 天然の 事實を 有の 儘に 信す る ことで ある、 奇鑌 なれ 

ばと て 驚かない、 又 疑 はない、 事實 は事實 として 信す る、 爾 うして 神に 感謝す る。 

余の 基督 敎の 信仰 は 今日に 至る も此 信仰で ある、 卽ち 事實の 信仰で ある、 理屈の 信仰で はない、 實 

驗の 信仰で ある、 何故に 祌は 在る 乎、 余 は 知らない、 余 は 只祌の 在る の を 知る、 何故に キリスト は 余 

の 救 主で ある 乎、 余 は 能く 知らない、 余 は 唯 キリス 卜に， m りて 余の 罪が 取 去られ、 余 は祌を 見る を 得 

きょ. U-.-  おも  , 曹, 

て 潔き と義 しきと に 就て 意 ひ 得る を 知る、 余 は 何故に 聖書 は 神の 言葉で ある 乎 を 能く 知らない * 唯、 

其、 余の 心 を 動かす こと 入の 言葉の 如くに あらざる を 知る、 魚 は 魚、 禽 は禽、 獸 は獸、 人 は 人、 キリ 

スト は キリスト、 余 は 繭 か 信す るので ある、 其れに は 夫れ 相 應の說 明 は あるべし、 然れ ども 說明は 事 

實の眞 相 を 說き悉 すに 足りない、 天然に 就て 默想 する 者 は 天然に 就て 善く 知る 者で はない、 其 如く キ 

リストに 就て 默想 すれば とて 能く キリスト を 知る こと は 出来ない、 天然 を識 るの 法 は 直に 天然に 接す 

9  ,  9 1  〔一 0  0  OCCO  0  00 「>  00000000000000000000  0  000 つ 0 

るに ある、 其 如く キリスト を識 るの 法 は 直に 我等の 靈に 於て 活 きたる キリストに 接する にある、 二者 

を識 るの 方法 は 同一 である、 科學の 方法 は 亦 宗敎の 方法で ある、 信仰 は實驗 である * 科學 と宗敎 との 

異なる 點は 其方 法 精神に 於て 在らす して、 單に其 探究の 領域に 於て 在る、 地の こと を究 むる のが 地文 

學 であって、 天の こと を究 むる のが 天文 *- である、 其 如く 靈 のこと を 究 むる のが 宗敎 である、 余に 取 


りて は 宗敎は 余の 科 學を靈 の界に 移した まで ビ ある、 余 は 今 聖書 を究 むる に 方ても 贫 て飽 や、 鰊 や、 

鮭の こと を 究めた と 同じ 方法 精神 を 以てする 者で ある。 

事實、 事實、 事實、 「天然の 堅き 基礎の 上に、 永遠に 築く 者は賴 る」、 見 ゆる； 大然は 見えざる 永遠 

に 達する ための 唯一 の 階段で ある、 人 は先づ 「天然の 堅き 基礎の 上に」 立た すして 眞實と 賀 现と 神と 

に 達する こと は 出来ない、 天然の 研究 を 以て 宗敎 研究に 入りし 余 は 幸福なる 者で ある。 

農學 より 宗敎に 移りし 余 は 未だ 肯て 宗敎の 實 を 疑った こと はない、 否な、 若し 宗敎 にして 實 なら 

ざる ものな らん 乎、 余 は 今日 直に 之を棄 つべき である、 宗敎 にして 若し 單に 哲學 ならん 乎、 論理なら 

ん乎、 方便な らん 乎、 政略な らん 乎、 世 を 治む るた めの 經綸 ならん 乎、 余 は 今日 直に 之 を 去るべき で 

ある、 签は 以て 人の 腹を充 たす に 足らない、 其 如く 空論 は 以て 人の 靈魂を 養 ふに 足らない、 人の 肉體 

の 要す る 者 は 政治 論と 經濟 論と 社 會學と にあら すして 實の 穀物と 實 の 肉類で ある、 其 如く 人の 靈 魂の 

要する もの は祌學 論と 敎會 論と 聖書 學と ではない、 實の キリ ストと i 莨の 聖靈 とで ある、 玆に 至て キリ 

ス トの 一一 一一 II の 愈々 深き を 了る の である， 

イエ ス曰 ひける は 誠に 實に汝 等に iln げん、 若し 人の子の 肉 を 食 はす、 其 血を飮 まざれば 汝 等に 生 

命な し、 我が 肉 を 貪 ひ、 我が 血 を 飲む 者 は 永生 あり、 我れ 末の に 之 を 甦らせん、 夫れ 我が 肉 は 

眞の 食物、 叉 我が 血 は 眞の飮 物な り (約 翰 傳六章 五十 三 li 十五 節)。 

余の 見、 叉實驗 する 所に 由れば 人の 救 はる、 のは眞 理を敎 へられて 救 はる、 ので はない、 眞の 生命 を 

授けられて 救 はる、 ので ある、 智覺を 開かれて 救 はる、 ので はない、 聖 靈を與 へられて 救 はる、 ので 

ある、 聚靈は 赏に赏 在 物で ある. 理 ではない、 豪雨が 天より 降りて 乾きた る 地 を 潤す 如く、 聖靈は 神 
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の 所より 出て 渴 きたる 人の 靈を 潤す 者で ある、 ギリシャ 人 は理を 語り、 HI マ 人 は 法を說 いた、 然レ 

ユダヤ人 は 神に 依て 實を傳 へた、 故に 现は之 を哲學 者に 任 かせよ、 法 は 之 を 政治家に 讓れ よ、 然れど 

も 我等 クリスチャン は科學 者の 精神 を 以て 實を 求めん、 基督教 は是れ 理論家、 又は 經綸 家の 乎に 委ね 

置く ベ き 者で はない。 

天然 學を 以て 養 はれし 余 は 世の すべての 儀 禮に堪 ゆる こと は 出来ない、 天然 は 其 儘に して 美 はしく、 

叉 正しく、 叉 敬虔 深く ある、 天然 は^に 禮服を 着す して 其 造 主 を 讚美す る、 天然に 僧侶の 階級 はたい、 

特に 聖 殿と 稱 すべき 神 を禮拜 する 場所 はない、 1K 然 は純粹 なる 平民で ある、 天然 は 直に 神に 造られて 

直に 祌に 縫が る、 故に 天然 的に 祌を拜 せんと 欲せば 自由 獨 立なら ざる を 得ない、 然り、 余の 獨立 信仰 

は 素と 是れル ー テル、 コ ロム ゥ H ル より 學んだ 事で はない、 山の 松より、 .S を 翔ける 鳥より、 大海 を 

遊泳す る 魚より 學んだ 事で ある、 余の 庭前 に^く 获も、 櫟の 梢に 囀る 蟬も 令尙ほ 余に 「自由 なれ、 獨 

立 なれ」 と吿げ つ、 ある、 天然 を 學んで 我等 は敎 則に 縛らる、 こと は 出来ない、 天然 を 友と して 我等 

は 僧侶より を 注がれん とは爲 ない、 天然の 子供なる 我等 は 詩人 ホイ ッ ト マ ン の 言を藉 りて 言 ふ 

Ah.  more  than  any  priest, 〇 soul,  we  too  Tbelleve  in  0.0(1 ； 

But  with  tlio ヨ vatorv  cf  Gcfl, メ vc  diu.e  uot  (Liny. 

しひ 

鳴 呼、 何れの 愤 侶よりも、 我が 靈 魂よ、 我等 は 篤く 神 を 信す、 

ふケき 二と  もて あそ 

然れど 神の 深 事 を 以て 我等 は 弄ばん とせす。 

天然 學を 以て 育てられし 余 は 敎會の 分離に 堪えない、 天然 は ー體 である、 宇宙 をコズ モスと 云 ふ は 整 

體の 意で ある、 大 然は大 なる 音樂 である、 又は 大 なる 繪畫 である、 天然に 對照は あるが 矛盾 はない、 


天然に 由て 基督 敎を 究めて 我等 は バウ a と共に 叫ばざる を 得ない、 

キリ ス 卜は數 多に 分かる、 者な らん 乎、 哥林多 前書 一 章 十三 節) 

と、 天然 は自. m と 同時に 一 致を敎 へ る、 自由 を 重ん する 一 致と、 一 致の 中に ある 自由 を敎 へ る。 

實に 天然 の 研究 ほど 人 の 寬容 の 性 を 養 ふ もの はない 、 最も 狭隨に し て 最も 嫉妬深き 者 は 常に！ K 然學 

を 賤んで 止まざる 神學 者で ある、 科學 者が 科學 的眞现 のために 人を燒 殺した 例 はない、 然 かし 神學者 

が祌學 論の ために 人 を 殺し、 友を陷 ゐれ、 惡み、 嫉んだ 例は擧 げて數 ふべ からすで ある、 ^に 恐る ベ 

き、 惡 むべき、 厭 ふべき 者と て 所謂る 「神學 者の 憎惡」 (cdium  tlleclogicum〕 の 如き はない、 雨う 

し て 惡 魔の 此毒焰 より 免 かれんと 欲せば 神の 天 然を學 ぶより 他に 善き 途 は な い 。 

若し 玆に 今より 神の 道の 研究に 從事 せんと 欲する 有 爲の靑 年が あると するならば、 余 は 余の 經 験に 

.E りて 何の 研究 を 彼に 勸 めん 乎、 祌學 か、 農學 か、 祌 學を學 ぶの ハ份は 多く あらん， 然れ ども 農 學を學 

ぶの 益 も 決して 尠く はない、 農學 は農學 のために 必要なる ばかりで はない、 神學 のた め、 傳 道の ため 

にも 必要で ある、 直に 思想の 翼に 乘 りて； 大に 上らん 乎、 或 ひ は 地に 土臺を 築いて 然る 後に 上らん 乎、 

前者 或 ひ は捷徑 なるべし、 然れ ども 落る の 虞れ 多し、 後者に 人 を 塵に 就かし むる の 虞れ あり (詩篇 百 十 

OOO0O00OO0OOCOOOO00O0OO0O 

九篇サ 五節)、 然れ ども 安全に して 健全な り、 雨う して 余 は 空想に 走り 易き 日本 國の靑 年に 向って は 神 

O0O0O0C  一  00 つ oooooooocoo おも OOO00 

學を 究めん より は農學 を 究めん こと を勸 めた く  1^ ふ 者で ある、 余 は 之 を 思 ふて 神が 傳 道に 從 事す ベ き 

余に 祌學を 修めし め 給 はすして、 反て 世の 神學者 等が 傳 道と は 何の 關係 もな きもの k やうに 思 ひ 居る 

農學を 修めし め 給 ひし こと を 今に 至 て 深く 深く 感謝せ ざ る を 得ない。 
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宗敎 にも 夫れ々々 質が ある、 佛敎 は哲學 的で あると 云 ひ、 神道 は國家 的で あると 云 ひ、 儒敎は 政治 

的で あると 云 ひ. 囘々 敎は武 f 與的 であると 云 ふ、 其 他 印度 敎、 波斯敎 等に も 夫れ々々 の 特性 卽ち 質が 

ある、 夫れ 故に 哲學を 好む 者 は 自づと 佛敎に 傾き、 國家 主義 を 直ん する 者 は 祌道を 選み、 治國平 天： 卜 

に 志す 者 は 儒 敎を修 む、 人の 質に 應 じて 宗敎が ある、 人 は 各自、 其 欲する 所の 宗敎を 選むべき であら 

ふ。 

然 らば 基督 敎は 如何い ふ 質の 宗敎 である 乎と 問 ふに、 先づ 第一 に 基督 敎は 平和の 宗敎 である、 其點 

に 於て 基督 敎は 全く 神道 叉 は 11 々敎と 其 質 を 異にして 居る、 其舊約 聖書 時代に 於て 多少 武力 を 用 ひな 

いではなかった が、 然し 其 創立の 最初より 平和 好きの 宗敎 であった、 特に キリストの 福音と なって よ 

り は、 全然 武力の 使用 を禁 する に 至った * 祌は預 一一 百 者 ホゼャ をして イスラ H ル の に 告げて 言 はしめ 

た. 

ゆみ つ ろぎ い ,、 さ 

我 は ュダの 家を憐 みて 之 を 救 はん、 然れど 我 は 弓、 劍、 戰爭、 馬、 騎兵な どに 由り て 救 ふこと を 

せじ (何 西 阿 書 一 章 七 節) 

ふ つりあ ひ 

と、 基督 敎と戰 爭とは 最も 不 釣合の ものである、 基督 信者に して 戰爭を 辯 護す る 者 は 自己の 宗敎を 破 


壞 する 者で ある、 深く 聖書 を 究めし 者に して、 武力 を 以て 正義 を 維持 せんとす るが 如き 者 は 無 い^で 

ある。 

平和の 宗敎 である 基督 敎は 夫れ と 同時に 叉 家庭の 宗敎 である、 是 れはァ ブラ ハ ムと其 妻サラ とを以 

て始 つた 宗敎 である、 信仰の 始祖と 唱 へらる k アブラハム、 イサク、 ヤコ ブは 皆な 家庭の 人であった、 

うちき  かんがへ 

所謂 内氣の 人であった、 大國家 を 建設 して ra: 隣 を 蹂躪 せんとの 思考の 如き は 彼等の 心に 浮んだ こと は 

なかった、 ュダ 民族 は 平和の 家庭と して 世界 を 風化す るの 天職 を 授けられ たる 者で ある、 爾 うして 彼 

等が 國民 として 起つ 能 はざる に 至て、 其 世界 感化の 大事 業は搏 たび ガリ ラャの ナザレなる 一 工匠の 家 

庭に 於て 始 つた、 基督 敎の 特産物 は國 家で はない、 家庭で ある、 今日 文明 世界に 於て ホ ー ムと稱 せら 

る、 もの は、 是れ 特に 基督教に 由て 成った 者で ある、 ホ ー ムは 〔豕 族で はない、 叉必 しも 家庭で はない、 

血族 相 集って 必 しも ホ ー ムは 出来ない、 樓 むに 家 あり、 圍 むに 食卑 ありて 必 しも ホ ー ム は出來 ない、 

ホ ー ムは 血に 由て 繋がる 者が 又靈に 由て 槃 がる 所で ある、 ^ち 人と 其 妻と， 其 問に 設けられ たる 子と 

が 主の 名に 由て 相 集まる 所で ある、 ホ ー ムに 必要なる 者 は财產 ではない、 亦 所謂 此 世の 和樂 でもない、 

ホ _ ム に 必要なる 者 は 小なる 祭壇で ある、 其 上に 每日 家族の 碎 けたる 心の 祈 禱の祭 物が 獻 げられ て、 

聖き樂 しき ホ ー ム は 作られる ので ある。 

平和 の 宗敎 であり、 家庭 の 宗敎 で あ る 基督 敎は其 自然 の 結 として 勞働 の 宗敎 で あ る、 勞働を 神聖 

視 したの は 基督教 が 始めで ある、 勞 働の 有益と 其 貴 尊 と を 認 めた 宗敎 は 基督 敎 以外 にもあった、 然し 

「働く は 是れ祌 を 讚美す るな り」 と唱 へて、 勞倒を 以て 最上の 祭儀と 認めた の は 基督 敎が 始めで ある、 

キリスト 御自身が 哲學 者で もな く、 又神學 者で もなかった、 彼 は 义文藝 の 人で もな く、 叉 請 書の 人で 
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もなかった、 キリスト は勞働 者であった、 勞働を 以て 生業と なした のみなら す、 勞働を 以て 神に 事へ、 

勞働を 以て 神 を 探りし 者であった、 神の 子な りし 彼 は 其 父に 似て 製作者であった、 彼 は ふる 者、 書 

く 者、 語， る 者で はなく して 造る 者であった、 爾 うして 造って 其 父なる 造物主の 心を識 り、 善く 之に 事 

へた 者であった、 若し 世に 勞働敎 なる 者が あると すれば、 夫れ は キリストの 基督 敎 である、 キリスト 

は 或る 他の 敎師の 如くに 多くの 言葉 を 以て 勞 働の 功を說 かれなかった、 然し 其 福音の 下地 は 確かに 勞 

働であった。 

其 他 基督教が 貴族の 宗敎 ではなく して 平民の 宗敎 であり、 僧侶、 神主、 祭司の 宗敎 ではなく して、 

平信徒の 宗敎 である ことに 就て は 今日まで 幾囘も 述べた から 玆には 言 はない。 

基督 敎は 以上の 如き 宗敎 であると すれば 之 を 信す る 者 は 如何なる 者で あるべ き 乎 は 問 はすして 明か 

である、 貴族 は 其 貴族 根性 を棄 すして 平民の 宗敎 なる 基督 敎を 信す る こと は 出来ない、 軍人 は 其 殺伐 

の 氣象を 去らす して 平和の 宗敎 なる 斯敎を 信す る こと は 出来ない、 侗人も 家庭 も 悉く 之を國 家の 犧牲 

に 供すべし と唱 ふる 國家 主義者が 特に 家庭の 宗敎 なる 基督 敎を歡 ばな いのは 勿論で ある、 爾 うして 基 

督敎の 下地が 勞働 であるから は、 夬 れが學 者の 宗敎 でない こと は 云 ふまで もない。 

今の 敎 育と 云 へば 學問 をす る ことで ある、 卽ち 書を讀 むこと である、 雨う して 學 生と は 書を讀 まん 

と 欲する 者であって、 學 問に 由て 人生 を解釋 し、 安 坐して 世 を 導かん と 欲する 者で ある、 爾 うして 淺 

見の 宗教家 は 一一 一一 n ふ、 「斯敎 將來の 希望 は學 生に 在り」 と、 斯くて 彼等 は 重き を 學生傳 道に 置く、 彼等 

は 想 ふ、 「若し 學生 にして 敎 化する を 得ば 未來の 天下 は 我 有な り」 と。 

然しながら 事 は 全く 彼等の 豫 想に 反する、 基督 敎を 信す るに 速 かにして 又 之を棄 つるに 速 かなる 者 


はん f の 所謂 學生 である、 彼等が 基督 敎を 信じた と 云 ふの は 其 頭腦の 一隅に 於て 僅か 信じた のて ある 

彼等 は 基督 敎を 聞いた ので ある、 或 ひ は 見た ので ある、 或 ひ は 感じた ので ある、 味 ふたので はない、 

驗 したので はない、 智識の 修養 を のみ 惟れ 努めて 居る 今の 學 生に は 其衷 に 基督 敎を 收容す ベ き 場所が 

ない。 

基督 敎の質 は 所謂 「書生 質 儀」 の 正反對 である、 キリスト は 一；〕" はれた 

人、 若し 我 を 遣し 者の 旨に 從 はぐ (3 曰 を 行 は i-) 此敎の 神より 出る か、 叉 己に 由り て 言 ふなる か 

を 知るべし (約 翰 傳七章 十七 節 )o 

某- 督敎 は卽ち 行つ て 知るべき 者で ある、 キリ スト は 又 言 はれた、 

誡に 赏に汝 等に 告げん、 若し 人の子の 肉 を 食 はす、 其 血を飮 まざれば 汝 等に 生命な し、 我 肉 を 食 

ひ 我 血 を 飲む おは 永生 あり、 我れ 末の！ ：！ に 之を輕 へらすべし、 夫れ 我 肉 は眞の 食物 又 我 血 は眞の 

飲物たり C 約 翰 傳六章 五十一： 一 ー 五十 五節)。 

基督 敎は味 ふて 覺 るべき 者で ある。 

基督 敎は斯 かる 質の 宗敎 であれば、 其、 今日の 學 生に 容易に 信じられな いのは 勿論で ある、 二者 は 

其 質 を 異にして 居る、 ユダヤ は ギリシャに 反き、 ギリシャ は ユダヤに 反く やうに (撒 加 利 亞書九 章 十三 

節〕 基督 敎は 今の 學 生に 反き、 今の 學生は 基督 敎に 反く、  H テオ ピャ 人が 其 膚を變 へ、 豹が 其 斑駭を 

變 へる やうに 令の 學 生が 其 希望と 目的と 性質と を變 へる にあら ざれば、 彼等 は キリ ストの 忠實 なる 僕 

となる こと は 出来ない C 耶利 米亞記 十三 章 二十 三 節 )o 
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敎會 はあります、 敎會 はありません。 故に 無敎會 信者なる 者 は 有って はなり ません。 叉 無くて はな 

りません。 キリスト は 敎會を 建た まふた とも 言へ ます、 また 建た ま はたい とも 一 I:H へます。 私供 は敎會 

の 眞僞を 判別す る の 必要が あります。 

所謂 敎會、 監督 あり、 長老 あり、 神學者 あり、 憲法 あり、 信仰 筒條 あり、 一種の 政府 又は 政 黨の如 

き^|<?、 敎勢擴 張 を 計り、 我が 信仰 を 社會の 輿論と なして 民衆 を濟度 せんと i? ふる 者、 それ は敎 會と稱 

へら るれ ども キリストの 建た まひし 敎會 ではありません。 私供 は斯 かる 敎會 に對 して 公然 無敎會 主義 

を唱 へます。 然し 乍ら キリスト は 別に 彼の 敎會を 建た まひました。 彼は霄 ひ 給 ひました、 「我 名の 爲 

に (に. m りて.) 二人 三人 菜 まれる 處には 我 も 亦 其 中に 在り」 と (馬 太傳 十八-： 5 一十 節ヽ 是が キリストの 

建た まふ 眞 個の 敎會で あります。 其 中心 は キリストであります、 而 して 其 周 園に 集 ふ 者 は、 彼の 名に 

由り て 彼の 聖 曰を爲 さんと 欲する 信者であります。 「二人 三人」 と 云 ひて 必す 少數に 限る と 云 ふ 事で 

はありません、 一 一人 にても 可な りと 云 ふ 事であります。 唯 一 人であって はならない の であります。 然 

り、 信者 は 一 人で あり 得ない のであります。 彼 は必す 同志 を 求めます。 叉 祌は必 す 其靈を 多數の 人の 

上に 注ぎ 給 ひます。 祌は 人が 相愛し 相 結んで 御自身 を拜 せんこと を 要め 給 ひます。 故に 「二人 三人」 
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と 言 ひ 給 ふたので あると 思 ひます。 

斯くて 敎會は 最も 簡單 なる 者であります。 同時に 最も 深い 叉聖 ぃ關 係に 由て 成る 者であります。 二 

人 以上の 眞の 信者が ィ H ス キリストの 名に 由り て 交 はる 處に眞 個の 敎會 があります。 其處 に社會 勢力 

なる 者はありません が、 キリスト は 其內に 在し 給 ひます。 美しい 聖 ぃ集團 であります。 實に 地上の 天 

國 であります。 

私は斯る敎會の我國^^の所にも起らんことを望みます。 初代の 敎會 はすべ て 斯うい ふ 者で ありまし 

た。 ブ リス キラと アクラの 家 は敎會 でありました (羅- お 書 十六 章 三； 五節 )o 「ヌ ンパ ス 及び 其 家に ある 

敎會に 安 を 問へ」 とありまして、 此處 にも 亦 一信 徒の 家に、 敎會 があった のであります (哥羅 西 書 四 章 

十五 節 )o ピ レモン の 家 も 亦敎會 であった のであります (肺 利 門 書 二 節」。 斯くて 敎會を 作る に 監督の 許 

可 を 得て 獻堂式 を 執行す るの 必要はありません。 二人 以上の 眞 個の 信者の 在る 所に は、 其處に 敎會が 

在り 得る のであります。 然り、 旣に 在る のであります。 

所謂 公敎會 なる 者 は 基督 敎が羅 馬 人の 手に 渡って から 出來た 者であります。 羅馬 人に は 公的なら ざ 

る 者に 價値 ある 者はなかった のであります。 而 して 其 思考が 歐 米に 傳 はって 今日に 至った ので ありま 

す。 然れ ども 此 事に 關 して 私供 は歐米 人に 傚 ふの 必要 は 少しもありません。 私供 は 直に ィ ェ ス 樣に歸 

り、 信者 相互に 愛し、 相 供に 結んで …… 其數は 何人で も、 何百 人で も、 何千 人で も …… ィ H ス樣を 私 

供の 間に 迎 へまつ りて、 其 處に眞 個の 敎會を 建て 、いたぐ くべき であります。 


ェ クレ— ジ ャ 

(敎 會と譯 せられし 原語) 

ェクレ ー ジ ャは敎 會と譯 せられし 希 職 語で ある、 ek 「外に」 101165 「呼ぶ」 と 云 ふ 二つの 詞， より 成 

りたる 詞 であって、 「外に 呼び出されし 者の 集合 體」 と 云 ふ 意義で ある、 元來 政治 上の 意味 を 以て 用 

ゐられ たる 詞 であって、 國會と 云 ふが 如き 叉 は巿會 と 云 ふが 如き 場合に 於て 用 ゐられ たので ある、 聖 

書に 於ても H ク レ ー ジャは 所々 に 於て 此 政治 上の 意味 を 以て 用 ゐられ て 居る、 例へば 使徒 行傳 十九 章 

三十 一 一節に 於て 

そ は會衆 (H タレ ー ジャ〕 亂れて 大半 は 何のた めに 紫 まれる か を 知ら ざれば 也 

と ある は H ぺソ巿 會の混 亂の狀 態 を 述べて 曰 ふたので ある、 同じく 三十 九 節に 

律法に 八" ふ會 (H クレ ー ジャ) 

と ある は 希 腿 民族の 憲法に 循る H ぺ ソ 市の 定期 議會を 指した のであって、 律法と 云 ふ も 勿^ モ ー セの 

あつ. 14, り  I 

法で はなく、 會と云 ふ も 勿論 敎& のこと ではない。 

希臘 民族の 問に 行 はれし 政治 上の 集會を H タレ ー ジ ャと稱 した、 叉 猶太 人の 問に 在りし 半 政治 半宗 

敎 的の 集會も 亦希臘 語に 譯 せられし 場合に 於て は 此詞を 以て 稱 ばれた ので ある、 列 王 記 略 上 八 .lisf 六十 

ェクレ 1 ジャ  一六 三 
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五節に 

イスラ H ルの大 なる 會衆 (H タレ ー ジャ) 彼 (ソ 口 モン) と 偕に 在りき 

と ある は 其 一 例で ある. 叉 尼 希 米 亞記五 章 七 節に 

而 して 我れ 彼等の ために 大會を 開ら き 

と ある 「會」 の 字 も 亦 H タレ 1- ジ ャと譯 して ある。 

如斯 くにして H クレ ー ジャは 英語の church と 云 ふが 如き、 叉 は獨逸 語の liil.che と 云 ふが 如き 詞 

と は 全然 語源 を 異にして 居る、 後者 は 二つと も希臘 語の Isrialsn 卽ち 「主 (神) の 家」 より 出し 詞 

であって、 是れは 神殿と 云 ふが 如き 又は 禮拜 堂と 云 ふが 如き 純然たる 宗敎 的の 意味 を 有った る詞 であ 

る、 ヱ タレ ー ジャは 元々 平民の 會 合であった、 初代の 基督 信者が 其會 合を稱 する に 方て 此詞を 採りて 

他 の詞 を用ゐ ざり し は 其 中に 深き 理由が 存 して 居った の で ある。 

之 を キリストの 一一 一一 n 葉に 徴す るに、 キリスト は 滅多に 敎 會と譯 せられし 此詞 を用ゐ 給はなかった、 彼 

00O000OO0O00OO  ooooon-ooooooooo 

の 言行 を傳 ふる 四 福音書 は 馬 太傳を 除く の 外 は、 唯の ー囘も 此詞を 載せて 居らない、 而 して 馬 太傳に 

於て すら 唯の ニ囘、 卽ち其 十六 章 十八 節と 十八 章 十七 節に 於て 用 ゐられ て あるの みで ある、 卽 ちェク 

レ ー ジャ なる 詞は 極く 稀れ に キリストの 口より 出で し 者であって、 それが 變 じて 制度 的 敎會を 指す に 

至りし までに は 幾年 月に 涉る 思想の 變遷 のあった ことが 判明る、 馬 可 傅と 路加 傳 とが 唯の 一 囘 も此詞 

を 載せざる はま だしもの こと、 して、 敎會 制度の 最初の 制定 者な りと 稱 はる.. 聖ョ ハネが 著 はしたり 

と傳 へらる \ 約 翰 傳幷に 約 翰 書が (短き 第三 書 を 除く の 外 は) 唯の 一 囘 も敎會 のこと に說き 及んで £3 

らな いの を 見て、 敎會の 起源 を キリス ト 御自身の 思想の 中に 求む る ことの 如何に 困難なる 乎が 判 5： る。 


キリストが 敎 vt: のこと に 就て 語られし と傳 へらる、 其 一一 一一 n 葉の 第一 は是れ である、 卽ち 

若し 兄弟 汝に罪 を 犯さば その 獨り 在る 時に 往 きて 諫めよ、 若し 汝の言 を聽 かば その 兄弟 を 礎べ し、 

若し 聽 すば  一人 又は 二人 を 伴 ひ 柱け、 若し 彼等に も聽 かすば 敎會 (H タレ ー ジャ) にル" げ 

よ、 若し 敎會 に聽 かすば 之 を 異邦人 叉は稅 吏の 如き 者と すべし 

と (馬 太傳 十八 章 十五— 十七 節)、 此 場合に 於て ェ ク レ ー ジ ャは必 しも 敎會 と譯 すべ き 者に あらざる こと 

は 之 を 前後の 關 係より a て 明かで ある、 若し 一 人の 言に 聽 かすば 一 一三 人 を 以て 試みよ、 若し 一 一三 人の 

言 を も 斥けな ば 之 を集會 に吿げ よと 云 ふので ある、 單に 多数の 意見に 亂せ よと 云 ふので あって、 敎會 

裁判に 訴へ よと 云 ふので ない 事 は 誰が 見ても 明かで ある、 キリスト は兹に 普通の 意味に 於て H タレ ー 

ジャ なる 詞を刖 ゐられ たので ある、 所謂 「敎會 の 首長」 として 之 を 使 ひ 給 ふたので はない。 

共 第一 一は 馬太傳 十六 章 十八 節に 於て 錄 された る 言葉で ある、 卽ち 

汝 はぺテ a なり、 我れ 我が 敎會 (H クレ ー ジャ) を此 磐の 上に 建つべし 

と、 キリスト は 其 說敎に 於て 希 躐語を 用 ゐられ ざり しこと は 確かで ある、 故に 希 臘語を 以て 錄 された 

る 新約聖書の 中に 在る 此言 とても 勿論 弟子の 翻譯に 由て 成った 者で ある こと は 明かで ある、 故に キリ 

ストが 發 せられし 如何なる 詞を H ク レ ー ジ ャと譯 したので ある 乎、 其 事 は 今に 至りて 詮索す る も 益の 

無い ことで あるが、 然し 若し 弟子の 翻譯が 正確で あると 假定 して、 それが 必 しも 今 m の 所謂 敎會を 指 

した 者で ない 事は此 一 節の 讀方 如何に 由て 判明る、 此 一 節に 於て 高調して 請むべき 詞は r 敎 N ぼ」 では 

ない、 「我れ 我が」 である、 キリスト は 曰 ひ 給 ふたので ある、 

ぺテ E よ、 汝は我 は キリスト、 活ける 祌の 子な りと 口へ り、 誠に 然り、 我 は 彼れ なり、 我れ 汝に 
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吿 げん、 我 は汝の 名べ テ 11 に 準じ、 汝の此 表白の 磐 (ぺ テラ) の 上に 我が 會衆を 築くべし 

と， 卽ち 猶太 人の 會 衆はモ ー セの 律法の 上に 建てられ しが 如くに、 叉希隨 人の 議會は 其 憲法の 上に 立 

つが 如くに、 キリスト は 彼の 獨特 の會衆 をべ テ P の此表 s の 基礎の 上に 築き 給 ふべ しとの こと を 曰 は 

れ たので ある、 

我れ 我が ヱクレ ー ジャを 建つべし 

と、 我 も 亦 我が 圑體を 作るべし、 規則に 據る にあら す、 法律に 依る にあら す、 ィ H スを キリストと 認 

む る 自由意志 の 發 動的 認識より 出づ る 愛の 信仰 を 基礎と して キリス ト獨特 の 靈的會 衆 を 作る べしとの 

ことで ある、 殊に 「建つべし」 と譯 せられし 原語 oikodomC>s5 は 建設の 意 を 通す る詞 であって 「制定」 

を 意味す る詞 ではない、 卽ち 家屋 造營の 意味より 轉 じて 家庭 建設の 意味に 移りし 者であって、 キリ ス 

トが玆 に 特に 此詞を 用 ゐられ て、 政府に 擬いた る 敎會の 制定 を 避けられ、 家庭に 類した る 兄弟 的圑體 

の 建設 を 目的と せられし ことが 判明る、 制度 的敎會 が據て 以て 其 根底と 見做す キリストの 此聖語 も 之 

を 精し く究 むれば 返て 之 を 破 壌す るに 足る 者で ある ことが 判明る。 

我れ 我が ェ ク レ I ジャを 家庭と して 建てん 

と、 何ん と歷 はしい 言葉で はない 乎、 若し キリストの 敎會 なる 者が あると するならば 斯の 如き 者で な 

くて はならない、 家庭に 類した る 敎會は 何人も 之に 屬 せんと 欲する 者で ある、 法王 あり、 監督 あり、 

規則 あり、 信條 ある 者 は 政府で ある、 家庭で ない、 キリスト は斯 かる 冷めた き 石の 如き 者 を 建てん と 

欲し 給 ふたので はない、 溫 かき 家庭の 如き H ク レ ー ジャ …… 其 建設が キリ ストの 目的で あつたの であ 


以上 は 敎會の 事に 關 して キリストが 述べられし 唯 二つの 言葉で ある、 若し 聖書が 敎會の 事に 關 して 

是れ 以上 を 傅へ ざり しなら ば 後世の ために 實に 幸福であった であら ふ、 然し 事實は 之に 反し、 キリス 

トの 弟子 等 は 其師と 異なりて 重き を 敎會の 第に 置いた、 而 して 其 結果と して 敎會は 終に 今 口の 如き 者 

と 成った、 而 して 此惡 結果 を將來 すに 與 つて 最も 力 ありし 者 は 使徒 パゥ& である、 彼 は 誠に 今日の 敎 

會の俑 を 作りし 者で ある、 使徒。 ハ ゥ II に 由て 敎會 と神學 なる 雙 子が 世に 生れ 出た ので ある。 

然し パゥ と雖も 勿論 敎會 今日の 變 態を豫 期して 之に 關 する 彼の 思想 を 述べた ので はない、 敎會に 

關 する パ ゥ a の 思想 は深玄 にして 高莊 である、 彼の 過失 は 唯 敎會に 重き を 置き 過ぎた事に 於て ある、 

彼に して 若し キリストに 就て 述 ぶる ことより 多くして キリス トに關 する 敎義に 就て 述 ぶる ことより 

くせし ならば、 彼 は 敎會に 就て 多く 述ぶ るの 必要 を 感じなかった であら ふ、 然し、 キリストの 死と 復 

活 とに 就ての 外 は 多く 語る を 好 まざりし バウ „1 は 勢、 止む を 得す 敎義 の保藏 所なる 敎會に 就て 多く 述 

ベた ので ある。  、 、 

バウ 口に 取りて はェ タレ ー ジャは 其 辭義の 通りに 召し出されし 者の 形成す る MIg であった、 彼れ S 

身が 「召されて 使徒と なりし 者」 であって、 信者 は r ィ H ス キリ ストの 召 を 受けし 者」 であった、 彼 

に 取りて は 基督 信者 はすべ て klStos 卽ち 「召されし 者」 であって、 彼等の 相 築って 成りし 者が ek- 

klSsia 卽 ち敎會 であった、 故に パゥ 口に 取りて は 敎會と は 元々 人の 作った 者で はない、 又 人に 由て 作 

られ 得べき 性質の 者で はない、 是れは 神に 簡 まれ、 其 聖召を 受けし 者が、 自づと 互に 相惹 かされて 組 

緻 する 者であって、 其 發起も 制定 も 完成 も 全然 祌 に 在ての み存 すべき 者で ある、 

主 は 救 はる， -者を 日々 敎會に 加へ 給へ り 
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と ありて (行 傅 二 ^四十 七 節〕、 敎會は己を潔ぅして主に_;^- へし者の依て以て作りし團體ではなくして、 

主の 選擇を 受けて 其 救 ふ 所と なりし 者が、 同一 の 恩惠の 主に 引かれて 互に 相 連結して 成った 團體 であ 

る、 故に パゥロ は H ぺソの 長老に 吿げて 曰 ふた 

主の 己が 血 を 以て 噴 ひ 給 ひし 所の 敎會 を牧 すべし 

とハ同 二十 章廿八 節」、 故に 敎會 は何處 まで も 「祌の 敎會」 である、 人の 制定し、 叉 は 支配し、 又は 統御 

し 得べき 性 1^ 只の 者で はない。 

惡 しき 此 世より 召し出されし 者の 集合 體 なる 敎會は 言 ふまで もな く靈的 にして， 界的 にして 人類； S 

である、 其 中に 人種的 叉 は國家 的の iHi 训の あり やう iiin はたい、 

斯 かる 者の 中には ユダヤ人 叉 ギリシャ 人、 或 ひ は 奴 隸或ひ は 自主、 或 ひ は 男、 或 ひ は 女の^な し、 

そ は汝等 皆な キリ ス トイ H ス に 在りて 一 なれば 也 (加 拉太書 三 章廿八 節)、 

主は靈 であれば、 人 は靈に 由ての み 彼と 偕なる を 得、 又 彼と 偕なる を て、 すべて 彼と 偕なる 者と 偕 

なる を 得る ので ある、 故に バウ n は 曰 ふたので ある、 

敎會は 彼 (キリスト) の 身^に して 彼 は 其 n ハ！： なり 

と (aa 羅西書 一 章 十八 節)、 叉 

我等 は 彼の 身の 肢 なり、 彼が 肉より 55 で、 彼が 骨より 出たり 

と (a 卯 所 誊五章 三十 節〕、 而 して 身と 云 ひ 體と云 ひ、 肉と 云 ひ 骨と 云 ひたれば とて、 キリスト は 敎會の 

靈魂 であって 敎會は 彼の 肉體で あると 云 ふたので はない、 キリスト も 敎會も 全然 靈的 の ものであって、 

一 一 者の 相 關聯す る こと 恰 かも 身體 各部 の 相 關聯す るが 如しと 云 ふたので ある、 卽ち 今日の 科學的 術語 


を 以て 言 へ ば敎會 は靈的 有機 體で あると 云 ふたので ある、 

敎會 は 彼の 身體 なり、 萬 物 を 以 て 萬 物 に滿 たしむ る 者の 滿 てる 所な り 

と (以卯 所 書 一 章廿三 節)、 卽ち キリストの 靈の滿 ち 溢る、 所な りとの 意で ある、 卽ち キリス トの 敎會な 

る 者 は 在る に は 相違ない が、 是れは 神の 國と问 じく 此に視 よ 彼に 視 よと 人の 言 ふべき 者で ない、 共 首 

が 既に 天に 昇りて 父の 右に 坐す る 者であって、 其 身 體も亦 彼と 共に 死して 甦りし 者で ある、 深く バウ 

0 の 敎會觀 を 究めて 彼の 唱 へし 敎會の 全然 地 を 離れた る 者で ある ことが 判明る、 以弗所 書 叉 は哥羅 西 

書に 現 はれた る バウ c の 敎會觀 を 以て 今 口 世に 行 はる k 地上の 敎會の 辯 護と なすこと はお 來 ない。 

然しながら バウ ：！ の 敎會觀 は 容易に 誤解され 又 俗化せられ ざる を 得なかった、 彼の 死後 数ハ 牛なら す 

して、 或 ひ は旣に 彼の 在世中に、 彼に 由て 成りし H クレ ー ジャは 純然たる 此 世の 敎會と 化した、 其屮 

に 多くの 弊害 は 現 はれた、 監督 叉 は 執事に して 酒を嗜 み、 人を擊 ち、 財 を 貪る 者 あるに 至った (提- ぼ 

太 前書 三 章 を 見よ)、 叉 其 中に、 デォテ レぺス の 如き、 自ら も 兄弟 を 接け す 叉 之 を 接 けんとす るお を も 

妨げて 敎會 より 黜 くる^が あるに 至った (約 翰 第三 書 を 見よ )、 ョ ハネの 默示錄 が 著 はされ し 時には 

旣に アジアの 七敎會 にして 一 として 完全なる 者な く、 或 ひ は 世と 親しみ、 或 ひ は 異敎に 降り、 或 ひ は 

偽善お を 納れて 激烈なる 咎 責を老 ひたる 使徒より 招く 者 あるに 至った、 靈的 たるべき エタ レ ー ジャを 

敎會 とし て 外に 現 はさんと して 此悲む ベ き 結 ra^ に 終らざる を 得な い 、 使徒 等 は キリストに si-f ばす し て- 

敎會に 就て 餘 りに 多く を 語りて、 其 迅速なる 墮 落と 腐敗と を 招いた ので ある。 

然れば 我等 は 敎會の 事に 關し て も 亦 使徒 を 離れて 單 純な る キリストに 還るべき である、 キリストが 

「我が ェクレ ー ジャ」 と 稱し給 ひし；^ は 腐敗の 危險の 少しも 無い 者で ある、 S れは眾 に 愛 を 以て 法則 
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となす 〔i 庭 的園體 である、 

我が 名に 由り て 一 一人 叉 は 三人 共に 相 集まる 處には 我 も 亦 其 中に 在るな り 

と (馬 太傳 十八 章サ 節)、 キリストの 言 はれし 其 敎會の 中に 爭鬪、 嫉妬、 陷擠 等の 行 はるべき 餘地 はない 

叉 

汝等は ラビ (敎師 ) の 稱を受 くる こと 勿れ、 そは汝 等の 師は 一人 卽ち キリスト なり、 汝等は 皆な 

兄弟な り、 叉 地に 在る 者 を 父 (師父〕 と稱 ふる 勿れ、 汝 等の 父 は 一 人卽ち 天に 在す 者な り 

と (馬 太 傳廿三 章 八 I 九 節)、 キリストの 此明訓 あるに 關 はらす、 或 ひ は 法皇 を 呼んで パパ (父) と稱 し- 

牧師に 授 くるに 尊者の 敬稱を 以てし、 愛の H タレ ー ジャを 化して 權 能の 敎 會と爲 したる が 故に、 基督 

敎會千 九 百年 間に 涉る 悲慘の 歷史は 演ぜられ たので ある、 ル ー テルの 親友に して 宗敎 革命の 先導者の 

1 人なる メラ ンクト ンは 死に 臨んで 叫んで 曰く、 

神よ 願く は 我 を祌學 者の 手より 救 ひ 給 へ 

と、 實に 恐るべき 者に して 敎會 の產 たる 神學 者の 如き はない、 カルビ ンはル ー テル を 攻め、 ル， ー テル 

は カル ビン を 攻め、 而 して 二者 相 合して 一面に は羅馬 天主 敎會 に當 り、 他面に は 非洗禮 者と 稱 へられ 

し當 時の 獨立 信者の 撲滅 を 計った、 是れ 皆な キリストの 理想 を 離れて 地上の 敎會を 制定 せんとし たか 

ら である、 H タレ ー ジャ をして キリストの へ られし 「我が ェクレ ー ジャ」 として 止めて、 此は 愛す 

ベく して お ふべき 者たら ざる を 得ない、 余輩 は斯 かる ェクレ ー ジャに 人らん と 欲する、 然れ ども 此世 

の敎 會に屬 せんとし ない、 前者 は 誠に 

ちと 

聖き 城なる 新ら しき H レサ レム、 倘へ整 ひて 祌の 許より 出 て 天より 降りた る 者 


である c 默 示錄廿 一章 二 節〕、 後者 は 

謊言 をい ふ サタン の會 

である (同 三 章 九 節)、 信者 は 何人も 前者に 納 けられん こと を 望む ベ きで ある、 後者 は 此^の 一 部分で 

あれば、 此位を 去る と 同時に 別るべき 者で ある。 


初代の 敎會は 如何なる 者な りし 乎 

ラウ シ ヱン ブッシュ 氏 近著 『某 督敎と 社會の 危機』 を 請んで 感ぜし 所の 一 節。 

初代に 敎會の 有った こと は 余輩と 雖も 否まない、 乍然、 其、 今日の 敎會の 如き 者でなかった こと は 

余輩の 信じて 疑 はない 所で ある、 名 は 同じく 敎會 である、 然し 其赏に 於て は 二者の 間に 雲泥の差が あ 

つた。  ， 

而 して 二者の 相違 は淸 濁の 相違で ない、 其據て 立つ 根本の 相違で ある、 初代の 敎會と 今 代の 敎會と 

は 其 主義、 精神、 性質 を 異にして 居る。 

今の 敎會と 云へば 主として 神 を禮拜 する 所で ある、 會堂は 之 を禮拜 堂と 稱し、 其 敎師は 主として 祭 

司で ある、 祈禱 あり、 洗禮式 あり、 聖餐式 あり、 之に 伴 ふに 聖書の 誦讀が ある、 今の 敎會 より 禮拜的 

分子 を 取 除いて 淺る所 は零碎 である、 語を換 へて 曰へば 今の 敎會は 信者の 宗教心 を 主る 所で ある、 彼 

初代の 教舍は 如何なる 者な りし 乎  一七 一 
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初代の 敎會 である。 

信者の ために 生活の 道 を 設け、 食膳 を 共に して 親密 を 計り、 更らに 進んで 子弟に 敎育を 施した、 0 

加傳を 受取りし テ ョピ 0 の 場合の 如きが 善く 此事を 示す 者で ある、 

汝が敎 へられし 所の 確 實を曉 せんと 欲へ り 

と は 路加 傳が 書かれし 目的であった (一章 四 節)、 其 他 貧者の 救濟に 就て、 寡婦の 處 置に 就て、 敎會は 

深慮 熟考 を 施し、 特に 長老の 職 を 設けて 此重 住に 當 らしめ た C 使徒 行傳六 章)。 

斯の 如くに して 初代の 敎會は 今の 敎會と は 全く 其 性質 を 異にし、 神殿の 性を帶 びす して、 社 會の質 

を 具へ て 居った、 其 時、 信者 は單に 祌を拜 し、 道を說 くに 止まらす して、 キリストの 精祌を 以て 注 人 

された る 社會を 作り、 之 を 以て 世に 臨み、 世 を キリストに 化せん とした、 是れ實 にパゥ 口の 所謂 r キ 

リストの 體」 であって、 今日の 言葉 を 以て 言へば 「基督 的 社交 團」 であった、 其、 世 を 化する に 方て 

非常に 力 ありし 理由 は玆に 在った ので あると 思 ふ。 

信者 は 皆な 偕に 在り、 すべての 物 を 共に し、 其 産業と 所有 を 驚り て 必要に 從 ひて 之 を分與 へぬ、 

彼等 は 日々 心 を 合せて 殿に あり、 又 家に 在りて は パン を 割き、 歡 喜と 誠心 を 以て 食 を 共に し、 祌 

を 讚美し、 すべての 民に 悅 ばる、 主、 救 はる i 者 を 日々 敎會に 加へ 給へ り、 

と、 單に 使徒 等の 說敎に 由て はない、 信者 全體の 一致 和合の 生涯に 由て、 キリストの 福音 は 最も 明 

白に 世に 示され、 民 は 之を悅 び、 爭 つて 自 から 進んで 敎會に 加 はりた るので ある、 

はらから あ ひ； J つ  ，-.-,0 

視ょ、 兄弟 相睦 みて 偕に 居る は 如何に 善く 如何に 樂し きかな (詩篇 第 百 三十 三篇 一節 ：}。 

汝等 若し ^=1 に 相愛せば 之に 由り て 人々 汝 等の 我 弟子なる こと を 知るべし (約 翰傳 十三 章 三十 五節)。 


世に 愛に 3^ さる 有力なる 說敎 はない、 初代の 敎會が  一 口に 一 一千 三千の 新たなる 信者 を 其 巾に 加へ しと 

云 ふ は 其 上に 愛の 聖靈が 降って、 夥しく 愛の ra^ を 結んだ からで ある。 

然 らば 誰か 試みん 此試驗 を、 或 ひは那 須野ケ 原に 於て、 或 ひ は 十 勝の 平原に 於て。 小な りと 雖も： 大 

國の建 を 地上に 試みて、 縱し k は必す 失敗に 終る とも、 其傳道 上の 效果は 干 百の 敎會を 建つ るに 勝 

さる こと は 言 はすして 明かで ある。 


制度と 生命 

今や 基督 敎は 基督 敎會 である、 而 して 敎會は 制度で ある、 而 して 制度 は 善き ものであるが 故に 歐米 

の 基督 敎 信者 等 は敎會 制度よりも 善き もの は 無い と 思 ふに 至った、 彼等 は 善く 安息日 を 守る、 彼等 は 

大食 堂 を 建築して 規則正しく 其內 に集會 する、 彼等 は 神 學者を 雇 ひ 来て 其說敎 を謹聽 する、 彼等 は 外 

國に宣 敎師を 遣りて 世界 敎化を 計る、 彼等 は實に 彼等の 敎會 制度 を 以て 多くの 善 且つ 大 なる 事 を爲し 

つ k ある、 然し 乍ら 彼等 は 世に 制度よりも 善き もの \ 有る 事 を 忘れた ので ある、 生命 は 制度よりも 善 

く ある、 生命 は 規則 を 以て 働かない、 生命 は必 しも 信仰 箇條 として は 現 はれない、 生命に 不規律なる 

所が ある、 生命 は 或 時 は氣儘 勝手の やうに 見える、 生命 は獨り 働いて 隊を 組んで は 働かない， 生命 は 
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制度の 爲し 5£ る 多くの 事 を爲し 得ない、 然れ ども 生命 は 生命であって 制度 以上で ある、 制度 は 結 品 

である 然ら ざれば 機械で ある、 而 して 金剛石 は 結晶 體 として 贵く、 機 關車は 機械と して 有力な りと 雖 

も， 一 塞の 艸、 叉 は 一尾の 魚に 遙に 及ばない ので ある、 其 如く 敎會 制度 は 如何に 贵く 如何に 勢な り 

と雖も 一 人の 眞 信者に は 遠く及ばないの である、 眞 信者に 大 制度に 於て a る 能 はざる 新鮮なる 生々 し 

たる 自鋤 自發 的の 所が ある、 野艸の 光澤が ある、 樹林の 馨が ある、 彼に 組織 祌學 はなく、 署名せ る 信 

仰 簡條は 無しと 雖も、 祌を 父と 呼び、 ィ H スを赠 主と 仰ぐ 堅き 深き 信念と 實驗 とが ある、 彼 は 彼の 信 

仰を說 明す る こと は 出来ない、 然し 乍ら 子が 父に 對す るの 心 を 以て アバ 父よ と 呼びて 祌に 縫る、 敎會 

が 規則的に 機械的に 敎義 的に 神に 事 へんと する に對 して、 信者 は 自然 的に 自發 的に 彼に 順 ひ 彼の 命 を 

行 ふので ある。 

而 して 制度 を 霊 耍視 する；^ は 常に 生命 を 危險視 し 叉 害物視 する ので ある、 そ は 一 一 者 は其實 在の 根抵 

を M (にす るからで ある、 機械に 在りて は 生命 は 不法で ある、 生命に 在りて は 機械 は 死滅で ある、 機械 

を 壞っ者 は 生命で ある、 生命 を 壞っ者 は 機械で ある、 二者の 關係は 律法と 信仰との それで ある、 二者 

は 到底 兩 立し 得ざる^ である、 故に 眞信 仰の^に 現 はる、 や 制度なる 敎會 は必す 之に 反對 したので あ 

る、 預言者 ァ モ ス 出て 神の 一一 一一 II を宣傳 ふるや、 ベ テルの 祭司 ァ マ ジャは 彼 を 王に 訴へ て國 外に 放逐 せん 

とした、 

而 して アマ ジャ、 ァ モスに 一一 一一！ I ひける は 先見者よ (嘲け りて 斯く稱 す) 汝往 きて (イスラ H ル 以外 

の) ュグの 地に 逃れ 彼處 にて 預言して 食物 を 得よ と 〔亞 麼士 害七牵 十二 節〕、 

卽 ちべ テルの 神殿 (敎 會〕 はァ モスの 活ける 言 を 以てして は 立つ 能 はざる に 至った ので ある、 「彼の 


諸 の 一一 一一 II に は 此地も 堪る能 はざる 也」 と 祭司 は 曰 ふた (十 節)、 玆に 制度と 生命と は 衝突した、 而 して 

制度 を 救 はんがた めに 生命 は 排斥せられ たので ある、 而 して 同じ 衝突が M ホバ の 室の 宰の長 (今： u の 

所謂 大 監督」 なる パ シ ュ ルと 預言者 H レ ミヤとの 間に 起った、 

是に 於て パ シ ュ ル 預言者 M レ ミヤ を 打ち M ホバ の 室に ある 上の ベ 一一 ャミ ンの 門の 桎榜 に楚 げり 

そのと き 

と ある (耶利 米亞記 二十 章 二 節)、 當 時の 敎會も 亦 神の 活 きたる 言を傳 ふる 預言者 ェ レ ミヤに 於て 其大馨 

敵 大破 壞者を 見た ので ある、 パリ サイの 人、 サド カイの 人、 へ 口 デの黨 等が ナザレの イエス を惡 み、 

終に 彼 を の 中より 除き 去りた る も 亦 同じ 现. e に 因 るので ある、 祌 の子ィ H スの 彼等の 間に 現 はる i 

ありて、 彼等が 據て 立ちし 舊き 堅き 制度が 其根抵 より 覆へ されん としたから である、 制度の 舊 き革襄 

は 生命の 新しき 葡萄酒 を 盛る に 堪えなかった ので ある。 

余 は 斯く言 ひて 制度と 機械と は 全く 不用で あると 言 ふので はない、 機械 は 犬なる 事を爲 した、 而 

して 犬なる 事を爲 しつ、 ある、 機械 は 距離 を 縮め 時間 を 減じた、 機械に 由て 人類 は 天然の 征服 を 完成 

しつ.^ ある、 實に 機械に 由ら すして 近世 文明なる 者はなかった、 第二 十， 紀 文明 は 主として 機械の 賜 

物で ある、 然 りと 雖も 機械 は 生命の 場所 を 取る こと は 出来ない、 機械 は豫言 者と 詩人と 美術家と を產 

まない、 然り 機械 其 物が 所謂 天 ォの產 である、 機械 は 無くと も 生命 は 存立す る、 然れ ども 生命が 絕ぇ 

て 機械 は 消失す るので ある、 機械と 生命と 比べて 生命 は 言 ふまで もな く 優 かに 機械 以上で ある。 

其 如く 信仰 は 制度 以上で ある、 制度 は 信仰の 產 である、 信仰 は 主であって 制度 は從 である、 信仰 は 

制度に 由て 起る 者で はない、 神に 由て 起る 者で ある、 制度の 用た る祌の 起し 給 ひし 信仰 を 保存し 繼綾 

する に過ぎない、 制度に 發起 的なる 所 はない、 創造的なる 所 はない、 信仰の 常に 自働 的なる に對 して 
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制度 は 常に 他顿 的で ある、 信仰の 獨立 的なる に對 して 制度 は依賴 的で ある、 信仰 は祌と 自己と より 外 

の 物に 賴ら ざらん と 欲し、 制度 は 政府の 授助 社.^ の贊 成に 與か らんと 欲する、 信仰と 制度と は 其 存立 

の 主義 を 異にする * 故に 信仰 は 常に 制度の 覊 粋より 脫 せんとし、 制度 は 常に 信仰 を 厭 ひて 之 を 己に 服 

從 せしめん とする。 

第 二十^紀 は 機械の 時 t: である、 故に 制度の 時代で ある、 機械 萬 能の 時 であるが 故に 又 制度 萬 能 

の 時代で ある、 第 二十世紀の 精神に 反對 する 者に して 實は 活ける 信仰の 如き はない ので ある、 第二 十 

I 紀は 制度 を 離れた る、 或 ひ は 之 を 超越せ る 生命 又は MIK 叉 は 信仰 を嫌惡 する、 此 世紀 は 人類の 原罪 

を 信じない、 而 して 之に 代へ て 社會の 調和 を 破る を 以て 最大の なりと 信す る、 社會の 善良なる 會員 

たる 事、 其 事が 此^ 紀が 要求す る 最大 道德 である、 善き 會員 である 事、 順良なる 國！ 1^ である 事、 忠實 

たる 敎會 員で ある ler 第 二十^紀の 道 德は此 一事に 歸す るので ある、 故に 比 化紀に 在りて は 敎育も 傅 

ビジネス  ビジネス 

道 もす ベて 事業と 成った ので ある、 何事 も 事業で ある、 前以て 計算の 出来る 事業で ある、 國家も 敎<^ 

も大機關大制度でぁれば國：！！^^信者もすべ て村片 である、 而 して 之を統 一 する 者 は 事業 〔\A 卽ち 機關士 

である、 政治家、 敎育 家、 宗教家、 智な 悉く 事業 {5^ 卽ち 機關士 である、 人格の 事、 靈 魂の 事、 信仰の 

事に 關 して は 彼等 は 全然 沒交涉 である、 彼等 は 機械と して 國 家と 敎會 とを极 ふので ある、 彼等の 眼中 

に は 機械 制度が あるの みであって 生命 信仰 は 無い ので ある。 

然し 乍ら 斯 かる 時代 は 第二 十 I 紀に 限らない ので ある、 ネブカ ドネ ザル王 治下の バビ ロン 帝國 旺盛 

時代 は靳 かる 時代であった、 叉ァゥ ガス タス 帝統 下の 羅馬 帝國 隆盛 時代 は斯 かる 時代であった、 又 力 

] ル 第五 批 配下 の 獨逸帝 画 統治 時代 は斯 かる 時代であった、 而 して ネ ブカド ネザ ル の 下に 預言者 ダ _ 一 


H ル は 火中に 投 せられて 焚かれん とした、 ァゥガ ス タ スの 下に 主ィ ヱス キリス トは 十字架に 釘け ら^ 

た、 力 ー ル第 五世の 下に ル ー テル は 先哲 フッス に 傲 ひ 異端の 故 を 以て 燒 殺せら れんと した- 此 世の 勢 

力 は 常に 大 制度と して 現 はれ、 眞 生命 眞 信仰 を壓 潰さん とする、 實に 人類の 歷史は 制度 對生八 叩の 衝突 

史 である、 而 して 機械なる 制度 は 常に 勝つ やうに 見えて 實は 負ける ので ある、 生命なる 信仰 は 負ける 

やうに 見えて 實は 勝つ ので ある、 かも 天然 界に 於て 物理的 勢力 は强 いやう に 見えて、 ：；！ き 脆き 生命 

を 殺さん として 殺す 能 は ざ るが 如くで ある、 而 して 孰れの 世に 在て も 機械的 制度 は 其 跡 を絕た ない の 

である、 時代に 依て 其 形 狀を變 へて 今に 到る も 依然として 其舊 時の 勢力 を 揮 ふので ある、 バビロン 帝 

國の 原理 は今尙 ほお 續す るので ある、 フ ッス、 サ ボナ & 1 ラ 等を燒 殺せし 羅馬 天主 敎會の 精神 は 其-反 

對に 立ちし 新敎諸 敎會に 由て 持 綾 せらる i ので ある、 制度 は：！： 時まで も 制度であって 機械で ある、 制 

虔は 生命 を 厭 ふ、 ベ テルの 祭司 ァ マ ジャが 預言者 ァ モ スを脈 ひしゃう に、 又當 時の 大監 督パ シュル が 

預言者 M レミ ャを嫌 ひしゃう に、 今も尙 ほ敎會 制度の 代表者 等は祌 より 直接に 遣られし 信者 を 忌み 1 

ふので ある、 而 して 其 理由 は 明 A である、 機械の 制度 は 生命の 信仰と 兩立 しないから である、 敎會の 

監 5^ は 自由 信者 を 排斥して 其監 奪た もの 義務 を 架た しつ k あるので ある。 

制度と 生命と は兩 立し ない、 然し 乍ら 此^に 於て 制度 も 必要で ある、 生命 も 必要で ある、 而 して 二 

者 は 衝突 を 免 かれない ので ある、 而 して 人世と は斯 かる 者で ある、 人世 は大 矛盾で ある、 而 して 其大 

矛 t5 の 底に 大 調和が あるので ある、 生命 は 機械 力の 壓迫對 杭に 由て 絕 えす 進歩 發 達する ので ある. 造 

化の 目的 は 完全なる 生命の 出現に 在る、 イエ スは曰 ひ 給 ふた 「我が 臨り し は 羊 (弟子) をして 生命 を 

得さし め、 豊かに 之 を 得さし めんた め 也」 と (約 翰 傳十章 十 節)、 而 して 此 生命 は 外界の 機械 力の 壓迫 
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だしに は 得られな いので ある、 爾 制の 無い 所に 自由の ないやう に、 制度の 無い 所に 生命 は 無い ので あ 

る、 此 意味から 見て 制度 は 神の 定め 給 ひし 者で ある、 故に 敬 ふべき 者で ある、 反抗すべからざる 者で 

ある、 彼 をして 我 を 殺さし めて 我が 生命 を 完成う すべき 者で ある、 主 イエスが ピラトと カャ パスに 已 

を 殺さし めて 其 生命 を 完成う し 給 ひしゃう に、 我等 も 亦 今の 世界 勢力 をして 我が 上に 其 威力 を撺 はし 

め て 我が 生命 を 完成う す ベ き で あ る。 

人 乎 制度 乎 

(友人 某と 散歩しながら 語りし 所) 

ィ ェ ス又 彼等に 曰 ひける は 安息日 は 人の ために 設けられ たる 者に して 人 は 安息日の ため に^けら 

れ たる 者に 非す (馬 可 傳ニ章 サ七節 〕o 

是は實 に 雄大に して 實に 深遠 にして 又實に 有難い 一一 百辭 である、 是を 以て 人の 自由と 尊厳と は 確定せ 

られ たので ある， 安息日 制度 は 時の ュダ 人が 非常の 重 を 置いた 所の ものである、 然るに ィ H スは人 を 

救 ふために は 之 を も 破棄して 人の 制度 以上の 者で ある こと を 示し 給 ふたので ある。 

然り、 人の ために 設けられ たる 政府であって 政府の ために 造られた る 人で はない、 人の ために 設け 

. られ たる 敎會 であって (若し 敎會 にも 其 存在の 必要が あると ならば) 敎會 のために^ けられた る 人で 


はない、 世に 人よりも 重き 制度 は 一 つもない 害で ある。 

此 世に 於け る 社 會的又 精神的 事業の 成敗 はィ H ス の 此言辭 を 心に 記む ると 記め ざると に 由て 定まる 

ので ある、 余輩 は 特に 此事 を傳道 事業に 於て 見る ので ある、 すべて 人よりも 制度 を 先にす る傳 道は始 

めより 失敗と 定 つて 居る、 其 費す 金の 高 は 如何に 多き も、 其 之に 從事 する 人の 才能 は 如何に 高き も 其 

業に 旣に呪 はれた る 事業で ある こと は 始めより 明かで ある、 之に 反して 何よりも 人 を 先き にし、 之に 

對 して 無限の 同情 を懷 き、 之 を 救 はんがた めに は 何 をも棄 て、 何 を も 犠牲に 供 せんとす る 心が あって 

傳道は 始めより 成功と 定 つて 居る、 斯 かる 傳 道に 從 事して 資金の 缺乏の 如き は 顧る に 足りない、 智識 

の 缺乏も 亦 些少の 障害と ならない、 我等 は 人 を 愛して 其 時旣に 成功して 居る ので ある。 

敎會は 壤れて も 良い、 祌學は 破れても 良い、 聖書 其 物 も 魔れ て も 良い、 唯 貴き は 人で ある- 其靈魂 

である、 其 自由で ある、 之 は 誠に 萬 物の 靈 であって、 之れ 以上に 貴い 者 は 神の 造り 給 ひし 者の 中に 無 

い、 故に イエス は 曰 ひ 給 ふたので ある、 

一人の "E§i: ある 人悔 改めな ば 天に 於て 喜び あらん 

と (路加 傳 十五 章 七 節」、 天に 於て 喜び あらんとの 事で ある、 天 は 歡聲を 以て 鳴り渡 らんとの 事で ある、 

地に 於て 人が 敵軍 を 破り、 其 數萬人 を 屠りたり とて、 歡 呼して 狂ひ騷 ぐが 如くに、 天に 於て は 一人の 

罪人が 悔 改めたり とて、 天の 萬 軍 は 凱歌 を 奏し、 其 一昔 響 は 星より 星へ と傳 はりて 宇宙の 極にまで 及ぶ 

とのこと である。 

神 は 人と は 異なり、 數十萬 人の 生命 を 犠牲に 供して 璲し國 家の 隆盛 を 喜び 給 はない、 神 は 叉 人と 異 

たり、 信徒の 信仰よりも 敎會の 盛大 を. ば！ 1- んで 止まざる 今の 基督 敎會 なる 者の 事業 を 喜び 給 はない- 貴 
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い 者 は 人で ある、 國家 ではない、 敎會 ではない、 是等 はすべ て 人に 役 ふべき 者で ある、 是を 先き にし 

て 彼 を 後に する は 偶像 崇拜 である、 キリ ストの 福 昔で はない。 

人 を iy きにせん 乎、 制度 を 先き にせん 乎、 是に 由て 霊と肉、 進步と 退歩、 自由と 束縛、 の^は (疋ま 

るので ある、 ユダヤ人 は 一一：； C ふた、 安息日 制度 は 人よりも 賁 しと、 然るに イエス は 之に 答へ て 言 ひ 給 ふ 

た、 否な 然ら す、 人 は 安息日 制度と モ ー セの 律法よりも a しと、 天主 敎徒は 云 ふた、 羅馬 敎會は 人よ 

り も a しと、 之に 答へ てル ー テル は 云 ふた、 否な 然ら す、 人 は 如何に 賤 しき 者な りと 雖も其 一人 は 全 

羅 馬敎會 よりも 貴し と、 英 國の贵 族と^ 侶と は 云 ふた、 我 聖公會 は 神の 敎會 にして 使徒より 速 綾して 

綿々 として 今 曰に 至りし 者な りと、 之に 答へ て ウェス レ ー は 云 ふた、 或 ひは然 らん、 然れ ども 人 は 何 

人 も 其靈に 於て 聖公會 に 依らす して 直に 神の 恩惠に 接する を 得べ しと、 宗敎的 革命と は 何でもない、 

唯 人 を 先き にして 制度 を 後に する ことで ある、 人が 其 適當の 地位に 置かる- - 時に 舊きは 去り 新ら しき 

は來 り、 宵 僚と 僭 侶と は迹を 絶て、 祌が 直に 其 子に 於て 現 はれ 給 ふので ある。 

昔し に 於て 爾ぅ であった、 今に 於て 雨う である、 吾人が 今日 要する 改革と て 他の 事で はない- 人が 

制度に 優 さりて ま： せられん ことで ある、 歌と 香と を 以て 祌を拜 せす して、 人に 小なる 善を爲 して エホ 

パ の 神 を 祭 らんこと で あ る、 祌 學を鬪 はし て 神 を 讚め ん とせす して 愛 を 交換し て 彼 を 喜ばし 奉らん こ 

とで ある、 敎會の 盛大 を 祝せ すして 小者の 改 悔を賀 する ことで ある、 余 W は キリストの 幅 音 を 斯の如 

くにして 解した、 若し 人に 善を爲 すと 云 ふ 事の 外に 福音の 奥義が 存 するとな らば、 余輩 は 之 を 無 川 物 

として 斷然 排斥す るに 路 しない。 


敎會と キリスト 


我等 は キリス 卜 を 信す るに 方て 敎會 の キリス トを 借り 來て彼 を 信す る ので はない、 キリスト は敎會 

の 尊 有 物で はない、 彼 は 神の 有であって 又 人類の 有で ある、 洽 かも 太^ は 一 國叉は 一 階級の 專有 物で 

はなく して、 全世界 全人 類の 有で あると 同然で ある、 故に 我等 何人と 雖も 人と して 生れ 來 りし 以上 は 

キリ ス トを 我が 救 主として 有つ の 權利を 有す、 彼に 救 はれん がた めに 我等 は敎八 E に 由る の 必要 はない、 

恰 かも 太陽に 照らさ れんがた めに、 我等 は 或る 特^の 所に 往 くの 必要がない と 同然で ある、 我等 はた 

だ 蒼き 空 天の下に 立ち 天 を 仰いで 身 を 太陽の 光線に 曝ら せば 足りる ので ある、 其 如く 我等 キリ ストに 

救 はれん と 欲すれば 我心 を虛 うし、 彼 を 仰ぎ 瞻れば 其 時 直に 救 はれる ので ある、 義の 太陽なる キリス 

トは 何々 敎會と 云 ふやうな、 其ん な狹ぃ 穴の 中からの み覘 くことの 出来る 者で はない、 彼 は 宇宙 丈け 

それ 丈け 廣く ある、 人と 云 ふ 人に して 彼に 救 はれん と 欲して 直接に 彼に 救 はれない 者 は 一 人 もない 苦 

である、 キリスト を 敎會の 中に 探らん と 欲する 者、 又 敎會を 以てする にあら ざれば 人 を 救 ふ 能 はすと 

思 ふ 者 は、 未だ 祌の キリスト、 人類の 救 主、 萬 物の 復興 者と して 彼 を 認めない 者で ある。 

余輩の 見る 所 を 以てすれば キリスト は 今 尙ほ敎 會の捕 虞と して 存し給 ふ、 斯く言 ひて キリス 卜 は 弱 

い 者で あると 云 ふので はない、 敎會が 彼 を 自己の iaff 有 物で ある 乎の 如くに 思 ふて、 彼の 萬 民に 其 救 主 
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として 受けら る- - こと を 妨げて 居る と 言 ふので ある、 敎會は 今や キリストに 關 して、 昔し パリ サイの 

人々 が 神に 關 して 爲し& が 如くに 爲 しつ k ある、 

汝等 天國を 人の 前に 閉ぢ て自 から 入らす、 且つ 入らん とする 者の 入る を 許さす 

と (お 太傳サ 三の 十三)、 敎會は キリス トを 己が 有 物で ある 乎の 如くに 思 ふて 自 から 其 救 ひに 與 かる 能 

はす 且. 又 人が 彼に 由て 救 はる、 の 妨害 を爲 しつ 、ある、 キリ ストの 救拯 をして 萬 民に 普及せ しめんが 

爲 めに は 彼 を 敎會の 手より 奪い まつる の 必要が ある、 而 して キリス ト を敎會 の俘囚 より 釋 放っと 云 ふ 

の は、 彼の 光 を 遮る 敎會を 取 除く と 云 ふこと である、 而 して 敎會を 取 除く と 云 ふの は 人 をして 敎會に 

由ら すして 直に キリストに 到らし むる ことで ある、 何にも 敎會を 毀つ の 必要 はない、 敎 會の必 耍を認 

めなければ、 それで キリスト は 敎會の 俘 囚を脫 し 給 ひて 直に 萬 民 を 照らし 給 ふので ある。 

余輩の 此 言の 決して 過激の 一一 p でたい こと は 西洋 諸國に 於け る 基督 敎の狀 態 を 看れば 善く 判明る、 西 

洋諸國 に 於て は 基督 敎と 基督 敎會と は 同一 物で ある、 敎會を 離れて 基督 敎 あるな く、 基督 敎 とし 云へ 

ば必す 敎會の 奉す る宗敎 として 認められて 居る、 故に 彼國に 於て は 敎會を 去る 者 は必す 基督 敎を棄 て、 

,5  f9ff99*9999f9999990  99999999 

敎會に 反く 者 は必す キリストに 反く、 基督 敎會を 離れても 基督教が 在る と 云 ふ は、 西洋 諸國に 於て は 

參 ，誊， 拿99拿9攀 誊 I， 摯 9  わ き 仁-っ 

信者 不信者 共に 信ぜざる 所で ある、 故に 多くの 誠實 な. る 人に して、 敎 會に飽 足ざる がた めに キリスト 

を 去った 者 は澤山 在る、 詩人 シ エリ I の 如きが 其 著名なる 者の 一 人で ある、 彼 は 公然 自 から 稱 して 無 

神 論者で あると 云 ふた、 然れ ども 彼れ と 同時代の 英國 人に して 彼れ に 優 さりて 正義 を 愛し、 人道に 忠 

實 なる 者はなかった、 彼の 理想と せし 所 は 全然 ィ H ス キリス 卜の それであった、 彼 は 武力に 依らざる、 

無抵抗主義の 上に 立つ 社會の 建設 を唱 へた、 彼の 詩 を 讀んで 余輩 は 如何にしても 無神論者の 詩 を讀む 


やうな 心地が しない、 然し 彼 は 公然と 言 ふた 「余 は 無神論者 なり」 と、 而 して 英國の 社 會も义 「無祌 

詩人」 として 彼 を 認めた、 實に 歎すべき の 極と は此 IsH じある、 キリストの 心 を 最も 深く 解した 人が 自 

から も撣ら すして 無神論者 であると 唱へ、 世 も 亦 彼 を 無神論者と 呼んだ ので ある、 灭に 在りて 此事を 

視た まひし キリス トは 熱き 淚を 注ぎて 泣き 給 ふたに 相違ない。 

然し シ H リ ー の 如き 場合 は 西洋 諸國に 於て は澤 山に 在る、 米國に 在て は 敎會に は守錢 奴と 稱 ばれ、 

自身 は 其 設立し 孤 兒大學 に 敎會の 職員た る 者の 入る を 許さなかった スチ， ブン . ジラ I ドが 偉大なる 

人道 の 主 唱者 であり、 愛と 自由の 實 行者で ありし こと は 曾て 本誌 に 於て 述 ベ た 通りで あ る (本 全集 第 十 

四卷 『時事』 七三 四 頁 以下 參照— 編者〕、 叉 英國に 於て は チヤ一レス • ブラッド 口  I と 云へば 無神論者の 

豆 魁と して 敎會に 蛇蝎 鋭され、 彼が 選ばれて 議會に 人る や、 議會 は三囘 まで 彼が 無神論者 たるの 故 を. 

以て 彼の 議席 を 奪った、 然るに 彼 は 奮闘 弛ます、 議會に 彼の 議席 を 維持した のみなら す、 議會 をして 

終に 彼 の 如き 無神論者 は 聖書 の 上 に 手 を 蘆て 憲法 擁護 を 誓約す る を 要せす 唯 誠 實を以 て 口 に 誓 ー百 すれ 

ば 足る との 法律 を 通過せ しめた、 而 して 斯 くも 無神論の ために 奮闘した 彼れ ブラッド 口 ー は 如何なる 

人で ありし 乎と 云 ふに、 貧者に 對し、 勞働 者に 對し、 殊に 自己の 敵に 對し、 キリストの 執 一 愛と 同情と. 

肴恕 とを懷 いた 人であった、 余輩 は 彼れ ブラッド B 1 の 傳記を 讀んで 余輩 も 亦 若し 日本に 生れす して 

英國に 生れ、 彼が 英國の 基督 敎會に 扱 はれし やうに 余輩 も极 はれし ならば、 余輩 も 亦 ブラッド 口 ー と 

等しく 無神論者 となり、 敎會 と其唱 ふる 基督 敎に對 して 奮鬪 したで あら ふと 思 ふ。 

其 他 トマス. ペインに 就て、 ミルに 就て、 哲 學者ス ペン サ I に 就て、 評論家 フレデリック. 

ハリソンに 就て 余輩 は玆に 語らない、 余輩 は 如何にしても 彼等が ィ ェ ス キリストの 敵で あると は 思へ 
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ない、 彼等が キリストに 反いた と 云 ふの は 基督教 Z きに 反いた ので ある、 若し 基督 敎會 なる 者が 無くし 

て、 其 敎義と 敎權と を 以て 彼等 i 迫る ことが 無ったならば 彼等 は 疑 ひもな く キリ ストの 忠實 なる 僕で 

あつたの である、 敎會は 此^に 於て 多少の 善を爲 したに もせよ、 斯 かる 誠 實 仁愛の 士を 幾人と なく 無 

神 論者と して 仕舞った と 云 ふ 事 は 實に償 ふべ からざる SS 科で ある、 而 して 是れ 皆な 敎會と 基督教と を 

i り G も 

同  一 ！ g する より 来る 害毒で ある、 若し 一 一 者 を 全然 分離して 仕舞へば 此 害毒 は 全然 取 除かる- -の である、 

何にも 必 しも 今日 在る 所の 敎會を 毀して 仕舞 ふに 及ばない、 唯 キリストの 福 昔 は 宇宙の K 理 であって、 

其 眞惯は 敎會の 有無に 何の 關係も 無い こと を認 むる に 至て、 人 は 敎會に 反いても キリ ストに 反む かざ 

るに 至る ので ある、 卽 ち物现 學 の 言 辭を藉 り て 言 へ ば 、 幅 昔 を敎會 より 遊離 せしめて 之 を 宇內の 偽 理 

となす ことが 出來 るので ある、 今の 如くに キリスト を敎會 の內に 密閉して、 多くの 志士 仁人 は 彼 を 知 

ら すして 止む ので ある、 世に 歎 か はしき 事に して 之に- さる 者 はない、 然し 是れ實 際 的に 所謂 甚督敎 

國に 於て 行 はれつ k ある 事で ある。 

敎會の 害毒 は 叉 之 を 他の 方面より 觀 察する ことが 出来る、 敎會は 信者の 結合 を 計る ために 必要で あ 

ると は 職 を 敎會に 執る 者の 常に 唱道す る 所で あると 雖も、 事 實は其 正反對 である、 余 の 観る 所を以 

て すれば 敎會 ほど 信者の 一 致 和合 を妨 ぐる 者 はない ので ある、 今や 世界に^ 在す る 基督 敎會の 數は六 

百 以上に 達する との 事で ある、 而 して 其、 我國に 移されし 者 も旣に 五十 有餘に 達する との 事で ある、 

同一の 主ィ H スを 信す る 者が 斯 くも 多数の 敎會に 分れ、 嫉視 反目、 以て 相互 を 苦しめつ、 あると は W 

くも 恐ろしい 事で ある、 然し 事 實は掩 ふべ からすで ある、 敎會の 數はレ ギヨンで ある C 馬可傳 五の 九 r 

而 して 彼等の 間に 一 致がない 所ではない、 見苦しき 競爭が ある、 犬猿 も啻 ならざる 惡鬪が 行 はれる" 


玆に 於て か 今や 頻りに 敎會 合同が 唱 へらる k ので ある、 西洋に 於て 唱 へらる る、 日本に 於て 1? へら 

るる、 去年 英國 H ヂンボ n 1 に 於て 開かれし 萬國 基督 信者 大會に 於て 全會の 注意 を 惹起せ し 大問题 は 

此 問題で ありし と 云 ふ、 誠に 敎會の 合同 は 信者に 取りて は 最大の 所 事 である、 然し 是れ 3;- して 行 

れ 得る ことで あ 乎、 是れ大 々的 疑問で ある- 使徒 時代より 連綿と して 繼績 し來 りたり と自 から 稱す 

る英國 監督 敎會は 果して 之に 反い て 起り し メソヂ スト 諸 敎會と 合同し 得る 乎、 カル ビンの 推理より 起 

りし 長老 派 諸敎會 (我 邦に 在りて は 之 を 「日本 基督 敎會」 と稱 す) は ra^ して ル ー テルの 熱情より 起り 

しル ー テル 敎會と 合同し 得る 乎、 バプ テス マの 式に 過大の 價値を li^  く 浸 禮敎會 は して 此式を 無用 視 

する 友會 卽ちク H 1 力 ー 派と 合同し 得る 乎、 是れ大 疑問で ある、 今日まで 斯 かる 合： i; の 計 劃され たる 

事 は 幾度 も ある、 然 かも 何れも 皆な 失敗に 終った 事 は敎會 歷史の 能く 證明 する 所で ある、 縦し 现想は 

失敗 を 恐れす して 追求すべし とする も、 敎會 合同 は 架して 信者の 理想であって 其迷景 にあらざる 乎、 

縱し又 合同 は 終に 成る 者と 假定 する も、 其 今年 又は 明年、 十 年 又は 二十 年の 後に 成る 者で ない 事 は M 

人が 見ても 明かで ある、 縱し又 合同 は 成った としても 是れ 主として 敎職 間の 職務 的の 合同であって、 

信者 問の 心靈 的の 合同で 無い こと も、 是れ亦 察する に 難くない、 故に 偶 正の 合同 は 萬 一成る とする も、 

是れ 我等の 生存 中に 目擊し 得らる k ことで ない こと は 何人も 承認す る 所で ある、 然 らば 我等 は 未来の 

合同 を 期して (然 かも 當 にならざる 合同 を 期して) 我等の 分離 を繼 緩すべき 乎、 世 は 萬 事に 於て 迅速 

の 進歩 を爲 しつ i あるに、 キリストの 弟子の みは 年の 後 を 期して 其 一致 を 待つべき である 乎、 余擎 

は斯か る 怠慢 に 耐ゅ る|?^ は屮1來な い、 余 W は 成功の 望み 甚だ it き 未来の 合同 を 期し て 今日の 分離 競爭、 

嫉視 反目に 耐 ゆる こと は 出来ない、 余輩の 生命 は 短 かく ある、 余輩 は 今、 今日、 目前に、 美 5^ を 味 ひ 

！ K  <s と キリスト  1  <  七 
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たく：^ ふ" 

而 して 今 直に 一 致の 美 某 を 味 ふ 事 は 難くない と 思 ふ、 我等 敎會の 合同 を 待て 合同 せんと 欲する が 故 

に 合同が 出来ない ので ある、 若し 敎會を 離れて 合同 せんと 欲すれば 4 口 同 は 今 直に 成る ので ある、 合同 

を妨 ぐる 者 は 勿論 神で もなければ 福音で もない、 合同 を妨 ぐる 者 は 人の 作りし 敎會 である、 故に 敎會 

を 離れて 神と 自我と に 還れば 其 時 合同 は 直に 成る ので ある、 困難なる は 信者の 合同で はない、 敎會の 

合同で ある、 而 して 敎會の 合同 を 待て 合同 せんと 欲する が 故に 信者の 合同 は 成らない ので ある、 キリ 

ストの 光 を 遮る 者 は敎會 である、 敎會を 離れて キリスト を 望めば 人 は 敎會に 由ら すして 直に キリスト 

に 救 はる. -の である、 其 如く、 信者の 合同 を妨 ぐる 者 は敎會 である、 敎會を 離れて 相互と 合 はんと 欲 

すれば 今日 直に 合 ふ 事が 出來 るので ある、 力 ー ライルが 彼の 『衣裳 哲學』 に 於て 論す るが 如く、 眞個 

の 一致 は 各自が 獨 立の 人と 成る 時に 來る、 人が 自己 以外の 者に 由て 立たん と 欲する 時に 分離と 嫉爭と 

は 免れない ので ある。 

世に 廣ぃ 人と 云 ふ は 誰で ある 乎、 逆說の 如くに 聞 こ ゆれ ども、 廣ぃ 人と は 孤獨の 人で ある、 我等の 

主ィ H スの 如くに、 身 を 寄す るの 敎派 もな く、 保護 を賴 むの 黨派も 無い 人で ある、 斯 かる 人に {于宙 的 

の 同情が ある、 人類 的の 愛 心が ある、 黨 派の 人に 偉ら い 人が 無かった ではない、 然し 最も 偉ら い 人 は 

無黨派 の 人で ある、 敎會の 信者に 善い 人が 無 い で は あるまい、 然し 最も 善い 人 は 敎會の 無い 人 で あ る 、 

H マ ソンの 如き、 力 ー ライルの 如き、 ホイットマンの 如き、 一人 を 以てして 數敎 會が爲 さんと 欲して 

爲す能 はざる の 大事 業を爲 した 人々 はすべ て政黨 にも 屬 せす、 敎會 にも 屬 せざる 人であった、 而 して 

眞人は 業 を 異にし 說を 異にし、 人種 を 異にし、 性質 を 異にしながら、 すべて 同一 體 である、 我等 合同 


せんと 欲すれば、 眞 人と 成って 今 直に 合同す る ことが 出来る、 我等の 敎會を 携げて 合同 せんとす るが 

故に 我等の 希望す る 合同 は 成らない ので ある、 敎會 なる 重荷 を 放棄て、 天眞 有の 儘の 眞 側の 自我に 成 

れば其 時、 完全なる 合同 は 成る ので ある、 而 して、 此外、 ^に 合同 は 無い ので ある、 眞我を 以てする 

ooooooc-oooooooooooo 

より 他の 合同 はすべ て 偽 はりの 合同で ある、 政略 上の 合同で ある、 神と キリストに 由る 合同で はない 

悪魔と 政治家と に 由る 合同で ある、 我等 は敎 會を經 由して 合同 せんとせ すして、 敎會を 離れ、 祌がキ 

リ ス トを 以て 各自に 下し 給 ふ 聖靈の 天眞を 以て 合同すべき である。 


敎會 者と 預 言 者 

敎會 者、 之 を 英語で ecclesiastic と 謂 ふ、 余輩が 此 世に.；； りて 何より 嫌 ふ 者 は是れ である。 

信者 は祌を 信す る 者で ある、 敎會者 は 信者 を 治めん と 欲する 者で ある、 信者 は 信仰 家で ある、 敎會 

者 は 政治家で ある、 信者 は 謙遜なる 羊で ある、 敎會者 は 傲慢なる 狼で ある、 信者の 衣 を 被りた る 政治 

家、 是； が卽 ち敎會 者で ある。 

然し 孰れの 世に も敎會 者が あった、 堂々 たる 政治の 大海に 出て 其 政治的 手腕 を 揮 ふ 能 はすして 柔和 

なる 信者の 群に 入り、 之 を率ゐ 之を馭 して 其 政治的 野心 を滿 足せん とせし 賤しむべき 小 政治家が あつ 

た、 彼等 は 神の 名 を 以て 信者 を 威嚇し 其の 不義の 權 能を撺 はんとした、 恩惠の 聖書 は 彼等の 手に 在り 

敎會 者と 預 s 者  1< 九 
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てが ぎなる 律法と 化した、 神に 代て 世 を 治む ると 稱 して 彼等 は 時には 帝王 以上の 權カを 握った。 

斯く あるが 故に 敎會 者の 嫌 ふ 者に して 神に 遣され たる 預言者の 如き はない、 猿が 犬 を 嫌 ふが 如くに 

敎會者 は 神の 預言者 を 嫌 ふ、 蓋、 預言者の 熱烈に 遭 ふて 敎會者 は其假 偽の 權能を 維持す る 事が 出来な 

いからで ある。 

預言者 ァ モスに 對 して 敎 會者ァ マジ ャ があった、 アマ ジャは ベ テルの 祭司で あって 今日 で 謂 へ ば 監 

督 とか 長老と か稱 すべき 者であった、 彼れ ァ モス を 王に 訴 へて 曰 ふた、、 

イスラエル の眞 中に てァ モス 汝に叛 けり、 彼の 諸の 言に は 此地も 堪る能 はざる なり、 

か くんん しゃ 

と、 卽ち敎 食 者 アマ ジャの 見地より 見て 預曾 者ァ モス は 亂ほ贼 子、 平和の 攪亂 者、 速 かに 國 外に 放逐 

t の あ.；！ り  せ め 

すべき 者であった、 故に 彼 は 彼の 敎權を 利用して 面前 ァ モス を 詰責 て 曰 ふた、 

汝往 きて (南方) ュダの 地に 逃れ 彼處 にて 預 首すべし、 而 して 汝の 食物 を 得よ、 然れ ども (王城 

の 地なる) ベ テルに 於て は 重ねて 預言す ベから す、 是は 王の 逢 所、 王宮の 在る 所 なれば なり、 

と、 之に 對 して ァ モス は 曰 ふた、 

我 は 預言者に 非す、 亦 預言者の 子に も あらす、 我 は 牧者な り、 桑の 樹を 作る 者な り、 然るに エホ 

バ 羊 を牧ふ 所より 我 を 取り、 「往 きて 我民ィ スラ H ル に 預言せ よ」 と M ホバ 我に 宜 へ り 

と、 敎會者 アマ ジャは 王の 名 を 以て 語りし に對 して 預言者 ァ モス は 祌の名 を 以て 答へ た、 敎會 者が 勤 

王を銜 ひ、 忠君 を 装 ふに 對 して 預 一一 一一 C 者に 唯 神 命の 賴 るべき があった、 俗人の 眼より 見て 兩者 同じく 宗 

敎 家であった、 然れ ども 神の 眼より 見て 兩 者の 問に 天壤の 差が あった、 敎 會者ァ マジ ャは此 世の 人で 

ありし に對 して 預言者 ァ モス は 神の 人であった、 アマ ジャ より 其 僧衣 を 褫て彼 は 完全 の 俗人であった _ 


之に 對 して 農夫 ァ モスの 纏 ひし 擬 衣の 中には 眞 個の 宗敎 家が 包まれて あった、 ァ マジ ャとァ モスと は 

敎會 者と 預言者との 善き 對照 である。 C 亞麼士 書 七 章 十 節 以下 を 見よ〕。 

つか 5 を？ 

預言者 ヱレ ミヤに 對 して 祭司 ィム メルの 子なる ェ ホバ の 家の 宰の 長なる パ シュル があった、 ：^^にも 

預言者と 敎會 者との 劇烈なる 衝突が あった、 二者の 間に 平和の 行 はれ やう 道现 がない。 (耶利 米亞記 

二十 章 一節 以下 を兒 よ)。 

古代 を 去って 近世 歷史に 人れば 伊太利 フ a  I レン ス^の 愛國的 預言者 サ ボナ！ I， ラに對 して、 當時 

の羅馬 天主 敎會の 法王 ァレキ サン ドル 第 六 世が あった、 ル一 テルに 對 して は 法王 レオ 第 十 世が あつた- 

クロムウエルと ミルトンに 對 して は 英國聖 公會の 監督 ゥ イリヤ ム. 口. I ド があった、 トルストイに 對 

して は 露國 正敎會 の 大 監督 ボビ エド ノス テフが あった、 預言者 の 出る 時と 所と に は 必 す敎會 者が 現 は 

れる、 惡魔 は必す 神の s^, 業に 妨- 本" を 加へ すして は 止まない ので ある。 

して 主 イエスキリスト を 殺した 者 も 亦 サド カイ 宗の人 等であって、 卽ち當 時の 敎會 者であった、 

う：， し  なさ 

彼等の 代表者が 祭司の 長 カャパ であった、 

い つ はりの h- かし 

祭司の 長 等 及び 長老、 すべての 議員と 共に イエス を 殺さん として 妄 證を求 むれ ども 得す 云々 と 

ある oig 太 傳廿六 章 五十 九 節)， ベ テルの 祭司 アマ ジャが 預言者 ァ モス を 詰った の も、 エホバの 家の 宰の 

長なる パシ ュルが 預言者 ヱ レミ ャを桎 桔に繁 いだの も、 法王 ァレキ サン ドル 第 六 世が 愛 國者サ ホナ B 

I ラの燒 殺 をべ 叩 じたの も、 監督 口. I ドが英 國の淸 敎徒を 迫害した の も、 畢る所 は敎會 者が 其敎 權を徘 

持 せんと 欲して 祌の人 を 除かん と 欲した のに 歸 着す るので ある、 眞の 信仰の 光明が^に 臨んで 虚偽の 

信仰 家卽 ち敎會 者が 騷 ぎだした ので ある。 

お 者と M  0 者  一九 一 
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信仰の 敵 は 異端で はない、 叉異敎 ではない、 信仰の 敵 は敎會 者で ある、 信者の 中に 在りて 敎權を 揮 

ふて 彼等 を 治めん と 欲する 者で ある、 信仰の 法衣 を 着けた る 政治家で ある、 信仰 を 毒し、 信者 を 害す 

る 者に して 敎會 者の 如き はない、 敎會は 彼等が 據て 籠る 城砦？」 ある、 力 インが アベル を 殺して 以 來、 

幾千 萬の 聖徒 は 彼等の 屠る 所と なった、 以弗所 書 六 章 十一 一節に ある、 

我 儕 は 血肉と 戰 ふに 非す、 政事 また 權威 また 此 世の 幽暗 を宰る 者、 また 天の 處に 在る 惡の 靈と戰 

ふなり、 

i の 曾 は敎會 者に 對 する 信者の 態度 を 指して いふた 言で は あるまい 乎。 


バ プ テス マと 勤 


余 は 敎會の 儀式と しての パプ テス マと 聖餐と を 信じない、 儀式 は 如何に 莊嚴 なりと 雖も 人の 靈魂を 

ち， パら も  ど こ  ち.？ -ら 

救 ふの 能 を 有たない、 パプ テス マの 水 は何處 まで も 水で ある、 之に 罪 を 洗 ふの 能 はない、 聖餐の パン 

と 葡萄酒と は何處 まで も パンと 酒で ある、 之に 永生 を 供す るの 能 はない、 神の 恩惠は 儀式に 由て 降る 

者で はない、 其 證據に は パプ テス マ を 受けし 惡人も あれば 亦 之 を 受けざる 善人 も ある、 月毎に 聖餐の 

パ ン と萄葡 酒の 分配に 與り つ も、 すべ て の 惡事を 行 ひながら 少しも 意に 介せ ざる 所謂る 「基督 信 

*:」 も ある、 敎會に 於て 行 はる-パプ テス マと 聖餐との 儀式 は 人の 靈 魂の 救 濟には 何の 干與 なき 者で 


ある。 

クリスチャン  サ クラノン. r 

乍 然余は 基督 者の 信仰の 表號 としての バプ テス マと ^餐を 信す る、 二者 を稱 して Sacrament と 云 

ふ、 而 して サク ラメ ントは 「聖 事」 叉 は 「祌 祕」 の 意であって、 後に は 「聖 事の 表號」 を 意味す るに 

至った、 聖ァゥ ガス チン は 曰 ふた、 

神の 事に 關 する 表號を サク ラメ ントと 云 ふ 

こと は 

と、 彼 は叉サ クラ メント なる 詞に 定義 を 下して 曰 ふた、 

見えざる 恩 惠の見 ゆる 形 

と、 斯く 解して サ クラ メント はバプ テス マと 聖餐と に 限らない ので ある、 深く 其 意味 を 解して 天然 北ハ 

物が サク ラメ ント であるの である、 而 して バウ 口 は如斯 くに 天然 を 解した ので ある、 

夫れ 見る こと を 得ざる 神の 無限の 能力と 神性と は 造られた る 物に 由り 世の 創始より 以來覺 り 5^ て 

明かに 見るべし 

と (羅馬 書 一章 廿節〕 、父子の 關係、 是 れ亦サ クラ メント である、 夫婦の 關係、 r:; 化れ 亦 明かに 「神の 事に 

關 する 表號」 である、 眼に 見えざる 靈の國 に 其籍を 移せし 基督 者に 取りて は此 世の 萬 事 は 悉く サ クラ 

メント であるの である。 

然 らば パプ テス マ は 何の 表猇 である 乎、 基督 者の 如何なる 信仰が 此サク ラメ ントを 以て 表現 せらる 

るので ある 乎。 

OO000000OOO00O0O0O000000O  0-00000 

余は此 問に 答 へ て 曰 ふ、 バ プ テス マ は キリス ト の死と{5^活とに關する信者の信仰の表號でぁると、 

「彼 は 死して 群ら れ、 第三 曰に 活り」 との！！：^仰はバブテス マを以て表號せらる、のでぁる、 故に バ 

パプ テス マと 聖餐  I 九； 一一 
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せんれい 

プ テス マ は 「洗 禮」 ではない、 若し 之を禮 式と して 見るならば 之 は是れ 「港 禮」 と稱 せらるべき 者で 

しづ  せん  われ 

ある、 パプ テス マ は 潜める 事で ある、 而 して 「潜」 は 死の 表號 である、 墓に 下る 事で ある、 舊き 我に 

死す る 事で ある、 而 して 水より 上がる 事 は设活 の表號 である、 墓より 出る 事で ある、 新ら しき 我を以 

て 生く る 事で ある、 如斯 くにして 簡單 なる バ プテ ス マ の 形式 を 以て 深遠なる 基督 者の 信仰が 表號 せら 

る、 ので ある、 パプ テス マ は 罪の 洗滌 式で はない、 叉 世に 對 する 信者の 信仰 發表 式で はない、 更らに 

叉 彼が 敎會に 入らん とする 時、 敎會が 彼に 課する 入會 式で はない、 パプ テス マ は 信者の 心に 臨みし 深 

遠なる、 革命的の 大 信仰の 表號 である、 彼 は 之に 由て、 

イエス は 我等が 罪の ために 附 され、 叉 我等が 義 とせら れんが 爲 めに 復活 へらされたり 

いひ あら 

との 基督 者 獨特の 信仰 を 言 表 はすので ある (羅馬 書 四章サ 五節)、 キリ ス トの 復活 を 信ぜざる 者の バ プ テ 

ス マ は 無意味で ある、 斯 かる 者に 之 を 施す は 其 濫用で ある、 復活の 眞偽は 別問題と して バプ テス マの 

復活の 信仰の 表號 たる は 疑 ふべ くもない、 使徒 バウ 口の 左の 言の 如き は パプ テス マ を斯く 解しての み 

解す る ことの 出来る 者で ある、 

汝等 知らざる 乎、 キリスト イエ ス に 合 はんとて バ プ テ ス マ せられし 者 はすべ て 彼の 死に 合 はんと 

て パプ テス マせられ し 事 を、 我等 は實に 死に 合 はんとす るバプ テス マに 由り て 彼と 共に 葬られし 

なり、 是れ キリストが 父の 榮に 由り て 死者の 中より 復活せられ しが 如く、 我等 も 亦 新ら しき 生命 

に 歩まん が ためなり、 我等 若し 彼の 死の 狀に循 ひて 彼と 偕なる を 得ば 我等 は 叉 彼と 復活 を 偕に す 

る を 得べ し 云々 (羅馬 書 六 章 三 節 W 下〕。 

もの 

復活の 信仰、 我等の 主ィ H スキ リストの 復活の 信仰、 彼 を 信す る を 得し 我等 彼の 屬 たる 者の 復活の 信 


仰、 £ だれが パプ テス マの 意味で ある、 而 して 余 は 水の バプ テス マを受 くる も 受けざる も靈の 貧た る 

バプ テス マ を 信ぜざる を 得ない、 パプ テス マ は 能く 余の 信仰 を 表現す る 者で ある、 若し 余の 一一 一一 II 語を以 

てせ すして、 而も 言語 以上の 印象 力 を 以て、 死と 復活と に關 する 余の 信仰 を 表明 せんと 欲するならば、 

余はバ プ テス マ の 形式に 由る より 他に 善き 途を 知らないの である。 

パプ テス マ は キリスト 併に 基督 者の 死と 復活と に關 する 信仰の 表號 である、 然 らば 樂餐は 何の 表號 

である 乎、 是れ 余の 更らに 陳述 せんと 欲する 所で ある。 

聖餐の 何たる 乎 は 之 を 馬 太傳廿 六章廿 六— 廿九 節、 馬可傳 十四 章廿 二  — 廿 五節、 路加 傅 廿ニ章 十五 

—  二十 節. 哥林多 前書 十一 章廿 三— サ 五節に 於て 見る ことが 出来る、 卽ち、 ィ H スを 憶えん がた めに 

パ ンを食 ひ 葡萄酒 を飮む 事で ある。 

パン は キリストの 肉 を 代表し、 葡萄酒 は 彼の 血 を 代表す る、 パン を 食 ひ 葡萄酒 を 飲みて 信者 は キリ 

ストの 死 を 記憶す るので ある、 卽ちパ ゥ 口 の 言の 如し、 

汝等此 パン を 食ひ此 を 飲む 毎に 主の 死 を 表して 其來る 時までに 及ぶな り 

と哥 C 前 十一 のサ 六〕、 如斯 くにして 聖餐 は キリストの 受難の 記念 會 である、 卽ち、 ユダヤ人の 逾 越 節 

に 代るべき 者で ある。 

乍然、 夫れ 丈け ではない、 聖餐に 更らに 深い 意味が ある、 聖餐 は單に 記念 會 ではない、 同時に 叉感 

謝會 である、 聖餐 は聖 筵で ある、 主の 肉 を 食 ひ、 其 血 を 飲みて 我 靈魂を 養 ふこと である、 ィ H スは曰 

ひ 給 ふた、 

誠に 實に汝 等に 吿 げん、 若し 人の子の 肉 を 食 はす 其 血を飮 まざれば 汝 等に 生命な し、 我が 肉 を 〈風 
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ひ 我 血 を 飲む 者 は 永生 あり、 我れ 末の 日に 之を趙 へらすべし、 我 肉 は眞の 食物、 叉 我 血 は 眞の飮 

，0" 

物な り 

と (約 翰 傳六草 五三— 五 五節)、 信者の 生命 はィ H ス である、 彼に 日毎に ィ H スの 生命 を攝 取す るの 必要 

が ある、 

汝等 若し 我 を 離る &時は 何事 を も 行す 能 はす 

と ある (同 十五 章 五節)、 而 して ィ H スの肉 を 食 ひ 其 血を飮 むと は、 ィ H スを我 有と なすの 意で ある、 

けもの  - 

獸の血 を 飮み其 肉 を 食 ひて、 我 肉 體を養 ふが 如くに、 ィ H スの 生命 を攝 取して 信者 は 其 日毎の 靈的生 

命を槃 ぐので ある、 而 して 此靈的 生命の 攝取、 之 を 表現す る 者が 聖餐で あるので ある、 勿論 パ ンと葡 

萄 酒に 靈的 生命の 在り やう 害 はない、 パ ン は何處 まで もパ ン であって、 葡萄酒 は何處 まで も 葡萄酒で 

ある、 而已 ならす、 縱し、 キリスト 御 自體の 血 を 飲み 其 肉 を 食 ひたれば とて、 其れが 我等の 靈魂を 養 

ひやう 道理 はない、 彼れ 御自身が 曰 ひ 給 ふた、 

生命 を 賜 はる 者は靈 なり、 肉 は 益な し、 我が 汝 等に 語りし 言、 是れ靈 たるな り、 生命た るな り 

と 六 章 六十 三 節)、 「肉 は 益な し」、 筋と 脂肪と 靱帶 とより 成る 肉 は、 縱令 キリストの 肉と 雖も靈 魂 

を 養 ふに は 「益な し」 である、 ？ 仇して パ ンを や、 葡萄酒 を や、 信者が 聖餐の パ ンと 葡萄酒より 彼の 靈 

魂の 生命 を 求めて 彼 は 失望 せざるを得ない、 信者の 靈的 生命 は 聖餐の 儀式 を 以て 繁ぎ 得る 者で はない、 

其 事 は 日 を^る よりも 瞭か である。 

乍然、 キリストに 在りて 充溢す る靈の 生命の 攝 取の 表 號 として 聖餐 は 實に美 はしき 且つ 意味 深き 形 

式で ある、 而 して 我等 は 此簡單 なる 形式 を 以て 表 はされ たる 靈の 事實を 日毎に 實 行すべき である、 實 
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に 我等 キリストの 僕は此 深き 意味に 於て 日毎に 神の 聖 筵に 與 かる 者で ある、 誠に 實に 我等 は： z に：：： に 

キリストの 肉 を 食 ひ 其 血 を飮む 者で ある、 敎會 は：：！： に 一 间 聖餐の 儀式 を 擧げて 信者の 此曰々 の 實驗を 

表現す るに 過ぎない、 而 して 信者の 靈魂を 養 ふ もの は 月毎に 臨む 聖餐の 儀式で はな、 して、 日々 刻々 

と 彼が 行ふィ H スの 生命の 攝取 である、 我等 は 前者に 與 からすと も 可い、 然し 後者 を总 りて 我等に 生 

命は絕 ゆるので ある。 

。ハ ンは肉 を 表現し、 葡萄酒 は 血 を 表現す る、 而 して 肉と 言 ひ 血と 言 ふ は 生命と 言 ふと 同じで ある、 

而 して 神の 生命の 質の 表現 は キリストの 肉と 血と に 非す して 彼が 語り 給 ひし 一 百辭 である、 

我が 汝 等に 語りし 言辭、 是れ靈 たるな り、 生命た るな り 

と、 而 して 此言辭 を 傅 ふる 者 は 聖書で ある、 故に ィ H スの 生命に 與 からん と 欲して 其 肉 を 食 ひ 其 血 を 

飮 むと 云 ふ 事 は 取り も 直さす 架 書 を靈讀 する ことで ある、 敬虔 を 以てする 聖書の 研究. 是れが 1IM の聖 

餐 であるの である、 預言者 H レ ミヤ 曰く 

我れ 汝 (H ホバ) の 言 を 得て 之 を 食へ り、 汝の言 は 我心の 歡 喜快樂 なり、 萬 軍の 祌 M ホバ よ、 我 

は 汝の聖 名 を 以て 稱 へらる V なり 

と C 耶利 米亞記 十五 章 十六 節)、 人の 言 を咀斷 すると 云 ふ 事 は あるが、 M レミ ャは祌 の 言 を 食 ひたりと 云 

ふ、 我等 も 亦 架 書 を 阻 嚼す るに 止まらす、 更らに 進んで エレ ミヤの 如くに 之 を 食 ひ 之 を 消化し 其 生命 

を攝 取し なければ ならない、 我等 は 生命 攝取を 目的と して 日毎に 聖書の 研究に 從 事して、 日毎に 豊か 

た る祌の 聖 筵に 與か るので ある。 

バ プ テス マ と聖 S  I 九 七 
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、パプ テス マと 聖餐、 罪に 死して 新たに 生まる、 事と、 新生 命の 供給 を 得て 終に キリストの 完全に ま 

で 達する 事、 信者の 生涯に 此 二つの 進歩の 階段が あるので ある、 パプ テス マ は 再生であって、 聖餐 は 

成長で ある、 故に パプ テス マ は 一度で ft む 事であって、 聖餐 は 終りまで 續 くべき 事で ある、 信者 はバ 

よみ ¥ 'へ 

プ テス マ を 以て 罪に 死し、 義に 甦り、 此 世に 刖を 告げて 天國の 民と なる ので ある、 而 して 聖餐 を 以て 

彼の 新ら しき 生命 を續 け、 「彼に il- 滿 たる 其 中より 受けて 恩寵に 恩寵 を 加 へられ， r 義に 於て 強くな 

り 愛に 於て 成長し、 而 して 終に 「完全き 人、 卽ち キリストの 滿 足る ほどと 成る までに 至る」 ので ある 0 

約翰傳 一章 十六 節。 以弗所 書 四 章 十三 節。 

如斯 くにして 敎 會に屬 せす 其 儀式に 與 からざる 余に も 亦バブ テス マと 聖餐と は あるので ある， 余 は 

之 を 監督、 牧師、 傳道師 等、 敎會の 役人の 手より は 受けす と雖 も、 余の 靈 魂に 於て 神より 直に 之を受 

けす して は 余 も 亦 キリ ストの 僕た る ことが 出来ない ので ある、 然り單 に 余の 靈 魂に 於て 之を受 くるば 

かりで はない、 或 特別の 場合に 於て は 之 を 余の 身に 於ても 受 くるので ある、 余の 愛する 者に 此 世に 於 

ける 最後の 訣別 を吿 ぐる 時に、 余 は 此簡單 なる 形式 を 行って、 余の 一一 一一 n 語 を 以てする も 通す る 能 はざる 

信仰と 希 ai! と 愛と を 余の 愛する 者に 通す るので ある、 而 して 余 も 亦 キリ ストの 言に 傲 ひ 

年より 後汝 と共に 新ら しき 物 を 我 父の 國に 於て 飲まん 日まで は 再た び此 葡萄に て 造れる 物 を飮ま 

じ 

と 言 ひて、 余の 愛する 者 を 父の 國に经 り、 余 は 猶ほ此 淚のハ 4! に 止まり、 俊た 逢 ふ 日を樂 みて、 余の 勤 

勞を 糙 綾く るので ある、 余 は 敎會の 儀式と しての パプ テス マと 聖餐と を 嫌 ふ、 余 は 之に 與 かりて 反て 

余の 信仰の 冷却す るを感 する、 然しながら 


一 一人 三人 我 名に 由り て 集まる 處に我 も 亦 其 中に 在り 

仁 よ  なが.； i ほとり  す *.* 

との ィ H スの 言に 賴り、 一 一三の 信仰の 友と 共に、 或 ひ は淸き 流水の 邊に 於て、 或 ひ は 涼しき 森の 薩に 

於て、 或 ひ は 生命の 將 さに 絶えん とする 死の 床の 側に 於て， パン を 割き、 葡萄の 露 を 啜りて 言 ひ靈さ 

れぬ歡 喜と 慰藉と を覺 ゆるので ある。 


洗 禮晚餐 廢止論 


1 一十 年 前の 昔、 余が 建設の 特權 に與 かりし 札 幌獨立 敎會に 於て 今般 洗禮 晚餐兩 式の 存廢 問題 起り た 

りしと て 此の 事に 關 する 余の 意見 を 問 はれ たれば 余 は 大略 左の 如く 答へ ぬ。 

第一 に 余 自身 は 深く 敎會 問題に 關與 する を 好ます、 余 は 信す 余の 天職 は 福音 宜傳に 在って 敎會 設立 

になき を、 余 は 余の 天職 以外の 此の 事に 關與 して 多くの 兄弟 を礙 し、 之れ が爲 めに 多くの 世の 反抗 を 

招き、 以て 余の 福 昔宣傳 事業に 障害 を 生ぜん こと を 怖る、 余 は 勿論 反抗 其 物 を 怖る \者 にあら す、 然 

れ ども 基督 敎 信徒と して 不必要なる 反抗 は總て 之れ を 避けん と 欲す、 洗禮 晚餐兩 式の 存廢は 余の 今日 

の 事業に 何の 關 はる 所 あるな し。 

第二に 余 は 洗： t 晩餐の 兩式を 以て 救靈 上の 必要と は 信す る 能 はす、 余 自身 は 過る 十五 年間 未だ 曾て 

一 囘も 晚餐の 式に 列り し 事な し、 然れ ども 余 は 之が 爲 めに 余の 信仰の 冷却す るを覺 えざる のみなら す、 
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祌の 特別なる 恩惠に 由て 日に 月に 益々 神に 近き を感 す、 而 して 之れ に反して 正式の 洗 禮晚餐 を 受け、 

又は 之れ を 授けし 人士に して 今 は 全く 宗敎を 去りし 人 しとせ す、 樹は 其の 果を 以て 知らる、 洗禮晚 

餐の兩 式に して 必 しも 信徒の 信仰 を 維持す るの 力 を 有せす、 亦 其 敎師の 心 を キリストの 心の 如く 柔和 

溫 順なる ものと たらしめ ざる 以上 は 余 は 之 を 以て 救靈 上の 必要と 見做す こと 能 はざる なり。 

第三、 然れ ども 余 は 此の 兩式を 蔑視す る 者に あらす、 否な 反って 余 は 之れ に對 して 非常の 尊敬 を 表. 

する ものな り、 洗禮は 基督 御自身が パプ テス マの ヨハネより 授かり 給 ひし 式と して、 晩餐 は 基督 受難 

の紀 念と して 余 は 其の 非常に 美 はしき 式なる こと を 知る、 故に 余 は 之れ を 以て 救靈 上の 必要と は 見做 

す こと 能 はざる も 之れ を 受けて 我等の 信仰 養成 上！！ なからざる 利益 ある を 疑 はす、 故に 若し 余に して 

兄弟 を礙 する ことなくして 之れ を 施す こと を 得ば 余 は 之れ を 施さん と 欲す、 亦 若し 余の 尊敬す る敎師 

ありて 之 を 余に 授けん とたれば 余 は 感謝して 之れ に與 からん と 欲す、 然れ ども 若し 人 ありて 水の 洗禮 

を 受けす、 敎會の 晩餐 式に 列なる にあら ざれば 余 は 救 はれざる べしと 云 ふ 者 あれば 余 は 余の 聖書に 從 

つて 余の 精祌的 自由 を 唱へ如 斯き說 に 服從せ ざらん とす、 我 儕 は 信仰に 由て 救 はる、 行爲 (儀式 的) 

に 由て 救 はる、 にあら す、 之れ に與 かる は 可し、 與 からざる も 可し、 要は 十字架に 釘 けられし 神の 子 

の 贖 を 信す るに あり、 其 他の 事 は 細事の み。 

第 四、 然 らば 札 幌獨立 敎會の 如き 何れの 敎派 にも 關係を 有せざる 敎會に 於て は 此事を 如何に 所 置す 

べき やと 云 ふに 余の 思 ふ 所 は 左の 如し。 

若し 他の 敎會 全體が 喜んで 獨 立敎會 の撰定 する 敎師 を識認 し、 兄弟 的 好意 を 以て 彼を迎 へ、 其の 爲 

す 所 (兩 式の 執行 を も 含む) に 何の 故障 をも唱 へざる に 至らば 余は敎 會が此 等の 聖式を 保存し、 適宜 


に 之れ を 施して 信徒の 信仰 養成 を 計らん こと を勸 む、 然れ ども 今日の 如く 如斯き 事. の 到底 行 はれざる 

場合に 於て は 敎會は 全然 此等兩 式を錢 して 可な り、 そ は 吾人 は 出來得 る 丈け 總 ての 人と 平和 を 守り、 

福音の 進歩に 妨害 を 加へ ざる やう 努めざる ベから ざれば なり、 事 若し 敎现 上の 大 問題な らん 乎、 假令 

ば 基督の 人 格に 關す るが 如き 大 問題な らん 乎、 吾人 は 何人と 爭 ふても 吾人の 確信 を 守るべき なり、 

然れ ども 事 外形 上の 儀式に 關す、 之れ 兄弟と 爭ふ てまで も 吾人の 主張 を 維持すべき 事に あらす、 K " 人 

は 喜んで 洗禮其 他の 式 を 現在の 諸 敎酋に 任 かせ、 彼等 を 以て 洗禮を 授ける 者 (baptizes) となし、 而 

して 我等 は 幅 昔宜傳 者 (ev§ ョ aists) の 職 を 以て 滿 足し、 感謝して 熱心に 之に 從 事すべき なり。 

第五、 然れ ども 人 或は 云 はん、 洗 禮晚餐 は キリストの 定め 給 ひし 聖式 なり、 之 を 守らざる は 信者に 

して 信者に あらす と、 而 して 彼等 は 馬 太 傳第廿 八 章 十九 節 を 引き、 叉 路加 傳第廿 二 章 十九 節 を 引て 彼 

等の 說を 維持す るな らん、 然れ ども 是れ 彼等と 余輩と 說を 異にする 所に して、 此點に 就ても 他の 點に 

就ての 如く 余輩 も 彼等と 等しく 自身の 刺 斷カを 使用す るの 特權を 有す、 余 裴も人 を 救 ふに 洗禮を 施さ 

ん とす、 然れ ども 是れ 敎會に 於て する 水の 洗禮 なるや 否や は 余楚の 疑問 を 挿む 所な り、 洗 禮と譯 せら 

れし希 臘語は 其 中に 浸す とか 濕す とかの 意味 を； するな らん、 然れ ども 事 赏は人 を 救 ふに 足る の洗禮 

は 水の 洗禮 にあらざる を 示して 明かな り * 或は 火の 洗 禮と云 ひ、 雲と 海に て パブ テス マ を 受けて モ ー 

セ に a せり C 哥林多 前書 第 十 章 二 節) と 云 ふ、 洗と は 心の 汚穢 を 洗 ふの 意な り、 而 して 縱令ョ ル ダン 河の 

水な りと 雖も心 を 洗ひ淨 むる の 能力 を 有せざる なり、 洗禮 が救靈 上の 必要な りと は是れ 勿論 神の 靈を 

以 てす る靈魂 の 洗禮を 云 ひし ものなる こと は餘り 明瞭に 過ぎて 余輩の 辯 論 を 要 せざる なり。 

晩餐に 於け る も亦然 り、 余乘は 基督の 言に 從ひ、 人の子の 肉 を 食 はす 其 血を飮 まざれば 我 倚に 生命 

洗 《 晚经廢 止 論  二  01 


教 e に 顧す ろお 究  二 0 二 

なき を 信す、 I 約 翰 傳第六 章 五十 三 節)、 然れ ども 是れ 如何なる 意味に 於て 然る か は 基督の 救 濟に與 かりし 

者の み 知る 也、 余輩 は 晩餐なる もの、 此 余輩の 心中の 實驗の 表彰に 過ぎざる を 知る、 而 して 其 表彰の 

方法に 至て は 人 各 其 撰ぶ 處に 順て 可な り、 之 を 敎徐に 於て 會衆 と共に 教師の 手より パ ンと 葡萄酒 を受 

けて 食 ひ 且つ 飮むも 可な り、 或は 心に 深く キリストの 贖罪の 恩 惠を感 する 時に 親友 一 一三 名と 共に 深 林 

人 無き 處に 到て 此處 にパ ンを 割き 淸水を 飲む も 可な り、 然れ共 基督の 聖 意に 適 ふ 最も 善き 聖餐 は 貧者 

と共に 飮貪を 分て キリストの 心 を 喜ばす にあり、 晩餐の 方法 は 一 つに して 足らす、 何ん ぞ必 しも 銀の 

皿に 盛れる パ ンを食 ひ 銀の 杯に 盈る 葡萄酒 を飮 むことの み晚餐 式と 稱ふを 得ん や。 

第 六、 斯く 論す る も 世に は 水の 洗禮を 受け ざれば 信徒と なりし 心地せ す、 會 堂に 於け る 晩餐 式に 與 

から ざれば 心に 不足 を感 する の 信徒 も あらん、 而 して 余輩 は 如斯き 兄弟 姉妹に 對 して は 彼等の 心を滿 

足す るた めの 凡ての 援助 を 供し、 余輩 自身 は 今日 此聖 式に 與 かるの 必要 を 感ぜざる も、 余輩 は 彼等 を 

之 を 施行す る 敎會に 紹介し、 之に 轉會 を勸 め、 以て 永く 彼等の 信仰 を 維持 せんこと を努 むべき なり、 

余顰 は自 から 此式を 司て 現在の 諸 敎會と 爭論を 開始す る を 好ます、 然り とて 之に 與 からん と 欲する 者 

をして 强 ひて 余輩と 行爲を 共に せし むる を も 好ます、 故に 今日の 所 平和 を 重 ぜんと すれば 敎會 一 部の 

分離 を 政て する のみ。 

第 七、 或 人 は 云 はん、 洗 禮晚餐 は 細事の み、 故に 敎會の 分離 を斷 行して まで も 其 存廢を 決すべき に 

あらす と、 然れ ども 是れ 細事に あらざる なり、 余輩 は 之 を 細事と 見做す、 然れ ども 現在の 敎會 全體は 

之 を敎會 存在 上の 最大 事と 見做すな り、 彼等 は 之 を 施す の 特權を 以て 容易に 他に 附與 すべき ものに あ 

らす となし、 彼等の 或る  一 ルの宗 式に 服從 せざる 以上 は 何人に も 此特權 を分與 せんと は爲さ るな り、 


而 して 如斯き 場合に 於て 洗 禮晚餐 を 彼等に 依頼す る は 余輩が 以て 福 昔の 自由と 信す る もの を 否へ 4- する 

ことにして、 れ 余輩に 取て は 重大 事な り、 余 は 現在の 敎會に キリスト 信徒と し 見做されざる も 可 

なり、 亦 余輩の 敎へ留 を 以て 基督の 敎會 にあら すと して 名 指さる- -も 可な り、 然れ ども 余鞏の 信仰の 自 

由を犠牲に供せんことは余輩の^^すとも能はざる所なり、 故に 洗 禮晚餐 を 彼等に 依賴 して 彼等 は 余 W 

の 獨立を 認めざる ベ く、 亦 此依賴 の 必要 ありて 余輩 は 未だ 全く 獨立 せりと 云 ふ ベから ざるな り。 

第 八、 敎# と名附 けらる k も 可な り、 名附 けられざる も 可な り、 要は 心に 主ィ H ス キリスト を 信す 

るに あり、 洗禮を 受けす して 熱心に キリスト を 信す る 人 あり、 晚餐 式に 列って キリストの 聖， 名 を濟す 

人 あり、 而 して 二者 孰れ を 撰ばん と あれば 余輩 は 勿論 前者 を 撰ぶな り、 聖 式に 與 からざる が 故に 墮落 

厶厶 厶厶 厶<1<1厶<1厶<1<1 厶厶 厶厶 A<1<" 厶厶 厶厶 

の 危難 を感 する 者 は 之に 與 かる も 何時か 必す墮 落す る 者な り、 之に 反して 主の 撰び 給 ひし 者 は 之に 與 

OOOOOOOO0O0OOO0000O00OOO 

からざる も 最終まで 信仰 を 維持す る 者な り、 故に 吾人 をして 玆に斷 然聖式 不必要 論 を實 行せ しめよ、 

而 して 之 を赏行 して * の 形式に 誇る 者に 主の 恩惠 の愈豐 かなる を 知らし めよ、 余輩 は 信す 聖 式に 附着 

する 多くの 迷 想 誤信 を排 し、 之 をして 再び 其眞 正の 效栗を 奏せし めん 爲に は先づ 一 度 之を廢 し、 靈の 

力の みに 頓て 然る 後に その 靈の實 力の 表彰なる を 知らし むる にあり、 獨 立敎會 の 天職 或は 此邊 に存せ 

ざるな き 乎。 
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後繼者 問題 

敎會者 は 頻りに 後繼者 選定 の 必要に 就て 語 る、 然し 番頭 は 自分で 自分 の 後 繼者を {； 化 む ベ き で あ ろ う 

か、 番頭の 後 機 者を定 むる 者 は 彼 を 役 ふ 彼の 主人で は あるまい 乎、 而 して 番頭が 自分で 自分の 後繼者 

を 定めん と 欲して 潜 越の 罪 を 犯す ので は あるまい 乎、 アブラハム の家宰 なる ダ マスコの H リ エゼル は 

自 から 後 職 者 を 選 {化 して 其 採用 をァ ブラ ハ ムに 迫った であろう 乎、 我家なら ぬ 主人の 家 を 宰る者 は 其 

後繼 者の 選定 は 之 を 主人に 一 住すべき では あるまい 乎。 

敎 役者 は 神の 番頭で ある、 キリストの 役者 叉 神の 奥義 を 司 どる 家宰 である £3 林 多 前書 四 章 一節)、 而 

つ. f. へびと 

して 「此 世に 在りて 家宰に 求む る 所 は 其 忠信な らん 事な り」 と ある C 同 二 節)、 然るに 役者が 頻りに 自 

分で 自分の 後 繼者を 定めん とする、 是れ ra^ して 主人に 忠信なる 道であろう 乎、 此 世に 在りて は 番頭 は 

己が 後繼 者の 選定 を 主人に 一 任す る、 然るに キリストの 役者が 自分で 自分の 後繼者 選定に 就て 焦慮 a 

； ん. 0 

つ 云 爲す るので ある、 余輩 は 此事を 見て 甚だ 不快の 念 に 堪えない。 

神は自 から 其 僕 を 選び 給 ふ、 キリスト は自 から 其 役者 を 命じ 給 ふ、 モ ー セが 己が 後繼 者と して ヨシ 

ユア を 選んだ ので はない、 祌 御自身が ョ シ ュ ァを 選び 給 ふて 彼 をして 其 先輩 モ ー セの 後を繼 がしめ 給 

ふたので ある、 エリヤが H リシ ャを 養成して 其 後 糖 者と なした ので はない、 神 は豫め エリ シャを 備え 


給 ひて 彼 をして H リャの 後 を 受けて 祌の 預言者た らしめ 給 ふたので ある、 其 他 余輩 は 聖書に 於て 神の 

人 等が 其 後繼者 問題 に 就て 頭 腦を愤 ましたと 云 ふこと を讀 まない ので ある、 預 言 者 ィザャ は 後 繼者を 

有たなかった、 M レ ミヤに バルタと 云 ふ^ 信なる 弟子が あつたが 彼 は 預言者の 後を繼 ぎて 自分 も 亦 K 

言 者と ならなかった、 H ゼキ H ル にも 後繼 者はなかった、 ァ モスに もなかった、 ホゼァ にもなかった、 

預言者 は大 となく 小と なくす ベ て ギレ ァ、、 テの 野人 H リャの 如くに 忽焉 として 現 はれ 忽焉 として 消 ゆる 

者であった、 彼等 は 此點に 於て 空 天に 現 はる & 流星の 如くであった、 獨り 暗黑を 照らして 消えて 其 跡 

を 留めなかった。 

而 して 後繼者 問題に 就て 失敗した 者 は イス カリオ テの ュダを 失 ひし 後の 十 一 人の 使徒 等であった、 

彼等 は 潜 越に も 主が 彼等 を 選び 給 ひしゃう に 彼等の 一 人 を 選ばん とした、 ぺ テ C の發言 に 由り 彼等 は 

愚かに も E を 引いて 去りに し ュダの 補 缺選擧 を 行った ので ある、 「斯くて 鬮を 取りし に マツ テアに 當 

りければ 彼れ 十 一 人の 使徒 等と 共に 列れ り」 と ある (行傳 一章 末節)、 然れ ども 事 は 之れ で濟ん だので あ 

る、 我等 は マ ッ テアなる 人に 就て は 其 後 曾て 一 囘も 開かない ので ある、 彼 は 人が 鬮に 由て 選み し 使徒 

であった、 故に 使徒の 用を爲 さなかった、 主の 選擇は 他に 在った ので ある、 タル ソの パゥ 口が 主の 選 

み 給 ひし 者であった、 彼 はべ テ „1 の 所謂 「ョ ハネの パプ テス マより 始め 我等 を 離れて 擧 げられ し 日に 

至る まで 常に 我等と 偕に 在りし 者の 中の 一人」 ではなかった (サニ 節)、 バウ & は 肉に 在りて は 主 を 知 

ら なかった、 而 して 一時 は 激烈なる 主の 敵であった、 然るに 此 人が 主の 特別なる 聖召を 蒙りて  1 興の 使 

徒と なった ので ある、 「我が 見る 所 は 人に 異なり、 人 は 外の 貌を 見、 エホバ は 心を視 るな り」 である、 

バウ ri の 選擇は 使徒 等の 最も 意外とす る 所であった、 然し 乍ら 事 實は蔽 ふべ からすで ある、 使徒 等の 
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選びし マ ッ テア は 消えて 了って 主の 選び 給 ひし パ ゥ a は 他の 使徒 等に 愈り て 多く 福 昔の 爲に 働いた。 

番頭 は 自分で 自分の 後 繼者を 定めて はならない、 キリストの 役者、 神の 奥義 を 司 どる 家宰 たるべき 

我等 彼の 僕 等 は 我等の 後繼者 如何に 就て 頭 腦を惱 ますの 必要 はない ので ある、 然り惱 ます も 無益で あ 

る、 我等が 自分で 定めし 後繼 者は必 しも 後繼 者の 用 をな さない ので ある、 多くの場合に 於て は 其 正 反 

對 が事實 である、 眞の後 繼者は 我等の 知らざる 人の 中に 在りて、 我等の 定めし 後 繼者は 却て 我等に 反 

き 我等の 主義と 精神と を瀆 すので ある、 神の 眞理は 我が 所有物で はない、 我等 は 之 を 我が 財 產を處 分 

する が 如くに 處 分して はならない、 神の 所有物 は 神 御自身 之を處 分し 給 ふ、 我等 は 神が 之 を 我等に 娄 

ね 給 ふ 間 忠實に 之 を 護れば 宜 いので ある、 實 にパゥ B の 一一 一一 口 ひしが 如くに 「家 宰に 求む る 所 は 其 忠信な 

らん こと 也」 である。  ， 

預 一一 一一 11 者等は 自分の 後 繼者を 定めなかった、 然れ ども 預言 は廢ら なかった、 ィ H スの輻 昔 は 十二使徒 

等の 手を經 すして、 「人よりに 非す 人に 由ら す」 して 直に タル ソの バウ 口に 臨んだ、 永遠に 生き 給 ふ 

神の 眞理 である、 是れ 人に 由って 承 繼，. せらる &に 非れば 消えて 了 ふやうな 者で はない、 雨う 思 ふの は 

敎會 者の 不信に 因る ので ある、 法燈傳 承と 云 ふが 如き は是れ 腐敗せ る佛 法の 寺院に 於て 有るべき 事で 

あって、 生命に 盈ちた る キリスト 敎會に 於て 有るべき 害の 事で ない、 實に斯 かる 問題の 起る こと 其 事 

自體が 敎會墮 落の 最も 明白なる 證據 である、 後繼者 選定 を 最も 嚴密 に實 行し 来りし 者が 羅馬 天主 敎會 

である、 而 して 其 法王 僧正 監督 等の 中に 幾多の 禽獸 にも 劣る 人物の 有った こと は 歷史の 明かに 示す 所 

である、 人 は鬮に 由て 亦 投票に 由て (實に 投票 は圖の 一種で ある) 眞理 の承繼 者を定 むる 事 は 出来な 

い、 「主 は 己に 屬 ける 者 を 知り 給 ふ」、 神の 眞理は 神 御自身が 選み 給 ひし 者の み 之 を 承繼ぐ ことが 出 


来る、 我等 彼の 役者 は 唯 日に日に 我等に 委ねられし 職に 從 事し、 後繼者 問題の 如き は 之 を 全然 念頭よ 

り 去り、 明日の 事 を 憂慮 ふこと なく、 明日 は 明日の 事 を 憂慮 ふとして、 今日は 今日の 職務 を忠 赏に盡 

すべきで ある。  ， 

參考 シ H クス ピャ を 最も 善く 解す る 者 は 英國に 於て 有らす して 獨 逸に 於て 有る、 へ ー ゲル を 最も 

善く 解す る 者は獨 逸に 於て 有らす して 英國に 於て ある， 凡が 其 通りで ある、 「預言者 は 其 本 國に於 

ては納 けられす」 である、 我が 骨肉 我 直弟子 は 多く は 善く 我 を 解し 得ない ので ある、 我が 眞の 弟子 

は 我が 知らざる 者の 中に 在る、 此事を 知て 自分で 自分の 後. 繼 者を定 むる 事の 愚と 不可能と が 能く，!： 

明る、 神の 智慧 を 賜 はりし 者 は 後繼者 問題と 稱 ふが 如き 無用の 問題に 頭 腦を惱 まさない ので ある。 


敎會建 設 問 題 

人 は 余に 問 ふて 曰 ふ 「君 は 何時 何處に 如何して 敎會を 建ん とする ので あるか」 と、 此 問に 對 して 余 

は 時々 答 ふるに 言辭 なくして 苦しむ、 余 は キリ ストの 福音 を唱 ふること 玆に 四十 年で あるが 今に 猶ほ 

敎會を 建つ るの 見込がない ので ある、 然し 翻って 思 ふ、 敎會を 建る の 必要 果して ある やと、 而 して 聖 

書 は 今時の 基督 信者と 異なり 敎會 建設の 必要 を 以て 信者に 迫らない ので ある、 聖書 は 明，： n に敎 へ て 一一 一一 口 

ふ 「主 イエ ス キリスト を 信ぜよ 然 らば 汝 及び 汝の 家族 も 救 はるべし」 と (行傳 十六 章 三 一節)、 「敎會 を 
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建よ」 と は 處 にも 一一 目 ふて 居ない、 而 して 主ィ H スは 敎會の 首長で あると 同時に 靈 魂の 救 主で ある. 

彼 は 彼の 聖 父と 同じく 手に て 造れる 所の 敎會 堂に 居た ま はない (同 七 章 四 八 節」、 彼 は 言 ひ 給 ふた 「人 

もし 我 を 愛せば 我 一一 目 を 守らん、 且つ 我 父 之 を 愛せん、 而 して 我等 (父と 我) 臨り て 彼と 共に 在るべし」 

と (約 翰傳 十四 章 二三 節〕、 バウ 口 も亦敎 へて 言 ふた 「神の 殿 は 卽ち汝 等な り」 と (哥林 多 前 三 章 十七 節」、 

依て 知る 眞の 敎會の 人の 靈 魂なる こと を、 神 は 手に て 造れる 會 堂に 居た ま はす 彼 を 愛する 人の 靈 魂に 

宿り 給 ふ、 眞の 敎會は 彼が 聖め 給へ る靈 魂で ある、 而 して 聖書に 依て 明 Q に 其 事を敎 へられて 余は敎 

會を 建る の 必要 を 認めない ので ある、 然り余 は 幅 昔を唱 へつ、 ある 間に 露の 敎會を 建つ、 あるので あ 

る、 「神の 殿 (敎會 ) は 卽ち汝 等 信者な り」 と、 祝すべき かな 此言 や、 此言ぁりて敎會無しの^^じ督敎 

が 在り 得る ので ある、 人が 靈 魂の 深き 所に 於て ィ H スの聖 名 を颛び まつる 所に、 其 處に眞 正の 敎會が 

あるので ある、 斯くて 余 は 今、 人の 靈 魂の 衷に祌 の 言 を 語りつ &聖き 敎會を 建つ k ある、 是が 余の 建 

得る 敎會 であって 又祌の 要求し 給 ふ敎會 である、 キリスト を 愛し 其 言 を 守り 聖 父の 愛する 所と なりし 

者、 聖 父と 聖 子と は 臨り て 彼と 共に 在し 給 ふと 云 ふ、 而 して 余 も 亦 余の 傳 道の 經驗に 於て 幾 囘か斯 か 

る 臨在 を目擊 せしめられ たので ある、 余 も 亦 少しく 敎會 建設に 成功した りと 云 ひて 強ち 不遞を 語る の 

ではない と 思 ふ。 

元 來宗敎 は 寺院 叉 は 敎會の 事で はない、 靈 魂の 事で ある、 神と 人と に對 する 心の 態度の 事で ある、 

祌を 愛し 得る 乎、 神 を 愛する の 必然的 結果と して 人 を 愛し 得る 乎、 此 問題が 完全に 解決 せられて 餘は 

單に 手段 方法の 次位 問題と 成る ので ある、 鹿の 溪水を 慕 ひ 喘ぐ が 如くに 人の 靈魂は 活ける 祌を慕 ひ 喘 

ぐので ある、 彼等 は ピリ ボ と共に 言 ふ 「主よ 我等に 父 を 示し 給へ 然 らば 足れり」 と (約 翰傳 十四 章 八 節〕、 


傳 道の 必要 は玆に 在る ので ある、 父 を 示す に 在る、 父 を 示して 靈 魂の 渴を 癒す に 在る、 而 して：：： れ敎 

會 なくして 行 ひ 得る 事で ある、 實に 多くの場合に 於て 敎會は 父 を 示 すがため の 妨害で ある、 故に 多く 

の 犁ー者 は 特に ィ H スキ リストの 御 父なる 眞の祌 を 示さん がた めに 敎會を 離れ、 所謂 「營の 外」 に 出て 

敎會の 詬誶を 負 ひつ &父を 人に 示した ので ある (希 伯來書 十三 章 十三 節)、 曾て はル ー テ ルも此 事 を爲し 

た、 ウェス レ ー も此 事を爲 した、 近 I に 到りて F  •  W  •  P バ ー トソ ンも此 事を爲 した、 彼等の 傳 道の 

いちじる 

目的 は敎會 建設に 於て 無くして 「父 を 示す」 に 在った、 而 して 神の 恩惠に 由り て 彼等 は 著しく 此 事に 

於て 成功した、 父 を 示す 事、 我等の 猶 罪人た る 時、 其 子 をして 我等の 爲に 死なし め 給 ひし 父、 我れ 此 

父 を 我 同胞に 傳へ すして 止む ベ けんやで ある、 キリストの 愛に 激 されて 起る 此 熱心、 我に も 亦 是れな 

から ざらん やで ある、 傳 道が 若し 人類 的 熱情に 促されて 起る 業で ないならば 我 は 之に 從事 する を 恥と 

△ 厶厶 △<! 厶 <3<"<3<1<1<3 厶 A  ニ厶 △△<!△  厶厶厶  A 厶  <"<1<1<1<1<.0<"<:<:<3<： 

する、 愛に 燃えて 福音 を說く 時に 我 眼中に 敎會 なく、 組織 祌學 なく、 信從を 迫る 信仰 筒條は 無い ので 

ある。 

一 人の 小 女が ナザレの ィ H スを救 主として 迎 へし 時に 余 は 彼女の 靈 魂の 內に 神の 敎會 を樂 いたので 

ある、 一人の 青年が ィ H スの 愛に 激 されて 彼の 勇氣、 彼の 淸潔、 彼の 愛 を 幾分な りと 己が 有と なし、 

更に 進んで 彼の 爲に其 百年の 齡を讓 らんと 決心せ し 時に 余 は 亦玆に 一 大敎會 を 起した ので ある、 キリ 

ストの 福音 を 萬 人の 實驗 と爲 さん 事、 是れ傳 道の 目的で ある、 も 日 を 萬 人の 上に 照らし、 雨 を 一 € 人 

の 上に 降さん とする が 如く、 傳道は 如何なる 制限 を も 許さ る 業で ある、 哲學 者が 其 提唱す る 眞现の 

萬 人に 納ら れん 事 を 欲する が 如くに、 詩人が 其 吟誦す る 思想の 萬 人に 歌 はれん 事 を 求む るが 如くに、 

基督 者 は 其 喜ばしき 救 扬の昔 % を 萬 人に 傅 へんと 欲する ので ある、 斯くて 基督 者 は 詩人 哲學 者と 階級 
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厶厶厶 厶厶  <1 厶厶 <3  A<3  厶厶厶  厶厶  厶厶 △ 厶 △< 厶 △<△△△<: 厶  <"< "厶厶 

を 共に すべき 者であって、 監脊、 宜 敎師、 ^侶、 神主、 祭司 等宗敎 者と 類 を 同う すべき 者で ない、 敎 

< ^は 大抵の 場合に 於て は 制限で ある、 之に 空氣の 自由なる が 如き、 光の 無涯 なる が 如きが 無い、 余 は 

福音の 光に 接して、 小なる 星と 成りし が 如くに 感 する、 余 は 光 を 放たざる を 得ない、 而 して 放光の 方 

向に 制限 はない、 無敎會 主義 は 余に 特^なる 主義で はない、 の 特性で ある、 余が 敎會を 建つ る 時 

に 余の 信仰 は 結晶し、 余の 傳道は 其 前進 を 阻止 せらる k ので ある。 

然ば 輝かん 哉 星の 如くに、 嘯かん 哉 風の 如くに、 人の 靈 魂の 5： に 現今 祌の 聖書 を 以て 眼に 見えす 手 

にて 造られざる 神の 敎會を 建ん 哉、 英米 流の 敎會 信者 等が 之に 對 して 何と 云 ふと も。 


0 敎 會 紧 

『無 敎會』 (著者に よりて 明治 三十 四 年より 三十 五 年に 互り て 刊行せられ たる 月刊の 小雜 誌— 編者) と 云 へば 

無政府と か 虛無黨 とか 云 ふやう で 何やら 破壤 主義の 冊子の やうに 思 はれます が、 然し 決して 雨ん な も 

のではありません、 『無 敎會』 は 敎會の 無い 者の 敎會 であります、 卽ち 家の 無い 者の 合宿所と も 云 ふ 

べき ものであります、 卽 ち心靈 上の 養育 院か孤 兒院の やうな ものであります、 「無 敎會」 の 無の 字 

は 「ナイ」 と訓 むべき ものでありまして、 「無にする」 とか、 「無視す る」 とか 云 ふ 意味で はあり ま 

せん、 金の 無い 者、 親の 無い 者、 家の 無い 者 は 皆な 可憐な 者ではありません 乎、 さう して 世に は敎會 


の 無い、 無牧の 羊が 多い と 思います から 玆に此 小 W 子 を發刊 する に 至った のであります。 

世に は 名 は 立派で 實は 機い 者が あります、 表紙が 立派で 中の 極く 詰らない 書が あります、 面が 美く 

して 心の 極く 醜い 婦人が あります、 外貌が 極く 優しくして 心 は 鬼の やうな 男が あります、 之に 反して 

名 は 平凡で も實は M ライ 人が あります し、 表紙 は 漉 紙で も 中 は 金玉 を 列ね た 書が あります、 奸婦は 美 

人の 內に 多く、 獰人は 多く は 美男子で ある さう です、 物 は 何んでも 名と 外形と 許りで は 分りません、 

或 人が 英國 有名の 學者 ドクトル、 ジョン ソン を 評しまして、 「彼 は 皮膚 丈け の 熊で ある」 と 申し まし 

た、 熊の やうな 面 をして 居り、 熊の やうな 素 振 をして 居った ドクトル、 ジョン ソン は英國 中に 一番- 设 

い 人で ありました。 

*  *  ネ  * 

『無 敎會』 も 丁度 そんな ものに なりたい と 欲い ます、 壤す やうに 見えて 實は 建る 者、 怖い やうに 見 

せて 實は 愛らしい 者、 熊の 皮 を 被って 居て 小羊の 心 を 有ち、 社-へ e に大 革命 を 起す 者の やうに 見えて 赏 

は 小 女と 老人の 友と なりたい と 欲い ます、 世に 般若の 面 を 被った 者 は 皆な 般若で あると 思 ふ ものが 多 

くあります るから、 私共 は 態と 般若の 面 を 被って、 物の 外形に 許り 注意して 居る 人 共を逐 散し、 心の 

中 を 探る 者 を 引付て 玆に 無敎會 なる 大敎會 を 建て やうと 欲い ます。 

斯う 云 ふと 何に やら 私共 も 亦 野心 を懷く 者の やうに 思 ふ 人 も ありませ うが、 夫れ は 決して 雨う では 

ありません、 眞 正の 敎 會は實 は 無敎會 であります、 天國 には實 は敎會 なる もの はない のであります、 


敎會に II する^ 究  ニニ 一 

「われ 城 (： 大國) の 中に 殿 (敎會 ) ぁるを3^す」 と 約 翰の 默示錄 に 書いて あります、 監督と か、 執事 

とか、 牧師と か敎師 とか 云 ふ 者の ある は此世 限りの 事であります、 彼 所に は洗禮 もなければ 晩餐 式 も 

ありません、 彼 所に は敎師 もな く、 弟子 もありません。 

我れ 新しき 天と 新しき 地 を 見たり、 先の 天と 先の 地 は旣に 過ぎさり 海 も 亦 有る ことなし、 我れ 聖 

i ち  み-なへ i ゝ G  '\ はなよめ  i, 穴 力し こ むかへ 

城なる 新しき H ルサレ ム備整 ひ 祌の所 を 出て 天より 降る を 見る。 その 狀は 新婦 その 新郎 を 迎ん爲 

に 修飾り たるが 如し。 

『無 敎會』 は 斯う 云 ふ 敎會を 世に 紹介せ ん爲 めに 働く 狭り であります。 

然し 此 世に 居る 間 は 矢張り 此 世の 敎會が 必要であります、 雨う して 或 人 は 人の 手 を 以て 作った 敎會 

に參 し、 其 處に祌 を 讚美し、 其處に 神の 敎を 受けます、 或 敎會は 石 を 以て 作られ、 或 敎會は 煉瓦 を以 

て 作られ、 又 或 敎會は 木 を 以て 作られます、 然し 私共 何人も 出席す る 敎會を 有つ とい ふわけ では あり 

ません、 世に 無敎會 信者の 多 いのは 無宿 童子の 多い のと 同じであります、 玆に 於て か 私共 無敎會 信者 

にも 敎會の 必要が 出て 來 るので あります、 此 世に 於け る 私共の 敎會と は 何であって 何處 にある ので あ 

りましょう か。 

神の 造られた-: チ宙 であります、 天然であります、 是れが 私共 無敎會 信者の 此 I に 於け る敎會 であり 

あ をぞら  ，つ，.： -ii  , ゆか 

ます、 其 天井 は蒼穹 であります、 其 板に 星が 錢 めて 有ります、 其 床 は靑ぃ 野であります、 その 疊は色 

色の 花であります、 其 樂器は 松の木 梢であります、 其 樂人は 森の 小鳥であります、 其 高 壇 は 山の 高 根 


でありまして、 其 說敎師 は 神様 御き 身であります、 是が 私共 無敎會 信者の 敎會 であります、 羅馬ゃ 龍 

動に あると 云 ふ 如何に 立派なる 敎會 堂で も、 此 私共の 大敎會 に は 及びません、 無敎 會是れ 有敎會 であ 

ります、 敎會を 有たない 者の みが 赏は 一 番 善い 敎會を 有つ 者であります。 


獨 立敎會 の眞義 


獨 立敎會 とは獨 立の 基督 信者に 依て 建てられ たる 敎會 であいます、 卽ち 人に 依る の 必要 もな く、 亦 

敎會に 依る の 必要 もな く、 只主ィ H ス キリス トに のみ 依て 立つ 人々 の 相 集て 建てた 敎會 であります、 

敎師 なくば 信仰が 維持せられ ない、 敎會 がなければ 信仰が 冷へ るな ど 言 ふ 人 は 未だ 獨 立の 信者で はな 

いのでありまして、 雨う 云 ふ 人達の 建てた 敎會は 名は獨 立で も實は 依頼の 敎會 であります。 

多くの 敎師方 は 信者の 信仰に 就て 非常に 心配せられ まして、 若し 彼等 を 敎會に 於て 牧 する にあら ざ 

れば 彼等の 信仰 は 直に 冷へ 去る やうに 思 ふて 居られます、 然しながら 是れ眞 正の 信仰 を 以て 養、 はれた 

事の ない 信者に 就ての 心配でありまして、 若し 一 度び なりと も 主 を其榮 光に 於て 見た 者 は 雨う 安す 安 

すと 信仰 を 落す 者でありません。 

私共 は 眞理其 物に 信仰 を 置かなければ なり ませむ、 眞理は 其 物 自身の 氣附を 取る 者であります、 眞 

理を傳 へ 置けば 眞理は 其 子供 を 容易に 捨てません、 敎會 がな くと も、 牧師が なく も、 廣现の 子供 は容 

® 立 教<^£1^； 義  ニニ 一一 
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易に 眞理を 去る やうな 事 は 致しません、 信仰の 冷却 を氣 遣う 敎師達 は 未だ 自身の 傳 へられた 眞 理に充 

分の 信仰 を 置かれない 人達でありまして、 共れ が爲に K 理 以外に 何に か 信仰 維持の 方法 を 講ぜん と務 

めら れ るので あります。 

善く 考 へて 御覽 なさい、 基督 敎を千 九 百年の 長き 間此 世界に 維持して 來 りました の は 決して 人で も 

なければ 亦敎會 でもありません、 若し 神の 聖靈が 信者の 心の中に 强く 働きませんでしたならば 基督 敎 

は疾 くの 昔に 消えて 了った 者であります、 同じ やうに 基督 信者の 信仰なる 者 は 說敎ゃ 儀式 位 ひの 力で 

禁げる 者ではありません、 神の 聖靈大 に 吾等の 心に 降り、 惡 魔の 萬 軍 は 起て 吾等 を碎 かんとす る も 吾 

等 をして 基督の 愛より 離れ ざら しめ 給 ふが 故に 我等 は 今日まで 信仰 を 維持して 來る ことが 出來 たので 

あります、 敎會を 以て 信仰 維持の 必要 具と 見做す 人 は 神 の 聖靈 の 能力 を輕 しむる 人で あると 思 ひます。 

若し 敎會が 信仰 維持に 必要 である なれば 何故に 立派な 敎會 の 信者の 中より 多く 墮落 信者が 出で ます 

か、 若し 牧師 を 有たない 信者 は 危險の 位地に 立つ 者で あると 云 ふ 人が ありますならば、 私 は 其 人より 

何故に 世に 多くの 墮落 牧師が ある 乎、 其 理由 を 聞きた く 思 ひます、 自身 すら 信仰 を 維持す る ことの 出 

来ない 者が 如何して 他人の 信仰 を 維持す る ことが 出来ます か、 世に 墮落 信者と 墮落 牧師との 多 いのは 

△ 厶 厶 厶 AAA 厶 A 厶厶厶  <"<1<1<1<"<"<"<"<<"厶<" 

神が 吾等に 敎會ゃ 牧師に 依る 勿れと 敎へ給 はん 爲 ではあります まい か。 

斯う 云 ふて 私 は 何にも 敎會の 用 を 認めない ので はあり ませむ、 人 は 類 を 以て 相 集まる 者であります 

から、 同一 の 主義と 信仰と を 懊く者 は 自然と 相 築って 國體を 作る 者であります、 敎會は 「成る」 者で 

ありまして 「作る」 べき ものではありません、 天然の 生長でありまして、 人爲の 製作ではありません、 

0-000000000000000000000000000000 

神の 聖靈に 導かれて 期せす して 成った 者が 眞 個の 神の 敎會 であります。 


敎會は 信仰 を 養 ふ 所と 思 ふの が 抑. - 間違の 始めであります、 敎會は 信仰 を 養 ふ 所では ありませ む、 

信仰 を 表白す る 所、 之 を 他人に 頒っ 所であります、 私共 は 他人より 益 を 受けん ために 敎會に 行て はな 

りません、 之を與 へんた めに、 屮 Z 来る 丈け の 善 を 我が 兄弟 姉妹 達に 分け 與 へんた めに 其處に 行かねば 

なり ませむ、 斯う 云 ふ 敎會が e; に榮 える 敎會 であります、 何故に 多くの 敎.^ に 於て 不平が 多く ありま 

すか、 それ は其會 員た る 者が 皆な 锇饑 童の やうに 只 己れ 養 はれん と 欲しての み 其 處に集 ふからで は あ 

りません 乎、 與 ふる 者は受 くる 者よりも 幸福であります、 與 ふる 者の 集った 所に は 不平はありません * 

今の 敎會 なる 者が 大方 は 不平の 醸造所で あるの は、 其會 員た る 者に 眞理の 素養が 全く 缺 けて 居る が爲 

に、 與 へんと する 心が 無くして、 受けん とする 心の みが あるから であります。 

基督 信者 は主ィ H ス キリストより 直に 靈の賜 を受る 者であります から、 之 を 敎會亦 は 牧師の 手より 

受ける 必要はありません、 彼は與 ふる 爲に 敎會を 建て、 亦た 之に 集 ふので あります から 其 活動の 原動 

力と はなり ましても 決して 其 厄介者と はなり ません、 爾 うして 與 ふる 者 は 更に 受 くる 者であります か 

ら、 基督信^1<?は他人に與へんとしっ--自から受くる者でぁります、 卽ち 彼が 受 くるの 法は與 ふるに あ 

るので ありまして、 彼 は 他人に 施しながら 自身に 富を增 しつ & 行く 者であります。 

斯う 云 ふやう に 基督 信者なる 者 は 元來獨 立の 者であります、 依頼す る 者 は 基督 信者ではありません、 

基督 を 信す ると 稱 する も 外 圈 宣敎師 や、 彼等の 建てた 敎會に 依頼す る 者 は實は 未だ 基督 を 信じない 者 

であります、 獨立は 信徒の 唯一 の試驗 石であります、 獨立 心の なき 者に は 信仰 はない 者と て？ I 違 は 

ありません J 
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無敎會 主義の 前進 


無 敎會は 進んで 有 敎< ^となるべき である、 然し 在来の 敎會に 還るべき ではない、 敎會 ならざる 敎會 

となるべき である、 卽ち 敎會を 要せざる 者の 靈的 團體 となるべき である、 斯 かる 圑體が 直に 义敎會 と 

成り 易き は 余攀の 充分に 認 むる 所で ある、 然 かし 其 場合に 於て は 又 直に 之を壞 つべき である、 5^ 會；^ 

生物の 體軀と 均しく 永久に 壞 ちて 永久に 築くべき 者で あ マ. b、 敎會も 亦 生物と 均しく 其 恐る、 所 は 結晶 

である、 無敎會 主義 は 其 一面に 於て は 結晶せ る敎會 の破壞 である、 他の 一面に 於て は 生ける 敎會の 建 

設 である、 而 うして 無 敎會が 結晶して 又 所謂る 敎會 となる 時には 無敎會 主義 を 以て 叉 之を壞 つべき で 

ある、 キリストの 王 國は斯 の 如くに して 發 達する、 余輩 は 安心して 大膽に 進むべき である。 

雨う は 首へ、 無敎會 主義 も 亦ゼン トル マン 的で なければ ならない、 彼 は 在來の 敎會の 自由と 平和と 

を 妨げて はならない、 故に 彼 は 其 道 を敎會 內に說 いて はならない、 彼 はパゥ 口 の 如くに 異邦人の 屮に 

適く ベ きで ある (使徒 行傳 十八 章 六 節)、 爾 うして 若し 敎會を 建つ るの 必要が あるならば 彼等 無敎會 信者 

の 巾に 建つ ベ きで ある。 

無敎會 主義 は 叉 敎會內 の 不平 家 を 糾合 せんこと を 努めて はならない、 彼 は 全く 敎會を 離れて 働く ベ 

きで ある、 敎會 と關係 ある 者、 叉 はありし 者 は 成るべく 避くべき である、 日本 國に 未だ 一 隔 昔 を 信ぜ ざ 


る 者 は數千 萬 人 ある、 少數の 基督 信者 を 誘 ふて 我が 味方と なす 必要 は 毫もない、 我等 は 純粹の 不信 

者 を 我が 味方と なすべき である、 我等 は 進んで 心 靈界の 叢林に 入って 其 獅子と 虎と を 捕 ふべき である、 

敎/はの庭園に入って其馴れたる鹿ゃ羊を^^むべきではなぃ。 

余 M はすべ ての キリスト を 愛する 者 を 尊敬す る、 然しながら 今の 敎會 に關聯 して 余輩の 手と 足と を 

纏 はる k を 好まない、 余輩 は輻 昔の 急先鋒た らんと 欲する、 故に 監督 制度 や 憲法 政治の 束縛 を 離れて 

自由の 活動 を 許された く 欲 ふ、 余輩 は 彼等 を 妨げない、 故に 彼等に 妨げられたくない、 余 W は 叉 今日 

まで 彼等の 按助を 乞 は ざり し 如く、 今後 も 亦 彼等に 顿 るまい と 思 ふ、 余 は 天國に 於て は 彼等 と^に 

なりたく 思 ふなれ ども、 然し、 此 世に 於て は 彼等と 離れて 居る こと を む、 是れ 余輩に 寬容の 精祌が 

足りない からで はない、 福音の ためで ある、 聖書に 曰く、 

聖靈曰 ひける は、 我がた めに バ ルナ バ と サゥロ を 選別ち て 我が 彼等に 命ぜし 所の 事 を 行 はしめ よ 

(使徒 行傳 十三 章 二 節) 

と、 分離 は必 しも 惡 いこと ではない、 主の ために すれば 甚だ 善い ことで ある。 

無敎會 主義で あれば とて 決して 放埒に 流れて はならない、 我等 は 外形の 儀式 は 之 を輕ん する も！  i 音 

の 精 要に は间く 線るべき である、 我等 は 所謂る 正 铳敎會 と は 何の 關係も 有たない が、 然 かし 聖徒に 一 

たび 傳 へられし 信仰の 道の ために は カを盡 して 戰 はん 辜 を 欲する (猶太 書 三 節)、 余耀は 自由 を 重ん す 

るが ュ 一一 テリアン 主義 を 取らない、 常識 を 貴ぶ が肉體 復活の 信仰 を棄 てない、 余 K は 出来^る.；， -け新 

約 聖書 を 其 儘に 實行 せんと 欲する。 

余 辈 の行爲 を？ sf 獨 突飛の 行 爲と昆 做す 者 は 間違って をる、 余 M の 同志 は 我 日本 國に 多く あるば かり 
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ではない、 外國 にも 少 くない、 殊に 丁瑪國 有名の 思想家 ゼ ー レン • クリ， I ケゴ ー ルドの 如き は 余輩の 

先導者と 稱 すべき 者で ある、 彼が 如何なる 人物で ある 乎、 彼の 信仰 は 如何なる ものである 乎 は， 余輩 

の 友人 W • グン デル ト 氏に 由て 遠から すして 本誌の 讀 者に 紹介せられ るで あらう、 丁瑪國 は小國 であ 

るな ど 曰 ひて 決して 侮るべき ではない、 大 なる 思想 は 常に 小なる 國 より 出来た る、 基督 敎を產 みし ュ 

ダャ は小國 であった、 西洋文明 を產 みし ギリシャ も小國 であった、 余輩 近顷 神の 導きに 由て 丁 瑪國と 

少しく 緣を 結ぶ に 至て、 其心靈 的に は遙 かに 大米國 以上の 國 である こと を發 見した、 彼れ クリ ー ケゴ 

l ルドの 一一 目の 如き は大に 余輩 を勵 ます 者で ある。 

率 ざ 来れ、 我が 信仰の 友よ、 立って 今より 後 又 進まん かな、 松の梢に 奏づる 風 を 我が 音樂 となし、 

蓊れる 森 を 我が 祈禱の 座と 定め、 顯人を 我が 友と たし、 愛に 縛らる、 の 外、 何物に も 縛られす して、 

廣き 世界に 自由の 福音 を宣傳 へんかな。 - 

最 も 貴 むべ き敎 會 

維 馬加特 利敎會 

(敎友 某と 下野 太平 山に 遊びし 途中 語りし 所) 

余 は 今 は 無敎會 信者で ある、 然しながら 若し 敎會に 入る とするならば 余は羅 馬加特 利敎會 (天主 敎 


會) に 入らう と 欲 ふ、 是れは 最も 古い、 最も い、 最も^ 界的 にして、 最も 完備せ る敎會 である、 是 

れは 新敎諸 敎會の やうな 成 上りの 敎# ではない、 是れは 一 一千 年間の 歴史に 深き 根據を 据えた る 最も 歷 

史的の 敎會 である、 若し 信仰 を 維持す るた めに 制度の 必要が あり、 敎 職の 必要が あると 云 ふなら ば、 

余輩 は斯 かる 强！： なる 斯 かる 完備せ る 敎會に 人るべき である。 

新 敎の敎 師は云 ふ、 羅馬加 特利敎 會は腐 耽して 居る と、 然し 若し 腐敗の 事で あるならば 新敎 の諸敎 

會と て も 加特利 敎會に 讓らな い、 殊に 米國の 新敎 諸敎會 の 如きに 至て は 其 腐敗た る ゃ赏に 言語 に 斷ぇ 

たる 者が ある、 若し 敎會 を其陷 りし 腐敗に 由て 箱くならば、 世に 取る に 足るべき 敎會は 一 つも 無くな 

る、 余輩 は 加特利 敎會が 腐敗して 居れば とて、 其 莊嚴と 堅牢と を 疑 はない。 

又 云 ふ、 加特利 敎會に 信仰の 自由がない と、 然 かし 余 W は 雨う は 信じない、 勿論 敎會 として 立つ 以 

上 は 多少 の 束縛の あるの は 止む を 得ない、 雨う し て 加 特利敎 X 皆 の 束縛なる もの は 其 世界的 である 丈け 

，ゆる？，  厶< ：厶  <1厶<"<:<:<1<<3<"<"<1<"<"厶<:<"<"<1<"<3<1<"<1<"<3<3<"<"<1<1<厶 

それ 丈け 寬か である、 余輩 は 自由 を 標榜す る 小なる 新 敎會の 中に 最も 厳酷 なる 束縛の 行 はれて 居る を 

知る、 二十世紀 今日の 加 特利敎 會はル ー テル 在世 當 時の それで はない、 加特利 敎會の 偉大なる 理由の 

一 つ は その 世と 共に 變遷 進歩す るの 一 事で ある。 

0  0  00000OO0C1O  000O000000O00O0O0O00  000O0OO0OO0O 

殊に 余輩が 加特利 敎會に 就て 感嘆して 止まざる こと は 其傳道 法の 常に 靜肅 にして 始終 一 貧して 居る 

ことで ある、 新教の 諸敎會 が騷 ぎ、 躍り、 叫び、 吹 立つ る 時に 方て 古き 加特 利敎會 は其靜 かなる こと 

太古の 如しで ある、 加 特利敎 き は 名士 を 招聘して 大演 說會を 開かない、 加 特利敎 會は萬 國學生 大會を 

^ いて 示威 的 運動 を 試みない、 加特利 敎會は 自己 を 信す る餘 りに 篤き が 故に 此 世の 權 者に鎚 り、 其 威 

力 を 借りて 敎勢 を擴張 しゃふと 爲 ない (昔し は爲 したれ ども )o 
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羅馬加 特利敎 會は貴 人的 敎會 である、 其聖 マリヤ 崇拜は 能く 其 理想 を顯 はして 居る、 加特 利敎會 

に 新敎諸 敎會に 居る やうな 鐵面 婦人 は 居らない、 婦人ら しき 婦人 を 余輩 は 最も 多く 加特利 敎會の 中に 

見る、 新敎諸 敎會に 最も 缺 けて 居る もの は 婦人の モ デス チ，' (謙 卑) である、 マリヤ 崇拜を 嘲け る 新 

敎諸敎 會は其 婦德に 於て は遙 かに 羅馬 加特利 敎會の 下に 居る。 

聖 ァゥガ ス チン の 母敎會 にして、 聖 フラン シ スを 出し、 トマス • ァク イナ スを產 み、 二 ュ I マン 大 

僧正 を惹附 けし 羅 馬 加特利 敎會は 今日 尙ほ 尊敬すべき 敎會 である、 余 » も 亦 若し 今後、 敎會に 入る の 

必要 を感 する に 至るならば、 々意々 として、 此 世の 勢力 を 獲る に 日 も 亦 足らざる 新 敎諸敎 食に 入ら 

すして、 古き 固き 廣き羅 馬 加特利 敎會に 入らん と 欲する。 


無敎會 主義 を棄 てず 

私の 家に 大 なる 悲痛が 臨みました (愛嬢の 死に 會 して f 編者 ：}、 乍然、 私 は 或る人々 がー 百觸 します やう 

に、 其れが ために 無敎會 主義 を棄 てません、 無敎會 主義と は 一一 一一 11 ふまで もたん く 聖徒の 交際 を 絶つ ことで 

はありません、 宗敎の 名 を 以て 立つ 所の 此 世の 制度の 不要 有害 を唱 ふる 主義であります、 而 して 謂 ゆ 

る 基督 敎會 なる 者の 中より 此 世の 精神が 全く 絶た る、 まで は此 主義 を唱 ふるの 必要が あるので ありま 

す、 或る 明白なる 意味に 於て 昔時の 預言者 等 は 無敎會 主義者であった のであります、 ィ H スは當 時の 


無敎會 主義者で あり 給 ひし 故に パリ サイの 人、 サド カイの 人な ど 云 ふ 時の 敎會 信者 等に 十字架に 釘け 

られ給 ふたので あります、 革命 當 初の ル ー テル は 確かに 激烈なる 無敎會 主義者で ありました、 彼 は 周 

圍の 情に 逼られ て 終に 羅馬 天主 敎會に 劣らざる 敎條的 敎會を 作らざる を 得ざる に 至て 玆に 悲しむ ベ 

くも 彼の 當 初の 革命の 精神 は 消えて 了った のであります、 ゥ H スレ ー は 終生 自分 は英國 聖公會 の正會 

員で あると 言 ひました が、 然し 聖公會 は 今に 至る も 彼 を 其 謀叛 人と 認め、 地上 唯一 の歷 史的 正 敎會を 

無視した 者で あると 唱 へて 居ります、 近世に 至りて 稀 有の 哲學 者に して 熱誠の 基督 信者な りし.， テン マ 

ルク 國のゼ ー レン • タリ ー ケゴ， -ドが 彼の 鐵槌を 北 歐のル ー テル 敎會に 加へ てより、 無敎會 主義 は 古 

代 の 預言者 の 熱烈 を 以て 信者の 迷夢 を醒 ましたので あります、 私 は 重ねて 玆 に 白し ます、 無敎會 主義 

は不宵 私が 始めて 此國に 於て 唱 へた 主義ではありません、 是 れはィ ザャ、 H レミ ャ等を 以て 始まり、 

今に 猶ほ 多くの 正直なる 基督 信者 等に 依て 懷 かれ 且叉唱 へらる. - 主義であります。 

斯く 巾して 私 は 今の 基督 敎會の 中に 一 人の 善人、 一 人の 眞 正の 信者が 居らない と 云 ふので はあり ま 

せん * 多くの 善き 人、 多くの 義 しき 人の 其 中に 居る こと は 私の 充分に 認 むる 所であります、 而 して 又 

其 中の 尠 なからざる 人々 を 私の 友人と 稱 する ことの 出來 るの を、 私 は 喜び 又 感謝す る 者であります、 

乍然、 主義 は 主義であります、 是れは 私 交の 故 を 以て 變 ゆる ことの 出来る 者ではありません、 私が ル 

1 テル ゃクリ ー ケゴ ー ドに從 ひ敎會 制度 を攻擊 します こと は是れ 敎籍を 敎會に 置く 人々 に 人身 攻擊を 

加へ る ことではありません、 私 は 今の 謂 ゆる 敎會 なる 者に 制度と して 反對 する のであります、 而 して 

私の 此反對 に 同情 せらる、 者の 敎會の 中に も 在る こと は 否むべからざる 事實 であります、 其 事 は 常に 

無敎會 主義 を唱 へて 變ら ざる 此 『聖書 之 研究』 が 其 發刊當 時より 諸 敎會の 多くの 信者 敎師 たちに 由て 

無教 g 主義 を 棄 てす  ニニ 1 
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なからざる 同情 を 以て 讀 まれ 来りし ことに 由て 解ります。 

勿論 惡き 制度 は 惡き人 を 生みます、 而 して 今の 敎會 なる 者が 多くの 惡 人の 隱匿場 とたり て 居る こと 

は 私なら で 敎會內 の 有識者の 充分に 認 むる 所であります、 而 して 彼等と 私と 說を 異にする 點は私 は 

族の 跋愿 する 納屋 は 之 を 1^ き拂 ふに 若 かす 

と 云 ふに 對 して、 彼等 は 

否な よ、 爾 かなす ベから す、 嚴挨は 之 を 除けば 足る、 然れ ども 納屋 は 其 儘 之 を 保^すべし 

と 言 ふので あります、 問題 は 畢る所 は 洗淸實 行の 問題であります、 信仰の 根本に 係 はる 問題で はあり 

ません、 頗る 重要なる 問題で はあり ますが、 然し、 福音の 死活に 係 はる 問題ではありません。 

斯く首 ひて 私 は 此際媚 を 敎會に 送りて 其 同情 を 求めん と 欲する のではありません、 私 は 私が 今日 有 

する 以上に 友人 も 同情者 も 要りません、 若し 敎會が 無敎會 主義の 故に 私 を 嫌 ひますならば 私 は 喜んで 

彼等に 嫌 はれます、 私 は 今日までの 經驗に 由り 敎會と 交 はる ことの 決して 私の 利益で ない 事 を 知り ま 

す、 敎會は 幾 囘か私 を 使 ひました が、 然し 未だ 曾て 一 囘も私 を 助けて 吳れ たこと はありません、 私 は 

信じます， 縱令 私が キリ ストの 聖 名の 故 を 以て 私の 國 人に 十字架に 擧 げらる & ことがあります とも、 

敎會は 其 指 一 本 を 擧げて 私 を援け やうと は爲 ない こと を、 敎會は 常に 此 世と 主義 方針 を 共に します、 

此 世が 戰 爭を唱 へます 時には 熱心に 戰 爭を唱 へます、 此 I の 輿論 は 常に 敎會 の舆 論であります、 敎會 

は此 世の 政治家、 實業 家、 學者 等の 名を藉 りて 其 事業 を 成さん と 致します、 而 して 私はィ H スの 弟子 

として 敎會と 步調を 共に する こと は出來 ません、 私は自 から 欲する も 敎會に 入りて キリ ス トに 於け る 

私の 信仰 を 維持す る こと は 出来ません、 私 は此事 ある を 甚だ 悲しみます、 然し 止む を 得ません、 私に 


取りて は 良心の 聲は 敎會の 命よりも 直く あります。 

私は此 事に 就て 尙ほ 一言 曰って 置きます、 卽ち 曾て 本誌に 於て 唱 へました 如く  (本卷 二 一八 頁 以下 參 

0000000000000000000000000  00OO0000  0  00OO 

照— 編者)、 若し 萬 一 私が 敎會に 入るべく 餘義 なくせられ ますならば、 私 は羅馬 天主 敎會に 入ります、 

私の 知ります 所では、 是れが 地上 唯一 の 矛盾の なき 敎會 であります、 若し 地上の 眼に 見 ゆる 敎 きが 信 

者 各自に 必要で あると ならば、 羅馬 天主 敎會 こそ 最も 完全に 其 必要に 應 する 者で あると 思 ひます、 殊 

に 今時の 羅馬 天主 敎會が 昔時の それと は 異なり、 其 布 敎に此 世の 方法 を用ゐ す、 此 f の權 勢に 依ら ざ 

る こと は 注目す ベ き事實 であります、 私の 見る 所に 依り ますれば 羅馬 天主 敎會 はすべ ての 敎會中 鼓 も 

非 俗 的の 敎人 いであります、 最も 敬虔の 念に 富み、 最も 高貴なる 敎會 であります、 唯 其 敎義に 多くの 解 

し 難い 所があります 故に 私 は 今日 之に 入る ことが 出来ない のであります、 乍然、 制度 完全の 點 より 言 

ひまして、 之に 優 さるの 敎食は 地上、 他に 無い と 思 ひます。 

多くの 點に 於て 羅馬 天主 敎會は 最も 寛大なる、 最も 善く 人情に 合 ひたる 敎會 であります、 今日の 天 

主 敎會に 於て カルビ ン 主義の 新敎諸 敎會に 於て 見る が 如き 忍 冷酷なる 事 を 見る ことはありません。 

無敎會 にあら ざれば 羅馬 天主 敎會、 私の 撰 擇は唯 此ニッ を 以て 限られて あるので あります、 而 して 

私 は 今 は 前者 を 撰む のであります、 後日の 事 は 知りません、 今日は 猶ほ私 は 無敎會 信者 を 以て 滿 足す 

るより 他に 善き 途を發 見す る 能 はざる 者であります。 
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無敎會 主義に 就て 


無敎會 主義と は 敎會は 有って はならぬ と 云 ふ 事で ない、 有る も 可な り 無き も 可な りと 云 ふ 事で ある- 

神の 生命た る 基督 敎が 制度で あり、 オルガ-一 ゼ ー シ ヨン (組織 體) であるべき 害がない。 生命 は 時に 

は 形態 を 取って 現 はれ、 時には 形態な くして 生命 其 物と して 存在す る。 生命 は 希伯來 語で 云ふル ー ァ 

ク である、 風で ある、 氣息 である。 「風 は 己が ま k に 吹く、 汝其聲 を 聞け ども 何處 より 來り何 處へ往 

く を 知らす、 凡て 靈に 由り て 生まる k 者 は 此の 如し」 と ある 夫れ である (ヨハネ 傳三章 八 節)。 此 風の 吹 

く 所に 神の 生命が ある。 そして 風に 形態の 無い やうに、 「靈に 由り て 生まる.^ 若」 卽ち 基督 信者に 形 

態がない。 信者 は敎會 員で はない、 彼 は 神の 風に 吹かれて 靈に 由り て 生まれた る 者で ある。 彼が 無形 

たる や 言 ふまで もない。 

生命 は 形態 を 取り て 現 はる K 者で あるから、 神の 靈が 時に 敎會の 形態 を 取りて 現 はる- -は 少しも 不 

思議で ない。 我等 は斯 かる 形態 を 貴び、 時に 己が 身 を 之に 委 ぬる も 決して 惡ぃ 事で ない。 然し 乍ら 祌 

と 形と が 同視 せらる k 時に 弊害 は 百出す る。 そして 形が 神を壓 する 時に 神 は 生きん が爲に 形に 反き、 

之と 離れ、 之を棄 ざる を 得ない。 無 敎會主 維は斯 かる 場合に 起る 主義で ある。 貴むべき、 無くて なら 

ぬ 主義で ある。 其 意味に 於て ギレアデの 野人、 テシビ 人 預言者 H リャは 無敎會 主義者であった。 彼に 


由り て イスラ H ル の內に 消えん とせし M ホバ の 活ける 信仰が 復興 持續 された ので ある。 又 テコアの 牧 

夫ァモ スは 預言者に して 無敎會 主義者であった〕 彼 は 彼に 沈默を 命ぜし ベ テルの 祭司 ァ マジ ャに 答へ 

. て 曰 うた..： ァ モス 書 七 章 十 四 節)。 

我 は 預言者 (職業的 預言者 卽 ち宗敎 家：) に 非す、 また 預言者の 子に も 非す。 我 は 牧者な り、 桑の 

樹を 作る 者な り。 然るに M ホバ羊 を牧ふ 所より 我 を 取り、 往 きて 我：^ に 預言せ よと 我に 命じ 給へ 

り。 

其 他 ル ー テル も 新 信仰 唱道 當時は 純然たる 無敎會 主義者で あった = 彼 は 新たに 敎會を 起す に 至って 

法王 以上の 法王と 成った。 ミルトン は 終りまで 高責壯 厳なる 無敎會 主義者であった。 力 ー ライル もさ 

うであった、 トルストイ もさう であった。 そして 余の 知る 範圍に 於て、 組合 敎會 * バ プチ スト 敎會、 

其 他 凡て 自， m と 生命と を 新たに 世に 注 込みし 敎會は 熱烈なる 無敎會 主義 を 以て 始まった 者で ある。 生 

ける 信仰が 硬化す る 時に 敎會に 化する ので ある。 敎會は 信仰の 化石で ある。 信者が 最も 惧る i 事 は、 

. 彼の 信仰が 敎會 化せん 事で ある。 


敎會的 精神 


敎會的 精神と は 勢力 團體を 作り、 之 を 以て 世に 臨み 之 を 化して 神の 國と 成さん とする にある。 卽ち 

教 <0 的精神  ニニ 五 
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11^ 衆 政治の 精神 を ■: 示 敎に應 用した ものであって、 決して 惡 意に 出た る もので ない。 其 目的 は 民衆 濟度 

にある、 敎會 者の 所謂 祌國 建設に ある。 その 爲の 敎會 である、 之 を惡； t する が 如き 愛 其 物 を 幾る が 如 

くに 見える。 

まことに 敎會的 精神の 間違 は 其 動機に 於て 在らす して 之 を 現 はさんと する 方法に 於て 在る、 そして 

方法 を 誤りた る 結 菜と して 精神 其 物が 惡 化された ので ある。 勢力 W 體と云 ふが 此 世の 精神の 現 はれで 

あって、 如此き 者を以 つてして 靈魂は 救 はれす、 神の！： は 建ら れな いので ある。 神の 聖業を 行 ふに 方 

りて 勢力 は 寧ろ 有害で ある。 祌は此 世の 弱者 を以 つて 强者 を愧 かしめ 給 ふ、 故に 勢力 は 寧ろ 無き を 可 

とする。 信者が 議會に 多 數を卜 n めて、 此國を 化して 神の 國と 成さん と稱 する が 如き 之 を キリストの 僕 

の 一一 目と して 荒唐無稽と 稱す るより 他に 一一 一一 n 方がない。  •: 

此點に 於て 羅馬 加特利 敎會が 根本的に 問 違って ゐる。 そして 新敎 諸敎會 も亦此 間違より 脫 する 事が 

<1厶<1<!〈<:<1<"<:<"厶ゃ>-<厶<:<厶<:<"厶<"<厶<3<1厶<-厶<3<<1<1<1^<"<1<1 

出来ない。 そして 今や 無敎會 主義者まで が 動もすれば 此 誤りた る 精 祌を以 つて 勢力の 擴張を 計らん と 

する。 まことに 西洋の 護に 謂 ふが 如くに 人 は 何人も 生れながら にして 加 特利敎 徒で ある。 敎會的 精神 

は 人の- 大然 性で あると 云 ひて 間違ない。 敎會者 も 無 敎會者 も 勢力 を 作りて 其 主義 信仰の 擴張を 計らん 

とする。 此 精神が 漲り 此計畫 の 行 はる k 所 を 余輩 は 敎會と 稱し之 を 嫌 ふ。 

そして 此 精神が 夙く 旣に 使徒達の 間に 現 はれた ので ある。 彼等が 相互の 問に 誰が 神の 國に 於て 最も 

大 なると 語り合 ひし 時に 此 精神が 明かに 現 はれた ので ある。 又ィ ェ スが 弟子 等に エルサレム に 於け る 

受難 を 豫吿し 給へ る 時に、 ぺ テロが 彼 を 引止めて、 主よ 宜 からす、 此事 汝に來 るべ からすと 言 ひしに 

對しィ H スが 怒りて 


う しろ  つ ** づ 

サタンよ 我が 背後に 退け、 汝は 我に 礙く 者な り、 それ 汝は祌 の 事 を 思 はす 人の 事 を 思 ふなり。 

と 言 ひて 彼れ ぺ テ n を 叱， おし 給へ る は、 彼に 此の 精神 卽ち 余輩が 玆に云 ふ 敎會的 精， t を 認め 給うた か 

ら である。 祌の聖 一意に 叛き、 福音の 進 步を妨 ぐる 者に して 此精祌 の 如き はない。 敎 S ほ 叉 は 集會の 隆盛 

を 計る は 福音の 破壞に 等し。 ダビデが イスラ H ルの 人口 調 茶 を 行 ひて 神に 罰せられ しが 如くに、 今日 

の 我等 も 亦 我等の 敎勢を 統計に 示して 神の 怒に 觸れ るので ある。 サム H ル 後書 廿 四.！ を 見よ。 


カトリックに 炎らず 


今や 新敎諸 敎會の 混亂墮 落に 堪へ すして 舊敎 に往 く^ 往々 にして 有りと 聞く。 そして 私の 如き、 常 

に 前^|^ に對し 不平 を 懷く者 は、 或 は 彼等 の 後に 隨 いて 舊き カトリック 敎會 に 入り はせ ぬ 乎と 揣 摩す る 

者 ありと 聞く〕 然し 斯 かる 臆測 は 全く 不要で ある。 私 は 如何なる 事 ありと 雖も羅 馬 天主 敎に 行かない コ 

私 は 有名なる ビス マルクの 一一 一一 口 を 繰返して 言 ふ 「我等 は .冉 び カノ ー サに往 かす」 と。 私はプ a テス タン 

ト 主義が 生んだ 子で ある。 ル一 テル、 カル ビン、 ミルトン、 力 ー ライル 等に 育てられて 今日に 至った 

者で ある。 私の 生きた る 信仰の 先生 はァ マ ス ト大學 前 總長ジ ユリウスお. シ イリ ー であった。 私 は 日 

本人と して 師弟の 信義 を 重ん する。 今に 至って カトリック 信^と 成りて 何の 顏 ありて 天 圃に 等の 諸 

師に 見えん や。 私をプ 口 テ スタン ト 主義より 奪 はんとす る は 幼兒を ほの 懐より 奪 はんとす る 丈け 難く 

カトリックに 成ら, J'  ニニ 七 
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ある。 私の 口 本 魂 は 私 を. して 決して 私の 母敎の 反逆者たら しめない。 

プロ テス タン 卜 主義の 子で ありながら プ B テス タン ト？！ S 敎會 に反對 する は 其 敵た る カトリ ッ ク敎會 

ち こが  あと. b ノー 

に 愤憬れ るからで ない。 彼等が プ n テスタ ン ト 主義 を 離れて カトリック 主義に 後戾 りした からで ある。 

私が 新敎諸 敎會に 於て 嫌 ふ もの は 其 カトリック 的 精神で ある。 自由の 信仰 を 制度 化した る 其 矛盾せ る 

行爲 である。 私 は 英語 を以 つて 曰 ふ I liatG  Protestant  Churches  because  they  are  not  protestslnt 

enougli (私 はプ II テス タント 主義に 徹底せ ざるが 故に プ & テス タント 敎會を 嫌 ふので ある) と。 そ 

して 私 は！ n 本に 於て 本 當のプ 口 テス タン ト敎會 を 見ん と 欲する ので ある、 私 は 今日の 歐 米の 半 プ 口 テ 

スタン 卜敎 會に堪 へたい ので ある。 私はル ー テル や カルビ ンが カトリック 敎會 に反對 した 其 精神 を以 

つて 今日の プ 口 テス タント 敎會 に反對 する 者で ある。 私はプ n テス タント 敎會が 未だ 全く 脫 却し 得ぬ 

力 トリ ック 主義より 全然 脫却 せんと 欲する 者で ある。 

斯 かる 私が 如何で カトリック 敎に 入り 得ん や。 今や 第 二十世紀の 中华 である。 カント、 へ ー ゲル、 

レッシング、 フィヒテの 後 を 受けて 人類が 完全の 自由に 入らん とする 時代で ある。 其 時に 「敎 會の權 

威」 に賴 りて 生涯 せんとす るが 如き、 私 は 思惟す る 事 さへ 出来ない。 生命 は 永久 的 進歩に 在る。 振： i: 

りて 後 を 顧みて 我等 は n トの 妻と 共に 亡ぶ。 今 は カトリックに 歸 るべき 時で ない、 プロテスタント 以 

上に 進むべき 時で ある。 


敎會 問題に 就 て 

敎會 問題で 困って 居る 人が 澤 山に 有る と 開く、 誠に 困った ものである。 此 問題に 就て 第一 に考 ふべ 

き事は：s,^^へsf^lI^^^6i^fr!^^.s•,^i^,^^i;^^^^^ぃ事でぁる。 今や 歐 米の 舊ぃ 基督 敎國に 於 

て此 問題に 惱む澤 山の 信者が あると 聞く。 日本に 於て は 無敎會 信者と 云へば 「.2: 村黨」 の 人に 限ら わ 

てゐる やうで あるが、 歐米 詣國に 於て は 敎會を 離れた る 基督 信者が 澤山 にある。 力 ー ライル や、 ヱ マ 

スン や、 トルストイの やうな 人 はどう て も 立派な 基督 信者で あつたが、 彼等が 敎會 所屬の 信者で な 

かった 事 は： E 人 も 能く 知って ゐる。 其 如く 歐米 諸國 には數 多の 小 力 ー ライル、 小 H マス ン、 小 卜 ルス 

トイ、 そして 是 等の 大 文士よりも 遙 かに！ i 音 的の 無 敎會的 基督 信者が ある。 此事は 決して 私の 臆說で 

たい。 私 は 此寨を 長く 彼國に 滞在した 信者の U 本人より 聞いた。 敎钤に 出入し ないから 此人は 不信者 

であらう と ひ、 親しく 其 人に 接して 見れば、 謙遞 なる 忠實 なる 信者で ありて、 家庭に 在りて は 祈り 

書を學 び主ィ H ス キリストの 聖名 を？ おめて 聖き 平安の 生涯 を 送る 者に 度々 出會 すると 云 ふ。 

勿論 敎會， では 曰 ふ r 敎會 外に 救 ひたし」 と。 さう 曰 はたければ 敎會は 立たない ので ある" 然れど 

も敎會 も樣々 であって、 羅馬 天主 敎會 より 見れば 新敎諸 敎會も 無敎會 であり、 又新敎 諸敎會 の^より 

SSOIgss に& 5 て  ニー ーソ 
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所謂 分離 敎會が 数多 出た。 孰れが 本當 の敎會 である 乎 は 神の み 知り 給 ふであって、 或る 敎會に 腸して 

ゐ ると 云 ふ^は、 凡ての 基督 敎會に 信者と して 認めら る」 理由と はならない。 今や 敎會 合同の I 湫運は 

大に 進んで 昔日の 觀 なしと 云 ふ 者 あれ ども、 聖公會 の 如き は 自敎會 を 中心とせざる 合同 は斷然 拒絶し. 

天主 敎會と 新敎々 會 との 合同の 如き、 百年 河淸を 待つ 以上の 希^な き 希望と 稱 せざるを得ない。 其れ 

故に 我等 日本の 基督 信者が 始めて 基督 敎を 信じた 時に e; 面目に 敎 會に對 したならば、 其 孰れ を擇 ぶべ 

き 乎 は、 今日 所 屬敎會 に對し 去就 を 決する よりも 遙 かに 六 ケ 敷い 問題で あつたに 相違ない。 然れ ども 

何人も 諸 敎會の 優劣 を 究めて 然る 後に 最も 優れたる 者 を擇ん だので はない。 自分に 關 係の 最も 近い 者 

を擇ん だに 過ぎない。 メソヂ スト 敎會の 宣敎師 より バプ テス マ を 受けた るが 故に メソヂ スト 敎會に 人 

り、 初めに 組合 敎會に 接した るが 故に 組合員と 成りた るの 類で ある。 如斯 くにして 敎會 問題 は 今 起る 

べき 問題で ない、 信仰の 初めに 起るべき 問題で ある。 初めに 解決して 置かなかった 故に、 今にな りて 

其 解決に 困し むので ある。 

然し 乍ら 敎會 問题 をして 今 口の 如くに 困難なら しめし 者 は 信者に 非す して 敎會其 物で ある。 過去 一二 

十 年間に 敎會は 一. 變 した。 今の 敎會は 前の 敎會 でない。 其變 化た る や 皮相 的で ない、 根本的で ある。 

今より 四 五十 年 前に 私の 如き は聖公 會ゃメ ソヂス ト敎會 の 信者 達に ュ 一一 タリ ヤンと して 斥けられた 者 

である。 當時ュ 一一 タリ ヤン は 異端の^ 名であった。 キリストの 神性 を 否定し 聖書 を 文字通りに 信ぜす 

と 云 ふ 類 を 指して 云 ふ名稱 であった。 然るに 今日は 如何と 云 ふに、 前に 私 等をュ 一一 タリ ヤンと 排 つた 

人達 は 今 は ュ 一一 タリ ヤン 以上 (又は 以下) の 人達と なった" 彼等に 取り キリ ストの 神性の 如き は問题 

たらざる に 至った。 聖公會 の 立派な 敎師 にして キリストの 奇跡的 出生 問題 を 嘲笑 的に 取 极ふも 監督よ 


り 其 非 を 責められ ざるに 至った。 米國に 在りて は 聖公會 の 若き 敎師 にして 死後 生命の 實在を 疑 ふ 者 許 

多 ありと 聞いた。 メソ ヂス卜 敎會は 更に 甚だしと 云 はざる を 得ない。 信仰の 事に 就て は メソヂ スト 敎 

會は 全然 ュ 一一 タリ ヤン 化した。 然り 遙にュ  一 I タリ ヤン 以下に 降った. >  今の メソ ヂス卜 敎會に 昔の 一 i 昔 

的 信仰 を 見 る こと は 出來な い。 私の 知る 舊ぃ メソヂ スト 敎會は 常に 組合 敎會 の 反對に 立って 一 i 昔救靈 

を 主張した 者で あつたが、 今 は然ら すして メソヂ スト 敎會は 組合 敎會に 能く 似寄りた る 敎會と 成った，、 

その 

そして メソ、 チ ス ト敎 會の此 革命的 大變化 は 該敎會 の忠實 なる 信者の 明かに 認 むる 所で ある。 我闽在 

の 或る 有力なる 宣敎師 は 言 う た 。 

今や ズレヂ スト 敎會の 信者た る 者 は 此敎會 を 去る が 正直で ある、 我等 其 內に殘 る 者 は 不正直の 護 

を 免れない 云 々 

と。 今日の メソヂ スト 敎會 の敎師 達の 唱ふ所 を 三 四十 年 前に 唱 へたならば、 一 n も その 敎會に 留まる 

こと は 出来なかった。 時勢の 變遷 とは稱 する もの k 變 はれば 變る 者で ある。 私自身 は M く旣に メソヂ 

スト 敎會を 離れた 者で あるが (札 幌獨 立敎會 建設 必要 上)、 然し 若し 今日まで 繁 がって 居た とすれば、 

私の 信仰 を以 つて 如何して 其內に 留まり 得 やう か、 實に 困った 問題で あるに 相違ない。 敎會を 離れて 

は惡 いと 云 ふ 其 敎會が 自己が 敎へ來 りし 教義 を 離れた ので ある。 卽ち 敎會に 残れと 云 ふ 敎會其 物が 無 

理を云 ふので ない 乎。 

無敎會 主義者 を 打ち、 攻め、 誹る は 容= ^である、 然れ ども 敎會は 自己 を 辯 明す る 必要が ある。 敎<^ 

は 自己の 信仰 を 裏切った ので ある。 斯 かる 敎會を 信賴 する 能 はすと 其 信者に 言 はれても 敎會に 辯 明の 

途 がない ので ある。 敎會其 物が 今や 大 なる 苦境に 立つ 者で ある。 

教會 問題に 就て  二！  一二 
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私の 考 ふるに 敎會 問題の 中心 は是れ である。 卽ち 

M<3<- 厶厶厶 △ 厶厶厶 A<"<JA3A 厶厶 厶厶厶 

所謂 基督 敎會は 果して キリストの 敎會 なる 乎。 

キリス トの敎 會と云 ふ は キリストの 弟子と 云 ふと 同じで ある。 キリ ストの 弟子と 云 へば 彼の 御 心を以 

つて 己が 心と し、 彼の 御 足の 跡に 從 はんと 欲する 者で ある。 簡 短に 云へば 山上の垂訓 を 日常生活の 現 

範 とせんと 欲する 者で ある。 キリストの 敎會も 亦 同じでなくて はならない。 彼が 弟子より 要求し 給 ふ 

以下 を敎會 より 要求し 給 ふ 害がない。 キリストの 屬は 弟子た ると 團體 たると を 問 はす、 彼の 明， H なる 

訓誡 を 守る 者、 縦し 完全に 守る 能 はすと する も 守らん と 欲して 努力す る 者でなくて はならない。 そし 

て 其 訓誡 を 破りし 場合に は、 自己 を 責め、 過誤 を悔 ゆる 者でなくて はならない。 

然るに 事實 如何と 問 ふに、 基督 敎會は キリ ストの 明白なる 訓誡 を 守らん と 欲して 懸命に 努力せ す、 

又 之 を 破りし 場合に 於て 特に 自己 を 責めす、 また 改めん とも 欲しない ので ある。 恰 かも 個人と して は 

爲す こと を 許されざる 事を國 家と して は 公然 爲 すが 如くに、 弟子と して 爲 せば 非 キリス ト 的行爲 とし 

て 責めら る-^ 事 を、 敎會 として 爲 せば 差した る惡 事と して 認められな いので ある。 キリストが 憎み 給 

ふ 事に して 我を張る が 如き はない。 人 は 自己に 求む る 所があって はならない、 爲し 得る 限り 自己の 利 

S を拋棄 —て 他人に 讓 るべ しと は、 彼の 明白なる 敎 である。 

柔和なる 者 は 幅 ひなり、 其 人 は 地 を 嗣ぐ事 を 得べ ければ なり …… 憐愁 ある 者 は 福 ひなり、 其 人 は 


憐 愁を受 くべ ければ 也。 

と。 「柔和なる 者」 と は輕く 云へば r 權利を 主張せ ざる 者」 であり、 重く 云へば 「踐 つけら る、 者」 

である。 キリスト 御自身が 最も 柔和なる 方であって、 其 弟子た る 者 は M はさて 措き 柔和で あらねば な 

らぬ。 若し 基督 信者と 稱 する 人が、 世人 同様に 自己の 權利を 主張し、 自己 擴張を 計り、 他人 を 排斥し 

てまで 自己の 勢力 を扶殖 せんと 爲 るなら ば、 其 人 は 信者と して 認められす、 キリス 卜と 緣 なき 者と 稱 

せられて ニー 一一 I： の 申譯が 無い ので ある。 然るに 基督 敎會は 全體に 於て 如 柯と問 ふなら ば、 何人も 思 ひ 半 

ばに 過ぐ るで あらう。 自己の 權利を 主張せ ざる、 自已擴 張 を 計らざる 敎會は 何處に 在る 乎。 敎會が 熱 

心を以 つて 從事 する 所謂 傳 道なる 者 は 多く は是れ 自己 擴張 ではない 乎。 キリストの ため、 同胞の ため 

に は 熱心 を 起さ る 敎會員 も 「我 敎會」 のた めと あれば 萬 事 を棄て 之に 當る ではない 乎。 「敎 會」 の 

に は 誹り、 if ち、 傷め、 苦しめ、 或る 場合に は 幾し 殺しても 惡事 なりと は 思 はないで はない 乎。 若. 

し 一人の 信者が 斯 かる 惡 事を爲 したならば、 ®i き 罪に 問 はるれ ども， 敎會の 爲に爲 すなら ば 却って 其 

「忠勤」 を * める ではない 乎。 恰 かも 側 人と して 爲す 殺人 は罪惡 として 罪せら る、 も、 國 家の 爲に爲 

す 殺人 は 軍功と して 賞 せらる、 と 同然で ある。 敎會 としての 理想の、 信者と しての 理想よりも 遙 かに 

低い 事 は 何人も 認めざる を 得ない。 基督 敎會の 弱味 は 確かに 兹に 在る。 敎會は 信者 以下に 非 キリス 卜 

的で ある。 愛の 道に 信者 を 導くべき 敎會が 自身 愛の 道に 反して 行動して 自己 を も 責めす、 世 も 亦 之 を 

怪しまない の である。 

斯く 云へば 敎會は 直に 私に 向って 言 ふので ある 「然 らば 汝は 如^」 と。 卽ち 私自身が 不完全で ある 

が 故に 私 は 敎會の 不完全 を 貴む る の 資格が な い と 言 ふので ある。 然し 共 詰責 は 當らな い 。 私 は 敎會を 

問 Ma に 就て  二三 三 
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詰る ので も 鞠く ので もない。 私 は 自明 理を述 ぶる ので ある。 人 を 導かん と 欲する 者 は 其 人よりも より 

高き より 正しき 者でなくて はならない。 私 は 私が 基督 信者と して 爲す事 を 憚る 事 を 敢て爲 す 所の 敎會 

に 私 並に 私の 家族 を委 ぬる 事 は出來 ない。 尾 崎 行 雄 氏の 如き 政治.； M が黨利 第一 を 主眼と して 行動す る 

政 友會ゃ 民政 黨に 加入し 能 はざる と 同じ 理由で ある。 「我 敎會」 を 盛んにす る 事 を 最も 善き 事と 思 ふ 

敎會 に、 私 は キリストの 賤 しき 僕と して 加 はり 得ない ので ある。 私の 主義 は 主義と して 之に 忠實 なら 

ざる を 得すと 雖も、 其 事 は 私と 主義 信仰 を 異にする 人達 を 尊敬し、 愛と 寛容と を 以て 之に 對し、 機會 

あらば 之 を 助く る 事の 妨害と ならない。 敵 を 愛して こそ キリストの 弟子 も 敎會も 彼の 屬 たる を 表明す 

るので ある。 そして 敎會が 過去 千 八 百 年 問、 今日に 至る まで 爲し來 つた 事 は 此の 反對 である。 敎會歷 

史は 決して 決して 柔和なる 者の 歷史 でない、 自我 主張者の 歷史 である。 世に 名の 附け損 ひ (misnomer) 

と 云 ふ 事が あるが、 キリストの 敎會 ならざる 者 を 基督 敎會 と名附 けし 程の 名の 附け掼 ひ はない。 敎會 

は 無敎會 主義者 を 我儘 勝手 を以 つて 责 むる 前に、 先づ 自己の 競 (サ者 並に 敵對 者に 對し 取り 来りし 其 態 

度 行動 を 省みて、 兹に斷 然之を 改めねば ならぬ。 敎會は 地上に 於け る キリストの 代表者で あれば、 其 

大體の 方針に 於て キリストに 傲 はねば ならぬ。 完全 不完全の 問題で ない、 理想と 努力の 問題で ある U 

キリストの 如く 爲す能 はざる 場合に は 悔い 且 改めねば ならぬ。 故に 私 は 曰 ふ、 信者の 敎 會に對 する 態 

000000000000000  0-0000000 

度 は 敎會の キリ ストに 對 する 態度に 由て 決せら ると。 


對敎會 問题の 解決 は 至つ て簡 短で ある。 敎會が キリストの 敎會 ならん 乎、 我等 何人も 之に 人らん， C 

欲し、 叉旣に 人り し 者 は 出ん と 欲しない。 眞の キリストの 敎會を 離る、 者 は キリス 卜 を 離る、 ので あ 

つて、 基督；^^！^-に取り不幸此上なしでぁる。 然れ ども 敎會が キリス 卜の 敎會 なら ざらん 乎、 其會貝 た 

る 者 は 之 を キリス ト の敎會 たらしむべく 努力 奮闘すべき である。 然れ ども 敎會が 改めす、 叉 改めん と 

も 欲せす、 自己 擴張 運動 を 善き 槊と 認め、 信者の 信仰 を 高めす 德を 進めざる 場合に は. i:: む を 得ない、 

之 を 去る まで ある。 コ リント 後書 六 章 十 il 節 以下の 言は斯 かる 場合に 適用すべき 者で ある、 闩く 

「義と 不義と：^ の 侶なる 事 か あらん、 光と 暗と 何の 交 はる 事 か あらん  汝等 彼等の 中より 出て 之 

を 離れ、 汚" 穢に捫 る 勿れ」 と。 斯く云 ふ は 何も 我が 潔. E を 装 ひて、 敎會に を 着せる のでない。 神 は 

我等より 潔め を 要求し 給 ふが 故に、 我等 は 止む を 得す 汚れより 離れん とする ので ある。 

そして 敎 が キリストの 敎會 である 乎 を 見定めん と 欲して 我等 は 其 使徒 連 緩 性 を 見お むる まで もな 

い、 叉 其 奉す る 信條の 正統 的なる や 否や を究 むる まで もない。 是れ 何人も 爲す能 はざる 所であって * 

祌學 者なら ぬ 平信徒の 判定す る 能 はざる は 言 ふまで もない。 キリストの 敎會は 彼の 御 心 を 心と なす 者 

であるに 相違ない。 柔和なる、 和平 を 求む る、 自己に 求む る 所な くして、 他に 奉仕 せんと 欲する 敎會 

であらねば ならぬ。 他の 宗敎 を斃 して 己が 宗敎 を以 つて 之に 代 はらんと 欲し、 他の 敎會の 信者が 己が 

敎會 に人來 りたれば とて 凱歌 を揚 ぐる やうな 敎會 は、 そんな 敎會 は此录 の敎會 であって、 キリストの 

敎會 でな い^は 最も 明， n である。 斯 かる 敎會は 名 は 何んで あらう が キリストの 敎會 でない から、 自 か 

ら 罪を覺 りて 悔 改めん とせざる 限り は、 キリス トの眞 の 僕婢た る 者の 永く 留まるべき 所でない 事 は 明 

かで ある。 キリストら しくたい 人 は茶督 信者で ない と 同様に、 キリストら しくない 敎會は キリストの 

問 SS に 就て  ニー 一  1 五 
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敎會 でない。 斯く云 ひて 私 は 敎會を 誹る のでない、 何人も 認 むる 明白た る 眞理を 語る ので ある。 

私の 此 言に 對 して 人 は 言 ふで あらう、 そんな 理想の 敎會は 何處に 在る 乎。 理想 を 求めて 得る 能 はす 

とて 現在の 敎會を 離る k が 如き は 輕卒の 至りで あると。 然ら すで ある。 私 は 理想の 敎會を 求む るので 

ない、 理想 を實 現せん と 欲して 努力す る 敎會を 求む るので ある。 理想の 敎會 と、 平和の 時に のみ 平和 

な 厶厶  <1  <3<1<1 厶  <1A 厶  厶<1<1^厶<!厶..】厶<3ん厶<1<1<<1<<1<3<!..-<"厶 

運動に 從 事し、 戰爭の 時に 際して 世に 雷同して、 然り 世に 率先して 戰爭を 謳歌す る敎會 との 間に は 雲 

泥の 差が ある。 理想 は M 事に 關 はらす 此贡に 於て 求む る 事 は出來 ない。 理想の 敎會が 無い と 等しく 理 

想の 人 も 基督 信者 もない。 然し 乍ら キリストの 弟子が 在り 得る やうに キリストの 敎會が 在り 得る。 柔 

和に して 和平 を 愛し、 最善 を盡 して 後に 尙ほ 益な き 僕た るを感 する クリスチャンと 基督 敎會 とが 在り 

得る。 理想 は 到底 之 を 行 ひ 得ざる が 故に、 信者 は 何 を 行 ふても 可い と 云 ふ 巾 分 は 立たない。 敎會が 其 

OO00O  0  00000000000  0  0  0  0  0  0O  OOOOOOOOOOf 二- 

敎敵を 衷心より 愛し 得る に 至る まで は、 之 を キリストの 敎 會と稱 する 事 は 出来ない。 

私 は 斯く云 ひて 特に 日本 現在の 敎會に 就いて 云 ふので ない。 基督 敎會全 體の歷 史が非 キリスト 的歷 

史 であった。 敎會 の惡事 は旣に 使徒 時代 を以 つて 始 つた。 信者が 愛を以 つて 礎く 所の 信仰 以外に キリ 

ストの 靨 たるの 設明を 求めた 時に 所謂 「敎 會」 が始 つたので ある。 キリストの 一 ii 背 を 思想 化した る 時 

に、 儀式 化した る 時に、 文字 化した る 時に、 制度 化した る 時に、 今日 米歐の 所謂 基督 敎國に 現存す る 

所の 所謂 基督 敎會 が始 つたので める。 玆に 於て か 我等 日本に 於て キリストの 弟子と 成りし 者 は、 信仰 

の 事に 就て は米歐 人に 學ぶを 魔め て 直に キリ ストに 學 ばねば ならぬ。 紀元 一 千 九 百 二十 八 年 (本論 文發 

表の 年で ある— 編者) を 以て キリストの 敎會を 初めて 地上に 實 現せん 爲に 祈り 且 努力せ ねばならぬ U 

「敎會 頼む に 足らす」 と は 今や 西洋 諸國に 於て 識者の 間に 揚 りつ、 ある 聲 である U 贵 むべき キリスト 


の 愛の 幅 音 は r 敎 \ きの 故に」 信用と 實 用と 實 力と を 失 ひつ、 ある。 玆に 新たに 日本に 於て 敎會 ならぬ 

敎會- ち キリストの 敎會を 起す 必要が ある。 卽ち世 を 愛し、 相互 を 愛し、 キリストと 偕に 十字架に 

釘 けらる k とも 敢て厭 はざる 眞の敎 きを 起す の 必要が ある。 それ は カトリック 敎會、 叉 は プロ テスタ 

ント敎 會と稱 する 血 腿き 歷史， を 有ち たる 敎會と は 全然 素質 を 異にする 敎會 である。 

CCOO ご OO0COOOO0CCCOC,-  000000000000  0  00000  00000 

そして 斯 かる 敎會の 出現 を 待つ まで もない、 若し 二人 三人 同信の 友が あれば 相 結ん て 「キリストの 

0  C  0  0  C  C  0  0  0  OOOOOOOOCOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO 

敎會」 たるべき である。 然れ ども 若し 友と すべき 者 他に 一 人 もなければ 自分 一 人で キリストの 弟子た 

OOOOOC  00  OOPOOOOOOO0-OOOOOOOOOOCO  O0O0000O0OOO 

るべき である。 敎會 なくして 信仰 を 維持す る 能 はすと 云 ふ は 誤謬で ある。 愛の 幅 音 は 一 人で 之 を 信じ 

OOCO00OO  0OGO0OCOOC0O00C0  0 つ  00000000  0  O  OOOOOC 

得る 叉赏 行し 得る。 キリストの 福音 は 世 を 征服す る 道に 非す、 之に 奉仕す る 道で ある。 キリストの 王 

C 一  OOCOOOO  C-OCC-C/OOOCCOCOCOOOC  C0-OOOOO  0OO0OOOOOO 

國を 建設す ると は、 彼の 聖名 を以 つて 世に 王た るの 道に 非す。 彼が 弟子の. 足 を 洗 ひ 給 ひし 心を以 つて 

C  0  0  C  0  0  0  C  o 

世に 臨む の途 である" 


敎會 諸問題 

其 一 

私 は 繰返して 曰 ふ 最も 徹底せ る敎 會は羅 馬加特 利敎會 であると。 故に 完全に 敎會 制度 Q 恩惠 に與ら 

んと 欲する 者 は 加特利 信者た るべき である。 反 加 特利諸 敎會は 不徹底 極まる 者で ある- 之に 敎會の 名 

敎 售 SS 問 t1  二三. V 
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を附 する は不當 である。 反 加特利 主義 を 其 當然の 結論にまで 持って行けば 無敎會 主義と なる。 反加特 

利 敎會は 自己 矛 唇で ある。 無 敎會的 敎會と 云 ふが 如き 者で ある。 反 加 特利敎 きが 敎會 として 世界 到る 

處に 於て 加特利 敎會に 及ばな いのは 是が爲 である。 反 加特利 主義 は聖 化された る 個人主義 である. - 其 

£1 味 も 此處に 在れば 强味も 亦此處 にある。 反 加特利 主義 を 探りて、 其自. E を享 くると 同時に 敎會の 利 

益に 與か らんと 欲する 者 は、 不可能 を 希 ふ 者で ある。 

カント は 曰うた、 「眞の 宗敎を 有せん と 欲する 者 は、 己が 足の 上に 立つ の 勇； 3^ を 持たざる ベから す」 

と。 獨り 神と 共に 立ち 得る 者に あら ざれば 反 加特利 信者た るべ からすで ある。 敎會を 必要と する 信者 

<-ヲ：1 テス タント  <.:厶<<,1 ：厶 △  プロ テスタ-一 ト 

は 反加特 利に 非す して 加特 利で ある。 私 は 徹底せ る 反加特 利た らんと 欲する、 故に 加特 利たら ざる は 

勿論、 似而非なる 新敎 何れの 敎會 にも 入る 事 は 出来ない。 古い アリス ト テレスの 政治 論 を 持 出し、 人 

は 生れながら にして 社交的 動物で あれば、 信者と して は 或る 稀の 敎會 を必耍 とすると 唱 ふる 者 は、 初 

めより 反 加特利 信者た るべ からす、 今日と 雖も 直に 加特利 信者た るべき である。 そ は 人 は 生れながら 

に して 社交的 動物で あるせ ハ 意味に 於て 生れながら にして 加特利 信者で あるから である〕 

其 二 

ちが 

獨立 Indepgdenco と 孤立 Isolation とは異 う。 獨立は 神と 偕に 獨り 立つ 事であって、 孤立と は 

何者と も 共に 立つ 能 はざる 事で ある。 神と 偕に 立ちて、 人は獨 りで も 立ち 得る と 同時に、 大抵の 場ム〕 

に は 他と 共に 立つ。 そ は 神と 偕に 立ちて、 神の 友 を 我 友と せざるを得ないから である。 きき，^:^! s-^ 


立す ると は 徹底的に 獨立を 試みた ことのない 者の 曰 ふ .5. 分で ある。 獨立 すれば、 滅多に 孤立し ない。 

世に 實は獨 立 人 程 多くの 同志 を 持つ 者 はない。 曾て カァ ライルが 曰 ひしが 如くに、 人類の 共同一致 は 

备 人が 獨 立す る 時に 實現 する。 獨立人 は 獨立人 を 愛す、 そして 獨立 人が 結合した 時に 最も 擎！： なる 副 

體が赏 現す る。 勿論 結合す る 爲の獨 立で ない、 獨り 立つ も 可な りと 決心す る獨 立で ある、 そして 人生 

の 逆 說が此 所に も 亦 現 はれて、 團結を 要求せ ざる 所に 最も 輦 固な る 圍體が 成る ので ある。 

今や 反 加 特利諸 敎會は 加 特利敎 會と對 杭して 其 勢力 を 維持す るに 闲 難して ゐる。 諸敎 會が國 結す る 

にあら ざれば 對抗は 不可能で あると 云 ふ。 然るに 其團 結が 非常に 闲難 である。 如何にせば 可き 乎。 よ 

り 多くの 自由より 徹" おした る獨 立で ある。 反 加特利 主義 を 其 結論まで 持って行 くので ある。 一人 ー敎 

會 主義 を 採る ので ある、 然 わば 加特利 恐る k に 足らす。 加特 利に 眞 似て 敎會を 立す して、 カント、 シ 

あ. Ji ち 

ルレ ル の 如くに 獨 立す るので ある。 ル ー テル の 過誤 は 敎會を 離れて 训に 敎會を 立た 事で ある。 敎會の 

必要な きに 到ら ざれば 反 加特利 主義に 徹底した りと 云 ふ 事 は 出来ない。 


〇 


私 は 無敎會 主義 を唱 へた。 今より 三十 年 前、 人が 未だ 之を唱 へざる 時に 唱 へた。 殊に 敎會が 今の 如 

そのと A 

くに 衰 へす、 敎 職と 宣敎師 とが 今より 遙 かに 强ぃ 時に 之を唱 へた。 當時 無敎會 主義 を唱 ふる は^けら 

C  1 一一 一一 九 
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れ、 識 られ、 信者 全體 より 仲^ はづれ にされ る 事であった。 私 は 當時此 主義 を唱 へて 孤 獨は當 然免か 

れ 得なかった。 まことに 苦しい 幸 ひなる 時であった。 

私の 無敎會 主義 は 主義の 爲の 主義でなかった。 信仰の 爲の 主義であった。 人の 救 はる k は 其 行爲に 

由ら す 信仰 に 由る との 信仰の 歸結 として 唱 へた 者で ある。 故に 罪の 悔改の 經驗 なき 者 は 到底 之 を 解 し 

得なかった。 然れ ども 此贵き 經驗を 有た せられし 者 は 悅んで 之を迎 へた。 敎會攻 擊の爲 の 主義で なか 

つた。 信仰 唱道の 爲の 主義であった。 先づ 第一 に 十字架 主義の 信仰、 然る 後に 其 結論と しての 無敎會 

主義。 十字架が 第一 主義であって、 無敎會 主義 は 第二 义は 第三 主義であった。 私が 時に 强く敎 會を擊 

つたの は 共 信仰に 於て 福音の 眞理に 合 はざる 者が あった 故で ある。 私 は 傲慢 無禮の 米歐宣 敎師を 憎ん 

だが 未だ 曾って 敎會其 物 を 憎んだ 事 はない 積り である。 其 事 は 私が 無敎會 主義 を唱 へながら も、 幾囘 

となく 彼等の 要求に 應 じて 彼の 援助に 赴いた 事に 由つ て 判明る。 敎會は 私 を 助けて 吳れ なかった が 私 

は 幾囘か 彼等 を 助けた と 信す る。 蓋し 私 は敎會 の惡ぃ 半面と 共に 善き 半面の ある 事 を 知った 故で ある。 

腐っても 鯛の 骨で ある。 敎會は 腐っても、 聖靈は 未だ 全く 其 rg: より 去り 給 はない。 そして 私 は 其 に 

留まり 給 ふ聖靈 の 故に 敎會を 尊敬 せざるを得ないの である。 

私 は 斯く唱 へて 敎會と 和睦 せんと 欲する のでない。 私は敎 會ゃ宣 敎師に 好まれざる 事を好む。 敎會 

に 嫌 はる、 は 私の 信仰の 純眞を 守る が爲 に必耍 である。 私が 若し 八？ '日まで 敎會と 親んだならば、 私 も 

亦 彼等と 共に 信仰 墮 落の 淵に 沈んで ゐた であらう。 敎 きに 接 けられん が爲に 非す、 私の 立場 を 明かに 

せんが 爲に私 は 此事を 言 ふ。 卽ち私 は 今日 流行の 無敎會 主義者に あらす と。 私に 弱い 今日の 敎 會を攻 

むる の勇氣 はない、 私 は殘る 僅少の 生涯に 於て 一 暦 高らかに 十字架の 福音 を唱 へる であらう、 そして 


此 福音が 敎 會を壞 つべき は壞 ち、 立直すべき は 立直す であらう。 私 は敎會 問題に は 無頓着なる 程度の 

無敎會 主義者で ある。 敎會と 云 ふ 敎會、 主義と 云 ふ 主義 は 悉く 之 を 排斥す る 無敎會 主義た らんと 欲す 

る 0 

そ は 我れ ィ H ス キリ ストと 彼の 十字架に 釘 けられし 事の 外 何 を も 知る まじと 心 を 定め たれば 也。 

(哥 * 前、 ニノ 二〕 
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傳 B と傳直 

傅 道が ある 叉傳 道が ある、 善い 傳 道が ある 叉 惡ぃ傳 道が ある、 爲 すべき 傳 道が ある 叉爲 すべから ざ 

る傳 道が ある、 我等 は 善い 爲 すべき 傳 道に 從 事すべき である、 然れ ども 惡ぃ爲 すべから ざる 傳 道に は 

斷然從 事す ベから すで ある。 

先づ 惡ぃ傳 道に 就て 言 はんに、 惡ぃ傳 道と は 所謂 敎勢擴 張の ための 傳道 である、 弟子 を 作る ための 

侮 道で ある、 敎會 員を殖 すため の傳 道で ある、 是れ 惡ぃ傳 道で ある、 キリストが 岡く 禁め給 ひし 傳道 

である。 

あ- 1 禍は ひなる 哉 偽善なる 學 者と パリ サイの 人よ、 そ は 汝等徧 く 水陸 を歷 巡り 一 人 を も 己が 宗 3 ほに 

引 人 れんと す、 旣に引 入 るれば 之を汝 等よりも 倍した る 地獄の 子と 爲 せり 

と (マ タイ 傳サ三 章 十五 節 y 是れ 惡ぃ傳 道の 模範で ある、 而 かも 學 者と パリ サイの 人に 限らない、 自か 

ら 基督 信者と 稱 する 者が S 々從 事す る傳 道で ある、 名は傳 道で ある、 實に 立派で ある、 然し 實は傳 道 

ではない、 自己の 擴張 である、 名を傳 道に 藉 りて 惡 魔の 如くに 全世界 を 己が 有と なさん とする 事で あ 

る、 忌むべく 憎むべき 者に して 此 種の r 傳道」 の 如き は 無い。 

惡ぃ傳 道に 對 して 善き 傳 道が ある、 是れは キリスト 御自身が 從 事し 給 ふた 傳道 である、 天國 建設の 

ffi; 道と 傳道  二 四 五 
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ための 傳道 である、 靈魂を 救 ふための 傳道 である、 慈悲と 愛と より 出て 自己 を 殺して 從 事す る 傳道 で 

ある、 斯 かる 傳道を キリ ス トは 我等に 命じ 給 ふので ある. 

汝等往 きて 父と 子と 聖靈の 名に パブ テス マして (「洗 禮を 施して」 に 非す) 萬 國の民 を 弟子と せよ 

(マ タイ 傳サ八 章 十九 節)、 

父の 我 を 遣し、 如く 我 も 汝等を 遣さん r ョ ハ 傳 二十 章廿 一 節 J、 

若し 我れ 福音 を宣傳 へす ば 實に禍 ひなり ( コ リ ン ト 前書 九 章 十六 節〕、 

傅 道 は 基督 信者の 義務で ある、 傳道は 基督 信者の 特權 である、 誠に キリスト を 信じて 我等 は傳道 者た 

ら ざらん と 欲する も 得ない ので ある、 キリ ストの 幅 音 は哲學 ではない、 故に 獨り樂 しむ ことの 出来る 

者で はない、 是は 生命で ある、 而 して 生命 は 蕃殖せ ざれば 止またい、 生命が 傳播を 魔め た 時 は 其 死ん 

だ 時で ある、 我れ 獨り 信じて 我れ 獨り 之を樂 しみ 得る やうな 者 は 生命の 道なる キリ ストの 福音で はな 

い、 「巳む を 得ざる 也」 である、 眞の 基督 信者の 傳道は 已むを 得ざる 事業で ある。 

然れ ども 彼 は 自己 を說 かない、 

我等 自己の 事を宣 るに 非す、 唯 キリス トイ H スの ffi たる 事、 又 我等 ィ H スに 由り て汝 等の 僕た る 

こと を宣 るな り 

と。 ハウ 口 は 曰 ふた (コ リント 後書 四 章 五節」、 是れは 「一人 を も 己が 宗旨に 引 人 れんと す」 る 學者パ リサ 

ィの 人の 傳 道と は： 止反對 である、 此精祌 を 以て 傳 道に 從 事した からこ そ バウ n は自 から 水の バ プテ ス 

マ を授 くる こと を さ へ 避けた ので ある、 

此は我 名に 託り て バプテ ス マ を 施す と 人に 言 はれん こと を懼れ たれば 也 


と 彼 は 言 ふて 居る (仝 前書 一 章 十五 節)、 キリ ス 卜の 靈に 導かれて 傳 道に 從 事して 敎會 員增殖 に從事 せん 

と 欲する も 能 はすで ある、 福音 は 自己 を 殺す 者で ある、 故に 自己 を 中心とし 我 敎會と 云 ひて 憚から ざ 

る 今の所 謂 敎會と は 全然 相容れ ざる 者で ある、 キリストの 傅 道と 敎會 の傳 道と は 其 根本の 精神 を 異に 

する。 

然れば 我等 キリストの 弟子た る 者 は キリストの 命に 從ひ 彼の 心 を 以て 傳 道す ベ き で ある、 敎 會の傳 

道が 學者 パリ サイの 人の 傳道 であれば とて 我等 は 傳道を 避けて はならない、 然り、 之 を 怠りて はなら 

ない、 敎倉 は敎會 である、 我等 は 我等で ある、 我等に 我等の 「作り」 し 「信者」 を收容 する の 敎會が 

無しと て 我等 は 愛の 一幅 音 の 宣傳 と靈魂 の 救 扬とを 怠って はならない、 

我等 神の 撰擇を 得て 福音 を傳 ふること を 委ねられ たるに 由り て 語るな り、 此は 人を悅 ばす るに 非 

す、 我心 を 察し 給 ふ 神を悅 ばす る 也 

と (テ サ I"  I 一  力 前書 二 章 四 節：)、 バウ n の此 心を以 て傳 道に 從 事して 傳道は 決して 恥づべ き 忌む ベ き 嫌 ふ 

べき 事業で はない、 反て 誇るべき 讚むべき、 貴むべき 事業で ある。 


傳 道の 目的 


今や 傳 道と 云 へば 人に 善道 を傳 へて 彼 を 善人と なすこと である、 彼 を 善き 家庭の 人と なすこと であ 
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なかった、 彼の 特殊の 御 事業 は 病 者 を 癒し 貧者 を 養 ひ 其他此 世の 狀態を 良くす る こと で は なか つ た、 

(>()oooooooooooooooooooocc〇ooooooooooooo〇ooooc 

彼の 特殊の 御 事業と 稱す べき こと は自 から 進んで 十字架の 死 を 味 ひて 天 固の 門 を 開く ことであった、 

O0C  00000000O00OO00000 あ？ らか 000000000 

而 して 之に 次いで 死より 甦りて 不朽と 永生と を 明 著に する ことであった f 提摩太 後書 一 章 十 節：)、 此 事の 

ために 彼 は 世に 降り 給 ふたので ある、 彼の 生涯の 目的 は玆に 在った ので ある、 而 して 彼が 人の 彼に 就 

て 特に 知らん と 欲し 給 ひし こと は玆に 在った ので ある、 キリストに 關 する 其 他の 事 は 比較的 細事で あ 

る、 然れ ども 此事、 卽ち 彼の 死と 復活、 之 を 知らす して キリスト を 知る こと は出來 ない、 卽ち 彼の 血 

を 飮み其 肉 を 貪 はすして 人 は 彼の 屬 たる ことが 出来ない ので ある。 

ィ H スの傳 道の 目的 は兹に 在った、 使徒 等の 傳 道の 目的 も 亦玆に 在った ので ある、 使徒 等 も 亦 今時 

の宗敎 家の 如くに 此 世の 改善 を 以て 其 活動の 主眼と なさなかった、 「神 異邦人 を 顧み 其の 中より 己が 

名を崇 むる 民 を 取り 給 ふ」 と は 使徒 等に 示されし 祌の聖 であった (行傳 十五 章 十四 節)、 而 して 使徒 等 

は 慎みて 此聖 曰に 從 ふたので ある、 神に は 神が 其 聖國に 召し 給 ふた 民が あった、 而 して 使徒 等 は斯民 

召集の 任に 當 つたので ある、 彼等 は 其 意味に 於て 特に 使徒であった、 彼等 は 天國の 市民と して 召され 

し 者に 神の 召喚 狀を傳 達する 者であった、 

凡の 事 は 神の 3a に 由り て 召された る 神 を 愛する 者の ために 悉く 動きて 益 をな す を 我等 は 知れり、 

それ 祌は豫 め 知り 給 ふ 所の 者 を 其 子の 狀に效 はせんと て 豫め之 をお む、 叉豫め 定めた る 所の 者 は 

之 を 召し、 召した る 者 は 之を義 とし、 義 としたる 者 は 之に 榮を 賜へ り 

と ある (羅馬 書 八章廿 八— 世 節 y 是れが 神の 民の 救 濟に關 はる 神の 順序 書で ある、 而 して 使徒 等 は愼み 

て此 順序 書に 循 ひて 其 使命 を 果たした ので ある、 一  一一： K を 以て 之 を 言へば 使徒 等 は 彼等に 委ねられし 1K 


國の 市民 養成 を 以て 其 活動の 主眼と なした ので ある、 「汚 點 なく 皺な く聖 にして 瑕な き榮 ある 敎 會 

(召し出されし 者の 一 圑)」 を 神の 國實 現の 時に 方て 主に 獻 げんと 欲して 彼等 は勞 苦した ので ある 

(以弗 所 書 五 章廿七 節參考 )、 。ハウ II は ピリ ピに 在る 彼の 信者に 書 贈りて 曰 ふた 「キリストの 日に 我 

をして 我が 行 ひし 所、 勞苦 せし 所の ことの 徒然なら ざる を 喜ばしめ よ」 と (腓立 比 書 二 章 十六 節 y 卽ち 

救 濟と云 ふこと は 使徒 等に 取りて は此 世の 事ではなかった、 「キリストの 日」 に 於ての 事であった、 

むす め 

其 日 其 時に 彼等に 委ねられし 者 を 「潔き 女と して キリストに 獻 げん」 こと、 其 事が 彼等の 傅 道の 目的 

であった (哥林 多 後書 十一 章 二 節 y 使徒 等の 目 は 常に 「其の 日」 の 上に 注がれた、 「其の 日」 に 主に 春 

めら れんと 欲した、 「其の 日」 に 彼等の 勞 苦の 認めら れんこと を 求めた、 彼等 は 此^に 在りながら 旣 

に此 世の 者ではなかった、 彼等の 行動 はすべ て 「其の 日」 卽彼 世の ためであった。 

而 して 使徒 等の 目的が 常に 彼 世に 在った 故に 彼等 は强く 著る しく 此世を 感化した ので ある、 1^ ざる 

生命の 能に 循 ひて 立ちし 彼等 は朽 つる 此 世の 生涯 を 深く 甚だしく 感化した ので ある、 此 世の ことに 無 

頓着な りし 彼等が 最も 多く 此世を 益した ので ある、 社會 事業 は 使徒 等の 本業ではなかった、 副業で あ 

つた。 

ソ-ン ャルサ I ビス  い ，，t 

社會 奉仕と して 傳 道に 從事 する 現 時の 敎會 の俾 道に 見るべき 者の 無 いのは 敢て怪 むに 足りない、 彼 

等が 天國の ni< を 作り 得な いのは 勿論の こと、 彼等 は 此^の 聚人を も 君子 を も 作り 3^ ない、 彼等の 社會 

ね り  もろ，'、 けがれ 

事業なる 者 は 白く 塗た る 墓で ある、 外 は 美しく 見 ゆれ ども 內は 骸骨と 諸の 汚に て充っ (SS 太 傅 廿三章 

サ七節 y 我等の 先づ 第一 に 獲得すべき 者 は 明確なる 救濟の X 布 望で ある、 我等の 努めて 爲 すべき こと は 

キリ ストの 敎 示に 從ひ 使徒 等に 傲 ひて 彼の 日に 於て 現 はれん とする 朽 ざる 生命の 能に 循 ひて 立たん こ 
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と で ある、 此希？ llf 一と 生命と ありて 我等 は 到る 所に、 叉 爲す事 毎 に 大勢 力たら ざらん と 欲す る も 得 な い 

ので ある。 

傳 道の 目的 

ためし 

若し 傅 道の 目的が 救濟 であるならば 傳道は 失敗で ある、 傳 道に 由て 國の救 はれし 例な く、 傳 道に 由 

て濟 けられし 人は资 けられ ざり し 人に 較べ て 極めて 少數 である。 ィ H スの傳 道に 由て ュ ダャは 救 はれ 

なかった、 バウ 口の 傅 道に 由て 希 臘も羅 馬 も 救 はれなかった、 ル ー テルの 傳道 ありし に 係らす 獨逸は 

今日の 悲境に 陷ゐ つた、 ゥ H スレ ー、 ス ボル ジョンの 傳道を 受けながら 英國 は今猶 世界 第一の 偽善 國 

である、 ジョナ サン . エド ヮ ー ド、 モ ー セス • スチュ ァ ー トの 如き 大神學 者に 敎 へ られ、 ブ シ ュ ネル、 

ム ー デ ー 等の 大說 敎を聽 きし 米國は 今や 物慾 主義の 代表者と して 全世界 を墮 落の 淵へ と 誘 ひつ & ある、 

而 して 國に 於て 然ぅ である 如く 人に 於 て も然ぅ である、 傳 道に 由て 救 はれた 人 は 無いで はない が、 救 

はれない 人 は遙に 多く ある、 ィ H スは 信す る 人に は 救拯の 磐で あるが、 信ぜざる おに は礙 きの 石で あ 

る、 老 ひたる シメ オンが ィ H スの母 マリヤに 曰 ひしが 如くに 「此 嬰兒は イスラ エルの 多くの 人の 顏び 

いひ さから ひ  しるし 

ん 事と 且叉 興らん 事と、 誹駭を 受けん 其號に 立ら る」 である (； 路加 傳ニ章 三 四 節)、 ィ H スを傳 へて 救 は 

るべき 人 は 救 はれ、 救 はるべからざる 人 は 滅びる、 不可解と 云へば 不可解で ある、 然れ ども 爭 ふべ か 


ら ざる 事實 である、 故に 人 を 必す救 はんと 欲して 傳 道に 從 事して 3: 人も大 なる 失望に 陷ら ざる を 得な 

い、 バウ a 自身の 傳道 さへ 救濟 事業と して は 失敗であった、 口く 「アジ ャに 居る 者す ベて (悉く) 我 

モむ  y  > ち や  なや 

に 背けり、 フゲ 口と ヘル モゲネ も 其 中に 在り …… 銅 K なる ァ レキ サン デル 多く 我を惱 ませり …… 我が 

始めて 審官に 事由 を陳 べし 時 誰も (誰れ 一 人) 我と 偕に せす 呰な我 を 離れたり」 と (テ モテ 後書)、 斯 

くて バウ U の晚 年は憐 むべき 者であった、 彼に 由て 福 昔 を 聞きし 者 は 大抵 は 彼 を 離れ 去りて、 唯 ルカ、 

テ モテ、 テ トス 等 少数の 者の み 彼の 弟子と して 存 した、 而 して パゥ& の實驗 はすべ て 忠實に キリスト 

の 福音 を傳 へし 者の それで ある、 熱血 を 注いで 救 はんとせ し 人 は 多く は 我と 我 神と を 去りて、 我が； 脇 

音 を 受け て 救扬の 祝福に 入りし 者 は少數 中の 少数で あ る 。 

然 らば 傳道を 魔すべき 乎、 然ら すで ある、 人 を 救 ふ 爲の傳 道で ない、 福音 證 明の 爲の傅 道で ある、 

傳道師 は 「キリストの 役者、 神の 奥義 を 司る^ 宰」 である (コ リント 前 四 章 一節)、 而 して 「家 宰に 求む 

る 所 は 其 忠信な らん 事な り」 と ある、 傳道師 は 其の 自己に 委ねられし 神の 奥義 卽ち 福音の 眞理 を忠實 

に傳 ふれば 彼の 住 務を完 うする ので ある、 人が 之を受 くる や 否や は 彼の 問 ふ 所でない、 彼 は 「神の 道 

を混亂 せす、 誠により、 神に 由り て 神の 前に キリストに 在りて 首」 へば 其れで 事は濟 むので ある、 先 

づ 第一に 彼の 說く 所の 福音の 純淸 ならん こと を 要す、 其 他 は 枝葉 問題で ある、 之に 由て 或 人 は 救 はる 

るで あらう、 或る 他の 人は頹 びる であらう、 然し 是れ 彼の 關 する 所でない、 神 は キリストの 福 昔を以 

て 或は 救 ひ、 或は 塞 判き 給 ふ、 彼 は 彼れ 御自身の 爲に福 昔 を 要し 給 ふ、 故に 彼の 役者 を 遣りて 之を說 

かしめ 給 ふので ある、 傳道師 は 讀んで 字の 如く 道を傳 ふる 者で ある、 慈善家で はない、 社會 改良 家で 

はない、 敎會 建設者で はない、 俾道 者で ある、 「和平なる 言 を 宣べ叉 善き 事を宣 ぶる 者の 其 足 は 美 は 
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しき 哉」 と ある 其 言 辭の傳 達者で ある。 

神 は 其聖言 の傳 達に 由て 國： «必 しも 輿るべし と 約束し 給 はない、 彼 は 預言者 M レ ミヤに 告げて 曰 ひ 

給 ふた、 「視ょ 我れ 今日 汝を萬 民の 上と 萬國の 上に 立て、 汝 をして 或は 拔き 或は 毀ち 或は 減し 或は^ 

し 或は 建て 或は 植ゑ しめん」 と (耶利 米亞記 一章 十 節)、 毀つ も 建つ る も、 覆す も植 ゆる も 说言 者の 責任 

ではない、 神 は 彼に 「我が 汝に 命す るすべ ての 言 を 語るべし」 と 命じ 給 ふた、 祌の首 を 誤らす に 語る 

事、 其 事が 預言者の 職務で ある、 彼 は 憐憫の 故に 之 を 控えて はならない、 彼 は 人面 を 恐れて 之 を隱く 

して はならない、 結 5^ の 如何 を 顧みす 大膽に 之 を宜傳 ふ ベ きで ある、 預言者 を 世 の 救濟 者と 見 て 彼等 

を 全然 誤解す るので ある。 

昔の 預言者が 然 うであった、 今の 傳道 師が然 うで ある、 幅 音 を 混亂す ことなくして 傳 ふる 人、 其 人 

が 眞侗の 傳道師 である、 其 人に 由て 幾 萬 人の 悔改 者が 出 やうが、 幾 百の 敎會 堂が 建ら れ やうが、 彼の 

說く 所が 純 福音たら ざる 限り は 傳道師 としての 彼の 事業 は 失敗で ある、 テサ a 一一  ケ 前書 一 一章 四 節に 於 

て バウ 口 が 曰へ る 如く 「我等 神の 撰擇を 得、 一 i 昔を傳 ふること を 託 ねられた るに 由り 語るな り、 此は 

人を悅 ばす るに 非す 我が 心 を 察し 給 ふ 神を悅 ばす る 也」 である、 所謂 傳 道の 結 ra^ を 見て 福音 は 混亂れ 

易く ある、 而 して 近代 式の 俾道、 殊に 米國 式の 傳 道が 多 數を敎 化せん と努 むる の 結果と して 福音 を 曲 

ぐるの 傾向 ある は 人の 能く 知る 所で ある、 勿論 福音 は 人 を 救 はん 爲の 神の 能力で ある、 然し 神の 能力 

(機械) であって 人の それでない、 神が 使用して 人 を 救 ひ 給 ふ 機械であって、 人が 欲する が 儘に 使用 

し 得る 者で ない、 神の 福 昔で ある、 故に 俾道師 は 之に 加へ る ことなく、 叉 之 を 削る ことなく、 傳 へら 

れし其 儘 の 言を說 かなくて は な ら な い 0 


何の 爲の傳 道 か 


. 傳道は 何の 爲に爲 す 乎、 是れ傳 道 者に 屢々 起る 問題で ある。 人に 道を傳 へて 其 人が 之 を 信じて 眞の 

信者に 成る こと は 滅多にない。 召さる、 者 は 多くして 選 まる k 者 は 稀で ある。 勞 力に 比して 效 果の歡 

き 事に して 傳 道の 如き はない。 故に 多くの 傳道 者は傳 道を廢 して 政治 叉 は實業 又は 其 他の 事業に 人る 0 

文豪 ルナンが 使徒 パゥ& を 評して、 彼れ パゥ& が 其 生涯の 終りに 於て、 傳 道に 從 事した るを悔 ひ、 其 

青年時代に 於て 契 を 交せし 愛人に して 故鄕 タル ソ に 遺せし 者 を 想 ひ、 痛恨の 淚に 咽んだ であらう と 云 

ひし は、 單に 空想との み 見るべき では あるまい。 

まことに 若し 傳 道が 此世 限りの 事であるなら ば、 八；' 日直に 之を廢 する が 智慧で ある。 傳 道に 依て 人 

は 容易に 信者に ならす、 社會は 改まらす、 國は救 はれない。 然し 傳道 は此世 限りの 事で ない。 「夫れ 

審科 は祌ィ H ス キリスト を もて 我が 福 昔に 循 りて 人の 隱れ たる 事 を 糊き 給 はん ほに 成るべし」 と あれ 

ば (羅ぉ 書 二 章 十六 節)、 幅 音 は 終末の 審判の 日に 於て、 神が 凡ての 人 を 鞠き 給 はん 時に、 神に 取りても 

亦 人に 取りても 必要で あるで あらう、 キリストの 幅 昔を稱 して 之 を 「永遠の 福 昔」 と 云 ふ も 亦 是が爲 

であらう (默 示錄 十四 章 六 節〕。 卽ち 福音 は此 I 限りの 者に 非す、 永遠に 有用なる 者な りとの 事で あらう。 

人に は M 人に も 自己に 覺 むる 時が 來る。 若し 此 世に 於て 来ら ざれば 來 世に 於て 来る。 そして 其 時 は 

何の S の it 道 か  二 五 五 


傳 道に 閱 する w 究  二 五六 

恐ろしい 時で ある。 自己の 罪 を 認め しめられて 神の 前に 裸 程で 立つ 時で ある。 其 時 彼 は 援助 を 何處に 

求めん 耶。 「キリストの 血、 すべての 罪より 我等 を 潔む」 とは斯 かる 場合に 處 して 眞の 福音で ある。 

福音 は 眠れる 靈 魂に 取りて は 何の 必要 もない。 然れ ども 其の 一 たび 覺 めて 獨り義 を 以て 鞫き給 ふ 神の 

前に 立つ や、 キリ ストの 十字架 を 除いて 他に 隱場 とて はない ので ある。 其 時 福音 は實 にー隔 昔で ある。 

是れ ありて 拯り、 是れ なくして 亡ぶ るので ある。 福 昔 は 人が 自己の 罪に 覺 むる 時に、 必要に して 缺く 

ベから ざる 者で ある。 

其 時の 爲に 我等 は今福 昔を說 きつ」 あるので ある。 我等 は 令 社會國 家の 無用 物と して 賤視 めら る& 

と 雖も其 時に 到りて 我等の 辛勞は 認めら る」 であらう。 其 時 多く の 背 敎者は 我等に 感謝す るで あらう。 

其 時 彼等 は 再び 救拯の 磐を發 見して 完全なる を 得る であらう。 そして 我等 も 亦 其 時 を 望んで、 今 は 

も, 、に vi ろづの もの あ か 

「世 の 汚 據叉萬 物の 塵 垢」 として 扱 はる V も 忍ん で 傳道 を繼く る で あらう。 


余 は 如何にして 1! 曰 者 を 作りし 乎 


余 は 信者 を 「作りし」 と 云 ふ、 是れ 祌を瀆 すの 一一 S である やうに 聞え る、 人 は 何人も 信者 を 作る こと 

は 出来ない、 かも 彼が 人間 を 作る ことが 出来ない と 同然で ある、 彼 は 人形 を 作る ことが 出来る、 然 

かし 人間 を 作る こと は 出来ない、 彼 は 敎會を 作る ことが 出来る、 然 かし 信者 を 作る こと は 出来ない、 


草 一木 を も 作る ことの 出來 ない 彼 は 天使に 似た る 基督 信者の 作れ やう 答 はない、 「借 者 を 作る」 の； 諸 

は 確かに 祌を濱 し 信者 を 侮る 一一： H 紫で ある。 

然 かしながら 或る 意味に 於て は 我等 人 問 も：！： を 作る と 一一 m ふこと が 出来る、 我等 は 百姓が 米 を 作る 

と 言 ふ、 然 かしながら 誰も 神が 米 を 造り 給 ひしゃう に、 百姓が 米 を 作る ので はない こと を 知って 5t る 

百姓 は祌の 援助 を藉ら すして 米 一粒 を も 作る こと は 出来ない、 日光の 照らす あり、 膏 雨の 潤す あり、 

地の 養 汁 を 供す る あり、 風の 生氣を 持來す ありて 米 は 能く 成熟す るので ある、 百姓 はたぐ 種 を 蒔き、 

水を灌 ぐまで ある、 其 他 は 告な祌 の 事業で ある、 而 かも 我等 は 一一 K ふ、 百 姓 は 米 を 作る と、 是れ^ 確 

な る 一一 一一 I： 葉 ではない、 然しながら 或る 特種の 意味 を 通す る 言葉 である。 

我等が 信者 を 作る と 云 ふの も、 百姓が 米 を 作る と 云 ふのと 问じ である、 勿論 我等が 信者 を 創造す る 

ので はない、 只 信者 完成の 祌の 御手 傳 をす るまで ある、 我 は 種え アポロ は灌 ぐ、 然れど 育つ る 者 は 

惟神な り 广コ リ ント 前書 三 章 六 節)、 我等が 信者 を 作れり と 云 ふ は 我等が 福 昔の 稀 を けりと 云 ひ 又 時に 

堅：^ の 水 を 液げ りと 云 ふに 過ぎない、 種る 者 も灌ぐ 者も數 ふるに 足らず、 惟 貴き は 育つ る 所の 神な り 

(同 七 節)、 我等が 信者 を 作り しと 云 ふ は 神の 道具と して 此聖 業に 使用され たりと 云 ふに 過ぎない。 

雨う して 此祕密 を 知る まで は 我等 は 如何に 努 むる も 信者 一 人 を も 作る こと は 出来ない、 余 も 無智な 

る 者の 一人と して 幾 岡 か 信者 を 作らん と 欲して 幾 囘か失 は 1 した、 余はゥ H スレ ー、 ム ー デ ー 等の 资驗 

を 聞いて、 M 故に 余 も 信者 を 作り 得ない 乎と 思 ふて 頻りに 怪ん だ、 玆に 於て か 余 は 種々 の 信者 製作 法 

を 研究した、 聖書に 精通 せんとした、 雄 辯學を 究めて 高 壇の 戰士と 成らん とした、 人心 收擅術 を學ん 

で勸 誘の 道に 長 けんとした、 而 かも 一 つも 成功し なかった、 數年 問の 勞働を 消費して 一 人の 信^だ も 

余 は 如何にして 信者な 作りし 乎  二 五 七 


傳 道に 薛す る硏究  二 五.^ 

作り 得なかった、 余の 友人 某 は 曾て 余に 忠告して 曰 ふた、 「傳道 は 決して 君の 天職で はない、 余 は 未 

だ 曾て 一人の 君の 說敎 を聽 いて 信者と 成った 者の あるの を 知らない、 君に 多少の 辯 舌 は ある、 然 かし 

君 は 君の 辯 舌に 就て 誇る が 故に 君の 誘 舌 は 信者 を 作らない、 君に 熱心 は ある、 然 かし 君 は 己の 熱心に 

驅られ て 常識の 軌道 を脫 する 故に、 人 は 君の 熱心に 接して 返て 宗敎を 嫌 ふに 至て、 之 を 信ぜん とは爲 

ない、 余は斷 じて 君に 忠告して 曰 ふ、 君 は 傳道師 たるの 野心 を 絡つべき であると、 君の 基督 敎は之 を 

自己 を 救 ふの 道に 止めて、 之 を 以て 他人 を 救 はんとす る 勿れ、 君の 天職 は 他に あり、 卽ち 元の 魚類 學 

に 還る にあり、 ぺテ & を眞 似て 人 を 漁 せんとす る 勿れ、 君の 漁すべき 者は靈 魂を備 へたる 人に 非す し 

て、 鳍と鳞 と を 有ち たる 魚な り、 余 は 君に 就 て^く 斯く 信じて 疑 はす」 と、 余 は 友人の 此忠吿 を 聞い 

た 時に 非常に 失望した、 余 は 二三 曰 綾け て 泣いた、 余 は 基督 信者と なりて 實に 一人の 信者 を 作り 得な 

い 乎、 余 は 勿論 按手 禮を 受けた る 本式の 傳道師 と 成らん と は 欲しない、 余 は 早くより 終生 平 人た るべ 

しと 決心した、 「坊主」 は 余の 何よりも 嫌 ふ 所の 者で ある、 監督と か、 宣敎師 とか、 牧師と か 云 ふ 者 

になる こと は 余の 死す とも 爲す能 はざる 所で ある、 余 は 洗禮を 施す の 特權を 望まない、 余 は 聖餐式 を 

司る の 權能を 求めない、 余 は 純然たる 一信 者 たれば 足りる ので ある、 然しながら 余 も 基督 信者と なり 

し 以上 は 一 個の 靈魂を も キリ ストにまで 導き 得ないで 滿足 する こと は 出来ない、 余 は 傳道師 たらざる 

傅 道： 帥た らんこと を 欲した、 雨う して 今 尙ほ斯 く 欲する 者で ある、 故に 一人の 信者 を 作り 得ないで 余 

の 一 生 を 終らん こと は 余の 耐えられない 所で ある、 余 は 是非 人、 一 人な りと 信者に 成す を 得て 余の 基 

督敎的 生涯 を 終らん こと を 切 した。 

然しながら 余に は實 際に 信者が 作り 得なかった、 余 は 某 敎師が 幾人 叉 は 幾 十 人 又は 幾 百 人の 人 を 救 


ひて 之に 洗禮を 授け、 之 を 其 敎會員 となした とい ふ を 聞いて 非常に 羡 ましく 思 ふた、 余 は 或 時 は 密か 

に 思 ふた、 余が 敎會 より 傅 道の 免許 を 得ない が 故に 余の 傳 道の 功が 擧ら ない ので はない 乎と、 敎< ^制 

度、 其 規则、 其宗 式は寳 に靈 魂の 救濟上 必要 缺 くべ からざる 者で は あるまい 乎と、 余 は 或 時 は 余の 獨 

立を悔 ひた、 或 時は敎 法師の 許に 走て、 傳道 免許 を 乞 はん 乎と も 思 ふた、 余 は 神に 呢 はれた るが 故に 

余の 傳道 事業に 於て 成效 しないの では あるまい 乎と 思 ふた。 

此 事に 就て 余 を 助けて 吳れた 人 は トマ ス • 力 ー ライルで ある、 彼 は 所謂る 福 昔 主義の 敎會 信者で は 

なかった、 然 かし 彼 は 余が 宗敎的 難問題 を解釋 する に 方て 苦んだ 時に 幾た びか 余 を 助けて 吳れ た、 余 

が傳道 問題に 惱み 居る 頃に、 彼 は 余に 左の 一 言 を 供して 吳れ た、 

"v-eracity,  true  simplicity  of  heart,  how  valuable  are  these  always  ！  He  that  speaks  what 

is  really  in  Liim,  will  lind  men  to  listen,  tlloug.ll  under  ne づ er  sucii  Impediments. 

誡實、 心の 眞の 有の 儘、 是れ 常に 如何に 貴い かな、 實 際に 自己の 心の中 に^する こと を 語る 者 は 

其方 法の 如何に 拙劣なる も、 必す 彼に 聽 かんと 欲する 人 あるべし。 

余 は 此言を 彼の 『過去と 現在』 に 於て 讀んで 獨り膝 をた & いて 曰 ふた、 「是れ だ. 是れ だ」 と、 人 を 

導かん としたの が 抑々 余の 誤謬の 始 である、 余 は 余の 確信 を 表白 すれば 足りる, である、 「誠 實、 心 

の眞の 有の ま. 1」、 是れを 語りて 人に 聽 かれない 理由 はない、 余 は 己を隱 くして 置きながら 他人 を感 

化 4! しと 欲した 故に 失敗した ので ある、 良し、 今より は 他人の こと は 思 はざる べし、 余は余自身の^^^_ 

救 ひ、 惠 みに 就て 語るべし と、 余 は 斯う 決心した、 爾 うして 傳道を 止めて 表白 を 始めた、 爾 うして、 

視ょ、 余 は 其れ 以來 未だ. 曾て 余の 傳道 事業に 就て 失望した こと はない。 

汆は 55.5 にして 信者み-作りし 乎  二 五 九 


罪の こと、 余は此 事に 就て 最も 善く 自身の 罪に 就て 知て 居る、 人類の？ §、 社き の 罪 は 余が 間接に 

知る 所であって、 之に 關 する 余の 智識 は 決して 正確なる もので はない、 然 かしながら 余 自身の に 就 

て 余 は 最も 明白に 知て 居る、 余の 心に 皤る 傲慢の 扉、 余の 全身 を燒讓 さんと する 情の 5§、 據ら はしき 

野心、 恥 かしき 牢想、 是 等の ことに 關 して は 余 は 其 何たる 乎 を 知らん がた めに 社へ i! 學を 研究す る 必要 

はない、 倫现 書に 其 奥 翁 を 探ぐ る 必要 はない、 余 は^ 接に 實驗に 由て <^ 自身に 就て 其 何たる 乎 を 知つ 

て is る. 嗚呼、 資 むべき は 他人で はない、 先づ 第一 に 我 自身で ある、 歎すべき は W 家 社會の 扉で はな 

い、 我 自身の Si である、 我 は 揮に 就て は 我 自身に 就て 研究すべき である、 雨う して 其 研究の 結果 を 世 

ゼネ ラ ラ ィズ 

に 公に すべきで ある、 余 は"^ を 概括し、 人と 世との 罪 を 責めて 自己 は 罪な き 者の 如くに 見せ 接け しが 

故に 余の 傳 道に 於て 失 耽した ので ある、 余 は 勿論 余の 琪々 たる 雑に 就て 語る に 及ばない、 余 は 罪の 原 

现に 就て 語るべき である、 卽ち 余が 神 を 無み する の 心 * 自身 は H ラき 者と 想 ひ、 世 を^ 度し 吳 れんと 

思 ひし 傲慢、 肉の 安全と 幸福と を 計り、 靈 のこと は 之 を 全く 放棄せ し 闇愚、 余は此 等の 重き 暗き を 

充分に 余の 心の 裡に 於て 發 見した、 爾 うして 罪の S たる 乎 を^に 示す に 方て は 余 は 常に 此發 見、 此實 

驗に 基いて 語るべき である。 

救 ひのこと、 救 ひとは 容易い 問題で はない、 救 ひ は 世に 所^る 救 it ではない、 卽ち贫 者に 衣食の 料 

を 給す る ことで はない、 是れは 慈善事業 である， 爾 うして 慈善事業 は 金と 世才と に 富む 人の 何人も 爲 

す ことの 出来る 事業で ある、 然 かし 傳道は 慈善事業 ではない、 傳道は 靈魂を 救 ふこと であって 肉體を 

救 ふこと ではない 0 

救 ひとは 亦 道 德を敎 ふること ではない、 卽ち 聖人、 義人、 君子 を 作る ことで はない、 其れ は 修養で 


ある、 敎育 である、 雨う して 宗敎は 修養で もなければ 敎育 でもない、 救 ひは乂 幽暗 を棑 して 光明 を 供 

するとい ふこと でもない、 其れ は獨逸 語に 所謂る Aufkmrlmg- 卽ち 智識 開發 であって、 丼 ^ 督敎の 所謂 

る 救 ひで はない、 救 ひ は 新道 德を敎 ふること でもなければ 亦 新 智識 を 供す る ことで もない、 救 ひは靈 

魂 を 救 ふこと であって、 意志 を 其 根本に 於て 潔め る ことで ある、 是れは 慈善 以上、 修费 以上の # 業で 

ある。 

救 ひとは 何ぞ、 是 を哲學 的に 定義す る こと は 困難い、 然しながら 我等 は是 を實驗 する ことが 出来る、 

O00O0000  0  000000C0000000O0 

救 ひとは 我が^ 在の 眞髓を 縛る 卵より 脫 する ことで ある、！.： せんと 欲して 爾 する 能 は ざり し 情念より 

解脫 する ことで ある、 驕慢の 心 を 其 根 木に 於て 打破し、 之に 代 ふるに 謙！ i の 心 を 以てする ことで ある、 

世の 野心なる もの. ^虚偽なる こと を觀 破し、 以來 は確實 なる 實 在の 上に 希望の 堅城 を 築く ことで ある、 

雨う して 此事は 如何したならば 出来る かと 云 ふに、 日に 三た び 己に おみ、 戰々 競々 として 簿氷 を踐む 

が 如くに 仁義の 道 を 歩まん と 欲した とて 成就る ことの 出來る ことで はない、 是れは 亦 或る 一 つの 现想 

を WW んで 之に 向って 進んだ とて 到達し 得る ことで もない、 基督 敎は 雨ん な 込 入りた る、 而 かも 雨ん な 

淺 薄なる 方法に 由て 人 を 救 はんと は爲 ない、 基督教の 救 ひ は 非常に 簡短 である、 其れと！ 1： 時に 又 非常 

に 高遠で ある、 基督 敎の 供す る 救 ひの 方法と は是れ である、 卽ち 十字架に 釘 けられし ィ H スキ リスト 

を 仰ぎ 瞻る ことで ある、 爾ぅすれば？^-が取除かれるのでぁる、 我 を 仰ぎ 瞻ょ然 らば 救 はれん (以. 亜 * 

E 十五 章廿ニ 節)、 モ. 》 ゼ 野に 蛇を擧 げし 如く 人の子 も擧 げらるべし、 凡て 之 を 信ずる 者に 亡ぶ る こと 

無くして 永生 を 受けし めんが 爲なリ C ヨハネ 傳三章 十 s, 十五 節、、 我 若し 地よ リ擧 けられな ば 萬 民 を 引 

きて 我に 就ら せん 一 W 十 二  二 節)、 是れ 皆な 基督 敎 の 救 ひの i$ 業であって キリストに 救 はれし^の 齊 

余 は W 何に I- て 信者 を 作りし 乎  二 六 I 
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しく 實驗 する 所で ある、 何故に 爾ぅ である 乎 は 能く 解らない、 ^度 醫學 社會に 於て 何故に 規尼湼 が 熱 

を醒 ますか^ 解らない と 同然で ある、 然しながら 規尼湼 が 熱を醒 ますよりも モッ ト 明白に モ ツト^ 速 

に 十字架 上の キリスト は 我等の 罪 を 取 除き 給 ふ、 彼 を 其處に 仰ぎ見れば 我等の 罪の 重荷 は 直に 我等の 

肩より 落る、 是は 常識 ある 者が 多く 實驗 して 多く 證明 する 所の 事實 である、 錫 エバ ン ヤン も此事 を實 

驗 した、 大政 治 家に して 大 思想家な りし グラッドストン も 同じ こと を實驗 した、 雨う して 日本に 於け 

る 小さき 我等まで も 亦 同じ 事 を實驗 する、 雨う して 我等 は 世人に 基督 敎の救 ひを說 くに 方て 我等の 此 

實驗を 語る まで ある、 所謂る 「救 ひの 哲理」 を講 する も 何の 益 もない、 基督 敎の 高遠なる 倫理 を說 

いた 所が 人 は キリストの 救 ひに は 人り 来らない、 我等が 自 から 救 はれて、 共 救 はれし 徑路と 結 3^ と を 

說 いて、 人 は 終に 神に 導かれて、 キリストの 救 ひに 入る ので ある。 

惠 みのこと、 是れ 又實驗 である、 基督 敎の惠 みと は惠 まれた と 思 ふこと ではない、 是 れは實 際に 惠 

まれる ことで ある、 心に 實物 を受 くる ことで ある、 聖靈の 恩賜で ある、 之に 伴ふ歡 喜と 平和と、 X 布 WW 

と實 力と である、 之 は 口 を 以て 說明 する ことの 出来る もので はない、 是れ又 求めて 璲る ことの 出来る 

もので もない、 其 何んで ある 乎 は 之 を 心に 獲て 見なければ 解らない、 是れは 他人の 話しに 聞いて 分か 

る もので はない、 故に 之 は 父 獲て 子に 傳 ふることの 出来ない ものである、 神の 惠みを 人に 頒 たんと す 

る も、 神が 之 を 彼に 與へ給 ふに あら ざれば 我等 は 之 を 如何と もす る ことが 出来ない、 玆に 至て 傳道は 

あ せ  は 5 くわ-ひ  てんく わ  しょうめい  しんぶ，'、 

焦慮る も 益の ない 事で ある ことが 分かる、 傳道は 放光であって、 點火 ではない、 證 明であって 信服で 

はない、 點 火と 信服と は 神の 業であって、 人の 爲し能 ふ 事で はない。 

余 は 斯く覺 て 所謂る 傅 道の 野心 を 放棄した、 余 は 終生 努 むる も 一 人の 信者 を 作り 得る 者で ない こと 


を 悟った、 神 は 決して 信者 製作の 任 を 人に 授け 給 はない ことが 分った、 爾 うして 斯く覺 て 以來、 余 は 

人 を 救 ひ、 人を惠 まんと する の 希 を斷 念した、 然 かしながら 余に は 多少 余 自身が 祌に惠 まれし 赏驗 

があった >  雨う して 余 も 亦 神の 下僕の 一人と して、 此恩惠 の實驗 を獨り 己に のみ 隱 くし 置く こと は 出 

來 なかった、 余 も 眼 を 開かれし 者の 一人と して 犬なる 醫師の 大能を 沈 默に附 する こと は屮 H 來な かった、 

兹に 於て か 余 は 余 自身に 就て 語った、 始めは 余の 罪と 苦痛と に 就て 語った、 次せ に 余に 施されし 祌 9 

救 ひに 就て 語った、 終りに 余に 臨みし 祌の惠 みに 就て 語った、 余 は 全く 傳道 感化の 目的 を 離れて 余自 

身に 就て 語った、 余 は 神に 對 する 感 恩の 念より して 此 事を爲 した、 余 は 之に 依て 他の 人が 救 はれん と 

は 思はなかった、 余 は 拓檔の 如くに 自己の 赤心 を 吐露した、 爾 うして 多くの 人 は 余の 愚 を 笑 ふた、 然 

かし 余 は 世人の 嘲笑 を 心に 留めなかった、 余 は 祌に對 して 余の 爲 すべき こと を爲 せし を 知りし が 故に、 

之を爲 せし 後に は大 なる 平和と 滿 足と を 感じた。 

然るに 視ょ、 傳 道の 爲 めに 爲 さ^りし 余の 自， H は傳 道の 目的 を 達した、 神は憐 むべき 余の 寶驗談 を 

用 ひ 給 ひて 多くの 人 を 己に 導き 給 ふた、 余 は 旣に傳 道を斷 念せ しに 神 は 余 を 以て 多くの 傅 道 を 爲し給 

00000OO00000OCO00O0O0OO  、 ：：. 

ふた、 余 は 意外 千 萬に も 多くの 信者 を 作る の機會 となった 兹に 於て か 或 人 は 余が 傅 道に 於て 成效し 

たと 云 ふた、 然 かしながら 余が 成效 したので はない、 余 は 旣に傳 道に 失望し、 之 を 放 衆した 者で ある、 

神が 余 に 施し 給 ひし 其恩惠 の 實例を 以て 人 を 己に 引き 給 ふたので ある、 故に 譽 むべ き 者 は 神 であって， 

余で はない、 神が 余 を 以て 人 を 救 ひ 給 ひしが 故に、 救 ひ し^は 余であって 神で ないやう に 思 ふ 人は祌 

と 余と 兩 つながら を 誤解す る 者で ある、 余 を 恩師と して 仰ぐ 人 は 最も 多くの場合に 於て は 終に は 偽善 

者と して 余 を 罵り、 余に 唾き して 余 を 菜 去る 者で ある、 然 かしながら-水 久に余 を 愛して 吳れる 者 は 余 

余 は 如何にして 信者 も 作りし 乎  二 六 一二- 
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を 愛する よりも ョ リ 多く 祌を 愛する 者で ある、 余 を 恩師と して 仰がす して 同 忠の犮 として 思 ひやる 者 

である、 我等 も 人に して 汝 等と 同性の 者な り (行傳 十四 章 十五 節)、 余 は 先生で はない、 罪と 救 ひと 惠み 

との 侶伴で ある- 余が 敎 へしに. H て 人が 祌を 信す るに 至った ので はない、 余が 余の sir 余の 苦痛、 余 

の 救 ひ、 余の 歡 喜と 平和と を吿 げしに 由て、 人が 余の 神 を 信す るに 至った ので ある、 余 は 單に吿 知者 

たるに 過ぎない、 敎師 ではない、 傳道師 ではない、 勿論 法王で も 監督で も 牧師で もない。 

若し 世に：；；； E 者 を 作る の祕 術が あると すれば 是の みで あると 思 ふ、 卽ち トマス • 力 —ライルの 謂 ふ 

「5^ 實、 心の a; の 有の 儘」 を 語る ことで あると 思 ふ、 爾 うして 其 餘は祌 に 任 かし 奉る ことで ある、 其 

餘の事 は 我等 人 問の 千與 すべき 事で はない、 我等 は 我等に 施されし 救 ひ を 明，： Z に 正確に 率直に 語れば 

それで 好い ので ある、 其れが 最上 唯一 の傳道 法で ある- 其れ 以外 は 偽 〈喪で ある、 無益の 業で ある、 虛 

飾で ある、 傳 道の 眞似事 である、 是れ なくして は、 卽ち此 率直なる 自 。 なくして は、 如何に K 美なる 

ffis 樂を 以てしても、 如何に 雄大なる 辯 舌 を 以てしても、 如何に 完全なる 傳道 制度 を 以てしても、 卩ッ 

ク フェラ ー、 三 井、 古河の 富 を 悉く 其 用に 供しても、 最と微 さき 一人の 靈魂を も 父なる 神の 懐に 導い 

て 之 を 基督 信者と 作す こと は 出来ない と 信す る。 


米國人 の 傳道法 

附、 余輩の 傳道法 

余の 見し 所 を 以てすれば 米國 人の 傳道法 は 大略 左の 如し、 

先づ 第一 に 金 を 募るべし、 金な くして は 何事 も 爲す能 はす、 敎<& も 建る 能 はす、 傳道師 も 雇 ふ 能 

はす、 會 館も設 くる 能 はす、 雜誌も 出す 能 はす、 金 は 近^ 傳 逝の 最大 要素なる を認 むべ し、 故に 金 

は 成るべく 多き を 要す、 故にす ベての 方法 を 以て 之 を 慕るべし、 之 を 信者より 募る は 勿論， 不信者 

より 之 を 募る も！？ なり、 彼等が 基督 敎を贊 成 すれば 足れり、 彼等の ng 性の 如き は 深く 探ぐ る を 要せ 

す、 彼等の 金を傳 道に 使用す る は 彼等 をして 善を爲 さしむ る ことなり、 金に 善惡の 差^ あるな し、 

何人の 乎より W る も 金 は 金に して 力なり、 吾人 は 成るべく 多く 之 を 5£ て 成るべく as く；^;: 人の 敎勢を 

張るべき なり。 

金 を 得し 後 は大に 社交的 勢力 を 使 川すべし、 先づ W 務 大臣の 贊成を 得べ し、 知事，. 代議士、 郡長、 

村長の 意を迎 ふべ し、 先 づ首を 化して 然る 後に 手足に 及ぶ の途を 取るべし、 人き を 起すべし、 而 

して 其會 長と して は 土地の 有力者の 夫人 を 選ぶべし、 靑年會 を 起すべし、 而 してた 政治 * を 招いて 

其 經綸を 聞くべし、 先づ 基督 敎 をして 社會的 大勢 力た らんこと を努 むべ し、 然らば：！^心は風縻して 

?<國 人 S 傳道法  二 六： i 
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之 を 戴く に 至るべし。 

努めて 政府に 接近すべし、 屮 I 來 得べ くんば 責顯搢 神と 交 を 結ぶべし、 犬に 其 政略 を援 くべ し、 愛 

國の執 一 情 を表顯 する に 方て は 人後に 立た ざらん こと を努 むべ し、 今の 世に 於て 輿論に 逆 ひて 何事 も 

爲す能 はす、 vox  populi  est  vox  dei 衆人の 聲是れ 神の 聲 なり、 輿論と 神の 聲 との 間に 軒輊 ある 

べき 理 なし、 而 して 祌の聲 は 時には 之 を 判^す る 難し、 然れ ども 輿論 は 新聞紙に 依て 瞭 かに 之 を 知 

る を 得るな り、 吾人 は 輿論に 反して 神に 逆 はざる やう 努む べし。 

而し て 直接 傳道 の 方法た る ゃ必す 最も 進歩した る 制度に 由る ベ し、 先 づ全國 を傳道 IH^ に區 劃す ベ 

し、 而 して 各 1h£ に 管長 を 置くべし (其 名 は 何と 稱 する も 可な り)、 彼より 毎年 報 吿を徴 すべし、 精 

細なる 統計 を 作らし めて 之 を傳道 本部に 送ら しむべし、 毎年 大會 を設 くべ し， 部 會を設 くべ し、 而 

して 傳道師 の 黜陟、 傅 道 養の 募集、 分配 等に 就て 寐議 すべし、 何事 を も 委員 を 設けて 調査せ しむべ 

し、 而 して 時には 信徒 全 體の大 親睦 會を 開いて、 大に敎 勢を敎 會の內 外に 向って 發揚 すべし。 

而 して 傅 道師を 養成す るに 方て 彼等に 人心 收攬の 術を授 くべ し、 パゥ £1 もゥ H ス レ ー も大 統率者 

たりし なり、 此 才能な くして 信仰 如何に 厚き も 傅 道に 成功す る 能 はす、 敎會 を？ i^p 立し、 之 を 維持し、 

之 をして 隆盛なら しむる こと、 是れ 傅道師 たる 者の 第一 の 職務な り、 彼に 雄 辯 術を授 くる は 最も 肝 

耍 なり、 彼 は 彼の 風 彩 彼の 能辯 を 以て 民心 を 彼が 望む 儘に 翻弄し 得る の 力 を 供へ ざるべ からす。 

傳道師 は 成るべく 圓滿の 人た る を 要す、 衝突 は 彼の 最も 慎むべき 最も 忌むべき ものな り、 彼 は 上 

は 監督との 衝突 を 避けざる ベから す、 下 は 信徒との 衝突 を 避けざる ベから す、 又社會 と敎會 との 間 

に 立て 二者の 調和 を 計らざる ベから す、 故に 彼 は 努めて 齙麗の 言語 を 用 ゆべ し、 信徒 を 怒らす ベ か 


らす、 有力なる 信者 は 殊に 然り、 彼等の 贊助を 失 ふて 敎會は 終に 立たざる に 至るべし。 

詮す るに 宗敎は 國家的 大勢 力たら ざるべ からす、 社 會的大 感化 力たら ざるべ からす、 之 を 側 人の 

OOO0OOO0OO0000O00O000O000000O0  0O 

こと、 して 見る ベから す、 國家の 政權を 信徒の 手に 握る まで は.,： in 人の 傅 道 は 成功せ りと 思 ふべ から 

す。 云々 

以上 は 余輩が 米國 人の 傳道 方法と して、 其 本國に 於て、 又 其 傅 道 地の 一 なる 口 本國に 於て 過去 三十 

餘 年間 目撃せ し 所の 大略な り、 其 如何なる 結 * に 終りし 乎 は 基督 敎會現 時の 狀況が 最も 明白に 示す 所 

なり、 而 して 是れ 余輩の 傳道 法に あらざる こと は 本誌の 讀 者の 夙に 知る 所な り、 余輩が 今日まで 外 圃 

宜敎師 と 事 を 共に する 能 は ざり し は 彼等が 外國 人なる を 嫌 ふて にあら す、 叉 彼等 自身 を 忌みて にあら 

す、 彼等の 傳道 法なる もの i 余 蒙の 親る 新約聖書 的 方法と 全く 趣 を 異にする が 故な り、 余輩の 傳道は 

主として 個人的、 心靈 的た るに 換 へて 彼等の 傳道 は國家 的、 社交的、 政治的、 制度 的、 統計的、 役人 

的、 軍略 的なる が 故な り、 余輩 は 衷に深 からん と 欲する に 彼等 は 外に 廣 からん と 欲す、 余輩 は 各自 直 

に 神に 近かん と 欲する に、 彼等 は圈體 的に 神の 指導の 下に 動かん と 欲す、 余輩 は 主として 個人的 救 主 

を 求む るに 彼等 は 社會的 救世主 を 求む、 余 M は靜 かなる 所に 「神よ 此靠人 を赦し 給へ」 と 叫んで 余 ia- 

の 胸を擊 たんと 欲する に、 彼等 は 聖徒の 團體を 作り、 社會の 公的 勢力た らんと 欲す、 故に 彼等 は傳道 

に 金 を 要する こと 甚だ 多し と雖 も、 余輩 は 之 を 要する こと 至て 勘し、 從て 輩 は 世の 貴 顯捂紳 に 親む 

の耍を 感ぜす、 余輩 は 各自 一 枚の 舌と 一 本の 筆と を 以て 希望 滿々 の 中に 余輩の 傅 道 事業に 就く を 得る 

なり、 余輩 は 「信者 を 作る」 も (术國 流 信者の 言を藉 りて 言 ふ) 之を敎 會に牧 むる の 要 を 感ぜす、 余 

» は 信者 は 之 をす ベて 神に 任 かし 奉る、 而 して 神 は 叉 其 簡び給 ひし 者 を 必す失 ひ 給 はざる を 知る、 余 
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は 幅 昔の ために 道 を 開かん とせす * 福 昔 をして 余輩の ために 道 を 開かし む、 余輩 は キリス 卜に 在り 

て祈禱 を- 4 て 信仰 上の 兄弟 姊 妹と 交通す、 名 を 敎會の 帳簿に 聯 ねて 兄 „f^it 妹と 稱 ばれん こと を 欲せす Q 

余輩の ii:- 仰の 根柢 は：：： 走れな り、 卽ち r ィ H スと 我れ と」 なり、 余 5^ の 傅 道の： ぼ訣 は是れ なり、 卽ち 

「イエ スと汝 と」 なり、 而 して 余輩 は此 個人的 信仰の 永く 個人的 信仰と して 止まらざる を 知る、 斯か 

る 信仰 の^んの 心に 植附 けらる、 や 遠から すして 疾風と なり、 洪水と なりて、 社 を 風 魔し 國家を 潤 

す を 知る、 然れ ども 余輩 は 口 を 社會的 感化に 注がす、 罩 へに 迷へ る 兄弟 を 一人々々 に 父の" 懷に 逑來ら 

んと努 む、 故に 余輩 は大 なる を 望ます、 實 なる を 欲す、 華奢なる を 憎み、 樸 素なる を 愛す、 大演說 を』 

避け 座談 を 求む (米國 -J;H: 敎師の 或 者は斯 かる 對座的 傳道を 「火鉢 傳道 \i と稱 したり、 蓋し 適稱 なる ベ 

し)、 余輩 は 世 を 救 はんとす るに 方て 大統領 リ ンコ ルン が 奴隸を 解放せ し 方法に 出ら すして ジ ョ ン . 

H リオ ッ卜 (彼 も米國 人な りし) が 米國の 銅色 土人 を 救 ひし 方法に 由らん と 欲す、 余輩の 理想的 傳道 

師はビ ー チヤ一に あらす、 ブ レナ ー ド (彼 も米國 人な りし) なり、 傳道界 の 將廿术 々等に あらす して、 

獨り靜 かに ラ ブ ラドルの 土人に 福 昔を傳 へ し獨逸 モ ラ ビ ャ 派の 宜敎師 なり。 

鳴 呼、 米國 よ" 汝は 余の 敎師 なりし、 而 して 余 は 汝の敎 へし 方法に 從ひ、 余の 同胞 を 救 はんと 努め 

て玆に 三十 餘年、 面して 其 效果の 甚だ @1 きを 以て、 叉 余の 氣 質の 之に 合 はざる を 見て (或は 余の 臆病 

たるに 由らん も〕 余 は 全然 之れ を廢棄 せざる を 得ざる に 至れり、 汝、 余の 頑 硬 を 免せ よ- 余 は 救主ィ 

H ス キリスト を棄 てし にあら す， 又傳 道を廢 せし に 非す、 只汝の 傅へ し俾 道の 方法た る餘 りに 金錢的 

にして、 餘 りに 機械的に して、 餘 りに 政治的に して、 餘 りに 策略 的なる が 故に 余 は 主の 名に 由り て 之 

を廢棄 せし なり、 而 して 余 は 余の 愛する 汝に む、 汝、 今日 少しく 汝の 祖先の 行爲に 鑑みる 所 あり、 


マづス  フち 

人を圍 塊と して 极 ふこと を 4^ め、 侗人 として 導く こと を 努め * 衷に 富み 且つ 榮 ゆるの 道 を 求めて、 外 

に 張る 異邦人 的の 方法 を棄 てんこと を。 

宗 敎の 必要 

附 たり、 其 傳道法 

イエス 曰 ひける は、 誠に 實に汝 等に 吿 げん、 若し 人の子の 肉 を 食 はや 其 血を飮 まざれば 汝 等に 生 

命な し、 我 肉 を 食 ひ 我 血 を 飮む者 は 永生 あり、 我れ 末の 日に 之 を 甦 へらすべし、 夫れ 我 肉 は 誠の 

食物、 叉 我 血 は 誠の 飮物 なり (約 翰 傳六章 五 十 三— 五 十五 節)。 

宗敎は 果して 人生 に 必要で ある 乎、 I に 宗教の あるの は事實 である、 ぉ敎 の 無い W 尺と て あ るな く、 

义宗敎 の 無い 人と て 無い 害で ある、 然し 世に は 宗敎の 必要 を 認めない 人が 1^ 山； W る、 實 業の 必要、 0 

濟の 必要、 政治の 必要、 舉 術の 必要 を 認めない 者 はない が、 宗敎 となると 其必. 要 を 認める 者 は 至て 少 

ない、 故 福 澤諭吉 氏の 如く 宗敎は 愚民 を 導く に 有用で ある， 婦女子と 小兒 とを敎 ゆるに 便利で ある、 

然 かし 智者 (多分 自己 を 指して 云 はれた ので あら ふ) に は 必要 はない、 智者 は宗敎 を^いても. 冗い と 

首 ふ 人は此 I に澤山 居る、 殊に 此 日本 國に澤 山 居る。 

然 し 事實は 架し て爾 うで ある 乎、 宗教と は 政治 經濟と は 異なり 或 る 種の 人に のみ 必要の 者で ある 乎、 

宗 敎 のお S  二 六 九 


傳 道に 蹯 する K 究  二 七 〇 

是れ 吾人 の 攻究 を 要する 問題 である。 

世に は 學問は 必要で ない と 云 ふ 人が ある、 人の 必要物と いへば、 それ は 衣食住で あると 言 ふ 人が あ 

る、 彼等 は れ あれば 人生の すべてが 足る と 一一 一一 II ふ、 爾 うして 彼等の 勢力の すべて は 之 を 得る ために 消 

費せられ る、 富 足て 德足 ると 彼等 は 云 ふ、 衣食 足て 禮節を 知る と は 彼等の 套語 である、 然 かし 少しく 

事理 を 解す る 人の 眼から IIDI^ ば、 斯 かる 人 は 極く 漆 薄なる 人で ある、 人 は パンの み を 以て 生く る^で 

はない、 人に は 哲學も 要る、 詩歌 も 要る、 美術 も 要る、 智識 は 決して 人間の 贊澤 品で はない、 必要物 

である、 人に 食物 を 消化す ための s: の腑の ある やうに、 露 理を受 くるた めの 心が ある、 人 は 食物の 缺 

乏に 由て 飢 ゆる やうに 叉 智識の 缺乏に 由て 飢 ゆる 者で ある、 智識 は 確かに 一種の 食物で ある、 更らに 

髙尙 なる、 隨て 更らに 必要なる 食物で ある。 

然 かし 人 は 智識 を 以てしても 未だ 足りる 者で はない、 彼に は 又 智識 以上の 要求が ある、 彼 は 一種の 

永久性 を 具 ふる 者であって、 此性も 亦食愁 智能 同様に 充 たされん こと を 要求す る、 此 要求た る 知 n 者 愚 

者の 差別 はない、 人た る 者に は 何人に も 必す此 要求が ある、 人は學 問に 上達 すれば それで 他に 求む ベ 

き 物な きに 至る と 云 ふ 人 は 未だ 學 問の： 1： たる 乎 を 知らない 者で ある、 學問は 人を滿 足させる 者で はな 

い、 學 問の 特性 は 人 をして 益々 自己の 無學を 感ぜし むる にある、 若し 幸福の 一 點 より 云 へば 無 學の人 

は學 者よりも 遙 かに 幸福で ある、 一一 ュ ー トンの 如き 大學 者で すら 自己の 無學を 歎じて.^ まなかった、 

哲 學者ス ペン サ ー の 如きで すら 人 は 智識の み を 以て 足る 者で はない と 言 ひて 宗敎の 必要 を 認めた、 全 

然無宗 敎の學 者と て はない、 若し あると すれば 心に 犬なる 缺 乏を感 する 人で ある、 學理 の追窮 に餘義 

なく せられて 止む を 得す 宗教の 不必要 を唱 ふる 者で ある。 


r 仍し 人の 衷に は靈 あり、 全能者の 氣息 人に 聰明 を與 ふ」 と (約 百 記 三十 二 章 八 節)、 是れは 心理 學上 

の事實 である、 人に は 3： 人に も靈 なる 器 能が ある、 是れは 「神の 氣息」 卽ち 永久 者の 靈を 以ての み充 

たさるべき 者で ある、 恰 かも 食 を受 くるた めの 胃の 腑が あり、 智識 を受 くるた めの 心が ある やうに、 

全能者の 靈を受 くるた めの 靈 魂が ある、 人の 此靈 性卽 ち宗敎 性を稱 して 近世の 心理 學者は 自覺而 下 的 

自我と 云 ふ、 感能 智能 以下の 自我、 自我た るを識 ると 雖も 求めて 自覺 する 能 はざる 自我、 自我の 最も 

深き 所、 所謂る 深淵が 深淵に 應 ふる 所、 自我が 永久 者と 接觸 する 所、 自我の 大洋の 下 層 流、 個人の S 

我が 宇宙の 自我と. 紫が る 所 …… 斯 かる 領分が 人の 衷 にある、 爾 うして 宗敎 とは此 深き 領分 を 養 ひ はつ 

充 たす ことで ある。 

玆に 於て か 前に 揭 げし 聖書の 一一 1  一 c 紫の 意味が 稍 や 少しく 解かる ので ある、 キリ ストの 血と 其 肉と は 人 

の 宗敎性 を 養 ふための 唯一 の 飲物 又 貪 物で ある、 此事は 彼 を 味 ひし 者の 何人も 善く 知る 所で ある、 是 

れ は 迷信 ではない 實驗 である、 常識 に 富み 智識に 富む 所の 人 も事實 とし て 認めざる を 得な いもので あ 

る 0 

玆に 於て か 人に 宗敎の 必要なる ことが 判明 かるので ある、 彼の 食慾に 應 する ために 食物 は 必要で あ 

る、 彼の 心 を 養 ふために 智識 は 必要で ある、 彼の 宗敎性 = 自覺而 下 的 自我. = を充 たす ために 宗 敎は必 

要で ある、 世に 食愁の 無い 人 は 無い やうに 宗敎 性の ない 者 はない、 爾 うして 人 は 食物の 缺乏に 由て 飢 

锇を感 する やうに 宗教の 缺乏に 由て 饑渴 を感 する、 宗敎的 機渴、 普通 之を稱 して 寂 裹 と 云 ふ、 かの 心 

の 奥底に 於て 感 する 無限の 寂寥、 是れ が宗敎 的營養 不足の 最も 明白なる 兆候で ある、 希 伯 来の 詩人 は 

歌 ふて 曰 ふた、 

宗教の 耍  二 七 一 


傅 邀に關 する 究  二 七 二 

あ k 神よ、 鹿の 溪水を 慕 ひ 喘ぐ が 如く 

我が 靈魂は 雨 を 慕 ひ 喘ぐな り 

と、 是れ 人の 眞情 である、 渴 きたる 鹿が 溪水を ぶふが 如くに、 人 はすべ て 其 心の 深き 所に 於て 神 を^ 

ひつ k ある、 或 人 は 唯 我慢して 此 切なる 要求 を 外に 發 せざる まで ある、 我 は 無宗敎 なりと 誇 るん も 

深 所に 於て は 確かに 神 を 求めつ、 ある、 米國の 詩人 ワルト、 ホイットマン は H ふ. 

余 は 確かに 識る、 余の 大 なる 僚友の 存 する こと を 

と、 「犬なる 僚友」 の ある を 知らざる 人 は：： 取 も 憐れなる 者で ある。 

宗敎の 無い 人 は 脚 荷の 無い 船の やうな 者で ある、 其底が輕ぃ故に^.^だ轉覆し„^^ぃ、 宗敎の 無い 人 は 

义揷花のゃぅな^！？-でぁる、 今 は き 誇る も 根な きが 故に 早く 枯れる 者で ある、 人 は 彼の 深き 所に 神 を 

,0 へ て 永久の ま 量 を 自己に 附 すべきで ある、 彼 は 又 根 を 宇宙の 木 源にまで 擴げて 永久の 生命 を 吸 取る 

べきで ある、 宗敎は 有限の 人に 無限の 性 を 供す る老 である。 

是れ が宗敎 である、 宗教と は 寺院で は 無い、 敎會 でもない、 規則で もない、 偶 式で もない、 叉經文 

でもない、 聖書で もない、 宗敎と は 永久 的 生命で ある、， 或 ひは此 生命 を 自己に 攝る ことで ある、 此生 

八 叩と 其攝 取が なくして 宗敎 はない。 

宗敎 が是れ であると すれば— 是 でなくて はならない— 傳 道の 何たる 乎 は 明， n である、 傳道 は單に 

を說 くこと か はない、 說敎 是れ傳 道な りと E わふ^ 問 普通の 宗敎家 は 宗教の 「いろは」 を も 知らない 者 

である、 傳 道と は 敎勢擴 張で はない、 社會 改良で はない、 國〔¥ 救 ではない、 洗禮 ではない、 晚餐式 

ではない、 傅 道と は— 共 文字が 甚だ 人 を 誤り 易い— 靈的 生命 を 他に 供す る 事で ある、 其の 自覺而 下 的 


.自 我 を 養 ふ 事で ある、 宗敎と は 政治、 經濟、 醫 術と 同じく 明，：： なる 目的 を 有った る 明白なる 事業で あ 

る、 是れ は單に 歌と 辯 舌と を 以てする 老若^女の 慰安 術で はない、 是れ は暖昧 模糊 を木領 とする 夢想 

0 の 囈言 で はない、 是 れは赏 物を以 て 實要 に 應す る 確實な る 事業で あ る 。 

故に 此 深い 確實 なる 生命 を 知らない 者 は、 如何に 辯 舌に 巧みなる も、 如 w に 神攀に 博く 涉る も、 如 

何に 政治的 技量に 長く る も、 彼 は傳道 者た る を 得ない。 

^に 資本な くして 商業に 從事 する 者 はない、 若し 有れば 彼 は 山師で ある、 其 如く^に 宗敎的 生命な 

くして 俾 道に 從 事す る 者 は 無い 害で ある、 若し あれば 彼 も 亦 山 帥で ある、 神 を 見し こと 無き 者、 神の 

聲を 聞きし ことなき 者、 自我の 深 所に 於て 常に 「宇宙 我」 の 注 人 を 受けつ- - ない 者 は、 其 役 傲なる と、 

監督なる と、 大 智識なる と、 祌學 博士なる とに 關 はらす、 彼 は 一先 づ傳 道を屮 止すべき である。 


有 效的傳 道 法 

倚 道の 方法に 種々 ある、 其 最も 普通なる 者 は廣く 寄附 金 を 募集し、 辯士を 雇ひ來 り、 大演說 會を開 

き、 聽衆 をして 感激せ しめ、 改信 決心の 起立 を 促し、 彼等 を 其 家に 訪問し、 祈り 說き敎 へい！! ひ、 終に 

彼等に バプ テス マ を 施し、 信者と して 彼等 を敎會 に牧容 する、 而 して：： y れ必 しも 全然 害 無益の 傅 道 

法で はない、 人 は 種 々様々 である、 斯 かる 方法に. E て 救 はる &靈魂 は 無い とも^らたい、 ぷ难は 余 S 本 

有效的 iSSSiSI  一一 七三 
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め 好まざる 方法な りと て 之 を 排斥し ない" 

然し 乍ら より 善き 傳道法 は 他に 在る、 我が 全身 を 神に 獻げ、 福音の 眞理 をして 强く 深く 我が 衷に働 

ひ. U 

かしめ、 其た めに 苦しみ 鬪ひ ■ へ、 深く 牘 罪の 血の 泉に 飲み、 我が 罪の 身 を 之に 浸して 雪の 如くに 白 

くせら る、 の 實驗を 經て我 は 善き 傳道師 となった のであって、 又旣に 善き 傳道を 行った ので ある、 眞 

の 信仰 其 物が 最大 傳道 である、 必 しも 言葉と 文字と を 以て 之 を 他に 傳 ふる を 要せす、 我れ 之 を 我が 靈 

に 璲て我 は 之 を 我 同胞 我國 人の ために 得た ので ある、 靈は其 深 所に 於て 互に 相 通す、 恰も 井 は 其 水底 

に 於て 一面の 水で あるが 如くで ある、 世に 靈 海の 漲る ありて 我 靈は其 一滴で ある、 而 して 神の 靈實に 

我に 臨んで 其れ丈け 全人 類に 祌の靈 が 臨んだ ので ある、 以心 傳心は 惟り 禪宗の 秘密で はない、 靈界の 

拿實 である、 人 は 個々 別々 に獨り 離れて 存在す るので はない、 人類の 一部分と して^ 在す るので ある、 

我 は 我が 實 在の 根抵に 於て 靈 海の 一 滴で ある、， 而 して 我 は 神の 靈を 我靈に 受けて 之 を靈海 全體に 誘導 

したので ある、 斯 くして 我れ 一 人 救 はれて 我れ のみが 救 はれた ので はない、 我が 村が 夫れ 丈け 救 はれ 

たので ある、 我が 縣が 夫れ 丈け 救 はれた ので ある、 我が 圃が 其れ丈け 救 はれた ので ある >  然り 全人 類 

が 其れ丈け 救 はれた ので ある、 我が 救 は 我れ 一 人の 慶事で はない、 全 村 全 鄕全國 全世界 全人 類の 慶事 

である、 我 は 我れ 一人の 救 はる、 事 を 小事と 見做して はならない、 神 は 我 を 以て 我 國我民 を 救 ひ 給 ひ 

つ、 あるので ある、 我れ 一 人の 實に救 はる.^ こと、 其 事が 一 大傅 道で ある、 神 は 我 を 透う して 我國我 

社會に 臨み 給 ひつ、 あるので ある、 故に 我は虔 みて 我 全身 を 彼に 獻 供して、 彼 は 我 を 以て ：… 我 を 導 

火線と して 用ゐて …… 若し 聖 意なら ば 我 を 燒盡し て … … 我 國我民 を 救 ひ 給 ふ ので ある。 

斯くて 我 は 神の 恩惠の 器具と なりて、 獨り 密室に 在りて 或 ひ は 田圃に 勞 して、 彼の 善き 且つ 能 ある 


傳道師 たる ことが 出来る、 我 は 深く 篤く 彼 を 信じて 一 言を發 せす 一 字 を 書かす して 效カ ある 傳道を 行 

ふ 事が 來る、 而 して 斯 かる 有力なる 傳道は 常に 世に 行 はれつ、 ある、 而 して 斯 かる 傳 道が 靜 かに 隱 

れ たる 所に 行 はれつ，^ あるが 故に 喇叭と 太鼓と を 以てする 傳道師 等の 傳 道が 多少の 功 を 葵す るので あ 

る、 最も 有力なる 傳道は 無 聲の傳 道で ある、 「語らす 言 はす、 其 |徵 聞えざる に、 其 昔 響 は 全地に 遍く、 

其 言葉 は 地の 極にまで 及び」 と ある 傳道 である、 自己 を眞理 の試驗 物に 供し、 深く 究め、 深く 苦み、 

深く 救 はれ、 深く 歡 びて、 我等 何人も 神の 善き 傳道師 たる 事が 中い 来る。 

い，、. U び  くり かへ 

外國 宣敎師 より 基督 敎を學 び 之 を 其の儘 幾囘我 同胞に 繰 返す も 我 同胞 は 救 はれない ので ある、 我等 

は先づ 福音 を我靈 に 受け、 之 を 我 有と なして 日本人の 有と なすべき である、 然れば 福音 は自づ から 我 

同胞に 傳 はり 彼等 は自づ から 救 はる i ので ある、 我等 は 各自 己れ を 福音の 種の 苗」 おとなし、 我等 を以 

て 福音 を 日本 國 固有の ものと なすべき である， 而 して 此 事た る 容易の 事で ない ので ある、 我等 は 容易 

に 基督 敎を 知る ことが 出来る、 然れ ども 之 を 我 有と なさん と 欲して 我等 は大に 其れが ために 苦しまな 

ければ ならない、 基督 敎は忠 難の 熱 火 を 以ての み 之 を我靈 に燒附 ける ことが 出来る、 祌 の眞理 は其證 

明の ために 蒙りし 創瘦の 傷口より して 我 衷に入 込む ので ある、 然るに 此途に 由ら すして、 之 を-耳と 服 

とより 受けて 手と 口と より 傳へ て 眞理は 何時までも 我 有 又 我 同胞の 有と ならない ので ある、 傳 道の 熟 

0  0  いし H* る 1 いはの- フへ 

字 はスを 誤り 易く ある、 寧ろ 建 道と 稱 すべきで ある、 心 田 を 深く 掘りて 基礎 を 磐 上に 置いて 其 上に 動 

かざる 信仰の 家 を 建つ る 事で ある (路加 傳六章 四 八 節 )o 
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如何にして 傳 道に 成功 せん 乎 


懊 道と は 敎會を 起し、 信徒 を收容 し、 敎勢を 張りて 社會に 雄飛す る 事で はない、 傳道は 神に 對 して 

は其聖 を宜傳 へ * 人に 對 して は 其 靈魂を 愛して 之を祌 との 義き關 係に 入れる 事で ある、 断く 見て 傅 

道 は 至て 簡短 である、 社會 事業、 敎育 事業、 改造 運動、 勞働 運動と 稱す るが 如き は條道 _ホ 業の 副業で 

あって、 有っても 宜し、 無くっても 宜 いもので ある、 神の 聖 33 を俾 へて 人の 靈魂を 救 ふ^、 其 事が 傳 

道で ある、 傳 道成效 の祕訣 第一 は 先づ傅 道の 本領 を 判明に する 察で ある。 

而 して 神の 聖旨 は 聖書に 於て 現 はる、 聖書 卽ち神 の聖 3 曰で あると 言 ひて 間違 はたい、 故に 聖書 を 知 

ら すして 神の 聖 3ほ は 解らない、 隨て 聖書 を 知らす して 傳道は 出来ない、 人 は 生れながら にして 神の 道 

を 知る と 云 ふの は 誤謬で ある、 神の 道 は 良心の 聲を 以て 盡 きない、 天の 地よりも 高き が 如く、 神の 道 

は 人の 道よりも 高い、 斯くて 神の 道 は 深く ま" を 研究す るに 非れば 解らない、 熱心 は 知識の 代理 を 務 

めない、 先づ 第一に 靜に 深く 聖書 を 研究す るに 非れば、 條道 第一 の 要素た る 祌の聖 ぼ を 知る ことが 出 

來 ない、 傳 道に 成功 せんと 欲する 者 は 先 づ數年 を 聖書の 深き 研究に 費さねば ならない。 

先 づ架書 を 了 得して 之 を 以て 人の 靈 魂に 臨む、 是が傳 道であって、 此の 俾道 は必す 成功す る。 

H ホバ の 法 は 完全して 靈魂 を活き I 仪 らしむ。 


ェ ホパ の證詞 は確實 して 愚者 を智 からしむ。 

ェ ホバ の 訓諭 は 直く して 心を欣 ばし む" 

、..-4 しめ きょ  i な こ あ.？ らか 

ェ ホバ の誡 命は聖 くして 眼 を 快 明なら しむ。 

かしこ  さよ  .1.1, ゆ 

H ホバ を 惶み懼 る k 道 は 潔くして^々 絕る 事な し。 

H ホバ の 審判 は眞實 にして 悉く 正し。 

と あるが 如く (詩笫 十九 篇〕、 「エホバの 法」 卽ち 聖書の 言が 靈魂を 活き復 らしむ るので ある、 說敎 おの 

雄 辯で も 熱心で もない、 「エホバ の 法」 なる 聖書で ある、 是は 所謂 「聖 -靈 の劍」 である (以^ 所 書 六 章 

十七 節)、 此劍を 採り、 之 を 使 ふ^を 學び、 之 を 用 ひて 惡魔は 減び、 靈魂は 活き復 るので ある。 

斯くて 傳 道に 成功 せんと 欲して 必 しも 傳道 職に 就く を 要しない、 何人も 「聖 靈の劍 なる 神の 道」 を 

學んで 有力なる 傳道師 たる ことが 出来る • 職業的 傳 道に 多くの 弊害が 伴 ふ、 故に 信者 は 萬々 止む を 得 

ざ る 場合 を 除く の 外 は 之 を 避け、 普通 の 事業に 從事 しなが ら傳 道を赏 行す ベ きで ある、 最も 有力な る 

傅 道 は 平信徒の 傳道 である、 基督 敎が 百年なら すして 羅馬帝 两を敎 化した の は 主として 此の 靜 かなる 

信徒の 傳 道に 因った ので ある。 

「天より 雨降り 雪 落ちて， おか へらす、 地 を 潤して 物 を 生えし め、 萌を 出さし めて 播 くものに 稱を與 

へ、 食 ふ 者に 糧を予 ふ、 其 如く 我が 口より 出る 言 も 空しく は 我に か へらす、 我が 喜ぶ 所 を 成し、 我が 

命じ 遣りし 事 を さん」 と 以赛亞 五十 五堂に ある、 而 して 俾道 成功の 祕訣 は此 言に 籠って 居る、 神の 

n より 出る 言、 靈魂を 救 ふ 力 は 外にない、 而 して 神の 言 を 傅へ て 其の 無效に 終る 事 はない、 必す爲 す 

べき を爲 し、 遂 ぐべき を遂 ぐ、 故に 眞賁の 心 を 以て 神の 眞實の 言 を 傅へ し 時に、 其 時に ぉ效 なる 傅 道 
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が 行 はれた ので ある。 


傳道 成功の 祕訣 

傳道 成功の 祕 訣は傳 道す る ことで ある。 パ ゥ £1 が 曰 ひし 通り 時 を 得る も 時 を 得ざる も 道 を宣傳 ふる 

事で ある C テモテ 後書 四 章 二 節〕。 社 會に迎 へらる \ も迎 へられざる も、 敎會に 賞 めら る、 も 賞 めら れざ， 

る も. 信者が 出来る も 出来ざる も 道を傳 ふる 事で ある。 道を傳 ふること なくして、 卽ち 福音 を宣 ぶる 

ことなくして 傳道 はない、 勿論 其の 成功 はない。 然るに 事實 如何と 云 ふに、 世に は 道を傳 へざる 多く 

の傳 道が あるので ある。 卽ち傳 ふべき の 福音な く、 縱し 有りと する も 之を傳 へす して、 唯傳 道の 騒ぎ 

を爲 して 之を傳 道と 稱す るの 類が 甚だ 多い。 騷ぎは 人 を 救 はない、 人 を 救 ふ もの は 神の 言なる 福 昔の 

眞理 である。 而 して 神の 言 を 世に 供して、 其れ は必す 善き 事を爲 さすして は 止まない。 「我が 口より 

出る 言 は 空しく は 我に 歸ら す、 我が 喜ぶ 所 を 成し、 我が 命じ 遣りし 事を果 さん」 と M ホバが 預言者 を 

以て 曰 ひ 給 ひしが 如し 〔ィ ザャ書 五十 五 章 十 一 節〕。 

傳道は 方法で ない、 生命の パンの 供給で ある。 與 ふべき の パンな くして、 供給の 方法 は 如何に 巧妙 

である も 人 は 之に 由て 助からない。 我に パン あり や、 其れが 問題で ある。 我に 與 ふべき の 生命の パン 

ありて、 配布の 方法 は 如何に 拙劣なる も、 我は傳 道に 於て 旣に 半ば 以上 成功した ので ある。 


神の 言 は 日光の 如き、 叉 雨露の 如き ものである。 此は 常に 照り、 絕 えす 降る ものである。 此は時 を. 

限りて 大々 的に 人に 臨む もので ない、 間斷 なく 世 を 温め 又- 霑す ものである。 而 して 傳道は 此方 法に 由 

て 神の 言 を 世に 供す る ものでなくて はならない。 卽ち靜 に、 成るべく は 言 はす 語らす して、 時 を 得る. 

も 時 を 得ざる も、 間斷 なく 生命の 水 を 世に 注ぎ、 生命の パン を 人に 與 ふるものでなくて はならない。 

而 して 斯 かる 傳 道に 失望 はない、 成功 は必す 之に 伴 ふ。 此は 信仰と 忍耐と を 要する 事業で ある。 目前 

の 成功 を 期して 從 事すべき 事業で ない。 

傳 道の 成功者 は此 世の 成功者と は 全く 異なる。 成功 を 期して 成功す るので はない、 成功 を 眼中に 置 

かすして 成功す るので ある。 聖 語の 美 はし さに 勵 まされて 自ら 求めす して 傳 道す るので ある。 故に 成 

るべ く 「運動」 を 避く るので ある、 叉 「運動」 する の 必要 はない ので ある。 福 昔 其 物が 運動で ある、 

卽ち人 を 善 化する の 能力で ある。 ラッパ を 吹き、 太鼓 を 叩く の 必要 はない。 叉此 世の 勢力 を 糾合して、 

すこし  OOOO0O00OOOO  O00O0OO000OOOOO 

之に 由て 世に 勝つ の 必要 は 毫もない。 神の 言 其 物が 大勢 力で ある。 之を忠 實に說 いた 丈け で 世 は 改ま 

O0O000000000 

り 靈魂は 救 はる k ので ある。 


效果 ある 傳道 

傳 道の 方法 は澤 山に 講ぜら る、 然れ ども 傳 道の 何たる 乎 を 知る 者は勸 いやう に 見える。 傳道は 讀ん" 

傳 Jsa 功 SK 訣 效果 あろ Isi  二 七 九 
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で 字 の 如く 道 を 傅 ふ る 事で あ る、 そして 基督 敎 に 在りて は 道 は ； i 音 の 道で ある、 故に 幅 音 を 知らす， > 

て 傳道は 始まらない。 方法 は 如何に 宜しき を 得る とも 福音の 無き 傳 道に 效 果の擧 りゃう 害がない 。傅. 

道 成功 の 秘訣 は 先づ 福 昔 を 知 るに 在る。 福音が 判明って 傳道 は旣に 九分 通 り 成功した の で あ る 。 

福音 は sa- に 神 は 愛な りと 云 ふ^?^- で たい。 叉 神 は 人類の 父に して、 人 は 相： A の 兄弟な りと 云 ふ 事で な- 

い。  先 づ祌の 何たる 乎、 愛の 何たる 乎 を 知る の 必要が ある。 某 督敎の 祌はィ H ス キリストの 父なる 眞 

の祌 である。 キリスト を 知る にあら ざれば 彼が 父と 稱び給 ひし 祌は 判明らない。 又 基督 敎の愛 は 漠然. 

たる 全般的の 愛でない、 特^の 愛で ある。 ヨハネ 第一 書 四 章 十 節に 

我等 祌を 愛せし に 非す、 神、 我等 を 愛し 我等の S 非の 爲に其 子 を 遣 はして 宥の 供物と 爲し 給へ り、 

是れ卽 ち 愛な り (愛 は 其 事の 中に 在り)。 

と あるが 如し。 此事を 知らす して 神の愛 は 解らない。 愛に も 種々 ある。 人が 人 を 愛する の 愛が ある、 

親が 子 を 愛する の 愛が ある、 そして 之に も 優 さりて 神が 人 を 愛し 給 ふ 愛が ある、 殊に 罪人 を 愛し 給 ふ 

愛が ある。 此 最高の 愛 を 知る まで は 愛 は 判明らない。 そして 自身 此愛 を體驗 して 之 を 世に 傳 ふる、 そ 

れが 基督 敎の傳 道で ある。 此體驗 なくして 其方 法 は 如何に 巧妙なる も 基督 敎の傳 道 は 無い。 然り、 傅. 

道 は 方法で ない、 眞 现の體 験で ある。 福音の 眞理を 身に 體 して、 方法 は講 する まで もた く、 眞理 は- 

「其 中に 在りて 泉と なり 湧出て 永生に 至るべし」 と ある (ョ ハネ傳 四 章 十四 節 )o 

方法 又 方法、 會議义 會議、 M ルサ レム 會議、 全 國大會 と、 方法 は議 せられて 傳道は 行 はれない。 如- 

かす 福音の 眞现  の.  燈 火と 成りて 努めす して  ra:  園の 暗黑を  照らさん  に  は。  中 江 藤樹は 三百 年の 昔、 西 江 

州の 寒村に 在りて 廣く 天下 を敎 化した ではない 乎。 眞理の 在る 所に は傳 道は自 から 行 はる。 宣！ S をき 


<3<3<!<"<1<3 厶  <" 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 <3<1厶< "厶 A<I 厶 

ぎ 立つ る は 眞现を 挺らざる 何よりも 確かなる 證據 である。 

故に 眞现 へ、 眞理 へ、 靜 かなる 深き 紫 書の 研究へ、 心 靈の奥 殿へ、 人生の 實験室 へ。 バウ az: く 

「道 は汝に 近く、 汝の 口に あり、 汝の 心に あり、 是れ卽 ち 我等が 官： る 所の！ 仰の 道な り」 と c。 マ嘗ト 

章 八 節 )o 傳道は 商賫に 非す、 廣吿 宜傳の 必要なし。 眞现 に眞现 の威權 あらしめ よ。 坐し て^を 敎 化す 

るの 能力 あらしめ よ。 


傳 道の 快樂 


不信者 は 云 ふ、 不信者の 一種なる 敎會 信者 は 云 ふ、 傅 道 は權牲 である、 之に 從事 する は 苦痛で ある- 

と、  然し 11 典の 信者 はさう は 思 はない ので ある、 イエスに 取りて は 傳道は 苦痛ではなかった、 •  骨折で も 

たかった、 其反對 に快樂 であった、 彼 は 其 弟子 等に 吿げて 一 W ひ 給 ふた 「我に 汝 等の 知らざる 食物 あり 

::: 我 を 遣し、 者の 33 に隨ひ 其ェを 成途る は是れ 我が 食物な り」 とハ ヨハネ 傳 四 章 三 四 節 y イエスに 取 

りて は 傅 道は勞 働で なく 叉饑渴 でもな く、 快樂 であり 又 食物であった、 而 してす ベての 某督 者に 取り 

て 同じで ある、 傳道は 苦痛で はたい、 其 反 對に傳 道せ ざる 事が 苦痛で ある、 バウ 口が 一一 K ひしが 如く 

「我れ 若し 福音 を宜べ 得すば 禍ひな り」 である ( コ リ ン ト 前書 九 章 十六 節， r 爲す 事が 设大 の快樂 である. 

職業 は 世に 多分 唯一 つ あるの みで あらう、 それ は 傳道師 の 職業で ある、 是は經 ^學 者の 一 ー1ー" ふ .work 
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onerous  (勞働 は苦勞 なり 故に 適當の 報酬 を 要求す) との 法則の 外に 立つ 職業で ある、 傳道は 俸給き 

辨で爲 す も 苦しから ざる 職業で ある、 是は 旅行 や 觀釗ゃ 音樂を 以て 慰む るに 非れば 繼績 する 事の 出來 

ない 職業で ない、 傳道は 高級 美術の 如き 者であって… 實に 傳道は 最高 美術 である. ：爲す 者も爲 さる & 

者 も 同時に 樂 しむ 職業で ある、 キリストの 福音 を說く 事、 罪の 赦免の 音信 を宣 ベる 事、 天國 建設、 永 

生 賦與の 約束 を傳 ふる 事、 こんな 樂 しい 喜ばしい 業 を 授けられて 傳道者 は 他に 職 を 求めない ので ある、 

然り傳 道 は 食物で ある、 快樂 である、 歡喜 である、 滿足 である、 休養で ある、 健全なる 刺戟で ある、 

最も 完全なる 職業で ある、 故に 人に 同情 さるべき 職業で はない、 羨まるべき 職業で ある、 內閣 總理大 

臣 となる よりも、 大會 社の. 社長と なる よりも、 大地 主大 株主と なる よりも 遙に責 き 且つ 樂 しき 職業で 

ある、 惟り 怪む此 職業 を 求む る 者の ii きこと を、 更らに 怪む傅 道 を 業と する 者に して 之 を 去って 政治、. 

外交、 實業 等勞苦 多くして 慰安 き… 殆ど 無き… 業に 轉 する 者の 有る こと を、 世に 若し 完全なる 幸， 幅 

者 ありと すれば、 それ は イエ スの 福音 を宣傳 ふる 者で ある。 


傳道 を勸む 


基督 敎の傳 道と は 我が 主張 を 世に 及ぼし、 我が 德を 以て 人 を 化し、 以て 我黨我 弟子 を 作る ことで は 

ない、 基督 敎の傳 道と は 我の 罪 ある を 世に 表白し、 我の 受けし 恩惠を 人に 示し、 我が 救 主 を # に 紹介 


し、 以て 彼の 從者、 彼の 弟子 を 作る 事で ある、 世に 所謂る 傳 道なる ものと 基督 敎の傳 道なる ものとの 

間に 斯 くも 相違の ある こと を 我等 は 深く 心に 留めて 置かなければ ならない。 

此 意味 を 以てすれば 眞 正の 基督 信徒た る 者 は 誰でも 傳 道に 從 事す る 事が 出来る、 否な、 傳 道に 從事 

する ことの 出来ない 者 は實は 信者で はない ので ある、 傅 道 は說敎 でもなければ 牧會 でもない、 傅 道 は 

我が 心に 實驗 せし 神の 拯救を 世に 發 表する ことで ある、 此實驗 なくして 如何に 該博なる 祌學敎 育を受 

けた 人で も 基督 敎の 傳道師 となる こと は 出来ない、 叉 此實驗 あれば 如何に 無智 無學の 人と 雖も 有效な 

る 傳道師 となる ことが 出来る。 

今や 日本の 最も 要求す る 所の もの は其國 民の 良心の 革命で ある、 鈍りた る 腐った る 良心 を 以てして 

は 富 も 才も學 も 何ん の 用 を もな さない 、 爾 うして 良心 の 革命 は 倫理 學の講 釋 を 以て 起す こ との 出来る 

もので はない、 良心 は 良心の 裁判人 を俟 つて 始めて 其 睡眠より 覺 ますこと が出來 る、 日本 國に 基督の 

必要なる は 病人に 醫 者が 必要なる よりも 大 である。 

今や 神 學敎育 を 受けた る 立派なる (立派なる べき) 傅 道師は 大抵 は傳 道の 聖職 を 去って、 或は 學校 

敎員 となり、 或は 政治家と なって 了った、 國 民に 語 學と哲 學と文 學とを 注ぎ込 まんと 欲する 者 は 幾 等 

でも あるが、 直に 其 良心 を覺醒 し、 其處に 新生 命 を 注ぎ込 まんと 欲する 者は寥 々として 雨 夜の 星の 如 

くで ある、 我國 今日の 腐敗なる もの は 何んでも ない、 其國 民の 良心に 生命がない からで ある、 雨して 

此 良心の 生命なる もの は 基督の 福 昔 を 除いて は 他に 何ん にもない。 

何故に 傳道師 は 起らない 乎、 何故に 青年 はェ 學士、 叉 は 法 學士、 又は 文 學士、 又は 醫學士 とのみ な 

らんと 欲して 傳道師 とならん と 欲せざる か、 何故に 商人 は產を 作らん とのみ 欲して 傳道 のために 資 4^ 
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投じて 救 はれた る靈 魂の 牧人 を 得ん と 欲せざる 乎、 何故に 妙齢の 女子 は 富家に 嫁して 赏女 として 世に- 

崇められん ことのみ を 望んで、 貧しき 傳道師 の 妻と たり て 其 聖 業を投 けん と 欲する の 聖望を 起さ る 

乎、 何故に 傳 道の 業が 甚だ 不人 a- にして 人 毎に 皆な 殖産 利達榮 進に のみ 注意す るか、 若し 地を柘 かん 

と 欲するならば 僅々 二十 萬 方哩の 此國、 旣に拓 くべき の寸 地を餘 まさない と 云 ふても 可い、 凡ての 事 

業 は 逼迫 を 極めて、 新 事業 を此 地に 起す の 困難 は實 に名狀 すべから すで ある、 只 日本人の 精祌界 のみ 

は 全く 荒蕪地で ある、 之 は 西 比 利 亞の赎 地に 均しき 未開地であって、 何人も 此 所に 耕して、 饒 多の 收 

種 を 得る ことが 出来る、 吾等 は 野心 ある 日本人が 何故に 此新 事業に 着目せ ざる 乎 を 思 ふて 常に 怪， 就の 

念に 堪えない 者で ある。 

多く の 基督 信者 は 託言 を 設け て 云 ふ、 余 は 到底 傳道 の 器に あらす と、 然し 雨う 云 ふ 彼等 は 普通の 傳. 

道師を 非難して 止まない、 叉 云 ふ、 余 は實 業に 從 事して 金錢を 以て 傳道 を援 けんと、 然し 雨う 云 ふ 彼 

等は實 業に 成功して 多少の 餘裕を 生す るに 至る も 目 つ 駄に 金錢を 出して 傳 道を援 けない、 文學を 以て 

或は 哲學を 以て 傳道 を援 けんな ど聲 言した 人で 其 約束 を 履行した 人 は 曾てない、 彼等 は斯く 自分 勝 乎 

な 理屈 を 述べて 傅 道の 責任より 免 かれんと する ので ある、 彼等 は 未だ 心に 眞 個の 拯救を 味 はった こと， 

がたい 故に 之 を 他に 頒た ん とする の 心 を 起さない、 彼等が 爭っ て 傳道 の 責任 を 避けん とす るの を 見て 

も 彼等が 眞實の 基督 信者で ない ことが 分る。 

世に 眞 個の 傳 道程 樂 しい 事 はない、 是れは 事業 中の 事業であって、 一度び 其 快味 を 味 ふて 吾等 は 他 ■ 

の 事業に 轉 する こと は 出来ない、 人の 靈魂を 救 ふこと である、 彼 を 心の 枳牴 より 革む る 事で ある、 或 

時 は 瞬間に して 罪人が 其 罪 を棄て 神に 還り 來 るの を目擊 する ことがある、 彼の 家庭 は 潔 まる、 彼の 妻 


子と 姊 妹と は 歡ぶ、 彼の 生涯の 方針 は 全く ー變 する、 彼に 依て 新 事業 は 企てられ a つ 成就 せらる、 一 

片の 福音が 斯 くも 深遠なる 變化を 生ぜし 乎と 思へば 實に 驚く 斗り である。 

此に 社會と 人心と を 根本的に 改造し 得る 確かなる 勢力が ある、 雨う して 我等 何人たり と雖も 謙遜な 

る 心 を 以て 此 勢力 を 使 ふて^に 大 革命 者と なること が出來 るので ある、 基督 を 信じて 基督 敎の傳 道に 

從事 せす、 叉傳 道の 責任 を分擔 せんと 欲せざる 者 は 自己れ 寶を 握て 之 を 使 ffl せざる 人と 同様で ある、 

余輩 は幾贯 に も 本誌 の 讀者 に 基督教 の 傅 道を勸 むる 者で ある。 


傳 道の 區域 

私共 は 可成 丈け 他人の 行かない 所、 叉 何人も 行か ふと 欲 はない 處に 行て 働くべき であります、 是れ 

賨に 保羅の 傅 道 の 方針でありまして、 亦 私共 の 方針でなくて はなり ません。 

日本 國には 人口が ra 干 七 百萬餘 有りまして 基督 信者と 稀 へらる、 者 は 二 四 萬に 過ぎません、 さう し 

て兮ゃ 都鄙 至る所に 敎會 又は 講義 所の^ 立 を 見る に 至りました けれども、 然し 未だ 基督 敎の柯 たる 乎 

さへ も 知らない 者 は 天下 何千 萬 人と 云 ふ數を 知りません、 斯う 云 ふ 場合に あります る 私共の 傳 道の 區 

域 は 甚だ 廣ぃ 者でありまして、 私共 は 丁度 阿 非 利 加の 内地に 人て 械 2^ 地 を 求む るが 如き^で ありまし 

て、 何にも 他人の 傳 道の^ 域 を！！ 食す るの 必要 は 少しもありません。 

傳 道の K 域  二八 五 
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私共 は 嫉妬の 精神 を 甚だ 忌む 者であります、 私共 は 何人に 對 しても 好意 を 表せん と 欲する 者で あり 

ます、 故に 私共 は 可 及 丈け 他人の 事業との 接钃を 避けん と 欲する 者であります、 他人が 都會に 働かん 

と 欲へば 私共 は 鄙に 行き ませう、 彼等 學生を 導かん と 欲へば 私共 は 農夫 職工 を訪 ませう、 彼等が 常に 

目して 勁敵と なす 所の 寺院 僧侶 を 私共 は 私共の 友人と して 迎 へませ う、 私共 は 謹んで 他人の 導いた 信 

者に 道を說 きます まひ、 私共 は 他人の 先驅 となる こと ある も 決して 彼等の 後 殿と なりて 彼等の 勞 働の 

結果 を牧 むる が 如き 事は爲 さない 積り であります。 

世の 基督 信者に 申します、 若し 私共の 發行 する 雜誌ゃ 著書に して 諸子の 從來の 敎會的 關係を 害 ふが 

如き 者 少し にても あらば 直に 取て 之 を 捨てられよ、 私共の 目的 は 病 者 を 癒さん と 欲する に 有て 全 者 を 

お to 

導かん と 欲する にありません、 それ故に 私共 は旣に 敎會を 有つ 人に 向て は 殊更に 道を說 くまいと 欲 ひ 

ます、 私共の 特別に 追求す る 讀者は 無神論者であります、 佛敎の 僧侶であります、 宗敎も 敎會も 有た 

ない 者であります、 精神 界の 浪人であります、 世の 敎 役者 諸子に して 若し 諸子の 手に 餘る 者が あらば 

幸に 其 人 を 私共に 紹介 せられよ、 私共 は 諸子の 友た らんこと を 願 ふ 者でありまして、 諸子の 敎師 たら 

ん こと を 欲 ひません。 

亦 地方の 同志 諸君に 申 上ます、 私共 は 喜んで 諸君の 招待に 應 じたく は 欲 ひます る なれ ども、 私共の 

行かん と 欲する 所 は 敎會叉 は 講義 所 等の 在る 土地に あらす して 未だ 曾て 一 囘も 基督 敎 なる もの k 傳へ 

られ たことの ない 所であります、 其 交通 不便の 地なる は 私共の 元より 辭 する 所ではありません、 私共 

め 有つ 僅少 計りの 閑暇 は 私共 は 之 を 僻陬の 地の 爲 めに 費さん と 欲 ひます。 

斯く 申しまして 私共 は 他の 敎 役者に 向て 惡意を 表する ものでありません、 否な 好意 を 表します るが 


故に 私共 は 此方 針 を 取らん と 欲する のであります、 我 倚が 事 ふる 主 は 一 であります、 我 倚 彼に 忠實な 

らんと 欲する 者 は 如何して 相爭ふ 事が 3^ 來 ませう 乎、 然しながら 肉に 屬 ける 我 儕 は 可成 丈け 审 鬪の危 

險を 避くべき であります、 バウ：： とバ ル ナパ とが 後に は； 立に 相 離れて^ きました やうに 我 倚 は 區域を 

異にして 働かん と 欲 ふの みであります、 若し 共働の 機會 あらば 我 倚 は 勿 論 喜ん で 相 提携して 働かん と 

欲 ひます、 私共 は 他に 意 旨が あるので はありません。 


世界 傳 道の 特權 


傳 道と 云 へば 人に 福音の 道 を傳へ て 彼 を 信者に 成す 事で あると 思 はれる。 傳道は 己に 近き 者 を 以て 

初めて 終に 遠き に 及ぶ ものであると せらる。 己が 族より 近隣へ、 村へ、 郡へ、 縣へ、 國 へと 順 を逐 

ふて 爲 すべき 事で あると 信ぜら る。 先づ 第一 に 己に 信仰がなければ 他に 傳道は 出来ない から、 先づ第 

一 に爲 すべき 事 は 自己の 修養で ある。 自己に 充足て 然る 後に 他 を 化する 事が 出來 ると。 是が 大抵の 信 

者が 傳道 に 就て 懐く 思考で ある。 

そして 其 結 3^ として 傳道は 容易に 始ら ない ので ある。 大抵の 信老は 自分の 修養に 忙しく して 他 を 化 

十る の 暇がない ので ある。 彼等 は 言 ふので ある 「私 如き 者 は 到底 世 を 化する は 出来ません。 若し 自 

分 一 人の 信仰 を 維持す る を 得ば 頂上です。 私 は 其れ 以上 を みません」 と。 如斯 くにして 傳道は 何時 
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まで も始ら ない ので ある。 斯る 信者 は 不信者 同様 自己中心の 人で ある。 彼等 は 他 を 化し 得ないで 自分 

も 亦 信仰 に 進み 得ない ので ある。 

そして 縱し俾 道心が 起った とする も、 それ は 己が 地方に 限らる るので ある。 そして 更に 進んで 全國 

を 抱擁す るに 至れば 其 人の 信仰 は擴 張の 極度に 達した かの やうに 思 はれる。 日本 國今 日の 基督 者に し 

て HI 本 並に 其屬 領地 以外にまで 福 昔の 光 を 放たん と 欲する 者に 未だ 曾て 會 ふた 事 はない。 自分の 修養 

と 我が 敎會 の擴張 …… 偶々 天下 を 三分して 其 一 を 取らん と 云 ふ 政治家 的 傳道師 が あると すれば、 其 人 

は 偉大なる 基督 敎的經 世 家と して 賞 讚 へらる るので ある。 

ゥ リス チャン  せ  よ ii ら M 

然し 乍ら 是れ傳 道の 誤解で ある。 基督 者 は 神の 子と 成られた 者であって 全世界 を 己が 活 働の 區 域と 

なすべき 者で ある。 「萬 物は汝 等の 有な り」 と ある。 「畑 は此 世界な り」 とィ H スは曰 ひ 給 ふた (馬 

太傳 十三 章 三 八 節 〕o キリスト は 「世 (全世界) の 罪 を 任 ふ 神の 羔」 であった (ヨハネ 傳 一章 二 九 節 )o 

「彼 は 誠に 世 (全世界) の 救 主」 であった (同 四 章 四 二 節 )。 「神の パン は 生命 を 世 (全世界) に 賜 ふる 

ものな り」 と ある (1: 六 章 三 三 節)。 「神 は キリストに 在りて^  (全^界) を 己と 和が しめ、 其 罪 を 之に 

負 はせ 給へ り」 と バウ B は 曰 ふた (コ リント 後書 五 章 一 九 節 )o 復活せ るィ H スが 地上に 於て 發し給 ひし 

最後の 言 は 左の 如き 者であった とい ふ。 

汝等往 きて 萬 國の民 を 弟子と し、 彼等に バプ テス マして 之 を 父と 子と 聖靈の 名に 人れ、 且つ 我が 

ことほ  を はり 

ne て汝 等に 命ぜし 一一 目 を 守れと 彼等に 敎 へよ。 夫れ 我 は 世の 終末まで 常に 汝 等と 偕に 在るな り、 ァ 

メン 0 

と (マ タイ 傳末章 末節 )o イエ スは 世界 傳道を 弟子 等に 命じて 昇天し 給 ふたので ある。 


& クリスチャン  わ r 

以卜； に 依て 観て 基督 者の 義務 义は貴 任、 並に 特權は 阯界傳 道に 在る 事が 判明る。 彼 は 全^界と 共に 

す V 、ひねし  .t,., 、ひ ね し 

救 はれた ので ある。 彼の 救 主 は萬國 民の 救 主で ある。 彼 は 自分 獨 りで 救 はれん と 欲して 救 はれない の 

である。 彼 は 勿論 自分の 救扬を 完成し なければ ならない。 彼の 家族 並に 國 家の 救 はれん 爲に^ 力し な 

ければ ならない。 然し 乍ら 夫れ 丈で は 足りない。 彼は义 彼の 主と 共に 全 *1 界の幅 昔 化、 萬國， おの 救扬 

を 1 ひ、 其 爲に盡 力し なければ ならない。 それ は是れ 彼の 授かりし 大 なる 特權 である。 彼 は 日本 國の 

爲に のみ 救 はれた のでたい、 全^界、 全人 類の 爲に救 はれた ので ある。 彼 は キリストの 福音 を 信受し 

た 時に 世界人と なった ので ある。 然れば 彼の 目的、 祈禱、 活動 は 狭き 一 國に 由て 限られて はならない。 

全世界が 彼の 畑と 成らなければ ならない。 メ ソヂス ト敎會 の 開祖 ジ ヨン. ゥ H ス レ ー の 標語 は 此聖句 

い  Z  クリス チヤ..' 

であった と 云 ふ。 卽ち The  field  is  the  Avcl.ld  (我が 活動の 區域は 全^界で ある) と。 我 は 基督 者 

i ちが ひ 

と 成って 六大 洲を祌 より 戴いた ので あると 見て 少しも 間遠ない ので ある。 

そして 全世界の 爲に 祈り、 其の 爲に盡 して 自分 は 世界 大に 成る ので ある。 人の 心 は 其 目的の 大 たる 

丈け 大 なる ものである。 阿弗利加 大陸 千 一 一 百 萬 平方 哩も亦 我が 祈禱の 領分で あると 知って 我 は 小心 翼 

萬た る小國 の！ たる を 止めて *1 界の巿 民と なる ので ある。 バウ 口 と共に 世界 傅 道 を 我が 主^と する に 

至て、 我が 同情 は 世界 大に擴 張し、 全人 類 を 兄弟と して 愛する ことが 出來 るので ある。 其の 幸福た る 

實に 言語に 絕 せりで ある。 そして 此事 たる 決して 夢で も 妄想で もない ので ある。 我が 能力の 範？ 1.2: に 

ちちぬ し 

世界人 類の 爲に盡 して 我 も 亦 或 意味に 於て 世界の 持主と なると 云 ふ 事 は 何人も 實驗 する ことの 出來る 

事實 である。 

然 らば 世界 を 思 ふて 自己と 自國と を 忘れる 乎と 云 ふに、 決して さう でない。 自分 は 世界人と なった 

ft 界 道の 特權  二八 九 
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時に 本當の 自分と なり、 叉 本當の 日本人と 成る ので ある。 人 は 世界の 爲に盡 して 益々 多く 自分と 自國 

の 爲に盡 すので ある。 論より 證據 である。 自己 修養に 熱中す る 人 は 何時に なっても 其 修養 を 完成し な 

アフリカ くろん. 丄 

い。 然れ ども 一 朝 其 熱心 を 自己 以外に 注ぎ、 遠き 阿弗利加の 黑奴 又は 北氷洋の H スキモ ー 族の 爲に祈 

り、 其の 救拯 にあ 干る に 至って、 未だ 曾て 味 ひし ことなき 平和と 歡 喜と は 己が 心に 臨みて、 修養 以上の 

修養 を遂る 事が 出來 るので ある。 自分 中心の 基督 敎は 偽の 基督 敎 である。 基督 敎が 世界的 宗敎 である 

以上 之 を 信す る 者 は 世界的なら すして 其の 與 へんと する 宏 益を受 くる こと は 出来ない。 

然れ ども 人 は 言 ふで あらう、 我 は 弱くして 自分 を さへ 完成し 得ざる 者、 我れ 爭で 世界の 爲に盡 す を 

得ん やと。 然り、 勿論 多く 盡す こと は 出来ない、 然れ ども 我が 能力 相 應に盡 す ことが 出来る。 我 は 先 

づ 第一 に 世界の 爲に 祈る ことが 出来る。 そして 唯 漠然として 祈る に 非す して、 或は 支那 揚子江 上流 四 

川 省の 民の 爲に、 或は サ ハ ラ 砂漠の 南方 ナイ ゼリャ 地方の 民の 爲に、 或 ひ は 南洋 フ イジ 叉 は -ー ュ ー ギ 

-ー ー 島 等の 土 蕃の爲 にと、 ^劃 をお め、 人種 を 選びて、 特に 彼等の 爲に 祈りて 幾分な りと も 彼等 敎化 

の爲 に貢獻 する ことが 出来る。 そして 眞實の 祈禱は 祈禱を 以て 止まない、 更に 進んで 或る 實 物の 寄與 

を爲 したくなる。 そして 最も 簡易なる 寄與は 金錢を 以てする 寄與 である。 縱 令十錢 たり 五十 錢 なり 一 

圓 なり を是等 遠隔の 地の 民の 爲に 寄與 して 我等 は 彼等に 對 する 我等の 同情 を 強め 且確實 にす る 事が 出 

來る。 高の 問題で はない、 質の 問題で ある。 1^ 禱を 添えて へ 送りし 一 圓は 永久 的に 大 なる 事 を爲 すので 

ある。 

斯 かる 目的 を 以て _ 今 Ig: 『聖書 之 研究』 讀者^ 界傳道 協贊會 なる 者 を 創始た。 そして 其 第一 囘を 十月 

五日 夜 (大正 十一 年)、 大手 町 衞生會 講堂に 於て いた。 集まりし 人 は 八十 餘人、 集まりし 金 は 四十 八圓 


餘 りであった。 §^:靈は會衆  一 ：！！に降り、 近頃に ない 惠 まれた る集會 であった。 自分が 惠 まれん として 

集り 来りし 會衆は 萬國の 民を惠 まんとの 心 を 起されて 豫想 以上に 惠 まれて 家に 歸 つた。 私 は 望まざる 

を 得ない。 本誌の 讀者 すべてが 此會に 加 はらん こと を。 萬國の 民の 爲に 祈る 事と、 神より 賜 はりし 物 

を 割きて 萬國傳 道の 爲に 寄與 する のが 此會の 目的で ある。 


世界 傳道 の 精神 

(一九二 八 年 八月 十七 H 夜 札 幌獨立 某督敎 食に 於て〕 

私供 神の 恩 惠に與 らんと 欲して、 先づ考 ふべき は 神 は 如何にして 私供 を 愛し 給 ふ 乎、 其 事 を 知る 事 

であります。 「それ 祌は其 一 子 を 賜 ふ 程に 世 を 愛し 給へ り」 とィ H スは曰 ひ 給 ひました。 舊ぃ譯 に は 

「世の 人」 とあります が、 それ は誤譯 でありまして、 「世」 と 云 ふが 本當 であります。 世であります 

全^界であります、 全人 類であります。 神 は 全人 類 を 愛して 其 一 子 を 賜 ふたので あります。 全人 類の 

救の 爲に ユダヤ人 を 選び 給うた のであります、 全人 類の 爲に此 人、 彼 人 を 選び 給うた のであります。 

全人 類の 爲に 私供 各自 を 選び 給うた のであります。 故に 私供が 神の 恩 惠に與 からん と 欲すれば 私供 は 

神と 愛 を 同う し、 神に 傚 ふて 全人 類 を 愛さねば なりません。 傳 道の 必要 は玆に 在ります。 恩 惠の全 世 

界に 下らん こと を 祈り、 その 爲に 努力して、 神の 恩惠が 私供に 下る のであります。 其 事を爲 さないで 

世界 の 精神  二 九 一 


•s 道に 閱 する w 究  二 九 二 

神の 恩惠 の先づ 第一 に 私供の 上に 降らん こと を 祈り、 私供の 家庭、 私供の 敎會、 私供の 國に 降らん こ 

と を 祈りて 神の 最大の 恩惠は 私供に 下らない のであります。 

人類の 單ー性 Solidarity は如^！書科學ニ つ ながら の 認むる所で あります。 人類 を 離れて 國家 あるな 

く 似 人 あるな しであります。 故に 人類 全體を 善くな すに あら ざれば 私供 各自が 善く 成る 事が 出来ない 

のであります。 沟に 迂遠の 途 であり ますが、 雨う あるが 故に 止む を 得ません。 玆に 於て か 支那 人 や 阿 

弗 利 加 人の 事 は 私の 事であります。 私 は アフリカの ネグ n 1 に 就き、 力 インが アベルに 就いて 曰うた 

如くに 「我 知らす 我れ あに 我が 兄弟の 守 者な らん や」 と 云 ふ 事が 出来ない のであります。 全世界の 人 

人が まことに 我 肉 我 骨であります。 そして 私供が 全世界の 人々 と共に 恩 惠に與 らんと 欲して、 眞の恩 

惠に與 る 事が 出來 るので あります。 

此 事を考 へ て 私供に 神の 恩惠が 私供が 欲 ふやう に 降らない 事が 克く 判明り ます。 私供が 自分の 爲に 

祈り 求む る 事が 餘 りに 多くして、 全世界の 爲に する 事が 餘 りに 齢 いからであります。 神 は 全世界 を 目 

的に 其 一 子 を 遣し 給 ひしに、 私供 は恆に 「私に、 私に、 私に」 と 祈り 求めて ゐ るので あります。 隣邦 

の 支那 人の 如き、 措いて 顧みない のであります。 阿弗利加 傳 道に 參 加せ よと 勸 むれば 月 か 火星の 傳道 

を勸 めら る、 やうに 思 ふので あ ります。 然 しさう 云 ふ 心の 狀態 に 在りて 聖靈は 私供 の 心に 降り ません 0 

キリスト は 使徒 等 を 遣す に 世界 傳道を 目的に 遣され ました。 r 汝等往 きて 萬 國の人 を 弟子と なし」 と 

の 命令 を 下し 給 ひました。 私供に も 同じ 命令が 下る のであります。 そして 此 命べ. -に從 はないで 神の 恩 

が 私供に 降らな いのは 怪 むに 足りません。 

抑々 敎會は 何の 爲 であります 乎。 私供 各自に 幸福 を 求めん 爲 であります 乎。 祌の光 を *1 に 輝かし、 


萬 をして 偕に 幸福に 與ら しめんが 爲 でありません 乎。 故に 盛なる 敎會と は 他の 敎會 を排 して 自分の 

敎 v!^ を 盛んに せんとす る敎會 では ありまん。 最も 廣く； f 取 も 深く 全世界 を 益 せんと 欲する 敎會 であり ま 

す。 個人 も 亦 じであります。 自分に 求む る 所が 斟く なれば なる 程、 其 人 は 祌に惠 まる X ので ありま 

す-」 自分の 勢力 を 張らん と 欲する 事 程 自分 を 小なら しむる 途 はありません。 キリストが 世の 罪 を擔ぃ 

て 十字架に 上り 給 ひしが 如くに 私供 も 亦 全人 類 の 患難 を 自分 の忠 難と なし、 自分が 惠 まれ ん と 欲す る 

其 心を以 つて 隣人、 隣邦、 及 全人 類の 爲に 祈り っ盡 すべきであります。 是れが 自分と 自分の 敎會と 

が 神の 恩 惠に與 る 唯一 の途 であると 思 ひます。 

我 は ギリシャ 人に も 夷人に も智き 者に も 愚なる 者に も負愤 あり。 此 故に 我 は a マに 在る 汝ら にも 

福音 を宣傳 へん こと を 頻りに 願 ふなり (。 マ 書 一 の 十四〕。 


等 道と 信 卬- 


傳道 をなさい、 傅 道 をなさい。 傳 道と は 人の 面 を 見れば 矢 li に 神様と 其惠 みを說 いて 彼 を 「我 敎會」 

に 引 人 れんと する 事ではありません。 是は SI 洋 殊に 米 國宜敎 師の克 く爲す しありまして、 惡ぃ 事、 

賤 しい 事、 恥づ べき^で あります。 私供 は 間違った る 傅 道に 關 する ィ H スの 敎訓を 忘れて はなり ませ 

ん) 

Ig- 道と 信仰  二 九 一一 一 


傳 道に 翻す る^ 究  二 九 四 

噫禍 ひなる 哉僞 善なる 學 者と パリ サイの 人よ、 そ は 汝等徧 く 水 睦を歷 巡り 一 人 を も 己が 宗旨に 引 

人 れんと す、 旣に引 入 るれば 之を汝 等よりも 倍した る 地獄の 子と なせり (マ タイ 傳廿三 章 十五 節 )o 

と。 斯 かる 間違った る 傳道は 我國に 於ても 實 際に 行 はれた のであります。 私供 は 何を爲 しても 斯んた 

傳 道を爲 して はなり ません。 

俾道は 自我 擴 張ではありません。 さう 思 ふが 故に 淸士は 之に 携 はらない のであります。 傳道は 亦、 

自己 は 高く とまって、 他を齊 度して 吳 れんと 思 ふ 事で もありません。 日本の 天下 を 三分して 其 一 を 取 

らんと 或る 基督 敎界の 名士が 言 はれた やうな、 そんな 事 を キリストの 僕 は 爲す事 は 出来ません。 傅 道 

心 を 政治的 野心の 一 つの やうに 見る 事 は克く 在る 事であります が、 私供 は斯 かる 野心 は 之 を絶對 的に 

懷ぃ て はなり ません。 

去れば 傳 道と は 何んで ある 乎と 云 ふに、 傳道は 生命の 喜び を 他に 頒っ 事であります。 自分が 神の 驚 

くべき 御惠 みに 與 りたれば、 之 を 人に 頒 ちて 彼と 喜び を 共に せんと 欲する 事であります。 そして 其 喜 

びた る や 決して 淺ぃ 喜びでありません、 深い 廣ぃ 宇宙に 貫徹す る 喜びであります。 神が 其 獨子を 世に 

遣 はし 給 ひし 程 世の 人 を 愛し 給へ りと 云 ふ 音信であります。 私の が 十字架の 上に 打 釘 けられて、 そ 

れが祌 の 御 目の前より 取 除かれた と 云 ふので あります。 神様 は 今や キリス トに 在りて 人類 を 見 給 ふの 

でありまして、 彼の 方から 見れば 人類 は 最早 罪な き 者、 怒りの 子に 非す して、 惠 みの子であります。 

そして 人 は 何人も 其 事 を 認め、 信じて 神に 對し ますれば、 其 時 彼 は 救 ひに 入りて、 救 はれし 者の 受く 

べき 凡ての 惠 みを受 くる 事が 出來 るので あります。 そして 此事 たる 決して 想像に 畫 かれた る 作り事で 

ありません、 最も 確實 なる 事實 であります。 人生の 最大 事實 であります。 人の 生涯の 凡ての 善き 事 は 


此事を 知って 始まる のであります。 罪と は 人が 祌に對 して 犯せる 叛逆の 罪であります。 そして 人生の 

凡ての 苦痛 困難 は此 叛逆の 結果と して 來る のであります。 此 叛逆 を 癒されて， は 其 根本に 於て 除かる 

るので ありまして、 其 結果と して 凡ての 幸福が 身と 靈魂 とに 臨む に 至る のであります。 斯くて 人に キ 

リ スト を 解から せる 程、 其 人に 取り 幸 ひなる 事 はない のであります。 

そして 傳 道と は 此 事であります。 た に 道を傳 ふる 事ではありません、 神の 道なる 活ける キリス 卜 

を 紹介す る 事であります。 有力なる 爲政家 叉 は 理財家 を 紹介す る やうな ものであります。 有力なる 友 

人、 犬なる 救 主 を 紹介す る 事であります。 彼に 取り 我に 取り 斯んな 幸 ひなる 事はありません。 そして 

斯 かる 貴い 紹介 を爲 すに 方って 私供 は 低い 卑しい 方法 を 取って は 成りません、 叉 取る 事は屮 I 來 ない 害 

であります。 眞の傳 道に 從 事す るに 方って 私供 は。 ハ ゥ 口 の 取った 方法 を 取る より 他に 途 はありません。 

我等 慈 恩 を 蒙りて 此職 (傳 道の) を 受け たれば 敢て 臆せす、 恥づ べき 隱れ たる 事 を 棄て詭 諭を爲 

さす、 祌の道 を 混 さす、 眞 理を顯 はして 神の 前に 自己 を 凡ての 人の 良心に 質すな り (コ リント 後書 

四 章 一， 二 節〕 

と。 問題 は 眞理、 良心の それであります。 敎會 とか、 受洗と か、 勢力と か 云 ふ 問題でありません。 赏 

に眞 面目なる、 一 生 懸命の 問題であります。 

斯く 云へば 多くの 人 は 云 ひます 「誰か 之に 堪ん や」 と。 勿論 神に 依ら ざれば 爲す能 はざる 事業で あ 

ります が、 然し 堪 ゆる 堪 へない は 力量 又は 學識 又は 德 行の 問題でありません。 自分が 實 際に 其 惠 みに 

與 つた 乎る 乎の 問題であります。 若し 本當に キリス 卜に 現 はれた る 神の 惠 みに 與 つたと すれば 怎んな 

人で も 本 當の傅 道師に 成る ことが 出来ます。 然し 若し 其惠 みに 與 つた 經驗を 有たないならば I 神舉、 

傳 と 信仰  二 九：. fi 


に El すろ^ 究  二 九 六 

聖書 知識 は 如何程 博く は 深く あると も、 本 當の傅 道師に 成る 事は屮 Z 來ま せん。 之 を 煎じ詰めれば 「我 

は ra^ して クリスチャン なるや 否や」 に歸 する のであります。 そして 傅 道心に 燃えざる は 私に 活ける 信 

仰のない 最も 確かなる 證據 であります。 キリ ス トを 知れば 彼 を 人に 紹介した くなる の は當然 であり ま 

す。 それ を爲 さな いのは キリストに 就いて 聞き、 又 研究 を 積んだ に 止まり、 直に 彼に 接觸 したいから 

であります。 そして 是れ 自己に 就いて 失望すべき 事に 非す して、 令 日直に 實 行すべき 事であります。 

キリスト を 信す るの は 決して 難い 事ではありません、 易す 過ぎる 程 易い 事であります。 自分の 雜を認 

めて 神が キリ ス トを以 つ て 提供し 給 へ る 救拯を 信す る 事であります。 如斯 くにして 傳 道と 信仰と は 同 

一 の 車であります。 內 におる ものが 外に 現 はる \ 事、 それが 傅 道であります。 眞の 信仰の 在る 所に 必 

す傳 道が 行れます リ 


眞の 傳道師 

眞の傳 道師に 無くて ならぬ 者が 三 ある。 其 第一 は 神に 救 はれた る實驗 である。 是れ なくして 彼の 聖 

書 知識 は 如何に 該博なる も、 彼の 哲學的 素養 は 如何に 深遠なる も、 彼 は 人を敎 へ、 靈魂を 救 ふ 事 は 出 

來 ない。 己れ 先 づ祌に 救 はれた るの 實驗を 有せす して、 他 を 救扬の 道に 導く こと は 出来ない。 ， 

其 第一 一は 正直で ある。， 俾 道に 政略 は 無用で ある。 無用で あるの みならす 有害で ある。 「恥べき 隱れ 


たる 事 を 菜て 謐譎を 行 はす、 神の 道 を 混 さす、 眞 理を顯 して 神の is に 己 を 衆の 人の 良心に 1^ すなり」 

と 云 ふの が バウ 口の 傅 道 法であった (コ リント 後書 四 章 二 節)。 己が 良心 を 以て 他の 良心に 臨む。 我が 信 

念 有の 儘 を^ 瀝 して、 ，の 公平なる 判 斷に訴 ふ。 傳道は 戰爭に 非す、 之に 戰略叉 は 謀計が あって はな 

ら ない。 眞理其 物に 勝る 勢力 はない。 政略 も 智略 も傳 道に 取て は大 妨害で ある。 失敗 可な り、 ！^; ^解 可 

なり、 唯 神の 道 を 5^ さ^らん 事 を 恐る。 正直なる 心 を もって 明白なる 祌の眞 理を傳 ふ。 夫れ が 爲に敎 

會は 起らざる も 可な り。 牧師、 宣敎師 等に 嫌 はる k も 可な り。 成功 を 度外視して 唯 偏に 眞理の 唱道 者 

たるべき である。 

其 第三 は 健全なる 常識で ある。 事實 は事實 とし て 之 を 採用し 之 に 服從す べきで ある。 前以 て 作れる 

說を 以て 萬 事 を判斷 して はたらない。 進化論に 理 あらん 乎、 臆せす して 之 を 採用すべき である。 高 

等 批評に 聽 くべき 所 あらん 乎， 隱 路せ すして 之に！！ くべき である。 今の 時代に 於て 何人と 雖も 科學の 

結論 を 無視す る 事 は^ 來 たい。 若し 科學 に反對 すべき 點 あらば、 聖書の 雷 を 以てせす して 科 風， f を 以 て 

反對 すべきで ある。 哲 學に應 する に 哲學を 以てし、 批評に 鹿す るに 批評 を 以てすべし。 信仰 は 無學の 

謂で はない。 知識 を 以て 潔め すして 信仰 は 迷信に 化し 易い U 信仰 は單に 信仰の みの 事で はない、 亦 知 

識の 事で ある。 正直に、 知識 を 以て 鍛 へたる 信仰 を 傅へ て、 眞の傳 道が 行 はる i ので ある。 
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まことに 傳 道の 結果 を む 事が 惡ぃ 事で ある。 眞理を 腐敗せ しむる 者に して 人 や 物に 現 はれた る 其 

結果 を 見ん と 欲する が 如き はない。 眞现は 結果 を 離れて 價 値が ある。 大敎會 を 起し、 社 會に大 改良 を 

施した る傳 道が 必 しも 眞の傳 道で ない。 眞理を 其 表現に 由て！^ 價 せんと 欲する が 故に 大本 敎 までが 一 

時 は 大眞理 である 乎の 如くに 思 はれた ので ある。 人が 受け やうが 受けまい が、 改め やうが 改めまい が- 

敎會が 起ら うが 起るまい が、 虞 理 は眞理 である。 バウ 口の 傳 道の 結果 は 左の 如くであった、 曰く 

デ マ ス此世 を 愛し 我を棄 てテサ a  ケに往 けり ：：： 銅 匠なる ァ レキサ ン デル 多く 我を惱 ませり、 

汝も亦 彼に 注意すべし、 彼れ 甚だしく 我等の 言に 逆ら ひたり。 我が 始めて 裁判官の 調べ を 受けし 

時に 誰も 我と 偕に せす、 告な我 を 離れたり、 願く は 神 彼等に 罪 を 歸し給 は ざらん 事 を (テ モテ 後書 

四 章) G 

是れ たしかに 傳 道の 失敗で ある。 パゥ B は 死に 臨んで 彼の 弟子の 一人 もが 彼の 側に 在りて 彼 を 慰めん 

としなかった ので ある。 

然し 乍ら バウ n の說 きし 福 昔 は 大眞理 であった。 ガラ テャの 敎會は 之を棄 たが 然し 彼が 彼等に 說き 

し 福音 は 福 昔と して 殘 つて 今日に 至る。 其 結果 を 見て 多くの 人 はパゥ ：1 の 幅 昔を價 値な き 者と して 認 


めた であらう、 然るに も拘 はらす 我等 今日 之 を 彼の 書翰に 讀んで その 眞， 理 たる を 疑 はない。 そして 我 

等 今日 。ハウ 口の 福音 を 我等の 圃 人の 間に 傳 へて、 多くの デ マス、 多くの 銅 匠の ァレキ サン.、 テル を 見る 

ので ある。 我等に も 亦 我等 を叛き 去りし ガラテ ャ敎會 は 勘から す ある。 然し 乍ら 遮莫、 左 も あらば あ 

れ である。 眞理 はそんな 事で 判明らない。 眞理は 神が 證 明して 下さる。 ソクラテス とか ダンテと か、 

ミルトン とか、 カントと か 云 ひて 神が 造り 給 ひし 最大 最善の 人が 證 明して 吳れ る。 其 他に 證明を 待つ 

必要 は 少しもない。 我が 傳 道の 結果 を算 上る に 及ばない。 我等 若し 我等が 眞理 なりと 信す る 事 を 正直 

に、 忠 實に傳 ふる を 得しなら ば、 それ 丈け にて 感謝 滿 足すべき である。 傳 道の 結 菜 を 見て 喜び、 失敗 

を 見て 歎く 者 は、 人に 物 を 施して 返報 を 得て 喜ぶ 者と 同じで ある。 我等 は 右の 手の 爲 したる 事 を 左の 

手に 知らし めざるが 如くに、 結果に は 全然 無頓着に て傳 道に 從事 すべきで ある。 眞 理を證 する 者 は 第 

一 に 神の 靈、 第二に 我が 靈 である。 聖靈 自ら 我等の 靈と 偕に 證 して、 我等 は眞理 の眞理 たる を覺 るの 

である。 
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聖 書の 貴き 所以 

聖書、 聖書と 云 ひて 私共 は 無暗に 聖書 を崇拜 する のでありません。 S も-書に 若し 或る！ H 理が 籠って 居 

りませんならば 聖書 は 貴ぶ に 足りません。 いくら 舊ぃ 書で あれば とて 舊ぃ事 其 事の 爲に 之を崇 むる こ 

と は 出来ません。 聖書の 價値 は書畫 骨董の 愤 値と 異 ひます。 其內に 活ける 眞理が 働いて 居る が 故に 特 

^に 貴い の であります。 

神 は 如何なる 者で 在す 乎、 人生の 意義 如何、 世界 は 何の 爲に 造られ、 如何に 成 行く 者で ある 乎、 ST 

救 ひ、 永生、 さう 云 ふ 問題に 就いて 明 C に 知らん と 欲せば、 聖書 を 除いて 他に 簡短 明瞭なる 解答 を與 

へて 吳れる 書はありません。 ソクラテス、 プラト，'、 ァ リスト ー トル、 孰れ も 偉大な りと 雖も • 遠く 

聖書に 及びません。 支那の 聖人、 印度の 聖者、 敬 ふべき ではあります が、 聖書に 生命の 水が 滾々 とし 

て？ g き 出る に 較べ て、 甄に 溜め 水 を 飲む やうな 感覺が 致します。 聖書 は靈的 生命の 大泉 源であります、 

故に 渴 ける 人類 は 之を棄 てんと 欲して 能 はない のであります。 

それ故に 聖書 は 研究す ベ きであって 5 ま 拜す べきでありません。 天然と 同じく 崇拜 すれ ば 偶像 となり 

て 害 物と 成ります。 研究して 其 眞理を 我 身の 所有と なして 之に 由つ て 生きて 永遠に 至る ことが 出來ま 

す。 聖書の 研究 は道樂 でありません、 我と 人と が 生く る途 であります。 之 を 怠りて 滅亡 は 必然に 至り 
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ます。 

こと a 

神 の 言 としての 聖 書 

聖書 は 神の 言で ある。 私 は 其 事 を 疑 はたい。 然し 乍ら 如何なる 意味に 於て 神の 一 百で ある 乎、 其 事 を 

說 明す るの 必要が ある。 聖書の 内に 神の 言 で た いらし き 者が 斟 くな い。 例へ ば 創世記 十九 章 三 十節以 

下 三十 八 節までの 如き、 之 を 前後の 關 係より 離して 見て、 其の 神の 言で ない 事 は 何人が 見ても 明で あ 

る 。 之 を 神 の 言 と 解して 如何なる 非 倫 を も 行 ふ を 得 ベ く、 又 聖書 は 祌 の 首 に 非す と の 立論の 基礎と も 

爲す ことが 屮 I 來る。 聖書の 內 より 或る 章節 を 集めて 最も 不道德 なる 一書 を 作る ことが 出来る。 一一 一一 n あり 

曰く 「聖書の 言 を 引用して 如何なる 說を も立證 する を 得べ し」 と。 書が 神の  一一 一一 2 たる 现由 は、 其の 個 

個に 獨 立した る 言に 於て 無い 事 は 明で ある。 

聖書が 神の 言た る 理由 は、 其 全體の 主意、 精神、 目的に 於て ある。 神が 世 を 救 はんとて 取り 給 ひし 

手段 方法、 而 して 之に 由て 顯 は^し 神の 御 心、 其 事 を 明に 示す 者が 聖書で ある。 故に 聖書 全體を 知ら 

すして、 其の 確かに 神の 一 百で ある こと は 解らない。 同じ 事が 天然に 就ても 首 はれる ので ある。 天然 は 

みね ^  ひとつく しらべみ 

祌の 御作で ある こと を 我等 は 疑 はない。 然れ ども 天然 物 を賊々 に檢 見て、 愛の神の 作と して 受取り 難 

いものが 許 多 ある。 天然 物の 內 より 凡て 醜き もの、 凡て 恐ろしき もの を蕖 めて、 美 はしき 神の 宇宙な 


らで、 嫌 ふべき 惡 魔の 世界 を畫 くこと が 出来る。 然るに も 係 はらす 我等 は 天然 全體 の、 智慧に 富み 給 

ふ 神の 御作なる 事 を 信じて 疑 はない ので ある。 

聖書 は 神の 一一 一一 n なりと 言 ふ は 易く ある。 然れ ども 覺るは 難く ある。 而 して 研磨 鍛鍊の 結 神に 悟道 

の 限 を 開かれて 其の 實に 神の 一一 一一 n たる を 知る に 至る や、 其の 歡び言 ひ 難しで ある。 此は 盲目的に、 或 人 

の權 威に 服して 唱 ふる 主義 主張で はない。 道现を 以て 證明 せらる &事實 の 上に 立つ 確信で ある。 聖書 

の 完全 は 宇宙の 完全と 等しく 深き 考究 を 要する 問題で ある。 完全 は 不完全 を 以て 顯 はる。 叉 完全に 達 

する 途 として 不完全 は 完全で ある。 天然も^ 書 も 此事を 語る。 


聖書 は 如何なる 意味に 於 て 神の 言辭な る 耶 

私は聖 一書 は 神の 一一 百辭 であると 信じます、 之に 較 ぶべき 書 は 宇 內萬卷 の 書中 一 もない と； t5 じます、 私 

は 聖書に 依る にあら ざれば 人類 は 到底 祌の聖 ， 3:! を隨る ことが 出来ない と 信じます、 私 は 人の 救濟 なる 

もの は 聖書の 研究と 離るべからざる 關係を 有つ 者で あると 信じます、 私 は 若し 人 ありて 私に 世界 億 萬 

の 書中 唯 一 書を簡 ベと 云 ひま するならば 私 は 基督 敎の 聖書 を 選ぶ 者であります、 聖書 は實に 世界 唯 一 

の 書であります、 聖書 は實に 神の 書であります、 若し 人類の 有する 物の 中で 最も 貴い もの は 書物で あ 

ると 云 ひます るなら ば、 聖書 は 書物の 中で 最も 貴い ものであります、 多くの 人が 聖書 を 以て 世界 第一 
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め珍寶 であると 思 ひます るの は 決して 理由な き 事ではありません。 

聖書 は 神の 言 群であります、 然しながら 如何なる 意味に 於て 神の 言辭 であり ませう 乎、 是は 一 言 一 

句 皆な 悉く 祌のロ を 以て 語られた ものであるから 神の 言辭 であるので ありませ う 乎、 或は 手 習 師匠が 

子供の 手 を 取て 字 を 書く やうに 神が 豫言者 使徒 等の 手 を 取て 之 を 書かし め 給 ひし ものであるから 神の 

一一 百辭 であるので ありませ う 乎、 聖書 は 一 點 一 畫の 誤謬 を、 留めない 書で ありませ う 乎、 聖書 は 之を讀 

む に 日本人が 其 戴く 天皇陛下 の 勑語を 拜讀す る 時の やうに 只 百 禮千拜 して 其の 甘 に 服從す ベ き 書で あ 

り ませう 乎、 是れ， 容易い やうで 實は 甚だ 六ケ 敷い 問題であります、 聖書 は 神の 書で ある ことに 就て は 

少しく 注意して 此書を 究めし 者の 何人も 疑 はない 所であります るが 然し 如何なる 意味に 於て 神の 書で 

ある 乎 は 決して 容易なる 問題ではありません。 

聖書 は 一 點 一 畫の 誤謬な き祌 の言辭 であるとの 說は之 を 信す るに 至て 易い やうに は 見えます るが、 

然し 少しく 精細に 書 を 究めて 見ます ると その 容易に は 受取れ ない 說 である ことが 解ります * 或 人 は 

云 ひます、 宇宙 萬 物 何 一 として 變遷 せざる ものはありません から、 神 は玆に 一 つの 不變 不動の 書 を 人 

類に 遣され て 萬 事 を 裁決す るた めの 標準と なし 給 ひました と、 是れ 一 聞して 實に尤 らしく 聞え る說で 

あります るが、 然しながら 事 實は如 斯き斷 決 を 許しません、 聖書 は 神が 直に 造り 給 ふた 星で もな けれ 

ば 亦 岩で もありません、 聖書 は 矢張り 人の 手 を 以て 書かれた 書であります、 故に 人に 誤譯の ある 限り 

は 聖書に も 一 つの 瑕埴 がない と は 云 はれません、 然し 若し 人 ありて 神 は 奇績を 以て 誤り 易き 人 を 以て 

誤りな き 神の 言辭其 儘を傳 へしめ 給 ふたと 云 ひます るなら ば、 是れ 困難に 加 ふるに 更に 困難 を 以てす 

るの 說 であると 云 はなければ なりません、 其 故 如何と なれば 其 場合に 於て は 神 は 奇績を 以て 始めて 聖 


書 を 書かし め 給 ひしの みたり す、 ra 千年 以來總 て 之 を謄寫 し來 りし 者 を 悉く 奇縝を 以て 總 ての 誤謬よ 

り 免 かれしめ 給 ひたりと 我々 は 信ぜざる を 得ない からであります、 私 は 奇縝の 實在を 疑 ふ 者で はあり 

ません、 然し 論者の 云 ふが 如き 奇績の 連 續は祌 の威權 のために も、 將た亦 私共の 常識に 照して 見 まし 

て も 到底 私共の 信す る ことの 出来ない ことであります。 

聖書 は； 儿來 日本語で 書かれた 書で ない 事 は 誰もよ く 知って 居ります、 私共が 今日 有ち まする 日本語 

の 聖書なる 者 は 日 本 語 を 善く 知 ら ない 外國 人と 希臘 希伯來 の 原語 を 少しも 知らない 日 木 人と が 相 集つ 

て翻譯 した ものであります、 如斯 き翻譯 書に 誤謬がない と は 何人も 信じません、 日本 譯の 聖書 中に 多 

くの 誤譯の ある 事 は 少しく 之 を 原文に 對 照して 見た ことの ある 人の 少しも 疑 はない 所であります。 

英譯 ISIn とても 同じ 事であります、 英譯 聖書 は 英文 學の 華で あると 稱 へられます、 是は 一種の 靈感 

に 因て 成った 書でありまして、 其內に 幾多の 誤譯 あるに 係 はらす 譯文其 物が 一 種の 高潔なる 文學 とし 

て 永く 後世 にまで 傳 はるべき 者で ある こと は 私共の 敢て疑 はない 所であります、 然しな が ら文學 的 に 

は斯 程に 立派なる 英譯 聖書と 雖も 批評 學發 達の 今日 決して 完全 無 缺の譯 文で あると は 巾され ません、 

其 一 例 を 擧げて 見 ますれば かの 有名なる 約 百 記 五 章 六、 七 節の 一 一節であります、 

Althougli  affliction  ccsetll  not  fol-t-11  OH  tlie  dust,  «5£^2.  doth  tl.ouljle  spring-  out  of 

the  gTcun 二；  yet  man  is  hern  unto  troulhle  sis  the  sharks  fly  u;p.\val. 二. 

是は 誠に 美 はしい 言辭 でありまして、 私共 は此 言 辭 の 少しな りと も變更 せられん こと を みません、 

然れ ども 如何せん、 原語 は 如斯き 翻譯を 許しません、 終の 一 節なる the  sparks  ny 11】 さ. anl は 全く 

誤. 譯 でありし こと は 令 は W 人 も認る 所であります、 故に 日本 譯に 「火の 子の 上に 飛ぶ が 如し」 と あり 

書ぷ « 何な ろ に 於て its 一一.：；： 辭な ろ^  一一 一  0 七 
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まする の も、 之は英 譯同樣 訂正 を 加へ なければ ならない 者であります、 故に 猶太 人なる アイザック、 

ひなどり  il*"* 

レ ー ザル 氏の 英譯に は 此所を as  young  birds  take  ut>  their  aig-ht 「雛鳥が 上に 飛ぶ が 如し」 と 正 

してあります る、 事 勿論 小事に 屬 すると は 巾し まする もの &英譯 聖書 を 以て 直に X 布伯來 原書 同様に 見 

る ことの 出来ない 一 例と して 充分に 價値 ある 率で あると 思 ひます。 

爾 うして 何にも 誤 譯は譯 文に のみ 止まる のではありません、 今日まで 傳 はりし 原文 其 物に 多くの 疑 

はしい 點が あるので あります、 其 著名なる 一例 は 馬可傳 十六 章の 九 節 以下 二十 節まで^ あります、 或 

る 最も 信賴 する に 足るべき 古き 寫 書に は此 部分が 缺けて 居ります、 且又 其 文 體は馬 可 傳全體 の それと 

は 大分 違って 居ります、 殊に 十八 節の 「蛇 を 操へ 毒を飮 むと も 害な く」 との 言辭の 如き は 少しく 迷信 

的に 聞へ まして、 何やら 全く 心靈 的なる 福 昔 書に は不 似合なる 一一 百辭の やうに 聞え ます、 是れが 馬可傳 

の 一 部分で あら ふと は 如何しても 思 はれません、 故に 此 等の 數 節に 就て は 種々 の 說が唱 へられました- 

或は 馬 可が 福 昔の 全部 を 結了した 後 数年 を經て 更に 此 一 部分 を 速 急に 書き 加へ たもので あると か、 或 

は 馬 可の 弟子の 一 人が 先師の 死後に 之 を 書 添へ たもので あると か 申しまして 孰れ も歷 史的 確 證に據 る 

說 とは稱 はれません、 何に しろ 此 所に 疑 はしい 數 節が 在る こと 丈け は 確かであります。 

亦 一 時 は 三位 一 體 論の 最も 有力なる 憑據 として 見做されし 約 翰 第 一 書 第五 章 七 節 は 全く 他人の 手に 

依て 揷人 されし ものなる 事が 分りまして より、 今 は 全く 聖 J 曰より 取り除かれまして 改正 英譯に 於ても 

亦 日本 譯に 於ても 其 跡 を 留めません、 卽ち 今の 第 七 節なる もの は 節の 順序 を亂 さぐらん がた めに 元の 

第 六 節 を 割いて 新たに 設けられた ものでありまして、 元は 今の 第 七 節と 第 八 節との 間に 左の 一節が あ 

つたので あります。 


天に 在て 證を 作す 者 は 三な り、 卽ち 父、 道、 井に 聖靈 なり、 而 して 此三は 一 なり、 

三位 一 體 論者に 取りて は此上 もな き 有力なる 聖書の 此 一 節 も 全く 外来 挿入の 詞句 でありし 事が 分って 

から は 聖書より 全く 取 除かる  >- に 至りました。 

勿論 以上の 如き 例は澤 山はありません、 聖書 (殊に 新約聖書) の全體 より 巾し ますれば 禅 人 不明の 

詞句は 至て 尠く あります る、 然しながら 其 全く 無い 事で はない 事 を 知り ますれば、 私共 は 理論 上 聖書 

の 詞句的 無 誤謬 說を唱 ふる 事 は 出来ません、 殊に 舊約 聖書の 或る 部分、 卽ち 十二 豫首 者の 書の 如きに 

於き まして は 曖昧 不明の 文字が 澤山 ある ことで ありま すれば、 尙更 聖書 無 誤 證說を 維持す る ことの M 

難を感 する の であります。 

私 は 更に 進んで 申します、 我々 人類 は 神より 一 點 一 畫の 誤謬な き 啓示 を受 くるの 必要が ありません 

と、 神が 我々 に 思考力と 自由意志 を 與へ給 ひし 以上 は 我々 は 眞理を 知る ために は 別に 文字 的に 完全な 

る 神の 法律 を祌 より 賜 はるの 必要 はない と 思 ひます、 祌は靈 であります るから 彼 は 言語 を 以て 顯 はす 

ことの 出来る ものではありません、 一一 一一 n 語 其 物が 人 問の 工夫に 成った ものでありまして 決して 完全なる 

ものではありません、 星 さへ も 其 前に 恥 づる祌 (ヨブ 記 廿五章 五節 參考) は 假令希 伯 來語を 以てする 

も 亦 は 希 隠語 を 以てする も 決して 完全に 世に 顯 はさる、 ことの 出来る ものではありません、 靈 のみが 

靈 なる 神 を認る ことが 出来ます、 韻文 も 散文 も 詩歌 も 戲曲も 決して 神 を 完全に 傳 ふる 事 は 出来ません、 

故に 聖書 を 以て 誤錯 なき 祌の 一一 目辭 であると 思 ふ 人 は 無限なる ベ き 神に 制限 を 加 ふる 者で あると 思 ひま 

す、 若し ィ H スの事 を 一 々記しな ば 其 書 この^に、 載盡す こと 能 はすと 約 翰 傳の末 章 末節に 書いて あ 

ります、 神の 一一 目 辭は舊 約 卅九卷 新約 卄七卷 位に て 書き 盡 される ものではありません、 叉 神が 自己 を顯 
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はし 給 ふに 方て ヤコ ブの 失錯 や、 ダビデの 犯罪 等 を 細々 と 書き記させ 給 ふの 必要が あると は 如何して 

も 思 はれません、 私 は 神の 榮 えの 無限なる を 知り ますれば 寧ろ 聖書の 不完全 を唱 へ て 神の 完全 を 維持 

したく 思 ふ 者で あります、 聖書 無 誤謬 說は神 の 權能を 保持す る やうに 見え て 實は之 を 濟すも ので ある. 

，こ 思 ひます。 

然 らば 聖書 は 何に が 故に 神の 言辭 であるかと 巾し まする に、 勿論 其 中に 神に あら ざれば 到底 語る こ 

と の 出來な い 事が 書いて あるからで あります、 其 文章 の ffi 劣 は 私共の 論す べき 所ではありません、 之 • 

に 文法 上の 過失が 幾ら あら ふが それ は 私共の 問 ふ 所ではありません、 歷 史的 事實の 誤錯の 如き、 科學 

的證 明の 不足の 如き、 以て 神の 聖 3=1 の 如何 を 示す に 方て は 左程 大切なる 事柄でありません、 私共 は 人 

世に 對し、 宇宙に 關 する 神の 眞 理を識 りたく 欲 ふ 者であります、 爾 うして 聖書 は 最も 明白に 私共の 要 

求す る此說 明を與 へて 吳れ るので あります、 卽 ち聖昏 の 完全な る の は 其辭句 文章 等の 外形 に 在る ので 

なくして 之 を 一 徹する 神の 聖旨に 存す るので あると E 心 ひます、 聖書が 神の 言辭 であると 云 ふの は 其 中 

に 神の 心が 充ち 溢れて 居る からであります、 私は此 大事 實に 優る 聖書の 證明 はない と 思 ひます。 

今 之 を！^ 惡 問題の 一事に 照して 考 へて 御覧なさい、 人生の 問題に して 是に 優る の大 問題 はあり ませ 

ん * 或はん の 性 は 善な りと 云 ひ、 或は 惡 なりと 云 ひます、 善なる が 如くに 見えて 惡 であります、 惡た 

るが 如くに えて 善であります、 惡とは 何んで ある 乎、 其 原因 如何と は 世の 原始より 今日に 至ります 

るまで 智者が 問 ふて 止まない 大 問題であります、 或 人 は惡は 善の 反面で あるから 絕對 的に 惡ぃ もので 

はない と 云 ひます、 又 或 人 は惡は 天然 自然に 實在 する ものであるから、 到底 取 除く ことの 出来る もの 

でない と 云 ひます， 聖書に 依らざる ss^ 惡 問題 程 暖昧糗 糊た る ものはありません、 然るに 聖書 は 惡に 


就て 何と 云 ひます か、 聖書 は惡は 自由 意思 を 授けられ たる 人類が 任意 的に 其 造 主なる 神 を 離れた こと 

であると 云 ひます、 事 甚だ 簡明で はあります るが 其 中に 深遠に して 量るべからざる 所があります、 私 

共 は 聖書の 此吿示 を 聞いて 始めて， 钋惡の 深 源 を隨る 事が 出來 るので あります、 您 くも 簡明に 活 くも 

截 的に， 惡 問題 を解說 した 書 は 書 を 除いて 他に 一 つもありません。 

らと 

雨う して 聖書の S^JE たる 所以 は 進 書 は 單に惡 の 原 を 解いて 其^ 除の 途を 備えす に は 措きません、 聖 

書 は 完全なる の 消滅 法 を 備えます、 而 かも 聖書 は 世 問 在來の 消滅 法は說 きません、 聚書は 罪の 消滅 

法と して 遁叱頻 慾の 術 を 嘲け ります、 亦た 聖書 は 無遠慮に も 噴 罪 法と して 慈善の 無 效を說 きます、 聖 

m3 は 大膽に 明，：： に 罪惡は 人の 力に 依て 除く ことの 出来ない ものである こと を說 きます、 聖書 は 或點か 

ら見 ますれば 甚だ 無慈悲なる 書であります、 痛く私共の罪惡を！！^露し且っ之を攻擊しながら^に之を 

癒す の 術 はたい と 立べ ます、 聖書 は 一 時 は 人 を 失望に 陷 らしむ る；^ であります、 然しながら 失 §s の 底 

に 確乎たる 希望 を 備える 者であります。 

聖書 は 神 御 自 身の 頌雜 の 死を以 てす る 罪の 赦免 を傳 へ ます、 爾 うし て是れ 完全なる 赦免で ありまし 

て此 赦免に 與 つて 私共に 「凡て 思 ふ 所に 過る 平安」 があります、 如斯き 赦免と 平安と は祌を 除いて 他 

の 者が 與 ふることの 出来な いもの であります、 爾 うして 此 赦免 を 官； 傳 する § 力， 書 は 必す神 の 一一 一一 a 辭 であ る 

に 相違ありません、 

神 御自身の 性質に 就ても 聖書 は 人間の 思想 以外の 事 を 我々 に傳 へます、 聖書 は 神の愛 心を傳 へて 日 

ひます。 

若し 上の 大量る こと を 得、 下の 地の 基礎 探る こと を 得ば 我 また ィ ス ラ H ル の總ての^^孫を其諸の 
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行の ために 棄っ べし (耶利 米亞記 一一 一十 一 章 三十 七 節) 

又 曰 ひます 
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婦 その^ 兒を 忘れて 己が 胎の 子を憐 まざる こと あらん や， 縱令 彼等 忘る i こと ありと も 我 は汝を 

忘る、 ことなし 赛亞書 四十 九 章 十五 節〕。 

叉 曰 ひます 

それ 祌は其 生み 給 へ る 獨子を 賜 ふ ほどに 世の 人 を 愛し 給 へ り、 此は 凡て 彼 を 信す る 者に 亡る こと 

無くして 永生 を 受けし めんが 爲 なり (約 翰 傳三章 十六 節〕 

如斯き 祌を傳 ふる 書 は 聖書 を 除て 他に 決して 無い と 信じます、 成程 鬼神の 德 たる それ 熾なる かなと か、 

天 は 均く 萬 民 を 愛すと か 云 ふが 如き 言 は 他に も 見える ことがあります るが、 然し 神 は 愛 其 物であって、 

彼 は 永久の 愛 を 以て 人類 を 愛する 者で あるとの 敎義の 如き は 基督 敎の 聖書 を 除いて は 他に 決して 見る 

ことの 來 ない 事で あると 思 ひます、 聖書 は祌に 就て 人の 思 ひ 及ばざる 所の 事を傳 へます、 是れ 神な 

ら では 到底 傳 ふることの 來 ない 事柄であります、 爾 うして 祌に關 して 斯 くも 貴き 觀 念を傳 ふる 書 は 

神の 書でなくて はならない と 私共 は稱 ふので あります。 

叉 肉體の 復活に 關 して、 萬 物の 復興に 關 して、 永遠の 生涯に 關 して 聖書が 私共に 傳 ふる 事柄 は 皆な 

人智 以上、 人の 推量 以上の 事であります、 私共 是 等の 事 を 聞いて 唯 驚く 斗り であります、 其 背理で な 

い 事 は 他に 之に 類した る 現象が あるので 分ります、 其 人性に 能く 適合した る 事で ある こと は 我等 之 を 

信じて 我等の 理性 情 性が 著しく 進歩 發 達する ので 解ります、 神 は 決して 無理 を 私共に 强ひ給 ひません、 

神 は その 援助な くして 人類が 獨り躬 から 達し 能 はざる 眞理を 聖書に 現 はれた る 特別の 啓示 を 以て 私共 


に傳 へられる のであります。 

ム ー デ ー 氏 は 曾て 云 ひました 「余 は 聖書 は祌の 靈 感 に 依て 成りし 書で ある を 知る、 其 は 余 は 之 

に 依て 神の 靈感 に 與か る こと を 得れば なり」 と、 聖書が 神 の 言 辭 であるの 實證は 其 吾等 を 神 に 靈 化す 

るの 異 能に 在ります、 其 如何にして 書かれし 書で ある 乎、 是れ 全く ^問題と 致しまして、 §^書のみが 

眞 正の クリスチャン を 造り、 聖書の みが 人 を 人 以上の 者たら しむる 者で ある こと は、 れ疑 ひの ない 

事であります、 是を 神の 言辭 でない と 申しまして 何と 中し ませう。 

勿論 恁 くも 貴き、 恁 くも 超 人間的の 奥義 を傳 ふる 書であります るから、 其 文の 高潔なる、 其 思惟の 

深遠なる は 云 ふまで もありません、 亦祌と 永遠と に 就て 語る 書であります るから 最も 眞 面目なる 書で 

あるに 相違ありません、 隨 て其寫 字の 誤謬 も、 歷^ 的幷 に科學 上の 誤 護 も 他の 古書と 較べて 見まして 
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割合に 甚だ gl いに 相違ありません、 心の 淸ぃ人 は 眞理を 見る に 鋭い 服 を 有つ 者であります から 神に 託 

りて 心 を 潔め られし 聖書の 記者が 彼等の 時代 不相應 の 科學的 智識 を備 へて 居った 事 は 決して 疑 ひを納 

れ ません、 然しながら 此故を 以て 聖書 は歷 史的に 叉科學 的に 誤謬の ない 書で あると は 云 はれません、 

共 確かに 誤謬 の な い 點は其 神と 宇宙と 人生と に關 して 傳 ふる 敎義に 於て あるの であります、 祌 の 言辭 

を此 所に 索め すして、 精神 以外、 敎理 以外に 探る 者 は 多くの 悲 むべき 矛盾に 陷ら ざる を 得ない 者で あ 

ると 思 ひます。 

聖書 は 神の 一一 in 辭 であります、 卽ち祌 の 心 を 私共に 傅 ふる 書であります、 然しながら 心 は 文字で は あ 

りません、 心 は 文字に 於て 顯 はる.^ 者であります、 卽ち 文字の 中に 含まれ 居る 者であります、 私共 は 

書の 不完全なる 文字 の 中に 完全なる 祌の 心 を 探る の であります、 是れ卽 ち 聖書 研究 の 目的 であり ま 
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す、 若し 書が 文字 的に 完全なる ものであります るなら ば、 聖書の 研究 は 至て 容易い 者と なりまして、 

其 研究 は 化して 其 暗誦と なり ませう、 然し 物の 精神 は 唯 之に 接した 斗り で 得らる、 もので はあり ませ 

ん、 私共 研磨の 功 を 積んで 始めて 辜 物の 精神に 達する ことが 出來 るので あります、 多くの 基督 信徒が 

聖書 を 研究 せんと 欲せざる の は 彼等の 聖書に 關 する 思想が 間違って 居る からであります、 聖書の 文字 

其 物が 神の  一一 H 辭 である やうに 思へば こそ 之 を 研究して 其 眞意を 探らん と 欲する の 念が 起らない の で あ 

ります、 聖書 其 物 は 普通の 書物と 少しも 異なりません。 

只 其の 屮に祌 の 眞 意が 藏れ て あると 思へば こそ 之 を 採り 出さん との 心が 起る ので あります、 研究 の 

功 を 積まない 聖書 はた の 紙と ィ ン キ とであります、 是れに 何の 功德 もなければ 是に 何の 神聖なる 所 

00O0OOOO00OO0000OO0OOO0O000O0000OO00O0 

もありません、 其 紙と ィ ン キ との 中に 匿れ て 居る 眞理 を發 掘して 始めて 聖書が 神の 言辭 となる ので あ 

ります、 聖， 書 を 死た る 書と ならしむ る も叉活 きたる 書と ならしむ る も 全く 私共の 覺悟 如何に 依る ので 

あると 思 ひます。 


聖 書 の 眞 髓 

(明治 三十 七 年 十 一 月 六日 東京 靑年會 館に 於け る 講演の 草稿) 

かぎりなき いのち  し ら 

爾 曹聖： 書に 永 生 ありと 意 ひて 之 を 探索ぶ、 この 聖書 は 我に 就て 證 する 者な り 「約 翰傳五 章蕭九 


聖書 は 一 つの 書物ではありません、 是れは 文集でありまして 文學 であります、 創世記より 默示錄 ま 

での 六十 { ^六の 書 を 寄せ集めた ものであります、 其 書かれし 年代より 言へば 其 最も 舊き 者は遲 くと も 

紀元前 八 百年 頃に 書かれし ものでありまして、 其 最も 新しき 者 は 基督 降 世 後 百年 頃に 成りし もので あ 

ります、 故に 二者の 間に は少 くと も 八 九 百年の 相 差が あります、 亦、 其、 是を 書きし 人に 就て 言 ひま 

すれば、 政治家 モ ー ゼも 之に 筆 を 取りました らふし、 大王 ソ a モン も 其 著者の 一 人で ありませ う、 其 

中には 預言者 ィザャ も あり、 エレ ミヤ も あり、 農夫 ァ モス も あり、 fi 夫ぺテ B もあります、 エズラの 

やうな 書 *z も あり、 。ハウ n の やうな 詩的 祌學者 もあります、 若し 亦 六十 六書の 題目に 就て 言 ひま すれ 

ば、 民數紀 略の やうな 統計 錄も ありま すれば、 歷代志 略の やうな 編年史 もあります、 約 百 記 は 心靈的 

敍事 詩であります、 詩篇 百 五十 篇は 信仰的 抒情詩であります、 羅馬書 は 高遠なる 祌學 論で あり、 默示 

錄は奧 妙なる 朱來 記であります、 韻文 も ありま すれば 散文 もあります、 法文 も ありま すれば 箴言 も あ 

ります、 戲； 一-一 〔も ありま すれば 警誡 もあります、 日毎に 聖書 を 讀んで 倦怠 を 感ぜざる 一 つの 理由 は其數 

多き 文 體の變 化に 在り ます。 

斯 くも 年代 を 異にし、 著者 を 異にし、 題目 を 異にし. 文體を 異にする 夥多の 書より 成る 聖書 は 之 を 

一書と して！ 做す ことが 出来る 耶、 是れ 聖書 を 解す る 上に 於て 最も 大切なる 問題であります、 聖書に 

之 を 一 貫す るの 精神 ありと は 私共が 度々 耳に する 所であります るが、 然 かし 其 精神の 何たる 乎 は 明か 

に 示されません、 或る 學者 は斯 かる 精神 を 明かに 指摘す るの 困難なる より、 架 書 は單に 猶太 的 文學で 

あると 云 ひます、 是は卽 ち 猶太 人の 思想 を 表 はした 文書 を：^ 合した ものでありまして、 摘 太 思想 研究 

e?  *  S IS  a  三 一 五 
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の 材料と しての み 最も 惯 ある ものであると 云 ひます、 然しながら、 若し 爾ぅ であると しま すれば 

書 は 人類の 書で はなくなりまして、 聖書ではなくなる のであります、 gsi 曰が 聖書で ある 以上 は、 是は 

ー國 民、 一人 種の 書であって はなり ません、 聖書 を單に 猶太 文學と 見做して 私共が 特に 之 を 研究 せん 

とする の 動機 は 消滅て 了 ひます。 

聖書 は 特に 之 を 信仰の 書と して 見る ことが 出來 ます、 學 術の 書で はなく、 政治の 書で ない こと は 善 

く 判 分って 居ります が、 之 を 信仰の 書と 見て、 其 眞價と 特性と を發 見す る ことが 出來 ると 言 ふ 人が あ 

ります、 爾 うして 私共 も 亦、 聖書が 信仰の 書で ある こと を 疑 ひません、 聖書 は 信仰の 最も 良き 敎科書 

であると は 私共が 厘々  一一 一一 a ふたことであります、 然しながら 信仰と 言 ふたの みで は 能く 其 意 を盡す こと 

が 出来ません、 仰に も 色々 種類が あります、 何 を 信す るので ある 乎、 宇宙の 主宰なる 神 を 信す るの 

である 乎、 尺 道の 基礎た る 正義 を 信す るので ある 乎、 或 ひ は 未來の 裁判 を 信す るので ある 乎、 是れ更 

らに 攻究 を 要する 問題であります、 故に 單に 信仰の 書で あると 言った 計りで は 聖書の 何たる 乎 はよ く 

分りません、 聖書 は 何 を 信ぜし むる 書で ある 乎、 如何なる 神 を 紹介し、 如何なる 信仰 を 人類より 要求 

する 書で ある 乎、 是れ 私共が 更らに 知らん と 欲する 事柄であります。 

其 他 聖書の 精神、 又は 眞髓に 就て は 種々 の說が 提出され ます、 或る人 は斯 かる 眞髓は 決して 無い と 

n ひます、 乃ち、 i^i: 書は聯 結を缺 くの 書で あると 曰 ひます、 ソロモンの 雅歌と ルカの 使徒 行 偉との 間 

に は 何の 關係 もない と 曰 ひます、 否な、 多くの場合に 於て は 聖書 は 相互に 反目し、 矛盾す る 書で ある 

と 曰 ひます、 列王紀 略と 歷代志 略と は 同じ ュダ 歷史を 記す 者で あっても、 二者 全く 別 方面より 視た歴 

史 であると 首 ひます、 雅各書 はパゥ n の 書簡に 顯 はれた る 誤謬 を 正す ために 書かれた ものであると 言 


ひます、 斯 かる 論者 は 聖書 を 一 贯する精神ぁりなどぃ ふ？^^は之を 一 笑に 附 します、 彼等 は 中し ます、 

变 書の 眞髓 とよ、 雜貨の 眞髓に 就て 語る に 若 かす、 一 に 夥多の 物 を 積んで 之 を 莨 徹する 精神 を發 见 

せんとす、 無稽 も 亦 甚だしい かなと。 

然しながら 聖書が 若し 一 書でないなら ば、 若し 是れが 多くの 區別 をな レ、 多くの 方 を もて (希 伯來書 

I 章 一節 〕 同一 の 一大事 實を 人類に 傳 ふる 書でないなら ば、 是は 私共の 全生涯 を 研究に 委 ぬるに 足る の 

書ではありません、 或 ひ は 若し 新約 聖， 書 丈け が斯 かる 大事 實を我 倚に 傳 ふる 者であって、 其 他 は此大 

事實 に無關 係で ある 乎、 叉 は 遠い 關係を 有つ に 止まる ものである としま すれば、 iA, 書 は 其 一部分の み 

加で 書でありまして、 全體 として は 聖書でありません、 問題 を 約め て 言 ひま すれば 是れ であります、 卽 

0C00C000O0O  oooooc-o〇oo  ゥ ooooooooi, ち 0  0  000000  0 

ち、 書 は 補 緩 細工で ある 乎、 或 ひ は 有機 體 である 乎、 只 偶然に 一書と して 綠られ た 書で ある 乎、 或 

OOO0-COOOOOOOOOO  O0O0O00O0O0OO 

ひ は 或る 一 つの 眞髓を 中心として、 其 周 園に 生長した 書で ある 乎、 是れ であります。 

私 は 今、 此 僅少の 時の 間に 歸納 的に 此 困難い 問題 を 解決す る ことが 出來 やうと は m わ ひません、 然し 

ながら、 度 天然 學 者が 或る 一 つの 假說を 提出して、 之 を 以て 天然の 諸 現象 を解釋 せんとし、 雨う し 

て、 能く 其 功 を 奏した もの を 以て 之 を 天然 を 支配す る 法則と 見做します やうに、 私共 も 亦 或る 一 つの 

假説を 提出して、 之 を 以て 聖書の 總 ての 記事 を 悉く 解釋 せんと 試みます、 爾 うして、 或 ひ は 信仰 を以 

て、 或 ひ は 正義 を 以て、 或 ひ は 愛 を 以て 聖書 を 解釋し 去らん と 試みまして、 其 或る 程度まで 成功して 

其れ 以上 を 解釋し 得ざる を 知りまして、 玆に其 他の 解 i を 索 めんと 致します、 聖書 は M を 共眞髓 とし 

て假 おしましたならば、 n おも 穏當 に、 おも 滿 足に、 最も 合理的に 解釋し 得られ ませう 乎、 是れ 實に聖 

書 研究 上、 最大 最 要の 問題であります。 

聖 の 眞 = 二 七 
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然しながら 幸に して 此 事に 就て は キリスト 御自身が 私共に 此解鏡 を 授けられ たと 思 ひます、 卽ち玆 

に 引き ましたる 約 翰 傳五窣 三十 九 節の 言葉が、 聚書 解釋の 唯一 の鎗 では あるまい 乎と 思 ひます、 

繭曹 聖書に 永生 ありと 意 ひて 之 を 探索ぶ、 この 聖書 は 我に 就て 證 する 者な リ 

と、 多くの 有益なる 問題 は此 一節の 中に 籠って 居ります、 然しながら 其 事 は 今、 問 はざる こと k しま 

して、 唯一 事 は 最も 明， 日に 其屮に 私共の 前に 示されました、 卽ち 聖書 はィ H スキ リストに 就て 證 する 

者なる ことであります、 卽ち、 キリストの 示されし 所に 由り ますれば、 聖書の 目的 は玆に 在て、 其眞 

髓とは 亦、 是 より 他の ものではありません、 聖書 は 創世記より 默示錄 に 至ります まで キリストに 就て 

15； ほす る 者で あるとの ことであります、 爾 うして 若し 雨う であると 致し ますれば、 キリスト を 聖書 到る 

所に 索め て 其 意味 は 始めて 明，：：： にたる 害であります、 是 れは恰 かも 一一 ュ ー トンが W 力 說を全 宇 帘に應 

用して、 其 諸 現象の 解釋を 得ました やうに、 私共 も キリストの 此提 說を全 聖書に 應 用して、 其總て 

の 記事 を 最も 岡 滑に 解釋し 得られる ので は あるまい 乎と 思 ひます。 

聖書 の 眞髓は キリストで あるとの 提說を 新約聖書に 應用 しまし て、 之に 對 して 謹 も 反對を ふる 者 

はありません、 新約聖書 は 特に キリストの 書であります から、 之に キリストが 充ち滿 ちて 居ります 事 

は 誰でも 承知して 居ります、 然しながら 新約聖書 は 僅かに 全 聖書の 五分の 一 であります、 爾 うして 若 

し キリストが 聖書の 精神で あり、 眞髓 であると 致します るなら ば、 それ は 創^記に 於ても、 利 未 記に 

於ても、 巾 命 記に 於ても、 約 百 記に 於ても 雨う でなくて はなり ません、 キリスト は して 亦、 舊 約の 

精神で ありませ う 乎。 

舊 約に 所謂る メシア 的 文字なる もの、 ある こと は 聖書 を 少しく 注意して 讀んだ 者の 誰でも 知って 居 


る 所であります、 詩篇 第二 篇 であると か、 以賽亞 書 第五 十三 章で あると 乎、 約 百 記 第 卜 九 章で あると 

乎 云 ふ もの \ 皆な 暗に 又は 明に キリ スト を 指した ものである こと は 言 ふまで もありません、 然しな が 

ら 私が 兹に 主張 せんと 欲する こと は キリスト は舊約 全體の 精神で ある、 眞髓 であるとの ことで ありま 

す、 卽ち、 キリスト を校楷 とし、 キリスト を豫 表する 者と 見ての み舊約 全體は 最も 圓 滑に 解 釋 する こ 

とが 出來 るとの 事であります、 新約聖書に 顯 はされ たる キリスト を 眞髓と 做して、 聖書 全體 は相關 

聯し、 相補 足し、 相說 明す るの 書と なるとの ことであります、 卽ち 聖書 は 正義の 書、 信仰の 書、 愛の 

書と 一一 百 はんより は、 キリ ストの 書と 稱 する のが 最も 適當 であると 言 ふので あります。 

是れ から は 私の 此 主張の 說 明であります、 爾 うして 是を 充分に なすの は 迚も 今日 此  一 II の 演說で 出 

來る ことではありません、 聖書 全體に 於て キリスト を發 見す る ことが 聖書 研究の 第一 の 事業で ありま 

すから、 是れは 私共 一生涯の 事業であります、 然しながら 私 は 今日 兹に此 假說の 適用に 就て 其  一 二の 

實例を 述べる ことが 出来ます、 若し 私が 玆に 聖書の 中で キリス トとは 3： の關係 もない と 常に 見做さる 

る 或る 部分 を 取て、 それ を 私の 此 主張に 由て 解釋 して 見まして、 雨う して 其 意味が •  史らに 透明になる 

のを覺 えますならば、 夫れ で 私の 申 分 は 少し は 立 つ ので あると 思 ひます。 

先づ 試に 舊約 §4 書中の 雅歌の 書 を 取って 見 ませう、 是れは 通常、 大王 ソ ロモンの 作と して 受取ら る 

る ものでありまして、 往昔の 神 學者は 明かに キリ ストと 敎會 との 關係を 示した ものであると 言 ひまし 

た、 然るに 近^ 批評 學の發 達に 連れまして、 昔し の 其 考へは 地にまで 毀 たれ、 此書は 今 は 全く 猶太 國 

昔時の 戀 愛文 學の ー檩 本と して 見做さる \ に 至りました、 成程、 其 文體は 芝-居の 脚本 的でありまして、 

其 中には 多くの 脂粉 を 薫らす やうな 文字が あります、 「汝の 香 膏の馨 は 一 切の 香 物よりも すぐれたり、 

Bi! 教 の 真 ほ  一 一二 九 
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新婦よ 汝の霄 は 蜜 を 滴らす、 汝の 舌の 底に は 蜜と 乳と あり」 (四 章 十， 十一 節)、 其 他、 靑年 男女の 前に 

は聲を 高う して 讀むを 揮 かる やうな 文字 も くはありません、 故に 雅歌 を 猶太 人の 戀 愛文 學と 見做す 

の は 決して 無理ではありません、 是れは 確かに 戀 愛文 學 であります、 然しながら 問題 は. k 何なる 戀愛 

文學 である 乎、 夫れ であります、 雅歌 は 果して 青年 男女の 痴情 を 述べた るに 過ぎない 情 詩で ある 乎、 

それ 共 聖書の 中に 牧 めら れて ある 以上 は 或る 特種の 主義と 教訓と を傳 ふる 書で ある 乎、 是れが 研究の 

要點 であります。 

誰が 懦夫ソ a モ ン の 娃話を 聞かん と 欲します 乎、 誰が 聚 書に 於て 伊太利の 戀 愛文 學 者ボッ 力 チォの 

「デ カメ  ロン」 に 類す る 痴話 艷聞 を； ：1 まんと 欲します る 乎、 若し 雅歌 は 神 を 離れ 異邦の 酒色に 溺れし 

ソ ロモン 王の 情話であります ならば、 是れは 直に 聖書の 中より 刪 除 せらるべき ものであります、 然し 

ながら 其 今日まで 聖書の 中に 留置 かれし を 見 ますれば、 其 中に 何に か 聖書の 價 値に 應 ふたものが なけ 

れば なりません。 

-爾 うして 私 は 其 中に 明かに 聖書 的の 所が あると 思 ひます、 爾 うして 其 事 を 私に 知らして 吳れた 者 は 

獨逸國 の 聖書 學者、 F、 デリッチであります、 彼の 見る 所に 由り ますれば 雅歌 は 確かに 基督 信徒の 赏 

驗の 一面 を 示す ものであるとの ことであります、 雅歌の 戯曲 中の 人物と も稱 すべき 者 は 重 もに 三人で 

あります、 其 女 主人公 はシ ユラ ミの婦 (六 章 十三 節) でありまして、 彼女 を 戀ひ慕 ひし 者に 大王 ソ ロモ 

ん いひな づけ  ひ つじ かひ 

ンと、 彼女の 眞 正の 聘定の 夫なる 牧羊者との 二人が ありました、 爾 うして 一方より は 大王 は權 威と 富 

貴と を 以て 彼女の 心 を 奪 はんと 致しました けれども、 彼女の 心 は く 貧に して 淸き 彼女の 「愛する 者」 

を 慕 ひて 止みませんでした、 一 方より は 彼女 を 誘 ふ 者 は 一一 =11 ひました、 


視ょ、 こ は ソロモンの 乘舆 にして、 男士 六十 人 その^ 園に あり、 イスラエルの？ 士 なり、 ^な 刀 

V.  た ゝ.？ -ひ  お の/, い まし 力 

劍を 執り、 戰鬪を 善くす、 各人 腰に 刀 劍を蒂 びて 夜の 警誡 に備 ふ、 ソロモン 王 レバノン の 木 を も 

二し  ；：-らさ5 

て 己の ために 舆を つくれり， その 柱 は 白銀、 その 欄. 杆は 黄金、 その 座 は 紫色に て 作り、 その. 3： 部 

に は イスラ H ルの 女子 等が 愛 を 以て 繍 ひたる 物 を 張りつ く、 、ン オンの 女子 等よ、 出で 來 りて ソ n 

モ ン王 を：！ 3- よ 0ー 一章 七 節、 W 下〕。 

此聲を 開いて シ ユラ ミの 婦の處 女心 は 動きました、 靳 かる 大王の 妃 接の 一 人と ならん こと は 彼女の 15^ 

き 女心に 訴 へて 時に 或 ひ は强く 彼女の 心 を 動かした ので ありまし たらう、 然しながら 大王の 誘惑 は 彼 

女の JiEf 節 を 曲ぐ るに 足りませんでした、 彼女 は 心 を 取りな ほして 己の 心に 答へ て 言 ひました * 

我 は 我が 愛する 者に 就き、 彼 は 我 を 戀ひ慕 ふ、 我が 愛する 者よ、 我等 田舍 にく だり、 村里に iJS ら 

つと  も ざ  つ Vi* み  f  ,、 ろ 

ん、 我等 夙に 與 きて、 葡萄 や 芽し、、 苦 や 出で し、 柘 I™ の 花や ゆ、 きし、 いざ 葡萄園に 行きて 見ん、 

彼 所に て 我れ 我が 愛 を 汝に與 へ ん (七 章 十 節 以下〕。 

シ ュ ラ ミの婦 は 玉 殿に 綺羅 を 装 ふ 大王よりも 百合 花の 中に て その 群 を牧ふ (二 章 十六 節〕 彼女の 愛する 

者 を 慕 ひました、 彼女 は 誘惑に 勝ちました、 ラルサ レムの 都 城に 連れ 行かれて 大王の 側に 侍らん より 

は、 田舍に 下り、 衬 里に， おりて、 彼女の 夫と 共に 淸き 自由の 天然 を樂 まんと 決心し ました。 

こ ひび i 

然 かし此 誘惑の 中に 苦しみし 彼女 は 未だ 旌に 彼女の 戀 夫の 側に 行く こと は出來 ませんで した、 彼 は 

た 度び/ \ 彼女 を 見舞 ひ、 彼女の 心の 變ら ざる を 喜び、 彼女 を 慰め： d っ勵 ましました 後 は 亦、 彼の 

姿を隱 しました、 

r シ ユラ ミの婦 は 曰 ふ) 我 は 腿り たれ ども 我が 心 は 醒め 居たり、 時に 我が 愛する 者の 聲 あり、 卽 

ffi  S のお SS  三 二 一 
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ち 門 を 叩きて 曰 ふ 云々  我が 愛する 者戶の 穴より 手 を さし 入れし かば 我が 心、 彼のた めに 動 

きたり、 やがて 起？： て 我が 愛する 者の ために 開かん とせし とき 沒藥 我が 手より、 沒藥の 汁 我が 指 

より 流れて 關 木の 杷 柄の 上に した、 れり、 我れ 我が 愛する 者の ために 開きし に 我が 愛する 者 は 匕 

に 退き 去りぬ、 前 きに その 語 ひしと き は 我が 心騷 ぎたり、 我、 彼 を 尋ね たれ ども 遇 はす、 呼びた 

れ ども 答應 なか りき、： 五 草 二 節 以下〕。 

是れは 確か に祌を 信じ 靈魂 の 夫なる キリスト を絲^ 慕 ふ 者の 此 世に 於け る 實験を 語 つた もので ありま 

す、 我 倚 を 誘 ふに 世の 富者と 權者 とがあります、 彼等 は 神が 我 倚に 賜 ひし 天才と K5 心と を 奪 ひ 去って 

之 を 彼等の ために 使用 せんと 欲します、 彼等 は 或 ひ は 威嚇し 或 ひ は 誘 ひます、 雨う して 或 時 は 我 倚の 

心 も 動きます、 我 儕も勳 章を帶 びんとの sli! み を 起します、 位階に 誇らん との 愁を醺 します、 我 儕、 時 

に 思 ひます、 我 儕何ぞ 祌と此 # とに 併せ 事へ 得ざる の理 あらん やと、 然しながら、 我 倚に して 若し 自 

己に 忠實 ならば， 我 倚は斯 かる 誘惑の 中に も 天に 我 倚の 眞 正の 王、 眞 正の 夫の 在る こと を 忘れません、 

共 時には 我 儕もシ ユラ ミの婦 の 如く、 ソロモンの 则に 侍らん とする より は m 舍に 下り、 村里に 宿り、 

我等の 愛する 者なる 百合 花の 屮に 群を牧 ふ、 靈 魂の 牧者の 下に 走らん と 致します る、 爾 うして 此心を 

起します る 時には キリスト は 來り給 ひて 我 倚の 心の 門 を 叩き、 「善き 忠實 なる 僕よ」 との 聲を 以て 我 

擠を 慰め 且つ 勵 まし 給 ひます、 然 かし 彼 は 今 はま だ 永久に 我 倚と 共に 止まり 給 ひません、 彼 は 我 倚 を 

慰め 給 ひました 伎 は 亦た 退きて 其の 姿 を 隱し給 ひます、 其の 時 我、 彼を尋 ぬれ ども 遇 はず、 呼べ ども 

答 應へ給 ひません (五 章 六 節〕、 卽ち 我等 基 信者に 取りて は此世 は、 試鍊、 誘惑、 待^の 世で ありま 

す、 我 倚 は 此^に 在らん 限り は 誘 はれます、 然しながら 誘 はれ たれば とて 我 择の愛 心 を キリスト 以外 


の 者に 與 へて はなり ません、 我 倚 は 宜しく 終りまで 堪え忍び 終りまで 我 倚の 靈 魂の 正常なる 夫に、 我 

儕の 誠忠 を 表 はすべき であります、 左 すれば 彼 は、 時々^ 獨の 中に 彼の 聖靈を 以て 我 倚 を 見舞 ひ、 我 

儕に カ附 け、 我 倚に 彼の 笑 面 を 示し 給 ひまして、 終に 我 倚 を 其 永久の 住.： k ぶに 伴 ひ 給 ひます。 

雅欲を 斯う 見て 御覽 なさい、 是 れは懦 なる 書で ある 所ではない、 最も fS? 壯 なる 書と なります、 是 

れは 信仰的 戰鬪 の狀を 書いた 書であります、 「終まで 忍ぶ 者 は 救 はるべし」 との 訓誡 を 情 詩的に 述べ 

たもので あります、 故に 其文體 こそ 全く 異なれ、 是れは 其 著述. の 主眼に 至て はョ ハネの 默示錄 と 多く 

異なった ものではありません、 雅歌 は 確かに 聖書 屮に 存在す る 値價を 有った ものであります、 私は此 

書が 聖書の 中より 取り除かる、 こと を 決して 望みません。 

今玆で 聖書の 其 他の 書に 就て 私の 此 主張 を 辯 明す る こと は 到底 出来ません、 然したがら キリスト を 

聖書 何れの 所に 於ても 發 見して、 始めて 其 意味が 活 きて 來る こと は 明瞭なる 事實 であります、 古い 書 

ではあります が、 Fairbail.n*s  Typology  (フ -ャ ベ，" ン氏著 表示 論) とい ふ 本が あります、 是れは 

モ ー ゼ律、 殊に 其 祭式に 顯れ たる、 キリストの 精神と 事業と を發 見せん と 試みた る 者でありまして、 

實に與 味 ある、 有益 なる 書であります、 是れは 今日と 雖も W 讀しー ニ讀す る の 慎敏ぁ る 者で あると 思 ひ 

ます、 創世記、 出 埃 及 記、 利 未 記、 民 數紀略 等に 於て まで 我 儕の 心に 宿り 給 ふ 我 倚の 主ィ H スキ リス 

トの" 面影 を發 見す るに 至て、 此 等の 書が 古い 死んだ る 書で なくして，、 今日の 活 きたる 書と 成る ので あ 

ります、 聖書 研究の 快 樂は玆 に 在る のであります、 聖書 研究が 古物 調査 叉 は 古書 探究で はなく して、 

活 きたる 生命の 探究で あるの は、 聖書 到る 處に活 きたる キリス ト の靈が 充ち滿 ちて 居る からで ありま 

す。 

m 書 の お お  1  一一 二 三 


聖 »: に國 する „s 究  三 二 ほ 

聖書 を 一 書と して a る こと は {.H 由 を 一 物と して 見る ことの 如く 必要であります、 宇宙に 大 砂漠が あ 

り、 大 氷山が あり たれば とて、 それで 宇宙に 缺點が あると は 言へ ません、 否な、 宇宙の 美 は 却て 其缺 

點と見 ゆるが 如き 所に 存 して 居る のであります、 松 島 も 美しく あります、 耶馬溪 も 美しく あります、 

然 かし、 宇宙 全 體は松 島、 耶馬溪 より 更らに 數暦倍 美しく あります、 其 やうに 馬 太傳も 美しく ありま 

す、 約 翰 傅 も 美しく あります、 約 百 記、 詩篇 も實に 美しく あります るが、 然 かし 聖書 全 體は約 翰俾、 

約 百 記よりも 遙 かに 美しく あります、 聖書 全體に 於て キリストの 美 を 窺 ふまで は 彼の 美 を 知り 得た と 

は 言へ ません、 福音書 は 實は四 福 昔 書で はなく して、 聖書に は 六十 六の 幅 昔 書が あります、 否な、 面 

うではありません 聖書 六十 六書が 一 大幅 音 書でありまして、 之れ に 由ての み^ 供 は 最も 明かに キリス 

トを曉 る ことが 出來 るので あります、 ョ ハネは 其 福 昔 書の 終りに 附記して 言 ひました、 イエスの 爲し 

事は此 等の 外に 尙ほ許 多 ぁリ、 若し これ を 一々 記しな ば 其 書 この 世に 載盡す こと 能 はじと 意 ふ 也、 と、 

ィ H ス に關 する 事 は 勿論. 約 翰 傅 一 卷で 言ひ盡 される ものではありません、 世の 始ょリ 殺され 給 ひし盖 

(默 示錄 十三 章 八 節〕 の 跡-は-ノー を 記す に特训 の^ 界歷史 を 要します、 雨う して 聖書 は舊新 六十 六 卷を通 

して、 キリス ト を^に 顯 はさんた めに 書かれた る 骨 界歷史 であります。 


聖書の 中心に 就 て 

U マ 書 三章廿 一節 下。 ヨハネ 傳五章 三 九 節。 

物 は 其 中心が 解らなければ 解らない 0 中心 を 離れて 見れば 物 は 曲って える。 物 を 其 完全なる 調和. 

に 於て 見ん と 欲すれば、 自分 を 其 屮心點 に 澄いて 見ねば ならぬ。 

聖書 六十 六 卷はー つの 完備せ る 書で ある。 之 を 一 つの オルガー 一 ズム卽 ち 有機 體 として 見る ことが 出 

來る。 そして 或 人が 曰へ るが 如くに 「オルガ 1 一 ズムと は 其 各部が 同時に 目的たり 乎 段たり 得る 者で あ 

る」。 其 最善の 例が 人體 である、 其 乎な り 眼な りが 同時に 目的たり 乎 段たり 得る ものである。 脱の た 

めの 體 なりと も 云 ふ 事が 出來 る、 叉 體の爲 の 眼な りと も 云 ふ 事が 3^ 來る。 何れも 虞理 である。 故に 人 

體は 完全なる オルガ -ー ズム である。 聖書 も亦然 りで ある。 其 各部が 同時に 目的たり 手段たり 得る ので 

ある" 試に 舊 約の 利 未 記 を 取って 云 はん 乎。 利 未 記 を 解す る爲の 聖書で あると 云 ふ iss- が出來 る、 卽ち 

聖書の 中心 は 利 未 記に 在り て 、 聖書 全 體は利 未 記を以 つて 解釋す ベ き 書で あると 云 ふて 云 へ ぬ こ と は 

ない。 同じ様に 聖書の 中心 を 新約の ピ レ モ ン 書に 定 むる 事が 出来る。 叉 多数の 人が 爲 すが 如くに ョ ハ 

ネ默 示錄を 中心と なして 之 を 鍵と なして 全 聖書 を解釋 する 事が 出来る。 是れ卽 ち 聖書が オルガ 二 ズム 

である 所以で ある。 有機 體卽ち 組綠的 一 完全 體 にあら ざれば 斯 かる 事 を 爲す事 は 來 ない リ 

聖書の 中心に て  一一； 一一」 


ej 書に s する s 究  三 二 六 

然れ ども 舊 約の 一 書 或は 一 部 を 中心として 聖書 を 見て 其 見解 は 不完全 ならざる を 得ない。 基督 敎の. 

根本 はモ ー セの 十誡に 在りと し、 或は 更らに 其 第 四條に 在りと し、 安息日 を 正しく 守る と 守らざる と- 

に 由て 萬 事 はー變 すと 見て 見えない 事 はない。  或は 又、  キリスト 再臨が 基督 敎の屮 心であって *  臨 

を 見 違へ て 聖書 も 基督 敎も 全部 解ら すと 唱 へて 唱 へられない 事 はない。 然し 乍ら 以上 孰れ も 聖 一書 の m 

見で ある 事 は 千 九 百年 問の 基督 信者 通有の 實驗 に照らして 見て 判明る。 モ ー セの十 誠 は 大切で ある、 

再臨 も 亦 大切で ある、 然し 之 を 中心と 見て 聖書の 曲解 は 免 かれない。 

中心 は 中心であって 創始で ない 叉 終末で ない。 創始と 終末の 問に 位ゐ して、 創始の 盡 きる 所、 終末 

の 始まる 所で あらねば ならぬ。 卽ち 一 國 を兩斷 する 分水嶺の 如き 者であって、 其 上に 立ちて 全 圃を見 

渡し 得る 所で あらねば ならぬ。 そして聖誓に在りては斯かる巾心點-：^キリストの十字架に於て在る事 

は 3： 人 も 否定す る 事 は 出来ない と 思 ふ。 若し 之 を 章節に 於て 求む るなら ば、 羅馬書 三章廿 一 節以 F が 

之に 當 るので はない 乎と 思 ふ。 或は 亦ョ ハ ネ傅三 章 十六 節 を 中心 節と 見做す 事が 屮 Z 來る だら うと 思 ふ。. 

然し 乍ら 文字 上の 中心 點は之 を 何れに おむ る も 大差な し。 定 むべき は要點 である。 そして 聖書の 要點 

は キリストの 十字架に 在る と 云 ひて 正鵠 を 失 はない と 信す る。 

試みに 中心 點をロ マ 書三窣 二  一— 二 五節と 假定 し、 後を頓 み、 前 を 望みて、 玆に 前後の 完全なる 聯 

絡と 調和と を 見る。 玆に舊 約 は 成就 せられて 新約の 基礎の 据えられし を 見る〕 兹に 詩篇 八十 五 篇十節 

に 所謂る 

憐愍と 11M 實 と共に 合 ひ、 義と 平和と 互に 接吻せ り 

との 理想の 實現 する を 見る。 言を替 へて 云へば、 キリストの 十字架に 於て 義と 愛と がー 致した ので あ 


る。 身を十字架の下に置ぃて人は1^^に13して嚴ならす>  亦 愛に 過ぎて 柔 ならす、 義と 愛と 善く 調和し 

て、 堅き 愛と 溫き義 と を 保持す る 事が 出来る。 キリストの 十字架 は 罪の 赦し の保證 であると 同時に 恩 

惠の 泉の 約 である。 此 所に 審1: は 終って 救 扬が始 つた。 カル バリの 丘の 慰に 立ちて 後 を 顧みれば" 

遙 かに 遠き 創 成の 昔に、 人類の 祖先が 初めて 罪 を 犯して、 咒詛を 其 子孫に 招きし と 云 ふ 其 悔恨の 黑き 

雲の 全く 拭 ひ 去られし を见 ると 同時に、 前 を 望めば、 パ トモ スの嶋 に 新約の 預言者が 示されし と 云 ふ 

新ら しき H ルサ レムの 備へ整 ひ、 神の 所 を 出て 天より 降る を 見る。 十字架の 下に 立ちて 讀 みて モ— セ 

の 十誡 は 之 を M 上の； 大の屮 心に 於て 認め？ 付す と雖 も、 東天 高く 舊 約の 中樞 として 大光を 放つ を兒 る。 

亦 同じ 立場に 立ちて ョ ハネの 默示錄 を讀む 時に、 此は單 に 火と 硫黄と 雷と 地震との 書に 非す して、 

「世の 始めより 殺され 給 ひし 小羊」 が、 其賵 ひの 血を以 つて 萬 物 を 新たに し、 「目の 淚を 悉く 拭 ひ 取 

り 復た死 あらす 哀み哭 き 痛み 有る ことなし」 と 云 ふ 理想の 天地 を實 現し 給 ふ、 其 約束の 書なる を 知る。 

世界の 中心 は ユダヤで あり、 ユダヤの 中心 は エルサレムであって、 其 郊外に 立ら れし 十字架が 聖書の 

中心、 叉 歷史の 中心で あると 解して 架 書 も ：大 然も 完全 に 解釋が 出来る と 思 ふ。 

更らに 進んで 言 はんと 欲す 「聖書の 中心 は 聖書 を 離れて あり」 と。 それ は 活ける キリスト である。 

聖書 は 彼 を 識る爲 の 書で ある。 ョ ハネ俾 五 章 三 九 節に 言へ るが 如し。 如何に 博き 叉 深き 研究と 雖も、 

活ける キリスト を 握らす して 研究 は徒勞 である。 人 は 聖書に 由ら す、 その 傳 ふる 活ける キリス 卜に 由 
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て 救 はる。 我等 は 聖書 を携へ て^を 去らす、 活ける キリストに 導かれて 死の 河 を 渡り、 天父の 御闽へ 

OOOO0OC0OO0C- 

と 行かん と 欲する の である。 

聖書の 中心に 就て  一 ニニ 七 


聖 a に 問す 5s: 究  1 一三 < 

三 條の金 線 

(聖書 の 特質) 

三 條の金 の 線が 聖書 を 其 始めより 終り ま で 貫いて 居ります、 それ は 信と 望と 愛と で あります、 此三 

條の 線に 由て 奮 約 三十 九卷と 新約 一 一十 七 卷とは 一 つに 繁 がれて 居る のであります。 

之 を 極く 簡潔に 述べた ものが コ リン ト 前書 十三 章の 十三 節であります、 それ 信仰と 望と 愛と 此 三つ 

の 者 は 常に 在るな りと 書いて あります、 之を稱 して 茶 督敎の 三 德と屮 します、 此 三つの 者 は 美 德の婶 

妹でありまして 其 孰れが 他に 優れて 鼓 も 魔 はしい 乎 は 誰に も 見 分く る こと は屮： 來 ません。 

然し 三 沛妹を 一 所に 述べた もの は 聖書の 此 一 節に 限りません、 斯く明 ， 3 に は 述べ て 居りませんでも、 

g め 書の ぎ處を 開いて 見ましても 此 三人の 美 はしき 姉妹の 面影 を 留めて 居らない 所はありません、 試に 

コ 口 サイ 書 一 章 三 節 以下 を 少し 讀ん で御覽 なさい、 

我 儕、 爾曹が キリス トイ H ス を；^ する 事と 諸ての 聖徒 を 愛する 事と を 聞て 爾曹 のために 祈る 時… 

… … 雨 が斯く 聖徒 を f す る は爾曹 のために 天に 蓄へ ある 所の もの、 卽ち曩 に 福 昔 の眞理 の • 道 の 

屮 にて 閱 きし 所の もの を むが 故たり、 

信 は を 生み、 は 愛 を 生す と は此數 節に 於て 示された る 信仰的 生涯の 順序であります、 叉テモ テ後 


書 牽七節 を 以て 始まる 有名なる パ ゥ n 最後の 言辭 を讀ん で御覽 なさい、 

我れ 旣に 善き 戰を戰 ひ、  旣に 信仰の 道 を 守れり、 今より 後 義の冕 我が 爲に備 へ あり  

獨 我れ に予 ふるのみ ならす 凡て 彼の 顯 著 を 慕 ふ 者に も予 ふべ しり 

此 場合に 於て は 望 は 「義 の晃」 を 以て 代表され、 愛 は 慕 ふなる 言辭の 中に 含まれて- i5 ます (英譯 g め， 書 

にて は ； Love なる 文字が 使 はれて 居ます )o 

斯の やうに 書 何處に 到る も 我々 は ：i^、 望、 愛の 三 姉妹に 出會 ひます、 聖書 は 彼女 等が 1- 息て-店る 

家屋と 稱ふ て も 可い 程 であり ま し て 、 彼女 等が 其 溫雅を 加 へ す、 優美 を 供 へない 所 は iA. 書で ない と 云 

ふても 可から うと 忍 ひます。 

今少しく 聖書 全體 に 涉り て 彼女 等 の 跡 を 究め ませ う。 

創世記の 始めに ある アダムと H パ の 話 は 其の 歷史 的なる か 想像 的た る 乎 は 全く^ 問题と 致しまして、 

之 は 確かに 信仰 試練の 話で ありし 事 丈け は 明かであります、 蛇が 婦に 向て 「. 汝此樹 の Hi^ 實を食 ふも必 

す 死ぬ る 事 あら じ」 と  一一 一一 G ひました の は 確に 彼女の 信仰 を 試みた のであります、 今日の 多くの 批； t 家 は 

聖書 の 人類 落 に關 する 此 記事 を； t して、 是れ祌 たる 者の 決して 爲す ベ からざる 事で あると 巾し ます、 

何故と なれば、 人類の 始祖が 神の 禁じた 樹の raK 實を食 ふた 位 ひの i; のために- 其 子孫 代々 まで を樂園 

遂 放の 罰に 處 したの は實に 苛酷 極まる 刑罰であって、 斯 かる 线忍 無慈悲の 神 は 到底 我等の 戴く ことの 

出來る 神で はない と 云 ひます、 然しながら 是れ 始祖 等が 犯した る の 種類 を 能く 了解 しないより 起る 

神に 對 しての 不平であります、 アダム ，こ H バ と は 自己の 智慧に 賴 つて 神の 言 を 信じなかった ので あり 

ます、 雨う して 其 不信の 結 菜が 樂園逐 放と なった のであります、 事 は^だ 小で ありました、 然し 其 小 
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事の 背後に は m 犬なる 罪の 源 因が 港んで 居りました、 卽ち 彼等 は 神の 命に 背いて 祌を疑 ひ、 祌を 離れ 

たのであります、 爾 うして 人生の 諸ての 悲痛なる もの は 皆た 人が 神より 離れし より 來た ものである こ. 

と は 充分に 證明 する ことの 出来る ことであります。 

信が 人の 心より 失せて 彼等 は樂鬨 より 遂ひ拂 はれました、 然し 信の 去りし 後に 愛と 望と は 人り 來り 

ました、 人類 は 未だ 全く 失び If- すべきではありません、 護 創の 祌は亦 恩惠の 神であります、 祌は 人類 を - 

罰し 給 ふと 同時に 救 濟の途 を 約束し 給 ひました、 

けもの 

H ホバ 神、 蛇に 言 ひ 給 ひける は汝、 是を爲したるに因りて汝は^!s々 の家畜と野の^?^々 の獸ょりも 

勝りて 詛 はる  叉 我 汝と婦 の 問、 及び 汝の 苗裔と 婦の 苗裔の 問に 怨恨 を 置かん、 彼 は 汝の頭 

を 碎き汝 は 彼の 踵を碎 かん (創^記 三の 十四、 十五」、 

くびす 

玆に 確かに 新たら しき 希望 は 人類に 供 へられました、 蛇の 踵が 碎 かる \ 時の 到來が 約束され ました、 

樂園は 永久に 人類に 對 して 其 門 戶を閉 す ものではありません、 信の 去りし 後に、 愛に 由て 送られし §W 

が 入り 来りまして、 玆 に失樂 園の 活劇が 段落 を 終へ ました。 

次に 亦 アブラハムに 關 する 記事に 就て 稽 へて 御 覽な さい、 是れ叉 徹頭徹尾、 信、 &^1、 愛の 生涯に 就 

ての 記事であります、 信 は 彼が 神の 約束 を 信じ、 奮て 彼の 故鄕を 去り、 子な くして 天下に 流浪す る も 

曾て 一 1： の 神の 約束に 就て 疑義 を 懐きし 事の ない のに 於て 顯 はれて 居ます、 望 は 彼が 家な き 時に 國土 

の 彼に 與 へ ら れんこと を^み、 子な き 時に 濱の露 砂に も 勝る ほどの 子孫の 彼の 腰より 出ん こと を 望み 

し 事に 於て 顯 はれて 居ります、 勿論 舊約 時代の 彼の ことで ありま すれば、 新約聖書に 於て 示されて あ 

る やうな 愛 は 左程 明白に 彼に 於て 顯 はれて 居りません、 然しながら 神の愛 は 彼の 全生涯に 於て 顯 はれ、 


是れは 彼 自身の 定めた 生涯で はなく して、 神に 由て 企てられ、 神に 由て 行 はれた 生涯で ありました、 

叉 彼が 全く 平和 を 好む 人で あり、 其 庶子 イシ マ H ルに對 して 涙^く、 其 嗣子 イサクに 對 して 柔和な り 

しこと は 後世の 人 をして ァ ブラ ハ ムを 「信仰の 父」 と稱 ばし めしの みならす、 亦 彼に 於て 父なる 神の 

代表者 を 認めし めました、 信仰 堅く、 希び ポに充 ち、 慈愛に 富みし 人と は 神の 義人 アブ ラ ハ ム の 事で あ 

りました、 信、 0. 愛、 を 鍵と する にあら ざれば アブラハムの 生涯 を 解く こと は 到底 出來 ません。 

然し 前に も 述べました 通り 舊約 聖書 は 信の 特刖の 領分であります * 信の 一事 を敎へ 込まれん が爲に 

撰 民 二 千年 問の 歷史が 演ぜられた のであります、 ュダ 人の 英雄と は な 信仰的の 英雄で ありました、 

劍を 以て 强き 者で はなく、 智を 以て 優れた 者で もな く、 信仰に 於て 强ぃ 者が 舊約 時代の 英雄で ありま 

した、 ヨシ ユアで あると か、 サム ソンで あると か、 H フテ であると か、 ギ デオンで あると か 云 ふ 人 は- 

レオー 一 ダスで あると か、 H パミ ノン ダスで あると か 云 ふ 人と は 全く^ 種の 英雄でありまして、 彼等の 

英雄た る は單に 彼等が 神 を 信じた からであります、 ヨシ ユアが エリコ の 城巿を 略取した の は 兵力に 依 

て はなく して 信仰に 依て^ あります、 サム ソン は 通常 は 極く 無 I 飒地 のない 男で ありまし たが、 彼の 

頭の 毛が 生える と 同時に 彼の 信仰が 彼に 還り 来りました 時には 彼 は 非常の 怪力 を 出す に 至りました、 

ギ デオン は 神 を 信す る 僅かの 兵 を 以て ミデ アン 人の 大軍を 破りました、 約 書； Si 記、 士師記 等に 書い て 

ある ュダ 人の 英雄 は 一 人 も 殘らす 總て此 種の 英雄で ありました. 此 一 事 を 心に 留めないで 聖書の 此部 

分 は 少しも 解りません。 

今 若し 聖書が ドレ 程までに 信仰に 重き を 置く 乎 を 知ら ふと 欲 へば ャ コ ブと ダビデとの 生涯 を 研究し 

て 見る に 若く はありません、 先づ ヤコ ブの 事から 申しますならば、 彼が 何故に 神の 特训の 恩 惠に與 か 
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つた か、 それ を 知る の は 普通の 眼識 を 以てして は 頗る 困難であります、 彼に 勇氣の あるで なく、 叉； t 

十の 情 性と して 今日 世に 贵 ばる 、正直 e; 率なる 所 も 彼に はありませんでした、 彼 は 一 度び は 彼の 兄ェ 

サゥを 欺いて 其 相 績權を 奪 ひました、 彼 は 叉 奸策を 施して、 彼の 叔父 を默 り、 其 羊を竊 取し ました， 

彼 は 婦人に 對 する 情に 於て 脆く して、 困難に 際して は 至て 臆病で ありました、 私共 は 聖書に 記された 

る 彼に 關 する 記事 を 讀んで 其 中に 一 つと して 彼を頌 讚す るに 足る の 事跡 を發 見す る ことが 出来ません、 

雨う して 彼と 相對 して 彼に 欺かれし 彼の 兄 H サゥを 見ます るに 彼 は 至て 正直者でありまして、 不覊獨 

立の 性に 富み、 獨り自 から 產を 作して 至て 潔白なる 生涯 を 送った 者であります、 然るに 聖書 は此 二人 

の 兄弟に 就て 3： んと 言って 居ります か、 「我 (祌) はャ コブを 愛し、 H サ ゥを惡 めり」 と 書いて あり 

ます (。マ 書 九の 十三)、 是は 抑々 如何い ふ 理由であります か、 ヤコ ブに 何の 擇ぶ 所があって 祌は彼 を 

愛し 給 ひました か、 H サゥに 何の 排 すべき 所があって 祌は彼 を 惡み給 ひました 乎、 是れ 普通の 倫理 學 

から しま すれば 之 を 解す るに 甚だ 困難なる 問題であります、 然しながら 聖書 は 繰返して 巾し ます、 

神の 約束 は ヤコ ブに 降て H サゥに は 降らなかった と、 神の 擇民 と稱 ばれし ュグ 民族 は此 臆病 漢、 此詐 

欺師、 此 * 弱漢の 子孫で ありました、 雨う して 萬 の 救 主なる ィ H スは 終に 彼の 家に 生れました、 ャ 

コブは 何が 故に 靳 くも 神に 愛せられました か。 

此問 ひに 對 して 聖書が 答 ふる 所 は 唯一 つであります、 卽ち 彼に 凡ての 缺點、 凡ての 失 耽、 凡ての 汚. 

點 ありし にも 關 はらす、 ヤコ ブは祌 を 追 ひ 求め、 神に 縱 らんと し、 祌を 信ぜん としたとの 事で ありま 

す * 實に ヤコ ブの 信仰 は 彼の 多くの g§ を掩 ひました、 彼 は實に 信仰に 由て 義と せられた 者で ありまし 

て、 信仰な くして は 彼 は 何の 取り所 もない 人 問で ありました、 彼 は卽ち 詩人が 敬 ひし 「その 衍 I を赦さ 


れ、 その 罪 を掩 はれし 者 は 福 ひな. K 詩篇 三十 二の 一〕 る 者で ありました、 爾 うして 彼に 神に 依り むの 

心が ありました 故に 彼は此 福祉に 與 かった のであります。 ， 

之に 反して H サゥは 世の 所謂る 義人で ありました、 卽ち 自己 を雜 とする 者で ありました、 彼 は自か 

ら 心に 一 點の 疚しき 所な しと 云 ひて 誇り、 神に 依り 賴 ますと も自 から 義人たり 得べ しと 信じました、 

故に 彼の 行爲に 於て は 大いに 稱 讚すべき 所が ありました、 然しながら 彼 は 其 心の奥" おに 於て 高慢の 人 

でありました、 爾 うして 何よりも 謙りた る碎 けたる 心 を 愛し 給 ふ 神 は 「義人」 H サゥ よりも 1^ 人 ヤコ 

ブを 愛し 給 ひました、 H サゥは 卽ち斯 世の 義人でありまして、 ヤコ ブは 神の 義人で ありました、 卽ち 

神に 由て 義 とせられた 義人で ありました。 

仰 の 特功 を： 史らに 著しく 顯 はし て 居る もの はグビ デ の 生涯であります、 若し^に 瑕瑾の 多い 生涯 

が あると 致し ますれば- それ は此 ダビデの 生涯であります、 俗語 を 以て 巾し ますれば 彼の 生涯 は 失錯 

だらけの 生涯で ありました、 彼 は ナバルなる 者 を 威嚇し、 己に 多くの 物 を 貢がし め、 つ 其 死せ る 後 

に は 其 妻 アビ ガル を^て 己の 妻と なしました、 殊に 彼が へ テ人 ゥリャ になした る 靠 は： 大人共に 赦 すべ 

からざる ものでありまして、 共 妻を遂 し、 罪 惡の露 顯を怕 れて其 夫 を 殺せし との 一事に 至て は 縱令事 

の 未 11 時代に 屬 すると は 云へ、 到底 容赦す る ことの 出来ない 大罪 惡 であります、 單に 彼の 行爲 より 評 

しま すれば 彼 は 東方の 一 暴 主たるに 過ぎませんでした。 

然るに 書は此 娃 せし 者、 人 を 殺せし 者、 信 を 破りし 者に 就て ：！： んと言 ひて； is ります か、 「我が 

(祌 の) 心に 合 ふ 牧者」、 「ダビ. デに 約せ し變ら ざる 惠」、 「彼 (ィ H ス) は 肉體に 由れば ダビデの 

裔 より 生 れ」、 其 他 if 誓はダ ビ ヂ に 關す る稱讚 の 辭 に 充ち滿 ち て 居ります、 是は 抑々 何の 现 由に 依る 

三 條の金 S.S  三 三 三 


に^する 究  三 三 四 

のです か、 ダビデに 何の 潔き 所、 何の 貴き 所が ありて、 彼 は ュグ國 の 理想の 王と して 仰がれ、 キリス 

ト の先驅 者と して 貴ばる、 のであります るか、 是れ 最も 解し 難い 事でありまして、 ダビ、 デの 名に 耳慣 

れた キリス ト 信者 を 除く の 外は此 王に 向て 何の 尊敬 を も 表する 者の な いのは、 尤も 干 萬の 事と m 心 はれ 

ます。 

然しながら 聖書の 標準から 5^ しま すれば、 ダビ ヂもャ コ ブと 同じ やうに 祌に 特^に 惠 まる k の 特性 

を 有った 者であります、 彼 も 亦 信仰の 人で ありました、 彼 は！^ を 犯した と 同時に 强く 1  非を悔 ひた 人で 

あります、 「我 は 我が 愆を 知る、 我が 雜は 常に 我が 前に あり」、 r 汝ヒ ソプを もて 我 を淸め 給へ、 さ 

らば 我れ 淨 まらん、 我 を 洗 ひ 給へ、 さらば 我れ 雪よりも， m かちん」、 叉 彼が 神 を 追求む る 心 は 實に切 

なる 者で ありました、 「瞎の 溪水を 慕 ひ 喘ぐ が 如く、 我が 靈魂も 汝を慕 ひ 1  ぬぐなる」、 斯くて ダビデ 

も亦ャ コ ブの 如くに 徹頭徹 信仰の 人で ありました、 彼 も亦祌 なくして は 存在す る ことの 出来ない 人 

でありました、 故に 神 は 彼の；^ 仰のた めに 彼の 愆を赦 し、 彼 を 愛して、 彼に 榮 光の 王位 を 賜 ふたので 

あります、 ダビデより 彼の 信仰 を 取 除いて 彼の 生涯 は 無意義の ものと なり、 彼 も 亦 歷史に 彼の 名を留 

むる 何の 權利を も 有たない 者と なります。 

信仰なる 者が 實に 凡ての 罪惡を 打消す ほどの 美德 なるや 否や は^ 問題と 致しまして、 聖書が 信仰に 

非常に 重き を W 組き、 之 を 以て 人生と 歷史と を解釋 せんとな しつ、 ある 事 丈け は 明かであります、 若し 

信仰 は 左程 贵 きもので はない、 循て 普通 道德 を輕ん じて 信仰に 斯 かる 東き を 置く 架 書 は 返 て 德義を 害 

する 者で あると 云 ふ 人が あります るなら ば、 それ は 夫れ まで あります、 然し^ 書 は 信仰 を德の 絶頂 

にまで 引上げて 決して 矛盾 的行爲 にや Z て は is りません、 聖書 は 一 に は 信仰の 書でありまして、 HE 仰の 


ない 者 は 聖書が 救 はんとす る 人ではありません。 

「汝の 信仰 汝を 癒せり」、 「人の 義 とせら る k は 信仰に 由り て 律法の 行に 由ら す」、 「今 われ 肉體 

に 在りて 生ける は 我 を 愛して 我が 爲に己 を 捨てし 者、 卽ち 神の 子 を 信す るに 由り て 生けるな り」、 

「神の 誠と ィ H スを 信す る 信仰 を 保つ 聖徒の 忍耐 玆に 在り」、 斯の やうに 創世記の 始めより 四 福 昔 書 

と 使徒の 書翰と を 經て默 示錄の 終りに 至る まで、 信仰の 金 線 は 全 聖書 を 一 貫し、 蜜 書の 一 主義 を 奉す 

るの 書で ある こと を 示し、 其 自家 撺 着の 書で ない 事 を證. 明して 居ります。 

八/信の 姉妹なる に 就て 言 ふ も 同じ 事が 言 はれます、 望 は 信の 缺を袖 ひ、 其 弱き を扶 け、 其 消えな 

ん とする 生命 を 引 留めて 居ます、 信が 「汝 の祌 エホバ は S き盡す 火、 嫉妬の 祌 なり」 と 云 ひま すれば、 

は 「汝の 神 エホバ は 慈悲 ある 祌 なれば 汝を棄 てす 汝を滅 さす」 と應 へます (巾 八 S 記 四 章 二 四と 三 一節)、 

ァ ブラ ハ ムは 善き 國と世 嗣とを 望みつ 、其 生： 雜を 送りました、 モ ー ゼは 乳と 蜜との 流が る. >- 善き 廣き 

地 を S ェみて 終に 之に 入る 能 はすして ョ ル ダン の 此方に 於て 失せました、 豫言者 は 皆な メ シャの 王 W を 

みながら 其榮 光に 就て 歌 ひ、 其 到來を 待ち §W みながら 之 を 見る こと 能 はすして 死にました、 使徒 は 

キリストの W 來を 期し、 ^^迪かに新たらしき マール サ レム の 備へ整 ひて 神の 所 を 出て 天より 降る を 望み 

て 之に 達し 得すして 此^ を 去りました、 聖書 は 信仰の 書で あると 同時に 亦充 たされぬ 希望の 書で あり 

ます、 「然れ ど srl^ を 見ば 亦 st^ 一な し」 でありまして、 其充 たされぬ 所が 希 Slil の 永ク、 に存 する 所で ありま 

す、 聖.. 書 に 通達して 失 の 人と 成る 害はありません、 聖書 は 無限 の 希望 を 人 に 供す る 書 であります、 

未来 を Stf; ませ、 開發 を！ I お ませ、 不死 不朽 を^ ませ、 宇帘の 改造 をば li.; ませる のが 聖書の 聖書た る 所以で 

あります、 古い 聖書が 時勢 の 進歩と 共 に 少 しも 其靑 の 新鮮なる 所 を 失 はない 理. H は 全く 之 を 始終 一 
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莨す る 其讓 きざ る 希 S 一  1; に 因る ので あると 思 ひ ます。 

聖書が 愛 の窨 である こと は 餘り に 多く 說か る、 ことで あり まする から、 私 は玆に 長く 述 ベ ません、 

正義と 云 ひ、 嚴 罰と 云 ひ、 共に 是れ 愛の 表顯 である こと は 私が 兹に云 ふまで もありません、 ffi 玆に聖 

書 を 一 貰す る 愛 は 如何なる 愛で あるか、 其 事に 就て 一 言して 置かなければ なりません。 

聖書の 示す 愛 は 世の 人の 謂 ふ 愛ではありません、 卽ち 人が 人に 對 して 有つ 愛ではありません、 叉 人 

カ神 に 對し て つ 愛 で もぁ り ま せ ん 、 聖書 の 示す 愛 は 神 が 人に 向って 有ち 給 ふ 愛であります、 Eli- れが 

欺-書 の 記す 愛が 他 の 愛と 全く 異なる 點 であり ます。  . 

H ホ ハー 一目 ひ 給 はく …… 我は惠 まんと 欲する 者を惠 み、 憐 まんと 欲する 者を憐 むな りと (出 埃 及 記 三 

三 の 一 九)。 

H ホバの 汝等を 愛し、 汝等を 擇び給 ひし は汝 等が 萬づの 民よりも 數多 かりし に 因る に 非. や、 …… 

但 H ホバ汝 等 を 愛する に 因り …… 强き手 を もて 汝等を 導き出し- 汝等を 其奴 隸 たりし 家より 履 ひ 

出し 給へ り (申命記 七の 七、 八 0 

我 简祌を 愛する は 彼 先 づ我倚 を 愛する に 因れり c 約 翰 第一 書 四の 一 九〕。 

共 他愛に 關 する 聖書の 記 I* は數 限りはありません、 只 其 愛た る 今日の 世人の 稱 する ヒ ュ ー マ-一 タ リア 

ン的 でない 事、 其 全然 祌來の 愛でありまして、 4- は 神より 進んで 我 倚に 與へ給 ふに あら ざれば、 我 倚 

より 望んでも 努めても 得る ことの 出來 たい 愛で ある 事 丈け は 最も 明かであります、 

キリスト は 我 倚の 尙ほ 人た る 時 我 儕の ために 死た ま へ り、 祌は 之に よりて 其 愛を彰 はし 給 ふ 

(n マ 書 五の 八 y 


是れ が 聖書 の 彰 はす 愛 でありまして、 此 愛の 彰 はれて 居る 所に 私共 は必す 聖書の 眞 理が彰 はれて 居る 

の を 知る のであります、 豫定の 敎義と 云へば 甚だ 六ケ 敷い 事の やうに 見えます が、 然し 是れは 祌の自 

由なる 愛の 適用に しか 過ぎません、 聖書の 示す 愛の 何たる 乎 を 知て 豫定說 は 避くべからざる 給 論で あ 

り. 1^ 

斯くて 聖書 は^の 倫现學 者の 目から 視た 時には 甚だ 奇態なる 書であります、 是れは 諸々 の德の 上に 

信仰 を稱揚 し、 現在に 眼 を 留めし めすして、 之 を 遠き 未来の 上に 注がし め、 而 かして 愛を說 くに 至て 

も 人の 愛を說 かすして 神の愛 を說 きます、 世の 人が 耍 書に 就て 躓く の は 決して 無现 ではありません、 

亦 所謂る 人道の 主 道 者が 聖書 を 人道の 經 典と 見做さん と 欲して 犬なる 困難 を感 する の も 全く 鼓に ある 

のであります、 然し 更らに 奇態なる こと は此非 倫理的に 見 ゆる 聖書が 最も 高遠なる 倫理 を 生む もので 

ありまして、 亦此 人道に 逆 ふが 如くに 見 ゆる 聖書が 人道 唯一 の 基で ある ことであります、 八.' n までの 

人類の 經驗に 依り ますれば 聖書に 依らない 倫理と 人道と は 極く 薄弱なる 倫理と 人道と でありまして、 

斯 かる 倫理と 人道と は 遠から すして 實利 主義の 便 S 道德と 化し、 其 極、 道德は 私慾の 別名た るに 至り 

ます。 私共が 聖書 を精究 する の 必要 は 此邊の 奥義に 深く 達せん がた めであります。 
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新約聖書 大觀 

是は 大正 九 年 七月 サ 三日より サ 五日に 至る まで 三日間に 涉り箱 根 强羅に 於て 開かれた る 平信徒 期 修養 會に 

於て 爲 せる 講演の 大意で ある。 

四 福 音 書 

題して 新約聖書 大觀と 云 ふ、 これ 新約聖書の 大 骨子に ついて 語らん とする ので ある、 事 は 甚だ 困難 

であるが 亦 甚だ 重要で ある、 凡そ 聖書 は 一節に ついて、 又は 一 章に ついて、 又は 一 書に ついて 研究す 

る 事が 甚だ 大切で あると 等しく 全體 について 總括 的の 研究 をす るの も 亦 甚だ 大切で ある、 そして 後者 

に 最も 適せる 者 は 聖書 學 者なら すして 寧ろ 平信徒で ある、 余 亦 平信徒の 一 人と して 平信徒の 立場より 

の 見方 を玆に 述べん とする ので ある、 故に 此 講演 は 「平信徒の 觀 たる 新約聖書」 と 題す る こと も出來 

るので ある、 問題 は 廣く且 大きい。 

新約聖書 を 多年 愛讀 せし 者 は 其 各 書に 一 として 無用の ものな きを 知る、 そ は 各の 書が 备の 場合に 於 

て 自己に 適切なる こと を 實驗上 味 ふからで ある、 之 を 天然に 譬 ふれば 新約聖書 は 恰も 箱 根 や 日光の 如 

きものであって、 墮原ゃ 伊香保の やうに 單 調なら す、 山 あり 喷 火口 あり 溫泉 あり 湖水 あり？ i 布 あり、 

多 趣 多様 容易に 人 を 飽かさな いので ある、 我等 は 一 生の 間 聖書の 各處を 周り 歩きて 倦怠 を感 する こと 


はない、 その 各 書 は 或は 我等の 知に、 情に、 意に、 或は 喜憂樂 苦の 各の 場合に 必す訴 ふる 處 あるので 

ある、 實 にか &る書 は 世界 廣 しと 雖も聖 書の みで ある， これ 平信徒 實驗 上の 眞理 であって、 神學 者が 

之に 反對 する も 不信者が 之に 怪訏の 股 を 向く る も、 事實 は事實 であって 打消し 難いので ある。 

然し 乍ら 兹に 一 問題が 起る ので ある、 新約に 一 一十 七 書 ありて 幾人 かの 著者の 筆に 成れる 別々 の 集！： 

書で ある、 一 人の 作で はない、 然るに それが 恰も 一 人の 作なる 一 書の 如き 働き をな す は 何故で あるか、 

玆に數 名の 彫刻家が 各々 首、 胴、 手、 足 等 を 彫み 之 を 合せて 一 の 活ける 美術品 を 作る とせば 人 誰か 其 

無謀に 驚かぬ 者が あらう か、 且 1 1 十七 書中に は 信す るに 足る 者 あり 叉 足らぬ もの ありと 云 はれて ゐる、 

從 つて 其 價愤も 一様で ない と 云 はれる、 例へば 約 翰傳の 如き は 一 の 小說の 如き ものであると 做す 學者 

あり、 パゥ a の 作と して 傳 へられ ある 書翰 中に 於て 以弗所 書 ゃ牧會 書翰の 如き は 犬に 疑 はれて 居る の 

である、 次に 著作の 年代より 云へば 帖撒羅 尼 逸 前書 最も 早く 共観福音書の 如き は 紀元 六 卜 ^  —七 年の 

間に 成りし もの 也と 云 ふ、 殊に 約 翰 傅の 如き は 紀元 百年 前後の 作で あると 云 ふ、 然る 時 われら は 四 幅 

音 書の 記事 を どこまで 信すべき かと 云 ふ 問題が 起る ので ある、 甚 しきに 至って は 福 昔 書中 ffi- にィ I ス 

の發 せし 語と 認めら るべき もの は 僅かに 七 語に 過ぎぬ と 云 ふ 學者さ へ 在る ので ある。 

かくの 如き 學 者の 疑に 對 して 平信徒の 心 は 如何た る 方向に 動く であらう か、 满き者 は 附和雷同 を 好 

む も 深き 實驗に 立つ 者 は 之に 反撥 抗議す るので ある、 その 實驗の 上に ィ H スの 神性、 復活、 昇天、 再 

臨 の 約束 等 の 記事 を眞と 認めざる を 得ない ので ある、 これ 之 等が 信仰の 不可分 的 部分な るが ためで あ 

る、 平信徒 は その 實驗 とその 本心 の 要求と に照らして 學 者の 誤謬 を 正す ベ きで ある、 本講 は神學 者の 

推 斷に對 する 平信徒の 辯 護で ある。 
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聖書 の 各 書が そ の 著作 年代 の 順序 を逐 ふて 排列され すして 現存の 如く 編 募せられ ある は大に 意味の 

ある こと、 思 ふ、 著作 年代 を逐 ふて 排列 せらる &時は 聖書 全體の 意味が 朦朧と なる、 然るに 現存 聖書 

の 如き 排列 は 甚だ 有意 味で ある、 先 づ馬太 傅の 劈頭に ィ H スの 系圖を 揭げて 彼の 由て 來る所 を 示し 默 

示錄の 最後に ィ H ス 再臨の 喚 求 を 載す、 此 一 事 を 以て 見ても 新約聖書の 統 一 ある 一 書なる を 知る ので 

ある、 之 を全體 として 見れば ィ H スの 由來、 降誕、 宣敎、 死、 復活— 敎會の 成立、 發達、 腐 耽 —敎會 

及び 全人 類の 審判と 云 ふ 順序 を逐 ふて 記されて 居る、 かく 見る 時 新約聖書 全體が 一 の 完全なる 書た る 

を 知る ので ある。 

四 福音書が 最初に 載せ られ ある は 意味 深き ことで ある、 先づ 福音 を學ぶ に當 つて 最初 に學 ぶべき 事 

はィ H スの 言行で ある、 イエ スの 一一 一一 口 行は歷 史的に 第一 でありし と共に 心理的に も 第一 でなくて はなら 

ぬ、 最初に 書翰 叉 は 默示錄 を 置く は 讀者を 惑 はすこと である、 福 昔 書 は 是非とも 新約の 第一 に 立つ ベ 

きもので ある、 而 して ィ H ス の 傅が 四 種 ある は 亦 大に考 ふべき ことで ある、 或は 曰 はん 四 を 要せす 全 

きもの 一 を 要すと、 然し 是れ 難き を 望む ことで ある、 フル ー ド のカァ ライル 傳の 如き は 優秀 無比の も 

のと 見做さる れど尙 多くの 遺憾 ありと 云 ふ 人が 少なくなかった、 一 を以て完きをぼ1^1むことは出來なぃ、 

幸に ィ H スに ありて は 其 言行 を傳 ふるもの 四 ありて 各 彼の 一方 面を傳 へ、 この 四 を 合せて 一 の 完全 を 

現 はすので ある、 實に 幸なる は主ィ H ス キリス トが四 人の 理想的なる 傳 記者 を 有した 一 事で ある。 

先づマ タイ は 自身が 純粹の 猶太 人に して メシャ 出現の 待望に 住み、 その 待望の メシ ャをィ H スに於 

て 見出した る 人なる 故、 その 著 はせ し 馬 太傳は 猶太 人に 向って ィ H スの救 主たる を證明 せんとの 目的 

より 生れし もの、 されば 徹頭徹尾 ユダヤ 式で ある、 斯くィ H スが 猶太 人の 理想 實現 者た る は かに 彼 


の 一 面の 事實 である 故 馬 太傳の 存在 また 甚だ 大切で ある、 然し 之 だけにて は 勿論 足らない、 乃ち マ コ 

は羅馬 人の 立場より 馬 可 傳を著 はした ので ある、 かの 公的 精神に 充溢れ 完全なる 政治 を 以て 理想と せ 

し羅馬 人の 立場より ィ H スを 見れば、 彼 は 完全なる 君 王に して 神の 力 を 世に 施し 勝利の 連續を 以て 一 

生 を 貰き し 人で ある (馬 可傳は 好んで 直ちにと 云 ふ 語 を 用 ひて ゐる、 これ ィ H スの 力の 無碍 神速なる 

發揮を 意味す るので ある)、 公的 精神に 立ちし マ コ より 公的 精神に 立ちし 羅馬 人に 向って 公的 精神の 

完全なる 實現 者と しての イエ スを傳 ふ、 これ 馬可傳 である。 

猶太 人 あり、 羅馬人 あり、 そして 次に 希臘 人が あった、 彼 は 人情の 美 を 知り 人の 本性の 自然 さ を 貴 

び、 情 あり 淚 あり、 文藝 美術 を 愛好す る 優雅の 民であった、 ルカ は 希 職人に して 希 職 的敎養 を豐. ^に 

抱け る 人であった、 彼 はこの 希臘 人の 立場より ィ H スを觀 て、 情の 人、 美の 人、 人道の 人と して 描い 

た、 故に 優美に して 慈 光に 富む 路加 傳が 生れた ので ある、 又 路加 傅が 婦人と 小兒 との 福音書と 稱 せら 

る i 理由 も玆に 在る、 前の 二 福音書に なき 記事の 路加 傅に 在る 者の 如き 希臘 人に して 醫者 たる ルカの 

此心 持を說 明す る ものである、 例へば 『善き サ マリヤ 人の 話』 の 如き 如何にも 彼の 好んで 採用し さう 

な 材料で はない か、 彼は此 材料 を發 見して 如何に 飛びた つ 歡びを 以て 「これ こそ 我 福 昔 書に 取り入る 

るべき 珠玉で ある」 と 叫んだ ことで あらう か、 實に 彼はィ H スを 世界人 類の 救濟 者と して 描く を 目的 

として 殊に 其 慈愛、 その 恩寵- その やさし さを强 調した ので ある。 

猶太 人、 羅馬 人、 希臘 人、 これ 當 時の 三大民 族であった、 そして 共観福音書 は 各々 此 中の 一民 族の 

立場に 立ちて 其 民族の ために 著 はされ たもので あれば、 共觀 福音書 ありて 當 時の 三 大 民族に 敎 ふるに 

於て は 充分で あつたので ある、 然し 此三 福音書 を讀 みて 玆に 新たなる 一 問題が 生起 せざるを得ない、 
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そ は 此の ィ H スの 本性 如何の 問題で ある、 アブラハムの 子、 ダビデの 子に て 足る か、 人類の 完き 代表 

^にて 足る か、 完全 無 班なる 人、 1§ を 犯さ^り し 人と 見て 足る か、 人類の 道德的 及び 宗敎 的の 理想と 

見て 足る か、 或は 進んで 彼 を 全人 類の 崇拜 すべき 神と 見る を 選ぶべき か、 抑もィ H スの 本性 如何、 人 

として 生れ 人と して 生き 且死 したる ナザレの ィ H スを單 に 人類の 一員と 見て 足る か、 共觀 福音書に 高 

贵 無比なる 彼の 聖姿 を拜 せし 後 我等 は 彼の 本性に ついて 如何の 考察 を 下す を 正しと すべき か、 これ 等 

の 疑問に 答 ふるもの はョ ハ ネの著 はした る 約 翰 傅で ある。 

約 翰傳は 民族の 園 ひ を i け 時 問 空 問 を 超え、 筢大 なる 宇宙 的 哲學觀 の 立場より して ィ H スの 本質 を 

語れる ものである、 勞 頭まづ 「太初に 道 あり、 道 は 神と 偕に 在り、 道 は 卽ち祌 なり」 と斷 す、 時 問 を 

超越せ し 太初に 於け る { 仝 間 を 超越せ し 世界 を 想 ひ、 そこに 父と 子の 偕 在 を 見、 そして 此 子が 時 来って 

「肉體 となりて 我等の 間に 宿れ」 る もの 是れ卽 ち ナザレの ィ H ス であると 云ふ、 げ に莊大 神秘なる ィ 

H ス觀 である、 約 翰傳は 斯くィ H ス の 本質 を 高く 且 深く 觀て 記された るィ H ス傳 である。 

以上の 如くに して 四 福音書 ありて ィ H スは 猶太 的、 羅，， 馬 的、 希臘 的、 人類 的の 四方 面より 描かれて 

完全に 描かれた ので ある、 故に 今日まで 人と して 其俾 記の 上に 最も 完全に 記された るはィ H ス である、 

長き 傳記は 他に 甚だ 多い、 また 一人の 傳を 幾人 かの 記者が 記した のも少 たくない、 しかし M 福 昔 書の 

如く W 人の 完全なる 傳記々 者が 其 主人公の 特徴 を 四方 面より 觀 察して 之 を 記し、 以て 完全なる 一 人と 

して 之 を 示す 者 は 他 にないの である、 我等 は 此の SI 福 昔 書 あるが ために ィ H スの 全體を 知る ことが 出 

來、 彼 を 知り 己が 罪 を 知り 而 して 救 を 知る に 至る ので ある。 

世の 信者と 稱 する 者に して ィ H スを 知らぬ 者少 からぬ は 何の 故ぞ、 救の 源はィ H ス を 知る にある、 


信仰の 源 は イエス を 知る にある、 彼を學 ばす して は 福音 的 生命の 門戶を すら 潜り 得ぬ ので ある、 先づ 

馬 太 傅に 依て ィ H スの道 德を學 び 馬 可 傅に 依て ィ H スの 能力 を 知り、 次に 路加 傅に 於て ィ H ス の恩惠 

を 味 ひ、 は 取 後に 約 翰傳に 於て ィ H スの 本性 を 悟る、 かくして ィ H スを 知る こと 全きに 至る ので ある、 

凡て 生命の 源はィ H ス に 在る、 我等 は 先づ四 福音書に 歸 りて 充分に 源 を 養 はねば ならない。 

イエ スを 知りて 遂に 救に 浴す る を 得る に 至り、 救に 浴 すれば 外部 的 活動 は 自ら 表 はれざる を 得ない、 

ィ H スを 知りて 救に 浴せ し 使徒 等 は 外部 的 活動の 舞臺に 入りて 福音 を 猶太に、 希瞰 に、 羅 馬に、 # 界 

に弘 布す るに 至った、 かくて 使徒 行傳と 書翰と は 當然現 はれざる を 得な い , こ れ次 rail 演 の 主題 で あ 

る 0 

使徒 行傳と 書， 翰 

イエ スの 一一 目 行 は ra 福音書に 記されて 完全に 傅 へられて 居る、 之を讀 みて 其 美 はしき に撲 たれ 之の み 

さけび 

にて 足る と 故す 人が ある、 近世の 「バウ 口 より イエス に 還れ 一 と 云 ふ 叫の 如き は それで ある， パゥロ 

はィ H スの單 純 を 化して 複雜 となせ し 人、 祌學 と敎會 との 創始者に して 有形無形の 壓抑を 人の 魂に 加 

へた 人で ある、 そして 現今の 基督 敎は 實は是 れパゥ n 敎で ある、 故に 我等 は 此パゥ の 支配 を晚 して 

ィ ェ ス に歸り 彼に のみ 依て 生命の 至純に 汲むべき であると 云 ふので ある、 此 種の 人々 の唱 ふる處 に 由 

れば 神性、 贖 S 非、 復活、 W 臨 等 は バウ 口の 創造した 敎義 であって 全く イエスの 與り 知らぬ 所で あると 

云 ふので ある。 

菜して g! 幅 昔 書の み を 以て 事 は 足る か、 これ 吾人の 愼慮 考究すべき 問題で ある、 先づ 我等 を 苦しむ 
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る こと はィ H スの誡 の實行 難で ある、 「己の 如く 汝の隣 を 愛すべし」 と 言 ひ、 「汝 施濟 をす る 時 右の 

手の 爲す事 を 左の 手に 知らす る 勿れ」 と 云 ひ、 「天に 在す 汝 等の 父の 完 きが 如く 汝 等も完 くすべし」 

と 云 ふ、 いづれ も是れ 貴き 誡め である、 我等 衷心より 之 を實行 せんと 欲し 完全なる ィ H スの姿 を 前に 

置きて 偏に 彼に 倣 ひて 完全な らんと 欲する、 然るに 理想 は玆 にあれ ど 事 實は玆 に 至らない、 これ 凡て 

の 基督 者の 心を惱 まする ことで ある、 而 して 若し 四 福音書の み を 以て 足れり とする 時 は、 我等 は此重 

荷 を 課せられて 而も 之 を 取り去る 道 はない ので ある。 

更に 進んで パゥ 口の 創造せ しと 云 はる ^fflsr 復活、 再臨 等の 敎義が 吾人 本性の 深き 要求に 合し 靈 

魂の 飢渴を 醫すは 平信徒の 實驗 上に 確實 なる 事で ある、 これ 等 は 勿論 福音書 以外に 於て 其 充分なる 解 

明 を 有つ ものである 故此 意味に 於て 福音書 以 外 を 不用と する は 甚だ 困難で ある、 然 のみなら す 之 等の 

敎義は 四 福 昔 書に ある ィ H ス の 一一 一一 n 行に 於て 明に 其 萌芽 を發 せる ものなる 故、 之 を 全然 無視す ると 云 ふ 

事 は 四 幅 昔 書 そのものの 解釋 上に も 無理 を 生す るので ある、 故に 四 福音書の 外に も 必要なる 文書 あり 

と考 へ、 それに 依て 我等が 敎 へらる k と共に 更に それに 照らして 幅 昔 書 の 記事の 意味 を 益す 明 かに 悟 

ると 云 ふが 最も 健全なる 道で ある、 而 して 余 は斯く 信す る 者で ある。 

例へば 羅馬 書の 如き は 如何、 世界最大の 書と 云 ふべき 此書を 我等 は 不用と して 無視し 得る であらう 

か、 此 書の 唱 ふる 所に ついて 如何なる 批評 を もな し 得べ しと 雖も此 書な くして は 福音 は 解ら すと 斷定 

し 得る ので ある、 或 場合に 於て は 此書さ へ あれば 福音書な くも 可な りと 云 ひ 度き ほどで ある。 

以上の 如く 考察す る 時 吾人 は 福 昔 書卽ち イエスの 言行 のみ を 以て 足れり とすべき でない 事が わかる. 

まことに ィ H ス の 事業 は その 生 時 を 以て 終った ので はない、 卽ち四 福音書 を 以て 終った ので はない、 


彼の 事業 は 更に 別の 道 をと つて 進展し、 使徒 行傳 となり、 更に 羅馬書 以下の 各 書翰と なりて 現 はれた 

ものと 見るべき である。 

之に 就て 先づ 見るべき は 馬可傳 一章 一節で ある、 此節は 實は此 福音書の 題名に して 單に 「神の 子ィ 

ェ ス キリストの 福音の 始」 と 記されて 居る ので ある (邦譯 聖書の これと なり は 除くべき である)、 こ 

の 「始」 と は 何 を 指す か 問題で ある、 二 節 以下に 記さる、 ョ ハネの 運動 を 指す と 做す 人 あり 其 他 種 

種の 說 ある も、 旣に此 語が 題名の 一部で ある 以上 之 を 以て 馬可傳 の內容 全部 を 指した ものと 見るべき 

である、 卽ち 著者 マ コの 見る 所に 依れば 馬可傳 の內容 卽ちィ H スの 言行 は 福 昔の 始 なので ある、 菜し 

て然 らば 幅 昔 は 福音書 を 以て 盡 きないの である、 福音書 所載の 記事 は 福音の 全部に あらす 其 「始」 た 

るに 過ぎない ので ある。 

同じ 意味に 於て 注意すべき は 使徒 行傳 一 章 一 節で ある、 之 を 原語の 通りに 譯 せば 「テ ョピ „1 よ 我れ 

旣に 前書 を 作りて 凡そ ィ H スの 行へ る所敎 へし 所の 始を錄 し」 となる、 「前書」 と は 路加 傳を 指す の 

であれば 路加 傳と 使徒 行 傅との 著者なる ルカ は 路加 傳の 內容を 以て 「ィ H スの 行へ る所敎 へ し 所の 

始」 と 見た ので ある。 

よ  な， ぐ r 、むる 10 の  すべての こと 

約翰傳 十四 章 一 一十 六 節 は 「我が 名に 託り て 父の 遣 はさんと する 訓慰師 卽ち聖 靈は衆 理を汝 等に 敎 へ 

ん …… 」 との ィ H スの 約束 を 載せて ゐる、 之と 等しき 事が 十五 章 二 卜 六 節、 十六 章 八 節 等に 記されて 

居る、 これ ィ H ス が 生前に 敎 へ し 所に て は 足らす 昇天 後聖靈 を 以て 更に 敎 へ ん との 意味であって 四 幅 

音 書の 後篇 を豫 想す る 語で ある、 尙ほ 二十 一章に はィ H スが 岸に 立ちて 指揮し 弟子た ち をして 大漁 獲 

を爲 さしめ し 奇跡が 載って ゐる、 彼が 共に 舟に 乘ら ざる は 從來の 奇跡と 異なる 點 である、 そして 此世 
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に 於け るィ H ス の 言行 終りて g ゃ靈の 活動 將に 始まらん とする 此 過渡期に 於て 此 奇跡 ありし は 決して 無 

意味で はない と 思 ふ、 是れ 以後の 神 1! 發展 にはィ H スが 直接 その 衝に 當ら すして 弟子た ちが 聖-靈 の 指 

導 を 受けて 之に 當 るべき 事 を 象徴的に 敎へ たもので は あるまい か。 

されば 祌の國 は 決して 福音書 を 以て 終った ので はない、 ィ H スの 働き を 弟子た ちが 繼 承して 使徒 行 

俾及 び 書翰 の 出現と なった ので ある、 先づ 使徒 行 傳を見 る に それが 甚だ 面白き 書た る は 萬 人の 認む る 

所で ある、 此 書に ついては 之まで 學 者の 研究 絶えす 今な ほ 種々 の 研究が 現 はれる ので ある、 その 各 章 

一として 與 趣の 豊かなら ぬ はなき 中に も、 十六 章に 記さる 、バウ 口の 典獄 いぢめ の 場面の 如き (三十 

七 節、 W 下：) は 偉人の 諧謔 味を傳 ふるもの として 無限の 味 あり、 一 一十 六 章に 記さる \ ァグ リッパ 王の 面前 

に 於け るパゥ n の 大演說 の 如き は 今 尙ほ讀 者の 血 を 湧かし むる 大文字で ある、 使徒 行傳の 史的 價 値に 

つ い て學者 間に 種々 の異說 ある も 兎に角 その 偉大なる 書た る は 明瞭で ある。 

使徒 行傳の 骨子 は 一 章 八 節に 記さる i ィ H ス の 語なる 「され ども 聖靈汝 等に 臨む に 因りて 後 汝等カ 

を 受け エルサレム、 ユダヤ 全國、 サ マリア 及び 地の 極にまで 我證 人と なるべし」 なる 一句の 中に 在る、 

聖靈の 活動に よりて (在来の 如く ィ H ス の 直接の 活動に 依らす して) 弟子た ちが 力 を 得て、 M ルサレ 

ム より 二 ダャ、 サ マリヤ 異邦まで 福音 を宜播 した 事績 を 記す ものが 使徒 行傳 である、 此 一 節 は 實に使 

徒行 俾を 壓掉 せし もので あり、 使徒 行 傳は此 一節 を開展 せしめた ものである、 されば 此書 は大體 から 

云へば 聖靈の 外的 活動の 記錄 であって、 其內的 活動の 記錄 たる 書翰と 相對 する ものである、 彼が 思想 

たるに 對 して 是 は歷史 である、 而 して 使徒 沒後 の 基督 敎史 は實に 使徒 行傳 の緩篇 であって 今日の 基督 

者 は 尙ほ此 緩 篇に筆 を 染めて ゐ るので ある、 キリスト 再び 臨る まで は 彼 は 其 代理者た る 聖靈を 以て 世 


に その 業 をな す、 此 意味に 於て 使徒 行傳は 未だ 完結せ す尙ほ 執筆せ られつ k あるので ある" 

使徒 行 傅 は架靈 活動の 歷史 である、 聖靈の 活動な くして 一事と して 貴き 事 は 起らない、 余 は 現今の 

基督 者が 聖靈 降下 を 祈 求す る ことの 極めて 大切なる こと を 痛感す る ものである、 我等 基督 者 は 此罪惡 

*1 界に對 して ー圑 となりて 奮鬪 せざる ベから ざるに、 .5: を 顧て 不和、 分爭、 弛緩の 著しき に 慨歎せ ざ 

る を^な い 、 實 に架靈 接受の 稀 揮 こ そ 現代 基督 者の 最大 缺點 である、 或は 自己 を 無力 微弱と 卑 F し て 

一 大 偉人の 出現 を 待つ と 云 ふ 者 あらん も 其の 遂に 百年 河淸を 待つ の 類と して 終らざる を 誰か 保し 得べ 

き、 むしろ自身まづ§^^:靈を祈り求めて人のため、 同胞の ため 圃の ため、 世界人 類の ために 働かん と 力 

む ベ きで ある、 此 心なく 此 行なく して 某督 信者た る も 何の 效ぞ、 其 名に 對 して 愧づ べきで はない か、 

我等 もし 熱心に 祈り 且 努めて やます ば 或 意味に 於て 自己 自身が パゥ 口 たりべ テ & たり 得る ので ある、 

ガリ ラャの 漁お、 クル ソの 學究 召されて 一度 聖靈を 注がる、 や 「エルサレム、 ユダヤ 全國、 サ マリア 

及び 地の 極にまで」 福音 を弘 通せ しむべく 働く、 その 働き を 記した ものが 使徒 行傳 である * 我等 亦靈 

感に魂 を搖り 動かされて 全世界 敎 化の 業の 一部 を擔當 すべきで はない か、 諸^に 此大 なる 架？」 でな きか、 

余 は 混 亂の洪 波に 漂 ひつ」 ある 日本： 15^ 疾、 支那 民族、 印度 民族 …… 黄色 人、 白色 人 凡ての ために 信者 

一人々 々裔 起せん こと を 熱 §1- せざるを得ない。 

使徒 行 傅の 次に 新約 架 書 を^むる は 書翰で ある、 その 中 重なる もの は 使徒 バウ p の 書翰で ある、 そ 

して 羅馬書 以下 腓利門 書までの 十三 書翰 は 全部 彼の 作であって、 他の 使徒の 書翰 は 其 後に 載せられて 

居る ので ある、 其 中牧會 書翰の 如き は 大に疑 はれつ k あれ ど 其れ は 暫く 別問題と して、 彼の 書翰が 著 

作の 年代に 從 はすして 排列せられ ある は大に 意味 ある こと k 思 ふ。 
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卽ち先 づ羅馬 書 は 各個 人が 如何にして 救 はる & かを敎 へた ものであって 救濟 そのもの \ 純粹 なる 發 

表と して 凡ての 最初 且 基礎た るべき ものである、 まことに 悔改、 赦免、 救扬は 如何なる 意味に 於ても 

第一 に 立つべき ものである、 個人の 救 は實に 凡ての 貴き 事の 根源で ある、 他 を 救 ひ 世 を 救 ふと 云 ふ も 

自ら 先づ救 はれす して は 空言た るに 過ぎない、 羅馬 書が 書翰 部の 第 一 に 在る は 頗る 有意 味で あると 云 

はねば ならぬ。 

悔 改めて 義 とせら る、 者 はおの づ から 相 會 して 兄弟 的 團體を 作る、 これ 卽ち H ク レ ー シャ である、 

召し出され たる 者の 會 合の 義 である、 之 を 「敎 會」 と譯 せる は拙惡 である、 英 一語に て 之 を Church と 

云 ふ は 「神の 家」 の義 であって 日本語の 「敎 會」 に まさる 萬々 である、 この H タレ ー シャ にっきて 最 

も 良き 敎を垂 る &は哥 林 多 前書 及び 後書で ある、 その 會 員の 踏むべき 道、 その 敎師の 採るべき 態度 等 

凡そ H ク レ ー シ ャに關 して 實際 上に 必要なる 種々 の敎 が此兩 書に 載って 居る ので ある。 

次に 加 拉太書 は羅馬 書と 相補 足す る ものであって 史的 外衣の 下に 救 濟の根 本義 を 説いた ものである 

が、 史的なる だけ それだけ H クレ ー シ ャと關 係せ る 所 深き 故 これ を 哥林多 書の 次に 置く は 合理で ある、 

そして 次の 以弗所 書は此 H ク レ ー シャの 本質 を說 示せる ものに て キリストの 體 として 之 を 見、 胖立比 

書 は H ク レ ー シャと 其敎師 との 間に 起れ る 美 はしき 心情の 關係を 示し、 哥羅西 書 は H タレ ー シャの 首 

たる キリストの 本質 を 明かに す、 以下 概ね 此類 である。 

卽ち 新約聖書の 書翰 部 は 個人 心靈 の救拯 より 出發 して 信仰生活に 必要なる 各方 面の 敎訓を 載せた る 

ものである、 これ 單に その 記者 等 自身の 敎 ではない、 實に 聖靈が 彼等 を 通して 我等に 敎 ふるので ある。 

我等 は 右の 如くに 使徒 行 傅と 書翰と を 解 せんとす る ものである、 そして 兹に 我等 は尙ほ 一 問題の 錢 


留 せる に氣 がっくの である、 そ は 四 福音書に 於て 早く 旣にィ H ス 自身の 未來 事に 關 する 豫 一一 百少 からす 

在る のみなら す、 更に 使徒 行 傅 及び 書翰に 至って 使徒た ちの 確實 なる 希望と しての 豫言 ありて、 その 

希望の 熾烈 强同 にして 精氣橫 溢せ る 到底 これ を 無視し 去る を 得ない ので ある、 これ 卽ち 世の 終末、 キ 

リストの 再臨、 新 天 新地 出現の 豫言 である、 その 云 ふ 所に よれば 傳道 成功して 敎會 膨大す るゃ內 部に 

種々 の 罪惡、 過誤、 異端 行 はれ 一般 社會も 亦溷， 渴汚敗 を 極め、 遂に キリスト 再臨して * 判 を 加へ、 救 

ふ ベ き 者 を 救 ひ て 永遠 の 生命に 浴せ しむる ので ある、 敎會が 思 ひし ほど 完全の 場所に あらざる は摯實 

なる 魂の 人 を大に 失望せ しむる ものである 故、 何等かの 希望 を 以て 此失 を 打消す は靈的 生命の 維持 

上に 極て 肝要で ある、 これ 卽ち キリ ストの 豫言に 立脚せ る 再臨の 希望であって 之 を 主として 取扱 ひた 

るが 新約 最後の 默示錄 である。 

信望 愛の 三 は 信者の 生命の 必須なる 部分で ある、 そして 新約聖書 を此三 項目の 下に 大別して 四 一 i 昔 

書の 中心 を 信と 見、 使徒 行傳と 書翰 を 愛の 提唱と 見、 默示錄 を 望 を 語る 物語と 見る は 大體に 於て 誤ら 

ない と 思 ふ、 右の 中 其 一 をも缺 くこと は 出来ない、 福 昔 はこの 三脚の 上に 立ちて 初めて 安全 叉 完全で 

ある、 然 らば 默示錄 を 怪奇の 文字と して 排し 去る こと は 出来ない、 新約聖書 全部が 大切， であって 其 中 

に 無用なる もの は 一 もない、 殊に 默示錄 の 如き は 望の 說明 者と して 四 一  1 音 書 及び 書翰と 相 並んで 主要 

なる 地位 を 占む る ものである。 

默示錄 

聖靈の 活動に 因る 福音の 弘通を 以て 足れり とし 之に て 世界の 黄金時代 来るべし と 信すべき か、 少く 
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とも 福 昔 書、 使徒 行俾、 書翰 は此 種の 批界觀 を 我等に 提供 しないの である、 先づ 馬太傳 十三 章 二十 四 

節— 三十 節 を 見よ、 世の 終まで 麥と稗 子と が 共存し 最後の 時に 至て 初めて 稗 子 は 焚かる k とい ふので 

ある、 稗 子 は 外形 甚だ 麥に 似た る 草であって 殊に 其 成長の 初に 於て は 寸分 異ら ない ので ある、 ために 

むづか 

之 を 見 分る こと は 難しい、 從 つて 牧 種の 時まで 之 を存し 置く を 萬 全の 策と する、 義人と 惡 人と は 其 外 

形に 於て 甚だ 相似て 共に 世の 終まで 此 I に存 する、 「牧穫 まで 二つながら 長て おけ」 である、 然 らば 

ィ H スは此 世に 最後まで 善惡の 併お する 事 を豫言 したので ある、 是れ實 に 福 昔の宜 播 さる k こと 成 瓜な 

らば 遂 に 世界 悉く 救 はれ て 此世は i ー风金 世界と な るべ しとの 通俗的 普通の 見解 を眞 向より 打破す る 思想 

oooc-ooc-nooooc-ooooo©®®®®®®®©®®®©©®®®®®® 

である、 世の 終までに はは 聖 化さる べしと 曰 はす 世の 終の 後に 新世界 生るべし と 云 ふので ある * 同一 

の 終末 觀が K 福 昔 書 の备處 にある ので ある リ 

その他 雜馬書 八 章 を 見よ、 哥林多 前書 十五 章 を 見よ、 帖撒羅 尼迦 後書 を 見よ、 其處に 世界の 終末— 

キリストの； 冉臨— 新 天 新地の 出現が 明示せられ 居る ではない か、 そして パゥ 口 が 其 生涯の 終に 方て 書 

きし 書翰に 至って 此 色の 益す 濃厚と なる 傾き あるに 注意すべき である、 其 一 例と して 提摩太 後書 四 章 

一節— 八 節の 如き を 見よ、 キリストの W 臨と 審判の 観念 は 其處に 明白に 表 はれて 居る ので ある、 バウ 

口の 書翰 以外に も 此事は 明記され てゐ る、 彼 得 後書 三 章の 如き を 見よ、 終の 日に 於け る 不信の 徒の 嘲 

笑、 主の 忍耐、 され ど 盗人の 夜来る 如く 突如と して 起る 主の 再臨、 その 時の 萬 物の 敗壞を 述べ、 十三 

節に 至って 「され ど 我等 は 其 約束に 因りて 新しき； 大と 新しき 地 を $1- み 待てり、 義 その 中に あり」 と 記 

して ある、 世界の漸々的^^:化ではなぃ、 萬 物の， 收壞 である、 然る 後の 新 天地で ある、 これ 架 書の 職ば 

明示す る 世界 未來觀 であって 通俗的 未 來觀と は 絕對に 相違せ る ものである。 


か k る 未 來觀が 福 昔 書 や 書翰に 散見せ る のみに て 聖書が 終らば 我等 は 聖書の 不完全 を 思 はざる を 得 

ない、 四 福音書に て は 足らす して 使徒 行俾と 書翰 を 要する 如く、 使徒 行傳と 書翰に て は 足らす して 他 

に 之 を 補 ふ もの を 要す、 卽ち 書翰に 示されし 世の 終末 を鮮 かに、 生々 と、 oiMl- かなる 內容を 以て 描き 

出づる もの を 要す、 是れ卽 ち 默示錄 にして $1 の 終より 新 天 新地に 至る までの 終 過 を 詳述した もので あ 

る、 かくして 聖書の 出せし 問題の 解決 を 聖書み づ からが 與 へる ので ある。 

然れば 默示錄 は 其 位置より 云 ふ も 其 思想より 云 ふ も 聖書の 結論で ある、 凡そ 如何なる 書に 於ても 給 

論 は 極て 大切なる ものである、 之 を 除いて 其 書の 根本 精神 を 明 知す る こと は 出来ない、 獨り奇 しむ 彼 

聖書に 於 ての み 人 は 何故に 結論た る 默 示錄を 無視す るの か、 聖書より 之 を 除けば 聖， 書 は 不完全と な る 

如く、 信者の 思想より 此書を 除けば 彼の 信仰 は 不完全と なる ので ある、 基督 者 は 是非とも 默示錄 を 敬 

讀 しなくて はならない。 

人が 此の 書に 躓く 理由の 一 は默示 錄と譯 せられし 其 名で ある、 默 示と ありて 如 3： にも 祌祕 的に 聞え 

て 解し 難く 感ぜられ るので ある、 こ れ 英語 Tlie  ； Revelation の譯 字な らん も 原 名 Apokalupsis  (AI5- 

calypse) は 「 顯 現錄」 とで も譯 すべき 文字で ある、 隱れ 居る ものが 次第に 現 はる、 事 を 意味す るので 

ある、 一章 一節に 「これ ィ ェ ス キリ ス トの默 示」 と ある は 「これ ィ ェ ス キリストの 顯現」 と改 むべき 

ものであって、 今や 天に 在りて 父の 右に 坐し 人の 吸に 見えざる 彼が 次第 をな して 現 はる、 こと を 意味 

する ので ある、 かく 見れば 此 書が 必 しも 神秘 不可解の もので ない ことが 解る ので ある。 

此書 を解釋 する に其內 容を旣 成の 出来事と 見る 學 者と 未成の 3,:: 來 事と 見る 學 者と 一 一通り ある、 前者 

を l-reterist  (過去 解釋 者) と 云 ひ 後者 を Futurist  (未 來解釋 者) と 云 ふ、 前者 は 默示錄 の IS 言 は 
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今日までに 旣に實 現せられ たる ものと 見る、 此 派の 學 者に は 日露 戰 の 預言 も此 書に 在る と 做す 人が 

ある 程に て、 默示錄 の 預言 を 悉く 今までの 世界史に 宛て 5 欣め るので ある、 之に 反して 後者 は此 書の 預 

言 を 以て 尙 未来の 事 を 示した ものと なすので ある、 余 は 後者に 做 ひて 默示錄 を 以て 世の 終末 前後の 狀 

態の 預言と 見る 者で ある、 此 見方 は 默示錄 を 文字通りに 解し 得る の 便を與 ふるものであって、 平信徒 

に 取って は 塞に 簡單 便利なる 見方 である、 た、 2 に簡單 便利な るの みな ら す是れ 最上 の 見方 で あると 余 

は ふ。 

默示錄 の 大意 は 一 言に して 盡す ことが 出来る、 世 は 次第に 墮 落し 行きて 遂に 最惡 の狀 態に 至り 其 時 

神の 判 行 はる、 七の 封印 開かる k 毎に 容判又 審判 相 重なりて 世に 臨み、 遂に 惡人は 悉く 除かれ 惡は 

悉く 失せ 祌を 信す る 者 は 救 はれて、 玆に壞 股し 去りた る 世界の 跡に 新 天 新地 出現し、 其 處に神 を 信す 

る 者 は 永久の 歡び に 入る と 云 ふので ある、 これ 明かに 默示錄 に 示す 處 で あって 昔の 熱心なる 信者 は此 

儘 これ を 信じ 得た ので ある、 今や 之 を 信ぜざる は 普通の 事の 如く 見做さる、 程に 人 々 は 冷淡と なった、 

しかし 右の 如き 終末 觀が 聖書の 最後に ある 重要なる 一 文書に 明記せられ ある は 誰 人 も 否定し 得ぬ こと 

である、 反對 者と 雖 ども 聖書の 未 來觀が 右の 如くで ある 一事 は 否定し 得ない ので ある、 そして ィ エス 

及 び 使徒た ち の 未 來觀も 之 であった こと は 少しも 疑 ひ 得ない ので ある、 而 して 今の 反 對者は 之 を當時 

の 時代 思想 の 罪に 歸 して 排し去 らんと し、 又は 時代 思想 の 衣を脫 いで 之 を 現代 風に 見るべし と なす、 

これ 果して 正しき 道で あらう か、 もとより 我等と 雖も 何等の 準備な くして 直ちに 默示錄 の 一一 一一 n を 其儘受 

けいれ よと 迫る のでない、 それ を 受け 得ん ために 相當の 思考 を 要し 信受 の 根抵た るべき もの を 要する 

ので ある。 


先づ 基督 者の 實驗 に訴 へて 此事 を考 へて a- よう、 初め 信仰に 入り 進んで 十字架 を 認めて 卵の 赦 しの 

惠に 浴し、 己 を 己の ものと せ. f- して 己 を 神に 獻 げんとの 心 を 起す に 至る は齊 通の 順序で ある、 併し 乍 

ら 努力 數年靜 かに 已を 省みる 時 果して 如何で あらう、 神に 己を獻 ぐると 云 ふ も * して 全然 獻げて 居る 

であらう か、 の尙ほ 我に 残れる 事何ぞ 多き、 心の 汚れ 行の 惡は尙 ほ 甚だ 多い、 か k る 狀態を 以て * 

し て 我等 は滿 足し 得 るで あらう か、 我等の 心に は 現狀を 打破して 完全に 達せん との 冀 欲が 我 本性 の 願 

として 熾烈で はない か、 我 信仰 足らざる が 故に 此不滿 と此冀 欲と が存 すると 云 ふか、 然 らば ル ー テル. 

ゥヱ スレ ー 等 偉大なる 信仰 家 も尙我 信仰の 不充分に して 罪の ft? れるを 歎じた の は 何 故で あるか、 げに 

己に 對 する 不滿は 露の 基督 者の 特徵 であり 從 つて 完全 へ の 冀欲も 亦 同様で ある、 而 して 此 完全の 實現 

せらる k は キリ ス ト S 臨に 因て 起る 新 天 新地に 於て f ある、 故に 我 完成の 願 ひ 切々 たる 基督 者に 取つ 

て は. 冉臨 の 福 昔は靈 の 渴を醫 す： 大與 の 甘露で ある。 

叉 我等 は 自分 一人 救 はれて 滿足 する^で あるか、 こは餘 りに 利己的で ある、 我等 は：： 儿 たちと 共に 

救 はれん こと を 欲する、 愛する 者と W 會 せんこと を^む、 人類の 1 員と して 人類と 共に 救 はれん こと 

を 願 はざる を 得ない、 更に 進んで 我等 は 自然界と 共に 救 はれん こと を 欲する、 「萬の 受造物 は 八， に 至 

るまで 共に 歎き 共に 苦む こと ある を 我等 は 知る」、 そして 「受造 物の 虚無に 歸 せらる」 は 共の 願 ふ 所」 

ではない、 彼等の 「切望 は 神の 諸子の 顯 はれん こと」 である、 かくて w 臨に 因る 新 天 新地 は卽ち 自然 

界の救 扱 完成で ある、 げに 我等 は 一 人に て 最後の 榮 化に 入る を 願 はす 人類と 自然界と 皆相携 へて 最後 

の 完成に 人る を 願 ふ、 全 宇宙の 救 拯とは 此事を 云 ふので ある、 そして 是れ默 示錄の 描き 屮 Z す 所、 聖書 

人， 1^ 體の 我等に 與 ふる 大 希望で ある。 


に^す る 研？； -  一一 一 

世界 は渐々 改善 せらる と 云 ひ て 默示錄 終末 觀 に反對 する 人が ある、 世界の 進歩と そ の 漸次 的 完成 は 

菜して 豫 期し 得べき ことで あらう か、 交通 の 進歩 等 謂 ゆ る 物質的 文明 の 發達 は 誰 人 も認む る 所 で あ る 

がそれ と 反比例に 人類 は 多くの 貴き もの を 失った ので ある、 人心の 荒 敗 今 口の 如き ^しき 時代が 竹て 

有った であらう か、 世界 大戰亂 は その 豫期 に反して^ 界に 平和と 改善と を ら さすして 滑亂と 醜悪と 

を 持ち 來 つたので ある、 今や 紛々 たる 举鬪は 隨處に 行 はれて 腐敗と 憎惡は 人心の 深 底にまで 達した や 

うに 思 はれる、 各國 今や 戰 備に. 欲々 たる 有様であって Is- に大 なる 世界 戰亂の 生起 は豫言 |< ；を俟 たす し 

て 明かなる 事で ある、 # 界は： 献す惡 化せん とす、 * 督敎會 の 力 を 以てする も 此^ を聖 化する こと は 出 

來 ぬので ある。 

然 らば 如 3:、 我等の 働き 無效 ならば 寧ろ 懶惰 放逸 を 選ぶべき ではない か、 否然ら す、 怠る 勿れ、 又 

失 は _1 する 勿れ、 主ィ H ス； 冉び此 ，に 臨る まで 此腐收 世界の 露 只屮 にあり て 福 昔の 城 を 守れ、 そして 腐 

肽^ 界の 中より 祌を 信す る 者 を 瘦んと 努力せ よ、 戰は 苦しいで あらう、 淚 が我糧 たる こと も あらう、 

痛恨 骨に 徹する こと も あらう、 しかし 問 もな く汝は キリスト を拜し 得る が 故に、 そして 共 時 凡ての 困 

苦 辛 痛 は 償 はれて 餘り あるが 故に、 その 時までの 晳 時 を 忍耐して 働け、 彼 を 待望し つ k 働け、 此大な 

る 希望の 巾に ありて 働く 時は此 f に 於け る苦鬪 も亦樂 しきもの となる ので ある- 玆に 於て か 知る： 冉臨 

の 希 ぼ S は 信者 を 無 活動なら しむる 者に あらす して 却て 彼の 活動 を 强め且 深める ものである 事 を。 

數十 年に し て 口 本 全國を 基督 化す る を 得 ベ しと は 明治 初頭の 信^ 等の 期待で あった、 而 して 4.. や 架 

して 如 M、 信者の 數は 多少 殖え し は事實 であるが 之 を 日本の 全人 口に 比例して 誠に 云 ふに 足らぬ 少數 

ではない か、 想起す 今 を 去る こと 三百 年 前の 七月 一 一十一 一口、 百 〇 三人の 英國淸 敎徒は 僅かに 百 八十 顿 


のメ ー フラヮ 號に乘 じて 大西洋の 荒波に 向って 解總 し- 十一 一月 一 一十  一 R に 米大. 陸 プリ マ スに 上陸した、 

彼等 は 本國の 信仰 壓迫を 逃れて 心 霜 自由の 天地 を 北米の 荒野に 求めん としたの である、 彼等 は 自由と 

正義の 行 はる k 完全なる 祌の國 を新大 1； に 築かん こと を现 想と した、 彼等の 现想は 化して 遂げられし 

や 如何、 三百 年後の 今日 もし 彼等の 一人が il つて 今の 米國を 見たり とせば 其感 2^ して 如何で あらう か、 

彼 は 電氣と ガソリン を 以てする 今の 物質的 文 明に 驚愕の 眼 を 張 る であらう、 同時に 聖書 を棄て i 顧み 

ざる 彼等の 信仰と 道德 の現狀 にも 驚愕の 眼 を 張る であらう、 そして 驚愕の 次に は 深き 失望が 彼等 を 襲 

ふで あらう、 彼等が 其 生命 を 賭し 心魂 を 枯らして 努めた る 新 社會の 理想 は 彼等の 子孫に 依て 蹂鑭し 去 

られ たので ある！ 

然 らば 失望 は 世の ため を 計る 基督 者の 唯 一 の 報酬で あるか、 或 意味に 於て 然り或 意味に 於て 然ら す， 

もし 基督- 冉 臨の 希望 を 抱かす ば 失 §ェ を 味 ふの みで ある、 $1 は；： 取 後 ま で 惡の存 する 所で ある、 稗 子は麥 

と 共 に I に 茂って ゐ るので ある、 終りに 至らす し て は 稗 子 は 焚かれな いので ある、 併し乍ら 人の 力に 

因らす 神の 大能を 以てする 最後の 世： 界 完成 あれば 我等 何 を か 怖れ 何 を か 失&モ せん、 た 忠實 に、 歡び 

て且 忍びて 眞の 麥の播 稱に從 はんの みで ある。 

默示錄 は 三年 半に して 結了し 新 天地 出現す ると 云 ふて ゐる、 この^ 界 最後の 大^$ 件が か k る 短 

時 n に 於て 架して 終了す るで あらう か、 然 りと 我等 は 答へ る、 天然 物に 訴 へて 之を考 ふるに 天然 は 準 

備は 長く も 完成の 急激なる を 示して ゐる、 樱樹は 一 年間 花 を II く 準備 をして ゐ るが 春風 1? 蕩の 好期に 

會 すれば 突如と して 一 時に 爛漫の 美 花を閒 く、 完成 は 急激であって 準備 は徐々 である、 我等 は { 元 成の 

JJ1. ん遽た る に 會す る も瑰め 期す る 鹿なる 故當然 の 事と して 怪 まない ので ある、 北海道 の 燕 は 突如 として 
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起る、 これ 特に その 嬉しき 理由で ある， しかし その 準備 は 短くなかった ので ある、 赤道 直下に て は 

隨 は 最も 暗き 時で ある、 そして 突如と して 日輪 出で 光 は < "^遽 として 照り 渡る ので ある、 之 を 人事に 

照らして 考 ふる も 一 時に 救に 入る 人の 多き 如き、 靈が 長き 準備 をな し 居りし 故に 彼の 悔改が 急激に 

起る ので ある、 宇宙の 完成 は 急激に 起り 短時日 間に 終了す、 しかも 其 準備 は 長いので ある。 

最後に 默示錄 一 一十 章 十 一 節より 一 一十 一 章 四 節まで を 見よ、 審判 を 受けて 死と 陰府と 火の 池に 投入れ 

らる 、者 無敫、 而 して 後 「新しき 天と 新しき 地」 生れ 「聖き 城なる 新しき エルサレム」 現 はれ 「神、 

人と 共に 住み 人、 神の 民と なり 神 また 人と 共に 在して …… 彼等の 目の 涕を 悉く 拭 ひとり 復死 あらす 哀 

. み哭き 痛み 有る ことな」 き狀 態に 至る ので ある、 かくて、 「前の 天と 前の 地 は旣に 過ぎ去り」， 「前 

め 事す でに 過去」 るので ある、 げに新 天 新地、 完全なる 社き、 これ 吾人の 望みて やまぬ 天國 である。 

か、 る 理想の 實現 はもと/., \ 神の 大 能の 所 動に 因る と は 云へ 吾人 亦 之 を 切望し 又 そのために 努力す 

べきで ある、 恰も 子が 或 物 を 造らん として 努力し つ k ある 時 父 遂に 子の^む 物 を— 更に 良き 物 を— み 

づ から 子に 與 ふる 如く、 我等が 理想 社會を 獲ん と 信仰的に 努力し つ k ある 時 神 は 之 を 更に 完全なる 形 

に 於て 我等に 與 ふるので ある、 此事を 期待せ るが 故に 我等 は 益す 努力す る を 得、 叉此望 ありて 信 も 愛 

も 強められる ので ある。 

以上の 如くに して 聖書 全部 を 信、 愛、 望と して 理解 信受 して 我等の 悟り は 全く 歡び は充實 する ので 

ある、 こ の 三者 は 是非とも 基督 者に なくて ならぬ ものである。 

*  .: 十 

如斯 くに 見て 新約聖書 は 一書で ある、 合 集で はない、 之 を 新約聖書 文 學と稱 して 其 眞意を 誤り 易く 


ある- 勿論 人に 由て 書れ し 書で ある、 然し 乍ら 人が 自分で 書き、 自分で 編 募した る 書で あると 思 はれ 

ない、 何者か 人 以外の 者が 彼等 をして 瞥 かしめ 彼等 をして 編纂せ しめし やうに 見える、 新約 iffii 曰 は 如 

何して 成りし 乎、 其 事 は 判明らない として、 今日 吾人の 手に 存 する 者の 二十 七 書に 非す して 唯一 書で 

ある 事 は、 長く 之を靈 的に 嗜讀 せし 者の 疑 はんと 欲して 疑 ふ 能 はざる 所で ある、 各 書 は 其 置かれし 位 

置に 於て 讀んで 最も 明かに 共 意義 を發 揮す るので ある。 

聖書 は 人に 由て 書かれた る 書で はない、 神 御自身が 聖靈に 由て 謦き給 ひし 書で あると は 舊ぃ說 であ 

るが、 眞现に 最も 近い 說 である、 近代 人 は 之 を 一 笑に 附 して 顧す と雖 も、 基督 者の 實驗は 之に 裹 * き 

して その 3sij 理な るを證 明す るので ある、 r 聖， 書 は 皆な 祌の默 示な り」 と ある (テ モ テ 後書 三 車 十六 節) 英 

語 を 以て 言 ふなら ば Every  Scriptures  God-inspired 聖書 各部 は 神の ィ ンスピ レ，' シ ヨンな りと、 

而 して 各部が 爾 である 故に 全部が 爾 である、 聖， 書 は 傅 へられし 其 儘に 讀んで 意味が 最も 明瞭、 解す る 

に 至て 易く、 且つ 意義深 長、 興味 湧て 盡 ざるの 書と 成る ので ある。 (畔 上贊造 筆記〕 


新約 聖寄に 現 はれ た る 思想 の 系 銃 

附、 聖書の 讀方 

新約 g 力 書に 思想の 三 系統が ある。 
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其 第一 は 使徒 ヤコ ブを 以て 代表 さる、 彼に 在りて は 福 昔 は 完全なる 律法で ある、 缺 けなき 道德 であ 

る、 故に 彼 は 之を稱 して 「全き 自由の 律法」 と 云 ふた (雅各 書 一章 廿 五節)、 彼の 理想 は 完全に 律法 を 守 

る ことであった、 故に 彼 は 曰 ふた、 

人、 律法 を 悉く 守る とも 若し 其 一 に 躓かば 是れ其 全部 を 犯すな り、 

と (二 章 十 節)、 斯る 理想 を懷 きし 彼 は自づ から 信仰よりも 行爲を 直ん じた、 彼 は 完全なる 宗敎 の 何た 

る 乎に 就て 定義 を 下して 曰 ふた、 

ぎよ  ヒが  つか  みなしご やもめ  なや ふ  みづ 

神なる 父の 前に 潔くして 接れ なく 事 ふること は 孤兒と 寡婦と を 其 串』 難の 屮に 見舞 ひ、 又自 から 守 

りて 汚れざる 事是れ なり、 

と ハー 章廿七 節.)、 斯の 如くに して 使徒 ャ コブの 基督 敎は行 ふに 甚だ 難しと 雖も 解す るに 甚だ 易い 宗敎 

である。 

其 第二 は 使徒 パゥ II を 以て 代表 さる、 彼に 在りて は 福 昔 は 律法と 正 反對の 者で ある、 二者 は 同時に 

雨 立し 得る 者で ない、 故に 彼 は斷言 して 撣ら ない- 

い. U づ 

若し 義 とせら る \ こと 律法に 由ら ば キリ ス トは 徒らに 死に 給へ り、 

と (加 拉太書 ニ章サ 一 節)、 彼 は 律法 を 全く 離れた る 救濟の 道を唱 へた、 

夫れ 律法 は 肉の 故に し、 その 爲す能 はざる 所 を祌は (キリスト を 以て) 爲し 給へ り、 

と 羅-ぉ 書 八 章 三 節)、 彼 は 墜 々幅 音の 德を讚 ふるの 餘り 律法の 無能 を唱 ふる を 禁じ 得なかった、 斯の如 

くにして 使徒 パゥロ の "井" 督敎は 解す るに 甚だ 難く、 然れ ども 一 たび 之 を 解し 得れば 行 ふ に^だ 易き 宗 

敎 である。 


ii ハ 第三 は 使徒 ヨハネ を 以て 代表 さる、 彼に ありて は 福音 は 律法で はたい、 叉 信仰で もたい、 律法 信 

仰 を 超越して 光で ありせ 命で ある、 彼に 在りて は 律法に 對 する 信仰で ない、 光に 對 する 暗で ある、 生 

命に 對 する 死で ある、 故に 彼 は 多く 律法に 就て 語らない、 叉 律法の 對照 として 信仰 を 見ない、 彼はキ 

リ ス トを 生命と して 唱道す る、 而 して 人が 彼に 來 りて 生きん こと を耍 求す る、 

神 は 光な り 少しの 暗處 あるな し、 …… 若し 神の 光に 在す が 如く 光の 中を步 まば 我等 互に 同 心なる 

を 得、 0^ つ 其子ィ H ス キリス 卜の 血す ベての 罪より 我等 を 潔む、 

と C 約 翰壹書 一章 五、 七 節)、 叉 

祌は窮 なき 生命 を もて 我等に 赐ふ、 此 生命 は 其 子に 在り、 神の 子 を 有つ おは 生命 を 有ち、 共 子 を 

有たざる 者 は 生命 を 有た す、  . 

と (仝 五 章 十一、 十二 節)、 如斯 くにして 使徒 ヨハネの 基督 敎は髙 くして 深き 丈け それ 丈け 1;;: ふに 難く、 

叉 解す るに 難き 宗敎 である。 

使徒 ャ コ ブ は實踐 的で あ る 、 使徒 パ ゥ 口 は 信仰的で あ る 、 使徒 ヨハネ は 心靈 的で ある。 

使徒 ヤコ ブは 主として 猶太 人の ために 說き、 使徒。 ハウ は E_ ！ハ 邦人の ために 說き、 使徒 ヨハネ は 猶太 

人 異邦人の 刖 なく、 人類 全體 のために 說 いた。 

使徒 ヤコ ブは舊 き 猶太 敎に繁 り、 使徒 バウ a は 猶太 敎と絕 ち、 使徒 ョ ハネは 全く 猶太 敎を 離れて 普 

及 的 福 昔を說 いた" 

使徒 ヤコ ブは 律法 を 架め、 使徒 バウ „1 は 律法と 絶ち、 使徒 ョ ハネは 律法に 關係 なき 自由の； ilw を唱 

へた" 
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使徒 ヤコ ブは舊 の 上に 新 を 築き、 使徒 バウ： t は 舊を脫 して 新に 入り、 使徒 ヨハネ は 自由の 天地に 在，. 

て 新たに 生命の 道を唱 へた。 

モ ー セの 律法 は 根で ある、 ヤコ ブの 基督 敎は 幹と 枝と である、 バウ P の 基督 敎は 葉と 花と である、 

而 して ョ ハネの 基督 敎は 熟した る實 である。 

神の 默示は 漸進的で ある、 

初めに は 苗、 次ぎに 穗出 で、 穗の 中に 熟した る穀を 結ぶ C 馬 可 傳四章 二十 八 節) 

ヤコ ブの 基督 敎は 苗で ある、 。ハウ 口の それ は穗 である、 ヨハネの それ は 熟した る穀 である。 

ャ コ ブの 尊き は 保守的に して 舊を 重ん する に 在る、 バウ 口 の 尊き は 進歩的に して 舊を脫 して 新に 人 

るに 在る、 而 して ヨハネの 尊き は 新 を 集めて 新たに 之 を 築き 上ぐ るに 在る、 三者 其 一 を缺 いて 基督 敎 

は 健全の 發達を 遂げ 得なかった。 

新約聖書 は 一書で はない、 二十 七 書より 成る 文 鹿で ある、 ー册の 聖書で はない、 ニ十七册の§め，書を- 

め て 爲 つ た 聖 書 で ぁ る 、 而 し て 其 中 に 以 上 の 思 想 の 三 系 統 が 在 る の で ぁ る 。 

勿論 ヤコ ブ 系統の 正 經は雅 各 書で ある、 新約聖書の 終りに 近く 置かる i が、 其 思想 は 最も 舊ぃ 者で 

あって、 思想 發 達の 順序より 言へば、 聖書の 初めに SJ^ かるべき 者で ある。 

雅各 書に 似て 之と 思想の 系統 を 共に する ものが 「ュ ダ卽ち ヤコ ブの 兄弟」 の 作りし 書なる 短 かき 猶「 

太 書で ある。 

猶太 書に 似て 同じ 舊 約の 精神 を 呼吸す る 者が 彼 得 後書で ある、 其、 架して 使徒 ぺテ n の 手に 作りし 

書なる や 否な や は 聖書 學 上の 疑問で ある、 是れは 多分 准ャ コブ 系統の 書と して 見るべき 者で あら ふ。 


純然たる ャ コブ 系統の 書に あらす、 然れ ばと て 純 バウ 口 系統に も屬 せざる 者が 彼 得 前書で ある、 是- 

れは 二者の 問に 介 立す る 者であって、 其繁 緩と なる 者で ある、 是れ藎 し 使徒 ぺテ の 地位で あつたで 

あら ふ、 彼 は 卽ちャ コブ 主義と バウ n 主義の 問に 立て 一 一 者の 連絡 を 計った 者ら しく ある。 

パゥ 系の 經典は 勿論 パゥ a の 書翰で ある、 夫れ が總數 十三 ある、 其 中 何人も パゥ ti の 自作と— て 

疑 はない 者 は羅馬 書、 哥林多 前書、 同 後書、 加拉太 書の 四書で ある、 獨逸國 の 聖書 學者は 之 を稱ん 

で HauptBiiefe 「主なる 書翰」 と 云 ふ、 所謂 パ ゥ n 主義なる 者 は 最も 明白に 是 等の 四書に 於て 顯 はれ 

て 居る、 其、 多くの 點に 於て 獨特の 思想 を傳 へて 居る こと は 何人が 讀ん でも 明かで ある、 而 して i: 大 

書翰に 次いで 腓立比 書、 帖撒 雜尼迦 前書 幷に腓 利 門 書 は 多数の 聖書 學 者に 由て 直に パ ゥ 口 より 出た る. 

者と して 認められて ある、 以弗所 書、 哥羅西 書 並に 帖撒羅 尼， 後書 は 縦し パゥ tt の 自作で ない とする 

も、 彼の 親しき 弟子に 由て 其 師の名 を 以て 書かれし 乎、 然ら ざれば 善く バウ a の 心を識 りし 者に 由て 

書かれし 書なる こと は 確で ある、 而 して 最も 疑 はしき 者 は牧會 書翰と 稱 せらる X 提摩多 前書、 同 後書 

幷に提 多 書で ある、 曾て 本誌に 於て 述べし が 如く 是 等の 書翰が 。ハウ a の 手に 由て 成りし と は、 之 を 疑 

ふに 多くの 理由が ある、 乍然、 其、 バウ 口 系に 屬 すべき 書で ある こと は 何人も 疑 はない。 

X 布 们來書 は 「使徒 バウ „1、 へ ブル 人に 贈れる 書」 として 載せて あるが、 然し、 其、 バウ P の 作で な 

いこと は 今や 何人も 疑 はない、 若し 聖書の 記事に 最も 明白なる 誤謬が あると すれば、 それ は 希 们來書 

しる 

を 「使徒 パゥ 口」 の 作と して 錄し たこと である、 或は アポ 口 の 作な りと 云 ひ、 或は バルナ バの 作な り 

と 云 ひ、 或 ひはシ ラスの 作な りと 云 ひて 孰れ を眞實 と辨へ 難しと 雖も、 唯 明白なる は 其、 純パゥ 0 主. 

義の 書で ない ことで ある、 或 ひ は 之 を 以て 別に 思想の 新 系統 を 立る 者と 見る も 可から ふ、 然れ ども、 
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多くの 點に 於て パゥ a 思想に 接近す るが 故に、 彼 得 後書 を 以て 淮ャ コブ 系の 書と 兄 做せし が 如く、 希 

伯 來書を 以て 淮パゥ n 系の 書と 見做す が適當 であると 思 ふ。 

ョ ハ ネ 系の 思想 は 最も 明白に 約 翰 傅 並に 約 翰 第 一 書に 於て 現 はれて 店る、 玆に 特殊の 思想が ある、 

其 キリスト 觀、 聖靈 観、 救扬觀 等、 すべてが 特殊で ある、 其 言辭は 平易で ある、 然も 其 思想 は 深邃で 

ある、 バウ 口の 如くに 敎理 を證明 せんと 爲 ない、 眞理を 宣言す る、 恰 かも 地の 深慮より 淸 泉が 湧き 出 

づ るが 如くで ある。 

ョ ハ ネ 系に 屬 する 書に 約 翰 第一 一書と 同 第三 書と が ある、 然し 多分 ョ ハ ネ自身 の 書いた 者で は ある ま 

いとのこと である。 

默示錄 は 普通 之 を r 聖ョ ハ ネの默 示錄」 と 云 ふ、 然し 其 著者が ra^ して 使徒 ョ ハネ でありし 乎 Ka や は 

是れ又 疑問で ある、 之に 多くの ョ ハネ的 思想が ある、 然 かも 其 文體は 全然 猶太 的であって- 寧ろ ヤコ 

ブ 系に 傾いて 居る、 之 を准ョ ハネ 系の 書と 見る が適當 であると 思 ふ。 

淺るは 四 福 昔 書と 使徒 行 傅と である。 

C  0  0  iJrc-G ち』 

馬 太 傳はャ コ ブ 思想の 立場より 見た る キリ ス ト傳 である、 玆にィ 二 ス は イス ラ H ル のおの 待望み し 

メ シャ として 示されて ある、 故に 彼の 系圖は イス ラ H ルの 先祖なる ァ ブラ ハ ム を 以て 始まって 居る、 

彼 は 特に モ ー セ の 律法 を m じ 給 ふたと 言 はれて 居る、 

ふ, つ  じ a-- フ： し J 

我れ 律法と 預言者と を廢 るた めに 來れ りと 思 ふ 勿れ、 我れ 来りて 之 を 魔る にあら す、 成就 せんた 

めな り、 我れ 誠に 汝 等に 告げん、 天地の 盡 きざる 中に 律法の ー點 一割 も 遂げつ くさやして 褻る こ 


と 五 章 十七， 十八 節〕、 是れ疑 ひもた く ヤコ ブ 思想で ある、 所謂 山上の垂訓なる 者 は雅备 書の 所謂 r 完 

入丄 なる 自由の 律法」 を 述べた 者であって、 キリ ストの 福音 を 完全なる 道德 として 兄た 者で ある。 

路.^ 傅 は。 ハウ 口 思想の 立場より 見た る キリスト 傅で ある、 玆にィ H スは の 救 主として？ S 介され 

て ある、 故に 彼の 系圖は 人類の 始祖なる アダムまで 遡って 居る、 天使が ィ H スの 誕生 を^ぐ るに 方て、 

我れ 萬 民に 關 はりた る 犬なる 喜びの 信を汝 等に 吿ぐ べし、 

と 言 ふて 居る 二 章 十 節〕、 記者 は叉ァ ブラ ハ ム の 子孫た る こと を輕ん じて 25 る、 

汝等 心に 我等が 先祖に ァ プラハ ム ありと 思 ふ 勿れ、 我れ 汝 等に 告げん、 祌は 能く 此石を 以て アブ 

ラ ハ ム の 子と 爲 らしむ ベ し、 

とバ プ テス マの ョハ ネ をして 言 はして cig る、 路加 傅が パ ゥ 口 系統に 屬 する キリ ス 卜傳 である こと は 何 

れの 方：. 间 より 見る も 明瞭で ある、 其 著者が ルカであって、 彼れ 自身が パゥ 口の 弟子で ありし こと を 知 

つて、 此事は 雷 はすして 明かで ある。 

使徒 行 傅 は 路加 傅の 綾篇 である、 共述 ぶる 所 は 主として パゥロ の 道 事業で ある、 故に 徹頭ハ ilzr ハ 

ゥ 口 系の 害で ある。 

, 0  C 

約 翰俾カ ョ ハ ネ m4 想の キリ スト 傅で ある こと は、 唯 其 禀を述 ぶる 丈け で 充分で ある、 ィ H ス ま「 儿ム j; 

の 道が 肉體 となりて 人類の 間に 寄りし 者で あると 云 ひ、 故に 彼 は 人 を 照らす 眞の 光で あると 云 ひ. 世 

を 救 ふ眞の 生命で あると 云 ふ、 約 翰 俾卞 は 他の 一 一福 昔 書と は 全く 其 趣向 を與 にして-居る。 

然 らば 可俾は 何れの 系統に 属する 者で ある 乎と 云 ふに、 是れは 彼 得 前書と 等しく 半ば ャ コ ブ 系に 

屬し、 半ば パゥ 0 系に 屬 する 者で ある、 然し 其 全 體の E 心 想の 傾向の バウ 口 的で あるが 故に、 之 を 彼 5^ 

新約 S 書に ー3は ろ の 系 三 六 三 


es 害に^ する 三 六 四 

前書と 同じく 准 バウ Q 系の 福 昔 書と 見るべき であると 思 ふ、 若し 其 著者が 正さに 始めはべ テ n の弟于 

であって 後に はパ ゥ & に 師事せ し マルコ でありし とすれば、 彼の 著 はせ し キリス ト 傳が此 地位 をお む 

る こと は 蓋し 當然 の 事で あら ふ。 

今 以上に 陳述せ し 所に 循ひ、 新約聖書 一 一 十七 書 を 其 思想の 系統に 依て 分類 すれば 左の 如くになる の 

である、 

I、 ヤコ ブ系 = 雅各 書、 猶太 書、 馬 太傳。 

#o 鲁參 ♦  0O0O 

准 ヤコ ブ系 = 彼 得 後書。 

ャ コ ブ 系と パ ゥ a 系と を繁ぐ 者， —- 彼 得 前書。 

二、 バウ 口 系 = バウ ti 十三 書翰 (加拉 太 書、 哥林多 前書、 同 後書、 羅馬 書、 賺立比 書、 徘利門 書、 

0OO0O0O  0000  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  00000  000  oo〇 、。- > 

帖撒 羅尼迦 前書、 哥羅西 書、 以弗所 書、 帖撒 羅尼迦 後書、 提摩太 後書、 同前 書、 提多書 け 

Is も Si かなろ ものな 先き にし、 ノ、 化 す、 ^^-.01.^5 

最も sli しき 者 を 後に す 」 路加 傳 使徒 行傳 0 

秦き秦 0O00  0  0  0 

淮パ ゥ&系 = 1# 伯來 書， 馬 可傳。 

三、 ヨハネ 系" 約 翰傳、 約 翰 第 一 書、 同 第一 一書、 . 同 第三 書。 

准ョ ハネ系 =默 示錄。 

如斯 くにして 新約聖書 は 一 W の 聖書で ない、 多くの 小 聖書より 成りた る 聖書で ある、 其 中に ャ コブ 

系統の 聖書が ある、 パゥ n 系統の 聖書が ある、 ヨハネ 系統の 聖書が ある、 而 して 之に 加へ て 准 ヤコ ブ 

系、 准 バウ tl 系、 准ョ ハネ 系の 聖書が ある、 新約 書は少 くと も 之 を 思想の 三 系統に 分析す る ことが 

出來 る、 其 間に 多少の 矛盾が ある、 意見の 衝突が ある、 記事の 錯雜が ある、 然し 是れ 免れ 難い 事で あ 


る 、 異なりた る 思想 の 人に 依て 書かれた る異 りたる 文書の 問に 斯 かる 行 交 の ある こと は 4：: む を 得ない、 

例 へば 信仰と 行爲 のこと に 就て ャ コ ブは曰 ふて 居る、 

我 兄弟よ、 人、 自 から 信仰 ありと 言 ひて 若し 行爲 なくば 何の 益 あらん や、 其 信仰い かで 彼 を 救 ひ 

得ん や、 

と：； 雅各書 二 章 十四 節)、 之に 對 して パ ゥ 口 は 一一 百 ふて 居る、 

故に 我等 は斯 く論斷 す、 卽 ち 人 は 律法の (命す る) 行爲を 離れて 信仰に 由て 義 とせら ると (羅馬 

書 三 章サ八 節)、 

玆に 確かに 意見の 相違が ある、 ャ コ ブとパ ゥ C1 と は 律法に 對 して 其の 態度 を 全く 異にして 居る。 

叉 離婚の ことに 就ても バウ 系の 路加 傅と 准 バウ 系の 馬可傳 は、 

凡そ 其 妻 を 出して 他の 者 を 娶る者 は 兹淫を 行 ふ 者な り、 

と 一一 一一 n ひ 切って 居る に對し (路加 傳 十六 章 十八 節 *  可 傳十章 十一 節〕、 ヤコ ブ 系の 馬 太 傳はー の 條件を 添へ 

て 居る、 卽ち、 

兹淫の故ならで其妻を^^す者は之に^^淫なさしむる也、 

と (五 章 三十 二 節〕、 一 讀 して 此 問題に 對 して パ ゥ a 系は嚴 であって、 ャ コ ブ 系は寬 である やうで ある 

が、 然し 必 しも 爾 うでない、 前者 は 罪を責 むる に嚴 なると 同時に 信仰と 云 ふ 逃路を 設けて 置く、 後者 

は 一 i 音 を 「完全なる 自由の 律法」 と 見て 此 より 高き 雜法 をして 其れ 自身に て 成るべく 完全なる 者たら 

しめんと して 居る、 故に 離婚 は絕對 的に 禁 すべき ことなる や 否や は 聖書の 言 辭に訴 へた 丈け では 判明 

ら ない 0 

新約聖^!1!3に2^はれたる思想の1;^統  S 六 五 


ffi^a に s: す its 究  一一 一六 六 

以上 は 一 一 一の 實例 に過ぎない、 其の 他 G 重要なる 問題に 就ても 聖書 記者 は 悉く 同 一 の 意見 を 懐かな 

y 各自 其 見地 を與 にした るに 由り、 其兑る 所、 意 ふ 所が 自づ から 異なって 居る、 玆に 於て か 我等 は 

变 一書 全 體に訴 へて 如何なる 問題 を も 解決し 得べ しとの 思考の 根據の 甚だ 淺 いもので ある こと を 知る の 

である、 或る 問題 は 勿論 如斯 くにして 解決す る ことが 來る、 乍然、 或る 他の 問題 は— 而 して 斯 かる 

^題 は 決して^くない —如 斯く に し て は 決お ら な いので ある、 聖書 自身が 意見 を 異にして 居る 事に 就 

一. 、は 我等 は 之 を 聖書に 訴 へたれば とて、 滿 足の 解決 を 得られ やう 害 はない。 

故に 我等 は先づ 聖書 を 其 思想の 系統に 循っ て究 むべき である、 先づ其 最も 舊きャ コ ブ 系の 文書より 

究 むべき である、 始めに 雅各 書を讀 み、 次ぎに 馬 太 傳を讀 み、 之に 猶太 書、 彼 得 後書 を 加へ て讀 みて 

先づ其 立場より キリストと 其敎 示と を究 むべき である、 其れに 短所が ある、 叉 長所が ある、 但し； i 音 

の 或る 旰 要なる 一 面の 是 等の 書類に 依て 示されて ある 事 は 確かで ある。 

ャ コ ブ 系の 書類に 次いで バウ n 系の 書々 を究 むべき である、 而 して 兩 者の 過渡 を附 くる 者が 彼 得 前 

書で ある、 バウ 口 系に ありて は づパゥ 口 の 四 大書 翰を讀 むべき である、 之に 次いで 路加 傳を讀 み、 

使徒 行 傳を讀 み、 參. 考 として 馬 可 傅を讀 み、 終りに パゥ II の 殘餘の 書翰 を讀 むべき である、 福音の 或 

る 他の 大切なる 方面 は是 等の 書類 を 以て 示されて ある、 之 を 知らす して； i 昔の 眞髓に 人る こと は出來 

たい。 

バウ D 系より ョ ハネ 系に 遷 らんと する に 當て准 バウ 口 系の 大作なる 希伯來 書を讀 むべき である、 是 

はパ ゥ II 系と は 稍々 異なりた る 立場より キリストと 其 事業と を 見た 書であって、 初代の 基督 敎を學 ば 

んと 欲する 者に 取て は 精究を 怠るべからざる 記錄 である。 


終りに ョ ハネ 系の 書類 を讀 むべき である、 m 心想發 達の 順序より すれば 准ョ ハネ 系の 默示錄 を 以て 始 

むる が常然 であると 思 ふ、 而 して 新約 架 書中の 最大 著作、 否た、 嘗て 人の 乎 を 以て 書かれし m 心 想の 最 

大產 物た る 約翰俾 と、 其附錄 とも 稱 すべき 約 翰 第一 書と を 請むべき である、 若し聖書屮の^^；書がぁる 

とすれば 夫れ は 約翰俾 である、 此 書物が 解つ た^が キリストの 心 を 解った 者で ある、 若し！^書に權能 

が 在，，？ M ならば 其 主上 權は此 ほ 曰に 於て ある、 若し 雅各き と 馬 太 傅と：^ きか^ J:;^ 一い.^ い、 ル.； 'い £日 

1! と 路加 俾 とが 按訴院 であると するならば、 約 翰 俾は大 院 である、 若し 人生に 關す るすべ ての 問題 

は聚 書に 訴へ て 決せられる 者であるなら ば、 其：^取後の判決を與ふる者は約翰俾でぁる， 我等 は 約 翰 傅 

を 解らん がた めに 聖書の 他 の 書類 を 究 むる の で あ る と 言 ふても 可い、 實に此 書 を 以てして 人類の 思想 

は 共 鼓 高點に 達した ので ある。 

約 翰 傅と 約 翰 第 一 書 を 加 へ て 約 翰 第一 一書、 同 第三 書 を讀ん で、 玆に 新約 聖-書 を讀み 了った と 云 ふ 事 

が 出来る。 

以上が 新約 iA- 書の 眞 正の 讀 方で あると 思 ふ、 馬 太傳を 以て 始め 默示錄 を 以て 終る 普通の 讀方は 決し 

一 」 正 當 の讀 方で ない、 斯 かる 捧讀 が 讀者を 益す る こと 甚だ ii き は實驗 と道现 とに 訴 へて 見て 明かで あ 

る 0 

玆に 於て か 讀者は 余輩に 問 ふて 曰 ふで あら ふ、 新約聖書の 屮に 異なりた る 思想の 系統が あり、 其 問 

じ 意見の 相違 は 免 かれない と 云 ふ、 然 らば 新約聖書 は 何の 確實 なる 亊を も敎 ふる 所な き 乎と、 然し 夫 

れは 決して 雨う でない、 勿論 雨う でない、 新約 聚書は 或る 一 つの 明白なる 確實 なること を へる， I- 

れ は主ィ H ス キリスト である、 彼れ が 其 主人公で あるので ある、 彼 を 世に 示さん がた めに 其 二十 七 書 

新約Bfflui現はれ^.:ろs^.^のWK统.  一二 六 七 
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は 記 かれた ので ある、 彼 を 種々 の 方面より 見た る 其 記錄が 新約聖書 である、 其 見方の 異なる は 見る 立 

場と 人と が 異なる からで ある、 而 して 異なりた る 方面より 異なりた る 人が 見て、 玆に 最も 完全に 彼が 

OO0OO0OOOOOOO0000OOOO0OO 

世に 示された ので ある、 我等 は キリスト を 知らん と 欲して 聖書 を學 ぶので ある、 而 して 人 は必 しも 其 

發 せし 言辭 でない、 叉必 しも 其爲 せし 行で ない、 其 言 辭と爲 行と を 通して 傳 はる 精神で ある、 靈 であ 

る， 我等 は キリストの 精神 を 知り、 其靈を 受けん ために 書に 行く ので ある、 故に 此 in 的 を 以て 聖書 

に 臨んで 我等 は 其 記事の 間に 多少の 相違が あり、 矛盾が あり、 衝突が あれば とて 躓かない ので ある、 

聖， 書 全體が 我等に 與 ふる キリストの 印象… 我等が 握らん と 欲する 所の 者 は是れ である、 而 して 聖書 は 

あや i 

祝すべき 此 印象 を 我等に 與 ふるに 於て 誤らない ので ある、 而 して 聖書の 中に キリスト を發 して、 或 

る 時 は 其 矛盾せ るが 如くに 見 ゆる 記事の 中より キリス トを 抽出して、 我等の 聖書 研究の 目的 は 達せら 

る、 ので ある、 聖書 は 尊い ものである、 ^に 之よりも. 尊い 者 はない、 然し M 書 は 永遠に 尊い 者で はな 

い、 聖書が 不用になる 時 は 必す來 るので ある、 永遠に 尊い 者 は 神と 其 遣り 給へ る其獨 子で ある、 而し 

て 彼 を^に 傳 ふるが 聖書の 世に 在る 理由で ある、 而 して 彼 を 傅へ 了って 聖書 は 不用になる ので ある、 

蛮 書 は 尊し と 雖も祌 の 家 を 築く ための 梭 架に 過ぎない > 

聖 城なる 新ら しき H ルサ レム、 倫へ 整 ひて 神の 所 を 出て 一大より 降り 

て 地の 上に 築かる- -に 至って、 尊き 聖書 も 亦 神の 造り 給 ひし 他の物と 等しく 用な きに 至る ので ある、 

共 時 我等 は 面と 面と を 合 はして 底に 父 を 仰ぎ まつり、 人と 其 記き し 書に 由て 敎 へられす して 直に 彼に 

-m て敎 へらる、 ので ある、 故に 曰 ふ、 

*• ち  こひつじ  ともしび 

又 城に 月日の-照る こと を 要せす、 そ は 神の 榮 光之 を 照らし、 I っ羔、 城の 挽 なれば 也、 


と (K 示錄サ 一 章廿三 節〕、 天國に 在りて は 聖書 は 要らたい、 祌と： It^ と は 之に 由ら すして 直に 我等 を 導き 

給 ふ" 


新約聖書の 預言 的 分子 


聖書 は 三ッの 部分より 成る、 其 第一 は歷史 である、 其 第二 は敎訓 である、 其 第三 は預霄 である、 聖 

書 は 純道德 ではない、 歷史の 事實を 以て 證 明され たる 道德 である、 义預 言 の 希望： を 以て 獎勵 された る 

道德 である、 道 德は其 中心で あるが、 然 かも 聖書の 道 德は獨 り 立つ 道德 でない、 過去の -赏 (歷史 ) 

に 其 基礎 を 置き、 未来の 希望 (預 一一：  一：！) に 其 實現を 期す る道德 である。 

之 を舊約 聖書に 就て 見る に 其 三分 的 組織 は  一 瞭然で ある、 其モ ー セの 五書と 約 書 亜記と 士師 記と 

撒 母 耳 前後 書と 列 王紀略 上下と 歷代志 略 上下と、 之に 加へ て 以士喇 書、 尼 希 米 亞記は 何人が 見ても 歷 

史 である、 之に 次いで 約 百 記と 詩篇と 箴言と 傳道之 書と は 何人が 見ても 敎訓 である、 而 して 最後に 來 

る M 大預言 書と 十一 一 小 預言 書 は 其 名の 通り 預言で ある、 如斯 くにして 舊約 聖書 は 始めに 歷史、 中に 敎 

訓、 終りに 預言で ある。 

而 して 新約聖書 も 亦 其 組織に 於て 舊約 聖書と 異ら ない、 舊 約の 最も 明白なる 歷 史的 分子なる モ ー セ 

の 五書、 卽ち 創世記、 出 埃 及 記、 利 未 記、 民數紀 略、 及び 申命記に 對 して、 新約の 五書と も稱 すべき. 
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四 福 昔 書 井に 使徒 行 傅が ある、 之に 次いで 新約の 敎訓 なる 使徒 等の 書翰が ある、 而 して 最後に 新約の 

預言なる 默示錄 が ある、 新約 は舊 約に 傚 ひて 成りた る 書で ある、 新約 は 其 組織に 於て 舊 約の 復 作た る 

に過ぎない。 

聖書 は 其 全體の 組織に 於て 三分 的で ある、 而 して 其 备部も 亦 之 を 分析 すれば 三分 的で ある、 今 試に 

新約の 歷史の 一 なる 馬 太傳に 就て 觀 るに 其 純然たる 歷 史的 分子に 加へ て、 山上の垂訓の 如き 純然た 

る 敎訓的 分子が ある、 叉 其 第二 十四 章幷 二十 五 章に 於け るが 如き、 純然たる 預言 的 分子が ある、 叉 其 

敎訓的 分子なる 山上の垂訓の 中に も歷 史的 分子 も あれば 叉； お 言 的 分子 も ある。 

ィ H ス 多くの 人 を 見て 山に 登り、 坐し 給 ひければ 弟子 等 も 其 下に 来れり 

と ある は歷史 である、 又 

汝 等より 前の 預言者 を も 如此く 迫害たり き 

と ある も歷史 である、 イエスが 

古の 人に 告げて 言 へ る こと 有る は 

くり かへ  をし へ 

と幾囘 となく 繰返して 宣べ給 ひし は 歷史を 基礎と して 敎訓を 垂れ 給 ふたので ある、 山上の垂訓 は舊約 

の 歷史を 土臺と して 述べ られ たる 敎訓 である。 

其 事 は 明白で ある、 乍然、 多くの 人の 氣の附 かない こと は 山上の垂訓の 屮に 預言 的 分子の 多く 在る 

ことで ある、 イエ スも亦 預言者で ある、 故に 彼 も 亦、 舊 約の 預言者と 同じく、 敎 ふると 同時に 預言し 

給 ふたので ある、 然り、 預霄 者なる 彼 は 預言し つ K 敎へ給 ふたので ある、 彼に 在りて は 敎訓は 預言と 

分離して 倚 へられた もので はない、 二者 は 一 體 であった、 彼の 敎訓は 未來を 期しての 敎訓 であった、 


心の 貧しき 者 は 福な り 

と は敎訓 である、 而 して 

天 國は卽 ち 其 人の 有 なれば 也 

と は K 言で ある、 

殺す こと 勿れ 

と ある は敎訓 である、 而 して 

すべ て 故な くして 其 兄弟 を 怒る 者 は.！ i 判に 干らん、 叉 其 兄お を 照 者よ とい ふ 者 は 集議に 千らん、 

しれもの  ぁづ. 

叉狂妄 よと いふ 者 は 地獄の 火に 干るべし 

と ある は 未来の 裁判に 於て は 誹 毀 罪 は 殺人罪 を 以て 罰せら るべ しとの こと を傳 へし 預言で ある、 

凡そ 婦人 を 見て 色情 を 起す 者 は 中心す でに 姦淫した る 也 

と ある は敎訓 である、 而 して  . - 

1.?; 體の 一 を 失 ふ は 全身 を 地獄に 投 人れ らる、 に 勝れり 

と ある は 未来の 裁判の 恐るべき こと を 示して、 赛淫の 罪 を 其 根柢に 於て ぼめ たる 預首 的敎訓 である、 

隱れ たるに 鑒た まふ 汝の父 は 明 顯に報 ひ 給ぶべし 

と 三た び 繰返して 曰 ひ 給 ひし は、 彼 得 後書 一 章 七 節に 

汝等ィ H ス キリ ス トの顯 はれ 給 はん 時に 稱 讚と 尊貴と 榮 光と を 得ん 

と あると 同じく 明. n なる 預言で ある、 而 して 垂訓 最後の 一 節なる 

ち 力 ふ  うて 

雨降り 大水 出で 風 吹きて 其 家を椅 ども 云々 
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は 是れ， 又 彼 得 後書 三 章 五節に 於け る 

上古 天 あり、 叉 水より 出で 且 水に 由り て 立ちし 地 ありたり、 而 して 之に 由り て： 古の 世 水に て掩は 

れて 滅びたり 

と あるが 如く、 最後の 裁判 を ノアの 時の 大 洪水に 準へ て 宣べ給 ひし 預言で ある。 

如此 くにして 山上の垂訓 は 同時に 叉 山上の 預言で ある、 預言 を 以て 勵 まし、 叉 預言 を 以て 誡め たる 

垂訓で ある、 其 預曾的 分子 を 取 除いて 山上の垂訓 は 其 動機 を 失 ふので ある、 ィ H スは 孔子 や プラト 1 

の 如くに 純 道 德を唱 へ 給はなかった、 彼 は 天 國の福 昔を官 一べ 給 ふた、 天國に 人る の 資格と して 善を勸 

め、 滅亡に 人る の途 として 惡を誡 め 給 ふたので ある。 

叉ィ H スの 比喻 なる 者 は 多く は 預言 的 比喩で ある、 「十 人の 童女」 の 比喩 も是れ である (二十 五 章 

r 智き 僕と 愚かなる 僕と」 の 比喩 も是れ である (仝 十四 節 a 下)、 羊と 山羊との 比喩 も是れ である、 其 他 

ィ H スの 再顯と 未来の 審判に 關 はる 比喩 は 多く ある、 福音書の 大部分が 預言 的で ある こと は 何人も Rn 

むこと は 出来ない。 

今 叉 純然たる 敎義 の 書で あるかの 如くに 思 はる、 羅馬書 に 就て 觀る も 其 大部分 の 預言 で ある こと 

を 見る ので ある、 敎 義に關 する 議論 は 始めの 八 章 を 以て 盡 きて 居る、 餘は 預言で ある、 第 八 章 は 信者 

と 宇宙と の 結末に 關 する 大 預言 である、 

我れ 思 ふに 今時の 苦 は (後に) 我等に 顯 はるべき 榮 光に 比ぶべき に 非す 

と、 叉 

つ../ られ しもの せつ  R  み  こ il ち 

受造 者の 切なる 希望 は 神の 諸子の 顯 はれん ことたり 


と， 又 

己れ の 子を惜 ますして 我等す ベての ために 之 を 付せ し 者 は豈か 彼に 併せて 萬 物 を も 我等に 賜 は ざ 

らん 乎 

と、 以上 は 宇宙の 改造と 信者の 彰榮と に關 する 大 預言 である。 

第 九 章より 第 十 一 章に 涉 りて パゥ 口 は イスラ H ル 人の 將來に 就て 預言して 居る、 バウ a の歷 史哲學 

は 玆處に 在る、 萬國は 如何に 成 行く や、 而 して 彼等の 中に ありて イスラ H ルの 運命 は 如何と、 バウ 口 

の歷 史哲學 はへ n 1ドー タスの それよりも 雄大で ある、 歷史を 預言 的に 解釋 せんとせ し 者であって、 

パゥ& のへ ー ゲルに 劣らぬ 哲學 者で ありし こと を 示し、 又ィ ザャ、 M レ ミヤと 併び 稱 すべき 預言者で 

ありし こと を證 しする 者で ある。 

第 十三 章 第 十 節以ド は預官 を 以てする 訓誡で ある、 第 十四 章 十 節に 於て 

さ ^ さ  かろんぶ *  OO000OOOOO0000O0000 

汝何ぞ 其 兄弟 を 審判す る や、 何ぞ其 兄弟 を 親視る や、 我等 は 皆な キリ ストの 臺 前に 立つべき 者な 

り 

と 言 ひて パ ゥ&は 未来の 裁判 を 預言して 信徒 相互の 批判 を誡 めて 居る。 

實踐的 敎訓を 以て 充 つる 哥林多 ュ1 後書 も 亦 多くの 預言 を 載せて 居る、 前書 第 十五 章 は 未来の 復活 

に關 する 大 預言で ある、 i お： 書 第五 章 一 節より 十 節に 涉 りて 復活と 審判に 就ての 預言が ある、 前書 十六 

章廿ニ 節に マラン アサ ー (主 臨り 給 はん) の 一 言を^^してパゥ ロはキリ ストの-冉臨を-預言し、 叉 信者 

の大希 を 述べた ので ある。 

慰藉の 書翰と 稱 へらる、 腓立比 書 も 亦 
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汝 等の 心の中に 善き 業 を 始め 給 ひし 者、 之 を主ィ ェ ス キリストの 曰までに 全うし 給 ふべ しと 我れ 

深く 信す 

とい ふが 如き (一章 六 節)、 又 有名た る 

i 等の 國は 天， に 在り、 我等 は 救 主 卽ちィ H スキ リストの 其處 より 来る を 待つ、 彼 は 寓物を 己れ に 

1 はせ. 得る 能力に 由り て 我等が 卑しき 體を 化して 其榮光 の體に 象ら しむべし 

と 云 ふが 如き 預言 的 希望 を 揭げて 居る。 

帖撒 羅尼迦 前後 書 の 殆んど 全部が 預言で ある、 キリストの 再来と 信者の 復活と、 其 前兆た るべ 

き 社會的 現象と は设も 明確に 是 等の 二 書に 於て 預言され て ある。 

牧會 書翰と 稱 せらる、 提摩太 前後 書幷に 提多書 はパゥ n の 書翰と して は 甚だ 疑 はしき 者な りと 

雖も、 ^れ ども 初代の 信者の 信念 を傳 ふる 書と して は 充分に 信す るに 足る 者で ある- 而 して 其、 基督 

敎會 の 將來 に 就て 預言す る 所 は 最も 明白 で 最も 痛切 である、 

のちの ひ 

聖靈 明かに 曰 ふ、 後日に 至らば 或 人 信仰より 落ち、 誘 ふ 靈と惡 魔の 敎に耳 を 傾く るに 至らん 

と (提摩 太 前書 四 章 一 節〕、 又 

汝此事 を 知るべし、 卽ち 末日に 困難の 日 到らん、 其の 日 到らば 人々 已を 愛し、 云々 

と (仝 後書 三 章 一 節 以下 ；}、 叉 

我等の 大 なる 神に して 救 主なる ィ H スキリストの顯はれんことを待&^！む 

と (提多 書 二 章 十三 節)、 初代の 信者の 信と 云 ひ 愛と 云 ひ、 未来の 希^ を 離れて 在った もので ない、 預言 

は 彼等の 信仰の 生命であった、 故に パゥ ロはコ リント 人に 告げて 曰 ふたので ある、 


汝等愛 を 追求め 且つ 聖靈の さまざま の 賜物 を 慕 ふべ し、 然れ ども 殊に 慕 ふべき は 預言す る 事な り 

と哥林 多" 1 書 十 s 章 一節」、 初代の 信者 は 現代の 信者の 如くに 預言 を貌視 し、 只 倫理と 理想と 社^ 改良 

と をのみ 語った 者で ない、 

0 を. 俎す こと 勿れ、 tH 言 を ？貌 る 勿れ 

と。 ハウ 口 は义言 ふた (テ サ。 -ーケ 前書 五 章 十九、 二十 節 ：>、 現代の 信者 は 明. a にパゥ 口の 此 一一 一一！ I を貌視 する 

者で ある。 

希 伯 來書も 亦 慰藉の 預言に 富む，  ， 

主よ 汝は 元始に 地の 基 を 置き 給へ り、 

天 も 亦汝の 手の ェな り、 

此等は 亡びん 、 

然れど 汝は恆 におさん 

此 等は舊 びん 

汝、 此等 を袍の 如くに 捲み 給 はん 

彼等 は變 らん 

然れど 汝は變 る ことなし、 

汝の壽 は 終らざる 也 

と ある は 單に祌 の 無 翁を稱 へたる 讚美の 歌と しての み 見るべき でない、 聖書の 他の 記事と 比べて 見て、 

是れ又 世の 終末に 關 する 預言で ある ことが 判明る ( 一 章 十 節 以下 )o 
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信す る 所の 我等 は 安息に 入る こと を 得るな り 

と 云 ひ (四 章 三 節)、 又 信者 は 

來 世の 權 能を嘗 ひし 者な り 

と 云 ひ (六 章 五節)、 又 

活ける 神の 手に 陷る は懼 るべき 事な り 

と 云 ひ (十 章 三十 一節)、 叉 最後に 

我等 は此 所に (此 はに) 在りて te に (永久に) 存 する 城邑 (住家) なし、 惟 来らん とする 城邑を 

求む 

と ある を 見て (十三 章 十 SI 節) 最初の 基督 敎辯證 論と 稱 せらる- 此希伯 来書 も 亦 預言者の 精神 を 以て 書 

かれた る 者で ある ことが^ 明る。 

又 雅各書 の 如き 純然たる 實踐 道德の 書で あるかの 如くに 見 ゆる 書に 在ても、 預言の 精神の 決して 

缺 けて 無い こと を 見る ので ある、 使徒 ャ コ ブは 富者の 横暴に 對 して 貧しき 信者 を 慰めて 曰 ふた、 

兄弟よ 忍びて 主の 臨る を 待つべし、 視ょ、 農夫、 地の 貴き 產を 得る を 望みて 前と 後との 雨 を 得る 

まで 忍びて 之 を 待てり、 故に 汝等も 亦 忍ぶべし、 汝 等の 心 を 堅く せよ、 そ は 主の 臨り 給 ふこと 近 

ければ 也 

と (五 章 七， 八 節)、 初代の 信者の 希 と 慰藉と は唯此 一事であった、 卽ち 

兄弟よ、 忍びて 主の 臨る を 待つべし、 

と、 彼等が 病める 時、 彼等が 死せ る 時と 彼等が 貧に 困し みし 時に、 彼等の 唯一 の希^1}1|と唯ー の 慰藉と 


は此預 IK であった リ 

彼 得 前後 書 は 殊 に K 言 の 書で ある、 其 記者 は 殊更ら に 預言 の 研究 を讀者 に勸 めて 一一 S ふた 

ともしび 

殊に 預言の 確言の 我等に 在る あり、 この 言 は 暗處に 輝く 燈の 如き 者な り、 夜の 明くるまで 明星の 

汝 等の 心の中に 昇る まで 之に 注意す る は 善し 

と (後書 一章 十九 節)、 而 して 記者 自身 の 此 言 に循 ひ、 彼の 書翰 は 殊更ら に預 言 を 以て 與 へられた る敎訓 

と 警誡と 慰藉と である、 

汝等 心の 腰に 帶し、 愼 みて ィ H ス キリストの 顯 はれ 給 ふ 時に 汝 等に 来らん とする 恩 惠を疑 はすし 

て笔， むべ し 

と 〔前書 一 章 十三 節)、 又 

萬 物の 末期 近づけり  • 

と (仝 四 章 七 節)、 又 

くるしみ ぁづぃ  よろこび 

汝等 キリ ストの 苦に 與るを 以て 歡樂 とすべし、 然 らば 彼の 榮の顯 はれん 時 汝等も 亦 喜び 躍らん 

と (仝 四 章 十三 節」、 殊に 彼 得 後書に 至て は是 れ^の 末期と 萬 物の 結末に 關 する 一 大預 一一 一一 II である、 

-す び，；  ひ ク けく づ 

主の日の 來る ことお 人の 夜來 るが 如くな らん、 其 日に は 天 犬なる 響 ありて 去り、 體質 悉く 焚 毀れ 

^と 其 中に ある 物 皆な 焚盡 きん、 …… 神の 日に は 天 焚 毀れ 體質焚 鎔けん、 然れど 我等 は 彼の 約束 

4 ちの t 

によりて 新ら しき 天と 新ら しき 地 を 待 む、 義、 其屮に 在り 

と (後書 二 章 十 節以ド 〕、 恐怖と 歡樂 と、 絶び 1- と 希び li" と、 滅亡と 復興と は 火を瞎 るよりも 瞭 かに 玆に K 言 

して ある 0 
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以上 は 新約聖書 中、 預言の 書と して 認められざる 書の 中に 錄 された る 預言で ある、 其 歷史は 預言で 

ある、 其 敎訓は 預言で ある、 聖書の 記者 は 預言す るに あら ざれば、 歷史を も 道 德をも 語り 得なかった 

の である。 

而 して 新約聖書の 特殊の 預言なる 最後の 默示錄 に 至て は 其、 徹頭徹尾 預言の 書なる こと は 何人が 

見ても 瞭か である、 默示錄 は 殊に 未来の 書で ある、 福音書が 過去 を 記し、 書翰が 現在 を敎 へんと した 

るに 對し、 默示錄 は 殊に 未来 を 示さん とした、 默示錄 の 眞價、 其 興味、 其莊嚴 は玆に 在る、 未 來を洞 

察せん とせす して 默示錄 は 解らない、 其 中に 多少の 教訓の 傳 へられて ないで はない、 乍然、 其、 特に 

O0OOOOOOO0  O00OOO00 

傅 へんと して ほる 事 は 此^と 敎會 との 未来に 就て 5^ ある、 此世は 如何に 成 行く や、 敎會は 如何に 成 行 
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くや、 其 噴 落の 程度 如何、 神 は 如何にして 二者 を 罰し 給 ふか、. 而 して 最後の 結末 如何と、 是 等の 大問 

題に 對し 明白なる 解答 を 供す る 者が 新約の 大 預言 書なる 默示錄 である、 余輩 は今此 所に 其 概略 を さ へ 

述る こと は 出来ない、 曾て 本誌に 於て 此 書に 就て 少しく 述べた ことがある、 叉祌 若し 許し 給 は 後に 

大に 述べた く 欲 ふ (本 全集 『新約 研究 下』 參照 —編者)、 今 は只此 書を舊 約の 十六 預言に 對 する 新約の 大預 

言 として 讀者 に 紹介し て 置く ま で める。 

現代の 信者が 何故に 默示 錄を讀 まない 乎と いふに、 其れ は 彼等が 未来に 就て 注意し ないから である、 

彼等 は餘 りに 現抵 的で ある、 此^ を 化して 天國 となし、 玆處 にす ベての 幸福 を 求めん こと は 彼等の 主 

願で ある、 又 彼等の すべての 運動の 動機で ある、 彼等 は 昔時の ギリシャ 人の 如くに 此世 以外に 天國を 

求めない、 故に 此 世の 政治 を廓淸 し、 社會を 改良し、 若し 得べ くんば 自身 貴族と なり 富豪と なりて、 

大に此 世を樂 まんと する、 故に 彼等に 來 世に 就て 知らん と 欲する の愁 もなければ ぼ 1*1 もない、 循 つて 彼 


等 は 默示錄 の 如き 未来に 就て 語る 書に 對 して 興味 を 有た たい、 故に 此書は 彼等に 對 して は 145 記者が 言 

ふ 如く 「七の 印に て 封印せられ たる 卷物」 である (五 章 一節)、 彼等 は單に 「奇異の 書」 として 此書を 

見る、 到底 解らない 書と 見做して 之 を 開かない、 彼等の 眼は此 世に 眩され て玆に 光明の 默 示に 與 らん 

としたい。 

乍然、 默示錄 は 新約の 結論で ある、 ィ H ス キリスト 其 隅の m 石と なり、 使徒 其 上に 築きて 成りし 新 

約の 大 構造 は 默示錄 を ® 石と なして 其 完成 を吿 げたので ある、 馬 太 傅な くして キリ ストの 福音の 解か 

ら ないやう に 默示錄 なくして 基督 敎は 無意味で ある、 福音 は單 に敎訓 ではない、 现想 ではない、 倫理 

ではない、 天地と 萬 物と、 世と 人と、 善人と 惡 人と、 祌の 敵と 彼の 子 輩と に關 はる 預言で ある、 聖書 

よ り 其 M 一一 一一 c を 取 除い て 聖書 は 聖書 でなくなる ので ある。 

然 らば 聖書 は 何 を 預言す る 乎、 是れ 余輩が 聖靈の 指導 を 得て、 稿を更 めて 再た び讀 者に 語らん と 欲 

する 問題で ある。 

聖書の 預 言 的 研究 


聖書 は 道德の 書で はない、 預言の 書で ある、 預言に 伴 ふ 道德の 書で ある、 聖書の 預言 を 顧みす して 

其 道德は 他らない、 聖書 を 誤解す る 主なる 原因 は 其預官 を 離れて 其 道 德を解 せんとす る 事に 在る、 其 
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預言に 重き を 置いて 讀 みて 聖書 は 一 變す るので ある。 

預言 は 歷史觀 である、 世 は 如何に 成 行く ものである 乎、 神 は 如何に 人類 を處 分し 給 ふ 乎、 其 事 を 語 

るの が 預言で ある、 而 して 架 書に 特^の 歷史觀 が あるので ある、 實に此 歷史觀 が あり たれば こそ 聖書 

は 成った ので ある、 聖書 は歷史 である、 而 かも 單に 過去 を 語る 歷史 でない、 過去 現在 未來を 通う して 

一貫す る 宇宙人 類に 關 はる 神の 聖 謨の實 現に 就て 語る 歷史 である、 最も 與味 ある 歷史 である、 而 かも 

おらむ 

普通の 歷史と は 全然 趣き を 異にする 歷史 である、 信仰の 眼 を 以てする にあら ざれば 解す る 能 はざる 歷 

史 である、 故に 其 正解に 神の 指導 を 要する ので ある， 而 して 此 指導の 任に 當 りし 者が 神の 預言者で あ 

る 0 

ィ H ス御 自身が 最大の 預言者で あり 給 ふた、 彼の 使徒 等 も 亦 其 師に從 ひて 預言者であった、 彼等 は 

ffil. に 信望 愛 の 人道 を述 ベた ので はない、 時と 時の 休徵と に 就て 述べて 之に 應 する 道を述 ベ た の で あ る 、 

今 試に ィヱス の 山上の垂訓に 就て 見ん に、 是れ 決して 單 純の 道 德 でない 事が 刹 明る、 是れ トルストイ 

伯が  一一 一一 n ひし 如く 人道 の 粹を述 ベた る 者で はない。 

まづ  さい は ひ  もの 

心の 貧しき 者 は 福な り、 天 國は卽 ち 其 人の 有 なれば 也 

と ある (馬 太 傳五章 三 節〕、 其 前半 は道德 であって 其 後半 は預 首で ある、 天國 獲得 を 基礎と して 說 かれた 

る敎訓 である、 若し 天國 にして 有ら ざらん 乎、 此敎訓 は 其 權カを 失 ふので ある、 ィ HK は兹に 道德の 

ために 道 德を說 き 給 ふたので はない、 天國に 人らん が 爲の道 德を說 き 給 ふたので ある、 故に イエスの 

此敎訓 は 天國の 何物なる 乎 を 知つ て 能く 解す る 事の 出来る ものである。 叉 言 ふ 

天地の 盡 きざる 中に 律法の 1 點 一 畫も遂 つくさす して 廢る ことなし 


と (五 章 十八 節)、 是れ亦 明白に 預言で ある、 天地の 終に は盡 くる 者なる を 云 ふ、 バウ 0 が 「夫れ 此供 

あり， Ti* す y ゆく  もえく づ  Ai いしつ やけ. C け 

の 形 狀は過 逝な り」 と 云 ひ (哥林 多 g 書 七 章 三 一節)、 ぺ テロが 「神の 日に は 天 燃 毀れ、 體質焚 鎔ん」 と 

云 ひし は 此事を 指して 云 ふたので ある、 聖書 は 宇宙の 無限 的 進化 を說 かない、 之に 終焉の ある こと を 

唱ふ、 律法 は 此^に 應 する 爲の道 である、 故に 此世 限りの ものであると 同時に 亦此 *1 の あらん 限り 有 

效 なる 者で ある、 ィ H スは玆 に 天地の 有限 を 述べて 律法の 眞價を 示し 給 ふたので ある。 叉 言 ひ 給 ふた- 

我れ 汝 等に 告げん、 凡て 故な くして 其 兄弟 を 怒る 者 は 審判に 干らん、 又 其 兄弟 を 愚者よ と 言 ふ 者 

しれもの  ぁづ. h 

は 集議に 干らん、 叉狂妄 よと 言 ふ 者 は 地獄の 火に 干るべし 

と (五 章廿ニ 節〕、 是は單 に 人 を 怒る 勿れ 篤る 勿れとの 敎訓 ではない、 來 らんと する 大 審判 を 預言して 

の敎訓 である、 神 は 最後に 世 を 審判き 給 ふと は 聖書の 明， 曰に 示す 所で ある、 審判 は 想像で はない、 事 

實 である、 惡人を 威嚇す る爲の 假定說 ではない、 神の 聖 意に 定め 給 ひし 必然 起るべき 出来事で ある、 

「人の子 己の 榮光を もて 諸の 聖使を 率 來る時 は其榮 光の 位に 坐し、 萬國を その 前に 集め、 牧羊者の 綿 

羊と 山羊と を 別つ が 如く 彼等 を^ち、 綿羊 を 其 右に、 山羊 を 其 左に 置くべし」 と ある 其 長るべき 出來 

事で ある (サ五 章 三 一 節— 三 三 節)、 此事 あるが 故に 人 は 相互 を 侮る ベから す 愛 や 以て 相 敬 ふべ しと ィ ヱ 

スは玆 に 敎へ給 ふたので ある、 神の.：^ 判 を 無視して、 或 ひ は 之を說 明し 去りて、 ィ H ス の此敎 訓の權 

力 は 失する ので ある、 祌を畏 る、 は 主として 其 審刹を 長る k ので ある、 審判かざる 神 は 長る i に 足り 

ない、 パゥロ は 「我等 主の 長るべき を 知る が 故に 人に 勸む」 と 一一： 曰 ふた 2H 林 多 後書 五 章 十一 節)、 {番 ^を 

拔 去りて 福音の 根柢が 毀る i ので ある、 「審判に 干らん、 集議に 干らん、 地獄の 火に 干るべし」 と 云 

ふ、 「集 議」 と は 三位の 神と 聖 使との 集議 である、 「汝等 聖徒の 世 を 審判かん とする を 知らす や」 と 
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ある 其 事で ある C 同前 書 六 章 二 節)、 地獄の 火に 就て は玆に 一一 一一 口 ふの 必要 はない。 イエ スは又 三度 繰返して 

言 ひ 給 ふた、 

然 らば 隱れ たるに 變た まふ 汝の 父は顯 明に 報い 給 ふべ し 

と (六 章 四 節 以下)、 是れ叉 疑い も 無く 預言で ある、 「顯 明」 は此 世に 關 する 事で はない、 「彼れ 顯は 

れ給 はん 時 (我等) 必す 神に 肖ん こと を 知る」 と ある 其 事で ある (約 翰 第一 書 三 章 二 節 y 此 世に 於て 爲 

せる 隱德は 彼 世に 於て 明德 となりて 顯 はるべし との 事で ある、 是れ實 利 主義の 低き 道德で あ ると 言 ふ 

者が ある 乎、 然れ ども 高低の 問題で はない 事實の 問題で ある、 必す斯 く あるべし との 預言で ある、 善 

行 は 必す 神と 全 宇宙と に 認 めら るべ しと 云ふ預 言 である、 而 して 善人 は 其 善行 を 認めら れんがた めに 

死後の 復活 を 要し、 聖徒 も 亦 神の {# 判に 干 與し善 を 善と して 認めん がた めに 同じく 復活 を 要する ので 

ある、 キリストの 再臨と、 聖徒の 復活と、 最後の {番 判と を 不問に 附 して ィ H スの此 垂訓の 意味 は 解ら 

ない。 叉 主の 祈禱 文に 曰 ふ、 

爾阈を 臨ら せ 給 へ …… 國と權 能と 榮 光と は 窮 りなく 雨の 有 なれば 也 

と、 是 れ叉 明， n なる 歷史觀 に 基づく 祈禱 である、 爾阈を 臨ら せ 給へ とは此 *1 を 感化して 天國の 如き 聖 

き 所と 成らし め 給へ と 云 ふ 事で はない、 聖書に 在りて は 此言辭 に 特別の 意味が ある、 マラン ァ —サ、 

主よ 臨り 給へ と 云 ふと 同じで ある：： 哥林多 前書 十六 章サニ 節)、 天使が 使徒 等に 吿げて r 汝等を 離れて 天 

に擧 げられ し此ィ H ス は汝 等が 彼の 天に E 升る を 見た る 其 如く 亦 臨らん」 と ある 其 事で ある (行傳 一 章 十 

きた  へ C- さ  をし へ  の, ，ひ 

一節) 彼れ 再び 臨り て^を 統治め 給 ふと は 聖書 をー霣 しての 敎示 である、 而 して 信者の 望なる 者は此 

事の 實顯に 外なら ない、 爾國を 臨ら せ 給へ と 祈りて 信者 は 其 切なる sil の 實現を 祈る ので ある- ィ エス 


の 歷史觀 を 以てして のみ 此祈禱 が 出た ので ある、 復活と 翁 判と 約束に 因る 新しき 天と 新しき 地との 責 

顯とを 除い て 此祈禱 は 微弱なる 活力 無き 祈 禱と成 るので ある、 「國 と- 械 力と 榮 光と はぬ りなく 爾 の 有 

なれば 也」 と 云 ふ、 此 世の 國を 指して 云 ふので はない、 此^に 在りて 祌は其 無限の 權カを 掷ひ給 はな 

い、 又此 世の 人 は祌と キリスト とに 無限の 榮光 を歸し 奉らない、 此 f は祌を 斥けて 神なら ざる 者 を 主 

權者 として 仰ぐ ので ある、 神が 權カを 揮 ひ 給 ふ 所 は 他に 在る、 我等 は 其 事 を 知る が 故に 此 世に 惡 者の 

跋扈 を 見て 礙かな いので ある、 我等 は 日々 の 祈 禱に此 事 を 加へ て 我等の 失せ 易き 希望 を 新たに する。 

ィ ェ スは叉 言 ひ 給 ふた、 

人を議 する 事 勿れ、 恐く は汝等 も亦議 せられん、 汝 等が 人 を 議 する 如く 己れ も議 せらるべし、 汝 

等が 人 を 量る 如く 己れ も 量らる ベ し 

と (七 章 一、 二 節 y 是は汝 等が 人に 爲 すが 如く 人 も亦汝 等に 爲 すべし とい ふ 事で はない、 我等が 人に 爲 

す 如く 神 も 亦 我等に 爲し給 ふべ しとの 事で ある、 使徒 ヤコ ブの言 ひしが 如く 「憐む 事 をせ ざる 者は審 

判 かる、 時 また 憐 まる k こと 無し、 矜恤 は-!^ 判に 勝つな り」 と 云ふ雍 である、 「議 せられん」 と は 

「壤議 に 干 からん」 と 云 ふと 同じで ある、 大 なる， t 判 を^ 前に いて 見て 始めて ィ H スの此 言の 權カ 

が 解 得る ので ある。 ィ H スは 最後に 山上の！^ 訓を 結んで 曰； 6 給 ふた、 

凡て 我が この 言 を聽 きて 之 を 行 ふ 者 は 磐の 上に 家 を 建し 智 人に 譬 へられん、 雨降り、 大水 出で、 

風 吹きて 其 家を撩 たれ ども 倒れ ざり き、 そ は t め を その 基礎と 爲 したれば^。 

凡て 我が この _lw を聽 きて 之 を 行 はざる 者 は沙の 上に 家 を 建し 愚なる 人に ほ： へられん、 雨降り、 大 

水 出で、 風 吹きて 其 家に 當 りたれば 終に 倒れて その 倾援大 なりき 
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と (七 章 二 四- 丄 一七 節〕、 是は 最も 著る しい 一一 目で ある、 之 を 暗喩 叉 は 詩的 想像と 見る こと は 出来ない、 言 

は 確に 繪畫 的で ある、 然れ ども 畫の 背後に 何に か活 きたる 事實 がな くして 斯 かる 活劇 を畫 くこと は 出 

來 ない、 ィ H スは或 ひ は ノアの 洪水 を 追想して 言語 を 以てする 此 獪を畫 かれた ので あるか も 知れない、 

然し 夫れ のみでない 事 は 彼の 他の 一一 目に 照して 見て 瞭か である、 末の 日に 犬なる 患難 臨むべし と は 彼が 

繰返して 吿げ給 ひし 所で ある、 「其 時大 なる 患難 あり、 此の 如き 息 難 は 世の 始めより 今に 至る まで 有 

お の く わざ 

らざ りき、 叉 後に も 有らざる べし」 と (サ 四章サ 一節)、 是は實 に 試練の 日で ある、 其 日 各人の ェの 如何 

を 試みら るべ し、 金 か 銀 か 木 か禾稿 か、 「夫 日 之を顯 はすべし」 と バウ 口 は 言 ふた (哥林 多 前書 三 章 十 

二 節 以下〕、 是は祌 の 忿恚の 日で ある、 而 して 救 拯とは 其 一面に 於て 此忿恚 より 免 かる.^ 事で ある、 此 

日の 恐ろし さ を 知り 給 ひしが 故に ィ H スは其 身 を棄て 避難の 途を備 へ 給 ふたので ある、 ノアの 洪水 其 

物が 此 最後の 大 洪水の 豫兆 たるに 過ぎない、 「イスラ H ルょ汝 の 神に 會ふ 準備 をせ よ」 と 預言者が 叫 

びし は此息 難の 日を預 想して ある (亞麼 士書四 章 十二 節〕。 

如此 くにして 山上の垂訓 は 決して 純 道德の 宣言で はない、 其 中に 確固たる 預言 的 基礎が ある、 山上 

の 垂訓 は 叉 山上の 預言で ある、 預言 を 背景と して 見た る 新道 德の 宣言で ある、 其 深刻なる、 其 絕對的 

なる、 其 完全 を 求めて 些少の 瑕 壇たり とも 之 を 容赦せ ざる、 是れィ H スが 人生 を 未来永劫まで 透視し 

て 宣べ給 ひし 敎示 であるから である、 之を此 世の 道德と 見て 其 實行は 不可能な りと 言 ふ 外 はな い 、 ト 

ル ス トイに 倣 ひ 人 は 何人も 此道德 に準じて 行 ふべ しと 一一 m ひて 我等 は 人に 無理 を强 るので ある、 乍然ィ 

H スの 立場に 己 を 置いて 見て 山上の垂訓 は 決して 無理の 要求で ない 事が 解 I- る、 柔和なる 者 (踐 つけ 

ら る- - 者との 意) は 福な りと 聞いて 我等 は 能く 其 意 を 解し 得ない、 此 世に 在りて は踐 つけら る k 者 は 


決して 幸福で はない、 然し 乍ら 「其 人 は 地 を 嗣ぐ事 を 得べ ければ 也」 と 聞いて 我等 はィ H スの此 言 

の 意義 を 能く 會 得する 事が 出來 るので ある、 時 到れば 神 は 此地を 獰猛なる 此^の 軍人 政治.； 1^ 等の やよ 

り 奪 ひて 之 を 柔和なる 人の 手に 渡し 給 ふと 云 ふので ある、 而 して ィ H ス は 能く 此事 ある を 知り 給 ひし 

が 故に 大膽に r 踐 つけら るる 者 は 福な り」 と 言 ひ 給 ふたので ある、 是れ大 預言者に あら ざれば 到底 發 

し 得 ざ る 言 である、 純 道德と して は 人生の 事 實と餘 りに 矛盾す る 言 である、 然 し 乍ら 必 然 到来す ベ き 

世態 改變を 目前の 事實 として 見た まひし ィ H スの 立場に 己 を 置いて 見て、 是は 決して 行 ふに 難い 道德 

でない 事が 解明る、 山上の垂訓 を 解す るに ィ H スの歷 史觀が 必要で ある。 

信者が 愛誦して 止まざる §ゃ- 書の 一段 は 羅馬書 第 十三 章 第 八 節 以下で ある、 是は^^-ァゥガスチンをし 

て聖き 生涯に 人るべく 最後の 決心 を 取らし めし 聖語 として 有名なる 言葉で ある、 

汝, 互に 愛 を 負 ふの 外 何物 を も 人に 負 ふ 勿れ、 そ は 人 を 愛する 者 は 律法 を完 うすれば 也、 …… f< 

は 隣 を 害 はす 是 故に 愛 は 律法 を 全うす、 此の 如く 行すべし、 我等 は 時 を 知る、 八：' は 眠より 覺 むべ 

きの 時な り、 そ は 信仰の 初より 更に 我等の 救 は 近し、 夜旣に ふけて 日 近づけり、 故に 我等 暗 の 

行 を 去りて 光明の 甲 を 衣るべし、 行 を 正しくして 晝 歩む 如くすべし 云々 

.是 は 愛 を 勸め行 を 正す の 言で ある は 明， H である、 人 を 愛して 律法 を 全うし 行 を 正しくして 晝 歩む が 如 

くす ベ しと は 其の 信者に 敎 へ んと 欲する 所で ある、 然れ ども 何故に 斯く爲 すべ しと 言 ふので ある 乎、 

共 事 を 知る のが バウ！： の此 言 の 意味 を 知る 上に 於て 最も 大切で ある、 而 して 彼 は 明，：！： に 其^に 就て ラ！ I 

ふて 居る ので ある、 兹に 「此の 如く 爲 すべし」 と ある は 原語に 在りて は 唯 「此れ」 と あるの みで ある- 

聖 S5 の； SS 的^ 究  一二 八-え 


に K する 究  三 八 六 

「此 く爲 すべし 何故 なれば」 の 意で ある、 愛 を 行 ひて 律法 を 全うすべし、 何故 なれば、 更に 進んで 暗 

lil の 行 を 去るべし、 何故 なれば と 言 ふので ある、 善行の 動機、 其 理由 は此に 在る ので ある、 而 して 其 

S1 由と は 何ぞ、 「曰く 夜は旣 に- 史 けて 日 は 近づけり、 今 は 眠より 覺め、 寢 衣を脫 して 正服 を 着すべき 

時な り」 と、 卽ち兹 に 道德の 預言 的 理由が あるので ある、 兹 にも 亦預ー 百の 基礎の 上に 道德が 築かれた 

ので ある、 此 場合に 於ても 亦 預言 を 取 除いて 道德 は存ら ない、 單に 愛せよ 慎めよ との 勸吿 ではない、 

終末 は 近し、 天地 萬 物 今や 將 さに ー變 せんとす、 主の日 至らん とす、 我等 皆な キリストの 臺 前に 立つ 

べきの 時 は 目前に 迫れり、 故に 慎めよ、 愛に 歩む は 是.^ 誡 なりと 云 ふ 其， >誡 に循 ひて 愛せよ と 云ふ勸 

吿 である、 キリストの 搏臨、 死者の 復活、 萬 物の 復興と 云 ふが 如き 預言 的 事實を 背景と して 讀む にあ 

ら ざれば 判明せ ざる 訓誡で ある、 預言 を 離れて 聖書の 道 德を說 くの 困難 はパゥ II の此 首に 照らして 見 

て も 明かで ある。 

同じく 第 十 ra: 章 第 十 節に 曰く  . 

汝： E ぞ其 兄弟 を 判く や 何ぞ其 兄弟 を貌 る や、 我等 はル 2 な キリストの 臺 前に 立つべき 者な り 

と、 玆 にも 亦 明かに 道德が 預言に 由て 支持せられ たので ある、 * 判く 事は惡 事で ある、 我等 は 兄弟 を 

，視て はならない、 何故か、 判く 者 は 他に 在る からで ある、 而 して 彼 は 速 かに 其 審判 を實 行し 給 ふ 

からで ある、 大薪 判者の 大 審判 を 目前に 控 へながら 我等 は 私に 人 を 審判く に 及ばない ので ある" 何故 

に 人 は 他 を .li 判く ので ある 乎、 自分が .5^ 執く にあら ざれば 審執は 行 はれす して 過ぎん と 思 ふからで あ 

る、 故に 惡評を 下し、 輿論に 訴へ、 時には 敎 會に訟 へて まで も 兄弟 を 貶さん とする ので ある、 愚かな 

る 者よ、 汝 如何 なれば 他人の 僕 を * 判く や、 僕 は 其 主人に 對 しての み 貴 任 あるに 非す や (四 節〕、 主が 


其^ を i 判き 給 ふ 時 は 近し、 故に 汝等其 兄弟 を 審判く に 及ばす と"：.！ れパゥ a が玆に 審判 叉 は 批評に 就 

て敎 ふる 所で ある、 而 して ィ H ス 御自身の 敎へ給 ふ 所 も 之と 同じで ある、 「人 を議 や：^ 判) する こと 

勿れ、 恐く は汝等 も亦議 せられん」 と (馬 太 傳七章 一節)、 單に議 する 勿れ 批評す る 勿れとの 訓誡で はな 

い、 より 犬なる 審判 人に 議 せらる k の危險 あれば 議 する 勿れとの 忠吿 である、 純 道德の 宣言で はない- 

將 さに 現 はれん とする 事實に 基く 警吿 である、 ィヱ スは單 に 大敎師 ではない、 神より 人類の 審判 を娄 

ねられ 給 ひし 大蕃 判官で ある、 故に 彼の 警告に 干 釣の 重味が あるので ある、 之 を 威嚇と 言 ふ 者が あれ 

ば 一 百へ、 然れ ども 罪の 必然の 結果 を 語る は 預言であって 威嚇で はない、 終末の 大靡 判は勸 善懲惡 のた 

めに 設けられし 假說 ではない、 事實 中の 大事 實 である、 「一た び 死る 事と 死て 審判 を受 くる 事と は 人 

に 定まれる 事な り」 と ある (ヒ ブライ 書 九 章 二 七 節)、 人に確ぉせる！？^-は此ニ事でぁる、 死ぬ^3?と死にて 

後に 審判 かる k 事と、 # の 事 は 凡て 不明 なれ ども 此事 丈け は 必定 何人に も 臨み 來る 事で ある、 而 して 

ィ H スと其 弟子 等と は此 事に 基つ いて 其 敎を宣 ベた ので ある、 故に 其說く 所に 力が あつたの である、 近 

代人の 所謂 純 道德の 其說の 美しき に 拘らす 人 を 化する の 力なき は、 彼等に 此事 實を視 るの 服、 卽ち H 

言の 力がない からで ある。 

聖書に 在りて は 預言 は警吿 の 某 礎で あり 叉 慰藉の 理由で ある、 來 らんと する 終末の {せ 判 は 恐るべき 

事に して 又歡 ぶべき 事で ある、 眞理に 順 はす 不義に 就く 者に は 報 ゆるに 忿 と 怒と を 以てし、 耐へ忍 

ぴて善 を 行 ふ 人に は榮 光と 尊 贵と平 康とを 以てすと ある (。 マ 書 二 章 六 節 以下〕、 審判と 云へば 恐ろしく 

聞 ゆれ ども 霧 判の 一 面 は 籠の 顯耀 である、 榮 光と 尊貴の 附與 である、 而 して 聖書 は幾囘 となく *^ の 

美的 半面 を宣て 信者 を 慰めて 居る ので ある。 

聖喾 の預ー 一一：： 的 研究  一一 一八 七 


害に 開す ろ 研究  一一-ノー/ 

- ？  0 1  ことほ 

其 最も 顯 著き 例 は 約 翰 傳第十 四 章 一 — 三 節に 於け るィ H ス 訣^の 辭 である、 第三 節に 曰く 

若し 往 きて 我れ 汝 等の 爲に 所を備 へば 叉 来りて 汝等を 我に 受く べし、 是れ 我が 居らん 所に 汝等を 

も 居らし めんと て 也 

と、 此は 明白に 預言で ある、 而 して イエスが 其 再 來を預 一一 一一 口した る 言 辭 であると はル ー トハ ー 卜、 マイ 

ャ ー、 ウェストコット 等の 碩學 の齊 しく 唱 ふる 所で ある、 ィ H スの此 訣別の 辭 に：^ 者に 取り 無限の 慰 

藉の i 龍る 理由 は此 再来の 預言に 存す るので ある、 r 汝等 心に 憂 ふること 勿れ」 と 云 ふ 其 理由 は 此に在 

るので ある、 主ィ H スが 再び 来りて 我等 を迎 へ、 彼の 在し 給 ふ 所に 我等 を も 居らし め 給 はんと 云 ふ 其 

な ひ、 さめ 

預言 卽ち 約束に 存す るので ある、 此預 言が 無くして 此 訣別の 辭に 何の 慰藉 も 無い ので ある 主と w 會 

の 希望 あり、 彼と 共に 永住の 希望 ありと 聞きて 信者 は 死に 臨んで 無限の 慰藉 を覺 ゆるので ある、 約 翰 

傳は靈 的 文書で ある、 故に 来世の W 會の 如き は其傳 ふる 所に 非す、 叉來 りて 汝等 を受 くべ し 云々 の辭 

はべ ン テコス テの 日に 於け る 聖靈の 降臨 を 示す に 過す と 云 ふ 解 釋はィ H ス の 此言辭 に _ 籠る 慰藉の 意 を 

いちじる 

著 しく 減少す る 者で ある。 

預 言 を 以て 信者 を 慰めた る 有名なる 言 は 亦 之 を 哥羅西 書 第三 章 二  —  K 節に 於て る、 

汝等 天に 在る もの を 念 ひ 地に 在る もの を 念 ふ 勿れ、 夫れ 汝等は 死し 者に て 其 生命 は キリストと 偕 

に 神に I れ 在るな り、 我等の 生命なる キリストの 顯 はれん 時 我等 も 彼と 共に 榮 光の 中に 顯 はる、 

-  し- 一- 

信者 は 天の 事 を 念 ひて 地の 事 を 念 ふて はならない、 其 故 如何と なれば 彼 は 地に 對 して は旣に 死た る 者 

であって、 其 生命 は 今や キリストと 偕に 神に 藏れて あるから である、 然し 永久に 藏れて あるので はな 


い、 キリストが 其榮 光の 復活 體を 以て 顯 はれ 給 ふ 時に 信者 も 亦 同じ 榮光を 以て 顯 はる. 1 ので ある、 共 

事 を 念 ふて 彼 は 地に 在る 陵體の 慾、 卽ち 汚據、 邪 情、 貪楚 等に 其 恩 念 を 濁して はならない (五節)、 H< 

と 未来と を 有する 信者 は 地と 現在と に囚 はれて 低き 卑しき 生涯 を 送って はならない との 意で ある、 M 

言 を 以て 高き 思想と 淸き 生涯と を獎 めた る 貴き 言 である。 


聖 書 の 讀 方 

来世 を 背景と して 讀 むべ し 

大正 五 年 十月 十五 日 栃木 縣氏家 在 狭間 田に 開かれた る 聖書 研究 食に 於て 述べ し 講演の 草稿。 

書 は 来^の 希^と 恐怖と を 背景と して 讀 まなければ 了解らない、 書を單 に 道德の 書と 見て 其 一一 一一 n 

辭は 意味 を爲 さない、 聖書 は舊 約と 新約と に 分れて 神の 約束の 書で ある、 而 して 神の 約束 は 主として 

来^に 係 はる 約束で ある、 聖書 は 約束 附 きの 獎勵 である、 慰藉で ある、 释吿 である、 人はィ H スの山 

上の 垂訓 を稱 して 「人類の 有する 最高 道德」 と 云 ふ も、 然し 是れ とても 亦 来世の 約束 を 離れた る 道德. 

ではない、 永遠の 來世を 背景と して 見る にあら ざれば 垂訓の 高さと 深さと を 明確に 肴 取す る こと は 出. 

来ない。 

「心の 貧しき 者 は 福な り」、 是 れ獎勵 である 又敎訓 である、 「天 國は卽 ち 其 人の 有 なれば 也」、 是 一 

ffi  a! の m 方  三 八 九 


&  a に？ 1 す る 究  三 九 〇 

れ 約束で ある、 現 I に 於け る 貧 は 来^に 於け る 富 を 以て 報いら るべ しとの ことで ある。 

哀む者 は 福な り、 其 故 如何？ 將 さに 現 はれん とする 天國に 於て 其 人 は 安 慰 を 得べ ければ 也との 

とで ある。 

柔和なる 者 は 一幅な り、 其 人 は キリス トが 再び 世に 臨り 給 ふ 時に 彼と 共に 地 を嗣ぐ こと を 得べ ければ 

もの  ゆ； 一 

也との ことで ある、 地 も 亦祌の 有で ある、 是れ 今日の 如くに 永久に 神の 敵に^ ねらるべき 者で はない、 

さ f5  とり か へ 

神 は 其 子 を 以て 人類 を 審判き 給 ふ 時に 地 を 不信者の 乎より 奪還して 之 を 己 を 愛する 者に 與へ給 ふとの 

事で ある、 絡大の 慰安 を傳 ふる 言辭 である。 

饑渴く 如く 義を慕 ふ 者 は 福な り、 其 故 如何？ 其 人の 幾渴は 充分に 癒さる ベければ 也との ことで あ 

る、 而 して 是れ 現世に 於て 在るべき ことで ない 事 は 明で ある、 義を慕 ふ 者 は單に 自己に のみ 之 を 獲ん 

とする ので はない、 萬 人の 齊く 之に 與か らんこと を 欲する ので ある、 義を慕 ふ 者 は 義の國 を むので 

ある、 而 して 斯 かる 國の斯 世に 於て 無き こと は 言 はすして 明かで ある、 義の國 は義の 君が 再び 世に 臨 

oooooooo  4* て  O00O000 

り 給 ふ 時に 現 はる、 「我等 は 其の 約束に 因りて 新しき 天と 新しき 地 を 望み 待り 義 その 中に 在り」 と あ 

る (彼 得 後書 三 章 十三 節)、 而 して 斯 かる 新； 大地の 現 はる k 時に、 義を慕 ふ 者の 饑渴は 充分に 癒さる ペレ 

とのこと である。 

あはれ ふ  ？ いは ひ  も はれみ  い つ 

矜恤 ある 者 は 福な り、 其 故 如何？ 其 人 は 矜恤を 得べ ければ 也、 何時？ 神ィ H ス キリスト を もて 

人の 隱微 たる こと を 箱き 給 はん 日に 於て ある、 其 日に 於て 我等 は 人を議 する が 如くに 議 せられ、 人 

を 量る が 如くに 量らる、 ので ある、 其 日に 於て 矜恤 ある 者 は 矜恤を 以て { 称 判 かれ、 殘酷 無慈悲なる 者 

よつ，^ や  さは  おひめ  、ゆる  お つ め ゆる 

は 容赦な く 審判 かる &の である、 「我等に 負債 ある 者 を 我等が 免す 如く 我等の 負债を 免し 給へ」、 恐^ 


る ベ き 審判 の 口に 於て ^恤 あ るお は 矜恤を 以て 勒か るべ しとの 琪 である。 

心の 淸き者 は 福な り、 何故 なれば と 云へば 其 人 は 神 を 見る こと を 得べ ければ なりと ある、 何^で か 

と 云 ふに、 勿論 _ 現世で はない、 「我等 八：' (現世に 於て〕 鏡 を もて 見る 如く 昏然 なり、 然 れど& の-吋 

(キリストの 國の顯 はれん 時) に は 面を對 せて 相 見ん、 我れ 今 知る こと 全から す、 然れど 彼の 時には 

我れ 知らる k 如く 我れ 知らん」 と。 ハウ n は 曰 ふた C 哥林多 前書 十三 章 十二 節)、 淸き人 は 其の 時に 祌を 見- 

る ことが 出來 るので ある、  多分 莴 物の 造 主なる 靈の祌 を 見る ので は あるまい、 其の 榮の 光輝 その 質の 

眞 像なる 人なる キリス トイ H スを 見る のであろう、 而 して 彼 を 見る 者 は 聖父を 見る ので あれば、 心の 

淸き者 (彼に 心を淸 めら れし 者) は 天に 擧 げられ しが 如くに 搏 地に 臨り 給 ふ 聖子を 見て 聖父を 拜し奉 

る の であろう (行傳 一章 十一 節〕。 

や はらぎ  さい は ひ  i.:*  .t な 

和平 を 求む る 者 は 福な り、 共 故 如何と なれば 其 人 は 神の 子と 稱 へらる ベければ 也、 「神の 子と 稱へ 

ら る&」 と は祌の 子た る特 權に與 かる 事で ある、 「其の 名 を 信ぜし 者に は 權を賜 ひて 之 を祌の 子と 爲 

せり」 と ある 其 事で ある (約 翰傳 一章 十二 節〕、 單に 神の 子た るの 名 稱を賜 はる 事で はない、 寳 質的に 祌 

の 子と 爲る 事で ある、 卽ち 潔め られ たる 靈の 復活 體を 着せられて 光の 子と して 神の 前に 立 つ 事で ある、 

而 して 此事 たる 現 に 於て 行 さる」 事に 非す して キリストが W び 現 はれ 給， ふ 時に 來 ゆに 於て 成る 事で 

ある は 言 はすして 明かで ある、 平和 を 愛し、 舆論 に反して 之 を 唱道す るの 報 賞は斯 くも 遠大 無窮で あ 

る 0 

し  さい は ひ  その； f る！ い r に  ♦* づ  らの 

義き 事の ために 責めら る X 者 は 福な り、 其 故 如 となれば、 心の 貧しき 者と 同じく 天 國は其 人の 有 

なれば 也、 現^に 在 ：9 ては義 のために 責められ、 來 世に 在りて は義 のために 譽 めら る、 單に 普通 一般- 

聖 iw の Si 方  一二 九 一 


£i 書に aE する 究  三 九 二 

の義 のために 赍 めら る、 に 止まらす、 更に 進んで 天！： と其義 のために 货 めら る、 卽ち キリストの 一 i 昔 

のために 此 世と 敎會 とに 迫害ら る、 榮光此 上な しで ある、 我等 もし 彼と 共に 死なば 彼と 共に 生くべし、 

我等 もし 彼と 共に k;^ は f 彼と 共に 王 たるべし (提摩 太 後書 二 章 十一、 十二 節)、 キリスト と共に 棘の 星 を 

冠 しめられて、 信者 は 彼と 共に 義の を.. 戴く の特 權に與 かるので ある。 

G  、し  せめいつ  さまた，\ あしき こと  さ：. は ひ  をビ 

「我がた めに 人 汝等を 詬誶り 又 迫害 偽 はりて 樣々 の 惡言を 言 はん 其 時 汝等は 幅な り、 喜べ、 躍り 喜 

ベ、 天に 於て 汝 等の 報 賞 多ければ 也、 そは汝 等より 前の 豫ー 一一 一口 者 を も斯く 迫害 たれば 也」 と敎 へられた、 

天 國は萬 事に 於て 此 世の 正反對 である、 此 世に 於て 崇めら る k 者 は 彼 世に 於て 辱 しめらる、 此 世に 於 

せ め  ゲ のよ  ほめ  あざけり  ；. 1 ち、 フ. U  な はめ ひとや くるし ふ 

て 迫害ら る k 者 は 彼 世に 於て 賞譽ら る、 「或 人 は 嬉笑 をう け、 鞭打れ、 線 練と 囹圄の 苦 を 受け、 石に 

- ひに  のこぎり  やか  やい ほ  ころ  力ん や 5 やぎ  きへ  ともし： なや， iS  、る 

て 擊れ、 銀に て ひかれ、 火に て 焚れ、 刃に て 殺され、 綿羊と 山羊の 皮 を 衣て 經 あるき、 窮乏して 難 苦 

しめり、 世 は 彼等 を 置く に堪 へす、 彼等 は 曠野と 山と 地の 洞と 穴と に 周流 ひたり」 と ある (希 伯 來書十 

一章 骨 六— 卅八 節)、 是れ 初代の 信者の 多数の 實驗 せし 所であって、 キリスト を 明. n に證 明して、 今日 

と雖も t 々之に 類す る 困 厄の 信者の 身に 及ばざる を 得ない ので ある、 而 かも 信者 は悲 まない ので ある、 

1^ 仰の 先導者なる ィ H ス は 其の 前に 置かれた る 喜 樂に冈 りて その 恥 を も 厭 はす 十字架の 苦難 を 忍び 給 

ふた r 同 十二 章 二 節)、 信者 は K 布^な くして 苦しむ ので はない、 彼 も 亦 「其 前に 置かれた る 喜樂に ra; り 

て その 恥 を 厭 はない」 ので ある、 祌は 彼等の ために 善き 京 城 を 備へ袷 ふたので ある、 而 して 彼等 は 其 

褒美 を 得ん とて 標準に 向 ひて 進む ので ある (默示 錄七章 九 節 以下 を 見よ)。 

如斯 くに 來^ を 背景と して 讀 みて 主ィ H ス の是 等の 一一： 一：： 辭に 深き 貴き 意味が 露 はれて 來 るので ある、 

主 は 我等が 明日 ある を 知る が 如くに 明白に 來^ ある を 知り 給 ひしが 故に、 彼の n より 斯 かる 言 辭が流 


れ出 たので ある、 是れ 「我れ 朱 だ 生 を 知らす 焉んぞ 死 を 知らん」 と 一 ふ 人の 言で はない、 能く 死と 死 

はじ 力  ..^-ah 

後の 事と を 知り 給 ひし 祌の 子の 言で ある、 彼 は アル パ であり 又 オメガで ある、 始 であり 又 終で ある、 

今 あり 昔 あり 後 ある 全能者で ある C 默示錄 一章 八 節)、 故に 陰府と 死との^  (祕密 ) を 握り 今 ある 所の 

(今 世の 事) と 後 ある 所の 事 (來 世の 事) と を 知り 給 ふ (同 十八， 十九 節)、 而 して 斯 かる 全能者の 服よ 

り 見て 今^に 於て 貧しき 者 は 却て 福なる 者で ある、 柔和なる 者 (蹂躪ら る k 者の 意，) は 却て 地の 所有 

者と なる、 祌を 見る の特權 あり、 淸き者 は此特 權に與 かる を 得 云々、 霄辭は 至て 簡短 である、 然れど 

も.^ 來 永劫 を 透視す る 全能者の 言辭 として 無上に 貴く ある、 故に 單に 垂訓と して 護むべき 者で はない、 

豫ー 百と して 玩味すべき 者で ある。 

其 他 山上の垂訓の 全部が 確實 なる 來批 在 を 背景と して 述べられ たる 主ィ H ス の言辭 である、 而し 

て此 背景に 照らし 見て 小 第 は 決して 小事で はない、 其 兄弟 を 怒る 者 は (神の) {| 判に 干り、 又 其 =  儿 ：；^ 

い  しれら の  あ-つか 

を 愚者よ と 稱ふ者 は集議 (天使の 前に 開かる、 天の 赛判) に 千り、 又 狂人よ とい ふ 者 は 地獄の 火に 千 

むな  こ i は さ ？ 

るべ しと ある (HS 太傳五 章サニ 節)、 卽ち 「我れ 汝 等に 告げん、 すべて 人の 言 ふ 所の 虚しき 言 は 審判の 口 

に 之を訴 へざる を 得 じ」 と ある 主ィ H スの 言の 實現を 見るべし とのこと である (同 十二 章卅六 節)、 姦淫 

お i  OA- い， た  古て 

の 恐るべき も 亦 之が ためで ある、 「若し 汝の 眼汝を 罪に 陷 さば 抉 出して 之を棄 よ、 そ は 五體の 一 を 失 

なけい  ほどこし 

ふ は 八 土 身 を 地獄に 投 人れ らる、 より は 勝れば なり」 と ある (同 五 章廿九 節〕、 叉 施 濟は隱 れて爲 すべきで 

ある、 右の 手の 爲す こと を 左の 乎に 知らし むべ からすで ある、 然れ ば隱れ たるに たま ふ祌 は-大使と 

天の 萬 軍との 前に 顯 明に 報 ひ 給 ふべ しとの ことで ある (同 六 章 節)、 卽ち 「隱れ て 現 はれざる 者な く、 

藏 みて 知れす 露 はれ 出ざる 者な し」 とのこと である (路加 傳八章 十七 節)， 今 世 は 隠微の^で ある、 明喑 

»  *"  S  !iS 方  •  一- 1 九 三 
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混沌の 世で ある、 之に 反して 來 世は顯 明の 世で ある、 善惡 判明の^で ある、 故に 今 世に 隱れ て來 世に. 

顯 はれよ との 敎訓 である。 

殊に 山上の垂訓 最後の 結論た る 是れ來 * に關 はる 一 大說敎 である。  、 

我 を 呼びて 主よ 主よ と 言 ふ 者盡く 天阈に 人る に 非す、 之に入る^1<;は唯我天に在す父のぼに遵ふ者 

のみ、 其 日 我に 語りて 主よ 主よ 我等 主の 名に 託り て敎へ 主の 名に 託り て 鬼を逐 ひ、 主の 名に 託り 

こみ，： * る わざ  ケっ 

て 多くの 異能 を爲し X に 非す やと 云 ふ 者 多 からん、 其 時 我れ 彼等に 吿げて 言 はん、 我れ 嘗て 汝等 

この る； す V  。に 

を 知らす、 惡を爲 す 者よ 我 を 離れ 去れと、 是 故に 凡て 我が 此言 を聽 きて 之 を 行 ふ 者 は 磐の 上に 家 

を 建し 智人 に譬 へられん、 雨降り、 大水 出で、 風 吹きて 其 家を撞 たれ ども 倒れ ざり き、 そ は 磐 を 

その 基礎と 爲 したれば 也、 之に 反し 凡て 我が この 言を聽 きて 之 を 行 はざる 者 は 砂の 上に 家 を 建し 

おろ なる ひ，. J  iitj  あめ ふ  お ，"^ みづ  t 1 れ， 

愚 人に 譬 へられん、 雨降り 大水 出で、 風 吹きて 其 家に 當 りたれば 終に 倒れて その 傾覆 大 なりき。 _ 

t こと  こ i  is  こと どろ 

と (七 章廿 一 節 以下〕、 實に强 き 恐るべき 言辭 である、 僅かに 三十 歳 を 越へ たばかりの 人の 言辭 として 駭 

くの 外 はない ので ある、 イエ スは玆 に 自己 を 人類の 裁判人と して 提示し 給 ふので ある • 萬國は 彼の 前 

に 召 出されて、 善に も あれ 惡 にも あれ 彼等が 現^に 在りて 爲し \ ことに 就て 審判る-の である、 而し 

て 彼は惡 人に 對し 大命 を發 して 言 ひ 給 ふので ある、 「我れ 嘗て 汝等を 知らす、 惡を爲 す 者よ 我 を 離れ 

去れ」 と、 如何なる 威 權ぞ、 彼 は 大工の 子に 非す や、 而 かも 彼 は 世の 終末に 於け る 全人 類の 裁判人 を 

以て 自 から 任じ 給 ふので ある、 狂 か 神 か、 狂なる 能 はす 故に 神で ある、 帝王 も 貴族 も、 哲學者 も 宗敎. 

家 も 皆 _盡 く ナザレ 村の 大工の 子に 由て 審判 かる k ので ある、 嗚呼 世 は 此事を 知る 乎、 敎會は 果して 

此 事を認 むる 乎、 キリスト は 人で あると 云 ふ 人、 彼 は 復活せ すと 云 ふ 人、 彼の 再臨 を 聞いて 嘲け る < 


等 は 彼の 此 言.， 辭を說 明す る 事が 出来ない、 主ィ H スは 單に來 *1 を 說き給 ふ 者で はない、 彼れ 御自身が 

開始 者で ある、 彼 は單に 終末の 審 利 を 傅へ 給 ふ 者で はない、 彼れ 御自身が 終末の. 維 判者で ある、 

バウ B が 曰 ひし 如くに 祌は福 昔 を 以て (福 昔に 準據 して) ィ H ス キリスト を 以て 世 を- 轹 判き 給 ふので 

ある (羅馬 書 二 章 十六 節)、 聖書 は 明，：： に此 事を敎 へ る、 此事を 看過して 福音 は 福音で 無くなる ので ある、 

而 して 終末の 審判 は ノアの 大 洪水の 如くに 大水 大風 を 以て 臨む とのこと である、 而 して 之に 堪 へる 者 

のこ  ほろ  のこ  いは 

ま 存り 之こ甚 へざる 者 は 1^ ぶとの ことで ある、 而 して 存 ると 存ら ざると は 磐に 據 ると 據ら ざると に 因 

るとの ことで ある、 而 して 磐 は主ィ H ス 御自身で ある、 彼に 依頼み 彼の 聖 首に 遵 ひて 立ち、 之に 反き 

て闽れ るので ある、 人生の 重大 事と て 之に 勝る 者 はない、 ィ H スを 信す る 乎 信ぜざる 乎、 彼の 言辭に 

遵 ふか 遵 i はざる 乎、 人の 永遠の 運命 は此 一事に 由て 定まる ので ある、 而 して 能く 此の 事 を 知り 給 ひし 

し，. -ズ， レ  す 6 じ 

ィ ェ スは 彼の 傳 道に 於て 眞劍 ならざる を 得 給はなかった、 山上の垂訓 は單に 最高 道德の 垂示で はない、 

人 の 永遠 の 運命に 關 はる 大養吿 である、 天國の 光輝と 地獄の 火と を 背景と して 讀む にあら ざれば 幅 昔 

書の 冒頭に 掲げられ たる ィ H スの此 最初の 說；^ を すら 能く 解す る ことが 出来ない ので ある。 

若し キリスト が說 かれし 純 道 德と稱 へらる、 山上の垂訓が 斯の 如しで あ るなら ば 其 他 は 推し て 知る. 

べしで ある、 若し 叉 人 ありて 馬 太傳は 猶太 人に 由て 猶太 人の ために 著されし 書なる が 故に 自 から 辆太 

的 思想 を帶 びて 來世 的なら ざる を 得ない と 云 ふなら ば、 異邦人に 由て 異邦人の ために 著 はされ し 路加 

傳 も亦ィ ェ スの 言行 を傳 ふるに 方て 來世を 背景と して 述ぶ るに 於て 少しも 馬太傳 に讓ら ない ので ある、 

醫學者 ルカに 由て 著 はされ し 路加 傳も亦 他 の 福音書 同様 著る しく 奇踏 的で あって 又來世 的で あるので 

ある、 ィ H スの屮 Z 生に 關 する 記事 は 措いて 問 はすと して、 天使が マリヤに 傅へ し 
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彼 (ィ H ス) は ヤコ ブの家 を窮 なく 支配すべく 又 その 阈 終る こと 有ざる べし 

と ある 言 は 確かに メ シャ的 卽ち來 世 的の 言で ある C  H 早 卅三節 r 神の 言葉と して 是は 勿論 追 從の霄 葉 

ではない、 又 比喩的に 解釋 せらるべき もので はない、 ^時 か事實 となりて 現 はるべき 言葉で ある、 然 

るに 今時 は 如何と 云 ふに、 ィ H スの 死後 千 九 百年 後の 令 日、 彼 は 猶太 人 全體に 斥けられ こそ すれ 「ャ 

コ ブ の (¥ を窮 なく 支配す」 と 云 ひて 猶太 人 の 王で はない ので ある、 叉 「その 國終 る こと ら ざる ベ し」 

と ある も、 實は キリストの 國と稱 すべき 者 は 今日と 雖も 未だ 一 もない ので ある、 基督 敎國 基督 敎會孰 

れも $； な 名のみ の キリ ストの 國 である、 眞實の キリ ス トは 彼等に 由て 瀆 され 彼等の 斥く る 所と なりつ 

つ あるので ある、 依て 知る 路加 傳 冒頭の 此 一 言 も 亦 未來を 語る 首と して 讀 むべき ものである こと を、 

イエス は 第 二十世紀の 今日 今 猶ほ顯 はるべき ものである、 彼の 國は 今猶ほ 臨るべき 者で ある、 而 して 

其の 終に 臨る や、 此 世の 國と 異なり 百年 や 千年で 終るべき 者で はない、 是は 文字通り 永遠に 櫃續 くべ 

** ちの tifi 

き 者で あ る 、 而 して 信者 は 忍んで 其 建設 を 待望む 者で あ る。 

I!! 三 章 五節、 六 節に 於て ルカ は 預言者 ィザャ の 言 を 引いて 曰 ふて S る、 曰く 

け,： て  - ひめ-  すべて やま を. f,  ii ひら  -I .y リ  け はし， 3 やす  す.-、て 

^2の谷は埋られ、 諸の 山と i 岡と は 夷 げられ、 屈曲た る は 直く せられ、 崎嶇は 易く せられ、 諸の 人 ■ 

は 皆 神の 救 を 見る こと を 得ん 

よろ づのひ i 

と、 大 せなる 後の 一 節で ある、 「諸の 人」 卽ち萬 人 は 神の 救 を 見る こと を 得ん との 事で ある、 是 未だ 

充 たされざる 預言であって、 キリストの- 冉 現を俟 ちて 事實 として 現 はるべき 事で ある、 全世界に 今や- 

三 億 九 干 萬の 基督 信者 ありとの ことなれ ども 是れ 世界の 人口の 四 分の 一 に過ぎない、 而 して SI 億 近く 

の 基 # 信者 中 其の 幾人が 眞に 神の 救 を 見る こと を 得し や 知る 人ぞ 知る である、 而 して 「諸の 人」 と 云 


へば 過去の 人 を も 含む のであって、 彼等 も 亦 何時か 祌の救 を 見る こと を 得べ しと 云 ふ， 而 して HK れ現 

H  あさ ら.^  ャ ベて 

世に 於て 在るべき 事で ない こと は 明瞭で ある、 基 赞敎钤 が其傳 道に 由て 「諸の 人」 に 神の 救 を 一： 小す ベ 

しと はは 一. 一んで ハ裣 なき 事で ある、 而 かも 祌は福 昔 を 以て 人 を 鞠き 給 ふに 方て、 一 度は眞 の： i.- ほ を 之に 示 

さすして は 之 を 鞫き給 はない ので ある、 兹に 於て か 何時か 何處 かで 諸の 人が ゆ！ Z 神の 救 を る ことの 出 

來る機 會が供 へ られ ざる を 得ない の である、 而 して 斯る 機會が 全人 類に 供 へらる べしと は 神が 其 言 

. 者 等 を 以て 聖書に 於て 明に 示し 給 ふ 所で ある、 而 して 路加 傳の此 一 節も亦此事を傳ふる^！^でぁる、 

おのれ  もろ，'、 _?vs きっか ひ ひ？ 

人の子 已の榮 光 を もて 諸の 聖 使 を 率 ゐ來る 時、 彼れ 其榮 光の 位に 坐し、 萬 W の 民 を その 前に 

か  めん やう や ぎ 

め、 羊 を牧ふ 者の 綿羊と 山羊と を刖 つが 如く 彼等 を训ち 云々、 

しる 

と 馬 太 傅廿五 章に ある ことが 路加 傳の此 所に も簡 短に 記されて あるので ある、 朱來 の大. 难牧を 背 は 3- と 

して 讀 みて 此 一 節 も 亦 深き 意味 を 我等の 心に 持來 すので ある。  ， 

其 他 「人情 的 福 昔 書」、 「51 人の 爲 にせる 福 昔 書」 と稱 へらる k 路加 傳が來 ゆと 共 救扬と 審判と に 

し， 0 

就て 書記す 事 は 一 々兹 に揭 ぐる こと は 出来ない、 若し 讀 者が 閑靜 なる 半日 を 選び 之を此 稀の 研究に 消 

費 せんと 欲するならば 路加 傳の 左の 荤節は 甚大なる 默 想の 材料 を 彼等に 供 へる であらう。 

路加 傅に 依る 山上の垂訓。 六 章 二十 節 以下 二十 六 節まで、 馬 太傳の それよりも 更らに 簡潔に して 一 

來， 的で ある。 

隱れ たる ものにして 顯 はれざる は 無しとの 强き 敎訓。 十二 章 二 節より 五節まで、 明白に 來ゅ 的で あ 

る G 

ついで  ち ひさ むれ お そ  v,r 

. キリストの g 臨に 關す る警吿 二つ。 同 十二 ゴ rff 一：； 十五 節 以下 g: 十八 節まで。 序に 「小き 群よ 權る」 勿 

*s の 請 方  一一 一九 七 
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れ」 との 慰安に 富める 三十 二 節、 三十 三 節に 注意せ よ。 

人は悔 改めす ば 哲.^ 盡く 亡ぶべし との 警告。 十三 章 一節より 五節まで。 

敕 はる i 者 は 少なき 乎との 質問に 答へ て。 同 十三 章 什一 一節より 三十 節まで。 

天國 への 招待。 十四 章 十五 節 —廿四 節。 

天國實 現の 狀況。 十七 章廿節 I 三十 七 節。 

財貨 委託の 比喻。 十九 章 十 一 節 I 廿七 節。 

復活 者の 狀態。 二十 章卅四 節— 卅八 節。 

エルサレム と 世界の 最後。 終末に 關 する 大說敎 である、 廿 一 章 七 節より 三十 六 節まで。 

勿論 以上 を 以て 盡 きない、 全 福音書 を 通じて 直接 間接に 來世を 語る 言葉 は 到る 所に 看 出さる、 而 して 

是は單 に 非 猶太 的なる 路加 傳に 就て 言 ふたに 過ぎない、 新約聖書 全體が 同じ 思想 を 以て 充溢れ て 居る 

卽ち 知る 聖書 は來 世の 實現を 背景 として 讀 むべき 書なる こと を、 來世拔 きの 聖書 は 味なき 意義な き 書 

となる ので ある、 「我等 主の 懼 るべき を 知る が 故に 人に 勸む」 と バウ 0 は 言 ふて 居る (哥林 多 後書 五 章 

十一 節)、 「懼 るべき」 とは此 場合に 於て は 確かに 終末の 赛 判の 懼 るべき を 指して 言 ふたので ある (十 

節 を 見よ)、 慕 ふべ くして 叉懼 るべき 來世を 前に 控 へて 聖書 殊に 新約聖書 は 書かれた ので ある、 故に 

讀む者 も 亦 同じ 希望と 恐怖と を 以て 讀 まなければ ならない、 然ら ざれば 聖書 は 其 意味 を讀 者に 通じな 

いので ある。 

然るに 今時の 聖書 研究 は 如何？ 今時の 聖書 研究 は 大抵 は來^ 拔 きの 研究で ある、 所謂 現代人が 嫌 

ふ 者に して 來世 問題の 如き はない、 殊に 来世に 於け る 神の 裁判と 聞て は 彼等が 忌み嫌って 止まざる 所 


である、 故に 彼等 は |*書 を解釋 する に 方て 成るべく 之れ を 倫 I- 的に 解 釋 せんとす る、 來 ゆに 關 する 聖 

書の 記事 は 之れ を 心 靈 化せん とする、 「心の 貧しき 者 は 幅な り、 天 國は卽 ち 其 人のお なれば 也」 と 

あれば、 天 國とは 人の 心の 福なる 狀態 であると 云 ふ、 人類の 靡 判に 關 はる ィ H スの 大說敎 (馬 太傳廿 

w 章. 馬 可 傅 十三 章 • 路加 傳廿 一章) は是 猶太 思想の 遣 物な りと 稱 して、 之 を 以て ィ H スの 熱心 を贳 

.揚 すると 同時に 彼の 思想の 未だ 猶太 思想の 舊套 を^ 却す る 能 は ざり しを憐 む、 彼等 は 神の愛 を說 く、 

其 g を 言 はない、 「それ 神の 震 怒 は 不義 を もて 眞理を 抑 ふる 人々 に 向って 天より 顯 はる」 との バウ a 

の  一 W の 如き は 彼等の 受納ざる 所で あ る (羅馬 書 一 章 十 八 節)、 斯し て 彼等 は— 是等 の 現代人 等 は— く 

の 傷 を!， I して 平康 なき 所に 平 康平康 と 言 ふので ある、 彼等 は 自ら 神の 寵兒 なりと 信じ、 来^の 裁判の 

如き は 決して 彼等に 臨まざる こと & 信す るので ある、 然し 乍ら 基督 者と は 素々 是等 現代人の 如き 1^ で 

はなかった、 彼等 は 神の愛 を 知る 前に 多く 祌を 懼れ たる 者で ある、 「活ける 神の 手に 陷るは 恐るべき 

事な り」 と は 彼等 共通の 信念であった、 彼等が イエス を 救 主として 仰いだ のは此 世の 救 主、 卽ち社 Z 瘃 

の 改良 者、 家庭の 淸洗 者、 思想の 高 上 者と して 仰いだ ので はない、 殊に 來 らんと する 神の 靈 怒の 日に 

0000000  0-n-oooooooooooooo  ちょへ  いは  かく  さけ ひ 

於け る 彼等の 仲保者 又 救出 者と して 仰いだ ので ある、 「千世 經し 磐よ 我 を-匿せ よ」 との 信者の 叫は殊 

に * 判の 日に 於て 發 せらるべき ものである、 而 して 此觀 念が 强くぁ りしが 故に 彼等の 說敎に 力が あつ 

たので ある、 方们ぺ リク ス其妻 デル シラ と共に 一 日 バウ B を 召して キリ スト を 信す るの 道を聽 く、 時 

こ 

パ ゥ a 公義と 搏 節と 来らん とする 審判と を 論ぜし かば ペリ タス 懼れて 答へ ける は汝 姑く 退け、 我 

れ便時 を 得ば び汝を 召さん、 

聖 害の 請 方  1 一一 九九 
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と ある (行 傳サ四 章 サ四節 W 下〕、 而 して 今時の 說敎 帥、 其 新 神學者 高等 批評家、 其 政治的 監# 牧帥傳 道 

帥 等に 無き 者 は 方 伯 等 を 憎れ しむる に 足る の來 らんと する，！^ 判に 就ての 說敎 である、 彼等は忠君を^^^ 

く、 愛 國を說 く、 社交 を說 く、 慈善 を說 く、 廓淸 I 說く、 人類の 進歩 を說 く、 世界の 平和 を說 く、 然 

れ ども 来らん とする 審判 を說 かない、 彼等 は 聖書 聖書と 云 ふと 雖も 聖書 を說 くに 非す して、 聖書 を 使 

ふて 自己の 主張 を說 くので ある、 願く ば 余 も 亦 彼等の 一 人と して 存る ことなく、 神の 道 を 混 さす 眞理 

を顯 はし 明かに 聖書の 示す 所を說 かんこと を、 卽ち 余の 說く 所の 明に 來 I 的な らんこと を、 主の 憤る 

べき を 知り、 活ける 神の 手に 陷 るの 權 るべき を 知り、 迷信 を 以て 嘲 けらる &に拘 はらす、 个 H と 云 ふ 

入.' 日、 大膽 に、 明，：：： に、 主の 和らぎの 福音 を說 かんこと を (哥林 多 後書 五 章 十八 節 只 下〕。 


聖書の 二方 面 


書に 二方 面が ある。 其 一 面 は敎訓 である、 普通 之 を聖- 書道 德义は 基督 敎道 德と稱 ぶ。 山上の垂^ 

の 如きが 夫れ である。 信者が 歩むべき 道を敎 ゆる 者で ある。 之に 附隨 して 信者に 臨む 恩 の數々 を 示 

す 者で ある。 そして キリスト 御自身が 信者の 模範で ある。 信者 は 主が 完全き が 如くに 完全く あらねば 

ならぬ。 そして 又、 神は^^靈を降して；！：^者の完成を助け給ふ。 架， 書 は 信者が 自己 を 全うする の 道を敎 

ベ て 間然す る 所がない。 そして 大抵の 人に 取りて は是が 基督 敎の 全部で ある。 彼等 は 自己 を 全うする 


の 道 を 知れば、 それ 以上 を 知らん と 欲しない。 完全の 人と 成る の 道、 天！： に 人る の 道、 おりなき 生命 

の 恩賜に 與 るの 道、 彼等 は を稱 して 幅 昔と 云 ふので ある。 

然し 乍ら 架 書 は 完全なる 道德を 以て 靈 きないの である。 聖書に 他に 大切なる 方面が ある。 夫れ は M 

言で ある。 聖書 は 個人 を 救 ふ 道の 外に 人類 を 救 ふ 道 を 示す。 卽ち道 德に加 ふるに 預首を 以てする。 そ 

して 似 人の 救 も 亦 預言 を 必要と する。 個人 は 人類と 共に 救 はる & のであって、 ，界 人類に か」 はる 神 

の 聖意を 知 ら すして 何人も 自己の 救 ひ を 全うする 事 は 出来な いので ある。 玆に 於て か 預言 の 研究が 何 

たに 取りても 必要で ある 事が 判明る。 預言 は祌が 人類 を 救 ふに 方り て 取り 給 ふ 道 を 傅 ふる 者で ある。 

そして 所謂 基督 敎道德 なる 者 は、 信者が 預言に 應す るの 道であって、 預言 を 離れて 實は 信者 道德 はな 

いので ある。 「心の 淸き者 は 福 ひなり」 と 云 ふ は道德 であって、 「天 國は卽 ち 其 人の；^ なれば 也」 と 

一ぶ ふ は 預言で ある。 「天 國 建設の 道」、 之 を 明，：：！ に 示す ものが 預言で ある。 

人類 は自 から 己 を 救 ふので はない、 祌が之 を 救 ひ 給 ふので ある。 人類の 謀議 計畫が 一 も 成就す るの 

ではない。 神が 預め 御自身に 定め 給 ひし 御 計畫が 人類の 歷史と 成りて 實 現す るので ある。 そして 其 御 

計 畫を預 め 示し 給 ひし 者が 預言で ある。 祌が預 一一 目 者ァモ スを 以て 宜べ給 ひし 言に IE く  (ァモ ス書 第三 章 

第 七 節) 

し， &べ 

夫れ 主 H ホバ はその隠れたる事をその僕なる預言者に傅 へすしては何^？^-をも爲し給はざるなり 

と。 神 は 如何にして I を 救 ひ 給 ふ 乎、 彼が 預め 御自身に 祕め給 ひし 計畫、 之 を 示し 給 ひし 者が 預言で 

ある。 そして^ 界の出 來事は 過去 未來 共に 此預言 通りに 行 はる &の である。 神 は预ー W に 由ら すして M 

事 を も 爲し給 はない ので ある。 ； 一:^ 者 は 此事を 忘れて はならない。 預言の 研究 を.！， おりて、 ®: 書 は 其惯値 

塑 書の 二方 S  no _ 
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聖書 は 如何なる 書で あるか 

聖書の 大體に 就て は是 まで 幾度 もお 話し 致しました、 その 世界 唯一 の 書なる 事、 その 國民を 救 ふの 

唯一 の 力なる 事、 その 文 學の莊 美なる 事、 その 人生 觀の 高貴なる 事 等に 就て は 今更ら 玆に申 述べる 必 

要はない と 思 ひます、 文明 人士に して 聖書に 暗 いのは 丁度 支那 人に して 論語に 暗く、 日本人に して 敎 

育 刺 語 を 暗誦して 居らない と 同様でありまして、 聖書 を 知らす に 世界 文學を 評するな ど. 1 は 何とも； t 

しゃう のな い 事であります。 

故に 私は玆 では 重に 聖書の 内容 並に 組立に 就て お話し 致さう と 思 ひます、 その 如何い ふ 風に 編まれ 

たる 書で ある 乎、 その 誰が 書いた 書で ある 乎、 その 內に 何う 云 ふ 事が 書いて ある 乎、 その 何う して 研 

究 すべき ものである 乎、 是 等の 事に 就て 極く 解り 易く お話し 致した く 思 ひ ます。 

是を 聖書と 申します と 3： ん だか 神様の 御眞 筆に でも 成りし 書で ある 様に 思 ふ 人 も ありまし やうが、 

夫れ は 決して 爾 うではありません、 是を 聖書と 巾 します の は 其 中に 神の 聖 曰が 書いて あるから です、 

斯う. m. すの は 何にも 聖書 以外に は 神の 聖 意が 少しも 書いて ない と 云 ふので はありません、 宇宙 萬 物 は 

總て 神の 聖 3s を 表出した ものであります から 正確に 天然 物の 事柄 を寫し 出した 書 は 確かに 祌の聖 意 を 

6-  *  、"  K  EI〇 一一！ 
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寫し たもので あると 思 ひます、 ダル ウィンの 進化論の 如き は 實に其 一 つで あると 思 ひます、 孔子の 敎 

訓を 集めた る 論語、 オル ヅォス の 詩樓、 力 ー ライルの 佛國 革命 史等も 皆 ー稷の 福 音 書でありまして、 

善く 其 意味 を 玩味して 其 中に 存 する 大能 者の 大御心 を 知る 攀の 出来ない 人 はない 害です。 

神の 聖旨 を 人の 手 を 以て 寫し たもの 是が 聖書で あ り ます、 人の 乎に 依て 成りました ものであります 

から、 之に 文字 上の 誤謬、 歷 史上の 不明、 科學 上の 缺點が あるの は 決して 怪 むに は 足りません、 ^書 

を 以 て 完全 無缺、 萬 事 萬 物 を 識^す る爲 めの 型 典 であると 思 ふ 人 は 必す 此寶き 書 に 就 て 躓く 者 で あ り 

ます、 神は科學上の眞理を^^書に於て示し給ひませんでした、 歷 史上の 蔡實の 如き も 聖書に 依ての み 

分る ものではありません、 ^^書を讀めば天然と人類とに關する事は何んでも分るもの でぁると思ふ人 

は 未だ 聖書の 何たる 乎 を 知らない 人であります。  - 

聖書 は 神の 心を傳 へた 書であります。 祌は宇 { 由 萬 物 を 如何に 具へ 給 ふ 乎、 神 は 人類 間の 出来事 を 如 

何に 観じ 給 ふ 乎、 是れ 聖書が 特^に 我等に 訓 ふる 事柄であります、 夫れ であり ますから 我等 は 聖書よ 

り 科學上 の 事 實を學 ぶ 事 は 5,1 來ま せんが、 然し 科學 研究の 精神 は 之 を 聖書より 得なければ なりません- 

歷史の 事實に 至て は 之 を 埃 及、 巴 比倫、 亞述 等の 古跡 舊記 等に 賴ら なければ なりません が、 然し 歷. S=< 

の 何者た る 乎、 之を學 ぶに 當て 我々 は 如何なる 態度に 屮 I でねば ならぬ 乎、 是を敎 ゆる 書 は 聖書 を 除い 

て は 他 にないと 思 ひます、 聖書 は 人の 手に 成った ものであります から、 矢-服り 不究 全なる 書で ありま 

すが、 然し 神の 特別なる 指導に 依て 此 不完全の 中に 露 神の 聖 ils が 最も 明，：： に 我々 に 傅 へられました。 

斯う 巾す も 何う やら 甚だ 獨斷 的の 様に 開え まして 私が 聖書 を 盲信す るの 餘 りに 屮 Z でた 語の 様に 思 は 

れ ましょうが、 然し 夫れ は 段々 と此雜 誌の 號を 軍； ぬるに 從 つて 分る 事で あると 思 ひます、 卽ち 聖書 は 


天地と 其 巾に ある 總 てのものに 就て 記します るが 是は 何にも 博物 學を授 くる 爲め ではなく して、 神の 

宇，： e 觀を傳 ふ る en じあります、 又加^^,昏は人 の 傅 記 並に 國 民の 歷史を 多く 揭げ まする が、 是は其 人 の 米 

歷ゃ、 其國の 屮ぃ來 を 永久に 保存 せんが 爲め ではなく して、 神の 人生 觀を傳 へん 爲 めであります、 聖 

書 は 他の $〔 學書 ゃ倫现 書と は 違 ひ、 事實に 依て 根本的 眞 理を傳 ふる 者であります、 是れ其 事 實を揭 ぐ 

るに 甚だ 詳ぃ 理由でありまして 深く 此事を 究めない 人が 聖書 を 以て 博物 書か 叉 は 歷史の 一 種の 様に 見 

做します るの も 全く 是が爲 めであります。 

借て 某督敎 の^ 書と 申し ますれば、 先づ 之を舊 約、 新約の 二部に 分ち ます * 舊約は 創世記 を 以て 始 

まり、 馬拉 基の 預言 書 を 以て 終り、 其 中に 三十 九 書ありまして、 聖- 書の 殆んど 五分の 四 を 占めて 居 ま 

す、 殘り 五分の 一 が 新約 書でありまして、 是は馬 太傳を 以て 始まり、 約 翰の 默示錄 を 以て 終り、 其 

巾に 二.：' 七 書あります、 故に 聖書 を 研究 せんと 欲する 者 は先づ 第一 に 架 書と は 法 華 經ゃ榜 伽 經と云 ふ 

が 如き 纏った る 一 書で ない と 云 ふ攀を 心に 留めて 置かねば なりません、 聖書 は 書 集でありまして 一 書 

ではありません、 其 内に 歷史 があります、 乾燥無味の 年代記が あります、 詩が あります、 歌が ありま 

す、 劇 曲があります、 預言と 稱 します る悲愤 慷慨の 一一 一一 n があります、 傳記 があります、 書翰が あります- 

終りに 默示 錄と稱 し、 謎 語の 如き、 諷刺 文の 如き 一種 異様の 文字が あります、 是を変 書と 申せば 何う 

やら 厳しい 書の やうです が、 然し El^ を繙て 見る と實に 解し 易い 睦み 易い 書で ある 事が 分ります、 ソロ 

モ ンの維 歌と 巾せば 戀 愛の 最も 高尙 なる もの を 述べた 戀 歌であります、 約 百 記と 巾せば 人心の 深. 鳴に 

起る 大 問題 を 解かん と 苦心 烦悶 せる 人の 實驗を ドラ マ 的に 綠っ たもので あります、 創^記と 中せば 何 

うやら 字宙萬 物の 創始に 就ての み 書かれた 書の やうに 思 はれます が、 然し 其 中には ァ ブラ ハ ム が其チ 
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ィザク を 神の 祭壇の 上に 獻 げんと する やうな 心膽を 寒から しむる 實話も ありま すれば、 彼ァ ブラ ハ ム 

の 僕が 井戶の 傍に ィザ クの爲 めに 新婦 を 探が す 佳話 もあります、 殊に 預 Iw 者の 言の 如き は、 怒る かと 

思へば 泣き、 泣く かと 思へば 歌 ひ、 歷史と 詩歌と 哲學 とが 相 混和した る もの k やうに 思 はれて、 之 を- 

讀んで 我々 は 章の 長き を 忘れ、 句の 難き を 思 ひません、 聖書 を 以て 世に 所謂 聖人 君子なる 者の 讀 むべ 

き 書で あると 思 ふの は大 間違 ひです、 聖書 は 平民の 書でありまして 最も 人情 的 の 書であります、 

唯 其 太古の 作なる と 異國の 人の 書かれた る 者なる と、 殊に 其 日本 譯の 甚だ 不完全 なるとに 依り、 其 意 

味 を 解す るに 甚だ 困難なる が 故に 人々 が 多く 之 を 手に 附 けない 迄でありまして、 若し 我々 が 一 度び 其 

示さん とする 眞 意に 達する を 得 ますれば、 實は 世に 聖書 ほど 面白い 書 はない のであります。 

斯う 云 ふ 書 で あります か ら其 研究 法 も 他 の經 典に 於て します る と は自づ と 異なります、 我々 は 先づ 

第一 に 其 外形 を學 ばねば なりません、 此 書の 作られた 土地柄 や、 並に 其 時代、 其 土地の 風土、 人情、 

物產、 其 時代の 歷史、 習慣、 首 語 等、 是 等の 大 體を辨 へねば 其內に 含まれ 居る 眞理の 核子 を 探ぐ る 事 

は 甚だ 困難であります、 眞理の 探究と 申せば 理屈 一 法で 出来る 事と 思 ふ 人が 澤 山あります、 然し 此處 

が 聖書 の 供す る 眞理と 他の 書の 供す る 者と が 根本的 に 違 ふ 所で あ ります、 祌は實 在 者 で あります か ら 

彼 は 彼の 聖 3e を顯 はすに 實 物と 事 實とを 以てせら る、 より 他の 法 を 取られません、 論理 は 動く もので 

あります が 事 實は萬 世 不易の ものであります、 神が 彼の 聖旨 を傳 へらる、 に 或は 岩 を 以てせられ、 或 

は艸と 木と を 以てせられ、 砂塵 を揚 ぐる 旋風の 中に 顯 はれ 給 ひ、 湖面 を亂す 怒濤の 上に 歩み 給 ふ は 彼 

が 事實の 神で あるの 證據 でありまして 所謂 天然 を 透 ふして 天然の 神に 達する と は 聖書の 神 を 探ぐ る 法 

でありまして、 是れ 亦實に 近世の 科學の 精神で あると 思 ひます。 


おれであります から 聖書 を眞 正に 學ば ふと 思 ふ 人 は 先、 聖書 地理 を 以て 始めなければ なりません、 

地 it- は 歴史の 物質的 基本で ある (neography  is  the  physical  l>asis  of  History) と 巾し まする が 基 

督^の やうな 歷 史的 宗 敎を學 ぶに は 地理 學の 智識 は 最も 必要であります、 基督 敎は 佛敎ゃ 神道の やう 

な 有り や 無き や 分らない 空想 國の 事柄 を 論じません、 M ルサ レムと 申せば 高天ケ 原と は 違 ひ、 其經度 

も- 緯度 も、 海面よりの 高度 も、 氣候も 地質 も 能く 分った 處 であります、 キリストの 成長し 給 ひし ナ 

ザ レ の忖と は 今でも 存在す る 村でありまして、 キリ ス トの道 遙し給 ひしな らんと 思 はる、 其 周 囫の小 

山 も. 彼が 必す 摘み取り 給 ひしな らんと 思 はる &其處 に 花唤く 野草 も 能く 分った 者であります、 若し 

地现學 なしの 歷史は 月の^ 界の 政治 論と 同じ 者であります るなら ば 地理 學 なしの 聖書 智識 は 金星 或は 

木星の 倫理 學と稱 ふても まい かも 知れません、 ュ ダ國を 肥 後の 國ゃ 山城の 國と！ 1； じ やうの 國と思 ふて 

出来た 宗敎 思想 は 飛んでも ない 事を唱 へ る ものであります。 

次に 究 むべき 車 は 聖書 博物 學 であります、 レバ ノ ン の^ 柏と 中し ましても 其れ は 何様な 木で あるか 

が 分らなければ 之に 關 する 聖書の 記 lej は實に 詰らない ものであります、 詩篇 第 百 1： 篇卜六 節に 「エホ 

パ の樹 とその 植 たま へる レバノン の-^ 柏と は飽 足ぬべし」 と 書い てあつても レバ ノ ンの香 柏と は 我 邦 

の^の 類であって 幹の 周圍 時には 四十 七 尺に 達し、 高さ 九十 尺 乃至 百 尺に 達する ものである 事が 分つ 

て 始めて 之 を H ホバ の 樹と稱 する の 甚だ 適稱 である ことが 分る のであります、 又 馬 太 傳の六 章に あり 

まする 「ソ C モンの 榮 華の 極の 時 だに も其裝 この 花の 一 に 及ば ざり き」 と 書いて ある 野の 百合 花と は 

我國の庭園に耕さる 、ゃぅな大輪の花を結ぶ^^十ではなくして多分毛直科の械物の 一 種であって 我 邦の 

秋 化 丹の 類で ある だら うとの 事 を 心に 留めて キリストの 此 語を讀 むと 大分 意味が _.^,:1： く 取れます、 卽 
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ち， 針の k:: 合 花と は 極く 詰らない 野草の 一種でありまして、 我 國の產 を 以て 稱ひ ますれば 桔梗 か 女郎花 

位の もの を 云 ふので ありませ う、 卽ち 野に ある 極く 普通の 花で も 其 色香 は 大王 ソ n モンの 装に も 優る 

との 事であります、 天然の 美 を 人の 装飾に 比べ て 巾され ました 最も 適切な 語で あら ふと 思 ひます。 

其 他 敎會を 葡萄 樹に譬 へられました キリストの 御言 葉で も 彼國に 於け る 葡萄 樹 栽培 法の 一 斑 を 知，： V 

たければ 能く は 分りません、 羊と は 如何なる 動物で ある 乎が 能く 分りません ければ、 信者 を 羊に 譬へ 

られ、 敎師を 牧者に 譬 へられし は 3： の 理由 か 分りません、 聖書 博物 學の 智識 は golM 記者の やうな 天然 

物 を 非常に 愛した 人達の 書い た 書 を 研究 致します るに は 最も 必要 で あ ります。 

私共に 亦 書考古 舉を學 ぶの 必要が あります、 考古學 と は 昔の 制度、 文物、 習慣、 生活の 狀態等 を 

究める 學 問でありまして、 g で 書の やうな 古い 書 を 解し ます る のに は 此學の 研究 は 非常に 大切 で す、 默 

示錄 第一 一十 一 章に 城の 石垣 を 測りし に 百 ra ト叫キ ュビト あつたと 書いて あります (十七 節)、 然し 一 キ 

ュビト とはい くらで あるか、 それが 解らなければ 此事は 解りません、 キュ ビトは 猶太 人の 尺度で あり 

まして、 臂 より 指の 先き までの 距離 を 云 ふたものであります、 是は 多分 十八 乃至 十九 英 叶の 長さで あ 

つたで あら ふとの 事でありまして、 之 を 我が 日本の 尺度に 直し ますれば 一 尺 五 寸七分 餘に當 ります、 

故に 約 翰 傅 第一 一十 一 章 八 節に 弟子 等が 小舟に て、 五十 問 計り 魚の 入りた る 網 を いて 来たと 書いて あ 

ります るが、 之 は 原語の 二百 キュ ビトを 日本の 間数に 直した 距離でありまして、 ーキュ ビトを 我の 一 

尺 五寸と 見做しての 勘定であります。 叉 昔時の 猶太 人の 唇の 事 を 知らなければ 聖書に 記して ある 多く 

の 事柄が 分りません、 例へば 逾越 節と か、 除 酵 節と か、 ペンテコスト 又は 稽 時の 節 筵と か 、構廬 

の節とか云ふ_?^^が所々 に書ぃ てぁりますが、 其 何の 爲の 節であって 毎年 何月 何日に 祝 はれし もので あ 


るか i.- 分らなければ、 寶に 面， n 味の ない 事柄であります、 ュ ダ 人の 唇 は 昔の 日本の 輕と 同じで ありま 

して 矢張り 太陰；^ でありました、 卽ち 齊 通 は 三 fG 五十 の 一 年でありまして 三 ra 年毎に ヴ H ァダ— 

cveadal.) と稱 えまして！： 月 を 人れ たもので あると a えます、 新年 は 恭分前 或は 後の 新月 を 以て 始ま 

り、 正月 を アビ ブ叉は 一一 サンと 稱し、 其 十四日に 逾 越の 節 筵が あり、 梨 十五 日 を 以て 除醉 節の 一週 

が 始まる のであります、 三月 六日 及び 七日が ぺ ンテコ ステと 巾し まして、 是は 彼國に 於け る 麥の穡 時 

の 節であります、 六月の 十五 日に 構廬 の^が 始まり、 之 も 一週間 續 きます、 以上 を稱 して ュグ 人の m 

大 節と 申します、 逾 越の 節 はュダ 人の 獨立 日でありまして、 彼等が モ— ゼの 乎に 依て H ジプト 王 パロ 

の 乎より 救 ひ 出されました 事 を 記念す る 日であります、 穆 時の 節 は 勿論 牧穫祝 ひでありまして 之 は 穿 

の 刈 人れ を 祝す る 節であります、 構 廬の節 は 一年中の 感謝 日でありまして、 之 はュダ 人に 取て は：^ 取 も 

喜ばしい 時であります、 其 他 衣服の 事、 居住の 事、 翳 術の 事 等 を 知る 事 は 聖書 を 解 釋 する 上に 於て ル 

常に 大切であります、 是 等の 事柄 を 外形の 事柄と 見過します ると 其 中に 含んで ある 大切の n 具现 を見遁 

す ことがあり まする。 

又 書 年代記 も 是非共 一 通り は 知って 置かなければ なりません、 ァ ブラ ハ ムとは I： 時顷の 人で あつ 

たか、 ソロモンが H ルサ レムに 神殿 を 築いた の は 何年 頃で あつたか、 ュダ 人が 捕瞎 となって バビロン 

に 連れ 行かれし は：^ 時 頃で あつたか、 基督の 降 世、 彼の 死 並に 復活、 保羅の 改宗、 約 翰の 死な ど、 此 

等 は 略 ぼ 分った る 年代でありまして、 之 を 能く 記憶に 留めて li^ きまして、 聖書 を 請み まする と 面，：：： 味 

が 一 層 深く あります。 

聖 J 曰 歷史の 必要に 就て は玆 に- W び 述べる の 必要 はない と 忍 ひます、 聖書の 多分 は 赏 は歷史 であり ま 
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して、 聖書 を 能く 學んで 古代史に 精通す る ことが 出来ます、 實に 古代史なる もの は 聖書 研究 を 目的と 

して 始っ たもので ありまして、 若し 聖書て ふ 今日の 人類に 關 係の 最も 深い 書が ありませんでしたなら 

ば 今日 世に 唱 へられる 埃及學 だと か- 亞述學 だと か 云 ふ もの は 決して 世に出て 來 なかった らふと 思 ひま 

す、 私自身に 取りまして は、 世界 歷史の 趣味 は 聖書 研究より 得し ものでありまして、 聖書に 示して あ 

る やうなん 生觀を 持ちません な らば 歷史と は 至て 詰らない 者で あら ふと 思 ひます、 夫れ 故に 少しく 過 

言 か は 知れません が 私 は 聖書 を 以て ihe  history 卽ち唯 一 の歷 6- と稱へ て も 宜しから ふと 思 ひます。 

聖書 をよ く 解し やうと 致し ますれば 是非共 之 を 其 原語に 於て 讀ま なければ なりません、 そして 聖 一書 

の 原語と は 勿論 英語で もなければ、 獨逸 語、 佛蘭 語で もありません、 聖書 は 素と ュダ 人に 依て 書かれ 

た 書であります から 之 を 充分に 善く 分ら ふと 思 へ ば ュ ダ 人の 語に 通じなければ なりません、 之 は 今日 

稱ふ 所の 希伯來 語なる ものでありまして、 英語 ゃ獨逸 語と は 全く 性質 を 異にした ものであります、 其 

何う 云 ふ 語で ある 乎 は 聖書の 中に 書いて ある 地名 並に 人名に 依て 窺 ふ 事が 出来ます、 アブ ラハ ムとは 

アバ (父) 並に ラ ハム (群集) なる 二つの 詞 より 成りし 名でありまして、 「多数の 民の 父」 卽ち 「大 

國 民の 祖先」 の 意であります、 サ レム (Salem 平和) なる 詞が ュダの 幾多の 地名に 於て 顯 はれて 居る 

か は 少しく 注意して 聖書 を讀 めが 善く 分る 事であります、 メ ルキゼ デクが 住 ひしと 云ふサ レ ム の巿、 

大王 ソロモン、 ダビ、 デ 王の 第三 子 アブ サ ロム、 ュダ國 の 都なる H ルサ レム 等 は 皆な サ レム (平和) な 

る 根 字 を 元と して 出来た 名でありまして、 それ を 以て 見ても 平和 は ュダ 人の 最も 追求した もので あつ 

た 事が 分ります。 

ュダ 人の 詞ば かりではありません、 詞の 組立に 至りましても 希 伯 來語は 一 方に 於て は 英語 や 獨逸語 


と、 他の 一方に 於て は 日本語と 全く 異なった 語であります、 馬可傳 第一章の 二 節に 「我なん ぢの 面前 

に 我 使 を 遣さん」 と 書いて あります が、 是は希 伯來語 特有の 語法でありまして、 單に之 を 前と 讀んで 

差 支の 無い ものであります、 又 キリ ストの 十一 一 弟子の 中ゼべ ダイの 子ャ コブと 共 兄弟 ョ ハネ この 一 一人 

を ボア ネル ゲと 名く 之を譯 けば 雷の 子な りと 書いて あります が、 雷の 子 なれば とて 雷が 産んだ 子で あ 

ると 云 ふので はなく して、 雷の 性を備 へたる とか 或は 雷の やうな 子で あると か 云 ふべき もので ありま 

す、 是 から 考 へて 見て、 キリストが 御自身の 事 を 人の子と 稱 はれまし たの は 何う 云 ふ 意味で 曰 はれた 

ので あるか 5^ 分ります。 

實に希 伯 來語を 以て 聖書 を 讀んで 見ます ると 之 を 解す る爲 めに 註釋 なる もの は 殆ど 要りません、 之 

を 今日 我々 が R 常用 ひて 居る 一 百 語 に 譯 して 讀み ますれば こ そ 奇異 の感が 起る のでありまして、 演 驛 法 

であると か、 歸納 法で あると か、 種々 の六ケ 敷い 哲學ゃ 科學の 詞が發 見せられない 前の 記 錄を其 時代 

の 言語 有の 儘で 讀で見 ますれ ば^に M にも 疑 はしい 事はありません。 

舊約 聖書 は 希 伯來語 で 書いた ものでありまして、 新約聖書 は 希躐 語で 書いた ものであります、 然し 

新約に 於ても 思想と 語法と は 希伯來 的であります るから、 其 之 を 書いた 語 は 希 職 語であります が、 之 

を 解す るに は 希伯來 人の 心 を 以て 致さなければ なりません、 若し 日本人が 英語 を 以て 源平 盛衰 記 か 又 

は 太平 記 を 書いた と假定 致し ますれば 新約聖書なる もの は 何う 云 ふ 心 を 以て 之 を解釋 致さねば ならぬ 

か 分り まし やう。 

斯う 云 ふやう に 聖書 を 充分に 解釋 致します るの は隨 分六ケ 敷い 事であります、 日本の 或る 哲學 者が 

基督 敎の敎 典 は 割合に 少 いから 之 を 研究す るの は 至て 容易で あると. & されました が、 然し 是は 未だ 深 


. &;^?に闞する^究  g:  一二 

く sfs 研究に 從 事した 事の ない 人の 言 ふた 辭 であら ふと 思 ひます、 聖， 書學 なる もの は 巾々 六ケ 敷い 學 

問でありまして、 其 研究の 爲 めに 一 生涯 を 費し まする も 決して 長 過る と 思 はれません。 

然しながら我等は決して失ひ-^；するに及びません、 此雜 誌の 他の 所に も 書いて 置き ましたが、 聖書 は 

實に 實驗の 書であります るから 心に 深き 人 f の實驗 を經し 人に 取て は 至て 解し 易い 書であります、 如 

何 ほど 言語 學に 通じて 居り、 如何 ほど 聖書 地现と 博物 學 とに 精し くあって も、 如何 ほど 聖書 考古學 を 

調べましても、 約翰傳 第三 章 十六 節に 書いて あります る 「それ 祌は其 生み 給へ る 獨り子 を 賜 ふ ほどに 

世の 人 を 愛し 給へ り此は 凡て 彼 を 信す る 者に 亡ぶ る こと 無くして 永生 を 受けし めんが 爲 なり」 との 聖 

い 高い 語 は 分りません、 之 は 神が 直に 彼の 聖， 靈を 以て 人の 心に 傳へ給 ふ眞现 でありまして、 之 は科學 

的に も い 的に も 探究す る 事の 屮 I 來る ものではありません、 某： 督敎 の 眞髓は 決し て 學 問を以 て 参 得す 

る ことの 出來る ものではありません、 ：HI 督を 充分に 解す るに は 基督の やうに 苦しみ、 彼の やうに！： 人 

や 朋友 や 兄弟にまで 捨てられ、 終に は 盗賊と 共に 十字架にまで 釘 けられる やうな 辛ら ぃ實 驗を經 なけ 

れば なりません、 聖書 は 古い 書でありまして、 亦 異國の 書であります が、 然し 亦 それと 同時に 人の 心 

の 誓であります るから、 深く 之 を 己が 心に 味ぶ て 見て 決して 分り 難い 書ではありません、 

あ、 神よ、 鹿の 溪水を 慕 ひ 喘ぐ が 如く 我が 靈魂も 汝を慕 ひ 喘ぐな り、 我が 靈魂 は渴 ける 如くに 祌 

を 慕 ふ、 活ける 神 をぞ慕 ふ、 何れの 時に か 我れ 行きて 神の 聖 前に 出 でん (詩篇 第 四十 ニ篇) 

之 は 何人で も 分る； 1 2 であります、 勿論 ュダ國 の 山地の 梭 様と 其 夏 景色と を 想像して 之を讀 みま すれば 

一層 美 はしく 讀 まれます るが、 然し 之 を 知らす とも 我が 靈 魂が 言 ふべ からざる の 寂 露 を 感じて 祌を慕 

ひます 時の 狀態は 之より 深く、 之より 美 はしく は 言 はれません、 此數 句の 中に 「慕 ふ」 なる 詞が 三つ 


あり、 「神」 なる 詞が ra つ ありて 詩の 則に 外れて 居るな ど 云 ふ 文 學者も ありまし やうが、 然し 此深 

い 人心の 經驗を 語らん と 致します る 時には 我々 は 詩の 規則な ど は 措て 問 ひません、 心の 有の 俊、 それ 

が 最も 贵ぃ 文學 なのであります。 

それであります から 私共 は 無學 で あれば とて 書の 研究 を 怠て はなり ません、 然 れば とて 亦 無學 を 

以て 滿 足して はなり ません、 神の 心は單 に！！； 心 を 以ての み 知る 事が 出來 るか も 知れません が、 然し ij- 

深さと 濶 さと 高さと は 私共の 神に 關 する 知識の 多少に 依て 異なる もので ありま すれば、 私共 は 出來得 

る 丈け 努めて 私共の 智識 を 進めなければ なりません。 

序に 私 は玆に 聖書の 研究に 就て 尙ほ 一 つの 注意 を與へ て 置き 度く 思 ひます、 卽ち之 を先づ 一 一 一度 通 

讀 する ことでありまして、 之 は 聖書の 大略 を 知る に は 最も 必要であります、 多くの 人 は 聖書に 就て 知 

らん 事 を 欲して、 書 其 物 を 知ら ふと 致しません、 然し 聖書 其 物 を 知らす して I や， 寄に 就て いくら 知つ 

て も 無益であります、 勿論 不完全なる 日本 譯に 依て 之を讀 みます る こと は 全く 偸 快の 事で はあり ませ 

ん、 然し 英譯に 於ても 殆んど 同じ 事でありまして、 殊に 列 王 記 略、 歷代志 略， 以 商結 書の 或る 部分の 

如き は殆 んど讀 むに 堪えない ほど 乾燥無味の やうに 見えます、 然し 聖書の 美 は 其 或る 部分に 存 すと： ーム 

はんより は 寧ろ 其 全體に 在りと 云 はなければ なりません、 ^かも 我 々 の樓. H- お？ る此 地球の 如き もので 

ありまして、 此に松 島が あり 天の 撟 立が あるから 完全なる 地球で あると 云 ふので はなく して、 之れ に 

亦 サハラの 砂漠が あり、 シ ベリ ャの 曠野が ある 故に ライン 河の 沿岸 もダ 一一 ュ ー ブの 沃野 も 一服 其の 美 

を增 すので あります、 ffif に キリス ト 山上の垂訓 をのみ 味 ふ 人 は 未だ 垂訓 其の物の 美 をも^ 分に 味 ふこ 

との 出来ない 人であります、 舊 約に 於て 正義の 刃に 接しない 人 は 新約に 於て 恩惠の 雨に 浴す る も其樂 


聖 書 に 顧 す る ^ 四一 s 

しさ を 感じない 人であります、 靈 魂の 救 ひ は 聖書 全體の 研究 を 要します、 聖書 を通讀 しないで 只 其 一 

部分に のみ 熱 注す る 者 は 彼の 靈 魂の 一 部分 をのみ 救 ひ 得て 其 全部 を 救 ひ 得ない 人で あら ふと 思ます。 

聖書が 章と 節と に 分けてあります が、 是は 勿論 始 より 斯く 成って 居った ものではありません、 保羅 

が 彼の 建て た敎會 に 宛て 手紙 を 書 いて 遣ります るに 之 を 章句に 分けて 遣る 必要の なかった の は 勿論 で 

あります、 聖書 を 始めて 章に 分けた 人 は ェ ジブ ト國ァ レキサ ン ダリヤ 市の ァ ム モー ーァス と 云 ふ 人で あ 

りまして、 彼が 之を爲 したの は 基督 降 世 後 二百 二十 年頃の 事で あるとの ことであります、 アム モー ーァ 

スは 僅に 四 幅 昔 書 丈け を 章に 分けた 丈け でありまして、 此區分 法 を 聖書 全體に 施した 人はセ ントカ ー 

n の ュ —ゴ と 云 ふ 人でありまして、 紀元 千 一 一 百 六十 三年に 死んだ 人であります。 

章 を 叉 節に 分けた の はま だ 後の 事で ありました、 之 は 干 五 百 五十一 年に a バ ー ト ソン、 スチ ー ブン 

と 云 ふ 人が 彼の 出版した 希臘 文の 新約聖書に 採用した 法でありまして、 此 法が 聖書 全 體に用 ひられ ま 

したの は 干 五 百 五十 五 年の 事で ありました、 章と 云 ひ、 節と 云 ひ， 勿論 研究 上の 便 i 且 から 來 たもので 

あります から、 私共 は 之に 依て 聖書に 關 する 私共の 判斷を 左右 せられて はなり ません。 

今 聖書の 章數を 計算 致します るに 舊約は 九 百 一 一十 九 章で、 新約 は 一 一 百 六十 章であります から 新舊合 

せて 千 百 八 4- 九 章であります、 故に 若し 一 年 問に 全 聖書 を通讀 致さう とすれば 一 日に 三 章 半づ- 程 を 

讀 めば 宜しい のです、 若し 毎日 一 章づ、 讀 むと 致し ますれば 三年と 四 ヶ月 程に して 之 を 一 囘通讀 する 

ことが 出來る 割合であります、 有名た る 亞弗利 加の 宣敎 師リビ ングス トン の 如き は 毎年 一 囘づ、 聖書 

を通讀 する を 以て 彼の 通則と して 居った さう です。 

聖書 を學ぶ 時の 第一 の 困難 は 何にも 語學の 不足で もなければ、 亦 歷史に 暗い 事で もありません、 聖 


書 は 精神の 書であります から、 我が 精神 さへ s< J 曰の 精神に 合へば 之を學 ぶの は 至て 易い 事であります、 

能く 考 へて 御覧なさい、 ァ ブラ ハ ムは 西方。 ハ レ スチナ に 住った 人でありまして 今から 少く とも 叫 干 年 

前の 人であります、 人種と 云 ひ、 時代と 云 ひ、 境遇と 云 ひ、 我等と は 全く 異 つた 人であります >  今 私 

共 は 明治の 今日 東洋の 曰 本に 於て 此 人の 生涯 を學 ばんと 致す のであります、 縱令 人淸は 古今 Jafc 變る 

もので はない と 致しましても、 是は 決して 容易なる 業ではありません。 

然し 聖書の 聖書た る 所以 は 精神 を 語る ことが 多くして 外形と 境遇と を說 くの が 至て 少ぃ ことで あり 

ます、 聖書に は 太平 記 や 源平 盛衰 記に ある やうな 武士の 扮 装に 就ての 詳細なる 記事はありません、 叉 

H ルサ レムと 云 ひ ベスレヘムと 云 ひ、 其 名 は 幾度と なく 書き記る されて 居ります が、 其 何う 云 ふ 山で 

あって、 其 附近の 景色 は 何ん なで あつたか、 その やうな 事 は 少しも 書て ありません、 亦 人物の 容貌に 

就ても 同じであります、 摩 西な り、 ^羅 なり、 基督な り、 その肉體に關する記事は^^んど皆無でぁり 

まして、 今日 彼等の 像 を 彫刻 ゃ繪 畫に顯 はさう として 少しも 頼る 所の な いのは 全く 之が 爲 であります。 

それ で あります か ら 聖書 を讀む に は 我が 心に 聖書の 理想 を 以て 致さなければ なりません、 樂 書よ り 

其 理想 を 取り除い て 了い ますれば 斯んな 詰らない 書 は 世界 屮 にないので あります、 私共 は 聖書 を學ぶ 

に 其 理想 を學 ばんと 致す のでありまして 若し 古代の 歷史ゃ ST 學 等を此 書に 於て 探ら ふと 致します るな 

らば 唯 失望す る 計りであります。 

サテ 聖書の 理想なる もの は 何う 云 ふ もので あるかと. e. します るに、 之 は *1 人、 殊に 東洋の m 本人の 

理想と は 全く 異っ たもので ありまして、 私共 日本人 は 容易に 聖書の 理想 を 以て 我が 理想と なす 事が 出 

来ません。 


聖 *s に^する s 究  ra 一六 

先づ 試に H サ ゥとャ コ ブ なる 一 一人の 兄弟の 事に 就て 考へ て御覽 なさい、 聖書に は 「我 (神) はャ コ 

ブを 愛し エサ ゥを惡 めり」 と錄 してあります から、 私共 は エサ ゥと はさ ぞ惡 人であって、 ヤコ ブとは 

さぞ 卷人 であるで あら ふと 思 ひませ ふが、 然し それ は 正 反對で ありまし て、 H サゥと は 至て 正い 人で 

ありまして、 ヤコ ブとは 不完全 だらけの 人で ありました、 兄の H サゥを 欺いて その 家長 權を奪 ひし 者 

は ヤコ ブ でありました、 ハランの 地に 行きて 伯父 ラバンの 家に 客たり し 時に、 一 つの 策略 を 設けて 主 

家の 綿羊 數多を 己が ものと 爲 せし^も 亦ャ コ ブ でありました、 叉 年 を經て 故鄕カ ナンに 歸り來 ました 

時に 兄 ェ サゥ の復籌 を 懼れて 進み 得なかった 臆病者 も 亦此ャ コ ブ でありました、 然るに H サゥは 如 M. 

にと 云 ふに、 甚だ 獨 立の 人でありまして、 ヤコ ブは 伯父の 〈啾に 羊 を 飼 ひし 時に、 彼 H サゥは 野に を 

狩り、 ヤコ ブは 伯父の 承諾 を 得すして 故鄕に 逃げ 歸 りしに、 H サゥは 土地の 女を娶 り、 獨 力で 立派な 

豪 埃と なりました、 然るに 祌は 特別に ヤコ ブを 愛し、 彼に イスラエル とて 「神と (サ ふ」 なる 名を與 へ、 

彼の 子孫に 全 I 界を救 ふの 名 譽職を 賜 はりました。 

斯う 云 ふ 事 は實に 世問齊 通の 人の 服 を 以て 観ました 時には 少しも 解し 5：： ない 事でありまして、 殊に 

膽カ とか 潔， 日と か 云 ふこと を 以て 非常に 贵ぃ 道德の やうに 思 ふて 居る 日本人に 取りまして は H サゥ は 

ャ コ ブに 勝り 遙に 上等の 人物で なければ なりません。 

然しながら §A 書の 人生 觀 から 見ましたならば ャ コ ブは 矢張り H サゥに 優る 人物で ありました、 弱點 

は 多く ありまし たが ャ コ ブは 神に 賴る 人で ありました、 獨立を 愛せし H サゥは 自信 力の 强ぃ 人で あり 

まして、 彼 は 何事 も 自身の 思 ふが 儘に 行った 人で ありました、 祌が ヤコ ブに イスラ H ル卽ち 「祌と -a- 

ふ」 の 名 を 給 はり ましたの は實に ヤコ ブの此 愛すべき 性質 を 認められた からでありまして、 彼 ヤコ ブ 


は 事を爲 すに 自身で 之 を 行 ふの 膽 力なく 先 づ祈禱 を 以て 神と ひ、 祌の 援助 を 得て 後 始めて 之 を爲し 

遂る ことが 出来ました、 之に 反して H サゥは 世の 所謂 英雄でありまして、 彼は祌 とか 祈禱 とか 云 ふ 事 

-に は餘り 頓着せ す、 唯斷々 乎と して その 所信 を 貫く とか 申しまして、 少しも 女々 しい 所の ない SR であ 

りました、 夫れ で あります から 若し 東洋人 の 眼 を 以て 評し ますれば H サゥは 英雄で ヤコ ブは 意 ハ！- 地 の 

ない 奴であります。 

然しながら §A 書の 现想的 人物 はャ コブの 如き 者でありまして、 ェ サゥの 如きお ではありません、 ダ 

ビデ は纖弱 婦人の 如き 者で ありまし たが 神の 援助 を 以て 偉丈夫 ゴリ ャテを 殺しました、 ダビデ は祌に 

賴て 勝ち、 ゴリ ャテは 腕力に 賴て 負けた のであります、 又 預言者 H レ ミヤの やうな 人 を御覽 なさい、 

彼 は舊約 時代の 理想的 人物でありまして、 キリストの 豫報 者と 稱 はる 個人であります、 然るに 彼の 一. 

代の 記事 を 讀んで 何人も 彼の 弱き に 驚かない 者はありません、 「あ、 我 わが 首 を 水と たし、 我 ほ を淚 

むすめ  X,.? ゆ 

の 泉と なすこと を 53： ん もの を、 我 民の 女の 殺された る 者の 爲に 晝夜哭 かん」 と、 3： んと 女々 しい 事で 

はありません 乎、 义 「鳴 呼 われ は禍 なる かな 我 母よ 汝 何故に 我 を 生みし や、 <^1： の 人我と (i- ひ 我を攻 

む」 と、 是れ 決して 英雄の 言と は 思 はれません、 然し 彼が 

H ホバ斯 く 云 ひ 給 ふ、 智慧 ある 者 は その 智慧に 誇る 勿れ、 カぁる^！^は其カに誇る勿れ、 富める お 

は その 富に 誇る 勿れ、 誇る 者 は 之 を 以て 誇るべし、 卽ち明 くして 我 を識る 事と 我が H ホバ にし 

て 地に 仁惠と 公道と 公義と を 行 ふ 者なる を 知る 事是 なり、 我是 等を悅 ぶな りと M ホバ n ひ 給 ふ 

(耶利 米 ffi 記 九 章 二三、 二 四 節) 

と 首 ひし を 見て 彼 H レ ミヤの 有った 人 以上の 力 は何虚 から 來り しもので ありし かに 分ります、 M レ ミ 
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ャ 自身 は 極く 弱い者で ありました、 然し 彼が M ホバ を識 りました 故に 大王 を も 威 迫す る ほどの 强ぃ者 

と 成った のであります、 ェ レ ミヤの 强さを 知ら ふと 思へば 先づ 彼の 弱さ を 知らなくて はなり ません。 

叉 何故に キリス トは 特^に ョ ハ ネを 愛し 給 ひし かと 云 ふに 是れ 亦ョ ハ ネに 小兒の やうな 神に 依り 顿 

むの 心が あつたから であると 思 ひます、 ベ テロの やうに 何に か 自身で 一 つ 大功 を 立て、 キリストの 赏 

春に 與 らんと 欲 ひし 者 を キリスト は嚴 しく 誡 しめられました- ベ テ D は先づ 神に 服從 する の 敎訓と 習 

練と を 要しました、 「H ホバは 心の 痛み 悲む 者に 近く 在して、 靈 魂の 悔頹れ たる 者 を 救 ひ 給 ふ」 と は 

聖， 書が 幾 同と なく 繰 返す 示 明でありまして、 キリスト がべ テ B の 精神よりも ヨハネの 精神 を 愛し、 心 

忙 はしく 彼に 事 へんと せし マ ルタ よりも 單に 彼の 恩 惠に與 からん とせし マリヤ を 愛し 給 ひしの も 全く 

之が ためであります。 

實に此 心を以 て 聖， 書を讀 まなければ 聖書 は 詰らない 本であります、 多く の 人が 聖書 を讀ん で 少しも 

面白味 を 感じな いのは 全く 之が 爲 めであります、 或 人 は 東洋風の 英雄 を キリストに 於て 見ん と 欲し ま 

す、 故に キリストの 傳 を讀ん でも 何に やら 少しも 解りません、 唯 偶々 彼が H ルサ レムの 殿に 在りし 時、 

繩を もて 鞭 を 作り、 牛羊鴿 など を 寶り、 叉兩替 をす る 者 共 を 殿より 逐 出し 給 ひし を 讀んで 快哉 を 叫ぶ 

位 ひに 止り ます、 彼が 死に 臨んで 「吾 神、 吾 神、 何 ぞ我を 遣て たま ふ 乎」 の 悲鳴 を發 せられし を讀ん 

で是れ が卽ち 人類 を 救 ふの 聲 でありし 事 を 理解 致しません。 

聖書の 神 は 義人の 神で はなく して 罪人の 神であります、 帝王 貴族の 神で はなく して 平民の 神で あり 

ます、 彼 は 特別に 貧者 を 愛し 病 者 を 憐れむ 神であります、 夫れ であり ますから 世の 自ら 忠臣、 義士と 

稱 する 者 は必す 基督 敎を嫌 ひます、 聖書の 敎 が先づ 帝王 や 貴族に 迎 へられし 例はありません、 基督 敎 


は 社會を 化す る に 必す其 下 服より 致します、 先 づ之を 王侯貴族 の 宗敎 となし て 然る 後に 卜 民に 及ぼ さ 

ん など 云 ふ 人 は 未だ 基督教の 何たる を 知らない 人であります。 

畢竞 私共 は 聖書 を讀 むに 祌の服 を 以て 致しまして 人の 眼 を 以て 致して はなり ません、 H ホバ 宣給は 

く、 「我 思は汝 等の 思と 異り、 我が 道は汝 等の 道と 異る」 (以 赛亞書 五十 五聿八 節〕、 聖書が 他の 書と 全 

く異 るの は 是が爲 であります、 何にも 私共 は 力 ー ライルが 申した やうに 世人と 說を 異にさ へ すれば 大 

底誤讀 はなき も ので は あると は 申しません が、 然し 祌の聖 意と 人間の 思想と が 何れ 程異 て 居る 乎 は、 

簡易な る 文字 を以 て 書かれた る 聖書が 解釋す るに 最も 六ケ 敷い 書で あるので 分ります。 

卽ち 聖書 は 其 名の 通り 神の 書です、 人の 爲 めに 書かれた る 書であります が、 祌の 主上 權を 人の 上に 

施す ために 書かれた る 書であります、 之 を 人の 利益の ため、 叉國 或は 社 < ^の 便益の ために 書かれた も 

のと 思 ふと 必す其 意味 を 取 違 へます、 神 は 其 主上 權を實 行 せんた めに は其特 愛の！^ を も 國をも 罰して 

顧み 給 ひません、 「我惠 まんと 欲 ふ 者を惠 み、 憐 まんと 欲 ふ 者を憐 む」 と は 祌の獨 裁 的 聖意を 表白せ 

られし 語でありまして、 私共 は 人の 一一 目と して は 之に 服從 する 事 は 出来ません が、 然し 絕對 無限の 神の 

一一 一一 口 として は 之 を 遵奉せ ざる を 得ません、 私共 は 聖書に 依て 神の 主權 の絕對 的に 犯すべからざる ものな 

る を 知り、 彼の 前に 立てば たに ロを噤 み、 首 を 低れ て 其 命 維れ 從ひ其 雷 維れ 信す るに 至る ので ありま 

す、 之より 號を逐 ふて 此心を 以て 聖書 を 讀んで 見 ませう、 爾 うし ますれば その 何ん と 面白 ひ、 何ん と 

有益なる 書で あるか 分ります。 
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聖 書 と 花 

冬 は 花時ではありません、 今や 我等の 庭 を 飾る もの は 紅白の 山茶花と 赤 粒の 實を 垂れる 南天 燭と位 

ひの ものであります、 今の 時節に 花の 事 を 語ります る は 何に やら 時節 外れの やうに 思 はれます。 

然しながら 私共 キリス ト 信者に 取りまして は 歳末の 今日は 喜ばしい 時であります、 是は キリ ス ト聖 

^節の 祝 はれる 時でありまして、 年の 中 で 最も 樂 い 時 で あります、 私共の 希び ポ は此 時に 始まる ので あ 

りまして、 私共 は 世の 人の やうに 歳の 暮 であれば とて 悲歎 慷慨す る 者ではありません。 

夫れ であります るから 聖書の 花の 事 をお 話し 申します るの は 今が 一 番 好い 時で あると 思 ひます、 花 

は 希望 を 代表す るので あります、 花 は 生命です、 歡 喜です、 故に 凡て キリストの 救 it にあ づ かりまし 

て 、 新ら しき 生命に 入りし 人 は 皆な 花 を 愛します、 "是は 何に も必 しも 花 は 美 はしい ものであるから で 

はありません、 花 を 愛する の は 人間 自然の 人情であります、 然し キリスト 信徒が 特刖に 花 を 愛します 

の は 花が 彼の 心の 狀態を 最も 好く 寫 すからで あります、 心に 萌る 希望が あり、 罪悪の li 練 は 解けて、 

生命の 春風に ra: き 蕾の 綻びる やうな 感覺は キリ ス ト 信徒の 固有の 性でありまして、 彼に 若し  一 一一 一一 口 以て 

彼の 人生 觀を 語れと 巾し まするならば 彼 は 「花な り」 の 一言 を 以て 答 ふ 可き であると 思 ひます。 

國 民の 享有す る 文明の 程度 は 其 使用す る 花の 多寡 で 分る と. & します、 さう して 基督 敎國 は 全體に はお 

も 多く 花 を 用 ゐる國 であります、 其 埋葬地なる もの は 一 つの 花屋敷でありまして、 其 中に 佛敎國 の 寺 

院に 於け るが 如き 凄い 淋 いこと は 少しもありません、 獨逸 語で 墓場の 事 を Gcttesacker  (神の 畑) と 

稱 ふるの を 見ましても 其麗 はしき 花の 最も 適當 なる li 口 養 地で ある ことが 分ります。 


然し 玆にー つの 奇態なる 事が あります、 それ は此 復活の 希望 を傳 へ、 永生に 入る の途を 開きました. 

ilii 書が 花の 事に 就て は 全體に 至て 冷淡で ある ことであります、 之 は 皮相の見 を 以て ig まする と 丧だ意 

外なる 寧でありまして、 れ實に 或る人が 聖書の 敎訓に 懐き 難き 一 つの 理由であります、 さう して是 • 

は M にも &?, 書の 書かれました パ レ スチナ の國が 植物に 乏しい 國 であるから ではありません、 植物 學者 

の 調査に 依り ますれば、 此六干方哩の小1£^域內に於て顯花械物ばかりが三干餘種ぁるとの事でぁりま 

して、 殊に パレスチナの 土地が； 亞細 亜、 阿弗利加、 歐羅巴 三 大陸の 交叉 點に當 て 居ります るが 故に 其 

植生 は 他！！ に 於て 見る ことの 出来ない 程饒 多で あるとの 事です、 野に は 百合 花 あり、 山 慈姑 あり、 

「ハヤシ ンス」 あり、 白頭翁 あり、 蕃紅 あり、 水仙 あり、 拓檔 あり、 巴旦杏、 杏子 ありて 花に は 決し. 

て 不足の 無い 國 で あります、 ュダ國 の 花が 餘り 多く 書記 者 の 注意 を惹 かな か つたの は 何に か 他に 现へ 

由が 無くて はなり ません。 

爾 うして 其 理由と 云 ふ は 他ではありません、 聖書の 記者が 人類と 其 救濟に 就て 餘り 熱心で あつたか 

ら であります、 彼等 は 道 德の美 を 求める に餘り 熱心で ありまし たから 天然の 美に は餘り 注意 を 致し ま 

せんでした、 彼等 は 實に花 を 見て 日 を 暮らす やうな 暢氣の 人ではありませんでした、 彼等 は 實に眞 面 

目に 國の事 を 憂へ、 人の 罪惡を 悲んだ 者で ありまして 花に 憂愁 を 散す るが 如き 淺 墓な 人 で はあり ませ 

ん でした、 架 書 は 殊更に 道德の 書でありまして、 美文の 書で も、 亦 科學の 書で もありません から、 殊 

更に 花の 事 や 鳥の 事 を 載せません。 

然しながら 聖書 記者 は 誠實の 人で ありまし たから 天然に 對 して は 非常に 深い 同情 を 1^ つて 居ました、. 

彼等 は 天然 を 以て 神の 造り 給 ひし ものと 兒た 計りで なく、 亦 人類の 最も 善き 朋友で あると 信じて ま 
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した、 彼等の 眼に 映 じた 天然 は 人と 共に 歡び 且つ 悲しむ の 天然で ありました、 「山と 岡と は聲を 放て. 

前に 歌 ひ、 野に ある 樹は 皆な 手を拍 たん」 (W 赛亞書 第五 十五 章 十二 節.)、 と 云 ひ、 「地 は 憂愁に 沈み- 

之に 樓む者 は 皆な 野の 獸、 空の 鳥と 共に 衰へ、 海の 魚 もまた 絕ぇ 果てん」 (何 西 阿 書 第 四 章 三 節〕 と 云 ひ， 

實に 天然と 人類との 間に 存 する 深遠 無量の 同 を 述べた 言であります、 夫れ 故に 聖書 記者 は 天然の 事 

に 就て 餘り 多く を 語りませんで したが、 天然と 人類との 關 係に 就て は 彼等 程 深く 感じ 且つ 之 を 書き 示 

した 者 はない と 思 ひます、 所謂 天然 を靈 化した 者 は 彼等 聖書 記者で ありました、 花 も 彼等に 依て 特 1? 

の 意味 を 以て 我等の 眼に 映す るに 至りました、 何にも 花に 關 する 記事の 多少ではありません、 花に 關 

す る 福 昔 で す、 是れ 私共 の 最も 聞かん と 欲す る 所で あります。 

聖書に 於ても 他の 文學に 於け るが 如くに 花 は 人世の 榮枯 盛衰の 理を現 はす 例と して 澤山用 ひられ ま 

す、 「沙雙 桑樹の 花の 色、 盛者 必衰の 理を現 はす」 との 平家物語 記者の 有名なる 語に 能く 似た 語が 聖 

書に 於ても 澤 山あります、 但だ 聖書の 語 は怫敎 臭味の 文 學と違 ひ 優 かに 壯嚴で 優 かに 勇壯 であると 思 一 

乙 ます 

婦の產 む 人 は その 日 少なく して 艱難 多し、 その 来る こと 花の ごとくに して 散り 其馳る こと 影の C 

とくにして 止まらす (約 百 記 十四 章  一. 二 節) 

人の 齢 は 草の 如く、 その 榮は 野の花の 如し (詩篇 百 三篇 十五 節) 

かしら  しぼ 

せの 首に ある 凋まん とする 花の 美 はしき 飾は禍 ひなる かな (以 赛亞書 二十 八 章 一 節〕 

人 は 皆な 草な り、 その 榮華 はすべ て 野の花の 如し、 草 は 枯れ 花 は 凋む、 M ホバの 息 その上に 吹き 

たれば なり、 實に民 は 草な り、 草 は 枯れ、 花 は 凋む、 然れど 我等の 神の 言 は 永遠に 立たん (G^ 赛 


亞書 四十 章 六、 七、 八 節) 

その 言 はんと 欲する 所 は 皆な 一 つであります、 彼等 は な 草花の 枯れ 易き と 湖み 易き を 語ります、 こ 

れは ュダの 山地に 於て 春の 末の 頃 南風の 吹き始めます 時節に は 春雨と 共に 一 時に 萌ぇ 上りし 草が 一 時. 

に 凋んで 了 ふ狀を 述べた ものでありまして、 以賽亞 書 四十 章の rH ホバの 息」 と 申し ましたの は此甫 

方の 沙漠より 吹き 來る熟 風 を 云 ふたので あると 思 ひます。 

聖書の 中で 花の 事 を 一 番 多く 記します るの は 大王 ソ u モン の 作な りと て傳 へらる、 雅歌の 書で あり 

ます、 是は 一種の ドラマでありまして、 中に 戀 夫と 戀婦 とがあります、 彼が 彼女 を頌 讚す る 語に あり 

ます。 

その (彼女の) 頰は馨 しき 花の 床の 如く、 香草の 壇の 如し、 その 脣は 百花 合の 如くに して 沒 i の 

汁 を 滴たら す (雅欺 五 章 十三 節) 

かの 國に產 する 總 ての 美 はしき、 總 ての 馨 はしき 花 類 を 取り集めて 彼女に なぞらへ たる 語であります、 

彼女が 

我はシ ヤロンの 野 花、 谷の 百合 花な り、 

と 自身 を 紹介 致し ますれば、 彼 は 之に 答へ てまた 彼女 を 讚え て 申しました 

女子 等の 中に 我が 佳耦の ある は 荊棘の 中に 百合 花の あるが 如し、 

戀 夫戀婦 の 花合戰 とも 稱す ベ き 問答で ありまして、 嚴肅な る 聖書の 中に 此 優しき 戀 歌が あら ふと は實 

に 思 ひも 依らない 事であります。 

然しながら 花の 福音と も稱 すべき もの は 馬 太 傳六章 一 一十 八 節 以下 一 一節に ある キリストの 御 語で あり 
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ます J 

また 何故に 衣の こと を 憂慮 ふや、 野の 合 花 は 如何にして S つか を 思へ、 勞 めす 舫 がざる 3、 わ 

れ爾 曹に吿 げん ソ 口 モ ンの榮 華の 極の 時 だに も 其 装 この 花の 一 に 及ば ざり き。 

梳 物 の 名譽と 人間 の 恥辱と は牧 めて 此數 語の 中に あると 思い ます。 

此 所に 稱ふ 野の 百合 花なる もの は 何 を 指した る ものなる か は _|ム せ E 植物 學 者の 頭腦を 苦しめる 問題 で 

あります、 或 人 は 之 は眞の 百合 花であって 植物 學上 lilium  clialcedonicum と 呼ぶ ものであると. E- 

します るし、 叉 此^に 就て 非常の 熱心 を 以て 調べられ たる カノン、 ッ リス ッ ラム 氏 は是れ 全く 百合 科 

に屬 すべき 植物で はなく して 毛 莨 科の 一 種なる Anemone  corollal.ia  (白頭翁？) であると 巾され ま 

した、 其の 他 叉 Narcissus  tazetta  (水仙) であるとの 說 もありまして、 今日の 所では 孰れ を 何れと 

も 定め 難う あります、 然し私の^!*？ へまするにキリ ス ト はこ \ に 特刖の 花 を 指して 巾され たので はなく 

して 野の 百合 花 類 (lilies) と 曰 はれた ので あると 思 ひます、 卽ち彼 は 山 慈姑、 水仙、 「ク a ユリ」、 

「ハヤ シン ス」 等 凡て -rn 合 花 類 其 他 類似の 植物 を 指して 曰 はれし のであって、 何にも 特^に 一 種の 花 

を 指された ので はない と 思 ひます。 

野 花の 長つ ゃ勞 めす 妨 がすと あります、 た 其 葉 を 日光に 向けて き、 風 をして 其 面を據 はしめ、 

雨 をして 其 根 を 潤さし め、 全生涯 を 神と 天然と に 住 かして 野の 百合 花 は 其 雪の 如き 白き 衣 を 織り、 龍 

！; いう  み り よそ！ ひ  A*--- 

瞻は其 空の 如き 碧の 装 をな します、 草の^5:?.たるは其意ひ得ざるにぁりまして、 人の 人た る は 其 意 ひ 過 

すに あります、 意志て ふ もの k 濫用が 人類の 總 ての 苦痛の 原因でありまして、 若し 私共の 意志 を も 神 

に 獻げる ことが 出來 ますれば 私共 も 百合 花の やうな、 龍膽の やうな 美 はしい 者と なること が出來 ます。 


大王 ソ B モ ンの榮 華の 極の 時の 装 も 路傍に、 咲く 野生の 草花 一 つに 及ばなかった との^であります、 

ォ フルの 金 を 以て 作りし £ 免 を 戴き、 キ テムの 象牙 を 以て 作りし 齊 座 に^し、 ッ 口の 紫に 身を裝 ひ、 シ 

バ の寶 石に 身を扮 しました 大王 ソ a モ ンも其 裝 野 花の 一 つに 及ばなかった との is?- であります、 能く 

注意して 請んで 御覽 なさい、 キリ ス トは 人の 中で 最も 貴き 者と 花の 中で 最も 卑ぃ 者と を 比べられ たの 

であります、 ュダの國王の屮でぉも大なる者とュダャの草花の中でぃと小さな^！^；とを較べられたので 

あります、 爾 うして！： 取 も 小さな 花の 方が 最も 大 なる 人よりも 美い との 事であります、 花 を 譽 めた 辭で 

斯の やうな 辭 はありません、 叉 人の 榮華 を賤 めた 辭で 此の やうな 辭 はありません。 

雨う して 是れ 決して 修辭 上の 譬喩ではありません、 是れ實 に科學 上の 事實 であります、 能く 之を究 

め ますれば 樱 草の 一輪に 王侯 贵族も 及ばない 魔 色が あるので あります、 美人 を 形容して 花 額で あると 

か、 花^で あると か、 柳 であると か、 綠黛 であると か 巾し まする の は 皆な 彼女 を 花に 比べて. E. すの 

でありまして、 「梨花 一枝 赛帶 雨」 と は 支那の 现想的 美人の 形容であります が、 之 を 顯微鏡 ドに檢 し 

ますれば 如何なる 西 施 も 楊 妃も其 仙 姿耀色 に 於て 路傍の 野草 ー楚に 及ばない のであります。 

贫 しき 者 は 幸福な りと 述べられて 貧者に 無量の 同情 を 寄せられました キリス トは野 花 を 大王 ソ 口 モ- 

ンに 比べられまして 其 優 かに 彼の 美に 優る を敎  へられました、  キリストの 天然^に 依て 蒲公英、 藝、 

薺 等の 詰らない 野草まで が 榮譽の 地位に 上せられました。 

我はシ ヤロンの 野 花、 谷の 百合 花な り (雅欲 二 章 一節) と は 實はソ 。モンの 理想的 $1 人で はなく して. 

イエ ス キリスト 其 人であります、 賤 しき 大工の 〔象に 生れ、 遠き ナザレの 村里に 長ち、 身に 榮 位の 誇る. • 

べきな く、 智慧 を 都 城の 師に 仰がない 天然 有の 俊の 祌の 子、 彼 こそ は赏に 仰ぐべき 人、 學 ぶべき 帥、 

番の話  w  二 五 
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睦 むべき 友、 崇 むべき 神であります、 彼に 依て 沙漠の 如き 我等の 心も蕃 紅の 花の 如くに^ きます (以 

赛亞書 三十 五 章 第 一 節〕、 彼に 依て 世の 荊棘の 中に 在て 我等 は 百合 花の 心 を 有て ます (雅欺 二 章 二 節)、 シ 

ャ u ンの野 花に 傚 はんとす る 私共 は夂- 一は 来る とも 冬 を 知らす、 常に 春陽の 希望 を 抱いて 亦 新ら しい 年 

を迎 へ やうと 欲 ひます。 

聖書と 寶石 

人は此 世界 は 極く 詰らない 處 であると 申します、 何事 も 淡 味 平凡で、 卑猥なる 事 は 多くして、 高速 St: 

なる 事は掛 く、 暗色 を 帶る物 は 多くして、 光輝 を 放つ もの は ii く、 國に 三千の 華族が あれば 四千 萬の 

平民が ある、 一 粒の 金剛石の 女王の 冠 を 飾る あれば 砂礫の 到る 所に 轉ぶ ありと は 實に此 世界の 狀 態で- 

ありまして、  世に 不平 家なる 者が ありまして 常に 疳瘤 計り 起して 居ります の も 原 はと 申し ますれば 世. 

界が 斯う 云 ふ 詰らない 世界で あるから であると 思 ひます。 

然し 是は神 を 信じない、 心に 未だ 神の 救濟を 感じた 事の ない 人の 眼に 映す る 世界であります、 此世 

界は實 はそんな 詰らない 世界ではありません、 視る眼 を 以て 看 ますれば 之 は 水晶 宮の 一 つであります、 

我々 人類 は總て 「王の 子」 でありまして、 皆な 寶石を 以て 鏤められ たる 宮殿に 住って 居る 者で ありま 

す 0 

人は寶 石と 申します ると 必す 金剛石 か 紅玉の 事で あると 思 ひます が、 然し 之は必 しも 是 等に は 限り 

ません、 金剛石 は 透明なる 結晶 體 でありまして、 其 光線 を 屈折す る 力の 強いより 人の 珍重す る 所の も 


の であります、 然しながら 透明た る 結晶 體で 光線 を 屈折 分解す る カを備 へたる もの は 金剛石に は 限り 

ません、 贵 下方 は 春の 朝 梢に 留る 露の 玉 を 見た 事が あります か、 其 朝 敏の光 を 受けて 之 を 分解し， 私 

共の 眼の： &き やうに 依て、 或は 紅、 或は 黄、 或は 綠、 或は 紺の 玉と なって、 私共の 眼に 映す るの を 見 

た 事はありません か、 或 時 は 物干 竿の 下に 掛る 露の 滴が 七色の 光 を 放つ に 依て、 之が 寶 石の 數珠と 成 

つて 見 ゆるの を視た 事はありません か、 人は鑛 物と. 5. します ると 何に か 金 か 銀の 化合物でなくて はな 

らぬ やうに 思 ひます が、 然し 鎮物學 上より 申しまして、 水 も 空氣も 立派な 鍍物 である 事 を 多くの 人 は 

知りません、 金剛石と は 炭素の 結晶した 者でありまして、 紅玉と 青玉と はた の 粘土の 結晶 體で外 あ 

りません、 雨う して 金剛石と 稱ひ、 紅玉と 申し ますれば 人が 非常に 責 びます るが、 然し 何故に 水素と- 

酸素との 化合物た る 水 を 貴びません か、 實 用の 點を 全く 離れ、 美の 一 點 から 觀察を 下しましても 水 は 

金剛石に 劣らない 鑛 物であります、 その 湖水と 成って 美人の 眸の やうに 松林の 中に 溜ります 時 も、 叉 

は 河流と 成って、 銀 線 を 以て 山の 麓 を 縫 ひます 時 も、 水 は實に 美い 鑛物 であります。 

然し 我々 の 周圍に 在る 鑛物は 水と. S 氣と 計りではありません、 我々 は 鎮物を 呼吸し、 鱭物を 飲んで 

生きて； 1$ る 者で ある 計りで なく、 我々 は 亦 水晶の 上を步 いて 居る 者であります、 我等が 普通 「石」 と 

呼びます る もの は鏔 物で あるば かりで なく、 其 中には 責ぃ 美い 結晶 體が澤 山 在ります、 水 品と は娃酸 

の 結晶した ものでありまして、 其 純粹な る もの は 至て 高價の ものであります が、 然し 小形の 水晶で 多 

少の 不純物 を 含む もの は 岩石の ある 所に は 大抵 存在し、 路傍の 石 を 割て 見ても、 庭の 敷石 を ^ いて 見 

て も 六角 注の 形 をな した 水晶 を 見出す 事が 出来ます、 殊に 御影石と 稱 する 極く 普通の 建築 材の 中には 

殆んど純粹なる水晶が澤山にぁります且其他に長石とて肉^51を帶びたる結晶物もぁり、 雲母 あり、 輝 
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石 あり、 角 閃 石 ありて、 私共が 御影石の： あ 段の 上に 立ちます 時 は實は 五六の 結晶 體を 足の 下に 踐ん で. 

る ものであります、 大理石 は贵 いものでありまして 之 は 帝王の 宮殿 を 作る ために W ひらる. -石 村で 

あります るが、 然し 是れ とても 石灰の 結晶した ものでありまして、 其 之 を 構成す る 元素に 至りまして 

は、 我等の 家の 壁 を 塗る ために 用 ひらる \ 漆喰と 少しも 違 ひません、 其 外 紫水晶 (amethyst) と 云 ひ、 

碧玉 (jgper) と 云 ひ、 縞瑪琐 (cllyx) と 云 ひ、 之 を 聖書の 中に 讀み ますれば 如何にも 貴い 玉の やう 

に 見えます るが、 然し 鐵槌を 手に して 河原に 出で、 手當り 次第に 石 を 割て 見 ますれば 度々 見 當る錄 物 

であります。 

斯う 屮 します るの は 3： にも 私が 寶石を 蔑視て 申す のではありません、 我々 基督 信者が 帝王の：：^ に餘 

り 多くの 價値を 置きません の は 冠の 貴くない 理由に 依る ではなく して 他に も 貴い 冠が 澤山 あるからで 

あります、 金剛石 は贵 ぃ魏 物であります、 然し 水 も 石英 も 石灰岩 も 贵ぃ鎮 物でありまして、 其實 際の 

美に 至て は 女王の 頭に 輝く 金剛石 も 草葉 の 上に 照る 露 も 殆んど 違 はあり ませ ん 、 基督 敎は責 いもの 

を卑 くす る ので はなく して、 卑 いもの を贵 くす るので あります。 

雨う して 寶石其 物が 實に 此贵き 敎訓を 私共に 吿げ 知らす ものであります、 「神 は 世の 賤 しき； fl^ を 取 

て その 强き 者と 貴き 者と を愧 しめ 給へ り」 との 聖書の 吿知は 金剛石、 靑玉、 紅玉 等の 示す 所の 教訓で 

ありまして、 我等 は 鑌物學 を 研究 致しまして、 此眞理 の 人間界に 限らす して 錄物界 にも 適 W すべき も 

ので ある 事 を 了り ます、 金剛石と は 抑々 何物です か、 た^の 炭素の 結晶した ものではありません 乎、 

木炭 も 炭素 なれば 石炭 も 炭素であります、 世に 炭素 程 普通なる ものはありません、 然し 此毂も 普通に 

して 鼓 も 平凡なる 炭素 も 若し 神の 或る 秘密 力に 依て 結晶 致し ますれば 金剛石と 云 ふ 最も 珍ら しき、 sfH 


も責 重なる 寶石 となる のであります、 紅玉、 靑玉 とても 同じ 事であります、 其 之 を 組成す る 元素と て 

は 酸素と アルミ 一一 ュ ム とでありまして 是は 普通の 粘土 を 作る 元素であります、 粘土と 街 玉、 一 は 瓦解 

となって 乞丐が 水 を 飲む 時 の 器と なり、 他の 者 は 王侯の 頭と 指と を 飾って 世の 祟 敬 を 仰ぐ の 徽. li 早と な 

ります、 同じ 酸化 アルミ 一一 ュム であり ますが、 之 を 作る の 方法に 依り ますれば 斯 くも M ハ なった る もの 

となる のであります。 

爾 うして 人 は 金剛石 を も 靑玉を も 作る 事 は 出来ません (或る 化學 者は屮 I 來 ると 屮 します が W し實際 

装 品と して 用 ゆるに 足る 結晶 を 作った 事 を 聞きません)、 神の 手に 依ての み 炭の 一 片が 帝王の 冠 を 

飾る に 足る 金剛石と なる のであります、 神の 力に 依て 粘土が 金よりも 貴い 紅玉、 靑玉 となる ので あり 

ます、 雨う して 平々 凡々 の 我等 如き もので も 若し 神の 力に 因り ますれば 大學 者よりも、 大聖 人よりも 

え nj い 人と なる 事が 出來 るの であります。 

兄弟よ 召 を 蒙れる 爾曹を 見よ、 肉に 依れる 智慧 ある^ 多から す、 能 ある 者 多から す、 貴き 者 多 か 

ら ざる 也、 祌は 智者 を愧 しめんと て、 世の 愚なる 者 を 選び、 强 者を愧 しめんと て I の iS; 者 を 選ぶ- 

ある もの ほろぼ  か ろしめ 

また 祌は有 者を滅 さんと て 世の 賤者、 蔑視ら る- -者卽 ち 無き が 如き 者 を 選び 給へ り、 ：：疋れ^^ ての 

人、 祌の 前に 誇る ことな からん 爲め なり (哥林 多 前書 第 一 章 二 六— 二 九 節) 

靈魂 の 理 も鑛物 の 理も其 源に 於て は 同じであります。 

扨て 聖書 は寶 石の 事に 就て は餘り 多く を 載せません、 H デンの 園の 附近に は 金 あり、 义ブ ドラ クと 

碧玉と あり と 書 いて あり ます (創世記 二 章 十一、 十二 節〕 ブ ドラ ク (bdellium) と は 何で あるか 能く 解り 

ません、 或 人 は 紅玉で あると も 申します、 然し 资 石の 一種であった 事 丈け は 確かであります、 此啦に 
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碧玉と 譯 されし 語 は眞の 碧玉 (jgpel.) を 意 ひし もので あるか、 又は 縞瑪璃 (cnyx) を 指した もので 

あるか、 叉 は 黃綠玉 (beryl) を 示した もので あるか 能く 分りません、 何れに しろ 金と 共に 記載して あ 

るの を 見 ますれば 貴い 石であった 事 丈け は 確かであります。 

聖書の 中に 最も 多く 引用 せらる k 寶 石は靑 玉と 紅玉と であります、 今日の 所では 靑玉は 錫 蘭 島の 有 

名なる 産物でありまして、 紅玉 は 緬甸に 多く 産す るとの 事であります、 青玉 は 空 天の 靑 きが 如く 青く、 

紅玉 は 珊瑚の やうに 紅く して 而も 透明であります、 約 百 記の 二十 八 章 十八 節に 「智慧 を 得る は 眞珠を 

得る に 勝る」 と 書いて あります が、 之 は 紅玉の 事 を 云 ふたので あるとの 事であります、 靑玉は 殊に ュ 

グ 人の 珍重した 寶 石であった やうに 見えます、 礦 山の 事 を 約 百 記に は 「青玉の ある 所」 と 書いて あり 

ます、 靑 玉の 色 は 空 天色でありまして、 其純粹 透明た る ものに 至りまして は &n て 詩人 ブライアントが 

あ， J- りんだ 5 

靑龍膽 を 賞し ましたる 歌に ある やうに 

Blue,  bluelas  if  tliat  sljy  let  fall, 

A  Bower  from  its  cerulean  wall. 

恰 かも 天空が 固まって 地に 墜 たやうな ものであります、 夫れ であり ますから 聖書に て は莊嚴 なる 神の 

寶 位の ある 處の 狀を畫 きます るに 度々 此 玉の 事 を 引用 致します、 ゲバ ル 河の 逯 にて 豫言者 H ゼキ ェ ル 

が 見し と 云 ふ H ホバ の 出現に 伴 ふて 「穹 蒼の 上に 青玉の 如き 寶 位の 狀式 あり」 西 結 書 一書 二 六 節〕 と 

あります、 又モ ー ゼが イスラ ェ ルの 七十 人の 長老と 共に H ホバ より 契約の 窨を 授けられん 爲 めに 山の 

麓に 築かれし 祭壇に 近き し 時に 

すきと ぼ  そ ら 

イス ラエ ルの神 を 見る に その 足の 下に は 透明れ る 靑玉を もて 作れる ごとき 物 ありて 1 ける 天{ 仝に 


さも 似たり (出 埃 及 記 サ四章 十 節〕 

とあります、 天 の 高き に 在し 給 ふ 神 を 靑玉を 以て 作り上げ たる 寶 位に 坐し 給 ふ 神と 稱 へました の は 

實に莊 美に して 且つ 最も 適當 なる 稱號 であると 思 ひます、 天空が 靑玉 であるか、 靑 HV が 犬 空で あるか" 

天空の 固 結した ものが 青玉であって、 青玉の 氣 化した ものが 天 i4i であると 思へば、 ュダ 人の 此 思想の 

如何に 莊麗 であるか f 思 ひ 遣られます。 

聖書に 書き記され たる 寶 石の 名 を 一 處に 集めた る 所 は 出 埃 及 記と 默示錄 とであります、 出 埃 及 記 第 

二十 八 章 十七 節より 二十 節までに 記して ある ァ ロンの 「-器 判の 胸 牌」 に 嵌められ たる 寶 石の 配列 は 左 

め 通りで ありました。 


10,  Beryl. 

黄 綠 玉 

7.  Ligure. 

深 紅 玉 

4.  Emerald. 

紅 玉 

ド 

Mi.  TJX 
ま 

11. Onyx. 

葱 1 ま rj 

8.  Agate, 

白 瑪 琐 

5.  Sapphire. 

靑 玉 

2.  Topaz. 

黄 玉 

to 

CD 

9.  Amethyst. 

紫 玉 

6.  Diamond. 
金 剛 石 

CO 

此表は 英譯の 聖書と 口 本譯の 聖書と を對 比して 作った ものでありまして、 決して 正確なる ものと は 申 
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されません、 希伯來 語の 玉 名 を 如何に 近^ 語に 譯 すべき や は ^だ 困難なる 問題でありまして、 希； E 來 

語の slem は sardiuH であるか 叉 は l.uby であるか は 判然 致しません、 原語の 意味 は H 「赤色の^ 

右」 と 云 ふの みでありまして、 或は 之 を 赤 珊瑚と 譯 しても 宜しい もの かも 知れません、 殊に 原語の 

jiophok を emerald と譯 しました 如き は 最も 疑 はしい 譯 であるの は 改正 英譯^ 書に 此 名に cal.b-uckj 

なる 註 を 加 へ て あるの を 見ましても 能く 分ります、 若し emerald ならば 綠 玉でありまして、 <.al.l>lmde 

ならば 紅晶玉 であります、 綠と 紅と は餘り の 相違であります、 又 金剛石と 譯 されし 詞 は-吾人 の 今日 稱 

する 金剛石で あるか、 叉 は sardonyx とて 瑪琐の 一種で 其 中に 紅色 を 混じた もので あるか は 能く 分り 

ません、 是等は 皆 博物 學 上の 問題でありまして、 其 解釋の 如何 は 勿論 a? 書の 傳 ふる 眞理の 奈何に 關係 

はない ものであります が、 然し 改正 日本 譯 聖書 を 編 K 致します る 時には 此 事に 就ても 尙ほー 層の 注意 

を 致したい ものであります。 

故に 今舊來 の英譯 聖書に 誤 謹ない 赛と 致しまして、 左に 此 所に 示された る寶 玉の 極々 大略 を 述べ ま 

しゃう 

一 、 sal.aills 玉髓の 一 種であります、 赤色なる と權 色なる とがあります、 赤色に して 透明なる の 

を 紅 瑪琐と 巾し ます。 

一 一、 Topaz 黃 玉です、 硅酸、 アルミ 一一 ュム、 弗素の 化合物であります、 酒黃、 0. 無色 若しく 

は 靑綠色 等の 種類が あります。 

三， Carbuncle 多分 柘指 石の 事 を 云 ふたので あら ふとの ことであります、 其 濃 色 透明なる もの は 

至て 美しい 鑛 物であります。 


四、 Emenild 綠 玉です、 第 十の 黃綠 玉と 同じ 成分よ タ 成る 玉であります、 綠玉は クロ ミュム を 含 

んで其 色 は 濃く、 黄 綠玉は 鐵分を 含んで 其 色 は 稍々 淡く あります。 

五、 Siipphire 靑玉、 酸化 アルミ 一一 ュムの 結晶した ものでありまして、 金剛石に 次での 貴い 鏃 物で 

あります。 

六、 sioud 金剛石、 炭素の 結晶した ものでありまして、 其 玉石の 王で ある 事 は M 人 も 知る 處で 

あります。 

七、 iLigure 何ん な 寶石を 指して 云 ふたもの であるか 分りません、 古人の 說に 依れば 野 猫の：^ 水 

の 固 結した ものであるとの 事であります、 美しい 透明なる 玉で ある 事 だけ は 確かであります。 

八、 Agate  瑪琐、 水晶と 同じ 成分の 鑛 物であります、 只 其 結晶の 狀を 異にして 居る まで あり 

ます。 

九、 Amethyst 紫水晶、 普通 の 水晶 の 紫色 を帶 びた も の で あります。 

十、 Beryl 黃綠 玉、 第四綠 玉の 所 を御覽 なさい、 一 一 者 共に 硅酸、 アルミ 一一 ュ ム幷に グルシ 一一 ュ ム 

の 化合物であります。 

十  一 、 cnyx 縞 瑪琐、 白瑪琐 に黑、 灰祸色 等の 縞の ある ものであります。 

十二、  Jasper 碧玉、 瑪琐と 同じ 組成 分の 鑛物 であります、 其 質 は 緻密に して 不透明であります、 

其 色 は 赤 若く は視 であります。 

以上 十二 個の 玉の 巾で 金剛石、 青玉、 黄玉の やうに 貴い もの も ありま すれば、 叉 瑪琐、 紫水晶、 碧 

主の やうに 餘り贲 くない もの もあります、 何れも 其 當時ァ ラビ ャ 附近に 於て 確ら るべ き寶 石であった 
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に 相違ありません、 其 內靑玉 はァラ ビヤ 半島の 南部なる ハ ビラの 地に 產せ しと 云 ひ、 黄玉 は M シォビ 

ャ產の ものが 有名で ありました、 金剛石 は 印度 或は 阿弗利加の 東部 ソ マリ ランド 邊 より 来りし ならん 

と 云 ひます、 古代に 於け る寶 石の 貿易に 就て は 以西 結 書 第一 一十 八 章 を御覽 なさい。 

むねあて 

是は 祭司の 長が エホバ の 前に て その 聖 3ni に 授からん とする 時に 彼の 胸に 掛けし と 云 ふ 胸 牌に はめ 

られ しおの 名であります、 其 上に イスラ H ル の 十一 一の 支族の 名が 彫刻 けられた との 事であります から、 

M にか 是には 深い 意味が あつたの かも 知れません、 然し 是は キリス 卜が 新約の 血 を灑れ ました 後 は 無 

用に 歸 した 者であります から、 今と なりて は 深く 探究す る 必要の ない 事柄で あら ふと 思 ひます、 寶石 

は 高位 高官 の 徽牽 でありまして、 祭司の 長が 其 胸に 總 ての 貴重なる 寶石を 掛け ましたの は國 民の 中に 

在て 彼の 職務の 最高 貴の ものであるの を 表 はした ので ありまし やう。 

然しながら I が 其 終極に 達して、 神の 救^が 普く I 界の 民に 及んで、 苦痛 は總て 取り去られて、 淚 

は 凡て 拭 はれて、 榮 光の 主が 人類の 王と なりて、 キリストの 僕 等 は 神を拜 する に 宮殿 (敎會 ) の耍を 

感ぜざる に 至る 時に、 彼等の 爲 めに 倫 へらる M 新 H ルサレ ム の 械邑の 石垣の 基 址は亦 各 様の 玉に て 飾 

られ るとの 事であります、 

第一 の 基址は 金剛石、 第二 は靑 玉、 第三 は 赤 玉， 第 W は綠の 玉、 第 六 は 紅の 瑪琐、 第 六 は 黄色の 

玉、 第 七 は 薄き 黄色なる 玉、 第 八 は 水色の 玉、 第 九 は 紅の 玉、 第 十 は 薪 翠、 第 十一 は 深紅の 玉、 

^十一 一は 紫の 玉な り (s^ 示 錄第廿 一 章 十九、 二十 節^ 

ちが 

是を {番 判の 胸 牌に はめられし 資 石に 比 ベ て 見ます るに 其の 配列の 順序に 於て 違って ：15 るの みな らす、 

後に 有て 前に 無い 寶石も 大分あります、 第三の 赤 玉 (chalcedony) は純粹 の玉髓 でありまして、 赤色 


の 一種で はない やうに 見えます、 第五の 紅瑪琐 (sardonyx) は 縞 瑪琐の  一； |i: でありまして、 其 中に n 

條の 在る ものであります、 第 七の 簿き黃 色の 玉 (chrysolite) は橄^ 石と 稱ふ もので ありまし やう、 

第 十の 莉翠 (chrysoprase) は 是れ又 玉髓の 一 極 でありまして 綠 色を帶 びた る ものであります、 第.：' 

1 の 深紅の 玉 (Hyacinth) は 何んで あつたか 能く 分りません が、 今日 風 信 子 石と 巾し ますれば ジルコ 

ン鑛 (zircon) の 事を稱 ふので あります。 然し 寶 石の 種類の 差異 は 實は琅 細な 問題であります、 私共 

の 注 目 す べき 點は寶 石の 使用法に あるの であります、 舊約 時代 に 於て は 祭司の 長の 胸 を 飾り し 寶石は 

未来 の 黄金時代 に於ては城邑の垣の基址に用ひらる、との13^-で あります、 - 卽ち 貴族 高官 の 装飾品 は 平 

民の 實 用品と なるとの 事であります、 卽ち寶 石 は 富家の 專有 物たら ざるに 至て 國 民の 共有 品と なると 

の 事であります、 殊に 寳 石が 瓦礫 視 せらる- -に 至る 狀を 御覽 なさい、 是れ實 に 天 國の狀 態で はあり ま 

せん 乎、 寶 石が 有り 餘て之 を 以て 石垣の 基址 となす に 足る と は 何ん と 裕福の 耿態 ではありません 乎、 

利 慾の 念 を 悉く 取り去りし 天國の 市民 は 金剛石、 靑玉、 薪翠を 以て 頭 や 指の 飾 を 作らん と はせ すして、 

之 を 以て 城邑の 石垣の 土臺を 据えん と 致します る、 今 曰で も尙ほ 同じ 事でありまして、 眞に キリスト 

の 救 濟に與 かった 者 は 寶石を 以て 身 を 飾る を廢 めて 其资を 投じて 社會の 公益事業 のために 使 ひます、 

金銀 责 石に 身 を扮す 如き は 未だ キリストの 心 を 知った 者ではありません。 

斯くて 資 石は寶 石で なくなり、 神の みが 我等の 寶 となり、 我等が 天 本； に靑 玉の 寶座を 認め、 靑 山に 

綠玉を 以て 敷き詰め たる 天然の 座敷 を 見、 夕陽に 黄玉の 大輪 を 賞し 此平々 凡々 の 世界が S 呉の 水晶，： 呂と 

なって、 我等 は眞に 神に 救 はれた る 者と 稱ふを 得べ く、 叉 我等 は此 f よりして 赏に 十二の 寶石を 以て 

石垣の 基址 と な せる： 人 國の巿 の 生 涯を樂 む 事が 出來 ます。 

^  0 の S3  HIS 
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聖書 の 研究 法に 就て 

02： よりすべし、 架靈に 由るべし、 實驗を 以てすべし) 

聖書 は 之 を 外から 見て は 判明らない、 然 かし， 2： から 見れば 善く 判明る. 之 を 所謂る 歷 史的に 見れば 

支離滅裂 の 書 で あ る 、 然か し 信仰的 に 見れば { 元 全無缺 の 書で あ る 、 聖靈 に ffl て 書かれた る 聖書 は聖靈 

に 由ら ざれば 如何しても 判明らない、 今の所 謂る 批評 皋 者なる 者が 聖書 を 解す るに 甚だ 困む の は是れ 

がた めで ある、 ル ー テル は 「祌學 は 昔樂の 一種で ある」 と 云 ふた、 然れ ども 今日の 祌學の 如くに 短浞 

錯 節の 者 はない、 史眼 を 以ての み 聖書 を解釋 せんと 欲する 者は此 紛糾に 陷ら ざる を 得ない リ 

キリス 卜 は 人で ある 乎、 神で ある 乎、 肉體の 復活 は 有る ことで ある 乎、 無い ことで ある 乎、 キリス 

トが 死より 甦りし とい ふこと は、 是れは 客観的 事實 である 乎、 或 ひ は單に 弟子 等の 心に 存 せし 主觀的 

信仰で ある 乎、 是 等の 問題 を歷 史的に も、 文學 的に も 解決す る こと は 到底 出来ない、 否な、 歷史も 文 

學も 人に 關 する ことで あれば、 之 を 以て 祌 のこと を究 むる こと は 出来ない、 爾 うして 若し 歷史 以外、 

文學 以外に、 神の 眞 现を發 見す る途 がない と た らば、 神の 眞理は 到底 發見 し 得られな いものと 斷 念す 

るより 外 はない。 

然したがら 神の ことなれば と て んには 如何 し て も 解ら な い と 云 ふ の で はたい、 人に も 亦た 神の こと 


を 解かろ ための 機能が 備えられて ある、 爾 うして 其 機能 と は 才 能 で もなければ 能 でもない、 或は 乂 

00000  ^  0  00  0  0000000700 

之を靈 能と も稱 する こと は 出来まい、 祌の こと を 知る ための 掛能は 人の 良心で ある、 良心 其 物 は 勿 ii 

神で はたい が、 然 かし 良心に 由ら すして 人 は 神 を 知る こと は出來 ない、 神の 聲は之 を 良心に 間き、 祌 

の 額 は 之 を ft- 心に 拜し 奉る ので ある、 良心に 大變 動が 来って、 其 根本から 潔め られ ない 以上 は、 いく 

ら考 へても、 いくら 研究しても 神の 事 は 解らない、 否な、 聖 めら れ ない 良心 を 以てして 祌 のこと は 之 

を究 むれば 究む る 程 懷疑紛 雜を增 す のみで ある。 

爾 うして § 力， めら れ たる 良心と は 他の もので はたい、 改悔 めた る 心で ある、 詩篇に 所謂る 碎 けたる 悔 

いし 心で ある (第五 十 ー篇 十七 §)、 是れは 神の 前に 最も 貴い ものである、 神 は 人の 智慧 を 笑 ひ 給 ふが 此 

心 を 貌め給 はない、 爾 うして 此心を 以て 見れば 神の 事 はよ く 解かる、 聖書 も 亦 矛盾と 衝突と を 以て 充 

滿 たる 書で はたくなる、 キリス トが 若し 汝の目 明かなら は 全身 も 亦 明かなる べし、 若し 汝の目 蹄から 

は 全身 も 亦 曙 かるべし と 曰 はれた の は 此事を 曰 はれた ので ある。 

いひ あ ら そ  .1 

兹に 於て か 自己の 扉 を 認めない 者と 神の ことに 就て 言爭 ふの 要が 全くなくなる ので ある、 是れは 性 

來の 盲人と 色の ことに 就て 言爭 ふと 同然で、 全く 詮 のない 事で ある、 キリストが 神で あると か、 人で 

あると か 云 ふこと は 是れは 決して 歷史 問題で はない、 循て 聖書の 句 を 繰返し たれば とて 決定 まる 問題 

ではない、 I::;i^れは道德問題でぁる、 キリストが 弟子 等に 汝等は 我 を 言 ひて 誰と する 乎 (馬 太傳 十六 章 十 

五節：) と 問 ひ 給 ひし 時に 彼 は 彼等の 智識 を 試め し 給 ふたので はない、 彼等の 心 を ss^ し 給 ふたので ある- 

を.！.， なつ- 

人の キリストに 封す る 態度に 由て 其 人 の 道 德的慣 値が 定ま るので ある、 老いた るシメ オン が嬰兒 ィ ェ 

スの兩 親 を 祝 ひて 其^ マリヤに 向って 

ef^ss 究法に S て  Eu 一一 七 
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いひ さ， fv つ ひ  しらし  お： チ、 

此嬰兒 は イスラ H ルの 多くの 人の 亡びて 且つ 興らん 事と 誹駭を 受けん その 號に 立てら る、 是れ衆 

の 心の 念の 露 はれん が爲 なり (路加 傳ニ章 三 四、 三 五節) 

と 曰 ひし は 人類の 中に 於け るィ H ス の此 地位 を 明かに して ある。 

勿論 ィ H スは祌 なりと 言 ひたれば とて、 其 人が 神の 前に 聖ぃ 人で あると は^らない、 何事な りと も 

言 ふこと は 至て 容易く ある、 故に 最も 卑しき 人に して 最も 卑しき 動機より ィ H スは祌 たり、 聖書 は 神 

の 言葉な りと 言 ふ 者 は 饒多ぁ る 、 言 ふと は 言 ふま で も なく 脣を以 て 言 ふこと ではない、 宜敎師 の 口吻 

を 眞以. る ことで はない、 言 ふと は 心より 湧出る ことで ある、 信仰の 表白で ある、 バウ 口の 所謂る 汝、 

n にて イエス を認 はし (表お し) 又 心に て 神の 彼 を 死よ リ 甦らし. -を 信せ は 救 はるべし とは此 事で あ 

る (羅馬 書 十 章 九 節)、 爾 うして 此 深い 意味に 於て は 人 は 先づ其 心の 罪 を聖 めら れ ざれば ィ H スは キリス 

ト で あると 言 ふこと は 出来な い 。 

イエスの 復活に 就ても 同じで ある、 復活 は歷 史的 事實 であった、 然しながら 夫れ と 同時に 人類の 道 

i,.!i的^^w莨でぁる、 ィヱス の 復活 はィ エス 一人に 關 したる ことで はない、 是れは 人類 全 體に關 したる こ 

とで ある、 殊に 彼に 由て 罪より 救 はれん と 欲する 者に 關 する 事實 である、 故に バウ B は イエス は 我等 

が義 とせられん 爲 めに へらされ たりと 言 ふて 居る (羅馬 書 四 章 二十 五節)、 神に 義 とせら る、 の 必要 を 

感ぜざる 者が 如何に 架 書 を 精し く 調べ やうが ィ H スの 復活の 眞僞は 解らない、 先 づ之を 良心 問題と し 

其 解決が 就いて、 然る 後に 其歷 史的 解決が 就く ので ある、 歷 史的の 解決が 就いて 然る 後に 良心 を滿足 

し 得る ので はない、 多くの人がキリ ス トに就て！^く理由は、 彼等が 先づ 第一 に 彼を歷 史的に 知らん と 

欲する からで ある、 イエス はァ レキ サン ドル ゃナボ レ ォ ンの やうな 所謂る 歷 史的 人物で はない、 卽ち 


一 時歷史 の 舞 臺に現 はれて 然る 後に 消えて 仕舞った 人物で はない、 彼 は歷史 以前より 在りし 老 であつ 

て、 今 も尙ほ 在る 者で ある、 若しも 彼が 斯 かる 者で ないならば 彼 は 人類の 救 主で はない。 

斯く言 ひて 我等 は 勿論 ィ H スの歷 史的 研究 を 恐れる 者で はない、 我等 も 亦 S 々歷 史的に 彼 を 研究す 

る、 然しながら 彼 は歷史 以外に 涉る 者で あれば、 歷史 丈け にて 判明る 者で はない、 イエスキリスト は 

昨日 も 今日 も 一水 遠まで も變ら ざる 者な り (希 伯來書 十三 章 八 節)、 斯 かる 者 は歷史 以外に、 實驗 的に、 又 

0OO0  00OOO0O0OO0OOO0OOO00O0  0  0  0 

形而上 學 的に 研究すべき 者で ある、 今 在る キリス トを 知る にあら ざれば 一 一千 年 前に 在りし 彼 を 知る こ 

0  0  0  0  0  0 

と は 出来ない。 


健全なる 聖 赛 研 究 

(地方より 訪來リ し 或る 敎 役者に 語りし 所) 

感情 は 之 を 人より 得べき ではない、 直に 之を祌 より 得べき である、 人より は 唯 乾燥無味の 事實を M 

けば 足る。 

故に 感情的の 說敎ゃ 彼 說は成 る ベ く 避く べきで ある、 叉 書 を 撰む に 方ても 感情 を傳ふ る 書 は 成る ベ 

デゲォ （'シ ョ 十ル. フックス 

く 避くべき である、 所謂る 信心 的 書類 は 甚だ 危險 なる 書で ある、 讀書は 成るべく 丈け 乾燥無味なる を 

良と する、 單 純なる 眞 理を傳 ふる 書、 乾燥せ る 光明 を傳 ふる 書、 是 れが讀 むに 最も 储全 にして 最も 利 

.gl 全なる 聖書 se^"  E 三 九 
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ハ；^ 多き 書で ある。 

感情 は 精の 如き 者で ある、 醉て 直ちに 消 ゆる 者で ある、 故に 善き 感情 をのみ 維れ 求む る 者 は 美酒 

の 一杯に 一 時の 快感 を 求めん とする 飮 酒家に 異ら ない、 二者 共に 身心の 奮 興 刺激 を 要求して 止まざる. 

者であって、 體の 弱き者に あら ざれば 心の 鈍い 者で ある、 酒を飮 むことの 惡 いのは 酒 其 物が 惡 いから 

ではない、 其 結果が 惡 いからで ある、 卽ち其 « 與 性が 惡 いからで ある、 其 如く 人の 感情に のみ 訴 ふる 

說敎演 說の類 は 人 を 害する こと 決して 酒に 劣らない、 然り、 一 つ は體を 毒す る 者であって、 他の 者 は 

心 を 害す る 者で あるから、 感情的 說敎演 5^!^ の 類 は 酒に 勝る の 毒物で あると 曰 はざる を 得ない。 

今ゃ幸にして^^書批評學なる者が始まり、 聚書 研究より 感情が 全く 取 去られた 事 を 感謝す る- 今の 

聖書 研究なる もの は 昔時 の それと は 全く 違う、 是れは 主として 文字の 研究、 原文 原意 の 研究 で あ る 、 

是 れはグ ー ゥヰン やへ ッケル の 天然 研究と 少しも 異ならない、 極く 冷たき 乾いた る硏究 である、 然し 

ながら 斯 かる 研究に 由て 祌の眞 理は會 得せら る.^ ので ある、 爾 うして 一 たび 神の 眞理 を會 得した る以 

上 は淸き 感情 (寧ろ 感想) は滾々 として 我等の 心裡 より 湧出 づ るので ある、 卽ち  一 * の 酒の 如くに あ 

ら すして、 岩間より 流れ 屮 r 、つる 岩淸 水の 如く、 渴を 癒し、 快 を 供して 止まない ので ある、 一 つの 眞理 

は 百の 感情に 優 さる、 三角 內の 角度 を 加 すれば 二直角と たるとの 眞 理を敎 へらる K 方が、 幾多の 緝畫 

を 示さる」 よりも 遙 かに 利益 多く ある、 其 如く 馬 太傳の 一章 を 精密に 且つ 合理的に 敎 へらる. - 方が 千 

百 の 說敎を 聞かせら る \ よりも 遙 かに 利益 多く ある、 酒は飮 ますと も 可い、 然し 米と 肉と は 食 ふべき 

である、 其 如く 感情的の 說 敎ゃ演 說は閒 かやと も 可い、 然しな が も 聖書 は 靜肅に 且つ 精密に 學 ぶべき 

である、 所謂る リバ ィバ ル 的の 聖書 研究 法 は 成るべく 避くべき である、 爾 うして 之に 代 ふるに 靜 かな. 


る 敬虔 深き 科學 的の 研究 を 以てすべき である。 


高 等 批評に 就て 


高等 批評と 云へば 其 名が 如 3： にも 嚴 しく ある、 ^かも 高等 裁判と 云 ふが 如きであって、 其 判決に 由 

て 聖書の 眞 偽まで が 直に 定まる やうに 忍 ふて il^s る 人が 斟 くない。 

併し 物 は 何物に 限らす 其 名 を 聞いた ばかりで は 解らない、 高等 批； t と 云 ふが 故に 是れは 思想界の 高 

等法院 であると 思 ふの は大 なる 間遠で ある、 高等 批評と は 英語の Higher  Criticism を譯 した 辭 であ 

らふが * 併し 譯語 としても 人 を：^ だ 惑 はし 易い ものである * 旣に Higher  (より 高き) と 云 ふ、 故に 

其 下に、 或 ひ は 其 前に、 より 低い 者が たくて はならない、 若し 辭義 たりに より 高き 批評と 譯 したなら 

ば 誤錯は 稍々 斟 かった であらう、  輩 は 高等 批評の 何んで ある 乎に 就て 論す る 前に 先 づ其名 稱改蕃 の 

必要 を感 する 者で ある。 

併し 名 は 何んでも 宜 いとして、 玆に 其實を 明かに する の 必要が ある、 雨う して 我等が 先づ 第一 に 心 

ooooc-GCOOOOOOCGOOOCioc-  C0O00 

に 留めて 置かなければ ならない こと は 高等 批： t と は 高等 裁判と 云 ふこと ではない と 云 ふ 事で ある、 是 

れは 批評の 或る 一面 をい ふた 事であって、 其 高下 をい ふたこと ではない、 &^|書に限らす、 すべての ト：： 

文 を 研究す るに 方て、 完全なる 研究 は 二つの 階段 を經 なければ ならない、 卽ち其 第一 は 本文の 校お で 

高等 批評に a て  E 四 一 
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あって、 第二 は 全書の 論定で ある、 前者 を稱 して 普通 Textilcviticism 卽ち 本文 的 批評と 云 ひ、 後 

者 を I」teml..y  Criticism 卽ち 文學的 批評と 云 ふ、 爾 うして、 前者 は 後者の 前提と して 必要で あるが 

し； i 

故に 之を稱 して Lower  Criticism 卽ち 「下の 批 ！^」 と 云 ひ、 後者 は 前者の 完成す る を 侯って 之 を 基 

礎と して 從 事すべき 者で あるが 故に 之を稱 して wigher  Criticism 卽ち 「上の 批評」 と 云 ふので ある、 

何にも 本文の 批評が 劣等であって、 全書の 批評が 高等で あるが 故に 此名 を附 したので はない、 批評の 

順序より 爾ぅ云 ふたので ある。 

若し 批 1^ の 困難に 就て 云 はんに は、 下なる 批； t は 上なる 批評に 優る も 劣る こと はない、 少く とも 二 

千年 前に 書かれた る 文書の 本文 を 定めん とする ので ある、 其 上に 新約聖書 だけ に て も 其謄寫 本と し て 

殘 つて 居る 者 は 二 千 通 以上に 達して 居る、 其 中より 原 記者の 本文 を 校お せんとす るので ある、 其 困難 

たる 此 業に 從 事した ことの 無い 者の 推察 だ も 及ばない 所で ある、 此 業を稱 して 「下等 批評」 なりと い 

ふ 者の 如き は 未だ 共に 古文の 研究 を 語る に 足りない 者で ある、 世の 高等 批評 を 口にする 者 は 先づー 日 

なり 半日な り、 所謂 「下等 批評」 に從 事して 見るべき である。 

却說、 本文の 批評が 成って、 卽ち 下地の 批評が 成って、 卽ち 批評の 基礎が 置かれて、 然る 後に 全書 

の 批評に 移る ことが 出來 るので ある、 斯く 校定され し此 文書 は是れ 何人に 由て 何れの 時代に 書かれし 

もの  う へ 

書で ある 乎、 其傳 へんと せし 3 興现は 如何に、 其 文體は 如何に、 と、 斯 かる 研究 を稱 して 上なる 批評と 

云 ふので ある、 爾 うして 其 非常に 困難い 研究で ある こと は 云 ふまで もない、 原著者の 時代 を考 へ、 其 

特異性に 鑑み、 其 時代 通有の 思想 文體 より 推して 原著 作の 地位と 慣 値と を 定 むる 事で ある、 故に く 

も 高等 批評家た らんと 欲する 者 は先づ 第一 に 言語 學 者でなくて はならない、 第一 一に 歷史 家でなくて は 


ならない、 第三に 祈；： 學 者でなくて はならない、 其 他 彼は考 古風， -、 心理 學、 { 称美 拳、 社會^ 等の 「諸學 に 

達して 居らなければ ならない、 爾 うして 高等 批評家 として 名の ある 人 は 實に斯 かる 博學 多能 の 人で あ 

つた、 H  . ワルトの 如き、 ヴ H ル ハウ センの 如き、 口 バルト ソン • ス ミス の 如き、 齿な^ 界第 一 等の 夙た 

者であった、 若し 强 いて 高等 批評の 譯 名を存 して 置かなければ ならない と 云 ふなら ば、 是れ 最高 等の 

學カを 具へ たる 人に あら ざれ ば從 事す る ことの 屮 I 來な い 舉 科で あるとの 意味に 於 て^して S く ベ き で 

ある。 

斯くて 批評 は 其 下なる 者 も 上なる 者 も、 「下等」 なる 者 も 「高等」 なる 者 も、 裁判で はない 班查で 

ある、 微密と 忍耐と 謙 遞とを 要する 學究 である、 爾 うして 學究 である 故に；^ W を 起す 者で はない、 學 

究の 達する 所 は 蓋 然 である、 信仰で はない、 故に 批評に 由て 神の^ 在に 關 はる 信仰 は 否お されない" 

キリストの 神性と 贖罪と 復活と 昇； 大 とに 關 する 信仰 は 否お されない、 萬 一、 批；^ に. S て 聖書が 壞 され 

ると する も、 それが ために 基督 者の 信仰 は壞 されない、 基螫者は聖書に由て神を信する^1<?ではなぃ、 

神 を 信す るに 由て 聖書 を 信す る 者で ある、 聖書 は 信仰 上の 最大 參考 書で ある、 併し 其 憑 典で はない、 

i-i の 奏した る大 なる 功績の 一 つ は 聖書の 文字に 依る 信仰 を壞 つたこと である、 祌は靈 であるから、 

彼 は靈に 由ての み 之 を 認める ことが 出来る、 聖書 は 如何に 貴き 者で あると も、 書物であって 靈 ではな 

ぺ 爾 うして 批評 は 書物に 接 はる こと は出來 るが 靈に觸 る、 こと は 出来ない、 我等 は 批評より 餘り多 

.  こぶ 

く を^んで はならない、 批評に 由て 信仰 を 作ら ふとしても ならなければ、 亦 之 を壞た ふとして もなら 

たい、 批評 は學 問で あるから、 學 問の 範園を 出て はならない、 爾 うして 學問 であるから 以上の こ 

と を爲す こと は出來 ない。 

*sl* 批評に a て  WW 三 
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雨う して 眞正 の 批評家 は 常に 批評 の 此眞惯 を自覺 した 者で ある、 H ダルトで も、 ヴ エル ハウ セン で. 

も、 ハ ー ナックで も、 口 バルト ソン. ス ミスで も、 彼等 は 曾て 批評に 由て 基督 敎を壞 たうと は爲 なか 

つた、 否な、 彼等 は^な 批； に 由て 自己の 信仰 を强 め、 又 他人の 信仰 を 固めん と 欲した 者で ある、 余 

輩 は ヴニル ハウ センの 『イスラ H ル .3-』 を 讀んで 少しも 余輩の 信仰 を 害 はれなかった 而已 ならす、 返 

て 多くの 點に 於て 之 を强め a つ 一 ：2 めら れた、 ヴ H ル ハウ センに 由て 舊約 聖書 史は 秩序 ある 道理 ある 者 

となった、 彼 に^て ェ ホバ の祌 は！^ 物に あらす して.： 于宙と 歴史との 原動力で ある ことが 明白に なった、 

ダル ゥヰン が 進化論の 開祖で ある 如く- ヴ H ル ハウ セン は 高等 批評の 開祖で ある、 爾 うして 彼 は 決し 

て懊 疑の 人ではなかった、 信仰の 人であった、 すべての 高等 批評家が ヴ エル ハウ センの 如くに なって、 

高等 批評 は 信仰 の 建 "、。^で あって、 其 破壞者 ではなくな るので あ る 0 

高等 批評と は斯 かる 者で あるから、 我等 は 何にも 之 を 恐る k に 及ばない、 恐る、 に 及ばない のみな 

らす、 返て 之 を歡迎 すべきで ある、 高等 批評に 由て 多くの 迷信 は 取 除かれた、 高等 批評に e て 敎會は 

其 多くの 不道理なる 主張 を 維持す る ことが 出來 なくなった、 高等 批評に 由て 聖書 は 奇怪なる 書で なく 

なった、 高等 批：^ は 書 研究 を 常識の 範圍に 移した、 高等 批！； は 確かに 聖書の 改造 者で ある、 爾ぅレ 

て 之に. m て 改造され し 聖書 は賀來 の 聖書よりも 逸 か に 深い、 遙 かに 貴い 書で あるに 至った。 

世に は， 刃 論 似而非なる 高等 批； が ある、 恰 かも 似而非なる 進化論が あると 同じで ある、 曾て は 進化 

論が 書と 基督 敎を壞 はす 者で あるかの やうに 思 はれた と 同じく、 今や 高等 批評が 同 一 の破壞 事業 を 

繰 返す 乎の やうに 思 はれて： る、 併し 事實は 想像の 正反對 である、 高等 批評 も 進化論と 同じく 暗く 見 

えたる 恩惠 であった、 余 W は 機會を 見て 高等 批評に 由て 改造され し 聖書 を 本誌の 讀 者に 供した く 欲 ふ Q 


聖書 研究と 根本的 改革 

大正 三た 牛 二月 サ 五日 第一 高等 學校 生徒 有 忠の机 織に 成る ビ I ベル フ "イン デ (犁書 研究 會) の 席上に 於て 

りし 所の 一端 

今や 政治家と 新聞 記お と は 根本的 改革の 必要 を說 きつ.^ ある、 根本的 改革 は徇に 必要で ある、 然し 

乍ら、 根本的 改革 は 內閣の 改造 を 以て は 来らない. 普通 選 擧の實 施 を 以て は 臨まない、 其 他 政治. 家乂 

は 新聞記者の 施す 手段に して 根本的 改革 を來 たす に 足る 者 は 無い。  ， て . , 

£-Msf まま I； ま § &グ： S わ や ル— テルが H ル フルトの 寺院に 於て 拉典語 S 

書に 接せし 時に、 人類の 歷史に 於て 最大 改革の 一 と稱せらる、所の^!£ゅる歐洲の ，「1ま^^革」 なる 者 

が 始まった ので ある、 に 「近代」 なる 者はル ー テルの 聖書 研究 を 以て 始まった ので ある、 ル— テル 

に. S て II がの 聖書が 歐洲 人に 供せられ てより 玆に新 光明 は 人事の すべての 方面に 臨んだ、 政治と 云 は 

す、 工業と 云 はす、 商業と 云 はす、 美術と 云 はす、 文 學と云 はす、 敎 育と 云 はす、 すべての 事が 之に 

巾 て  一 ^した、 歐洲 は沟に 之に 由て 復活した、 歷史 ありて 以來、 ィ ェ スと 彼の 直弟子が 雑 馬 帝 圃に於 

て？ 遂行げ し 道徳的 大 改革 を 除いて、 ル，テルのゅ^^-書研究を以て始まりし歐洲に於ける第-^-六世紀の宗 

敎 改革 の 如き は 無 か つ た、 は l^lilk の 意味に 於て の 根本的 改革で あ つ た、 歐洲ん を靈魂 の 根本より 
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改め 叉 革め たる 改革であった、 而 して 是 は聖- 書が 遂行げ たる 改革であった、 故に 之をル ー テル 的 叉 は 

カル ビン 的 改革と 稱へ すして 聖書 的 改革と 稱 ふべき である、 此 小なる 一 冊の 書の 中に 偶人 は 勿論の こ 

と、 國家、 又は 全人 類 を 根本的に 革 正す るに 足る の 能力が 罩 つて 居る ので ある。 

而 して 聖書が 人類 を 改革した の は 決して 一 同 叉 は ニ囘に 止まらない、 幾囘も 同じ 事 を 繰返した、 第 

十八 世紀に 於て 英國を 根本的に 改革した もの も 亦 聖書であった、 ウェス レ. I 兄弟と 彼等の 一 一三の 友人 

が オクス フホ ー ド大學 に 在りて 靜かに 新約聖書の 研究 を 始めた 時に 所謂 メソヂ スト 運動 は 始まった の 

である、 而 して 此 運動の 波及せ し 所の 深且 遠なる こと は英尺 族 の 爾後の 歷史. の 充分に 證明 する 所で あ 

る、 單に 之に 由て 所謂 メソヂ スト 敎 會 が 起った に 止まらない、 英 民族 は 大西洋の 雨 岸に 於て 此 運動よ 

りして 根本的 革新 を 受けた ので ある、 若し 此 時に 英國に 於て ゥ H スレ ー 兄弟、 ホワイト フィ ー ルド、 

ジェ ー ムス. ハ —ヴ H 1 等に 由て 起されし 此 運動が 無かった ならば、 今日の 英 民族 は 西班牙 人 又は 葡 

ト V- ル  ひと  はんす- 0 てき  が、 フ けん 

萄牙 人と 等しく 半睡 的 精神 狀 態に 在る 憐む ベ き：：；^ 族であった であらう、 英 民族 をして 今日 の 剛健 を 維 

ぁづ か 

持せ しむる もの は 沟にゥ H スレ ー の 聖書 的 運動が 與 りて 大にカ ありと 言 はざる を 得ない。 

其 他、 前 I 紀 (第 十九 世紀) の 始めに 方て 米國マ ッ サチュ ー セッ ト州ゥ イリヤ ム ス大學 の學生 五六 

に- r-»0 ろ こし け  つみつ か  かゆ もと 

人が 聖書 を 手に しながら 校外の 玉蜀泰 畑に 於て、 其堆 塚の 影の 下に 福 昔の 世界的 普及 を 祈りし 時に、 

今 3 の 世界 傅 道が 其 端緒 を いたので ある、 其 他、 聖書 研究が、 殊に 學 生の 聖書 研究が、 社會 的、 画 

家 的、 時には 世界的 人類 的 改革、 而 かも 其 根本的 改革の 因と 成った 其 實例は 之 を列舉 する に遑が 無い 

の である。 

而 して 其 理由 は 之 を 知る に 難くない ので ある、 架 書 は 人に 自我 を 示し、 其 根本的 腐敗 を 示し、 彼 を 


して 自己に 誇り、 自己に 敏る ことの 全然 無" 俭 なること を覺 らしむ、 而 して 斯く 自我の gii 落と 汚 槔と暗 

黑とを 示し、 人 をして 謙 通の 筢 下まで 引下し、 然る 後に、 援助 を 乞 ふ 彼の 叫號の 聲に應 じて 犬なる 救 

濟を 施し、 彼が 低く 引下げられし 丈け 其れ丈け- S く 彼 を 引上げ、 彼 をして 沟 に心靈 的に 冉 生せ しむ、 

一た び は 地の 絕 下まで 降らしめ て、 然る 後に 天の 絶頂まで 昇らし む、 而 して 斯 かる 絶對的 感化 を 人に 

及ぼす 者に し て 世に 聖書の 如き 者 は 無 い の で あ る、 實に 哲人 ハイネの 言 ひしが 如く、 

Avh.-lt  ； I  beck  ！  Vast  wide  as  tlie  .wol.ld,  l.octetl  In  the  ilTbyws  a-f  creation,  and  tower- 

ing 111)  l)eyorul  the  Iblue  secl-ets  CI  llea.vell.  sulu.lse  imd  siinset,  .premise  an 一  1 fulfillment, 

liie  and  death,  the  .whole  drcani  CI  huinaiiity  are iii this  -book. 

である、 聖書 のみ 人に 靈 魂の 根本的 革命 を 起さし むる の 書で ある。 

而 して 國家 運動と 云 ひ、 社會 運動と 云 ひ、 先づ 個人の 心靈 の 奥深き 所に 於て 始まらざる 者 は 根本的 

改革 を來 たす に 足りない、 先づ 一人の 靈 魂が 根本的に 改革され て、 然る 後に 社會 又は W 家が 根本的に 

改革され るので ある、 此 明白なる 事實を 忘れて、 根本的 改革の 要求 を 以て 直に 社. S き 公衆に 迫る が 如き、 

之 を 無謀の 計 と 云 はざる を 5£ ない、 先づ祈 禱と斷 貪と を 以て 自己の 靈 魂に 根本的 改革の 實現を 見す 

して、 直に 世と 共に 拍手喝采の 内に 國家 社會の 根本的 改革 を 行 はんと 欲する 者 は、 彼等 は 縦し 名は實 

際 的の 政治家で あるに もせよ、 實は 常識 を 供へ ざる 明白な る 夢想家 である、 先づ 神の 書なる 聖書 を以 

て 自己の 靈 魂に 根本的 改革 を實 現して 然る 後に 根本的 改革 を 以て 國 家に 臨むべき である リ 

<^は^!僞の根本的改革の喧しく唱へらる 、ん，日此時に方て第 一 高等 學 校の 學生 有志 諸 1? が 鼓に ビ— 

ベル フ & イン， テ\ ぼ を 組！！ せられて 眞 面目に 研究に 從事 せられん とする を 見て 歡 喜に 堪えない、 是 
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れ 決して 小なる 事件で はない、 縦し 新聞記者 は 之を傳 へす、 政治家 は 措て 問 はすと 雖も、 而 かも 玆に 

眞 正の 意味に 於ての 日本 國の 根本的 改革 は 其 端緒の 一 を 開いた ので ある、 諸^ は 其 事 を m 心 ふて、 忍耐、 

以て 此贵き 興味深き 研究 を繼續 けられん こと を 望む、 終りに 臨み 余 は 余の 『愛吟』 中の 詩人 E11H ル 

め  一 .1? を 諸君に 呈し、 以て 諸君の 祝福され たる 首 途を祝 せんと 欲す、 

嗚呼、 小なる 端緒よ、 至誠に 據り、 

不撓に 築きて 汝は大 にして 强し、 

汝は 不義に 勝ち、 樂 土を柘 き、 

王冠 を 得て 之 を 戴きて 恥す。 
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聖書 研究の 目的 は 何處に 在る 乎、 之れ 舊き 問題に し て <fr- 更 講究す る 迄 もない やうで ある けれ ども 然 

し 我等が 今 何を爲 しつ 、あるかと いふ 事 を 常に 明瞭に 知る 事 は 極めて 必要で ある、 而 して 之 を 知る が 

爲には 約 翰 傳五章 三十 九 節の 語に 如く もの はない、 曰く。 

ケ- ぎりな きいの ち  ^も  し ら  あかし 

汝等 聖書に 永 生 ありと 意 ひて 之 を 探索ぶ、 この 聖書 は 我に 就て 證 する 者な り、 

と、 之れ キリ ス トが 彼と 爭 ひし ュ ダャ 人に 向て 說き給 ひし 語で ある けれども 實は 時の^ 如何なる 人 


にも 通す ベ き 大眞理 である。 

永生と は 何で ある 乎、 此 世の 生命の 終りし 後 享受す る 未来の 生命で ある 乎、 卽ち 復活 後の 生命が 其 

である 乎、 否な、 永生 必す しも 來 世と 同じ 意味で はない、 當時尙 言語 不完全に して 多くの 思想 を 表 は 

すに 僅少の 語句 を 以てせざる を 得なかった、 永生と いふ も 亦 さう である、 之 を 今日の 語 を 以てい ふな 

ら ば 或は 最善 至高の 生命で ある、 凡そ 世に 貴き ものにして 生命の 如き はない、 而も 多くの 生命 中 最も 

貴き もの、 それ を 指して 永生と いふので ある、 或は 又恆久 不變の 生命で ある、 生命 は 皆 刻々 に變 りつ 

つ ある、 其 間に 在って 唯一 つ 全く 時 を 超越し 昨日 も 今日 も、.. 水 遠まで も變ら す恆に 最上の 價値を 保有す 

る 生命、 それが 永生で ある、 或は 叉 人類 宇宙 通有の 生命で ある、 唯に 社會的 叉は國 的 生命た るに 止 

まらす 遍く 我等の 心の中に 通有す る 生命、 それが 卽ち 永生で ある、 之 を 要するに 生命 中の 最も 貴き 生 

命を稱 して 永生と 言った ので ある、 而 して 聖書 研究の 目的 は此處 にある ので ある、 永生に 就て 我等に 

證を する ものが 聖書で ある、 聖書 を學 ぶと は 永生 を識る 事に 過ぎない、 之れ 聖書 研究の 價値 ある 所以 

である、 此事を 忘れて 或は 道 樂の爲 めに 古典 學を 弄ぶ が 如くに 聖書 を极ふ 者がない ではない、 或は 唯 

聖書の 彼 語 此句を 拾集 引用して 以て 自己の 思想 を證 明す るが 爲の 材料に 供す る 者がない ではない、 故 

に 人 は 時として 誤解 を懷 くので ある、 過日 も 或 人よりか k る 意味の 質問 を 受けた、 其 時 余 は 答へ て 一一 一一 II 

0000O0OOO00  O000O00O0OCO00O00  0  0OO00  0  0  0  0  0  0 

うた、 聖書 研究の 必要なる 所以、 殊に 其 有 爲の靑 年に 取て 最も 必要なる 所以 は 他な し、 人類 中に 嘗て 

0O0O000O0O0OOO  O0OO0OO0O00000O000OO0000OO000 

ありし 唯 一 の 完全なる 人の 生涯、 卽ち此 世に 於け る 唯一 の 完全なる 生命 を II る 事で あるから であると。 

然 らば その 永生、 其 完全なる 人と は 誰で ある 乎、 イエ スは曰 ふので ある l"»f. 我な り」 と、 「聖書 は 

我に 就て 證 する 者な り」 と、 驚くべく 大膽 なる 申出で ある、 若し 之 を 人が 口にするならば 確に 狂で あ 
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る、 狂で ないならば 卽ち 神より 他ない、 狂 乎、 神 乎、 ィ H ス の 生涯が 之を證 明した、 而 して 彼の 一 生 

と 其 死後 今日に 至る 迄 千 九 百年の 歷史 とが 之を證 明した ので ある、 最善 至高の 生命、 S 久不變 の 生命、 

人類 通有の 生命 は 唯 ナザレの ィ H ス である 事 を、 故に 我等 は 此語を 永生 其， もの」 自證 として 受 くるの 

他ない、 彼ィ H スが 永生で ある、 而 して 彼に 就て 證 する ものが 聖書で ある、 果して 然 らば 聖書 研究の 

目的と 其價 値との 何で あるか は 最早 問 ふ 迄 もない、 生命の 最も 善き もの は 個人に 顯 はる & ので ある、 

歷史は 英雄の 傳記 なりと 力 ー ライル は 言うた、 故に 近来 傳記學 の 研究 益々 盛と なり 神が 我等に 遣り 給 

ひし 偉人の 生涯 を識る 事の 價値は 漸く 世人の 了解す る處 となりつ & ある、 今や 哲學 すら も その 最もよ 

き 研究 法 は 最大の 哲學 者の 傳記 を識 るに 在りと 見做さる \ に 至った、 近時 刊行の 『美人 禪』 なる 書の 

如き 我 邦 古来の 婦人に して 菩提心 を發し 深き 宗敎的 實驗に 人り しもの 十数 人 を 選び 其 生涯 を 緩った も 

ので あるが 個人の 傳記を 以て 敎を傳 ふる 處に 著者の 見識が 窺 はれる ので ある、 而 して 個人の 生命の 最 

上なる もの は 唯 一 人に 顯 はれた、 永生と は何ぞ やと 問 はる- 1 時に 我等 は 哲學叉 は宗敎 上の 議論に 訴へ 

ない、 唯 ナザレの イエス を 指して 「彼な り」 と 答 ふるので ある、 彼 を識る 事が 永生に 入る 事で ある、 

故に 之 は 萬 人に 通す る 最大 問題であって 學者も 無 學者も 此點に 於て は 全く 同じ 立場に 立つ ので ある。 

人 其專門 の 研究 を 定めん とする に 當り何 を 選ぶ も 素より 自由で ある、 廣き 宇宙の 知識が 彼の 前に 置 

かる，. ので ある、 然しながら 若し 最上の 興味 を 起し 最大の 利益 を牧め 而も 今日の 日本人に 最も 缺 如せ 

る もの を 選ばん とするならば 他に はない、 此 世に ありし 唯 一 の完 人 ナザレの ィ H スの 生涯 を 學び且 

敎 ふる 事是 のみで ある、 彼の 神性 問題 は 暫く 措く としても その 唯一 の 完全 無缺の 人で ありし 事 は 疑な 

い、 試に カイ ムのィ H ス傅を 凝いて 見よ、 唯 五分 間 を « して 最初の 半 頁 を讀む 時に それ 丈け にて 旣に 


驚かざる を 得ない、 カイ ムは瑞 西 チウ リヒ大 學敎授 にして 歷史 事" 攻 の碩學 である、 其 材料 蒐 築の 豐富 

にして精緻なる且悉く之を5^嚼して自己 一 家の 見を樹 つるの 能力 は 殆んど 絶倫で ある、 素より 古 往今 

來の 偉人 哲人の 事に 精通して 居た、 而も 福 昔 主義の 人に 非す して 純然たる 學 者の 立場 を 守りし 人で あ， 

る、 其 カイ ムが 何と言うて 居る 乎、 「玆に 人 あり、 其 死した る 時 齢 三十 を 超 ゆる こと 二三、 其 公的 生 

涯は 僅に 一 年 有餘に 過ぎ ざり き、 而も 其 短き 生涯 を 以て 人類の 蓮 命 を 一 變 したり」 と、 以て イエスの 

生涯の 如何に 貴き ものなる か を 知るべき である、 新約聖書 中に 在る 彼の 生涯が 凡ての 眞 面目なる 人に 

最上の 興味 を與 へざる を 得ない、 之 を識り 之を傳 ふるより 大事なる 仕事 は 有り得な いので ある、 而し 

て此 完全なる 生涯 卽 永生 を識る 事が 聖書 研究の 目的で ある、 之れ 何人に も 其 經驗と 智識との 程度に 從 

ひ爲し 得る 事で あるが 殊に 今日の 日本人に 取て 之 程 必要なる 事 は 無い、 此國に 於て 法律 文學 工業 3： で 

も ある けれ 共 唯一 つ 最も 大事な 智識が 缺 けて 居る、 大學に 凡ての 學 科が 備 へられて ある けれども 唯一 

っ此 完全なる 生命に 關 する 學 科が 缺 けて 居る、 此 生命 を 識り且 之を傳 ふる 事が 青年の 聖き 野心と なら 

ん事を 望む ので ある。 

今次の 大戰爭 に 就て 多くの 與味 ある 話 を 聞いた が 就中 近頃 最も 感動した る は 或 白 耳 義の戰 場に 於て 

斃れ たる 佛國 騎兵 士官の 手紙で ある、 彼 は 敵彈に 中り たる 後知覺 を囘復 してより 死ぬ 迄の 僅なる 問に 

其 感想 を 綴て 自己の 許嫁 の 婦人に 送った ので ある、 其 事が 旣に 深き 愛で ある 上に 其 記事 は 更に 感與が 

多い、 曰く 余 は彈に 中り て 倒れた、 覺 めて 見れば 何人 か 余の 口に 水 を 注ぎつ、 ある、 英 軍の  一 士官で 

あった、 彼 も 亦 瀕死の 重傷 を 受けて 居る、 やがて 义 余の 傷の 上に 止血 藥を 塗って くれる 者が ある、 M 

ぞ圖 らん 彼 は 敵なる 獨 軍の 歩 卒 であった、 彼 も 亦 重傷に 苦で 居る、 然るに 尙 も携帶 の醫療 機械 を 出し 

- eMia 研究の H 的  S  _ 
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三人に 皮下注射 を 施した、 三人 共 暫く 苦痛 を 忘れさて 互に 家庭の 話 を 始めた、 彼等 兩人は 何れも 結婚 

後一 年に して 出征した のであった、 三人 は 一一 一一 n ひ 合った、 「何故 我等 兄弟 は戰 はねば ならぬ か」 と、 其 

中に 英 士官 先 づ息を 引き 獨兵も 亦 取り出し たる 祈禱文 を讀み つ X 眠った、 今や 余 も 亦 逝く ので ある 云 

云と、 兹に キリストの 話 も 何もない、 又 三人が 自覺 した か 否 哉 は 分らぬ が 永生が 其 中に あつたの であ 

る、 時代 を 超越し 國家を 超越した る 共通の 生命が 在った ので ある、 此 生命が 西洋 諸國に 流れて 居る は 

深き 理由の ある 事で ある、 之 あるが 故に や 次の 戰は 決して 永久の ものに 非す して 戰 後に は 更に 美しき 

人道の 華の 開く 事 を 知る ので ある。 

昨日 は 余の 五十 五 罔 目の 誕生日であった、 キリスト を 信じて より 玆に 三十 八 年、 善 かれ 惡 かれ、 事 

は 多かった、 然し 乍ら 何よりも 余を滿 足させた 者 は 矢 張ナザ レの イエ スを識 つた 事で ある、 之に 由て 

余の 今 曰 迄の 生命に 意味が あつたの である、 又 之 を 少しな りと 人に 傳 ふる を 得た る 事が 余の 最上の 喜 

びで ある、 凡そ 職業 を 選ぶ に 己も樂 しく 人 を も 喜ばしむ る もの は 何で ある 乎、 或はい ふ音樂 であると _ 

或はい ふ 詩歌で あると、 何れも 條 件を備 へて は 居る、 然し 此 等の 職業に 共通の 大缺點 が ある、 共 事が 

誰に でも 出來 ない とい ふ 事で ある、 キリスト を識り 之を傳 ふる 事 は 其點に 於て 完全で ある、 自他 共に 

無上の 幸福 を 獲る のみなら す 何人に も 力量 相 應に之 を爲し 得る ので ある、 此には 報酬 を 要求す る を 要 

せぬ、 人が 此 世の 事に 從事 する 時、 殊に 青年が 將來の 職業 を 選ばん とする 時に 念頭に 置くべき 最も 大 

OCOO0-OOOOOOCOOOOCOOCOOOOOOOOOC 

切なる 問題 は 之で ある、 卽ち 永生 は ナザレの ィ H ス であって 彼 を識る 事が 聖書 研究の 目的で あると、 

彼に 余 及 余の 家族 國民 人類の 救が あるので ある、 聖書 を 研究して 我等 は 唯 自己の 小さき 痛 を 癒されん 

として 居る ので はない、 人類 全 體の靈 魂の 永遠の 運命に 關 する 問題に 觸れて 居る ので ある。 (筆記 ：- 


聖書と 基督 敎 

ョ ハ ネ傳 十七 章 十七 節 

最近の 事で ありました、 米 國の某 地に 青年 指導 を 目的と する 或る 大會が 開かれました。 之に 私の 友 

人 某が 日本の 代表者と して 出席し まして、 私に 種々 の 有益なる 報 吿を途 つて 吳れ ました。 其內に 「如 

何に して 青年に 宗敎心 を 起さん 乎」 と 云 ふ 議題に 就て 大會が 討議した 其 結論に 就て 左の 如き 報告が あ 

りました。 

(第一) 青年 をして 成るべく 丈け 多く 宗敎的 交際 を爲 さしむ る 事。 (第二) 青年 をして 成るべく 

丈け 多く 宗敎 運動に 携 はらしむ る 事。 (第三) 靑年 をして 成るべく 丈け 多く 宗敎 書類 を讀 ましむ 

る 事。 

以上が 此 議題に 對 する この 大會の 決議で あつたとの 事であります。 決議の 大體は 何人も 贊成 する 所で 

ありまして、 大 會に關 係な き 私と 雖も 之に 對し 勿論 何の 異議 を もさし はさみません。 然し 唯一 っ不思 

議に思 はる. 1 の は、 其內に 「聖書 研究」 の 一項の 加へ てない 事であります。 或は それ は 第三 條卽 ち宗 

敎 書類 講讀 の內に 含まれて 在る と 云 ふ 人 も ありませ うが、 然し 乍ら 聖書 を 他の 宗敎 書類と 同 5^ して、 

之が 爲に训 に 項目 を 設けない と 云 ふ 其 事が 卽ち 聖書 研究が 米國 今日の 基督 信者に 重く 視ら れてゐ ない 
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善き 證據 でない 乎と 思 ひます。 私の 友人の 他の 報告に 由り ますれば 近代の 米國靑 年の 間に 聖書 知識の 

缺乏 は赏に 著る しい ものでありまして 其 事に 關し心 ある 者 は 孰れ も 歎いて ゐ るとの 事であります。 そ 

れ にも 關は らす靑 年 を して 聖書 を讀 まし めんと する 特別の 努力が、 是等靑 年 指導者 の 間に 見えざる は 

實に 不可解で あると 云 はざる を 得ません。 

今や 不相 變宗敎 書類 は澤 山に 讀 まれます。 多く は宗敎 哲學叉 は宗敎 小說の 形に 於て 讀 まれます。 若 

し 社 會が讀 みこ なす 宗敎 書類 の 量に 由て 其 宗敎心 を 測りますならば、 今日の 社會は 決して 無宗敎 で あ 

りません。 然し 乍ら 宗敎を 知る と、 宗敎に 就て 知る と は 全然 別事であります。 そして 所謂 宗敎 書類 は 

宗敎を 人に 紹介す る 者でありまして、 人に 宗敎其 物 卽ち神 を 示す 者でありません。 縦し ダンテの 神曲 

や ミル ト ン の失樂 園の 如き 宗敎文 學の經 典と 稱 せらる k 者に 就て 見ましても、 之に 由て 人が 心に 悔改 

めて 眞の 救に 入り 得 やうと はどうしても 思 はれません。 宗敎 書類 を 以てして 聖 一書の 代用 を爲 さしむ る 

事 は 出来ません。 其 事 は ダンテ も ミルトン も 克く辨 へて ゐ ました。 聖書の 研究 を 怠りて 基督 敎の 信仰 

を 起し 得 やうと は、 亦 之 を 維持し 得 やうと は、 基督 敎に 深き 經驗を 持った 者 は 何人も 思 ひません。 

兹に 於て か 「基督 敎は 何處に 在る 乎」 と 云 ふ 問題が 起り ます。 そして 私供 プ& テス タント 敎徒は 力 

トリック 敎 徒と 異り 「基督 敎は 敎會に 在り」 と 云 ひません。 敎會は 縱し贵 むべき 制度で あると 致し ま 

デボジ トリ I 

しても、 それが 基督 敎の 貯藏 所で あると は 私供 は 思 ひません。 若し 基督 敎を 敎會 にの み 委ねて 置き ま 

するならば 直に 消えて 了 ひます る。 縱し 消えない にしても 全く 變っ たものに 成って 了 ひます る。 其 事 

は 歷史に 由て 明かに 證 明され た 事でありまして、 今や 基督 敎を 敎會と 同視す る 者 は カトリック 敎徒を 

除く の 外 は 基督 信者の 中に 無い と 思 ひます。 斯く云 ふ は 決して 敎 會攻擊 ではありません。 プ 11 テスタ 


ント 敎は此 信仰の 上に 起った ものであります。 然 らば 基督 敎は 所謂 敎界の 名士に 於て 在る 乎と 云 ふに、 

勿論 さう ではありません。 我れ こそ は 基督教の 體得 者な りと 云 ふ 者が あれば、 其 人 は縱し 狂人で ない 

にしても、 キリストの 弟子で ない 事 は 明かであります。 世に 活佛の 有る や 無き や は 知りません が、 キ 

リスト を赏 現す る 人の 無い 事 は確實 であります。 キリスト は 今や 活 きて 天に 在し ます、 然し 乍ら 未だ 

地に 現 はれ 給 ひません。 若し 活佛を 見ん と 欲する が 如くに 活 キリ ス トを 見ん と 欲する 人が 在ります な 

らば、 其 人 は 失望す るに せって ゐ ます。 活 キリスト は 日本に も 居らす 米國 にも 英國 にも 何 處 にも 居り 

しら ミ しらめ 

ません。 基督 信者 は 凡て、 其 最善と 稱 せらる & 者まで が、 弱き 益な き 僕婢であります。 

然 らば 基督 敎は 何處に 在り ませう 乎。 若し 基督 敎を 知らん と 欲せば 何 處に往 きませ う 乎。 何處を IS 

つたならば 基督 敎が 見つかり ませう 乎。 聖書に 於て ぐす。 若し 聖書に 基督 敎 がないならば 何處 にも 無 

いと 云 ふて 可な りであります。 私 は 斯く云 ふて 聖書の 無 誤謬 說を唱 ふるのではありません。 聖書 は 一 

一一 一一 n 一  句 悉く 神の 一一 目な りと 云 ふので はありません。 基督 敎は 聖書の 内に 在りと 云 ふ 方が 基督 敎は 聖書な 

りと 云 ふよりも 辯證 する に遙 かに 容易であります。 そして 私 は 基督 敎は 確に 聖書の 內に 在る と 信じ ま 

す。 基督 敎は キリストであります。 そして 聖書 は キリスト を俾 へます。 彼が 曰 ひ 給 ひしが 如くで あり 

ます 0 

汝等 聖書に 窮 りなき 生命 ありと 思 ひて 之 を 探る、 此 聖書 は 我に 就いて 證 する 者な り 

と (ヨハネ 傳五章 三 九 節)。 聖書 全部 を讀 まなければ キリスト は 完全に 判明り ません。 キリスト を 判明る 

に は 福 昔 書 丈け で 足りません。 創世記 も 利 未 記 も ル ッ 記 も 最後 の 默 示 錄も凡 て が 必要 で あります。 

そして 基督 敎は キリ ストであります。 そして キリスト を 知る 爲に 聖書 全部 を 知る 必要が あります るか 

聖截と 某 S 教  K 五 五 


聖 ffi に SI する w 究  e: 五六 

ら、 聖書 全體 に通ぜ すして 基督 敎は 判明り ません。 

如此 くに 言 ひまして 基督 敎を 知る 事が 非常に 六ケ しい やうに 思 ふ 人が 澤山 にあります。 まことに 基 

督敎を 知る 事 は 容易い 事ではありません。 どんな 事で も 之 を 本當に 知らん と 欲せば 六ケ しくあります。 

此^の 最も 簡 短なる 職業で も 之に 熟達す るに は大 なる 努力と 忍耐と が 要ります。 惟り 基督教の み 容易 

く 知る 事が 出來 ると 思 ふは大 なる 間違であります。 キリスト は 世界最大の 人物であります、 基督 敎は 

世界最大の 宗教であります。 それ を滿 身の 努力 を 注がす して 知らん と 欲する が 如き、 餘 りに 蟲の 好い 

話であります。 物の 價値は 之 を 得ん が爲 めに 拂 ひし 代惯に 由て 定 ります。 多く 拂 うた 物 は 貴く、 少く 

f つた 物は賤 しくあります。 多くの 所謂 基督 信者が 僅かば かりの 理由の 故に 容易く 基督 敎を棄 つる 理 

由 は玆に 在る と 思 ひます。 彼等が 基督 敎を 得ん が 爲に相 當の代 價を拂 はなかった からであります。 

然し 乍ら 基督 敎の 研究 卽ち 聖書の 研究 は 思うた 程に 六ケ しくたい のであります。 大眞理 は 凡て 簡短 

明瞭であります。 一た び 之を摑 めば 疑 ふの 餘地 はありません。 基督 敎が祌 の眞理 たるの 證據は 玆に在 

ります。 其 根本の 眞理は 之 を 一言に して 悉す 事が 出来ます。 之 を 解し 得な いのは 知識が 足りない から 

でありません、 心が 濁って ゐて 見る 眼が 單純 でない からであります。 神の 恩惠と 之に 對 する 人の 信仰、 

基督 敎を 煎じ 詰 むれば 鼓に 歸 着す るので あると 思 ひます。 力 ントの 哲學も 其 源に 遡れば 彼の 敬虔なる 

父母の 信仰に 到着す るが 如くに、 キリストの 敎も 亦、 其 中心 を 穿てば 祌人 父子の 關 係に 發 する 事が 利 

明るので あります。 愛、 そして 愛 は 宇宙 丈け 廣く 人生 丈け 深く あるので あります。 

聖書 も 亦 同じであります。 大 著述の 特性 は その 解し 易き に 在ります。 大學者 も 之 を 知り 盡す能 はす、 

小 兒も之 を 讀んで 喜ぶ と 云 ふ もので なければ 大 著述と 稱 する 事 は 出来ません。 そして 聖書 は 此點に 於 


て 殊に その 大 著述た るの 特性 を發 揮し ます。 小兒 にも 克く 解ります、 然ら ざれば 日曜 學 校が 到る 所に 

繁昌す る 理由が 解りません。 同時に 亦、 世界 有名の 大學校 は 少數を 除く の 外 は、 凡て 此聖寄 を 研究す 

る爲に 設けられた 者であります。 此 聖書と 此 基督 敎 であります、 其 研究 を 諸君に 勸 めたい ので ありま 

す。 そして 此事は 私供の 現在 未来に 關 はる 重大 事で あると 信じます。 聖書 研究 は 古書の 道樂 研究で は 

ありません、 我が 生命の 根本に 關 する 最大 問題であります。 


聖書 研究の 一 例 

馬太傳 一章 一節の 研究 

昔より 言 ふこと であります、 論語の 全部 は 其卷頭 第一 の 言葉なる 「學 んで而 して 時に 之 を 習 ふ亦說 

ばし からす 乎」 の內に 籠って ゐ ると。 聖書に 於ても 其 通り、 亦 それ 以上でありまして、 聖書 各 書の 意 

味 は其發 端の 一節 叉は數 節の 內に 含まれて ある 事 を 看 出します。 創世記 第一章 第一 節の 內に 創世記 全 

部、 更らに 進んで 聖書 全部の 意味 を讀 むこと が 出来ます。 馬太傳 一章 一節 は 馬太傳 全部の 縮寫 として 

見る ことが 出来ます、 更に 進んで 其內に 新約聖書 全部 を讀 込む ことが 出來 ます。 如此 くにして 聖書 研 

究の 最善の 方法の 一は 聖書 六十 六卷备 書の 最初の 言 を 研究す る ことであります。 一節の 內に 全書が 籠 

ると 云 ふので あります。 不思議に 見えて 不思議でありません。 凡て 完全なる 者 は 斯うあります。 全 宇 
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宙は人 一 人に 現 はれて ゐ ます。 大木 は 之 を 其 葉 一枚に 於て 讀 むこと が 出来ます。 詩人 ヮルヅ ヮスが 曰 

ひしが 如くに、 若し 私供が 草の葉 一枚 を 完全に 知る を 得ば、 宇宙人 生 を 知り 悉くす ことが 屮 I 來 ます" 

アブラハムの 子なる ダビデの 子なる イエスキリストの 系圆 

誠に 簡短 極まる 言であります。 是は 之れ 丈け の 言であって 其內に 何の 深い 意味の 在り 得 やうと は 思へ 

ません。 然し 乍ら 路傍に 轉 がる 礫 も 見やう に 由て は 全地 球の 歷史を 語る やうに、 馬 太傳卷 頭の 此 一 節 

も讀 みやう に 由て は 全人 類の 歷史を 語ります。 先づ 第一 に 知るべき 事 は 人名 は 凡て 歷史 であると 云 ふ 

事であります。 豐臣秀 吉と云 ふは單 なる 岡 有 名詞でありません。 長い 歷史 であります。 秀吉の 子秀賴 

と 云 ふ は 日本 歷史に 於て 意味 深い 事であります。 其 如くに ァ ブラ ハ ムと 云ひァ ブラ ハ ム の 子と 云 ふ は 

ユダヤ人の 歷史に 於て、 然り 全人 類の 歷史に 於て 意味深長の 事であります。 アブラハム は ユダヤ人の 

祖先であります。 そして ユダヤ人 は 四千 年の 歷史を 有し、 今猶ほ 世界の 大勢 力と して 繁榮 する 民で あ 

り ま. す。 その アブ ラ ハ ム の 子で あると 云 ふので あります。 イエス キリ ス トは ユダヤ人であります。 若 

し 人類の 歷史に 於て 十大 偉人 を 指名す るなら ば、 其內少 くと も 五 人 は ユダヤ人 であると 云 ふ、 その ュ 

ダャ 人と して 生れた 人であります。 今や 日本人の 多数が 憧愫の 瞳を睜 りつ k ある 力 ー ル. マルクス も 

亦 ユダヤ人であります。 日露 戰爭に 際し！ U 本に； M 情して 軍資の 應 募に 努力して 國 民の 感謝 を擔 ひし 所 

の扭 育の 富豪 シッフ 氏 も 亦 ュ グャ 人であります。 四千 年 前に 偉大な りし ュ ダャ人 は 今に 猶ほ 偉大で あ 

ります。 ァ ブラ ハムの 子た る は、 其 事 自身が 旣に 偉大 性 を 表 はします。 

然し 乍ら アブ ラ ハ ム の 子と 云 ふ は SB- に 其 血 を 受けて ゐ ると 云 ふに 止まりません。 其 精神 を承繼 いで 

ゐ ると 云 ふ 事であります。 パゥ a は 曰 ひました 


ァ ブラ 、ノ ム の裔 なれば とて 悉く 其 子た るに 非す、 惟 イサクより 出る 者汝の 裔と稱 へらる べしと 錄 

されたり。 卽ち 肉に 由り て 子た る 者、 是等は 神の 子た るに 非す、 惟 約束に 由り て 子た るお は其裔 

とせら る、 なり (n マ 書 九 章 七 * 八 節〕。 

と。 アブラハムの 心を以 つて アブラハムの 如くに 行 はざる 者 は、 アブラハムの 血統 を繼 ぐと 雖も其 子 

に 非す との 事であります。 そして ィ ヱ スは 殊に 其 意味に 於て アブ ラ ハ ム の 子であった のであります。 

ァ ブラ ハ ム の 特性 は 其 信仰に 於て ありました。 

アブ ラハ ム神を 信す、 其 信仰 を義 とせられたり 

とあります (ガラ テャ嘗 三 章 六 節〕。 そして ィ H スも亦 信仰の 人で ありました。 信仰の 第に 於て 彼 は アブ 

ラ ハムの 唯一 子で あつたと 云 ふ 事が 出来ます。 

唯 一 人 を 指して 汝の裔 と 首へ る 也、 是れ卽 ち キリ ス ト なり (同 十六 節) 

と ある は此 事であります。 如此 くに 見て ィ ェ ス は 何の 點 から 見ても ァ ブラ ハ ム の 正當の 子であります- 

アブラハムの 血 を 受け、 其 信仰 を 受けて 更らに 之 を 完成した 者であります。 ィ H スの 場合に 於て は 子 

は 父に 優 さりました。 彼はァ ブラ ハ ム 家の 最善 最 美の 者で ありました。 そして 彼に 在りて 神が 背って 

アブラハムに 約束し 給 ひし 「萬 國の民 は汝に 由り て 福 を 獲べ し」 との 其 御 約束が 成就され つ、 あるの 

であります (同 八 節)。 アブラハムの 唯一 子、 イサク 以上の 一子 イエスキリストの 傅 記た る 馬 太 は 萬 

民擧 つて 學 ぶべき 書な りとの 事 を 示す のであります。 

ィ ェ スはァ ブラ ハ ム の 子で あり 叉 ダビデの 子で ありました。 ァ ブラ ハ ムは 信仰の 父であって ダビデ 

は 神の 民の 王で ありました。 そして ィ H スは アブラハム の 子で ありし と 同じ様に ダビ， テの 子で ありま 
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した。 卽ち ダビデの 血 を 承け しと 同時に 其 位に 卽く ベく ありました。 天使が 處女 マリヤに 吿 げしが 如 

くであります。 

主たる 神 その 先祖 ダビデ 王の 位 を與へ 給へば、 ヤコ ブの 國を窮 りなく 治めん、 且 その 國 終る ことな 

かるべし (ルカ 傳 一 章 三 二. 一一 一三 節 〕。 

ィ ェ スはァ ブラ ハ ム の 子と して 萬 民 を 幅 ひする に 止まらす、 ダビデの 子と して 萬國を 治むべき 者で あ 

ります。 彼に 慈愛が 有る に 止まらす 權威 があります。 彼 は 何時までも 人に 蹂躪せられ ながら 其 忍耐 を 

表 はし 給 ひません、 時 到れば 其臂の カを發 はして 心の 驕れる 者 を 散らし、 權抦 ある 者 を 位より 下し、 

卑賤し き 者 を 擧げ、 飢 たる 者 を 美食に 飽かせ、 富める 者 を 徒し く 返らせ 給 ふ (同 五一— 五三 節」 。故に ィ 

H スの傳 記 は 十字架 上の 死 を 以て 終りません。 彼に 復活が あり 昇天が あり "再 臨が あらねば なりません。 

キリスト 傳は 福音書 を以 つて 始まり、 使徒 行傳、 書翰 を 經て默 示錄に 終る が當然 であります。 彼はダ 

ビデの 子であって、 其 王位 を 承 糖いで 寓民を 治むべき 者で あるから であります。 彼が 最後に 御自身 を 

稱 して 「我 は ダビデの 根 また 其裔 なり、 我 は 輝く 曙の 明星な りと」 一一 目 ひ 給 ひし は是が 故であります (默 

示錄 二十 二 章 十六 節)。 パゥロ も 亦 言 ひました 

彼れ 凡ての 敵 を 其 足下に 置く 時まで は 王たら ざる を 得 ざれば 也 (コ リント 前書 十五 章廿 五節) 

と。 私供 はィ H スの 使命の 半面、 殊に 大切なる 半面の 彼が 萬 民の 王た る 事で ある を 忘れて はなり ませ 

ん。 

如此 くにして 馬太俾 一 章 一 節の 意味が 少し 明かに なりました。 「ァ ブラ ハ ム の 子に して ダビデの 子 

なる ィ H ス キリストの 系圖」 と 云 ふので あります。 更に 詳しく 研究 すれば 「キリス ト」 なる 稱號の 意 


. 味 5? 所を究 むる の 必要が あります。 然し 今日は 之 を 略します。 「系 圖」 は 之 を 「傅 記」 とも 譯 する 事 

が 出来ます。 故に 一 章 一節 を 馬太傳 全部、 更らに 進んで 新約聖書 全體の 表題と して 兒る ことが 出來ま 

如此 くにして 基督 敎は 聖書に 在ります、 其 各 書に 在ります、 其 各 章 各 節に 在ります。 キリストの 幅 

音 は 聖書 全部 を 通して 漲って ゐ ます。 其 何處を 割いて 見ても 神の 生命の 血が 迸ります。 そして 夫れ が 

喜びの 音信であります。 神が 罪人 を 赦し救 ひ 給 ふ其聖 業の 告知であります。 叉 萬 物の 復與、 宇 帘の改 


造に 關 はる 聖 示であります。 「アブラハムの 子に して ダビデの 子なる イエスキリストの 傅， T 此 一言 

に 全 宇宙の 響きが あります、 同時に 叉 私の 心の 囁きが あります。 ハイドンの 作曲 『造化』 の 響き も此 

響に 外たり ません。 ハ ン デルの 大作 『メ シャ』 も亦此 響き を傳 ふるに 過ぎません。 他の 事 は 悉く 忘れ 

られて も、 他の 人 は 悉く 消えても 此 人の みは 殘 ります。 ^界の 歷史は 偉人の 傳記 であると 云 ひます が、 

殊に 其 一人なる ィ H ス キリストの 傳記 であると 云 ひて 間違ありません。 人類 は 誇り 額に 氣傲 放題 を 一一 一一 a 

ひ且行 ひつ、 ある 問に 毎日 キリストの 傳記を 綴りつ k あります。 彼 は 信者に はァ ブラ ハ ム の 子と して- 

不信者に は ダビデの 子と して 現 はれ 給 ひつ ト あります。 何ん と 倫 快なる 事ではありません 乎。 
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敎 會と聖 書 


敎會で 働いて 常に 心苦しく 思 ふ 事 は 其 高 壇より 聖書の 研究 を爲し 得ない 事で ある。 それ は爲 して 爲 

し 得ない 事 はない が、 敎會に 集 ひ 來る聽 衆 は 信者 未信者の^ なく 聖書 研究に 應 する 心 を も 耳 を も 持た 

ないから である。 彼等 は 精神的 刺激 を 要求し、 之に 由て 眠れる 信仰 を覺 まし、 又は 信仰な き^に 新た 

に 信仰 を 起さん とする。 靜 かに 祌の言 を 究めて、 其內に 潜む 深い 眞理を 探らん とする が 如き は 彼等の 

耐えざる 所で ある。 故に 彼等 は 說敎を 要求して 研究 を 好まない。 聖書の 研究 は、 小 供の 日曜 學校 か、。 

然ら ざれば 日曜日 以外の 日に 於て 特刖に 設けられ たる 場所に 於て 爲 すべき 事で あると 彼等 は 思 ふ。 敎 

會は 特に 禮拜を 重ん する、 そして 日曜日の 高 擅 を充 たす に 聖書 研究 を以 つてす るが 如き は、 聖 所を濱 

す行爲 なりと 思 ふ。 故に 私の 如き 說敎 術に 拙き 者 は 敎會の 高 境に 立つ は 非常の 苦痛で ある。 說敎は 能 

1^ 術の 一 種であって、 敎會の 敎師は 其 高 壇より 能辯 を 揮 ふ 者と して 目 せらる。 故に 諄々 乎と して 聖書 

を 其 文字に 由て 說明 せんと 欲する 者の 如き は、 到底 敎會に は 合 はない ので ある。 

然し 此は 決して 研究者の 缺點に 非す して 敎會の 罪で ある。 敎會 は此惡 習慣 を 民主 國の 米國宣 敎師ょ 

り學ん だのであって、 我等 日本の 基督 信者 は 速 かに 此 習慣 を拋棄 すべきで ある。 聖書の 研究が 最も 善 

き說敎 である。 神の 言に 由って 眠れる 霜； 魂を覺 す、 之に 優 さるの 禮拜の 有り やう 害がない。 聖書が 眞 


理 である、 生命で ある。 それ 自身が 神の rz より 出た る 曾で ある。 人の 說敎は 聞く に 及ばす、 多くの 場 

合に 於て 解釋 までが 邪魔で ある。 若し 信者に 聽く 耳と 心と あれば、 赤裸々 の 混交な き 聖書の 言 其 儘が 

最も き說敎 である 普で ある。 英國に 於け るピ ュ ー リ タン 運動 は 路傍に 於け る 聖書の 朗 讀を以 つて 始 

まった と 云 ふ。 其 反對に 今日の 新敎諸 敎會の 衰退 は 聖書 を讀 むことの 掛 きに 因ら すん ば あらす。 聖誓 

と 其 研究 を 嫌 ふて、 敎師の 說敎を 要求す る 間 は、 敎會の 信仰 復興 は 到底 望み 得ない。 

私は敎 會が此 事に 目覺 めんこと を 切 > 望 する。 今日の 神學 校に 於て 能辯 術、 社 會學、 宗敎 哲學、 舊新 

約 聖書 祌學 等は澤 山に 敎 へらる k が、 有效 的に、 興味 多く 聖書 を 人に 敎 ふる 方法 は敎 へられない。 若 

かす 古への 日本の 儒者が 經 書に 由て 儒 敎を敎 へし 途を習 はんに は。 西洋の 學者は 曰 ふ 「聖書 は 宗敎の 

最大 敎科 書な り」 と。 何故 盛に 此 教科書 を 用 ひざる 乎。 聖書よりも 敎會を 重ん する 點に 於て 葡 敎新敎 
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信仰の 意義 

余 は 想う 信す る、 

；&を 信す ると は 神 を 信念す る ことで はない、 己 を 神に 獻げ まつる ことで ある、 バウ" の 言 を てす 

れば、 己が 身 を 神の iS: に i ふ聖き 活ける 祭 物と して 彼に 獻げ まつる ことで ある、 己 を 神に 信し 奉る 

ことで ある、 彼の 命す る 所に 柱き、 彼の 命す る 事を爲 し、 己れ は 死した る 者の 如くな りて 神の 機械と 

成る ことで ある、 是れ 以下の こと は 信仰で はない、 頭腦を 以て 信す る こと、 、も 思 を 以て 念す る こと は、 

信 e. と稱 する に 足りない、 全身 を 神に 獻げ まつる に 及んで 始めて 信仰に 入る ので ある。 

セ专 i 未に 於 てんま 神 を 信す るに 由て 救 はる，^ ので ある、 卽ち 己れ を 棄て救 はる、 ので ある、 キリス 

トの言 ひ 給 ひしが 如く、  .  t, 。ち 

をの 生命 を 惜む者 は 之 を 喪 ひ、 其 生命 を惜 まざる 者 は 之 を 保存て 永生に 至るべし 

である (約 翰傳 十二 章 二十 五節)、 救 はる、 と 云 ひ 永生 を 得る と 云 ふこと は训に 不可解の ことで はない、 

ft も 解し 易き ことで ある、 十字架 を 負 ふて イエスに 從 ふこと である、 卽ち 彼に 傚 ふて 己れ を 神に 獻げ 

まつる ことで ある、 爾 うすれば 救 はる、 ので ある、 卽ち 人と 成る ことが 出來 るので ある、 少しな りと 

生命 を惜 むの 念の 存 する は， より 全く 脫 する こと は出來 ない、 sji: は 「己れ」 であれば 全く 己れ を棄 
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てざる 間 は 罪 は 離れない、 己れ に 死し、 己れ を 神に 獻げて 我等 は 始めて 無私 無我に して 神の 如き 者と 

成る ことが 出來 るので ある。 


信仰と 智識 

たきもの  ，  IQi 

信仰 は 火で ある、 知識 は 燃料で ある、 火が あっても 燃料がなければ 焰 は揚ら す、 燃料が あっても 火 

がなければ 熱 は 起らない、 火と 燃料と 雨つな がらあって 焰は揚 り 熱は繼 綾く ので ある、 其の 如く 信仰 

つめ  や ま 

なき 知識 は黑き 冷たき 石炭の 堆積の 如き ものである、 路傍の 石塊と 何の 異る 所な く、 唯 徒らに Si 所 を 

ふ"."  IP え  た ち Art-  Ml.- 

塞ぐ に過ぎない、 叉 知識な き 信仰 は枯 草に 燃つ きし 火の 如く 倏に 消えて 冷たき 灰と 化し 去る、 信仰 あ 

り 知識 ありて 信仰 は 永續し 知識 は 善用 せらる、 信仰 を 迷信と 嘲け る學 者、 知識 を 無用と 斥く る 信者、 

兩人 とも 自己 を 知らざる 者で ある。 

然 らば 如何なる 知識が 信仰の 善き 薪と なりて 燃る 乎との 問に 對し、 .li,^ 云お， き！&|4 ひ 

の 燃料たり 得べ しと 答 ふる 事が 出来る、 其內 最も 有力なる は 言 ふまで もな く 聖書 知識で ある、 聖書 は 

單に 信仰の 書で あるば かりで ない、 叉 知識の 書で ある、 聖書 を 知らす して 信仰 は 起らない、 叉ぎ か 

ない、 聖書 は 全部 之 を 知る を 要する、 單に馬 太傳、 約 翰傳、 羅馬 書と いふに 止まらす、 舊新 六十 六書 

全部 を 博く 深く 知る を 要する、 信者の 滅多に 讀 まざる 以士喇 書、 尼 希 米 loi 記、 以士帖 書の 如き 皆な 信 


仰 の 善き 燃料た る 事 を 忘れ て は ならな い、 多くの 場合に 於 て 聖書 知識 の 缺乏が 信仰 媳滅 の 主なる 原因 

めっき ク：  ひろ ひよ み 

である、 聖書に 精通して 信仰の 滅却す る 事 は 滅多に無い、 而 かも 聖書 は拾讀 して は 足りない、 繼級的 

に 組織的に 讀 まなければ ならない、 恰 かも 天然 を學 ぶが 如くに 聖聱も 亦 探求 研 讚 を 要する、 聖書 を 深 

く 知れば 知る 丈け 信仰 は 堅くな り 其 火 は 熱くなる、 祈禱 丈け では 足りない、 聖書の 上に 螢雪の 功を稜 

んで 我等 は 信仰 堅固の 人と 成る 事が 出来る。 

すぺて  .U きぎ 

然し 乍ら 信仰の 燃料 は 聖書に 限らない、 凡の 知識が 信仰の 薪と なりて 熱と 光と を 出す、 文學、 哲學、 

理學、 化學、 歷史、 考 古學、 人類 學、 動植物 學、 地質 學、 天文 學、 何れも 信仰の 善き 燃料たら ざる は 

無い、 信仰 は 神より 出て 祌と 同じく 燬き盡 す 火で ある、 之 を 保つ に 全 宇 帘 に關 する 大 知識 を 要する、 

見よ 太陽 は 地球に 百 三十 萬 倍す る大 球なる が 故に 能く 其 光熱 を 保ちて 傥々 萬 年に 至る こと を、 小なる 

知識 は 犬なる 信仰 を 維持す る 能 はす、 信仰の 大河と なり ナイ ャガラ の 瀑布と なりて 全地に ffi かんと 欲 

すれ ば 之 を 養 ふ に 五大 湖を充 たす に 足る の 水量な か る ベ か ら すで あ る 。 

世に 不幸なる 事 多し と雖も 信仰と 知識と が 分離す るが 如き 事 はない、 信仰 は 信仰、 知識 は 知識、 二 

者 互に 相關 せす と 言 ひ 做して 二者 共に 衰 萎し 終に 枯死す、 知識の ない 信仰 は 迷信に 走り、 信仰の ない 

<!<3厶<"<:<1厶<3<:<3厶<3<1<"<"<1厶厶厶<3<3厶厶<3<3<1<1<1厶厶厶厶<1-1厶厶 

知識 は 器械と 化す、 一 一十 I 紀 文明の 兹に 至りし は 十八 世紀に 始まりし 信仰と 知識との 分離の 悲 むべき 

結 si^ なりと 言 はざる を 得ない、 「神の 合 はせ 給へ る 者 人 之 を 離す ベから す」 である、 信仰 若し赛 なれ 

ば 知識； 夫で ある、 而 して 夫婦 は 二に 非す ー體 である、 男 を 解す る 者 は 女、 女 を 解す る 者 は 男で ある、 

男女 を 分離して 人生 は 破 壌され ざる を 得ない、 知識 を 解す る 者 は 信仰、 信仰 を 支持す る 者 は 知識で あ 

る、 信仰、 知識と 離れて 文明 は 其 根柢より 破 壌 せらる、 世に 恐るべき 者に して 信仰の 無い 知識と 知識 
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の 無い 信仰の 如き は 無い。 

枇界の 暗黑を 照して 代々 減せ ざる 明星 は 誰で ある 乎、 皆な 信仰と 知識と を 多量に 具へ たる 人で あつ 

た、 。ハウ 口であった、 ク リソス トムであった、 ァゥ ガス チンであった、 トマス. ァ クイ ナスであった 

ル ー テルであった、 カル ビンであった、 ゥ ヱ ス レ ー であった、 アイザック • 一一  ュ I トンであった、 我 

師シ ー リ ー 先生であった、 彼等 は 重き 積 荷 を 運ぶ 大船の 如き 人であった、 故に 風波に 遭 ふて 動かす、 

人世の 大海 を 坦路を 歩む が 如くに 横斷 した、 故に 信ぜよ、 疑 ふ 勿れ 深く 信ぜよ、 同時に 學 ベよ、 恐る 

る 勿れ 博く 學 ベよ、 神 は汝の 信仰と 共に 汝の 知識 を 要し 給 ふ、 ぎぎて 淺 薄なる 信者と 成る 勿れ、 高ぶ 

ふ. 7./-  00000  0OOOOOOOOOOOO0O  O000O000000 

りて 不虔 の學 者と なる 勿れ、 汝の腦 中に 在りて 神と 宇宙と を合體 せしめよ、 汝の 心中に 於て 信仰の 熱 

OO00000000OO0O00000  ま 二と ゥ.^ スチ < ^二 

火 を 以てすべ ての 折" 學と科 學とを 鎔解せ よ、 信ぜよ 學 ベよ、 而 して 强き眞 の 基督 者と 成れよ。 


信仰の 必要 

明治 四十 三た 牛 十二月 M  =1 , 靜 岡なる 富 士贵年 id 々館に 於て 述べし 所の 大. おな リ 

義人 は 信仰に 由て 生くべし と 云 ひ 「羅姆 寄 一章 十七 節)、 主 イエスキリスト を 信ぜよ、 然 らば 汝 及び 汝 

の 家族 も 救 はるべし と 云 ひ (行 傅 十六 章卅 一 節)、 我等 をして 世に 勝た しむる 者 は 我等が 信な リと云 ふ 

(約 や 5 ー辔五 章 1! 節〕、 信、 信、 信、 と、 聖書 は 始めより 終りまで 信仰に 至大の^ 値 を：. irn し； lis る、 


信仰な くして 神 を 兌す こと 能 はす、 

と 希伯來 書の 記者 は斷 言して 居る (十 一 章 六 節)、 又 

信ぜざる 者 は 火と 硫黄の 燃る 池に て 其 報を受 くべ し 

と 默示錄 の 記者 は 曰 ふて 居る (二十 一 章 八 節〕、 聖書の 示す 所に 依れば 信仰な くして 救濟 はない、 信仰 は 

人が 神の 恩 惠に與 かるため の 最大 要件で ある。 

何故に 爾ぅ である 乎、 祌は 何故に 人が 彼に 由て 救 はれん がた めに は 何よりも 先づ 信仰 を 要求め 給 ふ 

乎、 何故に 人 は 智識 を 以て 神を悅 ばす こと 能 はざる 乎、 神が 人より 何よりも 先づ 信仰 を 求め 給 ふ は、 

彼が 人より 迷信 盲從を 求め 給 ふからで は あるまい 乎、 卽ち、 神 は 智識の 光明に 耐 ゆる こと 能 はすして、 

人の 信仰に 訴へ て 彼等の 尊崇 を 己れ に惹 かんとす るので は あるまい 乎、 何故に 救濟は 信仰に 存 して、 

哲學、 科學、 美術に^ せざる 乎、 我等 は 神が 我等より 何よりも 先づ 我等の 信仰 を 要求し 給 ふと いて 

彼の 公明 を 疑 はざる を 得ないで はない 乎。 

爾ぅ ではない、 斯 かる 疑問 は 神の 何たる 乎 を 解らない より 起る 者で ある、 若し 神が 單に 道理で あり、 

现想 であり、 宇宙の 本源、 叉 は 絕對的 露 理と稱 すべき 者であるなら ば， 彼 は 或は 信仰 以外の 能力 を以 

て 探る ことが 出来る 者で あら ふ、 而 して 多くの 人々 が祌を 探ぐ ると 稱 して 折 c 學の 研究に 從事 する は 神 

を 如斯き 者と して 見る からで ある、 曰く 有 祌說、 曰く 凡 神說、 曰く 無祌說 と、 是れ 皆な 哲學 上の 題目 

である、 如斯 くにして ギリシャの 哲學者 等 は祌を 探らん と 欲した、 彼等 は 

祈 "學は 神と 自由と 永生と を 供す 

と 曰 ひて、 其 力 を 借りて 無形の 祌を 握らん とした、 而 して ゲ 時の 人 も 亦 多く は如斯 くにして 神 を 探ら 
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ん とする、 彼等 は 宗敎は 贺學の ー獄 であると 思 ひ、 之 を 以てして 筢對 無限の 祌を識 らんと する、 彼等 

は學 問に 依ら ざれば 祌は 解らない 者で あると 思 ふ、 彼等 は祌學 者と 云へば 科學 的に 又 論理的に 神の 存 

在を證 明し、 叉 其 特性 を 抽出し 得る 者で あると 思 ふ、 如靳 くにして 神 を 信す る 能 はざる 彼等 は 哲挙者 

と神學 者と を 迷信す る、 彼等 は 自身 神 を識ら ざるが 故に、 他の 人が 彼等に 代って 神を發 見して 吳れる 

であら ふと 考 へ る。 

然し 祌は 彼等が 考 ふるが 如き 者で はない、 神 は 勿論 道理で ある、 理想で ある、 宇宙の 本源で ある、 

絕對 的眞理 である * 乍然、 彼は遙 かに 是等 以上で ある、 彼は義 である、 誠で ある、 愛で ある- 彼 は 

倫 现的赏 在 者で ある、 故に 彼 は 力と しての み、 叉 は 智慧と しての み 探るべき 者で ない、 祌は 全智 全能 

なりと 云 ひて 彼に 關 する すべて は 盡 きない、 祌は 全智 以上、 全能 以上で ある、 彼に 心が ある、 而 して 

神に 於ても、 亦 人に 於け るが 如く、 心 は 智慧 以上、 能力 以上で ある、 學者 一一 ュ ー トンの 智識の 程度 を 

知る 者と 雖も 彼の 心 を 知らない 者 は 一一 ュ ー トン を 知らない、 力士 サム ソンの 力 を 知る 者と 雖も 彼の 心 

を 知らない 者 は サム ソン を 知らない、 神に 於ても 其 通りで ある、 神 を 知らん と 欲すれば 祌の心 を 知ら 

なければ ならない、 宇宙に 現 はれた る祌の 能力 を 見て 彼の 力 を 知る こと は出來 やう、 萬 物に 現 はれた 

る 神の 智功を 見て、 彼の 智慧 を 計る こと は出來 やう、 乍然、 神の 心 を 知らす して 祌 御自身 を 知る こと 

は出來 ない、 祌を單 に 智者と 見、 力士と 見る が 故に、 人 は 信仰に 由ら すして 彼 を 探らん と 欲する ので 

ある、 然しつ 祌は 精巧 を 極めた る 機械で もな く、 亦單に 力 の 本源で もない、 彼 は ペルソン である、 

情 を 具へ、 |q ナど 有し、 愛 を懷く 所の 存在者で ある。 

人 を 知る と 云 ふ は 人の 心 を 知る ことで ある、 其 如く 神 を 知る と 云 ふ は 神の 心 を 知る ことで ある、 而 


して 人に 於ても 祌に 於ても 如何にして 其 心 を 知る を 得ん 乎、 一 々彼の 爲 したる 行 を 探り、 彼の 意志の 

如何 を揣 摩し、 彼 を 四方八方より 觀 察して 而 して 後に 彼 を 知る ので ある 乎、 卽ち先 づ疑を 以て 始め、 

而 して t に 信仰に 終る ので ある 乎、 雨う でない、 如斯 くにして 人 は 曾て 人 を 信じた こと はない、 疑つ 

て 人 を 見れば 其 人 は 永久に 嫌疑 的 人物で ある、 人 を 信ぜん と 欲すれば 始めより 彼 を 信じて 掛ら なけれ 

ばなら ない、 而 して 彼 を 信じての み 始めて 彼の 心 は 能く 解かる ので ある、 信 は 人の 心 を 開く ための 唯 

一 の 縫で ある、 是れ なくして 如何に 揣摩 推測 を 逞しう すると も 人の 心 を 知る こと は 出来ない、 其^ は 

我等 何人も、 人との 日常の 交際 に 於て 我等 の 能く 知 る 所で ある。 

神に 於ても 其 通りで ある、 祌を 信ぜす して 神 を 知る こと は 出来ない、 始めより 祌を 疑って 掛 つて 神 

は 永久に 疑問 物で ある、 殊に 祌は 至誠 者で ある こと を 知って 信仰の 彼 を 知る ために 必要 缺く ベから ざ 

る 者で ある ことが 能く 判^る、 至誠の 人が 何よりも 嫌 ふこと は 人が 彼に 就て 疑 を 挾む ことで ある、 至 

誠 は 至誠 を 要求す る、 至誠 は 至誠に 接する にあら ざれば 其 中に 存 する 祕密を 授けない、 至誠 は 懐疑に 

對 して は 絕對的 沈默を 守り、 问く其 門戶を 閉ぢて 奥義の 外に 洩れ ざらん こと を努 む、 懷 疑の 己れ に 近 

づくを 見れば 至誠 は 聲を勵 まして 曰 ふ、 

フ アイ、 此處を 去れ、 我に 汝に與 ふべき ものな し、 

と、 疑 ふて 聖人 を 見れば 聖人 は 愚人の 如し、 懐疑の 眼に 映す る 至誠 は 愚鈍で あり、 無情で あり、 無意 

義 である。 

至誠の 人に 於て 雨う である、 況して 神に 於て を やで ある、 祌は 誠實其 物で ある、 彼 は 疑 ふに 餘 地な 

き 者で ある、 純，： n 彼の 如き はない、 公明 彼の 如き はない、 彼 はた 然り、 然り、 否な、 否な である、 
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彼 を 疑 ふ は 太陽の 光明 を 疑 ふので ある、 慈母の 愛 を 疑 ふので ある、 神 を 疑 ふ は 疑 ふ 者が 自ら 其 心を閉 

づ るので ある、 斯 かる 者に 對 して 神 は 其 光明 を 授けん と 欲する も 得ない、 人 は 祌を疑 ふて 自 から 求め 

て 暗 鬼と 化する ので ある。 

兹に 於て 神が 人より 信仰 を 要求し 給 ふ 理由が 能く 解る、 祌は 己れ に關 する 人の 穿 塞 を 恐れて 彼より 

信仰 を 要求し 給 ふので はない、 至誠なる 彼 は 人が 至誠 を 以て 彼に 近づく にあら ざれば 其 人を惠 むこと 

が 出来ない からで ある、 神と 人との 關係は 父と 子との 關係 である、 而 して 父子の 關係は 世の 所謂 研究 

的 態度で はない、 相互 的 信頼で ある、 卽ち 子の 側より して は 父に 對 する 信仰で ある、 懐疑と 云 ふ 他人 

行儀 を 以て 己れ に對 する 子に 對 して は 父は敎 へんと する も敎 ふるこ. とが 出來 ない、 惠 まんと 欲する も 

惠 むこと が 5,1 來 ない。 

神 を 信ぜす して 祌を解 せんと 欲し、 彼 を 信ぜす して 其 恩 憲に與 からん と 欲す、 然れ ども 是れ 無理の 

要求で ある、 物に は 物の 理が あり、 靈には 靈の理 が ある、 而 して 理 に反して 物 も靈も 働ら くこと は 出 

來 ない、 己れ を 信ぜざる 者 を 祌は惠 み 給 はんと 欲する も 得 給 はない、 是れ祌 の 愛に 限りが あるからで 

はない、 靈の 法則の 然 らしむ る 所で ある、 我等 各自が 己れ を 信ぜざる 者に 對 して 如何と も 爲す能 は ざ 

るが 如く、 神 も 亦 彼 を 信ぜざる 者 を 救 はんと 欲し 給 ふ も 得 給 はない ので ある、 是れ 彼が 人の 不信 を 憤 

り 給 ふと 同時に 叉 甚く 之 を 歎き 給 ふ 理由で ある、 

- てむ  いかり  あはれ ふ  ふく 

背ける イスラ H ルょ 歸れ、 我れ 我が 怒の 面を汝 等に 向け じ、 我 は矜恤 ある 者な り、 怒 を 限な く 含 

み 居る ことなしと H ホバ 曰 ひ 給 ふ、 

と (耶利 米亞記 三 章 十二 節〕、 是れ 父なる 神が 子なる 人に 向て 常に 發し給 ふ 言で ある、 神 は 素より 矜恤ぁ 


る 者で ある、 彼 は 人に 就て 怒 を 情く^ でない、 彼が 怒る と 思 ふ は 人が 彼 を 信ぜざる の 結果、 怒る が 如 

くに 思 はる k ので ある、 「背ける イスラエルよ 歸 れ」、 「疑 ふ 人 等よ 信ぜよ」 と 父 は 言 ひ 給 ふ、 而し 

て 懐疑 的 研究 を 以て 彼に 到らす して、 信仰的 誠實を 以て 彼に 来りて、 彼 は 己れ に關 する すべて を 人に 

示し、 尙ほ其 上に _ 

天 の 窓 を 開き て容 るべき 所な きまでに 恩澤を 彼等に 注ぎ 給 ふ 

の でぁる(馬拉^*書三章十節〕0 

信仰で ある、 信仰で ある、 祌を識 るの 唯一 の 道 は 信仰で ある、 其 恩 澤に與 かるの 唯一 の 方法 は 信仰 

である、 そ は 神 は 智者であって 智者 以上、 機 者であって 權者 以上で あるから である、 卽ち彼 は 愛で あ 

るからで ある、 愛 を識り 愛に 近づく の 唯一 の 道 は 愛で ある、 而 して 信仰 は 愛の 一 面で ある、 信仰に 由 

るに あら ざれば 救 はる、 事な しと 云 ふ は此義 である、 信仰な くして 神を悅 ばす こと 能 はすと 云 ふは此 

故で ある、 神の 3： たる 乎 を 知て、 彼が 何よりも 先づ 信仰 を 要求し 給 ふ 理由が 能く 判^る、 愛の神 を 人 

に 紹介す る 聖書が 信仰に 至大の 軍； きを 置く は 決して 異 むに 足りない。 


悔改の 意義 

悔改と は 止に 前非 を悔 ゆる ことで はない、 斷然意 を 決して 舊き 生涯 を 去て 新ら しき 生涯に 入らん と 
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欲する ことで はない、 悔悟 悔 倥と 稱 して 新約聖書の 悔改の 何たる 乎 を 示す に 足りない、 悔改は 勿論 

善き 事で ある、 併し乍ら 效 2K の 至て @1 き 事で ある、 而 して キリスト は 人 を 救 ふに 方て 悔改 と稱 する が 

如き 淺蒲 にして 微弱なる 途に 由り 給 はない。 

悔改、 新約聖書に 在りて は 之 を メタ ノィァ z^eT へ ~§§ と 云 ふ、 思 意の 變轉の 意で ある、 止に 行爲の 

悔梭 ではない、 又 品性の 改善で はない、 思 意の ー轉 である、 意識の 根本的 改革で ある、 人生の 意義の 

新解釋 である、 自我の 改造で ある、 聖書 は^々 の 言 辭を 以て メタ ノィァ (悔改 ) の 何たる 乎 を 示して 

居る、 今 其 二三 を擧 げんに、 馬太傳 十六 章 二十 四 節に 曰く、 

イエ ス其 弟子に 曰 ひける は、 若し 我に 從 はんと 欲 は^ 己 を 棄て其 十字架 を 負 ひて 我に 從へ 

と、 玆に 「己 を棄 て」 と ある は 「己れ を 無き 者と して」 との 意で ある、 單に此 罪 彼 科 を 悔いて 2- はな 

い、 自己の 存在 其 物 を 棄てィ H スに從 へとの 意で ある、 人 は 罪 を 犯した に 止まらない、 罪の 中に 生れ 

たので ある、 彼に 在りて は 罪 は 偶然の 出来事で はない、 彼の 固有 性で ある、 故に 彼 は 罪 を 悔いて 之 を 

除く こと は屮 H 来ない、 彼 は 自己の 罪 性 を 是認して、 其 改造 を 神に 祈 求むべき である、 「己 を棄 つる」 

と 云 ふは此 事で ある、 自己 は 生れながら にして 人なる こと を認 むる 事で ある、 己れ で 己れ を 救 ふ 能 

はざる 憐れむべき^ である こと を覺る ことで ある、 而 して 斯 かる 悔改、 卽ち 中心の 改造に 十字架の 伴 

ふ は 一一 一一 n ふまで もない、 人 は キリストの 要求し 給ふ悔 改を實 行して、 此 世の 屬 でなくなる ので ある、 而 

して 此 世の 人は此 ぼに 死した る 者 を 其內に 置く に 堪えす、 故に 擧 つて 彼 を窘 しむる ので ある、 兹に於 

て か 迫害 は 必す眞 の 悔改に 伴 ふので ある。 

哥羅西 書 三 章 九 節に 曰く、 


汝等舊 人と 其 行 を脫 ぎて 新 人 を 衣るべし、 此 新人 は 愈 新たに なり、 人 を 造りし 者の 像に 從 

ひて 知識に 至るべし 

と、 玆に舊 人と 新人と 云 ふ は、 單に 比較的の 變化を 云 ふので はない、 舊き 我れ が悔 改めて 新しき 我と 

成った と 云 ふので はない、 是れ此 世の 道德 家の 言 ふ 所であって、 基督 敎は斯 かる 淺 薄なる 悔改を 以て 

000  0  0  0  0  0  OOOO0O00OO  すゑ 

滿 足しない ので ある、 舊人は 「我れ」 である、 新人 は キリスト である、 我 は アダムの 裔 であって、 地 

より 出し 者で あれば 地 的で あり、 キリスト は 神の 子であって、 天より 降りた る 者で あれば 天 的で ある、 

而 して 我は悔 改めて、 卽ち 我が 生来の 罪 性 を 是認して、 己を棄 て、 己れ に 死して、 キリスト^^」我裏に 

迎 へて、 彼 をして 己れ に 代りて 生かしむべき である、 新人と は 我の 改まりた る 者で はない、 我れ 以外 

の, 者で ある、 我 はいくら 改 むる とも 舊の雜 の 我れ である、 故に 我 は 自己に 死して 我れ 以外の 聖者、 

卽ち 新人 キリスト を迎 へ、 彼 をして 我が 裏に 宿りて 我が 主たら しむべき である、 悔改は 自己の 改築で 

ない、 自己の 明 渡しで ある、 主人公の 替代 である、 神の 子ィ H ス キリ ストが 我に 代りて 我 を 占領し 給 

ふ 事で ある。 

哥林多 後書 五 章 十七 節に 曰く、 

是 故に 人、 キリストに 在る とき は 新たに 造られた る 者な り、 舊きは 去りて 皆 新ら しく 成るな り 

と、 是は 悔改の 何なる 乎と 合せて 其 結果 を 示した る 雷 辭 である、 悔改は 新造 (創造) である、 我等に 

在りて 霊的 造化が 新たに 行 はる \ こ とで ある、 玆に 天より 新 動力が 臨み、 新生 命が 降り、 聖靈 が處女 

マリヤに 降りて キリストの 生れ 給 ひしが 如くに、 我等の 裏に 神の 人なる 新人が 生る k ことで ある、 而 

して 其 結 rai- として 我等に 取り、 舊き は盡く 去りて 萬 事 は 新ら しくなる ので ある、 宇宙 は 一 變 する ので 
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ある、 人生 は 全く 新ら しき 意味 を 有つ に 至る ので ある、 事物の 惯 値は轉 倒し、 今日まで 貴し と 思 ひし 

者が しくな り、 卑しと 思 ひし 者が 貴くなる ので ある、 祌を担 否す る 人世の 價： g は 全く 失せて、 其 富 

も 名譽も 何の 誘引 力なき に 至る ので ある- 是れ實 に メタ ノィァ である、 思 意の 變轉 である、 意識の 根 

本 的變更 である、 行爲は 勿論の こと、 思想 も、 嗜好 も、 趣味 も、 意志 も 全く ー變 する ことで ある、 更 

生の 一 語が 以て 此內的 大變動 を 言 表 はすに 足りる ので ある。 

如恁 くにして 基督 敎の敎 ゆる 悔改は 前非の 悔改 ではない、 新 生涯の 決心で はない、 キリストの 仰迎 

である、 我れ 以外の 聖ー 者、 天来の 新人た る 彼 を 我が 自我と して 迎へ 奉る ことで ある、 而 して 此 事の み 

が實際 的に 有效 なる 悔悛で ある、 キリ スト を 仰ぎ 彼 を 我が 主として 迎 へての み 我 は 罪 を 其根抵 より 憎 

み、 斥け、 之 を 夷ぐ るに 至る ので ある、 キリスト 無しの 悔改は 有終の 悔改 でない、 是れは 民の 傷を淺 

く 癒す ことであって、 平和な きに 平和 平和と 言 ふこと である、 自省 鞭撻、 日 も 亦 足らす と雖 も、 キリ 

スト を 仰がす、 彼 を 我が 靈 魂の 奥 殿に 迎へ まつらす して、 眞 個の、 根本的の、 徹底的の 悔改 なる もの 

は 無い ので ある。 

*  * 

個人に 於て 雨う である、 社會 又は 國 家に 於て 爾ぅ である、 社會は 自分で 自分 を 改良す る こと は出來 

ない、 國家 は自體 で自體 を廓淸 する こと は 出来ない、 社會は キリスト を納 けた 丈け 其れ丈け 根本的に 

改良 さる、 ので ある、 國家は キリスト を迎 へた 丈け 其れ丈け 實 質的に 廓淸 さる \の である、 キリスト 

無しの 社會 改良と！； 家 廓淸と は實は 名のみ にして 實 なき 者で ある、 社會 の扉惡 を摘發 し、 國 家の 罪人 

を 筆誅 すれば、 其れで 改良と 廓淸 とが 行 はる i と 思 ふ 新聞記者 等 は 未だ 改良 廓淸の 何たる 乎 を 知らな 


い 者で ある、 國家も 個人と 等しく 悔改を 要する ので ある、 過去に 於て 犯した る 罪を悔 ゆるに 止まらす、 

更らに 進んで 己れ を棄 て、 自體に 何の 善き もの V 存 せざる を知覺 して、 十字架 を负 ふて キリストに 從 

ふべき である、 所謂 國 家の 神聖 を唱 へて、 國家 自體に 何に か絕對 的に 聖 善なる 者の 存す るが 如くに 思 

t ちが ひ  0  0  0  C  0 

ふは大 なる 間遠で ある、 罪人の 集合 體 たるに 過ぎざる 國家 は， 卦 惡の综 合た るに 過ぎない、 國家も 亦^ 

OOOO000OO00OOO000  oocoooooooo 

人と 等しく 自己 を 潔む るに 人 以上の 者の 降臨 を 要する ので ある、 神聖の 所在 を 自體に 於て 求めて 國 .；}^ 

は 終に 滅びざる を 得ない、 其赏 例は羅 馬で ある、 アツ シ リャ、 バビ 5- 一一  ャ、 ぺ ルシャ 等の 東洋 諸 邦で 

ある、 所謂 Deification  of  the  Nation  (國 {\ ぶの 神化) と稱 して、 神なら ぬ 國家を 神聖 視す るに 至て、 

國家は 終に 神聖なら ざるに 至る ので ある。 

み  すゑ  あ.. ノ  まこと 

仰ぎ 瞻ょ然 らば 救 はれん、 ダビデの 裔 なる ナザレの ィ H スを 主と 崇めよ、 然 らば 實に潔 めら れん。 

個人 も >  國， 冢も、 世界 も。 
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羅馬書 三 章從卄 一節 至 卄八節 

令 律法 を 離れて 神の 義は 顯れて 律法と 預言者 は 其證明 をな せり、 卽ち 凡て 信す る 者に 及ぶ イエス 

キリスト を 信す るに 由る 神の 義是れ なり、 之に 區別 あるな し、 そ は 人 は 皆な 菲を 犯し たれば 神の 
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Hi 氣 iE 足らす、 唯 イエスキリストの 贖に 由り て、 神の 恩せ だ 因り、 功績な くして 義 とせら る 

れば 也、 神 は豫め イエス を 立て 其 血に よりて 信す る 者の 看 和の 供物と なし 給へ り、 是れ 神の 忍耐 

を 以てする 已往の 罪の 赦免に 關し 今の 時に 彼の 義を彰 さんため 也、 卽ち イエス を 信す る 者 を義と 

し 給 ふに 方て、 御自身 も 尙ほ義 たらん ため 也、 然 らば 誇る 所 安に 在る や、 在る ことなし、 何の 原 

理に 由る 乎、 tli^ 爲の 原理に 由る 乎、 非す、 信仰の 原理に 由るな り、 此 故に 我 は 論定す、 人 は 律法 

の 行爲を 離れて 信仰に 由て 義 とせら る& なりと。 (自譯 ) 

信仰に 弱い のと 强ぃ のとが ある、 薄い のと 深いのと が ある、 弱い 薄い 信仰と は 結果 を 見 ざれば 信す 

る ことの 出来ない 信仰で ある、 强ぃ 深い 信仰と は 結果の 有無に 拘 はらす 信すべき を 信す る 信仰で ある ( 

社 會を改 むる が 故に 信す ると 云 ふ、 國 家を濟 ふが 故に 信す ると 云 ふ、 自己 を 潔む るが 故に 信す ると 

云 ふ、 功績 を 見る が 故に 信す ると 云 ふ、 是れ 皆な 弱い 薄い 信仰で ある、 而 かも 最も 普通なる 信仰で あ 

る、 基督 敎は 西洋文明 を產 出した が 故に 能力 ある 宗敎 として 信すべき であると 云 ひ、 社會の 改良 は 之 

に俟 たざる ベから ざるが 故に 信す ベ きで あると 云 ひ、 之 を 信じて 疾病 を 癒す ことが 出來 るが 故に 信す 

べきで あると 云 ひ、 之に 由て 罪を滅 し、 身と 心と を 潔くす る ことが 出來 るが 故に 之 を 信すべし と 云 ふ- 

斯く云 ふ は 勿論 惡く はない、 斯 かる 信仰 は 勿論 惡ぃ 信仰で はない、 樹は 其果を 以て 知らる と 云 ひ、 神 

の國 li 言に 非ず 能に 在りと 云 ひ、 神の 旨は汝 等の 潔 めら る. - 事に 在リと 云へば、 斯 かる 信仰 は 能く 聖 

書のば 3s に 合 ふ 信仰で ある、 余 は 之 を 薄弱な りと 稱 して 之 を 排斥 せんとす るので はない， 善き 果を結 

ばざる 信 w は の 信仰で はない、 善行 を 生ぜざる 信仰 は 死せ る 信仰で ある。 


然し 乍ら 信仰 は元來 意志 の 動作であって 結果の 有無に 由る もので はない、 ：^す ベ き は 結果の 有無に 

拘 はらす 信じ、 信すべからざる は縱令 天地が 壞る k とも 信じない と 云 ふ； 仰、 其 信仰が 眞 正の 信仰で 

ある、 故に 信仰 は 目 を 其 結 ra^ に 注がない ので ある、 我等 見る 所に 憑らず 信仰に 憑 リて步 む 也と バウ a 

の 言 ひし は此 事で ある、 目 を 結果に 注ぐ に 至て 信仰 は 信仰でなくなる ので ある、 純 信仰 は 信仰の 信仰 

である、 結果 を 見る ことなく、 結果 を俟っ ことなく、 信すべき を 信じ、 之 を； 一:^ じて 充足る 事、 其 事が 

質の 信仰で ある。  . 

基督 信者に 唯一 の 信仰の 目的物が ある、 其れ は キリストと 其の 十字架で ある、 是れ あれば 彼 は 足り 

るので ある、 是れ なくして 彼 は 貧弱、 世に 比な き 者で ある、 信仰の すべて はィヱ スと 其の 十字架と に 

於て ある、 彼の 義も 潔も續 もす ベて 共 中に 在る ので ある、 バウ ロは汝 等の 生命 は キリストと 偕に 神の 

中に 蔵れ 在るな りと 云 ひて 信者の 生涯の 全部 を言悉 したので ある (哥羅 E 書 一一 一章 三 節)、 信者 は キリ ス ト 

と 其の 十字架 以外に 何物 を も 求めたい ので ある、 然り、 求む ベから すで ある、 彼 は 全 注意 を 之に 鍾め 

て 他 を 顧みない ので ある、 人の 彼に 彼の 信仰の 理由 を 問 ふ 者 あらん 乎、 彼 は 十字架 を 指して 答 ふるの 

である、 「視 よ」 と、 彼の 基督 敎證據 論なる もの は 十字架 を 除いて 他 にないの である、 基督教と 文明？ 

彼 は 文明 史上 基督教の 功績 を 見て 之 を 信じた ので はない、 若し 彼の 信仰が 斯 かる 臉 弱なる 根據の 上に 

立つ 者であるなら ば、 其 は 遠から すして 壌れ て 了 ふ ものである、 基督 敎と國 家？ 是れ亦 信仰の 理由 

として は 何等の 慣 値の 無い ものである、 基督教と 社會？ 社 會と稱 する が 如き 人生の 表面に 信仰の 基 

礎 を S く 者の 如き は 砂の 上に 家 を 建つ る 者よりも 愚かなる 者で ある、 然 らば 自己の 心靈的 赏驗を 以て 

信仰の 基礎と なす を 得べき 乎と 云 ふに、 是 れ亦賴 むに 足らざる 信仰の 建設で あると 謂 はざる を 得ない、 
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心靈は 自我で ある、 主觀 である、 心 靈的實 驗と稱 する も 自分で 自分に 感じた までの 事であって、 其の 

Hi- して 普遍的 事實 である 乎 否 や は 自分 一 人で 決定め る 事 は 出来ない、 潔め られ たりと 思 ふ 事は必 しも 

潔め られ たる 事で はない、 救 はれたり と感 する 者が 必 しも 救 はれる ので はない、 永遠の 事實は 感情 以 

外で ある、 救濟は 感情の 事で はない、 道理の 事で ある、 道理 を 信す る 意志の 事で ある、 故に 恆 星と 共 

に 動かざる 者で ある、 巌の 如くに 其 根抵を 宇宙の 眞理に 根ざす 者で ある、 最も 廣き 意味に 於ての 客觀 

的事實 である、 故に 自我 以外に 在る 事でなくて はならない、 世界の 歷史 として、 宇宙の 現象と して 在 

つた 事でなくて はならない。 

實に 預言者 ヱレ ミヤの 言 ひしが 如くに 心 はす ベ て の 物よりも.. 偽る 者な り である (耶利 米 ffi 記 十七 章 九 

節〕、 人 は 自己の 心に 頼りて 自己 を 知る こと は 出来ない、 自己の 見た る 自己 は 決して 眞 個の 自己で は 

ない、 自己が 善く 見 ゆる 時に 必 しも 善く あるので はない、 惡 しく 見 ゆる 時に 必 しも 惡 しく あるので は 

ない、 此 心理的 事實を 能く 辨 へたる パゥ 口 は 言 ふたので ある、  * 

我れ 自 から 省る に 過失 ある を覺 えす、 然れ ども 此に 因りて 義 とせられす、 我を審 く 者 は 主な り 

と (哥林 多 前書 四 章 四 節い。 

國 家社會 に 現 はれた る 基督 敎 の效果 ではない、 叉 自己の 心靈に 施された りと 感 する 其 感化 力で はな 

い、 是は 以て 信者の 信仰の 基礎と なすに 足りない、 神が 豫め 供へ 給 ひし 宥和の 供物た る 十字架 上の ィ 

H ス である、 是れ のみが 我が 全身 全靈を 傾けて 信頼す るに 足る 者で ある、 其 上に 信仰 を 築きて 雨降り 

大水 出で 風 吹きて 之を揎 つと も 傾覆れ ない ので ある、 信者の 義は其 中に 在る ので ある、 其れが 公義と 


なりて 社 會に現 はれ、 善行と なりて 世の 賞 讚 を 招く に 至る を 待つ の 必要 はない ので ある、 イエスの 十 

字 架 其 物が 凡て 信す る 者に 及ぶ 神の 義 である、 信者 は是れ 以外に 義をも 善行 を も 求む るの 必要がない 

ので ある、 故に 彼 は 唯 之 を 信 すれば 足りる ので ある、 善行 を 急ぐ の 必要 はない ので ある、 社會 事業 を 

焦心る の 必要 はない ので ある、 必 しも 惡念 悉く 絶え、 自 から 淸淨 潔，： n 俯仰 天地に 恥ぢ ざる 人と なる の 

必要 はない ので ある、 罪の 身此 俊、 惡の世 其 儘の €： に 在りて、 信者 は 神が 豫め 彼のた めに 供へ 給 ひし 

有 和、 卽ち贖 の 供物なる 十字架 上の ィ H スを 仰," て 神の 前に 善 且つ 義 且つ 聖 たる を 得る ので ある、 

是れ 難き 信仰で ある、 而 かも 强き 信仰で ある、 此^の 倫理 學 者に は 到底 も 判 解らない 信仰で ある、 而 

かも 人 を 救 ふて 永遠の 生命に 人ら しむる 信仰と て 之 を 除い て 他に 無い ので ある、 斯の 信仰 を懷 きたれ 

ば こそ。 ハウ ti は # 界の傳 道師と 成った ので ある、 斯の 信仰が 彼 をして 其の 言盡 されぬ 神の 賜物に 就て 

我れ 彼に 感謝す る 也と 言 はしめ たので ある (哥林 多 後 窨九章 十五 節：)、 彼は此 感謝の 叫 號を發 する まで に 

福 昔 の 效果を 試す の 必要はなかった ので ある、 彼 は 叉. 旣に 全く 潔め られし が 故に 此聲 を發 した の で は 

ない、 彼 は 十字架 上の ィ H スに 於て 旣に 完成され たる 義と 聖と疆 とを發 見し たれば 歡 喜に 耐えす して 

此 聲を發 したので ある、 而 して。 ハウ 口 一人に 止まらす、 すべて ィ H スに 於て 完全なる 救 濟を發 見した 

る 者 は 歡喜滿 足の あまり 此 聲を發 する ので ある、 救 濟は旣 に 我がた めに ィ H スに 在りて 遂げられ たの 

である、 我が 之 を 信じ 得る 限り は 我 は 永遠に 安全で あるので ある、 而 して 我より 困難し き 事業 を 要求 

せらる、 に 非す、 又 不可能なる 心の 淸淨 潔， m を 要求 せらる、 に 非す、 唯 我 ，5^ の 贖と して、 叉 我 生命の 

泉と して ィ H スを 信す る こと を 要求 せらる k にあれば、 我が 永遠の 救 濟はィ H ス のト字 架に 由て 保證 

せられた りと 首 ひて 我 は 誤らない ので ある。 

信仰の 强弱  .  EK 三 
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單 純なる 信仰、 信仰の みの 信仰、 結果に 目 を 注がざる 信仰、 信仰の み を 以て 滿足 する 信仰、 …… 此 

仰が 有って 信者に 始めて 眞の 平和が 有る ので ある、 主ィ H スが 我れ 汝に 平和 を與 へんと 言 ひ 給 ひし 

は此 平和で ある" 人の すべて 意 ふ 所に 過る 平和と パゥ 口が 言 ひし は此 平和で ある、 是は 深い 信仰で あ 

る、 强ぃ 信仰で ある、 堅い 信仰で ある、 此 信仰が 有って こそ 信者 は *1 に 勝つ ことが 出來 るので ある、 

律法の 行爲を 離れて 顯 はれた る 神の 義の 信仰、 此 信仰に 由ての み大 なる 事業 は 成就 げらる i ので ある. 

大文學 は出づ るので ある、 大 美術 は 現 はる k ので ある、 大國家 は 起り てた 政治 は 行 はる k ので ある、 

社 會は其 根柢より 改めら る&の である、 歐洲 人が 第 十六 世紀の 宗敎 改革に. 5 て 使徒 バウ n の此單 純な 

る 信仰に 還りて より 以来、 過去 §:百 年 問に 於け る 西洋文明の 驚天動地 的の 進歩が あつたの である、 有 

名なる 法理 學者シ H  I ムス • マツ キント ッシ がー 一一 一口 ひしが 如くに、 近 はの 自由 政治なる 者 は 素々 「人の 

義 とせら る&は 行爲に 由ら す 信仰に 由る」 との 使徒 パゥ 口 の 信仰より たので ある、 几，' テルの 此信 

仰に 由て へ ー ゲル、 カント、 、ゲ ー テを產 みし 新たなる 獨 逸！！ が 起った ので ある、 カル ビンの 此 信仰に 

由り て コ 口 ムゥヱ ルを 起せし 英 國とヮ シ ン ト ンを 生みし 米國が 起った ので ある、 人が 其 全 注意 をィ ェ 

ス キリストと 彼の 十字架に 集む るに 至て、 彼の 思想 は 統一せられ、 彼の 心靈は 自由 を 得て 復活し、 彼 

は 全身の 翼 を 張りて 宇宙に 濶步 する に 至る ので ある。 

然るに 今の 基督 敎は 如何に？ 今の 基督 敎會は 如何に？ 今の所 謂 基督 信者 は 如何に？ 彼等 は 皆 

な 事業の 奴隸 である、 彼等 は パリ サイ. の 徒の 如くに 休 徵と異 能と を 見 ざれば； 一:^ じない ので ある、 彼等 

は 事業、 事業、 事業と 叫ぶ、 曰く 傳道 事業、 曰く 救： 濟 事業、 曰く 敎 勢の 擴張、 HI く 靑年會 館の 建築と、 

彼等の 基督 敎は 今や 一 種の 社 會敎と 化しつ i ある、 彼等 は 今や キリストに 事 へんと せす して 社 會に事 


へんと しつ.. ある、 彼等の 信仰 は 今や 殆んど 社會的 奉仕の 一語 を 以て 盡 きて 居る ので ある、 而 して 如 

斯 くに 事業に 熟 注して 彼等の 事業 は擧 るかと 云 ふに だ擧ら ない ので ある、 彼等の 敎會は 年毎に 衰ふ 

るので ある、 彼等が 奉仕 へんと する 社會は 彼等より 離れて、 益々 彼等より 遠 かるので ある、 半 政治家 

と 化せし 彼等 宗敎家 は宗敎 にも 政治に も 用な き 者と 成る ので ある、 ^に 無用の 者 多し と 雖も此 世の 事 

業に §. はるを 以て 信仰の 要務と 見做す 基督 信者、 殊に 基督 敎の 敎師の 如き はない。 

榮 光の 主なる ィ H スキ リストの 信仰 は此 世の 事業で はない、 然れ ばと て 亦 自己の 聖化 でもない、 信 

者 は 自分が 祌に聖 くせられ し 實驗を 基礎と して キリ スト を 信じ 其の 救 濟に與 かる ので はない、 トマ 

ス • 力 ー ライルが メソヂ スト 流の 基螯 信者 を 嫌 ひし 理由 は 「彼等が 餘 りに 自己の 瞬に 注目す る」 から 

であった と 謂 ふ、 自省 はィ H スに 到る 途 として 必要で ある、 然れ ども 一度 彼 を 認めし 以上 は 自省 は 害 

有て 益が 無い、 我等 は聖 めら れてィ H スに 至る ので はたい、 "非の 此儘 彼に 到りて 彼に 聖 めら る、 ので 

ある、 「聖 め」 は 我が 爲す 事で はない、 神が ィ H スを 以て 爲し給 ふ 事で ある、 故に 聖 めら る V と 否 な 

と は 我が 信仰に 何の 關係も 無い 事で ある、 我れ § みめら れん 乎、 我 は 唯 十字架 上の ィ H スを 仰ぐべき で 

ある、 我れ 未だ 聖 めら れ ざらん 乎、 我 は 唯 十字架 上の ィ H スを 仰ぐべき である、 ィ H スを 我が 義、 我 

が と 認めし 以上 は 自省 は 我に 無用で ある、 我 は 神の 恩 惠を確 めんた めに 我が 臍 を 見 詰む るの 必要 は 

更らに 無い ので ある、 上 を 俯いて 十字架 上の イエス を 仰ぐべき である、 下 を瞰て 自己 を 探るべき では 

ない， 自己 は何虚 まで も 罪の 自己で ある、 白 己の 探究 其 極にまで 及ぶ も 我等 は 其 内に の 外 何物 を も 

發見 する ことが 出來 ない ので ある。 

實に聖 めら れんと 欲する 乎、 自己 を視る 勿れ、 自己 を 忘れよ、 唯 十字架 上の ィ H ス を仰瞻 よ、 然ら 
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ば自 から 求めざる に自づ から 聖 めら るべ し、 使徒 パ ゥ 口 の 言 ひしが 如し、 

我等す ベ て帕 子な くして 鏡の 如くに 主の 榮を 映し まつらん、 然 らば 我等 は榮 より 榮 へと 同じ 像に 

化る を 得ん 

と (哥林 多 後書 三 章 十八 節)、 英米 兩國に 於て 今や 盛に 行 はる、 所の 所謂 聖化 運動なる 者 は、 是れ 余輩の 

稱 する r 淺き 信仰」 の 一 であって、 結果 を 先き にして 原因 を 後に する 所の、 キリストの 福音 を轉 倒し 

たる ものと 謂 はざる を 得ない。 

實に 欲しき 者は此 信仰で ある、 キリストと 彼の 十字架の 外に 信仰の 理由 を 求めざる 信仰で ある、 之 

れ のみ を 以て 足れり とする 信仰で ある、 其證 明を此 世の 事業の 成功に 於て 求めざる 信仰で ある、 之 を 

自己の 聖 成に 於て 求めざる 信仰で ある、 單 純なる 信仰で ある、 大膽 なる 信仰で ある、 此 世の 倫理 學者 

叉 は 敎會者 流の 眼より 見て 冒險 極まる 信仰で ある、 ィ H スキ リストと 彼の 十字架の 外、 社會 事業 も 我 

が 道德も 要らない と 道 ふ 信仰で ある、 恰 かも コ 。ム ブスが 天の 星に 賴 るの 外、 陸上 何物 を も 標的と し 

て 有つ ことなくして 大洋に 乘 出し 時の やうなる 信仰で ある、 而 して 此 信仰が あって こそ、 我等 は大宇 

宙 に逍徉 し、 人 を 恐れす、 罪 を 恐れす、 大聲 疾呼して、 新 大陸なら ぬ 新 エルサレム へと 我等の 船を乘 

出す ことが 出來 るので ある。 

キリスト 我等の 罪の ために 死た まへ り (哥林 多 前書 十五 章 三 節」。 

是 故に ィ H ス キリス トに 在る 者 は 罪に 定めら る k ことなし (羅馬 書八聿 一 節)。 

然 らば 何 を か 恐れん、 此 世の 道 德家 も、 敎會の 監督、 牧師、 傳道師 等 も、 神が キリストに 在りて 我等 


に 賜 ひし 此自. m を 我等より 奪囘す こと は出來 ない ので ある。 

-X-  * 

わ. U 

イエス は 我等が 罪の ために (死に) 附 され、 我等が 義 とせられ しが 故に (日本 譯の r 義 とせられん 

が爲 に」 に 非す) 甦 へらされた リ (羅馬 書 四章廿 五節〕、 我等の 悔改に 由て 我等の 雜が赦 さる. -の ではな 

い， 我等が 赦 されたり と感 する が 故に 赦 さる、 ので はない、 ィ H スが 我等の 罪の ために 十字架 上の 死 

を 遂げ 給 ひしが 故に 我等 は赦 された ので ある、 我等の 罪の 赦免の 確證は 我が 衷に 在る ので はなく して、 

oooocoooooooooooooooooooooo 

我が 外なる 髏 山上に 立てられし 十字架に 於て あるので ある、 我が 義 とせら る、 も 亦 同じで ある、 是 

うち  0000 ゥ OCOO0OO0OOOOOO0O0O 

れ亦 我が 衷の 事で はなく して 我が 外の 事で ある、 我 は 旣に義 とせられ しが 故に キリスト は 我に 代りて 

O0OOOOOOO  きょ 

甦り 給 ふたので ある、 神 は 我が 聖 まる を 待て 我を義 とし 給 ふので はない、 彼 は旣に キリストに 在りて 

我を義 とし 給 ふたので ある、 我が 義 とせられし 證據を 求めん と 欲する 乎、 神に 聖 めら れし 我心の 狀態 

ではない、 我に 在りて 行 はれし 神 癒の 奇廣 ではない、 又 神が 我 を 以て 行 ひ 給 ひし 多少の 善行で はない、 

イエスキリストの 復活で ある、 我が 義 とせられし 證據、 我が 旣に 聖者と して 彼に 認められし 證據は 我 

に 於て 在らす して 彼に 於て 在る ので ある、 我 は 何の 奇積を も 我 肉と 靈 とに 於て 認 むる ことなくして、 

唯 キリストの 復活 を 信じて 我が 聖 化と 永生と を 信す るので ある。 

或 ひ は 信仰の 理由 を社會 事業に 求め、 或 ひ は 之 を 自己の 心理 狀 態に 於て 求む、 是 れ現實 主義の 亞米 

0  0  0  しるし こ と な IT- わ V.J 

利加敎 である、 休 徵と異 能と を 見る にあら ざれば 信す る 能 はざる 英 民族の 信仰で ある、 惡ぃ 信仰で は 

ち ひ  ァ fu- ィ アリス チヴゥ 

ない と 言 ひ 得る も淺ぃ 信仰で ある、 弱い 信仰で ある、 小さい 信仰で ある、 信仰 は 理想的 ならざる 
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を 得ない、 感得し 得る 者 を 信す る は 信仰で はない、 實驗、 實 驗と唱 へて、 實驗し 能 はざる 者 を 信ぜ ざ 

るに 至る 時に、 宗敎は 科學と 成り、 信仰 は實 見と 化し、 希望 は絕 え、 詩歌 は 失せ、 人生 は 平々 淡々 た 

る 味なき 意義な き 者と なる ので ある、 而 して 亜米利加 敎は 正統 敎の 名の 下に 我等 を 此死的 精祌狀 態に 

導きつ 、あるので ある。 

*  * 

信仰 は 偉大なる を 要す、 而 して 我等 何人も 祈りて 信仰的に 偉大なる ことが 出來 るので ある、 事業に 

由る ことなく、 事業の 統計に 由る ことなく、 唯ィ H スキ リストと 其の 十字架に 由る 信仰、 

我れ ィ H ス キリス トと 彼の 十字架に 釘 けられし 事の 外 は 何 を も 知る まじと 意 を 定めたり 

と バウ n が IS ひし 其 信仰 (哥林 多 前書 二 章 二 節) …… 實に祈 求むべき は此 信仰で ある、 人生の 根柢に 達し 

之 を 化して 活ける 祌の聖 殿と なす 者は此 信仰で ある、 大 なる 冒險を 要する 信仰で ある、 故に 最も 男ら 

しき 信仰で ある、 哲學者 カントが 貰 讚して 止 まざりし 信仰で ある、 彼は言 ふた 

人 は 信仰 を 得ん ために 冒險 せざる ベ からす、 彼 は 信仰 を 維持 せんがた めに 冒 險を繼 綾せ ざるべ か 

らす、 冒險に 由ら すして 信仰 は 信仰たら ざるに 至るべし、 

と、 敎會の 監督なら ざり し 彼れ 力 ン トは 信仰の 何たる 乎 を 能く 解した る 人で あると 思 ふ。 


信仰の 始終 

コ リ ン ト 後書 五 章 十八、 十九 節 

宗敎に 二種 ある、 實は 二種 以上 はない。 第一 種 は 人より 神に 達せん とする 宗敎 である、 第二 種 は 神 

が 人 を 求め 給 ふ宗敎 である。 そして 此 世の 宗敎 はすべ て 第一 種に 屬 する 者で ある。 人が すべての 工夫 

を 凝らし、 祌に 達せん とする、 それが 此 世の 凡ての 宗敎 である。 H ヂ ブト 敎、 バビロン 敎、 ギリシャ 

敎、 印度 敎、 支那 敎、 日本 敎、 すべて 然ら ざる はなし。 然るに 玆に 一 つ 以上と 全く つた 途を 取る 宗 

敎が ある、 それ は 基督 敎 である 。基督教 丈け は 凡ての 宗教の 内に 在りて、 人より 神に 達せん とする 宗 

敎に 非ず して、 神が 人 を 求め 給 ふ 宗教で ある。 其 意味に 於て 基督 敎は 第二 種に 屬 する 宗敎 であって、 

1 宗敎を 以らて 一 種 を 形成す るので ある。 

「キリスト は 我等の 尙 罪人た る 時 我等の 爲に 死た まへ り、 神 は 之に 由り て 其 愛を彰 はし 給 ふ」 と あ 

る c。 マ 書 五 章 八 節〕。 又 曰 ふ 「我等 祌を 愛せし に 非す、 祌 我等 を 愛し、 我等の 罪の 爲に其 子 を 遣 はして 

{ 有の 供物と せり、 是れ卽 ち 愛な り」 と 〔ヨハネ 笫 一書 四 章 十 節)。 卽ち 人が 神 を 求む る 前に 祌が人 を 求め 

給うた と 云 ふので ある。 基督教 は 人が 神の愛 を 促す 爲の 宗敎に 非す して 神が 旣に彰 はし 給 ひし 愛に 應 

する の 道で ある。 

信仰の 始終  EK 九 
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「一切の もの 神より 出 づ」。 宇宙 萬 物然ら ざる はなしと 雖も、 殊に 信仰 救拯の 事に 於て 然り であるつ 

人の 救 はる &は 一 切 神に 由る と 云 ふので ある。 信仰 其 物 も 人が 自 から 起す に 非す して、 神が 人の 衷に 

起し 給 ふので ある。 第 十八 節 以下 は 左の 如くに 讀 むべき 者で ある。 

1 切の もの 神より ar つ。 彼れ (祌 御自身) キリスト を以 つて 我等 をして 己れ (御自身) a; 一 i がし 

め、 且 その 和が しむる 職 (傳 道の 職) を 彼 (祌) は 我等に 授け 給へ り。 卽ち神 御自身 キリストに 

在りて 世 を 己と 和が しめ 其 罪 を 之に 負せ す、 且 和が しむる 一一 百 を 我等に 委ね 給へ り。 …… 神 御自身 

我等 を以 つて i 等 を 勸め給 ふ …… 御自身 を識ら ざる 者 を 我等に 代りて 罪人と 爲し 給へ り 云々。 

卽ち 我等の 救 拯に關 はる 萬 事の 發意 はすべ て 神に 在る との 事で ある。 彼 御自身が 救 扬の途 を 備え、 彼 

御自身が 福音の 使者 を 起し、 彼 御自身が 人に 信仰 を 起し 給 ふと 云 ふので ある。 卽ち 「一切の もの 神よ 

り ar つ」 るので ある。 名 づけて 之 を 神の 恩 惠の福 昔と 云 ふ は是が 故で ある。 一 切が 神より 出づ、 故に 

恩惠 である。 我等の 救 扬に關 し 我等 は 自己に 就て 誇るべき もの 何もな し、 救扬は 神に 始まって 神に 終 

ると 云 ふので ある。 

そして 是 は事實 である。 眞 に救扬 を實驗 した 者 は 何人も 此事を 知る。 眞の 基督 信者に して、 自分が 

求めて 救 はれたり と 思 ふ 者 は 一人 もない。 バウ tl 自身が 其 好 模範で ある。 彼の 言と して 傳 へらる る 者 

は 左の 如し。 

キリス トイ H ス 罪人 を救 はん 爲に 世に 臨れ りと は、 信すべく 亦 疑 はすして 受 くべき 言な り、 罪人 

の 內我は 首な り、 然れ ども 我が 憐愍 を 受けし は キリス トイ H ス いや 先き に 我に 寬容を 悉く 彰 はし、 

後に 彼 を 信じて 永生 を受 くる 者の 模楷 となし 給へ る 也。 


と (テ モ テ 前書 一 章 十五、 十六 節 )o 信者と 云 ふ 信者で 此言を 己が 言と して 讀 まない 者 は 無い 害で ある。 

そして 基督 敎が 基督教でなくなる 時に、 第一 種の 宗敎、 卽ち 人より 進んで 神に 達せん とする 宗敎 に： 

成る ので ある。 宗敎 改革 以前の 羅馬 天主 敎が 之であって、 名のみ 基督 敎で、 實は此 世の 宗敎と 化した 

ので ある。 そして 一度 改革 せられし 基督 敎が復 たび 人間 敎と 成りつ k ある を 見る。 令 日の 米歐 人の 所 

謂 基督 敎、 卽 ち社會 奉仕 敎、 是れ形 は 奮い 羅馬 天主 敎と異 ると 雖も、 其 精神 は 同じで ある。 卽ち 一 切 

が 人に 始まる 宗敎 である。 運動、 宣傳、 事業、 一 切が 人の 働きで ある。 卽ち 人に 訴へ、 人 を 動かし、 

人 をして 神ら しき 業を爲 さしめ て 神に 似た る 者たら しめんと する、 彼等の 所謂 宗敎 である。 人が 傳道 

師 となる も、 彼が 政治家 又は 實業 家と 成る と 同じく、 自 から 擇ん で、 自 から 成る のであって、 祌御 31 

身より 職 を 授けられ たので はない。 彼等の 所謂 宗敎は 人が 己 を 救 ふ 事であって、 人の 意志に 始まって 

彼の 實 行に 終る 者で ある。 故に 聖書に 示す 基督教と は 其 根本 を 異にする 者であって、 難行苦行に 由つ 

て 神と 合體 せんとす る 婆羅門 敎と其 精神 を 一 にす る宗敎 である。 「 一 切の もの 神に 出づ」 と 聖書 は 明 

C に 一一 一一 11 ふ。 之に 反して 近代 人 は 言 ふ 「一切の もの 人に sr つ」 と。 米國人 今日の 基督 敎は 純然たる 行の 

厶 △<!△△<:  厶厶厶 AAA 厶厶 ム厶< ：厶厶 厶ん 厶 

宗敎 であって、 第二の 羅馬 天主 敎と稱 して 差 支ない 者で ある。 

救 拯は祌 より 出て 恩惠の 賜物で ある。 故に 唯 感謝 を 以て 受 くべき 者で ある。 心の 此 態度 を稱 して 信 

仰と 云 ふ。 詩人 は此 態度 を 歌 ふて 曰うた。 

見よ 僕 その 主の 手に 目 を 注ぎ 

はし；， 1め 

婢女 その 主婦の 手に 目 を 注ぐ が 如く 

我等 は 我 神 M ホバ に 目 を 注ぎて 
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その 我等 を 憐み給 はんこと を 待つ 

と (詩 百廿三 篇〕。 そして 此の 態度が やがて 著る しき 活動と 成りて 現 はる、 は 言 ふまで もない。 而 かも 

神に 達せん 爲の 活動で ない。 彼に 救 上げられて、 歡 喜の 餘り 自然に 出る 活動で ある。 


聖 潔と 聖別と 聖化 

聖潔は 其の 根本の 意^に 於て 別で ある、 此の世より 刖 たれて 祌の聖 き 御用に 供 せらる &事 である、 

此事を 確然と 心に 留めす して 聖書が 敎 ふる 聖 潔の 意味が 判らない、 「きょめ」 は先づ 潔め られ て、 卽 

ち 諸の 汚 據を洗 はれ、 完全き 者と なりて 神の 有と なる 事で はない、 先 づ祌の 蓦 と 認められて、 其 必然 

の 結果と して 神の 聖 意の 儘に 潔き 者と 成る 事で ある、 此 順序た る 小事た る やうに 見えて 實は 大事で あ 

る、 聖潔を 聖^と 見す して 實 際に 潔 めら る、 事 もない ので ある。 

祌は 先づ第 一 に 我等 を 召し 給 ふ、 而 して 我等 は 大膽に 罪の 身 此ま& にて 彼の 御 許へ と 行く ので ある、 

我等 は 其 時 身の 汚據の 故に 躊路 しないの である、 我等 は 只 言 ふので ある。 「貴 神が 召き 袷 ふが 故に 其 

I  ：  0OOOCC-OOOOO  O00O000O00OO0OOOOO 

御お きに 應 じて 行きます」 と、 是が聖 ^第一歩であって、 信仰的に も道德 的に も 革命的 ー步 である、 

此 決心 を 敢行せ し 時に 我 は旣に 潔め られ たりと 言 ひて 差 支ない ので ある、 勿論 自己に 顧みて 多くの 1^ 

穢を 見ざる に 非す、 然れ ども 此 場合に 神 は 我等に 自己 を顿 みる 事 を 要求し 給 はない ので ある- 神 は 繰 


返し 繰返し 高調して 宜べ給 ふので ある 「我 を 見よ、 我 を a- よ」 と、 而 して 我等 祌を 仰ぎ 瞻る 丈け にて 

卽ち祌 を 見詰める 丈け にて、 彼の 屬 として 受けられ 神の 子と して 取扱 はる、 ので ある、 其 時 我等 は自 

己に 顧みて が 存るゃ 否や を 知る の 必要 は 少しもな いので ある、 神の 奉 什に 人った ので ある (現代人 

の 所 li 社き 奉仕で はない)、 而 して それ 丈け で iA: 训 せられ 卽ち 潔め られ たので ある。 

た 仰瞻る 事に 由て 受けら る」 と 云 ふ- それに は 深き 理由が あるので ある、 神 は 罪 を 見逃し 給ふ祌 

ゆろ 一  ひ か ち 

でない、 彼 は 何物よりも 罪 を 憎み 給 ふ、 故に彼は其獨子を1并の肉の狀となして^^-のために遣はし其肉 

に 於て を 罰し 給 ふたので ある C 羅馬書 八 章 一一 一節〕、 而 して 祌は 我等に 此聖子 を仰瞻 るべ く 命じ 給 ふので 

ある、 祌は已 が 義を彼 (聖 子) に 於て 現 はし 給 ひ、 聖子を 仰ぐ 者 を 子と して 受納れ 給 ふので ある、 故 

に 神の 側に 在りて 扉 人 を 子と して 受納れ 給 ひたれば とて 少しも 不義 はない ので ある、 祌は 世の s§ は旣 

に其聖 子の 肉體に 於て 罰し 給 ふたので ある、 而 して 人 は 何人も 聖子 キリ ストが 其 身に 受け 給 ひし 患 苦 

を 自分が 當然受 くべき 刑罰と 信じ、 其 信仰 を 以て 神に 近づけば、 祌は 喜んで 其！^ 仰ぶ 人け で 罪な き 者と 

して 我等 を 受けて 下さる ので ある。  . 

實 は是れ 丈け にて 聖潔も 救扬も 完成され たので ある、 信者 は 如何 ほど 潔 めら れても キリス ト 以上に 

潔 めら れる事 は 出来ない、 ィ H スは 立てられて 我等の 義 また 聖 また 暖 となり 給へ りで ある (コ リント 前 

書 一章 三十 節」、 我等の 最終の 審判に 於て 神の 前に 立つ 時に ィ H スが 我が 爲に 我に 代りて 成就げ 給 ひし 

さし！；，！ 

以上の 聖潔を 差 出す 事が 出来ない、 ィヱス の 義卽ち 我が 義 である * 今日 さう である、 明日 さう である * 

永遠の 將來に 於て さう である、 其 意味に 於て 信者の 義と聖 とに 上下 優劣の 蒂训 はない、 今日 信^に な 

つた 許りの 人の 聖も， 使徒 ヨハネ ゃパゥ 口の 聚も其 間に 何の盖 刖 はない ので ある、 信者 は總て 盡くィ 

潔と ffi 別と 聖化  E 九 一 11 
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エスの 義と聖 と を 以て 神の 前に 立つ ので ある、 此 意味に 於て 信者 はィ H スを 仰ぎ 瞻し其 瞬間に 完全の 

聖徒と なった ので ある。 

然し 乍ら 聖徒と して 認めら る、 と 聖徒と 成る 事 (聖徒と なして 戴く 事) との 間に 確然た る 差別が あ 

る- 而 して 聖徒と して 神に 認められて、 其 必然的 結果と して 聖徒と 成らざる を 得ない ので ある、 第一 

に 我等 はィ ェ スを 仰ぎ 瞻て 終に 其 同じ 像に 化る ので ある (コ リ ント 後書 三 章 十八 節. )o 第一 一に 我等 ィ H ス 

を 仰ぎ 瞻る 時に 神 は 其 聖靈を 我等に 遣り 給 ふて 直に 聖化を 始め 給 ふので ある (ガラ タヤ 書 三 章 一 一節 參 

考〕、 斯くて 我等の 代人と 成りて 神に 罰せられ 給 ひし ィ H スを 仰ぎ 瞻て 自づ から 彼の 像に 化せら る 、 

ので ある、 卽 ち先づ 聖別 せられて 神の 奉仕に 人って、 然る 後に 聖徒に 相應 はしき 者と 成る ので ある。 

わ？ i 

是 故に 注意すべき は 聖^と 聖 潔との 前後の 差別 を辨 へる 事で ある、 聖^ は 原因であって、 聖潔は 結 

果 である、 先づ 信じて 救 はるので ある、 救 はれて 信す るので はない、 信仰 は 信者の 常時 的 態度で ある I 

彼 は 不信者に 傚って 內 省に 耽って はならない、 我が 聖 潔の 程度 如何と 己に 省みる 其 時に 彼の 聖化は 止 

まるので ある、 仰ぐ ので ある、 上 を 仰ぎ 瞻 るので ある、 潔め られつ & ある 乎 否やに 就て 苦慮す る 事な 

く 唯 ひたすらに 仰ぎ 瞻 るので ある、 さう すれば 自づと 潔 まるので ある。 

ぽ省、 By は 信仰の 禁物で ある、 內を 看る ので はない、 上を瞻 るので ある、 さう すれば 知らす 識らす 

の 間に 潔 まるので ある、 信仰 を 離れて 高き 品性の 人と 成らん と 欲する のが 現代人の 陷 りし 最大の 誤謬 

^-ぁる、 是 太陽に は牽 か^すして 囘轉 せんとす る 地球と 同じで ある、 叉 信仰 を 等閑に して 聖靈の 恩賜 

ゎづか  あや i り  t  ,、  >. 

に與 らんと する のが 多くの バ ィ ブル 信者の 陷ゐる 誤謬で ある、 聖靈は 信仰の 賞 報と して 賜 はる 者で あ 

る、 信仰の 冷えし 時に 聖靈 降臨 は 止まる ので ある、 基督 敎は 信仰 本位の 宗敎 である。 


自力と 他力 

汝等は II 、京  1 により、 信仰に よりて 救 はれたり、 是れ 己れ に 由る に 非す、 神の 賜物な り。 行 爲に由 

るに あらす、 これ 誇る 者の なからん 爲 なり (エペ ソ書ニ 章 八. 九 節 )o 

されば 我が 愛する 者よ、 汝等 常に 服 ひし 如く、 我が 居る 時の みならす、 我が 居らぬ 今 も 益々 服 ひ、 

畏れ 戰 きて 己が 救 を 全うせよ。 神 は 御意 をな さんため に汝 等の 衷に 働き、 汝等 をして 志 を 立て、 

業を爲 さしめ 給へば なり (ピリ ビ書ニ 章 十二- 十三 節〕。 

外に、 ヤコ ブ書ニ 章 十四— 廿六節 を 見よ。 

元始 的 弗敎に 神な く、 靈魂 なく、 隨 つて 己 を 救 ふに 自力の 他に 何もの もな しと は、 モー 一 HI . ウイ 

リャ ムス、 リス 二 アビ ッズ 等の 佛敎學 者が 我々 に 示す 所で ある。 然るに 其 佛敎の 內に淨 土 宗眞宗 の 如 

き 所謂 他力 宗の現 はれた 事 は 犬なる 不思議と 云 はざる を 得ない。 そして 佛敎の 深き 感化 を 受けた 日本 

人 は 宗敎と 聞けば 自力 か 他力 かと 訊いて、 其 宗敎の 如何なる おなる 乎 を 知らん と 欲する。 佛敎內 に 在 

りて 禪宗は 自力で あり、 眞宗は 他力で あるから、 基督 敎は 自力 他力 孰れで ある 乎と 問 ふので ある。 考 

へて 見れば 實に 愚かなる 質問で ある。 基督 敎は 佛敎の 一派で ない、 故に 佛敎 の內に 起った 宗派の 區別 

に 由て、 其の 何れに 屬 する 乎 を 問 はるべき 害 はない。 

自 力 と 他 E 九九 
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故に 此 質問に 對 して 私 は 答へ て 曰 ふ、 基督 敎は 基督 敎 であって、 自力 宗 でもなければ 他力 宗 でもな 

い。 基督 敎は 神の 義を 行ふ爲 の宗敎 である、 故に 祌に賴 る は 勿論、 自分に も賴 る。 「祌は 自己 を 助く 

る 者 を 助く」 であって、 自力 他力 の^を 立て、、 只 一方に 偏 せんと しないと。 

聖書 は 明かに 他力と 思 はる、 が 如き 敎を傳 へ る。 玆に揭 げし H ベ ソ書ー 一章の 言の 如きが それで ある。 

そして パゥロ の 信仰 全部が 他力で ある 乎の やうに 見 ゆる 節がない ではない。 然し 乍ら バウ 口 自身が 決 

して 絕對 他力の 人でなかった。 彼に 明白なる、 而 かも 強烈なる 自力 方面が あった。 「汝等 畏れ 戰 きて 

己が 救 を 全うせよ」 と 云 ふが 如き は 確かに 自力で ある〕 殊に コ リント 前書 九隶ニ  S: 節以 F に 於け る 彼 

の 言 を 見よ、 H く 

汝等 知らす や、 馳 場に 趨る者 は 皆な 趨れ ども 褒美 を 得る 者 は 唯一 人なる を。 汝等も 得ん 爲に趨 る 

べし。 凡て 勝 を 競 ふ 者 は 何事 を も 節へ むな り。 彼等 は 壊れ 易き 冕 を 得ん が 爲に行 ひ、 我等 は壞 

れ ざる 凰 を 得ん が爲 めに 之 を 行 ふなり。 然れば 我が 趨る は定 向な きが 如きに 非す、 我が 戰は空 を 

擊 つが 如きに 非す。 己の 體を擊 ちて 之 を 服せ しむ。 そ は 他の 人を敎 へて 自ら IV 、ら れん 事 を 恐 るれ 

ば 也。 

此 はたし かに 自力で ある。 バウ B は 決して 已が救 を 全部 神に 任せ 奉りて (女 閑と して； た 者で ない。 

如此 くにして 基督 敎は 他力に して 他力に 非す、 自力に して 自力に 非す、 自力 他お の 雨 勢力 を以 つて 

己が 救 を 全うする 道で ある。 其救扬 觀が圓 滿を缺 いて 不徹底で あると 云 はば 其れまで ある。 圓滿な 

る 人生 觀必 しも 3典 理 でない。 矛盾 多き が 人生で ある。 之 を il 滿に 解決した る 學义 は宗敎 ありと 聞い 

て 我等 は 却て 其 眞實を 疑 ふので ある。 佛敎の 缺點は 其處に 在る と 思 ふ。 佛敎は 人生の 萬 事を說 明す る。 


深く 怫敎を 究めて 人生に 不思議 は 無くなる ので ある。 そして 是れ 佛敎の 長所なる が 如くに 見えて 實は 

其 短所で ある。 人生 は 不可思議 である。 そして 其 與味は 不可思議なる 所に 在る。 知らざる を 知らす と 

せよ である。 調和な き 所に 强て 調和 を 求むべき でない。 基督 敎は 佛敎 に比べて 哲學 として 不完全で あ 

らうが、 人生の 事實を 表明す る點に 於て は遙 かに 佛敎 以上で ある。 

人に 意志が ある。 故に 自 から 計って 自 から 爲 さんと 欲する。 彼 は 道義の 念に 驅ら れ、 其 命に 服 ひて 

己が 職責 を完 うせんと する。 人た るの 惯 彼 と 使命と を 知って 人 は 何人も 努力 盡瘁 せざる を S3； ない。 そ 

して 此 努力 は 終生 綾く ので ある。 バウ D の 如き 信仰に 長け たる 人で すら 「我が 戰は空 を ， つが 如くに 

非す。 己が 體を擊 ちて 之 を 服せ しむ。 そ は 他人 を敎 へて 自ら 棄ら れん 事 を 恐る」 と 云 ふて 居る。 信仰 

生活に 努力の 一 面 ある は. i_ む を 得ない。 努力の 止む 時 は 生命の 絶 ゆる 時であって、 信仰 其 物の 4- む 時 

である。 眞侗の 平安 は戰鬪 中の； 个安 であると は 矛盾 多き 人生の 否むべからざる 事實 である。 

_ ，し 乍ら 人 は 人であって 神で ない。 彼 は 努力 だけで 己が 職責 を充 たす 事が 出来ない。 彼 は 已が衷 に 

根絕す！；^-の出來なぃ雜を發見する。 又 己が 外に 打 勝つ 事の 出来ざる 種々 雜 多の 勢力に 逢 著す る。 歩む 

べきの 道 は 知る も 之 を 行 ふの 力が 缺乏 する。 玆に 於て か 彼 は 己れ 以上の 力に 倚らん とする。 然り 倚る 

が當然 である。 己れ の 弱き を 知る 時に 彼は聖 詩人と 共に 云 ふ 

我が 心く づ ほる i 時 地の 極より 爾を呼 奉る、 雨 我 を 導きて 我が 及び難き 程の 高き 磐に 登らせ 給へ 

と (詩 六十 一 篇ニ節 〕。 患難の 洪水 全地 を 覆 ふ 時に、 我 は 神に 祈願 ひて 我が 力 を 以てして は 到底 及び難き 

高き 安全なる 磐へ と携れ 行かれねば ならぬ。 叉 云 ふ 

誠 や^ は离を 得、 燕 子 は その 雛 を容る &巢を 得たり。 萬 軍の M ホバ我 王 我 神よ、 是れ汝 の 祭 堉-: な 
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り 

と 「同 八十 四篇三 節〕 。神の 大に 絞べ て 人 は 後で ある、 燕 子で ある。 神の 祭壇に 隱れ ての み 彼等 は 安全な 

る を 得る ので ある。 玆に 信賴の 必要が ある。 何人も 眞劍に 人生に 面して 此 信頼が 起らざる を 得ない。 

然 らば^ 時 己に 賴り I： 時 神に 頼るべき である 乎。 恆に 祌に賴 るべき である。 然れ ども 神の 佑助 を 仰 

ぐに 方て 我が 外なる 佑助 をのみ 仰いで はならない。 主として 衷 なる 佑助 を 仰ぐべき である。 神が 我が 

衷に 働き 給 ひて 我が 靈魂 を强 くし、 我 をして 我 力 を 以て 人生の 戰に 勝ち得し め 給 ふやう 恆に 祈るべき 

である。 人が 人に 供し 得る 最善の 援助 は 自己 援助で ある。 神が 人 を 援け給 ふ 最善の 途も亦 同じで ある。 

卽ち 彼が 我等 各自に 自己 を援 くるの 力 を 賜 はん 事で ある。 而 して 神 は 我等の 祈 求に 應 じて 斯 かる按 助 

を 下し 給 ふので ある。 此事を 知って 前に 引きた る ピリ ピ 書に 於け る バウ 口 の 言の 意味が 解る ので ある。 

「長れ 戰 きて 己が 救 を 全うせよ」 と は 自力 を勸 むる 言で ある。 之に 次いで 「神 は 御意 を 成さん ために 

汝 等の 衷に 働き、 汝等 をして 志 を 立て、 業を爲 さしめ 給へば 也」 と は 他力 を 示す 言で ある。 然れ ども 

他力と は 云へ、 自己の 外に 傲く 他力で ない。 「汝 等の 衷に 働き」 とい ひて、 衷に 働く 他力で ある。 卽 

ち 自力と 成りて 勸く 他力で ある。 聖書の 言 を 以て 云へば、 聖靈 である。 我等 をして 志 を 立て 業 を爲さ 

しむる 力で ある。 神 は 善き 父母 か 敎師の 如くに 人 を 助く るに 方て 彼 をして 己 を 助けし め 給 ふ。 援 くる 

が 如くに 見えす して 援け給 ふ。 人に 聖き强 き 意志 を與 ふる 事、 是れが 最善の 賜物であって 最大の 援助 

である。 「天に 在す 汝 等の 父 は 求む る 者に 聖靈 を予へ ざらん や」 とィ H ス がー 一一 一口 ひ 給 ひし は此 事で ある 

(路加 博 十一 章 十三 節 )o 神の 最上の 賜物 は g ま である。 そ は 聖靈は 人の 靈を 同化して、 彼の 靈と 成りて 

働く からで ある。 卽ち祌 の 御 助けに 由り、 私自身が より 善き 者と なりて 彼の 御意 を 成す 事が 出來 るか 


ら である。 佛敎の 言葉 を以 つて 云 ふなら ば 他力が 自力と なりて 倒く からで ある。 

以上 は說 明であって 說明 でない、 基督 信者の 實験 である。 一 の靈 は如此 くにして 他の 靈を 助く るの 

である。 其 理由 は 之 を 知る ことが 出來 ない。 「風 は 己が ま、 に 吹く、 汝其聲 を 聞け ども！^ 處 より 来り 

何 處へ往 く を 知らす、 凡て 靈に 由て 生まる、 者 は如此 し」 と ある 通りで ある (ヨハネ 傳三章 八 節 )o 物に 

は 内外の 別が ある が靈 に は 其^が 無い の で ある。 惡魔 の 靈 の 憑く 所と なる 時に 人が 惡 人と 成る が 如く 

に、 神の 聖靈の 宿る 所と なりて 人 は 善人と 成る ので ある。 不思議で ある、 然れ ども 事實 である。 靈の 

交際に 於て 自他 の^は 無い。 

斯くて 基督 敎は 自力 敎に 非す 叉 他力 敎に 非す、 聖靈敎 である。 人に 努力 を 要求す ると M 時に 上より 

の 援助 を 約束す る 者で ある。 ri を 全うせん として 努めよ、 神汝を 助け 給へば 也」 と敎 ゆる 者で ある。 

故に 信者 は 己が 努力に 於て 神の 援助 を認 むる ので ある。 私が 神 を 求め、 私の 罪に 泣き、 神の 前に 聖か 

らんと 欲し、 私の 努力の 足らざる を 歎く は、 是れ 私が 爲す ことであって、 實は 神が 私に 在りて 爲し給 

ふ 事で ある。 「聖靈 自ら 言 ひがたき 慨歎 を 以て 我等の 爲に 祈りぬ」 と あるが 如し (。マ 書 八 章 二 六 節」。 

聖靈の 慨歎が 私の 慨歎と して 神に 達する ので ある。 故に 斯 かる 場合に 於て 私 は 私に 言 ひ 難き の 慨歎 あ 

る を 神に 感謝すべき である。 多くの場合に 於て 私が 私自身に 就て 不滿を 懷く其 事が、 神が 聖露を 以て 

私の 衷に 働き 給 ひつ k ある 證據 である。 

自力で も 可い、 他力で も 可い。 或は 自 から 努め、 或は 神に 助けられて、 鬼に も 角に も 救 はれて 死た 

よみが へり 

る 者の 甦 に與 からん こと を (： ビリビ 書 三 章 十一 節〕。 
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然れば 凡そ 人の 前に 我 を 一一 百ひ顯 はす 者 を 我 も 亦 天に 在ます 我 父の 前にて 言ひ顯 はさん (マ タイ 傳十 

章 三十 二 節〕。 

それ 人 は 心に 信じて 義 とせられ、 口に 言 ひ顯 はして 救 はる & なり (■" マ 書 十 章 十 節 )o 

凡そ ィ H スを祌 の 子な りと 言ひ顯 はす 者 は、 祌、 彼に 居り、 彼れ 神に 居る 也 (ョ ハ ネ第 一書 四 章 十 

五節)。 

「ーーーーロ ひ顯 はす」 は ギリシャ 語の ホモ n ゲォ ー であって 公衆の 前に、 又は 裁判所に 於て、 宣吿 叉は吿 

白す るの 謂で ある。 故に ィ H スを 神の 子な りと 言 ひ顯 はすと は、 イエス に關 はる 我が 信仰 を I に吿白 

又は 發 表する の 意で ある。 卽ち 信仰 を 我が 內 心の 秘事と して 止めす して、 之 を 外に 發 表して- 我が 立 

場 を 世に 明かに する 事で ある。 そして 斯く なして 我 は 救 はれ、 神との 親密の 交際に 入る を 得る との 事 

である。 

然るに 事實 如何と 云 ふに、 多くの 信者 は 信仰の 吿白を 避けて 敢て爲 さない ので ある。 彼等 は 「心に 

信じ」 はする が 「口に 言ひ顯 は」 さない ので ある。 そして 一一 一一 ロひ顯 はさない に 幾多の 理由が ある。 其內 

最も 普通なる は、 一一 コ デモの 如くに 世の 批評 を 恐れて ある。 彼等 は 心密かに ィ H スを慕 ふ も、 世に 


耶蘇 敎の 信者と して 認めら る \ 事 を 恐れる ので ある。 或は 立身の 障害と 成らん 事 を 恐れ、 或は 迫害に 

身 を 爆さん 事 を 恐れて ある。 是は 我國の 如き 非 基督 敎國に 於て 澤 山に 見る 實例 であって、 卑怯 極ま 

る 不徹底なる 振舞と 言 はざる を 得ない。 

尙 更に 理由と する 所 は、 人の躧きとならん^s^fを恐れて 5^ぁる。 ィ H スの名 を 忌 嫌 ふ 社會に 在りて、 

信仰 を振迥 はす は、 人 を イエスに 引附 ける 途に 非す して、 却って 之 を 遠 ざく る途 である。 故に 人の 爲 

を 思 ふて、 我 は 信仰 は 成るべく 之を秘 し、 若し 之 を 外に 顯 はすべく あらば、 行 爲を以 つて 之を顯 はし、 

言葉 を以 つて 言ひ顯 はすべ からすと 云 ふので ある。 誠に 立派なる 理由の 如くに 聞こえて. 何人も 之 を 

非難す る 事が 出来ない やうに 思 はれる。 

然し 乍ら 信仰の 吿 C は爲さ るべ からすと 架 書 は 繰返して 敎 ゆる。 信仰 は祕 して 置くべき 者に 非す、 

之 を發^ して^と 自己との 救 を 計るべし とはィ H ス 並に 使徒達の 熱心に 唱 へた 所で ある。 ィ H ス m ひ 

給 はく、 

ともしび ，..も  *4 す 

汝等は 世の 光な り、 山の 上に 建ら れ たる 町は隱 る、 こと を 得す。 燈火を 燃して 升の 下に 置く 者な 

し、 燭臺の 上に 置き 家に 在る 凡ての 物 を 照らさん。 

と 0 、タイ 傳五章 十四、 十五 節〕。 眞理は 太陽の 光線と 等しく、 照り 輝く のが 其 特性で ある。 光線の 纏 詰 

△  ^△.-1 厶厶 △ 厶厶 

は 不可能の 事で ある。 

そして 單に 理窟と して 不合理で あるに 止まらす、 實 際に 有害 不利益で ある。 信仰 は 之 を 隱し箧 けば 

消 ゆるの 危險が 甚だ 多く、 成長 發 達せざる は 勿論で ある。 信仰 をして 旺盛なら しむる 最も 確度なる 方 

法 は、 之 を 公け に發 表し、 其 爲に鬪 ひ、 其 勝利 を 計る に 在る。 信仰 は 生命で あるが 故に、 生きん が爲 
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に 生^ 競爭を 必要と する。 有る か 無い かの 立場に 自己 を 置いて 信仰 は 衰退し、 終に 消滅せ ざる を 得な 

い。 それ故に 吿. E が 必要で ある。 私 はクリ ス チヤ ン である、 私はィ H スは 神の 子、 私の 救 主で あると 

信す ると、 明 {" に 言 ひ顯 はして、 私 は 私の 信仰が 強められ、 神が 私の 此吿白 を 嘉賞し 給 ひて 私の 靈魂 

に 宿り 給 ふを覺 ゆるので ある。 

信仰告白の 方法 は 一 にして 足りない。 勿論 言葉 を以 つてす る 而已が 唯一 の吿 白で ない。 行 爲を以 つ 

てす る 吿白は 一一 一一 II 葉 以上に 强く ある。 然し 吿 白の 意味 を 明かに 示す 行爲 たる を 要す。 何人が 見ても 「私 

はィ H スの 弟子た る を 恥と しない」 と 云 ふ 意味の 行爲 たる を 要す。 此 意味に 於て パプ テス マ は 最も 善 

き 信仰の 吿白 である。 バプ テス マは單 なる 儀式で ない。 之 を敎會 入會の 式と 見たり、 又は 其 内に 何 か 

神秘的の 功德が 籠る と 思 ふが 故に 其 效用を 否認す る 者が あるので ある。 バプテ ス マ は 不信の 世に 對す 

る 信仰告白の 方法と 見て 甚大の 價 値が ある。 是は 言葉と 行 爲を以 つてす る 信仰の 吿白 である。 之を受 

くるに 確信と 勇氣 とが 要る。 我國の 如き 國 柄に 於て 或 種の 迫害 は 判然たる 信仰告白に 伴 ふが 普通で あ 

る。 そして 此 意味から して パプ テス マ は 多くの 信者の 信仰の 確立 並に 上達 を 助けた ので ある。 私自身 

も 五十 年 前に 之 を 受けて 善き 事を爲 したと 思 ふ。 敎會に 入る 爲の 儀式の パプ テス マ は 斷然之 を 担 否す 

る も、 信者 相互に 由て 授けら る& 信仰告白の 爲 のバプ テス マ は、 之 を 貴き 成規と 認めざる を 得ない。 

信仰 を 隠して、 曖昧に 附 して、 信仰 維持 は 不可能で ある。 十字架 を擔 はすして 福 昔の 利益に のみ 與 

からん とする も 神 は 許し 給 はない。 ィ H スと 苦難 を 共に しての み其榮 光に 與る ことが 出来る。 私の 知 

る 多くの 基督 信者 は 信仰 を暖 昧に附 した 故に 憐れな 生涯 を 終った。 勿論 バブ テス マ を 受けた 丈け では 

足りない、 生涯 其 物 を 信仰の 吿. n とたして 我等 は 信仰の 生涯 を 完成す る。 


教義と 儀式 

敎會 の信ク I としての 敎義は 之 を 受けない、 然し 乍ら 信仰の 實驗の 表明と しての 敎義は 之 を i? へる、 

余輩 は 無敎會 信者で あれば とて 教義 を 無視し ない、 外より 課せら る k 敎義 (信 條) は絕對 的に 之 を 担 

否す る も- 內 なる 實驗 の 表明と しての 敎義は 之 を 唱道 せざるを得ない。 

敎會の 要求す る 儀式 は 之 を 認めたい、 然し 乍ら 罪の， に對 する 信仰 發 表の 機會 としての 儀式 は 進ん 

で 之を實 行す る、 余輩 は 無敎會 信者で あれば とて 絕對 的に 儀式 を 無視し ない、 余輩 は 敎會の 洗 禮晚餐 

式 等に 救靈 の 能力が あると は 信じない、 然し 乍ら 余輩が キリストの 弟子た る こと を I に 向て 發 表せん 

がた めに は 余輩 は 適當の 形式 をぎ 行す る、 儀式と しての 儀式 は 之 を 輕んじ 之 を 拒否す る も、 確信 發表 

の機會 としての 儀式 は 之 を 重んじ 之を勵 行す る。 

多くの場合に 於て 敎義 なき は 信仰な きの 證據 である、 儀式 を 避く る は 勇 氣に缺 くるの 證明 である、 

言卬は 教義 を 以て 現 はる 、丈け の 明確 を 要し、 又 公然と 之を發 表する の 勇氣を 要する ので ある。 


！ S  e と 依 式  五 0 三 
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信仰の 共同 的 維持 

信仰 は 單獨 で 維持す る ことの 出来る 者 で はない、 其 理由 は 信仰 は 自分 一人の 事 で た いから で あ る 、 

信仰 は 神 を 信す る 事で ある、 而 して 祌は萬 人の 父で ある、 故に 彼 を 信じて 彼に 從 ひて 萬 人 を 愛せざる 

4* こ. -」  ひ と り  h- ひ 

を 得ない ので ある、 實に 信仰 を 單獨で 維持す る は 愛 を 單獨で 維持す るが 如くに 困難で ある， 愛する 相 

手が 無くして 愛 は 成立し ない、 其 如く 信仰 を 行 ふ 目的物が 無くして 信仰 は 之 を持續 する ことが 出來な 

いので ある， 實に 信仰 は 愛の 半面で ある、 故に 單獨で 在り る 者で ない、 神 を 信す ると 云 ふ 其 事 其れ 

自身が 旣に 共同 親交 の 意味 を 通す るので ある。 

世 に 勿論 單獨 で 維持す る ことの 出来る 信仰が 無いで はない、 單 純なる 哲學的 叉 は數學 的眞理 に 對す 

る 信仰 は 之 を 單獨で 維持す る ことが 出來 る、 二に 一 一 を 合すれば ra なりとの 眞理は 單獨で 永久に 之 を 信 

する ことが 出来る、 然れ ども 道 德的叉 は宗敎 的眞理 に 對す る 信仰 は 全然 其れ と 質が ♦  違う ので ある、 神 

は 愛な りと 信じて 我れ は. 單獨で 其 信仰 を樂 しむ 事 は 出来ない、 愛 は 己の 利 を 求めざる 也、 人の 益 を si 

る 也で ある、 神の愛なる を 信じて 我 も 亦 彼に 傚 ひて 愛せざる を 得ない、 而 して 愛 は 之 を 施す に 人 を 要 

する ので ある、 愛 は 之 を 物に 施して 足りない、 愛 は 之 を 己の 如き 人に 施して 始めて 滿足 する、 玆に於 

て か 神 を 信す るの 信仰 は 之 を 維持す るに 神の 子供なる 人 を 要する ので ある、 我 は 我が 信仰 維持の 必要 


に 驅られ て 我と 情 性 を 同う する 人を需 むる ので ある。 

斯く曰 ひて 余輩 は 「故に 信者た る 者 は 其 敎籍を 現在の 或る 敎會に 置かざる ベから す」 と は 曰 はたい、 

現在の 敎會の 多數は 愛の 圑體 ではない、 野心の 圑合 である、 彼等 は 政黨が 政權を 己が 手に 握らん と 欲 

する が 如くに、 敎權 を廣く 世に 張らん とする、 敎會は キリス 卜の 聖名 を唱 ふるの 外、 其 精神に 於て 此 

世の 政黨と 何の 異なる 所 はない、 其 事 は 彼等が 俥ら すして 爲す所 を 見て 明かで ある、 彼等 は- i に相屮 

傷す る、 排斥す る、 陷濟 する、 其敎 敵と あれば 之 を 追窮せ ざれば 4^ 二 ぶたい、 多くの：！^ 人と 好物と は 其 

內に跋 息す る、 最も醜惡なる競(„!^は共中に行はれる、 而 して 斯 かる 團 合の 中に 入りて 爲 の 信仰 は破壞 

せられざる を 得ない、 世に 眞 信仰の 稀なる 所と て 現在の 敎會の 如き は 無い ので ある、 故に 基督 敎國到 

る 所に 於て 多くの 信仰に 燃えた る 信者、 愛に 熱した る 基督 者 は 敎會を 去て 他に 愛と 信仰との 活動 を 求 

むる ので ある。 

然し 乍ら ーー目 ふまで もな く 敎會と は 元來斯 かる 者ではなかった、 敎會を Kirche 叉 は church と稱ふ 

は kurialsn 卽ち 「主の 家」 の 意で ある、 卽 ち敎會 は元來 キリストの 家庭で ある、 彼 を 家長と して 戴 

いたる 彼に 贖 はれし 者の 愛の 團欒 である、 世に 樂 しき 者と て實は タリ ヤコ ン卽ち 主の 家の 如き は 無い 

害で ある、 此は盡 に 地上の 天國 である、 眞 信仰の 活動 地で ある、 相互に 愛して 愛せられ、 而 して 义相 

共に 父なる 神に 愛せられて 彼 を 愛し 奉る 所で ある、 聖 詩人の 歌 ひしが 如く 

視ょ 兄弟 相睦 みて 共に 2!g る は 

如何に 善く 如何に 樂し きかな、 

首に 濺 がれた る 貴き 香油 鬚に 流れ、 
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信仰に a- 1 'る おお  五 OH ハ 

ァ 口 ンの 鬚に 流れて 其 衣の 据に 及ぶ が 如く、 

叉 ヘル モンの 露 降り て 

シ オンの 山に 流が る- -が 如し. 

H ホバ は 彼 所に 福祉 をく だし. 

窮 なき 生命 を 與へ給 ふ、 

との 事 を事實 として 實驗 する ことの 出来る 所で ある (詩篇 百 三十 三 篇)、 而 して 斯 かる 所 は 求めて 得られ 

ざるに 非す である、 信仰の 兄弟 姉妹 相 第 まる 所に 斯 かる 聖 所は實 現す るので ある、 其 所に 上下 智 愚の 

差^ は 全然 無い ので ある、 其 中に 唯主ィ H ス キリスト を崇 むる の 信仰が あるの みで ある、 而 して 兄弟 

相愛し 相援け て 我等 は 我等の 信仰 の 著 るし く 昇騰す る を覺 ゆるので ある、 萬卷の 書 を讀破 しても 得ら 

れ ざる 大 光明の 我 胸裡に 臨む を實驗 する ので ある、 聖靈は 特別に 信者が 愛 を 以て 集まる 所に 臨む ので 

ある、 斯る 場合に 於け る 彼等の 祈禱は 特別に 聽 かる X ので ある、 今夏の 家庭 團欒會 の 如き 其 一例で あ 

つたと 思 ふ。 

信 仰 復 興 の 眞 偽 

(スコ 一フィ ー ルド 氏の 論文に 依りて 草す〕 

信仰 復興 は 始まりし と 云 ふ、 誠に 賀 すべき 事で ある、 余輩 も 其 恩 惠に與 らんと 欲する 者の 一人で あ 


る、 余輩 は 其の 益々 盛な らん 事 を 祈る、 其の 我國 のみなら す 全世界 を 風靡す るに 至らん 事 を 祈る。 然 

れ ども 信仰 復興 は眞の 者でなくて はならぬ、 偽の 者であって はならぬ、 而 して 聖書 は 明白に 信仰の 眞 

偽を甄 跳す るの 途を傳 へる。 約 翰 第一 書、 之を稱 して 信仰 眞偽^ 刖の 書と いふ、 余輩 は此 書に 依て 信 

仰復 輿の 眞偽 を甄 別す る 事が 出來 る。 

其 第 一 章 六 節に 曰く 「若し 我等 神と 同心な りと 言 ひて 暗き に 行かば 我等が 言 ふ 所 は 誠にして 眞 g 一 を 

行 ふに 非す」 と、 言と 行と である、 偽の 信仰 は 言で ある、 眞の 信仰 は 行で ある、 幾ら 祌と 同心な りと 

言 ひたれば とて 暗き を 行かば 其 人の 信仰 復興 は 偽で あると 云 ふので ある、 神と 同體に 成りたり と 一一 目 ふ、 

神の 靈を 宿したり と 言 ふ， 實に 可し、 然 らば 其 必然の 結果と して 汝は 光明に 行くべし と 云 ふ、 汝の日 

常の 生涯が 其のす ベての 關 係に 於て 公明正大なら ざるべ からす、 然ら ざれば 汝が實 験せ しと 言 ふ 信仰 

復興 ±i 謊 たりと 聖 ヨハネ は敎 へたので ある。 

同 第 八 節に 曰く 「若し 抓な しと 言 は^ 是れ自 から 欺け るに て眞理 彼等に 在るな し」 と、 我 は 罪より 

潔め られ、 罪なる 者 今や 我に 在るな しと 言 ふ 者 あらん 乎、 斯る者 は 自ら 欺け るに て眞理 其の 衷に 在る 

たしと 聖 ヨハネ は敎 へた、 人が 其 肉體に 宿る 間 は 何人たり とも 全然 罪 を 離れる こと は 55 來 ない、 其 信 

仰 如何に 熱烈なる とも 之に 由て 全然 罪 を 取 去る こと は 3,1 來 ない、 人の 爲し 得る 事 は s;^^ 認 はして 神に 

之を赦 して 頂く 事で ある、 然 らば 彼 は 諸の 不義より 潔 めら る、 ので ある、 不義より である、 靠 よりで 

はない、 今日までに 犯せし 惡 しき 行 爲 より 潔め られて 罪な き 者と して 取扱 はる、 ので ある、 論より 證 

據 である， 今や 罪な しと 言 ふ 者 も 依然として 罪 を 犯す ので ある、 眞の 信仰 は 今日 直に 全然 罪な きに 至 

る 事で はない、 罪 を 自覺し 之 を 神の 前に 認 はし、 衷心より 謙遞 なる 人となりて 最終の 救 扬を待 は If む 事 
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である、 聖ョ ハネの 言 は簡單 にして 峻厳で ある 「若し 我れ 今や 旣に 罪な しと 言 ふ 者 あらば 是れ 自ら 欺 

ける にて 眞理 彼等の 衷に 在るな し」 と。 

其 第二 章 四 節に 曰く 「我れ 彼 を識れ りと 言 ひて 其 誡 を 守らざる 者は謊 人な り、 眞理 其衷に 在るな 

し」 と、 此 場合に 於ても 言と 行との 對照 である、 祌 を識れ りと 言 ひ、 聖靈の 宿る 所と なれり と 一一 一一 II ひて 

明白なる 聖書の 敎 訓を實 行せ ざる 者 は 誠 人で ある、 故に 其 人の 信仰 は 偽で あると 云 ふ、 讀んで 字の 通 

りで ある、 何の 暖昧 たる 所 あるな し、 神 を識れ りと 言 ふか、 其 知識 を實 行に 現 はせ よ、 然り、 其 知識 

は 實行 に 現 はるべき であると 云 ふので ある。 

同 二 章 六 節に 曰く 「彼 (神) に 居れり と 言 ふ 者 は 彼 (キリスト) の 歩みし 如く 行むべき 也」 と、 同 

じく 言と 行との 對 ii である、 祌 我に 在り 我れ 神に 在る と 言 ふ 者 ある 乎、 其 人 は キリストの 聖 足の 跡に 

從 ふて 行むべき であると 云 ふ、 キリストの 如く 愛し、 キリストの 如く 謙遞 に、 キリス 卜の 如く 勤勉に、 

而 して 後に 始めて 祌に 居る と 云 ふ 其 靈的實 験 を 確認す る 事が 出来る。 

ひ 力， り  • 、ら/ TJ 

同 第二 章 九 節に 曰く 「光に 居る と 言 ひて 其 兄弟 を 憎む 者 はん/摘 ほ 暗に 居る 也」 と、 福音の 眞髓を 握 

れ りと 言 ひ、 聖書 の 中心に 達 せりと 言 ふ 者 も 其 兄弟 を 愛 せ ざれば 今猶ほ 不信者 時代 の 暗黑 に 居る ので 

あると 云 ふ、 愛是れ 光で ある、 憎是れ 暗で ある、 一幅 音の 眞理 は哲學 でな いのは 勿論、 祌學 でもない、 

亦 信仰告白で もない、 愛で ある、 兄弟 を 愛する 事で ある、 兄弟 を 愛し 得る 者が 聖靈を 受けた ので ある、 

聖書が 解った ので ある、 眞の 信仰 復興 を經 過した ので ある、 愛！ 愛が 信仰の 虞僞を 試す 最も 明確な 

る試驗 石で ある。 

けん  ぎ や 5 

要するに 信仰 は 言で はない 行で ある、 泣き、 叫び、 勸 めたり とて 未だ 信仰に 入った ので はない、 信 


仰が 行に 現 はれて 始めて 眞の 信仰に 成った ので ある、 聞く 先年 英國 威斯に 於て 大 信ぎ 復興の 起り し 時、 

國 内の 僙權者 は 債務者より 返金 を受 くる 事 多く、 民 は 勤勉に なり、 商業 道德 は！： く 守られ、 國內の 牛 

馬まで が 優遇 せらる.^ に 至りし と 云 ふ、 是れ が眞の 信仰 復興で ある、 雷 ふで はない、 行 ふで ある、 我 

とも  0  0  ひ.？ 5.=- あゆ  0  0  いひ あら 

は 神と 同心な りと 言 ふので はない、 光に 行む ので ある、 我 は 罪た しと 言 ふので はない、 罪を認 はして 

くいあら み  0  0  い ** しめ 

神と 人との 前に 謙遜の 人となりて 悔改 の果を 結ぶ ので ある、 神 を識れ りと 言 ふので はない、 其 誡 を 

守る ので ある、 祌に 居れり と 言 ふので はない、 其聖 子の 行み 給 ひしが 如くに 行む ので ある、 光に 居る 

と 言 ふので はない、 其 兄弟 を 愛する ので ある、 信仰 は斯の 如くに して 試さるべき である、 信仰の 試驗 

に關 する 聖ョ ハネの 敎訓は  一 s 瞭然、 小 子と 雖も之 を 見誤る 事 は 33 来ない、 願ふ此 たび 我 W に 起り し 

と傳 へらる、 信仰 復興 も 亦 聖書の 此 明示に 適 ふ 者た らんこと を、 然 らば 其 結 某 は 永久に 亙りて 盡 きな 

いで あらう、 然ら ざれば 今日までに 幾囘 となく 繰 返されし 信仰 復興と 同じく、 暫時に して 其跡絕 へ、 

其 反動た る 信仰 衰退 を窗 すで あらう。 

更に 一 つ 注意すべき 事が ある、 夫れ は 信仰の 眞僞を 試す に 明白なる 聖書の 言 を 以てして、 自己の 感 

みづか 

情 を 以てせざる 事で ある、 「若し 我等 si- なしと 言 は 2^ 是れ 自ら 欺け るに て眞理 我等に あるな し」 と あ 

るは此 事を敎 へる ので ある、 「罪な し」 と 感じ、 叉 は 「雜 なし」 と r 實驗」 する も 其 感情と 「實 驗」 

あて  によ  みこと i$ 

とは當 にならない ので ある、 頼るべき 者 は 感情に 非す して 眞理 である、 聖書の 眞理 である、 明白に 聖 

書 の 言 を 以て 裏書 せられて 我等の 實驗は 信頼すべき 者と なる ので ある、 我等 は 實驗を 以て 聖書 を 解し 

て はならない、 聖書 を 以て 實驗を 解すべき である、 聖書 は實驗 以上で ある、 玆に 於て か 信仰 復興に 與 

る 前に 聖書 の 廣き 深き 研究 を爲し て 置く の 必要が ある、 聖書 の 言 を以 て 養 はれし 靈 魂に 聖靈の 火が 降 
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る 時に 眞の 信仰 復興が 起る ので ある、 斯 かる 信 怀復與 は 狂 熱 的で ない、 ゥ H スレ ー を 以て 起り しゃう 

なる 冷靜 にして 永績 的の 信仰 復興で ある。 


信仰の 確證 

私が 確に 基督 者で ある 證據は 何で ありませ う 乎。 二つ あると 思 ひます。 其 第一 は 私が キリスト を 仰 

瞻る 事であります。 私の 義 また 聖 また 贖 を 彼に 於て 持つ 事であります。 自分の 義に 倚らす 彼の 義 を！^ 

む 事であります。 キリストの 十字架 は 私の 救の 磐であります。 之に 依賴 みて 私 は 安全であります。 私 

たしか クリスチャン 

が 己 を 顧す して キリス トを 仰ぐ 時に 私 は 確に 基督 者であります。 

然し， ら此 信仰 また 信頼た る、 時には 私 を 欺く の 虞が あります。 此 信仰が 私の 靈 魂の 狀 態で ある 間 

は 私 は 大丈夫であります が、 一朝 是が 私の 信仰 箇條 と變 り、 心の 狀 態が 頭の 認識と 成ります る 時に、 

私 は 名のみ の 信者と なりて、 實は 信者でなくなる のであります。 そして 心の 狀 態と 頭腦の 認識と は區 

別す るに 甚だ 難いので あります。 私共 は 度々 頭腦で 認めた 丈け で、 それで 信者と なった と 思 ふので あ 

ります。 所謂 「信仰の 言明」 と稱 へ、 哲學の 眞理を 言明す る やうに、 信仰の 茵條を 秩序 正しく 述 ぶる 

を 得て、 自分 も 他人 も 信仰の 確實を 認める のであります。 然し 乍ら 是れは 多くの場合に 於て 間違 ひた 

る判斷 であります。 多くの 信仰の 無い 人が 信仰の ある やうに 言明す る 事が 出來 るので あります。 若し 


信仰の 言明 又は 表白 丈け が 其の 證 明であります るなら ば， 私供 は 多くの場合に 於て 他 を 誤り、 已を欺 

くので あります。 

玆に 於て か 信仰の 確 實を證 明す るに 第二の 證據が 必要になる ので あ ります。 そ れ は 卽ち愛 であり ま 

す。 信仰が 愛 を 以て 働く 時に 信仰 其 物の 確 實が證 明 せらる & のであります。 主 は 曰 ひ 給 ひました、 

汝等 もし 互に 相愛せば 之に 由り て 人々 汝 等の 我が 弟子なる こと を 如るべし 

と (ョ ハ ネ傳 十三 章 三 五節〕。 そして キリ ストの 御 心 を克く 解せ し 使徒 ョ ハ ネは 之に 加 へ て 言 ひました、 

我等 兄弟 を 愛する に 由り て 旣に死 を 出で k 生に 入りし こと を自 から 識る。 

と (ヨハネ 第一 書 三 章 十四 節〕。 卽ち 人が 私の の 基督 者で ある こと を 知る の も 私の 愛に 由り、 私自身が 

私の 眞の 信者で ある こと を 知る の も 私の 愛に 由る とのこと であります。 

そして 事實此 通りであります。 惡魔は 何 を爲し 得ても 愛する 事 は爲し 得ない のであります。 r 汝、 

V,  <  .* のゝけ 

神 は 唯一 なりと 信す、 如此 信す る は 善し、 惡魔も 亦 信じて 戰慄 り」 と 使徒 ャ コブは 曰 ひました (ャ コ 

ブ書ニ 章 十九 節)、 ュ 一一 テリ ヤン 敎 信者 は 祌は 三位に 非す 唯 一 なりと 1^ じて 誇ります が、 是れ亦 惡魔も 

信す る 事の 出来る 事であります。 人 は眞の 信者たら すと も、 敎會 信者、 叉 は神學 者、 叉 は 聖書 學 者た 

る 事が 出来ます。 然し 乍ら 眞の 信者たら すして 人 を 愛する 事は屮 I 來 ません。 殊に 已を I？ む 者 を 愛する 

事 は 出来ません。 神と 惡 魔との 根本的 相違 は兹に 在ります。 神 は 愛する 者、 惡 魔は惡 み、 嫉み、 殺し 

叉 殺さん と 欲する^ であります。 人が 神の 子で ある 乎、 惡 魔の 奴隸 である 乎は此 一 事に 由て 判明す る 

のであります。 

人が 私 を 誹り、 私の 名譽を 傷け、 私の 成功 を 妨げ、 私 をして 此 世に立つ を 得 ざら しめんと 計る 時に、 
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其 時に 私の 信仰の 眞 偽が 試め さる & のであります。 私が 其 時に 怨恨 を 以て 怨恨に 報 ひんと 欲し、 詬誶 

を 以て 詬誶 に應 ぜんとし まする 時に、 私の 信仰の 言明 は 如何に 立派で ありませ うと も、 叉 敎會に 於け 

る 私の 位置 は 如何に 高く ありませ うと も、 私 は 心からの 不信者であります。 其 時に キリスト 再臨の 唱 

道 も、 聖書 神 言論の 辯證 も、 私が 神の 子た るの 證據に は 何にもなら ない のであります。 キリストの 心 

を 以て 私の 敵に 對 します る 時に、 私 は 第一 に 彼の 罪 を赦す 事が 屮 Z 来ます、 第二に 彼の 善 を 念 ふ 事が 出 

来ます、 第三に 彼の 爲に 祈る 事が 出来ます。 そして 其 時聖靈 が强く 私の 心に 降り、 私が 確. "に 神の 子で 

ある 事を證 します。 此時私 は 「聖 靈自 から 我等の 靈と 偕に 我等が 神の 子た るを證 す」 との パゥ 口の 言 

を 文字通りに 實驗 します (" マ 書 八 章 十六 節)。 是は 生れな がらの 私の 到底 爲すを 得 ざり し 所、 然るに キ 

リスト を 以て 現 はれた る 神の 恩惠に 由り て、 私 如き 者に も爲す ことが 出来る やうに 成りて、 感謝 此上 

なしであります。 

「我等 兄弟 を 愛する に 由り て 旣に死 を 出で、 生に 入りし こと を自 から 知る」 と。 永生 獲得の 證據は 

玆に 在ります。 私の 唱 ふる 信仰 は 間違って 居る 乎 も 知れません。 私の 爲す 事に 多くの 缺點の ある こと 

を 私 は 充分に 認めます。 然し 乍ら 私が 人 を 愛し 得る 時、 其惡 しき を 念 はすして 善 を 計る 時、 私の 全 生 

涯を悔 める 人類の 爲に 消費 せんと 願 ふ 時、 そして 其 愛の 行爲に 私の 最上 最大の 幸福 を 看 出す 時に、 私 

は祌の 子た るの 特權を 授けられて、 死 を 出で、 生に 入りし こと を 知る のであります。 そして 断 かる 愛 

は神祕 的に 私の 心に 湧いた 者ではありません。 私が 私の 爲に 生命 を捐 たま ひし キリス トを 仰瞻る 時に、 

^靈の 賜物と して 私の 靈 に 降る 者であります。 


基督 敎道德 


基督 敎は 道德 ではない、 福 昔 である， 道德 ではない が 然し 其 中に 單純 にして 確乎た る 道 德がぁ る 、 

其れ は是れ である、 卽ち 

こゝろ はせ 

汝 心を盡 し、 精神 を盡 し、 意 を盡 し、 主なる 汝の祌 を 愛すべし、 叉 己の 如く 汝の隣 を 愛すべ 

し- 

基督 敎道 德は是 れで盡 きて 居る ので ある、 故に イエス は 曰 ひ 給 ふた、 

凡ての 律法と 預言者と は此ー 一つの 誡に ra れり 

と (馬 太サ 二の 三十 七— 四十〕、 卽ち舊 約の 總體、 新約の 總體 は是れ にて 盡 きて 居る とのこと である。 

「神 を 愛すべし、 人 を 愛すべし」、 基督 敎道德 を 約め て 言へば 是れ 丈け である、 簡單是 れに勝 さる 

はない、 然し 同時に 义 高遠 是れに 勝 さる はない、 深淵 是れに 勝 さる はない、 是れは 迸 德の兩 極で ある、 

凡の 道 德は此 問 に 介在す るので ある。 

基督 敎は此 世の 道德の 如くに 單に人 を 愛すべし と 云 はない、 謂 ゆる 人道と 基督 敎と 異なる 點は玆 に 

ある、 人 は 人と して 愛する ことの 33 來る 者で はない、 人に は 多くの 愛し 難き 點が ある、 人 は 神に 叛き 

たる 罪人で ある、 故に 人 を 人と して 愛せん と 欲して 我等 は 失望 せざるを得ない、 人道 敎の弱 點は兹 に 
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在る， 人 を 愛すべし と唱 へて、 實際人 を 愛し 得ざる にある、 乍然、 神 を 愛して 人 を 愛する ことが 出來 

る、 然り祌 を 愛して 敵なる 人 を さへ 愛する ことが 出來 る、 神 は 永久に 愛すべき 者で ある、 彼の 愛に 勵 

まされて 愛する に 最も 難き 人 を も 愛する ことが 出来る、 故に 基督 敎は祌 を 愛すべし、 叉 人 を 愛すべし 

と敎 へて 人 を 愛する 眞の道 を 傅へ るので ある、 人 は 神 を 離れて 克く 愛する ことの 出来る 者で ない、 愛 

祌は 愛人の 基礎で ある、 基督 敎 のみ 眞 正しき 人道、 卽ち 愛人の 道で ある。 

基督 敎は又 他の 宗敎の 如くに 單に祌 を 愛すべし と敎 へない、 祌は靈 である、 眼に 見えざる 者で ある、 

故に 彼 を 愛せん と 欲して 愛する に途が 無い ので ある、 彼 を默想 すれば とて 彼 は 喜び 給 はない、 彼 を 祭 

りたれば とて 彼 は 慕し 給 はない、 全 宇宙に 神の 本尊なる 者 はない、 神 は 愛すべき であるが、 人 は 神 御 

自身 を 愛せん と 欲して 其の 途を 知らない。 

乍然、 祌を 愛すべし 又 人 を 愛すべし と敎 へられて、 玆に神 を 愛する の眞の 道が 示された ので ある、 

卽ち 人を以 て 神 を 愛すべ しとの 意で ある、 キリストの 言 ひ 給 ひしが 如く、 

いましめ 

汝等 もし 我 を 愛するならば 我が 誡を 守る ベ し 

と (約 翰 十四 の 十五)、 而 して キリストの 誡とは 人 を 愛する ことで ある、 見え ざる キリスト を 愛するなら 

ば 見 ゆる 兄弟 を 愛すべし との 意で ある、 祌を 愛すべし、 人 を 愛して 祌を 愛すべし との 意で ある、 玆に 

於て 神 を 愛する の途が 判然と 示された ので ある、 キリスト は 神 を 愛する の途 として^に 祭事 を 敎へ給 

たづう  しる 

はたかった、 彼の 在世 屮 彼が 宗敎の 儀式に 携 はり 給 ひし こと は 一同 も 記されて た A い、 彼 は 儀式に 甚だ 

冷淡なる 人であった、 彼は預 言 者 ホゼャ .0 一一 一一 c を 引いて 言 ひた まふた 

我れ 矜恤を 欲み て 祭祀 を 欲ます 


と (馬 太 九の 十三〕、 矜恤と は 人 を 愛する ことで ある、 祭祀と は禮拜 儀式の 類で ある、 而 して； & の 欲み 

給 ふこと は 人 を 愛する ことであって、 禮 拜ゃ满 式で ない との ことで ある。 

玆 に 於 て か宗敎 が 人道 化された ので ある、 祌を 祭る の 途は人 を 愛する にあり との 贵き敎 訓が俾 へら 

れ たので ある、 條式 は玆に 無用 視 せられ、 愛の 行爲が 宗敎的 義務と して 認められ たので ある、 我等 は 

兹に神 を 喜ばし 奉る ぼ 〈の 途を 示された の で あ る 、 r 汝等若 し 我 を # 、す るなら ば汝 等の 同胞 を 愛すべし」 

との 事で ある、 玆 に 於て 宗敎 は 實際的 の 者と なった ので ある、 此 大敎訓 の 出て より 宗敎 家た る 者 は $1 

を 離れ 人 を 去り、 神と 交 はると 稱 して、 沈 E 心 默考の 中に 一 生 を 終るべき 者で なくなつ たので ある、 人 

を 助く る こと、 それが 宗敎 である、 人 を 愛する こと、 共れ が 基督 敎 である、 キリストの 御 父なる 眞の 

祌を 愛せん と 欲して れ より 外に 途 はない、 余 は 前に 全 宇宙に 神の 本尊 は 無い と 言 ふたが、 事實は 

決して さう でない、 ，界む 二 億の 同胞、 是れ呰 な 悉く 神の 本尊で ある、 我等 是れに 事へ て 神に 事 ふる 

ことが 出來 る、 祌の聖 殿 は何處 にも 在る、 必 しも 口. I マ 又は ヱルサ レムに ft くに 及ばない、 神に 像ら 

れて 造られし 人の 居る 所に 其處に 神の 聖殿は 在る、 我等 は 其の 人に 冷水 一 杯を與 へて 祌を 喜ばし 奉る 

ことが 出来る。 

神 を 愛すべし 叉 人 を 愛すべし、 神の ために 人 を 愛すべし、 人 を 以て 祌を 愛すべし と、 是れ 基督 敎道 

じゅん 

德 であって 完全の 道德 である、 宗敎 の粹、 道德の 醇は兹 に 在る、 宗敎 も道德 も是れ より 以上に 達する 

こと は出來 ない。 


X  a  &  m  ^  五 IK 
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イエスと 善行 

約翰傳 十五 章 五節 . 

イエ ス、 其 弟子 等に 言 ひ 給 はく 汝等我 を 離れて 何事 を も 爲す能 はずと、 是れ 果して 事實 である 乎、 

我等 は 彼 を 離れて rai^ して 何事 を も 爲す能 はざる 乎、 是れ キリストの 言で あると する も、 少しく 誇大に 

過ぐ るの 言で あるまい 乎。 

實に 我等 は キリ スト を 離れて すべ ての 惡事 を爲す ことが 出来る、 我等 は 惡を爲 さんと 欲して キリ ス 

トと 偕に 在る の 必要 はない、 此 事に 就て は キリ ストの 此 言葉 は 確かに 不當 である。 

然 らば 我等 は キリスト を 離れて は 如何なる 善 を も 爲す能 はざる 乎、 是れが 問題で ある、 世に は キリ 

スト を 知らざる^ にして 善人が あるで はない 乎、 叉我银 彼 を識り 得し 者と 雖も ffi 々本能 的に 知らす 識 

ず の 問に 善 を爲す ではない 乎、 キリスト を 離れて は 何事 を も 爲す能 はすと は 少しく 過ぎた る  一一 =11 で は 

ない 乎。 

然 かし是 れは 聖 ョ ハネの 一 百で ある、 彼の 言 は 常に 簡潔で ある、 彼 は 無用の 言 を 弄する こと を 甚だ 嫌 

ひし 人で ある、 凡そ 兄弟 を 愴む者 は 卽ち人 を 殺す 者な り (約 翰笫 一書 三 章 十五 節) と 言 切りし 彼 は 確信の 

外 は 何事 を も 一一： 一 〔は ざり し^の やうに 見える、 是を 誇大 の 言 と 稱す るの は 容易く ある、 然しながら 是れ 


して 誇大の 言 である 乎、 我等 は 深く 攻究す ベ きで ある。 

イエ スの此 首 は 普通 一般の 人に 向って 發 せられた 一一 目で はない、 是れは 其 弟子 等に、 殊に 晩餐の 席に 

列な りし 彼に 密接せ る 十二 弟子 等に 向って 述べられし 一一 一一 口で ある、 故に 是れは 何人に も 適用すべき 一般 

の眞理 ではない、 是れは 基督 者に のみ 適用すべき 眞理 である、 所謂 基督 的眞— 理 である、 我等 は 先づ此 

事 を 心に 留めて 置かなければ ならない。 

去らば 基督 者 は si- して キリスト を 離れて 如何なる 善 を も 爲す能 はざる 乎、 彼等 は キリストの 靈を以 

て 充ち滿 つるに あら ざれば 父母に も 孝なる 能 はす、 朋友に も 信なる 能 はす、 國 にも 忠なる 能 はす、 隣 

人 に も 愛なる 能 は ざ る 乎、 是れ 我等の 知ら んと 欲す る 所で ある。 

否な、 然り、 我等 は キリスト を 離れても 世の 人の やうに 普通の 善 を爲す ことが 出来る、 卽ち或 ひ は 

義理に 縛られて、 或 ひ は 社會の 制裁に 驅られ て、 或 ひ は 良心に 責められて、 或 ひ は 天然 性に 從 ひて 多 

く の 善 を 爲す ことが 出来る、 此 意味に 於ての 善を爲 すに 我等 は 決して 全く 無能で はない、 此 意味に 於 

ての 善 を 我等 は キリス トを 離れても 多く 爲す ことが 出来る。 

然しながら 是れ 果して キリ ストが 欲し 給 ふ 善で ある 乎、 言葉 を 代 へ て 言へば 是れ 菜して 基督 敎的善 

である 乎、 我等 は爾 うは 思 はない、 キリス 卜が 見て 以て 善と 做し 給 ふ 善 は 人が いふ 善と は 全く 其 性質 

を 異にする、 ：：だ れは 聖書に 所謂る 神の 義で あって、 人の 翁と は 其 根本 を 異にする 者で ある、 若し 3- に 

善に 就て 謂 ふなら ば、 善 は 犬に も ある、 猫に も ある、 鷲に も ある、 獅子に も ある、 然し 人の 善 は禽獸 

の 善と 全く 其 性質 を 異にする やうに、 基督 者の 善 は 世の 人の 善と 全く 其 根本 を 異にする、 兩^ の 問に 

外形 上の 類似 は あるが、 それと 同時に 素質 上の 相違が ある、 爾 うして 人に あら ざれば 人の 善 を 爲すこ 
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と が 出来な いやう に、 基督 者に あ ら ざ れば 基督 者 の 善 を爲す こと は出來 ない、 是れ 最も 解し 易き 理で 

ある。 

去らば 基督 者の 善と は 何ん な 者で ある 乎と 云 ふに、 それ は 聖靈に 由て- 冉び 生れた る 者の み 行し 得る 

善で ある、 卽ち 性來の 善で はなく して、 キリスト を 通う して 聖靈に 由り て 行 さる、 善で ある、 是れは 

社會の 制裁に 餘 儀な くせられ て爲す 善で はない、 又は 良心に 責められて 止む を 得す 爲す 善で もない、 

去りと て 又 生れつき 性質の 善なる に 由り 自動的に 行 さる、 善で もない、 是れは 自己の 靈 より 出る 善で 

は あるが、 然し 自己 以上の 實在 者に 由り て 注入 せらる、 善で ある、 卽ち之 を爲す 者が 我が 善な りと 言 

ひて 誇る ことの 出来ない 善で ある、 卽ち 自己 は 生れながら にして 惡 しき 性質の 者で あるに 關 はらす 行 

し 得る 善で ある、 又^に 制裁 を 加 へられす とも、 良心に 責められす とも、 衷 なる キリストの 愛に 勵ま 

されて 爲し能 ふ 善で ある、 是れ赏 に 一種 特別の 善で ある、 己れ キリスト を識ら すして は識る ことの 出 

來 ない 善で ある * 善 は 善で ある けれども， 人の 善が 犬 や 猫の 善と 全く 性質 を 異にする やうに、 人の 善 

と は 全く 性質 を異 にす る 善 で ある。 

雨う して 此 意味に 於て は 基督 者 は キリ ス トを 離れて は 如何なる 善 を も 爲す能 はすとの 事で ある、 爾 

うして 事 實は實 に 其 通りで あるので ある、 キリスト は 基督 者の 生命で あるから、 彼 は キリスト を 離れ 

て は實に 何事 を も爲す ことが 出來 ない、 彼 は キリ スト を 離れて は 基督 的に 最小の 善 を も爲す ことが 出 

來 ない、 彼 は キリスト を 離れて 彼の 有て る 金錢を 貧者に 施す ことが 出 米る、 然しながら キリストが 耍 

め 給 ふやうな 動機 を 以て は 彼 は 彼 を 離れて は 一 錢の金 を も 施す こと は 出来ない、 キリストの 眼より 見 

て- 彼が 其お 子等に 向って 汝等我 を 離れて 何事 を も 爲す能 はすと 言 はれた の は 決して 不當の 言で はな 


基督 者と は キリスト と共に 死した る 者で ある、 我れキリストと偕に十^：+架に釘けられたりとパゥ F 

は 曰 ふた、 爾 うして 基督 者の 信仰の 程度 は 彼が 彼の 肉 性に 於て 死にし 程度に 由て お まる ものである、 

多く 死にた る 者 は 多く 彼 を 信じ、 少く 死にた る 者 は 少く彼 を 信す る、 雨う して 彼 は齡が 進む に循て そ 

の 死の 程度 を增 すべき 者で ある、 斯くて 彼が 自己に 死 ゆきつ k ある 問に、 彼が 獨り爲 し 能 ふ 事柄が 段 

段と 減じ 行く ので ある、 雨-つして 彼が 完全の 信仰に 達する 時 は 彼が 全く 自己に 死た る 時であって、 彼 

が 誠に 實に キリス トを 離れて は 獨り自 から 何事 を も …… 文字 其 俊に 何事 を も …… 爲す能 はざる に 至つ 

た 時で ある、 此邊 の 消息 を；^ した ものが 復活 後 の キリストが ぺテ& に陳べ られし ー百 である。 

誠に 實に 我、 汝に吿 げん、 汝、， - 幼き 時 は自 から 帶し、 - 意に 任せて 遊行き ぬ、 然れ ども 老ては 手 を. 

仲て 人、 汝を 束り、 意に 欲ざる 所に 汝を曳 至らん (約 翰傳廿 一章 十八 節 )o 

我 は 何事 を も 爲し能 ふべ しと 云 ふ 者 は 信仰の 尙ほ 幼き 者で ある、 然れ ども 信仰の 老練 者 は聖ョ ハネの 

言 其 儘を藉 りて 口 ふ- 我 は 誠に 實に キリ スト を 離れて は 何事 を も 爲す能 はすと。 

余 は 前に 人 は キリスト を 離れても 惡事は 之 を爲す ことが 出來 ると 云 ふた、 然しながら 余 は 人の 言 を 

藉 りて 爾ぅ云 ふたので ある、 然しながら 基督 者の 眼から 見て 惡事 を爲 すの は 事を爲 すので はない、 uli- 

れは事 を 壌つ ので ある、 人が 惡 をな したれば とて 彼が 事を爲 したと は 言へ ない、 事を爲 すと は 勿論 善 

を爲 すの 意で ある、 爾 うして、 事 は  水 久に涉 る 事 は、 人の 靈魂を 救 ふこと は、 祌の國 を 建設す る 

こと は、 火 を 以てしても 水 を 以てしても、 此 I の大 革命 を 以てしても 壞っ ことの 出来ない 事 は …… 是 

れは キリス トを 離れて は 何人に も爲す ことの 出来ない 事で ある、 事と 云 ふこと を輕く 取れば 何人も 獨. 

イエスと 善 行  E 1 九 
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りで 之 を爲す ことが 屮 Z 來る、 然れ ども 之 を 重く 取て 果して 神なる キリ ストに 由ら ざれば 全然 爲す能 は 

ざる ことが 解かる、 聖ョ ハネの 言 は簡單 である、 簡單 であるから 一 字 一 字に 重み を附 けて 讀 まなけ 乜 

ばなら ない。 

汝等 (*: の 人に あらざる 我が 弟子 等) は 我 (神の 義 として 世に 遣され し 我) を 離れて は (葡萄 樹 

の 枝が 其 斡に 連なる が 如く 汝等 我に 連なる にあら ざれば) 何事 を も (事と 稱 すべき 何事 をもン 爲 

す 能 はす (絡對 的に 爲す能 はす)。 

驚く ベ きかな 此聖 語！ 余輩 は 基督 敎 の す ベ て が 其 中に 含ま れて 在る かの やうに 感す る。 


近 來 の II 一 曰 卬 に」.^ て 


キリストの 尊き は 彼の 俾 へし 道義に 因る ので ある、 神 は 父であって 愛で ある、 而 して 人類 は 兄弟で 

あって 互に 相愛すべき 者で ある、 是れが 某 督敎の 根本であって、 是れ さへ あれば 他の 事 は 無くと も ザ 

いので ある、 キリストの 奇跡的 出生の 如き、 彼が 爲せ しと 云 ふ 多くの 奇跡の 如き、 (议活 の 如き、 昇天 

つ J 

の 如き、 又 末の 日に 於て 彼が 天使と 共に 再臨す ると 云 ふが 如き、 是れ 基督 敎の附 たりであって、 斯か 

る 事 は 無しと する も 基督 敎は 仆れ ない、 然り、 斯 かる 事 は 之 を 無しと 視る 方が 學術 進歩の 今の^に 在 

て斯 敎を說 明し、 又 之 を 人に 勸む るに 方て 便利が 多い、 然 り、 更らに 進んで キリストと 稱 せら， e しナ 


ザ レのィ ヱ ス なる 者は歷 史的に 存在した ことの 無い 者で あると 云 ふと も、 基督 敎の根 木 は 崩れない、 

基督 敎は 愛 神 愛人 である， 故に 基督 敎 以外の 宗敎 でもす ベて 此事 か、 叉は此 事に 類した る 事 を敎ゅ る 

者 はすべ て 基哲敎 である、 基督 敎は廣 く ある、 聖書 や キリスト 一人 を 以て 限らる、 やうな 者で はない 

と 0 

斯る說 は 今や 我 日本ば かりで はない、 所謂 基督 敎國に 於ても 多くの 人に 由て 唱 へられる、 今や 共」^ 

敎は 至て 漠 たる 宗敎 となりつ 、ある、 叉 キリ スト は 有る か 無い か 至って 微かなる 人となりつ 、ある、 

而 かも 彼等 は 曰 ふ、 基督 敎は 依然として 存在す る、 二十 I 紀の 基督 敎は 奇跡 を 要せざる 宗教で あると Q 

余 W とても 勿論 基督 敎會と 其 遣りし 宜 教師の 唱 ふる 所 を 全然 肯受 する 者で はない、 余 楚が敎 會を嫌 

らひ、 監督、 牧師、 傅道師 など 云 ふ 敎會の 役人 を 嫌 ふこと は 本誌の 讀 者の 能く 知る 所で ある、 乍然、 

敎會 に反對 すれば とて 余輩 は 前 に 述 ベ た や う な漠 たる 締り のない 基督 敎に 贊 成す る こと は出來 ない、 

余 W が 聖書 を棄 てざる 以上 は、 而 して ナザレの ィ H スを余 M の 救 主として 仰ぐ 以上 は、 余輩 は 確赏な 

る歷 史的 事實の 上に 基礎 を ，％1 かない 信仰 を 懐く こと は屮 I 來 ない、 余輩の 信じ 叉 事 へんと する キリス ト 

は 弱い 微かなる 人で はない、 强ぃ ハツ キリと したる 者で ある、 其 始めと 終りと が 明白に 分った る^で 

ある、 余 W は 彼の 敎訓 をのみ 信す る 者で ない、 彼れ 自身 を 信す る 者で ある、 若し 彼に して 新約 如め 書が 

明白に 示す 所の 者に あらす とせん 乎、 余輩の 信す る 基督 敎は其 根本より 崩れて 了 ふので ある。 

今の 人 は 頻りに 愛、 愛と 云 ふ、 誠に 余輩と 雖も愛 を 貴ぶ、 余 84 も 亦祌は 愛な りと 信す る、 然れ ども 

神 は キリストに 由て 如何なる 愛 を 傅へ 給 ひし 乎、 其 事 を 究めす して 聖書 は 解らない、 聖書 は單に 漠然 

たる 愛を說 かない、 明白なる 意味の ある 愛を傳 へる、 

近 來の 信仰に a て  五 二 1 
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キリス トは 我等の なほ 罪人た る 時 我等の ために 死に 給へ り、 祌は 之に よりて 其 愛を彰 はし 給 ふ 

と (羅馬 書 五 章 八 節)、 キリス 卜の 愛と は此 特^の 愛で ある、 彼が 我等の 罪の ために 死にた まひし と 云 ふ 

其 愛で ある、 此愛 があって 基督 信者の 愛 は あるので ある、 神に 對 する 彼等の 愛、 人と 相互と に對 する 

彼等の 愛 はすべ て此 愛の 泉より 湧出る ので ある、 愛、 愛と 言って 唯の 理由の 無い 愛で はない、 キリス 

トの 十字架より 流出る 愛で ある、 キリスト 我" のために 十字架の 死 を 遂げ 給へ りと 云 ふ 事が 心に 刻ま 

れ すして、 彼が 我等より 要求し 給 ふ 深き 聖き愛 は 出ない ので ある。 

又 基督 敎は希 sl^ 一  の 宗敎 であると 云 ふ も、 單に 未来に 善事 を 望む と 云ふ漠 たる 希&, Vi 供す る 宗敎 で は 

たい、 聖書の 云 ふ 希 と は 特^の X 布 である、 キリストの 再臨と 信者の 復活 を む 希ば K である、 所謂 

「羞を 来らせざる 希望」 とは此 希望で ある、 故に 「希望と 死者の 復活」 と 云 ひ (行 傳サ三 章 六 節)、 r キ 

さ. え 

リ スト は汝 等が tlW む 所の 榮の希 なり」 と 云 ふ (コ 。サイ 書 H 早サ七 節)、 又 希^と 愛との 關係を 述べ て 

曰 ふ、 

0  0  0  ^-？  ことほ 

汝 等が 聖徒 (相互) を 愛する は汝 等の ために 天に 蓄へ ある 所の もの、 卽ち曩 に 福音の 眞理の 言の. 

中に て 聞きし 所の もの を^むが 故な り 

と (コロ サイ 書 一 章 五節〕、 。ハウ 口 の 最後の  一一 一一 口と して 傳 へらる 、所の もの に 由れば 

義の冕 はすべ て 彼 (キリスト) の顯著 (再臨) を 慕 ふ (望む) 者に 予 へらるべし 

とのこと である (テ モテ 後書 四 章 八 節)、 新約聖書 を精讀 して、 信者の 希望 を 再臨、 復活の 希望と して 

すして、 其 記事 は 不可解の ものと なる ので ある。 

然し 事 は單に 敎理上 又は 聖書 學 上の 問題で はない、 實際 上の 問題で ある、 我等 は して に 愛すべ 


しと 聞いて 愛する ことが 出来る 乎、 望むべし と敎 へられて 望む ことが 出来る 乎、 愛を說 くの は：：^ い、 

然し 之 を 行 ふ は 非常に 難い、 而 して 愛 を 行 ふに 强ぃ 動機が 要る、 愛 は 鼓 高の 道義で あると 聞いても 愛 

は 行 はれない、 宇宙 は 神の愛 を 示す と いても 愛 は 施されない、 然し キリストの 如き 者が 世に出て 

人なる 我がた めに 死し、 而 して 彼の 鞭撻れ しこと に 由て 我が 不治の 傷が 癒された りと 聞て、 我 は感恩 

の 念に 强 ひられて 愛せ ざらん と 欲する も 能 はざる に 至る ので ある、 基督 者 を 動かす 愛 は 抽象的の 愛で 

はない、 事實 的の 愛で ある、 彼等 は キリストの 愛に 勉 されて 愛する ので ある、 キリストより 彼の 十 宇 

架 を 取り、 エリ、 H リ、 ラマ、 サバ クタ 一一の 聲を 除きて 彼より 强き愛 は 下らない ので ある、 彼が 苦痛 

の 極 を 嘗めて、 除くべからざる 我 災害 を 除き、 我 をして 彼 を 仰ぎ 瞻 るに 由て、 我が 罪の 身 を 以てしな 

がら 神の 聖き容 判の 前に 立つ を 得しめ 給 ひしと 覺れば こそ、 我が 苦が き 心の中よりも 愛の 甘露が 滴れ 

あにり ラ ろ：, i  / 

て 我が 四方 を濕 すに 至る ので ある、 キリストが 單に 人であって、 彼が 孔子 や ソクラテスと 同じく sef に 

道德 の敎師 であると するならば、 此愛は 決して 彼より 流れ出で ない ので ある。 

又 キリストの (仅活 と 云 ひ、 最後の 裁判と 云 ひ、 彼の 再 顯と云 ひ、 新 H ルサ レムの 建設と 云 ひ、 By れ 

叉 決して 我等 今日の 實際 上の 生 1^ に關 係の 無い ことで はない、 今の 人 は 恐怖の 念 を 忌む- 彼等 は 愛と 

し 云へば 恐怖の 痕跡 だ も 伴 はない 者で あると 思 ふ、 然し さう では 無い、 愛に も聖 いのと、 聖 くないの 

とが ある、 故に 「愛に 虚偽 ある 勿れ」 と 云 ふ、 而 して 愛 をして 純愛なら しむる ために 恐怖の 燬盡す 火 

が 必要で ある、 神の 裁判の 恐怖が あって、 愛 は 其 澄 を徴盡 されて 始めて 純 黄金と 成る ので ある、 最 

後に 臨むべき 祌の 裁判の 恐怖が 絶えて、 道德の 某： 礎 は 崩る &の である、 正義 は 正義であって、 其 ぽハ價 

は 賞罰 如何に 因る 者で はない と は、 ^：！^だ高小；！に聞こゅる言ではぁるが、 然し 赏 際に 用の 無い 言で ある" 
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社 會道德 の は 取も强 堅なる とき は 來批に 於け る 義罰 の 念 の 2； おも 盛な る 時 で あ る * 恐怖 の 念 は 不愉快で あ 

る、 然し 健全で ある、 此 念に 燬盡 されす して 人の 心 は淸淨 なる を 得ない- (彼 得 後書 三 章 七— 十三 節 

を 見よ)、 故に 使徒 ョ ハ ネは云 ふ 

凡そ 祌に 由る 此望 (祌の 怒より せかる \ 希望) を 懷く者 は 其 潔き が 如く 自己 を 潔くす 

と (ヨハネ 一 書 三 章 三 節 )o 

殊に 惡の充 ち 溢る マ 日の 社會に 在て、 來 らんと する 祌の國 の 希 学： を懷 かすして、 我等 は 悲觀失 

望せ ざらん と 欲する も 得ない、 文明 は 進歩す ると 云 ふ も 腐敗 は 益々 人心の 奥底に 侵蝕し、 所謂 人道の 

髙唱 せらる K 今日、 列國の 軍備の 擴張は 其 終る 所 を 知らす、 平和 到来の 希望の 薄き 赏に 今日の 如き は 

ない、 若し 社會は 社き に 由て 改良 せらる、 者であるなら ば、 其 改良 せらる k は I： 時で あるか 我等 は 知 

ら ない- 人類 は 進みながら 退く 者で ある やうに 見える、 疾病の 多き、 惡の 盛んなる、 文明 進步め 令 

日の 如き はない、 我等 希望 を 人類に 紫ぎ、 文明に 置て、 失 せ ざらん と 欲する も 得ない。 

玆に 於て キリス ト 再臨の 希望が 暗夜に 光明 を 供す るので ある、 

我等 は 其 約束に 因りて 新ら しき 天と 新ら しき 地と を 待 む、 義其 中に 在り、 

と (ぺテ 。後書 三 章 十一 一一 節〕、 我等の 待望む 新； 大地 は 平和 會議、 社會 運動 等、 人の 運動に 由て 来らたい、 

聖き 城なる 新ら しき N ルサ レム は 備へ整 ひて 神の 所 を 出て 天より 降る (默示 J 廿 一 章 二 節)、 卽ち 人に 由 

て 成らす して- 神に 由て 成る、 地より 建 上げられす して、 完備して 天より 降る、 キリストの 再来と は 

此事 である、 人の 爲す能 はざる こと を 彼が 再た び顯 はれ 給 ふて 成就し 給 ふとの ことで ある、 而 して 斯 

かる 事 を 迷信な りと 稱 して 嘲け る 者 は、 地上に 於け る 人間の 事業の 如何に 果ない 者で ある 乎- 其 事 を 


知らたい 者で ある、 人間が 蒸 汽を發 明し、 電氣を 利用 すれば とて、 夫れ で 人 問 最大の 幸福が 得られ や 

うと 思 ふの は 夫れ こそ 最大の 迷信で ある、 肉の 事 は 肉で ある、 靈の 事は靈 である、 人類 は 自己の 努力 

を 以て 肉の 事に 改善 を 加 ふること は出來 るが、 靈の 事は自 から 之 を 如何と もす る 事が 出来ない、 人 額 

最大の 幸福なる 靈の 平和 は、 彼等 は 之 を 神より 賜 はらなければ ならない。 

若し 科 學と哲 學とを 以て 人生 を說 明し やうと 思へば、 或 ひ は 近來唱 へらる & やうな 說を 以て 基赞敎 

を說 明し 去る の 必要が あるで あら ふ、 乍然、 其れ は說 明であって 解決で ない、 說明は 懐疑 を 晴らさん 

とす るに 4- つて、 確信 を 持 来す 者で な い、 而 して 書 の 供す る 福音 は說 明と し て は 不完全で あら ふが、 

解決と して は设も 完全なる 者で ある、 是れ は實際 的に 信仰 を 起し、 希 は 一.： を繁 ぎ、 愛 を 喚起す 者で ある、 

之に 由て 我等 は 流る \ お を 拭 ひ、 死の 恐怖に 暇 を 告げて、 歡喜を 以て 此悲慘 の^を 渡る ことが 出來 る。 

余輩が 斯く云 ふ は 人に 歡 ばれん ためで はない、 敎會と 其 役人の 如き は 余輩 は 之 を 眼中に 置かない、 

乍然、 余 W の 人と しての 渴 &卞： を 癒さん がた めに、 又 クリスチャン としての 资格を 全うせん がた めに、 

余輩 は 今 口と 雖も 余聚に 曾て へられし 奮き 聖書の 幅 昔 を棄る ことが 出来ない、 余 は 無敎會 主魏者 

なりと 雖も 近來^ へらる、 所の 「新 祌學」 又は 「新 ii 背」 に は 大不赞 成で ある。 
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ュ 二 テリ ヤン 的 信仰に 就て 


ュ 一一 テリ ヤン 的 信仰 を 文字通りに 解 すれば. 是れ 神の §sH を唱 へて 其 三位 を 打消す 所の 仰で ある。 

ッリ 一一 テリ ヤン (三位) 的 信仰が あって、 之に 對 して ュ 一一 テリ ヤン (一位) 的 信仰が あるので ある。 

問題 は敎義 的であって. 實際 的に は 何の 影響 もない やうに 見える。 

然し 乍ら 事實 はさう でない ので ある。 神 は 一位で あると 云へば、 キリスト は 人であって 祌で なくな 

るので ある。 そして 神なる 救 主 を 要求せ ざる 信仰 は 罪の 贖 ひ を 要求せ ざる 信仰で ある。 信者が ツリー 一 

テリ ヤンで あると ュ 一一 テリ ヤンで あると は、 畢-; J 兄す るに 彼の^の 實感の 輕重如 3： に 山る ので ある。 已 

が "きを 輕く感 する 者が ュ -ー テリ ヤンであって、 重く 感 する 者が ツリー 一 テリ ヤンで ある。 我れ 救 はれん 

が爲に 何を爲 すべき 乎と 叫びし ピリ ピの 獄吏 は 到底 ュ 一一 テリ ヤンで あり 得なかった ので ある 行傳 十六 

章 三 〇 節〕。 

神 は 一な り、 人類 は 凡て 兄弟な り、 信仰 は 是で盡 きて 居る とュ 二 テリ ヤン 信者 は 云 ふ。 に簡短 明 

瞭 である。 聰 とか キリスト 神性と か 云 ふ 問題に 就いて 議論 を鬪 はすの 必要 は 更にな く、 斯 かる 問題 

の 討議に 用 ふる 時間 は、 之 を 有益に 人類の 向上、 社會 改良の 爲に使 ふべ しと 云 ふの がュ 一一 テリ ヤン 信 

者の 主張で ある。 然し 乍ら 主張 は^にして 實 際に 於て 簡 短なる 信仰 箇條が 果して 有效 なる 乎は大 なる 


疑問で ある。 人生 其 物が 複雑であって、 是は簡 短に 言 表 はす 事の 出来る 者で ない。 人生に 祌祕的 方面 

が ある〕 如何なる 哲學も 之を說 明す る ことが 出来ない。 信仰 を 以て 補 はざる 人生 觀は 凡て 淺ぃ 無力な 

人生 觀 である。 ュ 一一 テリャ ン敎は信するに=^^しと雖も、 人生の 奥義に 徹底せ ざる 敎 である。 故に ュ 二 

チリ ヤン 信者 は 其 主張 をす ら實 行す る 事が 出来ない。 人類 は 兄弟で あると 云 ふ も 彼等 は 愛の 赏 行に 於 

て 三位 ー體 信者に 到底 及ばない ので ある。 ュ 一一 テリ ヤン 信者の 世界 傳 近に 見る に 足るべき 者 はない。 

彼等の 社 律 改良 は聲 のみ 高く して、 其實は だ 低く ある。 ュ 一一 テリ ヤン 敎は を 除く 能 はざる が 故に、 

^の 結 架た る ぼの 弊害 を改 むる 事が 出来ない リ 

今や ュ 一一 テリ ヤン 主 凝が 基督 敎界 全體に 行渡って 居る。 余 S 本の 知る 多くの メソヂ スト 敎會、 バプテ 

スト 敎會、 殊に 組合 敎會は 明かに ュ 一一 テリ ヤン 敎會 である。 樹は其 を 以て 知らる。 罪の 贖 ひ、 キリ 

ストの 祌 たる 事 を 無視し 來 りし 是 等の 諸 敎會の 現 狀が其 根抵の 如何に 淺き乎 を 示す ので ある。 ュ -ーテ 

リャ ン 主義 は米國 主義で ある。 我等の 内より 全然 排斥すべき 主義で ある。 

基督 者 は 何故に 善 を爲す 可き 乎 

クリス 4- ヤン  や r. レ 

基督 者 は 善 を爲す ベ きで ある、 然 かし 彼 は 何故に 善 を爲す ベ き で あ る 乎、 是れ 至て 容易 いやう で資 

は 甚だ！： 難い 問題で ある。 

ユー ーテ" ヤン 的 信仰に 就て  五二七 
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某 督^ は 現世に 於け る 報 柳 を：：： 的と して 善を爲 して はならない、 汝饗 筵を設 くる 時 は 貧者、 不具者、 

跛 者、 替者等 を 請くべし、 然ら は汝福 ひなるべし、 そ は 彼等 は汝に 報る こと 能 は ざれば 也、 義人の 甦 

らん 其時汝 等に 報 賞 ある ベ し C 路加 傳 十四 章 十三 、 十 gl 節〕。 我等 は 我等の 善行に 對 して 最終の 日 に 於て 

祌 より 受 くる 義の報 賞の ほか、 人より 何の 望む 所があって はならない。 

基督 者は义 名 春 を 目 的と して 善を爲 して はならない、 汝等 人に 見せん ために 其 義を人 の 前に 行す 事 

を愼 むべ し、 …… 施濟を 行す 時人の 築 を 得ん ために 會堂 やぎ 衢 にて 偽善者の 如く 魏を 己が 前に 吹かし 

むる 勿れ、 …… 汝施濟 を 行す 時 は 右の 手の 爲す事 を 左の 手に 知らす る 勿れ (馬 太 傳六章  一， 二、 三 節)、 

世の 人望 を 博 せんた めに、 國 人に 愛國者 として 認められん ために 我等 は 善を爲 して はならない、 我等 

は 畿らる K も、 譽 めら る 、も、 ^の 批評なる もの は 無き ものと 見て、 爲し 得る 丈け の 善を爲 すべきで 

ある _〕 

基督 者 は 又 善の 成功 を 期して 之を爲 して はならない、 此世 は惡の 世で ある、 善 は 弱くして 惡の强 い 

ゆで ある、 暗黑は 光明 を 纏し、 罪惡は 正^ を掩ふ 世で ある、 斯 かる I におて 我等 は 善の 成功 を 期して 

絕$wせざるをs^vなぃ、 キリ スト は 世の 始ょリ 殺され 給 ひし羔 であって 今尙ほ 殺されつ k あり 給 ふ 者で 

ある (默 示錄 十三 章 八 節〕、 キリ ストの 如くに 正 を 行 ひ義を iP へた 者で 或る 意味に 於 て^に 殺されな か 

つた 者 は 未だ 曾て 一 人 も 無い、 凡の 人汝 等を饕 めな ば 汝等禍 ひなる 哉 (路加 傳六 章サ六 節)、 姦 惡の此 

^に善と認めらる kiJ^-は善ではなぃ、 惡 である、 蕃を此 I に 於て 爲 さんと 欲する 者 は 失敗 を 期して 之 

を爲 さなければ ならない、 十字架 を 負 はすして キリストに 從 ふこと は出來 ない。 

然 らば 我等 は 何 を 目的に 善を爲 すべきで ある 乎， 何 を 目的に 幅 音 を. wi 傳へ、 何 を 目的に 慈善 を 施し、 


何 を 目的に 社會 改良に 努め、 何 を 目的に 眞理の 探究に 從 事す るので ある 乎、 若し 善行に 報酬な く、 名 

譽伴 はす、 成功の 見込な しとなら ば 善 を 行す の 動機 は 那邊に 在る 乎、 我等 は 善を爲 して 赏は空 を 撃つ 

ので は あるまい 乎、 善行 はすべ て ドン キホテ の 事業で は あるまい 乎。 

否な、 爾ぅ ではない、 雨う 思へ るの は此世 を實の 世と 見做す からで ある、 然 かし 我等 は此世 を實の 

世と して は 見ない、 是 れは假 りの 世で ある、 準備の ための I である、 完成され たる 世で はない、 完成 

に 向 ひつ k ある 世で ある、 そ は 見 ゆる 所の 者 は 暫時に して 見えざる 所の 者 は 永遠 なれば 也 (Ms 林 多 後 

書 3 章 末節 y 見 ゆる 所の 此 f は 暫時 的の 者で ある、 爾 うして 基督 者が 善 を爲す はこの 暫時 的の 世 を 益 

せんがた めに 爲 すので はない、 彼の 目的が 永遠で あるが 故に、 彼 は 暫時 的の 此 世より 報 赏をも 名眷を 

も 望まない ので ある。 

汝 等-王に 在リて 其爲す 所の 勞の 空しから ざる を 知れば 也 (哥林 多 前書 十五 章 末節〕、 我等 基督 者が 善 を 

爲 すの 動機 は玆に 在る、 我等が 善を爲 すの は 己れ のために 爲 すので はない、 又^の ために 爲 すので も 

ない、 主に 在りて 爲 すので ある、 キリストの 事業と して 爲 すので ある、 神 キリストに 在りて 世々 の 前 

より 定め 給 ひし 企圖を 成就 せんがた めに 爲 すので ある 一， 以弗所 書 三 章 十 一 節)。 

我等 は w 故に 福音 を宣傳 ふるので ある 乎、 勿論 敎勢擴 張の ためで はない、 我等の 弟子 を 作ら，^ ため 

ではない、 然れ ばと て 所謂る 信者 を 作らん ためで もない、 俾道 師の傳 道に 由て すべての 人が 救 はるべ 

しと は 聖書の ド コ にも 書いて 無い、 傳 道は宣 明で ある、 キリストの 福 昔の デク ラレ ー シ ョ ン である、 

之に 由て 多くの 人 は 額ぶべし 叉 多くの 人 は 興るべし (路加 傳ニ章 三十 四 節)、 額ぶ る は 勿論 我等の 歎く 所 

であって、 與るは 勿論 我等の 歡ぶ 所で あるが、 然 かし 観ぶ と與 ると は是れ 全く 神の 聖旨に 存 する 所で 

基？ fill? は 何故に 善 を爲 す is- き 乎  五 二 九 
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あって、 我等の 關 する 所ではない、 天 國の此 福音 は 萬國の 民に證 しせん 爲 めに 普く 全世界に 宣傳 へら 

るべ し (馬 太傳 サ四聿 十四 節 ，」、 神が 之 を 以て 萬國の 2!:- を^き 給 はんがた めに、 我等 は； i 昔 を 普く 全世界 

に宣傳 ふるので ある。 

傅 道の 目的が 玆に 在らす して 我等 は此 業に 就て 全然 失望 せざるを得ない、 傳道は 其 勤勞の 割合に 信 

者 を 作らない こと は 最も 明白なる 事實 である、 米國の 如き 福音の 最も 廣く 行涉 りたる 國に 於て すら 敎 

ノき に屬 する 信者 は 僅かに 其 人口の 五分の 一 である、 爾 うして 叉是 等敎會 信者の 中に まことに 神 を 信す 

る 者 は 何人 ある 乎、 まことに 藝々 たる 者で ある、 所謂る 基督 敎國 なる 者 はすべ て事實 上の 非 基督 敎國 

で あ る 、 最も 激烈なる 無神論 は 所謂 る 基督 敎國 に 於て 行 はれる、 罪惡は 基督 敎 の 宜傳と 同時に 減退 せ 

すして、 却て 增 加し っ& ある、 世が 基督 敎の傳 道 を 以て 救 はれな いのは 何よりも 明 C なる 事實 である、 

傳道は 其 成功 を 現世 以外に 於て 期す るに 非れば 大 失望の 種で ある、 現世の 改善 を 目的と して 基督 敎の 

俾 道に 從 事した 者が 幾人と なく 俾道を 放棄す るに 至った の は 決して 怪 むに 足らない。 

傳 道の 目的が 現世の 改善に ないやう に 其 他の 改善 事業 もす ベ て此 *1 の 改善の ためで はない、 禁酒 運 

動 は 如何に 熱心なる も國 民の 使用す る 酒精の 量を滅 する こと は 出来ない、 否な、 之に 反して 基督 敎の 

最も 盛なる 國が展 も 多量に 酒 を 飮む國 である、 世界の 飮酒國 と は 日本で はない、 米國 である、 支那、 

印度で はない、 英國 である、 禁酒 家 は 囘か敎 徒の 中に 多くして 基督 敎 徒の 中に 少ない、 禁酒 運動 は 決 

して 酒 を 禁じない、 此 世に 於て 酒 を 禁ぜん として 禁酒 運動 は 無益の 運動 である。 

非戰 運動 とても 同じで ある、 非戰 論が 唱 へられし ために 戰爭は 少しも 滅 じない、 否な、 所謂る 文明 

の進步 と共に 戰 の 規模 は 益 々犬に なりつ.^ ある、 基督 降 世 後 千 九 百年の 今日 ほど 軍備の 整 ふたる 時 


はない、 最も 慘 酷なる 戰爭は ァレキ サン ドル、 シ ー ザ ー の戰- 印で はなく して ロ露戰 ゆであった、 文明 

諸國が 最も 熱 注しつ & ある 問題 は宗 敎問题 でもなければ、 敎育 問題で もなければ、 將た 乂琉産 間 題で 

もたい、 戰 爭問题 である、 如何にして 最も 容易く 同胞 を展 らん 乎、 是れ英 國人も 米 國人も 日本人 も、 

露西亞 人も獨 逸人 も 佛蘭西 人 も 5- 太 利 人 も 日夜 焦慮し つ i ある 問題で ある、 外國傅 道の ために 三百 萬 

弗 を 消す を 惜む米 國民は 一 千 萬 弗 を 値する 戰鬪艦 幾艘を 造る も 少しも 其 費用 を惜 まない、 世に 非戰論 

は唱 へられない ではない、 而か も其聲 たる や 雷 震の 轟に 比ぶ る 鶯の聲 に過ぎない、 美 は 美 なれ ども 何 

の 力 を も 有たない 聲 である、 此 *1 より 戰爭を せんとす る は 鸭綠江 を 逆流 せんとす るよりも 難く ある、 

我等の 筆 は 如何に 緣大 なる も睦 海軍 將 校の 劍に 杭す る 事 は出來 ない、 彼等 は 我等が 非 戰を唱 ふる を见 

て 笑 ふ、 若し 非戰 論の IP 迸に， m て 此^に 於て 戰 ハサ を. i^, める ことが 屮：： 来るならば、 我等 は 命令に. E て 山 

を 崩す ことが 出来る。 

然しながら 我等 は非戰 il の 唱道 を廢 めない ので ある、 共、 到底 此^に 於て 行 はれない の を 知りつ、 

魔め ない ので ある、 我等 は 幾多の 理由より して 之 を 止めない ので ある、 我等の 良心が 之を證 し、 祌の 

言葉なる 聖書が 之を敎 へ、 ナボレ オン 以上、 ビ ス マ ー ク 以上 の^人が 之を唱 へ しに 由て 之 を 止めない 

ので ある、 雨う して 彼等が 之 を i? へし は 現世に 於て 此 理想が 行 はれ やうと 思 ふたから ではない、 彼等 

が 其 心 の 奥深き 所に 於て 神の 聲を 聞いた からで ある、 實に 非戰を 信す るの 信仰 は 此^ の 信仰で はない、 

キリ ス トの搏 現 を 信す るに あら ざれば 1點 面目に 信す る ことの 出来ない 信仰で ある。 

戰ん^-は^時^^まるでぁらふ乎、 非戰 論が 奥 論と なって、 人が 自 から 進んで 丘ハを 廢 める 時で あら ふ 乎、 

否な、 否な、 斯 かる 時 は俟て ども 決して 來ら ない、 个 日まで 人類が 世界の 平和 は旣 に到來 せりと： じ 

お 者 は 何故に 善み-おす 可き 乎  1 
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た 時 は 幾度 もあった、 ァ ゥグス タス • カイ ザ ルの 下に 羅馬 帝國が 一統 せられし 時、 近く は 露 西 lei 皇帝 

ァレキ サン ドル 第一 世に 由て 所謂る 「基督 敎國の 神聖なる 同盟」 が唱 へられし 時に 戰爭 は此 f に 於て 

終結 を 告げた と 信ぜられた、 然 かし 斯 かる 信仰 は 皆な 迷信であった、 今より 後、 平和 議は幾 囘其會 

合 を 重ぬ ると も、 狼 は 小羊と 偕に 宿り、 豹 は 小山 羊と 偕に 伏し、 牝牛と 熊と は 食物 を 共に する 時は來 

らざ る ベ し (W 赛亞書 十 一 章)、 露國は イツまで も 熊た るべ し、 英國は ィ ッ 迄 も 獅子なる ベ し、 米 國はィ 

ッま でも 鷲なる べし、 預言者 H レ ミヤの 言 ひし 如く 豹 其 斑 较を變 へ 得る 乎、 若し 之 を 爲し得 は 惡に慣 

れ たる 汝等も 善 を爲し 得べ し (耶利 米亞記 十三 章サ三 節」、 英 人と 露 人と 獨 人と 佛 人と 日 人と 米 人と が 其 

戰爭の 性癖 を 去らん こと は 豹が 其 斑駭を 去る よりも 難く ある。 

去らば 戰爭は 永久に 廢 まるまい 乎、 然り、 廢む 時が ある、 それ は エツ サイ 0 根よ リー つの 枝 生え、 

其 口 の 杖 を もて 國を擊 ち、 その， の 氣息を もて 惡人を 殺し 給 ふ 其 時 (a 赛亞書 十 一章 一 、 四 節)、 民 は 其 

劍を打 かへ て 鋤と なし、 其 鐘 を 打 かへ て 鎌と なし、 國は國 にむ かひて 劍を あげず、 戰鬪の 事 を 再び 學 

ばざる ベ し (同 一 一 せ f  SI 節)、 永久の 平和 は 主の W 現 を 侯って 此 世に 臨る、 人の 子 己れ の 榮光を もて 諸の 聖 

使 を 率 來る時 は其榮 光の 位に 坐し、 萬 國の民 を 其 前に 集め、 牧羊者が 綿羊と 山羊と を 別つ が 如く 彼等 

を 別ち 給 ふべ し (馬 太 傳サ五 章 i 一，  W 二 節)、 新ら しき 夭 と 新ら しき 地は斯 かる 裁判 ありて 後に 此 世に 

臨む ので ある、 聖き 城なる 新ら しき エルサレム が 新婦が その 新 郞を迎 へんた めに 飾りた るが 如く 備 へ 

整 ひて 神の 所 を 出て 天より 降る 時に 人類の 涕は 悉く 拭 ひ 取られ、 復た死 あらす、 哀み哭 き 痛み 有る こ 

となき に 至る ので ある (默 示錄 二十 一 章)、 平和 は 他の 恩惠と 等しく 地より 湧き出 づる 者に は あらす して 

天より 降り 来るべき 者で ある、 春が 來る にあら ざれば 人工 を 以てして は 小山に 花の^かざる やうに、 


キリ ストが 現 はれ 給 ふに あら ざれば 人の 力 を 以てして は 世に 平和 は 臨まない ので ある。 

去らば 我等 は 主の 再現の 時まで 手を束ねて 沈默を 守るべき であら ふ 乎、 否な、 我等 は 今より 其 準備 

をな すべきで ある、 新 郞を迎 ふるため の 修飾 をな すべきで ある、 我等 は 潔き； 男 ましき 行 ひ を 以て 主の 

W 來を 速むべき である (彼 得 後書 三 章 十 一 節參考 )、 我等 は 農夫が 根に 龔し、 枝 を 刈 込みて 春の 到來 

を 待つ が 如くに、 眞 理を唱 へ、 不義 を排 して 主の 再來を 待つべき である、 我等 は 神と 共に 働く 者で あ 

る、 雨う して 彼が 平和 を 以て 上より 臨み 給 ふに 對 して 我等 は 平和の 準備 をな して 下より 彼 を迎へ 奉る 

ので ある、 我等 は 主が 來 りて 自 から 爲し給 ふこと を 豫め爲 し 置きて 聊か 其勞を 省き 奉らん と 欲する の 

みならす、 叉自 から 少しく 其 業に 參與 して 多少の 榮 譽に與 からん と 欲する ので ある、 我等 は 純潔、 非 

戰を唱 へ て 不可能 事を唱 へる ので はない、 我等 は 主が 來て實 行し 給 ふこと を 4- 唱 へつ i あるので ある、 

我等 は キリ スト を 離れて 善の 成功 を 望まない が、 然れ ども 主に 在りて 行す 所の 勞ら きの 成功 を 確信し 

て 善行 を努 むる ので ある。 

故に 我等 は 我等の 善行に 此 世の 報酬が 伴 はない とて 失望し ない、 義 しき 人々 の 甦らん 其時汝 等に 報 

答 あるべし と 主 は 曰 ひ 給 ひたれば 也、 我等 は 人に 譽 めら れ ない とて 落瞻 しない、 

今より 後、 義の 我がた めに 倫へ あり、 卽ち 正しき 審判 を爲す 者、 其 日に 至りて 之 を 我に 賜 ふ 

惟 我に 賜 ふの みならす、 すべ て 彼の 現 はる、 を 慕 ふ 者に 賜 ふべ し (提摩 太 後書 四 章 八 節〕 

と あれば 也、 我等 は 叉 我等の 爲す 善行が 此 世に 於て すべて 失收に 終る を悲 まない、 そ は 我等-王に 在リ 

て 其 行す 所の 勞ら きの 空しから ざる を 知れば 也、 又、 そ は 我等 必ず 皆な キリストの 臺 前に 出て 善に も 

あれ、 惡 にも あれ、 各々 身に 居りて 爲 しぶ 所の ことに 循ひ其 報 ひを受 くべき 者 なれば 也 (哥林 多 後書 五 

SIS 者 は 何故に 善 を爲す 可き 乎  五三 三 


信仰に 関すろ w 究  五三 四 

章 十 節い。 


雜 


神 は 世界 を 造り 人類 を 造り 給 ひて 然る 後 之 を 見放して 其 成る が 儘に 任 かし 置き 給 ひません、 祌は是 

等の もの を 造り 給 ひし 時の 聖意を 以て 今 尙ほ之 を 陶冶 敎 導し 給 ひつ、 あります、 攝理 (providence) 

と は卽ち 創造 (creation) の繼績 でありまして、 今日 尙ほ 私共の 目前に 於て 行 はれつ、 ある 祌の 活動 

を 意ふ詞 であります。 

祌はー つの 明白なる 目的 を 以て 此 世界と 人類と を 造り 給 ひました、 神の 意志 は 人の 意志と は 異なり、 

之を實 行す るに 足る 能力が 之に 伴 ふて 居ります から、 祌は萬 物 創 成の 目的 を 達せす ば 止み 給 ひません、 

必す之 を 達し 給 ひます。 

^に は 創 造 を 信じて 攝理を 信じない 人が 澤 山あります、 其 人達の 曰 ふ 所 を 聞きます るに、 「神 は 

時計 師が 時計 を 作る やうに 先づ 宇宙と 其 中に ある 總 てのもの を 作り、 後 は 之 を 神の 手より 離し、 之 を 

して 獨り 自動的 發 達を爲 さしめ 給 ひます」 と、 彼等 は 宇宙 は 何者の 關涉 をも受 くべ からざる もので あ 

ると 信じ、 人 は 彼が 思 ふが 儘に 此 世に 處 する ことが 出来る ものであると 思 ひ、 神 は 彼が 始めて 此 世界 

を 造り 給 ひし 時の 如く 今日 も 尙ほ此 世に 於て 彼の 特別の 意志 を實 行し 給 ひつ、 あると 閜 いても 容易に 

信じません。 
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然し 若し 神が 在る と 致し ますれば 理論 上 彼の 攝理を 疑 ふこと は 出来ません、 物 を 造て 之 を 放棄す る 

やうな 事 は 善き 技工の 爲す 事ではありません、 著述家に して 彼の 一度 著せし 書 を棄て 顧ない 者 はあり 

ません、 一 度畫 きし 繪畫は 更に 之 を 顧みない と 云ふ畫 家はありません、 著述家が 彼の 著書 を 愛する の 

は r 度 母が その 生 み し 子 を 愛する と 同じ 事 で あ ります、 美術家が 其 技術に 成りし 美術品 に 於け る も 亦 

冋じ審 です、 况んゃ 神が 彼の 造り 給 ひし 此完 偏せ る 宇宙に 於て を やです、 縦し 又祌は 人間に 優る の 技 

H で 在し ます 故、 彼が 一 たび 造り 給 ひし 物に 一 一た び 乎 を 入る &の 必要 はな からん など 曰 ふ 人 も ありま 

すれ ど、 之 は 未だ 祌の 何たる を 知らざる 人の 一一 一一 n であると 思 ひます、 完全なる もの は 神の みで ありまし 

て、 神 以外の もので 寸刻 も祌 より 自立し 得る もの はない 害です。 

然し 斯う 巾しても 攝理を 信じない 人 は 信じません- 彼等 は 春夏秋冬の 自づと 循環し 來 るの を 見て 宇 

おは 無意識の 機械の 一 極で あると W 心 ひます、 彼等 は惡 人が 其 俗智を 利用して 此^に 大利を 占む る を 見 

て、 世に 正義の 神の 關涉が あるな ど i は 夢にも 思 ひません、 世人 最大 多數 の.：： ナ宙觀 と 人生 觀とは 大抵 

断ん な ものであります、 今 攝理の 有無に 就て 御 話 を 致す 前に 神の 特性の 二三 を舉げ ませう。 

( 一 ) 神 は 自身 完全で 在し ますから、 彼の 造り 給 ひし 萬 物の 完全な らんこと を 望まる」 に 相違 あり 

ません、 製作 品 は 之 を 造りし 技工の 理想 を 代表す る ものでありまして、 何人も 其 作りし もの、 叉 は 生 

みし もの，^ 己れ の 理想の 如くな らん 事 を 望む は當然 であります、 故に 神 も 彼の 造り 給 ひし 此 世界と 人 

類と が 彼が 完全なる 如く 完全な らん 事 を 求めら る に 相違ありません、 勿論 完全 は 物に 依て 異なり ま 

す、 花の 完全 あり、 鳥の 完全 あり、 獸の 完全 あり、 人の 完全が あります、 無機物の 完全 を 調和と 巾し 

ませう、 生物の 完全 を 美と 申し ませう、 靈 魂の 完全 を 神聖と 申し ませう、 然し 萬 物が 各 其 完全に 達せ 


ん ことが 神の 聖意 である こと は 疑 ふ 事 は 出来ません。 

C  ■) 祌は 慈悲 深く あります から 彼 は 常に 上 潛少數 の ものよりも 下 曆多數 の 者 を 庇 保 ひ 給 ふに 相違 

ありません、 平民と 貧民と は 神が 特別に 愛し 給 ふ 者でなくて はなり ません。 

(三) 神 は 無私 無愁の 者で あいます から、 謙 を 6; び、 譲 を 好み 給 ふに 相違 あいません、 ^榮と 傲 投 

と は 神の 最も 嫌 ひ 給 ふ ものであって、 自 から 高う する もの を 低く し、 s から 低う する もの を 高う する 

は 神の 本性で なければ なりません。 

(raj 神 は 自由の 祌で まします から、 彼 は 自由の 發展 と其擴 張と を 輔け給 ふに 相違ありません、 祌 

の 自由と は 勿論 私利 私慾 を 行 ふの 自由で は なく して 、神の 正義 を赏 行す るの 自由で ある こと は 首 ふ ま 

でもありません。 

神 の 本性に 就て 攻究し ますれば 勿論 數 限りはありません、 以上 は 只 其 三 四を揭 げた ま で ^ あります. 

然し 神と して 彼が 以上の 如き 性質 を備 へない と は 決して 云 ふ 事 は出來 ません。 

今人 類の 歷史を 其 全體に 於て 稽 へて 御 覽 なさい、 上に 述べた やうな 祌の聖 意 は 其 中に 顯 はれて は 

りません 乎、 勿論 私共の 觀察を 歴史の 一部に 留めましたならば 或は 文明 退歩の 時 も ありました、 强ぉ 

が 尊橫を 極めし 時代 も ありました、 正は壓 せられて 邪が 時め きし 時 も ありました、 日本 明治の 今日は 

丁度 斯う 云 ふ 時代であります、 偽善者 は 子弟 敎 育の 任に 常り、 無能の 族が 貴族と なり 政治家と なりて 

社會の 上流に 立つ 時 で あります、 然し 是は 何にも 人類 歷史の 趨勢で ない 事 は 能く 解って 居ります、 例 

へ 日本 國の 如き 小國 でも 其 一 一千 五 百年 問の 歷史と は 確かに 進歩の 感史 でありました、 日本に も 其 自由 

史 とも 稱 すべ きものが あります、 顯正破邪は日本歷史をも！！^徹して居る精神でぁります。 
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斯う 申す と 或 人 は 申します、 「それ は 営り 前の 事であって、 何にも 是は 祌の聖 意に 依て 斯うな つた 

もので はない、 進歩 は 天然 宇宙の 理 であるから 國 民が 進歩し 来り たれば とて 別に 神に 讚詞を 奉る に は 

及ばない」 と。 

然し それ は爾 うで はない と 思 ひます、 能く 考 へて 御覧なさい、 何れの 國 何れの 時代に 於ても 惡 人の 

勢力 は 善人の 勢力に 勝て 居ります、 明治の 今日の やうに 侵 人が 權カを 握て 民の 自由 を 奪 ひし 時 は 日本 

歷史に 於ても 決して 一 度 や 一 一度 や 三度ではありません、 弓 削の 道 鏡の やうな 者が 君寵 を 被りて 大 忠臣 

として 仰がれた 時 も ありました、 平淸 盛の やうな 獸慾漢 が 太 政 大臣 (總理 大臣) と 成った 時 も ありま 

した、 足 利直義 ゃ高師 直の やうな 者が 榮華を 極めて 楠 正 成の 首が 獄門に 懸 つた 事 も ありました、 日本 

の 國家も 佞人 奸 物の 手に 落ちし 事 は 幾度 だか 知れません、 日本 は 君子 國 であって、 「藎臣 皆熊羅 武夫 

盡好 仇」 など、 は 虚の絕 頂であります、 滿 朝の 臣は道 鏡の 鼻息 を 窺 ひました 時に 彼に 膝 を 屈しない 者 

は 唯 一 人の 淸麿 があった 計りです、 楠 正 成が 主從七 百騎を 以て 湊 川に 陣を張 りました 時に 足 利 直義に 

從 つて 此 忠臣 義士の 群を鎏 殺に しました 九州 中國の 武士 は 三十 萬 もあった そうです、 若し 日本 國が日 

本人 大多数の 思 ふ 通りの 固に なりましたならば 此國は 今 は 何ん な國に 成って 居りました らう、 然る 

に奸臣 は幾囘 となく 皇窒を 擁し、 國賊 は幾囘 となく 天下の 權を 握り ましたが、 然し 正 は 益々 正、 邪 は 

益々 邪た る を 得て 今日の 日本 は 千年 前の 日本で はない やうに 成った の は 確かに 其內に 正義の 神の 指導 

があった からではありません か、 若し 時々 に 天が 泰時正 成の やうな 潔 士を此 國に給 はりませんでした 

ならば 日本 は 今日 今頃 何うな つて 居った か 知れません、 日本 歷史に 神の 攝理 など は 少しも 顯 はれて 居 

らな いなど 云 ふ 人 はま だ此 貴重なる 歷史を 本當に 讀んだ 事の ない 人で あると 思 ひます。 


日本 歷史に 於て さへ 爾 うです もの を、 世界 歷史に 於て は 尙更の 事です、 世界の 歷史は 進歩の 歷 5:- で 

あると は 我々 が 度々 唱 へる 所であります、 然し 其 事 實を考 ふれば 世界の 歷史は 一 名 之 を 菲惡の 歷史と 

云 ふ 事が 出来ます、 若し アダム、 ィ ー ブが 人類の 始祖で あると 致し ますれば 人類の 歷史は 其 落を以 

て始 つて 居ります、 彼等の 二子 は 力 インと アベルと 申し ましたが 善人の アベ ルは惡 人なる 力 インに 妬 

まれて 其 殺す 所と たりました、 其 後 罪惡は 非常に 增進 しまして、 神の 洪水 を 以て ノアの 一家 七 人 を 除 

くの 外、 人類 を 悉く 淪し給 ひしとの 事であります、 然し 罪惡は 洪水 を 以て も盡 くす 事 は 出来ませんで 

した、 摩 西の 如き 義人 は 民の 罪 惡と鬪 ひつ i 彼の 一 生 を 終へ ました、 神の 特^の 保護の 下に ありし と 

云 ふュダ 人の 歷史 でさへ 其 中に 不義、 惡慝、 貪婪、 暴很、 妬 忌、 凶 殺、 爭鬪、 詭譎、 刻薄、 識 謗- 狎 

侮、 傲慢、 幾詐、 不孝、 頑梗、 背約、 不情、 不慈等 凡て 聖書に 書いて ある SS の 種類の 一 として 載せ 

てたい ものはありません、 若し 又 バビロン 史、 アツ シリ ャ史、 エジプト 史 等に 至て は ュダ史 よりも 更 

に 一 暦 甚だしい ものであります、 其 他フィ II シャ史 と 云 ひ、 ペルシャ 史と云 ひ、 才能 を 以て 萬 邦に 卓 

越たり しと 云 ふ ギリシャ 人の 歷史と 云 ひ、 若し 其 中に 一 つの 善事の 記載すべき あれば 罪 惡の十 も 二十 

も 書かねば ならぬ 程であります、 又 近世に 至りまして 歐羅巴 文明なる もの は 幾度 か 破 壤掃壤 し 去られ 

んと 致しました、 一度 は 土 耳 古人の 侵入に 遭 ひ、 シャ ー レ マン 以. 來 幾多の 大政 治 家が 出で 辛苦 經 し 

て 作り上げし 基督 敎國も 東方の 野蠻 人の 爲 めに 全く 毀た れんと する の危 運に 迫りました、 而 して 漸く 

土 耳 古人よりの 危險を 免 がれし と 思へば 西班牙 王國 なる 殆んど 世界 大の大 强國が 起て、 中央 集 權を主 

張し、 歐洲 人の 自由と 獨 立と を 其 根本より 拭 ひ 去らん と 致しました、 和 蘭の 如き は 八十 年の 戰爭を 緩 

け、 數十萬 人の 生命 を 犠牲に 供し まして、 漸く サット 其 獨立を 全 ふす る ことが 出來 たのであります、 
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十六 世紀 以後の 邠 國史、 英國史 を 護んで 御覽 なさい、 ss; 悪 は 全力 を盡 し、 有る と 凡ゆる 勢力 を 利 用し 

て 正義の 味方 を^さん と 努めました、 若し^に 所謂 優勝劣敗なる ものが 天然 必然の 理 であって * 强者 

が必す 勝つ 者で 弱者 は必す 負ける ものであります ものなら ば、 今 曰 此ー 一十 世紀の 始めに 於て， に 共和 

國 なる もの は 無い 害です、 憲法 政治な ども 無 い 害で す、 んマ 日 今頃 文明 國 の 人が 最も 尊重す る 凡ての 主 

義と 信仰と は疾 くに 消へ て 仕舞った に 相違ありません、 國 王が 自由主義 を 嫌 ひ、 朝廷の ォ ペッカ 速が 

共和政 治 を 忌みます るの は 天下 到る 所 同じ 事でありまして、 斯 くも 權門勢 家 に 嫌 は れし 主義と 政治と 

が 今日の 如き 勢力 を 持つ に 至り ましたの は M にか 人力 以外に 原因が あつたからで 無くて はなり ません。 

人#、の金體が惡に與みしっ 、ぁるに善が^1々と勢カを^』しっ ^ぁるのは私は確かに祌の攝理か^世 

に 行 はれつ、 ある 證據 である と 思 ひ ます、 批に 若し 政治家 の 外 頼む べき もの は なく 軍隊の 外 正義 を 護 

るの 力が ありませ ぬ ものなら ば 我々 は 全然 筢 望して 仕舞 はなければ なりません。 

然し 今 歷史の 大體を 離れて 其 著名なる 出来事、 幷に 之に 與 かりし 人物の 事を考 へて 見 ますれば 神の 

攝现が 此^に 行 はれつ k ある 事が 一 歷明. R に 分る だら うと 思 ひます。 

人類の 歷史に は 幾囘か 危機なる ものが ありました、 之 は 人類 全體が 蕃に歸 する か 惡に歸 する か實に 

危機 一 髮、 危急存亡の秋でありまして、 若し 一歩 を 想 まれば 億兆 は 沈淪の 淵に 沈まねば ならぬ 機會で 

あります、 紀元前 四百 九十 年 九 E: 十一 一日 希 職國ァ チカ 州の 東岸 マラ ソ ン の 野に 於て 一 萬の X 布隨 人が f 男 

將ミ ルティ ャ デスの 下に 十 萬の 波斯 人に 對 して 陣を布 きました 時 は赏に 人類の 危機で ありました、 此 

戰に 於て 希 職人が 敗れべ ル シャ 人が 勝ちましたならば、 歐羅巴 文明 は 其 幼芽の 時に 於て 壓 し^され、 

亞細亞 的 壓制は 全欧 洲を掩 ふに 至て 其 結 rai^ 或は 一 一十 世紀の 今日に 至る も 人類 は 未だ 自由の 光明 を 見る 


に 至らなかった かも 知れません、 此 時に 當て ミル ティ ャデ ス なる 人物が 希獵に 出で ませんで したなら 

ば 如何でした らう、 歷 史家が 一般に 此人を 以て 人類の 大恩 人の 一人に 算 へます るの は 決して 無理で は 

ありま せんと 思 ひます。 

英雄が 此 世に 生れて 來 ります るの は 決して 偶然ではありません、 彼 は 特^なる 仕事 を 以て 生れて 來 

る ものであります、 世 は 彼 を 要し、 彼 は 亦 世 を 要する 時に 丁度 彼は此 世に 臨む 者であります、 ァレキ 

サ ン ドル 大王の 如き は 實に其 一 人で ありました、 彼が 若し 彼が 生れし 時より 百年 前 か 或は 後に 此 に 

來 りましたならば 彼 は 彼の 爲 した 大事 業 を 決して 爲し 得なかった に 相違ありません、 彼れ をして 彼た 

らしめ しもの は 彼の 技量ば かりではありません、 彼の 時代、 彼の 周 園、 彼の 父祖、 彼の 敵、 萬 事 萬 物、 

悉く 相 寄て 以て 彼 をして 大 征服者たら しめたので あります、 英雄の 生涯 を 能く 考 へて 御覽 なさい、 败 

OC0C-0C-O  0000000000000000000000000  OOOO0OOOOOO 

は 彼 自身の 計畫、 彼 自身の 勤勞 にの み 依て 偉業 を途 げたので はありません、 彼 は 實に彼 以上の 者の 機 

0C0OO00OO000O0COO0O0000OOOO 

關 となりて 殆んど 無意識 の 中に 天意 を實 行した 者 であります。 

せて 鳥 尾 得 庵 先生が 私に 巾した 事が あります、 「若し 釋， i をして 基督の 生れし 國と 時と に 生れし め 

しなら ば 佛敎は 今 は 文明 國の 宗敎 であって、 歐米諸 國の民 は 今 は 基督 を 戴かす して 釋迦を 崇めて 居つ 

たで あらう」 と、 或は 雨う かも 知れません、 然し 釋迦が 基督よりも 五 百年 程 前に 印度 迦呲羅 蘇 都に 生 

れて I 維 馬ァゥ ガス タシ ー ザ ー の 時に 亞細 亞、 阿弗利加、 歐羅巴 三 大陸の 互接點 なる ユダヤ 國に 生れな 

かった 事 は 確かに 彼 は 基督に 劣る の敎 導師であった 事の 一 つの 證據 であると 思 ひます、 基督 は自 から 

神の 子であって 人類の 王で あると 證 せられました、 若し 彼が 南洋諸島の 中に 生れて 此大膽 なる 言 を發 
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せらる \ と雖も 誰も 彼 を 信じない に 相違ありません、 世界 を 救 ふべ き 人 は 文明 世界の 中心 點に 於て 4- 

れ來 るべき 害であります、 釋 =1 は 「亞 細亞の 光」 であり ますから 印度に 生れました、 孔子 は 「支那の 

光」 であり ますから 魯の國 に 生れました、 モ ハメット は 「亞剌 比- 亞の 光」 であって、 彼の 宗敎は 重に 

1^ 漠に 住する 民に 適する ものであります から、 彼 はァラ ビヤの メッカに 生れました、 然し 基督 は 世界 

の 文明 國を敎 化して 終に 人類 全 體を救 ふべき 者で ありまし たから、 彼 は ユダヤの べッレ ヘムに 生れ ま 

した、 ベ ッレ ヘム に 生れた から 基督 は 基督と なり、 メッカに 生れた から モ ハメット は モハメ ット とな 

り、 趣 呲羅蘇 都に 生れた から 釋邀 は釋迦 となった のではありません、 基督 は 彼の 事業 を 爲す爲 めに は 

ユダヤに 生れなければ なりませんでした、 モ ハメット は メッカに 生るべき 者であって、 印度 や ユダヤ 

に 生るべき 者ではありませんでした、 若し 鳥 尾 先生の 曰 はれし やうに 釋„ ^一が ュ ダ や^べ ッぃ、 へい {iiH 

れ ましたならば 彼 は 何の 爲す所 もな くして 彼の 一生 を 終った かも 知れません、 祌は矢 鰐に 何ん の 目的 

なしに 英雄 を 造りません、 基督 を ユダヤに 送った 祌は 印度に 釋迦を 遣 はし、 H5i 拉比 亞にモ ハメット を 

途 つて 人類の 救濟を 計られました、 英雄 は必す 時と 所と を 定めて 此 世に 生れ 來る 者で あると 私 は】 W じ 

英雄が 皆な 天命 を 信じます るの も 亦 彼等が 天上の 聖意を 受けて 此 世に 臨み 來 りし 者で あるとの 自覺 

を證 明す る ものであると 思 ひます、 彼等 は此 世に 或る 特刖の 事業 を爲 さんが 爲 めに 生れて 來た 者で あ 

ります から、 此 事業 を 了 へ るまで は 彼等 は 如何なる 危險に 遭遇す る も 決して 死すべき 者で ない と自か 

ら 信じて 居ります、 「我が 時 は 未だ 至らす」 と は 基督が 々述べられた 事でありまして、 彼 は 天の 父 

が 彼に 命ぜし 人類 救済の 大事 業 を 了へ るまで は 何人も 彼の 身に 害 を 加 ふる 事 は出來 ない と 信じて 吾 ら 


れ ました、 夫れ 故に 彼が 法官 ピラトの 前に 引き出れ し 時に、 ピラトが 彼に 告げて 「我に 汝を 十字架に 

釘る 權威 あり 亦 汝を釋 す權威 あり、 汝此事 を 知らざる 乎」 と 巾し ました 時に、 基督 は r 汝、 上より 權 

威 を 賜 はらす ば 我に 對 つて 權威 ある 事な し」 と 答 へられました、 卽ち 「上帝 汝に 我が 生命 を 奪 ふの 權 

を 與へ給 ふ 迄 は 汝は我 を 殺す 能 はす」 との 意 を 示されました、 基督 は 死すべき 時の 到来す る 迄 は 決し 

-て 死すべき^ でない と は 彼が 厦々 彼の 弟子 達に 吿られ た 事， であります、 「事 成れり」 tetelestfd と は 

十字架 上に 於て 彼の 發 せられし 最終の 語で ありました。 

爾 うして 此確信 を 持ちし 者 は 基督に のみ 限りません、 ナボ レ ォ ンの やうな 全く^ 俗 的の 人物で さへ 

彼の 事業 を 了 へ るまで は 彼の 身 は 金鐵の 堅き を 以て 包まれて 居る もの i やうに 考 へて！ 5 りました、 彼 

は彈 丸なる もの は 決して 彼の 身に 當 るべき もので はない と 確信して 居りました、 彼の 敵 人 は呰な 彼の 

. 運の 强 いの を a- て 驚きました、 彼の 事業と 巾す は 基督の それと は 違 ひ 全く 破壞 的の もので ありました 

が、 然し 彼 とても 彼の 天職 を 了へ るまで は 彼の 權カを 失 ひませんでした。 

紀元後 千 五 百 九十 九 年の ra 月廿 五日に 英國の ハ ンチ ング トンと 云 ふ 村に オリバ ー コ 口 ムゥ エルと 云 

ふ 人が 生れました、 若し 此 人が 此 時に 此處に 於て 生れませんでしたならば 今日の 文明^ 界は 決して 今 

曰の やうな ものではなかった に 相違ありません、 彼れ ありし が 故に 共和 國も 及ばざる の 自由 を 享有す 

る 英吉利 王國な る ものが 起り、 彼れ ありし が 故に 北米 合衆國 なる 古今 未曾有の 大 自由 國が 地上に 現 は 

れ たのであります、 彼れ なかり せば ワシントン は 生れても 米 國に獨 立戰爭 はなかった でせ う、 彼れ な 

. かりせば リン コル ン は^に 出し も奴隸 制度：.^ 止の 爲 めの 大戰爭 は戰 はれませんでした らう、 コ 口 ムゥ 

>ェ ルを 離れて 十七^ 紀 以後の 自由の 進歩 は 論ぜられません U 
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此人 まだ 襁條の 中に ありし 頃、 彼の 父の 家に 飼育され 居りし 一 疋の猴 は 彼 を 抱へ たま 上咼く 家の 梁 

に 昇りました、 若し 猿猴 誤って 此嬰兒 を 床板の 上に 落しましたならば、 英國 民の 自由 は 一 擊の 下に 破 

毀され たで ありませ う、 未来の 英國と 合衆國 と、 而 して 是等 ニ國を 透して 全枇界 との 自由 は 一時 は 猿 

猴の 掌中に 存 しました、 危機 一 髮とは 實に此 時で ありました、 嬰兒 オリバ ー は 安然に 再び 彼の 母の 手 

に 付た され ませう か、 母なる H リザべ スは 狂人の やうに 成って 嬰兒の 安然 を氣遺 ひました、 然し 天 は 

オリバ ー を 守りました、 彼の 一身に は未來 数百 千年 §1 に涉る 人類の 自. m が懸 つて 居りました、 然し 猴 

は 安然 に 彼 を 梁より 下に 持ち 來 りました、 人類の 自由 は 安然 でありました、 後世の 王 黨の歷 史家 W は 

幾囘 となく 嬰兒 オリバ ー コ 口 ムゥ H ルが此 時 猴の手 を 離れて 床板の 上に 破碎 され ざり し 事 を 恨み まし 

た、 然し 神 は 自由の 神であって、 壓 制の 神ではありません から 彼は此 自由の 戰士を 護り ました。 

此人齡 五十 九 歳に して 千 六 百 五十八 年の 九：^ 三日に 死にました、 英圃 人に 取て は 五十 九 歳 は 決して 

高齢ではありません、 殊に 彼 は 麻拉利 loi 熱の 一種 を 病みて 死んだ ので ある さう でして 是は 今日の 醫學 

を 以てすれば 決して 不治の病ではなかった さう です"' 故に 人 は 彼の 早 逝 を 悲しみ、 英國 民の 自由の 爲 

めに 彼の 尙ほ 十數 年間 此 世に 存在 せん 事を^みました、 然し 少しく 彼の 生涯と 彼の 時代と を考 へて 見 

れば彼 は實に 死す べき 時に 死んだ もので ある 事が 分ります、 彼 は爲す ベ き 丈け の 事 をば 悉く 之 を爲し 

て 仕舞いました、 彼は今は彼の死を以て彼の事業を封印するまで^- ありました、 彼の 死 は 早 くもなく、 

亦遲 くもありませんでした、 彼 は 他の 英雄と 同じく 死すべき 時に 死にました。 

私共が 英雄 の 傳記 を讀ん で 常に 感す るの は此事 で あ り ます、 卽ち 彼等 は 生るべき 時に 生れて 死す ベ 

き 時に 死んだ 事です、 世に 無名の 英雄 ありと は 私共が 厦々 聞く 所であります、 左様、 世に 無名の 英雄 


はあり ませう が 無用 の 英雄 はない 害です、 英雄 は 神が、 作り 給 ふ も の で ありまして、 名 は 人の 附 ける も 

のであります、 英雄 は^ 人が 彼の 名 を 讚へ ると 讚へ ざると に關 はらす 彼の 爲 すべきの 事業 は 必す之 を 

爲す 者であります。 

時勢 は 英雄 を 作り、 英雄 は 時勢 を 作ります、 時勢と 英雄と は 進歩の ニ大 原動力でありまして 二者 共 

一 を缺 いて 社會に 進歩なる ものはありません、 歷史は 能く 共 5: 容を檢 すれば 英雄の 俾記 であるとの 言 

は 此事を 云 ふたので あります、 春が 来ても 農夫が 居らなければ ffl も 畑も植 はりません、 時機が 來ても 

英雄が らな ければ 人心の 柘は行 はれません * ル ー テル は 革命 時期の 爲 めに 豫め備 へられし 人物で 

ありまして、 ^„5-命時期は其の效3^を結ばんが爲めにはド度ル ーテル のゃぅな人物を要しました、 舞臺 

あって 役者が あります、 役者の 爲 めに 舞 臺は備 へられます、 時勢の 必要に 應 じて 英雄が 起る の は是れ 

取り も 直さす 舞 臺の道 丑； 立てが 成って、 役者が 其 上に 現 はれて 彼の 技を演 する の 類であります、 此事 

に關 して 私 は 拙著 『地 人 論』 (： 本 全集 笫ー卷 收錄— 編者」 に 於て 西班牙 國 自由 黨總理 M ミ リオ カステラ— 

がコ 口 ムブ ス 時代 を； t する の 言 を 載せ ましたが、 今 叉 此處に 之を轉 載し ませう。 

良心 は 革 進 を 要せり、 基督 敎は 改良 を 要せり、 人類の 信仰 は その 理想に 達せん とせり、 而 して 俾 

來の 思想と 信仰の 條 目と を 棄却せ すして 此 天職 を充 たさんが 爲に、 名 を 不朽に 傅へ たる サボ ナ 口 

1 ラの强 健なる 智能と ル ー テルの 革命的 敎理と は 世に出たり、 而 して 天然 も 亦 革新 を 要せり、 コ 

n ム ブス 爲 めに 世に 現 はれたり、 發 見者に 關 する 記錄を 探り 見よ、 大 航海 家の 世に出 づるは 天の 

指お せし 時に ありて 吾人の 地球と 理性と が 同時に 之 を 要求す る 時に ありき 

大 航海 家 然り、 大政 治家然 り、 大 美術家 然り、 大哲 學者然 り、 大文 學者然 りです、 大家 偉人と 稱 せら 
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れる 人で 『吾人の 地球と 理性と が 同時に 之 を 要求す る 時』 に 出なかった 者はありません、 英雄の 出 

は 確かに 神の 特^なる 御 事業であります。 

然し 神の 攝理 は國， の 歷史と 之 を 分配す る 英雄の 生涯と に 於てば かり 現 はれる ものではありません、 

私共 は 之 を 探ぐ るに 遠き 昔に 遡り、 叉 は 深く 英雄の 傳 記に 稽 ふるの 必要はありません、 私共 日常の 生 

涯が 能く 之を弯 へて 見 ますれば 神の 攝理 の實 現であります、 誠實に 一 生 を 送らん と 5- める 人で 昊 天の 

保護と 敎導と を 信じない 人 はあり ません、 我々 は 心に 自づと 我々 も 時勢 の 或る 必要に 應 ぜんが 爲 めに 

此^に 生れ 來た 者で ある 事 を 信じます、 斯く 信す る は 我々 は 何も 必 すし も大 政治家 叉 は 大哲學 者と な 

らんが 爲め 生れて 來 たと 云 ふので はありません、 物に 大小 優劣の 差が ある やうに 人に も 夫れ 相 應の地 

位が あります、 國 家の 牛耳 を 執る 大政 治 家 も ありま すれば 官廳 の鬥を 衞る爲 めの 門桥 もあります、 昏 

く 門 を衞り 5^ る 者 は 善く 國を 治め 得る 者 丈け 必要であります、 神 は 時勢の 必要に 應 じて 善き 政治家と 

善き 門番と を 造り 給 ひます から- 我等 門番と して 造られた：！ は 感謝して 其 職に 就くべき であります、 

雨う して 我等 各自の 過去の 生涯 を 顧み ますれば 我等 は 皆な 祌の 特別なる 保護の 下に ありし 事 を 感じ ま 

す、 我等に 多くの 困難が ありました、 然し 能く 考 へて 見 ますれば 此 闲 難 は 皆な 我等に 無くて はならぬ 

困難で ありました、 或る 困難 は 我等 を 光明の 域に 導いて 吳れ ました、 叉 或る 他の 困難 は 我等 を 扉惡の 

衢 より 外に 救 ひ 出して 旲れ ました、 私共 は 時には 私共の 過去 を 振り向 ひて 見て 斯 くも あれ かし、 斯く 

も あら ざれ かしと m 心 ふ 事 もあります が、 然し 叉 能々 私共 目下の 安寧 福祉 を考 へます る 時に 私共の 通り 

來 りし 生涯の 途は實 に 私共の 通過すべき 唯 一 の途 でありし 事 を發見 致します る、 喜樂必 しも 喜樂 では 

ありません、 痛苦 必 しも 痛苦で せありません、 只 花.， く 道を迪 りました の も、 淚の 谷に 徨 ひました の 


も , 皆な 私共 を して 今日 神の愛 を覺 らしめ、 八 r- 日 私共の 心の中に 快樂と 歡 喜と を あ らし めんとの 神の 

攝理に 依りし ものなる こと を 了り ますれば 私共 は 唯 だ 感謝す る 計りであります、 貴下 方の 中で 英語の 

御 解り になる 方 は 左の オル ヅォス の 詩 を 能く 玩味し て 御覽 なさい 、 其 中 に 意味深長 にして 盡 きざる も 

のがあります、 

S  Dust  as  we  are,  tlie  Immol.tiu  S11u.it  g-rcAVS 

Like  harmony lu  rpuslc  ；  t.hel.e  is  a  darlc 

Inscratal-le  メ vol-limansllif-  thox  l.econciles 

Discol.dant  elements,  mnkes  them  cling,  to^^-efller 

in  one  societv.  How  strfsg-e,  tliat  all 

Tlie  telTol-s,  Js-lns,  and  eal-ly  miseries, 

Regsts,  vexations,  lassitudes  mtrefused 

■Nvitllin  my  mind,  sliould  e.el-  liave  borne  a  part. 

And  that  a  needful  ptl.t,  in  making  llf- 

Tlie  calm  sdstence  thn-t  is  nune  wlien  i 

Am  worthy  of  myself.  J  —prelude, 掷 ー 诚". 

斯う 云ふ鹽 梅に 我々 の 一身に も 全能 全智の 神の 攝理が 行 はれて 居ります、 聖書に 斯う 書いて あります、 

五 の^は ニ錢 にて 售 るに 非す や、 然るに 神 は 其 一 を も 忘れ 給 はす、 爾 等の 首の 髮 また 皆かぞ へら 

る、 故に 體る、 勿れ、 爾等は 多くの 雀よりも 貴し (路加 傳笫 十二 章 六， 七 節) 
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神の 許諾な しに は 一 羽の 報 も 地に 陷 ざる 此 宇宙に 存在す る 事で ありま すれば、 我々 は祌を 信す る 以上 

は 何にも 權る k 事はありません、 我々 は 我々 の 定めし 氣儘 勝手の 目的に 達する 事 は 出来ない かも 知れ 

ません、 然し 神が 我々 に 於て 定め 給 ひし 目的 は 我々 は 之に 達せす して は已 みません、 我に 百 萬の 敵 あ 

るも懼 る、 に は 足りません、 我が身 體の 脆弱なる も 意と する に は 足りません、 我に 友な く、 富な く、 

按 助な きも 失 §lr: す るに は 及びません、 私共 は 私共 の 爲す ベ き 事 は 屹度 爲し 遂げる に 相違 ありま せ ん 、 

是れ 何にも 私共に 山 を も 移し、 厳 を も 透す 力が あるから ではありません、 是れ 私共 各自に 神の 定めし 

目的が ありまして、 私共が 心身 を 舉げて 神に 任 かします 以上 は、 祌は 神の 力 を 以て 私共 をして その 天 

職 を 全 ふせし め 給 ふからで あります、 基督 は 申されました、 「我 父 は 今に 至る まで 倒き 給 ふ、 我 もま 

た 働くな り」 と、 我々 の 顿くは 活ける 眞の 神が 働き 給 ふが 故でありまして、 我々 は 宇宙の 蓮 行、 人類 

の 進歩、 英雄の 行動と 共に 働きつ k ある もので ありま すれば 我々 は 安心して 日常の 業務に 就くべき で 

あります。 


豫定の 事 


基督 敎に豫 {ル と 云 ふ敎義 があります、 是は 左の 如き 聖書の 語に 依て 示さる」 敎義 であります- 

我 を 遺 はし k 父 もし 引か ざれば 人よ く 我に 就るな し (約 翰傳^ 六 章 四 四 節) 


汝等我 を 選ばす、 我 汝等を 選べり (八！ -第卞 五 章 十六 節) 

夫れ 祌は豫 め 知り 給 ふ 所の 者 を 其 子の 狀に效 はせんと 豫め之 をお む、 叉豫め (疋 めた る 所の 者 は 之 

を m き、 Re きたる 者 は 之を義 とし、 翁と したる 者 は 之に 榮を 賜へ り (羅 > ^書 八 草 二十 九， 三十 節) 

神モ ー セに曰 ふ、 我れ 惠 まんと 欲 ふ 者を惠 み、 憐 まんと 欲 ふ 者 を 憐れむ と、 然れば 願 ふお にも 趨 

る 者に も， E らす、 惟惠む 所の 神に 由れ り、  然れば 祌は憐 まんと 欲 ふ 者 を 憐れみ， S 愎 にせ 

んと欲 ふ 者 を剛復 にせり (羅馬 書 第 九 章 十五， 十六、 十八 節〕 

汝等 恩惠に 由て 救 を 得、 是れ 信仰に 依て なり、 己に 由る に 非す、 神の 賜な り (お^ 所讲 第二 章 八 節.) 

エホバの 霄 我に 臨みて 云 ふ、 我汝を 腹に 造ら ざり し 先に 汝を 知り、 汝が胎 を 出 ざり し 先に 汝を聖 

め、 汝を 立て 萬 國の豫 言 者と なせり と (耶利 米亞記 第一章 四、 五節) 

其他此 類の 聖語 は數 ふるに 遑 ありません。 

豫定の 敎義を 短く 摘まんで 中せば 斯う 云 ふ 事です、 卽ち人 は 何人も 自 から 救 はれん と 欲して 救 はれ 

る もので ない、 人の 救 はれる の は 全く 神の 恩惠に 依る のであって、 人の 意思の 如何に 關 はらす、 神 は 

救 はんと 欲 ふ^を 救 ひ、 咒 はんと 欲 ふ 者 を 咒ひ給 ふとの 事であります。 

鳥渡 聞きます ると 是れは 甚だ 不條理 なる 敎義の やうに 思へ ます、 神 は 勝手次第に 彼が 救 はんと 欲 ふ 

者 を 救 ひ、 咒 はんと 欲 ふ 者 を 咒ひ給 ふとの 事で あれば、 我々 人類 は 救 はれ やうが 咒 はれ やうが 夫れ は 

我々 に 取 て は 何の 責任 もな い 事で ある は 勿論、 亦 如^ん ともす る 事 の 出來な い 次第で ある やうに 思へ 

ます、 故に 豫定の 敎義は 不信者の 嘲る 處で あるの みならす *  ^に 所謂 基督 信者なる 者で 之 を 不問に 措 

くに あら ざれば 全然 之 を 「保 『維時 代の 神學 m 心 想」 なれば とて 排斥す る^も あります、 彼等 は.^ します- 
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若し 救 はるべき 者、 罰せら るべき 者 は 旣に 神の 意中に 於て 定まって 居る ものなら ば、 ^に 道を俾 へて 

人 を 救 はんとす るの 必要 もなければ、 亦 彼等が 地獄に 落ちて 永遠の 刑罰 を受 くるの 心配 も 要らない と- 

基督 敎 の 豫定說 なる 者 は囘々 敎の 宿命論に 似た ものであって、 若し 之 を 信す るに 至れば 世に 改悔 の必 

耍も なくなり、 隨て 克己 自制 も 不用になる やうに 思 はれます、 豫-: li- 說は 確に 基督 敎を 信ぜん とする 者 

の 一 大 障害物た るに 相違ありません 

然しながら 前に も 度々 述べました 通り 基督 敎は 事實其 儘を述 ベる ものでありまして、 其說 明の 困難 

なる の 故 を 以て 事 實の吿 白 を 避けません、 豫定の 敎義は 復活の 敎義と 同じく、 私共 基督 を 信す るに 至 

りし 者の 確乎 動かすべからざる 實驗の 上に 立つ ものであります. 私共 は 其說明 の 如何に 關せ す 其事實 

を 疑 ふ 事は屮 I 来ません。 

往昔より 八， 'rz に 至ります まで 自身の 修養 鍛鍊の 結果と して 祌を 信じ、 神の愛 を受 くるに 至りし 人 は 

ありません、 人 は 神に おされて 彼に 到りし 者でありまして、 彼 は 彼より 進んで 祌に 近いた ので はあり 

ません、 前に 巾し ました 耶 利米亞 記の 言の 如き は 能く 此事を 示して 居ります、 耶利米 亞は自 から 好ん 

で 萬 國の豫 言 者と 成りし 者で ない のみなら す、 彼 は 幾度 か 彼の 豫 言 者 たりし を 歎きました、 豫 首 者 た 

るべ しとの 命が 彼に ド りました 時に 彼 は 之を辭 して 巾し ました、 「喧主 エホバよ、 我 は 幼く して 語る 

こと を 知らす」 と、 彼 は 叉 幾囘か 彼が 神の 忠實 なる 僕と なりて 國 民の， 惡を 詰責した 結果と して 天ド 

の 怒り を 買 ふに 至りし 事 を 悔みました、 

鳴 呼 我は禍 なる かな、 汝 何故に 我 を 生みし や、 全國の 人我と 爭ひ、 我を攻 む、 我れ 高利 を 以て 人 

に 貸さす、 人 また 我に 貸さす、 然るに 人 皆 我を詛 ふなり (耶利 米 亞 記 第 十五 章 十 節： } 


彼 は實に 神に 强 ひられて 彼の 職に 就いた 者であります、 彼 は 勿論 身に 豫言 者の 大任 を 負 ひし を 無上 

の榮饗 として 感じました らう、 然し =y は 彼れ が自 から 好んで 授かった 天職で はなく して、 彼が 未だ！^ 

の胎に 宿ら ざり し 前に 神が 彼に 授けし ものであると 彼 は 篤く 信じて 居りました。 

5疋 は 基督 降 世 以前の 人達の 實驗 であり ますが、 基督 信者の 經驗 とても 之と 少しも 異なりません、 使 

徒 保羅の 確信 は此 談話の 始めに 引用し ました 彼の  一一 一一 口 に徵 して 明であります、 

夫れ 神 我等 をして 其 前に 潔く】 挑な からしめ ん爲 に^ 界の 基礎 を 澄 ざり し 先より 我等 を キリス 卜の 

中に 簡び 給へ り (以^ 所 書 第 一章 四 節〕 

と は 驚くべき 彼の 表 いでありまして、 彼 は 彼の 基督 信徒た る を 得し は 世界の 基礎の 据 ゑら れし 前より 

定まって ：15 つた 事で あると 信じて 居りました。 

使徒 彼 得の 確信 も 亦 同じ 事で ありました、 「神が 其豫 じめ 知り 給 ふ 所に 循ひ靈 の 聖潔を 以て 選び 給 

ひし 人々」 と は 彼の 基督 信徒なる 者の 定義で ありました、 或 人 は： f 疋等は 皆な ュダ 人の 人生 觀に 依る も 

ので あると 巾し ます けれども 何れに しろ 聖書 は 始めより 終りまで 祌 の豫定 撰擇を 充分に 認めて；^ る こ 

と 丈け は 確かです。 

コ a ムゥ H ルの 臨終の 時の 語に 「余 は 世に 在る 所ろ の 最も. 卑しき 者の 一人な りと E 心 ふ， 然れ ども 八ホ 

は 神 を 愛す、 否な 余 は 言 はんと 欲す、 余 は 寧ろ 神に 愛せら る、 者な り」 とあります るの を 見ても 彼れ 

コ ロム ゥヱ ルは彼 は祌を 愛すと 云 はんより は 寧ろ 神に 愛せら る > ^者な りと 云 ふの 眞に 近き を覺 つて- 

つた 事が 分ります。 

詩人 カウ パ ー の 牧師と して 有名なる-一 ュ ー トンと 云 ふ 人 は 度々 人に 告げて 中し ました、 「若し 神が 
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生前に 於て 私 を 選び 給 ひしに あら ざれば、 彼 は 私の 生後の 行爲に 於て 一 も 私 を 簡び給 ふに 足る 理由 を 

發 見し 給 は ざり しならん」 と、 そして 彼れ-一 ュ ー トンの 生涯の 如何なる もので ありし か を 知る 者 は 彼 

の此 表. E の 決して 過言で はない 事を覺 ります、 彼 は 一 時 は 奴隸寶 買にまで 從 事した 人でありまして、 

阿弗利加 在住 屮 の 彼の 生涯と 云 ふ もの は贲に 慘儋た る もので ありました、 彼れ の 如き ものが カウ パ ー 

時代の 英國に 於て 最も 有力なる 敎師の 一 人となりし 事 は 一 種の 奇蹑と 見る より 外はありません リ 

其他ル ー テルで も、 バ ン ヤンで も、 ノックス でも、 神に 於け る 信仰に 依て 此 世に 大事 業 を 遂げた 人 

で 神の 豫定を 信じない 人 は殆ん どありません、 「キリスト は 我等の. 猶ほ I 非人た る 時に 我等の 爲 めに 死 

たまへ り、 祌は 之に よりて 其 愛を彰 はし 給 ふ」 との 使徒 保 羅の言 は 神の 救 濟に與 かった 者の 心 を 能く 

言 ひ彰 はす もので あり ます、 若し 我等の 受けし 救濟 なる もの は 我等の 善行 に酬 ゆる 神の 賜物で ありま 

するならば 救 濟とは 左程に 有難い ものではありません。 

扨て 豫 おの 事 實は斯 の 如しと 致しまして 玆に此 敎義に 就て 一 大 疑問が あります、 卽ち 「若し 神 は 或 

る 人 を擇び 他の 人 を 棄て給 ふとなら ば、 神 は 甚だ 不公平なる ものであって、 斯う 云 ふ祌は 決して 我々 

の 祌 と し て 崇 む ベ か ら ざ る 者 で ぁ る 」 と  一 1^ ふ 事_ で ぁ り ま す 、 此 反 對 論 に 對 し て 保 羅 の 與 へ た 答 は 甚 だ 

明白なる ものであります、 

UA"  ぁゝ 

然 れば爾 我に 言 はん、 祌何ぞ 猶ほ人 を責る や、 誰か 其 に 逆 ふこと を爲ん と、 嗟 人よ、 爾 何人な 

す,？； ，0 のし 

れば 神に 言 ひ 逆 ふや、 造られし 物 は 造りし 者に 向て 爾 M 故に 斯く 造りし と 云 ふべ けん 乎、 陶人は 

同じ 土塊 を もて 一 の 器 を 贲くー  の 器 を賤く 造る の權 あるに 非す や 

是は 一 寸と 聞きます ると 隨分 獨斷 的の 答 辯の やうに 聞へ まする けれども 善く 考 へ て 見ます ると 決して 


爾 うでない 事が 分ります、 に人將 なる ものが ありまして 私共 は 之に は大反 封であります が、 然し 爭 

はれぬ is?- は 世に 天© の ある 事であります、 世に 智者が あり、 通人が あり、 大帝 阈を 左右す るに 足る 力 

量 を 具 へられた る 者が あり、 官衙の 門桥に 適した る 人が あります、 若し 造物主が 不公平で あると 云 ふ 

ならば、 世に. 賢 の の あるの が 不公平であります、 或る人 は 蓄財の 才能 を 有し、 又 或る人 は 作詩 

の 天才 を 有します、 彼 を 富豪と なして 是を高 想 妙 句 を 出す の 外 何の 見る 影 もな き^とな らしめ 給 ふ 神 

は實に 不公平で あると 言 はなければ なりません、 然し 此事を 以て 祌の 不公平 を 責る人 は 誰も ありませ 

ん、 そ は 是は祌 の特權 に. m る 事でありまして、 我々 人 問の 云々 すべき 事で はない からです。 

. 救済の 豫 おも じ 事であります、 賢 の 差別 は 智識 上の 豫 に. S る ものでありまして、 淸 濁の^^ 

は心靈 上の 豫定に 由る のであります、 ナボレ オン に 軍略 上の 大 天才 を 與 へられました 祌は 同じ 怫國人 

中で パスカル ゃフ テ不 II ンの やうな 人に は心靈 上の 大 達識 を 賜 はりました、 陣に 臨む 者 は 悉く 大將 

ではない やうに 掀に 生れ 3£ る 者 は 悉く 大聖 人ではありません、 是は 何故なる 乎 は 吾人の 知る 所では あ 

りません、 然し 其 斯うで ある 事 は 何人も 疑 ふ 事の 出来ない 所でお ります。 

夫れ 故に 若し 世に 貧富 智 愚の 训 あるが 故に 神 を 不公平な りと 中し ますならば 彼が 或 人に 彼の 现を 

覺 るの カを與 へ、 又 或 人に 此カ を與 へざる を 以て 彼 を 不公平な りと 云 ふ 事が 出来る 乎 も 知れません、 

然し 是は 吾人々 類の 逆 ふても 3. 斐 のない 不公平で ありまして、 吾人 祌 ならぬ 者の 如何と もす る 事の 出 

來 ない 事であります。 

然し 祌は祌 であり ますから、 彼 は 萬 一 不公平であります ると も 決して 無慈悲ではありません、 不公 

平と 無慈悲と は 全く 別物であります、 そして 無慈悲 ならざる 不公平 は實は 不公平ではありません。 

豫 M  S  »  五 五 五 
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若し 神が 或る人に 蓄財の 天才 を與べ きながら 彼 をして 富豪た る を 得 ざら しめ 給 ふなら ば 神 は實に 

殘 酷であります、 何故ならば 世に 揮 ふべき の 天才 を 以て 居りながら 之 を 揮 ひ 得ない 程 苦しい 事 はあり 

ません から。 

叉 若し 神 は 或る人に 詩才 を與 へ て 置きながら 彼 をして 詩人た る を 得 ざら しめ 給 ふなら ば 祌は實 に 無 

慈悲であります、 そ は 心に 燬る 詩想の 有る 時に 之 を 裹んで 一一 一一 n はない 程 辛ら い 事 はない からです。 

然し 蓄財 家 は必す 財產を 作ります し、 詩人 は 必す詩 を 作ります、 そして 蓄財 家 は 詩の 作れない の を 

歎きません やうに 詩人 は 亦 时產の 作れない の を 恨みません、 二者 は 各自の 天職に-女ん じ、 蓄財 家 は 彼 

の 積みし 金 を 見て 喜び、 詩人 は 彼の 築めし 詩 を 見て 感謝し ます、 歡喜滿 足の 點に 於て は 金 持 も 詩人 も 

同じ 事でありまして、 祌は 此點に 於て は 決して 不公平ではありません。 

神の 豫定に 依て 眞理の 光明 を 授かり 未来の 榮光を 承け 嗣ぐ 義人 も、 叉 豫定に 洩れて 肉 慾の 快 樂の外 

に^に 求む る 所な き 俗人 も 其 滿足を 受ける 點に 於て は 同じ 事であります、 義人 は祌の 光明が 雲 を 以て 

掩 はれし を 見て 甚く 歎きます るが、 俗人にば 斯の 如き 苦痛 は 絡え てありません、 豫定と 云 ひ、 救濟と 

云 ひ、 是は 義人の 苦にする 問題でありまして、 俗人 は 之 を 耳に する も 絶えて 之に 意 を 注ぎません、 俗 

人が- 大國の 事 や 神の 事に 無 感覺な る は 牛 や 馬が 數學 ゃ哲學 の 問題に 無 感覺な るのと 同じで あり ます、 

俗人 は 金が 有って、 世人に * めら れて、 位階と か勳 章と か 云 ふ 義人の 眼より 見れば 小兒の 玩弄物 同然 

の ものが 有れば 夫れ で 充分に 滿 足して 居ります る、 是れ^ も 馬 は 豆と 秣草 とさ へ 澤山 あれば それで 何 

にも 他に 求める 所がない と 同然であります、 そして 馬に 秣草 を澤 山に 賜 ふ 神 は 俗人に は 彼の 欲する t 

や 位階 勳 章の 類 を 有り 餘る程 賜 ひます、 祌は 俗人に 對 して 決して 無慈悲ではありません * 俗人の 欲す 


る もの 丈け は 神 は 彼等に 充分 與 へます。 

雨う して 俗人に 金と 位階と 勳 章と を 澤 山に 與へ給 ふ祌は 義人に 眞现と 永世と 天 國とを 與へ給 ふので 

あります、 俗人が 其 授かりし 君恩に 感泣す る やうに 義人 も 其 賜 はりし 神の 恩惠に 就て 感謝す るので あ 

ります、 兩方共 心を滿 たす に 足る の 恩 惠を受 くるので ありまして、 只 共 受けし 恩 惠の極 類が 異なる ま 

でであります、 馬 は 共與 へられし 称 草の 爲 めに 喜び、 俗人 は 其 授けられし 動 章の 爲 めに 喜び、 詩人 は 

其 示されし m 心 想の 爲 めに 喜び、 義人 は其與 へられし 永生の 爲 めに 喜ぶ のであります、 生 を 神より 受け 

たもの で ま- 〔ば ない ものはありません、 祌 とは斯 くも 惠み 深い 者であります。 

夫れ であり ますから 神が 特^に 義人に 義人の 要求す る 新生 命 を與へ 給へば とて 神 は 決して 不公平で 

はありません、 公平なる 君と は 何にも 其 臣下の 者 共に 悉く 正 一 位の 位と 最高 等の 勳 章と を與 へる 者 を 

稱 ふので はありません、 公平なる 君と は 臣下 各自の 分に 應 じて 其 心に 滿足を 供す る 者を稱 ぶので あり 

ます、 滿 足の 一 點 より 巾し ますれば、 神の 俗人 を 惠み給 ふ は 義人 を 惠み給 ふに 劣りません。 

然 らば 神の 豫定に 洩れし 人と は 如何なる 人で あるかと 云 ふに、 是 は豫定 とか、 救濟 とか、 未來 とか 

永生と か 云 ふ 事 は 少しも 之 を 苦にしない 人であります、 彼 は此世 以外に 少しも 目 を 注ぐ ことなく、 生 

命と は唯此 世に 限る ものと m 心 ひ、 若し 安然に 此世を 通過し 得れば それで 人生の 目的 は 達せられし 專と 

信じて 居ります。 

彼 は 純然たる 「世 の 人」 でありまして、 彼に 取りて は 道 德は處 世の 方法た るに 止り、 宗敎 は治國 

平 天下の 道具た るに 過ぎません、 彼 は 此世を 以て 滿 足し 得る^ でありまして、 神に 選ばれて 天 國に行 

く 事が 出来ない とて 祌をも 人 を も 恨む 者ではありません。 

定の事  五 五 七 


s  五 五八 

よく 牧師 や 俾道師 が 巾す 事であります が、 惡 人と は 常に 良心の 詰責 を 受け、 死 を 懼れ、 未来の 刑罰 

に 就て 常に 恐怖の 念 を 懐いて 居る 者の やうに 思 ひます の は 實は大 問 違であります、 眞 正の 惡 人と は 決 

して そんな ものではありません、 眞 正の 惡 人と は 神 を 畏れす、 人 を怕れ す、 死 を 怖れす、 生 ある を 知 

て 死 ある を 知らない、 實に 幸福なる 者であります、 彼 は 丁度 屠場に 曳き 出さる、 まで は 死の 苦痛 を感 

じない 牧牛の 如き^で あります、 若し 世に 眞に滿 足の 人と 稱 すべき 者が ありま するならば 彼 は 實は善 

人で はなく して 眞正 の 惡人 で あります。 

天路歷 程の 著者と して 有名なる ジョン バ ン ヤンと 云 ふ 人 は 亦 『惡 人君の 生涯 並に 死狀』 ：Lit-e  and 

Death  of  Mr.  wadman と 云 ふ 書 を 著 はしました、 是は 今日で は 殆んど 世人に 忘れられて、 特 训にバ 

ン ヤン 文學を 究めん と 欲 ふ 人で なければ 滅多に 鍵まない 書であります が、 然し 非常に 面白い 書で あり 

ます、 バン ヤンの 眼に 映 じた 惡 人と は 何ん な もので あつたか はよ く此 木に 依て 知る 事が 出來 ます、 彼 

の 筆に 成りし r 惡 人君」 の 死 狀とは 左の 如き もので ありました。 

彼 (惡 人君) の 一 生が 罪惡の 一 生な りしが 故に、 彼の 死 は悔改 なしの 死なり し、 彼 は病屮 曾て 一 

同 も 彼の 扉 業に 就て 感覺を 起せし ことなく、 反て 終生 未だ 曾て  一 11 の I 非 を も 犯せし 事な き 者の 如 

くに 平和な りし、 彼は恰 かも 罪 を 知らざる： 大使の 如くに 安然な りき、 彼の 終焉に 近く や、 病に 山 

て 彼の 肉 體に現 はれし 變 化の 外に 彼に 何等の 異狀 なかり き、 彼 は尙ほ 名に 於ての みならす、 彼の 

心の 狀 態に 於て 以前 同様の 惡人 なりき、 而 して 彼 は 此狀態 を 彼の 最終の 時まで 持 緩せ り、 彼の 

病 得の 傍に 在りし 者 は 彼に 於て 死の 苦闘 を さへ も 認め ざり き、 彼 は 小羊の 如く 平和に 死せ り、 恰 

oooooooo〇〇ooooooooo〇ooc 

も 無辜の 小兒の 如く 靜 かに 且つ 恐懼な くして 死せ り。 


斯う 云 ふ 人が 眞 正の 惡 人でありまして、 是が 祌の豫 おに；^ れた 者の 死狀 であります、 死に 臨んで 過 ま 

の i§ 業を悔 ひて 斌悶 する 者の 如き は 未だ 全く 救^の 希 §1;." の 絶へ たもので はありません。 

そして 是が 神の 豫定 に；^ れし 者の 生涯で ありま すれば 其豫定 に與 かりし 者 は 如何なる 人で ある 乎と 

云 ふに、 是れ亦 世人 一般の 豫 想と は 全く 異 つた 者であります、 神の 豫 おに 與 かりし 人 は 苦闘 憂悶の 人 

であります、 彼に 平和なる ものはありません、 彼 は 彼れ 自身の 爲に 歎き、 彼 は 同胞の 爲に歡 き、 社會 

國 家の 爲 めに 歎きます、 「悲哀の 人」 と は實に 彼の 事を稱 ふので あります、 不幸 艱難 は 彼の 身に 絶 ゆ 

る 事な く、 彼 は國を 愛する も國賊 なりと して 彼の 國 人に 追 翁せられ、 彼 は 親に 孝なる も 不孝の 子な り 

として 父母に 嫌 はれ、 彼 は 神 を 愛する も 神 を濟す ものと して 敎會に 迫害され ます、 彼 は^々 自 から 祌 

に 見 棄られ し 者と 思 ひ、 世人 も 亦 彼の 身に 不幸の 絶へ ざる を 見て、 神の 怒に 觸れ し^として 彼 を 指 斥 

します、 豫言者 H レミ ャは 歎じて 巾し ました 

我 は 彼 (神) の靈 怒の 笞 によりて 艱難に 遭 ひたる 人な り、 彼 は 我 を！ $ きて 暗黑を 歩ませ、 光明に 

行かし め 給 はす、 實に戰 々その 手 を 向けて 終日 我 を 攻め 惱 ます， 我が 肉と 肌膚と を衰 へしめ、 我 

が 骨を摧 き、 我に 對 ひて 忠 苦と 艱難 を 築き、 是を 以て 我を圓 み、 我 をして 長久に 死し 者の 如く 暗 

き處に 住まし め、 我 を M みて 出る こと 能 は ざら しめ、 我が 鏈索を 重く し 給へ り、  彼れ 我 を 

して 苦き 物に 飽かしめ、 茵 藤を飮 ましめ、  汝 我が 霰 魂 をして 平和 を 遠く 離れし め 給へば 我 

は 福祉 を 忘れたり。 

是が井 A 督以^ の ュ ダ 人の 中で 最も 深く 祌の聖 ぼ を 悟り、 &の胎 5： に 造られざる 前より 神の 撰擇 にか V 

りしと 云 ふ 豫言者 M レ ミヤの 言で あると は 殆んど 受取れ ない 事であります、 「嗚呼 我れ 我が 首 を 水と 
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雜  五六 〇 

なし、 我が 目 を淚の 泉と なし、 我國 民の 殺された る 者の 爲 めに 晝夜哭 かんかな」 と は 彼の 悲嘆の 極 を 

述べた 言であります、 此 エレ ミヤに 比べて 幸福なる ホ ー ムの 中に 喜樂の 讚美歌 を唱 へながら、 安樂に 

日々 を 送る 今 口の 牧師 や 宣敎師 を 御覧なさい、 若し H レ ミヤが 神に 選ばれし 者で ありましたならば" K 

等の 牧師 や 宣敎師 は 何者で ありませ う。 

神に 選ばれし 者と 云へば 耶蘇 基督に 優りし 人 はない 害です、 彼 は 神の 獨 子でありまして、 最も璺 か 

に 神の 祝福 を 受けた 者であります、 「此は 我が 心に 適 ふ 我が 愛子な り」 と は 彼が バプ テス マの ヨハネ 

より 洗禮を 受けし 時に 天より 降りし 聲 でありました、 彼の 表白に 依れば 彼 は 世界の 原始より 祌と惧 に 

在りし 者で ありました、 祝福と 榮 光と 智慧と 感謝と 尊貴と 威權と 才能と は 彼に 歸 すべき ものであると 

聖書に 書い てあります、 若し 世に 幸なる 者が あれば 實に 基督で なければ なりません。 

然るに 此 世に 於け る イエスキリストの 生涯 は 何ん な もので ありました 乎、 彼は自 から 「王の 子」 で 

あると 巾され ましたが、 彼 は實に 王子 や 王族の やうな 安然 氣樂な 生涯 を 送られし 者で ありました か、 

平和 は實に 彼の 特有 性で ありまし たか、 彼は絕 へす 神の 祝福に 與 かりし 人で ありまし たか、 兹に舊 約 

時代の 大豫 一一 一一 〔 者が 彼の 生涯に 就て 豫言 せし 者 を 御 聞きなさい。 

われらが 宣 ぶる ところ を 信ぜし もの は誰ぞ や、 H ホバ の 手 はたれ にあら はれし や。 

かれは 主の ま へ に 芽の 如く、 燥き たる 土より いづる 樹 株の 如く そだちたり、 

われらが 見るべき うる はしき 容 なく、 うつくしき 貌 はなく、 われらが した ふべき 艷色 なし。 

かれは 侮られて 人に すてられ、 悲哀の 人に して 病患 を 知れり、 

また 面 をお ほひて 避く る こと を せらる 、者の ごとく 侮られたり、 われら も 彼 をた ふと まざりき- 


ま 一 ) とに 彼 はわれら の 病お-を おひ、 我 倚の かなしみ を擔 へ り、 

然るに われら 思へ らく、 彼 は せめられ、 祌に うたれ 苦しめら る \ なりと。 

彼 はわれら の 愆の爲 めに 傷 けられ、 われらの 不義の ために 碎 かれ、 みづ から 懲罰 を-つけて われ 

らに 平安 を あた ふ、 

. そのう たれし 横により て われら は 癒されたり。 

われら はみ な 羊の ごとく 迷 ひて おの./ \ 己が 道に むかひ ゆけ り、 然るに H ホバ はわれ..： 凡ての 

もの 入 不義 を 彼のう へ に 澄た ま へり。 

彼 はくる しめら るれ どもみ づ から 謙りて n を ひらかす、 

展 場に ひかる 、羊羔 の ごとく、 毛 をき る 者の ま へ にも だす 羊の ごとくして その 口 を ひらか ざり 

き" 

彼 は 虐待と. t 利と によりて 取り去られたり、 

の 代の 人のう ち 誰か かれが 活 くる もの 、地より 絕 たれし こと を 思 ひたりし や。 

彼 は 我 民のと がの 爲に うたれ しなり、 

.そ の 墓 は あしきお とともに 設けられ たれ ど、 死る とき は 富める ものと ともに なれり、 

かれは 暴 を 行 はす、 その n に は虛僞 なかり き。 

され どェ ホバ はかれ を碎 くこと を よろこび て 之 をな やました ま へ り、 

：斯て かれの 靈魂、 咎の獻 物 をな すに いたらば、 彼 その 末 を 見る を 得、 その 日 は 永 からん、 

かつ H ホバ の悅 びた まふ こと はかれの 手に よりて 榮ゅ べし。 
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かれは 己が たまし ひの 煩勞 をみ て 心たら はん、 わが 義 しき 僕 は その 智識に よりて お ほくの 人 を 

義 とし. 叉 かれらの 不義 をお はん、 

この ゆ ゑに 我 かれ をして 大なる ものと ともに 物 を わかち 取らし めん、 

かれは 强 きものと ともに 掠 物 を わかちと るべ し、 

彼 はおの が 靈魂を かた ぶけて 死にいた らしめ、 愆 ある ものと ともに 数 へられ たれば なり、 

彼 はお ほくの 人の をお ひ、 愆 ある 者の 爲に とりなし をな せり。  GW 恭亞番 第五 十三 章) 

「狐 は 穴 あり 天空の 鳥は奧 あり 然れど 人の子 (基督) は 枕す る處 なし」、 彼 は 彼の 兄弟に 誤解され、 

彼の 鄉 人に 見棄 てられ、 終に 彼の 國 人の 殺す 所と なりました、 然うして 彼の 死狀と 云へば， に 悲絶惨 

0, 擎 にも 紙に も 書き 塑す ことの 出來 ない 程の もので ありました、 「我が 神、 我が 祌、 汝；^ 故に 我 を 

見 棄て給 ふや」 と は 彼の 臨終の 言辭 でありまして、 此言辭 に 依 て 察すれば 彼 は 苦痛 の 極に 達して 人生 

唯一 の 慰藉た る 神の 存在 さへ も 疑 はねば ならぬ やうに なられた ので あると 見へ ます、 多くの 祌學者 は 

其丄 督の此 絶命 の 言 辭 の餘 りに 彼に 似合 は しからぬ の を 見て 之に 極々 な る 辯 解 的 の 註解 を 下します が、 

然し 是は 曾て 英國の 思想家 ジ ェ ー ムス ヒントン 氏が 「苦痛の 理」 なる 書に 於て 述べました やうに、 

基督 の 苦痛 の 其 絶頂 に 達せし 時の 感を表 は せし 言辭 でありまして、 祌は其 愛子 を M しめて 終に は 彼 を 

して 神の ：！^ 在 さ へ も 疑 はしむ るに 至ら しめたの であると m 心 ひます、 S 督に 取りて は贫乏 ゃ飢渴 は數ふ 

るに 足らな ひ 艱難であります、 彼の 國 人に 棄 てられ、 終に は 彼の 弟子にまで 棄 てられましても、 彼 は 

祌が 彼と 仉に する を 知て 自 から を 慰められました、 然れ ども 祌は 終に 人生の 最大 苦痛 を 彼に 味 はしめ 

給 ひました、 祌は 基督の 苦痛が 其 極に 達せし 時に 彼の 心 を 去て 彼 をして 心に 神 を 認め 赃 ぬるに 至らし 


め 給 ひました， 基督 は 今 は 茫漠たる.： 于宙に 獨 りに なられました、 彼 は 人生の 苦痛 を 嘗め 盡 して、 終 

に は 神にまで 棄 てられました、 雨う して 彼 は 神の 獨 子で 神に：： 取 も 愛せられし 者で ありました。 

神に 選ばれし 者と は 基将の 如き 者でありまして、 神の 豫 おに；^ れし 者と はバ ン ヤンの 畫 きし 「惡人 

君」 の やうな 者であります、 神に 選ばれし 者 は 不幸 者で (^人の^から 見れば〕、 神に 棄 てられし 者 

は 幸福の 者であります (同上)、 故に 祌に 選ばれし とて 训に j_ 次む 事ではありません、 祌に棄 てられし 

とて 悲しむ 事ではありません、 の 人の 多く は實は 祌に棄 てられん こと を 望む 者でありまして、 神に 

選ばれし 者の 狀態を 0- て は氣の 毒に m 心 ふに あら ざれば 甚だ 彼 を 卑しみ 且つ 惡む 者であります、 心に 罪 

の 苦痛 を 感ぜざる 者、 人生 を 全然 樂 しみ 得る 者、 某： 督の 贖罪の 敎 義を聽 いても^に；？ 難く 感ぜざる 者、 

傅 道 本部に 虚偽の 報 吿を爲 しながら 训に 心に 痛洋を 感ぜざる 者、 「政略家」、 「經^ 家」、 r 實業 家」、 

「敎育 *」、 「忠臣」、 「愛國 者」、 其 他 世の 凡ての 幸福なる 者、 君寵に 沐浴す る 者、 人？」r^を博する者等、 

此 世に 於て 最も 幸福なる 者、 最も 人に 羨まる k 者 は 神の 選定に；^ れし 者でありまして、 實は祌 に棄て 

られた 者であります。  . 

泣く 者、 悲しむ 者、 S 非を悔 ゆる 者、 神の 刑罰 を 溜る k 者、 地獄に 落ん とて 心配す る 者、 神の 豫定に 

れ やしまい 乎と て 時々 絕 せんとす る 者、 *1 に 嫌 はる、 者、 1^?5と國人とに斥けらる \者、 時には 祌 

にさへ 棄 てられし ならん と 疑 ふ 者、 「逆臣」、 r 國 賊」、 貧に 泣く 者、 飢娥に 叫ぶ^ 等、 此^に 於て 最 

も 不幸なる 者、 世人に 最も 嫌 はる.. -者は 神の 豫 定に與 かった 者でありまして 最も 多く 神に 愛せら る k 

者であります。 

祌に 選ばる、 とは斯 くも 辛い 事でありまして 神に 菜 てらる \ こと は斯 くも 樂し い 事であります るか 

定の事  五六 lil 
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ら、 神が 其 救 はんと 欲 ふ 者 を 救 ひ 給 ふと M いて r 祌は 不公平」 なりとの 小言 は 出べき！ の もので は あ 

りません、 神 は 不公平な りと は實は 選ばれし 者が 選ばれざる 者の 境遇 を 見て 發 すべき 不平であります。 

素々 豫定の 敎義は 神に 選ばれし 者 を 慰め 且つ 强 めん 爲 めに 説かれし ものでありまして、 之 は 彼等に 

取て は此 上な き贵 ぃ敎理 であります、 若し 私共 は 自身の 努力 奮勵に 依て 救 はるべき 者であります るな 

らば、 私共 は 何時 祌を 離れて 元の 5§惡 に 沈む かも 知れません、 若し 私共の 克己 修養 を 以てし ましたな 

らば 私共 は 迚も 祌 の 救 濟に與 か る の 價 値の ある もの ではありません、 世に 神の愛 を 買 ふに 足る の寶は 

ありません、 神の愛 を 買 ふに 足る. ものと て は 唯 だ 神の愛の みであります、 神 は 私共の 德 行に 餘债 なく 

せられて 私共 を 救 ひ 給 ふので はありません、 神 は 祌の聖 33 の 儘に 私共 を 選び 給 ふので あります、 夫れ 

であり ますから 神の 救 濟に與 かるの は 容易の 事ではありません、 是は實 に 神の 特旨に 出し 事で ありま 

し て 我等 は 是が爲 めに 誇 る ベ き で は なくし て 唯 感謝す る 計りであります。 

そして 神の 架 3 曰に 由て 救 はれし 者に 再び 墮 落す るの 虞れ は 決してありません、 神 は 如何なる 障礙を 

も排 して 其聖 32 を實 行し 給 ふ 者であります、 神 は 一 度 始め 給 ひし 事業 は 之 を 終へ すして は 歇み給 ひま 

せん、 祌は必 す 其 選び 給 ひし 者 を 救 ひ 給 ひます、 神の 恩惠は 私共の 失敗と 過失と を 贖 ひて 餘り ありま 

十、 神 は 若し 其聖 意に 合 は 私共の 罪 あるに 關 はらす 私共 を 救 ひ 給 ひます、 故に 私共 は此 事に 就て 少 

しも 心配す るに 及びません。 

斯う 巾し ますと 叉 或 人 は 巾 します 「夫れ ならば 神の 豫定 に與 かりし 者 は 勝手に 罪 を 犯しても 宜 い 

乎」 と、 此 質問に 對 して 保羅は 答へ て. & しました 

然 らば 我等 恩 惠の增 さん 爲 めに 罪に 居るべき 乎、 否ら す、 我等 lis- に 於て 死し 者なる に 如何で か猶 


ほ 共屮に 於て 生きん 乎 (羅馬 書 笫六章  一 *  二 節) 

神に 選ばれし 事 を 知る 者 は 感謝の 餘り雜 を 犯さなくなります、 叉 祌は其 選び 給 ひし 者 をして 何時まで 

も-北 を 犯さし め 給 ひません、 神 は 種々 の 方法 を 以て 其 選び 給 ひし 者 をして" 4 を 避けし め 給 ひます、 基 

督信徒 (E 正の) に 悔改の 苦痛、 信仰 復興の 苦鬪 等の あるの は 全く 之が 爲 めであります、 卽ち祌 は 世 

人の 少しも 知らない 斯う 云 ふ 苦痛 を 神の 選び 給 ひし 者の 上に 降し 給 ひて 彼の 改善 進歩 を 促し 給 ひます" 

彼に 苦痛と 憂慮との 絕 へない 問 は 彼 は 確かに 慈愛の 祌の懷 の 中に ある 者であります。 

夫れ であり ますから、 私共が 豫定の 事に 就て 非常に 心配す る 問 は 私共の 救濟は 確かです、 亦 私共に 

世人の 迫害、 憎惡、 擯斥の 絡へ ない 間 は 私共の 豫定に 就て 心配す るに 及びません、 私共が 眞 正の 基 5^ 

信者で あるか 無い か は 私共の 身に 受ける 困難の 多寡 有無に 由て 分るべき ものであります、 私共に 天國 

に 人る の 心配が なくなり、 私共の 罪の 感覺が 鈍りて 罪 を 犯す も 少しも 其^ 惡 たる を 感ぜざる に 至て、 

私共の 身に 幸福が 打續 いて 此 世が 天國の やうに 思 はれて 永生 も 私共に 用な きに 至って、 私共 は 實に危 

險の 地位に 陷 りつ、 ある 者であります、 夫れ ですから、 私共の 誇るべき 事 は 身の 幸福で なくして 其不 

幸であります、 世人に 愛せられる 事で はなく して、 彼等に 憎まれる 事であります、 富と 榮譽 とで はな. 

くして 貧と 汚辱と であります、 寶玉を 鎮めた る 冠で はなく、 刺と 荊棘との 冕であります、 使徒 保 は 

中 しました 

我 は 寧ろ 欣 びて 自己の 弱き に 誇らん、 是れ キリストの 能の 我に 宿らん 爲め なり、 之に 因て 我れ キ 

リ ストの 爲 めに 懦弱と 空乏と 迫害と 患難に 遭 ふを樂 とせり、 蓋し 我 は 弱き 時に 强 ければ なり。 

豫 おと 傳 道との 關 係に 就て は 後で 御 話し 申し ませ- リ。 

^  の 事  五六 五 
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天使と は M ぞゃ 

天使と は 肩に 翼 を 生じ、 童額淸 姿、 天地の 問を翱 翔し、 神と 人との 間に 介在して 前者の 聖』 曰 を 後者 

に傳 ふる 者で あると は 人に 由て 一般に 信ぜら る > ^所で ある、 然し 聖書の 示す 所の 天使と は raK して 斯か 

る 者で ある 乎、 是れ余 繁の兹 に 知らん と 欲する 所で ある。 

一、 天使と は 天人で ある、 人の 如き 靈を 有つ も、 人の 如き 肉と 情と を 具へ ざる 靈的實 在 物で ある、 

斯 かる 者が 事實、 存在す る や 否や は科學 的に 證明 する こと は出來 ない、 然し 單に 人の 場合に 於ても 彼 

は 肉の みに 非す して 叉た 靈 であれば、 彼が 肉を脫 して 後 は 天使の 如き 者と なりて 其 的^ 在 を 核く る 

ならん と は 信す るに 餘り 難い 事で はない、 所謂 祖先の 靈を祀 ると 云 ひ、 英雄 の 靈を 祟む と 云 ふ は 人 の 

此 ， 卬に 基く ので ある、 而し て 天使と は 人の 如く に 肉に ii^ らざ る靈 である、 祌の 如き 純靈 の 實在 物で 

ある、 彼 は 人に 似て 肉 を 具へ す、 祌 に似て 神より 低き 者で ある、 神は靈 であるが 故に、 彼 は 肉 を 具へ 

たる 人の 外に 己に 似た る 天使 を も 造り 給へ りと は 信す るに 難い 攀 でない、 人 も 亦 死して 後 は 天使の 如 

き 者と 成る とのこと である、 卽ち キリストの 曰 ひ 給 ひし i 如し、 

それ 死より 甦る 時 は娶ら す、 嫁がす、 天に ある 使者 等の 如し 

と (馬 可傳 十二 章廿 五節〕、 叉 人なら ざる 天使の 實 在に 就て は キリス トも 使徒 等 も厦々 述べ て 居る、 


其 日 其 時 を 知る 者 は 唯 我 父の み、 天の 使者 も 誰も 知る 者な し (馬 太傳サ 3 章 卅六節 )o 

■ 我等 は 宇宙の 者、 卽 ち-： K の 使 及び 人々 に觀玩 にせられたり (哥林 多 前書 四 章 九 節)。 

尙ほ 之に 類した る 言葉 は 他に も 多く ある。 

二、  ゆき 卽ち it の 使者で ある。 故に 祌の命 を 人に 俾へ、 祌の 3：! を此 世に 於て 行 ふ 者 はすべ 

て 天使で ある、 必 しも 肉 を 具へ ざる 天人に 限らない、 肉 を 具へ たる 人で も、 亦 或る 場合に 於て は 1=5:^ 人 

でも、 天 K として 庇 は^る ことがある、 聖書に 謂 ふ 所の 1K 使なる 者 は 多くの場合に 於て は此 意味に 於 

よ ，，. ^とづれ もた  よ  .U まもの 

ての 天使で ある、 彼 は 天より 福き 音 を 裔らす 者で ある、 嘉き 恩賜 を 持來る 者で ある、 而 して 此 味に 

於て キリスト も 天使で あれば 使徒 等 も 天使で ある、 すべて 「和平なる 言 を 宣べ又 善き 事 を宣る 者」 は 

天使で ある、 故に 聖- 書に 天使と 書いて あれば とて 必 しも 之 を 天人と 解す べきで ない、 多く の 場合に 於 

て 其 明かに 神に 遣され たる 人で ある ことが 示して ある、  ■ 

.1- 一個の 天使 黄昏に ソ ドムに 至る、 ロト 時に ソ ドムの 門 に^し： W たりし が 之 を 祝、 起ちて 迎へ, ぽを 

地に さげて 一一 H ひける は、 我 主よ、 請 ふ 僕の 家に 臨み、 足を灌ひて{^^り云々(创价記十九-5：^ 「 二 節〕 Q 

彼れ CH リャ) 金丧 花の 下に 伏して 寐 りしが、 天の 使 彼に 捫り 興き て 食へ と 言 ひければ 彼れ a し 

に 其 頭の 侧に 炭に 燒 きたる パ ンと 一 瓶の 水 ありき 云々 C 列 王 紀峪上 十九 章 五節 以下 )o 

其 他 新約 架 書に 於て 百 夫の 長コ ル ネリ ヲに 使徒べ テ&を 紹介せ しと 云 ふ 神の 使者 は 如 3： に 見ても 信者 

の 一 人で ある (行傳 十 章)、 默示錄 に 云 ふ 七の 敎ノ 皆の 使者 (天使) なる者は其監^^なるべ しと は 多くの 

註解 者 の所說 である、 又處女 マリヤが 天使の 見舞 を 受けたり と 云 ふ も-大人の 降臨 に 接したり と 解す る 

の 必要 はない と 思 ふ、 神が アナ-一 ャを 遣りて バウ P を 見舞 はしめ 給 ひしが 如く 行 .^ 九 章)、 又 マケド 

天使と は 何 ぞ や  r 六 七 
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一一 ャ 人の 一 人 を 送りて 彼 を 其 地に 招き 給 ひしと 云 ふが 如く (仝 十六 章)、 或る 紫き 信仰の 人 を 送りて 此. 

時に 於け る マリヤの 心を勵 まし 給へ りと 解す るの が 最も 適當 であると 思 ふ、 聖書 全體の 記事に 由れば" 

すべで かとして 知られた る 神の 使者 は 人と して 記され、 如何なる 人な りし か、 其 姓 も 名 も 分明せ ざり 

し 者 は單に 天使と して 錄 されて ある やうに 見える。 

三、 然し 吾人の 玆に 特に 注意すべき こと は 聖書に 謂 ふ 所の 天使なる 者 は、 其 多くの場合に 於て、 肉 

を 具へ ざる 靈 でもな く、 叉 肉 を 具へ たる 人で もな くして、 風、 火、 水、 電氣 等の 天然 力であった こと 

である、 一一 目 ふまで もな く 昔時の 人 は 小兒の 如くに 萬 物 を 人格； i したる 老 である、 彼等に 取りて は 彼等 

の 所謂 火、 水、 土、 氣の §: 行なる 者 は單に 物質の 力で はなく して、 活 きたる 露 を 具へ たる 者であった、 

彼等に 取りて は 物に 死物と 生物との lEl! 別 は 無かった、 彼等に 唯 神と 萬 物との 151:^ があった のみで ある、 

人と 天使との 15^ ^が 判然せ ざり しが 如くに、 人と 物との 15!: 別 も 判然し なかった、 隨て 人が 天使と 見做 

さ 比しが 如くに、 . ^も 水 も 風 も 電氣も 時には 天使と 看做され たので ある、 吾人 や 日の 言辭を 以てすれ 

ば 天然の 法则に 由り 事が 成れり と 云 ふ を 古代の 人 は 神が 天使 を 以て 爲し 給へ りと 云 ふたので ある、 天 

然カ を/、 格視 して、 架 書に 於け る； 大使に 關 する 多くの 記 が出來 たので あると 思 ふ。 

希伯來 書の 記者 は 詩篇の 言 を藉り て 左の 如くに 云 ふて 居る、 

彼れ (祌) その 使者 を 風と なし 

其 役 はる、 者 を火焰 となす 

しち、 

と (一章 七 節)、 卽ち祌 は 或 時 は 風 を 使者と して 送り、 火焰を 僕と して 使 ひ 給 ふとの ことで ある、 其 意い 

味は此 語の 出 所た る 詩 第 百 w 篇第 四 節 を 見れば K らに 明白に 分かる、 卽ち 


(彼 は) 風 を 使者と なし 

焰を 出す 火 を 僕と なし 給 ふ 

と ある、 卽ち神 は 人 を 天使と して 使 ひ 給 ふの みならす、 風 を も 火 を も 使者と して 又 僕と して 使 ひ 給 ふ- 

との  ことで ある。 

斯く 解して 加 拉太書 三 章 十九 節の 意味 は 稍々 明， u になる ので ある、 

律法 は …… (之 を) 天使 等に より 中保の 手に 備へ給 ひし 也 

中保 とはモ ー セを 指して 云 ふたので ある こと は 前後 の 關係 によりて 明かで ある、 然し-大使 等に よりて 

律法が モ— セに傅 へられた りと は 此所を 外にして 聖書の 何處 にも 書い てない、 出 埃 及 記に 依れば Is と 

電光 及び 密雲 シ ナイの 山に あり、 全山 都て 煙 を 出せる 時 エホバ は 火の 中に ありて 十誡 (卽ち 律法」 を 

一て ー セに 授け 給へ りと ある (出 埃 及 記 十九 章 十六 節 以下)、 雷 はあり、 火 はあり、 煙 はありた りと あるが 

天使が ありたり と は 書いて 無い。 

然し 祌は風 を 使者と なし、 火 を 僕と なし 給 ふと 知て、 シ ナイ 山に 於け る此 現象の 實に 天使の 出現で 

あった ことが 分る、 律法 は 實に此 意味に 於て 天使 等に よりて モ ー セの 手に 備 へられた ので ある、 肩に 

翼 を 供へ たる 1K 使の 翱 翔に 由り てに あ らす、 之 よりも 遙 かに 偉大なる 遙か に 莊嚴な る 天然 力 の 活動 に 

由て、 卽ち 天柱 挫け、 地軸 折れん とする が 如き 現象の 中に 人類に 曾て 授けられし： 1^ 大 最高の 道 德は神 

の人モ ー セの 手に 授けられ たりと 云 ふので ある * 

律法 は 天使 等に よりて 中保に 備 へられたり 

と、 偉大なる かな 律法、 雷電と 颶風と 喷 火と 地震と に 伴 はれて、 祌 より 直に 偉人の 手に 授けられし 者、 

天； a と は 何 どや  五六 九 
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律法 も 亦 素 は キリストの 一 i 音と 冋 じく 人よりに 非す 叉 人に 由ら す、 天と地との 證明を 以て 人の 乎を藉 

りすして 祌 より 直に 聖 なる 人に 授けられし 者な りとの 事で ある、 天使 を 軍に 天使と 解して 加拉太 書に 

於け る バウ II の此言 葉の 意味 は 甚だ 輕 くなる、 彼 は 一一 一一 n ふたので ある、 

律法 は 偉大で ある、 宇宙 萬 有の 證明を 得て 神より 直に モ ー セ に 授けられ たる 者で ある. 然れ ども 

キリストの 福音 は更ら に 偉大で ある、 是は祌 の 子に 由て 父御 自身の 證明を 以て 吾等に 授けられた 

る 者で ある 

と、 古き パゥ 口 の此 言葉 を 今日の 言葉に 譯 して 見て 其 意味の 實に 雄偉なる ことが 分かる。 

左の 場合に 於て 天使 は 天然の 力と 解すべき 者で ある こと は 何人が 昆ても 明，：：： である， 

ひつじの もん ほ， ご，"  力 し ひ あしなへ 

H ルサ レムの 羊 門の 邊 にべ テス ダと云 ふ 池 あり、 其 中に 病める 者、 瞽者、 跛 者叉衰 へたる 者な ど 

多く 臥ゐて 水の 動く を 待てり、 そ は 天の 使 時々 池に 下りて 水 を 動かす こと あり、 水の 動け る 後、 

先き に 池に 人り し 者 は 何の 病に よらす 癒たり 「約 翰 傳五章 二 ー 三 節)。 

是 れ 地 文學者 の 所謂 歇泉 であった こと は 一一 一一 n はす して 明かで ある、 我國の 熱海溫 泉に 於て 見る が 如き 

現象であって、 其 科 學的說 明 は 至て 容易で ある、 「天使 時々 池に 降りて 水 を 動かす」 と は 非 科 學的時 

代の 人の 此 現象の 說明 である、 天使と 云 ひし は 水の 重量と 空 氣の壓 力と 地球の 引力と である、 §め 書 は 

玆に 天使 云々 と 謂 ひて 天使の ことに 就て 敎 へて 居る ので はない、 病 者に 對 する キリストの 恩惠に 就て 

語て 居る ので ある、 斯 かる 場合に 於て 天使 を强 ひて 天人と 解釋 せんとす る は 愚の 極で ある。 

聖書 は义 自身 天使の 天然 的 解釋を 供して 居る、 帖撒 羅尼迦 後書 一章 七 節に 於て 佌の 末期の 狀 態を述 

るに 方て 


此事 は主ィ H ス火焰 の 中に て 其 能力の 諸 使と 偕に 天より 顯 はれん 時に あり 

と 云 ふて ある、 火 焰と云 ふと 同時に 使 (天使) と 云 ふて 居る、 ^ち 火 を 天使と して 見て 居る ので ある、 

又 同前 書 §： 車 十六 節に 

； かつの を .n  ら つゆ  A づ 

夫れ 主號 令と 使 長の I 赏と祌 の筑を 以て 自 から 天より 降らん 

と あるに 對し、 他の 記者 は 同じ 末期の 事 を 叙して 

其：：： に は 天は大 いなる 響 ありて 去り 體質 悉く 焚け 毀れ 、 地と 共 中に ある 物 皆な 焚け 盡 き ん 

と 云 ふて 居る (彼 得 後書 三 章 十 節)、 卽ち 天使の 長の 聲と ある を 天に 大 いなる 響き あらんと 云 ふて 35 る、 

或 ひ は 流星の 破裂で ある 乎、 或 ひ は 星と 星との 衝突で ある 乎、 何れも 大 なる 天然 的 現象で ある こと 丈 

け は 明かで ある。 

余輩 は 玆に此 問題に 就て： r;.! れ より 以上 を 叙る こ と は 出來な い 、 葡約撒 加 利亞， 書 に 於け る； 大使の 觀念 

の 如き、 波斯 思想の 感化に 成りた るの 形迹 ありとの 事で あれば、 其 事 も 亦 深き 研究 を惯 する であら ふ 

と 思 ふ、 乍然、 余輩の 此短 かき 且つ 不完全なる 研究に 由て 見ても、 聖書に 所謂 天使なる 者の 舉 に 古人 

の 迷信と して 排斥すべき 者で ない 事が 判明る、 すべ て 祌の聖 33 を 傅へ？^ 爲す 者；^ 天使で ある、 其 意味 

に 於て 天の 萬 軍 は 勿論 天使で ある、 叉 人 はすべ て 天使で ある、 特に 善人 は 神の 使者であって、 又 共 僕 

である、 而 して 天使と 人との みに 限らない、 地の すべての 力 も 亦 天使で ある、 風 も 天使で ある、 水 も 

天使で ある、 空氣 も； 大使で ある、 雷 ぐポ も 天使で ある、 希伯來 書記 者の 言に 從 へば"；，^ 等 はすべ て 天の 使 

者であって  . 

救を嗣 がんと する 者に 事 へ ん ために 遣 はさる る靈 
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である (一章 十四 節 T 而 して 斯く 解して 聖書の 意味が 明瞭になる のみで はない、 吾人が 之より 受 くる 

慰藉が 甚だしく 增大 せらる、 ので ある、 吾人 は實に 天使に 繞圍 せられて 在る ので ある- ガブリエルと 

云 ひ ミカ H ルと云 ふが 如き 天使 族の 長と、 其 率ゐる 天の 萬 軍と に 由ての みで はない、 會て此 世に 在り 

て 大事 を爲 し、 今 は 肉 を 跪して 靈 となりし 偉人 英雄に 由て 吾人 は繞圍 せられて あるので ある、 曾て は 

.1, ュ门 人の 妻と 呼び、 或 ひ は 父と 呼び、 或 ひ は 友人と 呼びし 者 も 今 は； 大使と なりて 吾人 を 護り、 吾人 を 助 

けつ、 あるので ある、 而 して 事 は兹に 4=- まらない、 天地 萬 有 も 亦 神の 使^と なりて 吾人 を援 くるとの 

事で ある、 神 は實に 愛の 父であって、 人と 萬 物と は 其 愛の 使命 を 吾人に 傳 ふる 天使で あるとの ことで 

ある、 宇宙 何物 か 之に 優 さるの 福 昔 あらん やで ある- 誠に 吾等 は 人と 天使の 繞視の 中に 吾等の 馳場を 

定 りつ つ あるので ある、 

是 故に 我等 斯く 多くの 見證 人に 雲の 如く 園 まれ たれば、 すべての 重荷と 祭へ る 罪 を 除き 耐へ 忍び 

て 我等 の 前 に 5^3か れた る 馳 場を趨 

る ベ き で あ る aw 伯 來書十 ニ竞ー 節：；。 

^化 論の 泰斗 グ イス マ ン氏は n ふて 居る 

此.： は 微妙なる 時計の 如し、 刻々 運轉 して 至善 至 美 を 産す 

と、 叉 使徒。 ハウ ：！ は 一一-一 n ふて 居る、 

凡の 攀は 神の 3;! に 依りて 招かれた る 神 を 愛す る 者の 爲に 悉く 働ら きて 益 をな す 

と (羅馬 書 八 章廿 八 節〕、 斯く て 神 を 愛する 者に 取り て は 凡の 事が 善で あるので ある、 卽ち 凡の 者が 祌ょ 

り 遣され たる 天使であって、 彼等に 益 をな すので ある、 偉人、 父母、 友人、 妻子、 兄弟に 限らない、 


1^ も 雨 も、 地震 もナ、 山 も、 然り、 凡の 天然 的 現象、 すべての 社會的 事項 も、 然り死 其 もの も、 神より 

遣され たる-大使であって、 吾等に 大 なる 益 をな す ものである リ 


天使の 存在 


天使なる 者 は して 在る 乎。 在る と 聖書 は 明かに 曰 ふ。 創 *1 記より 默示錄 に 至る まで 聖書が 天位の 

存在 並に 活動に 就て 記す 所の 箇處 は擧 げて數 ふべ からすで ある。 新約聖書 丈け に 就いて 云 ふ も、 天使 

は老 ひたる ザ カリヤに 現 はれ、 子な き 彼に 子 を 賜 はるべし との 吿知 を傳 へた (路加 傳 一章 五節 以下 )o 义 

神より ガブ リ H ルと云 ふ 天使 を處女 マリヤに 遺され、 彼女 は 夫に 適ざる 前 孕みて 男子 を 生まん との 啓 

示を與 へた (同 二 六 節 以下〕。 叉 it 誕 節の 夕、 衆の 天軍 は 天使と 偕に 「いと 高き 處に は榮光 神に あれ 云 

云」 と 歌うた と ある (同 二 章 八 節 以下， }o そして 又、 神の 子の 屮 I 生 は 天使に 由て 紹介され しが 如くに、 彼 

-の 復活 も 亦 天使に 由て 傳 へられた と ある (同 二十 a 章 一節 以下 〕。 ィ H スの 昇天 は 天使の 證明 する 所と な 

り、 彼の 再臨 も 亦 彼等の 保證 する 所と なった (行傳 一章 十- 十一 節い。 ィ H スの御 一生 は： 大使 を 離れて 語 

る こと は 出来ない。 若し 天使 を 無しと するならば、 或は 之を說 明し 去るならば、 ィ H ス傅 は實傳 なら 

- すして 神話と 成る ので ある。 天使の 存在 如何 は キリス ト傳 研究 上 重要 問題で ある。 

若し 天使が あると して 夫れ は 如何なる 者で ある 乎。 彼 は 人に 似て 人に 非す、 神に 肖て 祌に 非す、 人 
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と 神との 間に 位ゐ する 者で あらう。 人に 似た る 所は靈 あり 心 ありて 自己 を 意識し 他と 交通し 得る 點に 

於て 在り、 異なる 所 は其體 質に 於て 在る が 如し。 卽ち 天使の 體は朽 つる 肉體に 非す して 一 種 特^の 朽 

ちざる 體 であるが 如し。 其 何たる 乎はィ H スの 復活 體の 御說 明に 由り 略 ぼ 推測す る 事が 出來 る〕 

イエ ス答 へて 曰 ひける は、 此批の 子等 は 娶り叉 嫁ぐ、 然れ ども 彼 世に 入り 死より. 甦る に 足る 者 は 

娶り叉 嫁ぐ ことなし、 そ は 彼等 はまた 死る こと 能 は ざれば なり、 そ は 彼等 は； 大使と 伴く、 復活の 

子に て 神の 子 なれば 也 

と (路加 傳 一 一 十 章 三 四— 三 六 節. )o イエ スは玆 に 復活の 何たる 乎と 同時に 天使 の 河た る 乎 を 示し 給うた J 

復活せ る 人 は 天使の 如き 者、 そして 彼 は： 大使と 体く 娶らす 嫁がす 叉 死せ すとの 辜で ある。 卽ち 男女 相 

合して 子を設 くるの 必要な く、 叉 「死ぬ る こと 能 はす」 と ありて 死なん と 欲して 死ぬ る 能 はすとの 事 

である。 卽ち靈ぁり心ぁり之を宿すに不朽の體ぁりとの^^じぁる。 そして 斯 かる 實在 物の 存在 は 信じ 

難き， にあら す。 此は 人の 一 段 進化した る 者で ある。 恰 かも 靈性を 有する 人 は獸の 進化した る 者た るが 

如し。 人 は 復活して 此のより 高き 狀 態に 人る ので ある。 そして 天使 は 初めより 此の 高き 狀 態に 造られ 

たので ある。 人 は 造化の： ：5 咼點に 達した る 者に 非す、 彼の 上に 更らに 天使が ある。 被 造 物にして 神に 

使 はれ 人に 仕 ふる 者に して、 人よりも 高く、 勿論 神より も^き 者で ある。 

天使 は 在る。 在りて 神に 事へ 人に 仕 ふ。 我等 は 普通の 場合に 於て 彼等 を 見る 能 はす、 然れ ども 我等 

が 見ざる 間に 神 は 彼等 を 以て 我等 を 守り 給 ふ。 ィ H スは嬰 兒に關 はる 天使の 保護に 就て 敎 へて 曰 ひ 給 

うた (馬 太傳 十八 章 十 節./" 

汝等愼 みて 此 等の 小さき 者の 一人 を も 侮る 勿れ" 我れ 汝 等に 告げん、 彼等の 天の 使者 達 は 天に 在 


て 天に 在す 我 父の 面 を 常に 見るな り 

と。 天使が 我等 を 守り、 殊に 弱き 嬰兒を 守り、 我等の 爲に大 父に 祈り 又 執 成す と は 在り さ-つな 事で あ 

る。 我等 を 守る に 眼に 見えざる 神の 遺 はし 給 ふ 護衛兵 ありと 聞いて 我等 は 甚だ 心 强く感 する。 我等 各 

自は 511- 々無援 孤獨の 地位に 立ち、 心 淋しく 感 すると 雖も、 見るべき の 眼 を 開いて 見れば 許 多の 天使 は 

我が身 遴に 在りて 我 を 守り れ ると 知りて 我が 勇氣は 百倍す る。 此事を 最も 如實 的に 誌せ る ものが、 

列 王 紀略下 第 六 章 一 三— 一 八 節の 預言者 H リシ ャの 實驗 である。 

::: スリャ の 王 曰 ひける は往 きて 彼 (エリ シャ) が 安くに 居る 乎 を 見よ、 我れ 人 を 遣 はして 之 を 

捕 へんと。 玆に 彼れ ドタンに 居る と 王に 告げて 言 ふ 者 ありければ、 王 其處に 馬と 戎車 及び 大軍を 

遣 はせ り、 彼等 卽ち 夜の 中に 来りて 其 邑を取 かこみけ るが、 祌の人 (預言者 H リシ ャの 從屬) F 

に 起きて 屮 I て 見る に、 軍勢 馬と 戎車を もて 邑を 取り み 居れば、 その 壯者 H リシ ャ に！！ I ひける は 

「鳴 呼 我が 主よ 我等 如 3： にすべき や」 と。 H リシ ャ 答へ ける は 「愤る k 勿れ 我等と 偕に 在る 者 は 

彼等と 共に 在る 者よりも 多し」 と。 時に H リシ ャ 祈りて 「願く は M ホバょ 彼の 眼 を 11 きて 見させ 

給へ」 と 言 ひければ、 エホバ その 壯 者の 服 を 開き 給へ り。 彼れ 卽ち 見る に 太の. it と 火の 戎 車と は 

盈ちて H リシ ャの 四面に 在り。 スリャ 人 H リシ ャの 所に 下り 到れる 時、 H リシ ャ、 H ホバに 祈り 

て 言 ふ 「願く はこの 人々 をして 目昏 ましめ 給へ」 と、 H ホバ卽 ち H リシ ャの 言の 如くに その 目 を 

昏 ましめ 給 へ り。 

まことに 意義 多き 記錄 である。 神の 人に 敵す る 人 は 多し と 雖も彼 を 守る 者 は 更に 多く ある。 敵の 大軍 

我を圍 めば 天使の 大軍 はまた 我 を 守る。 ギ デオンが 其 三百 人 を 以て メヂ アンの 大軍を 破り、 サム ソン 
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が 單獨の 力 を 以て 長く ペリ シテ 人を惱 ましたの も、 彼等に 天使の 援助が あつたから であらう。 バ ラタ 

とシ セラ の戰に 於て 

大 より 之を攻 むる 者 あり 

もろ/ ヽ 

諸の 星 その 道 を 離れて シ セラ を攻む 

と ある は單に 詩的に のみ 解す ベ きで は あるまい (士  M 記 五 章 二 十 節 )o 神の 人が 此 世の 勢力 と戰ふ 時に 天 

范 之を援 くとの ことで あらう。 ィ H スは 能く 此事を 知り 給 ひしが 故に、 ぺ テロが 劍を拔 いて 己 を 護ら 

ん とせし 時に 彼を誡 めて 言 ひ 給うた ので ある (馬 太 傳サ六 章 五三 節 )o 

我れ 八 1- 十二 軍餘の 天使 を 我 父に 請 ふて 之 を受く る こ と 能 はすと 汝等思 ふ 乎 

と。 彼が 野の 試 誘に 勝ちて サタン を 撃退せ し 後に 「終に 惡魔 彼と 離れ 天使 達 来り 事 ふ」 と ある を 見て、 

ィ ェ スが已 に 天使の 保護 ある を 信じ 給 ひし は 疑 ふ 事が S 來 ない (同 四 章 十一 節 )o 彼 は 天使の 紹介 を以 

て 生れ、 天使の 奉仕の に 其 一生 を 終り、 天使に 其 復活 を宣傳 され、 天使に 其 昇天 を證 明せられ 給う 

た。 そして 彼れ- $ び 來り給 ふや、 天使 を 率 ゐて來 り 給 ふとの 事で ある。 

イエ ス曰 ひける は、 然り 人の子 大權の 右に 坐し 天の 雲の 中に 現 はれ 来る を汝等 見るべし 

と ある (馬 可傳 十四 章 六 二 節 )o 玆に 「天の 雲」 と ある は 「天使の 大軍」 と 解す るが 最も 適當 であると 思 

ふ。 「雲に 乘 りて 來る」 ではたい、 希伯來 十二 章 一節に 信者 は此 世の 信仰の 戰鬪に 於て 「多くの 昆證 

i 、し tj  0  0  0  0   

人に 雲の 如く 園 まる」 と あるが 如くに、 天使に 雲の 如くに 園 まれて 來り給 ふとの 事で あると 思 ふ。 如 

此 くにして 天使 はィ H ス の 御 生涯 を 通う して 其 御身に 附き 纏うた ので ある。 

人 は 言 ふで あらう、 若し 天使が あると すれば 我等 は 何故に 毎日 之 を 見る ことが 出来ない 乎、 若し 天 


使が ァ ブラ ハム や サム ソ ンの 父母 や マリヤ や ザ カリヤに 現 はれし ならば 何故に 今 R の 我等に 現 はれな 

いので ある 乎と。 此 質問に 對 して 私 は、 「肉に 宿る 我等が 天使 を 見る に 特別の 心理的 狀態を 要す、 そ 

して 特^の 場合に 於て 斯 かる 狀 態が 惹起 せられて 人 は 天使 を 見る こと を 許さる」 と、 此く答 ふるより 

他に 一一 一一 n 葉がない。 然れ ども 人 は 何人も 普通の 場合に 於て 天使 を 見る 事 は 3^ 來な いが、 唯一度 見る こと 

が出來 ると 忍 ふ それ は 彼が 死の 河 を 渡らん とする 時で ある。 其 時に 彼の 靈は 未だ 全く 肉 を 離れざる 

に、 彼は训 の^ 界を 示され 天使の 或は 彼 を迎へ 或は 彼 を 斥く る を a- ると E 心 ふ。 所謂 死の 歡喜 又は 死の 

恐怖 は 之が 爲に 起る 顯象 であると 思 ふ。 ステ パノが 死に 瀬して、 彼れ 天 を 仰ぎて 神の 榮 光と 其 右に ィ 

エスの 立てる を 見て 「視ょ 我れ 天 開けて 神の 右に 人の子の 立てる を 見る」 と 曰 へりと あるが 如くに 

(行 傅 七 章 五 五- 五六 節)、 多くの 聖徒 は 肉 を 離れん とする に 方て 天 開けて 天使の 彼等 を迎 ふる を 見たり 

と 信すべき 多くの 證據が ある。 彼等が 面に 微笑 を湛 え、 手 を 擴げて 凝視ながら 世 を 逝り し 幾多の 實例 

は、 ステ。 ハノの 場合に 似た る ものと 解す るより 他に 途が ない" 佛 法文 學に 於て 信者 臨終の 際に 彌陀如 

來が觀 昔 勢 至 其 他の 大衆 を 率 ゐて彼 を 極 樂に迎 ふる 狀を 誌す もの 多き は、 此 心理的 理由に. m ると E 心 ふ。 

oco〇c-oooocooc-〇oooo(<cooooo〇o 

人 は共设 後の 瞬 問に 於て 天使 を 見る こと を 許さる、 ので あると e4 ふ。 


天使の 存な  五 七 七 


雜  五 七 八 


祭司と は何ぞ 

祭司と は 白衣 を 着けて 祭壇の 前に 立ち、 蠟 燭を燈 し、 香を燒 き、 祈 禱文を 暗誦 じ、 謂 ゆる 聖職 を 司 

る 者で はない、 是れ 人の 定めし 祭司で ある 乎 も 知らない、 然し 神の 召し 給 ひし 祭司で はない。 

O0OOOO0OO0C  0  0  0-0  0  0  0  0  ooooi" な 0  0  0  0  0 

祭司 (PRIESTJ と は 神と 人との 問に 介 立し、 祌を 人に 紹介し、 人 を 神に 執 成す 者で ある、 卽ち 神人 

の 中保者で ある、 克く祌 の 心 を 知り， 克く 人の 須要 を 知り、 以て 二者 を繁ぐ 者で ある、 此 意味に 於 

て イエス は现 想の 祭司であった、 希 伯 来書 記者 の 言 を 以てすれば、 

彼は聖 潔くして 罪な く、 據な く、  S 非人に 遠 かりて 天よりも 高く せられた る 

大祭司であった (七 章サ六 節)、 彼に 由て 神人 一 致の 理想 は實 現せられ たので ある。 

然しながら イエス 一 人に 限らない、 すべて 祌を 人に 紹介し、 人 を 神に 導く 者 は イエスと 同じく 祭司 

の 地位に 在る 者で ある、 其の 人は必 しも 祭司と して 敎會に 認めら るるに 及ばない、 監督、 牧師、 傳道 

す， oi  すぐ 

師 等の 按手 禮は 以て 人 を 祭司と なすに 足りない、 イエス は レビの 裔に 非す と雖も 最も 優れたる 祭司で 

あった、 其の 如く 我等 も 亦 敎會の 定めた る 「肉體 に 係る 律法の 例に 循」 はすして、 「祌 より 賜 はる 生 

命の 能力に 循」 ひて、 眞の 祭司と なる 寧が 出来る (希 伯 來書七 章 十一 節 併に 十六 節〕、 眞の 祭司 は 神に 召 

された る 者でなくて はならない、 卽ち 祭司と して 神に 造られた る 者でなくて はならない、 是れは 人が 


住 命し 叉は黜 斥す る 事の 出来る 者で ない。 

イエス は 理想の 祭司であった、 而 して 彼の 如くに 神と 人との 間に 立って 二者の 結合 を 計る 者 はすべ 

て 祭司の 聖職に 布る 者で ある、 此 意味に 於て すべての 預言者、 すべての 義人、 すべての 聖^ は 祭司で 

あった、 ベ テルの 祭司 アマ ジャに 沈默を 命ぜられし 預言者 ァ モス は アマ ジャ 以上の 祭司であった (亞 

あしかせ つ.；？  ひ とや  みや  つかさ 

麼士書 七 章 十 節 以下〕、 預言者 ヱ レミ ャを桎 棺に繁 ぎ、 彼の 罪を訟 へて 獄に 下せし 聖 殿の 宰の 長なる 祭 

司パ シュル は、 資は 祭司に あらす して 彼に 繁 がれ しヱレ ミヤ こそ 眞の 祭司で あつたの である (耶 利米亞 

記 二十 章)、 近^の 露國に 於て 神の 心 を 人に 傅へ、 人の 心 を 祌に轉 向し 者に して レオ • ト ルス トイの 如 

きはなかった、 露！； に 幾 萬の 祭司 は 居る が、 其 一人 も 未だ 曾て トルストイの 如くに 忠實に 祭司の 職 を 

務めなかった、 英 « に 於て は トマス • 力 I ライル は カン タ ー バリ ー 大寺院の 大僧正 以上の 祭司で あつ 

た、 而 かも 英國々 敎會は 勿論 祭司と して 彼 を 認めざる のみなら す、 基督 信者の 名 を さへ 彼に 附與 する 

こと を禱路 する、 米國に 在て はク ヱ ー 力 ー 詩人の ホヰッ チャル、 自由の 讚美 者！ 3  ，エル、 ュ 一一 テリア 

ン 主義 を 以て ュ 一一 テリ ヤン 敎會 より 放逐 せられし セォド • パ， 力，、 彼等 は 孰れ も祌 人の 和合 一 致 を 

計りし 貴むべき 祭司であった、 而 かも 米 國の諸 敎會は 彼等 を 祭司と して 認めざる のみなら す、 多く は 

信仰 上の 危險 人物と して 彼等 を 排斥す る、 勿論 眞の 祭司 は 人の 定めし 制度 や 儀式に 少しも 頓着し ない、 

彼等 は 昔時の ユダヤの 預言者の 如くに 單に 「ヱ ホバ斯 く 言 ひ 給 ふ」 と 言 ふ、 彼等 は 人の：. S を 怖れない、 

彼等に 唯 父なる 神と 子なる 人類と が あるの みで ある、 彼等 は ニ^の 乖離 を悲 み、 全力 を盡 して 之 を 取 

除かん と 欲する U 

祭司、 *1 に 貴むべき 職に して 之に 優 さる 者 はない、 是れ まことに 職 である、 唯一 の 聖職で ある、 

g 司と は何ぞ  五 七 九 


^  五八 〇 

祌を 人に お 介し 人 を 神に 携行く の 職、 是れ まことに 慕 ふべ く、 懇 求むべき 職で ある、 而 して 如何にし 

て此 聖職に 就く を 得ん 乎と 云 ふに、 我等 は必 しも 神學を 研究し、 敎會に 人り、 敎 職の 課する 試 驗に及 

rr  k  :{  I  .  ；  OO0-OOOOOOOOOOOOOOOOOOOCOOOOO 

第して、 祭司の 班に 入る に 及ばない、 人 はすべ て 神が 彼 を 置き 給 ひし 其 地位に 在て 善き 祭司と なるこ 

0  0  0  0  C  ,1- の ふる  5 な すな ど 

とが 出來 る。 鋤 を举る 祭司、 斧 を 揮 ふ 祭司、 魚 を fl る 祭司、 工場に 勵 らく 祭司、 店頭に 立つ 祭司、 然 

り.' 萬 む を 得ざる 場合に 於て は、 書 齋に筆 を 執る 祭司、 詩 を 作る 祭司、 慰藉の 言 を頒っ 祭司、 我等 

は 孰れの 地位 孰れの 職に 在る も 善き 祭司と なりて 磡 らく 事が 出来る、 先づ ナザレの イエスに 敎 へられ、 

神の 心の 3: たる 乎 を 知り、 其の 愛であって、 恐怖で ない こと を識 り、 其の 己が 獨子を さへ 惜 ますして 

，へ 給 ふ ほどに 人 を 愛し 給 ふを識 り、 同時に また 自己 を 知り、 己が 罪 を 知り、 之 を 除く の途を 知り、 

悲痛 を 知り、 艱難 を 知り、 之に 由り て 同情 を 知り、 慰藉の 術 を 知り、 平和 獲得の 祕訣を 知りて、 我等 

何人も 神と 人との に 立て、 祌を 人に 紹介し、 人 を 神に 導きて 祭司の 聖職 を 5^ たす ことが 出来る、 是 

れ まことに 人と して 最も 應 はしき 職で ある、 人 はまこと に其现 想に 達すれば 3： 人 も 祭司たら ざる を 得 

ない、 儀式 祭典 我に 在りて 何 か あらん やで ある、 我 は イエスに 顯 はれた る 神の 心を識 り、 又 我が 心に 

罪の 赦免の； i 昔 を實驗 して、 我 は 敎會の 任命 を 待た すして 獨り 祭司た る ことが 5,1 來る。 

そら  を さ 

然れば 我等に 天 を 通う りて 界 りし 大 なる 祭司の 長 卽ち祌 の 子 イエス あり、 故に 我等 信す る 所の 事 

たも  よ わ き おも ひや 

を 岡く 持つべし、 そ は 我等が 荏 弱 を 體恤る こと 能 はざる 祭司の 長の 我等に 有るな し、 彼 は 凡ての 

事に 於て 我等の 如くに 誘 はれ 給へ り、 然れ ども 罪 を 犯し 給 は ざり き、 是 故に 我等 矜恤を 受け、 機 

に 合 ふ 恩惠を 受けん ために 撣ら すして 恩寵 の 座に 來る ベ し ハ希 伯來. iws: 章 十四 節 ひ 下.)。 

ィ V- 1： は此 世の 祭司の 如くに 威嚴凛 々として 近づくべからざる 者で はない、 彼 は 我等の 荏 弱 は 総て 之 


を克く 體恤る ことの 出來る 者で ある、 彼 は 最も 人ら しき 者で ある、 雜 人の 友で ある、 肉の 人の 兄； で 

？  V*  ？ V-  を さ  はん 

ある、 而 して 彼に して 聖， き疵 なき 祭司の 長で あると ならば、 我等 も 亦 彼の 班に 加 はりて 小なる 祭司と 

なること が 出来る、 レビの 裔の 班に あらす、 監督、 長老、 牧師、 傳道師 の 班に あらす、 et; 人の 友なる 

イエスの 班に 入りて 我等 も 亦 平 人の 平 祭司た る ことが 出 來るリ 

偽 預 言 者と は 何ぞゃ 

聖書に^ 現 一一 K 者 又は 偽の 預 ff 者と 云 ふ ことがある、 「偽の 預 一一 一一 C 者を識 めよ」 太 傳七章 十五 節〕、 又 

「偽 預言者 多く 起り て 多くの 人 を 欺かん」 ハ仝廿 四 章 十 一 節)、 「偽りの 預言者 バ リ H ス …… 此人 は國の 

方 伯 セル ギオ パ ゥ 口と いふ 智者と 偕に あり」 (行傳 十三 章 六、 七 節 y 「昔し：^^の中に偽はりの預言者ぁり 

き- 共 如く 汝 等の 巾に も 偽 はりの 師 いでん」 (彼 得 後書 一 一 章 一 節)、 「多く の 偽 預言^ 屮 Z で 世に 人れ り 

(約 書 四 章 一節)、 以上 は 新約聖書に 於て^ ある、 舊約 聖書に は 偽 M 言 者なる 辭 はない、 然し 「誠 

言 を述ぶ る 預言者」 (BJ 赛 書 九 章 十 五節〕、 「虚誕の 默 示と 卜筮と 虚しき ことと 己の 心 の 詐 りと を汝 等. 

に 預言す る 者」 (.耶 利 米亞記 十四 章 十四 節) 等の 辭が ある、 勿論、 僞預 一一 百 者と いふと！ M じこと である、 只 

舊 約に 於て は 新約に 於け るが 如く  Pseu き prophetes と 云ふ此 類の 預言者 を呼稱 する ための 一個の 辭 

がなかった まで ある。 

偽 言 iiC とに 何 ぞ や  1 
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抑々 偽 預言者と は 何で ある 乎、 是れ 単に 惡 むべき 者、 蔑視むべき 者、 賣僧、 偽善者、 羊の 皮 を 被り. 

たる 狼 等と 稱し 一 目して 其 偽者た る を 知る こと を 得らる、 者であった 乎、 一一 一一 C を換 へて 曰 へば 僞预言 者. 

とは必 すし も惡 人であった 乎、 惡 を企圖 み、 惡を行 ふ を 以て 其 日 を 送りし 奸獰 邪智の 者であった 乎、 

僞預言 者の 名 其 物が 斯 かる 者と して 彼等 を 吾人に 紹介す る、 吾人 は 其 名 を 聞いて さ へ 其 面に 唾した く 

思 ふ。 

然しな がら 聖書 は斯か る 者と して 偽 預ー百 者 を 吾人に 傳 へない、 僞 預言者と は 其 當時僞 預言者と 認め 

られた 者で はない、 隨 て其當 時^に 嫌 はれ、 其 紳士 淑女の 避く る 所と なった 者で はない、 否な、 夫れ 

と は 正反對 である、 偽 預言者と は眞 K 言 者に 對 して 爾ぅ稱 はれた 者であって、 彼等 は眞の 預言者よ い 

見て 偽 はりの 預言者で あつたので ある、 彼等 は 世が 見て 以て 僞. m 言 者と 做した 者で はない、 ィ ザャ、 

H レ ミヤ、 エゼキエル、 ァ モス、 ホゼャ 等 極めて 少数の 人が 見て 以て 僞 預言者と 做した 者で ある， 人 

の 眞偽を 判別す る ことの 難いの は 今 も 昔 も 同じ 事で ある、 爾 うして 偽預 言 者 と 3 呉 K 言 者 と は 何人に も. 

判刖る ことの 出来た 者で はない、 眞理を 知る 者の み 能く 虚僞 を識る 、 眞 預言者 の み 能く 偽 預言者 を 判 

OOOOOOO0-  0O000000  000?  0-O  D000  Co  00000(0 

別る ことが 出来た、 僞 預言者と は 勿論 偽 はりの 世が 見て 以て 爾か 稱んだ 者で はない、 神の 人が 見て 以. 

0  0  0000O0000 

て 爾か名 づけた 者で ある。 

然 らば 偽 預言者と は 3： ん であった 乎と 云 ふに、 彼等 は先づ 第一 に當 時の 所謂 愛國 者であった、 卽ち 

國の 利益 を 思 ひ、 國威宜 揚を唱 へ、 一向に 其富强 安寧 幸福 を 願った 者で ある、 故に 彼等 は 進んで 政治. 

に 1  一はり、 他强國 との 同盟 を說 き、 自 國の惡 事と 一 K へば 只管 之を掩 はんとし、 之 を 金甌無 缺の國 とし 

て 世界に 紹介し、 以て 其稱讚 同情 を 博 せんとした、 卽ち、 僞 預言者と は 何物よりも 先づ 第一 に自 US- 


國 を 愛した 者で ある、 正義よりも、 公道よりも、 然り、 H ホバの 神よりも ュダ國 叉 は イスラエル 國を 

愛した 者で ある、 彼等 は國 王の 頌德 者、 國 民の 讚美 者であった、 宗敎も 之を國 のために 利用して 之 を • 

以 て國を 建てん と 欲した 者で ある。 

然るに ィ ザャ、 H レ ミヤ、 エゼキエル、 ァ モス、 ホ ゼャ、 ザ カリヤ 等の 預言者 は 之と は 全く  K 反對 

の 態度 を 取った、 彼等 は 勿論 國を 愛した、 然れ ども 國 よりも 神と 正義と を 愛した、 彼等 は 神の 人で あ 

りし 故に 國に責 むべき 事が あれば 之を贵 むる に 少しも 躊躇し なかった、 國の名 なる もの は 彼等 は 少 

しも 眼中に 置かなかった、 神の 正義、 神の 名譽、 是れが 彼等の 熟 心 を 喚起せ し 唯一 の 原動力であった. 

預言者 ミ 力 は 曰った、 

我 は H ホバの 聖霊に 由り て 能力 身に 滿ち、 公義と 勇氣、 衷に滿 つれば、 ヤコ ブ (ュ ダ國) に 其 氣~ 

を 示し、 イスラエル (國) に 其 罪 を 示す こと を 得 (米 迦書三 章 八 節〕。 

と、 r 國に 其愆と 罪と を 示す こと を 得」 と、 是 れ偽預 一一 一一 n 者の 爲し 得なかった 所で ある、 必 しも 國 人の 

反對を 懼れて f はない、 彼等が 國を 愛する 餘 りに 切なる より、 情に 於て 爲 さんと 欲して 爲し 得な かつ 

た 所で ある- 然るに 眞の 預言者 は H ホパの 聖靈に 由り て此 情に 打 勝つ ことが 出来た、 故に 大膽 に、 M 

せす、 國に 其愆を 示し、 民に 其 罪 を 示す ことが 出來 た" 

偽 預言者の 何たる 乎 を 知らん と 欲すれば 之を眞 預言者と 相對 して 見る に 若く はない、 眞預首 者の 顯 

はれた る 時に 必す 偽預 一一 一一 1： 者が 顯 はれた、 一 つ は 他 を 離れて は顯 はれなかった、 預言者 ミカ ャに對 して 

僞 預言者 ケナ アナの 子ゼデ キヤが あった (列 王紀 略上廿 ニ章サ 四、 廿 五節〕、 預言者 ァモ スに對 して 僞預 

言 者べ テルの 祭司 ァ マジ ャ があった (亞麼 士書七 章 十- —十七 節)、 預言者 M レ ミヤに 對 して ギベオンの ァ 

偽 預言者と は 何ぞゃ  五 <|ー一 
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ズルの 子なる 偽 預言者 ハ ナ -ー ャ があった r 耶 利米亞 記サ八 章)、 叉ネ へ ラ ミ人シ マ ャ があった C 仝サ 九章サ 

し る 

四 節 以下 ：>、 其 他- 名 は 記して はない が、 ィザ ャに對 しても、 H ゼキ エルに 對 しても、 叉 其 他の 預言者 

に對 しても 偽 預言者の あった こと は 確かで ある (以西 結 書 十三窣 、 撒 迦利亞 書 十三 章 一 一節 等 を 見よ)、 

雨う して 是 等の 對 照に 由て 吾人 は 眞預言 者と 偽 預言者と を 明白に 分つ ことが 出来る。 

今 ミカ ャ對 ゼデ キヤの 例に 就て 見る に、 イスラエルの 王ァハ ブ、 ギ レア. デのラ モテを 略取 せんとす 

るに 方り、 其 預言者 四百 人 許り を 集めて 「我れ ギレ ァ デ のラモ テに戰 ひに 柱くべき や 又は 罷 むべき や」 

と 問 ひしに、 彼等 偽りの 預言者 等 は 王の 意に 逆ら はんこと を 恐れ、 且つ 國威 宣揚 を 欲 ひければ 異ロ同 

音に 「王よ 攻め上り 給へ、 主 エホバ 必す之 を 王の 手に 付し 給 ふべ し」 と 答へ た、 然るに ァハブ 王、 同 

事をィ ムラの 子 ミカ ャに問 ひければ 彼 は 臆せす 王に 答へ て 曰 ふた 「H ホバ 汝に 就いて 災禍 あらん こと 

を 一一 一一 c ひ 給 へ り」 と、 斯 くも 揮から す 善事 を 預言せ す唯惡 事の み を 預言せ しが 故に 王はミ 力 ャを惡 みた 

りと ある、 ケナ アナの 子ゼデ キヤ は 王に 善事 を 預言せ し ra 百 人の 預言者 (偽) の 一人であった らふ、 

彼 は ミカ ャが 「エホ バ 虚言 を 云 ふ靈を 此のす ベ て の 預言者 等の 口に 入れ 給へ り」 と 曰 ひし を 聞き 怒 つ 

て ミカ ャの 頰を批 しと 云 ふ、 此 場合に 於て はゼデ キヤと 其 同僚と は 所謂る 忠臣 愛國 者であった、 彼等 

は 君の ため を 思 ひ、 國の ため を 計りて 王の 作 戰計畫 に 同意し、 彼を勸 めて 遠征の 途に 上らし めんと し 

た、 獨り ミカ ャ， のみ 斯る 無謀の 計 策に 反對 した、 彼 は ァハブ 王の 人物 を 知った、 故に 彼のな す ことの 

正義と 公道と に 合 はない こと を 知った、 預言者 ミカ ャの 欲せし こと は 他國の 攻略で は 無くして 自國の 

改革であった、 ラモテ の 王の 征服で はなく して、 イスラエルの 王の 悔改 であった、 偽 預言者 は 國の膨 

oooc-(  000000  C  000OOO  0000000O0OOOO0  00000  CO  000 

張 を 望んだ、 眞預ー W 者 は 民の 改心 を 求めた、 一 つ は 威 を 外に 張らん と 欲した、 他の 者 は 攻に聖 まらん 


こと を 希 ふた、 偽りの 預言者と 眞の 預言者と の^は 玆に 於て 明白で ある、 威か德 か、 富か聖 めか， 二 

- I  »  r  ：  -  y  [  ©v^  ©©©00030®  9©0000©3339  ©  ©  ®  © 

^の 欲 ふ 所に 由て 其眞 偽は顯 はれた、 阈の 富強に 目 を 留めし 者、 S れが僞 預言者で あ ひた、 疆 の祌聖 

に 意 を 注ぎし 者、 是 れが眞 預言者であった (列 王 紀略上 廿ニ窣 を 見よ〕。 

同じ 事が ァ モ ス對ァ マ ジ ャの 場合に 就て 見ても 判 かる、 ァ モス は イスラ H ル の の s!^ 科 を 默き之 を- 

誡 めて 「汝 等悔 改め ざれば 其 ffl として イサクの 崇邱は 荒され、 イスラ H ルの聖 所 は 毀た れん、 H ホバ 

劍を もて ャ ラベ アムの { 糸に 赴かん」 と吿 げた、 然るに 祭司 アマ ジャは 之 を 以て 不敬の 言と なし， 王ャ 

ラ ベ ァ ム に 一一 一一 r 遣 はして 「ィ スラ H ル の 家の 眞 中に てァ モ ス 汝に叛 けり」 と 云 ふた、 卽ち、 ァ モ スを叛 E 

なり 國賊 なりと 稱 して 彼 を 王に 訴 へた、 彼れ アマ ジャの 目に 映 ぜしァ モス は 民 を亂す 者、 王に 叛く 者， 

祌の聖 殿 を漬す 者であった、 然れ ども ァ モスの 目より 見れば、 彼に 沈默を 命じ * 彼 を 王に 鮮 へし 祭司 

ァ マジ ャ こそ 眞の 逆臣 國賊 であって 偽 はりの 預言者であった、 神の 聖旨 を 傅へ し^、 是れが S; の预霄 

者であった、 王の 意を迎 へし 者、 是れが 偽 はりの 預言者であった、 後者 必 すし も惡人 ではなかった、 

彼れ 或 ひ は 恭順の 人、 溫 厚篤 實の人 であった であらう、 然れ ども 彼 はべ テ n の 如くに 神の 事 を 思 はず 

人の 事 を 思 ひたれば、 眞の 預言者の 目より 視 て^りの 預言者で あつたの である (馬 太傳 十六 車卄三 怖)。 

當時 の 愛國者 であった 偽りの 預言者 は 武力 の 讚 者、 同盟の 赞成家 であった、 彼等 は 神 の 國を 此 

世に 建つ るに 方て 人の カを藉 るの 必要 を 信じた、 彼等 は 純正の 缝に は餘り 重き を！ 1^ かなかった、 彼等 

は武を 以て ュダと イス ラ H ル の 神聖 を 維持 せんとした、 叉 時には 他の 强國と 同盟 を 結んで 自國の 利益 

を 計らん とした、 故に 彼等の 或る 者 はへ ゼ キヤ 王に 勸 めて 埃 及！； と 結ばし めた、 又 彼等の 或る 者 は M 

ホイ アキ ム 王に 勸 めて 款をバ ビ 口 ン阈に 送らし めた、 彼等 は 卽ち國 蓮 發展の 方法と して 普通の 政略 を 

SS- 預言者と は 何ぞゃ  五八 If- 
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講す るに 路 しなかった、 彼等 は祌を 信す ると 同時に 叉 劍のカ を 信じた、 彼等 は 信仰と 劍と 政略と を 一 

以て 彼等の 國を 維持し 神の 國を此 地に 來 さんと した。， 

然るに 眞の 預言者 は斯 かる 複雜 たる 且つ 矛盾せ る 方法に は 全然 反對 した、 彼等 は 十誡 第 一 條を 文字 

通りに 信じた、 汝我 面の 前に 我の 外 何物 を も 神と すべから ずと、 卽ち 唯一 神敎の 精神 を 其 儘に 實行せ 

/  •  ：  »  coco よ， リヒ G  oooo^-oooooooocooooo 

ん とした M ホバ に 依 恃む者 は エホバ の 外 何物に も依恃 むべ からすと、 是れ 彼等が 嚴 然として 採て 動 

かざる 主張であった、 彼等の 或 者は謠 ふて 曰 ふた、 

或 者は戎 車に 恃み、 或 者 は 騎馬に 恃む、 然れど 我等 は 我が M ホバの 名を唱 へん (詩篇 サ篇七 節) 

と、 是れ 軍備 排斥の 一一 一一 II である、 信仰 を 以て 丘 〈馬に 代/ ん とする 語で ある、 叉 預言者 ィザ ャは當 時の Ir 

盟 論者に 反對 して 曰 ふた、 

,■  一  *  ,  いくさ. ？ゝ ろ t 

援助 を 得ん とて エジプトに 下り、 馬に 依頼む 者は禍 ひなる かな、 戰車 多き が 故に 之に 恃み 騎兵 

甚だ 强 きが 故に 之を恃 む、 然 れどィ ス ラヱル の 聖者 を 仰がす H ホバ を 求む る こと をせ ざるたり (A 

赛亞甞 骨 一 章 一 節， } 

と、 預言者 ホゼャ も 亦 同じ 事 を 曰 ふた 

アツ スリャ は 我等 を拔 けす、 我等 は 馬に 乘らじ (何 西 阿 書 十四 章 三 節) 

と、 爾 うして 武力と 外交と を 全然 排斥せ し眞の 預言者 は H ホバ に依恃 むこと を 以て 國政 唯一 の 方法と- 

なした * 

汝等靜 かにせば 救 ひ を 得、 平穩 にして 依頼 まば 力 を 得べ し (2f 赛亞書 三十 章 十五 節) 

と、 戎 車に 恃 ます、 騎馬に 賴 ます、 外交に 恃ま す、 同盟に 恃 ます、 唯靜 かに H ホバの 神に 降 まば 國 ュぉ 


救 ふ を 得べ く、 勢力 を 得べ しとの ことであった、 雨う して 神の 選民の 歷史に 於て は 事實は 常に 其 通り 

であった、 ギ デオンが ミデ アン 人 を 敗った の も、 へゼ キヤ 王が アツ スリャ 軍 を 退かした の も、 ュダ， こ. 

イスラ H ルの 聯合 軍が モ アブの 軍を滅 したの も 皆な 此方 法に 由て 5^ あった、 祌の 選民に 劍を拔 いて 戰 

ふの 必要 はない、 異邦に 援助 を 乞 ふの 要はない、 唯 祈って 待てば 足る と は！：： y れ眞 正の 預言者 の き 信 

仰であった、 卽ち 彼等 は キリスト 以前の 平和主義者、 基督 敎 以前の 非戰 論者であった、 彼等 は 側 人の 

行爲 より のみなら す、 國，； 1^ の 政 治よりも 腕力と 政略と を 放逐 せんとした。 

玆に 於て 偽りの 預言者と 眞 正の 預言者との 問に 斷 えざる 衝突が あった、 一 つ は 他の 者 を SM りて 偽り 

じんぶ つ ひと となり 

の 預言者と いふた、 兩^ の 相違 は必 しも 人物、 人 成の 相違ではなかった、 信仰、 主義、 方針の 相違で 

あった、 所謂 「偽 1W 一 K 者」 の 中に も誠實 なる 愛國 者が あつたで あら ふ、 叉- 後世の 人が 眞 正の 預言者 

と稱 する 者の 屮 にも H リャの 如き 粗野の 人、 ョナの 如き 薄志弱行の 人、 M レ ミヤの 如き 感情 激變の 人 

もあった、 兩者 同じく 國を 思った ので あら ふ、 然れ ども 偽 はりの 預言者 は 所謂 「謎り の 預言」 をした 

ので ある、 卽ち 唯一 神敎の 主義に 由ら すして、 神 以外の 或る 他の 勢力に 由て 國を救 ひ 民を濟 はんとし 

たので ある、 其 精 祌ゃ必 しも 咎 むべき でない、 唯眞 正の 預言者の 懷 きし 厳密なる 唯一 神敎の 立場から 

見て、 其方 法と 政略と が 全く 誤って 居った ので ある。 

玆に 於て 眞の 預言者と 偽り の 預言者と の ^が 判然す るので ある、 神の 外 何物に も 頼ら ざり し 者- 是 

れが眞 の 預言者で ある、 祌に賴 るの 外、 又 此枇の 勢力に も賴 らんと せし 者、 是れが 偽りの 預言者で あ- 

る、  預ー 一一 一口 者の 「眞」 と 「偽」 とを兩 者の 品性 父 は 人格に 由て 定めて はなら たい、 其 取りし 主義 方針に 

由て 定 むべき である。 
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偽りの 預言者、 偽の 監督、 偽の 官； 敎師、 偽の 牧師、 彼等 は 如何なる 者で あらう 乎、 キリストの 福 青 

を宣 ぶる と 同時に 軍備 擴 張の 必要 を 唱 へ、 神の 僕な りと 稱 しながら 政 描の 保護 を 仰ぎ、 此 世に 友人 多 

きを 以て 誇り、 社交 を圓 滑に して 福音の 傳播を 計らん とし、 此 I に 在りて は此 I の 方法に 由らざる ベ 

からすと 稱 して 此 世の すべての 方法に 由て 神の 國を此 世に 建設 せんとす、 其 精神 ゃ咎む ベ きに は あ ら 

ざるべし、 义斯 かる 方法 を 取る 者を稱 して 悉く 惡人 なり、 偽善者な り、 詔 g 者な りと 云 ふこと を 得 ざ 

るべ し、 然れ ども、 それに 關 はらす 彼等 は 偽りの 預言者の 類で ある、 善人な らん も 「謊 りて」 福 昔 を. 

說く 者で ある、 キリス 卜の 福音の 精神 は 彼等の 取る 主義 精神と は 其 根本 を 異にする、 人 は # 意 を K け 

ばと て 偽善者た る を 免 かれない、 世に は自 から 欺く 人が ある、 雨う して 昔時の 僞 りの 預言者の 多く は 

斯か る 人であった ので ある、 卽ち 自己の 善良 を 信す るの 餘り、 謙 はりて 神の 聖 33 を傳 へし 者で ある。 


大 疑問と 其解釋 

余に 一 つの 大 疑問が ある、 {1&  (勿論 基督 敎をも 含む〕 - やき 一 51^ ，び- 余 

は 基督 敎を 信じて 兹に 三十 年に 至る も此 問題に 對 して 積極的 確答 を與 ふること が 出来た-い。 

余 は 基督 敎は 愛の 宗教、 公義の 宗敎 である こと を 知る、 然るに 基督 敎を 信す る 者の 屮に、 のん、 


邪 の 人、 謹詐の 人の 多 いのは 何う 云 ふ 理由で ある 乎、 過去 干 九 百 年 問の 敎會歷 おは 光明の 歷 であ 

ると 同時に 暗黑の 歷史、 陷掛の 歷史、 兇 殺の 歷史、 陰謀の 歷史 であるの は 何が 故で ある 乎、 我等が 此 

世に 於て 接觸 する 最獰最 惡の人 は宗敎 家、 然 り基哲 信者で はない 乎、 是れ 抑々 何が 故に 然る 乎。 

若し 宗敎が 悪人 を 善人と なす 者であるなら ば、 宗 敎に歸 依す る 者 は 嫌で も 終に 善人と なる ベ き で は 

ない 乎、 若し 叉 人と ならない 場合に 於 て も 彼等 は 終に 宗敎 の 中に 留まり し て 自か ら其 中より ^ 

出すべき 苦で はない 乎、 然 る に 惡人は 永く 宗敎 に 51 依して 善人に 化せざる のみな らす、 多く の 場合 に 

於て 敎會叉 は 寺院の 中に 在て 最大の 勢力 を 揮 ふ 者 は惡. ^である、 宗敎は 惡人を 善人 に 化し 得ざる のみ 

^ら す、 彼 を 其 中より 放逐す る こと も出來 ない、 余 はずく 此 事に 迷 ふ。 

然し れ の 疑惑で ある、 余が 斯く あらねば ならぬ と 思 ふが 故に 此大 疑問が 余に 起る ので ある、 事 

寳 は事實 である、 宇 {由 何物 も 事實を 動かす こと は 出来ない、 宗 敎は必 しも 惡人を 善人と 成さない、 然 

り、 多くの場合に 於て は惡 人を更 らに惡 しき 者と なす、 宗敎 は 善人の 善の $P 長を援 くると M 時に 叉 惡 

人の 惡の $P 長 を 促が す、 義の 太陽 は 火の 太陽と 異ら ない、 rail の 太陽が 職 は 之を鎔 いて 泥 は 之 を 固め 

る やうに、 同一 の 宗敎は 善人の 心 は 之 を 和らげ、 惡 人の 心 は 之 を 頑に する、 是れ 天然の 法則で ある、 

4- む を 得ない、 我等 は 事 實の鞭 を 蹴る こと は 出来ない (使徒 行 傳九章 五節)。 

聖書 は此 事に 就て 何と 云 ふて 居る 乎、 其伍以 现書士 一章 十 節に H く 

惡者は 惡事を 行 はん、 惡者は 一 人 も曉る こと 無 かるべし、 然れど 穎悟 者は曉 るべ し 

と、 其 提摩太 後 害 一一 章 十三 節に 曰く 
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惡 人と 人 を 欺く 人 は 益々 惡に 進み、 人 を 惑 はし 亦 人に 惑 はさる 

と、 叉 默示錄 二士 一章 十一 節に 曰く 

不義 者 は 不義なる ま- 1 にし、 汚穰者 は！^ きま \ にし、 義 者は義 なる ま \ にし、 聖者 は聖 たるま > - 

にせよ 

と、 叉惡 人が 到底 惡を絕 つ 能 はざる ことに 就て は 預言者 H レ ミヤ は 言 ふて 居る 

H テオ ピャ 人 其 膚を變 へ 得る 乎、 豹 その 斑 駭を變 へ 得る 乎、 若し 之 を爲し 得ば 惡に 慣れたる 汝等 

も 善 を爲し 得べ し 

と (耶利 米亞記 十三 章サ三 節)、 惡人は 終に 善人た る 能 はすと は實に 絶望の 言で は あるが、 然 かし 止む を 

得な い、 斯く云 ふ 聖書が 惡ぃ ので はない、 聖書 はた に 人生の 悲む ベ き 事實共 俊を述 ベ たま で ある。： 

然し 或 人 は 云 ふで あらう、 神が 其 子 を 遺り 給 ふたの は 惡人を 化して 善人と 成さん が爲 めで はない 乎- 

キリスト は 「康强 なる 者は醫 者の 助を耍 めす、 唯 病 ある 者 之を需 む」 と 言 ひ 給 ふたで はない 乎、 又祌 

くれな 6 

は 預言者 ィザャ を 以て 「汝 等の 罪 は緋の 如くなる も 雪の 如く，： n くな り 紅の 如く 赤く とも 羊の 毛の 如く 

にならん」 と 言 ひ 給 ふたで はない 乎 (W 赛亞書 一章 十八 節 y キリスト は 特に 失 はれた る 羊 を 求めん ため 

に 来られた ので はない 乎と。  ,  , 

然し 問題 は 善人、 惡 人の 問題で ある、 善人と は 罪 を 犯さない 者との 謂で はない、 又惡 人と は 善 を 知 

ら ない 者との 謂で はない、 キリストと 偕に 十字架に 釘 けられし 盗賊の 一人 は 大罪 を 犯せる に關 はらす 

善人の 性を帶 びて 居った 者で ある、 r 禍 なる 哉 汝等 パリ サイ 人」 と幾囘 となく キリストに 罵られし パ 

リ サイの 人 等 は 神に 就き 聖書に 就て は 甚だ 通 明い 人であった、 世に は惡 しき 善人が あると 同時に 又 善 


き惡 人が ある、 善惡は 人の 本質で ある、 是は始 より 外に 現 はれる もので はない、 是れは 或る 順路 を經 

て 終に 發露 せらる る ものである。 

. 爾 うして 宗敎と は 之 を 其 一面より れば 善惡發 露の 手順で ある、 是れは 善 を 善と して 發 露し、 惡を 

惡 として 發露 する 者で ある、 宗敎に 由て 善 は 惡に裹 まる、 も 終に 善と して 發 露し、 惡は善 を 以て 飾ら 

る k も惡 として 露出す る、 宗敎 は寫眞 術に 於け る 顯像劑 の 如き 者で ある、 是に 由て 影像 は 始めて 明，： n 

に 露 はれる ので ある。 

爾 うして 宗敎の 優劣 は此善 惡發露 力の 强 弱に 由て 定まる ので ある、 善き 宗敎は 著しく 此カを 有し、 

悪しき 宗教に 在て は此 力が 甚だ 微；； i である、 善き 宗敎は 善人 を 著しく 善と なすに 加 へ て、 惡人を 著し 

く惡 しくな す、 之に 反して 惡 しき 宗敎 は善惡 を 分別す る 力に 甚だ 乏しい。 

雨う して 基督 敎の 主なる 目的 は斯の 善惡の 差^ を顯 明に する にある と 思 ふ、 キリス トが 生れて 後に 

其 母 マリヤに 抱かれて ュル サレ ム の聖 殿に 詣 りし 時に 預言者 シメ オン は 嬰兒に 就て 彼女に 語て 曰 ふた 

此嬰兒 は イスラ H ルの 多くの 人の 類び て 且つ 興らん 桌と 誹较を 受けん 其號に 立ら る、 是れ 多くの 

心の 念の 露 はれん ため 也 

と (路加 傳ニ章 三十 四、 五節)、 キリストに 接して 惡 人は惡 人と して 顯 はれ、 善人 は 善人と して 顯 はれる 

ので ある、 キリス 卜が 世 を 鞫き給 ふと は此 事で あると 思 ふ、 我等 人類 はすべ て 一た び は 彼の 臺 前に 立 

て雜 かれねば ならない 者で ある 計りで はない、 彼が I に顯 はれ 給 ひて より 裁判 は已に 始まった ので あ 

る、 キリストが 世に 降り 給 ひて 其 福 昔が 世界に 唱 へられて より 以來、 綿羊と 山羊との 丼 C 別 は 曰々 に 

ね偷々 顯 明に なりつ、 あるので ある、 世の 進歩 は 善の 增 進に 伴 ふ惡の 減退で はない、 善の 發 達と 同時に 
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悪の 發達 である、 義 者の 途は 旭日の 如く 愈々 光輝 を增 して 晝の 正午に 至る と 同時に、 惡 人と 人 を 欺く 

者と は 益々 惡に 向て 進む、 是れが 所謂る 世の 進步 である、 進歩で はない、 善 惡の顯 別で ある、 雨う し 

て宗敎 は、 殊に 基督 敎は、 この 善 惡顯^ の 作用 を爲す ものである。 

世に は 惡の發 達なる ものが ある、 惡 にも 高い 惡と 低い 惡 とが ある、 低い 惡とは 好色、 醉酒、 放蕩な 

どの 惡 であって、 全く 肉 愁の惡 である、 高い 惡とは 嫉妬、 讒謗 >  陷擠、 侯險 等の 惡 であって、 心靈的 

の惡 である、 前者 は 何人に も惡 として 分かる、 後者 は 多くの場合に 於て は惡 として 認められな いのみ 

,なら す， 反て 高德 として 受けられる、 政治家の 野心 は愛國 心と して 稱揚 せられ、 宗敎 家の 宗派 心 は 熱 

心と して 譽め 立てら る、 雨う して 宗敎 は 低き 惡 を驅て 高 き 惡 となす 者で ある、 宗敎 に. S て 惡人は 禁酒 

すると 同時に 傲慢の 人となり、 節愁 すると 同時に 仇 恨 娟嫉の 人と なる、 惡の 至極の 發達 は宗敎 家に 於 

ての み 見る ことが 出来る、 是れ宗 敎の然 らしむ る 所で あつ て 、 又惡 人が 宗敎 に接觸 せし 當 然の結 架で 

あると 思 ふ。 

然 らば 誰が 善人 で 誰が 惡 人で あ る 乎。 

人、 若し キリストに 接して 彼の 暗き 罪 を 照らされ、 堪え難き 程までに 其 苦痛 を 感じ、 彼 は 永久に 滅 

さ る ベ き 者で は ある ま い 乎と 自 から 疑 ふ 時に、 其 人 は 幸に して 沈 淪の子 でない こと を覺 るべき である- 

彼が の 苦痛 を感 する の は 罪が 彼 を 去り つ.. 1 あるの 兆候で ある。 

之に 反して キリストに 接して、 彼に 撻 れんと せす して 彼 を ^ ひんと し、 彼に 救 はれん こと を需 めす 

して、 彼 を 以て 世 を濟度 せんこと を 欲し、 自己の に 泣き 得すして、 他人の 罪 をのみ 指摘し 得る に 至 

る 者 は、 是 れ危險 なる 階級に 屬 する 者であって、 我等の 注意すべき 人物で ある、 畢竟す るに、 善人 は 


oooooooooooooo  ooooooooooocooooooo 

自己 を惡 人と 認 むる 者であって、 悪人と は 自己 を 善人な りと 信す る 者で ある、 (路加 傳 十八 章 九節以 

下 十 s: 節までに 載せられ たる キリ ストの 譬を 見る ベ し)。 

依て 知るべし、 此， に 善人の みの ぶ合體 の^ 在せ ざる _s ^を、 宗敎其 物が 大惡 人の 现， 窟 である こと を 

知て、 我等 は此 の 我等の 永久の 住家で ない こと を 知る、 善人の み 能く 善人 を識 る、 敎 會の规 则を以 

て し て 惡人を 省 い て 善人 をの み 納る& こと は屮 I 來な い 、 惡人 は敎會 の 中に 多く 在る、 然り 聖書の 言 に 

照らして 見ても 最大の 惡人は 基督 信者と してお 在す る ことが 解かる、 所謂 ァ ンチ キリ スト (「キリ スト 

に 敵す る 者」 と譯 さる、 約 翰 第一 書 二 章 十八 節 を 見よ) と は 公然と キリストに 敵す る^で はない、 ァ 

ンチ キリストと は キリスト を眞 似る 者で ある、 故に§^_ョハネは彼を 「惑に 誘 ふ 者」 と稱 して る (同 

第二 書 七. 節〕、 キリスト に似て 非なる 者、 是れが キリストの 大敵で ある、 故に 彼 は 基督 敎會 外に 立つ 者 

ではない、 彼 は 世が 見て 以て 立派なる 基督 信者と 見做す 者で ある。 

ス  テグ  マ 

司 提革瑪 

(英語の Stigma,  stiglgltize ゃ參 Si せよ〕 

ス テグ マ も 亦 希臘； 詰で ある、 ^^書に於てはた^-の  一 M ；、 加 拉太書 六 章 十七 節に 於て 用 ゐられ て ある 

詞 である、 卽ち 

； S- 提革 瑪  E 九 三 
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今より 後 誰も 我 を 擾.， はす 勿れ、 そ は 我れ 身に ィ H スの印 記 を 佩び たれば 也 

と ある、 其 「印 記」 と譯 されて あるの が此詞 である。 

ス テグ マの 元の 意味 は 「刺す」 である、 それより して 刺 文 叉 は 格 印の 意味が 出て 来たので ある、 奴 

隸が其 持主の 名 を 其 身に 刺り しが 如き、 兵卒が 其 大將の 名 を 其 身に 恪付 けしが 如き、 之を稱 して 誰々 

のス テグ マ を 身に 佩ぶ と 云 ふたので ある、 而 して 身に 持主の 名 を 印す は 恥辱の 事で あるが 故に、 ステ 

グマは 終に 「恥辱」 の 意味 を 通す るに 至った、 叉 印され し 者 は 人に 指點 さる.^ 者で あるが 故に、 ステ 

グ マは彈 指の 意味 を も 有する に 至った、 卽ち 「刺す」 より 轉 じて 「刺 文」、 r 恪印」 となり、 それより 

化して 汚辱、 惡 名と 成った ので ある。 

故に パ ゥ 口 が兹に 「身に ィ H スの印 記 を 佩ぶ」 と 云 ふたの は、 自己 はィ H ス の奴隸 であると 云 ふた 

のと 同じで ある、 卽ち 彼が 羅馬 書の 始めに 於て 「イエ ス キリストの 僕 バウ 口」 と 云 ひし は此 意味で あ 

る、 而 して バウ 口 の 場合に 於て はィ ェ ス の奴隸 たるの 證據 は歷々 と 彼の 身に 現 はれて あつたの である、 

それ は 彼が ィ H ス の 名の 故 を 以て 彼の 身に 受けし 多くの 傷の 痕 であった、 彼が 五た び ュ ダャ 人に 四十 

に 一 を滅 じたる 鞭 を 受けし 其癡痕 (哥林 多 後書 十 一 章廿四 節)、 叉 三た び條 にて 撲 たれし 其 傷の 痕 (同廿 

五節)、 其 他 河の 難、 盗賊の 難、 同族の 難、 異邦人の 難、 海中の 難、 偽 はりの 兄弟の 難より 受けし 勞苦 

と 飢渴と 凍 裸との 痕跡 (同サ 六， サ七 節)、 是れ 皆な 彼が 彼の 身に 佩びし ィ H スのス テグ マ 卽ち印 記で あ 

つた、 彼は是 等の 疲痕に 由て 明かに ィ H スの 奴隸 たる こと を 表 はした、 彼 は 殊更ら に 針 を 以て 彼の 膚 

にィ H スの名 を 刺らなかった、 又 殊更ら に 烙印 を 以て 之 を 彼の 肉に 燒附 けなかった、 然し 彼の 敵 は 彼 

がィ H スの 忠實 なる 僕で ありし が 故に、 彼 を 傷け て 彼に 刮除 すべから ざる 瘢痕 を存 した、 彼が イエス 


の屬 たる は 疑 ふべ くもなかった、 彼の 額に 於て、 彼の 背に 於て、 彼の 手と 足と に 於て、 彼はィ エスの 

奴 僕た る の 誤られぬ 證據を 有って 居った .リ 

然し バウ 口 に 取りて は 彼が 身に 佩びし ィ H ス の 印 記 は 彼の 身に 矮 りし 瘢痕に 止まらなかった、 彼が 

ィ ェ ス の 名の 故 を 以て 身に 負 はせられ しすべ ての 恥辱と 汚名、 是れ叉 彼に 取り 明白なる ィ ヱ ス の 印 記 

であった、 彼は此 名の 故に 到る 所 にんに 嫌 はれた、 異邦人に 嫌 はれ、 猶太 人に 嫌 はれ、 彼が 自 から 言 

ひしが 如く、 彼 は 終りまで 

あ ,、 に - よろ づ ちの あ V 

世の 汚穢 また 萬の 物の 塵 垢の 如く 

に 人に 极 はれた (哥林 多 前書 a 章 十三 節)、 今日で こそ 聖パゥ II と稱 せられて 萬 人に 崇めら る i なれ、 在 

世當 時の パゥ& は 鰥寡 孤獨、 最も 憐れむべき 者であった、 世の ス テグ マ (彈 指) は 彼の 上に 集った、 

かしら 

彼 は 「ナザレ 宗の 首」 として 疫病の 如くに 人に 嫌 はれた (使徒 行 傳廿四 章 五節〕。 

乍然、 此 汚辱、 此 汚名、 是れ亦 彼に 取りて は 彼が ィ H スの屬 たるの 確證 であった ので ある、 世の ス 

テグ マ (彈 指) は 彼に 取りて は 名 譽のス テグ マ (印 記) であった ので ある、 彼 は 世に 嫌 はれて、 其 嫌 

を  らの 

悪に 於て 彼が ィ H ス の屬 たるの 確證を 認めた ので ある、 彼 は 彼の 心に 於ての み 彼が ィ H ス の 僕た るの 

確信 を懷 いて 居った ので はない、 彼の 身に 於て 瘢痕を 佩び、 世に 在りて 汚名 を 被りて、 彼 は 確かに 主 

の屬 たりし を 知った ので ある、 バウ 口に 取りて はス テグ マ は 「烙印」 の 意味に 於ても、 亦 「汚名」 の 

意味に 於ても 彼が 身に 佩びし ィ ェ スの印 記であった ので ある。 

斯 かる 明白なる 意味の 有る にも 關 はらす、 後世に 至り、 此詞に 就て 犬なる 迷信が 起った ので ある、 

それ は 兹に謂 ふ 所の ス テグ マなる 者はィ H スが 十字架に 釘 けられし 時に 其 身に 受けし 傷の 痕を謂 ふの 

司 S3 革 五 九. 丸 
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であつ て、 バウ " が イエ スを 信す る こと 深厚な りし 結果、 自然と 彼の 腋の 下に ィ ヱ スの負 はせられ し 

傷の 痕と 同じ 痕が現 はれた ので あるとの ことで ある、 卽ち 彼の 精神 狀 態が 彼の 肉體に 於て 現 はれた の 

であって、 彼 は 彼の ィ H スに 於け る 信仰 を 彼の 腋下に 現 はれし 痕跡 を 指して 示す ことが 出来た とのこ 

とで ある、 而 して バウ 口に 此印 記が 現 はれて 後、 久しく 此 奇蹟 は 止みし と雖 も、 紀元 千 二百 廿四 年に 

至り 伊太利 國の 聖人 ァ シシの フラン シ スに 於て 復た此 印 記 を 見る に 至った とのこと である、 其 後天 主 

敎徒 の 理想と す る 所 は 此印記 を 共 身に 於 て 現出 せんこと で あった、 而 して 今日に 至る まで 厚き 信仰の 

報赏 とし て 此の 印 記の 奇猜的 現出 の 恩 惠に與 かり し 者 は 八十 人 を 尊す るとの ことで ある、 而て 最近に 

此の 恩 惠に與 かりし 者 は 千 八 百 八十 三年に 世 を 去りた る. m-?^ 義國の ルイザ • ラト ー なる 尼で ありし と 

のこと である、 或 ひ は 心 I ^的 現象と して 斯 かる 事 は實 際にお る 事で ある や も 計られない、 乍 が、ー、 。ハウ 

P が 身に 佩びし と 云ふィ ェ ス の 印 記なる もの 、斯 る奇廣 的の もので あら ざり しこと は、 彼に 關 する 聖 

書の 他の 記事 を 見て 明かで ある、 且又 印 記の 價 値より 評する も、 迫害の 結 菜と して 受けし 瘢痕は 冥想 

の 結 菜と して 自然に 現 はれし 斑點 よりも 逸 かに 貴く ある、 余輩 はス テグ マに 關 する 天主 敎 徒の ：！：！ 念 を 

迷信と し て 排斥 せざる を 得な い 。 

而 して バウ B の 佩びし ィ H スの印 記 は 今日の 我等 も 亦 之 を 佩ぶ る ことが 屮 I 來る、 然り、 我等 も 亦 之 

を 佩ぶべき である、 勿論 開明 進歩の 今の 秕に 在て は 身に 迫害の 癥痕を 佩ぶ る こと はないで あら ふ、 乍 

然、 世の 嫌惡、 嘲弄、 彈指 として は 我等 も 亦パゥ ti と 均しく 身に ィ H スの印 記 を 佩ぶ る ことが 出来る、 

然り、 佩ぶべき である、 然り、 眞赏 にィ H スを 信じて 我等 は 今の 掀に 在りても 之 を 佩びざる を 得ない。 

はじめ  こひつじ 

^は 永久に イエ スを 憎む 者で ある、 彼 は卽ち 「世の 創始より 殺されし 羔」 である (默 示錄 十三 章 八 節)、 


彼 はん？. 尙ほ 不信者に のみなら す 信者に も、 俗 *1 界に のみなら す敎會 にも 憎まろ、 者で ある、 彼に して 

今 世に 現 はれ 給 はん 乎、 彼 を 第一 に逐 ひやる 者 は 彼の 名 を唱へ て^に 立つ 所の 基督 敎會 である * 而し 

て斯 かる^に 在て 篤く 彼 を 信じて 我等 は 到る 所に 嘲笑、 罵 辱 を 以て 迎 へられざる を 得ない、 汚名 は 露 

個の 丼せ 督 信者の 必然的 附隨 物で ある、 是れが 彼が 今の^に 在て 彼の 身に 佩ぶ るィ エスの ス テグ マ卽ち 

印 記で ある、 是れ なくして 彼 は キリストの K でたい、 ：：疋 れ なくして 彼は此 世の 屬 である、 r 敎會 信^」 

である、 信者の 眞偽を OK ハ. くる は 至て 易い、 彼 は 身に ィ H スの印 記 を 佩ぶ る や、 彼 は 世に 憎まる &ゃ. 

敎會に 嫌 はる. -ゃ、 嫌 はる i 者 は眞の 信者で ある、 嫌 はれざる 者 は 偽 はりの 信者で ある、 此 世と 此^ 

の敎會 とに ス テグ マ C 汚辱の 表號) を附 せられざる 者 は キリストの 扠僕 ではない、 我等 は 希伯來 書記 

者の 言に 從ひ 

そしり  かこ ひの そふ 

ィ ェ スの詭 誶を負 ひて 營 外に 出で 

くろし み 

其處 に 害ん で 彼と 共に 苦 を受く ベ き で ある (同書 十 三 章 十 三 節」。 


天災と 刑 罰 

附、 罪と 死 

天災 は 讀んで 字の 通り 天災で あらう、 卽ち 天然 的 現象で あら ふ、 地震 は 地 勝の 波動で あら ふ、 喷火 

天災と 罰  五 九 七 


^  五 九 < - 

は 地 熟の 放發 であら ふ、 之に 何にも 怪 むべき 所 は あるまい、 天災に 意志 もな く 道理 も あるまい。 循て 

之は祌 G 刑罰で は あるまい。 

然 かしながら 神 は 無意識の 天災 を 刑罰の 道具と して 使 ひ 給 ふ、 天災が 惡 人の 上に 墜落れば 是れ卽 ち 

のろ ひ じつ 

神の 刑罰で ある、 惡人 は旣に 神に 詛 はれた る 者で あるから、 天災 は 其 詛を實 にす る、 然り、 天災 其 物 

は 刑罰で は あるまい、 然 かし、 惡 人が 之に 遭遇 すれば 天災 は 確かに 天罰で ある。 

然 らば 義人が 之に 遭遇 すれば 如何にと 問 ふ 人 も あらう、 然り、 義人が 之に 遭遇 すれば 天災 は 天罰で 

はなく して 善き 試練で ある、 彼れ 若し 之が ために 命を隕 さば、 彼 は 神に 召された ので ある、 彼れ 若し 

之が ために 產を失 は i -、 是れ 彼が 靈に 於て 富まん がた めで ある、 義人 は旣に 神に 惠 まれた る 者で ある 

そのめ ぐ， 6 じつ 

から、 天災 は 反て 其 惠を實 にす るに 過ぎない。 

天災 は惡 人に 取て は 刑罰で ある、 義人に 取て は恩惠 である、 我等 は 常に 衷に備 へて 天災に 備 ふるこ 

とが 出来る、 是れが 宗教の 力で ある、 科學 以上の 力で ある。 

天災が 雨う である、 病と 死と も亦爾 うで ある、 病 其 物 は 刑罰で もた ければ 亦 恩 京 M じ もたい、 惡 人が 

之に 罹れば 刑罰で ある、 義人が 之に 摧れ ば恩惠 である、 之に 罹りし 者、 必 しも 神に 詛 はれた る 者で は 

ない、 之に 罹りて 神 を詛ふ 者、 是れが 神に 詛 はれし 者で ある。 

聖書に 罪よ リ死 来リ (。マ 書 六 章 十二 節〕 と 書 いて ある、 之 は 罪な くして は 肉 體の死 は 無った とのこと 

であら ふ 乎、 卽ち、 人が 罪 を 犯す まで は 生物界に 死なる もの はなく、 萬 物 悉く 永久にまで^ 在した と 

いふ ことで あら ふ 乎、 然し 死 は 天然 的 現象の 一 では あるまい 乎、 其 肉體に 於て は 一た ひ 死ぬ る こと は 

人に 定まれる 事 (希 伯 來書九 章サ七 節) では あるまい 乎、 或 ひは爾 うでない 乎 も 知れない、 或 ひ はすべ て 


の 生物の 死 も 人類の s 非の 結果 を預 表した ものである 乎 も 知れない、 死と いふ 死 はすべ て 節の 結果で あ 

つて、 罪な くして は 死 は 何れの 形 を 以てしても 此 世に 臨まなかった 乎 も 知れない、 爾 うして 或る 神學 

者 は 此說を 取て 動かない。 

然 かし 是れ 維持す るに 至て 困難なる 說 である、 死 は 確かに 人類が 此 世に 現 はれし 以前より 在った、 

死 はまた 生物 存在 上の 必要と して 認められる、 此限 ある 地上に 若し 死がなかったならば 暫時に して 生 

物 は 悉く 死せ ざる を 得ざる に 至る、 死 は 生の 必要 條件 である、 死が たければ 生 はない、！^ が 老に代 は 

るに あら ざれば 進歩と 改善と は倏忽 にして 中止す る。 

然 らば 罪より 死 来りと は 何う いふ 事で あら ふ 乎、 是は 人が 肉體の 死を靈 魂の 死と して 感 する 事で は 

あるまい 乎、 卽ち 死の 藤に 遭 ふて 自己の 死滅 を自覺 せしめられる ことで は あるまい 乎、 內に 光明の 充 

つる 時 は 外に 暗 黑の襲 ひ 来る を懼れ ざる やうに、 靈 魂に 生命の 充 つる 時 は 肉體に 死の 臨む を懼 るべき 

ではない、 然るに 衷に 生命の 盡 きし 結果と して 外の 死 を衷の 死と 同視す るに 至る、 是れ が卽ち パゥロ 

の 所謂る 罪の 價 なる 死で は あるまい 乎 (。 マ 書 六 章サ三 節)、 少しく 逆說の やうに は 聞 ゆる けれども 死 を 

死と 感 する こと、 是れが 死で は あるまい 乎、 人 はもと 神と 同じく 靈 なれば 肉の 死 を 死と 感 すべき 者で 

はなかった、 然るに 自己の 傲慢の ために 神より 離れし 結果と して、 旣に衷 に 於て 死に たれば 外の 死 を 

衷の 死と 同視す るに 至った、 是れ卽 ち實の 死であって、 最も 苦しき 最も 懼 るべき 死で ある。 

斯く說 明して 聖書の 言と 天然の 現象と を 調和す る ことが 出来る、 然 かし 是 れが眞 個の 說明 である 乎 _ 

否 は 余 の證 明し 得る 所ではない、 天然 的 說明を 常に 嫌惡 する 神 學者は 余輩の 此說 明に 對し 甚く 反對 

を 表する であら ふ、 然 かしながら、 何に か 之に 類した る 說明を 供す るに あら ざれば 多くの 眞理 探究者 
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の 心を滿 足せし むる こと は出來 ない。  . . 

天災 其 物 は 刑罰で はない、 惡 人が 之に 遭遇して 刑罰と して 感ぜら る の である、 死 其 物 も 刑罰で は 

たい、 衷に. 死した る 者が 之に 襲 はれて 之 を 死滅と して 感す るので ある、 刑 M はすべ て 主観的で ある、 

然 かし 主觀的 であれば とて 赏在 せざる もので はない、 實 在の 基礎 は 性 格，， である、 爾 うして 性格の 如 

何に 由て 無性 格の 天然 物の 道 德的價 航 は 定めら れ る の で あ る 。潔き 人に はすべ ての 物 潔く、 汚れ た る 

人に は 一 として 潔き 物な し (提多 書 一章 十五 節)、 實に其 通りで ある、 神 を 愛する 人に は； 大災も 死 も 刑罰 

ではない、 恩惠 である、 之に 反して 神 を 長れ す、 肉の 愁. に 事. ふる ほか 他に 生涯の 目的な き 不信者に 取 

りて は 事と して 咒詛 ならざる はない、 彼等に 取りて は 天災 は灌 るべき 鉸 終の 主の 裁判の 日の 前兆で あ 

る、 死 は 第二の 死 £ 示錄 二十 章 六 節) の 先 _i である。 


息 日の 聖 守 


安息： H を 情え て 之 を くすべし、 六 rwsra 働きて 汝の 一切の 業を爲 すべし. 笫 七日 は 汝の神 ヱ ホバの 安 a なれ 

わ ざ  むすこ むすめ  しもべし もめ  よそく-一 

ば 何の 業務 をも爲 すべ からず. 汝も、 汝の 男子 女子 も. 汝の 僕婢 も * 汝の 家畜 も. 汝の 門の 中に ろ 他國の 

< -も然 り。 出 埃 及 記 二十 章 八-十 節。 

イエス 又 彼等に 曰 ひける は、 安息 口 は 人の ために 在り ノ人は 安息： H ひため にあらざる なり， 然れ ば.^ の 子は久 


安息日の 主たる 也。 馬可傳 ニ章廿 七、 廿八 節。 

安息日の 聖守は 十誡の 一箇 條 である、 ！ f 疋れは 祌に對 し 人に 封し、 人の 守るべき 重要なる 義務の 一 で 

ある、 之 を 破る は 人 を 殺し、 义 人の 所有 を 盗む 丈け の 罪で あるとの ことで ある、 

凡て 安息！ II を 瀆す者 は必す 殺さる ベ し 

とまで 聖書 は 示して 居る ので ある (出 埃 及 記 三十 一 章 十四 節)、 安息日の 聖 守が 昔時の ィ スラ ェ ル のおに 

取 り て 如何ば かり 大切 の 事 で ありし 乎 は 今の 人の 豫想だ もす る 事の 屮匸术 な いこと である。 

我等 は 人 は 何故に 偶像に 祌 として 事 へ て はならぬ 乎 を 知る、 我等 は 义人は 何故に 其 父母 を 敬 はねば 

ならぬ 乎、 何故に 人 を 殺して はならぬ 乎、 何故に 姦淫して はならぬ 乎、 何故に 盗んで はならぬ 乎、 能 

く 其 理由 を 知る、 然れ ども 何故に 安息日 を 守らなければ ならぬ 乎、 其 事 は 能く 解らない、 夫れ 故に 今 

あつ  おこな ひ .u-.-*  tfi  ** れ 

の 基督 信者に して、 信仰の 篤い 者、 行爲の 正しい 者は尠 くないが、 然し 安息日 を く 守る 者 は 甚だ 稀 

である、 彼等 は 思 ふ、 安息日の 聖守は れ イスラ H ルの 民の ために 特別に^ けられし 制度であって、 

お. し. U が 

人類 全 體に及 さるべき 者で はない、 十誡の 中、 此 一 筒條 丈け は 一 般に 適用 さるべき 者で なく、 循っ て 

奮 約の 艘棄と 同時に 其 效カを 失った 者で あると、 斯く唱 へ て 彼等 は 安息 H を 見る こと 他の n の 如く、 

つ ひや  /、い 

此 日に 此 4i の 業務に 從 し、 此 n を遊戲 のために 費して 心に 何の 悔恨 を も 感じな い の で あ るリ 

r:  こぼ 

乍然、 十誡 は斯の 如くに して 其 完全 を 毀た るべき 者で ない、 十 誠 は 人の 守るべき 最も 重要なる 義務 

の 十 箇條を 示した 者であって、 其 了 ど 破る は 其 全部 を 破る に 等しく ある、 而 して 安息 曰の 聖 守が 其 中 

に箅 へられし は、 其 中に 深き 意味の 在る ことであって、 其 事 を 深く 究めす して、 此^ 條を 等閑に する 
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は 1 一 Te- 上 又は 道德上 甚だ 危險な る ことで あると 思 ふ。 

「安息日 を 憶えて 之を聖 くすべし」 と 云 ふ、 「聖 くすべし」 と は 「神に 屬 する 者と して 之 を 使用す 

べし」 との 事であって、 勿論、 一週間 1$ の ni も 神聖た る 者であって、 第 七 曰の みが 特に 祌に屬 する 者 

でない、 然し、 人の 此 世に 在る 間 は 其 業務の 大部分 は (多くの 人に 取りて は、 殆んど 其 すべてが) 自 

己の ためで ある こと を 知って、 七 口に 一 日 を 特に 神の ために 使用す べしとの 訓戒の 最も 善く 實 際に 適 

合した る 者で ある ことが 解る、 人が 一週 七日 を 悉く 聖日と なさん こと は 最も 望ましき 所 なれ ども、 然 

ど 第 七日 を 慮えざる 者 は 大抵 は此日 をして 他の 日の 如く 成らし むる 者で ある、 〈女 息 日の 聖守 はすべ 

曹， 9 參曹， m99 誊 9, 999,  ひとつ 0  0  0  0  0 

ての nz を聖 くな すため に 必要で ある、 而 して 此筒條 が 十誡の 中に 加 へられし 其 目的の 一 は 人の 全生涯 

の聖 化に 在る こと は 確かで ある。 

こと & 

然し r 聖守」 と 云 ふ は單に 「神の 禮拜 のために 供す」 と 云 ふこと ではない、 此辭 を斯く 解す るが 故 

に、 多くの 人 は 安息日 聖 守の 訓誡 を 輕く視 るので ある、 「安息日 を 憶えて 之を聖 くすべし」 と は此日 

を 自己の ために あらす、 神の ために 使用すべし とのこと である、 而 して 神の ために 使 W すべし とは自 

己 以外の 者の ために、 卽ち 神と 他人との ために 使用すべし とのこと である、 而 して イエスが 安息日 問 

題に 就て パリ サイの 人と爭 はれし 時に 舊約 聖書 の 一一 百 を 引て、 

我れ 矜恤を 欲み て 祭， 祀を 欲ます と は 如何なる ことか、 之 を 知らば 罪な き 者 を 罪せざる べし 

と 曰 はれし 彼の 言に 徵 して 見て、 r 祌を拜 す」 と は其眞 正の 意味に 於て 如何なる 事で ある 乎が 明かに 

解る ので ある、 r 禮拜」 と は 其 一面に 於て は 確かに 祌を 祭祀る ことで ある、 然し 其 他の 方面に 於て は" 

人に 矜恤を 施す ことで ある、 矜恤は 祭祀の 內容 であるの である、 禮拜は 信仰の 主 觀的狀 態であって、 


矜恤は 其 客 觀的實 現で ある、 故に 矜恤を 離れて 眞 正の 禮拜 はたい、 神に 事 へんと すれば 人に 役へ なけ 

れ ばなら ない、 而 して 安 .2-^ 日 を^く 守る と 云 ふ 事 は 其 大切なる 一 面に 於て は 人に 矜恤を 施す ことで あ 

る、 而 して 我等 は 安息日 聖 守の 訓誡が 特に 十誡の 中に 加 へられし 其 主なる 目的の 矜 恤 施行に ありし 

こと を 忘れて はならない。 

故に 聖 守の 說 明と して 左の 言葉が 加 へられた ので ある。 

むすこ ； し 力  しもべし もめ  i^KC 

女 も、 汝の 男子 女子 も、 汝の 僕婢 も汝の 家畜 も、 汝の 門の 中に 居る 他 國の人 も然り 

00OCO0OC00O000OO0O0OOOO  .  ,  ノ  \|1、* 

と、 卽 ち安自 3 日 は 特に 是れ勞 働 者に 安息 を與 ふべ き 口て あるとの ことで ある 安自？ 曰 は是れ 自身 休， 

のヒ めの 日で はない、 我が 下に 5^ らく 者の 休息の ための 日で ある、 此日 は是れ 特に 神に 獻 ぐべき 日で 

ふ ぶ  あはれ ，ひ ほ どこ  ち カづ 

あって、 ；！： の聖 名に 由り て 我が 下に 立つ 者に 矜恤を 施す ための 日で ある、 此 日に 我 は 特に 神に 近き ま 

-. -の  ししべ  しもべし，. 0 め  お i 

つり、 ぼ が 神の 僕なる を 知りて、 我が僕婢の叉我が兄^；^妹姉なるを覺ゅるのでぁる、 而し： て 我 も 休み I 

彼等 も 我と m に 休みて、 我 は 彼等と 共に 神の 前に 集 ひ、 共に 喜び、 共に 樂み、 以て 新；^ に 我 彼の 同體 

なる を覺 ゆべ き で ある、 安息日 制度 は 人類 的觀念 養成 のために 設けられた の で ある、 餹 主と 赌 人と が 

互に 相 分離せ ざらん がた めに、 八， 日に 在りて は 資本家と 勞働 者と が 兄弟 的 關係を 保たん がた めに、 卽 

ち社會 平和の ために、 上下 共同一致の ために 此 制度 は 設けられ たので ある。 斯の 如くに 解して 安 4" 日 

に關 する ィ H スの曰 はれし 言葉の 意味が 解る ので ある、 

安息日 は 人の ために 在り、 人 は 安息日の ために あるに あらす、 人の子 は 叉 安息日に も 主たる 也 

と、 此 言葉 は 勿論、 ィ H スを 信す る 者 は 安息日 を 守る の 必要なしと 云 ふこと ではない、 斯の 如くに ィ 

ェ スの此 聖語を 解す るの は 犬なる 誤解と 云 はざる を 得ない、 ィ H スは舊 約の 律法 を 毀たん ために 世に 
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來り給 ふたので はた； い、 之 を 成就 せんた めに 臨り 給 ふたので ある、 安息日の 制度に 就ても 爾ぅ である， 

ィ H スは 安息日 を錢 せんた めに 来り 給 ふたので はない、 人 をして 之 を其眞 正の 意味に 於て 守らし めん 

ために 臨り 給 ふたので ある。 

「安息日 は 人の ために 在り」 と は 安息日 は 特に 人を惠 まんた めに 設けられたり とのこと である、 卽 

むつ  かく. せつ 

ち 人が 互に 相睦 まんがた めに、 上下の 隔絕 なからん がた めに、 社會に 平和の 行 はれん がた め に^けら 

れ たりとの ことで ある、 然るに 人 は 此事を 忘れて、 人 は 安息日の ために ある 乎の 如くに 思 ひ、 之を祌 

の 愛より 出た る 恩惠の 制度と せす して、 彼の 威權 より 出た る 束縛の 律法と して 解す るが 故に、 或 ひ は 

或る 现 由の 下に 之 を廢棄 せんと 欲し、 或 ひ は パリ サイの 人の 爲せ しが 如く、 之 を；^ の 上に 强 ひて、 樂 

しかるべき 此 日を大 なる 束縛と して 感ぜし むる ので ある、 「安息日 は 人の ために 在り」 と ありて、 十 

r-coooocooooooooooooooooooooo  .? 

誡十條 中 此茵條 のみが 特に 恩惠垂 賜の 性質 を帶 びた る 者で あ る ことが 解る、 此 日 は是れ 神が 神 御自身 

に 取りて は 彼が 特に 彼の 造り 給 ひし 人と^と を惠 まんがた めに 設け 給 ひし 日、 叉 人に 取りて は 彼が 祌 

に 習 ひて 自己より 低き 又 弱き者 を惠み 且つ 援 けんため に 備へ給 ひし 日で ある、 神が 第 七日に 休息み 給 

へりと 云 ふ は、 特に 恩惠垂 賜の 時期に 人り 給へ りと 云 ふこと である、 疲勞の 結果 無爲の 休，； 3 心に 入り 給 

ほ ん にう  き よ • ひ じ S つし か -フ  4t さ 

へりと 云 ふこと ではない、 眞 正の 安息 は矜 恤 施行の 快樂 である、 神に 取り 又 人に 取りて 之に 優る の 

安息 はない、 安息日 は 平和の 日で ある、 此 日に 競 爭は 止みて 愛憐 は 行 はれ、 尊卑の 151^ は絕 へて 人 は 

神の 前に 出で 等しく 皆な 彼の 子供と なる、 安息 口 は 彼の 定め 給 ひし 平和 日で ある、 而 かも 一年 僅かに 

1 囘の 平和 日で ない 七日に 一 同の 平和 日で ある、 人類の 平和 は斯 くまで 繁く之 を 記憶す るの 必要が あ 

る、 人生の 苦痛の 百 分の 九十 九まで は 人 は 皆な 兄弟 姉妹で あるとの こと を 忘る、 より 來る 者で ある"" 


「安息日 を 憶えて 之を聖 くすべし」 と、 語を換 へて 言へば、 七日に 一 囘 地上に 於て 天國に 於け るが 

如き 生涯 を 試むべし とのこと である、 卽ち 

聖國を 臨ら せ 給へ、 

聖旨の 天に 成る 如く 地に も 成らせ 給 へ 

との 日々 の 祈 禱を七 H に 一 囘赏際 的に 地上に 試みよ とのこと である、 而 して 其 我等 备自に 取り 如何に 

r.4r ズカ  もとる 

重要なる 訓誡で ある 乎 は 問 はすして 明かで ある、 平和 はすべ ての 成功の 基で ある こと を 知る 者 は、 神 

い i しめ  みこ ゝろ 

が 安息日 聖 守の 訓誡 を 十誡の 中に 加へ 給 ひし、 其 深き 聖旨の 幾分 を 推知す る ことが 来る、 一 〔糸の 平 

和 を 計らん とする 者、 _ ^業の 成功 をば- 1 む 者 は 此恩惠 の 訓誠を 輕く視 ない、 

ェ ホバ安息日を祝ひて^^：；日と爲し給ふ 

と ありて、 彼が 人生 を 祝 幅し 給 ひし ことが 解る、 又 其 反對に 

凡 て 安息 曰 を 濟す者 は 殺さる ベ し 

と ある は 神の ^儘なる 意 旨より 出た る 威嚇の 一一 m でない 事が 解る、 是は 之れ 天然の 法則で あると 言 ふ て 

？ しっかへ -.  おの 

差 岡 はない、 「殺さるべし」 と は 「自づ と 亡ぶべし」 とも 解す る ことが 出来る、 安息 n を 守らす して 

人の 神に 對 する 信仰 は 甚だ 消滅し 易く ある、 安 自^ 日 を 憶えす して、 彼 は利愁 一方に 走り がく、 循 つて 

彼 の 事業 は 基 だ壞れ 易く あ る 、故に 神 は 安息日 聖守を 以て 彼の 撰 民た る 者の 徴候と なし 給 ふ た の で あ 

る、 

エホバ、 モ ー セに 告げて m ひ 給 ひける は、 汝、 イスラ H ルの 子孫に 告げて 一一： S ふべ し、 汝等必 す 我 

i  S しるし  さ i 

安息日 を 守るべし、 是は 我と 汝 等の 間の 代々 の徵 にして、 汝 等に 我の 汝等 を聖 からしむ る H ホバ 
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なる を 知らし むる ための 者 なれば なり (出 埃 及 記 三十 一 章 十二， 十三 節 )o 

而 して 我等が ィ H スの 弟子た るの 徵も亦 我等が 彼に 倣 ひて 安息日 を 守る に 於て 在る ので ある、 四 福音 

<u  しる 

書はィ H スが 如何にして 此 聖日 を 守り 給 ひし 乎に 就て 委しく 記して 居る、 卽ち 左の 如くで ある。 

；ぶ  つ  5 ゑ いや 

ィ H ス 弟子と 共に 安息日に 穗を 摘み、 以て 彼等の 飢を 癒す。 太 十二 ノー  ー 九。 可 ニノ サ三 ー サ八。 路 

六ノ 一 —五。 

E ィ H ス 安息日に 片手 萎へ たる 者 を 癒す。 太 十 ニノ 十 I 十三。 可三ノ II 六。 路 六/六 —十一。 

ゅィ H ス 安息日に ベ テス ダの 池に て 三十 八 年 病みた る 者 を 癒す。 約 五 ノー— 十六。 

)  めし ひ 

::t ィ H ス安 自^ 曰に シ C アム の 池に て 生来の 瞽を 癒す。 約 九。 

^5ィ H ス 安息日に 會堂 にて 偏 僂た る 婦女 を 癒す。 路 十三 ノ十 以下。 

ィ H ス 安息日に 腹 脹を患 ひたる 人 を 癒す。 路 十四 ノ 一  ー 六。 

斯の 如くに して ィ H スは 安息日に 會 堂に 集 ひて 祌を禮 拜し給 ひしと 同時に、 其 日に 人 を 助け 給 ひて、 

安息日 聖 守の 實例を 示し 給 ふた、 ィ H スの 弟子た る 者 は 彼に 傲 ひて、 禮拜と 善行と を 以て 此聖 □ を 祝 

すべきで ある。 

*  *  *  * 

汝 若し 安息日に 汝の行 働 を 止め、 

我 聖日に 汝の業 を 行 はす、 

な  よろ 二び 

安息日 を稱 へ て 喜樂の 日と なし、 

H ホバの 聖日 を稱 へて 尊むべき 日と なし、 


之 を 崇めて 己が 道 を 行 はす、 

己が 好む 事を爲 さす 己が 言 を 語らす ば、 

然 らば 汝は エホバ に 在りて 喜ぶ ベ し、 

我れ 汝 をして 地の 高き 所を步 ましめ、  ■ 

汝の 先祖 ヤコ ブの產 業 を 以て 汝を養 はん、 と、 

是は M ホバ 其 口 を 以て 語り 給 へ る 所な り。 

W 赛亞書 五十八 章 十三、 十四 節。 

七日に 一 日 業 を 休み たれば とて 此 世の 競举に 負ける 憂 は 少しもない、 否な、 其 正反對 が事赏 である. 

斷 えす 働く 者は惡 しく 顿く 者で ある、 休むべき は 善く 休みての み. 人 は 善く 働く ことが 出來 るので ある、 

余輩 は 未だ 曾て 安息日の 休業 を斷 行して 此 世の 事業に 於て 失 耽した 者の ある を 知らない、 七日に 一 日 

心 を 洗 ひ 身 を 休めて こそ 人 は 常に 其 心身の 新鮮 を 保つ ことが 出來 るので ある、 安息日の 聖守は 信仰の 

ためにの み 必要で ない、 衞生 のために 叉 事業の ために 必要で ある、 英國大 政治家 ビ ー コン スフ ィ ー ル 

ド 公が 曰 ふたことが ある、 卽ち 「神が 人類に 賜 ひし 恩惠の 中に 安息日 制度の 如き はない」 と、 誠に 能 

く 之 を 解し て 能く 之 を 行 へば 彼の 曰 ひしが 如くで あると 思 ふ。 
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報償の 理  ■ 

附、 增 大の理 

此字宙 は 神の 造り 給 ひし 宇 苗であって 完全なる 宇宙で ある、 故に 其 中に 在て 永久の 損失なる 者 は 決 

して 無い、 此 完全なる 宇宙に 在て は 物に は 必す其 報 憤が ある、 宇宙 は 巧妙なる 機械の 如き 者で ある、 

之に 原因 を 供して 結 は 現 はれざる を 得ない、 -: 千.： H は 叉 整頓せ る 銀行の 如き 者で ある、 之に 資金 を 注 

人して 利益 は擧ら ざる を 得ない、 此 完全なる 宇宙に 在て は徒勞 なる 者、 損失なる 者 は絡對 的に 無い の 

である。  . 

伍し 宇 {.E は 無 K 大で ある、 而 して 無限大で あるが 故に 原因 は 其 結 菜 を 生す るに 無限の 時間 を 要する 

ので ある、 叉 善業が 其 報^に 與 かるに 一，；； 丈の 場所 を掙 まない ので ある、 今日 勞カを 供して 其 結 を 千 

年の 後に 見る ことがあり、 此國に 善業 を 施して 其 報償に 他國に 於て 接する ことがある、 唯、 勞 力と 

善業と は 分 t ぼ-まで も 失 はれない こと は 確かで ある、 無限大なる 此 宇宙 は、 其 精巧なる こと 密封せ る 金 

の 如く、 其屮に 投ぜら れし勞 力と 善行との 其 分^た り とも 消失す る 事 を 許さない ので ある。 

事 は玆に 止まらない、 完全なる 此 宇宙に 報 惯の理 が あると 同時に 又 增大の 现が行 はれる、 善業 は 元 

の 善業と して 存ら ない、 更らに 他の 善業 を 生じて 歳と 共 に 益々 繁榮す る 、 完全な る 此.： -十宙 は 驚く ベ き 


んチ帘 である、 完全なる 機械た るに 止まらない、 又 完全なる 生體 である、 完全に 物 を 保：！^ する に^まら 

ない、 又 永久に 其 增大を 計る、 斯 かる 宇宙に 生れ 出し は 幸福の 極で ある、 恰 かも 確赏 なる 富豪の に 

生れ 出しと 同然で ある、 我等の 善事 はすべ て 保^され、 叉錢 と共に 益々 增た せらる、 「我等 は 王の，.^ 

なり」 と 云 ふ は 此事を 云 ふので ある。 

而 して 斯く言 ふ は 決して 單に 理想 を 語る ので はない、 人生の 事實を 語る ので ある、 短 かき 現^の； 5^ 

實を 以てする も 報償の 理は 充分に 立つ ので ある、 彼れ 誠實を 以て 我 友に 對 する も 彼れ 我に 背きて 我 敵 

となる 時に、 我 は 我が 誠實の 無限の 空間に 消失せ しが 如くに 感 する ことがある- 然れ ども 完全なる 卞 

宙は斯 かる 消失 を 許さない、 彼 は 我に 報いん ために 我が 失 ひし 友に 俊 さるの 友 を 我に 與 へて 彼 をして 

充分に 我が 損失 を慣 はしむ、 我 は 唯 友の 交代 を 目撃せ しに 止まり、 我が 友誼 は 充分に 報いら る、 我が 

誠實は 宇宙の 中に 在て 消えない、 若し 一 人の 之 を 斥く る あれば 他の 人 は 彼に 代て 之 を 我に 1  がいる、 友 

め 人員が 變 るまで ある、 宇宙と 人類と は 決して 我が 誠實を 斥けない。 

其の 他の 事に 於ても 同一 である、 眞實 に國を 愛して 愛國の 衷情の 報いられない 事 はない、 或 ひ は 後 

世の 敬崇を 以て 報いら る k か、 或 ひ は 他 邦 又は 萬國の 尊敬 を 以て 報いら る、 ルイ. コス— トは其 故 M 

洪牙 利を逐 はれて 全^界 を 其 家と し 有つ に 至った、 逆賊と して 其 屍 體を暖 されし コ ロム ゥ H ルは 二：，：： 

年の 後、 銅像に 彫 まれて 自由の 保護 祌 として 英國々 會 議事堂の 前に 立つ に 至った、 惡 人の 恚 怒と！ 

と譎 計と を以 て し て も 永久に 善人 を埋沒 する こと は屮 I 來な い、 神は慢 るべ からすで ある、 預 一一 一一！； 者ィザ 

ャ の 首 ひしが 如く、 地 は 終に 亡 靈を吐 a, ソ？ るに 至る (以赛 亞書サ 六 章 十 九 節 )o 

然し、 此 地と 此 ゆと は 全 宇宙の 一 小 部分た るに 過ぎない、 地球 以外に 叉 地球 あり、 穹蒼に輝く惊^5£ 
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め 星 は 各自 叉 幾多の 地球 を 其 周 園に 有す、 而 して 宇宙 は 一 體 であるが 故に この 球と かの 球と は 無關係 

の 者で ない、 精巧なる 大 機械 は 此球 のみ を 以て 成る もので はない、 すべての 遊星と すべての 恆星 とが 

相 集まり 相關聯 して 大宇宙 は 成る ので ある、 密封せられ たる 精巧の 金 匣 は 無限大で ある、 隨て 原因が 

結果と して 現 はる k 區域も 亦 無限大で ある、 故 國を逐 はれて 萬 國に迎 へられし 愛國 者の 有りし が 如く- 

此 世に 拒まれて 宇宙に 納 けらる る 志士 仁人 も 無い と は 限らない、 然り、 必す 有る に 相違ない、 國に世 

界的 偉人の ある あれば、 世に 宇宙 的 偉人の 無い 理は 無い、 此 地に 棄られ て 全 宇宙に 迎 へらる i 字宙大 

の 人の 無い 理 はない。 

而 して 報償の 理は 宇宙の 理 であるが 故に 玆に 永生の 希望が 生じ 來 るので ある、 恰 かも 物理 界に 於て 

「力の 不滅」 の 原則が 行 はる、 が 如く、 心 靈界に 於て 報 度の 理は 宇宙 永遠 を 通じて 働ら くので ある、 

誠實の 正義と 憐憫と 慈悲と は 若し 狹き 家族の 中に 於て 報いられ ざれば 廣き 社會に 於て 報いられ、 若し 

一圃に 於て 報いられ ざれば 萬國に 於て 報いられ、 此 地に 於て 報いられ ざれば 宇宙に 於て 報いら る、 而 

かも 誠實 は拒絕 せらる、 毎に 其 報償の l5C 域を擴 めら れ、 强度を 加 へらる、 ので ある、 家に 担 まれて 國 

.?  ひろ ひ あ 

に納 けられ、 國に 斥けられて 世界に 迎 へられ、 此 世に 棄 てられて 未 來永幼 全 宇宙に 拾 上げら る、 又ん マ 

報いられす して 後に 增 大して 報いられ、 今 世に 報いられ すして 来世に 加 倍して 報いら る、 是れ 皆な 增 

大の理 に 因て 然るので ある、 一人の 友 を 失て 他に より き 友を與 へらる k と 同然、 同じ 法則 は 全 宇宙 

を 通じ、 永遠に 涉 りて 行 はる k ので ある。 

斯の 如くに 報償の 理に 加へ て增大 の理を 解して イエ スの 山上の垂訓 は 明，：： になる ので ある。 

貧しき 者 は 幅 ひなり、 天 國は其 人の 有 なれば 也 (馬 太 傳五章 三 節〕。 


と、 路加 俾六 章廿 節に 循ひ 「心の」 を 除いて 讀 むの が當然 である、 懶惰の 結果と しての 貧で はない、 

之に 3： の 福 ひなる こと はない、 然れ ども 我れ 正直に して 勤勉なる に關 はらす、 或 ひ は爲政 家の 不公平 

なる に 因り、 或 ひ は 社會の 不完全な るに 由り て、 勞 働の 報酬 は 我 掌 にサ： ^る ことなくして、 他人の 奪 

ふ 所と なり、 我 は 貧しき 者と して 日を途 らん 乎、 其 時 我 は 幅 ひなり とのこと である、 其 故は此 世に 於 

てに あらす、 天國に 於て、 今の 時に 於て にあら す、 後の 日に 於て 我が 正直なる 勞働 は增大 せられて 充 

分に 我に 報いら るべ ければ 也との ことで ある、 ^に は 所謂る 割の 善き 仕事と 割の 惡き 仕事と が ありて * 

人 は 何人も 前者 を 求めて 後者 を 避く る なれ ども、 ィ H スは兹 に 後者の 却て 幅 ひなる を 述べられ たので 

ある、 割の 善き 仕事 は旣 にや、 此 所に 於て 報惯を 受けた のであって、 之に 何の X 布 望 も 伴 はない、 然れ 

ども 割の 惡 き 仕事 は 其 報 憤 を將來 に 移した のであって、 之に 其 增大加 倍 せられて 報いら る&の 希望が 

ある。 

如斯 くにして 貧困の 報償と して 天國が あり、 悲哀の 報償と して 安 慰が あり、 機渴 の報惯 として 飽足 

が あり、 矜恤の 報償と して 恩惠が あり、 淸淨 の報惯 として 見神が あり、 而 して 最後に 迫害の 報償と し 

て歡 喜と 樂天 とが あるので ある。 

義 のために 責めら る \ 者 は 福 ひなり、 天 國は卽 ち 其 人の 有 なれば 也、 我がた めに 人、 汝等 を詬誶 

り 又 迫害し、 詐 はりて 各 様の 惡 言 を 言 はん、 其 時 汝等は 福 ひなり、 喜び 樂 しめ、 天に 於て 汝 等の 

報 賞 多ければ 也。 

義を爲 して 義の當 然の報 を 得ざる こと さへ 福 ひなる に、 して 義を爲 して そのために 責めら る、 に 於 

て を や、 此 場合に 於て は 正義 は阻礙 せられて 其 報 惯は加 倍 せらるべし とのこと である、 故に 「喜び 樂 


しめ」 と 云 ふ、 歡喜領 躍せ よとの 意で ある、 之に 優 さるの 幸福 は 無い からで ある、 後 n に 至り 使徒べ 

チ n はィ H ス の 此曾を 思 出し 之 を 敷衍して 彼の 同志 を 慰めて 一一 一一 n ふた、 

,, 、ろしみ  あやし 

愛する 者よ、 汝等を 試む る 火の 如き 苦 を汝等 異常の 審と思 ひて 之を異 とする 勿れ、 反て キリスト 

の 苦に 與 かる を 以て 歡樂 とすべし、 然れ ば其榮 光の 顯 はれん 時、 亦 汝等も 喜び 躍らん、 若し 汝等 

キリストの 名の 爲に 謗れな ば 福な り、 そ は榮の 靈卽ち 神の 靈汝 等の 上に 止まれば なり、 キリス 卜 

は 彼等に ii さ れ汝 等に 崇めら る 、也， 彼 得 前書 四 章 十一 一 —十四 節)。 

天國に 於け る 歡 樂は斯 世に 於け る 迫害 の 報愤で あ る 、 是れ 何にも 祌 の 氣俊 の 意志 に K るので はない、 

宇 街に 行 はる k 報 惯增大 の理に 因る ので ある、 義を爲 して 世に 義人と 呼ばれ、 其 尊崇 を 受け、 其稱讚 

に與 かりて 何の X 布 も 之に 伴 はない ので ある、 「彼等 は 旣に共 報慣を 得たり」 とィ H スは斯 かる 者に 

就て 一一 目 ひ 給 ふた、 禁を爲 して 義の報 を 受けす、 更らに 進んで 其のた めに 迫害 せられて 永生 は 其 報償と 

して 我等に 與 へらる k ので ある、 永生 を 得る と 云 ふ は 至て 漠然たる ことの やうに 思 はるれ ど、 然し 永 

生 は 決して 暖昧 模糊た る 者で はない、 永生 は確赏 なる 者で ある、 現世に 於て 報いられざる 4:- 義が 無， 限 
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め 宇宙と 未来に 於て 犬せられ 且つ 精練 せられて 現 はる、 者、 それが 永生で ある、 永生 は 之 を 得る に 

不可能 でない、 人に 隠れて 善を爲 し、 世 の 反抗 を 冒し て 正義 を 行 て 我等 は 確か に 永生 を璲 得す る こと 

が 屮： 來る。 

キリストが 人類 の 首と し て 2 おめ らる、 に 至 りし も 全く 此理に 基く ので ある、 彼の 場合に 在り て も榮 

光 は 先天的に 彼に 存 したので はない、 彼 も 亦 苦んで 之を權 たので ある、 卽ち バウ 口の 言 ひしが 如し、 

、  お  ふづ  ひとし  すてが に  おも 

彼 (キリスト) は 神の I 只に て 在 はせ しか ども 自 から 其 神と 匹く 在る こと を棄 難き ことに 意 はす、 


反て 己れ を虛 うし、 僕の 貌を 取りて 人の 如く なれり、 旣にんC如き形狀にて現はれ，：JれをS^くし. 

死に 至る まで 順 ひ、 十字架の 死 を さへ 受 くるに 至れり、 是 故に 神 は 甚だしく 彼を嶽 めて 諸の 名に 

超" る 名 を 彼に 與へ 給/り、 此は 天に 在る もの 地に 在る もの 及び 地の 下に 在る もの をして 悉く ィ ェ 

ス の 名， に 由り て 膝 を 屈めし め、 且つ 諸の 舌 をして 悉く ィ エス キリス トは 主な りと 稱揚 して 父なる： 

さ か え 

神に 榮を歸 せしめん 爲 なり (眺立 比 書 二 章 六 ー 十 一 節)。 

キリストの 頌榮は 彼が 受けし 苦難、 凌辱、 迫害の 結 ra^ 卽 ち報惯 なりし とのこと である、 最も 聖き 者が 

最も 痛ましき 屈辱 を 受けて 最も 高き 頌榮 があった とのこと である、 ィ H スの 場合に 於て 報惯の 理は最 

も 著しく 行 はれた ので ある、 彼は謙遞ること最も^：^だしく、 純正 純 美の 生涯 を 送りて、 而 かも 迫害ら 

る& こと；： 取 も 甚だしく、 は 取 も悲慘 なる 死 を 遂げ 給 ふた、 故に祌は^^^しく彼を化-^め給 へりとの ことでぁ 

る、 ィ H スの 場合に 於て 正義 は 極端にまで^ 礙 せられ、 誠赏は 極端にまで 蹂躪せられ しが 故に、 報惯 

は 無限に 增大 せられた ので ある. ィ H スが 人類の 首と して 枇界萬 尺に 仰がる，^ に 至りし 现巾は 之 を 探 

ぐるに 決して 難くない。 彼 は 彼の 國 人に 棄 てられし が 故に 萬國 の；^ に納 けられた ので ある、 彼 は 八.' の 

世に 在て 羞辱を 受けし が 故に 後の世に 於て s-^ めら る 、ので ある、 ち 彼れ 自身が 凰 々人に 敎 へ 給 ひし 

が 如く 彼 は 

其 生命 を 惜む者 は 之 を 喪 ひ、 共生 命を惜 まざる 者 は 之を存 ちて 永生に 至る ベ し 

との 敎訓を 其 身に 於て 實 行し 給 ひて 其 結 * を 己に 牧め給 ふたので ある (約 賴傳 十二 章廿 五節 )o 

然れば 我等 も 亦 善 を 爲し義 を 行 ひて 倦む ベから すで ある、 我が 正直なる 勞 鋤と 譎詐な き 誠， K . -」 が 八 マ- 

此 に 於て 報いられざる こそ 幸 ひなれ、 宇 {巾 に 報 惯の理 の 働く あれば、 我 は 安心して 我が 勤勞の 結果 


を 之に 委ね 澄くべき である、 我が 肉に 於て 受けざる もの は靈に 於て 之を受 くべ し、 今の ，に， rl- て受ナ 

ざる もの は 次の 世に 於て 之を受 くべ し、 華厳の 瀧 も 瀧と して 見る 時 は 一 の 美景た るに 過ぎす- 然れど 

も 其 動力 を 電氣と 化して 遠く 之 を 都會の 地に 引き 来れば 暗夜 を 照らし、 運搬 を 助く、 其 如く、 勤勞も 

直に 之 を 報酬と して 用 ゐれば 一 の快樂 たるに 過ぎない、. 然れ ども 之 を 報いられざる 愛の 行爲と 化して 

永遠に 保存 すれば 

其 中に て 泉と なり 湧出で 永生に 至るべし 

とのこと である 〔約 翰 傳四章 十四 節)、 ィ ェ スの n ひ 給 ひし 

蠢 くひ 銹 くさり 盜 うがちて 竊む 所の 地に 財を蓄 ふること 勿れ、 蠶 くひ 銹 くさり 盜 うがちて 竊 まざ， 

る 所の 天に 財を蓄 ふべ し 

とは此 事で ある (is 太 傳六章 十九. サ 節)、 宇宙と 永遠と を 期して 事を爲 せよ との 事で ある、 我が 勤勞が 

此 世に 於て 報いられす とて 歎げ き、 我が 誠實が 人に 認められす とて 憤る 者の 如き は、 宇宙の 完全に し 

て廣き 事と、 時の 永遠 無窮なる 事と を識ら ざる 短見 者 流の 人で ある。 
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喜 的 宇宙 觀に倾 く 


今より 凡そ 三十 年 前、 余覽が 始めて 科 學を敎 へられし B に は、 科學と 云へば 宗敎に 反對の 者と 定っ 

て 居った、 其 頃の 科學の 泰斗と 云へば、， ダ ー ゥ ヰン、 ス ペン サ ー、 ハックス レ— の 三人であって、 科 

學者 として 彼等に 反對 する は、 宗敎 家と して ァゥ ガス チン、 ル ー テル 等に 反對 する が 如くに 思 はれて 

居った、 故に 若し 科學 者と して 宗敎を 信ぜん とすれば、 科 學に對 して は 密かに 之 を 信す るより 他に 途 

はなかった、 神の 存在 は科學 的に 證明 する こと は 出来ない、 故に 科學 者の 眼に は 神 は 無い 者で あると、 

來 世の 存在 は科學 的に 證明 する こと は 出来な い、 故に 來世を 望む は 科學 者と し て は 爲す能 はざる 所 で 

あると、 斯くて 科 學と宗 敎とは 全く 關 係の 無い 者の やうに 思 はれ、 同一 の 人に して 同時に 二者 を 信す 

る は、 二人の 主に 事 ふるが 如くに 思 はれ、 善き 科學 者に も あら ざれば、 亦忠實 なる 宗敎 家に も あら ざ 

るが 如くに 思 はれた。 

其 頃と 雖も 勿論 犬なる 科學者 にして 熱心に 宗敎を 信す る 者の 無いで は 無かった、 其 中に 生理 學 者と 

して 有名なる サ ー . ハム フレ ー . デビ ー があった、 又 彼の 弟子に して 彼よりも 有名なる 化學^ フ ハ ラ 

デ ー があった、 當 時の 心理 學者 として 有名なる 力 ー ペンク ー があった、 動物 學者 として は ルイ. ァガ 

シ があった、 植物 學者 として は アサ • グレ ー があった、 叉 宇宙 哲學 者と して はジ ョ ン • フィスクが あ 

つた、 彼等 は 孰れ も 第一流の 科學 者であって、 同時に 熟 心なる 基督 信者であった、 而 して 彼等が 科學、 

宗敎 分離の 時代に 在って、 大膽に 二者の 調和 を 計りし 其 功勞は 後世の 忘るべからざる 者で ある、 然れ 

ども 科 學界に 於け る 彼等の 勢力 は 強大なる 者ではなかった、 彼等の 聲 は少數 者の 聲に 過ぎなかった、 

科學の 大勢 は宗敎 に反對 にあら ざれば 無頓着であった、 佛國の 天文 學者 ラランド は 曰 ふた、 

余 は 終生、 望遠鏡 を 以て 天 を 探りし と雖も 未だ 曾て 其 處に神 を 見し ことなし 

近代に 於け る 科 親 的 思想の^ 遷  六 I 五 


と、 叉 獨逸國 の 生理 學者モ ー レシ ョ— トは n ふた、 

思想 何物 ぞ 、 腦 の 分泌す る 憐素 に あ らすゃ 

，こ、 而 して 人は斯 かる 言 を 聞いて 怪しまなかった、 彼等 は科學 的に 證明 せられざる 事と て は 識^の 信 

すべから ざる 事で あると 思 ふた。 

然れ ども 斯 かる 科 學 偏重の 時代 は旣に 過去った、 今や 科 學は復 たび 宗敎と 握手して、 共に 人類の 進- 

歩 を 助く るに 至った、  人類 は 二者の カを藉 りすして 圆 滿に 生長す る こと は 出来たい、 過去 五十 年 M、 

科學の 旺盛に 醉 ひし 人類 は 今や 復 たび 宗敎の 端 嚴に歸 りつ X ある、 今や 科學 者と して 宗敎 を談 する も 

矛 の 業と して 目せられ ざるに 至った、 今や 第 一 流の 科學 者が 科學の 方面より 宗敎の 原理 を 攻究す る. 

に 至った、 サ ー • オリバ ー . n ッジ氏 は 理學の 方面より、 サ ー • ゥ イリヤ ム . クルックス 氏 は 化學の 

方面より、 ォスラ ー 氏と ジ H 1 ムス 氏と-は 生理の 方面より、 叉 ワレス 氏、 ヴ ハイズ マン 氏 等 は 進化論- 

の 立場より、  宗敎を 攻究し、 或 ひ は 其 原理 を 辯 明す るに 至った。 

一 神に 關 する 思想 

祌は 超然と して 宇宙の 外に 立ち、 帝王が 瞬 (ぶ を： H むる が 如くに、 其氣 儘なる 意志 を以 て 宇宙 を 統治. 

し 給 ふとの 思想 は 近世 科學に 由て 全然 破 壌され て 了った、 ララ ンドが 其 迷 鏡 を 以て 天體の 中に 探ぐ 

る 能 は ざり し 神は斯 かる 宇 {.£ の 壓制 者で ある、 其 n の氣息 を 以て 僅々 六日の 間に 全 宇 {5 を 造りし と 云 

ふ 魔法 家の 如き 神の 存在 は 近^ 科學の 全然 否定す る 所と なった、 神、 若し 天の 高き に 在す とならば 科 

學は 未だ 其寶 座の 所在 を發 見し ない、 神、 若し 其 聖旨 を 以て 萬 事 を 爲し給 ふとなら ば、 科學は 未だ H< 


然 以外 * 他に 特種の 勢力の 有る を 認めない、 若し 神 は { 于宙を 離れて 在る 者であるなら ば、 人 は 彼を識 

るの 手段 を 有たない、 神 を 遠く 宇宙の 外に 探らん とせし が 故に、 科 學は祌 は 無しと 云 ひ、 义は 彼を識 

ら すと 云 ふたので ある。 

乍 然科學 は 神 を 宇宙の 外に 發見 する 能 は ざり しと 雖も、 其 內に彼 を 認めざる を 得ない、 此 無限 的に 

大 なる 宇. w、 此 無限 的に 精細なる 〈千 宙、 星と 魔と は 相關聯 し， 人と 草と は相繁 がる、 宇宙 はー體 であ 

る. 身體が 一 體 であるが 如くに 一 體 である、 g: 肢 相關聯 し- 同 一 の 活液は 全體を 循環す る、 而 して 之 

を 統一す るに 露 魂が ある、 宇 {.5 が 若し 有機 體 でないならば 止む、 然れ ども 有機 體 である 以上 は (而し 

て 科學は 有機 體 であると 云 ふ) 之 を 統一 する に其靈 魂がなくて はならない、 祌は 宇宙の 靈魂 である、 

恰 かも 人の 靈 魂が 其 身體を 支配し、 之に 透徹す るが 如く、 神 は 宇宙 を 支配し、 之に 透徹す る、 神 は 宇 

宙の 外に は 見當ら ない が、 宇宙の 內 には充 在す る、 而 して 舊き科 學は彼 を 見る 能 はざる 所に 探りて 彼 

を 着 出し 得なかった、 然るに 新ら しき 科學は 宇宙の 完全なる 有機 體 なる を 見 認めて、 神の 存在 を 否お 

し 能 はざる に 至った。 

舊き神 學は云 ふた、 神のお 在の 證據は 彼の 行し 給 ひし 奇 g0 にあり と、 然るに 新ら しき 科學は 法则の 

遍行を 認めて 奇蹟の 絶無 を唱 へる、 斯 くして 奇蹟 を 行 ふ 者と しての 祌の 存在 は 否定され て、 それと 同 

時に 法 则を以 て (Ha を 支配す る 者と しての 神 は 紹介され た、 卽ち 政治 學の 言辭を 以て 一一 一一：： へば、 專制 的. 

の 神 は 失せて、 法ュ E 的の 祌は 紹介され たので ある、 卽 ちょり 低き 祌は 失せて、 より 高き 神 は 紹介され 

たので ある、 前者の 消え失せし 時に 高ぶれる 科 學は首 ふた、 宇宙 は 今や 神の 痕跡 を だ も _w めすと、 後 

者の 顯 はれ 給 ひし 時に 謙遍 りたる 科學は 言 ふた、 宇宙 は 其 片隅に 至 るまで 神 を 以て 充溢す と， 新 科學 
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は祌を 遠くより 驅逐 して、 近くに 於て 彼を發 見した、 奇蹟の 行 はる \ 所に 祌は 無い、 そ は祌は 淆亂の 

神で ないから である (哥林 多 前書 十四 牽三 十三 節〕、 祌は 道理で ある (約 翰傳 一 章 一 節)、 故に 創始より 法則 

を 以て 働ら く 者で ある、 而 して 科 學者は 宇宙 到る 所に 法則の 行 はる &を 見て、 宇宙 到る 所に 祌を發 見 

した。 (奇 積の 事に 就て は更 めて 後に 語る )o 

宇宙の 元始 的 本 原、 其 因て 成る 本體、 其 各部が 由て 以て 相關聯 する 所の 者、 宇宙の 精神に して 其靈 

魂、 是れが 近世 科 學の認 むる 祌 である、 斯 かる 神の 存在 を 否定して 宇宙 を 説明す る こと は 出来ない、 

科學其 物の； it 在が 斯 かる 神の {茛 在 を 要求す る、 之 を 祌と稱 すると 否な と は 各自の 擇ぶ 所に 任す る- 然 

れ ども 宇宙に 之 を 統一す るの 精神な くして、 宇宙 は 宇宙 (整 體) でな くして 滑亂 である、 新 科 學は宇 

宙を ー全體 として 見る に 至って、 獨ー の祌を 認めざる を 得ざる に 至った。 

二 宇宙に 關 する 思想 

宇 苗 天然 を 機械と 見做して 舊科學 は祌の 存在の 必要 を 認めざる に 至った、 そ は 完全なる 機械 は 或 ひ 

は 他の カを藉 りすして 永く 其 運動 を繼け 5:: ない とも 限らない からで ある、 然るに 科學は 今や 宇宙 を 機 

械 として 見す して 有機 體 として 見る に 至った、 而 して 有機 體は 細胞と しても 亦 は身體 としても 時と 共 

に 生長す る 者で ある、 宇宙 は 死物で はない、 生物で ある、 而 して 活ける 神 は其靈 魂で ある- 近世 科學 

は 宇宙 を 有機 體と 見て 其 中に 透徹す る祌の 遍在 を 疑 ふ 能 はざる に 至った。 

三 力に 關 する 思想 


化 。ら 


宇. W を 機械と 見し 舊科學 は 力 (H ネル ギ ー) は 有限の 者で あると 思 ふた、 其唱 へし 所に 依れば、 力 

は變 移す るも增 加す る ことなし、 大宇宙た る 天然に 在ても * 亦 小宇宙た る 人に 在ても 其 有する 力に 限 

り あり、 宇宙 は 其 大小 を 問 はす、 完全なる 自動 機た るに 過ぎす と、 然れ ども 新 科學は 力の 無盡を 唱道 

する、 太陽 は 幾惊. 年の 問 虚空に 向て 其 光と 熱と を 放ちし と雖も 今日 尙ほ之 を 放て 止ます、 人 は 少量の 

食 を 取りて 能く 萬 世 を 化する の 業を爲 す、 宇宙 は 歳と 共に 衰退の 兆 を 示さない、 益々 完全に 向て 進む、 

進化 は 其 法則で ある、 新なる 力 は 益々 加 はりて、 新なる 美 は 益々 顯 はれつ k ある、 此宇宙 は 如何に 之 

を 見る も 絶 §S の 宇宙で はない、 永久に 進化す る 希望の 宇宙で ある、 若し 此地 にして 消え失せん 乎、 更 

らに 善き 地は顯 はる & であら ふ、 若し 此 太陽に して 冷へ 却らん 乎、 更らに 善き 太陽 は 起る であら ふ、 

宇宙 は其廣 さに 於て 無限で ある 計りで ない、 其發 生す る 力に 於ても 亦 無限で ある、 而 して 斯 かる 宇宙 

に 存在す るが 故に、 我等 人類に も 亦 永久の 發 達と 永久の 生存の 希望が あるので ある。 

四 進化に 關 する 思想 

進化と 云へば 宇宙 萬 物の 徐々 たる 機械的 進歩で ある やうに 思 はれて 居った、 卽ち萬 物 は 境遇に 制せ 

れて 獨り自 から 向上す る 者の やうに 思 はれて 居った、 然れ ども 八 「や 進化 は爾 うは 解せられ ない、 進 「 

は 機械的 進行で はなく して 生長で ある、 故に 前以て 豫め 計算し 得らる k 事で はない、 同一 の 境遇が 

あって、 同一 の 進化が あるので はない、 萬 物 は 境遇に 制せら る、 と雖 も、 同時に 又 境遇 を 制し、 時に 

は 又 之に 打 勝つ、 進化 は 萬 物が 其 定められ たる 方向に 向て 進む 道筋で ある、 境遇が 天才 を 造る ので は 

ない、 天才が 有て 境遇に 由て 其 本性 を 發掷す るので ある、 進化 は 生命の 推進で ある、 之に 境遇の W 寄 
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が ある、 又 其 封 £ 助と 掣肘と が ある、 然れ ども 進化の 原動力 は 境遇で はない、 生命で ある、 萬 物が 或る- 

旣定の 方向に 向て 推進し つ、 あるが 故に 進化 は あるので ある、 進化に 意外の iif の 多 いのは 是れ が. 

である、 生命 は 機械 力の 如くに 計算し 得らる \ 者 でない からで ある、 進化の 法 刑と いふて 引力の 法則 

とい ふが 如き 者で はない、 進化 は 或る 理想に 向ての 進步 である、 之に 一 定の 方式の あるの は 勿論で あ 

る、 41 れ ども 生命の 進步 なる が 故に 必 しも 方式に 拘泥せられ ない、 生命 は 自由の 人の 如くに 或 時 は 方 

式 を 破り、 其 目的と する 所に 向て 突進す る、 祌は 玩具 師の 如くに 宇宙の 萬 物 を 一 つ 一 つに 造り 給 はな 

かった、 彼 は 生命の 父で あるが 故に、 自己の 生命 を 分別して、 之 をして 其？ 1 發の途 に 就かし めた、 進 

化と は此 原始的 生命の 開發の 順序で ある、 自然 的と いへば 自然 的で ある、 然れ ども、 機械的、 無意識 

的の 自然で はない、 宇宙 は 或る 目的に 向て 進む 者で ある、 故に 原始よ り 或 る 意匠 に 由て 成った 者 で あ 

る-。 

五 天然に 關 する 思想 

優勝劣敗 は 天然 進化 唯 一 の 法則で あると は 吾人が 今日まで 絶えす K かせられ たる 所. である、 進化論. 

者の 唱 ふる 所に 從 へば 世界 は 廣き戰 場であって、 戰爭は 勝利の 唯一 の 方法で ある、 此 所に 慈悲 もな け 

れば 憐愍 もない、 强き 筋肉 を 有する 者、 强き牙 を 具 ふる 者、 迅く 走る 者、 欺騙の 術に 長け たる 者が、 

最後 の 勝利 を 獲る 者で あるとの ことであった、 舊科學 に 由て 唱 へられし 天然 觀 の 如き 殺伐なる 者 は 無 

かった、 之に 由て 宇宙 は 一 の 蠻界と 化し、 天然 は 詐欺の 衢と 成った。 

然しながら 今や 科學 は； 大然を 他の 方面より 見る に 至った、 天然 は戰爭 のみで はない、 叉 調和で ある、 


勝利 は强 者の 手に のみ 落ちない、 弱者 も 亦 勝利 を瘦 るの 場合が ある、 道德は 聖人に のみ 限らない、 蠻 

人に も ある、 亦 下等動物 にも ある、 慈悲と 憐 慾と は必す しも 收滅を 招かない、 愛 心 も亦大 なる 進化の 

勢力 であると、 新 科 學は斯 の 如くに し て 天然 を觀る に 至った、 令 や-: 于宙 道 德と稱 せら る 新道 德は科 

學の 方面より 人類に 提供せ られつ.^ ある。 

よ、 共^の 理の 天然 到る 所に 行 はる， -を、 人 は 猫 を 飼 ひ、 猫 は 人の ために 1:^ を 狩る、 れ共 1^ に 

あらす や、 鍵の 稚魚 は 水母の 外 膜の 下に 隱れて 其 寄生 蟲を 食へば、 水母 は 其 鋭き 螫毛を 以て 稚 免の 害 

敵 を驅逐 す、 れ共濟 にあら す や、 バタ テリ ャの 一 極 は 豆科 植物の 根に 附着し、 此 所に 叢生の 便. S を 

得れば、 之に 報 ゆるに 叙 中の 窒素 を 保留し、 以て 植生の 肥料に 供す、 れ 共^に あらす や、 -火然 は 深 

く 之を觀 察すれば 競爭 ではない、 共： 外で ある、 動物 は 梳 物の ために 炭酸 を 吐出し、 植物 は 之 を^ 取し 

て 動物の ために 空氣を 潔む、 生物に すべて 雌雄 ありて、 兩 性相援 けて 極の 繁殖 を 計る、 天然に 於ても 

人世に 於け るが 如く、 爭 鬪は爭 闘の ための 爭鬪 ではない、 平和の ための 爭闘 である、 平和 は 常態で あ 

つて、 ハ.^ 闘 は 違例で ある、 若し 爾 うでないならば 天然 は 夙く 旣に 破滅して 了った に 相 遠ない、 一人 然に 

斷 えざる 進步 の あ る は 其 建設的 動作が 破壞的 動作よりも 逸 か に强 はつ 大で あるから である、 人類が I 狄 

^^？ど以 て 天然 界に 於け る 至大の 勢力と 見做す の は、 II に 沈める 已の心 を 以て 天然 を觀 す る か ら で あ 

る 、 天然 其 物は大 なる 調和 である、 面して 之に 猶ほ 多少の 爭 鬪の存 する の は 天然が 今猶 ほ 完全に {I て 

進みつ，. ある 其 途中に 於て 在る からで ある、 爭鬪は 未完の 兆で ある、 進化の 主動 力で はない G 

强者必 す主權 者な りと は 罪に 由て 其 本性 を 失 ひ たる 人類に 於ての み 雨う である、 近 頃 博物 學者ゥ ィ 

お； みち.，、  P  ^ 

リャム . n ング 氏の 研究に 由て 狼 族に 於て すら 强 者が 狼 群の 統率者で ない 事が 判明った、 彼の 觀 
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察に 由れば 狼 群 を 率 ふる 者 は 筋骨 逞 ましく、 猛威 全 群を壓 する 雄 狼で はなく して、 狼 仔 を 其 身 邊に集 

め、 柔和 を 以て 之 を 保育す る 雌 狼で あるとの ことで ある、 全 群 は 彼女の 指烦に 由て 動き、 彼女 を 中心 

に 園んで 進退す と、 ロング 氏 は 曰 ふ、 

貪 焚飽 くこと を 知らざる 人 を 呼んで 狼と 稱 する は 狼に 取り 大 なる 菟 なり、 狼 は 相互に 對 して 人 

の 如くに 無慈悲なら す、 又 人の 如くに 英雄 を祟拜 せす 

と、 誠に 人類 は 今日まで 狼 を 誤解し 來 りしが 如くに 天然 を 誤解し 來 つたので ある、 自己が 爭鬪の 子供 

であるが 故に、 天然 を 自己の 如くに 解して 之 を爭鬪 の衝と 見做した ので ある >  然し 天然 は 人の 如き 者 

ではない、 人 は； 大然の 中に 在りて 惟り 其 天性 を 失った 者で ある、 而 して 新 科 學は舊 神 學と舊 科 學とを 

拂 して 天然 を 其 儘に 觀て爲 正に 之 を解釋 しつ.^ ある。 

六 人類に 關 する 思想 

人類 は 神の 像に 象りて 造られし 者であって、 他の 生物と は： 1: の關 係な く、 惟り 自 から 一階 級 を 作る 

者で あると は舊祌 學の唱 へたる 所で ある、 人 は 動物の 一種で ある、 故に 特^に 貴い 者で はない、 猿猴 

の 進化して 成りし 人類 は獸 類と 部門 を 共に すべき 者で あると は舊科 學の唱 へたる 所で ある、 然れ ども 

新 科學は 此等兩 極端の 孰れに も 走らす、 能く 人類の 位置 を 明かに した、 人類 は 動物の 進化した 者で は 

ない、 動物に 由て 進化した 者で ある、 故に 彼 は 動物と 連績 して 居る が、 乍然、 動物の 上に 更らに 貴き 

能力 を 加 へられた る 者で ある、 人類 は 動物に 連 緩して 居る が 故に 賤 しくない、 然り、 進化 を援 けて 人 

新に 到らし めし 動物 は 其、 此 任を盡 せし 功 緩の 故に 貴く ある、 人類 は 彼れ 自身の 故に 貴く ある、 彼が 


如何にして 成りし 乎に 由て 其 貴賤 を定 むべき でない、 彼に 良心が ある、 無限 的 發展の 可能性が ある、 

愛の 故に 己を棄 つる 祌の 如き 心が ある、 是れが 有る 故に、 彼 は 動物 を經て 進化し 來 りし 者な りと する 

も 無限 的に 貴く ある、 物の 贵 さは 其 產 する 最後の 結果に 由て 判明る、 宇宙と 其 中に 有る 萬 物の 貴 さは、 

終に 其 中より ィ H ス キリ ストの 如き 者を產 せし に 由て 判明る、 萬 物が 賤 しくして 人の みが 贵く あるの 

ではない、 人が 贵く あるが 如く、 彼 をして 今日 あるに 至らし めし 萬 物 は 彼の 故に 貴く あるので ある、 

聖人、 家に 生れて 其 * が 擧て贲 くなる が 如くに、 人類が 宇宙に 顯 はれて、 萬 物 は 悉く 貴くな つたので 

ある、 進化論 は 人の 價値を 貶さない、 否な、 彼の 露 筒の 惯依を 定めて、 彼の 向上の 階段と なりし 萬 物 

の 慣値を 高めた、 新 科學の 見た る 人類 は 萬 物を祌 にまで 牽上 ぐる 者で ある。 

七 奇蹟に 關 する 思想 

法 则の行 はる k 天然に 奇跨 無しと 舊科學 は 言 ふた、 誠に 舊祌學 が i? へしが 如き、 神の 威權を 示さん 

がた めに 濫りに 天然の 法則 を 破りて 人の 环 目 を 驚か せ し^^ の 奇蹟な る者は 無 い に 相違な い、 然しな が 

ら 他の 意味に 於ての 奇贐は 有る、 卽ち 未だ 曾て 有ら ざり し 者が 今 在る 者の 中に 顯 はる k 其 意味に 於て 

の 奇踏は 有る、 斯 かる 奇廣の 有る こと は 進化の 宇宙に 取って 必要で ある、 是 なくして 宇 { 由 は 進化の，： 予 

宙 でない、 物質 力の 屮に 生命が 始めて 顯 はれし 時に 奇 g0 があった、 植. の 中に 動物の 始めて 出し 時に 

奇鎮 があった、 動物の 中に 人類が 始めて 現れし 時に 奇鑌 があった、 人類の 中に キリストが 生れし 時に 

奇蹟が あった、 常に 推進す る 宇宙 は 常に 新 勢力 を 現出し つ k ある、 是れ 自己の 起した る 勢力で はない、 

新たに 加 へられた る 勢力で ある、 宇宙 は 量に 於ても 亦 K に 於ても 常に 生長す る 者で ある、 而 して 生長 
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は單 に， 貯藏 力の 放散で はない、 新 勢力の 注 人で ある、 而 して 新たに 勢力の 加 はるた び 毎に 奇蹟 は 行 は 

る、 ので ある、 誠に 力 ー ライルの 言 ひし 如く 

吾人 は 未だせ て 死者の 甦りし を 見し ことたし、 然 りと 雖も、 幾囘か 嬰兒の 生まる.^ を 見たり 

との 事で ある、 誠に 嬰兒の 生まる、 は眞 正の 意味に 於ての 奇廣 である、 玆に新 勢力が 世に 顯 はれた の 

である、 深く 天然 を 解して、 奇踵は 稀れ にある ことで はない、 常に ある ことで ある、 生々 として 止ま 

ざる 宇宙 天然 は奇 踏の 連 綾に 外なら ない、 宇宙の 推進、 是 れ奇踪 である、 新 勢力の 發顯、 是れ 亦奇壞 

である、 宇. W は 永久に 擴大 する 者で ある、 故に 永久に 奇 積に 由て 維持 せらる X 者で ある。 

八 宗 敎に關 する 思想 

宗敎は 迷信で ある、 其 高き も 低き もす ベて 悉く 迷信で ある、 故に 未開の 民に は 必要で あるが * 開明 

の 人に は 何の 用 もない 者で あると は 舊科學 が 臆面もなく 唱 へたる 所で ある、 誠に 寺院の 宗敎、 敎會の 

宗 敎は斯 かる 迷信で ある、 而 して 科學が 眞理 のために K 獻 したる 最大 事業の 一 は 敎會の 宗敎を 破壞し 

去りた る ことで ある、 古人 傳來の 說を疑 ふこと なく 其 儘 信す る 事 は 科學の 主義と 精神と に 反す、 此意 

味に 於て 科學は 確かに 宗敎 の 敵で ある、 敎會の 宗教と 科 學とは 到底 兩 立し 得べ からざる 者で ある〕 

然れ ども 舊き 宗敎を 埋沒し 去りし 科學は 新ら しき 宗敎 を發 掘し 来らざる を 得たかった、 科學は 人に 

無限 性の 有る を 認めて、 玆に新 宗敎の 基礎 を發 見した、 人 は 其 意識の 根柢に 於て、 々として 湧て 止 

まざる 意識の 本源の ある を知覺 する、 彼 は 玆に萬 有と 連ら なり、 永遠と 接觸 する、 此 意識が 如何にし 

て 起り し 乎 は 吾人の 問 ふ 所ではない、 其處に 其の 實在 する は 確かで ある、 而 して 此 意識 ありて 人は宗 


敎 的たら ざらん と 欲する も 得ない。 

祌はニ 千年 前に 人に 顯 はれて、 今 は 僅かに 其 行 爲を舊 き 記 錄に留 むる 者で はない、 彼 は 人と 偕なる 

に 止まらす. 人の 衷に 在る 者で ある、 卽ち 人の 實 在の 根 抵 として 存 する 者で ある、 祌を 天の 高き に 探 

り、 叉 は 時の 始めに 求めて、 之を看9^すことは出來なぃ、 敎會の 宗敎は 祌の在 まさ る 所に 彼 を 探り 

て 迷信に 陷 つたので ある、 神の 寶座は 人の 良心に 於て ある、 其 處に神 は 人と 語り、 彼 を 導き、 彼 を 慰 

む、 人に 取りて 神 ほど 近い 者 はない、 誠に 祌は 人の 自己の 一部分で ある、 んは 神に 在りて 人と 交 はり、 

神に 在りて 天然に 接する ので ある、 宗敎は 無い こと を 想像す る ことで はない、 最も 確かなる こと を實 

驗 意識す る ことで ある、 直接に 實 在に 接する ことで ある、 故に 智識と しても 2 取 も確實 なる ものである。 

イエ ス キリスト は 己れ を棄 去らん とする 弟子に 告げて 曰 ふた 

我れ 獨り 在る に 非す、 父、 我と 偕に 在るな り 

と (約 翰傳 十六 章 W 二 節)、 「偕に 在る」 と は r 衷に 在る」 との 意で ある、 「側に 立つ」 と 云 ふが 如き 意 

にあら すして、 「衷 に內 在す る」 との 義 である、 而 して キリストに 於ての みならす、 すべての 人に 於 

て、 父 は 誠に 其 衷に內 在す る 者で ある、 衷に內 在す る 父なる 神に 較べて 見て 最も 親しき 友 も 他人で あ 

る、 我と 偕なる に 止まらす 我 を 抱く 者 * 我 を 抱く に 止まらす、 我と 連 綾す る 者、 彼 は 我 を 「汝」 と 呼 

掛 くると 雖も、 其此 聲を發 する 者 は 我衷に 在て 有る 者で ある、 それが 父なる 祌 である、 アブラハムの 

神であって、 叉 我が 神で ある、 デ、 地の 造 主であって、 又 我が 自我の 根柢で ある、 科 學は斯 かる 神の 存 

在と 行動と を 否定す る こと は 出来ない、 人の 最 深の 實驗 として 宗敎 は科學 よりも 確實 なる 者で ある、 

科 學は舊 き 宗教 を壞 ちて 後に、 令 や W たび 新ら しき 宗教の 侍， 1^ と 成りつ k ある。 
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九 キリストに 關 する 思 相. g 

キリスト は 神の 獨子 にして 人に あらす して 神で あると 舊き神 學は言 ふた、 否な、 キリスト は 人に し 

て 吾人と 何の 異なる 所な き 者で あると 舊き科 學は言 ふた、 然れ ども 新 科學の 生みた る 新 思想 は 言 ふ、 

キリスト は 誠に 人で ある、 然れ ども 最も 完全なる 人で ある、 故に 人に して 最も 近く 神に 似た る 者で あ 

る、 宇宙 萬 物 は 神より 出で、 キリストに 在りて 再び 神に 歸 つたので ある、 キリスト は 神と 人と を繁ぐ 

者で あるの みならす、 叉 神と 全 宇宙と を繁ぐ 者で ある、 神が キリストに 在りて 萬 物 を 贖 ひ 給へ りと 云 

ふ は 此事を 云 ふので ある、 神 は 宇宙 を 以て キリスト を 生み 給 ふたので ある、 キリスト は 宇宙 最大 最善 

最 美の 產 であるが 故に、 其 意味に 於て 神の 獨子 である、 全 宇宙に 彼に 匹對 すべき 者 は 無い からで ある、 

キリスト のみ 惟り 神聖であって、 人類と 萬 物 は 悉く 汚據 であると 云 ふので はない、 宇宙 萬 物 は キリス 

トに 在りて 其瑾 なき 完全に 達した ので ある、 故に キリストの 故に 神聖で あるので ある、 神 は キリスト 

に 在りて 萬 物 を聖め 給へ りと 云 ふは此 事で ある、 物の 眞價は 其 最善の 結果に 由り て 定まる と は 前に も 

述べた 通りで ある、 宇宙の 眞價は 其 最善の 產 たる キリ ストに 由て 定まる ので ある、 キリ ス トを產 みた 

る 宇宙と 人類と は 神聖でなくて はならない、 其 神聖に 缺 くる 所の あるの は キリ ス ト 自身に あらす して 

彼 を 生みし 母で あるから である、 宇宙 は大 なる 處女 マリヤで ある、 彼女の 聖き 胎內に 神の 獨子は 孕ま 

れ たので あると。 

公平に して 神聖た-る 科學の 立場より 見て、 キリスト は 今 も 昔と 異なる ことなく、 神の 獨子 にして 人 

類の 首で ある、 彼 は 科學的 尊崇 を も 捧げ ま つるの 價値ぁ る 者で ある。 


十 永生に 關 する 思想 

宇宙に 顯 はれた るすべ ての 現象 を觀 じて 來世 の^ 在 を 信ぜざる を 得な い、 生々 たる 此宇 帘 に 終焉 あ 

りと は 如何にしても 信す る こと は 出来ない、 宇宙 は 成って より 以來 無限の 時を經 過せ しと 雖も、 未だ 

曾て 襄 退の 狀を 示した こと はない、 否な、 之に 反して 益々 進化 發 達して 止まない、 而 して 進化の 宇宙 

の 終る 所 は 死滅で あると 云 ふ は、 之 を 背理の 極と 云 ふより 外 はない、 吾人は何|5^-を信じ得るとするも、 

此事を 信す る こと は 出来ない、 無限に 生長す る 者、 是れが 宇宙で ある、 終に 生長 を 止めて 死滅に 歸す 

る 者 は 宇宙で はない、 清沌 である、 吾人の 自覺 性は斯 かる 背理の 假定を だ も 許さない。 

宇宙 は 永久に 生長す る 者で ある、 然 らば 何に 出て 其 生長 を續 くる 乎と 云 ふに、 共 最上の 產 たる 人 を 

以て 緩く るので ある- 恰 かも 樹は其 5^ を 以て 其 生長 を 綾く るが 如くに、 宇宙 は 其 最善 最後の 產 たる 人 

類 を 以て 其 生長 を繽 くるので ある、 而 して 人類の 中、 誰が 此 永生の 任に 當る であら ふ 乎と 云 ふに、 勿 

論 最も 聖き敲 も 高き、 最も 完全に 人類 の 職責 を充 たす 者が 此名 譽を擔 ふ ので あるに 相違な い、 而 して 

誰が 最も 完全に 人類の 特性 を發 揮した 乎と 云 ふに、 ィヱ ス キリスト 其 人で あると は 萬 人の 認めて 否ま 

ざる 所で ある、 宇宙 は キリストに 由て 其 生長 を續 くべ しと は 吾人の 常識に 訴 へて 見て 明かで ある、 而 

して 人類の 屮に、 此 キリストの 心 を 心と する 者が あれば、 其 人 も 亦 彼と 偕に 生長 連績の 特措に 與 かる 

ことの 出来る 者で ある、 キリスト は HI ひ 給 ふた、 

生ける 父 我 を 遣 はす、 父に 由り て 我 生く 

と (約 翰 傳六章 五十 七 節)、 科學は 之に 和して 曰 ふ 
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生ける 父の 生みし 生ける 此.： 千 宙は汝 を 生めり、 宇宙に 由り て汝は i§ りなく 生く ベ し 

と、 永生 は 神の 方面より 見る も 亦 宇宙の 方面より 見る も 確かで ある、 此生 ける 宇宙の 在らん 限り は 

(而 して 其 消え 失する 時の 在らん こと は、 吾人 之 を 想像 せんとす る も 得ない)、 永生 は義 者と 善 者と 

に 取りて は 何よりも 確かで ある、 余輩 は 澄み渡り たる 冬の 天空に オラ イオン 星が 不等 四邊形 をな して 

,タ かひ 5 すづ  そ ら 

肅々 として 穹蒼を 步むを 見て、 又 夕陽 春く 西の 空 天に 富 士の峯 が 純. n の シ ョ ー ルを 肩に 掛けて 其-ぼよ 

り 黄金の 光 を 放つ を 眺めて、 余輩の ために 備 へられた る 光の 國を思 はざる を 得ない、 要は 余輩が 宇宙 

最善 最上の 產 たる 人た るの 職責 を 完全に 充た すと 否 なと にある、 而 して キリ ストに 在りて 能く 其 職責 

を盡 して 余 W の 未来永^ は 山の 弊 ゆるが 如くに 確かで ある、 星の 輝く が 如くに 明かで ある。 


楕圓 形の 話 


眞 理は圆 形に 非す 棺阅 形で ある。 一 個の 中心の 周 圍に畫 かるべき 者に 非す して 一 一個の 中心の 周 園に 

畫 かるべき 者で ある。 恰 かも 地球 其 他の 遊星の 軌道の 如く、 一個の 太陽の 周圍 に運轉 する に 係 はらす、 

中心 は 二 側 ありて、 其 形は圓 形に 非す して 楕圓 形で ある。 有名なる アインスタインの 說に 依れば、 宇 

宙其 物が 圓體に 非す して 指圓 形で あると 云 ふ。 人 は 何事に 由ら す圆 滿と稱 して 圓形を 要求す るが、 天 

然は 人の 要求に 應ぜ すして 椅隔形 を 採る は 不思議で ある。 楕圓形 は 普通に 之 を いびつと 云 ふ、 =if-.ii 


岡 形で ある。 決して 美 はしき もので ない。 然るに 天然 は 人の 理想に 反して まる 形よりも いびつ 形 を 選 

ぶと 云 ふ。 不思議で ない 乎。 

そして 眞理は 曲り 形の いびつ 卽 ち榜圓 形で あると 我等 は 曰 ふので ある。 卽ち其 中心 は 一 一個であって 

1 個に 非す と 云 ふので ある。 哲學 的に 云 へ ば 物と 靈 とが ある。 H キス テンション とソ ー ト である。 萬 

物に 二方 面が あって、 一 は 全く 他と 其 素質 を 異にする。 若し 思想の 上より 云 ふなら ば、 萬 物 悉く 物な 

りと 云 ひ 得るならば、 說明は 至って 簡單 になり、 圓滿 なる 哲學を 組立つ る 事が 出來 るが、 然し 乍ら 事 

實 として 靈の 存在 を 担む 事 能 はざる が 故に、 玆に 問題 は複雜 になる ので ある。 萬 物 を靈と 見る も 同じ 

である。 物の 存在 を 否定す る 能 はざる が 故に、 所謂 靈的 哲學を 組立つ る 事が 出来ない。 デカルト を以 

つて 始まり、 ス ピノ ー ザ、 ライプ  一丁 ソ、 カント を經て 今日に 至る も 此根木 問題 を 圓滿に 解決す る 事が 

出来ない。 古い 禪宗の 歌に 

あさいと  なが  みじか 

麻絲の 長し 短し むづ かしゃ， 

有無の 二つ をい かに 判別たん 

と 云 ふの が あるが、 其 如くに 物と 靈とを 判^し、 物を以 つて 靈を說 明 せんとす る は、 靈を以 つて 物 を 

說明 せんとす るが 如くに 難く ある。 然り、 不可能に 見える。 然し 難く あれば とて 哲學者 は 問題 を拋棄 

しない、 そして 哲學の 進歩 は玆に 原因す る。 卽ち 楕圓形 的の 眞理 の裡に 眞理の 深味と 興味と が あるの 

である。 眞 理は單 純で あると 云 ひて、 簡 短に 容易に 說明 する 事 は 出来ない。 圓滿 なる 哲學は 常に 疑 は 

しい 哲學 である。 所謂 「頭 腦の內 に 能く 這 入る 哲學」 は 甚だ 怪しい 哲學 である。 哲學も 科學と 同じく 

思 索 的であって はならぬ、 叙 述 的で あらねば ならぬ。 眞理は 一個 中心の 圓 形に 非す して ニ倘 中心 
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の楕圓 形で あるから である。 

宗敎に 於ても 同じで ある。 宗 敎も圓 形に 非す して 精圓 形で ある。 其 中心 は 一 個に 非す して ニ侗 であ 

る" た に 其 敎義の 方面より 見る も その 然る を 見る。 宗敎は 神と 人と である。 神 のみでない、 亦 人で 

ある。 人 のみでない、 亦 神で ある。 宗敎 を單に 祌學と 解し、 神 を 知る 事是 れ宗敎 であると 云 ふなら ば、 

問題 は 至って 簡短 であるが、 事實 は然ら すで ある。 キリスト は祌 であって 亦 人で ある。 ュ -ー テリ ヤン 

敎の やうに、 キリスト は 神に 非す して 人な りと 云へば、 說明 は簡短 明瞭で あるが、 人 は 全體に 其說明 

を以 つて 滿 足しない。 キリストの 人た る は 疑 はない が、 彼に 亦祌 らしき 所が ある。 彼 は 同時に 人で あ 

つて 亦 神で ある。 說 明は圆 滿を缺 く。 解す るに 至って 難い。 然し 事實 なる を 如何せん。 我等 は 不可解 

と 承知し つ k キリストの 祌人兩 性 を 信す る。 頭腦に 彼を受 くる は 難いが 心 は 彼を以 つて 滿足 する。 然 

り、 彼れ ならす ば滿 足しない。 

其 實際的 方面に 於て 宗敎は 慈愛と 審刹 である、 愛と 義 である。 愛の みで はない 亦義 である。 義 のみ 

ではない 亦 愛で ある。 一中 心で はたい 二 中心で ある。 圆形 ではない 楕圓 形で ある。 若し 宗敎 が義 のみ 

であるならば 之 を 行 ふ は 至って 容易で ある。 愛の みで あるならば 亦然り である。 宗 敎を實 行す るの 困 
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難 は、 それが 愛であって 同時に 亦義 であるから である。 忠 ならん と 欲すれば 孝なら す、 孝た らんと 欲 

すれば 忠 ならす と 云 ふと 同じ ヂ レム マ (板挟みの 窮境) に 在る と 同じく、 愛と 義とを 同時に 完 うする 

は 忠孝 兩道を 同時に 全うする と 同様に 困難で ある。 然れ ども 信仰的 生活に 於て 此ヂ レム マ は 免 かるべ 

からざる 者で ある。 我等 完全らん と 欲せば 此ヂ レム マの 內に 完全から ねばならぬ。 實に 辛ら い 事で あ 

る、 然れ ども 人生の 事實 であるが 故に 止む を 得たい。 今の 敎食 信者の 如くに 「神 は 愛たり」 とのみ 解 


して、 「神 は義 なり」 との 明白なる 敎に耳 を 傾けざる ならば、 事 は 至って 簡短 であるが、 人生の 事赏 

は 之 を 裏切りて、 弊害 百出して 愛 は 愛なら ざるに 至る は、 敎會 現在の 狀 態が 證し 得て 餘 りが ある" 勿 

論 「愛た き 者 は 神 を 知らす」 であって、 祌を 正義の 一 面に 於ての み 見る は 彼に 係 はる 大 なる 誤解で あ 

る は 云 ふまで もない。 祌に義 と 愛との 二方 面が ある、 そして 彼に 傚 はんと 欲して 信者 は 二者 孰れ を 搾 

ぶべき やに 就いて 大いに 迷 はさる、 ので ある。 若し 愛の み を實行 せん 乎、 柔弱なる 世人と 敎會 信者と 

は 「^滿 の 人な り」 と 稱んで 我等 を饗 めて 吳れ る。 然し 乍ら 祌 御自身 は斯 かる 柔弱なる 愛 を 怒り 給 ふ。 

祌 御自身が 一 中心たら すして 二 中心で あり 給 ふ。 我等 は 彼に 傚 ふて 愛する と 同時に 怒らねば ならぬ。 

眞现は 二 中、 いで ある 一 中心に 非す、 楕圆 形で ある 圓 形に 非す と 云 ふなら ば、 人 は 云 ふで あらう 「そ 

おの 

れは ニ元說 であって 一元 說 でない。 そして ニ元說 は哲學 論と しても 常に 不完全の 證據 である。 人は自 

づ から 一 元說を 必要と する、 思想 的に 二 元 說を以 つて 滿足 する 事 は 出来ない」 と。 余輩と 雖も 能く 此 

事 を 知る。 然れ ども 滿 足に 二種 ある、 思想の 滿 足と 事 實の滿 足と 是れ である。 そして 思想の 滿 足は必 

しも 事 實の滿 足で ない。 其 所に 人生の 困苦が ある。 そして 困苦の 內に 進歩と 發 達と 最後に 永遠の 平和 

とが あるので ある。 

之 を義と 愛との 對 照に 就い て 見ん 乎、 眞劍に 生涯 を 送らん と 欲する 者 は 何人も 其 調和に 苦しまざる 

を 得ない。 之 を 思想の 上に 調和 せんとす る は 不可能で ある、 然れ ども 人生の 長き 實驗に 於て 調和 點を 

發見 する。 然れ ども 實驗 的に 調和す るので あって 思想 的に する のでない。 そして 基督 信者の 場合に 於 

て、 彼 は義と 愛との 調和 を キリストの 十字架に 於て 認む るので ある。 


«  六 三 四 

に 解決し 得る 者で ない。 息 難の 埘堝 の內に 燃盡す 火に 鍊 へられて 初めて 實 得し 得る 者で ある。 玆に於 

て 知る、 敎會も 神學校 も、 法王 も 監督 も神學 博士 も 我に 用な き 事 を。 誠に 有難い 事で ある。 (昭和 四 

年 八月 二：！！ 沓掛 にて〕 ^  -  I 
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聖書 研究者の 立場より 見た る 基督の 再來 

一九 一八 年 一 月 六日 東京 神 田 靑年會 館に 於て 

余が 基督 信者と なりて 以來 年を閱 する 事玆に g; 十、 此 余の 從 事した る 仕事 は 種々 なりし と 雖も終 

始ー 貧して 余 を 離れ ざり しもの が 唯一 つ ある、 聖書の 研究 之れ である、 ^書 を 完全に 了解せ む 事、 殊 

に 人 をして 註解 書に 據 るの 要な く 自ら 聖書 を 手に 取りて 之 を 完全に 了解せ しめむ 事、 是れが 余の 冀 

であった。 

然し 乍ら 宗敎は 素と 余の 副業であった、 余の 本業 は 何ぞ、 天然 學 であった、 余の 知識の 某： 礎 は 自然 

科學を 以て 築かれた ので ある、 故に 聖書 以外に 余の 精讀 したる 書 は 極めて 多くあった、 就中 有名なる 

ダ I ヰンの 『種の 起源』 は 余の 再 讀三讀 したる ものであった、 萬 物 は徐々 として 無限に 進化す との 

觀念は 余の 腦 底に 深く 刻み 込まれた、 ダ ー ヰ ンの師 ライ H ルも亦 同じ 事を敎 へて 吳れ た、 天地 は 六日 

の 間に 神の 手より 創造せられ たるに 非す. 今日 吾人の 周圍に 起り つ k あると 同じ 進化の 作用 を 懺續す 

る 事 幾 億 萬 年に し て 漸く 宇宙 は 形成 せられた ので あると、 是の 如きが 余の 天然 觀 の 根牴で あ つ た。 

後 米國に 渡りて より 余 は 萬 國史の 研究に 耽った、 想起す 一 八 八 五 年の 秋 余の 隻手に ギボンの 羅馬史 

五卷を 抱き 着の み 着の 儘ァ マ スト 大學 總長シ ー リ ー 先生の 許に 馳せ 付けた る 事 を、 余 は 幸に も 先生の 

stsw 究 者の 立場より 見た る の 再来  六 11 一七 


再臨 簡題  六 三 八 

親切に 由て 大學の 講義に 列す る 事が 出来た、 其 第一 囘はモ ー ス 博士の 歷史の 講演であった、 而 して 博 

士 曰く 「歷史 はん 類 進歩の 記錄 なり」 と、 此ー 一一 曰 を 聞いて 余 は 思うた、 是 ある 哉、 人類の 發達も 亦 天然 

の發 達と 異ならす と、 卽ち 余の 歷. a- 觀と 天然 觀 とが 玆に 全く 一  致した ので ある。 

斯の 如くに して 進化論 を 基礎と する 余の 知識 は 一 層 堅き ものと なった、 其 間に ありて 余 は 叉 一 方に 

於て 孜々 として 聖書 を 研究した、 ァ マスト 大學 は當時 最も 優秀なる 宗敎學 校に して 余の 之 を 選びた る 

理由 も 全く 其處 にあった ので ある、 然るに 學生等 は 信仰に 熱心なら す、 余に 取て は 何よりの 糧 なりし 

毎朝 の 祈 禱ヘ冒 に 於て 彼等 は 奇怪に も 私 か に學 科の 豫習 を爲し 甚だし きに 至て は 金錢 貸借 の 勘定 を す 

者 さへ あった、 然し 乍ら 余 は獨り 聖書の 研究に 沒 頭した、 一日に 二 時間 を 聖書の 爲に 費す 余の 生活 は 

同窓 諸 生の 珍と する 所であった、 而 して 恩師 シ ー リ ー 先生 は 余の 最良の 指導者であった、 先生 は 或 時 

余に 敎 へて 曰うた、 

徒らに 自己の 內心 のみ を 見る 事を廢 めよ、 貴君の 義は 貴君の 中に あるに 非す、 十字架 上の キリス 

トに 在る ので ある 

と、 此 一 言 は 余の 信仰に 大 革新 を 起さし めた、 而 して 熱烈なる 愛國 者と して ァ マ ス トに 入りた る 余 は 

ェ .ヮ ン ゼ リカ ル クリスチャン 

單 純なる 福音 的 信者と して 其 地 を 出で た、 シ ー リ ー 先生の 此ー 首な かりせば 多分 今日の 余 はな かつ 

たで あらう 0 

爾來余 は 聖書の 研究 を 以て 余の 天職と 做し 歸國後 今日に 至る 迄 余の 全力 を 傾注して 此 事に 當 りつ \ 

あるので ある、 余が 最後の 一 圓を拋 つ 迄 魔す る 能 はざる 最も 完全なる 仕事 は 之 を 措いて 他に 無い ので 

ある、 之が 爲には 余 は 多くの 註解 書 を も 請んだ、 余 は 叉 自己の 天然 學歷 史學の 蘊蓄 を盡 くして 聖書 解 


釋の爲 めに 用ゐ た、 然し 乍ら 此の 熱心なる 努力 を 以てして 尙ほ 解すべからざる 何者かが 聖書 中に ある 

事 を 余は發 見した ので ある， 多くの 註解 者の 說明 する 能 はす 余の 素養 亦 之 を 解明す る 能 はざる 何者か 

が 聖書の 中に ありて 会 を 苦む る 事 多年であった、 或 時は余 は 思うた、 余 は 終に 聖書 を 解せ すして 死す 

るに 非す やと。 

更に 又 余に 迫り 来りし 一 の 大問题 があった、 方今の， 界 問題 卽 ち是れ である、 誰かい ふ 世界の 問題 

の 如き は 我の 深く 關 する 所に 非す と、 ィ H スキ リス トを； lil する 者に 取て は 世界の 苦痛 はィ H ス の 苦痛 

であって 叉 我が 苦痛で ある、 幾 億の 同胞が 戰爭の 渦中に 苦み つ k ある 世界の 現 狀は露 正の 基督 信者の 

心 を晝 となく 夜と な く惱ま しむる 大 問题 である. - 知らす 平 和 は 如何にして 來 るので ある 乎。 

之 を 進化論 的 天然 學 又は 歷 學の 立場より すれば 平和 は 必然 到来すべき である、 人類の 進歩に 由て 

戰 (ii^ は早晚 絶滅すべき である， 而 して 旣に其 徴候 少 からすと 稱 せらる、 普て 露國 の經濟 學者ブ n ッホ、 

^界 戰爭 不可能 論 を 公に して 武器 叉 は經濟 等の 方面より 之 を 主張した、 尊いで 露國 皇帝の 主唱に より 

寓國 平和 會議は 引 緩き 和 蘭诲パ 牙に 於て 開かれた、 米國の 力— ネギ ー 氏 率先して 此擧を 援助 せんが 爲め 

三百 萬 弗 を 出資し 壯大美 ー脆 なる 平和 宮を 建設した、 其 各室の 装飾 は各國 美術の 粹を 以てし 我 日本 政府 

も 亦高贲 なる 西陣 織物 を 提供して 之に 充てた ので ある、 かくて 平和 宮は將 に 完成 を吿 げんと する 一 九 

一 四 年 七月 卅 一 曰- 俄然 世界 未曾有の 大戰爭 は勃發 したので ある、 之れ 抑 も 何 を 意味す る 乎、 平和 條 

約の 締結に より 多くの 戰季は 之 を 避け 得べ しと は 平和論者の 主張ではなかった 乎、 而 して 旣に 三十 1^ 

餘の 戰爭が 此方 法に 由て 豫 防せられ しとい ふ、 嘗て 瑞典 那威 の ^戰端 を 開か ん としたる 時 刚國の 社 # 

主義者 等舉 て戰爭 に 加 はらす と 決議した るが 爲め 皇帝 ォ スカ ー の 心 を 動かして 終に 戰ふ に.^ ば ざり し 

究 *f の 立場より たら 基 ほの 再来  六 三 九 
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は 人の 祝した る 所で ある、 然 らば 今 囘の戰 爭も亦 何故 同様に 之 を 避く る 事が 出来なかった 乎、 各國の 

し i  あくらつ 

社會 主義者 等 は 3: 故愛國 者と 變 じて 了った 乎， 斯くて 有史以来 最も 無意味なる 最も 惡辣 なる 且 最も 悲 

慘 なる、 殆ど 人類 社會の 根柢 を 毀たん とする が 如き 此大 戰爭の 始まりし は 何故で ある 乎、 敢て 問ふ讀 

者 諸君の 心中 之が 爲 めに 犬なる 懷疑は 曾て 起ら ざり し 乎、 少く とも 余に は 其れが 起った、 一九 一四 年 

七月 卅 一 日 以後の 數 日間 は 余の 信仰に 關 する 大 なる 試 鍊の 時であった。 

嘗て 英の哲 學者ハ ー バ ー ト • スぺ ンサ ー 逸 化 論 を 以て 世に立ちし 時偶々 南阿 戰爭 起り て英國 民み な 

熟 狂した、 彼れ 其狀を 見て 歎じて 曰く 「斯の 如き は英國 人の 野蠻 的， 退化で ある」 と、 然り、 而 して 今 

囘の戰 爭に亦 同様の 命名 を爲 さんと 欲すれば 野蠻的 退化、 邪敎的 退化 等 幾多の 文字 を 以てする 事が 出 

來る、 唯此 間に 在りて 余が 一 樓 のけ K を 繋ぎし もの は 米國の 態度で あ c;- た、 然るに 事實は 果して 如何、 

往年の 平和 固 今や 平和の 爲 めに 力む る 事を爲 さすして 却て 野蠻 化の 魁を爲 しつ k あるので ある、 余 は 

慨歎の 餘り 余の 主宰す る 小雜誌 『聖書 之 研究』 を 以て 米 國に對 し、 余の 痛惜の 情 を 述べて 置いた、 然 

るに 在米の 一 友人 之 を英譯 して 彼國の 多くの 新聞に 寄稿した る處 悉く 握り 遣され て 一 も 紙上に 掲載せ 

られ す、 中に 『紐 育 基督 敎 ヘラルド』 のみ は 親切に も 謝絶 狀に 添へ て 其 原稿 を 余の 許に 轉 送し 来たの 

である、 而 して 今や 米 固の 新聞紙に 平和 論の 揭 載せられざる は實 に當然 である、 何と なれば 米國は 今 

正に 發狂狀 態に 於て あるので ある、 其 唯一 例 を 示さん 乎、 大統領 ウィルソン 氏 先般 全 合 衆 園の 諸敎會 

に 布令して 曰く 「何月 何日 を 期して ー齊に 米軍 勝利の 爲の祈 禱を爲 すべし」 と、 其 事旣に 基督 信者の 

拜 する 神の 何たる 乎を辨 へざる 大 なる 誤 護で ある、 然し 乍ら 事 は 此處に 止まらなかった、 其 所定の 當 

ビ I プ r- ス手ャ —  + 

日 或る 南部に 於け る 人民 敎會の 一 牧師 は 何故か 命ぜられ たる 祈 禱を爲 さなかった、 兹に 於て 敎會員 等 


の 憤怒 其 極に 達し 彼等 は 忽ち 敎境 上に 躍り 上りて 牧師 を 捕へ 之 を 自動車に 載せて 外の 平原 中に 驀進 

し 一 の 枯木に 彼の SIK を 縛して 拍手喝采 篤晉を 浴せ て 立ち去つ たとの 事で ある、 是れ 菜して かの ヮ 

シン トン、 リン コ ルンの 建設した る 自由の 米國 である 乎、 諸君 は 此審を 聞いて 人類の 爲め又 自己の 爲 

め 之 を 憤慨せ ざる 乎、 之れ 實に 狂亂の 沙汰で はたい 乎、 米 國の墮 落兹に 至りて 人類の SI- みは 最早 斷絶 

したりと 言 はざる を 得ないで はない 乎、 開戰 當初ハ ー バ ー. ド大學 前總長 H リヲ ット 博士 書 を 某 新聞に 

寄せて 曰く 「今次の 戰爭に 由て 基督 敎會の 無能 は 曝露せられ たり」 と、 而 して 敎會が 其 努力に 由て 平 

和を來 さむと は 余の 到底 信す る 能 はざる 所で ある、 今や 平和の 出現 を 期待すべき 所 は 地上 何處 にも 見 

O0OOOO0O 

當ら ない ので ある。 

斯 くの 如くに して 余の 學 問の 傾向と 時勢の 成 行と は 余 をして 絕 t おの 深淵に 陷 らしめ た、 余 は 玆に行 

き 詰った ので ある、 一昨年 夏 獨り暴 を 日光に 避けて 余の 心中 此 問題の ある あり、 人知れ す 之が 解決に 

苦んだ、 其 時偶.？ 米國の 友人より 『日曜 學校 時報』 一部 を 送って 來た、 此雜誌 は 往年 余の 購讀 したる 

所な りし も 其の 常に キリス ト 再臨 を 主唱す るに より 厭うて 之 を 魔した ので ある、 然るに 此時 久し振り 

に 遠路 風雨に 曝されて 余の 許に 屆 きたる 號 を披兒 すれば 其 劈頭に 曰く 「キリストの 臨 は 架して 實際 

的 問題なら ざる 乎」 と、 余 は 新なる 感興 を 以て 之に 對 した、 而 して 試に 讀下 すれば 行 一行 余の 心に 訴 

へ 再 讀三讀 余 をして 然り然 りと 點頭 首肯せ しめた、 斯くて こそ 世界 問題 も 余が 内心の 問題 も 悉く 說明 

し 得る ので ある. 愚かな りし 哉 久しき 間此身 を獻げ 自已の 小さき 力 を 以て 世の 改善 を 計らん とせし 事- 

ビジネス  OOOOO0CO0OOOOOOO0G-O  00000000 

こ は 余の 事業ではなかった ので ある、 キリスト 來 りて 此事を 完成し 給 ふので ある、 平和 は 彼の 再来に 

OCO0OO00O0OO0 

由て 始めて 實 現す るので ある。 

聖 «w 究 の 立場より 見た る の 再 *  六 en 
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而し てこの キリ ストの 搏來 こそ 新約聖書の 到る 所に 高唱 する 最大 眞理 である、 馬 太 傅より 默示錄 に 

至る 迄 試に 此眞 理を敎 ふる 辭 句に 附印 せん 乎、 毎 葉 其の 數行を 見ざる はない、 聖書の 中心的 眞 理は卽 

ち 之れ である、 是を 知って 聖書 は 極めて 首尾 貫徹せ る 書と なり、 其 興味 は 激增し 其 解釋は 最も 容易と 

なる の で ある、 是を 知って 聖書 研究の 生命 は 無限に 延びる ので ある。 

現 時の 學者は 多く 此事を 信じな い 、 然 し 乍ら 最も 有力な る學 者に して 其冷靜 なる 學者的 立 場より 堂 

堂と して 此眞理 を立證 したる ものが 少 くない、 今 其 一 ニニの 例を擧 ぐれば ボストン 浸 禮敎會 の 牧師たり 

し A • G • ゴ ルド ン著 『視ょ 彼は來 る』 の 如き は旣に 普く 人の 知る 所で ある、 而も 此書は 決して 通俗 

的 著述で はない、 其 中に 深き 知識と 博き 學問 とが ある、 又經外 §4 一書 研究の 專門 大家た る； ：4  •  H  • チヤ 

1 ルス 著 『新舊 約 間の 思想 並に 信仰の 發達』 中に 曰 ふ 「聖書 は 素と 顯 現 的 書 物で ある」 と、 所謂 

apocalyptic と は隱れ たる 者の 不意 に 現出す る の 意味 であつ て 再臨 を 表 はすに 最も 適當 の 語で ある、 

次に 劍撟大 學敎授 F  .  C  . ブル キット は 其 著 『福 昔の 歷史 及び 其 相傳』 を 以て if 名で ある、 彼の 聖書 

研究 は 明晰 鋭利 を 以て 知らる、 此人 にして 此霄 あり、 曰く 

神 御自身が 此 世に 現出し 給 ふとい ふ 顯祕錄 記者 等の 新時代の 理想 は、 是れ 基督 敎 のた ^ の 装飾に 

非す して、 其 熱心 を 喚起せ し屮 心的 原動力た りとの 事 を 我等 (學 者) は徐々 と 看取し つ、 あり 

と、 キリスト 再臨の 如き は 基督 敎の 装飾 物に 過ぎす、 贵 ぶべき は 挥臨其 事に 非す して 其 中に 含める 靈 

的眞理 であると は 近代の 祌學 博士 等の 好んで 主張す る 所で ある、 而 して 余 は 是等錚 々たる 證學 者の 前 

に斯學 の 權威ブ ル キット 氏の 此ー 一一 一口 を 提供し て 彼等の 再考 を 促さ ざ る を 得な い 。 

而 して 此 事た る 決して 學 者の 立 證に竣 つ 迄 もない ので ある、 聖書 自身が 其證明 者で ある、 諸君 試に 


聖書 を！！ いて 左の 諸 節 を熟讀 せよ、 キリストの W 臨 を 信ぜす して 其の 美 はしき 語 は 悉く 無意味に 歸す 

るので ある、 之に 反して 再臨の 光に 由て 照 されん 乎、 言々 句々 ゆ！： 躍動し 聖書 中 また 矛盾 を存 せざる に 

至る であらう。 

(約 百 記 十九 >せ+ 廿 ra— 卄七 節、 詩篇 第一 篇、 馬 太傳中 山上 垂訓 及び 其廿五 章、 羅馬書 八 章 十八— 卄 

五節、 .55? 林 多 前書 七 章 同 十五 章 等 )o  (藤 井武 筆記) 


聖 書の 證明 

基督 再臨に 關 する 主なる iA 語 

基督の 再臨 は 余輩の 信仰で はない、 逢 書の 信仰で ある、 余輩 は 之 を高唱 して 聖書の 高唱 する 所 を 反 

響す るに 過ぎない、 最も 有力なる 基督 再臨 論 は 聖書 其 物で ある、 故に 其 論據を 探らん と 欲する 者 は 先 

づ 第一 に 聖書に 注かざる ベから すで ある、 聖書 を 措いて W 臨 を 論す る も 無益で ある、 之 を！^ 受 する も 

排斥す る も 先づ此 寧に 關し 書が 明示す る 所 を精讀 して 後の 事で ある、 新約聖書 丈け にで も 度 接 問 接 

に W 臨に 就て 記述す る 所 は實に grra 十八 筒 所の 多き に 及ぶ と 云 ふ、 余輩 は 今玆に 悉く 之 を 列記す る 事 

は 出来ない、 然れ ども 其內 最も 顯 著なる 者 を 指示して 讀者 精讀の 用に 供 せんと 欲する、 乞 ふ 一 日の 閑 

を 取り、 左手に 新約聖書 を 持ち 右手に 色 纷擎を 採り、 余辈が 示す 聖 語に 畫 線し、 熟 讀精讀 して 然る 後 
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に此 軍： 要 問題に 對 する 各自の 態度 をお めら れん 事 を。 (表 中 特に 顯 著なる 者に は阁 點を附 し？^ けり〕 

馬太傳 三 章 七 節より 十一 一節まで 〇 五 章 三 節より 十一 一節まで 〇同 十八 節 〇 六窜 十九 節より i 一  節 ま 

で 〇 七章廿 一 節より 廿七 節まで 〇 十一 一章 卅六、 卅七節 〇 同 四十 節より 四十 一 一節まで 〇 十三 章 全體、 

殊に 其 三十 節、 三十 九 節より 四十 三 節まで 〇 十六 章 廿七節 〇 十七 章ィ H ス變貌 に關す 3 記事、 一節 

より 八 節まで 〇 十九 章 廿八節 〇廿 三 章卅七 節より 卅九 節まで 〇 卄四章 廿五章 全部 〇 一 一十 六 章 一 一十 九 

0  0  0  0  0 

節 〇 同 六十 g: 節。 

馬可傳 八章卅 ra 節より 卅八 節まで 〇 十三 章 全部 〇 十四 章 廿 五節 〇 同 六十 一 一節. - 

路加 傳 ー韋卅 三 節 〇 六章サ 節より 卄六 節まで 〇 九章卄 六、 廿七節 〇 十二， 八、 九 節 〇 同卅 五節よ 

り 四十 八 節まで 〇 十三 章 一 節より 五節まで 〇 同卄ー 一節より 三十 節まで 〇 十七 章 一 一十 節より 三十 七 節 

まで 〇 十八.；！ 单七、 八 節 〇 十九 堂 十 一 節より 卄七 節まで 〇 一 一十 一 韋 全部 〇 一 一十一 一草 十六 節、 十八 節、 

約翰傳 十 一 l:3f に 於け るラザ a 復活の 記事 參考 〇 十四 章 一 節より 三 節まで 〇 十七 章 廿四節 〇 卄 一 章 

,1 一き 

使徒 行傳 一 章 十 一 節 〇 三 章せ 一 節 〇 十七 章 三十 一 節 〇 一 一十 ra 章 十五 節。 

羅馬書 一 一章 五節より 十 一 節まで 〇 五 章 一 一節 〇 八 章 十七 節より 一 一十 五節まで 〇 十三- ji 举十 一 節より 十 

四 節まで 〇 十 ra 章. _ •— 十二 節。 

哥林 多前鋈 一 章 七、 八 節 〇 四 章 五節 〇 七窣廿 九— 三十 一 節 〇 十  一 サ六節 〇 十三. Sl2f 士 一節 〇 十五 

章 サ三節 〇M 五十 節 以下 〇 十六 卄ー 一節。 


哥林多 後書 五 章 一 節より 十 節まで、 殊に 第 十 節に 注意せ よ。 

加 拉太書 一 章 ra 節 〇 五 章 五節 〇 六 章 九 節。  • 

以弗所 書 二 章 ral 七 節 〇ra 章 三十 節。 

腓立比 書 一 章 六 節 〇 三章十 一 節より 十 ral 節まで 〇 同一 一十、 一 一 十 一 節 〇ra 草 五節 リ 

哥羅西 書 一 章 五節 〇 同 廿三節 〇 同廿七 節 〇 三 章 §: 節。 

帖撒 羅尼迦 前書 一 章 三 節 〇 同 十 節 〇 一 一草 十九 節 〇 三 章 十三 節 ora.u 十三 節より 十八 節まで 〇 五 章 

一 節より ト  一 i§ まで Qui: 廿三 節。 

帖撒 羅尼迦 後書 一 章 七 節 〇1 0 1 —十一 一節。 

提摩太 前書 六 章 十四、 十五 節。 

提摩太 後書 二 ^4  一— 士ニ節 〇 四 章 一節 〇 同 八 節。 

0  0  0  0  0  0  0 

提多書 二 章 十 II 十三 節。 

希 伯 来書 九章：^=八節〇十章卄三—廿五節〇同三十六、 三十 七 節 〇 十二 韋廿 七、 八 節 〇 十三 章 十 

闪節。 

OO0OOOO00O 

雅各書 五 章 一 節より 九 節まで。 

彼 得 前書 一章 全部、 殊に 五節、 十三 節 〇 三 章 九、 十 節 〇 四 章 七 節 〇 同 十三 節 〇 五 章 一節 〇 同 § 節 

〇 同 十 節。 

00000000000 

彼 得 後書 三 章 三 節より 十三 節まで。 

約 翰 第一 書 二 章 廿八節 〇 三 章 二、 三 節。 

聖書の 0 明  六 四 五 
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猶太 書 igr 十五 節 〇 廿ー 節。 

約 翰 默示錄 全書が 基督 W 臨に 關 はる 記事で ある、 特に 再臨の 福音と 稱 すべき 書で ある、 其 ：2： 更ら 

に顯 著なる 者 を 列記 すれば、 一 章 七 節 〇 三 章 三 節 〇 同 十、 十 一 節 〇 六 章 十五— 十七 節 〇 十 一 章 十五 

節 〇 十六 章 十五 節 〇 一 一十 章 十 一 —十五 節 〇 廿 一 章 全部 〇廿 一 一章 十六、 十七 節 〇 同一 一十 節 等で ある。 

以上 は 大略に 過ぎない、 若し 舊約 聖書の 證明 を列擧 せんに は 日 も 亦 足りない ので ある、 聖書 中 如何な 

る敎 義か斯 くも 饒 多の 證明を 以て 支持 せらる、 者 あらん や、 若し 基督 再臨が 聖書の 特に 傳 へんと 欲す 

る 敎義に 非す と 云 ふなら ば 聖書 は饒 多の 虚偽 を傳 ふる 書なる が 故に 直に 之を棄 つるに 若 かすで ある、 

若し 試みに 架書屮 より 基督 再臨 に關 する 記事 を 刪 除す るなら ば 其 大部分、 而か も 重要なる 部分が 刪 除 

せらる、 ので ある、 再臨 信仰の 維持 は 聖書 保全の 爲に 必要で ある、 再臨 を 否定し 又は 嘲笑す る 者に 對 

して 余輩 は 問 はんと 欲す、 r 汝 聖書 を 如何せん とする 乎」 と、 若し- 冉 臨が 迷妄なら ば 聖書 は 迷妄の 書 

である、 故に 今ロ 直に 之を棄 つるに 如かす である、 再臨 を 斥けて 聖書 を 保持 せんとす る は 智識 的 正直 

を 重ん する 者の 爲す能 はざる 所で ある、 正直の 人 は漫に 全般的 冗 辯 を 弄して 眞理の 精確 を 覆 はんとし 

ない ので ある、 信者 は 正直で あるべき である、 信仰の 敎師は 殊に 然り である、 聖書の 錄す 所の 重要の 

記事 を 迷妄な りと 稱 して 聖書 を 世界 第一 の 書と して 世に 推薦す る は是を 正直の 人の 業と 認 むる こと は 

出来ない。 

而 して 單 純に して 偽 はらざる 人 は W 臨に 關 する 聖書の 記事 を讀 みて 疑 はすして 之を受 くるので ある、 

再臨の 眞理も 聖書の 傳 ふる 他の 眞理の 如くに 嬰 兒の心 を 以てする にあら ざれば 解し 得ざる 者で ある、 

卽ちィ H スの言 ひ 給 ひしが 如くで ある、 「我れ 誠に 汝 等に 告げん、 もし 改まりて 嬰兒の 如くなら すば 


天國に 人る こと を 得 じ」 と (馬 太傳 十八 章 三 節)、 而 して 信仰の 嬰兒は 平信徒で ある、 其 大人 は敎. 師神學 

者で ある、 純正なる 平信徒 は 疑 はすして 聖書の 言 其 像を受 くるに 反し、 近代 祌學に 其 思想 を？^ された 

る 神 學者等 は 之を受 くる 能 はざる が 故に 種々 に 曲解して 說 明し 去らん とする ので ある， 改まりて 嬰兒 

(-000000000000000000000000000000000 

の 如くに なりて 聖書 を讀 みて 基督 再臨 は 其 儘 信す る ことの 出来る 眞理 である。 


馬 太 傳に現 はれた る 基督の 再來 

(一九 一 八 年 二月 十日 東京 祌田 靑年會 館に 於て) 

余 は クリスチャンと なりてより 四 十 年後 の 今日 程 思想の 充溢 を覺 えたる 時 はない、 此 頃 自分 乍ら 何. 

やら 若返りし やうに 感す るので ある、 從來此 處彼處 部分的に 余の 心中に ありし 聖書が 今や 全部 自己の 

有と なって 其 何れの m を雜 くも 限な き 感興 を惹き 起す ので ある、 されば 玆に其 一 例 を 語りて 以て 余が 

最近の 心的 狀 態と 問題の 性質と を 明かに せんと 欲する。 

昨日 は 珍しき 好天 氣 であった、 嚴冬 去って 舂 旣に來 るの 感が あった、 余 は 一日の 休養 を 欲して 久振 

りに 市へ 屮 Z た、 巿は 余に 取て は 何の 用 あるな し、 唯 だ 書店 を 要する のみ、 此日も 余 は 例の 如く 一書 店 

に 入りて 何 か 近頃の 問題に 關係 ある 良書 はなき 乎と 漁って 見た、 而 して 偶々 米 國の學 者 A • M  • ラム 

氏の 小 著 『微光、 一 名 搏來の 徴候』 と 題す る 書 を 手に入れた、 著者に 何等 學位其 他の 肩書 を せざる 
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より 推して 多分 良 著な らんと 想像した ので ある、 次に 余 は玆を 去って 更に 他の 一書 店に 立ち寄った、 

主人の 應接を 待つ 間の 小閑 を 偷み余 は 店頭に ある 古き 英國 科 辭典の 一 冊を拔 いて 基督 再來 論の 一 章 

を繙讀 した、 筆者 は 有名なる 敎會 歷史の 大家 A • ハ， 'ナックで ある、 ハ， 'ナック 自身の 信仰 は 人 も 知 

る 如く 正統 的で はない、 然し 乍ら 彼 は 世界 第一流の 學者 である、 而 して 信賴 すべき は 彼の 如き 一流の 

學者 である、 彼等 は 自己の 信仰の 故 を 以て 眞理 を蔽 はない、 彼等 は 其深邃 なる 研究の 結果 自己の 信仰 

如何に 論な く眞理 は眞理 として 之 を 明. G に 提唱す るので ある、 ハ，' ナック 亦然 りで ある、 彼 は 短き 四： 

頁の 中に 錄 高の 學者的 權威を 以て 斷 じて 言 ふ、 「再来 は 基督 敎の 根本 敎義 たり、 再来 思想な くして 基. 

督敎は 起ら す、 一切の 敎義は 之に 關聯 す、 然るに 今日 迄此 信仰の 菜て て 面 みられ ざり し は敎. 俗化- 

し たるが 故の  み、  與來の 信仰の 衰微す る 時 は 卽ち敎 食の 腐敗した る 時に して 前者の 熱烈なる 時 は卽ち 

後者の 健 金なる 時な り」 と、 而 して： f 取 後に 叉 繰返して 曰 ふ、 「幅 昔と W 来との 間に は 密接 不離の 關係 

あり」 と， 斯學の 權威ハ 氏の 此言は 蓋し 神 舉者敎 役者 等の 必讀 すべき 文字で あらう。 

余 は 更に 歩を轉 じて 上野 公園に 向った、 時 未だ 花季なら ざれば 俗物の 喂 集 を 見るな く 滿園靜 寂に し 

て 風光絶佳であった、 多くの 過去が 余の 腦 底に 浮び 屮 I でた、 彼處に 友と 共に 祈りし 杜 あり、 此處に 進 

化 論を鬪 はした る 丘 あり、 余 は 暫し靑 年 時代に 立ち 歸 つた、 かくて 余の 足 は 自ら 動物園の 前に でた、 

乃ち 自身 犬なる 小 となりし 積り にて 入りて 諸 動物 を 観察した、 豹 は 其 幼兒を 抱きて 臥し 兎 は 餌 を 貪 

んで戲 る、 熊 あり 狐 あり 狸 あり、 余 は 深き 與味を 以て 彼等 を觀 た、 而 して 歸途に は鶯谷 停車場に 一 人 

の 敎友を 訪ね 彼が 爲 しつ & ある 良き 傳 道の 消息 を 聞い て 喜んだ。 

この 動物園の 逍遙 は 余 をして 以赛" 亞 書の 大 預言 を 想 ひ 起さざる を 53： ざら しめた、 「膝 は 小羊と 共に 


宿り、 豹 は 小山 羊と 共に 臥し、 檳牡獅 肥えた る 〔条畜 共に 居りて 小き 童子に 導かれ、 牝牛と 熊と は 貧 物 

しゝ  ♦ .「. . り  ちのみご  ほら たはむ 

を 共に し、 熊の 子と 牛の 子と 共に 臥し、 獅は 牛の 如く 藁 を 食 ひ、 ^兒は 毒蛇の 洞に 戯れ、 乳離れの 兒 

は 手 を輕の 穴に 入れん、 かくて 我が 聖き 山の 何處 にても 害 ふ 事な く 傷る 事な からん、 そ は 水の 海を蔽 

へる 如く  M ホバを 知る の 知識 地に 充っ ベければ なり」 と (十一 章 六— 九 節)、 こ は * して 文字 通に 解す ベ 

きで ある 乎 或は 一 個の 美 はしき 譬喩に 過ぎざる 乎、 余 は 試に 碩學 の此 事に 關 する 說明を 聞かん と 欲し 

て 家に 歸 りて 余の 書 齋に存 する 多くの 註解 書 を 披見した、 其 第一 は オック スフ ォ ー ド大學 敎授チ ー ネ 

の 註解で ある、 彼の 研究 は 今 は 稍 古しと 雖も彼 は 疑 ひもな く今猶 ほ信賴 すべき 權威 である、 彼 も亦自 

ら 正統派の 信仰 を 有せざる に拘 らす此 事に 關 する 多 數の學 者の 所說を 列擧し 就中 獨 逸の 舊約聖  i 書學者 

ネ ー ゲル、、 ハ. ッ ハが之 を 文字通りに 解せ ざるべ からすと 做せる 說を 紹介して 而 して 曰く 「余の 說 も亦然 

り！」 と、 次 は フランツ ニァ リッチで ある、 彼の 名 は 若き デリッチの それと 共に 父子 相 並んで 學界に 

喧 傅 せらる、 彼に は 深き 信仰 あり 溫き愛 あり 而 して 豐 なる 常識 あり、 其 研究 亦 新式なら すと 雖も 該博 

なる 原語の 引設に 由て 單 純なる 一 i 昔を敎 ふ、 而 して 彼 も 亦 曰 ふ 「之 を 文字通りに 解すべし」 と。 

チ ー ネ、 デリッチ 等の 如き 權威 者の 解釋 にして 斯の 如しと せば 我等 は 深く 考 へなければ ならない、 

勿論 今の 動物 學者は 之 を 聞いて 笑うて 曰 ふで あらう、 「愚なる 哉、 此の 如き は 動物の 構造の 許さざる 

所で ある」 と、 果して 然る 乎、 現代の 大哲學 者 ベルグ ソンの 敎 ふる 處に 由れば 生命 は 無限に 變 化し 進 

化する とい ふで はない 乎、 生命の 發 展何處 に 至る 乎 之 を豫 想す る 能 はす 人 は人以 上の 者と なり {-H 由 は 

漸次 靈 化す べしと は 彼の 主張で はない 乎、 されば 進化 の 終極に 於 て以赛 Si 書 の 預言 の 文字 通に 赏 現す 

べき 事 も 亦學^ の 立場より 見て 之 を 斥く る 事が 出來 ない ので ある、 知るべし、 基督 W 來の 一笑に 附す 

馬 太 臨に 視 はれ +1 る の 再来  六 四 九 


基 g 再 K 問題  六 五 〇 

べき 迷信 的 教義に あらざる こと を、 碩學 の其眞 理を認 むる あり、 我等 は 敬虔の 態度 を 以て 其 研究に <。1 

るべき である。 

若し^^-書中に何か 一 つ 其の 最も 頻繁に 語る 所の 眞理 ありと せば そ は 基督の 再来で ある、 新約聖書 中 

直接に 叉 間接に 再来に 言及す る 所實に 四百 八十 箇所の 多き に 及ぶ と 云 ふ、 故に 新約聖書が 何物 か を 我 

等に 敎 ふるならば 卽ち此 事を敎 ふるので ある、 然るに 多くの タリ ス チヤ ンは 聖書 を 貴ぶ と稱し 乍ら 之 

を讀 まない、 彼等 は疆 聖書 中の 一句 を捉へ 以て 重大なる 問題の 解決に 供せ むと する、 天主 敎 徒が 使徒 

ベ テ a に 基づく 敎會の 權威を 主張す るの 根據は 一 に 馬太傳 十六 隶 十八 節に 在る ので ある、 菜して 然ら 

ば 聖書 中 之 を 繰 返す 事 四百 八十 囘 にして 或る 所に て は 兩三章 引 續き之 を 論す るが 如き 大 問題 を 如何に 

して 看 却し 去る 事が 出来る 乎、 若し 之 をし も 信ぜす とい ふなら ば須 らく 聖書 を棄 つべき である、 聖書 

<:△<!<: 厶<1 厶厶  <"<1<"<1  △△<"<!△ 厶  <3厶厶厶<1<3<"厶<"<1厶<3厶<:<3<"厶厶<-厶厶 

を薦 むる は 再来の 眞 理を薦 むる ので ある、 故に 再来の 眞理を 厭 ふ 者 は 聖書 を拋 つに 如かす、 而 して 聖 

.::<1<3<-厶厶厶厶<"厶<"厶<"厶<1厶<3厶厶厶厶厶 

書拔 きの タリ ス チャンと 成る に 如かない ので ある。 

馬 太傳は キリ ストの 語 を 知る に 最も 確實 なる 资料 である、 此 書が 新約聖書の 劈頭に 置かれた るは感 

謝すべき 事で ある、 ルナン 曰く 「古 來 人類 を 感化した る 書に して 馬 太傳の 如き もの あるな し」 と、 而 

して 此馬 太傳中 明白に 再 來を說 くの 語の みを擧 ぐる も尙ほ 次の 如き ものが あるので ある、 

5 ち 0O000OO0 

我 誠に 汝 等に 告げん、 汝等 イス ラ H ルの 村々 を 廻り 盡 さざる li に 人の子 は來 るべ し (十 章廿三 節〕 

O0OO0OOOOO00OOO0CIO  0  0000 

人 もし 全世界 を 得る とも 云々 …… それ 人の子 は 父の 榮光を 以て 其 使た ちと 共に 来らん、 其 時 各自 

の 行に 由て 報 ゆべ し (十六 章サ七 節)  . 

變貌の 記事 (十七 章)、 是れ 再来の 前兆と 見て 初めて 能く 解釋し 得る 事實 である * タリ ソス トムの 


如き は斯く 解した ので ある。 

我 まことに 汝 等に 告げん、 我に 從 へる 汝 等は枇 改まり 人の子 榮 光の 位に 坐す る 時 汝等も トニの-化 

に 坐して イスラ H ルの 十二の 支流 を さばくべし (十九 章サ八 節) 

しるし 

若し それ 卄 g:、 廿 五の 雨 草の 如き は r 汝の來 る 兆と 世の 末の 兆 はいかなる ぞゃ」 との 問 题に對 し キリ 

ス トの 答へ 給 ひし ものであって 卽ち 全然 再来の 問題で ある、 もし 此處 に搏來 なしと いはば 何と 言 ひて 

之 を 辯 護し 得べき 乎、 

00000O0OO00O  O0000000000000 

其 時人の 子の 兆 天に 現 はる、 叉 地上に ある 諸挨 はなげき 哀み 丑つ 人の子の 權 威と 犬なる 榮光を も 

OO0000O0000O 

て 天の 雲に 乘り來 る を 見ん (サ四 章 三十 節) 

0  0  0  0  0  0  0 

十 人の 童女の 喩 (サ 五 章 一 ー 十三 節) 

千 银の喩 (同 十四— 讲節) 

0000000000000000000000  0  000  9-, ヌ^. 0,  0  9,  0?0  • 

人の子 己れ の 榮光を もて 諸々 の 聖使を 率 ゐて來 る 時 は その 榮 光の 位に 坐し 云々 (廿 五章卅 一節) 

HI して 特に 注意すべき は 廿六章 六十 一 節で ある、 ィ H ス此時 祭司の 前に 引出され 種々 なる 妄の證 を 立 

てらる、 とも 默 然として 答へ す、 最後に 祭司の 長 立ちて r 汝 キリスト 神の 子なる か、 我汝を 活ける 神 

に 誓 はせ て 之 を 告げし めん」 と 曰 ひたる に對し 答へ て 曰 ひ 給 はく 

汝 がー 一目へ る 如し、 且 我れ 汝 等に 吿 げん、 此 後人の 子の 大權の 右に 坐し 天の 雲に 乘 りて 来る を汝等 

0  0  0  0 

見るべし 

と、 而 して 一一；  一！： 此處に 至る や 祭司の 長 其の 衣 を 裂き 「此人 は 褻 濱の事 を 言へ り、 何ぞ 外に！ _ ほ據を 求めん 

000OOO0OO0OOCOO0O0000O0OO 

や」 と 叫びて 直に 彼 を 死にお めた ので ある、 知るべし ィ H スの死 を 決定した る もの は 實に此 一 語に 在 

馬 太 傳に現 はれれ る 基 S の再來  六 £1 


K ほ 再 臨 Si  as  六 五 二 

りし 事 を、 されば 比 事た るィ H スに 取て は 彼の 生命 を 賭した る 最大 問題で あつたので ある、 人 其の 生 

ベ 叩 を 賭する の SI 題より 重大なる ものな し、 再來は イエ スの死 を 以て 守りた る眞理 中の 大眞理 であった- 

人 或は 曰 ふ純粹 なる 基督 敎は 山上 之 垂訓に 在り 彼處 に敎義 あるな く 奇跡 あるな しと、 故に 基督 敎を 

ft も 簡單に il^ へんと 欲する 時 常に 選ばる、 もの は 山上 之 垂訓で ある、 而 して 此 山上 之 垂訓に のみ は 再 

0  0  いとち ひさ  0  0 

來 思想 を 含ます と 言 ふ、 果して 然る 乎、 「天 國に 於て 至微き 者と 謂 はれん …… 天國に 於て 大 なる 者… 

…天國 に 入る 事 能 はじ」 とい ひ 「審判に 干らん、 集議に 干らん、 地獄の 火に 干らん」 とい ひ、 r 隱れ 

たるに 鑒給ふ 汝の父 は 明顯に 報い 給 ふべ し」 とい ひ、 「我 を 呼びて 主よ 主よ とい ふ 者盡く 天國に 入る 

に 非す 云々」 とい ふが 如き は是れ 再来の 思想に 非す して 何で ある 乎、 然 らば 山上の垂訓 も亦此 思想 を 

以て 充ち滿 つる ものと 謂 はざる を 得ない。 

而 して 其 最初の 所謂 「美 訓」 も亦然 りで ある、 「美 訓」 は 純道德 であると いふ、 然し 乍ら 注意す ベ 

き は 聖書 に 於け る 道德 の 敎訓は 大抵. 再来 の 思想と 關聯し て說 かれて ある 事で ある、 「心の 貧しき 者 は 

"福 なり」、 之れ 純道德 である、 然し 之れ 丈で はない、 何故に 幅で ある 乎、 曰く 「天 國は其 人の もの 

なれば なり」、 此の 现 由より 離して 彼の 道德を 解す る 事が 出来ない ので ある、 「哀む 者 は 一 i なり，、 

何故 丫 「其 人 は 安 慰 を， 得べ ければ なり」、 此 世に 於て に 非す 哀む者 は 此佌に 於て 十分なる 安 慰 を 得 

る 事が 出來 ない、 天國に 於て 初めて 全き 安 慰 を 得る ので ある、 「柔和なる 者 は 幅な り， r 何故？ 「其 

人 は 地 を 嗣ぐ事 を 得べ ければ なり」、 然り 我等の 踏める 此の 堅き 地で ある、 此 地が 時 至らば 獰猛なる 

者の 手より 移されて 柔和なる 者に 與 へらる、 とい ふので ある、 以赛亞 書 十 一 章の 文字通りに 實現 する 

日が 卽ち其 時で ある、 「幾 渴く 如く 義を慕 ふ 者 は 福な り」、 何故？ 「其 人 は 飽く事 を 得べ ければ な 


り」、 亦此 世に 於て に 非す、 彼！： に 入りて である、 「矜恤 ある 者 は 幅たり」、 何故？ 「其 人 は矜恤 

を 得べ ければ なり」、 矜恤と は 雅各書 二 章 十三 節に 所謂 「審判 かる i 時亦憐 まる 云々」 の 意味で あつ 

て ffi^ 書中の 術語の 一 である、 「心の. 淸き者 は 幅な り」、 何故？ 「其 人 は祌を 見る 事 を 得べ ければ な 

り」、 見神と は 漠然たる 精神的 經驗の 謂で はない、 其 事の 何たる かは默 示錄： f 取 後の 二-せ 十に 微 して 明白 

である、 「和平 を 求む る 者 は 福な り」、 何故？ 「其 人 は 神の 子と 稱 へらる ベければ なり」 * 單に良 

きクリ ス チヤ ン となる の 謂に 非す、 神の 子の 榮譽を 荷 は せらる、 ので ある、 其榮 光の 冠 を 被せら る. 1 

ので ある、 而 して 最後に r 義 しき 事の 爲に 責めら る k 者 は 幅な り」 とい ひて 叉 「天 圃は卽 ち 其 人の 有 

なれば なり」 と 繰返して 居る、 聖書 は 希伯來 人の 筆に 成りし もの なれば 亦 之 を 希 们來 W 心 想 を 以て 讀ま 

なければ ならない、 而 して 希 怕來の 文章に 於て 聯語は 其特徵 である、 叉 七なる 數は 神の 數 にして 完全 

を 示す の. である、 美訓は 通常 之 を 九 福と 稱 する も 良き 聖書 學者は 是れ亦 七 福に して 而も  一 E わ 想 を聯語 

を 以て 反復した る ものな りと 說 明す る、 九 幅の 第 九 は r 汝等 云々」 と 其 人 稱を與 にす る を 以て 之 を 他 

と 離す を 可とすべ く 叉 其 第 八の 後半 は 明ね に 第一 の 繰返しで ある、 故に 「心の 貧しき 者」 以下 「和平 

0  0  ふ えん 

を 求む る 者」 に 至る 迄 を 以て 七 福と 解す るに 如く はない- 而 して 此七段 は 同一 思想の 敷衍で ある、 卽 

ち 何れも 其 前半に 於て クリスチャン の 何たる 乎 を 定義し 其 後半に 於て 天國の 定義 を與 ふ、 美 訓畢竞 信 

000000000000000000000000 

者と 天國 との 關係 を敎 ふるものに 外なら ない ので ある。 而 して 馬 太 傅に 於て 「天 國」 と 「神の 國」 と 

は 判然 區刖 せらる、 前者 は i 二！： 後者 は四囘 用ゐら る、 も 其 意義 は 全く 異なる、 「神の 國」 と 言へば 

に天國 のみなら す 心の 狀態も 亦 其屮に 含まる & の である、 

祌の國 と其義 きと を 求めよ (六 章 卅三简 ) 

馬 太^に 現 はれ +： る K^; の 再来  六 Kill 
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し 我れ 祌の靈 に， S りて 鬼を逐 出し k ならば 神の 國は もはや 汝 等に 至れり (十二 章廿八 節) 

富者 は 天國に 入る 事 難し、 叉汝 等に 告げん、 常 者の 祌の國 に 人る より は 賂駝の 針の孔 を 通る は 却 

て 易し (十九 章廿四 節， } 

是 故に 我れ 汝 等に 告げん、 神び H を汝 等より 楚ひ 其果を 結ぶ 民に 予 へらるべし (廿 一 章 a 三 節) 

是れ 皆な 路加 傅に 「神の 國は顯 はれて 来る ものに 非す …… 夫れ 神の 國は汝 等の 衷に 在り」 (十七 章廿ー 

節) と 言へ ると 同様に 解すべき である、 然るに 「天 國」 と は是の 如き 靈的妝 態に 非す、 希 職 語に 於て 

天 國とは 長き 語に して 「幾多の 天の 國」 を 意味す、 而 して 其 起：：^ は 但以现 書 七 章 十三 節の 「人の子の 

如き 者 雲に 乘 りて 來り …… 之に 描と 榮と國 と を 賜 ひて 云々」 に 在る ので ある (萬國 批評 的 註解 中ァレ 

©00  00 つ 0000000000-0000000000000  0  0 

ン 氏 馬 太 傅 註釋參 照)、 天 國は卽 ち 人の 子 雲に 乘 りて 来る 時に 實 現す ベ き 其 具 體 的 の國 である、 「天 

國は其 人の 有 なれば 也」 と ある は斯 かる 園の 事 を 謂 ふので ある。 

故に 聖書 は始 より 地 的 天 國の實 現を敎 ふるので ある、 是れ 解す るに 難き 眞理 なりと 雖も亦 人心の 最 

も 深刻なる 要求に 應 する の眞现 である、 見よ 美 はしき 此地は 悉く 利己心の 化體 たる 富豪 等の 手に 歸し 

て 心の 貧しき 者 哀む者 柔和なる 者 は 生涯 寸地を 瘦る能 はす、 若し 世が 此儘 にて 終るべく ば義 者の 悲憤 

此上 なしで ある、 然れ ども ィ H スは其 弟子 等に 曰 ひ 給 ふので ある、 「忍び 待て、 時 到らば 我 W び來ら 

ん、 人の 手に 藉らす 萬 物 を 己れ に 服 はせ 得る 能力 を 有て る 我れ …… 我れ 萬 物 を 一 變し 新： 大 新地 を 實現 

して 之を義 者に 與 へん」 と、 實に斯 く あれ かしで ある、 斯くて こそ 我等の 心に 感謝が 充 つるので ある- 

饑渴く 如く 義を慕 ふ 者、 矜恤 ある 者、 心の 淸き 者は此 *1 に 於て 蹂躪ら る、 平和 を 求む る は 決して 

此 ゆに 於て 神の 子と 稱 へられない、 然し 乍ら 来るべき 天國に 於て 彼等 は必す 神の 子た るの w〕 を 戴き 其 


榮 光と 權 利と に. i ハる 事が 出來 るので ある。 (藤 井武 筆記) 


七 福の 解 


別 稿 「馬 太 傳に現 はれた る 茶 $1 の-再 來」 描と して 讀 まれた し 


馬 太 傳五窣 山上 之 垂訓 發 端の 言 辭は 左の 如くに 配列して 見て 其 意味が 一 騷 明瞭になる ので ある、 


心の 貧き 者 は 幅な り、 

哀む者 は 福な り、 

柔， なる 者 は 福な り、 

を 慕 ふ 者 は 福な. 


天 國は卽 ち 其 人の 有 なれば 也。 

其 人 は 安 慰 を 得べ ければ 也。 

共 人 は 地 を 嗣ぐ事 を 得べ ければ 也。 

其 人 は 飽く事 を 得べ ければ 也。 

其 人 は 矜恤を 得べ ければ 也。 

其 人 は祌を 見る 事 を 得べ ければ 也。 

共 人 は 神の 子と 稱ら るべ ければ 也。 

天 國は卽 ち 其 人の 有 なれば 也。 

以上に 「福な り」 と 云ふ言 辭が八 次 繰 返されて ゐる、 而 して 第 十一 節に i おいて 「我が 爲に人 汝等を 篤 

り …… 其 時 は汝等 福 なり」 と あるが 故に 全部 を總稱 して 九 幅と 云 ふ を 常と する、 然し 乍ら 最後の 


饑 ぼく 如 

矜恤 ある 者 は 福な り、 

心の 淸き： fl^ は 福な り、 

平和 を 求む る 者 は 福な り、 

義 のために 責めら る &者は 幅な. 


七 福の 解 
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「一 i なり」 は r 汝等 は」 と ありて 特に 弟子 等 を 指して 云 ふ ものなる が 故に 之 は 前の 「者」 叉 は 「人」 

と 云 ひて 一 般の人 を 指して 云 ふ ものよ り^^して 讀 むの が本當 であると 思 ふ、 而 して 叉殘る 八福の 中 

も^ 

に 第 一 と 第 八と は 「天 國は卽 ち 其 人の 有 なれば 也」 と 云 ひて 同 一 の 祝福 を宣 ぶる が 故に 第 八 は 第 一 の 

高調 的 重複と 見るべき 者で あると 思 はれる、 依て 見る 九 輻は實 は 七 福で ある こと を、 七 は 希伯來 人に 

取り 天の 数であって 完全の 數 である、 七 福 は 神が 人に 降し 給 ふ 完全の 祝福で ある、 ^人に 其 欲する 肉 

000000000  0O00000O0O00O000000O 

の 七 幅 あるが 如くに、 信者に も 亦 其 求む る 靈の七 幅が あるので ある。 

以上 之 は 上ド兩 段に 列記した るが、 上段 は 信者の 描寫 であって、 下段 は； 大國の 記述で ある、 信者と 

は 如何なる 者 かと 云 ふに 第 一 に 心の 貧しき 者 (心より 自己に 頼ます して 祌に 依賴む 者)、 第一 一に 哀む 

•5-01 かわ  あはれ み 

者 (自他の 罪 を哀む 者)、 第三に 柔和なる 者、 第 四に 饑渴く 如く 義を慕 ふ 者、 第五に 矜恤 ある 者、 第 

六に 心の 淸き 者、 第 七に 平和 を 求む る 者、 卽 ち總稱 すれば 義者、 神に 義 とせられし 者、 其 故に 世に 惡 

まれ 人に 責めら る k 者で あるとの 謂で ある、 而 して 信者の 描寫 と相對 して 天國の 記述が ある、 第一に 

之 を天國 と總稱 す、 キリストが 天より 降りて 之 を 建設し 給 ふ 者なる が 故に 斯く稱 す (但 以理書 七隶十 

三節參 照)、 第二に 完全なる 安 慰の 供 へらる k 所、 第三に 地上に 建設 せらる K 國、 第 g: に義の 充溢す 

はれみ  さ &  >  み.^  n  でき 

る 所、 第五に 矜恤を 以て {#1: の 行 はる &所、 第 六に 神の 聖 額を拜 する ことの 能る 所、 第 七に 信者が 神 

で.？  しる 

の 子と 稱 せられて 其特 權に與 かる 事の 能る 所で ある、 信者と は 上段に 示す が 如し、 天 國とは 下段に 記 

しる  ヒ. フライ 

すが 如し、 上段に 示す 資格 を 有する 者 は 下段の 記す 恩 惠に與 る を 得べ しと 云 ふので ある、 所謂 希伯來 

人の 聯語的 記述 法であって、 單 一 の 眞理を 多方面より 觀 察して 其 內容を 明かに したる ものである。 

玆に 於て 天國の 何なる 乎が 明かに 示された ので ある、 天 國は單 に 靈的狀 態で はない、 地に 建設 せら 


る である、 |E 學；^ コ ム トの现 想せ しが 如き 完全なる 人の 社會 である、 而 かも 肉 のん に 山て 机 せ 

ら る」 社會 ではない、 祌の 子等 を 以て 其 巿；； ^とする 國 である、 之 を 統る者 は^ 學者 S 稱する 「靈的 勢 

力」 ではない、 神の 榮の 光輝 その 質の 眞 像なる 主 イエスキリスト である、 天國に 於て 神の 子等 は 彼に 

於て 祌を見 奉り、 祌は乂 彼に 布り て聖國 を 照らし 給 ふので ある、 天 阔は义 公平なる. 維 判の 行 はる」 所 

である、 其 所に 矜恤を 以て 他 を 審判き し 者 は 矜恤を 以て 審判 かる、 ので ある、 雅各書 第一 一章 十三 節に 

言 ふが 如しで ある， 天 國は又 飽滿の 所で ある、 而 かも 食物の 飽滿 ではない、 義 の飽滿 である、 飽 くま 

でに 義を 以て 心を滿 たす ことの 能る 所で ある、 依て 知る ィ H スが傅 道の 首途に 於て 敎へ給 ひし 事 は 使 

徒ョ ハ ネが最後に述べし所と異らざる13^-を、 天 國とは 「新ら しき 天と 新ら しき 地」 とで ある、 「目の 

淚は 悉く 拭 ひ 去られ 復た死 あらす 哀み哭 き 痛み ある ことなき」 所で ある (安 慰)、 「渴く 者に は價な 

しに 生命の 水の 源に て 飲む 事 を 許さる」  <1 所で ある (飽滿 )、 「凡て 潔から ざる 者と 憎むべき 行を爲 

いつはり  こ、  こひつじ •， のち ふみ  しろ 

す 者， 或は 謙 を 言 ふ 者 は 必す此 に 入る こと を^す、 唯 羔 の 生の 書に 錄 された る 者の み 人るな り」 と 

ありて 眞の 審判の 行 はる、 所で ある、 而 して 「我れ 彼の 祌 となり 彼れ 我が 子と 成るべし」 と 云 ひ、 「僕 

等 神の 面 を 見、 神の 名 彼等の 額に 在るべし」 と ありて 眞の 見神が 行 はれ、 罪の 子が 祌の 子と して 認め 

ら る.， 所で ある (約 翰默示 錄第廿 一 、 第廿ー 一章 を 見よ )o 

斯 くの 如くに して 山上 之 垂訓 は 單に純 道 德を說 いたる 者で はない、 其發 端より； 大 國を說 いたる 者で 

ある、 天國 に附隨 して 道 德を說 いたる 者で ある、 之 を 低い 道 德と稱 する 人が あれば 共れ まで ある， 

然 れ ども §A 書 の 記事 は 明，： n にして 誤解 を 許さない ので ある、 山上 之 垂訓 は其發 端より 天 國を說 き， 來 

世を說 き. 復活 を說 き、 判を說 き、 信者が キリストの W 來と 稱し來 りし 者 を 說 くので ある。 

七 m の 解  六 五 七 
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もの  ことほ <h-^ 一 

始めに 「天 國は卽 ち 其 人の 有 なれば 也」 と 云 ひて 終りに 同一 の 言辭を 繰返して 云 ふ、 是れ 最も. 大切 

なる 事なる が 故に 特に 顧 者の 注意 を惹 かんが 爲 めに 重複して 云 ふたので ある、 信者 は主觀 的に は 自己 

に 省みて 心の 貧しき 者、 然れ ども 客観的に は 神の 備へ給 ひし 十字架 上の キリスト を 仰 瞻て義 者で ある、 

而 して 天國は 特に 彼の 有で あるとの 事で ある。 

附言 以上の 如くに 所謂 九 幅 を 七 福に 解せ し 者 は 聖者 註解 者の 王と 稱 せらる、 ドクトル H  .A  .w* 

マイ エル である、 眞 に正當 なる 解釋 であると 思 ふ、 他に ベ I コン、 ヴェルハウゼンの 一 一 學者も 他の 

理由より して 之 を 七 福に 解して 居る、 勿論 此解 釋に對 して 多くの 異論が 唱 へらる、 今 玆に之 を揭げ 

ない、 斯 かる 事に 於て は マイ H ルの權 威に 九 鼎の 重みが ある。 The  International  Critical  com- 

mentary に 於て  w  . c  • アレン 氏 は 「天 國」 なる 文字 を 終末 的の 意味に 取て 居る、 氏の 如き 純 批評 

家に して 此 文字 を 此 意味に 解す る を 見て 幅 音 書記 者の 原意の 此に 在りし こと を 確む る ことが 出来る、 

讀者 にして 英語 を 解し 得る 者 は 同 註解 書 序論 第 六十 七 頁 以下に 於て 其 詳細 を 探るべき である、 冷靜 

なる 聖書 學 者が 却て 舊 信仰の 味方 をた す は眞に 痛决の 事で ある。 


再臨 信者の 祈禱 として 見た る 主の 祈禱 

馬 太 傳六章 九 ー 十三 節硏究 . 


一 九 一 八 年 五月 十九 日大 K 天滿 基督 敎會に 於け る 講演の 一 部 

主の 祈禱は 基督 信者の 祈禱の 模範であって 彼が 毎日 繰 返す 所の 者で ある、 而 して 何ぞ 知らん ゃ是 

基督： 冉臨 信者 の 祈禱と 見て 其 意味 の 最も 明白 になる 事 を。 

天に 在す 我等の 父よ 天と は 後に いふが 如く 地に 對 して 云 ふので ある、 天と は 靈界を 指して 云 ふの 

ではない、 聖じ 3 は必 しも 靈界に 於て 行 はれない、 天と は 神の 聖旨の 完全に 成る 所であって 或,^ ilgr 

指して 云 ふので ある、 其何處 である 乎 を 知らない、 只此 地で ない 事 丈け は 明かで ある。 〇 「父よ」 と 

云 ひて 「神よ」 と 云 はない、 叉 「我等の 父よ」 と 云 ふ、 キリストの 父であって 又 信者の 父で ある、 彼 

は 言 ひ 給 ふた、 「我 は 我が 父 卽ち汝 等の 父に 掉る」 と (約 二十の 一 七)、 我等の 父の 家 は 天に 在る ので 

ある。 

願く は 爾名を 尊崇め させ 給へ 爾 名を聖 めさせ 給へ、 聖き 者と して 尊 ませ 給へ、 權威 ある 者と して 

崇めさせ 給へ、 此祈禱 は 後に 「面 旨の 天に 成る 如く 云々」 と ある 如く 「天に 於け るが 如く 地に 於ても」 

の 句を附 して 爲 すべきで ある、 卽ち 「願く は 天に 於け るが 如く 地に 於ても 爾名を 尊崇め させ 給へ」 と、 

神の 聖名は 天に 於て は 尊崇 めら る、 然れ ども 地に 於て は 尊 崇められない、 地に 於て は イエスキリスト 

の 父の 聖名は 今や 輕んぜ られ、 嘲 けられ、 辱 しめらる、 是れ 彼の 威權が 地に 於て 行 はれざる 最も 明白 

なる 證據 である、 地 は 今や 共 主人た る 祌に叛 きて 其 名 を 辱し めつ k あるので ある、 而 して 全地が 共 正 

當の 君た る祌を 君と して 崇む るに 至らん こと をと 祈る、 而 して 是れ 「彼が 鐵の杖 を 以て 國 をつ IT どり 

給 ふ」 時で ある は 我等の 知る 所で ある (默 二の 二 七〕、 聖 名の 尊崇 は 神の 威 權に係 はる 大間 題で ある、 

再臨 信 者 の 祈？ おとして 見た る 主の fss  六 五. 3 


^cfc^ra^  六 六 〇 

愛の 普及と 稱す るが 如き 道德 問題と は 其 性質 を 異にする、 「王 其國に 臨り て 其 名の 民の 間に 尊 g-w めら 

れんこと を」 と 云 ふが 如き 祈禱 である。 

蔵國を 臨ら せ 給へ rw」 と は希臘 語の hgileia 卽 ち王國 である、 而 して 王 國は王 (kil フ elu ひ あ 

りて 始めて 成立す る 者で ある、 故に 爾國を 臨ら せ 給へ と 云 ふ は 「國王 を 達り 給へ」 と 云 ふか、 叉 は 

「王よ 臨り 給へ」 と 云 ふと 同じで ある、 而 して 是れ 基督 信者の 口 を 以て 唱 へらる.， 時に 基 sfr 再臨の 

禱 たる は M 人が 見ても 明かで ある、 殊に 「臨り」 と 云 ふ は 俄然 的來 臨の 意で ある、 卽ち舊 約 k 拉基書 

三 章 一節に 謂 ふ 所の 「汝 等の 求む る 所の 主、 卽ち汝 等の 悅樂ぶ 契約の 使者 忽然 其 I に 臨らん」 と ある 

其 事で ある、 「臨る」 と 云 ふ 一 百辭の 中に 「忽然」 と 云 ふ 意味が 含まれて ある、 「，爾 1 を 臨ら せ 給へ」 

と 云 ふ は 現代人が 思 ふが 如く 「人類 全 體が敎 ^の 指導の 下に 徐々 として 基督 信者と 成らん こと を」 と 

云 ふが 如き 事で はない、 キリ スト は 人の 知らざる 時に 忽然と 臨り 給 ひて 其國を 建設し 給 ふと は 聖書 全 

體の 明かに 敎 ふる 所で ある。 

繭 旨の 天に 成る 如く 地に も 成らせ 給へ 原語 を直譯 すれば 「爾皆 をして 成らせ 給へ、 天に 於け るが 

如くに 地に 於ても」 とたる、 此祈禱 の屮に 特に 注意すべき は 「成らせ 給へ」 と 云 ふ 一 W 蘇で ある、 是れ 

文法に 所謂 命令法で ある、 「命じて 爾ぼ をして 成らし め 給へ」 と意譯 して IJi 支へ ない 者で ある、， 而 して 

是れ 王の 來 臨に 因り 權威官 -揚の 結 rai- として 實現 する 事た る は 明かで ある、 卽ち 王の 名の 崇められん 爲 

に 彼れ 臨り 給 ひて 其 命令の 行 はれん 事 をとの 祈禱 である、 何處 まで も 王の 来臨 を 乞 ふの 祈禱 である、 

聖靈 の- S 在に 加 ふるに 大王の 天地 萬 物の 上に 来臨し 給 ひて 之 を 一 變 して 義の王 M を 建設し 給 はんこと 

を 求む るの 祈禱 である、 以赛亜 書 二 章 十 節 以下 仆ニ 節まで 等と 對 照して 解す ベ き祈禱 である。 


wh は 神に 係 はる 祈 鶴で ある、 以下 は 信者に 係 はる 祈禱 である、 神に 係 はる^ 三つ、 人 (信者) に 

係 はる 者 一二つ、 而 して 之に：： 取 後の 级 讚の 辭ー 句 を 加へ て 七つ 卽ち 完， 全の 祈禱 となる ので ある。 

我等の 日用の 糧を 今日 も與へ 給へ 此祈禱 を 文字の 俊に 解して 其 意義 は 甚だ 解し 難く ある、 主 は ■ 

の 所に 於て (而 かも 直ぐ 後に〕 「生命の 爲に何 を 食 ひ 何を飮 まんと て 思 ひ烦ふ 勿れ」 と 敎へ給 ふた、 

然るに 此 所に は 日用の 糧を 我等に 與へ 給へ と 祈るべし と 敎へ給 ふと 云 ふ、 其 問に 確に 矛质が ある、 ， 刃 

論 溢の 爲に 祈る は惡 しき 事で はない として 信者が 自己の 爲に 祈るべく 敎 へ られし 三 ケ條の 中に 其 一 ケ 

條が 肉體の 糧の爲 であると は ® だ 受取り 難き 事で ある、 之に は M にか 他の 意味がなくて はならない、 

之 れ 基督 信者 に 取 り應 はしい 1^ 禱 でなくて はならない、 而 して 搏 臨 信者 の 祈禱 とし て 見 て 其 意味 が 明 

僚になる ので あると 田し ふ。 

此祈禱 の 巾に 難解の 辭が 一 つ ある、 それ は 「n 川」 と譯 せられし 希醍 語の epiousicn である、 e; たれ 

何 を 意味す る辭 なるや 言語 學 者と 雖も 今に 至る も 解らない ので ある、 之 を 「日 川」 义は 「C2 毎」 と譯 

せし は 拉典譯 書に 由る のであって 原語の 確實 なる 意味で はない、 或は 「明日」 の 意な りと 云 ひ、 或 

は 「上より 降る」 の 意な りと 云 ふ、 其の 執れが 眞 正しき や 判定す る こと は 出来ない、 信者が n 毎に 设 

誦しつ、 あ る 祈禱文 の 屮 にも 斯か る 難解 の辭 ある を 知って 聖書 研究の 容易なら ぬ 事で ある ことが^ 明 

る、 然し 乍ら 此辭 を训 として 祈 禱金體 の 意味 は 解す るに 難くない、 r 糧」 は 確かに 肉 體を養 ふための 

糧 である、 之 を 或 人の 云 ふが 如くに 「上より 降る 靈の マナ」 と 解すべき でない、 乂 「八 /u」 とい ふ辭 

も 其 意味 は 明 である、 故に 祈禱の 意味 は 「今日と いふ 今 n 此肉體 を 養 ふための 糧 を 我等に 與へ 給へ _」 

と 云 ふこと である、 而し て 信者 は 何故に 斯か る 祈 禱を毎 日 繰 返 さ たくて はたらたい 乎. 彼 は 明日 を 知 

再臨 ssiics 祈 として a おる 主。 新お  六 六 一 
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ら ざる 今日 限りの 者で あるから である、 主 は 何時 來り袷 ふ 乎^ 明ない、 今日 か 今日 力と 彼の 來， ぼ は 待 

たる、 ので ある、 斯 かる、 レの狀 態に 於て 在る 者 は 明 口 又は 明年に 對し 肉の 準備 を爲 すの 必要 はない の 

i ちの， Si 

である， 信者 は 「今日と 云 ふ 今日に 必要なる 肉の 糧を與 へ 給へ」 と 祈りて 日に日に 主 を俟^ むので あ 

00000000  ®®©®®30^^3®  あす  -  >  11  -  I  '  »  H  )  -  UI  、. 

る、 糧の 要求で はない、 慾の 制限の 要求で ある、 「明日の 事 を ひ 煩 ふ 勿れ 明日 は 明日の 事 を ひ 

旗へ、 一 日の 苦勞は 一 日に て 足れり」 と ある 主の 敎訓 の實 行の 要求で ある、 天空の 鳥 を 養 ひ 給 ふ 天の 

父が 其 子 を 養 ひ 給 ふ は 必然で ある、 糧の與 へられん 爲に 父に 祈る の 必要 はない、 唯 我等の 糧の 要求の- 

今日 以上に 涉ら ざらん こと、 是れ 信者の 特に 祈るべき 事で ある、 此祈禱 の 意味 を 解 せんと 欲せば 須.. 

く 路加 傳 第一 一十 一 章 第三 十四 節に 記せる ィ H スが 其の 弟子 等に 與へ給 ひし 瞀誡の 辭を參 照すべき であ- 

みづ  ふけ  いづら ひ  に A 

る、 曰く  r 汝等自 から 心せよ、 恐らく は飮 食に 耽り、 世の！^ 勞に まと はれて 心 鈍り、 思 ひがけな き 時. 

に、 かの 曰 (基督 W 臨の 日. - 禱の 如く 來 らん」 と、 而 して 此事ぁ らんこと を 知る が 故に 信者 は 日に 日 

<1 厶 厶 * ナっ， - 厶 M 厶厶 △  △  ^  A 

に 祈るべき である、 「願く は 今日、 今 口 丈け の糧を 我等に 與へ 給へ」 と、 信者の 陷り 易き 危險 は糧の 

與 へられ ざらん ことで はない、 明日 又は 明年 又は 子孫の 事 を 思 ひ 煩 ひて、 世の 煩勞に まと はれて 主冉 

A 厶厶  < "厶厶 厶ャ くひ <"<"△△ 厶厶 厶厶厶 

臨の 日に 於け る 救拯の 好機 を 逸せん 事で ある。 

我等に 負債 ある 者 を 我等が 免す 如く 我等の 負債 を も 免し 給へ 是れ 如何なる 場合に 在る も 信者の 爲. 

すべき 祈禱 である、 然し 乍ら 前後の 關 係より 見て 是れ 特に 終末の 審判に 備 ふるため の祈禱 である こ，， > 

が 判明る、 其 直ぐ 後に 「天に 在す 汝 等の 父も汝 等の 罪 を 免し 給 はん」、 「免し 給 はざる べし」 と あり 

ぁづか 

て 孰れ も 未来 動詞で ある、 今 免す は 後免され ん爲 である、 今 免 さすば 後に 天使 等の 集議に 干らん * 地 

や は  .<.- つ ii  しらべ やく  ， つ.； 1  し-ベ やく 

獄の 火に 千るべし (五 章サニ 節)、 今 兄弟と 和らがす ば、 後 r 訟 ふる 者 汝を審 官に附 し、 審官 また 汝.^ 


下吏に 附し、 遂に 汝は獄 に 入れられん」 r 五章廿 五節)、 實 際に 人の 卵を赦 すの 動機に して 主 再臨の X 布 

望の 如く 强き者 はない、 今日までに 幾多の 怨恨 は此希 {iK の 起り しが 故に 取 除かれた ので ある、 4, 口の 

基督 敎會內 に 多くの 不和 怨恨の 蟠 まりて 解けざる は 其 內に此 希 がない からで ある、 論より 證據、 

督ー冉 臨を靈 的に のみ 解釋 し、 其 具 體的實 現 を 嘲け る 者に 敵を赦 すの 心 乏しく， 仇 恨、 爭鬪、 妒忌、 分 

爭は 彼等の 問に 絶えない ので ある。 

我等 を 試 誘に 遇せず 惡ょリ 救出し 給へ 是れ 甚だ 解し 難い 祈禱 である、 試 誘 は惡ぃ 事で はない、 之" 

に 由て 信者の 信仰 は 益々 堅められ a つ 高めら る-ので ある、 雅各書 一章 二 節 以下に 實へ るが 如し、 曰 

く 「我が 兄弟よ 若し 汝等各 様の 試 誘に 遇ば 之 を 喜ぶべき 事と すべし、 そは汝 等の 受る 信仰の 試み は汝 

等 をして 忍耐 を 生ぜし むる を 知れば 也 云々」 と、 又 曰く 「忍びて 試 誘を受 くる 者 は 福な り、 蓋 試 誘 を 

善しと せらる、 時 は 生命 <^ 冕を受 くべ ければ 也」 と (同 十二 節し、 然るに 主 は兹に 「我等 を 試 誘に 遇 は 

し 給 ふ 勿れ」 と 祈るべし と 敎へ給 ふ、 是れと 彼れ との 間に 大 なる 矛盾が 無くて はならない、 而 して 共 

明白なる 解釋は 本誌 前號に 於て 中 田 重 治 氏が 『主 再臨の 光 を もて 見た る聖 句』 の 中に 示されし 通りで 

ある、 信者に 遇 ふべき 試 誘が ある、 而 して 义遇 ふべ からざる 試 誘が ある、 而 して 遇 ふべ からざる 試 誘 

は 基督 再臨の 時に 不信の， に 臨まん とする 試 誘で ある、 默示錄 三 章 十 節に 言へ る 「地に 住む 人 を 試み 

んが爲 に 全世界に 臨まん とする 試練」 である、 此試 誘を遁 るべき 事に 就て はィ H ス 御自身が 弟子 等に 

告げて 敎へ給 ふた、 曰く 「汝等 警醒み て此 臨まん とする 凡の 事 を 避れ 又 人の子の 前に 立ち 得る やう 常 

に 祈れ」 と (路サ 一章 賣六 節〕、 而 して 「我等 を 試 誘に 遇せす」 との 祈り は此 祈りに 他なら ない ので ある、 

如斯 くにして 再臨 信者の 祈禱 とし て は 此祈禱 に 深き 意味が あ る 、 然れ ども 再臨 を 信ぜざる 者に 取りて 

再 E 信者の IS ほと して a たる 主の 祈 疇  .  六 六 三 
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は 主の 敎へ給 ひし 此祈禱 は 解す るに 甚だ 困難い 者で ある。 〇 「惡ょり拯3^し給へ」 と ある 「惡」 と は 

惡 者であって 惡魔 である、 終末の n に 於て 惡 魔の 誘惑の  一 ^強烈になる が 故に 爾か 祈る の 必要が ある 

の である リ 

國と權 と 榮は窮 りなく 繭の 有 なれ は 也 國は祌の國でぁって基督の再臨に45て地上に建^^^せらる 、 

者、 權は國 を 建立し 叉 維持す るの 力、 榮は萬 物 を 己れ に 服 はせ 得る 權を揮 ひ 給 ふの 結果と して 聖ー國 に 

顯 はる、 榮光 である、 れ皆 父の 有で あると 云 ふ、 父なら では 爲す能 はす 又 有せざる 者で あるとの 意 

である、 父の み國を 建つ るの 能 を 有し 給 ふ、 故に 此 父に 對 ひて r 爾國を 臨ら せ 給へ」 と 祈る、 父の み 

此 國 を 治む るの 權を 有し 給 ふ、 故に 此 父に 對 ひて 「爾 il3 の； 大に 成る 如く 地に も 成らせ 給へ」 と 祈る、 ■ 

父に のみ 翁り なき 榮光存 して 彼れ のみ 能く 我等 をして 其 子の 榮 光の 狀に象 らしめ 給 ふ、 故に 此 父に 對 

ひて 我等 を聖め 給へ、 惡 者より 拯 出して 聖國の 民た るの 榮 光に 與 らしめ 給へ と 祈る ので ある、 國と云 

ひ 權と云 ひ 榮と云 ひ 皆 政治的の 言 辭 である。 人の子が 再び 天 ド< り 降り 來 りて、 地上に 建設し 給 ふ義の 

王！； に 適 W する にあら ざれば 意味 を 成さ に る言辭 である。 

如斯 くにして 主の 祈 禱は苒 臨 信者の 祈禱 として 見て 意味 最 も 明瞭なる 者 で あ る 、 iGf に 之 を靈 的に 解 

釋 せんとして 其 或る 部分 は 意味 を 作す、 或る 他の 部分 は 意義 甚だ 微；^ なる 者と なる， 天國は 近づけり- 

；た J ゥ i  i ちの- (-  おの  わき いづ  い ま 

我等 項 を 仲して 之 を俟 望んで 此祈禱 は自づ から 我等の 心より 湧出る ので ある、 主 は 勿論 今時と 雖も我 

等と 偕に 在し か、 然れ ども 彼が 再び 顯 はれ 給 ふ 時に 我等の 歡 樂は充 たされ、 其 時 外なる 萬 物 は^な 

る靈に 和して 信者の 希 §lf 一は 完成う せらる &の である〕 
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一 九 一 八 年 六月 廿三 H 東京 祌田バ プチ ス ト 中央 余： 堂に 於て 

如^：書の研究は困難なる事業でぁる、 其の硏究の結3^窮なき生命の^;水を掏むを得るも、 玆に 達する 迄 

には大 なる 努力 を 要する、 そ は〉 U も 金銀の 採掘の 如きで ある、 金 を 以て 身 を 装 ひ 銀 を 以て 物 を 飾る は 

美 はしと 雖も之 を 採掘す る は 容易なら ざる 事業で ある、 聖書 も亦然 り、 其 研究に は 人の 知らざる 苦心 

せん， T  ： 

が ある、 架 書の 一 言 一 句 を 其 前後の 關 係に 照合して 穿 整し 注意に 注意 を 直ね て 共 意義 を 探究し なけれ 

ばなら ない、 然しながら 困難な りと 雖も 是れ 4^ も贵き 事業で ある、 聖書 研究の 困難 を 解せ す 叉 其 意義 

を 解せ ざる 者 は 動もすれば 之 を 以て 傳道攀 業と 训 ig する 者が ある、 彼等 は 曰 ふ 聖書 學者 は俾道 を爲さ 

すと、 又 曰 ふ 最早 や s# 書 を棄て 起ちて 國民を 救へ よと、 然しながら 聖 一書 研究に 勝る の傳道 はない ので 

ある、 聖書 を 措いて 他に 國： li^ を 救ふ途 は何處 にある 乎， 力むべき は 聖書 研究で ある、 勸 むべき は 神の 

言の 探究で ある。 

今 玆處に 馬 太 傳第十 三 章の 講解を 試み ん とする は卽 ち 聖書 研究 の 如何なる 乎に 就て 共 例 を 示さん と 

欲する に過ぎない、 說敎者 は 多く 聖書 中の 一句 を 題 文と して 縱橫に 論 を 行る、 之れ 必 すし も惡 しき 事 

ではない、 然しながら 叉 或 時 は 馬 太 傳 若く は 羅馬書 等 の 全體に 就て 其の 何 を敎ふ る 乎を說 かなけれ ば 

馬 太 第 十一 一 I なの 六 六 五 
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ならない、 一 書 又は 一 章 を 題 文と しての 說敎も 亦 甚だ 必要で ある、 馬 太傳第 十三 章 は 何を敎 ふる 乎、 

之れ 今 曰の 題目で ある、 而 して 此 一 章が 一 の大 なる 敎訓 を與 ふるものなる 事 を 明かに せんと 欲する の 

である。 

馬 太傳第 十三 章 は 七 個の 譬喩より 成る >  而 して 七 は 聖書に 在て 完全 を 示す の數 である、 七 敎會七 封 

印、 七 幅、 七日、 七 年 又は 四十 九 年 等の 如し、 而 して 七 個の 譬喩の 內容は 左の 如くで ある、 

第一， 蒔の 譬瑜 

第二, 子の 譬喩 

第三 芥 種の 譬喩 

第 四 パン 極の 譬喻 

第五 隱れ たる 寶の 譬喩 

第 六 眞珠の 譬喩 

第 七 網 打の 譬喩  1 

所謂 高等 批；^ 家 は 曰 ふ 「馬 太 傅 は 順序 を逐 うて 編 募せられ し 書で はない、 ィ H スの事 廣叉は 敎訓. V 

せハ 種類に 由て 撰擇 分類した る 者で ある、 故に 山上 之 垂訓 又は 奇跡 叉 は 譬喩 叉 は 預言 等 を 各々 其 題目の 

下に 一 括して 記述した るに 過ぎない、 敎訓相^^1の間叉は譬喩相互の問には何等の關係なく唯雜然とし 

て， &中" に投 人した るが 如くで ある」 と、 果して 爾ぅ である 乎、 若し 然 らんに は少 くと も 馬 太傳は 全く 

モ i ん 

文學 上の 價値を 有せざる 書で ある、 斯の 如き 粗笨なる 編 募を爲 したる マ タィは^^^底文學者としての賓 

格 を 要求す る 事が 出来ない、 然しながら 馬 太 傳の價 値 は 人の 能く 知る 所で ある、 世界に 有名なる 文學 


者が 此書を 評して 「人類に 最大の 感化 を與 へたる 書」 と 呼び 做して 居る ので ある、 斯 かる 貴重なる 腎 

の 記事が 雜然 たる 羅列に 過ぎす して 其 相 i の 問に 何の 關係 なく 一  貫して 或る 犬なる 眞 理を傳 ふる 所な 

しと は m しても 受取る 事が 出来ない、 換言すれば ィ H スは玆 に 七 個の 譬喩 を 以て 斷片 的に^ 個の 露现. 

•  0000000O0O0000O00O000O0OO00000O0 

を 語り 給 ひし ものに 非す して 本章 全 體が七 個の 譬喩 を 以てする 一 の 大說敎 なる 事 を 疑 ふこと が 出來な 

い、 七 は 完全の 數 である、 故に 七 個の 譬喩 は全體 として 一 の眞 理を敎 ふるものであって 其 相互の 問に 

深き 關係 ありと 見る は 極めて 適當 なる 解釋 である、 而 して 是れ 本章 を 解す るが 爲の 第一 の 鍵で ある。 

次に 注竟 すべき は 七なる 數の 中に g: と 三との 順序で ある、 聖書に 在て は 四 は 地の 救に して、 三 は 1K 

ね t ，き  つ  からす； Jv』 

又は 靈の數 である、 而 して 見よ 七 個の 譬喩 中 第一 の 種 蒔 は 地に 屬 ける 事で ある、 第二の 稗 子の 成長^ 

然り、 故に 其 第三 第 四 も 亦 同様な らんと 想像す る 事が 出來 る、 終の 三に 至て は 明. m に 天 叉 は靈の 事で 

ある、 隱れ たる 寶の發 見と いひ 眞珠 の發 見と いひ 何れも 地 以上の 事で ある、 殊に 最後の 網 打 は 卽ち赛 

判であって 祌の 自ら 爲し給 ふ 所で ある、 四と 三、 地と 天、 是れ 本章 を 解す る 上に 於ての 第二の 鍵で あ 

る 0  .  . . 

斯 くの 如くに 解し 來れば 本章の 意義 は 略々 明白で ある、 卽ち種 蒔 を 以て 始まり 網 打 をボて 終る 七 個 

か は； i か 一一が の 初めてき に 蒔かれし より 世の 終に 至る 迄の 幅 昔 史を預 言 したる 大預 言 である、 こ. は 

1 個の 假說 なりと 雖 も確實 なる 根搏に 井セ. つく 假說 にして、 而 して 七 個の 譬喩の 5: 容は歷 史上の 事實 と. 

相俟 ちて 此 説の 謬らざる 事を證 明す るので ある。 

第 一 種 蒔の 譬喩の 敎 ふる 所 は キリス ト 御自身の 說き給 ひし 福 昔の 其效を 奏する こと 甚だ 少き 事赏で 

ある、 其 或 者 は 路傍に 落ちて 空中の 鳥に 啄 まれ 或 者はパ レス チナ 地方 通有の 岩 上 土淺き 地に 落ちて 直" 

馬太傳 》? 十三 章の 究  六 六 七 
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に 枯れ 或 者 は 棘の 巾に 落ちて 蔽 はれ 而 して 唯 少数の 者， のみが 沃地に 落ちて 三十 倍 六十 倍 叉 は 百倍の 實 

を 結ぶ とい ふ、 卽 ち 之 を 一 首 すれば 一 i 昔の 說 かる、 や 其の 實を 結ぶ もの は 決して 全體に 非す して 僅か 

に 其 1 小 部. 分に 過ぎない との 事で ある、 之れ キリ ス ト 御自身 3 賁験 にして 叉 後の 事實の 預言であった。 

然 らば 其 沃地 に 落ちた る 少數の 種 は 健全なる 發 育を遂 ぐる 乎と 言 ふ に 、 然 らす、 共 中 に 稗 子が 現 は 

れ るので ある、 稗 子と はパ レ スチナ 地方に 生す る r チ ツアー 一 ァ J であって 結 實前は 虞の 麥とー R 训 する 

事が 出来ない、 故に 農夫 は 之 を 引抜かす して 牧 獲の 時 を 待つ とい ふ、 S- ち少數 の麥の 問に は 偽 はりの 

麥が生 布すべし と、 之れ 第二の 預言で ある。 - 

次に 來る もの は芥極 の 譬喩 である、 此の 譬喩 は 通常 福 昔 の 膨脹 力 を 示す も の と 解せ ら る 、 然し な が 

ら 注意すべき は 玆に來 りて 其 枝に 宿る とい ふ R 仝の 鳥」 は 同じ 本章の 中に 旣に惡 しき 者の 意味に 用ゐ 

られ たるの みならす 聖書の 他の 部分に 在ても 亦 同様なる 事で ある、 或は 「空 屮に權 威 を 握る 者」 とい 

ひ 凡て 惡魔は 上空に 在りて 人 を 狙 ひ^も 廳の小 禽を攫 ふが 如くに 人 を 攫 ふとの 思想が ある、 故に 芥稱 

の 譬瑜 も 亦 前後 の 關係 より 之 を 見て 寧ろ 敎會の 俗化 を 表す ものと 解す ベ き で あ る 、 而し て 之れ 事實 の 

證明 する 所で ある、 キリストの 敎きは 初めは 微小な りし も 次第に 增 大して 遂に 羅馬帝 國 の 國敎會 とな 

るに 至った、 嘗て ュ ー セピア ス羅馬 皇帝の 卓 側に 坐し 一座の 光景 を 指して 闩 く 「陛ド よ 約 翰 默示錄 に 

所謂 新しき H ルサ レムと は卽 ち是れ なり」 と、 然しながら 敎會の 斯く增 大して 空の 鳥 を 宿す に 至りし 

共 事が 最大の 不 争であった、 签 の 鳥と は 何ぞ、 惡魔彼 自身で ある、 前に は 福音の 種 を^み し 者が 後に 

は 自ら 敎，， 皆に 人り て 勢力 を 振 ふので ある、 而 して 敎 會は惡 魔を迎 ふれば 一 夜に して 增大 する ので ある、 

之れ 獨り 歐洲に 於け る事實 のみで はない、 我國に 於ても 亦 同様で ある、 敎會は .芥 種の 如くに 小さく 基 


督者 は必す 迫害 を 免れ ざり し は 近き 過去の 事實 であった、 然るに 今や 基督 敎は 此國に 於ても 一 大勢 力 

と 成りつ k ある、 富豪 之 を迎へ 政治 〔豕 之に 近づく、 基督 敎會の 牧師が 總理 大臣の 許に 出 人す るが 如き 

は si^ して 何の 徵 であろ 乎、 喧 さの 鳥 は旣 に我國 の敎會 にも 來り 宿った ので ある。 

第 のパ ン 極の 譬喩 は 如 3:、 パ ン種は 感化 力 を 表すが 故に 此の 譬喩 は； i 音の 社 會に對 する. 1 化 力 を 

示す ものと 解 せらる、 然しながら 單に 感化 力なら ば 其 反對も 亦事實 である、 Ka むしろ 惡 魔の 感化 力 は 

福 昔 の 感化 力よりも 更に 顯著 である、 故に 此 譬喩 の 意味 は 他に あ りと 見 ざ る を 得な い 。 

玆にパ ン 極と いひ 义婦之 を 取り 云々 とい ふ、 ai! 書に 於て パン 種 は 常に 異端の 意味に 解 せらる、 キリ 

スト 自ら 其 弟子に 對し r 汝等 パン 稷を愼 めよ」 と 一一 一一 c ひ 給 ひし は パリ サイ 及び サド カイの 異端 を愼 めよ 

との 謂であった (馬 太傳 一六 章 一 二 節)、 而 して 又 書に 於て 婦と 言へば 大抵 惡 しき 意味に 川ゐら る、 ョ 

ハネが テア テラの 敎會に 宛てた る 書翰 中 r 汝は ：•：. 婦ィ H ザ ベル を容れ 置け り」 と ある は 言 ふ 迄 もな 

く 甚だ 惡 しき 婦人 であつ た 〔默 示錄 一 一章 廿 節〕、 加 之古來 異端 は 多く 婦人 の 出す ろ である、 現今 歐米 

々リス M- ャ.. 'サイエンス 

に 於て 勢力 を 有する 基督 敎科學 を 創始せ し 者 は H ヂ ー 夫人で ある、 靈智學 を 代表す る 者 はべ ザ ント夫 

人で ある、 ；冉 臨に 關 する M ハ端第 七日 アドべ ンチ ストの 開祖 は ホワイト 夫人で ある、 而 して 是 等の 事 赏 

の 暗示す る 所 は 能く 聖書の 一一 一一 n に 適合す るので ある、 依て 知 る パン 種の 譬喩 は 敎會.2:部 に 於け る 31|^端 の 

3,1 現と 其 感化 力と を 示す 事 を、 俗化した る敎 舞に 純一 i 昔は迎 へられない、 玆に 於て か 新祌學 者なる 者 

現 はれて 俗物 を 喜ばすべき 異端 を唱 ふ、 而して信者^^之に感化せらる、 敎會の 俗化 時代に 次ぐ もの は 

異端 出現の 時代で ある、 是れ 古今東西の 敎會 歷史の 均しく 證明 する 所で ある。 

然 らば ； i 音 の 前途 は 全く 絶 である 乎、 敎會の 歷史は 悉く 失敗で あろ 乎、 否祌は 此晤黑 中に 更に 光 

馬 太 瞎 第 十三 raf の W 究  六 六 九 


*  6  w  K  s  六 七 〇 

明 を 投じ 給 ふので ある、 敎會を 擧げて 異端に 心醉 せる 時 神の 選び 給 ひし 少數 者が 隱れ たる 貴き 寶を發 

見す るので ある、 腐敗し たる 群の 中に 尙聖き 男女 ありて 此 寶を發 見し る は實に 感謝す ベ き惠み で あ 

る、 而 して 此事 も亦歷 史上の 事實 であった、 多くの 註解^ は隱れ たる 寶の 譬喩 を 以て ル ー テルの 聖書 

發 見と 解す るに 於て 一 致して 居る、 前 四 個の 譬喩に 就て は 全然 別 様の 解釋を 取る 學者も 此點に 於て 一 

致す る 者が 多い、 隱れ たる 寶とは 何ぞ、 聖書で ある、 神の 言で ある、 敎會內 に 俗物 跋 S し 異端 横 〔t す 

る 時隱れ たる 聖書の 發見 があった、 而 して 發 見者 は 之 を 胸に 抱いて 喜び 假令 敎會 より 破門せられ 身 を 

焚かる k とも 此 貴き 寶さ へ あれば 卽ち 足る と 做した ので ある。 

若し 寶の 譬喩 にして 果して 聖書 の 發 見ならん 乎、 次に 來る 眞珠の 發見 の 意味 も 亦 之 を 探る に 難く た 

い， 寶と は寶の ー围の 意味であって 函- 又は 飽 等に 藏 めら れ たる ものと 見る 事が 出来る、 然るに 眞珠は 

一 個の 寶 である、 卽ち 一 團の寶 の 中更に 貴き 者で ある、 始めに 寶の發 見 あり、 次に 其 中の 更に 貴き ft 

珠の發 見が ある、 聖書 中の 最も 貴き 眞理と は 何で ある 乎、 躓 乎 復活 乎 丼 天 乎、 此點に 就て 我等 は獨 

斷 的であって はならない、 然しながら A • J • ゴ ルド ン 等の 說 たる 眞珠と は 再臨の 眞理 なりとの 說明 

は 侮るべからざる 思想で ある、 再臨 を 聖書の 中心的 眞理と 信じて 之が 爲には 自己の 一 切の 所有 を 放棄 

する も頓 みすと 爲す者 は 決して 少 くない、 余 自身に 取ても 再臨 を 信じて 聖書 全體が 更に 價値 ある もの 

となった ので ある、 寶の發 見に 次いで 眞 珠の發 見が ある、 斯の 如くに して 俗化した る 敎會に 光明 は 臨 

むので ある。 

而 して 最後に 網が 打た る&の である、 善 も惡も 一 度び は祌の 前に 出で て 火に 燒 かれ 其價値 を驗 さる 

る 時が 來 るので ある、 眞 信者 も僞 信者 も 最後に は キリ ス トの臺 前に 立ちて 大 なる 審判 を受 くる 日が 來 


るので ある、 聖書 は 近代 人の 考 ふるが 如き 進化 的 審判 を說 かない、 敎會 が徐々 として 發達 進歩し 遂に 

全世界 を 抱容す る 黄金時代 を實 現す べしと 言 ふが 如き は 全然 聖書と 相容れ ざる 思想 で あ る 、 聖書 は 明 

白に 善と 共に 惡 の 成長す べき を預  一一 一一 C す る、 而 して 最後 に 寐判 の 行 はる ベ き を 預言す るので ある。 

斯の 如くに 解釋 すれば 七 個の 譬喩 は全體 として 一 莨した る大眞 理を敎 ふるもの である、 福 昔の 種 は 

蒔かる、 も 之を受 くる 者 は少數 に過ぎない、 而 して 其 少數^ 屮に 更に 僞の 信者が 人り 來る、 斯くて 敎 

會は 俗化して 富豪 政 治 家 等に 近 づ き 祌學者 は 彼等に 佞り て 異端 を唱 ふ、 然れ ども 惡 魔の 子等の 間に 乂 

神の 子 現 はれて 隱れ たる 寶 及び 眞 珠を發 見し 依て 死に 瀕した る 敎會の 役活が ある、 而 して 後に 最終.： 

判 は 行 はる k ので ある、 故に 馬 太傳第 十三-; iM は 一 の大 預言で ある、 其 中に 死の 半面 あり 又 生の 半而ぁ 

り、 暗黑 あり 叉 光明 あり、 神の 深き 眞理が 明白に 傳 へらる \ の である。 

而 して 獨り 本章の みならす 馬太傳 全體然 り、 否 聖書 全體然 り、 聖書 は倾々 の 一一 一一 ロを讀 みて 其 意義 を 誤 

り 易く ある、 然しながら 其 全 體を讀 みて キリストの 精神の 存 する 所 を 受けん 乎、 我等の 靈 を充實 せし 

むる と共に 叉 之 を寬容 ならしめ 深さと 共に 廣さ を與 ふる 事此 書の 如き は 他に 無い ので ある、 聖書 研究 

の 秘訣 は玆 にある、 是れ實 に 3： 物 を 以て も ii^ ふべ からざる 贵き 事業で ある。 (藤 井武 筆記) 

附記 近頃 或 人 基督 再臨の 信仰 を 起し、 歡喜 抑へ 難く、 共 所有の 總額を 持 来り R く 「今 謹んで 之 を 

聖 前に 獻す、 願く は此幅 音宣傳 の爲に 使用 せられん 事 を」 と、 斯て 「一 の 値 高き 眞珠を HB- 出さば そ 

の 所有 を 盡く賣 り て 之 を 買 ふなり」 と ある 聖書の 言に 合 へ り。 
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イエ ス の變貌 

馬太傳 十七 章 一； 八 節の 研究 

一 九 一 八 年 六月 二 口  京祌田 バ プ チ スト 中央 食堂に 於て 

紫 書 は 如何なる 書なる 乎を說 かんと 欲せば 必すゃ 聖書 を 以てしなければ ならない、 聖書 を閉 ぢて聖 

書 を 語らん とする は 無益の 勞カを 費す ものである、 ル ー テル 曰く 「聖書の 終る 所 は 基督教の 終る 所で 

ある」 と * 然るに 多くの 基督 者の 中には 聖書 を 軍； んぜ すして 「聖書に は爾か あらん も 我 は 之 を 信す る 

能 はす」 と 言 ふ 者が ある、 然 らば 實に此 人 を 如何と もす る 能 はすで ある、 基督 者の 信仰 又は 實 驗は聖 

書 を 離れて 之 を 語る 事が 5： 來 ない. 聖書 を 如何程 迄 重ん すろ 乎に 依て 基^ 者の 態度 は 自ら 定まる ので 

ある、 W 臨 を 信 するとい ひ 又 信ぜす とい ふ、 然しながら 事は單 に- 冉臨 問題で はない、 聖書 問題で ある、 

再臨 問題 は 今や 進んで 聖書 問題に 移った ので ある、 汝の 聖書 觀を 示せよ、 然 らば 汝の信 仰 は 明，：" なら 

ん、 聖書 を 如何に 解釋 する 乎、 ィ H ス の 變貌叉 はラザ B の 復活 等の 記事 を 如 M に解釋 する 乎、 之 を 客 

親 的の 事實と 見る 乎、 はた 主観的の 解釋を 施さん と 欲する 乎。 

ィ H ス の變貌 及び 之に 關 する 凡ての. 出 來事は 今日 我等の 實 験に 於て 見る 事 を 得ざる 現象で ある、 或 


る 高き 山の 上に てィ H ス の 狀變り 額 は 日の 如く 輝き 衣 は 光の 如く，： n く なれり とい ひ、 モ ー セと H リャ 

現 はれて イエ スと 語れり とい ひ、 雲より， 墜 ありて 「之 は 我が 愛しむ 子 わが 悅ぶ 者な り、 汝等 之に III け」 

と 臼へ りと いひ、 是れ皆 近代 人の 信す る 能 はざる 事實 である、 故に 近代の 架 書 學者は 種々 なる 解釋を 

試みて 之を說 明し 去らん と 力む るので ある、 英國の 聖書 學者 にして 世界的 名聲 を^す る W • H • ベン 

ネット 氏の 馬 可 傳に關 する 論文 中に 示せる 說 明の 如き は 其 代表的なる ものである、 E く 「高き 山」 と 

はシ ナイ 山な らん、 何ん となれば 此れ ィ H ス の將に エルサレム に 赴きて 非常なる 苦痛 を經ん とする 時 

れば、 彼 は 故ら に歷 史的 聯想の 作へ るシ ナイ 山 迄 弟子 等 を 伴 ひて 旅行した るな らん、 而 して 時 は 多 

分 夜な りしな らん、 イエス は ゲッセ マネの 園に 於け るが 如く 一人 進み出で て 祈りし ならん、 かくて 熱 

き 祈 を 獻げっ k ある 時 忽ち 月光 雲より 漏れし か义は 電光 閃めき てィ H スを 照し 其 翻と 衣と を 純白に 映 

^したるな らん、 モ ー セと H リャ現 はれたり とはィ ェ ス が大聲 にて 祈れる §1 に モ ー セ 及び エリヤに 就 

て 語りし 其聲を 弟子 等が 聞きた るに 由るな らん、 若し 弟子 等此ー 一人の 形 を 見たり とせば 恐らく ィ H ス 

は 其 夜 弟子 等の 知らざる 何人 かと 會 見の 約束 ありて 山上に て 彼等と 語りし に 由るな らん、 仞 にせよ 弟 

tf 等 は 豫てィ H スを 恐る i 事 甚だしく 平常 彼が 祈禱の 場に 近づく 事 を 許され ざり しも <3 我 は 彼の 側に 

ありて 共の 血 を 流す が 如き 熟烈 なる 祈 禱を聽 き 恐怖の 餘り戰 々兢々 たりし が爲め 聖書に 俾 ふるが 如き 

印象 を 受けた るな らん」 と、 是れ 有名なる ベ ン ネット 氏の 變貌 に關 する 解釋 である (ゼ •  H キス ポジ 

トル 雜誌第 十卷ー 二 ー〇 頁 以下 を 見よ〕。  . 

若し ィ H ス の變貌 にして 斯の 如き ものな らん 乎 そ は 我等の 靈の爲 めに B^, して 何等の 敎 訓を與 ふるの 

である 乎、 加 之 此解釋 の 基づく 所 は 一として 假說 たらざる はたい、 高き 山はシ ナイ 山た らんと いひ 弟 
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. 子等 は 恐怖の 餘 り祌經 過敏な りしな らんと いひ、 ィ H スは 祈の 中に 乇， I セと エリヤの 名 を 呼び 給 ひし 

ならん とい ひ、 殊に 弟子 等の 知らざる 或 人と 會 見したり しならん とい ふが 如き 之 を 常識 ある 平信徒に 

訴 へ て 其の 全く 價値 なき 頭 腦の產 物た る は 明白で ある、 斯る 迂遠に して 且根據 なき 說明は 到底 人心の 

生きた る 要求に 應 する 事が 出来ない、 我等の 貴き 靈は之 を 幾多の 假說を 以て 築き上げ たる 信仰の 上に 

託する 事 力 中に 來な いので ある、 斯の 如き 曲折した る 解釋を 施さん より は 寧ろ 是§ の 記事 を 全然 葬り去 

るに 如かす である。 

何故に 「ならん、 ならん」 と 一一 一一 n ひて {4! しき 假說を 重ぬ るので ある 乎、 何故に 記事 其 儘 を 信じない の 

である 乎、 聖-書 は 本來其 儘に 信す る やうに 書かれし ものである、 之 を 頭腦を 以て 了解 せんと 欲する が 

故に 多くの 假說を 要する ので ある、 頭腦を 以てせす が轘を 以てせよ、 知識 を 以てせす 信仰 を 以てせよ、 

然 らば 何 の 假說を も 要せ すし て 聖書 の 記事 其の儘 を 信す る 事が 出來 るので ある、 而 して 其 記事 より 大 

なる 敎訓を 獲る のみなら す是に 由て 聖書の 他の 部分 も 亦 明白に せられ 依て 以て 信仰 を 強められ 希望 を 

確かめられて 我等の 實際 生活 を ー變 する に 至る ので ある、 聖書 を 神の 言と して 其 儘に 信じて 初めて 之 

を 靈の糧 とする 事が 9： 来る、 是卽ち 我等の 立場で ある。 然 らば 變貌の 記事が 敎 ふる 所の 眞理は 何で あ 

る 乎 先づ 第一 に變 貌はィ H スの 復活 卽ち 其の 身 體の榮 光的變 化の 前表で ある、 而 して 又 我等 凡ての 

信者に 及ぶべき 最後の 救 拯の實 例で ある、 我等 も 亦ぎ 時 かは變 貌のィ H スの 如くに 榮光 化せ しめらる 

るので ある、 故に 變貌を 信じて (復活 を 信す る 事 は  一 容易と なる ので ある。 

今假 りに 卑近なる 一 例 を 取らん 乎、 蠶兒旣 に 地の 上 を 制 ふの 時 過ぎて 新ら しき 生活 狀 態に 入らん と 

する 時 卽ち其 上 装の 時期に 於て 試みに 其 體を觀 察すれば 汚物 悉く 除去 せられて 全身 透明なる 黄金色 を 


呈し榮 光 化せる を 見る ので ある、 ィ H スの 身體も 亦斯の 如く 次第に 榮光 化して 遂に 再 天すべき であつ 

た、 3： となれば 彼の 生涯に は 絶えて 罪な かりし が 故で ある、 人 は 始めより 死せ ざるべからざる 者で は 

ない、 死は罪の結果でぁる、 人若し全く3^11;を犯さざりしならんには彼は死の苦き經驗を通過せすして 

自然に 復活 の狀 態に 移る ベ かりし 普であった、 然し 乍ら 凡 ての 人 罪 を 犯した るが 故に 死 は 人類の 述命 

となった ので ある、 唯 イエスの みは 罪 を 犯さなかった、 故に 彼のみ は 我等と 共に 死す るの 要な く 其 身 

體は 自然に 榮光 化すべき であった、 而 して 變 貌は實 に 此榮光 化の 發端 である、 彼の 自然 的 昇天の 近づ 

きし 徴候で ある、 「かくて 彼等の 前にて 其 狀變り 其顏は 日の 如く 輝き 其 衣 は 光の 如く 白くな りぬ」 と 

ある、 然り、 之れ 罪な き 身體に 臨むべき 當 然の狀 態であった、 我等 は玆に 何の 假說を も ui^ くる 事な く 

して 其 儘 之 を 信す る 事が 出來 るので ある。 

然 らば ィ H スは 何故に 此時 昇天し 給 は ざり し 乎、 路加 傳九章 三十 一 節の 傳 ふる 所に よれば モ ー セと 

H リャ現 はれて イエ スと 語りし は 「彼の M ルサレ ム にて 世 を 逝らん とする 事」 に 就て であった とい ふ、 

「世 を 逝らん」 と は 原語に て exodus 卽ち 「通り 拔 ける 事」 である、 希隨 語の 前置詞 ek は apo と異 

なり 後者 は 或 者 を 避く るの 意 あるに 反し 前者 は 其 中 を 莨 通して 過ぎ行く の 意 を 有する、 ィ H スはモ ー 

セ 及び H リャ と共に 己が exodus に 就て 語り 給へ りと いふ、 卽ち彼 は 本来 死 を 避けて 自然に 昇天す ベ 

かりし 普なる に 却て ュルサ レム に 於け る 最も 苦しき 死 を I 貝 通して 行かん とする 事に 就き 語り 給うた の 

である、 ィ H スに 取て 死 は 避け 難き 事ではなかった、 彼 は 變貌の 山より 其 儘 昇天し 得た ので ある、 然 

れ ども 彼 は 我等と 最も 深き 同情 的關 係に 入らん が爲め 殊更に 死 を 通過す るの 途を 選び 給-つたの である、 

是れ 我等に 取て 無上の 慰藉で ある、 ィヱス キリ ス ト 我等の 爲に 死せ りと いひて 單に 三十 年 五十 年の 生 
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» ほ 再 ia^^  六 七 六 
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を ili- て 給うた ので はたい、 死 を 通過せ すして 濟 むべき 御自身 を 强ゐて 死の 中に 投じ 給うた ので ある、 

ィ H スの 犠牲の 深き 意味 は 全く 此處 にある ので ある。 

然し 乍ら 其れの みで はない、 變貌の 出来事よ りして 我等 は 更に 福なる 光 を 獲る 事が 出来る、 變貌山 

0000000  0  00000 つ O000OOO00 タブ 01  0  0  0  0  0  0 

上の 光景 は キリスト 再臨の 時に 於け る 信者の 狀 態の tableau  (活人 畫〕 である、 パゥ b 曰く、 「見よ、 

へ 化れ 汝 等に 奥義 を吿 げん、 我等 は 悉く 眠る に は あらす、 終の ラッパの 鳴らん 時み な 忽ち 瞬く 問に 化せ 

ん、 ラッパ 鳴りて 死人 は 朽ちぬ 者に 甦り 我等 は 化するな り 云々」 と (n リント 前書 十五 章 五十一、 五十二 

節)、 又 曰く 「我等 主の 言 を もて 汝 等に 言 はん、 我等の 中 主の 來り給 ふ 時に 至る 迄 生きて 存れる 者 は 

を さ 

旣に 眠れる 者に 決して 先 だた じ、 一 てれ 主は號 令と 御 使の 長の 聲と 神の ラッパと 共に 自ら 天より 降り 給 

はん、 共 時 キリスト にある 死人 先 づ睡り 後に 生きて 布れ る 我等 は 彼等と 共に 雲の 中に 取り去られ { 〈ェ屮 

に て 主を迎 へ 斯くてい つ 迄 も 主と 偕に 居るべし 云 々」 と J アサ。 一一 ケ 前書 四 章 十五 節、 W 下)、 主 再び 来りて 

信者 を 迎へ給 ふ 時旣に 眠れる 者 は 復活せ しめられ 現に 生く る 者 は 其 儘 化せられて 彼と 共に 相 見る 事が 

出來 るので ある、 而 して 變 貌のィ H スを 中心に モ ー セとェ リャ現 はれて 榮 光の 圑 麋を爲 したる は郎ち 

其 時の 模範であった、 モ ー セは 一度び 死せ し 者で ある、 故に 彼 は旣に 眠りし 信者に して- 冉 臨の 日に J 仅 

活 せしめら るべき もの を 代表す るので ある、 エリヤ は 死せ すして 直に 昇天した る 者であった、 故に 彼 

は. 臨の 日に 生存せ る 信者に して 其 儘 化せら るべ き 者 を 代表す るので ある、 一 一人が 光れる 雲の 中に ィ 

ェ ス と相會 したる が 如くに 信者 も 亦 眠れる と 醒めた る を 問 はす 均しく 榮光 化せられて キリス トと 相き 

する 其の 福 ひなる 時が 必す來 るので ある、 されば 主の： 冉臨を 待ち む 者に 取て ィ H ス の 變貌は 最も 感 

謝すべ き 慰安で ある。 


斯の 如く 變貌の 記事 を 幾多の 假說を 以て 曲解 せんに は 何等の 意味 を爲 さざる に 反し 之 を 其 儘に 信ぜ 

ん乎、 我等の 靈を養 ふべき 極めて 貴き 敎訓 の與 へらる、 あり、 加 之 聖書の 他の 部分と 照合して 整然と 

福 昔の 枠の 中に 包容 せらる 、 ので ある、 變貌を 信じて 復活 及び 再臨 は 甚だ 信じ 易くなる ので ある。 

然し 乍ら 斯の 如き 信仰 は 知識より 來 るに 非す、 頭腦は 信仰 を 造る 事が 出來 ない、 復活 又は- 冉臨等 を 

信じ 得る の 信仰に は 或る 出 發點が あるので ある、 此 出發點 より せん 乎、 必す之 を 信じ 得べ く 若し 然ら 

ざらん に は假令 研究に 研究 を 重ぬ ると 雖も 遂に 之 を 信す る 事が 出來 ない ので ある、 然 らば 其 所謂 出發 

點と は何處 である 乎。 

人 は M 人も遲 かれ 早 かれ 一度 は 神に 遭遇 せざるを得ない、 神 我が 面前に 現 はれて 「汝 は何ぞ や」 と 

の 問 を 發し給 ふので ある、 其 時 答へ て 「我 は特 刖に惡 しき 者に あらす」 と 曰 はば 祌は 信仰に 基づく 恩 

惠を 悉く 撤囘し 給 ふ、 然れ ども 神に 我が 罪 を 指摘 せられて 煩悶 博惱 如何 に す ベ き 乎 を 知らす、 寢食 を 

魔して 悲み涕 を 流して 祈り 「神よ、 我 は sj; 人の 首な り、 如何にして 此 罪を赦 さるべき 乎、 願 はく は 我 

を憐み 給へ」 と 曰 ひて 神の 前に ひれ 伏さん 乎、 神 は 乃ち イエスキリストの 十字架 を 示して 「見よ、 汝 

の. 水 遠の 生命 は此處 にあり、 之 を 離れて 汝の救 はるべき 途 あるな し」 と 敎へ給 ふので ある、 而 して 斯 

く 卜 字 架 を 仰ぎて 救 拯の實 驗を經 たる 者の みが 復活 を 信じ 再臨 を 信す る 事 を 得る ので ある、 福 昔 的 信 

仰の 屮ぃ 發點は の赦の 實驗に 於て 在る、 此實驗 を 握らす して 如何なる 祌學 者と 雖も 聖書 を 其 儘に 信す 

る， が 出来ない、 余 は 嘗て 紐 育の 或る 有名なる ュ -ー テリ ヤンの 敎師を 訪ねた 事が あった、 幾多の 談話 

を 交 はした る 後 最後に 余は此 問題 を 提出した、 果然 其 人 答へ て臼ズ 「我に 其實驗 あるな し」 と、 然り、 

ュ -ー テリ ヤンと 余輩との； ^ な^ は 三位 ー體 义はィ H スの 神性 等の 神學 問題に 在る に 非す、 十字架に よる 
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罪の 故の 實驗に 在る ので ある、 祌學論 を 以てせば 彼等に も 亦 言 ふべ き 事が 尠 くない、 然しながら 暫く 

論す るを已 めよ、 而 して 心の 変き 奥 殿に 人れ よ、 其 所に 於て 十字架 を 仰ぎし 乎 否 乎、 之 を 仰ぎし 者 は 

信じ 然ら ざる 者 は 信じない 迄で ある。  _ 

故に 再臨 問題 は 一 轉 して 聖書 問題に 移り 再轉 して 罪の 問題に 歸 着す るので ある、 W 臨 を 担む 者は聖 

書 を 担み 聖書 を 担む 者は賴 の gs- たる を 否定し、 十字架の 贖罪 的 威力 を 否定す る、 牘罪、 聖書、 ；冉臨 は 

相關聯 する 問題で ある。 (藤 井武 筆記〕 


ィヱス の 終末 觀 

馬太傳 第一 一十 四 章の 研究 

一九 一九 年 二月 十六 日 •  二十 三 H、 三" 二  H、 東京 神 田 靑年會 館に 於て 

KS 太傳 第一 一十 四 章 は 聖書 中 最も 難解なる と共に 又 最も 重要なる 一 章で ある、 故に 此章を 解す る 者 は 

卽ち 聖書 を 解す る 者な りと 言 ふ 131- が 出来る、 而 して 此章を 解 せんが 爲には 聖書 中の 他の 部分 を 引照し 

なければ ならない、 凡て 聖書 の 言 の 解釋は 常に 他の 言 を 以て 之に 照合す るの 必要が ある、 然ら すん ば 

其 解 釋 淺 薄に 流れて 神の 眞理を 探る 事が 出來 ない、 之に 反して 眞に 深く 聖書 を 解 せん 乎、 其 眞理は 我 


等の 生命の 中心に 浸 人し 死と 雖も之 を 消滅せ しむる 能 はざる に 至る、 而 して 斯の 如き 解 釋 は 聖書 中隨. 

虚の 照合 研究に 由て 獲ら る、 ので ある、 此點 より 昆て 書の 研究は最も緊_^^の_5|に屬十る。 

馬 太 傅 第一 一十 四 章の 研究 は 一 一十三.；； 2- より 之 を 始めて 一 一十： A 背-に 迄 ly: る を 要する、 1 1+ 三竟 はィ H ス 

の 終末 觀の序 一一 一一 1： たるべき ものである、 彼 は N ルサ レムに 上りて 幾度び か パリ サイ、 サド カイの 人々 卽 

ち當時 の 政 治 家 宗敎家 學者等 に 敎を說 きし も 遂に 其受 くる 所と ならす、 力めて 彼^と， W t して 之 を 己 

に 導かん との 彼の 努力 も 全く 無效 であった、 ^だに於てか.^^,むを得なぃ、 イエスに も 其 忍耐の 翁く る 時 

が 来たので ある、 彼の 方より 絶交 を 巾 渡すべき 時が 来たので ある、 彼 は 敎師祌 果^^の，； 1 に獨り 立ち 

て 偉大なる 宣言 を爲し 給うた、 之れ 卽ち馬 太傳ー 一 十三 章の 記事で ある。 

「噫 汝 等，， 禍 なる かな 偽善なる 學 者と パリ サイの 人よ」 と、 ィ H スは此 JfIS を 七 « ぴ緣 返し 給うた、 

試に 今の 敎師 等の 前に 彼 自ら 立ちて 之を宣 ベたり とせば 如何、 誰か その 激越の 辭に 驚かざる ものが あ 

らう 乎、 「禍 なる かな」 と翻譯 にて 之を讀 みて 其强 さは 意味の 上に 於ての み 表 はる k も 到底 其 原語た 

るァラ ミ語 又は X 布 職 語の 響き を俾 ふるに 足りない、 余 は 曾て 或る 希臘 人が 哥林多 前書 十三 章の パ ゥ II 

の 言 を外國 語の 飜譯 にて 讀 みて は 其 精神 を 解す る 能 はすと 一一 一一 C ふ を 聞いた が 馬 太俾ー 一十三 章 も 亦 りで. 

ある、 日本語よりも 寧ろ 英語 は遙 かに 原語に 近い、 英語に て woe! (ゥォ ー) 希 職 語に て cluli  (ゥ ー 

おん  こ iij 

アイ) とい ふ、 共に 音で ある、 堪 へられす！ との 意で ある、 凡そ 絶交の 辭 として 斯 かる 強烈なる も- 

の  はあり  得たい、  玆に 人の 口より 出で たる 最も 過激なる 語が ィ H ス に 由て 發 せられた ので ある、 彼の 

最も 良き 弟子 等 も 亦 時として 悲憤慷慨 堪 へられす との 聲を擧 げた 事が あった、 而 して 實に 神の 熱愛 は 

或る 場合に は斯 かる 過激の 語 を 以て 現 はれざる を 得ない ので ある。 

.., ィ H スの JSJ 末 E  六 七 九 


基 g 再！ Jra 題  六 八 o 

イエ スの 心の底より 發 したる 此の 痛烈なる 憤慨の 語の 後に 来りし ものが 三十 七 t§ 以下で ある、 「噫 

エルサレムよ エルサレムよ、 豫 一 百 者 を 殺し 汝に遣 はさる.. 者 を 石に て擊っ 者よ、 母 鶴の 雛 を S の 1^ に 

榘 むる 如く 我れ 汝の 赤子 を 奥 めんと せし 事 幾度 ぴぞ や、 され ど 汝等は 好 まざりき、 la ょ汝 等の 家 は 荒 

地と なりて 遣 されん」 と、 此處に 彼の 「ゥ ー アイ」 を發 したる 深き 理由が ある、 父が 子 を 愛する の餘 

しつ；！  ほと し .C 

りに 堪 へられす して 叱咜 したる 後の 淚の进 溢で ある、 此愛 ありて 初めて 眞の攻 擊を爲 す 事が 出来る、 

イエ ス G 憤慨 は 全く 愛の 憤慨であった。 

斯の 如くに して ィ H スと ユダヤに 於け る當 時の 指導者との 問の 緣 は 斷絕 した、 而 して 此絡 交はィ H 

スの 方より 宣吿 したる ものであった、 然るに 注意すべき は 彼の 最後の 語で ある、 「我汝 等に 吿 げん、 

主の 名に よりて 來る者 は 福な りと 汝 等の 言 はん 時 至る 迄 は 今より 我 を 見ざる べし」 と、 汝 等と 我との 

關係は §g えたり、 然 れ ども 之 を 以て 終る に 非す、 後に 汝等 再び 我を迎 ふる 時 ある ベ しとの 謂で ある、 

^も 誠實 たる 夫が 不貞の 妻に 渡す 離 緣狀の 如し、 絕緣 である、 然しながら 條件 付きの 筢緣 である、 後 

に 乂 相 結ば る ベ き 希望 を附し て の 絕緣 で あ る 。 

而 して 此處に 明白な る 基督 再臨 の 官； 言が あ る、 彼 は 敵に 對 する 離^の 辭 として 己が 死した る 後 再び 

主の 名 に^て エルサレム に歸來 すべき を 約束し 給うた、 彼 は 叉 同じ 意味の 言 を 以て 其 弟子 と^る 、 の 

群と 爲 しおうた、 「我 汝 等に 吿 げん、 今より 後汝 等と 共に 新しき 物 を 我 父の 國に飮 まん 日まで は搏び 

こ の 葡萄に て 造れる 物を飮 まじ」 と (馬 太 傳サ六 章サ九 節)、 其 敵に 對 する も 其 友に 對 する も 離別の 辞と 

して は 均しく： 冉 臨の 寅齿 である、 依て 知る、 再臨の 眞否は 暫く 措き 馬 太 俾中少 くと も此ー ーケ に 於て 

イエ ス 自ら 明白に 之 を K 言し 給 ひし 事 を。 


ィ H スは斯 の 如く 其 敵に 對し 過激の 語を發 すると 共に M ルサ レム の 滅亡と 已 が- 冉 臨と を 預言し 給う 

た、 E 一ん に 於て か 弟子 等の 心中 幾多の 疑問 を發 せざる を 得なかった、 之れ 二十 隶に 於け る 弟子 等の 質 

問 ある 所以で ある、 1 一十 四 章 は 一 一十三 章 を 前提と して 見て 能く 其 間の 消息 を 探る 事が 出來 る。 

彼等 は先づ H ルサレ ム 宮殿の 構造 を 見て 其の ra^ して 荒 地と なりて 遣 さる k 時 あるべき か を 疑った、 

當 時の (呂殿 はへ a デの 建設に 係り 宏莊 無比と 稱 せられた、 之に 使刖 せし 石の 如き 其 幅員 二 丈 三 ra 尺の 

もの ありし とい ふ、 太 閣秀吉 の 器量の 大を 示すべき 大阪 城の 石と 雖も M ルサレ ム 宮殿の 其に は 及ばな 

かった ので ある、 此宏莊 なる 建物の mj- し て 荒廢 に歸 する 時 ある ベ しと は 彼等の 想像し 得 ざ る 所で あつ 

た、 然しながら ィ H スは之 を 前に 置いて 彼等に 答へ て 曰うた r 汝等 凡て 之 等 を 見ざる か、 我れ 誠に 汝 

等に 吿 げん、 此處に 一 の 石 も 石の 上に 崩されす して は 遣ら じ」 と、 其の 犬なる 確信 を a よ、 人力 を以 

て 如何と もす る 能 はすと 見えし 盛大なる 宮殿 を 指して 其 完全なる 荒廢を 預言した ので ある、 之れ 露 の 

信仰的 3? 者 の 言 である、 せ， ハ攻 心に 於 て 深く 神と 交通す る 者に 非す んば斯 かる 大膽 なる 言 を發す る 事 は 

出来たい。 

.  しるし  rc,- はり しるし 

あ 子等 は 更に 問うて E うた、 「何れの 時此事 ある や、 叉 汝の來 る 兆と 世の 終の 兆 は 如： E なる ぞゃ」 

と、 ニ衛の 質問で ある、 第一.： 呂 殿の 崩壞 * 換言すれば エルサレムの 滅亡の 時 は 何れ ぞ、 第二 汝の來 る 

しるし  -J*,? り し ろし  A  △ 

兆と， の 終の 兆と は 何ぞ、 時の 問題と 兆の 問題で ある、 而 して 此 質問に 對 する 答と して イエ スの 終末 

觀は 述べられ たので ある。  • 

：冉 臨の 信仰に 反對 する 者 或は 曰く 馬 太傳ー 一 卜 g! 章の 敎へ は H ルサ レム の 滅亡 近づき 猶太 人の 大闲難 

切 迫 し て 國 民 的 生 命 の 行 詰 り し 時 に 與 へ ら れ た る ギ^ で ぁ る 、 平 和 の 世 に 在 て .冉 臨 の 信 仰 は 何 の ぁ る 

イエスの 終末 a  六 <  一 
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なしと、 余の 知人 三 並 良 君の 余の 著書に 對 して 加 へられた る 批^ も亦此 立場に 在る ものである (『六 畲 

雜誌』 二  號を 見よ〕、 君 は 曰く 「世界の 大 亂に激 成せられ て 勃興した：？： 村 氏の 再臨 信仰 も 世界が 平和 

となる につれ て 再び 以前の 平 靜に復 する 事と 思 ふ、 之 は 急に 起った 狂瀾 怒濤で あるが、 镜の やうに 平 

靜 となるべき 世界 は 氏の 心 池に も舊の 如く 春風が 靜に 吹き そめん 事 を 希望す る」 と、 卽ち 再臨の 信仰 

が本來 時勢の 行詰りより 起り しもの なる が 故に 余の 場合に 於ても 亦 時勢の 行詰りの 終始と 共に 此 信仰 

は 消滅す べしと いふので ある、 こ は 興味 ある 観察で ある、 然し 乍ら 時勢の 行詰り は ral^ して 終媳 したの 

である 乎、 世界 は 果して 鏡の 如くに 平靜 となりつ k ある 乎、 否な 世界 は今尙 依然として 行詰りつ トぁ. 

るので はない 乎、 今より 二 ヶ月 前に は 人類 六 千年の 理想の 實現を 以て 期待 せられし 國際 聯盟 も 講和 會 

議の經 過に 徵 すれば 漸次 其 骨 髓を失 ひて 殆ど 紙上の 形骸と なりし 觀が ある、 强敵獨 逸 は 滅びたり と雖 

も 更に 恐 る べき ヴォ ルセ ビ ズ ム (過激 主義 の 譁語 は 常らず 多数 主義な り 〕 は 勃興して 陰 然各國 の 根祗 を-没 滅， 

せんとし つ k ある、 唯に 露 獨兩阈 の 此 主義の 爲に 幾れ た る の みならす 英佛 伊の 諸 國も其 前に 當り て 戰 

懐し 米國の 如き は 之 を 恐れて 向後 四 年 問 移：^ の 人 國を担 絶す るに 至った、 カイゼル 主義 は 軍隊と 大砲 

と を 以て 之 を 抑購； す る を 得た る も 思想 は 之 を 抑壓す る 事が 出来な い、 世界 は 今や 普國 主義 に 勝る 恐る 

べき 新强 敵を迎 へたので ある、 叉 所謂 コ 族 自決 主義に 由て 波 蘭と ァ ルサス a 1 レ ン とは獨 逸の 羅，# を 

脫 した、 然"ば同じ主1^^に由て愛蘭叉は印度又は埃及も亦獨立せんと欲せざる乎、 敵 W を 刺した ると 

同じ 武器 を 以て 歐米 聯合 國は 今や 自ら 惱 まされつ k ある、 而 して 之れ 獨り 外國の 事の みで はない、 我 

等 各自に も 亦 多くの ra; 題が ある、 食糧の 不足、 物價の 騰貴、 其 他 一 々舉 げて數 ふる 事が 出来ない、 M 

の 如くに して 我等 は今尙 行詰りの 狀 態に 在る ので はない 乎、 果して 然 らば 時勢の 行詰りより 起り し 信 


仰 はな 「尙 我等に 取て 重要で ある、 若し ュ ダャ 人が H ルサレ ム 滅亡の 近き 時に 當り 基督 再臨の 信仰. に 山 

て 慰藉 獎勵 せられし ならば 全^界の 窮迫 を實 見せる 我等 は 更に 大に此 信仰の 援助 を 求めざる を 得ない。 

馬 太傳ー 一十 ra: 章 は ユダヤ人の 危急^亡の秋に 與 へられた る敎訓 であると 共に 又 キリ ストの 再臨に 巾 

り 特に ユダヤ人に 臨むべき 救に 關 する 預言で ある、 聖書 は 全人 類 を 分ち て 基督 者、 ユダヤ人 及び 異邦 

ぁづか  ^ 

人の 三と する、 而 して キリ ス ト w び 来る 時 三者 各々 特別の 恩 惠に與 るので ある、 其 時 基督 者の 受 くべ 

き 恩惠は 如何、 旣に 死した る 者 は睡り 生ける 者 は 其 儘 榮 化せられて 共に さ 中に 携へ擧 げられ 彼處 にて 

主に 遇 ひ 又 愛する 者と 再會し 限な く 主と 共に 居る 事が 出來 る、 之れ 實に 信者 歡 喜の 極致で ある、 而し 

て 此の 携擧の 恩 惠は唯 だ キリストの 贖 を 信じ 彼に 由て 義 とせられ たる 者の み 之に 與る、 次に ユダヤ人 

の受 くべき 恩惠は 如何、 現今の 如く 世界に 散布す る ユダヤ人 は 再び H ルサレ ムに 呼び集められて 大な 

る 審判に 遭遇す る、 而 して {さ 判 其 極に 達した る 時 キリスト は 彼等の 王と して 降りて 彼等 を 救 ひ 給 ふ、 

最後に 異邦人の 受 くべ き 恩惠は 如何、 キリスト は エルサレム に 降り 救 はれた る ュ ダャ 人を以 て 萬國を 

治め 給 ふ、 其 時 久的 平和と 正義の 政治と 其 他舊約 聖書に 預言せられ たる 凡ての 理想が 此 地上に 實現 

する ので ある、 斯くて キリストの 再臨に より 恩惠は 全人 類に 臨む、 然れ ども 基督 者に は 基督 者と して、 

ユダヤ人に は ユダヤ人 として、 異邦人に は 異邦人と して 特別の 恩惠が 臨む ので ある、 而 して 馬 太俾ニ 

十四 章 は 主として ユダヤ人に 關す る 預言 である、 此事を 知って 本章 の 意味 は 甚だ 解し 易き も の となる。 

斯く 曰 はば 或は 本章 の 研究 を以 て 我等の 救と 關係 なき 閑 問題 の 如くに 思 ふ 者が あるか も 知れない、 

然しながら ユダヤ人 を 救 ふの 恩 惠は叉 我等 を 救 ふ 恩惠と 同一 の ものである、 我等 は單獨 にして 救 はる 

るので はない、 祌は 基督 者 を 救 ふと 共に^ 界萬人 を 救 ひ 給 ふ、 故に 他人の 救 は 同時に 我等の 救の 保 is; 叫 
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である、 神 は 如何にして ユダヤ人 を 救 ひ 給 ふ 乎、 之れ 我等 各自に 至大の 關係 ある 問題で ある、 馬太傳 

1 一 十^ の 研究 は 勿論 基督 者 に 取 て 亦 最も 重要な る 研究 で あ る 0 

氺  * 

馬 太傳ー 一十 ra 章 叉 は 馬可傳 十三 章 路加 傳ー 一十 一 章に 現 はれた る イエ ス の 終末 觀を解 せんが 爲には 先- 

づ讀 者の 心中 大 なる 疑問 を 抱く 事 を 要する、 ィ H ス は 其 弟子 等より 提出した る H ルサ レム 滅亡の 時と 

彼のお 臨の 兆 及び 世の 終の 兆 如 M との 質問に 答へ て 「犬なる 患難 臨み 来るべし、 地に は戰爭 饑饉 疫病 

地震 あらん、 天に は 日 晦く月 は 光 を 失 ひ 星 は 空より 落ちん、 され ど 其 時 望み を 失 ふなかれ、 我れ 電の 

閃く 如く 天より 降り 來 らん、 而 して 祌の國 を 地上に 實 現すべし」 と {ー 且言し 給うた ので ある、 此{且 一一 一一 口 は 

* して 實 である 乎、 若し 然 らんに は 我等の 人生 觀 及び 基督 敎觀は 全然 一 變 しなければ ならない、 多 

くの 信者の 基督 敎觀は 聖書に 基 かすして 却て 敎師叉 は 先輩の 說に 基く、 故に 彼等 は 神の愛なる 事 叉 は 

我心に 宿る 事 又は 此世を 導きて 神の 圃 たらしめ 給 ふ 事 を 信す る も 終末 觀の 如き は 殆ど 之 を 解し ない、 

甚だしき に 至て は 基督 敎は 社會 主義な り 或は， テ モク ラシ ー なりと 稱 する 者が ある、 かくて 敎會 に， おて 

國際 問題 社會 問題 家庭 問題 は 盛 に 研究 せらる i も 聖書の 中心 的 眞理た る 再臨 問題 は棄 てて 顧ら れ ない、 

然しながら 再臨の 信仰 は 架して 時代 思想に 過ぎざる 乎、 イエ スの 終末 觀は 基督 敎の 重要なる 一 部 を 形 

成せざる 乎、 之を傳 ふる 聖書 は 護な き 神の 言と して 受 くべき ものに 非ざる 乎、 こ は 深刻なる 懊 疑と 熱 

烈 なる 祈 禱とを 以て 研究すべき 大 問題で ある、 而 して 此 問題の 解決 如何によ りて 我等の 基督 敎觀 及び 

人生 觀は 全く 左右に 相 分る k ので ある. 故に 昨年 余輩 ひ 基督 W 臨 を 提唱して より 以來 我國の 基督 敎界 

に 出 心 想 上の 大動亂 を 生じ 敎會は 截然と して 一 一分 せらる- -に 至った、 獨 り我國 のみなら す米國 等に 於て 


も ゆ： z 様で ある、 同じ 敎會が 二つに 分裂す るので ある、 プ II テス タント 敎會屮 最も 優勢なる バ プチ ス 

ト敎會 巾に も シカゴ 大學を 以て 代表 せらる.^ 再臨 反對 信者と 南部 地方に 於け る 再臨 信者と が ある、 長 

老 敎會、 聖 公會、 組合 敎會 亦然 り、 實に 馬太傳 二十 i: 五 章 を 神の 言と して 讀む乎 否 乎に 由て 敎 會の黑 

由 は 判明す る と  一一 一 K ふ も 過  一一 一一 n ではない。 

而 して 馬 太傳ー ；卜 叫 五兩 章に 對 して 凡そ W 種の 解 釋が行 はれる。 

ooo>oocoooocooooo〇oooooo  00000000000O0000OO 

第 一 之れ キリストの 言に 非す 叉 使徒 マ タイの 書に も 非す、 或る ユダヤ 敎 信者が 世の 終末の 近き を感 

じ in 已の 感情 を 叙述せ しものに して 約 翰傳に 見る が 如き 靈的 基督 敎 思想と 相反す る ユダヤ 思想な り、 

た f 其 中に 餘 りに 美 はしき 一一 一一 C あるが 故に lil 太 傳編幕 者が 之 を 採りて 福音書 屮 に輯錄 したる のみと、 此 

說は 今より 五十 餘年前 佛國の 學者コ a 一一  ー 之 を唱へ 遂に 瑞 西の 學 者に して 基督 傳の 最大 權 威と 稱 せら 

る k カイ ム の 其 著 「ナザレの ィ H ス」 中に 之 を 採用す るに 及びて 多くの 學者 問に 尊 iSl せらる、 に 至つ 

た、 例へば ワイツ ゼッ ケル、 プ フライ デレル、 ルナン、 マンゴルト、 ホルツマン、 ヒルゲンフェルト 

等 皆此說 の赞成 者で ある。 

然しながら 若し 此說の 如くな らんに は 世界の 終末より もま づ 基督 敎 の破壞 である、 假令 幾多の 大學 

者の 之に 贊成 する ありと 雖も此 說は單 純なる 基督 者の 心的 終 驗に訴 へ て 其の 最も 貴き もの を楚ひ 去る 

ものである、 基督 者 各自に は 基督 的 良心の 在る あり、 之れ 聖靈の 光に 由り て 聖書 を 研究す るに 方り 第 

一 の權 威で ある、 學者 何者 ぞ、 智者 M 者ぞ、 今より 五 年 前に 於て は 世界中 若し 智者 學 者の 多き あり 

とせば そは獨 逸であった、 獨逸 ほど 人生の 事實 にっき 精通した る國 はなかった、 獨逸 ほど &i*Si の 批：^ 

的 研究の 練達した る國 はなかった、 誠に 米國の シカゴ、 HI ル、 ハ ー バ ー ド 諸大學 又は ュ-ー オン 神學 
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校より 獨 逸人の 研究の 結果 を 除かば 後に 何が 淺る 乎、 ュ 一一 オン 神學校 S 嘗て 曰く 我等の 神 學は獨 逸よ 

り學 ベり と、 誠に 然ぅ である、 カイ ム其他 前 揭の諸 大家 は 殆ど 皆獨 逸人 义は獨 逸 系の 學者 である、 故 

に 若し 知慧が 人生に 就て 何 かを敎 ふるもの ならん 乎、 獨逸は 今日の 慘 狀を呈 すべき 害がない、 然るに 

世界中の 智者 を 集めし 國が四 年 半の 間に 最も 憐 むべ き國と 化せし は 如何、 獨 逸神學 者の 說 如何な りと 

も 之に 我等の 靈を委 ぬる 能 はすと は 今 同の 戰 (辛の 與 へたる 犬なる 敎訓 である、 聖書 を 斥けて 人の 知慧 

に賴 らんと する 者に 對 して は 我等 は 一 言 「かの 獨逸を 見よ」 と 曰 ひて 之に 答 ふる 事が^ 來る、 單 純な 

る 基督 者の 實験 は神學 者の 學說 よりも 遙に 貴く ある。 

第一 ー此 預言 は 勿論 聖書の 一部に して エルサレム の 滅亡 を 示す ものな りと、 此說は M ルサレ ム 滅亡の 

歷 史に徵 して 甚だ 有力なる 解釋 である、 ヨセフ ァ ス の記錄 によれば H ルサレ ムは キリ ストの 此 言を發 

したる 後 三十 六年餘 にして 恰も 兹に 預言せられ たるが 如き 狀 態に 於て 滅亡した りと いふ、 加 之 一 一十 四 

A 早 三十 叫 節に M ルサ レム 滅亡の 意 を 示すべき 言が ある、 「我れ 誠に 汝 等に 吿 げん、 之 等の 事 悉く 成る 

まで 此民 は廢 せざる べし」 と、 玆に 「民」 と譯 せられし は 英語の g.eneration 希臘 語の g.enea にし 

て 「一代」 の 意 を 有する 語で ある、 卽ち 「之 等の la?- の 成就 を 現在 生存せ る 人々 の 目 を 以て 見る を 得べ 

し」 との 謂で ある、 然 らば 其 預言 は 近く 四十 年 以內に 起るべき H ルサ レムの 诚 亡に 關 する ものと 見る 

は適當 なる 解釋 である。 

然しながら 此說は 聖書の 解釋を 助く る も 其 權威を 失墜せ しむる、 何と なれば 爾後 四十 年 以內に ェ ル 

サ レム は 滅亡した りと 雖も キリ ス トは 再臨せ ざり しが 故に 彼 自身の 預言 は 外れたり と 言 はざる を 得な 

いからで ある、 之れ i め， 書 を 神の 言と して 受 くる 者の 信す る 能 はざる 所で ある。 


第三に エルサレム の 滅亡に 非す 世の 終に 關 する 言な りと、 genea を 「代」 と讀 ますして 邦譯 聖書 

め 如く 「K」 と 護 まば 此說を 主張す る 事が 屮：： 來る、 「此 と は 言 ふ 迄 もな く ユダヤ！ 5^ 族で ある、 而 

して ユダヤ 民族 は 未だ 亡びざる が 故に 基督 再臨の 預言の 成就 は 尙未來 にある を 妨げない、 エルサレム 

は 一 度び 亡ぶ る も 世の 終に 至って 囘 復し而 して 再び 大{# 判が 之に 臨む ので ある。 

エルサレムの 減 亡 か 世の 滅亡 か、 此 研究の 關ケ 原と 稱 すべき 分岐 點は g.ellea なる 一語の 解釋如 3： 

にある、 へ』 も 馬太傳 二十 六 章 六十 二 節の aparti  (此 後) と 均しく 再臨 信者 を 躓かし むる 事 多き 一語で 

ある、 聖書 研究の 闲難 は斯る 點に存 する、 然しながら genea を 「：！^」 と讀 むは 決して 理由な き 解釋で 

はない、 第一 此處に 「魔せ ざるべし」 と 記された る 語 は 次 節に 於て 「天地 は 終 せん、 され ど 我 言は廢 

せじ」 と あると； IE 1 の 語に して 「全然 消え去る」 の 意で ある、 故に これ を 「時代」 に 適 川して は 其の 

意義 明確 を缺 くに 反し 「民族」 に 適用 すれば 世の 終の 滅亡 を 示す ものと して 妥當 である、 第二 希臘語 

の g.enea 其 ものが 旣に ァラミ 語の 飜譯 である、 使徒 等 は して 此譯語 を 「代」 の 意に 川ゐ たる や 否 

や、 近頃 H 1 ル大學 敎授ト ー レ ー 氏 使徒 行 傅の 前半 を 試に ァラミ 語に 還元し たれば 難解の 語句 は 多く 

除去せられ たりと いふ、 g.enea も 亦 之をァ ラ ミ 語に 譯し 返して 見なければ ならない、 而 して 現に 七十 

人譯 聖書 屮舊 約の 「民」 の 字に 充 つるに 希 職 語 genea を 以てした る もの 數ケ所 あるに 徴 すれば 此場 

合に 於ても 亦 rK」 の 意に 解すべき に 非す やと 思 はる。 

此解 釋に對 して は權威 ある 學 者の 後援が ある、 有名なる ゴ ー、. テ— お 生が 八十 年 問の 聖書 研究の 結 raK 

を發 表せん として 筆 執りし 其；？ 取 後 の 著述 (馬 太傳の 研究) 巾に 於て かの 大 聖書 學者 は此. 説 を 主張して 

房る、 叉 彼と 同じく 篤信 家に して 博 學の點 に 於て は 彼 を 凌駕す る 均しく 端 西の 學者 ガウ セ ンも亦 同じ 
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意見で ある、 余輩 は 馬 太傳ー ー十g:^3fを世の終に關する預ーーーーr:と見て謬らざろを信する。 

然しながら 之 を 全然 世の 終に の み關 する もの と 見る は餘り に 局限 せられた るの 觀た きを 得な い 、 

のか  やの 5 へ 

「其 時 ユダヤに 居る^ は 山に 遁れ よ、 屋上に 在る もの は 其 家の 物 を 取らん とて 下る 勿れ …… 汝 等冬乂 

は 安息 口 に 逃る 事 を 免れん 爲に 祈れ」 (十六 ー サ節〕 と 言 ふが 如き は 全く ユダヤ 的の 語調で ある、 是に 

於て K に 第 四？？^ ある 所以で ある。 

0000000000000000000  0-0000000000 

第 四 H ルサ レム の 滅亡 を 預言す ると 同時に 敷ね て 世の 終 を 預言す るな りと、 此說 に對し て は 或は 

遁辭 なりとの 非難 あらん、 然しながら 斯の 如き は必 すし も 稀 有の 事で はない、 殊に 所謂 預言 心理 學 

(prophetic  psycllology) の 立場より すれば 最も 容 に 解し 得べき 事實 である、 例へば 兹に 一 靑年を 

訓誡 せんとす るに 方り 其當 面の 問題 を 論す ると 共に 埶ー情 溢れて 遂に 彼が 最後の 滅亡 を 訓誡し 更に 當面 

の 問題に 设歸 する が 如き は 蓋し 曰 常 普通の 事例で ある、 其の 如く ィ ヱ スも亦 エルサレム の 滅亡に 就て 

Jf;S ると 共に 彼の 心に 世界 終末 觀 湧き 來 りしが 故に _i ^頭 自ら 之に 轉じ 更に 叉 M ルサ レム 題に 復歸 した 

oooc-ooooocooooocooooooooooooooooo〇coooc 

ので あらう、 人類の 救 主たる 彼の 如きに ありて は 時事問題の 常に 絕對的 終局 的 色彩 を帶 ぶる は 誠に 富 

然の 事で ある、 而 して 我等の 實際的 經驗も 亦此事 赏を說 明す る、 此點に 於て 我等 日本人 は 西洋人より 

も 聖書 研究 上 ^レだ 有利なる 立場に 於て ある、 西洋人の 頭 腦は餘 りに 定義 を 重んじ 事物の 判然たる K 刖 

を 好む が 故に 斯 種の 消息 を 解す るに 困難で ある、 彼 か 此か其 一 を擇 ばす んばヒ まない、 然し 乍ら 聖書 

の 預言 は 或る 意味に 於て 日本 畫に 類す る、 靉隨 たる 暈抹の 中に 明確なる lEi: 刖を弃 する ので ある、 故に 

各自の 信仰の 實驗と 東洋の 美術的 思想と を 以てして 最も 良く 之 を解釋 する 事が 出来る、 馬 太傳ー 一十 四 

0O0OOOO0COOOOO00O00O00OOO 

章 は M ルサ レム の 滅亡と 枇の 終末との 混 滑的預 一一 lie である。 


世の 終末の {# 判 等の 問題 を 研究す るに 當 りて 先づ 明白なら しむべき は 聖書の 如 M なる 害なる 乎で あ 

る、 今日 多く 敎會內 に 於て 見る が 如き 聖書に 對 する 不信 は 措いて 問 はす、 之 を 己が 靈 魂の 糧 として 貴 

ぶ 人々 の 問に も 二 派の 別が ある、 其 一は 聖書 を 以て 神の 書な りと 爲す 者で ある、 その 謂 は 聖書が 單に 

00000000  みづか 

神の 一一 一一 11 なりと いふの みならす 叉 始終 一 貫した る 書な りと いふに 在る、 自ら 書 を 著 はした る經驗 ある 者 

は 知る、 何處 より ともなく 一  箇の 思想 我が 腦 中に 躍 出し 之 を 表現せ すん ば 止む 能 はすして 卽ち筆 を 執 

るので ある、 故に 其 表現の 完 否は训 として 虞 正の 著書に は必す 始終 一貫した る 思想が ある、 聖書 は 新 

葡約 六十 六 卷に分 たれ 其 記者 亦數十 人の 多き に 上る と 雖も祌 が 聖霊に 由て 彼等 をして 書か しめたる も 

の なれば 徹頭徹尾 一 貫した る 書 the  Bible である、 其 中に M 記 何 書何傳 等の IhM 分 ある は 恰も 筒 人の 

著書に 章節の 分類 ありて 各 特殊の 題目 を 有する と 異ならない、 創世記より 默示錄 に 至る 迄 唯一 卷の書 

であると、 之れ 古くより 多くの 信者の 抱きた る觀 念で ある、 然るに 义 他の 人々 は 曰 ふ 聖書 は 一 の 文學 

なりと、 文學と は： 1： ぞ、 數 多の 思想の 牧錄 である、 日本 文 學叉は 英文 學と言 ひて 假令 或る 共通の 色彩 

を 有せざる に 非す と雖も 到底 一 筒の 思想 を 以て 萸 徹せられ たる もので はない、 聖書 は 聖文學 the  sa- 

cred Literature と稱 する は 卽ち之 を ー卷の 書と 見ざる の 思想で ある、 是に 於て か 所謂 時代 m や 想 を 云 

爲し 聖書 の 眞理を 以て 時代の 產 物と 見做さん とする に 至る、 聖書 に關 する 近代の 著書 は 多く は此立 場 

に 在る 者で ある。 

二者 g れが して である 乎、 今 此處に 之 を 論議 せん 事 を 欲しない、 然しながら 唯一 事の 承知す ベ 

き は 聖書 は 一 卷の 書な りとの 思想に 侮るべからざる 理由 ある 事 之れ である、 近代 人 は祌が 聖靈を 以て 
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前後 千 五 In 年に 亙り 一 一十 冇餘の 人 をして 一 卷の寄 を 書かし めたり との 說を 間いて 一 笑に 附 すると 雖も 

余輩 は 彼等に 對 して 下の 如き 人々 の 著書 を 推薦せ んと 欲する、 

サ I。  n バ 1ト. ァンダ ソン、 彼 は 英國の 前 警視 總監 にして 驚くべき 常識 を 有した る實際 家で あつ 

た、 彼 は 勿論 敎師 ではない、 然しながら 平信徒の 立場に 於て 其晚 年の 生涯 を專ら 聖書の 研究に 獻げ 

幾多の 名 著述 を 遣して 最近に 世 を 逝った。 

A • J . ゴ ルドン、 彼はボ ス ト ンに 於け る 浸 禮敎會 の 牧師と して 有名なる フィリップ ス • ブ ルック 

ス と相對 して 立った、 而 して 雄 辯に 於て は 後者 を 推さざる を 得ざる も； i 昔 的 信仰に 於て は 前者 は 確 

かに 後者の 上であった。 

ァ I サ ー .T  . ピャ ソン、 米 國の產 みたる 最大 宗教家の 一 人で ある。 

ウイ ルバ I . チャッブ マン、 米國 長老 敎會の 牛耳 を 執りし 人で ある。 

C  .1  。 スコ フィ. I ルド、 近世に 至り 世界中の 平信徒 をして 聖書 を讀 ましむ るに 成功せ し 者で ある I 

彼 は 其 完全なる 聖書 知識 を 以て 聖書の 全部 を 己が 頭腦 中に 收 めし 觀が ある。 

其 他獨、 佛、 瑞 等の 學 者に 之 を 求 むれば ベンゲル、 ガウ セン、 ッァ， ン、 ゲ ス等擧 げて數 ふるに 違 

がない。 

聖書 は 赏 に ー卷の 書で ある、 故に 其の 全體を 通じて 同一 の 思想 を^ 示す る、 世の 終末の 審判に 關 する 

馬 太 偉一 一十 四 章の 敎へは 叉 聖書 全 體の敎 へで ある、 殊に 但以理 書 第 九- W 十は此 問題の 上に 大 なる 光 を與 

ふるもの である。 

仍以现 書に 就て 學 者の 論議す る 所 は 甚だ 多い、 就中 再臨 反對者 は歷々 嘲りて 曰 ふ、 再臨の 信仰 は仍 


以理 書より 出づ るに 非す やと、 然しながら 倫理的 歷 史的 立場より 書かれし ィ H ス 傅のば 取 大概 成と 稱せ 

らる \ カイ ム E く 「ィ H ス の 最も 愛讀 したる もの は 但以理 書な り、 之 を 名け てィ H スの 預言者と 稱す 

る を 得」 と、 以て 但以现 書の 價値 如何 を 知る 事が 出来る、 此書を 除いて 新約 聖， 書 を 解 せん 事 は 不可能 

である。 

汝の 民と 汝の聖 き 邑の爲 に 七十 週 を 定め 篮 かる …… 汝隨り 知るべし、 H ルサレ ムを建 直せと いふ 

命令の 出づ るより メシャ たる 1_ の 起る 迄に 七 週と 六十 二 週 あり …… 其 六十 二 週の 後に メシ ャ絕た 

れん …… 又 一 人の 君來 りて 邑と聖 所と を 毀たん、 …… 彼 一 週の 問 多くの 者と 問く 契約 を 結ばん… 

…斯て 遂に 其 定まれる 災害 殘 暴る \ 者の 上に 斜ぎ 降らん (ダ 一一 ェ ル書 九章廿 a 節 以下〕。 

選民の 救 扱の 爲に 七十 週 を 定め S かる、 その 七 週と 六十 二 週との 後に メシ ャ絕 たれん、 而 して；； 取 後に 

{番 判の 一 週 ありと 言 ふ、 當 時の ユダヤの 計算 法に 由れば 一 週と は 七 年で ある、 卽ち七 週 i: 十九 年と，： ハ 

十二 週 四百 三十 ra 年、 ダュ H ルが 啓示 を 受けて より 略々 此年 數を經 たる 後に キリスト は 卜 字 架に 釘け 

られ 給うた、 而 して 尙其 後に 一週 卽ち七 年の-藩 判の 時 ありと 預言 せらる、 然 らば 此 {さ 判の 時代 は歷史 

上 如何に 接 緩す るので ある 乎、 馬 太 偉一 一十 四韋の 預言 は 但以理 書の 何れの 時代に 關す るので ある 乎。 

此 問題に 對 して ス コフィ ー ルド、 ゲ ー ベラ イン 等 は 答へ て 曰 ふ 「イエ ス のべ テレ へ ムに 生れし 時 

方の 博士 等 は ユダヤ人の 王と して 生れ 給へ る 者 は何處 に在ナ やと 言 ひて 尋ね 來 りしが 如く 彼 は實に ュ 

グャ 人の 王と して 出現し 給うた、 彼 は 預言者 等の 預言した る 王國を 建設 せんが 爲に來 り 給うた ので あ 

る、 而 して 所謂 山上の垂訓 は 彼の 王 國に行 はるべき 雜法 にして 奇踏は 彼の 王國の 民た る^に 與ら るべ 

き 力であった、 然るに ユダヤ人 は 彼を迎 へなかった. 「彼 己の 阈に來 りしに 其 民 之 を 接け ざり き」、 
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彼等 は 己が 王た るべき ィ H スを捉 へ 之 を 異邦人に 渡して 共に 十字架に 釘け て 了った ので ある、 斯る民 

を 以て 天國を 建設す る 事 は出來 ない、 是に 於て か祌 は斷然 選お を 滅ぼし 給 ふ 乎、 若く は 別に 方法 を 立 

て 一 一千 年 叉 は 三千 年の 後 を 待ち 再び 選民 を 以て 其 本来の 目的 を 遂行し 給 ふ 乎、 一 一 者 其 一 を 選ぶ の 他な 

かった、 然るに 神 は 慈悲 深く 忍耐に 富み 給 ふ 神で ある、 彼 は ユダヤ人 を滅す 事を爲 さすして 終の 一週 

を 後の 時代に 延引し 給うた、 而 して 其 間へ 挿入す るに 所謂 「異邦人の 時代」 を 以てし 給うた ので ある 

(路加 傳サ 一章 廿四 節)、 異邦人の 時代 或は 又 之 を敎會 時代と いふ、 r 敎會」 の 觀念は 初より キリストの 

計畫 中に あつたの ではない、 彼が 此 世に 神の 國を 建設 せんとの 計畫を 選民の 不信の 故に 拋棄 せざる を 

得ざる に 至りて 新に 敎會 時代が 始まった ので ある、 而 して 敎會 時代の 終りし 後に 最後の 一週 は來 る、 

OO0OO000O0000O00O0O0O0O00O 

馬 太傳ー 一十 四 章 は卽ち 世の 終末の 一 週に 關 する 預言で ある」 と。 

此解釋 は 誠に 聖書 を 解し 易から しむる 說明 である、 斯く 神の 定め 給 ひし 「時代」 (dispensations) 

を 分ち て 聖書 を 讀む時 は從來 我等 を 苦め たる 多くの 難問題 を 解決す る 事が 出来る、 馬 太傳ー 一十 §： 章の 

外テサ ：！  二 ケ 後書 一 一章 一節 以下 又は 約 翰 默示錄 (或 學者は 之 を 馬太傳 一 一十 四 章の 註釋 として 見るべし 

とい ふ、 後者 は 前者の 縮圔 である) 等は此 延引せられ たる 一 週に 關 する 記事で ある、 之に 反し。 ハ ゥ 口 

の 書翰の 大部分 は敎會 時代に 關 する 書で ある、 敎會は 十字架と 終の 一週との 間に 挿入 せらる、 ユダヤ 

人自 から キリスト を 斥けた るの 結果 神の 特別に 造り 給 ひし 者が、 基督 者で ある、 換言すれば キリスト 

いさ 1 でし 

の 十 字 架の 功 を 信す るの みに 由て 異邦人 及び ユダヤ人 中より 呼び 屮 H され 而 して 終の 一 週の 始まらん と 

する に 先 だち て 其 數は滿 ち キリストの 新婦と して 携へ擧 げらる.^ 者、 之れ 卽ち 基督 者で ある、 故に 一 i 

音 書に 於て は 馬太傳 十六 章に 始めて 「敎 會」 なる 文字 を 見る も 之れ 明かに ィ H スの ユダヤ人に 棄 てら 


れ給 ひし 後の 思想で ある。 

馬太俾 二十 S1 章 は 世の 終の 時代に 關す る贸富 である、 終に 至て 此 世に 戰爭、 磯 筵、 疫病、 地震 等 あ 

り、 然る 後 キリストの 再來 ありて 世 は 改まる と 一一 目 ふ、 こ は 菜して ® ハ資 である 乎、 我等の 理性に 訴 へて 

信じ 得 べき 事で ある 乎、 近世 科 學は萬 物の 徐 々 的 進化 を敎 ふ るに 拘らす 人生 豈獨り 其 完成に 先 だち て 

大變動 を 要せん や、 然しながら 人生の 事實は 聖書の 言の 眞實 なる を證 して 餘 りが ある、 誰か 自己の 靈 

的救扬 の赏驗 を 語りて 我 は 自ら 識ら ざる 間に 徐々 として 基督 者と なれり と 言 ふ 者が ある 乎、 小く とも 

余 自身 は然ら す、 自ら 救 はれん と 欲して 躁 けば 躁く程 益々 深く 罪の 底に 陷り將 に 絡 望 せんとし たる 時 

忽ち 大 能の 手 降りて 余 を 救うた ので ある、 世界 は 今や 講和 會議の 結果 新しき 光 を 見る に 至らん 事 を 切 

望して 巳まない、 假に此 希望 は充 さる.^ とする も 何故に 二 千 萬の 人 を犧牲 としたる 大慘 劇を經 すして 

玆に 達しなかった 乎、 蓋し 光明の 前に 暗黑の 臨む は 人の 救 はる、 途な るが 故で ある、 其 事 は 昔 も 今 も 

變ら ない、 ノアの 時代に も 洪水 来りて 世 を 滅ぼし 然る 後に 新しき 光 は 臨んだ、 祌の 救の 手に 縱 らんが 

爲には 人 は 先 づ往く 所まで 往 かなければ ならない、 之れ 人類の 經驗の 示す 事實 である、 イエスの 終末 

觀は 進化論に 背く と雖も 人生の 事 實には 背かない ので ある。 

「民 起り て 民 を 責め 國は國 を 責め 幾饉 疫病 地震 所々 にあるな らん」 と、 平和の 時代に 之を讀 みて 殆 

ど 一 笑に 附 せざるを得ない、 然しながら 誰か 思 はざる 時に 大戰亂 の勃發 する たきを 保證し よう 乎、 

一 九 一 四 年 七月 米國の 或る 平和主義の 巨頭 は 数千の 聽 衆 を 集めて 戰爭絕 對的廢 止の 日の 切迫せ るを宣 

吿 した、 然るに 何ぞ圖 らん 爾後 二週間 を 出です して 未曾有の 世界 戰爭は 開始され たので ある、 人 は 今 

日の 如き 交通の 發 達と 農學の 進歩と を 以てして^ 界に 於け る 一 般的饑 謹 は 有り得べ からすと E 心 惟す る 
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も事赏 は然ら す、 先般 米 國 贪糧 大臣の 作製した る 地國に 由て 見れば 今や 全 歐洲は 機謹狀 態に 瀕しつ.^ 

ある、 就中 ：® しき は 露西亞 である、 世界中 最も 豊富なる 麥產 地に して 却て；； 取も贫 装なる 機饉狀 態に 陷 

る、 祌の饑 僅 を 地に 降さん とする や 其の 甚だ 容易なる を 思 はざる を 得ない、 疫病 亦然 り、 俾染 病豫防 

の 方法 は旣 に問然 する 所な きに 似た る も、 流行性感冒 は 全世界 を 襲うて 停止す る 所 を 知らす、 歐洲、 

北米、 南米、 疫洲、 印度、 南阿 等 皆 其 害 を 蒙らざる はなく、 本年 一 月 十五 日 迄に 之が 爲に斃 れし者 六 

ki 萬 を 竹  1- へ、 西班牙 國バ ルセ n ナ 市の 如き は 一日の 死者 千 二百 人に 上りし 事 あり、 誠に 恐るべき 世界 

的 疫病で ある、 而 して 我等 は 股 前に 其 害毒 を 目撃しながら 今日の 醫學を 以て 之 を 如何と もす る 事が 出 

來な いので ある。 

避け得べき戰ハ^^も之を避くるを得す、 脫れ 得べき 饑謹 疫病 も 亦 之 を 隐る \ 事が 出来たい、 然 らば 地 

震 は 如何、 地球 は 未だ 全く 冷却した るに 非す、 地表より 七 哩の下 は 今尙眞 紅の 火な りと いふ、 余を敎 

へたる 或る 地質 學者は 常に ：：： うた 「地球の 中心 は！： 體 なる 乎 溶液なる 乎 余 は 未だ 之 を 決^す る 能 はす、 

一週 中 三日 は 彼な らんと 思 ひ 四日 は此 ならん と 思 ふ」 と、 實に 何人も 地の 變 動に 就て 保證 する 事 は 出 

來 ない、 地震 學の 進歩の 故 を 以て 毫も 安心す ベから すで ある。 

愛 の 神 は 何故 に 斯 かる 患難 を 降し 給 ふ 乎、 何故 愛兒を 撫育す る の 態度に 出で 給 はざる 乎、 こ は 人 問 

の 中分で ある、 祌は 決し て：！： 等费吿 を 加 ふる 事な く 人 の雜 深き に 至て 不意に 之 を陷る k が 如き 無慈悲 

を 行 ひ 給 はない、 幾度び か 誡吿に 誡告 を <aii ね 忍耐に 忍耐 を 加へ て 悔改を 促し 給 ふ、 然れ ども 人の 之 を 

熟知し て尙從 はざる に 當り祌 は 何時 迄 も 慈 母 の 態度 を 緩け て 可な らん やで ある、 愛の神に 忍耐 の 絶 ゆ 

る 時が ある、 共 時卽ち 滅亡 忽ち 世に 至る ので ある。 


然 らば 神に 從 はざる 者 をして 其 注く 所に 往か しめん 乎、 而 して 我等 は 唯 神の 審判の 降る を 待たん 乎" 

否 神 は 人 を 造りて 之に 自由 意思 を 賦與し 給うた ので ある、 故に 今日 未だ 祌に從 はざる 者と 雖も明 口 或 

は悔改 むる に 至らん、 之れ 何人も 豫知 する 能 はざる 所で ある、 而 して 神 は 「憐澗 あり 恩惠 あり 怒る 事 

遲く 慈悲 深く して 災禍 を 悔い 給 ふ 者」 なれば 悔改 者に 對 して は必す 其の 定めた る 滅亡 を 取消し 給 ふ、 

故に 我等 をして 一 人な りと も 悔改に 導かし めよ、 屮：： 來 得る 限り 被 審判 者の 數を少 からしめ よ、 傳 道の 

意義 は 此處に 在る、 ゆの 終末の 切迫 を 知りて 我等 は 愈々 福音 の 宜傳に 熟 心 な る ベ きで ある。 (藤 井武 

i) 

十 人 童女の 纏】 喩 

馬太傳 二十 五 章  一， I 十三 節の 硏究 

一 九 一 九 年 三 n: 九 = ^京 神 田 靑年食 館に 於て 

イエスの 終末 観を俾 ふる^ 太傳 二十 四 五兩窣 中に 三 個の 譬喩が ある、 其 第一 は 僕の 譬喩で ある („^ 

E 章 四十 節 以下〕、 第一 一は 十 人 童女の 譬喩で ある (サ五 章 一 ー 十三 節)、 第三 は 委ねられし 銀の I 一  ^ 喩で ある 

(同 十 a— 三十 節 )、 而 して 新約聖書 全 體の敎 ふる 所より 見て 是 等の 三 輕喩は 全人 類に 關 する 敌 終- 蓝判を 

示す ものと 解す る 事が 屮 I 来ない、 三者は孰れも特に基督者に對する.器判又は恩^^ち辔喩でぁる， 僕と 
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は 「時に 及びて 糧を 彼等に 與 へさす る爲に 立てられ たる」 者に して 換言すれば 信者 を 導くべき 敎 役者 

である、 故に 第一 の 譬喩 は 牧者に 對 する 靡 判で ある、 委ねられし 銀と は 凡ての 信者 各自に 委ねら る& 

そ-フカん X つや う 

相 異なりた る寶 にして 彼等が 其總 勘定 を爲 さざる ベから ざる 日が 來 るので ある、 故に 第三の 譬喩 は 信 

者 各自に 對 する 審判で ある、 而 して 此ー 一 者の 中間に 在る 十 人 童女の 譬喩 は 信者 を圑體 として 見た る敎 

會に對 する 審判で ある、 童女 を 敎會の 意に 解す るに 就て は 聖書 中 多くの 根據が ある (哥林 多 後書 十一 

章 二 節、 默示錄 十四 章 四 節等參 照)、 牧者 敎導 者の 審判と 敎會の 寒 判と 信者 各自の 審判、 之れ 馬太傳 

一 一十 四 五 章に 互る 三 個の 譬喩の 內容 である。 

「其 時 天 國は燈 を 執りて 新 郞を迎 へに 出 づる十 人の 童女に 比 ふべ し」 とい ふ (サ五 章 一節)、 玆に所 

謂 「天 國」 と は 何の 意で ある 乎、 之 を 探らん が 爲には 馬太傳 十三 章を參 照すべき である、 十三 章に 於 

て も 亦 「天國 は 何々 の 如し」 と 首 ひて 七 個の 譬喩が 列擧 せらる k ので ある、 而 して 七 譬喩 は 譬喩 集に 

非す して 一 の歷史 である、 基督 敎會の 歷史を 七 個の 譬喩 を 以て 綴りた る ものである、 故に 天 國とは 天 

國其 者に 非す して 天國の 福音が 地上に 於て 經 過すべき 歷史の 謂 ひで ある、 十 人の 童女の 譬喩 亦然 り、 

キリストの 十字架より 其 再臨に 至る まで 卽ち 異邦人の 時 又は 敎會 時代の 歷 史に關 する 譬 喩 である、 

「天 國のー i 音の 地上に 於け る 經歷を 何に 比 へん 乎、 そ は燈を 執りて 新 郞を迎 へ に sr つる 十 人の 童女の 

如し」 とい ふので ある。  , 

パ レ スチナ 地方に 於いて は 結婚に 際し 或る 特別の 場合に は 新婦の 許に 新 郞を迎 ふる 事 今 も 行 はると 

い ふ、 こ は 士師記 十四 章に 示さる k が 如く サ ム ソ ンの 時代に 於て 旣に其 例 を 見た る 古き 風俗に して ィ 

ェ スの當 時 も 之に 類した る事實 があった ので あらう、 彼の 譬喩 は 常に 事實 を根據 とする ものである、 


而 して 新婦が 新 郞を迎 へんと する に當 りて は 美 はしき 童女 凡そ 十 人 を 選びて 之 を 己が 代理者と して 迎 

へに 出で しむる ので ある、 彼等 は 何れも 其 手に 燈を 携帶 する、 燈とは 我國に 於け る 古代の カンテラの 

如く 棒の 尖端に 燈の 心を附 して 之に 油 を 注ぎた る ものである、 然るに 童女 等の 中には 智き者 あり 又 愚 

かなる 者が ある、 其智き 者は燈 と共に 油 を 器に 滿 たして 之を携 ふる も 愚かなる 者 は 感興の 餘り油 を 忘 

れ蒼皇 として カンテラ のみ を擔 うて s,u じ 行く、 斯くて 彼等 は 待て ども 新 郞來ら す、 皆假寢 して 眠る、 

夜半ば にして 忽ち 聲 あり 曰く 「新 郞來れ り！」 と、 卽ち 彼等み な 起きて 燈を整 へんと する に智き 者の 

火 は 點ぜら る k も 愚なる 者の 燈は 消えて 點 かない、 玆に 於て 彼等 は智き 者に 其 油 を 分たん 事 を 請 ふ も 

聽 かれす、 依て 之 を 買 はんとて 往 きし 間に 鬥は閉 されて 復た 入る 事が 出來 ない との 譬喻 である、 イエ 

ス 始めに 此 卑近なる 例を捉 へて 語り 出せし 時 彼の 面に は 微笑が 漂うて 居た であらう、 然しながら 語り 

て 此處に 至り 「我 誠に 汝 等に 告げん、 我 は汝を 知らす」 と 言 ひし 時 彼 は 實に權 威 ある 預言者と 成り 給 

うたので ある。 

十 人の 童女 は 十の 敎會 である、 十と は 地上に 於け る 完成の 救なる が 故に 十の 敎會は 神の 許し 給 ひし 

丈け の 凡ての 敎會を 意味す る、 燈とは 何ぞ、 敎會 の機關 又は 制度と しての 外形で ある、 或は 禮拜 或は 

事業 或は 信仰 简條 等の 如き 皆 之に 屬 する、 油と は 何ぞ、 此 譬喩の 重點は 油に ある、 油の 有無に 由て 童 

女 等の 運命が 分る k ので ある、 信仰 上の 外形た る燈の 中に ありて 之に 光を與 ふる 油 は 果して 何で ある 

乎、 聖書に 於て 油の 最も 明白なる 意味 は聖靈 である、 「汝義 を 愛し 惡を 憎む、 是 故に 祌卽ち 汝の神 は 

喜びの 油 を 以て 汝の 侶よりも 愈り て汝に 注げり」 (へ ブル 書 一章 九 節)、 「此 ナザレより 出で たる ィ ェ ス 

は 神より 聖靈と >v 能 を 以て 油 を 注がれ 云々」 (行傳 十 章卅八 節)、 叉 キリ ストと は メシアの 希臘譯 にして 
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メシア は 「汕 注がれた る 者」 の 意で ある、 凡ての 基督 者 も 亦 彼に 在て 油 を 注がれた る 者で ある、 故に 

油 は聖靈 を 代表す と 見る は 最も 適當 なる 解釋 である。 

とらし び  かしこ 

十の 敎會 あり、 $1 新 郞を迎 へんが 爲に 立つ、 而 して 共に 信仰的 外形た る 燈を携 ふ、 然れ ども 智き者 

と 愚かなる 者と あり、 智き者 は 衷に聖 靈の油 を 有する も 愚かなる 者 は 之 を 有せす、 新郞來 る事遲 くし 

て 彼等 は 悉く， 假寢に 耽ける、 やがて 「新郎 来れり」 との 聲響 くや 聖霊の 油 ある 者 は 之を迎 ふる も 油な 

き 者は迎 ふる を 得すと、 譬喩の 大意 は 之で ある、 而 して 敎會の 歷史は 明白に 其 露 實を證 明す るので あ 

る。 

OO0000O0O000000O0OOOOO 

敎會は 本來新 郞を迎 へ んが爲 に 起り しもので ある、 基督 臨の 信仰 を 嘲らん と 欲する 者 は 嘲る ベ し、 

然しながら 初代の 敎 會が此 信仰 を 以て 起り たるの 事 實は之 を 如何と もす る 事が 出来ない、 新約聖書 屮 

最も 舊き 書翰 はテサ a  -ーケ 前書で ある、 初代 敎 きの 實狀を 探らん と 欲する 者 は 先づ此 書に 就かな けれ 

ばなら ない、 而 して 此 書は始 よりして 曰 ふ r 汝 等が 信仰に 由て 行 ひ 愛に 由て 勞し 我等の 主ィ ェ ス キリ 

スト を 望む に 由て 忍ぶ」 と >  また r 汝等 偶像 を棄て 祌に歸 して 活ける 眞の祌 に 事へ 其 子の 天より 來る 

0  0  0  0  O0OO0O0OO00O0O000OOO00O00OO0O 

を 待つ」 と、 若し 基督 W 臨の 信仰な かりせば 基 哲敎會 は 興らなかった ので ある、 敎 會歷史 のせ 界的權 

威た るァ ドルフ . ハ ー ナックの 如き は 自ら ー冉 臨の 信仰 を 有せざる に拘 らす尙 其冷靜 なる 學者的 立場よ 

り此事 を斷霄 して 揮らない の である。 

十の 敎會は 皆 新 郞を迎 へんが 爲に燈 を 執って 立った、 然しながら 新郎 は來ら ない、 百年 五 百年 叉 干 

年 一 一千 年 を經れ ども 新郎 は 末 だ來ら ない、 斯くて 小き 童女 等の 皆假寢 したる が 如く 敎會も 亦擧っ て陲 

眠の 狀 態に 陷 つた、 其 牛が 醒めて 居った ので はない、 再臨 信者 も然ら ざる 者 も 共に 眠った ので ある、 


ト字架 叉 は聖靈 等に 就て は 忘れざる も 再臨 は 之 を 忘れた ので ある、 美 はしき 十 人の 童女、 其智 き^も 

愚かなる 者 も 皆燈を 手に して 眠りし が 如く 凡ての 敎會は 洗 禮晚餐 式 祈禱會 慈善事業 等 を 共に しつ K キ 

リストの 再臨 を 忘れて 了った ので ある。 

然るに 夜旣に 更けて 暗黑 其の 絶頂に 達し 將 さに 明け初めん とする 頃 「新 郞來 りぬ」 との 聲は 響きて、 

均しく 眠れる 童女 等の 中智き 者と 愚かなる 者と は 1; 然相 分た る k ので ある、 キリス ト搏び 來り給 ふ 時 

000C00O00O0CO  0OO000000OOOOOOO00  00000  000OOO 

敎會は 劃然 二 個に 區別 せらる、 聖靈の 油 を 有する 者と 之 を 有せざる 者と、 二者 は 左右に 151:^ せられ、 

而 して 前者の みが 彼 を迎へ 得る ので ある、 再臨 を 嘲る 者よ、 汝等之 を 嘲る は 可な り、 然れ ども 若し キ 

リ スト 菜して ー冉 臨して 此處に 立ちたら ば 如何、 其 時 之 を ユダヤ 思想な りと 言 ひ 得る 乎、 其 時 は 祌學も 

敎職も 敎派も 何の 用 あるな し、 唯 彼 を迎へ 得る 乎 或は 迎へ 得すして 周章 狼 狼す る 乎 一 一 者 其 一 あるの み 

である、 故に 再臨 信者 は 曰 ふ、 再臨の 時 迄 待たん と、 敎 参の 眞偽は 其 時に 至て 判明す るので ある。 

新郎 は 未だ 来らな い、 然しながら 注意す ベ き は 五十 餘年前 より 基督 敎界に 於て 響きつ k ある 商き 叫 

びで ある、 最も優^^なる學者等が祈禱を以て聖書を研究したる結果、 基督敎信仰の根本は基^^の挥臨 

にあり、 之な くして 眞 の敎會 あるな しと 唱 ふるに 至った、 聖書 註解 者 中 知識と 信仰との 谜全を 以て 稱 

せらる k 有名なる ランゲの 註釋 (一 八 六 三年 版) に 依れば 其 頃より して 多くの 神學 者が 再臨 を 高唱す 

るに 至った ので ある、 此叫ぴ は 某して 何で ある 乎、 之れ 「新郞 来れり」 との 聲 ではない 乎、 然 らば 卽 

ち 時勢 は 旣に暗 黑の絕 頂に 達した ので ある、 而 して 今日 迄 敎會は 悉く 眠りた る も 今 や： E 處 よりと もな 

く 「新郎 來れ り」 との 叫び は閜 えて 人々 皆 醒めん としつ、 あるので ある。 

此 聲を聽 いて 旣に 多くの 人 は 眠より 醒めた、 彼等 は S 臨の 信仰 を 抱きて より 聖書 を 全く 新なる 書と 

十 人 童女の 六 九九 
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見、 新生の 喜びに 似た る 經驗を 繰返しつ & ある、 米國の 如き 常識の 發 達した る國に 於て 昨年 五月に 開 

かれた る 費府の W 臨 大會は 近時 稀に 見る 盛會 であった、 其 壇に 立ちし 者 は 狂 熱の 人に 非す して 冷靜な 

る學 者であった、 而も 三日間 寸刻の 弛緩 を も 感じなかった とい ふ、 又 十 一 月の 紐 育大會 も同樣 であ 

る、 當夜は 戰爭中 飛行機 襲来 を 恐れて 久しく 實 行した る 電燈の 禁令 を 解かれし 第一 夜に して 巿 の 心 

自ら 浮き立ち たる 折な りしに 拘ら す、 力 ー ネギ ー 會 堂に 會衆充 滿し其 溢れた る 部分 は 更に 他の 會 堂に 

之 を牧容 したりと いふ、 然るに 他方に 於て は 又 幾多 の祌 學者敎 役者 等が 口 を 極めて 再臨の 信仰 を 篤り 

つ k ある、 或は 之 を 迷信と 呼び 或は 猶太 思想と 稱 して 反對を 試みつ i ある、 實に 「新郎 来れり」 との 

聲に 由て 基督 敎會は 一 一個に 分裂した ので ある、 再臨の 信仰 は敎會 を兩斷 する 信仰で ある。 

反 對者は 何故 之 を 信す る 事が 出来ない ので ある 乎、 蓋し 彼等に 油な きが 故で はない 乎、 彼等に 燈の 
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外形の みあり て 之に 永遠の 光と 熱と 生命と を與 ふる 聖靈の 油な きが 故で はない 乎、 或 時人 は 各 唯一 人 

となりて 神の 前に 引出さる i 事が ある、 其 時 信仰 上の 外形 は 一 も 自己の 心を滿 足せし むる に 足らない、 

敎會 への 出席、 傳道 金の 寄附、 慈善事業 又は 傳道 事業 等を數 へて 自ら 慰めん と 欲する も 少しも 慰む る 

事が 出来ない、 誠に ジョン • バン ヤンの 一一 ーーロ ひしが 如く 假令 地獄に 落つ ると も 我等 は 唯 だ 額 を 舉げて 我 

爲に 十字架に つきし ィ H ス キリス トを 仰ぐ のみで ある、 祌が 我等の 爲に 倫へ 給 ひし 十字架の 贖 を 信す 

るより 外に 我等の 義 とせら る、 途 はない ので ある、 而 して 之 を 信じて 聖靈の 油 を 豊かに 受けた る 者 は 

キリストの 再臨 を 聞いて 決して 之 を 嘲らない、 再臨 反 對者は 油 を 有せざる 者で ある、 彼等 は 再臨の 時 

に 至りて 愚かなる 童女の 如くに 狼报 する であらう、 然しながら 其 時 油 を 有て る 者 は 之 を頒っ 事が 出來 

ない。 神 は 聖靈の 油の みは 之を餘 分に 與へ給 はない、 其 人 一人に 足る 丈け である、 我等 は 各自 神に 求 


めて 充 されなければ ならない ので ある。 

新郎 は 未だ 来らない、 尙ほ暫 し 油 を 買 ふべき 時が ある、 「何故 糧 にも あらぬ 者の 爲に 金を屮 いし 飽く 

事 を 得ざる ものの 爲に勞 する や、 我に 聽き從 へ、 さらば 汝等 美き 物 を 食 ふ を 得、 油 を もて 共の 靈魂を 

樂 します る を 得ん」 と (ィ ザャ書 五十 五 章 二 節〕、 眠れる 者よ、 速に 醒めて 往 きて 汝の油 を 買へ、 然らす 

んば 時旣に 過ぎて 終に 復た 如何と もす ベ からざる に 至る であらう、 十 人 童女 の 譬喻は 談笑 の 間に 之 を 

語り 得る と 雖も其 中に 無限の 敎訓が ある、 人の 運命に 就て 敎 ふるもの にして 之よりも 深き もの を考ふ 

る 事が 出来ない。 (藤 井武 筆記) 

附言 再臨と 非 再臨、 再臨 信者と 非 再臨 信者、 「新郎 来れり」 との 聲に 由り て 基督 敎會は 割 然と 兩 

分せられ たので ある、 是れ 主の 敎へ給 ひし 所であって 人 は 之 を 如何と もす る 事が 出来ない、 兩 者の 

§1 に 合同 は 不可能で ある、 敎會の 政治家に して 聖書 を 究めて 此 事を覺 るなら ば 彼等 は 無益の 調停 を 

試みない であらう。 


地上 再會の 希望 

一 九 一 八 年 十 一 月 九日 午後 東京 祌田靑 年侖" 館に 開かれた る W 臨 大會に 於け る 講演 

我れ 汝 等に 告げん、 今より 後汝 等と 共に 新しき 物 を 我 父の 國に飮 まん 日まで は W び こ の 葡萄に て 

地上 再 倉 の US 望  七 0 一 
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造れる 物を飮 まじ (腐 太 傳廿六 章サ九 節。 可傳 十四 草廿 五節、 加傳廿 二き ャ 十八 節 參 照〕。 

しろ  お 

共觀 福音書 記者 等はィ H スの 最後の晩餐 を 記す に當り 三人 共 此の  一 一一 一一 n を附 加せ すして は 措かな かつ 

た、 イエス は 玆に曰 ひ 給うた ので ある 「之れ 最後に して 最後に 非す、 今より 後 再び 父の 國 にて 汝 等と 

共に 葡萄に て 造りた る 新しき 物 (葡萄に て 造れる 物と は 葡萄酒に 非す して 葡萄の 汁な らんと は 有力な 

る解釋 である) を 飮む時 あるべし、 其 時 來る迄 汝等は 度々 築 ひて 之を飮 みて 我が 來るを 待つべし」 と、 

離^の 辭 として 實に美 はしき ものである、 若し 我等 自身の 世 を 去らん とする 時 愛する 友人に 對 して 斯 

かる 言 を發 したりと せば 一 曆 適切に 其 情趣 を 味 ふ 事が 出来る、 然しながら 玆に 一 の大 なる 問題が ある、 

今より 後 再び 汝等 と共に 葡萄に て 造れる 新しき 物 を 父の 國 にて 飮む日 ありと は 如 M、 キリ ストの 其靈 

を 以て 弟子 等の 心に 宿り 給 ふ 事 は：^ 人 も 之 を 信す る も 死にた る 者が 今一度び 杯 を 交 はし 得と は 菜し 

て 何の 謂で ある 乎、 惟 ふに 古来 幾人の 信者が 此處に 躓かなかった であらう 乎。 

ス T1 づト ランド  ェクス ボ ジ T  ス 

余 は 試に 之 を 余の 書齋に 於け る數 多の 無言の 師に 就て 問うて 見た、 先 づ蘇國 の碩挙 にして 註 解 者 

希 職 語 聖書の 筆者なる A . ブル ー ス 博士に 問うて 見た、 彼 は 曰 ふ、 之れ 散文 を 以てせる 詩に して 感情 

を^ はす ものに 外なら す、 新しき 物と は卽ち 聖靈の 葡萄酒な りと、 次に 費 府聖公 會祌學 校の 希 職 語 

インタ；' -ンョ ナルケ リ+ カル コンパ，.' タリ I 

敎授 にして 萬國 批評 的 註解 書中 馬 可 傅の 記者なる グ ー ルド 先生 も亦此 語の 物的 解 釋に對 して は大 

反 對を唱 へて 居る、 同じ 註解 書中 馬 太 傅の 記者 アレン 氏 も 同様、 或點に 於て は遙 かに 正統 的なる ブラ 

ンマ ー 氏の 路加 俾も亦 全然 同様で ある、 之 等 諸 先生に して 旣に然 り、 ； W んゃ カイ ム、 プ フライ デレル、 

ダイス 等の 解釋に 至て は 言 ふ 迄 もない ので ある。 


斯の 如く 多くの 權威 ある 學 者が 靈 的解釋 を 維持す るに 對 しまた 明，：： なる 物的 解釋を 主張す る 偉大な 

る學 者が ある、、 其 第一 は 近世 聖書 研究の 祖と稱 せられ 未だ 彼 を 知らざる *f は 共に 聖書 を 語る に 足らす 

と稱 せらる、 先の 獨逸ス ツット ガルトの 聖書 學 者べ ン ゲルで ある、 其 第一 一は 聖書 註解の 王と 呼ばれ 深 

遠 該博なる 知識 を 有し 多くの 問題に 就き 设大 の權 威なる H .A.w マイヤ ー である、 其 第三 は 尊敬す 

べき 篤信の 學者瑞 西 人 F  .ゴーデーでぁる、 彼等 は 皆 曰 ふ、 此語は 之 を 文字 通に 解せ ざるべ からす、 

ィ H ス W び 其 弟子 等と 共に 葡萄に て 造れる 新しき 物 を 神の 國に 於て 飮む時 あるな りと。 

ぶ だ うしる 

死 に し 者 甦り て 再び 葡萄 の 汁 を 飮む時 ある べしと いふ、 信仰 問題と し て は 單 純に 之 を 信す る を ん- 

然しながら 舉術 上の 問題と して は 如何、 斯の 如き 事赏は して 有り得る であらう 乎、 科 风チの 立場より 

見て 復活と いひ 再臨と いふが 如き は 全く 意味な き 一 篇の 詩で あるまい 乎。 
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然り沒 活叉は 再臨 は 詩で ある、 然れ ども 偉大なる 詩で ある、 静 以上の 詩で ある、 ~~The  return  ci 

Christ  is  the  cosmicul  affiiir  " (基督の 再臨 は 宇宙 的 出来事な り)、 神の 造り 給 ひし 宇宙 は 決して 共 

力 を消靈 した もので はない、 神 は 宇宙に 尙 無限の 力 を 貯へ給 ふ、 而 して キリスト 来り 給 ふ 時 此の 力に 

由て 我等の 身 體は救 はれ 世界 萬 物 迄が 救 はる.^ ので ある、 再臨 义は 復活 は 決して 學問上 全く 說明 すべ 

からざる 出來攀 ではない、 之 を 非科學 的と 嘲る 者 は 大抵 科學の 知識に 乏しき 牧師 祌學者 等で ある" 

令假に 東京 全市に 燈火を 供す る 唯一 の 電氣會 社 ありと せよ、 其處に 一 人の 技師 ありん r- ゃ蓄 へられた る 

電氣を 放たん として 時 を 待ちつ \ ある. 而 して 時 到らん 乎、 スヰ ツチ ー旋 忽ち 暗 Mi の 街 は 化して 光明 

の 都と なる ので ある . 神 も 亦斯の 如し、 神 は 宇宙の 中心に ありて 自己の H ネル ギ ー を 限な く貯 へ 給 ふ 

而 して 人 は 其 好む が 儘に 云爲 すと 雖も 祌は默 して 待ち 給 ふので ある、 やがて 其 時 到らん 乎、 神 は 其の 
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天使 をして スヰ ツチ をー旋 せしめ 給 ふ、 而 して 見よ- 全 宇宙の エネ ルギ ー は發 動し 死者 は 復活し 萬 物 

は 復興し 人の 心 未だ 思 はざる 大 なる 事 實が實 現す るので ある、 其 時 我等 は 復活 體を 以て 再び 地上に 主 

キリストと 相 會し豐 熟せる 葡萄に て 造りし 甘き 新しき 汁を飮 みて 共に 我等の 救 を 感謝し 祌の惠 を 讚美 

する であらう、 「今より 後汝 等と 共に 新しき 物 を 我 父の 國に飮 まん 日」、 然り、 其 曰 は 確かに 来る、 

之 を 信じて 全 宇宙 は 詩 以上の 犬なる 詩と なる ので ある。 

嘗て 佛國の 一 婦人 マダム . クリ Hl、 ラヂゥ ムを發 見せし より 其 有する 驚くべき H ネル ギ，' が 研究 

されつ、 ある、 研究の 結 茶に 由れば 豆 大のラ ヂゥム の 中に 含まる.^  H ネル ギ ー は 之 を 十分に 利用 せん 

には大 列車 をして 地球 を 一 週せ しむる に 足る とい ふ、 而 して 凡ての 物が 皆 ラヂゥ ムに變 化し 得る とい 

ふ、 卽ち 一 片の 石塊 も 亦 この ラヂ ゥム たり 得べ しと、 然 らば 宇宙に 蓄藏 せらる k エネ ルギ ー の 總量は 

我等の 想像し 得ざる 所で ある、 神 一度び 此の 無限の 力 を 使用し 給 はん 乎、 死者の 復活 何 か あらん、 世 

界の 一 變何か あらん、 死にた る 後 信者 再び 相會 して 葡萄に て 造れる 新しき 物 を 共に 飲む 事何ぞ i しむ 

に 足らん、 神 は 此事を 成す の 力 を 有し 給 ふ、 而 して 聖書 は祌の カを傳 ふるの 首で ある、 我等 は 唯 文字 

通りに 之 を解釋 すべきの み、 之れ 聖書の 眞 正なる 讀方 である、 之れ 聖書に 對し 信者の 取るべき 當然な 

る 態度で ある。 (藤 井武 筆記) 

附記 パ レ スチナ の 地 は 善良なる 葡萄の 產出を 以て 有名で ある、 民 數紀略 十三 章廿三 節に 曰く 「彼 

等 H シコ ルの 谷に 至り、 そこより 一 房の 葡萄の なれる 枝 を砍り 取りて 之 を 竿に 貫き 一 一人に て 之を擔 

り」 と、 近頃の 事であった、 ュダ 人の 此 地に 移住せ る 者に 由て 栽培 せられし 葡萄 は 之 を 世界 第一 と 

稱 せらる X カリ ホル 一一 ャ產の 物に 比べて 更らに 其 上に 位ゐ せし と 云 ふ、 改造 後の パ レス チナに 於て 


信者が 主と 共に 飲む 果汁 は斯る 葡萄より 成りし 者で あらう、 又 敎會に 於て 執行 せらる、 聖晚餐 式の 

意味 は兹に 在る ので ある、 是れ 過去に 於け る キリストの 功績 を 記念す るた め C 俵 式で はない、 未來 

に 於け る 再會を 期す るた めの 祝实 である。 


馬 太 傳第廿 六 章 六十 四 節に 就て 

一 九 一 八 年 六お 七日 午後 礼 幌獨立 敎會內 に 設けられし 該地敎 役者 食に 於て 述べし 所 

ィ H ス 彼に 曰 ひける は、 汝が言 へる 如し、 且 我れ 汝 等に 告げん、 此後、 人の子、 大権の 右に 坐し 

天の 雲に 乘 りて 来る を汝等 見るべし。 

此 一 節 は キリ ストの 再臨 を 論す るに 於て 最も 重要なる ものである、 之 を 我等 再臨 を 信す る 者の 側よ 

り 言 はん 乎、 此語は キリストの 己が 死 を 賭して 發し給 ひし 最後の 一 言であって 其の 重き * 比な しで あ 

る、 彼 は 此語を 發し給 ひしが 故に 遂に 死刑の {ー 曰； 吿を受 くるに 至った ので ある、 何人に 取ても 其 生涯に 

於け る 最後の 一言 ほど 重き を爲す もの はない、 我等の 主の 場合に 於ても 亦爾 うで ある、 彼れ の 公然と 

發し給 ひし 此の 最後の 一 言 は實に 彼の 全生涯の 主義 主張 を 簡約して 述べられ たる ものと 言に ざる を 得 

ない、 而 して 其 一言の 中に 彼 は 明，：：： に 彼の 再臨 を 唱へ給 ふたので ある、 臨 は キリス 卜 御自身の 信仰 

馬 太 傳笫ず 六 六十 SIW に 就て  七 ot 
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に 非す して 彼の あ 子等の 信仰 を 彼の ロを藉 りて 述べし ものな りとの 說は 第一 節に 照して 之 を 維持す る 

に 甚だ 困難なる 事 明白で ある。 

而 して 其 事 は 再臨 反對 論者 も 亦 之を認 むる ので ある、 彼等と 雖も此 一 節の 場合に 於て 之 を キリスト 

自身の 言に 非す して 弟子 等の 思想 を キリ ストに 移して 述べた る ものな りと 主張す る 事 は 出来ない、 玆 

に 於て 彼等 は此 一 節 を 下の 如くに 解釋 する ので ある、 曰く 「キリ スト は 此處に 再臨 信者の 述ぶ るが 如 

く 俄然 的 来臨 を 述べた ので はない、 彼は此 後人の 子 大權の 右に 坐し 雲に 乘 りて 来る 云々 と言うた ので 

ある、 卽ち彼 は 此語を 以て 此時 以來速 1^ 的に 來臨 する 事 を 述べ 給うた ので ある」 と。 

「此 後」 さ) *  is-ti 之れ 彼等 反對 論者の 高調して 已 まざる 一 語で ある、 此 後天の 雲に 乘 りて 來る 云々 

である、 卽ち キリスト は 此時を 始めと して 何時 迄 も 來り給 ふとい ふので ある、 故に ペンテ コステ の 日 

に 於け る 聖靈の 降臨 も 確かに キリストの 再臨であった、 綾いて H ルサ レム の 滅亡 も 亦 キリストの 搏臨 

であった、 其 他 信者 各自の 心に 臨みし 聖靈の 力、 また の 世に 臨みし 歷 史的 { さ 判、 是れ皆 キリストの 

苒臨 である、 之 を 措いて 他に 彼れ の搏 臨を認 むる の 必要 はない、 キリスト は 明白に 此 後と 言 ひて、 或 

る 時 を 定めて 特^に 來 ると は 霄ひ 給はなかった ので ある、 故に 此 一 節に 於て キリスト は 自己の 再臨 を 

述 ベ 給 ひしと 雖もそ は 再臨 信者 の唱 ふるが 如く 號 令と 天使の 長の 聲と神 の ラッパ を以 て ；大 より 降り 給 

ふとい ふが 如き 意味に 於て に 非す と 言 ふので ある、 而 して 此解釋 は 一 見して 誠に 明白なる 說 明なる が 

如くに 兑 ゆる。 

然し 乍ら 此點に 就き 少しく 我等の 研究 を 進む る 時 は反對 論者の 言 ふ 處に理 出な きを 發 見す るので あ 

る、 今 先 づ之を 馬 可傳に 就て 見る に 其 第 十四 章 六十 二 節に 左の 如き 言が ある、 


ィ ェ ス n ひける は然り 人の子 大權の 右に 坐し； 大の 雲の 中に 現 はれ 來る を汝等 見るべし、 

^ちお 太俾に 於け るが 如き 此後 (aly  arti) なる 語 は 馬 可傳の 記事 中には 之 を 見ない ので ある、 而 して 

膂通 聖書 學者 の 說く處 に よれば 馬 可傳は 最も 信賴す べき ィ H ス俾 であって 路加 傳又 は 馬 太俾は 何れも 

馬 可傳 を根據 として 書かれし ものであるとの 事で ある、 故に ィ H ス傳を 論す るに 當り 最も m, きを 爲す 

もの は 馬可傳 である、 從て其 立場より すれば 此 場合に 於ても 亦 馬 可 傅の 1  一一 一口 を 以て 最も 信頓 すべき もの 

と爲さ る を 得ない、 而 して 其の 馬 可傳に 於て は 論者の 高調す る此後 (aly  arti ) たる 語が 除かれて あ 

るので ある、 若し 他の 場合な らんに は 論者 は 必すゃ 馬 可 傅の 優勝 權 (priority  ) を 維持す るで あらう、 

而 して 他の 福音書 の 記事 は 馬可傳 の 記事 を 以て 之 を 訂正す る で あらう、 然 らば 何故 此 場合 に 於ても 特 

に 馬 太 傅の 記事に 重き を 置きて 馬 可 傅の 記事 を 顧みない ので ある 乎、 若し 歷 史的に 最も 愤値 ある 馬 可 

傅に 此後 (ョ y  ill.ti) なる 語が 除かれて あるならば 之 を 以て キリ ストの 言と 認む るが 正當 ではない 乎、 

ち キリスト は 「此後 云々」 と 言 ひ 給 ひしに 非す、 單に 「人の子 大權の 右に 坐し 天の 雲の 屮に現 はれ 

て來 るを汝 見るべし」 と 言 ひ 給うた ので ある、 而 して 此 一一 一一 c に 依れば- 冉臨 信者の 信す る 如く キリス トは 

未来に 於け る 或る 特^の 時 を 期して 再び 現 はれ 給 ふの is なる 事 を 認めざる を 得ない。 

飜 つて 馬 太 傅の 言に 就て 見ても 必 すし も反對 論お の 論す るが 如くに 之 を 解す るの 必要 はない ので あ 

る、 up-  なる 希 臘語は 此の 場合に 於て 果して 之 を 字義 通りに 「今より 後」 と譯 すべき 乎る 乎、 之 

れ 疑問で ある、 日本語に 於ても r 爾今」 と 一一 一一 n ひて 或は 之 を 未来と いふが 如き 意味に 於て 用ゐら る、 事 

が ある、 言語 は必 すし も 其 字義 を 以て 解す る 能 はす、 其の 用法 (usage) に據ら なければ たらない、 故 

に 馬 太 傳註釋 者と して 世界的 權 威た る W  •  C  . アレン 氏の 如きが 其の 萬 國批！ ^的 註 釋書馬 太 傅に 於 
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て此 一 節 を 論す るに 當り ap*  arti の 意味 を定 むる は 困難 (di ま cult) なりと 一一 目うて 居る ので ある (同書 

一 一八 ra 頁 を 見よ)、 而 して 氏 は 此語を 以て 單に 未來を 意味す る ものと 解し キリス トは玆 に 彼が 現在の 

メシアに 非す して 未来の メシアなる 事 を 述べ 給うた ので あるとの 說明を 下して 居る、 何れにせよ ap、 

s-ti の 一 語 は語學 上より 見て 意味 不明で ある、 故に 此 一 語に 基づきて キリストの 再臨 觀を 決する は甚 

だ闲難 である。 

薪の みならす 文法 上より 解して ap-  arii 卽ち此 後なる 語 は 「天の 雲に 乘 りて 来る」 との 言に 關聯せ 

しめて 解すべき か 否か 大 なる 問題で ある、 聖書 註解の 王と 稱 せらる、 マイヤ ー の 如き は 其の 馬 太傳註 

1； 書 第 六 版に 於て は反對 論者の 唱 ふるが 如くに キ U スト は 玆に其 時 以來の 連 鑌的苒 臨 を 語り 給へ りと 

述べた るが、 其 七 版 卽ち彼 自身の 編 » に 係る 最後の 新版に 於て は 之 を 訂正した ので ある、 卽ち彼 は 曰 

ふ rap-  su.ti は 嚴密に 言へば 大權の 右に 坐し なる 文字に のみ 關す、 天の 雲に 乘 りて 来る は 其の 結果な 

り」 と (同書 獨逸 原版 四 六 九 頁 を 見よ)、 卽ち 彼の 解釋 によれば 天の 雲に 乘 りて 来る 云々 は ap-  arti 

と は 直接の 關係 なき 離れた る 語で ある、 而 して 之れ キリストの 或る時に 至り 特^に 來り給 ふ 事 を 示す 

語で ある、 其 他 英國に 於け る 近来の 馬 太傅學 者た るマク 一一 ー ル 氏の 如き も 之れ と 同様の 解釋を 下して 

居る ので ある、 然るに， マ. j あるに 拘らす マイヤ ー の 舊解釋 又は 萬 國批詐 的 註解 書の 馬 可俾に 於け る E  • 

P  • グー ルド 博士の 言 (二 七 九 を 引いて ap>  arti を 「來 る」 なる 文字に 附 して 讀む者 ある も 之れ 教 

も權威 ある 註解 者の 取らざる 處 である。 

故に 馬 太 傳第廿 六 章 六十 四 節の 曾 を 以て キリストが 最終の en に 特^に 再 顯し給 ふ 事 を 敎へ給 ひしに 

非す と 解す る 事 は 出来ない、 馬 可 傳が共 最も 良き 證明 者で ある、 而 して マイヤ ー、 マ クー II ル 等が 其 


の蔬蓄 せる 學識の 結 として 述べた る 4^ 後の 言が 此 事を敎 ふるので ある、 依て 此 一 節の 反 封 論者の 解 
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釋の 如き 速 續的來 臨を說 くものに 非す して. 冉臨 信者の 唱 ふる 俄然 的 W 臨を敎 ふるものと 見て 謬な き 事 

を 知る の である。 

靳く言 ひ て 余輩 は W 臨 以前に- 冉臨 なしと 言 ふ の で はな い 、 聖書に 於 いて キリス トの 再臨 を 示す 語と 

して 用 ゐられ しものに 一 一つ ある、 共 一 は g-chomai であって 其 一 一は づ arcusia である、 前者 は 一 般的 

の 語に して 英語の come と 同じく 彼れ の 来り 給 ふ 事 を 意味す る、 卽ち 常に 來り給 ひつ、 ある 叉た 終に 

來り給 ふとの 意味 を 通す る 語で ある、 故に 若し キリ ストの W 臨に 關 して 常に 此の el.chomai なる 文字 

のみが 川ゐら る.^ ならば 彼の 挥臨は 或は 速 緩的來 臨に 止まる と 得 ひ 得る かも 知れない、 然れ ども par- 

ousia の 一 言に 至て は 其 意味 を 誤解すべく もたいの である、 parousia なる 語の 正當 なる 意義 は 近來の 

發 見に 係る パピ ラス (古代 埃 及 産の 紙の 原料に して 精製して 文書に 用 ゆ) によりて 明 .In となった、 § 

ち此 語は國 王が 其の 領土に 臨幸す る 場合に 於て 用 ゐられ たる 語であって 必す 王の 個人的 臨在 を 意味す 

るので ある、 故に 若し 英語 を 以て  一一 IK ふなら ば el.chomai は coming  (來 りつ k ある) と 譯す ベ く 之に 

對 して parousia は arrival (到着) と譯 すべきで ある (ス ー タ ー 著 希 腿 文 新約聖書 字典 一 九 ran を 

見よ)、 故に キリストの parousia と 言へば 其 意義 明. rn である、 之れ キ.^ ストの 或は 信者の 心に 臨み 

或は 罪の 世 を 判く の 意味に 於ての 来臨で はない、 之れ 王の 臨幸で ある、 其の 到着で ある、 キリスト 

の 場合に 於て は 彼の 約束し 給 ひし 如く 其榮 光の 體を 以て 再び 此 地に 臨み 給 ふ 事 を 明白に 示す 所の 語で 

ある。 

此 故に 人の 哲學的 思想の 如何 は暫 らく 措き 新約 S\f, 書の 明白に 敎 ふる 處に. E れば キリスト は必す 再び. 
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お _忤 臨 問題  七 一 〇 

時 をお めて 其 身體を 以て 個人的に 世に 現 はれ 而 して 信者の 救 扬を完 うし 同時に 罪の 世の 最後の. t 判 を" 

行 ひ 給 ふので ある、 此 一 事に 就て は 3： 等 疑 を 挾む の餘地 をせ しないの である。 

之 を 要するに 馬 太 俾第廿 六 章 六十 ra: 節 を 以て テサ 口 一一  ケ 前書 第 四 章 叉 はコリ ン ト 前書 第 十五 章 叉 は 

ピリ ピ書 第三 章 最後の 一 一節 等の 明白に 敎る 所の キリ ストの 具 體的側 人的 再臨 を 否定 せんとす る は 到底： 

不可能の 事た る を 免れない、 そ は 文法的に 不可能に して 叉 聖書の 他の 部分に 照合 して 不可能 で あ る 、 

馬 可 傅の 權成は 此點に 於て は 正に 判決 的 (decisivto なる ものである。 


乘 雲の 解 

(聖書 を戲謔 る^ 督敎 の敎師 等に 吿ぐ) 

基督 再臨の 信仰 を 戲謔る 者 は 彼が 雲に 乘 りて 臨り 給 ふとい ふ 事 を 戲謔る を 以て 常と する、 彼等 は： IT 

ふ、 雲 は？ お Jl^ の集圑 である、 人い かで か 揚氣に 乘るを 得ん やと、 斯く言 ひて 彼等 は 自身が 神の 書な り 

と唱 へ 來 りし 聖書 を戯謔 ると 同時に 亦 彼等の 信仰 の 科學 的な る を 街 ひつ、 あるので ある。 

然し 乍ら 若し 彼等が 少しく 注意して 彼等の 聖書 を ぶるならば 彼等 は 自己の 戲謔の 甚だ 理由な きこ 

とを發 見す るで あらう、 聖書 記者 は 彼等の 思想 を 表 はすに 方て 其 文字 を擇 ぶに 川 意 周到であった、 彼. 

等 は 近代 人が 思 ふが 如くに 非 科學的 思想に 走らなかった、 聖書の 誤謬 を 指摘して 得意た る 今時の 神學- 


者 牧師 等 は 少しく 注意 して 彼等の 架 書を教 ぶ ベ きで ある。 

今 聖 書に 就て 之 を 見る に 馬 太傳仆 w 章 三十 節の 日本 譯に 「人の子の 天の 雲に 乘り來 る を 見ん」 と あ 

る、 然し 乍ら 原語の 聖書に 「乘 り」 なる 文字 は 無い ので ある、 故に 英譯 聖書 は單に coming,  on  the 

clcuds  -f  heaven  (天の 雲の上に 來る) と譯 して 「乘 り」 なる 文字 を 省いて ：！^ る、 馬可傳 十三 章 

六 節に 於て は 日本 譯 聖書 すら r 乘り」 なる 文字 を 省き 單に 「人の子の 雲の 中に 現 はれ 來るを ん」 と 

譯 して 居る、 路加 傳： h 一章 廿七 節に 「雲に 乘り來 る」 と ある も此 場合に 於ても 可 傅 同様 r 乘 り」 な 

る 文字 は 之 を 原語に 於て 見る ことが 出来ない ので ある、 默示錄 一章 七 節の 場合 も 同様で ある、 如斯く 

にして 「雲に 乘り」 と ある は譯 者の 意譯に 過す して 原 記者の 記した る 所ではない、 マ クイ も マ カも儿 

0  0  0  しろ 

力 もョ ハ ネも 人の子 雲に 乘 りて 來 ると は 記さなかった ので ある。 

然 らば 彼等 は 何ん と 記した ので ある 乎、 先づ ルカより 始めん に、 彼 は 「人の子 は 雲 を 纏 ふて 來る」 

と 記した ので ある、 彼が 此 場合に 用 ゐし文 宇 は 希 職 語の 前置詞 EN である、 此 前置詞に 「纏 ふ」 叉 は 

「衣る」 の 意味が ある (文法 家の 所謂 EN  of  investiture) 、而 して 此事を 明， 曰に 記 表 はした る 者が 默 

示 錄十章 一 節で ある、 曰く 「我れ 一 人の 强き 天使の 雲 を 衣て 天より 降る を 見たり」 と、 同じ やうに ル 

0  0  0  0  しる 

力 は 人の子 は 雲に 乘 りて 來 ると 記いた ので はなく して 雲 を 衣て 來 ると 錄 したので ある"  . 

馬 可 傅 十 ra:-;l:3f 六十 二 節の 場合に 於て 記者の 用ゐし 文字 は 前置詞の META であった、 而 して 此詞の 

意味 は 「偕に」 とか、 叉 は 「中に 在りて」 とか 云 ふべき 者なる が 故に、 日本 譯 聖書に 於ても r 乘り」 

なる 文字 を 省いて 單に 「雲の 中に 現 はれ 來る 云々」 と意譯 したので あらう、 如斯 くにして マ 力の 記き 

し 所 は ルカの 錄 せし 所と 少しく 異る も、 兩者 共に 「雲に 乘 りて」 と は 明記し なかった ので ある。 


お" 再 a3  S3  SS  七 ニー 

然 らば マ クイ は 如何にと 云 ふに、 彼 は 前置詞の EPI を用ゐ たのであって 是れ或 ひ は 「乘 りて」 と 

意譯 して 差 支ない 詞 であらう、 然し 乍ら 彼と 雖も 「乘 る」 とか 又は 「坐す る」 とか 云 ふ 文字 を 用ゐざ 

しろ 

りし こと は 前に 述べた る 通りで ある、 「雲の上に 來る」 と は マ タイの 錄 したる 所で ある、 而 して 「上」 

と譯 されし 原語の KPI に 叉 統御 叉 は 統率の 意味が ある、 故に マ タイの 記き し 文字 を 「雲 を 統率して 

來る」 と意譯 する も 文法 上 何等の 差 支 は 無い ので あ る 。 

默示錄 一章 七 節の 場合 は 馬 可傳十 ra 章 六十 二 節の 場合で ある、 故に 「雲に 乘 りて」 と 云 はすして 

「雲の 中に 現 はれ」 と譯 すべきで ある、 li: じく 希躐 語の META である、 「偕に」 又は 「其 中に 在り 

て」 の 意で ある。 

如斯 くにして ルカ は 「雲 を 衣て 来る」 と 云 ひ、 マ 力と ヨハネと は 「雲の 屮に來 る」 と 云 ひ、 マ クイ 

は 「雲の上に」 乂は 「雲 を 率 ゐて來 る」 と 云 ふ、 孰れ も 「雲に 乘 りて」 と は 云 ふて 居ない、 勿論 r 乘 

りて」 と 明記したり とて 敢て 迷信 視す るに 及ばす と雖 も、 而 かも 注意 深 き 聖書 記者 等 は 斯 かる 琅 細の 

事に 至る ま で 之 を 等閑に 附せ ざり し を 見て、 我等 は 其 記事 の 信賴す ベく、 其 使 せし 文字の 輕々 しく 

看過す ベ き 者に あらざる 寫： に.^ 「更ら ながらに 氣が附 くので ある。 

然 らば 「雲」 と は 何で ある 乎、 雲と は理學 上の 湯 Jl^ の 集 W であるか、 若し 爾ぅ であると しても 少し 

も 差 支 は 無い、 水の 上 を 步き給 ひし キリス トが露 に 乘り來 り 給 ふと ffl いて 信者 は 少しも 怪 まない ので 

ある、 余 W は 雲 は 雲に あらす と唱 へて 聖書の 辯 解に 努 むる 者で はない、 然し 乍ら 「雲」 と あるが 故に 

直に 湯氣 の集團 であると 解す るは餘 りに 平凡なる 見方で ある、 預言 は 未来の 透察で あるが 故に 自 から 

詩的で ある、 表號 的で ある、 預 、霄 の 明確の 意味 は其實 現の 時に 至ら ざれば 刺 明し ない、 雲と は 现學上 


の 雲で ある 乎、 或 ひ はま： に 似た る 或^で ある 乎、 今日 之 を 判お する こと は 出来ない、 然し 乍ら 架 書の 

てらし J;**  ほ J  i 

他の記^^と照合して1=1:;^寺は略その3:たる乎を推測する事が出來る、 而 して 希 怕來書 十二 章 一 節に 「許 

多の 見 1:," 人に 雲の 如く 1： まれ 云々」 の 一一 一一 〔辭 ある を 見て、 叉 は 猶太 書 第 十 g: 節 以下に 「視ょ 主 其 I め， き 萬 

と 偕に 来りて 衆人 を賴き 云々」 の 言辭 ある を 見て 雲必 しも 雲に あらざる 事 を 知る ので ある、 主は聖 

き 萬 軍に 雰の 如くに 園 まれて 来り 給 ふので は あるまい 乎、 而 して 共 li! が 書記 者 等が 人の子 雲と に、 

或 ひ は 雲 を率ゐ て、 或 ひ は 雲に 纏 はれて 來り給 ふと 錄 したる 事で は あるまい 乎、 天の 萬 軍の 紫 衆に II 

まれて 來り給 ふこと を 雪に 園 まれて 來り給 ふと 言 ふと 雖も余 楚は其 il に 何等の 悸现 をも認 むる^が 出 

來 ない、 だれ 確かに 詩的 解釋 である、 然し 乍ら 詩的で は あるが 空想で はない、 主の n! ハ雕 一は 的に かい：^: 一 

事 は確實 である、 而 して 馬 太傳廿 五章卅 一節に 於て 主が 「人の子 己れ の 榮光を もて 諸 の^^使を率ゐ 

來る時 は 其榮光 の 位に 坐し 云々」 と 言 ひ 給 ひ たりと， 錄 しある を 見て 余 S 水の 此解釋 の 當ら すと 雖も遠 か 

ら ざる を m 心 ふので ある 。 

如 断く にして 日本 譯§ お， 害に 「人の子 雲に 乘 りて 来る」 と あるが 故に 基督 W 來を 信す る は 迷 突な りと 

戲 fi る は 不注意 極まる 行爲 であると 思 ふ * 世に 見苦しき 事と て 基^ 敎 の敎師 等の 聖書 攻 if の 如き はな 

い、 彼等 は-: Pi しく 深く 書 を 鼓べ て 之 を 辯 護す ベ き で ある、 輕々 しく 聖書 を戲謔 りて 自己の 立場 を 

.m すべきで ない。 
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屍の ある 所に 鷲 集らん 

一九 一九^ 八月 三 = 柏木^ 書 講堂に 於て  • 

&トの 妻 を 憶へ、 凡そ 其 生命 を 助けん とする 者 は 之れ を 失 ひ 若し 其 生命 を 失 はん 者 は 之れ を存っ 

べし、 我れ 汝 等に 侍 げん、 其 夜 二人 同じ 床に 在らん に 一人 は 執られ 一人 は 遣 さるべし、 二人の 婦 

共に 磨 ひき 居らん に 一 人 は 執られ 一 人 は 遺さるべし、 彼等 答へ て 曰 ひける は 主よ 此事 何處に 有る. 

や、 彼等に 曰 ひける は 屍の 在る ところに は鷲壞 らん (ル カ傳 十七 章 三 二 節 以下)。 

イエ スの 再び 來り給 ふ 時 は 急激で ある、 不意で ある、 故に 我等 は 其 時 到らざる に 先 だち^に 對 する 

慾 を 悉く 棄て 去りて 直に 天に 擧 げられ 得べき 準備 を 整へ なければ ならない、 「 a 卜の 妻 を 憶へ」、 彼 

^ ん ら ，ひしろ へ り 

女はソ ドムの 滅亡の 日に 逃れん として 躍路ひ 後を囘 顧み たれば 忽ち r 鹽の 柱」 となった ので ある、 彼- 

女 何故に 後 を！；  顧みた る 乎、  思 ふに 寶石か 或は 衣類 か、 何物 か 彼女 自身の 生命よりも 重し とする 物が 

有った ので あらう、 而 して 之 を 助けん と 欲した るが 故に 己が 生命 を 失うた ので ある、 「凡そ 其 生命 を 

00  0  0ゥ〇ひ0000000000〇00000000〇 

助け，， P とする 者 は 之 を 失 はん」 である、 後ろに 我が 愁 心の 殘れる もの ありて 我は囘 顧み ざらん と 欲す 

00 つ 0〇0  0  0 しふち つ-,、 OOOO00OOO00OOOO0OO0OOOOOOOOO 

る も 能 はない、 世に 執着の 痕跡 だ も 無き に 至て 我等 は 初て 囘頓の 必要 を 知らないの である キリスト 

の- 冉 臨に 對 する 我等の 準備 は此 世に 關 する 慾 心の 絶滅に ある。 


「其 夜 ：：： 一人 は 取られ 一人 は殘 されん」、 取らる、 者 は 福なる 哉、 取らる、 は 携へ擧 げらる 、事- 

で  ある、  之れ 此^に 何の 執 翁 をも留 むる 物な く 後を囘 顧す して 直に 去り 得る 準備 ある 者の み與 かる 事 

の3^來る恩惠でぁる、 假令 「同じ 床に 在る」 同胞と 雖も 「共に 磨 ひき 居る」 同業者 (傳 道の 如き^ 神 

的 事業 を も 含む) と 雖も其 準備の 有無に 由て 全く 上と 下と に 相 分 たれざる を 得ない、 故に 此 最後の K 

問 的な る 救拯 に 漏れ ざ ら んが爲 に M 人 も 今より 不斷の 準備 を爲す の 必要が ある。 

「屍の ある 所に は 鷲 築らん」、 之れ 聖書 中 大難 關の 一 である、 普通に 解 せらる 、所に 由れば 此句は 

本來 M ルサレ ム 滅亡の 豫 一一； 一 E 中に 屬 すべき ものなる を此 處に附 合せし めた ものである とい ふ、 斯の 如く 

に 見て 或る 種の 解釋は 可能で ある、 卽ち屍 は腐收 物で ある、 紫 又は 秀鷲は 腐敗 物 を 食す る * 判の 動物 

である、 而 して 羅馬 人の 旗 章 は 鷲で ある、 故に 此 場合に 於て 屍 は 腐敗した る ユダヤ人 にして 鷲 は 之 を 

滅ぼさん とする 羅馬 人な りと 見る 事が 出来る。 

然しながら 以上の 解釋は 假說に 茶く ものに 過ぎない、 ルカ 及び マ タイの 一 一人 共此 一 句 を 他の 部分よ 

り剝 奪し 來 りて 此 所に 接合した りと いひ、 キリ ストが 驚なる 語 を 以て 羅 馬の 軍勢 を 意味し 給へ りと い 

ふ は 何 れも 聖書 中 に 何等の 根據 をお せざる 想像 である、 聖書 の 言 は 之 を 其 前後 の 關 係と 曰屮 の 他の 

部分と に 照して 解釋 する に 如かす、 而 して 兹にィ H スの此 言 を 發し給 ひし は 「主よ 何處 に」 との： 子 

等の 質問に 答 へんが 爲 であった (原文に 「此 事」 「ある や」 の 語な し)、 「其 夜 一人 は 取られ 一人 は 

殘 さるべし」、 「主よ 何處 に？」、 取らる、 者 は 何處に 取らる、 ので ある 乎、 E  く 「屍の 在る 所に！， T 

OOOO000OOO0OOOOOOOOO 

然り其 所に 「鷲」 は 集る ので ある、 屍と は 何ぞ、 十字架の 上に ら れしィ H スの體 ではない 乎、 屍必 

すし も 腐敗 物で はない、 殊に ユダヤ人の 如く 日々 幾 百 頭の 犧牲を 祌に獻 げし 民に 取て 屍の 語に 却て 潔 

屍の あら 所に お集らん  七 I 五 


基； p 再臨 問題  七 二八 

き 聯想が ある、 イエ ス 自身 も 亦 「我 肉 を 食 ひ 我 血 を i 队む者 は 永生 あり」 と敎へ 給うた、 彼 は 誠に 「世 

こ ひじ  oooocoooocoocoooooocococ 

の始 より 殺され 給 ひし 羔」 である、 屍と は 我等の 罪の 爲に 犧牲 となりし ィ H スの體 である。 

次に 「鷲」 と は 如何、 聖書に 在て 空の 鳥 は 常に 惡 しき 者 を 表 はすに 拘らす 「鷲」 の 語に は 善き 意味 

が ある、 も 獅子と 言 ひて 之 を 猛獸の 意に 解せ す 力 ある 王の 地位 を 代表せ しむる が 如く (默示 錄五章 五 

oooon-ooooooooooooooooccooooocooo-oo 

節)、 鷲 も 亦 其强き 翼と 鋭き 眼と 敏き 感覺 との 故 を 以て 屡々 基督 者 を 代表す るに 用ゐら る、 かの 「ェ 

ホバを 待 §lf: む 者 は 新なる 力 を 得ん、 叉 鷲の 如く 翼 を 張りて 昇らん、 走れ ども 疲れす 步め ども 倦まざる 

べし」 (ィ ザャ書 3 十 章 末節) と 言 ふが 如き は 直に 取て 以て 本節の 註解と 爲す 事が 出來 る、 こ は 卽ち祌 の 

子が キリスト 再臨の 日に 於て 受 くべき 恩惠の 豫言 で ある、 其 日 彼等 は 鷲 の 如く 翼 を 張り て 上り 而 して 

OO00CO0OO00CO0 つつ OOOOOOOO  Co  oocf-  0000  0  0000000 

我等の 罪の 犧牲 として 天の 祭壇に 獻 げられ し 貴き 屍ィ H ス キリ ストの 體の 許に 集まる ので ある、 「主 

ょ何處 に」、 「屍の ある 其 所に 鷲 集まらん」、 基督 者の 希望 を 簡潔に 表す 語と して 之よりも 美 はしき 

もの を 知らない。 (藤 井武 筆記) 

附言 屍と 鷲と に 就き 確信 を以 つて 此解釋 を 主張した る 者の 中に タリ ソス トム、 オリ ゲン、 ジ  一一 a 

1 ム、 ァゥ ガス チン、 ル ー テル、 カル ビン 等の 雄將が ある。 


約 翰傳に 於け る 基督の 再來 

一 九 一 八 年 四月 廿  一 n 東京 祌田バ プチ スト 中央 食堂に 於て 

キリストの 再来に 反 封す る 者に して 約 翰 傳に據 る 者が 基 だ 多い、 故に 約 翰傳に 於け る 再来 思想に 對 

して は 十分なる 注意 を拂 ふの 必要が ある。 

今 玆に約 翰俾を 以てする- 冉 來反對 論の 代表者と して 海老 名彈正 君の 所論の 一 節 (四月 sn 發行 『基督 

敎 世界』 所載) を 紹介す る、 但し 余 は 決して 此？ E 題 を 以て 余の 多年の 知人た る 同 君と 論爭 せんと 欲する 

者で はない、 勿論 君と 余との 問に 個人的 怨恨の 如き は 毛頭 之 を^し ない、 叉 之を存 すべから すで ある 

余 は 唯反對 論者 中の 代表者と して 君 を拉し 來り而 して 君の 說に 照して 聖書の 示す 所の 眞理を 聞 明 せん 

と 欲する に過ぎないの である。 君 は 曰 ふ 

所が 其 屮に此 問題に 對 して 深遠なる 說明を 試む る 者が 出て 來た， かの ョハ ネ ST ほ は^ち 夫れ である， ョ ハ ネ傳に 

は キリス トの 再來を 否定して は aw な ぃがしかし此問题は^^祌的に解すべきもの でぁって卽ち神の窠が我心に溢 

れて f^E くな リ 高くな り 我等が 平安 を 得る に 至る は 之れ キリ ス ト の繁が 我に 來 るに. S るので あると して 居る. ョ 

ハ ネ傅 記者 は此 意味に 於て キリ スト は 精神的に 我等に 來り^ ふ のであって キリ k トの 心と 我心と 一 致す る 事に 

由て其^在をほ£^見すると い ふ 方面 を 叨 かにして 來た、 此 立場から 兑れば キリ ス トが 雲に 乘 りて 來 ると いふ 思恕 

ね$«齒に於けら^^?&15再來  七 一七 


基 gre-isclsl  七 二 o 

信徒の 純粹 たる 解釋 であって 而も 叉 聖書 註解の 王と 稱 せらる、 H • A  . マイヤ ー の說 明で ある、 マ ィ 

ャ ー の 一首 容易に 嘲け る 事が 出来ない、 彼は设も^^3靜にして乾操せる頭腦を有する學者でぁる、 而し 

て 約 翰 傳の此 場所 を 彼の 如くに 解釋 する 學者 として は 彼の 他に 尙ほ カル ビン、 ル I ト ハルト、 ホフ マ 

ン、 ヒルゲンフェルト、 H ワルド 等が ある、 叉 近時 ロバ ー ト. 口 ー 氏 は 其 好 著 「生命の 試驗」 (約 翰 

書 註解) 中に 論じて 曰く 「ョ ハネ が高唱 する 所の キリストの 内在 はやが て 其 外的 現顯を 以て 完成す ベ 

きもので ある」 と、 其 他 第 六章卅 五節 以下に 於て 五 度び 繰 返された る 「我れ 末の 口に 必す之 を 鍵ら す 

べし」 の 語の 如き、 又第廿 一章 卄ニ 節に 於け る 「我 若し 彼^ 存 へて 我が 来る を 待つ， を tlS まば 云々」 の 

語の 如き- 冉臨を 以て 之 を 解す るに 非 ざれば 意味 を爲 さない ので ある、 又 第 十 一 章に 於け るラザ 口 の 

生の 如き は 末の 日に 於け る 復活の 實物敎 育と も稱 すべき 者に して 搏 臨に 關 する 最も 良き 事 實的證 明で 

かの. *- んこ 一  O0  0OO0O000  0  CO0  000  0000OOO 

ある、 加之暫 らく 彼 言 此語を 論す るを已 めて 約 翰 傳全體 の 思想 を大觀 せん 乎、 之れ 卽ち (35 活的 生命の 
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福 昔であって 其 終局 は 必すゃ 基督の 再臨に 至らざる を 得ない ので ある。 約 翰傳に 於け る .冉 臨の 記述の 

0-000000  000O0000000OOO000000000  ^1 

比較的 僅少な る 所以 は 其 の 補充 的 福音書た るの 性質に あるので ある 約 翰 傅 の 成りし 頃旣に 共觀 福音 

書 は 敎會： ^に 流布 せられて 居った、 故に 著者 は 之 を 補充 せんと 欲して 筆 を 取った ので ある、 約 翰 傅が 

ィ ェ ス の ガリ ラャ傳 道に 就て 記す 所^だ 簡略に して 主として ユダヤ 傅 道 を 傅 ふる は 之が 爲め である、 

敎義に 就ても 亦 同様で ある、 再臨の 事 は 旣に共 觀福昔 書の 重複して 高唱 したる 所であった、 故に 著者 

は 自ら 堅く 之 を 信ぜし と雖も 本書に 於て 詳說 する の 必要 を 認めす、 寧ろ 之と Is- 對 して キリス トの靈 的 

臨在 を 唱道す るの 急務なる を 感じた ので ある、 且叉 著者 自身の 立場より 見て 彼 は 旣に默 示 錄を著 はし 

て 遺憾な く 再臨 を描寫 したる が 故に. れび之 を 繰 返す の 必要な かりし のみなら す、 讀^ の 側に 於ても 直 


きを 再臨に 置く の餘り キリ ストの 靈的 臨在 を輕ん する の 傾向 ある を 認め たれば 其 弊 を 矯めん と 欲して 

殊更に 靈的 福音 を唱 へたので ある、 同じ 事實 がテサ B 一一  ケ敎 會に對 する パゥ B の傳 道に 於て 在った、 

パ ゥロ曩 に 彼等に 對し 再臨 を高唱 したる の 結果 信者が 多くの 誤謬に 陷 りたる を 見て 之 を 補 はんが 爲に 

記した る もの 卽ち 今日 吾人の 有する テサ D  ケ 後書で ある、 故に 後書 は 前書の 補充 的 書翰と 見て 其 意 

義 明白で ある、 約 翰傳と 默示錄 との 關係 亦然 り、 前者 は 後者の 補充 的 著書で ある、 此事實 を 知って 約 

翰 傅に 再臨の 記事 を揭 ぐる 事少き 所以 を 容易に 解決す る 事が 出來 るので ある、 然るに 此 明瞭なる 解決 

を棄て 他に 種々 なる 解釋を 試みん と 欲すれば 混亂は 混亂に 尊ぎ 疑問 は 疑問 を 生みて 盡 くる 所 を 知らな 

いので ある、 近時 E  -  F  . スコット 氏 は 其 著 『第 gl;i 音 書の 研究』 中に 於て 論じて 曰く 「ョ ハ ネと雖 

も 時代の 子で ある、 其 父母の 思想より 全然 離脫 する 事 は 困難で ある、 故に 彼 自身 は 再臨 を 信ぜ ざり し 

も 偶々 舊き 傳來の 信仰が 露出した に過ぎない」 と、 學 者の 詭辯と は 斯んな 者で ある、 率直た る 實驗に 

據 る平膚 徒は斯 かる 學說に 耳 を 1- けない。 (藤 井武筆 
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ラザロの 復活 

約 翰傳第 十一 章の 硏究 

1 九 一 八 年 六月 九日 東京 神田バ プチ スト 中央 食堂に 於て 

有名なる 哲 學者ス ピノ ー ザ 曰く 「若し 何人 か 余の 爲に約 翰傳十 一 章に 於け るラザ a 復活の 記事の 眞 

クリスチャン 

實 を立證 する 者 あらば 余 は 余の 立てた る哲學 を破壞 して 基督 者と なるべし」 と、 知るべし ラザ B 復活 

の 一 奇跡 は 其 上に 基督 敎を支 ふるの 力 を 有する 事 を、 之れ 實に キリストの 行 ひ 給 ひし 最大の 奇跡で あ 

る、 故に 若し 此事實 を 信じ 得べ くば 他の 奇跡の 如き は 悉く 信じ 得る ので ある、 然るに 理智を 重ん する 

と稱 する 近^ 人 は 之 を 信す る 能 はざる が 故に 如何にもして 之を說 明し 去らん と 欲し 過去 百 一 ニニ 十年來 

多くの 註解が 試みられ たので ある。 

就中 最も 巧みなる は パウル ス の解釋 である、 彼 は 他の 奇跡に 對 しても 輕妙 たる 說明を 下した るが ラ 

ザ 口の 復活に 就て は 曰く 「ラザ は實は 死した るに 非す、 早まりて 墓の 中に 入れられ たので ある、 然 

るに 喧騷 なる 周 園より 脫れ て靜謐 なる 岩間に 橫 はり 冷 風に 面 を 吹かれて 彼 は 徐ろに 蘇生し つ k あった、 

而 して ィ H スは ra 逢の 狀況 より 彼の 死せ ざる 事 を 察知し 乃ち 墓前 にて 感謝の 祈り を 獻げ然 る 後 彼 を 引 


き a? して 外氣 に觸れ しめたれば 忽ち 吸 を囘復 したる に 過ぎす 云々」 と、 斯の 如き 解釋は 人の 靈 魂の 

糧 として 何等の 價値を も 有しない ので ある。 

更に 有名に して 一 時世の 贊成を 博した る は ルナン の解釋 である、 彼 は 曰く  r 此時 弟子の ィ H スに對 

する 信仰 漸く 衰へ 世の 反對は 益々 加 はりつ 、あった、 故に ィ H スは ベタ 一一 ァ にあり て マ ルタ 弟妹と 共 

はか  む やう しん 

に 弟子の 信仰 囘復に 就て 議 つた、 然るに 彼等の 一 人 は 提議して 曰く 「我等の2=-^^ラザ ロ病身にして殆 

V6 そ 

んど 死者に 近し、 されば 彼 を 墓に 入れて 死せ るが 如くに 装 はしめ 而 して 主 往 きて 之 を 甦らし め 給 はば 

如何と、 イエ スは 素より 其 手段の 甚だ 惡し きを 知りた る も 弟子に 對 する 愛 心の 餘り 彼等の 救 濟の爲 に 

は 已むを 得すと して 此策を 採用し 給うた ので ある 云々」 と、 卽ち 彼れ ルナ ンはラ ザ 口 復活の 大 奇跡 を 

以て ィ H ス の 善意に 出た る 狂言と a たので ある、 救濟の 目的の 爲には 欺瞞的 手段 をも辭 せす と は 決し 

て 稀 有なる 實例 ではない、 今日 宗敎界 に 於て 往々 にして 行 はる i 所で ある、 殊に 天主 敎に 於て 其 弊の 

甚だしき ものが あった、 ルナン は 自ら 天主 敎國 にあり て厦々 か，^ る褰例 を目擊 したので あらう、 而し 

て 其 事の 惡 事なる を 信す る 能 は ざり しが 故に 之をィ H ス の 生涯に 應 用して ラザ 口 復活の 奇跡 を說 明せ 

んと 欲した ので あらう。 

然しながら 之 を 我等の 明白なる 良心に 訴 へ 正義と 公平と を 愛する 者の 常識に 訴 へ て斯の 如き 事 は 有 

り 得べ からすで ある、 殊に 祌の子 キリストに 此事斷 じて 有る ベから すで ある、 ルナン は イエスの 品性 

しま 

を パウル ス の說 明より 救 はんと 欲して 却て 彼 を 普通の 天主 敎情 侶たら しめて 了った ので ある。 

近來に 至り 更に 神 學界の 巨頭 連卽ち カイ ム、 ホルツマン、 ワイツ ゼ ッケル 等の 試みた る說 明が ある. 

いづれ 

彼等 は 何も 其 博學に 於て 我等の 企及 を 許さざる 一 流の 學者 である、 彼等 も 亦ラザ n 復活の 事實を 信す 
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る 能 はすして 種々 なる 假說を 設けて 曰く 「ラザ と は 實 在の 人物に 非す、 其 名 は 之 を 路加 傳第 十六 章 

の 貧者 ラザ 口より 引用した ので ある、 其 復活 は 之 をャィ n の 娘 若く は ナイン の 寡婦の 子に 起り し事實 

より 取った ので ある、 蓋し ィ H ス傳を 編して 死者の 復活 を 加へ すん ば 完成し ない、 預言者 エリヤ 等の 

生涯に すら 死者 を 甦ら しめたる 事實が ある、 況んゃ 『我 は 生命な り 復活な り』 と敎 へたる ィ H スの生 

涯に は此敎 訓を證 明す るの 事實 がなくて はならない、 然るに ャィ 口 の 娘 叉 は ナイン の 寡婦の 子の 場合 

に 在りて は 何れも 死後 直に 行 はれし 奇跡なる が 故に 尙 不十分た る を 免れない、 更に 犬なる 奇跡 を 以て 

補 はなけ^ ばなら ない、 此 必要に 迫られて 以上の 材料 を 綜合し 以 て 作り上げられ たる ものが 卽ちラ ザ 

口 復活の 物語で ある」 と。 

若し 所謂 學問 上の 權威を 求 むるならば 宜しく 馳 せて 之 等獨逸 神學の 巨頭に 赴くべし である、 何人 か 

敢て 彼等の 解釋 に對抗 する 事 を 得ん、 然し 乍ら ラザ n の 記事 を 彼等の 如くに 解釋し 去って 我等の 信仰 

生活に 何程の 益を與 ふるので ある 乎、 彼等の 說 くが 如くん ば 約 翰傳十 一 章は學 者の 研究資料 として は 

いざ 知らす 飢ゑ たる 霊魂の 糧 として は 全然 無價値 不必要の ものと 化して 了 ふので ある、 而 して 獨逸祌 

△  △△△<!<•"△△△△△△△<"△  A  △  A  A  △  △ 厶 △  △  △ 厶 厶 厶 厶 厶 厶 厶 厶厶厶 △  △ 厶厶厶 

學の 害毒 は 實に玆 に 在る ので ある、 聖書 をして 生ける 靈 魂と 沒交涉 の 書たら しむる ので ある、 而 して 

此神學 が 米國に 人り 叉 米國を 通して 日本に 人り 来りつ k あるので ある。 

然 らば 余輩に 向 ひて 汝は 如何と 問 はれん 乎、 余輩 は 唯 聖書 有の 儘に 解釋 する のみ、 ラザ n は 死して 

四日 目に iil ら された ので ある、 イエ ス大 なる 力 を 以て 「ラザロよ 出で よ」 と 叫び 給 ひし 時 死者が 墓の 

中より 起き 出で たので ある、 是れ 聖書の 明白に 傳 ふる 所に して 我等 は斯く 信す るより 他に 方法 を 知ら 

ない ので ある、 假令 カイ ム 又は ルナン 又は パウルスの 說明は 如何にも あれ、 神 は 我等の 單 純に 聖書の 


記事 其 俊 を 信す る 事 を 許し 給 ふが 故に 感謝 せざるを得ない。 

然しながら 確信に は必す 深き 理由 を 伴 ふ、 我等の 此の 信仰に 伴 ふ 所の 理由 は獨 逸神學 者の 其れに 比 

して 更に 有力なる ものである、 先づ 第一 に 記事 其 ものが 內容の 虚構に 非ざる 事 を 示す ので ある、 凡て 

著述の 經驗 ある 者 は 知る、 實 見に 基づ ズ 記述と 單 なる 想像に. H る描寫 との 間に は 判然たる 15 ^別の 存す 

る 事 を、 ラザ ct の 記事 亦然 り、 例へば 其 一 一十 節に 「マルタ はィ H ス來給 ふと 聞きて 出で 迎 へたれ ど マ 

リア は尙ほ 家に 坐し 居たり」 と 言 ふが 如き、 其 三十 一節に 「マリアと 共に 家に 居りて 慰め 居た るュダ 

ャ人 その 急ぎ 立ちて 出で 往くを 見、 彼女 は 歎かん とて、 墓に 往 くと 思 ひて 後に 從 へり」 と 言 ふが 如き. 

叉 其 三十 五節に 「イエ ス淚を 流し 給 ふ」 と 雷 ふが 如き 何れも 主題に 關係な き 記述であって、 若し 此記 

ねつ VJ5 

事 か 何 か 目的 ありての 捏造な りと せば 之 等の 些事 を揷 入すべき 必要 を 見ない、 然るに 之を揭 ぐる 所以 

は 其の 實 見の 儘の 記述た るに あるので ある、 約 翰傳第 十一. 章の 記事 其 者が 事柄の 眞 實を證 明す る好箇 

0  0  0  0  0  C 

の 材料で ある。 

し 

雨 かの みならす 斯 く解釋 する 時 はラザ a 復活の 大 奇跡 は ィ ヱ マ； の 生涯 中 最も 重要た る 資料と して 其 

前後 の關 係に 適合し 彼れ の 十字架に 釘 けら る k に 至り し 原因 に 充當し てィ H ス 傳を 完成す る ので ある、 

若し 此 奇跡な くんば 彼れ の， 受難の 動锼を 十分に 說明 する 能 はす、 ィ ェ ス の 生涯に 一 大缺陷 を 生す るの 

である、 ィ H スは 何故に 十字架に 釘 けられた ので ある 乎、 其 理由に 外側の もの あり、 叉內 側の ものが 

ある、 凡ての 亊に 內外兩 面の 理由が ある、 日々 の 新聞紙の 報す る 所 は 多く 外側の 事柄に 過ぎない、 其 

裏面に 尙ほ內 側の 原因が ある、 而 して 其れが 外側の 原因 を機會 として 發露 する に過ぎない、 政 黨の爭 

鬪は 內閣轉 覆の 外側の 原因で ある、 然し 乍ら 其內 側に 或は 小なる 家庭 問題 等の 潜む ありて、 眞實の 原 
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因 は 却て 其 處に存 する ので ある、 イエスの 十字架に のせられ たる も 亦 さう であった、 其 外側の 理由 は 

共觀 福音書に 俾 ふる 所の事情であった、 卽ち 彼が 總督の 前に 立ちて 「汝の 言 ふが 如く 我 は ュダ. - 人の 

王な り、 預言者 等の 預言せ し メシアな り」 と 明 一一 一一 n したる 其 事に 在った， - 此ー 首に 由て 彼 は 國家的 罪人 

と 定められ たので ある、 然しながら 其 他に 尙ほ 共觀 福音書の 記載せ ざる 內 側の 理由が あった、 而 して 

約翰俾 は共觀 福音書に 對 しで 補充 的 性質 を 有す る 福音書 である. 後者の 揭 ぐる 所 は 之 を 略し 後者の 漏 

らす所 は 力めて 之 を 柳 ふので ある、 共觀 福音書 はィ H ス の 受難の 外側の 理由 を 揭げて 其の 内側の 理由 

を 記さない、 是に 於て か 約翰傳 記者 は 此缺陷 を 補 はんと 欲して 之 を 記載した ので ある、 約翰傳 記者の 

見解に 由れば 祭司の 長、 民の 長老 等が ィ H スを處 分 せんと 欲した る 最後の 內面的 理由 は 卽ちラ ザ B の 

復活に 於て 在った、 彼等 は斯 かる 驚くべき 偉力 を顯 はした る 者 を 放棄 せんに は 自身の 存在の 根本 を 覆 

へす に 至るべき を 恐れた ので ある、 而 して 斯の 如くに 解して 始めて ィ H ス 傅に 完き 解釋を 下し 得る の 

である〕 

然 らば 最後に 問うて 曰く 如何にして 死者 を 甦し 得る 乎と、 之を說 明すべき もの は 唯一 つ あるの み、 

卽ち 我等 自身の 心中に 行 はれた る大 奇跡 是れ である、 此實驗 を 有する 者 はラザ a の 復活 を 信ぜざる を 

得ない、 彼の 大 奇跡 を 行 ひし 者 は 必すゃ 亦 此の 大 奇跡 を 行 ひ 得べき である、 然ら すして ラザ a の 復活 

を證 明す る 事 は 不可能で ある、 聖書 的 信仰 はか \ る 者の 抱き 得べき 特權 である、 其點に 於て 基督 者の 

いと 小き 者 も 大哲學 者スピ ノ ー ザより は大 なりで ある。 

反對者 或は 約 翰 傅に キリストの 再臨な しと 言 ひて 之に 據る、 然 らば ラザ& の 復活 は 如何、 再臨な き 

の 故 を 以て 約 翰傳を 取る 者 は 其 中に 明記 せらる とフザ u の 復活 を 如何に 解 せんと 欲する 乎、 後者に 就 


て は 約 翰 傳を以 て 虚構の 文書な り と 做す 者 は 彼等で はない 乎。 

ラザロの 復活 は實に 再臨の 日に 於け る 我等の 復活の 模型で ある、 主 イエス 大聲に 呼 はりて 「ラザ u 

よ、 出で よ」 と 曰 ひ 給へば 死者 ラザロ 欣然と して 墓より 出で しが 如く 時來 りて 彼れ 亦聲 高く 我等 各- 自 

の 名 を 呼び 給 はば 我等 も 亦 悉く 墓より 起き 出づ るので ある、 信者の 最後の 希望 は此處 にある、 ラ ザ！" 

の 复活を 言 じて 亦 自己の 復活 を 信じ 得る は 誠に 感謝すべき である。 (藤 井武肇 記) 


萬 物の 復 興 

羅馬書 第 八 章 十八— 廿 五節の 研究 

一九 一八 年 一 月 廿日 柏木 聖： 書 講堂に 於て 

「我れ 思 ふに 今の 時の 苦しみ は 我等に 顯 はれん 榮に 比ぶべき に 非す」 (十八 節)、 バウ 口 は玆に 苦し 

みと 言ひ榮 と言うて 居る、 「今の 時の 苦しみ」 と は 人世 普通の 艱難 をい ふので ある 乎、 否 パゥ& の 場 

合に 於て 「苦しみ」 と は單に 其れ丈け の 意味ではなかった、 使徒 時代の 信者に は 特別の 苦痛が 附き纏 

うたので ある、 卽ち 迫害で ある、 而 して 獨り 使徒 時代の みならす 此世は 常に キリストに 敵す るが 故に 

今日と 雖も 世に 對 して 明白なる 基督 信者 的 態度 を 取る 者に は 亦 必すゃ 同じ 迫害が 臨み 來 るので ある、 
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+ゃ 多くの 信者 は 信仰に 十字架 は附き 物な りと 聞い て 驚く、 然し 乍ら 之れ 世の 迫害 絕ぇ たるが 故に 非 

す、 信者 自ら 之 を 避く るが 故で ある、 クリスチャンが クリスチャン たるの 行 爲を爲 す 時 は 必然 之に 添 

へ て適當 なる 苦痛 を 伴 ふ、 キリストと 其榮を 共に せんとす る 者が 亦 其 苦しみ を 共に すべき は當然 であ 

る、 故に 信仰 進む に從ひ 苦痛 も 亦 進む、 迫害 を 味 はざる 今日の 信者の 耳に バウ II の 此語は 特別の 響き 

なぐさめ 

を 有せす と 雖も當 時の 信者に 取て は 非常なる 慰藉の 語で あつの たで ある、 今の 時の 苦痛 は大 なり、 然 

れ ども 之 を 後に 顯 はるべき 榮 光に 比する 時 は 言 ふに 足らす と、 榮 光と は 何ぞ、 是れ亦 尋常一様の 榮光 

ではない、 天 地 萬 物 の 復興と 之に 伴 ふ 信者の 顯榮 卽ち是 で あ る 。 

天地 萬 物 (受造 者) は 虚空に 歸 せらる と 云 ひ 敗 壌の 奴隸 なりと 言 ふ (十九 節， 二十 節 y 解し 難き が 如 

くにして 然ら す、 少しく 自然人 生に 就て 考察 を 費した る 者 は 其の ea 莨た る を 疑 はない ので ある、 春來 

りて 花 は き 蝶 は 舞 ふ、 美 はしき は 天然で ある、 然れ ども 見よ、 蝶の 裏に 厭 ふべき 毛蟲 ありて 葉を嚙 

み 枝 を 枯らす ではない 乎、 猛鳥 は 小 禽を捉 へ 野獸は 家畜 を 襲 ひ 毒蛇 は 行人 を惱 ますで はない 乎、 育成 

つぼみ  あは. a ぶ 

栽培 幾 百日に して 渐く蕾 を 破りし と 思 ふ 間もなく 花は慌 しく 泥土に 委 する ではない 乎、 ゲ ー テ の 歎じ 

たる 如く 天然 中の 逸美た る 婦人の 容色 も 漸く 一 一年 を 保た す身體 美の 極度に 達する や 忽ち 其 敗 壌の 始ま 

る 事 かの 力士の 全盛時代の 甚だ 短き に徵 しても 明かで ある、 學者 ハックス レ ー 曰く 「天然 は 完成す る 

や 否や 破壞 す」 と、 {是 に 天然 物は肷 壌の 奴隸 である、 美 はしき が 如くに して 其 中に 堪 ふべ からざる 惡 

を藏し 完全なる が 如くに して 實は 極めて 不完全 で ある、 虚空に 歸 せられた る は 之 れ受造 者 の 眞相 で あ 

る 0  、 

何故 天然 は斯く 虚空に 歸 せられ 敗 壞の奴 li として 存っ て 居る ので ある 乎、 。ハウ 口 曰 ふ 其れに は 理由 


ありと、 卽ち 「之 を歸 せし むる 者に 因る」 ので あると、 天然 を 虚空に 歸せ しむる 者 は 人で ある 乎、 或 

は然ら む、 親の 扉の 子に 顯 はる \ が 如く 天然の 首た る 人の 罪が 萬 物に 顯 はれた ので あるか も 知れない、 

然し 乍ら 之を歸 せし むる 者 を 神と 見る は 更に 滿 足なる 解釋 である、 卽ち祌 は 人類と 共に 萬 物 を 救 はん 

と 欲し 前者の 救扬の 完成す る 迄 暫く 後者 を 不完全の 俊に 置きて 待ち 給 ふので あらう。 

而 して 敗壞の 奴隸 たる は 天然 自身の 堪へ 難しと する 所で ある、 虚空に 歸 せられて 天然の 衷に大 なる 

苦痛が ある、 天然 も 亦 かの 盛装せ る 貴人の 如くで ある、 彼のみ は 苦痛 を 解せ ざるが 如くに 見えて 實は 

然ら す、 美 はしき 皮 一 重 を 刹げば 其 下に は 言 ふべ からざる 苦しみ を 宿して 居る ので ある、 天然 も 亦 救 

を 待ち む、 而 して 天然の 救 は 我等の 救と 共に 成就す、 故に 天地 萬 物 は 神の 諸子の 出現 卽ち 基督 者の 

救が 其靈 より 體に 及びて 外側に 顯 はる \ 時 を 待ち むので ある、 其 時 天地 萬 物が 我等と 共に 神の k 子 

の榮 なる 自由に 入る 事 を 許さる 、ので ある C サ 一 —サ三 節い。 

故に 我等が 救 を 得た る は 望に 由る ので ある、 旣に救 はれた ので はない、 望の 中に 救 はれた ので ある、 

望 旣に實 現せば 最早 や 望で はない、 望と は 目的 彻の 未来に 存 する 事 を 意味す る、 我等の 救の 完成 は 未 

來に存 す、 聖靈 我が 衷に 宿りて 我れ 神の 子た る を 得し は 卽ち救 はれた るな りと 雖も救 は 之 を 以て 完成 

したる に 非す、 其の 完成 せらる \ 時 は 何時 ぞ、 我等の 身 體の救 はる、 と共に 亦 天地 萬 物の 救 はる i 時 

である (廿 五節 i 廿六 節〕。 

事 は 極めて 重大 且 深遠で ある、 然し 乍ら 救 若し 是れ 丈け の もので ないたら ば 其 は 救で はない、 試み 

に 現在の 狀態を 以て 救扬は 終れり とせよ、 その 不完全なる 事 如何ば かり ぞ、 人 は 自己 一人の 救 扬を以 

て滿 足す る 能 はす、 自己と 共に 妻子 隣人 否 全人 類の 救扬を 要求す るので ある、 叉 人類の みの 救 扬を以 
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て滿 足す る 能 はす、 人類と 共に 禽獸蟲 魚、 否； 大地 萬 物の 救拯を 要求す るので ある、 獨り 我等の 心中よ 

り惡の 消滅す るの みならす 全人 類 全，： 于宙 より 其の 消滅す るに 及びて 始めて ハ レ ルャ、 ァメン は 我等の 

口に 上る ので ある、 而 して 聖書 はか、 る 救拯を 我等に 約束す るので ある、 或る時 迄 待た ば 神 は 必すキ 

リ スト を 以て 完全なる 救 扬を爲 し 給 ひ 我等の 愛する 者 は 再び 我等に 返され、 我等の 聖き靈 に 適合 ふ 敗 

壞 なき 身 體は與 へられ 叉 天地 萬 物 は 改造 せられて 此 新たなる 身體を 以て 生活す るに 適する 新 天 新地が 

實 現せら る 、 の である。 

以て 聖書の 敎 ふる 所の 救拯の 如何に 宏大 無邊 なる か を 知るべき である、 之に 比 狡して 今日の 所謂 救 

濟 事業の 如き は 抑 も何ぞ や、 或は 一 人の 心中より 悲哀が 消失した りと いひ、 或は 一 工場の 資本家が 勞 

働 者に 對 して 親切 を增 したりと いひ、 或は 一 農村が 改善せられ たりと いひ、 或は 假に 一圃の 民に 平和 

が 臨みたり とい ふと も 神の 我等に 約束し 給 ひし 完全なる 救扬に 比して は 殆ど 言 ふに 足らざる 小事 件で 

ある、 我等の 救 扱 は 全 宇宙の それと 共に 完成 せらる、 此 思想 を 抱きて 人 は 全世界に 福音の 立 證を爲 さ 

んと 欲する 大野 心 を 起さざる を 得ない ので ある、 人の 人格 は 其 理想に 由て 異なる、 H マ ソン 曰く  r 汝 

の 車 を 星に 紫げ」 と、 然れ ども バウ n の 如き は 自己の 理想 中に 全 宇宙 を 抱擁した ので ある、 而 して 彼 

の 心に 此 希望の 溢る.^ ありて 全地 は 彼の 傳 道の 區 域と なった ので ある、 叉此 理想 を 抱きて 人 は 萬 物に 

對し 無限の 同情 を 寄せざる を 得たい、 自己 一人 救 はる、 に 非す、 全人 類 全 宇宙と 運命 を 共に する ので 

ある、 是に 於て か 小なる 自己中心の 信仰 は 消滅して 我が 宗敎は 同時に 叉 萬 物の 宗敎 となる ので ある。 

(藤 井武肇 記) 


信仰の 三階 段 

一 九 一 八 年 三月 十日 午前 大阪 天滿 基督 敎會 創立 四十 年 記念 食に 於け る 講演の 大意 

それ 神は預 じめ 知り 給 ふ 所の 者 を 其 子の 狀を效 はせんと 預め 之を定 む、 こ は 其 子 を 多くの 兄弟の 

中に 嫡子たら せんが 爲め なり。 之預め 定めた る 所の 者 は 之 を 召き 召き たる 者 は 之を義 とし 義 とし 

たる 者 は 之に 榮を 賜へ り (羅馬 書 八章廿 九、 毋 節い。 

余は大 阪天滿 基督 敎會と は 甚だ 緣 故の 深き 者で ある、 過去 十一 一年間に 亙り 余の 此敎會 に 於て 講演 を 

爲す事 凡そ 十囘、 而も 余 は 未だ 曾て 大阪市 中 他の 場所に 於て 講演 を 試みた 事がない、 然るに 今 叉 来り 

て 此敎會 創立 四十 年の 記念 會に 臨む は奇 緣と稱 せざるを得ない、 此 時に 當り余 は 特に 祝賀の 意 を 表せ 

んが爲 に 來るも 亦 不可なかった であらう * 而 して 更らに 奇なる は 今年 は 余 自身に 取っても 亦 信仰生活 

に 入りて より 第 四十 年に 相當 する 事で ある、 卽ち 余の 基督 敎的 生活と 此敎會 と は 其 齢 を 共に する もの 

とい ふべ く、 四十 年の 信仰生活 を 綾け し 者が 四十 年間 主の 加護の 下に 存在した る敎 會に來 りて 其 記念 

會を 祝す る を 得る は 不思議なる 神の 導きで ある、 然 らば 余 は玆に 如何なる 語 を 以て 祝意 を 表すべき 乎- 

他な し 余 自身の 四十 年の 信仰生活の 概要 を述 ぶる に 如かない、 事 は 余 一 個人に 係 はるが 如くなる も 余 
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人となり 最下 層の 病人 殊に. n 痴小兒 等 を 救護し 最も 低き 勞 働に 從 事したり し は 卽ちー に 「如何にして 

自己 を 神の 前に 義 とせん 乎」 との 努力に 外なら なかった ので ある、 當時 余の 渾身の 努力 は 何等かの 方 

法 を 以て 聖書に 示す が 如き 聖 して 義 しく、 自己 を 離れた る 人た らんと 欲する にあった、 然し 乍ら か、 

る 努力 は 終に 無益に 終った * 余 は 自己 を聖 くせんと 欲すれば 欲する 程 却て 自己の 汚穢 を 認めた ので あ 

る、 外側の 行 爲を聖 めんと すれば 內 心の 醜惡は 愈々 明かに なった ので ある、 善 を 行へば 善 を 誇る の 心 

起り、 余 は 到底 高ぶりの 人、 罪の 子た る を 免れざる 事 を 知った ので ある。 

斯 ぐし て 失ば 卞： の 極に 達した る 時 余の 場合に 於て は アマ スト 大學 前總長 シ ー リ ー 先生が 余の 指導者 で 

あった、 卽ち 人の 義と せらる、 は， 行爲に 由る に 非す、 信仰に 由る 事 を 余 は 始めて 彼より 敎 へられた の 

である、 「汝 の義 とせら る &は汝 の 努力に 由る に 非す、 汝 自身 如何に 自己 を聖 めんと 欲する も聖 むる 

能 はす、 汝の 義は汝 自身に 於て あるに 非す、 汝の 罪の 爲め其 身 を 十字架に 釘 けられ 給 ひし かの 主ィヱ 

ス キリストに 於て あるたり、 故に 自己の 努力 を 抛棄し 唯 彼 を 仰ぎ見よ、 然 らば 救 はれん」 と、 此事を 

あせ 

知って 余の 重荷 は 忽ち 余の 雙 肩より 落ちた ので ある、 神の 前に 自ら 義人た らんとの み 焦りし 余 は是に 

於て 眼 を 擧げて 十字架 上に 寶血を 流し 給 ひし キリス トを 仰ぎ 依て 以て 義 とせられ たので ある、 卽ち旣 

に 召 かれた る 余 は 今や 義 とせられ だので ある、 余 は兹に 救扬の 第一 一階 段 を 登った ので ある。 

此幅昔 は 余に 取て 實に 貴重なる ものであった、 余 は 之 を 聞きて 叉 他を閒 くの 必要 を 知らなかった、 

之 だに あらば 歸國 して 我が 同胞に 福音 を宣傳 する に 足る と、 斯く考 へ て 余 は 再び 友人 等の 忠告に 耳 を 

傾けす- 5- 躍し て歸 朝の 途に 上った、 而 して 爾來旣 に 三十 年シ ー リ ー 先生より 敎へ られ たる 此 福音が 今 

尙ほ 余の 宣傳 する 福音と して 存す るので ある、 此 以上 また 如何なる 光の 余に 臨む とも 余は此 貴き 福音 


を非認 する 事 は 出来ない、 余 自身が 罪人なる 事、 而 して キリストに 由て 義 とせられ たる 事、 此ニ 階段 

は 余の 旣に經 過せ し 所に して 假令 如何なる 事情 ありと も 再び 之 を 下降す る 事 は 出来ない ので ある。 

然しながら 余 は此處 にも 亦 永く 止まる 能 はざる 事 を 知った ので ある、 余 は キリストに 由て 義 とせら 

れ たりと 雖も 而も 未だ 完全に 救 はれた る 者で はない、 之れ 事 實の證 明す る 所で ある、 試に 余の 傳 道の 

結果 を 見よ、 余が 精神 を盡し 心意 を盡 して 爲 したる 傳 道と 雖も 失敗 は 多くして 成功 は 少し、 福 昔を傳 

ふる 事 幾 ガ にして 信じた る 者 は少數 である、 信じて 之 を 維持す る 者に 至て は 更に 極めて 少數 である、 

其 他 余 の 傳道 の 結果と し て 見る ベ きもの 甚だ 少し、 之 をし も 余 の 福 昔 宜傳の 結果な りと 思 へば 余 は 失 

tl- せざるを得ないの である、 又 之 を 自己に 就て 考 へん 乎、 素より 福音に 接して 余 は 大に聖 めら れ たの 

である、 其 事 は 自己 一 人に 顧みて 之 を 知り 難しと 雖も 偶々 gl 十 年 前の 舊友 にして 神 を 信ぜ ざり し 人々 

に 遭遇す る 時 彼我の 間顯 著なる 相違の 存 する 事 を 感知 せざるを得ない、 福音 を 信す るの 結果の 偉大な 

る は實に 明白で ある、 然 りと 雖も 比較の 標準 を 人に 取らす して 神の 子ィ H スキ リストに 取らん 乎、 乃 

ち 到底 余 を 以て 彼に 比する 事 は 出来ない ので ある、 神の 余 を 召き 給へ る 目的 は 其 子の 狀に傚 はせんが 

爲め なりと あるに も拘ら す、 彼の 狀と 余の 現狀 との 差 は 天 壤も啻 ならざる ものである、 是に 至て 余 は 

再び 失望 せざるを得ない、 福音 の 他人に 及ぼせる 結 rai^ と 其 自己に 及ぼせる 結果と は 相俟ち て 余 をして 

犬なる 不安 を 感ぜし むる ので ある、 神 は 召き たる 者を義 とし、 義 としたる 者に は 榮を賜 ふと ある、 余 

OOOO0OO0OOO0  OO0O00OOOO0OOOOO  O00O00000000O000 

は 召 かれ 且義 とせられ たりと 雖も 未だ 榮を賜 はらない ので ある、 卽ち 余の 救扬は 未だ 完 うせられない 

O0OO  0OOO00OOO0OOOOOOC00OOOO 

ので ある、 かくて 余 は 更に 信仰の 第三 階段 を 上らざる を 得ない。 

然 らば 榮 は！： 時 之 を 賜 はるので ある 乎、 そ は 現世に 於て ではない、 次の 世に 於て キリスト 再び 顯は 
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れ給ひ 我等に 榮 光の 體を與 へ 彼れ の 國を此 世に 建 詨し給 ふ 其 時 我等 は榮に 入る ので ある、 事 は 未だ 未 

來に屬 す、 然れ ども 現在に 於て 之 を 認め 之 を 信す る 事が 出來 る、 信者 は 未だ 榮光を 賜 はらざる も祌必 

す 之 を 賜 ふ 事 を 今日 此處に 於て 確信す る 事が 出來 るので ある、 故に 現世に 於け る 信仰的 生活の 階段と 

して は 希望 を 以て 其 第三 段と 爲す ベ きで ある。 

而 して 此 希望 を 確め られて 信仰 は 更に 大發 展を爲 すので ある、 義 とせられし 事 素より 大 なる 福音で 

ある、 然し 乍ら 義 とせられし 者が 更に 其 身體の 復活 並に 榮化を 被り 其靈の 完全なる 聖 潔に 與 かり 殊に 

復與 せられた る 萬 物の 中に 置かれて 祌の榮 光 を 仰ぎ見る を 得ん との 大 希望 を 抱かせられて 人生 はまた 

一 ^の 大發 展を爲 さざる を 得ない、 余 は 信仰生活 を 始めて より 四十 年後の 今日に 至り 此恩惠 に 接する 

を 得て 感謝に 堪 へざる 者で ある。 

神 は 人類 を 愛する の 心より 之 をして 御子 キリストの 狀に傚 はしめ 以て キリ ストの 弟 分たら しめん 

とおめ 給 ふ、 之れ 神の 御 心に 於け る 信者 選擇の 目的に して 所謂 神の 豫定 である、 而 して 神の 此 目的が 

人類の 實驗 として 現 はる \ 時に 玆に 信仰の 三階 段 を 生す るので ある、 卽ち始 に 召 あり、 次に 義 とせら 

る& あり、 終に 榮を賜 はる あり、 神 は先づ 外側の 境遇と 內 心に 於け る 罪の 自覺と を 以て 我等 を 召き 給 

ふ、 次に 我等が 多くの 無益なる 努力 を 重ねし 後 十字架 上に 於け る キリ ストの 贖罪 を認 むる に 由て 我等 

を義 とし 給 ふ、 而 して 最後に 末の 日に 於て 我等に 榮を賜 ふ 事 を確實 なる 希望と して 認めし め 給 ふので 

ある、 祌の 豫定は 永遠の 過去で ある、 其發 現た る 召き と義 とせら る、 との 實驗 は卽ち 現在の 事實 であ 

る、 而 して 其 結 たる 榮 光の 賜與は 之れ 永遠の 未来で ある、 羅馬書 第 八 章の 此 短き 雨 節の 中に 永遠の 

過去より 永遠の 未来に 互る 信者の 運命が 明示せられ たので ある、 最後の 一 段 は 現世に 於て 實現 せす 希 


として 存る、 然れ ども 此 希望た る や 極めて 確實 たる ものである、 バウ a が玆に r 榮を賜 〈り」 と 言 

ふ は 畢.； 12^ 其の 必然の 未来なる が 故に 旣定の 實 として 之 を 言 うたので あらう、 而し て實に 此 希望 あ る 

に 由て 我等 は 救 を 得た ので ある、 故に 曰 ふ 「我等が 救 を 得る にば によれり」 と (サ四 節〕。 

されば 余 は 切に 笔む、 此敎會 に 於ても 亦敎 會全體 としても 此 信仰の 階段 を迎ら れん 事 を、 殊に 未だ 

來 らんと する 世に 於け る 榮光を 認めざる 者 は 今日 此大 なる 榮光を 認めて 感謝と 歡 喜との 生涯に 入られ 

ん事 を。 (藤 井武挚 記) 

基督 再臨の 欲求 - 

羅馬書 八 章 十四-, 廿三 節の 硏究 

一 九 一 八 年 三月 十日 午後 火 阪天滿 敎會に 於け る 講演の 大意 

羅馬 書の 第 八 章 は 基督 敎を牧 縮した る ものである、 若し 聖書が 金の 指環な らん 乎、 羅馬書 は 其寶ぉ 

にして 其 第 八 章は寶 石の 尖 頭で ある、 故に 此 短き 一 章の 中に 宇宙人 生に 關 する 最も 重要なる 眞理が 包 

含せられ て 居なければ ならない、 而 して 實に其 十 ra 節 乃至 一 一十三 節の 如き は 確かに 其れで ある。 

此の 數節は 宇宙 の 希 SI?! と 人類の 希望と 雨ながら 之 を簡單 明瞭の 語 を 以て 一： 小す ものである、 十 ra: 節に 

基^^3再臨の欲求  七 一二 七 


基お 再臨 ESS  七三- < 

曰 ふ 「凡そ 神の 靈に 導かる & もの は 是れ卽 ち 神の 子な り」 と、 「導き」 と 言へば 素より 外界よりの 導 

きを 意味す る、 然るに 其 次 節に 至て 又 曰 ふ 「汝 等が 受けし 靈は 奴た る 者の 如く 再び 懼を 抱く 靈に 非す、 

アバ 父よ と 呼ぶ子た る 者の 靈 なり」 と、 依て 知る 外界より 我等 を 導き 給 ふ 祌の靈 は 叉 我等 信者の 衷に 

^して 我等 をして 子たら しむる の靈 なる 事 を、 卽ち 外なる 靈の 導きに 與る と共に 又內 なる 靈を賜 はり 

. ^る 者、 是れ バウ n が 基督 信者に 就て 下した る 定義で ある、 而 して 彼 は 叉 曰 ふ 「聖靈 自ら 我等の 靈と 

共に 我等が 神の 子た るを證 す」 と (十六 節)、 我等が 神の 子た るの 證明は 外に あり 叉內 にあり、 信者 は 

自己が 神の 子と せられた るの 事 實を其 生涯に 臨みし 奇 しき 攝理と 合せて 自己の 靈に感 する 神の 靈の實 

驗 とに 由て 知る ので ある。 

信者 は 神の 子な りと 言 ふ、 然しながら バウ 口 は 更らに 進んで 曰 ふ 「我等 もし 子たら ば 叉 後嗣たら 

ん」 と (十七 節)、 卽ち嗣 ぐべき 何物 か を 有する 所の 者な りとの 義 である、 神 は 我等 を 子と 認 むる のみ 

を 以て は 足らす、 我等 も 亦 神に 子と 認めら る \ のみ を 以て は 足らない、 子と せられた らんに は 其實證 

がなくて はならない、 而 して 其れに は 相應の 賜物 を 受けなければ ならない ので ある、 人 其の 子に 向て 

汝は 我が 子な りと 言 ひ 子 は 親に 向て 我 は汝の 子な りと 言 ふと も 其の ra^ して 子た らんが 爲には 之が 證據 

を 要する ので ある、 故に 「我等 若し 神の 子たら ば义 後嗣た らん、 必すゃ 或 物 を讓受 くべ し」 と 言へ る 

バウ 口の 一一 一一 n は 誠に 適當 である。 - 

「卽ち 神の 後嗣に して キリスト と共に 後嗣た る 者な り」 と (十七 節〕、 キリストが 神の 後嗣と して 受 

く ベ き 物 其 物が 亦 我等の 受 くべき 物で あると いふので ある、 親の 子に 讓る ゃ必す 親相應 の もの を 以て 

チ、 富豪なら ば 富豪 相應、 貧者なら ば 貧者 相應、 其 所有と 位地との 程度に 應 じて ii, 物を爲 すので ある、 


親が 其 子 を 己が 子と して 認む るの 證據 は此處 にある、 其 如く 神 も 亦 祌相應 の 物 を 其 子に 與へ 給うて 神 

が眞に 我等の 父た るの 證據と 爲し給 ふので ある。 

然 らば 祌は 我等に 何 を 賜 ふ 乎、 問題 は是れ である、 神旣に 我等に 靈を賜 ひたりと 雖も. のみに て は 

足りない、 神の 戴 は 我等の 簾と 共に 我等が 神の 子た るの Si は 明を爲 すと 雖も靈 其 者 は 未だ 以て， 1 子の 受 

くべき 賜物の 全部と する に 足りない ので ある、 抑 も 神の 其 子に 賜 ふ 遺產は 何で ある 乎、 バウ n は玆に 

此 問題 を 解決 せんとす るので ある。 

然しながら 彼， は 直ちに 其 事 を 語らない、 彼 は 殊更に 問題 を轉 じて 暫 らく 天地 萬 物に 就て 語る ので あ 

る、 曰く 「それ 受造 物の 深き §K は 神の 子等の 顯 はれん 事 を 待てるな り 云々」 と、 十九 節 A 下)、 受造物 

とは个 日の 語に て 之 を 言へば 宇宙 叉 は 天地 萬 物で ある、 而 して パゥ &は言 ふ 「天地 萬 物 は 現在に あり 

,:, ■■-  I しもべ  な ゆ  くるし 

て は 敗壞の 奴で ある」 と、 又 曰 ふ 「天地 萬 物 は 今に 至る 迄 人類と 共に 歎き 且 苦む」 と、 卽ち 天然 其 も 

の が ^だ 不完全なる ものにし て 而も 其 の 完全 に 達せ ん事を 深く 待ち sn. 一み つ、 あると いふので ある、 而 

もの 

して 少しく 天然 を觀 察した る 者 は 皆な 此 結論に 達せざる を 得ない- 通常 物の 理想 は 之 を 自然に 取る、 

人工 は 不完全な り 天然 は 完全な りと 言 ふ、 誠に ソ ロモンの 榮 華の 極み も 野 花 一輪の 装 ひに 及ばない の 

つ 5t* み 

である、 然 りと 雖も 天然 其 物が 實は 甚だ 不完全た る を 免れない、 見よ 待望 一 年に して 漸く 营を 破りし 

樱花は 三日 見ぬ 問に 忽ち 散り 失する ので ある、 人の 家庭の 如き 亦 之 を 天然の 現象と して 見て 共の 快樂 

の 暫時に して 悲哀の に 之に 臨み 易き を 認めざる を 得ない、 ^^、はしき山野の間に毒草ぁり毒蛇ぁり毒 

蟲 あり、 叉 人の 健康と 生命と を 奪 ふ徽菌 あり、 動物界に 於け る 生： 競爭 あり、 天然 其 物が 敗壞 の奴隸 

にして極めて不完全のものたるは何人も之を認めざるを得ざるの_9^^赏でぁる、 バウ ti の 言 ふ 所 は 文字 

基お" 再臨の 欲求  七三 九 


基お 再 臨闺 題  七 BI〇 

通りに 眞理 である。 

天然 は 不完全で ある、 然しながら 不完全なる は獨り 天然の みで ある 乎、 否な、 人類 全 體も亦 不完全 

である、 加 之 信者 其 もの も 亦 不完全で ある、 不完全なる 人類 あり、 而 して 不完全なる 天然 あり、 % の 

完成 を 待ちつ i あるが 如く 此も亦 完成 を 待ちつ k ある、 人類と 天然、 信者と 萬 物、 其の 不完全なる 狀 

態 を 共に し 其 悲歎と 勞 苦と を 共に し 其 終局の 希望 を 共に す、 此は 彼の 顯現を 待ち 彼 は 此の 完成 を til- む、 

OOOOOO0-OOOOOOOO0OOODOOCOO0OOOOC 

其 事 は 果して 何 を 示す 乎、 曰く 人類の 完成 せらる k と 同時に 天然 も 亦 完成せられ 而 して 其の 完成 せら 

OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO0O0OO0  0-0OO 

れ たる 天地 萬 物が 完成せられ たる 人類に 賦與 せられん とする ので ある、 故に 曰 ふ 「己の 子を惜 ますし 

て 我等 凡ての 爲 めに 之 を 付せ る 者 はな どか 彼に 添へ て 萬 物 を も 我等に 賜 は ざらん や」 と C 世 二 節」、 然 

り 萬 物で ある、 完成せられ たる 宇宙、 完成せられ たる 天地 萬 物で ある、 而 して 神の 子たり 其 後嗣た る 

j5 づ り もの 

者の 受 くべ き 譲 物は卽 ち是れ であると 彼れ パ ゥ & は 言 ふので ある、 實 に莊大 なる 思想と 稱 せざる を 得 

ない。 

「た、. - これ 等の ものの みならす、 聖靈の 初めて 結べ る赏を 有て る 我等 も 自ら 心の中に 歎きて 子と 成 

らん 事卽ち 我等の 身 體の救 はれん 事 を 待つ」 と (サ三 節〕、 之に 由て 見れば 我等が 靈に 於て 潔め られた 

- ■  -.  tl:  ,  000000000000000000000000000^-00 

る は聖靈 の 初稱た るに 過ぎない、 眞實の 意味に 於 て 神の 子た るに 至る は救拯 の 結果が 身 體に迄 及ぶ の 

時で ある、 身體其 ものが 朽ちざる 者と なりて 始めて 牧穫の 時は來 るので ある、 是れ卽 ち 信者の 完成で 

ある、 而 して 信者の 斯の 如くに して 其 救を完 うせら る」 と 同時に 萬 物 も 亦 其 救を完 うせら.^、 玆に榮 

光の 天然 完成せられ たる 宇宙が 出現し 而し て 其れが 祌の 遺産と し て 子た る 信者に 賦與せ ら ると いふ、 

共 思想 の 雄大に して 深遠なる 誠に 驚くべき である。 


。ハウ 口が 此書を 認めし 時 彼 は 何處に 在りし 乎、 H ベ ソ乎コ リン ト乎 或は カイ ザ リャの 牢獄であった 

f, 何れにせよ 彼 は此時 甚だ 貧困の 身であった、 全地 は羅馬 皇帝に 屬し 彼れ パゥ 口の 掌中に は 自己の 

所；^ と稱 すべき 一 物 も 無った ので ある、 然るに も拘 はらす、 彼 は 自ら 神の 子なる が 故に 又 其 後嗣た る 

を 知り 而 して 最後に は 全世界と 其 中に ある 萬 物と が羅馬 皇帝に 屬せ すして 自己の 有に 歸 すべき を；；： E じ 

て 疑はなかった ので ある、 {且 なる かな 貧 漢パゥ 口 の 向ふ處 世界に 敵な かりし isT 

此の世 は 所謂 現し 世で ある、 汚れた る 世界で ある、 敗 壤と忠 難との 奴隸 である、 然しながら 此阯は 

我等の 爽 つべき ものに 非す、 我等の 救 扬の完 うせら る &時此 世の 救扬 も亦完 うせられ 玆に 完全なる 宇 

宙が 完全なる 神の 子に 與 へらる K ので ある、 基督 信者の 希望 は 之より 以下た る 事が 出来ない、 神の 造 

△  <"<J< 厶厶厶 厶<1<1<1厶 <"△<△△  <1<3 厶 厶 厶厶厶 厶 A 厶厶 <!<"△△△<<: 厶厶 <"△<!<<:<: 

り 給 ひし 驚く ベ き 宇宙 萬 物が 永久に 惡人 の 手中に^し 神 を 嘲る 者の 所有に 歸 すべ き 害がない ので ある、 

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAA  厶 <3 厶 厶厶<1 厶厶 厶厶 <3厶<:<厶<3 厶 厶厶 

阯界が 彼等の 蹂躪に » する は 暫時の 事で ある、 時 到らん 乎、 天地 萬 物 一切の 受造物 は 忽ち 彼等の 手よ 

り 奪 はれて 眞實な る 神の 子に 與 へらる i ので ある、 完成 せられた る 全 宇宙、 是れが 神の 後嗣の 讓受く 

A  A  A  A  A  A  A 

べき 逸產 である。 

今 ま 大阪の 巿に來 りて 其 殷富 を 見る に此 世の 勢力 の 盛なる に 驚かざる を 5£ ない、 日本の 富 は 不信者 

の 手に ねられて 居る ので ある、 宇宙 萬 物 は 神と キリ ストと を 知らざる 者の 支配に 露して 居る ので あ 

わ t 

る、 然しながら 己の 子 をも惜 ますして 之 を 我等 信者の 爲に 付せ る 者 はな どか 之に 添 へ て 萬 物 を も 賜 は 

ざらん やで ある、 此 殷富、 此 美しき 睦 と 海、 此 宇宙 萬 物が 之よりも 遙に 美化され たる 形に 於て 我等に 

賜 は る ベ し と は 聖書が 敎 ふる 所の 中心的 眞理 である、 人の 思想と し て 之よりも 莊大 なる ものが ある 乎、 

我等の 受 くべ き 賜物と して 之よりも 偉大なる ものが ある 乎、 キリ ス トに 於け る 救の 遂に 此處 にまで 至 

基 再臨の 欲求  七 en 


基^&再臨問題  七 gj  二 

る ベ きを 知つ て 我等 は 唯 驚歎し 讚美す るの 外 はない ので ある。 

約 翰の 默示錄 第 十三 章の 終に 曰 ふ 「此 獸の數 目の 義を 知る 者 は 智慧 あり * 才智 ある 者 は ±^ のの g を 

算 へよ、 獸の數 は 人の 數 なり、 其 數は六 百 六十 六な り」 と、 六 六 又 六、 之れ 人の 狀態 なりと いふ、 希 

伯來 人に 取て 七 は 完全 を 表 はすの 數 である、 故に 六 は 完全に 近くして 之に 達せざる 者で ある、 人の 數 

は 誠に 六 六 六で ある、 侗人然 り 社 會然り 天然 亦然 り、 然れ ども 神の 定め 給 ひし 時 到らん 乎、 六 六 六 は 

一 變 して 七 七 七と なる ので ある. キリスト 再び 来り 給 ふ 時 信者 は 復活し 萬 物 は 復興し 而 して 復與の 萬 

物が 復活の 信者の 手に 渡され、 かくて 神の 後嗣 は其受 くべき 相 當の遺 產を受 くるので ある、 キリスト 

の 再臨 は 人生と 全 宇宙に 關 する 最大 問題で ある。 (藤 井武 筆記) 


基督の 復活と 再臨 

哥林多 前書 第 十五 章 

一 九 一 八 年 三月 三十 一 日 神 戸 基督 敎靑年 今.： 館に 於て、 又 四月 七日 及び 十四日に 渉り 東京 祌田バ 。フテ ス ト中 

央食堂 に 於て 述べ し 講演の 大意で ある 

今や 信仰の 復舆は 全世界に 磅磷 たる 新 機運で ある、 再臨の 髙唱は 聖靈の 導きに 由る 運 S である、 我 


阈に 於て 此 運動の 開始せられ たる 此機會 に當り 堅く キリス トの苒 臨 を 信す る 若き 有 爲の士 にして 海外 

より 歸 朝す る者少 からざる が 如き は實に 不思議なる 攝理と 言 はざる を 得ない、 曩には 祌戶に 於け る sli- 

會に 際し 余 を 訪ね 來れる 一 舊知 があった、 彼 は 一 一十 年 前 高等 商業 學校 卒業の 後久し く 倫敦其 他に 勤務 

し 近頃 歸國 したる 好本督 君で ある、 余 は 過ぐ る 復活 日の 朝 彼と 共に 蘆屋 川の 畔を 逍遙し 有名なる 汐見 

の 櫻の 綻び 初む る を 眺め 小 丘に 登つ て暫 らく 信仰 談を交 はし た、 然るに 驚くべし 彼 は 再臨の 信仰に 燃： 

えて 居る 9 である、 之 を 見て 余 は 感慨 禁ぜす、 脚下 一 帶の 松原に 續く茅 it の 海 を 隔てて 遠く 淡路島 を 

む 所に 一 一人 は 共に 篤き 祈を獻 げた、 而 して 生来 臆病 過ぐ る 程 謙 通な りし 彼が 其 日の 午後に 於け る 集 

會の 席上 余の 講演 終 る や 直に 壇に 上って 熟 心なる 信仰の 證 明を爲 したので ある、 此 時に 方り て此事 あ. 

る は 果して 何 を か 意味す る、 然るに 八 マ 叉玆に 均しく 新歸朝 者た る 平出慶 一 君の 信仰と 知識と を 兼備せ 

る 有力なる 再臨 論 を 聽くを 得て 歡 喜に 堪 へない、 此の 如き は 確かに 神の 攝理 であって 我等の 事業が 神 

の 特に 命じ 給 ひし ものなる の 證據と  一一 m ふべき である。 

而 うして 此 運動 は 決して 獨り 日本に 於け る 小 運動で はない、 英國 及び 米國に 於ても 同様の 運動 ある 

事 は 人の 旣に 知る 所で ある、 然るに 近時 敎友河 面 仙 ra 郎君 (君 は 開 戰に先 だつ ニ年獨 逸に 留學 し爾來 

敵國を脫中^^るの機を逸して遂に最後迄殘留し漸く昨年十 一 月 許可 を 得て 瑞西 國バ ー ゼル 市に 移った 

ので ある、 卽ち君 は 戦時中の 獨 逸の 眞相を 知れる 我！！ 唯一 の權 威で ある) .：：. 河 面 君よりの 昔 信に 由 

れば獨 逸に 於 も 亦 此戰爭 の 結果 新祌學 は破壞 若く は 逆行 を 始め キリスト 再臨の 信仰 著る しく 勃興し つ 

つ あり、 殊に 此 運動 は 嘗て 再臨 信者の 團體 たる ピ ー チ スト (pietist) に 由て 建設 せられし ハ レ ー 大學 

を 中心として 行 はれつ k あるとの 事で ある、 又 前述 好 本 君が 牛 津大學 其敎 授に會 見した る 時の 敎授， 

某 g の 1 お 活と冉 臨  七 en 一一 


臨 rasa!  七 Es 

の 言に 曰く 「余の 基督 敎は 今日まで 道理 的な りし にん マ や 信仰的と なりつ \ あり」 と、 之 等の 一一-一 ：！ はかの- 

心理 學者バ ゥ マ ン の 指摘せ る 「今 囘の戰 爭は獨 逸の 青年 を驅 りて -ー ー チ H の 著書より 新約聖書に 赴か 

しめたり」 と の事實 と相俟 ちて 歐洲に 於け る 精神 界の 大勢の 那 邊に存 する か を 示す に 足る の である、 

ケゃ キリスト 再臨の 信仰 は實に 聖靈 の 指導に 基く 世界の 機運 で あ る 。 

キリストの 再臨 は 其の 復活との 間に 密接なる 關係を 有する、 若し 復活 を 聖書の 示す が 儘に 信す る 事.. 

を 得ば 亦 再臨 を も 信ぜざる を 得ない ので ある、 而 して 復活 節 は旣に 一 週間 前に 過ぎ去れ りと 雖も 天文 

學者 ウル ム、 ゥ ー. デ マ ン 等の 努力に 成る 計算に 由れば キリストの 十字架に 釘 けられ 給 ひたる は 紀元後 

三十 年の 四月 七日 (太陽 唇) であった とい ふ、 卽ち彼 は 千 八 百 八十 八 年 前の 今月 今日 十字架に 上り 給 

うたので ある、 而 して 三日 目なる 四月 九日の 朝に 於て 復活し 給うた ので ある、 依て 知る 今日は 彼の 復 

活に 就て 學 ぶに 最も 良き 安息日なる 事 を、 故に 余 は 玆に哥 林 多 前書 第 十五 章に 記された る 彼の 设活を 

バウ a の 語る が 俊に 聽 かんと 欲する、 是れ 余輩の 言に 非す して バウ 口 の 言で ある、 我等 は暫 らく バウ 

a の 書翰の 受信人た る 立場に 立ちて 本章 を熟讀 すべきで ある。 

彼 は先づ 曰うた ので ある 「兄弟よ 曩 にわが 傳 へし 福音 を更ら に叉汝 等に 示す、 汝等は 之 を 受け 之に 

い たづ 

救り て 立つ、 汝等 徒らに 信ぜす して 我が 傅へ しま 、を 堅く 守らば 此 福音に 由て 救 はれん」 と (一、 二 

節」、 此處に 「徒らに」 と 言へ る は 「早まりて」 叉 は 「能く 究 むる 事な くして」 の 意で ある、 福音の 

眞髓を 能く 究 むる 事な く 復活 W 臨 等の 事 を 知らす して 早まりて 之 を 信す る 者 は 決して 勘 くた" い、 干 九 

百年 前の コ リントの 敎會に 於ても 爾 うであった、 今日の 日本の 敎會に 於ても 亦 雨う である、 單に神 は 

愛な りと 聞きた るが 故に、 又は 基督 敎は 家庭 社會 の救濟 上有效 なりと 認めた るが 故に 信者と なりたる. 


者の 如き 皆な 此類 である、 而 して 敎餘も 亦 此の 如き 人に 洗禮を 授けて 敢 て撣ら ない ので ある、 甚 しき • 

に 至て は 神の^ 在 を も 信ぜす して 唯 だ 正義が 最後の 勝利者た る を 信す るの 故に 洗 禮を校 けられた るの 

實 例が ある、 然し 乍ら バウ B は 此の 如き 人々 に對 して 明言した ので ある、 曰く 「我が 傳 へし 儘 を 守ら • 

すば 救 はれす」 と、 蓋し 彼の 語の 適 中す る 信者 は 古今東西に 其數^ だ 多い ので ある。 

次ぎに 彼は霄 うた 「我が 第一 に汝 等に 傳 へし は 云々」 (三 節) と、 「第一」 と は 時の 順序に 非す、 「最 

も 重要の 事 は」 の 意で ある、 彼 は玆に 信仰の 根本的 敎義の 何たる 乎 を 示さん とする ので ある、 而 して 

バウ が 謂 ふ 所の 根本的 敎義と は 菜して 何ぞ、 そ は社會 改善で ある 乎、 又は 正義の 承認で ある 乎、 又 

は キリスト は 人類の 理想な りとの 事で ある 乎、 否な、 否な、 バウ B に 取て 最も 重要なる 問題 は 近代 人 

の高唱 する 是 等の 事ではなかった、 「キリスト 聖書に 應 じて 我等の 雜の爲 に 死に、 叉 葬られ、 聖書に 

應 じて 三日 目に 甦り、 ケパに 現 はれ 後に 十二 弟子に 現 はれ 給 ひし 事な り」 と (三— 五節)、 キリス 卜の 

00000000  C  00000  000  0  0  0  OOOO00O0O00O0OOOOO0O  OO 

死と 我等の 罪との 密接なる 關係、 其 復活、 其顯 現、 是 れパゥ & の稱 して 基督教の 根本的 敎義と 做した 

O00OOO00 

る 所の ものである。 

而 して パゥ a の說く 所の 甦りと は 身體の 復活なる 事 は 「葬られ」 云々 の 語に 徴 して 明 C である、 れ 

的 (仪活 に 非す して 肉體の 復活で ある、 キリス トは其 葬られた る 身體を 以て 復活し 而 して ケパに 現 はれ 

後に 十一 一 弟子に 現 はれ 「次に 五 百 人 以上の 兄弟に 同時に 現 はれ 次に ヤコ ブに現 はれ 次に 凡ての 使徒に 

現 はれ 最後に パゥ £1 彼 自身に も 現 はれ」 給うた ので ある、 而 して 基督 敎の 根本 敎義 は玆 にあり と 彼れ 

バウ n は玆に 明言して 居る ので ある。 

然るに 多くの 基督 者 は 今日 果して 此事を 信す る や 否や、 近代に 於け る 基督 敎歷史 の 大家 レ ー キ敎投 
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の 復活 論に 曰く 「抑 も 復活の 信仰の 起源 はマグ ダラの マリアが キリス トの 墓に 香 物を獻 げんとして：？^ 

きたる 時 其 墓の 空虚なる を發 見した るに 始まる。 然るに マリア はヒ ス テリ ー 症の 婦人に して 粗忽の 餘 

り 墓 を 誤 まって 空虚の 墓 を 見舞った ので ある」 と、 菜して 然 らば 基督 敎は 素と 一 病婦の 錯誤の 上に 築 

かれた ものに 外なら ない ので ある、 學 者の 說 概ね 此の 如しで ある、 彼等 は 曰 ふ 「肉 體の 设活の 如き は 

科 學的雰 圍氣の 間に 棲息す る 近代 人の 信す る 能 はざる 所で ある」 と、 然し 乍ら 彼等の 科 學とは 果して 

何で ある 乎、 世に 價値 なきもの にして 祌學 者の 科學 論の 如き はない ので ある、 而 して 彼等の 解 釋の如 

何に 係 はらす パゥロ は 明白に 肉體の 復活 を宣傳 し尙附 加して 言 ふので ある、 曰く 「されば 我に もせよ、 

彼等に もせよ、 宣べ傳 ふる 所 は斯の 如くに して 汝等 は斯の 如く 信じた るな り」 とハ 十一 節)、 實に 論旨 

炳 然として 日 を 防る よりも 明かで ある。 

是の 故に キリ ス ト の 肉體の 復活 を 信ぜざる 者 は 聖書 を棄 つるに 如かす、 パゥ の 說く所 は 一 點の疑 

を容れ ない ので ある、 然るに も拘 はらす 黑を 白と 解釋 せんとす る は 近代 人の 心理 狀態 である、 彼等 は 

自己の 思想 を 以て 他人の 思想 を强 ひるに 巧みで ある、 余 は斯く 信す るが 故に 汝の論 も 亦斯く 解せ ざる. 

ベ からす、 汝も 亦斯く 信す る に 相違な しと 言 ひて 自己の 思想 を 他人の 說中 に讀み 込まん とする は 彼等 

の， まで ある、 嘗て 詩人 ブラウ 一一 ングの 晚年其 名 聲大に 揚がりし 頃であった、 彼 は 一 夕倫敦 街頭 「ブラ 

ウー 一 ング 研究 \%」 の阽札 ある を 見、 試みに 入って 其 狀況を 視察した、 偶々 論題に 供せられ たる もの は 

彼の 戯^の 或 ものであった、 會長は 所謂 新しき 婦人に して 其 周 圃 に 多くの 小學 者が 坐して 3i5 た、 而し 

て 甲論乙駁 交々 立ちて 所 說を述 ぶる に 一 も 彼 自身の 意味す る 所に 當る 者がなかった、 是に 於て 老 詩人 

自ら 一 會 員た るの 風 を 装 ひ 「其 意味 は斯の 如く 簡單 明白な り」 と說 明す る や 忽ち 全員の 大反對 を 招い 


た、 而も 老 詩人 は讓ら すして 辯ぜ しかば、 巳む 事 を 得すして 會長は 可否 を 起立に 問 ひしに 詩人の 赞成 

者 は 詩人 自身の 外 一人 もなかつ たとい ふ、 復活 論 や 再臨 論 も 亦實に 其の 如くで ある、 パゥ 口の 言 ふ 所 

簡單明 .E なる に拘 はらす 强辯 曲解 相尋で 起り 若し 之 を 起立に 問 はば 立つ 者 は 彼れ 筆者 パゥ n 唯 一 人で 

あらう、 然れ ども 事 賞 は 如何と もす る 事が 出 來 ない、 我等の 信す ると 否と に拘 はす バウ！ 1 や ヨハネ や 

ぺ テ B の說 きたる 基督 敎の 根本 敎義は 肉體の 復活に あつたの である、 ァリ マテヤの ヨセフ の獻 げし 墓 

00000000000000000000000000000000- 

の 空虚な りし 事 を 信ぜす して 基督の 信者と 稱 する 事 は 出来ない ので ある。 

バウ 口 は 义曰ふ 「若し キリス ト輕り 給 は ざり しなら ば 我等の 宣敎も 空しく 汝 等の 信仰 も 亦 空しから 

ん …… 若し キリス ト廼り 給 は ざり しなら ば汝 等の 信仰 は 空しく 汝等尙 ほ 罪に 居らん」 と (十四. 十七 節：/ 

キリストの 復活な くば 傳道 あるな し、 信仰 あるな し、 救拯 あるな し、 罪の 赦 あるな し、 ー说活 なくして 

汝 等の 信仰 は無效 である、 復活な くして 汝等尙 ほ雜の 中に 居る ので あると、 而 して パゥ& に は 之 を 言 

ふの 十分なる 道德的 理由が あった、 彼 は 其れ を 羅馬書 四 章の 終に 於て 說 明した、 曰く 「キリスト 我等 

の 罪の 爲に 化され 我等の 義 とせられ しが 故に 輕 りたり」 と、 卽ち 復活 は 我等の 罪の 赦 されて 義 とせら 

れ し證據 である、 何と なれば (设活 なくん ば 我等 は 皆 死せ ざるべ からす、 而 して 死 は 我等が 罪人なる の 

唯一 の證據 である、 人の 罪を證 明す る もの は 此缺點 彼 短所に 非す、 人の 皆 死せ ざるべからざる 事 其 事 

が 何よりの 設明 である、 故に 若し 罪の 赦 あらば 必すゃ 死せ ざる 人と せられなければ ならない、 然るに 

キリス ト先づ 復活し 給ひ而 して 自己 の 设活を 以て 凡て の 信者の 復活 を 約束し 給うた ので ある、 玆に 罪 

の赦の 明白なる 證據が ある、 若し 此 復活の 希 なからん 乎、 罪の 赦の證 明 何" 1 にか ある、 復活な くん 

ば救扬 はない ので ある、 復活た くんば 信仰 は無效 にして 宜敎 の內容 は空乏 となる ので ある。 
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喧、 之れ 5^ して 今日の 福 昔で ある 乎、 社會 改良 を 以て 基督 敎の根 本義と なし、 會堂 建築 を 以て 宣秋 

ト： の 最大 事と なし 而 して 不信者に 媚を呈 して 建築の 資金 を 募集す、 彼等 は 再臨の 信仰 を 嘲け りて 慨か 

はしき 事な りと 言 ふ も眞に 憤慨すべき は實に 彼等 自身の 此の 如き 陋態 ではない 乎、 復活 を 信ぜす 再臨 

を 信ぜす して 義を行 ふ 事 は 出来ない、 故に パゥ a は 最後に 强き警 吿を發 して 曰うた ので ある r 汝等 欺- 

かる」  勿れ、  .惡 しき 交際 は 善き 風儀 を 害 ふなり、  汝等義 に 於て 醒めよ、 罪 を 犯す 勿れ、 汝 等の 中に 神 

を 知らざる 者 あり、 わが 斯く言 ふ は 汝等を 辱めん とてな り」 と (世 三、 卅四 節)、 誘惑 せらる、 勿れ、 

敎會の敎師信者にして(2^活再臨等を嘲笑する者ぁらば之と交際を爲す勿れ、 汝 等の 諺に も 爾か言 ふに 

あらす や、 汝等 宜しく 義に 於て 醒めよ、 我れ 斯く言 ひて 汝等を 怒らしめ 以て 覺醒 せしめん と 欲する の 

であると、 以て 初代 信者 の 如何 に 復活 W 臨 等 の 信仰 を 重 ん じたる か を 知るべき である。 

過る 日 余 は 或る 歐洲 中立 國の 基督 敎會の 監督に 遇うた、 彼 は 善き 人に して 或 事に 於て は 彼と 余と は 

善き 友人であった、 然るに 彼 は 余に 問うて 曰うた 「さて 貴下 はよ もや キリストの」 51 女 降誕 復活 昇天 W 

臨 等 を ：！：£ じな さるまい な」 と、 此時迄 打ち 寬 いで 居た 余は此 意外の 質問に 接して 直に 襟 を 正しう した， 

而 して 漸く 溫 まらん とする 友情 を 犠牲に する は 忍び ざり しと 雖も 其爲に 余の 返答 を 曖昧に する 事 は 出 

來 なかった、 余 は 思 ひ 切って 明瞭に 答へ た、 曰く 「余 は 信す」 と、 是に 於て 彼 は 叉 尋ねた 「何故に 之 

を 信す る 乎」 と、 余 は 再び 答へ た、 曰く 「キリスト は 余の 心に 奇跡的 變 動を與 へた、 余は此 奇跡 を 行 

ひし 人の 设活と 其 人に 由る 信者の 復活と を 信ぜざる を 得ない」 と、 基督 敎國の 敎會の 監督に して 祌學 

の 博.^ たる 人が 余に 向て か \ る 質問 を發 する ので ある、 而 して 之れ 今日の 基督 敎界の 大勢 を 示す もの 

である、 彼等 は 基督 敎を 信す と稱 して 赏は バウ S 等の 根本的 敎義と 做した る 所の もの 卽ち是 なくして 


福 昔な しと 做した る 所の もの を 排斥す るので ある、 彼等 は 曰 ふ、 復活 再臨 等 を 信ぜん 乎、 近妣 文明 を 
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如何せんと、 然しながら 余 は 一一 一一 n ふ、 聖書 を 如何せん、 近世 文明 は棄 つべ し、 然れ ども 聖書 は 之 を棄て 

る 事が 屮 Z 來な いと、 然り、 聖書は近世文明ょりも^_述かに贵くぁる、 而 して 聖書 は 明白に (仪活 臨 等 を 

以て 〈チ宙 の 大眞理 と 做す ので ある、 バウ B、 ヨハネ、 ぺ テロ 等の 傳 へたる 純 福音 は 之 等の 露现の 上に 

立つ て 居る ので ある。 

再臨の 信仰に 關 する 余鞏の 運動 を-許して 基督 敎界に 於け る 放火な りと 稱 した 者が あるとの； である- 

余 の 運動に して 若し 放火な らんに は 現在の 我 國宗敎 界には M か 燃 ゆべき ものが あるに 相違ない、 卽 

ち我國 の敎會 はパゥ n の据 ゑた るが 如き 千歳の 磬を * 礎と して 其 上に 金銀 寶石を 以て 建てられ たる も 

のに 非ざる 事 を 示す ので ある (コリ ント 前書 三 章 十二 節〕、 木 草 禾稿を 以て 建てた る 家 は 神の 言に 巾て 燒 

き盡 さる &の である、 而 して 余輩の 運動 は 余輩 自身の 運動で はたい、 余！ は. 冉臨を へ 平和 を iP へ復 

活を唱 へ て 唯 だ 聖書 の 註解 を 試み つ、 あるに 過ぎない。 

W 臨 信仰 反對論 若に 對 して 余 は 玆に權 威 ある ニ學 者の 首 明 を 紹介 せんと 欲する、 其 一 は獨 逸の 大聖 

*1 學 者フラ ンッ ニァ リッチで ある、 十九^ 紀に 於け る 聖書 學者 にして 彼の 如く 深遠 H; 該博なる はな か 

つた， 彼 は 其の ィザャ 書 第五 十三 章の 研究 屮に 曰く 「如何なる 言語 學を 以てする も 本章 を 解す ベから 

UT  (而 して 彼 自身 は 稀 有なる 語學 者であった)、 髑微 山上に 立てられ たる 十字架の ドに 於て 讀 むに 非 

ざれば 此章を 解す る 能 はす」 と、 彼の 如き は 赏に學 問と 信仰との 和合した る 偉大なる 举 者であった、 

而 して 彼れ デリッチが キリスト W 臨 を； す るの 理由に 曰く 「余 は. 冉臨 信者な り、 ィ H スも 亦爾か 在り 

某 e の 復活と 再臨  七 四 九 


基 e 再 臨 問 Ml  七 五 〇 

給へ り」 ，こ、 其 二 は 基督 敎會歷 史に關 する 世界最大の 權 威た る冇 名なる ァ ドルフ • ハ ー チック 博士の 

再臨 研究の 一 節で ある、 博士 曰く 「初代の 基督 信者 は 福 昔と 臨と を 同一 視 せり、 キリストの 再臨 を 

離れて 福音 あるな し、 而 して 彼等 は此 信仰の 變更 せられん 事に 大反對 を 表せり、 故に 若し 現 時の 學者 

にして 再臨 說 中より 一 二の 眞理を 抽出し 而 して 再臨 其 事 を 信ぜ ざ. らん 乎、 是れ 初代の 信仰 を 蔑視す る 

ものに 外なら す、 單 純なる 初代 信者に 取て は斯の 如く 重大なる 問題 は 他に 存せ ざり したり」 と、 F  . 

ダリ ツチと A  . ハ ー ナック、 再臨の 嘲笑 者は須 らく 先づ此 ニ大學 者の 言に 耳 を 傾くべき である、 而し 

て 尙ほ對 杭し 得べ くんば 卽ち之 を 試むべき である。 

而 して 初代 信者に 取て 再臨の 前提 を爲し 且つ 其 根本 を爲す もの は 復}^ ^であった、 哥林多 前書 十五 章 

の 前半に 於て バウ B の 論じた るが 如く 復活 は 罪の 赦 しに 關 する 唯 一 の確實 なる 證明 であった ので ある、 

何と なれば 罪の 證據は 死に あり、 故に 若し 罪を赦 されな ば 必すゃ 死した る體は 復活せ ざるべ からす、 

然るに キリスト は 復活し 給へ り、 我等 も 亦 彼に 傚 ひて 復活せ しめらる と、 是れ 初代 信者の 信仰で あつ 

た、 而 して 復活 を 信す る 者に 取て 再臨 は 決して 難問題で はない、 復活 昇天せ る キリストの 搏來は 最も 

信じ 易き 眞理 である。 

。ハウ a は 復活と S 非の 赦 しとの 關係を 論じた る 後 更らに 進んで 復活に 對 する 反 對論を 一 掃 せんと 試み 

た、 彼の 所論の 委曲 は玆に 之を述 ぶる の 遣な しと 雖も 其の 論 據河處 にある 乎 は 明 C である、 彼 は反對 

論 中二 侗の 疑問 を 認めた、 一に 曰く 「死人 如 M にして 卽ち 3： の 力に 由て 甦るべき 乎」 と、 二に 曰く 

「如何なる 體を もて 來 るべき 乎」 と (量 五節、、 (來 るべき 乎の 一 言に 彼の 信仰の 閃き を 瞥見す る 事が 

中 I 来る、 卽ち彼 は 復活した る 信者の キリ ス トと共に顯はれ來るべきを摧信したるが故にか、る^-用意 


め 問に も 其 意義 を 漏らした ので ある)、 是れ 決して パ ゥ 口 の當 時に 於け る コ リ ント の；：： £ 者の みの 質問 

ではない、 今日の 信者 而も 基督 敎會 の敎師 までが 此 疑問 を 提出す るので ある、 之れ 干 九 年 前の 質問 

にして 叉 現在の 質問で ある、 而 して 多くの 信者 は 之が 解答に 翁し 學問 的の 說明は 避けて 觸れ ざらん と 

欲する、 然しながら バウ 0 は斯 かる 難問題の 解決 を 少しもお 路 しなかった、 彼に 取て 復活の 眞 理は餘 

りに 贵蔑 なりし が 故に 敢て 自己の 有する 一切の 知識 を 以て 之 を解釋 せんと 試みた ので ある。 

。ハウ £1 の 智識 的 解釋は 今日より 之 を 見て 或は 不完全で あるか も 知れない、 然しながら 注意すべき は 

當 時の 人の 決して 我等の 想像す る 如く 無 學に非 ざり し 事で ある、 今に^せる 古代 希 職の 戲. W は 此事を 

I； ほ 明して 餘 りが ある、 試に 今日 之 を倫敦 又は 東京に 於て 上 劇す る も 其 思想 高尙に 過ぎて 到底 一 般 人士 

の现 解す る 所と ならない であらう、 然るに 二 千年 前の 雅 典に 在りて 老幼 男女 皆な 之 を賞觀 したので あ 

る、 而 して バウ D の 論敵 はか、 る 人々 であった、 彼の 所論 舊 しと 雖も之 を 一笑に 附 すべから すで ある。 

叉た 彼が 自己の 有する 凡ての 學問を 以て 復活 を說明 せ ん と 試み た る は 復活 其 も のの 疑 ふ ベ からざる 

事實 なる 事 を 示す のみたら す、 凡て 此 種の 問題に 關し科 學的說 明 を 試む るの 決して 不可なら ざる 事 を 

敎 ふるもの である、 信者 は 多く 學問を 恐れ 非 科學的 不合理 的 等の 批； t を 聞いて 最も 心 を 痛む、 然しな 

がら バウ a の 如き は然ら す、 彼 は 飽く迄も 復活の 真 理 なる を 確信す るが 故に、 卽ち 其の 斷 じて 迷信に 

非ざる 事 を 確信す るが 故に 之 を 理性に 訊し 科 學に訴 へて 其の 宇宙の 大露理 なる 所以 を 明かに せんと 欲 

した の である、 我等 も 亦 彼に 倣 ひて 自己の 信仰 を 自己の 有する 凡ての 哲學科 學を以 て證 明し なければ 

ならない、 學問 上の 說明 とい へば 直に 之 を拋棄 して 科學 者の 手に 一 任せん とする が 如き は 誠. 貧なる 信 

奢 の 態度と 稱 する 事が 出来ない。 

基督の 投 活と 再臨  七 五一 


基 «51 再臨 題  七 五 二 

第一 、 如 M にして 復活す る 乎、 パゥ 口く 「愚かなる 者よ」 と、 「考 へざる 者よ」 との 意で ある、 

者へ ざる 者よ、 汝等 日常 目前の 事實を 知らざる 乎、 汝等 種子 を 蒔きし に 非す や、 而 して 蒔きた る 裸 粒 

より 美 はしき 靑 草の 生す る を 見し に 非す や、 此簡單 なる 事實を 如何、 復活の 眞理も 亦斯の 如しと 彼 は 

1  一一 iE ふので ある (卅六 節 以下い。 

生命 は 如何にして 造らる k 乎、 是れ 永遠に 亙りて 解くべからざる 奥義で ある、 祕密 である、 我等 は 

唯 其 作用 を 知る のみ、 誰か 化 學實驗 室に 於て 生命 を 造る 事 を 得む、 人類の 有する 一切の 知識 を 以てす 

る も尙ほ 生命 中の 最下 等なる アミ ー バ 一 個 を 製造す る が屮 I 來な いので ある、 然り 生命 は祕密 である、 

然し 乍ら 事實 である、 之 を說明 せんと 欲して 說明 する 能 はす、 祌の 存在 を證 明せ よと いふ 乎、 然らば 

汝の 父の 存在 を證 明せ よ、 否汝 自身の 存在 を證 明せ よ、 馥郁たる 梅ケ香 は何處 より sr つる 乎、 何ん も 

之 を 知らす と雖も 而も 其 香 を 疑 ふ 者 はない ので ある、 昔樂^ ハイデン 填國 維納に 於て 將に死 せんとす 

る 時偶々 人 ありて 彼が 其 思想 を何處 より 得た る や を 問 ふ- ハ イデ ン 乃ち 死の 床に 在りて： 大を 指し 答へ 

て 曰く 「見よ 彼處 より！」 と、 詩人 ゥ オル ヅヲル スは壁 上 一 莖の草 を 歌うて 宇宙の 秘密 其 中に 在りと 

叫んだ、 力 ー ライル 曰く 「汝 奇跡 を 知らす とい ふ 乎、 然れ ども 余 は 嬰兒の 生れ 且 育つ を ：！^ たり、 之れ 

豈大 なる 奇跡に 非す や」 と、 復活 も亦然 り、 汝 復活 を 信ぜす とい ふ 乎、 然ら ばかの 種 蒔 を 見よ、 一 棵 

の 穀粒より 或は 三十 倍 或は 六十 倍 或は 百倍の 實を 結ぶ に 非す や、 若し 此を 信す るなら ば 亦 彼 を も 信す 

べきで あると、 バウ n の 所論 決して 一鴻 弱な りと 一一 一一 E ふ 事が 屮 I 來 ない。 

第二、 如何なる 體を 以て 來る 乎、 答へ て 曰く 「體に 種々 あり、 凡ての 肉 同じ 肉に 非す、 人の 肉 あり 

獸の肉 あり 鳥の 肉 あり 魚の 肉 あり、 又 其の 光 榮卽ち 美的 狀態も 同じから す、 天上の 物の 光榮は 地上の 


物と 異なり、 日の 光榮 あり 月の 光榮 あり 星の 光榮 あり、 此星は 彼 星と 光榮を 異にす、 死人の 復活 も 亦 

斯の 如し」 と (W 九 節 以下 )、 (今 曰の 神學 者に して 星の 光榮の 一 々異なる を. 5^ る 者 菜して 幾人 か ある、 

パゥ II は 彼等よりも 遙に 優秀なる 天文 學 者であった ので ある)、 觀じ 来れば 神 は 無限の 手段 方法 を 有 

し 給 ふ、 而 して 凡ての 生命に 其れ 相 應の體 を 賦與し 給 ふ、 天 的 生命に は 天 的 光榮を 有する 體を、 地 的 

生命に は 地 的 光榮を 有する 體を賦 與し給 ふ、 然 らば 潔め られ たる 靈には 叉 其 靈相應 の 體を賦 與し給 は 

ざらん やで ある、 生物 學者は 或は 分析の 結 ai- を 指摘して 「凡ての 肉 皆 同じ」 と 曰 ふか も 知れない、 然 

し 乍ら 神 は 同じ 肉 を 以て 或は 尊き 或は 卑しき 體を 造り 給 ふので ある、 人の 肉と 獸の 肉と 其 成分 は 均し 

とする も 其 光榮に 至て は 全然 異なる、 さらば 神の 肉 を 處し給 ふや 其 種類 は 決して 我等の 知る 所の 體の 

み を 以て は盡 きない、 祌は 大使に は 天使の 體を與 へ 潔め られ たる 靈には 其れ 相 應の體 を 與へ給 ふので 

ある。 

生物 學上 生命に 關 する 學 説に 一 一つ ある、 其 機械 主義 說は曰 ふ 「體 ありて 生命 あり」 と、 其 活力 主義 說 

は 曰 ふ 「生命 ありて 體 あり」 と、 而 して 前說は 渐く衰 へつ & ある、 凡そ 生命 あらん 乎、 卽ち適 當の體 

なかる ベから す、 祌 若し 新ら しき 生命 を 賜 はん 乎、 卽ち亦 適 當の體 を 賜 はなければ ならない、 靈と體 

と結合して初めて侗人の^^在ぁり、 體 なくして 靈 のみ を 考 ふる 事 は 出来ない、 愛する 者の 死 は 何故に 
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悲しき 乎、 若し 靈は體 を 離れて 恰も 牢獄より 解放 せらる- -に 均しく ば 死 は 却て 喜ぶべき ではない 乎、 
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然ら す、 人と して 體を 有せざる ベから ざる 者が 之 を 離る k 時に 無限の 悲哀 を覺 ゆるので ある、 復活 は 

<"<1<3厶<1 厶厶 △<! 厶 厶厶厶  <" 厶 

人の 普通の 情に 訴 ふる 深き 眞理 である。  ， 

或 人 は 曰 ふ、 キリスト 靈 的に 我等に 宿れば 卽ち 足る と、 果して 然る 乎、 余 等 夫婦 は 愛する 一人の 4? 

基せ の 復活と 再臨  七五三 


基 ifi 再臨 rass  七 Era 

を 失 ひて より 彼女が 余 等の 內 心に 宿れる を 知る、 彼女と 余 等との 關係は 今や 彼女の 生 時よりも 觅に密 

接で ある、 然し 乍ら ぎる が 故に 余 等 は 最早 や 彼女と 面相 接する の 時 を 希 はざる 乎、 聖靈の 內在は 素よ 

り 信者の 喜びで ある、 然れ ども 若し かの H マオへの 途上 二人の 弟子の 前に 主の 現 はれ 給 ひしが 如く 今 

此處に 我等の 前に 其 姿を顯 はし 給 ひたりと せば 如何、 宇宙 萬 物 を 其 手に 保つ 所の 慈悲 恩惠 の主ィ ェ ス 

キリスト 今 此處に 立ちたり とせば 如何、 其歡 喜と 感謝と は 正に 無限で ある、 友 あり 遠方より 來る又 

說 しからす や、 靈の 交通の み を 以て は 足らす、 何時か 山河 百 里 を 超えて 彼の 來り會 する 時 友情の 喜 

び は 其 極に 達する ので ある。 

靈 ある も體 なくして 完全なる 個人で はない、 キリストの 靈を § たる 者 は 亦 之に 相應す るの 體を與 

へられて 初めて 完成 せらる &の である、 而 して 其 時 は卽ち キリスト 再臨の 時で ある、 再臨 ありて 信者 

の 復活 あり、 復活 ありて 愛する 者の 再會が ある、 バウ 口、 ぺ テロ、 ヨハネ、 ァゥ ガス チン、 ル ー テル- 

クロム ゥ H ル 等に、 叉 嘗て 共に 祈りし 多くの 兄弟 姉妹 等に 面と 面と 相 合せて 遇 ふ 事 を 得る 其 日の 歡喜 

平安 感謝 は 茶して 如：^ ばかりで ある 乎。 

今の 人 は 口 を 開けば 必す肉 體の事 を 言 ふ、 日々 の 新聞紙 上 肉 體に關 せざる の 記事 幾何 あり や、 都市 

の 街頭 肉に 關 せざる の店鋪 幾何 あり や、 肉 體は實 に 近代 人の 最も 重ん する 所で ある、 然るに 獨 り宗敎 

に 於て は 肉體を 排斥して 顧みざる は 何故で ある 乎、 肉體の 救扬は 人類の 赏際的 要求で ある、 而 して 义 

§ も-書の 明示す る眞理 である、 聖， 書は靈 魂の 不滅 を說 かな.^、 所謂 靈魂 不滅 は 基督 敎 思想に 非す して 希 

随祈" 學 思想で ある、 聖書の 高唱 する 所 は 却て 肉體の 復活で ある、 而 して 肉體の 復活 ありて 初て 靈 魂の 

不滅 は完 うせら る k ので ある。 


最後に バウ n は 復活 及び 搏 臨の 信仰と 此 世に 於け る 事業との 間の 深き 關 係に 就て 一 首した、 曰く 

「されば 我が 愛する 兄弟よ. 確く して 動く 事な く 常に 働み て 主の 事 を 務めよ、 汝等其 勞 の 主に あり 

て 空しから ざる を 知れば なり」 と r 五十八 節〕、 W 來 なく 復活な くんば 此 世に 於け る 事業 俾道 皆な 無效で 

ある、 然れ ども 復活 ありて 失敗 を 憂へ す、 無限の 忍耐と 待 s_nl と を 抱き？ J るので ある。 (藤 井武 筆記) 

天國の 市民と 其榮光 

1 九 一 九 年 五月 廿 五日 東京 神田靑 年侖パ  1 に 於て 

我等の 國は 天に 在り、 我等 は 救 主 卽ちィ H スキ リストの 其處 より 來るを 待つ、 彼 は 萬 物 を 己に 從 

はせ 得る 力に. E て 我等が 卑しき 體を化 へ て其榮 光の 體に 象らし むべ し (ビリ ビ書三 章廿、 廿 一 節〕。 

うる 

之れ 我等の 熟知せ る 美 はしき 言で ある、 然し 乍ら 之 を 其 前後の 關 係より 見て 更に 深き 意味 を 知る 事 

が 出来る、 。ハウ n は 此處に 特に 天國の 市民と 其榮 光と に 就て 語らん と 欲した ので はない、 彼が 或る 他 

の 事 を 言 ふに 當り序 を 以て 述べた る此  一 W が 却て 最も 重要なる 敎訓 として 人の 心に： 讲 ふるに 至った ので 

ある。 

よろこび  おも 

ピリ ピ書 第三 章の 初に 於て パ ゥ n は歡 喜の 幅 昔 を 述べ つ 、あった、 然るに 彼 は 何 を 憶 ひ 出せし か、 

如何なる 惡 しき 報知の 彼に 達せし もの あるか、 其 第二 節より 突然 激語 を 放って 居る、 而 して 斯く 彼の 

天 國の市 K と 其 ？K 光  七 五 五 
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心 を動亂 せしめた る 原因 は 二つあった、 敦會 内に 於け る 二種の 基督 者が 彼 を 權 ましたの である、 パゥ 

n の 此書を 認めし は 多分 紀元後 六十 四 五 年の 頃に して キリストの 昇天 後 未だ 四十 年に も 成らなかった. 

然るに 驚くべし 此時旣 に敎會 内に 黨派を 生じて 純 福音 を亂す 者が 出た ので ある、 其 第一 は ユダヤ 的 基 

お E 者であった、 卽ち 基督 敎會に 入り 乍ら 依然として 舊き 習惯を 守り 割禮を 重んじ 之に 由ら ざれば 救 は 

れ すと 言 ひて バウ 。を 苦め たる 人々 である、 バウ n は 彼等 を 呼びて 「犬」 と稱 し、 若し ユダヤ 的 信仰 

が 救の 爲に 必要ならば 我 こそ 最初に 救 はるべき 害ではなかった 乎と 一一 目 ひて 彼等と 鬪 つた、 次に 其 第一 一 

派 は 彼が 十八 節 以下に 說く 所の 者で ある、 r キリストの 十字架の 敵 多ければ なり、 彼等の 終 は^ 亡な 

り、 己が 腹 を其祌 となし 己が 羞辱 を其榮 となす、 彼等 は 唯 世の 事 をのみ 思へ り」 と、 之れ 所謂 逸樂派 

である、 彼等 は 神の愛 を 信じ 基督 敎の 美しき を赏 讚す と雖も 素と 自己の 哲學的 思想より 又は 社^ 改良 

の 必要より 基督 敎に 入りし 者なる が 故に、 キリ ス トの爲 に 十字架 を 負 はざる ベ からざる に 至って は 乃 

ち 之 を 逃避す るので ある、 バウ n は此 種の 人々 を 責めて 彼等 は 己が 腹卽ち 胃腑を 神と なす 者な りと 言 

うた、 斯の 如く 彼が 一 方に 於て 「犬」 と 呼び 他方に 於て 「卜 字 架の 敵」 と稱 して 激しく 之と 鬪 ひたる 

000  0  000000000000000000000000000  0  0000  0  -^  0  0 

1 一派の 者 は 何れも 異邦人 叉 は敎會 外の ユダヤ人に 非す して 敎會 の內 部に 在りて 異端 を唱 ふる 基督 者で 

0  0  0  0  0  0  0 

あつたの である。 

000  C  一  oooocooooooooocooooooocc-  _  -  I 1 - 1 - ] * 

而 して 十字架の 福音 は 常に 此兩 極端 を 敵と して 左右に 有する ので ある、 儀式 的 信仰と 社會的 信仰 

人の 救 はる A は 多くの 誡律を 守りて 己 を 潔くす るに ありと 爲す ュ ダャ 派と、 キリス トの 如き 厳格なる 

生涯 を排 し、 及ぶ 限りの 快樂を 享受す る を 以て 神の 聖 33 に 適へ りと なす 逸樂 派と、 此ニ派 は 何れの 時 

代の 敎會 にも 在る、 彼等の 主張す る 所 は 全然 相反す るが 如しと 雖も、 其の 自己 叉 は 肉 を 中心として 十 


ooooooooooooooooooooooooo 

字 架の 福 昔 を 空しく せんとす るに 於て は 二者！ ： 一 である、 故に バウ は ffi 々十字架 を高唱 して 此兩派 

と鬪 つた、 「人 は 十字架 を 信じて 救 はる、 なり」 と は ユダヤ 派に 對 する 彼の 答 辯であった、 「我等 は 

十字架 を 負うて 此 世の 敵と ならざる ベから す」 と は逸樂 派に 對 する 彼の 誡告であった。 

ビリピ 書 第三 章に 於ても 亦 彼 は此兩 派に 反對 したる 後 自己の 立場 を 明かに して 言うた、 曰く 「我等 

の國は 天に 在り」 と、 卽ち 我等 は此 世の ものに あらす、 此世は 我等の 籍を 置く 處に 非す と、 一言 以て 

彼等と 絕緣 したので ある、 此强き  一 一一 H に 由て パゥ B は 自ら ユダヤ 派 叉 は逸樂 派と 何の 關與 もな き 車 を 

明白に したので ある、 「國」 と は 巿民權 の 意味で ある、 バウ a は タル ソに 生れた る ユダヤ人なる も 彼 

の 父 は 何 かの 功績 ありて 羅 馬の 巿民權 を 有した、 故に 彼 は 周 園の 人々 に對し r 汝等 はへ ブル 人 义はギ 

リ シァ 人なる も 我等 は羅馬 人な り」 と 言 ひて 政治 上に 於け る 自己の 特權を 表白し 以て 彼等との 立場の 

ooco〇ooc>ooco〇  000000000 

相違 を 明かに する 事が 出来た ので ある、 然しながら 政治的に 羅 馬の 市民な りし 彼れ。 ハウ は 信仰的に 

は 一大の 市民であった、 羅馬 人と して は 凡ての 事羅 馬の 法律 命令 習慣 に從 はざる ベから ざるが 如く 基督 

者と して は 凡ての 事 天國の 法律 命令 習慣に 從 はなければ ならなかった、 彼の 一切の 利害 (interest) は 

繁 つて 天 國に 在った ので ある、 故に 曰 ふ 「我等の 國は 天に あり」 と、 以て 俗化 派 又は 儀式 派と 全然 其 

關 係を絕 つに 足る ので ある。 

然し 乍ら 斯く言 ひて パ ゥ a は尙 其の 言 ひ 足らざる を覺 えた、 彼 は 之に 加へ て キリ ストの 再臨と 信者 

の榮 光と を 一 言せ ざる を 得なかった、 ピリ ピ書 第三 章の 主題より すれば 彼 は 其 寧 を 玆に附 加せ すして 

^ん だで あら う 、 然しな が ら假 主題 に 關係 なし と雖も 己が 心に 充ち滿 てる 大な る眞 现を發 表す ベ き 

機會 あらば 之を發 表せす して 巳む 能 は ざり し は 彼れ パ ゥ 口 の 習慣であった、 此點に 於て グ ラッド ス 卜 

天阈の 市民と 其榮光  七 五 七 


基 ほ 再臨 問題  七 五八 

1 ンの 如き も 亦 彼に 似て 居った、 グラ ッド ス ト ー ン が英國 宰相と しての 演 說に洽 も大學 講堂に 於け る 

學 者の 講演に 類す る ものが あった、 政 治 上 の 問題 を 論す るに 當り事 もし 美術 文學 詩歌 等に 關聯せ ん乎、 

乃ち 彼 は 自己の 深き 研究 を說 いて 渾ら なかった ので ある、 故に 或 人 之 を 評して 曰く 「彼の 演說は 川 を 

渡らん とする に 舟 を 以てせす 悠々 其 上流に 溯りて 土地 產物等 を 調査す るが 如し」 と、 バウ。 亦然 り、 

oo〇ooooooo  0000000  OCOO0000000OC0O0000OO90  0CCJ5C 

彼 は 自己の 心 を擾亂 した る 敎會內 の 異端に 對し 警誡 の 語 を發す るの 序 に 最も 美 はしき 語 を 以て 其、 七 中 

ooooooooclooooooooo 

に 充溢せ る 深き 眞理を 吐露した ので ある。 

「我等 は 救 主 卽ちィ H ス キリストの 其處 より 来る を 待つ」 我等の 巿民權 は 上に ある、 此世は 我等の 

國 ではない、 我等 は 今 敵の 中に あるので ある、 然り敵 は 敎會の 外に ある 又 其^に ある、 我等 は 彼等と 

激しき 戰を 緩け つ V ある、 我等の 戰は肷 北に 終らん とする が 如くに 見 ゆる、 然し 乍ら 何時 迄も斯 くし 

00000O0O000 ぶ，， 、ひて 000000 〇 000000  0000  0  0  0 

て 在る ので はない、 やがて 天より 犬なる 援兵— 救 手が 我等の 爲 めに 降る ので ある、 救 手と は誰ぞ ィ 

ヱス キリスト である、 彼 は 一 度び 死して 葬られた りと 雖も 三日 目に 甦りて 天に 昇り 今尙 生きて ：5 給 ふ 

ので ある、 而 して 或る時 到らば 彼が 我等の 救 手 (原語 「ソ -テ ー ル」 は 「救 主」 よりも 寧ろ 「救 手」 と譯す 

る を 可とす) として 必す 彼處 より 來り給 ふので ある。 

「彼 は 萬 物 を 己に 從 はせ 得る 力 を 以て 云 々し、 彼れ ィ H ス キリスト は 孔孟 叉 は釋迦 よりも 偉大なる 

人物な りと は 何人も 認 むる 所で ある、 然しながら パゥ n は 言 ふ、 彼れ は單に 偉人 又は 聖人で はない、 

OCO0O0OOOO0OOO0  oooooooii.ooooq-oo、oc..c.  -  -:  -  C  »  - ： 1 ； 

彼に 由て 萬 物が 造られた ので ある、 彼に 由て 萬 物が 存っ事 を 得る ので ある (コ 。サイ 書 一 章. Hz 十七 節」 

彼 は 萬 物 を 己に 從 はせ 得る 力 を 有する 者で あると、 基督 者と 稱 する 者に して 此事を 信す る 者 rai^ して 幾 

1^ ある 乎、 若し 之 を 信じ？ t るなら ば奇 積の 如き は實に 當然の 事で ある、 彼 は 一言の 下に 嵐 を si めたり 


とい ふ、 何の 不思議 か あらん、 彼 は 五の パン を 以て 五 干 人 を 養 ひしと いふ、 何の 疑問 か あらん、 彼 は 

死者 を輕 らしめ たりと いふ、 何の 不合理 か あらん、 唯に 地球の みならす 日 も 月 も 幾 萬の 星 も、 然り全 

宇宙が 彼の 釘 打 たれた る 手の 中に^す るので ある、 之 を 信ぜす して 基督 者と 云 ふ 事 は 出来ない、 若し 

各自の 信仰 を試驗 せんと 欲せば 此事を 以てせよ、 。ハウ 口 は 之 を 信じた， 故に 彼 は キリスト 來 りて 「我 

等の 率し き 體を化 へ て其榮 光の 體に 象ら しむべし」 と官 ひて 十分なる 論據を 有した ので ある， 尋常の 

人物が 來 りて 比 事を爲 すべし と 彼 は 言 はない、 萬 物 を 己に 從 はせ 得る イエ ス キリスト である、 彼が 來 

り て 我等の 身 體の榮 化 を 行 ふべ しとの パ ゥ II の 主張 は 論理 上に 於ても 何等の 誤謬 を^ しないので ある。 

ラん& 

玆に。 ハウ 口 は 「身 體」 の 事に 就て 云爲 して 居る、 而 して 獨 り此處 のみで はない、 「噫 我れ 惱 める 人な 

る 哉、 此 死の 體 より 我 を 救 はん 者 は誰ぞ や」 とい ひ、。 マ 書 七章廿 四 節)、 「キリスト を 死より 甦らし、 

者 は其汝 等に 住む 所の 靈を もて 汝 等が 死ぬべき 身 體をも 生かすべし」 とい ひ (同 八 章 十一 節.)、 「我等 も 

自ら 心の中に 歎きて 子と 成らん 事. g ち 我等の 身 體の救 はれん 事 を 待つ」 とい ふ (同サ 三 節)、 彼 は 何故 

に斯く 霞々 「身 體」 の 事 を 口にする ので ある 乎、 宗敎は 露 魂の 事で ある、 身 體は醫 家の 領域に 屬 する、 

然るに パゥ 口 の 切りに 身 體の事 を 言 ふ は 彼の 信仰が 肉的な りし 故で ある 乎、 否 彼が 身 體の救 を 力説す 

るに 深き 理由が あった、 生命の 要素 中身 體 ほど 御し 難き もの はない、 靈 魂の 變 化は大 たる も 身 體は靈 

そ  0OOC  000O00C000000000O00 

魂の 欲する 所に 副 はない、 卽ち 身體救 はれす して 靈魂も 完全なる を 得ない ので ある、 故に 特^に 救 を 

要する もの は身體 である、 キリ ス ト 降りて 此身 體を榮 化する 時 我等の 救拯は 初めて 完成す るので ある。 

昨秋 米國 大統領 ゥヰル ソン 出で て大 なる 希望 を 世界に 提供した、 彼 は 萬 國の民 を 一 家族と 成して-水 

遠 の 平和 を實 現せん と 欲した ので ある、 何人も 其 高遠な る 理想 を 尊敬 せざる ものはなかった、 然し な 

天國 S 市； 《 と 其榮光  七 五 九 
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がら 惜 むらく は 彼に 一 の 違算が あった、 我等の 罪の 身 體を如 3:、 此 Sii; の 身體の 改造な くして 平和の 喜 

び は 地に 臨まない、 バウ 口 の高唱 する が 如く 我等の 救 手なる ィ H ス キリス ト 天より 降り 來り萬 物 を 己 

に從 はせ 得る 力 を 以て 我等の 卑しき 身 體を化 へ て 彼の 榮 光の 復活 體に 象らし め 給 ふ 時眞の 平和 は 初て 

實 現す るので ある、 之れ 聖書の 繰返し 敎 ふる 所で ある、 其 時 を 待た すして 自ら 之 を 成就 せんと 欲する 

者 は 何人も 深刻なる 失望に 陷ら ざる を 得ない、 ゥヰル ソン 亦然 りで ある、 彼が 曩に 提出した る大 理想 

の實 行の 不可能 漸く 明白な らんと す るん r- 日、 彼の 心中 果して 浩 歎な きを 得る 乎、 余 は 思 ふ 今に 至て 彼 
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も 亦 其 母より 傳 へられた る 古き 新約聖書の 眞理の 謹らざる 事 を 痛感した であらう と、 理想家の 失 §lf: は 

皆 此眞现 を 解せ ざるより 來る、 若し 自己の 力 を 以て 世界 を 改善 せんと 欲せば 何人 か 失望に 赴か ざらん、 

然れ ども パゥ 口 は 曰うた、 理想 は 必す實 行 せらる、 但し 我に 由て に 非す 代議士に 由て に 非す 平和 會議 

C000O00O00O00000  CO0O 

に 由て に 非す、 天より 來る救 主 イエスキリストに 由て である、 彼が 萬 物 を 己に 從 はせ 得る 力 を 以て 我 

等 の 身體を 復活 榮 化せし むる 時 我等の 理想 は遣憾 なく 實行 せらる、 ので あると。 

故に キリストの 再臨 は 人類の 理想 實 現の 唯一 の途 である、 再臨 を 信ぜす して 高遠なる 理想の 實現を 

信す る 事 は 出来ない、 再臨 を 信ぜす して 俗化せ ざる 聖き 生涯 を 維持す る 事 は 出来ない、 キリスト 自ら 

敎 へて 曰く 「汝等 腰に 帶し火 燈を燈 して 居れ」 と ハル カ傳 十二 章卅 五節)、 之れ 再臨の 信仰と 信者の 現世 

に 於け る 生活との 離るべからざる 關 係を說 きし ものである、 何故 基督 者の 間に 徒らに 链式を 重す る ュ 

ダャ派 又は 肉 愁を充 さんと する 逸 樂派を 生す るので ある 乎、 彼等 は： 大を 仰いで 救 主 キリス トの 其處ょ 
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り 來るを 待ち §1- まない からで ある、 天 的 信仰の 持 緩 は キリ ストの W 臨 を 信す るに 由ての み 可能で ある。 

人 或は .冉 臨の 信仰 を 以て 其 人の 學說 であると 言 ふ、 然しながら 再臨 は學說 ではない、 信仰で ある、 


學說は 之を讓 らん、 信仰 は 一 步も讓 るべ からすで ある、 神の 言た る 聖書が 明示す る 所の キリストの 

臨 は 動かすべからざる 我等の 信仰で ある、 贫て 有名なる リン コ ルンの 米國 大統領た りし 時 彼 は 奴隸廢 

I-  せっけん 

止の、 ゼ耍を 切 一一 目し 「凡て 相爭ふ { 尿 は 立つ ベから す」 との 聖書の 言 を 引いて 之 を 主張した、 然るに 彼の 

反對 者なる ダグラスが 神の 言 を 否定して 「否 相 爭ふ家 も 立つ 事 を 得」 と 言 ひし 時 彼 は 答へ て 曰 ふた 

「然 らば 爭論は 余と 余の 政敵との 間に 在る に 非す、 彼と 聖書との 間に 在り、 余 は 余の 答 辯 を 聖書に 譲 

らん」 と、 斯く曰 ひて 彼 は斷然 彼等と 絕 つたので ある、 聖書の 言 は 最後の 決定 者で ある、 我等 は 聖書 

が キリ ストの； 冉 臨と 信者の 榮 光と を 明言す るが 故に 一 切の 失望に 打 勝ち 疑 はすして 唯 之 を 待ち §1^, むの 

である。 (藤 井武 筆記) 


聖 書 全部 神 言 論 

1 九 一 八 年 九月 二十 二日 以降 三： a の 日曜^に 亙る 柬京神 田 某： 督敎靑 年侖： 館に 於け る 溝 ig?: 人 意 

基督 再臨 問題 は 更に 一 の大 問題 を 喚び 起した、 聖書 問題 卽 ち是れ である、 .冉 臨反對 論者 は； ：！ ふ r 聖 

書が 再臨 を敎 ふる 事 は 之を認 むる、 然しながら 一書 は 一 言 一 句 之 を 信すべき ではない、 曰の 屮に多 

くの 謬が ある、 聖書の 天啓た る は 其 性質に 於て 論語の 天啓た ると 異ならない *  二者 は 唯 程度の 差に 過 

ぎない、 バウ 口、 ぺ テロ 叉 は nr ハネ等 は架靈 に. m て 主の 冉臨を 信じたり と雖 も聖靈 の 恩賜に 與る者 は 
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獨り 彼等の みで はない、 我等 も 亦聖靈 を受く るので ある、 而 して 我等 は 聖靈 に 由て 再臨の 迷妄た る を 

知る ので ある」 と、 是れ 我國に 於け る 有力なる 祌學者 若く は敎 役者の 主張で ある、 叉 聞く 所に よれば 

近頃 諸 敎會の 間に 基督 信徒 合同 問 题の議 せられし 時 合同より 除外すべき ものに 關 する 一 議案が 提出せ 

られ たとい ふ、 而 して 其の 除外すべし とする TO: 箇條 中の 一 一は 基督 再臨 を 信す る 者と 聖書 無 謬 を 信す る 

者と であると いふ、 然 らば 卽ち 聖書 有 謬 を 信ぜ すん ば 新に 成らん とする 日本の 合同 敎會に 加入す る を 

得ない の である、 而 して 斯の 如き 思想 は 唯に 我國の 信者の みならす 基督 敎國 の學 者に して 之 を 抱く 者 

も 亦 決して & くないの である、 我國に 於け るュ 一一 テリアンの 指導者に して 學者 としても 尊敬すべき ク 

レ—. マコ ー レ ー 博士の 如き は 卽ち其 一 人で ある、 博士 は 近頃 一 書を公にして再臨の信仰を愤慨し|^1 

書 無 謬：^ を 攻撃した の で あ る 0 

聖書 は * して 無 謬なら ざる 乎、 聖-書 全部が 神の 一一 百に 非す して 聖書の 中に 神の 一一 一一 n あるに 過ぎざる 乎、 

敎育 ある 近代 人 は 曰 ふ、 神の 一 百 は 聖書の 中に ある、 然れ ども 神の 言なら ざる もの も 亦 多く 其 中に ある、 

聖書に は am 理 あり 叉 誤謬 あり、 之 を 識別す る 事が 聖書 研究の 目的で あると、 誠に 今日 聖書 無 護 を稱ふ 

る は 甚だ 困難で ある、 恰も 舟を燒 きて 戰に 臨む が 如く 自ら 退路 を絕 つの 陣形で ある、 故に 近代 人は此 

危險 なる 態度 を 避けて 之 を 取らない、 近代 人の 恐る k ものにして 斷言の 如き はない、 彼等 は 決して 明 

C に 然り乂 はるな と 斷 言せ すし て 必す其 半分 を 保留し 匿く の で あ る 、 之れ 蓋し 最も 安全 な る 方法で あ 

る 0 

然しながら 聖書 若し 無 謬に 非す と 信ぜば 何故に 聖書 有 謬 を 主張せ ざ る、 架 書 の 中に： t の  一一 K ある に 過 

ぎざる ならば 明白に 聖書 有 謬 說を稱 へよ、 而 して 汝の 聖書 を 取り 其中汝 の 誤謬と 信す る 所の もの を 試 


に 赤紛筆 を 以て 抹消せ よ、 然 らば 聰罪は 猶太 思想なる が 故 を 以て 抹消 せらる、 であらう、 ；仪活 は 虚偽 

なる が 故 を 以て、 W 臨 は 非科學 的なる が 故 を 以て、 抹消 せらる、 であらう、 斯くて 吾人 プ 口 テス クン 

ト 信者の 生命と 恃む贵 き 眞理は 悉く 聖書 中より 驅逐 せらる 、 であらう、 而 して 後に 殘る もの は 何で あ 

る 乎、 祌の霄 は 書に 在り 我が 信仰の 基礎 は此處 にあり と 言 ひて 而 して 披き 見れば 何ぞ 知らん 赤線 縱 

橫餘す 所た ぐ 表紙の みに 過ぎざる が 如 き は實に -大 F の 奇觀 ではない 乎、 然れ ども 笑 ふ 勿れ 聖書 有 説 

の歸 着す る 所 は 畢竟す るに 之 で あ る 。 

敎會は 架して 聖： 書 有 謬說を 以て 立ち 得る 乎、 古來 聖書 有 謬を稱 へて 立ちし 敎 會の實 例が ある 乎、 raK 

して 何處 にある 乎、 < ^は 放て 之 を 問 ふ、 答へ 得る 者 は 請 ふ 答へ よ、 余 は 之 を 知らないの である、 答 ふ 

る 者 或は 日 はん、 ュ -ー テリアン 敎會 あるに 非す やと、 樓ュ 一一 テリアン！ 彼等 は 果して 何を爲 したの 

である 乎、 幾人の 信仰の 勇者が 彼處 より 生れた ので ある 乎、 福音の 戰士 として 日本 國を 根抵 より 動か 

すべき 者 は 3： 處に 在る 乎、 ュ 一一 テリアンよ、 汝等は 何を爲 しつ \ ある 乎、 汝等は 信仰 を 有する ので あ 

る 乎、 聖書 有 謬說を 以て 敎會の 立ち 得べき 苦がない ので ある、 聖書に 力 ある は 其 の 無 謬なる が 故で あ 

る、 聖書 若し 無讓 なら ずん ば 聖書 は 神の 言で はない ので ある。 

余 は 書 無 を！ 一:;^ す る、  <ホ は^ 十 年の i;^ 仰 i.- 活の 結 架斯く 信ぜ ざ る を 得た くな つたので ある、 然し 

ながら 之れ 獨り 余の みの 信仰で はない、 此 問題に 就て 苦む 人 を 助けん が爲 めに 余 は 玆にー 二の 證明者 

を 紹介しょう。 

博士 ハヮ ー ド •  A  • ケリ ー は 世界 第 一 流の 外科 醫產 科醫 である、 彼は歐 米に 於け る數箇 の大學 より 

最高 の 學位を 受け 又 英$ -獨佛 米 其 他諸國 の 學士會 員た る の 名譽を 有し て 居る、 戰爭 前に ありて は 彼 は 

聖書 全部 神 言論  七 六 ill 


某せ 再臨 SI68  七 六 E 

半年 を 米國に 半年 を獨 逸に 過して 大學の 講義 を續 けた、 彼の 著書 は 斯界の 權威 として 世界の 醫學界 に 

^介せられ たので ある、 此人 近頃 自己の 信仰 を發 表して 曰く 「余 は 二十 年来の 苦闘の 結果： 遂に 動かす 

ベから ざる 確信に 達した、 余 は 今や 聖書が 神に 由て 靈感 せられた る 言なる 事 を 信す る、 そ は あらゆる 

他の 書と 全然 異なる 意味に 於て 靈感 せられた る 書で ある」 と、 之れ 世界に 於け る 醫學の 泰斗 ドクトル 

H  •  A  . ケリ， "の證 明で ある。 

監督 ゥ H スト コット は 世界的の 聖書 學者 である、 彼 も 亦 自己の 實驗 として 語って 曰く 「余が 靑年時 

代に 聖書の 研究 を 始めし は 決し て 之 を 神の 言な りと 信じて の 立場からで はなかった、 然るに 久しき 間 

の 研究 の 結果 其 の 普通 の 書と 全然 性質 を 異にする 事 を 確かめた ので ある」 と。 

ケリ ー と 一一； 一 n ひゥ エス トコ ッ 卜と いひ 彼等 は 決して 迷信 又は 非科學 等の  一一 一一 n を 以て 臨み 得べき 人物で は 

たい、 而 して 彼等 は 自己の 長 き實驗 を 以て 聖書 の 終に 祌の 言な ら ざるべからざる 事 を 知った ので ある、 

余 も亦然 り、 余の 生涯の 經驗の 結果 玆に 至った ので ある、 之より 他に 逃路 がない からで ある。 

聖書 は 無 謬 である、 其 全部が 神の 言 で あ る、 而 して 聖書 無 謬說に は 勿論 其說明 が ある。 

第一、 聖書の みが 我等の 罪 を 現 はすので ある。 聖書 は 曰 ふ 「汝は 罪人の 首な り、 根抵 より 腐肷 した 

る 者な り」 と、 聖書に 非す して 何が 此事 實を敎 ふる 乎、 我等 は 唯 聖書より しての み此宣 吿を受 くるの 

である、 故に 聖書 を 信ぜざる 者に は必す ー稱の 高ぶりが ある、 彼等 は 俯仰 天地に 恥ぢ すと 言 ふ、 然れ 

ども バウ 口、 ル ー テル、 バン ヤン 等 は 天に も 地に も 自身に も恥ぢ たので ある、 彼等 をして 此田心 想 を 起 

さしめ しもの は 何で ある 乎、 人類 をして 其^ を自覺 せし むる もの は 何で ある 乎、 シ HI クス ビヤの 書 

を讀 みて 或は 人情に 精通す る を 得る であらう、 然しながら 自己が 罪人の 首たり との 大事 實は之 を 聖書 


以外に 學ぶ 事が 出来ない ので ある。 

斯く曰 はば 或は 次の 如くに 答 ふる 人が あるで あらう、 曰く 聖書が 神の 思想 を 傅 ふる 事 は 之を認 むる 

も 其 言に は 護が あると、 こ は 有力なる 議論た る を 失 はない、 然しながら 余 は 自身 文章 を 書いて 見て 知 

つたので ある、 思想 は 言 を 離れて 傅 へらる、 もので はない 事 を、 余の文章が人を動かすならばそは<3^ 

の 思想が 余の 一一 一一 口 を 以て 發 表せられ しが 故で ある、 力 ある 演說 も聽 者が 之 を 他人に 傳 ふるに 及び 全然 初 

の 面影 を存 せざる は 何故で ある 乎、 演說に は演說 者の 人格が 其 中に 籠って 居る からで ある、 靈感 (ィ 

ン スビレ ー シ ヨン) は 思想の みに 止まらす 必すゃ 一一 lie にも 及ぶ、 言な くして 靈感 はない ので ある、 後世 

の 基督 傳 の 悉く 力た き に 反し 獨り四 福音書 の み 貴 き は 其 一一 一一 n の 貴き が 故で ある。 

第二、 聖書 は變ら ない。 聖書 は 不死の 書で ある、 人の 書に して 死せ ざる もの はない、 殊に 近時 書の 

死期の 如何に 速なる か を 見よ、 紐 育の 出版業者 プット ナムの 傳記 中に 曰 ふ、 米國に 於け る 著書の 出版 

百 冊に して 再版に 達する もの 僅に 五册 のみと、 其 他は告 初版に して 消滅す るので ある、 出版 當初何 i 妈 

部 を 賣り盡 せりと 稱 せられ 一 時 讀誓界 を震憾 する が 如き 書 も 十 年の 後に は 全く 忘れ去らる、 ものが 多 

い、 聖書 若し 祌の 書なら ば 永遠に 互り て 世界 萬國の 人の 棄 つる 能 はざる 書で なければ ならない、 「そ 

れ人 は旣に 草の 如く 其榮は 凡て 草の 花の 如し、 草 は 枯れ 其 花 は 落つ、 され ど 主の 一一 一一 n は窮 りなく 保つな 

り」 と (ぺテ 。前書 一章 二 四- 二 五節)、 然り 人の 書 は 悉く 亡ぶ と雖も 聖書の みは 亡びない、 幾千 年の 

攝理に 次ぐ に 攝现を 以て 保存せられ 今日 尙 全世界の 人が 之を讀 むので ある、 世に 變ら ざる ものが 一 一 あ 

る、 其 一は ユダヤ人 にして 其 二 は 聖書で ある、 何が 變 ると も此 二者 は變ら すして 存績 しつ、 ある、 ュ 

ダャ人 は 何故 變ら ざる 乎、 神の 民と して 或る 犬なる 使命 を 有する からで ある、 聖書 は 何故 變ら ざる 乎、 
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神 の 言 なる が 故で ある、 聖書に 驚くべき 活力の 存 する 其 事が その 神の 言 たるの 證明 である。 

聖書の 保^ は 殆ど 完全で ある、 聖書の 原本に して 今 H に 殘：： ^する もの 凡そ 一 一千 部而 して 其 相互の 間 

に 大體に 於て 何等の 差違がない、 これ 卽ち ぺテ II、 バウ a 等の 神より 受けた る 儘の 言が 殘存 したる が 

故 で あ る 、 然るに 人の 書に ありて は 如何、 太平 記 又は 平家物語 等 今より 漸く 七 百年 前 の も のす ら數多 

の 版に よりて 全然^ 種の 異本 を 生じて るので ある、 人の 書 は 人が 之を變 へる 事が 出来る、 然れ ども 

神の 書 は 之を變 へんと 欲して 變 ふる 事が 屮 Z 來な いので ある。 

故に 聖書に ありて は 其 一 言 一 句が 重大なる 問題と なる ので ある、 前置詞 一 箇の 解釋如 に 由て 基督 

敎の根 本義に 關係を 及ぼす 場合が ある、 曾て 新約聖書 原本の 問に 希隨 文字の 0と~ との 相違 ある を發 

見し、 二人の 英國學 者が 當時 の 困難なる 旅行 を 犯して 顯微 鏡を携 へ 遙 々 羅爲ヴ ァ チカ ン宫 に 赴き 其 原 

本 を 調査した 事が あった (テ モ テ 前書 三 章 第 十六 節に 就て)、 聖書 若し 神の 言なら ざり せば 何 を 苦ん 

でか 斯 かる 勞カを 費す の 必要が あらう 乎、 誰が シ H 1 ク スピア 叉 は 平 物語の ー點ー 畫を檢 べんが 爲 

めに 殊更に 外國迄 掛 くるで あらう 乎。 

所謂 高等 批評 は 聖書の 編 W に 就て 種々 なる 說明を 下す ので ある、 創世記 はモ I セの 書きし ものに 非 

す 或 人の 著作 を 本と し 更に 三 西 十 人の 手 を經て 我等に 傳 へられた る ものな りと いひ、 ァ ブラ ハ ムとは 

實 在の 人物に 非す、 或る 國 民の 代表者な りと いひ、 バウ 口の 書翰 中眞に 彼の 筆に 成りし もの は 僅に 羅 

馬 書 コ リント 前後 書 及 び 加 拉太書 に 過ぎす とい ひ、 近來 或る 和 藺の學 者 は 更に 之 等の もの を 悉く 偽作 

なりと 主張す る、 然しながら 若し 彼等の 批評に して 事實 ならん に は 問題 は 一 警 不思議 を增 すの みで あ 

る、 何と なれば 凡ての 書が 消滅す るに 拘 はらす 獨り 何時 迄 も變ら すして 人類に 最後の 希望と 光明と を 


供す る 其 貴き 書が 何人の 作た る や 全然 不明な りと 言 ふが 如き は 却て 奇異の 極致で あるから である、 聖 

書 を 神の 書と して 解す るに 非 ざれば 此事赏 は 遂に 之を說 明す る 事が 出來 ない ので ある。 

第三、 聖書 は 驚くべく 調和した る 書で ある。 書の 神の 書た る 事 を 否お する 者 は屢々 其 中の 一部 を 

桁 摘して 之 を 非難 せんとす る、 彼處は 如何 此處は 如 M、  書の 中に 神の 一一 一一！： として 受取り 難き もの 頗る 

多き に 非す やとい ふ、 例 へばョ ナが海屮に投人れられて鯨に^^まれたりとは如何、 鯨の 咽喉 は狹^ に 

して 到底 人を容 る、 能 はす、 故に 斯 かる 妄 誕を傳 ふる ョナ 書の 如き は 之 を；^ する に 足らす とい ふ、 然 

しながら 此の 場合に ありて は 飜譯の 誤謬に 過ぎない、 原語 は 鯨に 非す して 海中の 或る 犬なる 動物で あ 

る、 其 他 民數紀 略、 歷代志 略、 雅歌 义は默 示 錄等は 置々 敎會 より 神の 一一 一一 c に 非す として 排斥せられ たる 

書で あると 言 ふ、 彼等 は斯く 聖書の 此處 3： 處を 排斥して 赏は S も 書 全部 を 見失 ふので ある、 何故に 彼等 

の 目に 聖書 は 調和した る 書と して 映ぜ ざる 乎- 他な し 聖書の 中心に 自己 を 置きて 之 を 見ざる が 故で あ 

る、^! 12 をして 自己 を .5^ かしめ す 自ら 聖書 を かんと 欲する が 故で ある、 iy づ|^-書をして我を-:!|かし 

めよ、 然 らば iA- 書の 中心に 立ちて 其大 調和 を發 見し 得る であらう、 伊太利の 或る 有名なる 寺院の 天井 

に 立派なる 键畫が ある、 入りて 之 を E るに 像影錯 雜混亂 して 殆ど 其 何の 晝 たる や を 解す る 事が 出來な 

い、 然れ ども 一 度び 其の 中心た る 地位に 立ちて 之 を 仰がん 乎、 人物の 姿態 其 他 全幅の 光景 忽ち 躍動し 

偉大なる 天才の 結晶と して 顯 はれ 來 るので ある、 我等の §\1： 書に 對 する も 亦斯の 如しで ある、 學 者は奇 

跡 を 厭 ひ 實業家 は 利愁の 誡を聽 かざらん と 欲し 而 して 聖書に 臨む も遂 に 之 を 解す る 事が 出来な い 、 祌 

の 豫言者 又は 使徒 等 をして 聖書 を 書か しめたる 其 立場に 自ら 立ちて 之 を實驗 して 初めて 其の 神の 言た 

る を 知る 事が 出来る。 
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瑞 西の 聖書 學者 ガウ セン 曰く 「余 は 基督 者と なり 祌學 生を敎 へて より 幾 十 年に して 未だ 羅馬書 を 解 

する 能 は ざり しが 或 日 罪の 意識に 責められて 自ら 立つ 能 はす、 神に 救 はれ すん ば 如何と もす る 能 は ざ 

る 立場に 至りし 時此 難解の 羅馬書 は 詩の 如くに 美 はしき ものと なりて 現 はれたり」 と、 是れ ガウ セン 

の實驗 にして 亦 余の 實驗 である、 神 學者は 羅馬書 を 解剖して 其 第 十二 章 以下 は 不用な りと いひ、 其 第 

十六 章 は エペ ソ 書に 添附すべし などと 稱 する も、 罪に 惱 むの 實驗に 立ちて 之 を 解 すれば 其 中 一 の 贅言 

あるな く 其の 眞に 貴き 書なる を 知る ので ある、 共 他 雅歌の 如き も 亦同樣 である * 篤信の 學者 デリッチ 

の 實驗を 以て 之を讀 めば 雅歌 亦 神の 何たる を 疑 ふ 事が 出来ない。 

諸君 試みに 界地圖 を 被き 見よ、 其 眼前に 開展 する 所の 陸と 海と は 菜して 何 を 意味す る 乎、 彼處に 

云々 の產物 あり 此處に 云々 の氣候 あり、 水面 は餘 りに 廣澗 なる に 過ぎ、 沙漠 は 寧ろ 之れ 無き に 如かす 

等 散漫なる 感想 を 浮ぶ るの みに して 此 全世界の 構造に 大 なる 意味の 存 する を 知る 者の 如き は 蓋し 稀 有 

であらう、 「神 もし 我に 謀りし ならば 今少しく 完全なる 世界 を 創造し 得たり しならん」 とは獨 りスぺ 

ィ ン の 皇族 ァ ルフォ ン ゾの曾 のみで はない、 然るにべ スタロ ッジ I の 弟子に して 『パ レ ス チナ 地理』 

の 著者なる 力 ー ル • リッテル は 界 地！： を 研究した る 後驚歡 して 曰うた ので ある 「世界の 構成 は實に 

完全 無缺 である、 人類 をして 神の 知識に 達せし， めんが 爲 めに 之よりも 良き もの を 造る 事 は 出来ない」 

と、 玆 に 至て 地理 學は 初めて 活躍す るので ある、 かの ァ ー ノ ルド. ギヨ ー 氏の 地 人 論の 如き も 亦此立 

場に 於て 観察した る ものに 外なら ない、 自己 を 世界の 中心に 立た しめ 神の 之 を 造り 給 ひし 聖旨の 那？^ 

に 在る か を 知って 一 箇の 地球と 其 表面上の 水陸と は 悉く 深き 意味 を發 揮す るので ある。 

聖書 も 亦 實に然 りで ある、 五十 餘 人の 著者に 由り 干 五百餘 年の 長き に 亙りて 編纂せられ し 書な りと 


雖も其 中に 驚くべき 調和 一致が ある、 祌、 イエスキリスト、 罪、 救 等の 立場より 之を讀 まん 乎、 共创 

世 記より 默示錄 に 至る 迄 一 字の 棄 つべき もの あるな く 正に 完全 無缺の コスモス (宇宙) なる 事 を 知る 

ので ある。 

第 四、 聖書 は 深遠に して 盡 きざる 書で ある。 世に 興味 ある 研究 は 二 ある、 其 一 は 天然 學 であって 其 

二 は 聖書 學 である、 神の 造り 給 ひし 天然 は 其 一 草 一 花 又は 一 塊の 小石に 至る 迄 深き 意義 を寓 して 居る" 

何故に 實を 結ばざる 花が ある 乎、 何故に 秋 到れば 紅葉 を呈 する 乎、 學者は 之 等の 問題 を 知らん として 

大 なる 試驗器 を運轉 しつ \孜 々として 研究 を續 けて 居る ので ある、 而 して 實に祌 の 造り 給 ひし 天然 は 

此 努力に 値する ので ある、 其 全部 然り 一 部亦然 り、 或る 植物 學 者の 言 ひし 如くに 葉 は 森に 由て 解す ベ 

く 森 は 葉に 由て 代表 せらる、 森林の 研究 素より 學 者の 一 生を獻 ぐるに 足る と 同じく 一  片の 葉の 研究 も 

亦 生涯に 亙って 盡 きないの である、 是れ祌 の 造りし ものの 人の 手に 成りし 物と 異なる 特徵 である。 

聖書 も 亦 其れで ある、 誰か 僅々 六 百 頁の 書の 研究に 一生 を 費す 者が あらう 乎、 然しながら 聖書 は 生 

涯に 亙りて 之 を 研究す ると 雖も 到底 盡 くる 所 を 知らないの である、 唯に 聖書の 全部が 然るの みならす 

其 一 部亦然 りで ある、 聖書 全部 又は 新約 全部と いふが 如き は 寧ろ 廣汎に 失して 研究の 對象 とする に 適 

しない、 恰も 動物 學の 研究と 言 ひて 其 中の 有 脊椎動物、 就中 魚類、 就中 ひらめ、 就中 其 二三 種 を 選び 

て專 攻部鬥 となし 得る が 如く 今や 聖書 研究と 言 ひて 新約聖書 中の 約 翰 文學、 就中 約 翰 書、 就中 ョ ハネ 

の 思想 を 選び 以て 一 生の 研究に 充 つる 事が 出来る ので ある。 

聖書 以外に 斯の 如き 書が ある 乎、 若し 人の 手に 由て 成りし 書の 五 頁 叉 は 十 頁の 研究に 全生涯 を默ぐ 

る 者 あらば そ は 狂亂の 沙汰と 言 はざる を 得ない、 然しながら 聖書の みは 實に 深遠に して 探れ ども 探れ 
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某衧 再臨 grs  七 七 ◦ 

ども 尙ほ盡 きないの である、 ロイス (Eduard  Keuss〕 著 「新約聖書 歷史」 は 彼の 時代 迄に 書かれし 

聖書に 關 する 無 數の 著者 を其资 料と して 揭げて 居る が 若し 之 等の 書 を 蒐集 せんに は眞に 楝に充 ちて 溢 

る，^ であらう、 而 して 之れ 皆 一 卷の 聖書の 爲に 書かれし ものに 外なら ない ので ある。 

第五、 最後に 余 をして 聖書の 神の 言た る を 信ぜし むる もの は 余の 一 生涯の 實驗 である。 「人 もし 我 

を 遣 はしし 者の 33 に從 はば 此敎の 神より 出づ るか 叉 己に 由て 言 ふなる か を 知るべし」 と (ョ ハネ傳 七 章 

十七 節〕、 聖書 は 之 を 行うて 見て 其 眞に祌 の 一一 一一 C たる を 知る 事が 出来る、 博士 ケリ ー も 其 告白 中に 於て 曰 

うた 「余 は學者 として 之 を 知る、 學說に は 究極 あり、 其 以上 は唯實 行に 由て 眞否を 知る のみ、 故に <水 

は 聖書 も 亦 之を實 行して 初めて 其 神の 言た る を 知れり」 と、 余 も 亦同樣 である、 高等 批評 其 他の 議論 

を 全く 離れ 四十 年間 之 を 讀み績 けて 斯 かる 書の 他に 絶無なる 事 を實驗 したので ある。 

余 は 聖書に 由て 始めて 自己の 罪人なる 事を覺 つた、 而 して 自ら 神の 前に 立ち 得ざる 者なる を 知り 苦 

悶の 極に 達した る 時 叉 聖書に 由て r 汝の si- 赦 さる」 との 聲を聽 いたので ある、 祌は 凡て を覺 ゆる も 唯 

罪の みは 之 を 忘る と 言 ひ 給 ふ、 此 I 聲を 聽 くに 非 すん ば 罪人の 心に は 決して 平和が 宿らない、 ル ー テル 

の 救 はれた るス タウ ピッツの 指導に 由て 此 一 言 を 聖書 中に 發 見した るが 故であった、 而 して 罪の 赦し 

は 絮書を 除いて 何處 から 之 を聽く 事が 出来る 乎、 圖書 館に 人り て 幾 萬の 書 を 探る とも 此 一 言 を 聽く事 

が屮 I 来ない、 獨り 神の 言の み 之 を 我等に 敎 ふるので ある、 而 して 此實驗 を 握りし 者に 取て は 高等 批評 

の 如き 何ぞ 恐る、 に 足らん やで ある、 アブラハムなる 人物 は實 在せ すと 言 ひ、 ヨセフの 記事 は 太陽に 

關 する 古 話な りと 言 ふが 如き は、 聖書に 由り s§ の赦を 實驗 したる 者の 前に 一 顧の 價値を も 有しない の 

である。 


故に 聖書が 神の霄 たる 事 を 知らん と 欲する 乎、 乃ち 之 を 日々 の糧 として 食 ふべき である、 ^^書の^: 

は 自ら 之 を赏驗 せす して 解す る 事が 出来ない、 富士山 頂の 日出、 戰場ケ 原の 秋色、 其 莊嚴の 氣を味 は 

んと 欲せば 先づ其 地に 赴き 其氣 に觸れ なければ ならない、 聖書 も亦然 り、 先づ 其！^ 園氣 中に 身 を？ おし 

て 卜 分に 之 を 吸へ よ、 然 らば 一種 特別の 感覺 を實驗 する であらう、 毎朝 何事 を爲 すに も 先 だち てま づ 

聖書の  一 二 章 を精讀 せよ、 然 らば 必す言 ふべ からざる 生命に 觸る、 であらう。 

我國 に缺乏 する ものにして ホ ー ムの 如き はない、 潔く 正しく 樂 しき 家庭 は何處 にある 乎、 如何にし 

て 之 を 作り 得る 乎、 數 多き 家庭 雜誌を 讀んで 良き 家庭 は 出来ない、 唯 日毎に 聖書 を讀 みて 之 を 作る iss- 

が 出来る、 聖書の 空氣が 家庭の 空氣 となり 妻子より 下婢に 迄 及ぶ 時に 初めて 基督 敎的 家庭が 出来 上る 

ので ある、 更らに 之れ を 固 家 社會の 事に 及ぼして 亦同樣 である、 毎年 幾 百 萬 部の 聖書 を 讀む國 民に し 

て 初めて 潔く 高き 氣風を 作成す る 事が 出来る、 故に 高等 批評 學 者と 雖も種 々なる 批評 を 加 へ 盡し て最 

後に 一 言 を附加 せざるを得ないの である、 曰く  r 斯く實 ふと 雖も 聖書の 聖書た る 惯値は 少しも 減ぜ ざ 

るな り」 と、 彼等が 此ー言 を 加へ すして 巳む 能 はざる は卽ち 聖書が 個人と 家庭と 國 家との 生命の 源た 

る 事贲を 認めざる を 得ない からで ある。 

聖書 は實に 生命の 水で ある、 此處に 根 を 入れて 其 靈を養 ふ 者 は 流の 畔に植 ゑし 樹の 如く^ 時 迄 も 萎 

まない ので ある、 試に 靑 年中 毎日 聖書 を讀む 者と 之 を 嘲る 者との 三十 年後の 狀態を 比較せ よ、 前者 は 

齢 進め ども 心 愈々 若く 生 氣潑淛 として 常に 新なる 希望 を 抱く ので ある、 之に 反して 後者 は 如何、 其 事 

業 は 成功す るで あらう、 爵位と 財產 とに は 富む であらう、 然れ ども 彼の 額 を 見よ、 「其 面色 皆 靑く變 

れるを 見る」 fH レミ ャ記 三十 章 六 節)、 彼の 前途 は黯 然として 暗い ので ある、 聖書に 親む 者 は然ら す、 
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米國の 有名なる 聖書 學者ス コ フィ ー ルド 氏 今より 數年前 彼が 齢 七十 五六の 頃 預言 大會に 出席して 語つ 

て 曰うた 「兄弟よ、 余 は 最早 や 八十 歳に 近づきた る も 末 だ 曾て 一度 も 死に 就て 考 へし 事な し」 と、 キ 

リ ス トの言 は 誠に 生命の パ ン である、 之 を 食うて 人 はまた 死 を 思 はざる に 至る ので ある。 

而 して 聖書 は 其 一 言 一 句の 中に 人の 全生涯 を 一 變す るの 力が ある、 「聖書 は 世界 を變 化せ しめたる 

書な り」 とい ふ、 然り 聖書 は先づ 個人の 生涯 を變 化せし めて 然る 後 全世界 を 感化す るので ある、 個人 

の 生涯 中 聖書の 一句に 由て 支 へらる k の 危機が ある、 其 時 若し 其 聖書の 一句な かりせば 彼 は 倒る \ の 

外ない ので ある、 ル ー テルに も 此經驗 があった、 一人に して 全世界 を 感化した る 者に して ィ H スキリ 

ス トとパ ゥ II とに 次ぐ 者 は 蓋し ル ー テルで あらう、 彼 あるに 由て 近世の 文明 世界 は 一 變 したので ある- 

而 して 彼の 生涯 を 感化した る 者 は 何ぞ、 羅馬書 一章 十七 節 後半の 一句で ある、 曰く 「義人 は 信仰に 由 

て^くべし」 と、 ラテン語 にて 唯 四 語に 過ぎない、 J き tus  ex  fide  vivet. 而も 此 一 句が 彼の 伊太利 

旅行 中 或 時 彼の 胸に 臨みて マルチン • ル ー テルの 生涯 はー變 したので ある、 彼 は 能く 其 年と 月と 日と 

時と を 記憶して 居った、 其 時より 萬 物 悉く 彼に 取て 新に なった ので ある、 宗敎 革命と は 他な し、 ボ 

-ー ァの 寺院の 一 夜ル ー テルの 胸に 臨みし 聖書の 一 句の 力で ある。 

歐 州の 思想 を變ぜ しものに して ァゥガ ス チン の 如き はない、 ル ー テル も 彼に 負 ふ 所深大 であった、 

現代の 哲學者 オイケン は 彼の 爲に 特に 一 書 を 著 はして 居る、 而 して 彼れ ァゥ ガス チン を 感化した る も 

の も 亦 聖書の 一 句であった、 彼れ 歳に して 尙 放蕩の 生活 を 綾 けたる 時 或 日 羅馬書 十三 章 十三 節以 

下を讀 みて 卒然 其 生涯が 一 變 したので ある、 此 一 句と ァゥ ガス チンの 關係を 除いて 世界の 宗敎 歷史を 

語る 事 は 出来ない。 


顧みれば 余の 生涯に も 亦 重大なる 危機が あった、 其 時 何 かの 助けが 來ら ざり しなら ば 狂 か 自殺 か 余 

は 到底 起つ 事が 出来なかった ので ある、 其 一日 或は 一時間 は 余の 生涯 中 最も 重大なる 時であった、 余 

は 恰も 懸崖の 一端に 立った ので ある、 自ら は 如何と もす る 能 はす、 又 之 を 何人に も 謀る 能 はす、 余 は 

宣敎師 ハリス 氏 (今の 監督) を 訪ねて、 山に 入らん と 欲する 旨を吿 げた、 彼 は 之 を贊し 余に 許す に 其 

藏 書中の 二三 を拔 いて 携 ふる 事 を 以てした、 余 は 熊 谷までの 汽車に 投じ 北に 向て 進んだ、 車中 其 一 册 

を繙 き讀ん だ、 然るに 見よ 或る 頁の 一 端に 記されし 聖書の 一 句 を 

かるが 故に 我れ 彼女 を 誘 ひて 荒野に 導き 至り 其處 にて 慰安の 言 を 彼女の 耳に 蟠 かん 

と (ホゼ ァ書ニ 章 十四 節〕、 足れり！ 此ー言 を 解 せんが 爲に、 此惠み を 受けん が爲 に、 神 は 余 を 荒野に 

導き 給うた ので ある、 其處 にて 神 は 余の 耳に 慰安の 言 を 攝き給 ふので ある、 然り 荒野 は 余が 神より 慰 

めら るべき 場所で あつたので ある、 神 若し 余 を薔菝 の 花 句 ふ樂 園に 置き 給 ひしなら ば 余 は 決して 此惠 

みに 與るを 得なかった であらう、 爾來 余の 荒野の 生涯 は 十 年 又 十五 年間う ち 緩いた、 余 は 此事を 深く 

神に 感謝す る、 余が 今に 至り 余の 許に 来りて 苦痛 を訴 ふる 多くの 人 を 慰め 得る 所以 は 余 自身が 荒野に 

於て 神より 慰められ たるの 經驗を 有する からで ある、 余は此 聖書の 一 句 を 永遠に 忘る & 事が 出來 ない" 

共 他 或は 「神 は 愛な り」 とい ふが 如き 基督 者に 取て 平凡と い へば 最も 平凡なる 言で ある、 然しな が 

ら 或る 特別の 時此ー 言が 人の 心に 臨みて 如何に 大 なる 事を爲 した 乎、 殊に 此 言が 聖書の 原語 を 以て 響 

く 時 其 意味 最も 深長で ある、 「神」 「愛」 之れ 何れも 宇宙 犬の 思想で ある、 然し 尙ほ 第三 語に 注意せ 

よ、 曰く 「なり」 と、 希 職 文に ありて は 「なり」 (estin) の 一 語 は 之を附 加す ると 否と に 由て 非常な 

る 相違で ある、 卽ち 自己の 確信 を 注ぎ 全心 全力 を 籠め て斷 言す る 時に 彼等 は此 一 語を附 加す るので あ 
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る、 「祌は 愛な リ」、 然り 確に 愛な リ、 愛なら ざるべ からすと、 故に 最後の 一 語 殊に 大切で ある、 之 

を 除く ベから すで ある、 祌は 愛なら すん ば あるべ からすと 權威を 以て 聖書 は 語る ので ある。 

英國の 或る 貴 人が 一年の 中 五 人の子 を 失った、 子の 死 は 一人に して 旣に澤 山で ある、 何 を 忘る と 

も 是れ丈 は 忘れる 事が 出来ない、 復活の 朝先づ 第一に 遇 ひたき は 誰で ある 乎、 失 ひし 我 子で ある、 然 

るに 此 婦人 は 五 人の子 を 失うた ので ある、 斯 かる 時に 惡 魔は乘 じて 人 を 神より 離れし めんと する、 然 

れ ども 此 婦人 は 曰うた、 「其れに も拘 はらす 尙ほ神 は 愛な り」 と、 此語 を發し 得た る 彼女 は 聖書 を 全 

く 神の 言と して 讀 みたる 信者で ある。 

聖， 書 は實に 神の 言で ある、 而 して 其れに は 以上の 如き 深き 理由が あるので ある、 知らす 聖書 を 嘲り 

再臨 を 斥く る 者に 何程の 理由が ある 乎、 近日の 東京 朝日 新聞 は 米 國華府 に 於け る ベルグ ソ ン の 談話 を 

俾 へて 曰 ふ 「キリスト 再臨の 如き は 之 を 信す る 能 はす」 と、 ベルグ ソン は實に 鋭敏なる 分析 力 を 有す 

る 現代の 大哲學 者で ある、 然しながら 惜 むらく は 彼の 著書 中ナザ レのィ H ス に對 する 尊敬 を認 むる 事 

が 屮ぃ來 ない、 今より 三 四十 年 前に ありて はスぺ ンサ I の 折 n 學に 謀反す る は 學界に 謀反す るが 如くに 思 

はれた、 然るに 現今 何人が 彼の 哲學 を讀む 乎、 ミル、 ベンサム 等 亦 今は棄 てて 顧みられす、 而 して 彼 

等 を 塵埃の 中に 埋めた る 後 彼等に 嘲 けられし 聖書 は 獨り不 變のカ を 以て 世界の 人類に 永生 の^を 賦與 

しつ i ある、 然 らば ベルグ ソン 何ぞ 恐れん、 オイケン 何ぞ 恐れん、 -11 チ H 何ぞ 恐れん、 十 年の 後 彼 

等 は 悉く 擅 上より 一 蹴せられ て 聖書の みが 依然として 存綾 する であらう、 嘗て 聖書 を 神の 言に 非す と 

一一 一一" ひし 學者 ありて 一時 地の 崩る、 如き 動 搖を與 へたる 時、 聖書 學者 ベンゲル は 叫んで 曰 うた 「兄弟よ 

安心して 飮め、 之れ こそ は 永遠に 盡 きざる 生命の 水 なれ」 と、 今や^ 書の 權威 再び 疑 はれん とする 時 


に 當り余 S4 亦 曰 ふ 「兄弟よ、 安心せ よ、 書 は 全部 祌の 言な り」 と、 而 して 惟り ベンゲルに 止まらす 

最も 深く 聖書 を 解した る 人 はす ベ て 聖書 無 謬 信者 であった、 聖書 有 讓說を 以てして^ 界は 動かない、 

其 最も 良 き 證據は 今 の 基督 敎界 の狀 態で ある。 (藤 井武 筆記〕 


聖 書 無 謬說に 就て 

今や 聖書 無 謬說は 基督 w 臨說 と共に 敎 會祌學 者の 嘲笑の 好 題目で ある、 「聖書 丸吞 にす ベ からす」 

とは學 者ら しく 見 ゆる 彼等の 勸吿 である、 書 を 讀んで 盡く之 を 信 すれば 書な きに 若 かすとの 諺 は 彼等 

が 聖書に 適用して ら ざる 所で ある、 往 曰 は 聖書 を 辯 護す るの が祌學 者の 職務で あつたが、 今 は 聖書 

の 誤謬 を 捜索の が 彼等の 能事で ある やうに 化え る、 而 して 牧師 神學者 等の 聖書 攻撃に 對 する 平信徒の 

聖書 辯 護 は 現代 敎界の 一 奇観で ある。 

OOOO00O0OOOO0O0OO0OOOOOOO0O0O  二、 

先づ第 一 に 注 EI す ベ き は 聖書 其 物が 自箇 の 無 謬を唱 ふる 事で ある、 玆に 能く 知れ渡り たる 章句 を舉 

げんに、 ィ H スは 「律法と K 一一 目 者」 卽ち 吾人が 今日 舊約 聖書と 稱 する 者の 神的權 威に 就て 述べて 言 ひ 

給 ふた 「我れ 誠に 汝らに 告げん 天地の 盡 きざる 中に 律法の 一 點 一 畫も遂 つくされす して 縫る ことなし、 

この ゆる！  いましめ い 1-- ち ひさ  やん 

是 故に 人 若し 誠の 至微き 一 を 壤り又 その 如く 人に 敎 へたば 云々」 と (馬 太傳 第五 章 十八 節)、 架 書 無謬說 

は 之よりも 强ぃ _言 辭を 以て 唱 ふる 事 は 出来な い、 若し 之 は舊約 聖書 に 就て 曾 ふたので ある 新約の 無 謬 

聖 * 無 StSSS に 就て  七 七ん 
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辯 護に ならない と 言 ふ 人が あるならば、 聖書 最尾 の 言な る 默 示 錄末章 末節 の 言 は 最も 明白に 新約聖書 

中最 要の 一書た る此 書の 絡 對的無 S を 裏書す る 者で ある、 曰く 

我れ 此 書の 預 富 の 言 を 開く 者に 證を爲 す、 若し 此 書の 預 言 の 一一 一一 n に 加 ふる 者 あれば 神此 書に 錄す所 

の災を 以て 之に 加 へん、 若し 此 書の 預言の 一一 一一 n を 削る 者 あれば 神 之 をして 此 書に 錄す 所の 生命の 樹 

の 果と聖 城と に與る こと 莫 らしむ 

と、 是は 强ぃ言 である、 咒詛を 以て 聖句 變更を 禁じた る 言で ある、 r 此書 一 曾 一 句 盡く祌 の 一一 =11 なり、 

之に 加 ふべ からす、 之 を 削る ベから す、 其 一 點ー畫 を 加減す る 者 は 宇宙の 重きが 如き 重き 刑罰に 處せ 

らる べし」 との 一一 一一 n である、 而 して 聖書の 終 尾に 書 加 へられた る此 一一 一一 n は 單に默 示錄に 就ての み 記された 

る 者で あると は 思へ ない、 卽ち默 示 錄の此 結尾の 言 は 聖書 全體の 結尾と 見る が當然 であると 思 ふ。 

イエスが 「天地 は廢 ん然れ ども 我 一一 百は廢 じ」 と 富 ひ 給 ひし 其 言 を傳 ふる 新約聖書が 無 謬の 書で ある 

と 見る は 無理なら ぬ 事で ある (馬 太 傳サ四 章 一ー一 十五 節〕、 使徒べ テ 口 は 明白に 新約の 言の 神の 言に して 永 

久變ら ざる 者なる こと を證 明して 居る、 

くつ  .U ね  C つ  か！？. り  .U も 

汝らが 再び 生れし は 壌べき 種に 由る に 非す、 壞 ベから ざる 種 卽ち窮 なく 存っ 所の 神の 活ける 言に 

由るな り、 それ 人 は旣に 草の 如く 其榮は 凡の 草の 花の 如し、 草 は 枯れ 其 花 は 落つ、 然れど 主の 言 

か f リ .Ufa  0O000O00O000O0O0OOO 

は窮 なく 存 つなり、 汝 等に 喧傳 へられた る 福 昔 は 卽ち此 言な り 

と (ぺ テ n 前書 一章 サ三 ー 廿 五節」、 新約聖書 神 一一 一一 ロ說、 其 永久 的價 値、 而 して 其 必然の 結 論 として 起る 其 

無 謬 說を證 明す る 者に して 之よ り も 確實な る 者-はない。 

其 他 聖書の 自已證 明に 就て 述 ぶべき 事 は饒多 ある、 聖書 は 明白に 自箇の 神性と 無 謬を證 明す る、 而 


して 公平なる 聖書 學者は 聖書の 此 自己 證明を 否定し ない、 然るに 現代の 神 學者等 は 曰 ふ 「ィ H スは爾 

か 信す る も 吾人 は 信す るに 及ばす、 聖書 は 面か唱 ふる も 吾人 は 之に 從 ふに 及ばす、 基督 敎の眞 理は他 

に 在り」 と、 ； M に 於て か 問題 は 「余輩 對 彼等」 の 者たら すして 「聖書 對 彼等」 の 者た るに 至る ので あ 

る 0 

ィ H スは 聖書 を 如何に 觀た まひし 乎、 信者の 聖書 觀はィ H ス の それに 由て 定まる ので ある。 

ィ H スは 聖書 を 最上の 眞理と 認め 給 ふた、 故に 曠野の 試 誘に 於て 惡 魔と 爭ひ給 ふや 彼 は 論理に 訴へ 

すして 神の 言なる 聖書 を 引き 給 ふた、 曰く 「人 は パンの みに て 生る 者に 非す、 唯 神の 口より 出る 凡の 

こ iil  0OOO0  O0O00 

言に 由る と錄 されたり」 と、 彼 叉 曰く 「主たる 雨の 神 を 試む ベから すと 錄 されたり」 と、 叉 曰く 「主 

たる 爾の祌 を拜し 惟之に のみ 事 ふべ しと 錄 されたり」 と、 「錄 されたり、 聖書に ぼされ たり」 と、 是 

がィ H スの 唯一 の 論鋒であった、 彼 は 道理に 訴 へて 惡 魔の 論鋒 を 挫かん と爲し 給はなかった、 唯 聖書 

の 言 を 引きて 惡 魔の 誘惑 を 退け 給 ふた、 而 して 是れ 彼に 取り 亦 我等に 取り 最上の 論法で ある、 此の 場 

合に 於て 聖書の 言に 勝る 劍 あるな しで ある (撒^ 耳 前書 サ 一 章 九 節)、 「それ 神の 言 は活 きて 且つ 能 あり- 

らろ i5  つるぎ  と  いのち しひ  ふしつ-、 こつ _する  とほ おら ひ こ、 ろざし み 0  ,、 

兩 刃の 劍 よりも 利く、 菊と 魂 また 節節 骨髓 まで 刺し 剖ち 心の 念と 志 意を鑒 察る 者な り」 と あるが. し 

(希 伯 來書四 章 十二 節〕、 人の 言に 此 能力 はない、 然れ ども 聖書の 言に 此 不思議なる 能力が ある、 之 を W 

ての み 能く 誘惑 者 を 撃退す る 事が 出来る、 少しも 變更を 加へ ざる 聖書の 言 其 儘に 此不 思議なる 除 魔の 

能力が 在る。 

ィ ェ スは 聖書 は 一 言 一 句 神の 言で あると 信じ 給 ふた、 彼 は 其 一 點 一 畫に 於て すら 天地の 重き を 認め 

聖 《 無 謬說に 就て  七 七 七 
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給 ふた、 故に 彼の 論 證は往 々にして 其 一 語の 上に 築かれた、 復活の 事に 就いて 學 者と パリ サイの 人 等 

と爭ひ 給 ふや、 彼 は 出 埃 及 記 三 章 十五 節の 言 を 引きて 曰 ひ 給 ふた 「我 は アブラハムの 神 イサクの 祌ャ 

コブの 神な りと ある を 未だ (聖書に 於て) 讀 まざる 乎」 と (馬 太 傳廿ニ 章 三 二 節)、 此 場合に 於て 死者の 

復活 を證 明す る 者 は單に 「たり」 の 一 語で ある、 神はァ ブラ ハ ム の 死後 四百 年、 モ ー セに此 言 を吿ぐ 

るに 方て 「我 はァ ブラ ハ ム の 神な りき」 と は 曰 ひ 給はなかった、 「なり」 と 曰 ひ 給 ふた. 英語に 譯し 

て 云へば と は 曰 ひ 給はなかった、 ；1 ョ と 曰 ひ 給 ふた、 「我 は今尙 アブラハムの 祌 なり」 と 曰 ひ 

給 ふた、 故に アブ ラ ハ ム は今尙 生きて 居らねば ならぬ とはィ H ス の 論法であった、 僅に 「たりき」 と 

「なり」 との 差で ある、 然し 乍ら 其 間に 天地の 著-が ある、 而 して i め-書の 此の 短 かき 一 語の 上に ィ H ス 

は 其 復活 論 を 築き 給 ふたので ある、 僅に 一 語で ある、 助動詞と して 用ゐら る、 「ある」 is の 一 語で あ 

る、 乍 然祌の 言で ある、 故に 其 上に 信仰 を 築く 事が 出來 ると は此 場合に 於け るィ H ス の論據 であった、 

彼 は 聖書の 一 言 一 句 を祌の 言と して 信じ 給 ふたので ある。 

イエ スは叉 己が 神性 を 聖書の 一 語 を 以て 證 明し 給 ふた、 彼 は 詩篇 八十 二 篇六節 を引證 して 曰 ひ 給 ふ 

た 「汝等 は 神な り」 と、 而 して 其 一 言より して 己が 神なる 事を證 明し 給 ふた (約 翰傳 十- 5± 一一 a 節 以下)、 

彼 は 此時語 を 加 へて 曰 ひ 給 ふた 「聖書 は 毀る ベから す」 と (同 三 五節)、 聖書 は 完全の 書な り、 其 一 部 

分たり とも 之 を 毀つ ベから す、 恰も 完全なる 美術品の 如し、 其 一片 を缺 いて 其 完全 を 期す ベから すと 

の 意なる が 如し、 彼 は 叉 曰 ひ 給 ふた 「天地の 廢るは 律法の 一 畫の廢 るよりも 易し」 と (路加 傳 十六 章 十 

七 節 〕。 


聖書の 大 意 

一 九 一 八 年 十月 岡 山大阪 等に 於て 述べし 講演の 大意 

聖書 を學 ぶに 方て 先 づ^ 一  に 其 大意 を 知る の 必要が ある、 聖書 は 六十 六卷 より 成り 千 五 }c 年^に 涉 

り 五十 餘 人の 記者に 由て 書かれた る 書で あるが 然し 始終  一 S したる 一 卷の 書で ある、 是れ 其の 神の 書 

たる 何よりも 好き 證據 である、 同一 の 祌の靈 が 長年 月に 涉り 異なりた る 幾多の 人 を 以て 问ー の 主題の 

下に 書かし め 給 ふに あら ざれば 斯 かる 書の 成り やう 害 はない。 

聖書 は 文庫で はない、 ー卷の 書で ある、 故に 其 大意 を 知る ことが 屮 Z 來る、 聖誓は 人の 救 扬に關 はる 

神の 企圖を 記した る 書で ある、 創世記 を 以て 始まり 默示錄 を 以て 終る、 舊約 新約の 刖 ありと 雖 もニ卷 

の 書に 非す して ー卷の 書で ある、 敢て問 ふ其敎 へんと 欲する 所の 大意 は 何んで ある 乎" 

神 は 初めに 人類 を 造り 給 ひ て 之 を H デンの 園に 置き 玆に 其の 神の 子た るの 實を擧 げし めん と 爲し給 

^-, >  そ； J 

ふた、 然るに 人類 は 神の 聖旨に 遠 ひ 彼に 背き まつり 其 心より 祌を逐 ひて 自身 園より 逐ぃ 出された、 若 

し 此時祌 が 怒り 給 ひて 人類 を 滅し給 ひしなら ば 夫れ で 15^ は濟ん だので ある、 然れ ども 神は聖 乎の 業 を 

輕視め 給 はす 背きし 人類 を 救 はんとの 企圖を 立て 給 ふた、 r 婦の 苗裔 は 蛇の" 頭を碎 くべ し」 と 彼 は 約 

束し 給 ふた、 「婦の 苗裔」 である、 「男の 苗裔」 ではない、 r 處女 孕みて 子 を 生まん、 其 名 を インマ 

聖 * の大 惹  七 七 九 
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ヌ エルと 稱 へらるべし」 である、 卽ち神 御自身が 人類の に 降り 其愆を 除き 其 反逆 を醫 さんと 約束し 

給 ふた、 而 して 舊約 三十 九卷は 神の 此の 御 約束の 繰 返であった ので ある、 卽ち神 は 其の 預言者 等を以 

て 繰返して 一一 目 ひ 給 ふた 「我れ 来らん」 と、 「エホバ 雷 ひ 1 ふシ オンの 女子よ 喜び 樂め 我れ 来りて 汝の 

中に 住めば 也」 と (ゼ カリヤ 二 章 十 節)、 叉 言 ふ 「シ オンの 女子よ 大に 喜べ H ルサ レムの 女子よ 呼 はれ 視 

よ 汝の王 汝に來 る」 と (同 九 章 九 節〕、 而し て預霄 者 マラキ は舊 約の 主張 を總 括して 言 ふた r 汝 等が 求 

むる 所の 主、 卽ち汝 等の 悅ぶ 契約の 使者 忽然 その 殿に 来らん、 視ょ 彼れ 來 らんと H ホパ首 ひ 給 ふ」 と 

(マラキ 書 一一 一章 一節 3、 「我れ 来らん」、 「彼れ 来らん」、 舊約 三十 九 卷の心 髓は此 短き flu を 以て 盡 きて 居 

るので ある。 

而 して 神 は 終に 人の 問に 降り 給 ふた、 イエスキリスト を 以て 來り給 ふた、 ィ H スは ダビデの 裔 にし 

て叉ァ ブラ ハ ム の裔 であって 神が 始めに アダムと H バ とに 約束し 給 ひ 又 預言者 等 を 以て 選民に 約束し 

給 ひし 者であった、 彼 を 以て H デンの 園は囘 役せられ 人類 は 共 定められし 榮 光の 運命に 達すべく あつ 

た、 ィ H スを 以て 眞 正の 意味に 於ての 黄金時代 は 地上に 現 はるべく あった、 而 して 彼 は 之 を 成就す る 

に 足る 充分の 能力 を 自己に 備へ給 ふた、 彼 は 多くの 奇跡 を 行 ひ 給 ふて 物界も 靈界も 彼に 服 ふ 者なる 事 

を 示し 給 ふた、 然れ ども 人類 は 其 代表者た る ユダヤ人 を 以て 再び 彼 を 斥けた、 斥けた のみなら す 彼 を 

十字架に 釘け た、 彼れ 己れ の 國に來 りしに 其 民 は 彼 を 接け なかった、 玆に 於て か 神の 人類の 救： 扬に關 

はる 御 計畫は 美事に 失敗に 終った ので ある、 然れ ども 人の 罪 は 神の愛 を 毀つ 審が 出来なかった、 神 は 

此時も 亦 滅亡の 刑罰 を 以て 人類 を 見舞 ひ 給はなかった、 人類の 不信 反逆に 由て 其の 愛の 御 計畫を 破毀 

せられ 給 ひし 祌は 其の 無限の 忍耐 を以 て W び 約束 を 立 て 給 ふた、 曰く 「我れ 再び 来らん」 と、 卽ち 「一 


たび 来りて 迷へ る 我 民 を 救 はんと 欲したり しも 彼等 再び 我に 反き て 我 を 斥け たれば 我 は 更らに 途を變 

へて 我が E 的 を 達せん、 我れ W び來 りて 我 1^ を 救 はん」 と、 是れィ H ス 御自身の 發し給 ひし 言に して、 

叉 彼の 使徒 等 を 以て 吿げ給 ひし 一一 一一 n として 新約聖書が 明に 我等に 示す 所で ある、 「我れ 來 らん」 との 舊 

約の 約束に 對 して 「我れ W び 来らん」 との 新約の 約束が 供 へられた ので ある、 實に舊 約で ある 新約で 

ある、 前の 約束と 後の 約束と である、 聖書 は 約束の 書で ある、 「我れ 來 らん」 と 云 ふが 前の 約束で あ 

つて 「我れ 再び 來 らん」 と 云 ふが 後の 約束で ある、 聖書 は 特に 道德の 書な りと 曾 ふ 者 は 誰で ある 乎、 聖 

書 は 特に 約束の 書で ある、 故に 預言の 書で ある、 預首を 離れて 聖書 は 混亂の 書と 成って 了る ので ある。 

而 して 今 は 新約の 時代で ある、 「我れ 再び 来たらん」 との 約束の 成就され っ& ある 時代で ある、 而 

して 基督 者 は 其 約束の 成就 を 待望み つ i 生涯す る 者で ある、 「我等 は 其 約束に 因りて 新しき 天と 新し 

き 地 を 望み 待つ、 義 その 中に 在り」 と あるが 如しで ある (ぺテ a 後書 三 章 一三 節)、 而 して 共 約束の 成就 

に 就て 我等 寸毫の 疑 を 挾むべき でない、 先づ 第一 に 記憶すべき は 「我れ 来らん」 との 前の 約束の 其 成 

就までに ra 千年 を經 過した ことで ある、 神に 在りて は 千年 は 一 曰の 如しで ある、 人に 在りて は 彼の 來 

る こと 遲 しと 思 はれし 時に、 彼 は 其 約束に 違 はす ユダヤの べッレ ヘムに 其 御子 を 以て 來り給 ふたので 

ある、 故に 「我れ 再び 来らん」 との 後の 御 約束 も 其 成就までに ニ千餘 年を經 過し たれば とて 敢て 少し 

も怪 むに 足りない、 旣に 前例の 示されし あり、 我等 忍びて 餘り 遠から ざる 將來に 於け る 神の 再来 を 疑 

はすして 待ち望むべき である。 

而 して 第二に 注意すべき は、 前の 約束の 預言の 文字通りに 實 現されし 事で ある、 ィ H スの 一生 は盡 

く 「預言者に 託り て 言 はれた る 言に 鹿 はせん 爲 なり」 であった、 而 して 彼れ 自己に 關 はる 最後の 預言 
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の 成就せ し を 目撃し 給 ひて 「事 竞 りぬ」 と 云 ひて 首 を 俯れ て 靈を附 し 給へ りと 云 ふ (ョ ハネ傳 十九， U 

二八— 三十 節 を 詩篇 六十 九篇 ニー 節と 對 して 見るべし)、 後の 約束の 成就 も 亦 其の 如しで あらう、 舊 

約 の 預言が 初來 の キリストに 於て 文字通りに 實現 されし ならば 新約 の 預言 も 亦 再来の キリストに 於て 

文字通りに 成就 さる k に 相違ない。 

*  *  *  * 

聖書の 大意 は是れ である、 卽ち 「主 来り 給 はん」 とは舊 約の 主旨で ある、 之と 相對 して 「主 再び 來 

り 給 はん」 と は 新約の 主旨で ある、 「來り 給 はん」、 「再び 来り 給 はん」、 是れ 聖書の 基音で ある、 

此 基音に 合 はして 讀 まざれば 聖書 は 解らない、 而 して 此基 昔に 合 はして 讀んで 聖書 は 一 大樂譜 である、 

其 中に 高等 批評が 唱 ふるが 如き 亂調は 之を認 むる 事は屮 I 来ない。 


聖書と 基督の 再臨  . 

1 九 一 八 年 十 一 月 八日 來京祌 田 靑年會 館に 開かれし 再臨 大食に 於け る tiiS 

聖書の 研究 は 余の 一 生の 事業で ある、 四十 一 年 前 ゥヰリ アム • S . クラ ー ク 氏より 贈られし 英語の 

聖書 を 手に して 今に 至る 迄 余の 努力の 全部 は此 唯一 の 書の 爲に獻 げられ たので ある、 余 は 旣に幾 冊の 

聖書 を讀み 彼り しか を 知らない、 然しながら 余の 聖書に 對 する 態度 は 基督 再臨 を 信す るに 由て 全然 一 


變 したので ある、 余 は 今玆に 少しく 其 證明を QF さんと 欲する。 

馬太傳 第五 章 十七 節 以下に 曰く 「我れ 律法と 預 一一 一一 c 者 を 魔つ る爲 に來れ りと E 心 ふ 勿れ、 我れ 米り て 之 

を廢 つるに 非す、.，， 成就 せんが 爲 なり、 我れ 誠に 汝 等に 告げん、 天地の 盡 きざる 中に 律法の 一 點ー畫 も 

いましめ 

遂げ 蜜 さすして 魔た る 事な し、 是 故に 人 もし 誡の いと 小き 一 を 破り 又 其の 如く 人に 敎へ なば 天 國に於 

ていと 小き 者と 言 はれん、 凡そ 之 を 行ひ且 人に 敎 ふる 者 は 天國に 於て 大 なる 者と 言 はるべし 云々」 と- 

こ  は少  しく 紫 書を讀 みし 者 の 何人も 熟知す る 言 である、 而し て 余 は 從來其 意味 を 次 の 如く 解した の で 

ある、 卽ち 「律法と 預言者」 と は 勿論 舊約 聖書 全體 である、 「成就」 と は！ $r 尸 約の 目的 を 精神的に 成就 

する 事で ある、 「天地の 盡 きざる 中に 律法の 一 點 一 畫も 遂げ 盡 さすして 廢る 事な し」 とは舊 約の 精神 

的 成就 を 詩的に 一一 一一 n ひ 表 はした に過ぎない、 「人 もし 誠の いと 小き 一 を 破らば 天國に 於て いと 小さき^ 

と 言 はれん 云 々」 と は 凡て 敎の 小なる ものに も 注意 を 怠る ベから す、 然 らば 大 なる もの は 自ら 之 を 守 

り るに 至らん との 意で あると。 

然しながら 以上の 如き 解 釋 が 馬 太傳の 語に 對 する 明白なる 解釋 でない は確實 である、 精神的と い 

ひ 詩的と いふが 如き は 之れ 余の 勝手に 加へ たる 語であって 素々 J 曰の 與り 知らざる 所で ある、 然 らば 

馬 太俾の 此の 語の 眞赏 なる 意味 は 何で ある 乎。 

此事を 解 せんが 爲に大 なる 光を與 ふるもの は 約 翰 俾第卜 九.； 廿八節 以下で ある、 「かくて ィ H ス凡 

ての 事の 旣に 終れる を 知り g^. 書に 應 はせん 爲に 我れ 渴く とい へり、 此處に 醋の滿 ちた る 器 皿 ありし か 

ば 兵卒 ども 海 滅を醋 に 遗し牛 膝^に つけて 其 口に 與ふ、 イエス 醋を 受けし 後一 一目 ひける は 事 終りぬ、 首 

を たれて 靈を 渡せり」 と、 ^15^f終りぬ」 と は 十字架 上の 贖"^ の完 うせられ たりとの 意で ある 乎、 勿 41 
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其 意味 を も 含む であらう、 然しながら 之 を 以て 護き ない 事 は 前後の 語に 照して 見て 明瞭で ある、 「聖 

書に 應 はせん 爲 に我渴 くと い へり」 とい ひ 「兵卒 ども 海 絨を醋 に 清し 牛 膝 草に つけて 其 口に 與ふ」 と 

いひ 「醋を 受けし 後い ひける は 事 終りぬ」 とい ふ、 依て 知る、 彼の 渴 きて 醋を 受けし 迄 は 未だ 全く 事 

終ら ざり しこと を、 叉 其 事の 凡て 聖書に 應 はんが 爲に 起り しこと を、 詩篇 第 六十 九篇 二十 一節に 曰 ふ 

に-か  ，、ひもの  さいご 

「彼等 は 苦き 草 を 我が 食物に 與へ 我が 渴 ける 時に 醋を飮 ませたり」 と、 是れィ H スの 最期に 關 する 預 

一一 一一 n の 一 である、 而 して 彼 は旣に 十字架に 上りて 成すべき を 悉く 成し 給うた、 叉 己が 下 衣の 關に 由て 兵 

卒の 問に 分 たれし を 見て 預言の 成就 を 喜び 給うた、 又 己が 母 を 愛する 弟子に 託しても はや 「凡ての 事 

の旣に 終れる を 知り」 給うた、 然しながら 最後に 尙ほ 一 事の 存 する ものが あった、 聖書の 一 語の 未だ 

充 されす して 存 する ものが あった、 彼 は 救 主 メシアと して 之を充 さざる を 得ない、 其渴 ける 口に 苦き 

草に つけたる 醋を受 くる 迄 は 事 は 未だ 全く 終らない ので ある、 彼 は 之 を 待った、 而 して 聖書の！^？ は悉 

く赏 行せられ た、 可し、 今 こそ 萬 事 は 終った ので ある、 故に 彼 は 「事 終りぬ」 と 言 ひて 其 首 を 垂れ 其 

靈を 渡し 給 ふたので ある。 

. 知るべし ィ H ス に 取りて は舊約 聖書の 一 點 一 畫も 己の 身に 於て 實現 せられす して は 已む能 は ざり し 

事 を、 其 預言の 微小なる ものと 雖も 悉く 成就す る を 見る 迄 は 世 を 去る 事が 来なかった ので ある、 而 

て之ィ H ス の 聖書 使用法の 一 例に 過ぎない、 彼 は 常に 斯の 如く 聖書の 一 點 一 畫を 信じた ので ある、 其 

一 一一 目 一 句 を 神の 言と 信じた ので ある、 聖書 全部 神 言論の 主張 は 決して 余輩 を 以て 始まった ので はない、 

O00OO0OOO0OO00O00C-0O000OC-O000000 

其 最初の 提唱者 は 實にィ H ス キリスト 彼れ 御自身で あり 給うた ので ある、 近代 人 は 或は 此 信仰 を 以て 

誤證 なりと する であらう、 然れ ども 誤謬なる にせよ 然ら ざるに せよ イエ ス キリストの 斯く 信じ 給 ひし 


事 實は之 を 疑 ふべ からすで ある。 

而 して 此 信仰 を 以て 再び 前 揭の馬 太 傅の 語に 歸 らん 乎、 其 解釋は 一 變 せざるを得ない ので ある、 

「律法と 預言の 成就」 と は 何ぞ、 精神的 成就の みで はない、 亦 文字通りの 實現 である、 「天地の 翁き 

ざる 中に 律法の 一 點ー畫 も 遂げ 盡 さすして 魔る 事な し」 と は 何ぞ、 詩的 形容で はない、 ィ H スの全 生 

涯に 於て 舊 約の 一 點 一 畫に 至る 迄 其儘實 現せられ たので ある、 「人 もし 誡の いと 小き 一 を 破らば 天國 

に 於て いと 小き 者と 言 はれん」 と は 何ぞ、 其 最も 良き 註解 は 約翰默 示錄の 最後に 記された る 一一 一一 n である、 

卽ち 「若し 此 書の 預言の 言 を 削る 者 あらば 祌之 をして 此 書に 錄す 所の 生命の 樹の果 と聖き 城と に與る 

△ 厶厶厶 △△△△△△△ 厶厶 厶厶厶  <:厶<1<1<3<1<:<"厶<1 厶厶 厶 

事な からしむ」 との 言で ある、 聖書 は 其 一 點ー畫 と雖も 成就せられ すして 廢 るべき ものに 非ざる が 故 

<3厶<1<"厶<1<3厶<"<"<"厶<1厶厶厶厶厶<1<3<3<<<3<1厶厶<"<3厶厶<3厶厶厶厶 

に 其い と 小き 一 を も 用な しと 言 ふ 者 は 祌の大 なる 惠に與 る 事が 出来ない ので ある。 

玆に 至て 余の 信仰 は 極めて 單 純なる 者と なった ので ある、 聖書 を 余の 小き 頭腦に 適合せ しめんと 欲 

する が 故に 其 或る 部分 を 削らざる ベから ざるの 必要 を 見る ので ある、 故に 余 は 苦しき 努力 を 要する の 

である、 此の 小き 七 百 頁の 一書 を 解 せんが 爲に 何故 余 は 余の 書 齋に轉 々せる 數百 冊の 書 を耽讀 したの 

△  厶厶厶 <3AA<!<aA<3  △△△△△△△△ 厶厶  <"厶厶<1 厶 

である 乎、 其 入り 難き もの を强 ひて 余の 頭腦に 入れん と 欲した るが 故の み、 聖書の 一部 を 加る に 好き 

Eh あ-を 發見 すれば 余 は 之 を大發 見なり として 喜んだ、 然しながら 何ぞ 知らん 斯くて 余の 頭腦に 入りし 

と 思 ひし 聖書 は 依然として 余の 有と はならなかった ので ある、 之れ 實に 長き 苦しき 實驗 であった、 然 

るに 今や 神の 惠 により 余 は 聖書 を此 儘に 吞んで 之 を 我 ものと する の 態度に 導かれた ので ある、 之 を 我 

000O0000OO0O0OOOO000OOOOO 

が 中に 入れん と 欲せす して 我れ 其 中に 入る の 態度で ある、 玆に 至て 事 は 甚だ 簡單 である、 聖書 を 解す 

るに 何ぞ數 多の 註解 を 要せん、 聖書 は 聖書の み を 以て 之 を 解す る 事が 出來 る、 余の 今日 迄 使用した る 
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幾； C 冊の 參考書 は 概ね 之に 休職 を 命じ 之 を 一 筒の 記念 岡 書 館と 化せし めて 了った ので ある。 

3M 理は人 をして 自由なら しめ 之に 力の 餘裕 を與 ふる、 余 は 聖書 を 其 俊に 信じて 神の 眞理を 解す るの 

眼 を^ かれしより 頓に 活動の 人と なった ので ある、 余の 如き 演說嫌 ひが 今春 以来 東奔西走 幾 十 囘の演 

說を 試みた る は 之が 爲 である、 余 は 本来 博物 學 殊に 魚類の 研究に 深き 趣味 を 有した るが 靈魂 問題に 惱 

まされて より 之 等の 研究 を 悉く 拋棄 したので ある、 然るに 今や 幸に して 子が 父の 書簡 を 信す るが 如く 

に 聖書 を 信じ 殊に 從來 不可解な りし 基督の 再臨 を 其 儘 信す る を 得て 余に 多くの 力の 餘裕が 生じた、 今 

や 余 は 難問題より 釋 放せられ たので ある、 余 は 昨今 かの 東洋 魚類 學の權 威た るブレ ー ク 博士の 如く 齢 

五十^ 七に して 再び 魚類の 研究 を 始め 夜々 ま バの產 卵 鮭の 成長 等斯 かる 問題に つき 思想 を 凝らして 樂み 

つ」 ある、 之れ 全く 聖書 其 儘 を 信じて 生命と 自由と を 得た るが 故で ある、 然るに 多くの 人が 聖書 を 有 

する に拘 はらす 力 を 獲得す る 能 はす 却て 力 を 奪 はれつ k ある は 何故で ある 乎、 彼等 はィ H ス キリスト 

の 聖書 を 信じ 給 ひし 如くに 之 を 信じない からで ある、 天地の 盡 きざる 中に 聖書の 一 點 一 畫も 遂げ 盡さ 

すして 魔る 事な きを 信じない からで ある * 嘗て 余の 某 地に て 基督 再臨 を說 くや 聽 衆の 一 人たり し 古き 

信者 は 最後に 余に 向て 曰うた 「あ.^ 先生、 そ は バウ 口の 敎 ならん」 と、 然り、 そ はパゥ 口の 敎 にして 

而し てまた 聖書の 敎 である、 聖， 書の 明白なる 敎な るが 故に 我等 は 之 を 信ぜざる を 得ない ので ある、 聖 

書の ー點ー 畫も 遂げ 靈 さすして 魔る 事な し、 基督の 再臨 は 早晚必 す事實 となって 現 はるべき である。 

卑近なる 一 例を舉 げん 乎、 穀類 は 神の 人に 賜 ひし 完全なる 食物で ある、 其 中に 凡ての 滋養分が 備へ 

られて ある、 故に 之 を 其 儘に 食 はば 不足な しで ある、 然るに 或は 其 色の 黑 きを 腿 ひ 或は 共 質の 堅き を 

忌みて 玄米 を 精 にして 用ゐ るに 至りし より 人 體を養 ふの 力 を 失うた ので ある、 玆に 於て 多くの 有害 


二-  ,  ,  -  00O00O0OOOOOOO  OOO0  0  0OOO00 

無/如なる 人工の 料理 を 要求す るので ある、 玄米 を 其の 玄な るが 儘に 用ゐ よ、 然 らば 又 他に 美食 を 欲せ 

ざるに 至る であらう、 架 書亦然 り、 聖書の 中に 幾多の 信じ 難き ものが ある、 再臨 其 一 である、 復活 共 

二で ある、 處女 懷胎其 三で ある、 而して之を麼ぅて^^書中己が嗜好に適する部分のみを食はん乎、 そ 

は 到底 人の 霜-魂 を 養う に 足りない、 故に 副 食物 と して 或は 哲學或 は 社 會學或 は 政 治學或 は經 i 时學 を 求 

めんと 欲する、 斯くて 益々 靈 魂の 衰弱 を 加 ふるのみ である、 然れ ども 單純 に聖赛 を 受けよ、 其 信じ 難 

OOOOOC 一  0C 一  00  OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOC 

きもの を 其 儘に 食へ よ、 然 らば 聖書の み を 以て 靈 魂の 要求 を 悉く 充 たし 之 を 養 ひ 之を强 むる に 足る、 

而 して 他に 3： の 要求 を も； せざる に 至る ので ある、 之れ 余の 赏驗 したる 所で ある。 書 を 信ぜよ、 聖 

書の 言 其 儘 を 信ぜよ。 (鹿 井武肇 記) 
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萬 民に 關 はる 犬なる 福音 

一九 一九 年 一 月 十七 日 大阪市 公 食堂に 於て 開かれた る關西 基督 再臨 研究 大會に 於て 爲 したる 講演の 原稿 

ぉモる  . ゝ  お とづ 

天使 これに 曰 ひける は懼る こと 勿れ、 我れ 萬 民に 關 はりた る 犬なる 喜びの 昔れ を汝 等に 吿ぐ べし 

(路加 傳ニ章 十 節 )o 

H ホバ はもろ-. \ の 國の間 を 審判き、 多くの 民 を 責め 給 はん、 斯くて彼等はその^^を打か へ て鋤 

a り  かま  つろ ぎ  ゝ ひ 

となし、 その 餘を打 かへ て 鎌と なし、 國は國 にむ かひて 劍を あげす、 戰鬪の 事 を 再び 學 ばざる ベ 

し (以赛 亞書ニ 章 四 節 〕o 

我れ 新しき 天と 新しき 地 を 見たり、 先の 天と 先の 地 は旣に 過ぎ去り 海 も 亦 有る ことなし …… 神、 

人と 共に 住み、 人、 神の 民と なり * 祌 また 人と 共に 在して 其 神と なり 給 ふ、 神 彼等の 目の 涕を悉 

く 拭 ひとり 復死 あらす 哀み哭 き 痛み ある ことなし (默 示錄サ 一 章 一 —四 節 )o 

基督 再臨 は單に 基督 信者に 關 はる 問題で はない、 世界 萬 民に 關 はる 問題で ある、 國 とい ふ國、 人と 

いふ 人に して 此 問題に 對し 深き 興味 を 有たざる 者と て はない 害で ある、 戰爭絕 對的廢 止に 關 はる 問題 

である、 更らに 進んで 人生の すべての 悲哀、 すべての 苦痛、 然り死 其 物の 廢 止に 關 はる 問題で ある、 

如何なる 問題 か 之に まさりて 普遍的なる 者 あらん や、 基督 再臨 は單 に宗敎 家の 頭 腦を惱 ます 閑 問題で 


はない、 萬 民の 休戚に 關 はる 實際 問題で ある、 此 事が 判明って 人 は 何人も 此 問題に 對し 甚大の 注意 を 

拂 はざる を 得ない、 吾人が 此 問題 を 提げて 大阪の 地に 臨む は敢て 故な きに 非す である、 戰爭廢 止に 對 

し 利害の 關係 4^ も 深き は 商人で ある、 劍を打 かへ て 鋤と なし、 鐘 を 打 かへ て錄 となし、 大砲 を 鐘 かへ 

て 蒸 汽機關 となし、 軍艦の 武装 を 解いて 商船と なすの 時が 到る と 云 ふ、 是れ 日本 商人の 都た る 大阪に 

關係 なき 問題で ない、 若し 此 問題の 及ぶ 範 園の 充分に 了解 せられん 乎、 全 巿は擧 りて 来りて 吾人の 言 

はんと 欲する 所に 耳 を 傾く るで あらう、 富豪 住友 家も來 るで あらう、 同 藤 田家 も來 るで あらう、 五 干 

人 を容る K に 足る と 云 ふ 此大會 堂 も 決して 廣き に過ぎない であらう。 

今や 全世界の 注意 を 惹く者 は 大統領 ウィル ソ ンの 提出に か &る國 際 聯盟 問題で ある、 人類の 利害 休 

戚に關 する 大 問題で あるから である、 然し 乍ら 其 重大の 程度に 於て は 基督 臨 は國際 聯盟の 比に あら 

ざる は 曰 ふまで もない、 聯盟 は戰爭 防止に 止まる、 然れ ども 再臨 は 戰爭の 根本的 厳 止 を持來 すので あ 

る、 「國は 國に向 ひて 劍を擧 げす、 戰鬪の 事 を び學 ばざる べし」 と 云 ふ、 戰爭 のみなら す！ 5f 備の极 

絶で ある、 而 かも 聯盟の 如くに 試驗 的の 事で ない、 再臨 は 世界の 最大の 書なる 聖書の 明示す る 所に し 

て 神の 約束で ある、 必す實 現さるべき 事で ある、 故に 國際 聯盟より は遙に 重大に して 最も 確實 なる 事 

である、 故に 聯盟に 注意 を拂ふ 人類 は 其れ 以上の 注意 を 再臨に 拂 ふべき である、 而 かも 人の 之 を爲さ 

ざる は 聯盟 は 人の 計畫 であって 解し 易く、 再臨 は 神の 御計畫 であって 解し 難いから である、 然れ ども 

天の 地よりも 高き が 如く 神の 思念 は 人の それよりも 高く 隨っ て 再臨の 效 5^ は 聯盟の それよりも 確實且 

つ 徹底的で あるので ある。 

新 天地の 實現、 悲哀 i& 、の 撤去、 死の 絕滅、 人、 何人 か 此事を 望ま ざらん や、 單に此 事 を 聞きて さ 

萬 ft に Si はる. K な- OSS 音  .  七 八 九 
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へ 身 は 舞 ひ 心 は 躍る に 非す や、 而 して 吾人 は 基督 再臨 を唱 へて 此 大幅 昔 を 額ら すので ある、 神が 最後 

あつ  いは ひ  .u*roQ 

に 人類に 賜 へんと 欲し 給 ふ もの は 此絕大 の 福祉で ある、 人の すべて 思 ふ 所に 過る 恩賜で ある、 萬 物の 

造 主にして 人類の 父なる 神に 應 しき 恩賜で ある、 而 して 人 は叉此 恩賜に 與ら すして 滿 足しない ので あ 

いや はて ろ， 丄 

る、 宗教の 目的 は 死の 撒 去に ある、 「最後に 滅 さる &敵は 死なり」 と あるが 如し、 死が 生に 呑まる、 

まで 宗敎の 目的 は 達せられな いので ある、 而 して 基督 再臨 は宗敎 最後の 目的の 實現 である、 單 に社會 

もらた  きょ  とりの さ  なみだ 

が 革 まるので はない、 家庭が 潔 まるので はない、 惡 しき 習慣が 取 除かれる ので はない、 涕が 悉く 拭 は 

れ るので ある、 死が 無くなって 哀み哭 き 痛む ことが 絕對 的に 無くなる ので ある、 復活し 給 ひし キリス 

トが 再び 顯 はれて 我等 も 亦 彼が 復活し 給 ひしが 如くに 復活し、 彼が 有た まふ やうなる 榮 光の 身 體を賜 

はり 彼が 生き 給 ふが 如く 無窮に 生く る 事で ある、 聖書が 明に 傳 ふるが 如くに 基督 再臨 を 解して 3： 人 も 

之 を 歡び之 を？ ：一"1 まざる はない 害で ある。 

基督 再臨 を 論す る 前に 先づ その 何たる 乎 を 知る が 必要で ある、 唯 彼れ 雲に 乘 りて 來 ると 云 ふ 故に 迷 

信で あると 曰 ふ 可き でない、 先づ 聖書 は 再臨に 就て 何 を 示す 乎、 其 事 を 明に して 然る 後に 其 眞僞を 札 

すべきで ある。 

基督 再臨と 云へば 神の 審判 を 聯想す る を 常と する、 而 して- 冉臨は 其 一 面に 於て 審判で ある こと は 言 

ふまで もない、 「夫れ 審判 は 我が 福音に 言へ るが 如く 祌ィ H ス キリスト を もて 人の 隱微 たる 事 を 精 か 

ん 日に 成るべし」 と ある (。マ 書 二 章 十六 節)、 故に 再臨 は 恐るべき 事、 人の 善惡の 判別す る 時、 善人が 

救 はれて 惡 人が 滅 さる i 時、 故に 成るべく 遲 からん 事 を 望むべき であると は 一 般に 信ぜら る- -所 であ 

る、 然し 乍ら 是れ. 冉 臨の 一 面に 過ぎない、 再臨に 歡ば しき 他の 一 面が ある、 「我れ 速に 至らん 必す報 


應 あり」 と 主 は 言 ひ 給 ふた (ぼ 示 錄サニ 章 十二 節)、 而 して 此 場合に 於て 「報 (ま」 は 確に 「報 賞」 である、 

「夫れ 人の子 は 父の 榮光を 以て 其 使者 等と 偕に 來 らん、 其 時 各自の 行に 由り て 報 ゆべ し」 と ある (-m 

太傳 十六 章 二 七 節)、 此 場合に 於ても 「報 ゆべ し」 は 同 六 章 二 節に 於け るが 如く 善意に 解すべき である * 

其他鞫 くと 云 ふも必 しも 罪 を 鞘く の 意に 於て 解すべき でない、 「箱く」 に 「支配す る」 叉 は 「治む る」 

の 意味が ある、 「汝等 聖徒の 世 を 箱かん とする を 知ら ざらん や」 と ある 其 場合に 於て 「鞫 く」 は 確に 

「： 一 E むる」 の 意で ある、 人の 罪 をお むる 事が 神の 喜び 給 ふ 所でない 事 は 明かで ある、 愛なる 神が 特^ 

に 罪 を鞫 くた めに 其 子 を 世に 遣 はし 給 ふ 害 はない、 祌は キリス トを 以て 人の 隱微 たる 事 を 精き 給 ふ は 

事賁 である、 然し 乍ら 是れ 箱かん 爲の 審判で はない、 治めん 爲の 審判で ある、 卽ち 仁政 を 布て 惠 まん 

ための 審判で ある、 「我れ 矜恤を 欲み て 祭， 祀を欲 ま す」 と 言 ひ 給 ひし 者が 爭で 特^に 人の 罪を賴 かん 

ために 搏び 世に 臨り 給 はんや、 再臨の 目的 は 初 臨の 目的と 異ら ない に 相違ない、 初めて 來り給 ひし 時 

に 「我が 来りし は 世 を 塞 判かん ために 非す 世 を 救 はんため 也」 と 曰 ひ 給 ひし 者 は W び 來り給 はん 時に 

同じ 目的 を 以て 来り 給 ふに 相違ない r 約翰傳 十二 章 四十 七 節)、 審判の 来臨に 伴 ふ は 確 なれ ども 審判が 來 

臨の 目的で ない 事 は 更に 確で ある、 主の 來り給 ふ は 救 はんが 爲 であって 鞋 かんが 爲 ではない、 戰闘は 

止み、 エホバの 政治 は 海より 海に 及び 河より 地の 極に 及び、 涕は 悉く 拭 はれ、 哀み哭 き 痛む こと 全然 

無き に 至て 再臨の 目的 は 達せら る \ ので ある。 

キリ スト は 恩 惠を萬 民に 施さん ために 再び 臨り 給 ふ、 然し 乍ら 萬 民 均しく 同じ 恩 惠に與 るので はた 

い、 恩惠は 之を受 くる 人に 由て 異 るので ある、 「其 時 各自の 行に 由り て 報 ゆべ し」 と ある、 而 して 聖 

し仁-^.  クリスチャン  ェ ゾ V 

書に 循 へば 人類 は 三種に 類別 さる、 其 第一 は 基督 者で ある、 第二 は 猶太 人で ある、 第三 は 異邦人で あ 

isw 民に は 5 大 なる： s«  七 九 I 
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る、 是れ 恩惠の 立場より 見た る 人類の 分類法で ある、 而 して 人 は备自 彼の 屬 する 分類に 順って 神の 3 ザ 

惠に 浴す るので ある。 

基督 者と 云 ふ は 勿論 敎會 信者で はたい、 水の パプ テス マ を 受けし 者必 しも 基督 者で はない、 世に 自 

から 基督 者と 稱 する 者の 中に 基督 者なら ざる 者が 澤山 ある、 基督 者 は キリストに 由り 祌に贖 はれし 者 

である、 其義を 自分の 善行に 於て 求めす して 自分に 代りて 十字架に 釘 けられ 給 ひし 者の 贖 S 非の 行爲に 

於て 認 むる 者で ある、 卽ち 律法 以外、 道義 以外、 信仰の 立場に 置かれし 者で ある、 故に 恩惠の 立場よ 

り 見て 基督 者 は 神の 王族で ある、 パゥロ の 言 を 以て 言へば 祌 の世顾 にして キリストと 偕に 世嗣 たる 者 

である (。 マ 書 八 章 十七 節)、 隨て キリストの 再臨の 時に 最大の 恩 惠に與 る 者で ある、 携擧 の恩惠 其れで 

ら つお  しに 

ある、 「夫れ 主號 令と 使 長の 聲と 神の 菰を 以て 自ら 天より 降らん、 其 時 キリストに 在りて 死し ま 先き 

に輕 り、 後に 生きて 存れる 我等 彼等と 偕に 雲に 携 へられ 空中に 於て 主に 遇 ふべ し、 斯くて 我等 何時 ま 

でも 主 と^に 吾らん」 と ある 其 恩 惠に與 るので ある 0 アサ。 -ーケ 前書 四 章 十六、 十七 節)、 卽ち 主が 再び 臨 

り 給 ふや 彼が 未だ 地に 到らざる 先き に 「空 中に 於て」 彼に 遇 ひまつり 其 所に 彼と 偕に 成り 得る の资格 

を 供 へられた ので ある、 卽ち 基督 者 は 神が 此 地より 得た まふ 第 一 同の 牧獲 であって 彼の 眼に 最善と 認 

めら る 、者で ある。 

基督 者に おで 猶太 人が 來る、 基督 者 は 天に 屬 ける 者、 故に 地に 屬け るすべ ての 民よりも 祌の 目の前 

に 貴く ある、 然れ ども 地に 屬 ける すべての 民の 中に 猶太 人 は 最も 贵く ある、 猶太 人 は 神の r 寶の 民」 

き VS  ほ 4 & れ さ 二 え  AV か え  もろ，. 4* さ 

又 r 聖き 民」、 「H ホバ汝 の 名 譽と聲 聞と 榮耀と をして 其 造れる 諸の 國の 人に 勝らし め 給 はん」 とモ 

セが曾 ひし である 命 記 二十 六 章 十九 節し、 而 して キリストの 再臨に 由り て 猶太 人は此 名譽、 此榮 


耀に與 るので ある、 祌は 猶太 人 を 棄て給 はない、 其 約束に 從ひ 再び 彼等 を 見舞 ひ、 彼等 を 以て 彼の 心 

に 定め 給 ひし 事 を 世に 行 ひ 給 ふ、 卽ち 律法 はシ オンより 出、 H ホバの 一一 一一 n は エルサレムより 出、 彼れ 其 

選民 を 以て 諸の 國の間 を 精き 給 ふ 其 時が 至る ので ある、 キリスト は 再び 地上に 現 はれ エルサレム を 中 

心と して 世界 を 統治め 給 ふと は 聖書の 明かに 示す 所で ある、 「其 日に H ルサ レム の 前に 常り て柬 にあ 

る 所の 橄櫈 山の 上に 彼の 足 立たん ：：： 其 日に 活ける 水 M ルサ レムより が、 その 半 は 東の 海に、 その 半 

は 西の 海に 流れん …… M ホバ 全地の 王と なり 給 はん」 と あるが 如し (ゼ カリヤ 書 十四 章 四— 九 節)、 又 言 

ふ 「その 時 エルサレム は H ホバ の 座 位と 稱 へられ 萬 國の民 こ、 に 集まるべし、 卽 ち エホバの 名に より 

て H ルサ レム に 集り 重ねて 其惡き 心の 剛腹なる に 順 ひて 行まざる べし」 と (H レ ミヤ 記 三 章 十七 節)、 「そ 

の 日に は」、 「其 時には」、 彼の 足 H ルサ レムの 東に 當る橄 ^山の 上に 立たん 時には、 エルサレム は 

世界の 都と なり、 選民 こ \ に 其 王 を 奉じて 萬 國の民 を 治む るで あらう、 人 は 此事を M いて 空想な りと 

言 ひて 笑 ふで あらう、 然し 乍ら 是れ 聖書の 明かに 示す 所、 其 一 點 一 劃まで が事實 となりて 現 はる、 ま 

では 止まない ので ある、 猶太 民族 はん マ齒ほ 儼然として 存 つて 居る ではない 乎、 世界 孰れの 民 か 彼等の 

如くに 天賦の 才能に 富み 强健 にして 有爲 である 乎、 猶太 人 は 四千 年の 光輝 ある 歷史を 有し 而 して 今日 

猶ほ其 受膏者 を 待ちつ \ ある、 而 して キリ ストの 再臨 は 基督 者の 永生の 希望 を充 たす と 同時に 叉 猶太 

人の 此 希望 を充 たす 者で ある、 空中に 於て 榮 化せる 信者 を 接け 給 ふ キリスト は 猶太 人の 間に 臨み、 ダ 

ビデ 王の 位に 坐し、 彼等 を 治め 給 ひ 叉 彼等 を以 て 世界 を 治め 給 ふので ある。 

人の子 國を 父に 受け 選民の 上に 王たり 給 ふ 時に 神が アブ ラ ハ ムに 約束し 給 ひし 福祉 は 均しく 萬 民の 

上に 加 はるので ある、 其 時 水の 大洋 を掩 ふが 如くに エホバ を 知る の 智識 は 全地 を 覆 ふので ある、 其 時 

茧 民に 0- はる 大 なる 福 a  七 九 三 
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「多くの 民 相 語りて 言 はん、 率 我等 H ホバの 山に 登り ヤコ ブの 神の 〔糸に 柱かん， 祌 我等に その 道を敎 

へ 給 はんと」 (ィザ ャ書ニ 章 三 節〕、 異邦 は聖 民に 由ら すして 惠 まれない ので ある、 祌其民 を 顧み 給 ふ 時 

は 恩 惠が萬 民 に 臨む 時で あ る 。 

「エホバ 萬國を 震動 ひ 給 はん 時に 萬 國の願 ふ 所の 者來 らん」 と ある (ハガイ 書 二 章 七 節」、 キリストの 

再臨 は 萬 國の願 ふ 所の 事、 彼 は ダビデの 苗裔に して 猶太 人の 王、 輝く 曙の 明星に して 萬 民の 希望の， i 

である、 彼れ 臨り て 萬 民が 惠 まる k ので ある、 基督 者 は 基督 者と して、 猶太 人 は 猶太 人と して、 異邦 

人 は 異邦人と して 惠 まる、 ので ある、 而 して 惠 まる、 は 各自 己れ の 爲に惠 まる、 ので はない、 全般の 

ために 惠 まる、 ので ある、 基督 者 は キリスト と共に 世 を 治めん がた めに 惠 まる k ので ある、 猶太 人 は 

メ シャの 配下に 異邦人 を 治めん 爲に惠 まる k ので ある、 而 して 異邦人 は 彼等の 救 はる、 に. m り榮 光の 

父た る 神に 歸 せん 爲に惠 まる、 ので ある、 恩惠は 神より 出て 神に 歸る、 之に 與 りし 者 は 我れ 神の 寵兒 

なれば 惠 まれたり と 言 はない、 祌萬 民を惠 まん 爲に我 を恶み 給へ り 故に 我に 臨みし 恩惠 は眞實 なりと 

言 ふので ある、 キリスト-称び 臨り 給 ふ、 信者よ 歡べ、 猶太 人よ 歡べ、 異邦人よ 歡べ、 神の 敵と 稱 へら 

れし H ジ ブトと アツ スリャ とまでが 惠 まる、 時 至らん とす、 「萬 軍の M ホバ之 を 祝して  一一 一一 n ひ 給 はく、 

我 民なる エジプト、 我 手の ェ なる アツ ス リャ、 我產 業なる イスラ H ルは； i ひなる 哉」 と、 彼れ 冉び臨 

り 給 ふとき に斯の 如くになる ので ある (， ィザャ 書 十九^  二 五節 )o 故に 詩人 は 歌 ふて 曰 ふた 

全地よ 神に 向 ひて、 歡び呼 はれ、 

その 進 名の 榮光を 歌へ、 

その！ g 美 を さかえし めよ 


と (詩篇 六十 六篇 一、 二 節)。 


世界の 最大 問題 

一 九 一 八 年 三月 十三 日夜 京都 基督 敎靑年 會餘に 於け る 講演の 大意 

世界の 最大 問題と は 何で ある 乎、 其 中に 種々 なる 問題 を 含む と雖も 畢竟す るに 世界最大 人物 出現の 

問 题に歸 着す るので ある、 政治と いひ 經濟 とい ひ 外交と いひ 究極す る 所 人物の 問題に 外なら ない、 力 

1 ライル 嘗て 曰く 「歷史 は 偉人の 傳記 である」 と、 是れ 蓋し 深き 眞理 である、 世界より 其 偉人 を 除け 

ば實 は歷史 がなくなる ので ある、 日本より 其の 天智 天皇、 藤 原 鋒 足、 源賴 朝、 北 條泰時 等の 如き 人物 

を 除けば 日本 歷史は 存在し ない、 西洋に 於ても 同様で ある、 歷史は 其 偉人に 由て 形成 せらる、 クロム 

ゥ エル、 ワシントン、 ビス マ ー クと いふが 如き 善に せよ 惡 にせよ 憚 人 ありて 始めて 世界 歷史が あるの 

である。 

而 して 此事 は哲學 より 見て 亦然 りで ある、 哲學 最後の 歸結は 人格 說 (persoualisno である、 人格 は 

生命の 最後 且 最高の 顯現 である、 生命の 其 極に 達した る もの 卽ち 人格で ある、 故に 萬 物が 最高の 人格 

に 達して 其 進化の 極に 達する ので あると 言 ふ 事が 出來 る。 

故に M れの 方面より 見る も 世界の」」 取大 問題 は 世界 を 銃 御し 之を統 一 する に 足る 完全の 人物 は 如 3： に 

世界の S 大 31 a  七 九： i 


基« 再臨 問題  七 九 六 

して 出現す る 乎に 於て あるので ある、 近頃 余 は 二 冊の 著る しき 著書に 接した、 一は 蘇 國の學 者 E. 

Ai  • ヲ ー ドハ ウスの 著" The  World ビ Kxpcctant—stlldy  of  Great  Possibility  " (世界の 欲望— 大な 

る 可能 事の 研究) である、 而 して 此 書の 論す る 所 亦此處 にある ので ある、 世 は 今日の 如く 亂れ て其歸 

着す る 所 を 知らす、 舊 文明 は破壞 せられて 新 文明 は 未だ 起ら す、 全人 類 は 喑黑の ii に 彷徨 ふ、 是に於 

て 人類の 要求す る 者 は此難 時に 處す るに 足る の 大人物の 出現な りと 唱 ふるので ある、 著者 は 基督 信者 

ではない やうに 見 ゆる、 故に 彼 は キリストの 再現 を說 かない、 著者 自身の 立場 は 嘗て 我國に 於て 米 人 

オル ゴット 氏に 由て 唱 へられし ilieosopliy  (靈 智學) に 於て ある ものの 如くで ある、 而も か、 る 人が 

斯 かる 說を唱 ふるのみ ならす、 此 書の 示す 所に よれば 英國內 に 於て 同一 の 說を唱 へ 同一 の 希望 を 抱く 

者數多 ありて 彼等が 一 の 協會を 組織し 『星の 吿知』 と稱 する 機 關雜誌 を發刊 して 居る と 聞いて 如何 

に 彼國に 於ても 亦 世界的 大人物の 屮 I 現を翹 望し っ& ある 乎 を 知る 事が 出來 るので ある。 

余の 接した る 第一 一の 著書 は 之よりも 遙に 偉大なる ものである、 露國の 詩人に して 哲學 者た る ゥラヂ 

ミ |ル* ソ IT ヰ HI フの 著述で ある、 ソ氏 といへば 世界的 聲名を 有する 思想家に して トルストイと 共 

に 並び 稱 せられた る ものである、 其 思想の 深遠なる に 於て は 恐らく 遙 かに 杜伯 以上で あらう、 _ 斯人數 

多の 著述 を爲 したる 後 彼に 尙ほ 一の 抑 ふる 能 はざる 大 思想が あった、 彼 は 常に 曰うた ので ある、 「我 

にして 此 思想 を 發 表する に 非 ざれば 死す る 能 はす」 と、 而 して 彼 は 遂に 此 思想 を 發 表した、 而 して 之 

を發 表した る 後 齢 四十 一 一にして 千 九 百年に 此世を 去った ので ある。 

此書 近頃 『戰 爭、 進歩 並に 歷史の 終末』 なる 題目の 下に 倫 敦大學 に 由て 英譯 せられ 且 出版せられ た、 

之に 由て 見れば 著者 は宗敎 家と 稱 すべき 人に 非す と 雖も彼 は 大膽且 明白に キリ ストの 再 來を唱 ふるの 


である、 彼は此 世の 決して 戰爭に 由て 救 はるべき ものに 非す 叉 外交に 由て 革 まるべき ものに 非す して 

キリス ト 再び 此 世に 現 はれての み 人類 は 最後の 榮 光に 入るべき ものなる 事を唱 ふるので ある 余が 近 

年讀 みたる 書中 か \ る 大膽且 深遠なる 思想の 提唱に 接した 事 はない、 其 戯曲 的 力量に 至て はシ HI ク 

スピアに 匹敵す るか 若く は 其以 上と も實 ふべき で あらう、 此 の 露國大 思想家 の 唱導が キリストの W 來 

にあり たりと 知って 其 事の み を 以て も此 問題の 決して 一 笑に 附 すべきに 非す 大に 沈思 默考 すべき もの 

なる を 知る であらう。 

斯の 如くに して 歷史の 方面より する も 哲學の 立場より する も 义社會 全體の 心底の 慾 求より する も は 

た 叉 深遠なる 思想家の 理想より する も玆に 世界的 最大 人物の 出現す るに 非 ざれば^ 界は 遂に 救 はれす 

と の 結論に 歸 着せ ざ る を 得な い 。 

然 らば 世界の 最大 人物と は 誰で ある 乎、 首 ふ 迄 もな く ナザレの 人ィ H スで ある、 此人 以上の 人物の 

世に あるべく も あらざる 事 は 人類の 輿論の 旣に {14- めた 所で ある、 詩人 ゲ ー テの 如く 決して 熱心なる 信 

仰 家と 稱 する 能 はざる 人 さへ も此 事に 就て は 同一 の 事 を 幾度 ともなく 繰返して 居る ので ある、 彼の 語 

にして 人口 に臉炎 せらる k もの に 曰く 

智識 は 如何に 進歩す ると も 學術は 其 極に 達する とも 人類 は 決して かの TOl 福音書に 輝く 基督 敎の完 

全なる 道德 美に 達する 能 はす 

と、 其 他 有名なる 歷史 哲學者 H ワルド 叉はシ H リング 等數 ふるに 遑 なき 世界的 大 思想家 も 皆 完全なる 

人と い へば ィ H ス キリス トを 除いて 他に 無き 亊を 認めて 居る ので ある、 故に 若し 世に 完全なる 人の 出 

現す る 必要 ありと せば ィ H ス キリ ス トが 再び 現 はる.^ より 他に 途 がない ので ある。 

世界の 最大 ™s 題  七 九 七 
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OOOOOOOOOO0OOOOOOOOOOOOOOOO0O0OOO 

完全なる 人に 宇宙の 勢力が 賦與 せられて 初めて 世 は 完成に 達する ので ある、 完全なる 人の みで は 足 

りない、 之に 宇宙の 勢力が 賦與 せられなければ ならない、 又 宇宙の 勢力の みで は 足りない、 若し 之 を 

不完全なる 人に 賦與 せん 乎、 危險此 上な しで ある、 宇宙の 勢力 を 己の 爲 にあら す 祌の爲 め 人類の 爲に 

使用して 誤 まらざる 人、 其 人 は 誰で ある 乎、 今日の 世界 を 見る に 實は此 人物が 居らない、 獨帝、 ヒ ンデ 

ン ブル グ、 マッケン ジ ー、 ロイド ジョ ー ジ、 ウィルソン、 ジョ ッフレ ー、 クレマ ンソ ー、 彼等 はみ な大 

人物た るに 相 遠な し、 然れ ども その 世界 統御の 任に 當 るべき 人物に 非ざる 事 は 何人が 見ても 明白で あ 

る、 世界 統御の 立場より 考 ふれば 之 等の 大立物 も 皆 俗に 所謂 「團 栗の 脊 比べ」 に過ぎない、 是に 於て か 

遙に 彼等 以上に 卓越して 彼等 を 命令し 一 令の 下に 彼等 をして 其 爭鬪を 止めし め而 して 豫言 者の 唱 へし 

が 如き 完全なる 平和 を 地上に 籣 すべき 人物が 出現し なければ ならない、 其 人 は 果して 何人で あるべき 

乎、 之 等 大人物の 上に 卓越す る 事 恰も 富嶽の 函嶺 山系の 上に 卓越す るが 如き 大人物 は 誰で ある 乎、 卽 

n-ooooooooooooooooooooooooooooooooo  C  C-OCOOOOCC- 

ち 神の 子に して 人の 王なる 彼れ ナザレの ィ H スを 除いて は 他 にないの である、 故に 若し 世界最大 人物 

oooooooocoooooooooooooooooooooooooo^^-ooooooooo 

の 出現 を 要求 するとい ふなら ば 聖書に 示す 如き キリ ス トの 再來を 要求す るより 他に 途が ない の である。 

余輩の 唱道す る キリストの 再 來は之 を 種々 の 方面より 主張す る 事が 出來 る、 或は 聖書に 繰 返せる 明 

言より 或は 天然 進化の 理法より 或は 耽壤に 苦しむ 萬 物の 叫びより 或は 平和 を 欲求して 巳まざる 人類 全 

體の聲 より 之を唱 ふる 事が 出来る、 而 して 又玆に 世界最大 人物の 出現の 要求より 此 問題に 接觸 する 事 

が 出来る ので ある、 之 を 迷信な り 非科學 的な り 非合理な りと 評する 淺 薄なる 宗教家 輩 は 誰で ある 乎。 

余輩の キリスト 再来の 唱導に 對 する 非難 攻撃の 中には 「非 科 學的」 なりとの 聲を 多く 聞く ので ある、 


而 して 此. 痤を發 する 者 は 誰なる かとい ふに 科學の 何たる かに 就て は 1曰 識の 甚だ 乏しき 神^お 牧師 傳近 

師其 他宗 敎 事業に 從 事す るの 輩で ある、 然しながら ia; に 科學を 研究した る 者 は 能く 科风チ の 眞惯を 知 る 

ので ある、 科學は 素より 甚だ 貴き ものである、 之に 由て 人類の 幸福の 著る しく 增進 したる 事 は 何人も 

疑 はない、 然し 乍ら 科 學は或 事に 就て は 何物 を も 我等に 敎へ ない ので ある、 科學は我等に祌の有る^5|- 

靈魂、 心意、 自由、 生命 等に 就て は 何の 敎 ふる 所がない ので ある、 若し 非科學 的な りと いふなら ば宗 

敎其 物が 非科學 的で ある、 道德其 物が 非科學 的で ある、 自由 其 物が 非科學 的で ある、 科學の 立場より 

すれば 原因な き 結 菜 あるべ からすと い ふ、 然るに 人に は 自由 意思なる もの ありて 原因な き 結果が ある 

ので ある、 科學は 如何に 之 を說明 せんと 欲する も 能 はない、 如何にして 人が 其 乎 を舉げ 得る か、 其審 

さへ 科學 者に は 判明らない ので ある、 斯の 如くに して 科 學の範 園の 甚だ 狹 きを 知る 者 は 余 が 宗敎的 

信仰 を發 表する に對 して 非科學 的な りとの 聲を發 すべから すで ある、 而 して 科 學を學 びし 人卽 ち眞恫 

の 科學者 はか、 る 反 對の聲 を舉げ ない ので ある、 非 科 學的呼 はり を 爲す者 は實は 未だ 曾て： M 一  匹 を 解 

剖した る 事な き 所謂 祌學校 出の 祌學者 並に 傳道者 輩で ある、 彼等の 非 科 學的呼 はり 程憒 値の 無い もの 

はない ので ある、 諸君 宜しく 彼等の 整に 耳 を 便く るな く 彼等の 言 を 信す る 事 なきやう 勸吿 す、 再臨 は 

非科學 的な りと 稱 する が 信者の 葬式 を 司りて 哥林多 前書 第 十五 章 を朗讀 する ので ある、 然 らば 设活 

は科學 的で ある 乎、 若し 復活 を 信じ 得べ くば 何故 再臨 を 信じ 得ない ので ある 乎、 非科學 的な りと いひ 

て W 臨 を 排斥す る 者 は 同一 の 理由 を 以て 復活 を も 排斥すべき である、 思 ふに 彼等 は赏は 復活 を も 信じ 

ない ので あらう、 故に 今後 彼等が 葬式に 於て 哥林多 前書 第 十五 章 を 護む 時には 諸^ 宜しく 彼等の 言 を 

僞蒂者 の變と 見て 之に环 を 傾く ベから すで ある。 (藤 井武箪 記) 

世界の 最大 問 七 九九 
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附記 和 蘭 國神學 大家 ファン オステル ジ ー 曰く 「識者に して 基督 臨 を 信ぜん と 欲せば 大 なる 勇 氣 

を 要す」 と、 而 して 彼 は 該博の 智識 を 以て 臨の 高唱 者であった、 再臨 は單に 再臨 問題で はない、 

歷史 問題で ある、 宇宙 問題で ある、 實は 之よりも 廣ぃ 且つ 深い 問題 はない ので ある、 隨て之 を 嘲け 

る 人の 腦髓の 签乏の 程度が 親 ひ 知らる.^ ので ある。 i  


天然 的 現象と して 見た る 基督の 再來 

一 九 1 八 年 四月 サ 八日 東京 神田バ プチ ス ト 中央 食堂に 於て 

再臨 研究 演說會 を 始めた る は 冬の 最中の 事であった、 爾來 東京 及び 關西を 通じて 此會を 繰 返す 事玆 

に 十囘、 冬 は 去りて 春 は 來り櫻 花 は 開きて 又旣に 散り 失せたり と 雖も獨 り 再臨 問題に 關 する 興味 は 依 

然として 變ら ない、 是れ此 問題の 決して 余輩 同志の 運動に 由て 起り し 者に 非す して 神の 提供し 給 ひし 

大 問題なる が 故に 人心に 觸る& 事 極めて 深き 證明 である。 

而 して 此 問題が 世の 注意 を 喚起す る 事 多き に從ひ 余輩に 對 する 反 對の聲 も 4 益々 大 である、 或は 新 

聞に 或は 雜 誌に 或は 余輩の 許への 投書に 於て 種々 なる 惡罵 冷評 は 余輩に 向て 浴せ 掛けら る" ので ある- 

素より 余 一 個の 短き 生涯に 於ても 世人の 罵脊 讒謗 を受 くる は 今に 始まりし 事で はない、 否 此點に 就て 

は 余 は 日 木 こ， 於て 少く とも 最も 多き 經驗を 有する 者の 一 人で あると 思 ふ、 今より 三十 年 前 余 は 幾多の 


官敎師 諸君より 異口同音に 「彼 はュ 一一 テリアン なり」 と 嘲 けられた、 其 結 ra ^として， 力 は 米阈に 於て 有 

<1 厶 △<!△ 厶厶厶 <!<■- 厶 X  < "厶 A  A  A  <<!<3<1 厶厶 *3<1<3 な <3  A 

せし 多くの 信仰の 友人 を 失った、 然るに 怪しむべし 當時斯 の 如く 余 を 嘲け りし 人に して 今や 或は 自ら 

ュ -ー テリアン となり 或は 全く 信仰 を 失 ひし 人が 少 くないの である。 後 数年 余は义 他の 惡 篤を受 くるに 

至った、 曰く 「亂臣 賊子 不敬 漢」 と、 是れ 日本 全國 民が 余に 被ら しめたる 汚名であった、 北 は 北 見よ 

り 南は薩 摩に 至る 迄 余 を 呼ぶ に 此名を 以てせざる ものはなかった、 恰も 余に 對 して 國賊呼 はり を爲す 

事が 其 人の 愛國 心を證 明す るかの 如き 觀 があった、 其 結 ra^ 余 は 宿る に 家な く 遂に 時に 變名 を用ゐ るの 

巳むな きに 至った こと もあった、 然るに 如何、 後 数年に して 所謂 敎科書 事件の 勃發 する や に 余 を 11 

△ 厶厶厶 ュ厶厶 <3<3厶<3 厶么厶 <3  <"△△△△  厶 厶 △<△<: 厶厶 △△△<!△△△ 

賊と 罵り し 幾多 の 敎育家 が恥づ べき 牧賄 罪に 問 はれて 續々 と 獄に投 ぜられ たので ある、 知るべし 余 を 

咒 ひし 者 却て 自ら 咒 はる、 の 結 ra^ に陷 りし 者 多き を、 然 らば， S ちケゃ 余輩の W 臨の 信仰 を 嘲りて 迷」 お 

と 一一 一一 n ひ 非科學 的と 呼び 亡 國的非 基督 敎 的と 做す 者 甚だ 多し と 雖も此 際 何の 辯 護 を か 要せん、 暫 らく 時 

を 待てば 事實は 判明す るので ある。 曩に 余輩 を 嘲りて ュ 一一 テリアンと 一一 一一 c ひし 者 自ら ュ 一 1 テリアン とな 

厶厶  <"厶 厶厶厶 <3  △<!△△△  <3<3  厶厶  <1<3 厶 sj 厶厶厶  <1<1厶<1<3<:厶<1<：  <<1厶<厶厶ム<1厶<3 

り 國賊と 呼びし 者 自ら 國賊 となる、 されば 余輩 を 罵りて 非科學 的と 言 ふ 者よ、 乞 ふ 注意せ ょ汝等 封て 

厶厶 AAAA  <3<<1厶厶<^厶<3厶 <】 厶厶 <!△ 

自ら 非科學 的の 行爲に 出で て 恥辱 を 招か ざらん 事 を。 

玆に 題して 「天然 的 現象と して 見た る キリストの 來」 とい ふ、 必す しも. S 臨の 科 學的辯 護 を爲さ 

んと 欲する ので はない、 然しながら キリスト. 冉 臨の 如き 宇宙の 大 問題 は 諸方 面より 光 を 投じて 之 を 明 

かなら しむべき である、 天然 的 現象と して 見た る W 臨 も 亦 聖書が 示す 所の 明白なる 事實の 一 である、 

あれの 5 る： ぶ  さ ふらん  -p.f' ん 

荒野と 濕 ひなき 地と は樂み 沙漠 は 喜びて 番 紅の 花の 如くに へ „i ^き 輝かん、 盛に き 輝きて 喜び 且喜 

び は 歌 ひ、 レバノンの 榮を得 カルメル 及び シ ヤロンの 美 はしき を 得ん、 彼等 は H ホバの 榮を見 我 

天 的 現象と して 見た る 基 « の再來  八 OI 


某 «- 再臨 問 S8  八 0 二 

等の 神の 美 はしき を 見るべし …… そ は 荒野に 水 湧き出で 沙漠に 川 流る ベければ なり， 燒 けたる 沙 

は 池と なり 濕 ひなき 地 は 水の 源と なり 野犬の 臥した る 住所 は 蘆 葦の 繁り合 ふ 所と なるべし (ィザ 

ャ書世 五 章) a 

くるしみ  つ，、. りれ しらの 

我れ 思 ふに 今の 時の 苦 は 我等に 顯 はれん 榮に 比ぶべき に 非す、 それ 受造 者の 深き 望 は 神の 子等の 

むなしき 

顯 はれん 事を俟 てるな り、 そ は受造 者の 虚空に 歸ら せらる k は 其 願 ふ 所に 非す、 ち 之 を 歸らす 

つ，、 られ しもの  や ぶ れ 

る 者に 因れり、 叉 受造者 自ら 敗壞の 奴た る 事 を脫れ 神の 子等の 榮 なる 自由に 入らん 事 を 許されん 

との 望 を 有た されたり (羅馬 書 八 章 十八 節 a 下) 0 

... の ち  ャ きと； i.  -. ひつじ ,、 ら な  ** ち ち tji 

天使 生命の 水の 河 を 我に 示せり、 其 水澄 徹 りて 水晶の 如し、 神と 恙の寶 座より 出づ、 城の 衢の中 

及び 河の 左右に 生命の 樹 あり、 十二 種の 果を 結び 一種 を 月毎に 結ぶ 也、 その 樹は 萬國 の：； を醫す 

べし (默示 錄サニ 章  一 , 二 節：、 0 

宗敎 の 目的 は 人類の 救扬 にあ り 天然 の 如き は 其 及ぶ 所に 非す と は 普通 の 13^ 解で ある、 然し なが ら^^,  W 

の 說く所 は 之と 異なる、 聖書 は 神が 人類 を 救 ひ 給 ふと 同時に 時 到らば 萬 物 を も 改造し 給 ふ 事を敎 ふる 

ので ある、 此の 咒 はれた る 地球、 此の 山川 草 太 禽獸、 此の 宇宙 萬 物が 遂に 履 はれて i め， 者の 住む に適當 

なる ものと せらるべき を豫 一一 一一 C する ので ある、 前 揭羅馬 書 八 章 十八 節 以下に 於て パ ゥ U が 論す る 所の 

大 問題 は卽ち 之れ である、 彼 は 曰 ふ 「信者 は 神の 子なる が 故に 义共 後嗣で ある、 然 らば 神の 彼等に 讓 

り 給 ふべき 遺產は 何で ある 乎、 曰く 此 世界で ある、 時 到らば 此 世界が 改造 せられて 借 者に 賜 はるので 

ある」 と、 實に莊 犬なる 思想で ある、 。ハウ n 此時 カイ ザ リャの 本獄か 又は 旅 屮の假 〔s! に 於け る 貧寒の 

身であった、 多分 彼の 所有と して は蔽衣 二三 着の 外 何も 無かった であらう、 然れ ども 彼 は 歐ノ-維 巴、 亞 


紬ぉ、 阿弗利加の 大陸 も 遂に 悉く 改造 せられて 信者に 賜 はるべき を 確信した るが 故に 恰も 羅馬 大帝 國 

を 自己の 有の 如くに 見て 縦横に 馳驅 したので ある、 而 して 此の 全世界の 改造の 實現 する は 一一 B ふ 迄 もな 

く キリス ト W 來の 時で ある。 

預 一一 一一 〔者 ィザャ も 亦 使徒 バウ 口と 同じく 天然の 改造 を 明，：：： に預 言し た、 前揭ィ ザャ書 第卅五 章の 如き 

は 其 一例で ある、 而 して 彼れ の 偉大なる 預言 を 解 せんが 爲に は讀者 自ら 身をパ レス チナの 地に 運ばな 

ければ ならない、 彼 は 曰 ふ 「沙漠 は 喜びて 番 紅の 花の 如く に^き 輝かん、 …… 沙漠に 川 流るべし 云々」 

と、 此語は 我 邦の 如く 一 の 沙漠 を 有せざる のみなら す 殆ど 不毛の地 とて は 無く 苟も 土 あらん 乎 卽ち產 

物 ありと いふが 如き 國に 於て 之 を解釋 する に 困難で ある、 然しながら ィザャ の 國土パ レ ス チナ は然ら 

す、 南に シ ナイ 半島の 沙漠 あり、 ヨルダン を 超えて 東に ァラ ビヤ 大沙漢 あり、 ァラ ビヤの 廣袤は 露 西 

亞を 除きし 歐洲 大陸の 全 體に當 り 我が 日本 國の十  一 二に 其 中に 包容し 得る と 言へば 其の 如 M にたなる 

乎 を 想像し 得る で あらう 、 而し て 此の ァラ ビヤの 大部分が 唯だ沙 より 成 る 不\ ^の 山と (介と 平原と であ 

る、 叉 かの サハラ 沙漠の 如きに 至て は 其而積 正に 米國 ra 十 有 八州に 匹敵 するとい ふ、 其 他 戈 壁の 沙漠 

あり トル キ ス タ ン の 沙漠 あり 世界に 於け る 沙漠 は 決して 僅 小なる もので はない、 近來怫 w 等に 於て は 

1::,-等の不.^^地に關する利用策を講じっ\ぁりと雖も幾多の廣大なる沙漠は依然として^續して居るの 

である、 而 して ィザャ の 如き は 其 生涯 中 常に か.^ る 沙漠 を實 見して 居った ので ある、 然るに 彼 は 撣 ら 

す高唱 して 「沙漠 は番 紅の 花の 如くに へ き 輝かん」 と 曰うた (玆に 云 ふ サフランと は 多分 水仙の 意な 

みビ りし.；，！ ゝ  ち t に 

らん、 卽 ち 特に 水 を 要する 械物 である)、 叉 「沙漠に 川流れ 綠 滴り 人口 繁 f の 巷と 化せん」 と 曰うた 

之 を 靈 的に 解せば 其れ 迄なる も K 言 者の 言 は 明白に して 曲解 を 許さない、 神 萬 物 を 贖 ひ 給 ふの 預 一一 一一" た 

天然 的 として 見 る の # 来  八 〇 三 
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る 事 は 疑 ふべ からすで ある。 

然 らば 萬 物 の 改造 は ra^ して 可能で ある 平、 ァラ ビヤの 沙漠 は ra^ して 豊饒 の 沃土と 化し 得る であらう 

乎、 勿論 神の 力 を 以て 能 はざる 事 あるな し、 然しながら 神 は 天然の 改造 を 行 ふに 方り 多く 天然 的 方法 

を 以てし 給 ふ、 故に キリス ト 再来に 基づく 萬 物の 改造 も 亦 天然 的 現象と して 見て 其の 不可能に 非ざる 

所以 を 知らば 一 層 之 を 信じ 易くなる ので ある。 

試に 地圖を 被き 見よ、 ァラ ビヤの 北方に 裏 海 あり、 裏 海の 北方に 大 il を 隔てて 北氷洋が ある、 而し 

て 裏 海に 樓息 する 動物 中 北氷洋 產に 酷似す る ものが 少 くないの である、 例へば 縫 叉 は 海豹の 類 之で 

ある、 依て 知る、 裏 海と 北氷洋と 二者 嘗て は 一度び 接續し 居た る 事 を、 此 推定 は 書 研究 上 幾多の 暗 

示を與 ふるもの である、 初め イスラ H ル の 民 幾 十萬モ ー セに率 ねられて 埃 及 を 出で し 後久し くシナ ィ 

半島に 流浪した、 其 間 彼等 は 如 M にして 食物 を 5^ たる 乎、 朝 毎に 天より マナ を與 へられた りと 雖もそ 

れ のみで は あるまい、 卽ち當 時の シ ナイ 半島 は 今日に 比し 更に 沃 鏡の 地であった ので あらう、 然るに 

一 朝 裏 海 北氷洋 間 の 土地 隆起す る ゃ從來 北氷洋より 送 ら れし濕 潤の { 仝氣は 遮られて シ ナイ 半島に 達せ 

す、 遂に 此 所に 沙漠 を 現出した る ものと 思 はる、 海 北に 土地 隆起して 海 南の 沃土 忽ち 沙漠と 化した の 

である、 然 らば 沙漠に W び 川流れて 番 紅の 花の 如く に^き 輝かしむ る 事 何の 困難 か あらん、 神 若し 之 

を 欲し 給 はば 必す しも 特別の 奇跡 を 行 ふ を 要せす、 唯 だ 裏 海 北氷洋 11 の 土地 を 今 一 度び 陷沒 せし むれ 

ば卽ち 足る、 然 らば パレスチナ 南方の 沙漠 は- 冉び 化して 綠野 となる であらう。 ァラ ビヤ 然り、 サハラ 

亦然 り、 サハラ 沙漠 利用 策 は 學者爲 政 家の 大 問題で ある、 而 して 其の 或る 部分 は 海面より 低き が 故に 

之 を 開 整して 海水 を 誘導し 沙漠 中に 湖水 を 造れば 可な りと 做す 者 ある も 事 困難に して 實行 せられない、 


然しながら 地の 或る 所 は 下り 或る 所 は 上る 事 ある は 極めて 多き 事例で ある、 地質 學 者の 說 明に. 出れば 

日本と 朝鮮、 义 北海道と サ ガレン^と は 嘗て 連接し 居た る 事 ありと いふ、 故に サハラの 一部 を 陷沒せ 

しめて 沙漠に 川 を 流れし むる が 如き は 神に 取て は 極めて 容易の 業で ある。 

更に 類似の 一 現象 を 求 むれば へ =饭洲 大陸の 成立が 其れで ある、 學者は 曰 ふ 或る 大 なる 陽 石 落下し 來り 

て 地球に 半ば 埋沒 した る もの s- ち か の 濠洲 大 i! であ ると、 而 して 地籼が 軌道に 對し て 廿 三度 半 の 傾斜 

を爲 せる も 亦此大 隕石 衝突の 結果な りと 說く、 然らば地表に太陽熱を受くるの厚薄ぁり春^！！-秋夂ュの^ 

あり 沃野 沙 地の 差 あり 其 他 種々 の 變化を 生す るに 至りし 所以 は 一 隕石の 落ド にあり と る ことが 出來 

る、 知る ベ し祌 の 世界 を 改造し 給 ふ 方法の 甚だ 單純 にし て H: 容易なる を。 

聖書が 敎 ふる 所の 事實を 人の 知 慧に訴 へて 「斯く あるべし」、 「斯く あるべ からす」 と 決する は 笑 ふ 

べき 迷 誤で ある、 人の 壽長 くして 百 歳 を 超えす 人類の 歷 史的 生命 亦 做 かに 六 千年に 過ぎない、 然るに 

夜々 我等の 眼に 映す る 星の 中には 其 光線の 六 千年 を 費して 漸く 此 地球に 到達す る もの ありと いふ、 卽 

ち アダム、 H バの 時代の 光 を 今日 始めて 我等が Slf: みつ k あるので ある、 斯の 如き 短小の 經驗を 以て 永 

遠の 預言 を 批判 せんとす るが 如き は 恰も 獨逸 小話に ある 蜉蝣の 決議と 何の 選ぶ 所がない、 或 時^^ 巾 

の舉者 Si に 會議が 開かれた、 而 して 一 學者は 立て 曰うた 「諸君 或る 古書に 此 池の 水面 水 結して^!: の 

綠草皆 枯死す る 時 ありと 記せり」 と- 然るに 滿場 一 致 之を駭 して n く 「迷妄々 々」 と、 斯くて 二 時 n 

以上の 生命 をお せざる 蜉蝣 等 は 一 年間の 事實を 解す る 能 はすして 之 を 否決し 去った ので ある、 聖書 は 

實に 神の 言で ある、 故に 永遠より 永遠に 亙る の 眞理を 語る、 如 M にして 之 を淺ー t なる 人 問の 智慧と 經 

驗 とに 訴 へ て 否決し 去る 事が 屮1 來 よう 乎、 聖書 若し 沙漠に 花^かん と 言 はば 誠に 爾か あるべ しで ある、 

天 的 現象と して 見た る <*衧 の 再*  八 〇 五 
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聖書 若 し 宇宙 萬 物 の 改造 を預 言 せば 誠に 雨 か あるべし である。  1 

聖書 は キリストの W 臨 を 以て 俄然 的 出来事と して 示して 居る、 或は 「ラッパ 鳴らん 時 瞬く  11 に 云々」 

びと  いなづま 

とい ひ 或は 「盗人の 來る 如く」 とい ひ、 或は 「電の 東より 西に 輝く 如く」 とい ふ、 然るに 天然の 進化 

は 漸進的で ある、 故に 聖書の 示す 世の 終末に 於て 我等に 臨む と 云 ふ 大變動 は 天然の 理法に 背く と 言 ふ 

者が ある、 mi- して 然る 乎、 天然 現象 中に も 俄然 的變化 多き に 非ざる 乎、 難訪 湖の 堅 水 は 一 夜の 中に 融 

解す るで はない 乎、 石 狩 叉 は 北 見の 野に 春 は蒼皇 として 來り 昨日 迄の 積雪 皆 消えて 忽ら福 壽草は 開き 

達 摩 草 は 笑 ひ 蝶 は 飛び 蛇 は 動く ではない 乎、 赤道 直下 を 走る 船舶の 甲板 上に 立ちて 日出 を 待つ 時眞闇 

中 突如と して 太陽の 躍り 出 づるを 見る ではない 乎、 或は 叉 青年 子女の 所謂 青春期に 其 心身 俄然と して 

1 變 する ではない 乎、 生物 學 上に 於ても 近来の 進化論 は 俄然 的 進化 を認 むる に 至った、 ダ ー ヰ ンの說 

によれば M 事 も 急變を 許さす 唯徐々 として 恰も 河水が 岩角 を 切り 碎 きつ \ 遂に 豁谷を 造る が 如くに 進 

むの みで ある、 然るに 近頃 和 蘭の 學者ド ヴリ ー スの 研究に よれば 徐々 的變化 の 外に 急變的 進化 あり て 

天然 物 を-造 55； すに は 後者 却て 力 ありと い ふ (Mutation  Theory)、 故に バウ 口 がダ マスコへ の 途上に 

於け る 一 日の 經驗 に. m て 忽ち 同心した るが 如き、 或は 余が 四十 年の 信仰生活の 後一 朝に して 再臨 信者 

となりた るが 如き 少しも 怪しむ に 足りない、 新 現象が 突發 する 事 は 決して 天然の 理法に 背かない ので 

ある、 而 して 神 は 或 時に 至り 急激 的に 全世界 を 改造し 給 ふので ある。 

世界の 改造が 天然 的 現象と して 見て 不可思議なら ざるの みならす、 天然 其 ものが 旣に大 なる 預言で 

ある、 今朝の 如き 美 はしき 朝 は 再臨の 時 を 彷彿たら しめざる を 得ない、 かの 富士山 上の 日出に 際し 甲 

信駿武 ー帶の 山々 が莊 美なる 旭光 中に 滿 された る 絕景の 如き は 其 儘に 一 の 預言で ある、 之に 類す る榮 


光の 天然が 遂に 實 現す るので ある、 敎友淸 水 繁三郞 君の メキシコより 寄せた る 最近の 書信の 一節に 曰 

く  (君 は 勿. 論 故 W に 起り し 再臨 動 を 知らす して 维を 執った ので ある) 

當地 にて \. ^近く 聳え 候 所の ォバ ント 山の 獨立 安岡の 容姿と 其 谷間 を 超えて 繁る 森に 際 將 さに 到 

らんと する 時の 景色 は 面， n く、 谷 問 は 白ら み 山の 裾と 森の 樹々 は 淡く 濃く 靑く、 涼 1?^ 身に 泌 みて 

爽 かに 義の 太陽 を 迎えん と 致して は 暗黑は 去りて 主 は 來り給 ふ、 斯く來 り 給 ふかと 思 はしめ 候 

と、 然り美 はしき 天然 を 見て 主 は 斯く來 り 給 ふかと 思 ふ は 信者 自然の 情で ある、 而 して 主 は 實に斯 く 

來り給 ふので ある、 か、 る榮 光の 天然の 中へ 榮 光の 身體を 以て 我等 は 臨む ので ある、 天然 其 物が キリ 

ス ト再來 8 預言で ある、 故に 深き 同情 を 以て 天然 を觀 察した る 者は自 から キリストの W 來を 信じた、 

大 詩人 コレ リッジの 如き、 カウ パ I の 如き、 ブラウ-一 ングの 如き は 其れで ある、 詩人 ゲ ー テは曰 ふた 

「我れ 獨り 天然の 中に 立つ 時に 彼女の 解放 を 待 焦る &收監 中の 囚人なる を 知れり」 と、 而 して 基督： 冉. 

來は 人類 救拯の 時で あると 同時に 又 天然 解放の 時で ある。 (藤 井武 筆記〕 


聖書の 預言と パ レス チナ の 恢復 

一 九 一 八 年 五月 十二 日 東京 神田バ プチ ス ト 中央 食堂に 於て 

され ど イスラエルの 山々 よ. 汝等は 枝 を 生じ 我が 民 イスラエルの 爲 めに 實を 結ばん- 此事 遠からず 成らん. 見 

sr^cwMstx レ スチナの恢復  八 0 七 
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よ 我れ 汝 等に 臨み：^ 等 を # みん， 汝等 耕されて 稀 を かるべし * 我れ 汝 等の 上に 人を敏 さん、 是れ皆 悉く ィ，< 

** ち  あれ あ， こ  •  けらの 

ラエルの 家の 者なる べし * 邑々 に は 人 住み 墟址 は^てお さるべし * 我れ 汝 等の 上に 人と 牲畜を 破さん * 是等は 

贿 えて 多く 子 を 生まん. 我れ 汝 等の 上に 昔時の 如くに 人 を 住まし め汝 等の 初の ト盯 ょリも 勝れる 恩惠を 等に 施- 

すべし，  汝等は 我が ヱホバ なる を 知る に 至らん、 我れ わが R イスラ ヱル の 人を汝 等の 上に 歩まし めん、 彼等 汝. 

.U も  も ち もの 

を 有つ ベ し. 汝は 彼等の 產業 となり ffi ねて 彼等に 子な からしむ る 事 あら じ (H ゼキ H ル 書 I 六 章 八— 十二 節)。 

け も 、，-  か ふ も 0 

萬 軍の エホ バ かく 言 ひ耠 ふ， 荒れて 人 もな く畜 もな き 此の 虚と其 凡て の邑々 に： 冉び 牧者の その 群 を 伏さし むる 

牧場 あるに 至らん， 山の 邑と 平地の 邑と 南の 方の 邑 とべ ニヤ ミンの 地と エルサレム の 四周と ュダ の邑に 於て 群 

再び その 之を數 ふる 者の 手の 下 を 通らん と H ホバ言 ひ 給 ふ r ヱ レ ミヤ 記 卅三章 十二， 十三 節)。 

のこれ- 0 もの  た ね 

然れ ども 今 は 我れ 此 R の遺餘 者に 對 する 事 先 の 日の 如くなら ずと 萬 軍の ェ ホ バ言ひ 給 ふ * 卽ち 平安の 種子 ある 

ふ  のこれる もの  え 

べし- ^萄の 樹は果 を 結び 地 は 産物 を 出し 天 は 露を與 へん、 我れ 此 民の 遗餘 者に 之 を盡く 獲さすべし， ュダの 

家 及び イス ラ H ル の 家よ 汝 等が 國々 の 中に 呪 ひとな リし 如く 此度は 我れ 汝等を 救うて 祝言と ならし めん *  0^ 

る 勿れ、 汝 等の 腕 を强 くせよ (ゼ カリヤ 書 八 章 十 一 —十三 節)。 

ユダヤ人の 歷 おは 大 なる 奇跡で ある、 其の 今日 迄 幾多の 迫害に 耐 へ て 四千 年間の 存在 を 接け し 事が 

犬なる 奇跡で ある、 其の 聖書の 预曾に 適 ひて パ レ スチナ の 地 を 恢復し つ、 ある 事が 叉 犬なる 奇跡で あ. 

る， 而 して 注意す ぺ き は ュ ダャ 人に 關 する 此 等の 奇跡が 今日 我等の 信仰に 取て 極めて 深き 關係を 有す 

る 事で ある。 

000000000  oooooooooooooooooooooooooooooclocooo 

神 は 人 をして 大 なる 奇跡 を 信ぜ しめんと 欲する 時 s 々 之 に 類す る 他の 奇跡 を實 現し て 以て 人の 信仰 

を 容易なら しめ 給 ふ、 處女 マリア 奇跡に より 聖 なる 子 を 生まざる ベから ざる を 知る や 其 柱い て 訪れた 


もと  よは ひ  -_.,-♦* づめ 

る は エリサべ ッの 許であった、 之れ 後者の 齢旣に 老い 石 女と 雷 はれた るに 拘らす 亦 マリア と 均しく 子 

を 生まん として 居った からで ある、 ヱ リサべ ッ に 其 ある を 見て マリア は 天使 ガブ リ ェ ルの 己に 吿げ 

へ ん is; 

し 言 を 信す る 事が 出來 たので ある * 變貌の 山の 出来事の 如き も 亦 其 一例で ある、 ヘル モン 山上 モ ー セ 

と H リア 顯 はれて キリストと 語る、 何の 爲め ぞ、 他な し 目撃した る 弟子 等 をして キリストの 设活を 信 

ぜ しめんが 爲 めの 豫備的 奇跡で あつたので ある。  . 

基督 者 は 絶大 無比の 希び I- を陚與 せられて 居る、 卽ち キリス ト榮 光の 體を 以て W 來し給 ひ 信者 は 復活 

せしめられ^ 界萬物 は 改造せられ 彼等 信者の 乎に 委ねら れんとの 事で ある、 之れ 聖書の 明かに 預言す 

る 所で ある、 然し 乍ら 事餘 りに 遠大に して 容易に 之 を 信す る 事が 出来ない、 玆に 於て 神 は 之に 類す る 

他の 預言 を 成就して 以て 基督 者の 希望 を確寳 ならし めんと 欲し 給 ふので ある、 パ レ スチ ナの恢 设に關 

する 聖書の 預言と 其 成就と は卽 ち是れ である、 依て 知る ユダヤ人の 歷史 は實に 我等 各自の 救扬と 直接 

の 關係を 有する 事 を。 

。ハ レス チナは 嘗て ユダヤ人の 始祖 アブ ラ ハ ムに與 へられし 地であった、 然しながら 彼等 は 幾度び か 

其 國を逐 はれて パレスチナ は 常に 異邦人の 蹂躪す る 所と なった、 アッシリア、 バビロン、 羅ぉ 等の？；^ 

國相尋 いで 之 を 占領し 遂 に 土 耳 古帝國 の 手に 歸 して 現 時に 至った、 而 して ユダヤ 人が； f 取 後に 其 故圃を 

去りて より 旣に干 八- KE 年で ある、 彼等 は 今や 全世界に 散亂 して 數 多の 國 籍に歸 t3 自己の 領土と して は 

寸地を も 有せす、 舊都 M ルサ レムの 如き は 全く 昔日の 面影 を 止めない、 然るに^^書は明白に預言して 

曰 ふ 「ユダヤ人 は W び故闕 に^りて パレスチナの 地 を恢役 せん」 と、 之れ して 有り得べき 事で ある 

乎、 斯の 如き は 殆ど 人の 想像す る 能 はざる 至難 事で ある、 英語に 所謂 next  to  impossible  (殆ど 不可 

Sf 書の 預 » と パレスチナの： W 復  A〇 九 
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能) とは此 事で ある。 

おの づか 

是に 於て か ユダヤ人 間に 自ら 一 一派 を 生す るに 至った、 一 派の 者 は。 ハ レ. スチナ の 恢復に 關 する 聖書の 

明白なる； g 言 あるに 拘らす 之 を 精神的の 意味に 解釋 して 土地の 問題の 如き は 顧みない、 之に 對し 他の 

一 派 は 確く 神の 約束 を 信じ 聖書の 預言 を 文字通りに 解釋 して 只管 其 實現を 待ち望みつ.^ ある、 二者の 

關係は 恰も W 臨に 關 する 基督 者の 狀 態と 酷似して 居る、 聖書 を 其 儘 に信受 せんとす る 者と 之を靈 的に 

解釋し 去らん とする 者 基督 者の 中に 此ニ 派が ある、 ユダヤ人の 問に も 亦此ニ 派が ある、 而 して 聖書の 

ooooc-oooooc>o〇ooooo〇ooooooooooor>ofjoooooo つ ooc-oc 

預言 を 其 儘に 信す る 者の 信仰が 多くの 困難に 遭遇す る も 決して 衰 へす して 愈々 堅固 を 加 へ つ、 ある は 

0  0  0  0  0  C 一  0  0  0  0  0 

實に 著る しき ^赏 である。 

今日まで キリ ス ト 再来の 日の 近き を 信じて 恥辱 を 招きし 者が 勘 くないと い ふ、 ュ ダャ 人に も 同じ 經 

驗 があった、 。ハ レ スチナ を 彼等に 恢復すべき メシアと して 出現した る 者 前後 七 人を數 ふる 事が 出来る、 

其 最も 古き は 紀元 一 一七 年 乃至 一三 八 年に 出で たる バ ー ルコ クバであった、 事 は 勿論 失收に 終った、 

次で 其れより 凡そ 三百 年の 後に クリ ー ト 島の モ ー セ なる 者が 現 はれた、 次 は 八 世紀の 頃に 起り しシリ 

ァ 生れの セレ ー ネ であった、 次 は 彼れ より 三十 年後に 現 はれし ペルシアの ヲ. バヂャ であった、 次 は 一 

〇六〇 年 ダビデ • アル ロイ、 また 一 五三 〇 年の ダビデ • ル ー ベ ン であった、 近來 最も 著名な りし は 一 

六 六 六 年に 現 はれた るス ミル ナ產 のサバ タイであった、 此時 全世界の ユダヤ人 彼に 迷 はされ 其 或る 者 

の 如き は自 から 進んで パレスチナに 歸來 した、 然しながら 之 も 亦 遂に 失敗に 終った、 是に 於て か反對 

派 は 嘲りて 曰 ふので ある、 「最早 や 迷妄 を 信す る 事 勿れ、 ユダヤ人の 使命 は靈 的に 萬 民 を 指導す るに 

あり」 と 0 


然しながら 斯 くも su 苦き 經驗を 直ね たるに 拘らす 多くの ユダヤ人 は 依然として 最後の パ レス チナ 

恢復 を 信じて 疑 はない ので ある、 彼等が 逾越 節の 夜 全世界に ありて， >1 齊に 祈る 所の 祈禱 文の 一節に 曰 

く 「主よ、 我等 今夕 此處に 在りて 逾越節 を 守る、 願く は 明年 之 を エルサレムに 於て 守る を 得ん 事 を」 

と、 彼等 は實に m 千年の 久しき 間斯く 祈り 續 けて 来たので ある、 たと へ 幾度び 失敗 を 重ぬ ると も此 希 

望 は 決して 之 を 動かさな いので ある。 

而し て ユダヤ人 問題の 解決 は 常に 歐洲政 治 家 の 心 を惱ま したる ものであった、 殊に 再臨の 信仰の 復 

興す る ゃ必す ユダヤ人 をパ レ スチナ に復歸 せしめん とする の 運動が 行 はれた、 其 一 例 は 有名なる オリ 

バ ー . ク Q ムゥェ ル である， 彼 は 確かに 英 人中 第 一 位 を 占む る 人物に して 彼な くして は 今日の 英！： も 

米國 もなかつ たので ある、 而 して 彼れ クロム ゥ H ルは 最も 熱烈なる 苒臨 信者であった、 故に 其の 政權 

を捤 ると 同時に 着手した る は ユダヤ人の 復歸運 励であった、 之が 爲に彼 は 或は ダビデの 血統 を 引ける 

ユダヤ人に 非す やとの 疑 を 抱く 者 さへ あるに 至り 或る 外國に 流浪せ る ラビ (猶太 敎の 敎師) の 如き は 

自ら 英國に 渡りて 彼れ ク B ムゥ H ル の 系圖を 調査した との 事で ある、 然し 彼 は 勿論 普通の ジ ヨン. ブ 

ル (英國 人) であった、 彼 をして 此擧 あらしめ たる 所以の もの は 其の 再臨の 信仰より 出で たる ユダヤ 

人に 對 する 深き 同情に 外なら なかった ので ある。 

ユダヤ人の (仅歸 運動と して 最後に 現 はれた る ものが 一 八 九 六 年に 起り し 所謂 シ オン 運動 (Zionist 

IVIOVement) である、 此 運動 を 始めた る テオドル • ヘルツ H ルは塽 W の 新聞記者 にして n 十く 猶太 敎を 

棄て 劇作家と して 巴 里に 流浪して 居った、 然るに 當時 佛國に 於て ユダヤ人に 犬なる 迫害 を 加へ し 所謂 

「ドラ ィ フス 事件」 なる もの 起る やへ ルツ ヱ ル愤慨 措く 能 はす、 之に 刺戟 せられて 再び 猶太 的 信仰 を 

6*書 の預 si パレスチナの 恢復  八  一 I 


基 « 再臨^  S!  <-  ニー 

囘復 し、 預 一一 一一 〔者の 言の 如くに ユダヤ人 をパ レ スチナ の 地に 復歸 せしめ、 其 王 國を實 現せん と 欲し、 

"Der  Judenstaat" (ユダヤ 圃論) を 著 はして 其 主張 を發 表した、 是に 於て 多くの ユダヤ人 等 は國家 

恢復 の 唯一の 希 ひ 卞 ー此處 にあり として 大 に赞同 の 意 を 表し 忽ち 其 の 計 畫がシ オン 運動と なりて 現 はれた 

ので ある、 此 運動に 對し ては^ 外に 於て 强き 反對 があった、 然し 乍ら ヘルツ H ルは其 四十 五 年の 生涯 

つ ふ  しんさん 

を 此れが 爲に 獻げ具 さに 辛酸 を 嘗め 遂に 身 は 熱心の 故に 燒き盡 されて 早 折す るに 至った、 其慘擔 たる 

苦心の 下に；；^ せし 深き 愛國 的確 信 は 誠に 尊敬に 値する ので ある。 

飜てシ オン 運動の 實況を 窺 ふ 時 は 驚くべき ものが ある、 初め 資本金 一 一千 萬 を 投じて 猶太 植 協會 

を^ 立した、 (此 運動と は 直接の 關 係な きも ヒル シ 爵 出資の 下に 七 千 萬 岡 を 以て 組- M され シ ナイと 

パ レ スチ 十と に 植民す るの 目的 を 以て 成立す る 國民的 財團が ある)、 而 して 十 萬 人の ユダヤ人 を 募 第 

して 彼 地に 送った、 ユダヤ人 は 多く 小 寶商义 は 仲買 商に 從 事し 農 として は旣に 全く 實カを 失 へ る 者 

である、 斯 かる 民の 多數を 以て 植民 を 企つ るが 如き は 殆ど 無謀の 舉 なりとの 非難 もあった、 然るに 其 

結 菜 は 著る しきもの である、 爾来 今日ち J  二十 一年間に 道路 は 改築 新築に よりて 面目 を 一新し、 池沼の 

衞生狀 態 はュ— カリ プ タス 樹の栽 杭に 由て 革新 せられた (土着の ァラ ビヤ 人 等 は 此樹を 「ユダヤ人の 

樹」 と稱 して 驚嘆せ りと いふ)、 土地の 沃饒は 人造肥料に 由て 復活し、 加 ふるに 瓦斯 及び 石油 機關の 

ポンプ を 以てする 港漑に 由て レ モ ン 及び 蜜柑の 栽培 上 殆ど 奇跡に 類す る 改善 を 見た、 叉 近來發 見せら 

れ たる 方法に より 徽菌の 注射に 由て 鼠族 を驅 除し たれば 麥、 大麥、 菜 樹の牧 極 を激增 した、 從來ー H 

1 クルの 產出 三百 五十 函の 割合な りし 蜜柑 は 七 百 五十 函に 上り 從て地 惯も亦 騰貴して 前に は  一 H 1 ク 

ル 六十 圓 なりし 土地 は 今 は 一 1^ 三百 六十 圓に 上った とい ふ、 其 他 馬 鈴薯、 胡麻、 麥、 葡萄、 、ン ャボテ 


ン 等に 就ても 顯 著なる 結 を 擧げて 居る、 以上 は 主として 近着の ヒ ツバ ー 卜雜 誌上に 於け る ラム バ氏 

の 報告に 依る ものであるが 之に 由て 見る も i も-書に 言せられ たる パ レ スチナ の 恢復 は 着々 實 現しつ 、 

ある ものと 兄なければ ならない。 

S に パレ スチナ は 其 地勢 上將來 世界の 大富 源た るべき 要件 を備 へて 居る ので ある、 卽ち 其の 死海 

(其 水 は 一 一十 五パ ー セン ト 以上の 3穴刀_ を 含む) より はやが て 全世界の， M と ボタ ー スとを 供給し 得べ く 

tK の ヨルダン 河畔 は 水力 電氣の 利用に 由て W 界第 一 の 棉花 栽培 地た るに 適し 其の ヨルダン W 東の 地 は 

憐 酸の 大產地 である、 叉 死海 は 地中海より 低き * 干 二百 尺、 ガ ラリャ 湖より は 六 "巧 尺の 低地に 位する 

を. 以て 之 を 南方に 掘醒 して 海水 を 人 るれば 大. 船 を 浮べる に 足る であらう、 斯の 如きの 地に-科び ユダヤ 

人 を 人れ て 繁榮の 民たら しむる 事 は 決して 困難な りと 言 ふ 事が 屮 H 来ない。 

然りパ レ スチナ の： 大と 地と は び ユダヤ人 を迎 ふるに 足る、 然しながら 最後に 一 の大 問題の 遺る も 

のが ある、 何ぞ や、 口 く 人で ある、 土环 古人で ある、 彼等 は 頑として 此地を ユダヤ人に 護らない、 へ 

ルツ H ルに 取ての 致命傷 も亦此 難問題であった、 一 九 〇 六 年刊 行の 大英 -Fn 科 辭典に シ オン 運動 を 論じ 

て E く  r 此 運動 は 到底 成功す るの a 込な し、 何と なれば 土 耳 古人 を 如何と もす る 能 は ざれば 也」 と、 

而 して 今より. H 一年 前に 於け る 記者の 此 言 は當 時に 在て は 有力なる 議論であった、 然るに 見よ、 昨年 

十二月 H ルサ レム は 遂に 土 耳 古 政府の 覊 胖を脫 して 英 軍の 手に 歸 したので ある、 而 して 其 翌日 英國外 

務大 K は 議會に 臨んで 宜言 して 曰く 「吾人 はやが て 之 を ユダヤ人に 返還 せんと 欲す」 と、 斯くて 憾み 

を 吞んで 逝きし ヘルツェル の §1^1 みは 達せられん とする ので ある、 惜 むらく は 彼れ ヘルツ H ル をして 此 

言を聽 かしめ ざり し 事、 ケ ゃ大英 百科 辭典の 記事 正に 額 色な しで ある。 

»喾 の 預言と パレスチナの 恢復  八 二 || 


聖書 はパ レス チナの 恢復 を預ー 頁する、 而 して ユダヤ人 は 之 を 信じて ひたすらに 祈り 且 待ち望んだ、 

失敗 は 失 耽に 尊いで 彼等に 臨んだ、 然しながら 彼等 は 唯 聖書の 預言に 賴 りて 其 望み を 動かさなかった、 

而 して 舊き预 一 百 は 遂に 成就 せんとし つ k ある、 ュ ダャ人 は 聖書の 言の 如くに パ レ スチナ を 恢復 せんと 

しつ、 ある。 

パ レ スチナ の 恢復に 關 して 然 りと せば； 冉 臨に 關 しても 亦然ら ざらん やで ある、 再臨の 希望 も 亦 幾度 

AA<:<1<!<"<1<1<J 厶  人 A 厶厶 <3厶<:<<.1<<1厶<1<1<3  <3八<:<3<<1厶<3厶厶厶厶<:<!<厶<1 厶 

か 失敗の 經驗を 嘗めた、 然し 乍ら 聖書の 預言 は 明白で ある、 我等 も 亦 ユダヤ人の 如く 唯 聖書の みに 頓 

丄  <1<<3ム<"<<1<:.1<!<:<3<1<:<:<:厶<<1<1<"厶<3<1ん<1<:<1<3 厶厶  <1<3<"<3<1-」<0 

る、 而 して パ レ スチナ 恢復の 時の 近づきし を 知って 一 層 再臨の 信仰 を 堅く せざるを得ない、 祌は 基督 

者に 對 しても ュ ダャ 人に 對す るが 如く 其 約束 を 忘れ 給 はない の である。 (B 井武 筆記〕 


地理 學的 中心として の H ルサ レム 

一 九 一 九 年 十 一 月 九日 夜 東京 祌田 靑年會 館に 開かれし 再臨 大會に 於け る 講演 

キリス ト 再び 此 世に 降り 給 ふ 時 彼 は H ルサレ ムを 都と して 萬國を 治め 給 ふべ しと は聖 一書の 明かに 預 

一一 一一 口 する 所で ある、 然 らば 問 ふ エルサレム は 果して 地理 學 的に 世界の 中心で ある 乎。 

國に都 あらば 卽ち其 中心に 無ければ ならない、 日本の 中心 は 東京で ある、 明治の 初年 帝都 を 西 京よ 

り 東京に 遷 せし は 賢明なる 政治家 大久保 甲 東の 發 案に 係り 維新の 功業 中 最も 有力なる 者の 一 であった、 


往昔 蝦夷 地方の 未だ 日本の 一部と 認められ ざり し 頃 はい ざ 知らす、 今や 東京が 日本！； の 地理 风户 的屮心 

(幾 ：！： 學的 中心に 非す) たる は苟 くも 常識 を備 ふる 者の 何人も 疑 はざる 所で ある、 近時 朝鮮の 我が 领 

土と なりし 以來 更に 大阪 遷都の 議を 生す るに 至りし も 亦 此の 地理 學的屮 心の 如 3： を 論す る ものに 外な 

ら ない。 

顧みれば 今より 卅 五六 年 前 余の 札 幌農學 校 を 出で て 間 もな き 頃であった、 一 日 余 は 津田仙 氏に 伴 は 

れて 基督 敎を說 かんが 爲に老 將軍鳥 尾 得 庵 居士に 會見 した (余 は 其 時 漸く 廿ー 一三 歳の 青年であった ：}、 

鳥 尾 將軍は 佛敎の 熱心 家に して 基督教の 大敵であった、 將軍は 余の 基督教 論を聽 くや 直に 一 言 以て 之 

AAA 厶  <-ム<:<:<"厶<3<<:厶<3<1.1<:厶 厶  AAAA^AAAAAAA*AA  A 

を駭擊 して 曰く 「試に 釋迦が パレスチナに 生れたり とせば 如何、 然 らば 批界は 今や 佛敎國 たらん、 基 

督 と釋迦 との 相違 は 其 や Z 生地の 相 遠の み」 と、 流石に 彼れ 爲尾將 軍で ある、 其觀察 決して 凡なら すで 

ある、 神の 全世界 を 救 はん が 爲に其 獨子を 遣 はし 給 ふや 彼 は 印度の 如き 僻地 を擇び 給はなかった の で 

ある、 ィ H スキ リス トのパ レ スチナ に 生れた る 其 事が 彼の 眞に 神の 子た る 好適の 設據 である、 神 もし 

萬國を 支配 せんと 欲し 給 はば 最も 適當 なる 中心 を 選び 給 ふべき は 當然の 事で ある。 

古来 世界の 中心た る 都 は S 々遷移した、 羅馬 帝國は 地中海に 接する 歐羅巴 ；€儿 細- 亞. 阿：^ 利 加の 一 部 を 

包含した る 所謂 「地中海 帝國」 たりし が 故に 其 時代に 於け る 世界の 中心 は 言 ふ 迄 もな く羅 馬に 在った、 

其後黑 海が 羅馬 帝國の 一部に 屬す るに 至り 都をコ ン スタン チノ ー プルに 移さん と 欲した る も- W ほ羅馬 

を棄 つる 能 はす、 終に 東西 兩都を 生じたり と雖も 世界の 中心 は 依然として 羅馬 に^した ので ある、 然 

るに 年 進みて 南北 アメリカ 大陸の 大發見 ある や 羅馬は 東に 隔 倚りて 3 お 早 や 世界の 屮心 たるに 適せす、 

都 は 他に 移轉 せざる を 得ざる に 至った、 少しく 注意して 世界 地圖 を觀 察す れば之 を 水と 陸との 兩 半球 

地理 的 a. 心 としての M ルサ レム  A1 五 


基お 3 再臨 問題  八 一六 

0OOOO00COOOO  おの づ 

に 分つ 事が 出来る、 而 して 陸半球の 中心 は倫敦 である、 米 大陸の 發見後 世界の 支配 權は 自ら i! 半球の 

中心に 移り 倫 敦は羅 馬に 代りて 世界的の 都府 となった ので ある、 今や 倫敦は 世の中 心で ある、 商業 上 

に 於け る 勘定の 如き 皆 彼 地に 於て 決濟 せらる、 我國 所有の 正貨 幾 億 圓も其 大部分 は 之 を 彼 地に 貯蔵す 

るので ある。 

然 らば 世界の 中心 は 倫敦に 確定した ので ある 乎、 否 更に 新なる 地方の 世界に 加 はらんと する 者が あ 

る、 阿：^ 利 加 大陸 卽ち 之で ある、 阿弗利加 は 近来に 至る 迄 一 の暗黑 大陸であった、 然れ ど. ^爾来 歐洲 

諸國の 相^うて 其の 開拓に 力めし 結果 今や 歐洲 全土に 數 倍す る此 大陸 も 亦 漸く 新装して 出現 せんとし 

つ k ある、 玆に 於て か 倫敦は 最早 や 昔日の 如き 優勝の 地位 を 保つ 事が 屮 Z 来ない、 んゃ 更に 亜 細亞大 

諸 國の參 加し 來 るに 於て は 世界の 中心 は 必す之 を 他に 求めざる を 得ない ので ある、 知らす 世界の 全 

地閒發 せられて 到る 處 人類の 住所た るに 至る 時 其 中心 は 果して 何處 にあるべき 乎、 萬國を 統治す るに 

適す る 都 は 果して 何處 にあるべき 乎。 

此の世界 最後の 中心 はパ レ スチナ を 措いて 他に 之 を 求む る 事が 出来ない、 パ レ スチナ は 世界 を 支配 

する 咽喉で ある、 今囘の 戰爭に 於て 蘇士爭 奪の 重視 せられし 所以 も 亦 之が 爲 である、 而 して パレス チ 

ナの 中心 は H ルサ レムに 在る、 故に H ルサ レムに 君臨せ すして 全世界 を 統治す る 事 は 出来ない、 エル 

サ レム は 世界の 地理 學的 中心で ある、 かの 歐亜 大鐵 道の 計畫 (スぺ インより ジブ ラル タル を 潜り ァ フ 

リカに で M ルサ レム を經て 印度に 至る) の 如き 遠から す 事實 となって 現 はる、 であらう、 而 して ェ 

ルサ レム の 地理 學的 中心た るの 地位 を 益々 明確なら しむる であらう、 其他パ レ スチナ 地方の 生 蛮力の 

大 なる 事 も 亦豫想 外で ある、 小 亞細亞 の 地 甚だ 警： 饒 にして メソポタミア は 其れ 以上で ある、 若し チグ 


リス、 ュ ー フラ テス 兩 河畔の 沃野に して 昔時の 如き 麥 田と 化せん 乎、 其產額 計り 知るべからざる もの 

が あらう、 現に 近頃 英國の 或る 優秀なる 土木 師は メソポタミア 開拓 案 を 起し 其 豫箅迄 も 調査した ので 

ある、 之に 伴 ひて ァ フ リカの 開發 完成す るに 至らば 新世界の 中心 は 必すパ レ スチナ 殊に エルサレムに 

落ちざる を 得ない、 かくて 【i 馬より 倫敦に 移りし 世界の 都 は 遂に また M ルサ レムに 移る であらう、 萬 

國を 支配す るに 最も 適當 なる 地位 は實に エルサレム である。 

故に キリ スト 再び 来りて 世界 王國を 建設し 耠ふ時 彼 は必す H ルサ レム に 降り 給 ふで あらう、 「其 日 

に は H ルサ レム の 前に 當 りて 東に ある 所の 橄麼 山の 上に 彼の 足 立たん」 (ゼ カリヤ 書 十四 章 四 節)、 「そ は 

律法 はシ オンより 出で M ホバ の 一一 一一 口 は H ルサレ ム より 出 づべ ければ なり」 (ィ ザャ書 ニ霜コ 一節〕。 (薛 井武 

筆記 〕 


基督 再臨の 證明 者と しての ュ ダャ人 

1 九 一 八 年 五月 五日 東京 祌田バ プチ スト 中央 會 堂に 於て 

基督 再臨の 如き は單 純なる 問題に して 一 囘 若く は 一 ー囘の 演説 を 以て 之を說 明し 盡す事 を 得べ しと 想 

像した る 者が © くないで あらう、 然しながら 余の 此 壇に 立つ 事前後 八囘 にして 嘗て ー度びも同じ15^^實 

を 繰 返さざる に尙ほ 語るべき 事 は 無限で ある、 旣に之 を 直接に 書に 訴へ义 或は 社會の 現狀に 或は 大 

其. 再臨の 證明 としての ユダヤ人  < 一七 


基ね 3 再臨 問題  < 1 六 

00OOO0  0C000O  おの づ 

に 分つ 事が 出来る、 而 して 陸半球の 中心 は倫敦 である、 米 大陸の 發見後 世界の 支配 權は 自ら 陸半球の 

中心に 移り 倫 敦は羅 馬に 代りて 世界的の 都」 肘と なった ので ある、 今や 倫敦は 世の中 心で ある、 商業 上 

に 於け る 勘お の 如き 皆 彼 地に 於て 決濟 せらる、 我國 所有の 正貨 幾 億 圓も其 大部分 は 之 を 彼 地に 貯藏す 

るので ある 0 

然 らば 世界の 中心 は 倫敦に 確定した ので ある 乎、 否 更に 新なる 地方の 世界に 加 はらんと する 者が あ 

る、 阿弗利加 大陸 卽ち 之で ある、 阿弗利加 は 近来に 至る 迄 一 の暗黑 大陸であった、 然れ ども 雨 來歐洲 

諸 國の相 競うて 其の 開拓に 力めし 結果 今や 歐洲 全土に 數倍 する 此 大陸 も 亦 漸く 新装して 出現 せんとし 

つ k ある、 玆に 於て か 偷敦は 最早 や 昔日の 如き 優勝の 地位 を 保つ 事が 出来ない、 况んゃ 更に 亜 細亞大 

睡諸國 の 參 加し 来る に 於て は 世界 の 中心 は 必す之 を 他に 求めざる を 得な いので ある、 知らす 世界 の 全 

地問發 せられて 到る 處 人類の 住所た るに 至る 時 其 中 心 は して 何處 にあるべき 乎、 萬國を 統治す る に 

適する 都 は 菜し て何處 にある ベ き 乎。 

此の世界 最後の 屮 心はパ レ スチナ を 措いて 他に 之 を 求む る 事が 出来ない、 パ レ スチナ は^ 界を 支配 

する 咽喉で ある、 今囘 の戰爭 に 於て 蘇士爭 奪の 重視 せられし 所以 も 亦 之が 爲 である、 而 して パレス チ 

ナの屮 心 は M ルサ レムに 在る、 故に H ルサ レムに 君臨せ すして 全世界 を 統治す る 事 は 出来ない、 エル 

サレ ムは 世界の 地理 學的 中心で ある、 かの 歐亜 大鐵 道の 計畫 (スぺ インより ジブ ラル タル を 潜り ァフ 

リカに 出で H ルサ レム を經て 印度に 至る) の 如き 遠から す事實 となって 現 はる i であらう、 而 して M 

ルサ レム の 地理 學的 中心た るの 地位 を 益々 明確なら しむる であらう、 其他パ レ スチナ 地方の 生產 力の 

大 なる 事 も 亦豫想 外で ある、 小 亞細亞 の 地 甚だ 髻： 饒 にして メソポタミア は 其れ 以上で ある、 若し チグ 


リス、 ュ ー フラ テス 兩 河畔の 沃野に して 昔時の 如き 麥 田と 化せん 乎、 其產額 計り 知るべからざる もの 

が あらう、 現に 近頃 英國の 或る 優秀なる 土木 師は メソ ボタ ミア 開拓 案 を 起し 其 豫算迄 も 調査した ので 

ある、 之に 伴 ひて ァ フ リカの 開發 完成す るに 至らば 新世界の 中心 は 必すパ レ スチナ 殊に エルサレムに 

落ちざる を 得ない、 かくて 羅 馬より 倫敦に 移りし 世界の 都 は 遂に また ュルサ レムに 移る であらう、 萬 

國を 支配す るに 最も 適當 なる 地位 は實に エルサレム である。 

故に キリ スト 再び 來り て 世界 王國を 建設し 給 ふ 時 彼 は必す H ルサ レム に 降り 給 ふで あらう、 「其 日 

に は エルサレム の 前に 當 りて 東に ある 所の 橄權 山の 上に 彼の 足 立たん」 (ゼ カリヤ 書 十四 章 四 節)、 「そ は 

律法 はシ才 ン より 出で ェ ホバ の 一一 一一 n は エルサレム より 出づ ベければ なり」 (ィザ ャ書ニ 章 三 節 )o  (薛 井武 

筆記 〕 


基督 再臨の 證明 者と して の ユダヤ人 

1 九 一 八 年 五月 五日 東京 祌田バ プチ ス ト 中央 會 堂に 於て 

基督 再臨の 如き は單 純なる 問題に して 一 囘 若く は ニ囘の 演說を 以て 之を說 明し 盡す事 を 得べ しと 想 

像した る 者が 龄く ないで あらう、 然しながら 余の 此 壇に 立つ 事前後 八囘 にして 嘗て 一 度び も 同じ 事實 

を 繰 返さざる に尙ほ 語るべき 事 は 無限で ある、 旣に之 を 直接に 架 書に 訴へ义 或は 社會の 現狀に 或は 大 

再臨の 證明ポ P としての ユダヤ人  八 一七 


基 © 再臨 問題  八 一 八 

然の 進化に 訴 へて 論す る 所 ありし が 今囘は 更に 世界 歷 おの 一 面より 窺 ひて 此 問題 を 研究 せんと 欲する 

ので ある、 若し 機會 あらば 哲學の 方面よりも 之 を 論す る 事 を 得べ く、 殊に 專ら 聖書に 據 らん 乎、 其 創 

記より して 數十 同、 其 ィザャ 書より して 一年間の 講演 を續 くに 足り、 エレ ミヤ 記 H ゼキ H ル書ダ 一一 

H ル書 ヨブ 記 等 を 以てせん に は 到底 時 足らす、 かの H ステ ル書 叉はル ッ記 等の 如き 人の 意外とす る 所 

の ものに 就て すら も 之 を 再臨の 光に 照して 多くの 有益なる 研究 を爲す 事が 出來 るので ある、 是に 於て 

厶 △ 厶厶 厶厶 厶<厶 A 厶<3厶 A 厶 ひつう A 厶厶 厶 ._1<"<1<1厶 厶 

か 余輩 は反對 者に 提議 せんと 欲する、 他な し 反對者 諸君 果して 何 かの 問題 を 提げ 一 月 初旬より 五月の 

終りに 至る 迄 少しも 與味を 減す る 事な くして 斯 種の 會 合を績 くる 事が 出来る 乎、 社會 改良 可な り國家 

救齊 可な り 若し 其れが 出來 ると 思 はば 乞 ふ 試みよ、 加 之； 冉 臨の 光 を 有せざる 人々 の 大缺點 は 聖書の 盡 

きざる 源より 生命の 水 を 掬む 事 を 知らざる にある、 彼等の 聖書 知識 は 極めて 淺薄 である、 其の 平常 自 

ら讀み 叉 は 引用す る 所の 聖句は 甚だ 狹き 範圍に 限られて 居る、 新約 中に ありても 例へば テサ a 一一  ケ前 

後書 コ サイ 書 H ぺソ書 又は 羅馬 書の 九 章 乃至 十 一 章 馬太傳 十三 章 廿四章 廿五章 及び 默示錄 の 如き は 

封 ぜられ たる 書な りと して 殆ど 之に 觸れ ない、 若し 舊 約に 入らん 乎、 全體 として は 之が 歷 史的 參考書 

たるの 價 値を認 むる に 過ぎす して 其の 我等の 日常生活に 如 3： 程の 關係 あるか を 知らない 者が 多い ので 

ある、 見よ 再臨 を 嘲る 雑誌に 聖書 を傳 ふる 事 幾許 ぞ、 一二の 聖句を 利用して 實は 自己の 論 を 進む るの 

み、 而 して 其 大部分 は 政治 經濟小 說叉は 小文學 者の 批評 等に 關 する 記事で ある、 然しながら 聖書 を以 

て 溢る & 者に はか.^ る餘裕 はない ので ある、 之れ 狹 きが 故で はない、 -大 問題に 就て 語るべき 事餘 りに 

多き が 故で ある、 再臨 問題 決して 狹 からす、 是は 維れ 聖書の 中心的 眞理 である、 從て 人生 問題 宇宙 問 

題の 中心的 眞理 である、 再臨の 光 を 以て 往く 所と して 知識の 寶 玉を發 見せざる はない、 此^^にも彼處 


にもで ある、 さながら 春 の^に 出で て 花 を 摘む が 如く 餘 りに 目樂 しくして 何れ を擇 ぶべき か を 辨へざ 

るが 如くで ある。 

余輩 は玆に キリス ト 再臨の 證明 者と して ュ ダャ人 を 提出 せんと 欲する、 之れ 或 人に は^だ 新ら しき 

題目で あらう、 ユダヤ人と 言へば ィ H スを產 み 又 之 を 十字架に Is けたる 人種に して 今 は 亡國の 民で あ 

る、 彼等に は 過去 ありて 未來 あるな しと は 多くの 人の ユダヤ人 觀 である、 ユダヤ人の 將來と 自己の 信 

仰と に 密接の 關係 ある 事 を 知る 者の 如き は 菜し て 幾人 あ る で あ らう 乎、 然しながら 再臨 の 信仰が 我等 

に 供 ふる 問題 中 ユダヤ人の 歷史 ほど 與味ぁ る もの は 無い ので ある、 之れ 實に 我等の 救扬に も 深き 關 

係 ある 問題で ある、 而 して 此 事に 關 する 聖書の 本文 は 極めて 多し と 雖も假 りに 其  一 ニを舉 ぐれば 

其 日 H ホバ は 高き 所に て 高き 所の 軍兵 を征め 地に て 地の 諸の 王 を 征め給 はん、 彼等 は 囚人が 阱に 

集めら る k 如く 集められて 獄中に 閉ざされ 多くの 日 を |M て 麦 刑 せらるべし、 かくて 萬 軍の M ホバ 、 

00OOOOOOO0CO0OC000C0O0O0000O00O0OO0O  ；; -。 

シ オンの 山 及び M ルサレ ム にて 統べ 治め 且 其の 長老た ちの 前に 榮光 あるべ ければ： =： は 面 あからみ 

曰 は恥ぢ て色變 るべ し (ィザ ャ書サ 四章サ 一 節 以下〕。 

其 日 汝等ィ スラ H ル の 子等よ、 M ホバ は 打ち落し たる 果を 集む る 如く 大河の 流より H ジ ブトの 川 

に 至る 迄汝を 一 つ 一 つに 集め 給 ふべ し、 其日大 なる ラッパ 鳴り ひ 5- き アツ スリャ の 地に さすら ひ 

,  …  ，  ,  OOOOOOOC  一  000OO00O000 

たる 者 H ジフト の 地に 追 ひ やられた る者來 りて H ルサ レム の聖き 山に て エホバ を拜 むべ し (ィザ 

ャ書サ 七 章 十二 節 以下〕。 

兄弟よ、 我れ 汝 等が 自己 を智 しとす る 事な からん 爲に此 奥義 を 知らざる を 欲ます、 卽ち 幾分の ィ 

スラ H ル の 頌硬は 異邦人の 數盈 つるに 至らん 時 迄な り、 而 して イスラ H ル の.^ || い 45-5^^.^1: 

isu 再 assis 明 W としての ュゲャ 人  八 一九 


基 6a! 臨 問題  八 二 〇 

ん、 錄 して 救 者はシ オンより 出で て ヤコ ブの不 虔を取 除かん、 又 其 罪 を赦す 時に 我が 彼等に 立て 

ん 所の 誓 は 此れな りと あるが 如し (羅お 書 十 一 章サ 五— サ七節 )o 

卽ち 知る 聖書 は イスラ H ルの 決して 亡ぶ る 事な く 遂に 神が 嘗て アブ ラ ハムに 賜 ひたる パレスチナの 地 

に 设歸し 再び エルサレム に 都 せん、 而 して 救 者 其 所に 臨み 親しく 彼等 を 統べ 治む るに 至らん と預霄 す 

るので ある、 ィザ ャが此 語を發 したる は 紀元前 凡そ 七 百年に して 今より 少く とも 二 千 六 百年 前で あつ 

た、 爾來今 曰に 至る 迄此 語の 預 一一 一一 C する 所 は 果して 消滅した る 乎 若く は 尙ほ實 現しつ & ある 乎、 若し 前 

者な らんに は 聖書 は價 値な き 書で ある、 然しながら 若し 後者な らんに は、 卽ち 預言者の 古く 預言した 

る 大事 實が今 日 我等の nn 前に 儼然とし て 存在す るなら ば そ は 驚くべき 事であって、 聖書が 大體に 於て 

文字通りに 歷 史的 事 實 として 見ら るべ き 事を敎 ふるもの である。 

現在の 獨逸 皇帝の 祖 フレデリック 大王と 其 侍醫チ ム メル マ ン との 間に 行 はれし 面白き 會 話が^に 傳 

へられて 居る、 大王 は ボル テ ー ルの 弟子に して ル ー テ ル敎 會に屬 すと 雖も 基督 敎に 冷淡なる 人で あつ 

た、 而 して チム メル マ ンは 恰も 秀吉に 於け るせ 呂利 新左衞 門の 如くに 大王に 仕へ たが 彼は蕃 き S 督信 

者であった、 或 時 大王 チ 翁に 問うて 曰く 「汝 今日 迄に 幾人 を 殺した る 乎」 と (後者 は醫 者な りしが 故 

である)、 答へ て 曰く 「決して 少數に 非す、 然れ ども 陛下に は 及ばす」 と (大王 は 七年戰 举を戰 ひし 

が 故で ある y 或 時 大王 又 問うて 曰く 「汝が 信す る 基督 敎の證 據何處 にある 乎」 と、 チ翁 直に 答へ て 

曰く 「陛下よ、 ユダヤ人！ ユダヤ人！」 と、 こ は 單にチ 翁の 頓智な りしの みならす 確に 深き 眞理で 

あった、 ユダヤ人 は實に 基督 敎の證 明で ある、 彼等 は弘く 全世界に 散布し 何れの 圃と雖 も ユダヤ人 を 

見ざる 所 はない、 而 して 彼等が 自己の 生命よりも 重し とする もの は 卽ち舊 約 聖書で ある、 舊 約の 一言 


かくしゅ  す 一? こしの いは ひ 

一 句 は 彼等に 依て 恪 守せられ ベ ンテ コ ステ逾 越 節 又は 割 禮等は 今に 至る 迄 悉く 實行 せらる、 而 して 彼 

OO0O0O0O00OOOO0O  0O00OO0O0 

等の 最大の 希望 は實に メシアの 出現で ある、 か-る 國 民が 前後 四千 年の 間 盛衰 興亡の 渦中に 立ちて 其 

OODDOOOOOO  0000O000O0000O0000000O000O0O0O0000 

堅固なる^ 在 を 失 はす、 ァ ッ シリア は 滅び ェ ジプト は 倒れ ギリ シ ャ羅馬 は 失せた るに 拘ら す獨り イス 

OODOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO  0OO000O0O00OO00CO 

ラ ェ ルの みは 今 尙ほ强 健なる 民族と して 繁榮し 其數干 二百 萬、 財權に 知識に 美術に 世界の 牛耳 を 握り 

00OO0OCO00O00OO0OO  00000OOOOOOOO0O000O  0  0  0  C  0  0 

大勢 力と してな 續 しつ k あるので ある、 斯の 如き 事實は 鬼して 3： 事 か を 語らざる 乎、 目 ある 者 は 

0  0  0  noooooooooooooo  ooooooooooooooooooooooooo 

るべ し、 若し 他に 奇 g0 なしと する も 此の 歷 史上の 一大事 實 こそ は 最も 驚歎すべき 大 奇蹟で はない 乎。 

ユダヤ人 は 其 人口に 比例して 偉人 を 輩出した る 事に 於て 世界 第 一 等の 人種で ある、 何れの 方面より 

する も ユダヤ人に 遭遇 せざるを得ない、 哲學に 於て は 最大 哲學 者の 一人た るス ピノ ー ザが ある、 彼 は 

チタ.，' *.テ 几 . ワイゼ 

純粹の ユダヤ人 である、 文學に 於て は レッシングの 傑作 『賢者 ナ タン』 の 主人公た るモ ー ゼス • メン 

デル スゾ ー ン あり、 叉 有名なる ハイネが ある、 ハイネ は獨 逸文 學中 最も 人心の 深 所に 觸れ たる ものに 

して 彼を以 -て獨 逸文 學に對 する ユダヤ人の 貢 獻は盡 きたりと 稱 せられて 居る、 音 樂に 於て はメ ン デル 

スゾ ー ン あり 义 ワグネルと 比肩すべき マ ィ H ルべ I ルが ある、 後者の 獨逸音 樂界を 風靡した る 頃ヮグ 

ネル 出で て 音 樂界ょ り ユダヤ人 を驅逐 せんと 欲し 國 王の 援助 を 得 て 大昔 樂堂を 作り 意氣 si 々 壞 に 上り 

し 所 其 第一 列に 立ちて バ ィ オリ ンを 執りし 一 一十 人 は 悉く ユダヤ人なる を發 見し 唯 呆然た るの 外な かつ 

たとい ふ、 其 他 新聞記者 として は倫敦 クイ ムスの 巴 里 駐在 通信員 プ C1 1. ヸッッ が ある、 彼 は 普佛戰 (f 

時の 大功 勞 者であった、 叉 一時 は 大英帝 國も其 宰相と して ユダヤ人 を 戴いた 事が あるので ある、 ビ 

1 コンス フィ ー ルド 卿卽ち 之れ である、 近頃 迄獨 逸の 宰相たり しべ ー ト マン. ホル H ッヒ氏 も 亦 ュ ダ 

ャ人 であると いふ、 更に 金融界に 至て は 口 ー トシ ルト あり 叉 シッフ が ある、 シッフ なかり せば 我 邦 は 

*<に^： 冉 臨の SMWtT としての ユダヤ人  < 二  I 


s  „if3 再- 1 sE  sa  八 ニニ 

露 國と戰 ふ 事が 屮 I 來 なかった ので ある (當 時の 日本 公債の 大部分に 應 募した る 者 は 彼であった、 後 我 

邦人 屮 ユダヤ人の 敵た る 舊露國 政府 を 謳歌す る 者 あ る を 聞く や 彼 は 怒 て 我 邦より 贈ら れし勳 章 を 返納 

したとの 事で ある)、 有名なる 慈善家 ヒル シも亦 ユダヤ人 である、 世に 慈善家 多し と雖も 彼の 如く 吝 

みなく 出捐した 者 はない。 

ユダヤ人 決して 無爲の 人種で はない、 獨 逸の 新聞紙の 多く は 彼等の 手中に ある、 露國の 革命 も赏は 

彼等の 手に 由て 行 はれた との 事で ある、 彼等の 金力 を 以てせん 乎、 全 パレスチナ を 購ふ事 も 困難で は 

ない、 彼等の 知識 を 以てせん 乎、 新たに 建設 せられん とする H ルサ レム 大學の 何れの 學 科に 就ても 世 

界 第一流の 學者を 網羅す る 事 は 容易で ある、 强 健なる 國民 は實に ユダヤ人 である、 而 して 斯の 如き 國 

民が ra: 千年の §1 幾多の： a 害に 耐 へて 今日 迄お 續し來 りしの みならす、 益々 繁榮 して 世界最大の 實カを 

掌握し つ」 ある 其祕訣 は何處 に 於て 在る ので ある 乎。 

之が 說明 として 或 人 は 健康 上の 理由 を擧 ぐる、 卽ち 割禮は 衛生上 甚だ 有益な りと いふ、 叉 ユダヤ人 

の 豚肉 を 食せ ざるの 1? が 彼等 をして 無病 長壽 ならしむ ると いふ、 然しながら 之 を ュ ダャ人 自身に 聞け 
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ば 理由 は 至て 明白で ある、 何ぞ、 曰く 奮 約 聖書の 恪守 である、 殊に メシアに 對 する 待望で ある， 彼等 

は 未來を 待ち！ んで 生く るの 民で ある、 彼等 は實に 夢想家 である、 然し な が ら此 熱烈 にして 遠大なる 

希望 を 懐けば こそ 彼等 は 四千 年の 迫害と 忠難 とに 打 勝ちて 今日に 至り 驚くべき 事業 を 成し遂げつ &ぁ 
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るので ある、 誰か待&^-の生活を以て無爲無能と做す者ぞ、 人の 生命 を 護り 强 むる 上に 於て 最も 有力 

なる もの は 其の 希^で ある、 而 して ユダヤ人の 歷史は 之が 爲に 最適の 實例 である。 

世に救主を待ち^11^!んで其生弁を續くる人種はー 一^ ある、 其 一 は ユダヤ人であって 其 一 一は クリス チヤ 


し 

ン である、 少く とも クリスチャン は爾か あるべき である、 ユダヤ人 は メシア を 待ち § で， む、 クリス チヤ 

ン は 一 度び 墓に 降りし 後 復活 昇天し て 再び 來る べき キリ ス トを 待ち むので ある、 然しながら キリ 

スト を 措いて 他に メシア あるな し、 故に 二者の えむ 所 は 畢竟 同一 である、 クリスチャンと は メシア 信 

者との 意で ある (クリスト は メシアの 希臘譯 なる に 注意せ よ)、 メシア を 待ち^ま すして クリス チヤ 

ンと稱 する 事が 出来ない、 然るに 自ら クリスチャンと 稱 して 却て キリストの 再臨 を 嘲る 者が ある、 彼 

等 は 言 ふ 「クリスチャン は 善事 を 行へば 足る、 何ぞ 徒らに 待ち望みて 砲 子 窓に 凭り か、 り 共 鼻 頭を扁 

平なら しむる を 要せん」 と (之れ 米國に 於け る 或る メソヂ スト 敎會 の神學 博士が 其テサ 口 一一  ケ 前書 fl 

義中に記したる文句でぁっ て再臨信者が窓際に佇立し天をのみ^115"みて活動を爲さざるを嘲るの言でぁ 

る)、 再臨の 希望 は 果して 人 をして 不活動なら しむる 乎、 メシア を 待ち望みて 世界 设大 事業 を 成就げ 

叉 現に 爲 しつ k ある 千 一 一 百 萬の ユダヤ人 は 何を證 明す る 乎、 一 千の 銀 を 受け取り 往 きて 貿易 を爲 さす 

して 地に 死藏 したる 僕 は 主の 歸り來 りし 時 「外の 幽暗に 逐 ひやら れ其處 にて 哀哭 切齒」 すべきで はな 

い 乎、 現に 單 純なる 冉 臨の 信仰 を 有する 平信徒の 顯 著なる 特徵は 其 事業 心の 勃興で はない 乎、 然り" S 

臨の 大 希望 を 抱く 者 は 其 日より 立ちて 主ィ H ス キリス トの 爲め大 活動 を爲 さざる を冯 ない ので ある、 

人 をして 正義の 爲の 活動家たら しむる もの は實に 再臨の 信仰で ある、 希望な き sn^ は 亡び 希^な き： S 

者は衰 ふ、 而 して 眠れる 信者と 敎 會を覺 ます 者に して 基督 再臨の 信仰の 如き はない ので ある。 (藤 井 

武 筆記) 
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ツル ー ベ ッコ ィ 公の 十字架 觀 

1 九 一 八 年 六月 十六 日 東京 祌田バ プチ スト 中央 堂に 於て 

ツル ー べッコ ィ 公と は 其 名の 示す が 如く 露國 人で ある、 而 して 露國 人中に は往々 にして 深遠なる 思 

想 を 抱く 者が ある、 加 之露國 人の 思想 は 東洋人 殊に 日本人の 心に 訴 ふる 所が 多い ので ある、 トルスト 

ィの 如き は 其 最も 好き 實例 である、 彼 は 日本に 於て 齢から ざる 弟子 を 有する のみなら す 彼れ に關 する 

研究 を 目的と する 雜 誌す らも 此國に 於て 發刊 せられて 居る ので ある、 其 他 ツル ゲネ ー フ、 ドスト エフ 

スキ， '等み な 日本人に 迎 へられつ k ある、 是れ 菜して 何故で ある 乎、 佛國人 曰く 「露 西亞 人の 皮 一 重 

を剝 がば 其 下に 亞細亞 人 を 見るべし」 と、 然り露 西 Ki 人 は歐羅 巴人に して 實は 亞細亞 人で ある、 彼等 

に は歐羅 巴人の 知識と 理性と が ある、 然し 乍ら 同時に 亦 彼等に は loi 細亞 人の 情 性が ある、 露西亞 人の 

思想が 日本人に 了解せられ 易き は 卽ち此 故で ある、 キリ ス トの 再臨に つき 最も 深き 印象 を 余に 與 へた 

る 者 も 同じく 露西亞 人た る ゥラジ ミ ー ル. ソロ， ヰ H フ であった。 

ツル. 1 ベ ッ コ ィも亦 其 大體の 精神に 於て トルストイ 若く はソ 口. ヰ H フと 類似した る 所が ある、 彼 も 

亦 西洋の 學者 にして 同時に 東洋の 詩人で ある、 故に 西洋人の 見ざる 眞理を 我等に 敎 ふるので ある、 而 

して 露 國の學 者に 就き 敬服すべき は 同 一 人に して 哲學 者たり 政治家たり 詩人たり 且 信仰 家た る 者 多き 


事是れ である、 斯の 如き は 西洋人 屮に 多く 見ざる 所で ある、 トルストイと ソ Q 年 H フとは 露 國の產 出 

したる 一 一大 哲學 者であった、 然し 乍ら 彼等 は 又 極めて 能く 社 N ぼの 事情に 精通し 或る 意味に 於て は大な 

る 政治家 若く は社會 改良 家であった、 而 して 更に 义 深き 信仰 家であった、 彼等に して 若し 歐 米に 生れ 

しなら ば 必すゃ 偉大なる 倚 道 者と して 共 名を馳 せた であらう、 然しながら 露 西 £ュ 人た る 彼等 は單に 一 

個の 深き 信仰 を 有する 文士と して 終った ので ある、 ツル ー ベ ッコィ も亦斯 種の 人で ある、 彼れ の 政治 

家た る 事 は 近頃の 過激派に 對 する 彼の 運動に 由て 知る 事が 屮 I 來る、 然も 彼の 論文に. 5 て 兑る時 は 彼 は 

同時に 哲學 者であって 又 深き 信仰 家で ある、 玆に糾 介 せんと 欲する 彼の 十字架 觀の 如き は 明白に 其 事 

を證 明す るので ある。 

十字架 は 基督 者の 信仰生活 を 代表す る 者で ある、 主ィ H スは敎 へて 曰 ひ 給うた、 「若し 我に 從 はん 

と 思 ふ 者 は 己 を 棄て其 十字架 を 負うて 我に 從へ」 と、 使徒 パゥロ は 叫んで 曰うた 「我れ ィ H ス キリス 

トと 彼れ の 十字架に 釘 けられし 事の 外 は 何 -をも 知る まじ」 と、 而 して 十字架と は 肉 を 足ドに 踏へ 之 

を 棄て之 を 去て 唯靈の 世界に のみ 生く る 事と 解 せらる、 卽ち肉 又は 此^ は靈の 敵で ある、 故に 靈を以 

て 肉 を 征服して 純粹な る靈的 人物と な ら ざる ベ か ら すと、 是 れ卽ち 普通 基督 者 の 十字架 觀 で あ る 。 

然るに ツル ー べッ. コィの 十字架 觀は 之と 趣 を 異にする、 彼 は 勿論 十字架の 歷 史的 意義 を 否む 者で は 

たい、 十字架 は 十字架で ある、 卽ち羅 馬 政府の 實 行した る 最も 殘 忍なる 刑罰に して ナザレの ィ H スの 

殺戮せられ たる 其處刑 方法であった、 故に 十字架と 基督 敎 との 間に は歷 史的に 最も 密接なる 關 係が あ 

る、 古來 十字架 は 基督 敎の 精神 を 代表す る表號 として 認められ たので ある、 而 して ツル ー ベ ッコィ は 

十字架に 關 する 此歷 史的 事 實を說 明し 去らん と 欲する 者で はない、 然しながら 彼 は 其 以外に 尙 或る 一 

ツル— ベ ッコィ 公の 十字 ffi;ig  <  二 五 
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の 意義 を 十字架 に 於 て 認む る 者で あ る 、 十字架 は 唯に 其歷 史的 事實を 示す の み ならす 又 人生 及び 萬 物 

に關 する 深き 眞理を 表 はす ものなる 事 を 彼 は 指摘す るので ある。 

十字架 は 縱橫ニ 本の 棒の 交叉に 由て 成る、 而 して 其 横木の 表す もの は 何ぞ、 曰く 「地」 である、 其 

縱 木の 表す もの は 何ぞ、 曰く 「天」 である、 天なる 縱 木が 地なる 横木 を 貫きて 之 を 上に 携へ 昇らん と 

する 所に 十字架の 意義が ある ので あると、 是れッ 公の 十字架 觀 の 根本 概念で ある。 

其の 所謂 「地」 に 霧す る 者に 我等の 肉體が ある、 社會が ある、 文明が ある、 其の 所謂 「天」 に 場す 

る 者に 信仰が ある、 渴 仰が ある、 而 して 人の 宗敎は 二者の 何れ かに 屬 する ものである.， 基 #敎 以前 

の 宗敎は 概ね 自然 敎 にして 「地」 に關 する 者であった、 卽ち此 世 を 改善し 社 を開發 せんとす る 現世 

主義 地 的 本位の 宗敎 であった、 希隨 祈：： 學は其 代表者で ある、 我國に 於て 重んぜら る K 儒敎の 如き も 亦 

之に 嵐す る、 ュ E 圃平 天下 は 其 目的で あつたので ある、 儒敎は 空想 を說 かすと いふ、 是れ 其の 現世 主義 

なる が 故に 外なら ない、 然し 乍ら 之に 對 して 又 全然 「天」 的なる 思想が あった、 印度 宗敎は 其の 代表 

者で ある、 卽ち肉 叉 は 此世を 以て 靈の 敵と 見て 之と 戰ひ 之に 打ち勝ち 之 を 征服し 之 を 除却して 唯 だ 一 

直線に 天に 向って 進まん とする の 思想で ある、 「地」 的に 非 すん ば 「天」 的、 純 肉的に 非 すん ば純靈 

的、 肉の 外 何事 を も 念 はざる 世の 所謂 英雄 豪傑と 靈の外 何事 を も 念 はざる 所謂 遁世 脫 俗の 聖人 君子、 

彼か此 か、 古来 人類の 思想 は此 二者の 中の 一 を 出でなかった ので ある。 ^ 

然るに ツル ー ベ ッコィ 曰く 二者 共に 誤 まれり、 人生 横 を 以て 盡 きす 叉 縱 のみ を 以て 足らす、 政治 經 

濟殖產 興業 は 人生 の 目的で はない、 然れ ども 此世 を棄 てて 純粹な る 靈的 生活 の み を營む 事が 人生 で は 

ない、 祌の此 地 を 造り 給 ひし は 之を棄 てんが 爲 めに 非す して 之 を 天國と 化せん が爲 めで ある、 故に 肉 


^ ^ .J j すべ^に 非す 靈 を 以て 之 を靈 化す べきで ある、 肉 を 代表す る 横木 を？ 只 くに 靈を 代表す る 縱 

. ^ト以 てしたる 十字架 は 卽ち此 眞哩を 示す ものである、 横木の み を 以て 十字架 を 成さす、 縱木 のみ を 
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71； て も じく 七 字 架 を 成さない、 靈 なる 縱木 ありて 肉なる 横木 を 地より 天に 擧 げんと する 所に めて 
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十字架の 意義が ある、 而 して 此 交叉 點に 於て ィ H ス キリ スト は碟 殺せられ 給うた ので あると ツル ー 

べッコ ィ 公の 十字架 觀は 此の 如き 者で ある、 而 して 此說明 は 極めて 深き 眞理を 語る ものと 謂 はざる を 

得ない。 

キリ スト は 何故に 十字架に 釘 けられ 給うた ので ある 乎、 彼 は 祌の心 を 心と して 同時に 此地を 棄て給 

は ざり しが 故で ある、 此の 物質的 世界 を 彼の 雙 手に 抱きて 之 を 天 國に携 へんと し 給 ひしが 故で ある、 

家庭 も 社會も 政治 も 產業も 悉く 之 を祌に 獸げ給 ひしが 故で ある、 彼に して 若し 希 職 思想に 於て 見る が 

如く 現世 叉 は 肉體の 幸福の み を 念と し 給 はん 乎、 社 會は必 す や 喝采 を 以て 彼 を歡迎 したで あらう、 叉 

彼に して 若し 印度 哲學に 於て 見る が 如く 獨り 自己の 靈的 生活の み を 維持し 現世 及び 肉體と 全然 離 絶し 

給 はん 乎、 社 會は彼 を 聖者と 呼び 哲人と 稱 して 尊敬した であらう、 而 して 十字架 は 決して 彼 を 兒舞は 

なかった であらう、 然しながら ィ H ス キリ ストに 在て は 人生の 凡てが 神に 由て 露 化せられ 聖 化せら る 

べきであった、 而 して 是れ實 に此 世の 容す能 はざる 所であった、 玆に 於て か 印度 宗敎 义 は 希 職 祈" 學 の 

笞て 遭遇せ ざり し 十字架 は獨り 彼れ ィヱ ス キリストの 運命と なった ので ある、 基 信敎の 基督 敎 たる 所 

以、 其の 凡ての 他の 宗敎と 異な る 所以 は此處 にある ので ある。 

再臨の 信仰 も 畢竟す るに 此 思想に 外なら ない、 反對者 或は 曰く キリスト は 其 肉體を 以て .冉 び 天より 

降る とい ふが 如き は 迷信で あると、 余輩 も 亦 爾か霄 ふで あらう、 誰が 此 講壇の 上より 斯の 如き- 杵臨說 
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へ.^1^-、 余輩の 唱導す る. 科 臨 は 純 物質的の 思想で はない、 靈 化せられ たる 體を 以て 復活 昇天し 給 

ひし キリスト が 再び 其 靈體を 以 て 來り給 ふと 云 ふので ある、 而 して キリストの 復活 は 信者の 復活 の 初 

穗 である、 再臨 ありて 凡ての 信者 は 亦 彼の 如くに 其 肉 體を靈 化せ しめらる i ので ある、 而 して 信者の 

}a 活は萬 物の 復興の 初穗 である、 再臨 ありて 萬 物 も亦靈 化せ しめらる、 ので ある、 故に 再臨 は 叉純靈 

的 思想で はない、 肉 を 離れて 靈 のみ 昇天す るので はない、 ィ H スの 變貌を 以て 示されし が 如く 肉體の 

靈化 である、 此 世の 聖 化で ある、 宇宙 萬 物が キリストの 榮光を 被りて 天國と 化する ので ある、 十字架" 

一 仪活、 昇天、 再臨 等 基督 敎の 根本的 眞理 は皆此 思想の 上に 立つ ので ある。 

肉の みに 非す 叉靈 のみに 非す、 靈を 以て 肉を聖 化する 事、 是れ 基督 敎 の. 福音で ある、 而 して 是れ十 

字 架な くして 實 現し 得る 事で はない、 靈の來 りて 肉 を 抱かん とする ゃ必す 十字架 を 伴 ふ、 故に 十字架 

は 凡ての 基督 者の 負 はざる ベから ざる 所で ある、 基督 者 は 自己 一 人の 救拯を 以て 滿足 する 事が S 來な 

い、 彼に して 若し 周 園 を 顧みる 事な く獨り 天國に 人らん と 欲せば 卽ち唯 平和 あるの みで ある、 然れど 

0000000000000000009  0,  Co- つ- 0IOO. 9-0、 

も 幅 音 は 之 を 許さない、 福音の 性質 は 縱木を 以て 横木 を 貫き 之を携 へて 天に 昇る に 在る 基督 者は此 

世の 不信者の 間に 入り 自ら 血 を 流して 彼等 を 天に 携へ往 かなければ ならない、 家庭 

と 社 會と國 家との 一切 を 携へ往 かなければ ならない、 而 して 此 所に 必然 十字架 は實 

現す るので ある、 十字架 は靈と 肉との 交叉で ある、 靈を 以て 肉を聖 化すべき 唯一 の 

途 である、 主ィ H ス キリスト 此途を 取りて 全世界 を 救 ひ 給うた、 我等 も 亦 彼に 做う 

て 此途を 取らなければ ならない、 ツル ー べッコ ィ 公の 十字架 觀は實 に 福音の 根 本義 

を 明かなら しむる ものである、 實に 深い 貴い 思想で ある。 


Cross  Vertical  Bar. 


縱 木 


十字架 


+ 


横に 廣き地 を表號 する、 殖産、 工業、 社會、 政治、 及び 地と 人と に 係 はる 

思想 は 凡て 地に 屬る 者であって 横木 を 以て 表號 せらる、 支那の 儒敎、 > ^臘 

の哲學 は是れ である。  ， 

縦に 高き 天 を表號 する、 靈、 神、 天、 來世、 永生、 及び 神と 灭 と. おとに 係 

はる 凡の 思想 は 天に 屬る 者であって 縱木を 以て 表號 せらる、 世 を 離れて 天 

に歸 り、 肉に 死して 靈に 生く ると 稱 する 修養の 道 は 凡て 是れ である。 

縦に 高き 天が 橫に廣 き 地 を 貫きて 之 を 上に 擧 げんと する 者、 是れが 十字架 

である、 基督の 福音 は 十字架で ある、 彼 は縱木 横木の 交叉 點 たる， ~- 印に 於 

て 釘 けられた ので ある。 G.i 井武 筆記) ) 


身 


の 救 


九 一八 年 一 月 十三 日 柏木 gi}: 書 講堂に 於て 


我等 も亦自 から 心の中に 欽 きて (祌 の〕 子と 成らん こと >  卽ち身 體の救 はれん こと を俟っ (羅馬 書 八 章廿三 節」。 

我等の 國は 天に 赏 在す. 我等 は 救 主の 其 虔ょリ 來るを 待つ、 卽ち イエスキリストな り， 彼 は 萬 物 を 已に從 はせ 

得る 力に 由て 我等が 卑しき 體を化 へ て 其の 榮 光の 體に 象ら しむべし (徘立 比 書 三 章サ， 廿 1 節)。 

教  、二 九  ， 


身 0 


再 iaraas  八 三 〇 

美 はしき 語で ある、 而 して 多くの 信者 は 好ん で 之 を 誦す るので ある、 然し 乍ら 彼等 は 果して 此 語 の 

意味 を 解して 居る 乎、 之 を 信じて 而 して 愛誦す るので ある 乎、 抑 も 其の 美 はしき は 何故で ある 乎、 蓋 

0  0  (-  0  0  0  0 ゥ 0  0  0  0  0 つ- 0  0  0  0  0  0  0  0  ぁづ .？> 

し 驚く ベ き 眞理が 其 中に 含ま れて 居る からで あ る 、 神 の 恩 惠に與 るに 非 ざれ ば 解す ベから ざる 極めて 

深遠 なる 眞现が 其 中に 含まれて 居る ので ある、 之 を 其 字義 通りに 解して 以て 自己の 信仰の 基礎と 爲す 

は 信者に 取て 最も 重要なる 事で ある。 

凡そ パゥ 。の 文體の 常と して 一 も 贅言 駄句 ある を 見ない、 此 語に 於ても 亦 さう である、 彼 は 先づ曰 

うた 「我等の 國 (叉 は 市民 權) は 天に 實 在す」 と、 自己の 國籍を 重んじ 我が 市民 權は之 を； n 木に 於て 

或は 英國に 於て 保有す、 我が 安全 幸福 は 凡て 此國 に繁 るので あると は 今日 文明 國 人の 常に 唱 ふる 所 

である、 昔時の ピリ ピ巿に 於ても 亦 111： 様であった、 殊に 此市 は羅 馬の 植民地に して 異邦人 中羅 馬の 市 

民權を 有す る 者 を 移植し て 屯田 制度 を 布き たる ものなる が 故に 彼等 は 常に 豪語し て 曰うた の で あ る 、 

「我 は此 地の 土着 人に 非す、 我が 市民 權は 海の 彼岸 羅 馬の 地に 在り」 と、 是れ實 に 彼等が 衷心の 誇り 

であった、 而 して バウ a は 幾度び か斯 かる 言 を ピリ ピ 人の 口より 聞いた であらう、 否 バウ C 彼 自身 も 

亦羅 馬の 市民 權を 有する 一 人であった、 然るに も拘 はらす 彼 は 彼等と 相對 して 言うた ので ある、 r 汝 

等の 市民 權は 海の 彼岸に あり、 然れ ども 我等 基督 信者の 市民 權は 彼方 天に 於て 實 在す」 と、 卽ち之 を 

當 時の 語と 對 照して 最も 能く 其の 强さを 知る 事が 出来る。 

而 して 初代 信者の 信仰 は實に 之であった、 彼等 は 自己の 一切の 利害 關 係の 檠る處 を 天に 於て 有った 

ので ある、 「我等の 國は 彼處に 在り」 と 彼等 は 天 を 指して 明ね に斷 言した ので ある、 此信 仰に 全く 弊 

害 を 伴 はな か つたので はない、 然し 乍ら 此 信仰 あ るに 由て 彼等の 人生観 は 最も 非 俗 的 非 現世 的と なつ 


ooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooo 

た、 彼等 をして 此 世と 斷絕 せしめ 富 も權カ も寸毫 彼等の 心に 評へ ざるに 至らし めしもの は此 信仰で あ 

0  0  C0000O0000O0000O0000000000O00000000O000OOO 

つた、 彼等 をして 奴隸 たると 主人た るとの^ なく 貧富 男女の 差训 なく 凡て 主に ありて 相愛す る 兄弟 姉 

C0OOCO0O0OOO00OO 

妹たら しめし もの は此 信仰であった。 

然るに 現代人の 信仰 は 如何、 現代の 基督 信者 必す しも 天の 第 を 思 はざる に 非す、 然れ ども 彼等 は畢 

竞半： 大半 地 的で ある、 恰も 商人が 甲乙 兩 銀行に 其 財 を 託する が 如く 此方に して 破産 せん 乎尙ほ 彼方の 

ある あり 以 て 其の 心 を 安ん する の 類で ある、 斯の 如くに して 不徹底なら ざらん と 欲する も 能 はない、 

宠に 不徹底 は 現代 信者の 一大 特徴で ある、 彼等の 來世觀 は 甚だ 瞹昧 である、 彼等の 現世に 期待す る 所 

は 甚だ 多く ある、 彼等 は國 人に 愛國 者と して 迎 へられん とする、 社會 事業 を 擧げて 世人の 讚 辭に與 か 

らんと する、 彼等 は 此^と 共に 進化 せんとす る、 故に 希望 を 此^に 繁ぎ、 此^の 市民た る を 以て 大な 

る特權 なりと 信す る、 熱 くもなく 冷たく もな く 不徹底 極まる 者に して 現代の 基督 者の 如き はない、 

此 時に 當りパ ゥ a 其 他 初代 信者と 共に 自己の イン テ レスト (利{1^0 を 悉く 彼處に 移し 憚らす して 「我 

等. の國は 天に 在り」 と斷 言し 得る 者 は Ei- して W 人で ある 乎。 

然し 乍ら 斯く 言へば とて 我等に 取て 植民地の 如き 此 世と 天の 市民た る 我等との 間に 全然 何等の 關係 

も 無い と 言 ふので はない、 此^の 主 權者は 植民地 を 治めん が爲に 自ら 首都 を 去って 其 他に 到る 事無し 

と雖も 我等の 救 主 は 我等の 本闺 より 此 地に 來り臨 むので ある、 救 主と は 誰ぞ、 ィ H スキ リストで ある、 

我等 はん f や 彼の 来る を 待ち^む、 此 世に 於け る 我等の 生涯 は 無意味の ものに 非す、 是れ實 に 犬なる 待 

0  0  0  0 

玉の 生涯で ある、  . 

然り 我等の 生涯 は 待望の 生涯で ある、 バウ a 始め 新約聖書 記者 等 は 皆 斯く敎 ふるので ある、 我等の 

身 體の救  八 三 一 


< 三 二 

救扬は 決して 旣に 完成した ので はない、 人 或は 救扬 又は 救濟と 一一 一一 II ひて 單に惡 行者 を眞 人間と 化せし む 

るが 如き 事實を 意味す る、 而 して 曰 ふ 我 は 救 はれたり と、 或は 更に 他人 を も 救 はんと 欲すと、 然し 乍 

らパゥ 口に 在りて は 救扬と はか k る 小 問題の 謂ではなかった、 救 扬とは 何ぞ、 曰く 靈魂 と共にす る 身 

體の 救で ある、 

た 此 等の ものの みならす 聖靈の 初めて 結べる 實を 有て る 我等 も 自ら 心の中に 歎きて 子と 成らん 

事卽ち 我等の 身 體の救 はれん 事 を俟っ (罹 馬 書 八 章サ三 節 )o 

唯に 靈を救 はる k のみなら す 進んで 身 體をも 救 はる 、事で ある、 卽ち靈 に 降りし 覺 かなる 恩 が 更に 

身體に 及びて 之 を 朽ちざる 聖 きものと 化せし め、 自由なる 靈が眞 理を行 ふに 何の 故障な き 機關と 成ら 

しむる 事 之れ である、 靈の 最も 深き 欲求 を 十分に 發展 せしめ 且 之を爲 すに 由て 窮 なき 歡喜を 感ぜし む 

る 所の 自由にして 完全なる 身體 たらしむ る 事 之れ である、 換言すれば 此 「卑しき 體を 化へ て キリスト 

の榮 光の 體に 象らし むる」 事 之れ である、 是に 至りて 我等 は 始めて 神に 肖た る 者と なり (約 翰 第一 書； 一 一 

章 二 節)、 眞の 意味に 於ての 祌の 子と 成る ので ある、 M: 疋れ卽 ち救扬 である、 而 して 萬 物 を 創造し 且之 

を 支配す るの 力 を 有する ィ H ス キリストが 天より 來 りて 此 事を赏 現し 給 ふので ある、 其 時 迄 我等の 救 

扬-は 完成し ない、 我等 は 今 は靈の 質卽ち 見本 を 受けた るの み、 時 到らば 祌は此 1  貝に 從 ひて 凡ての 約束 

を充 たし 給 ふ、 我等 は 今 正に 其 時 を 待ち Sif 一む ので あると、 バウ E1 の 救 扱 觀は實 に斯の 如き もので あ 

つた 0 

近代 人 はか k る 說を閒 いて 必すゃ 笑うて 言 ふで あらう、 是れ 紳士 淑女の 知識階級に 通 川せ ざる 論で 

ある、 身體の 救に 何ぞ キリスト を 要せむ、 醫者を 以て 足る と、 然し 乍ら 使徒 バウ 口 は 雨う 信じな かつ 


た、 其 他の 新約 §£lm 記者 等 も 亦爾ぅ 信じなかった、 而 して 凡て 眞 正なる 基督 信者 は キリストに 因る-:^ 

體の救 ひ 以ドを 以て 滿 足しない ので ある、 何と なれば 彼等 は 其の 靈の 欲求 を 達成 せんが 爲に身 體の不 

完全 を 痛感す るからで ある、 不十分なる 健康 は 善 を 行 ふに からざる 障碍た る を 病お は 知る、 破拟し 

たる 樂器は 音 樂{豕 をして 大 なる 苦痛 を 感ぜし む、 我等の 不完全なる 身 體も亦 到底 靈 のび- 1 に應 する に 足 

らな いの で あ る 、 信者 は 過去 を 顧み て 自己の 進歩 を認 むと 雖も 之を繼 綾す る * 尙 ほ 五 ト年 百年に し て 

* して 如何なる 境地 迄 到達し 得る 乎、 此身體 にして ー變 せざる 限り は畢竞 五十歩百歩 のみ、 現在に 比 

OOOO0OOC:  ooocc-coooooof-ooooc-ccoooooc-ooooc-oooooc- 

して 全く 性質 を 異にする 完全なる 务體 を賦與 せらる、 時 始めて 眞 の發展 あり 眞の自 .S が あるので ある" 

我等 は 皆 か k る 超 人た らん 事 を 希 ふので ある。 

而 して 聖書 は敎 へて 曰 ふ 救主ィ H ス キリ スト 来りて 此 事を實 現せむ と、 斯くて こそ 宗敎は 力 ある-: 示 

敎 となる ので ある、 イエスキリスト は 唯に 我等の 心 を 潔め 給 ひしの みならす、 時 到らば 再び 来りて 此 

の 卑しき 身體を も其榮 光の 體に 象らし め 給 ふと 知って 我等 は 最早 や 卑しき 行爲に 安ん する 事が 出來な 

いので ある、 基督 信者の 善行 は此 希望より 來 るので ある、 人 或は 曰 はん バウ 口、 斯く唱 へて より 旣に干 

九 百年なる も キリスト は 未だ 來ら ざるに 非す や， 其 時の 到來は ra^ して 何時で ある 乎と、 然し 乍ら 信じ 

©9©©©®^„^®©®®®0®  みやけ  ひに すら 

て 待つ は 子た る 者の 特權 である、 好き 土 產を携 へて 歸り來 らんとの 父の 一 言 を 信じて 兒は 只管に 待ち 

む、 玆に言 ふべ からざる 福が ある、 信す る 者が 天父の 約 の 實現を 待つ が 爲には 干 年 二 干 年 或は 一 

萬 年と 雖も 永から す、 待び lil 其 事が 犬なる 喜びで ある、 やがて 思 はざる の時盜 人の 如くに 彼は歸 り來ら 

む、 故に 卑しき 行 爲を棄 てて 犬なる 希^の 中に 善行 を 力む >  是れ が眞. rij なる 基督 信者の 生活で ある。 

初代の 信者 互に 相 睦む事 篤 かりし は 何故で ある 乎、 之れ：^ して 「汝等 和 愛すべし」 との 誡 言に 由る 


s^t "再臨 SM 題  八 一一 一 0 

のみではなかった、 其の！ S1? 共に したる 事に 由る ので ある、 故國を 去る 事 遠き 異境に 在りて 

"衡 同國 人と 相 見えん 乎、 共 懐かし さ 一一 百 ひ 難き ものが ある、 蓋し 其國を 共に する の 一 事が 彼等 をして 

互に 近づかし むる ので ある、 信者 は此 地に 在りて 互に 其國を 共に し 叉 其， 望 を 共に す、 國は何 處ぞ. 彼 

； ^天 i」 於て ある、 望 は 何 ぞ、. 救 主 キリスト； 冉 び其處 より 来りて 此 卑しき 身體に 代へ 御自身の 復活 體に 

き  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  (-  0  0  0  0  0  0  0  C-  0  P  0  0  0  0  ,c にな 

似た る榮 光の 體を 被せ 給 ふので ある、 信者 皆 均しく 此國籍 を 有し 此 希望 を 有して 相愛せ ざらん と 欲す 

1||:§&|<"|0|£#-の^|1れぁ，？、 愛せよ と 言 ひて 愛する 能 はす、 望むべき 大 

な マれ 賜ビ與 へられて 愛 は 自ら 湧き 來る、 之 を 評して 實利 主義と 言 はば 言 ふべ し、 然れ ども 斯く言 ふ 者 

自身が 決して 此 法則より 漏る k 事が 出来ない ので ある。 

信者 は 旣に救 はれた る狀 態に 在る と 思 ふは大 なる. k 謬で ある、 旣に救 はれた るに 非す、 更に 犬なる 

救 を 待ち望みつ ト あるので ある、 靈の救 扬に加 ふるに 身體 の救扬 ありて 始めて 完全に 救 はる i ので あ 

る、 我等 は 犬なる 待望の 中に 在る、 故に 又 潔き 待ば 1- 的 生涯 を 送るべき である。 

靈の救 ひ は 旣に此 世に 於て 始まった、 而 して 来世に 於て 身 體の救 ひが 行 はる、 ので ある、 人格 は靈 

と體 とより 成る、 靈と體 と 雨ながら 救 はれて 救 ひ は 完成 せらる、 ので ある。 (藤 井武 筆記し 


復活と 再臨 


イエス は 復活し 給 ふた、 彼 は靈に 於ての みならす 體に 於て 復活し 給 ふた、 ァリ マテヤの ヨセフが 彼 

に 供し まつりし 墓 は 空虚と なった、 基督 敎は此 事實の 上に 起った 宗敎 である、 キリストの 復活、 卽ち 

彼の 體の 復活 を 否定して 基督 敎は 其土臺 から 崩れる ので ある、 卽ち バウ n の 言 ひしが 如しで ある， 

若し 死より 甦る ことなくば キリ ス トも亦 甦ら ざり しならん、 キリス ト 若し gll らざ りしなら ば 我等 

の 宣る所 徒然、 叉汝 等の 信仰 も 徒然 からん (哥林 多 前書 十五 章 十三. 十四 節)、 

若し 死し 者 甦る 事な くば 祌 キリスト を^ら しむる ことな かるべし、 若し 死し 者輕る 事な くば キリ 

スト も聽る こと 無り しならん、 若し キリスト 甦ら ざり しなら ば汝 等の 信仰 は 徒然、 汝 等は尙 罪に 

居らん (， 同 十五 * 十六. 十七 節)、 

キリストの 復活な くして (而 して 復活と 云へば 身體の 復活と 云 ふので ある、 キリストに 在りて 靈 魂の 

復活す る 必要はなかった ので ある)、 …… キリストの 復活な くして 使徒 等の 唱 へし 福 昔な く、 亦 基督 

信者の 信仰 はない ので ある、 復活 拔 きの 基督 敎は 基督 敎 ではたい、 パゥ a は 他の 使徒 等と 共に 此事を 

明白に 鼓に 記述して 居る ので ある。 

キリスト は 其 身體を 以て 復活し 給 ふた、 而 して 其 復活 體を 以て 今尙 存在し 給 ふと は 聖書の 亦 明に 示 

す 所で ある、 彼 は榮光 化された る 人の 身體を 以て 父の 許に 還り 給 ふたので ある、 而 して 時 到れば 其 身 

體を 以て W び 現 はれ 給 ふと は 是れ亦 聖書の 明かに 示す 所で ある、 基督 敎の 奥義 は此に 在る ので ある、 

キリスト は 其 復活に 由て 朽 ざる 人と 成り 給 ひて、 彼が 其 復活 體を 以て 再び 現 はれ 給 ふ 時に 同質の 身體 

を 彼 を 信す る 者に 賦與し 給 ふと は 新約聖書が 明かに 示す 所で ある。 

死より 甦りし 者が 再び 現 はると 云 ふので ある、 キリストが- 冉び 生れ 給 ふと 云 ふので はない、 ナザレ 
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のィ H スが朽 ざる ダ體を 以て 再び 來 ると 云 ふので ある、 キリストの 再臨 を 嘲け る 者 は 聖書 を 知らす し 

て此明白たーる一?^^を爲し得なぃのでぁる、 キリストの 再臨 は 復活せ る (身體 に 於て) キリストの 再臨 

叉 は 再現で ある、 是れ 怪しむ に 足りない 事で ある、 復活せ る キリスト は 十日の 間 幾度と なく 弟子に 

現 はれ 給 ふたので ある、 其 如く 彼 は 最後に すべての 人に 現 はれ 給 ふべ しと 云 ふので ある。 

故に 再臨 問題 は 復活 問題に 懸 るので ある、 復活 を 信じ 得る 者 は 再臨 を 信す るに 何等の 困難 を も 感じ 

ない ので ある、 そ は 今旣に 復活 體を 以て 在る 者が 再び 同體を 以て 現 はるべし と 云 ふに 3： の 不思議 もな 

いからで ある、 故にす ベて キリ ストの 復活 を 信す る 者 は 疑 はすして 彼の 再臨 を 信すべき である。 

然るに 事 實は如 可に と 問 ふに、 復活 を 信す ると 稱 する 多くの 信者 等 は. 冉臨は 之 を 信じない ので ある. 

否な、 信ぜざる に 止まらす 之に 反對 する ので ある、 然れ ども 是れ 最も 不合理なる 反對 である、 然れど 

も 余輩 は 1 つて 思 ふ 彼等 果して 復活 を 信す るので ある 乎と、 彼等 再臨の 反 對者等 は 果して ァリ マテヤ 

の ヨセフ の 墓より ィ ヱ ス の 身體の 出し 事 を 信す る 乎、 余輩 は 犬に 疑 ひなき 能 はすで ある、 彼等 はィ ェ 

スは 死に 由て 肉的 狀 態より 脫 して 靈的狀 熊に 入れり と說 く、 然れ ども 是れィ H スに 限らす 人た る 者の 

何人も 死に 由て 入る 所の 狀態 である、 死 は 或る 意味に 於て 何人に 取りても 靈化 である、 而 して 復活 も 

し靈 化であるなら ば、 特 刖にィ H スの 復活 を說く 必要 はない ので ある、 靈 化の 意味に 於て ならば 釋 =1 

も 孔子 もソ クラ テ スも、 ゲ ー テもシ H 1 ク スピ ャも ダンテ も、 然 りすべ て 死せ る 人 は 復活した ので あ 

、  -ふ  はじめ 

る、 若し 雨うならば 「キリスト 死より 甦りて 寢 りたる 者の 復 生の 首と なれり」 と 云 ひて 何の 意味 を も 

爲 さない ので ある ハ哥林 多 前書 十五 章 二十 節ヽ 然し 乍ら 聖書の 明かに 示す 所に 由れば ィ ェ スの 甦り は單 

に靈 化ではなかった ので ある、 彼の か體の りであった ので ある、 四 福音書 中 最も 歷 史的な りと 稱せ 


らる& 路加 傅の 記者 は 其 第一 一十 四 章 三十 六 節 以下に 於て 左の 如くに 錄 して 居る， 

此事を 語れる 時ィ H ス 自ら 其 中に 立ちて 曰 ひける は 汝等安 かれと、 彼等 展き 灌れて 彼等が 見る 所 

の 者を靈 ならん と 思へ り、 イエス HI ひける は汝 等： r ぞ駭 くや、 何ぞ 心に 疑 ふや、 我 手 我 足 を 見よ- 

而 して 我なる を 知れ、 我 を 摸て 視ょ、 靈は 我が 在る を汝 等が 今 見る 如く 肉と <H と を 有せざる 也、 

斯く曰 ひて 其 手足 を 示せし に 彼等 喜べ ども 猶ほ 信ぜす 異 める 時に ィ ヱ ス玆に 食物 ある 乎と n ひけ 

れば灸 たる 魚と 蜜 房と を與 ふ、 彼れ 之 を 取りて 其 前に 食せ り 

と、 又 キリ ストの 再臨に 就て は 甚だ 冷淡な りと 稱 せらる- - 約翰俾 記者 は 其 第一 一十 章 第一 一十 六 節 以ドに 

於て 彼 (キリスト) の 復活 體に 就て 左の 如くに 錄 して 居る、 

八 n を 經て後 また 弟子 等 室の 內に 在りけ るが ト マ スも 彼等と 共に 在り 鬥を 閉ぢ たるに 拘 はらす ィ 

ェ ス來 りて 其 中に 立ちて 曰 ひける に 汝等安 かれと、 遂に トマ スにロ ひける は 汝の指 を此に W ベ て 

我^ を よ、 又 汝の手 を 仲べ て 我 脅に 刺せよ、 信ぜざる 勿れ 信ぜよ と、 トマス 答へ て 彼に 口 ひけ 

る は 我 主よ 我 神よ と、 イエス 彼に 曰 ひける は汝、 我 を 見し に 由り て 信す、 見す して 信す る は 

II なり 

と、 福 昔 記者 等の 是 等の 言に 由り てィ H スの 復活の 何で ある 乎が 明かで ある、 是れ 單に靈 化で はな か 

つた、 明かに 身體の 復活せ し 者であった、 福音 記者 等の 明白なる 記事に 由れば イエス は 人類の 扉の た 

めに 刺されし 其 傷の 痕を 以て (實に 名譽の 傷痕で ある) 復活し 叉 昇天し 給 ふたので ある。 

是れ 勿論 肉 情の 人に 取りて は 信す るに 茶 だ 難き 事で ある， 然し 乍ら 是れ 聖書の 明かに 記す 所で あつ 

て 使徒 等 の ^く 信ぜ し 所. 又 彼等の 傳 へし 福音 の據て 立ちし 所の 根 本義 で あつたの である、 此 意味 の 
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復活 を 指して パ ゥ a は 言 ふたので ある 「キリ ス ト 若し 甦ら ざり しなら ば 我等の 宣る所 は 徒然 叉汝 等の 

信仰 も 徒然 からん」 と。  • 

00000000  OOOOOOOOO0OOOOOOOOOOO0OOO 

信す るに 難く ある、 然れ ども 之 を 信す る を 得て こそ 信者た る を 得る ので ある、 キリストの 復活 を單 

に 靈化叉 は 精神 化と 稱す るに 何の 努力 を も 恩 惠をも 要しない ので ある、 然れ ども 此 信す るに 難き 事 を 

信す る を 得しが 故に 我等 は 喜び 又 神に 感謝す るので ある、 基督 敎は單 に 人 の 道理に 訴 へて 彼 をして 之 

を 信ぜし むる こと は出來 ない、 基督 敎は 神の 啓示で ある、 而 して 神の 直接の 啓示に 接しての み 信す る 

事の 出来る 者で ある、 故に キリスト は トマ スに曰 ひ 給 ふたので ある 「見す して 信す る 者 は 福な り」 と、 

卽ち惠 まれた る 者な りとの 意で ある。 

キリス ト 再臨の 反對 者よ 汝は 果して キリ ストの 復活 を 信す る 乎、 汝は 果して 復活せ る キリストに 肉 

きぞ あと  V..P 

あり 骨 あり 傷痕 あ る を 信す る 乎、 汝は 人に 對 つて 福音 記者 等 の此 等の 言 を 說 明す るに 方て 記事 其 儘 に 

之を說 明し 得る 乎、 或 ひ は 「非 科學 的」、 或 ひ は 「非合理的」 ならん こと を 懼れて 之 を 「霊的」 に說 

明し 去らん とする 乎、 反對 者よ 汝此 事に 就て 明白に 余輩に 吿げ よ。 

反對 者よ 汝は 今日まで 何囘 となく 死者の 葬式に 列し 或 ひ は 之 を 司りて 何囘 となく 哥林多 前書 第 十五 

章を讀 みしな らん、 汝は 如何なる 意味 を附 して 之を讀 みし 乎、 是れ 余輩の 汝 より 聞かん と 欲する 所で 

ある、 汝は 筆者 (又は 口述 者) バウ a の 首と して 之を讀 みし 乎、 或 ひは汝 自身の 言と して 之を讀 みし 

乎、 「凡の 肉 一!1； じ 肉に 非す、 人の 肉 あり、. 獸の肉 あり、 鳥の 肉 あり、 魚の 肉 あり」 云々 の 言を讀 みて. 

汝は 如何なる 說 明を附 して 之 を 人に 傅へ しゃ、 殊に 最後の 段を讀 むに 方て 汝は 明確に 之 を 了解して 

みし や、 汝 は暖昧 ならす して パゥ a の此 一一 一一 口 を 汝の言 として 讀み 得し 乎、 


視ょ 我れ 汝 等に 奥義 を吿 げん、 我等 盡く寢 るに は 非す、 我等 皆な 終末の ラッパの 鳴らん 時 忽ち 

驟 問に 化せん、 そ は ラッパ 鳴らん 時 死し 人 甦りて 壞す、 我等 も 亦 化すべ ければ 也、 此壞る 者は必 

す壞 ざる 者 を 衣、 死る 者 は必す 死ざる 者 を 衣るべし、 此 壊る 者 壊ざる 者 を 衣、 此 死る 者 死ざる 者 

き  しる  かち  かな  はり いづ 

を 衣ん 時、 聖書に 錄 して 「死 は 勝に 吞 れん」 と あるに 應ふ べし、 ォ— 死よ 汝の刺 は 安くに 在る や、 

ォ ー 陰： きょ 汝の勝 は 安くに 在る や、 死の 刺 は なり 罪の 力 は 律法な り、 我等 をして 我主ィ H スキ 

リ ストに， E りて 勝 を 得しめ 給 ふ 神に 感謝す。 

若し パ ゥ & の此 勢力 ある 言 を 文字通りに 解し 得るならば 何故に キリス トの 再臨 を 聞い て 之 を 嘲け る や、 

余輩 は 懼る汝 は 今日まで パ ゥ CI の此言 を 繰返して 汝 自身 を 欺き 乂！！ 者 を 誤りつ K ありし を、 キリス 

トの 復活 を 信じ 終末の 日に 於け る 信者の 復活 を 信す る 者が (注意 せよ 聖書の 明かに 示す 所に 依れば 復 

活は 身體の 復活なる 事に) 何故に キリストの 再現と 之に 伴 ふ 信者の 復活 を 嘲け る 乎、 余 蒙 は 其理. E を 

知る に 困し む、 余輩の 推察に して 誤ら すん ば是等 再臨の 嘲笑 者 は 復活 を 信す ると 稱 して 實は之 を 信じ 

ない ので ある、 彼等 は 自己の 復活 觀を 聖書の 復活 観に 代 へ て 之 を 他人に 傳へ つ k あるので ある。 

余輩 は 奇跡 を 信ぜす キリ ストの 奇跡 を 否定し 其 復活 を 否認す る ュ 一一 テリ ヤン 敎 徒が 再臨に 反對 する 

を 見て 少しも 異 まない、 是 れ當然 あるべき 事で ある、 ィ H スは ヨセフの 子な りと 云 ひ、 復活 は 非科學 

的な りと 唱へ來 りし 者が 再臨 亦 非科學 的な り 迷信な りと 云 ふ を 聞く も 余輩 は 少しも 異 まない、 然し 乍 

ら 余輩が 怪んで 止まざる 事 は オル ソド ック ス なり 福 昔 的な りと 稱 する 者が 再臨 を 耳に して 嘲笑の 聲を 

揚 ぐる 事で ある、 汝科學 的 信者た らんと 欲する 乎、 然 らば 科學 的に 徹底せ よ、 キリストの 復活 を も 否 

定 せよ、 而 して 汝の敎 職 を 去れよ、 大 膽にュ 一一 テリ ヤン 敎 徒と なれよ、 3： ぞ 男らし からざる、 徒らに 
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人類の 民主化、 社會 政策 を說 いて 汝の 信仰 を暖 昧に附 する 勿れ、 徹底的に 科學的 なれ、 余輩 はュ 一 1 テ 

リ ヤン 敎 徒に 對 して は it からざる 尊敬 を 表す、 そ は 彼等 余輩と 全然 信仰 を 異にすと 雖も其 信す る 所に 

矛盾なければ なり、 然れ ども 不徹底に して 曖昧なる オル ソ ドック ス 信者と 福音 主義者 等と に對 して 余 

はきから ざる 不快の 感を懷 かざる を 得ない- 再臨 を 「迷妄」 なりと 云 ひて 嘲け る 者 は 復活に 對 して 

も 同一の 嘲け りを發 すべきで ある、 彼等 果して 之を爲 すの-男 氣 あり や。 


. 再臨の 恩惠と 其の 時期 

再臨 は 固より 懼 るべき 事で はない、 歡 ぶべき 感謝すべき 事で ある、 其 時に 信者の 救扬は 完成 せらる- 

つ,、 -つ 一： しもの  二  - 一-こと 

るので ある、 其 時に 萬 物 は 一 變 して 凡て 受造物 は祌の 子の 自由に 入る ので ある、 是は實 に 王が その 于 

の爲に 一 ぼくる 婚筵 である、 天地が 歡喜を 以て 響き 涉る 時で ある、 故に 之を稱 して 「救の 日」 と 云 ひ (哥 

林 多？ « 書 六 章 二 節)、 「主 イエ スの 日」 と 云 ふ (同 一 章 十四 節)、 バウ は 此日を 指して 言 ふたので ある 「汝， 

等の 心の中に 善き ェを 始めし 者 之 を主ィ エス キリス トの 日までに 全うすべ しと 我れ 深く 信す」 と (啡立 

比 書 一 章 六 節)、 而 して 斯 かる 日 を迎 ふるに 方て 我等が 歡喜を 以てして 恐怖 を 以てすべ からざる は 一一 一一" ふ 

まで もない、 「マラ ンァタ ー 主 臨らん」 とは歡 喜の 聲 である、 故に 我等 は 之 を 以て 人を勵 ますべき であ 

る嚇 すべきで はない。 「我が 來 りし は 世 を 審判かん ために 非す 世 を 救 はんため 也」 と キリスト は 彼の 


初 臨に 就て 言 ひ 給 ふた (約 翰傳 十二 章 四 七 節〕、 再臨 亦然 りで ある、 再臨の 目的 も 亦 初 臨の それの 如く 世 

を 判かん ために 非す して 世 を 救 はんため である、 我等 は 再臨 を 人に 說 くに 方て 主の 此 31 的 を 忘れて 

はならない、 勿論 恩惠 として 臨む 科 臨 も 亦 他の すべ ての 恩惠の 如くに 之を受 くる：^ の 如 3： に. E て は 刑 

罰と して 感ぜら る&の である、 太陽 は 光明 を 供 せんた めに 昇る と雖も 蝙幅鼴 鼠の 類に は 脅迫と して 感 

ぜらる k ので ある、 其 如く 救扬の 0: たる キリ ストの W 臨 は 神に 逆 ふ 者に 取りて は 憤怒の 日 叉 は 懲罰の 

日と して 感ぜら る、 ので ある、 然れ ども 懲罰 は 再臨の 目的に 非す、 祌の榮 光の 天と地と 其內に 在る ル 

の 物の 上に 現 はれん が爲に 主 は _冉 臨し 給 ふので ある、 然るに 主の 此心 を辨 すして 再臨の ml 的の 主と し 

て の 薪^に. 一;^ るが 如くに 說 くは大 なる 誤 ® である、 人の 罪が 神の 恩惠を 化して 審判と 成す ので ある、 

然れ ども 恩 鹿 は 依然として 恩惠 である、 蝙蝠 藤 鼠の 眼に 映す る 者と して 太陽 を說 くべ からざる が 如く 

に 罪人の 心に 感 する 者の 如くに キリ ス トの 再臨 を傳 ふべ からすで ある、 是れ大 に 注意すべき 事で ある。 

人 は 基督 再臨の 時期 を 定めて はならない、 「その 日 その 時 を 知る 者 は 唯 我 父の み、 天の 使者 も 誰も 

知る 者な し」 と主ィ H スは 明白に 言 ひ 給 ふた (馬 太傳廿 3 章 三 六 節〕、 基督 再臨の 時：：！ の 計算 は 今 口まで 

盡 く 失敗に 終った、 一 九 一 七 年 九月 十七 日 W 臨 あるべし との 豫測も 亦 外れて 多くの 人の 嘲笑 を 招い 

た、 再臨の 信仰 を 辱 かしむ る ものにして 其 時日の 計算の 如き は 無い ので ある、 「主 は 近し」 と 云 ひ、 

そと  i- 、 

「彼れ 戶の 外に 立ちて 叩く」 と 云 ふと 雖もそ は 時日 を 定めて 言 ふたこと ではない、 「近し」 と 云 ふ は 

神の 眼より 兄ての 「近し」 である、 而 して 「主に 於て は 一 日 は 干 年の 如く 千年 は  一 n の 如し」 であれ 

ば (彼 得 後書 三 隼 八 節〕、 再臨が 今より 千年 後に 行 はると する も 之を稱 して 「近し」 と 云 ふこと が出來 る， 

抑々 時の 觀念 たる 相 封 的で ある、 に絡對 的の 時 はない、 熟眠の 十 時間 は 短く して 不眠の 一時 問 は 14! 

_»  S の 恩 K と 其め 時 M  八 巧 1 
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く ある、 百年 を 以て 長し と 思 ふ 人間に は 千年 は 遠き 未來 である、 然れ ども 永遠に 生き 給 ふ 神に は 「時」 

なる 者 は 無い のであって 千年 は 一 日の 如くで ある、 而 して 我等 も 亦 神の 子と 成りて 永生 を受 くるに 至 

つて 我等の 時の 觀念は 一 變 する ので ある、 神が 「近し」 ，三 一一 一口 ひ 給 ふので ある、 而 して 我等 も 亦 神の 心. - 

を 以て 彼の 約束 を 解して 「近し」 と 聞いて 時の 逼迫 を唱 へない ので ある、 百年 も 「近し」 である、 干 

年 も 「近し」 である、 縱し萬 年たり と雖も 我等 は敢て 「遠し」 と 言 はない ので ある、 キリスト は 再び 

臨り 給 ふ、 我等 は 其 事 を 知れば 足りる ので ある、 其 時期の 如き は 我等の 問 ふ 所ではない、 明日 臨り 給 

ふ も 可な り、 千年 後に 臨り 給 ふ も 可な り、 唯 毎日 今日 臨り 給 ふ 如くに 信じて 彼 を 待ち 奉る ので ある、 

而 して 此心を 以て 再臨 を 信じて 我等 は 「近し 近し」 と 叫びて 騒がす 叉 人を駭 かさない ので ある、 神の. 

約束 は確實 である、 「天地 は 廢ん然 れど我 言 は廢 じ」 とィ H スは此 事に 關 して 言 ひ 給 ふた (馬 可傳 十三 _ 

章 三 一節)、 而 して，. 詐る こと 能 はざる 彼の 此 約束に 接して 時の 問題の 如き 我等の 省る 所でない、 我等 は 

日に日に 「主よ 臨り 給へ」 と 言 ひて 慎んで 彼の 約束の 實現を 待望む ので ある。 


再臨と 豐稔 


キリストが 再び 現 はれ 給 ふて 選民 を 以て 世 を 治め 給 ふ 時に、 人 は その 劍を 打ち かへ て 鋤と なし， そ 

の鎗を 打ち か へ て銶 となす と 云 ふ、 卽ち其 時 世界の 人 は その 武器 を 打ち か へ て 農具と なすと 云 ふので 


ある、 卽 ち軍國 主義 を棄て 農本主義 を秉 ると 云 ふので ある、 キリスト 再. 現の 結果と して 國は國 こむ か 

つる？  tN*. ひ 

ひて を あげす 戰鬪の 事 を 再び 學ぱ ざるに 至って 地 は 一 大農 II と 化して 元始の 平安に 還る と 云 ふので 

ある。 

國の 利益 は 全く 是れ なり、 卽ち 王者が 農事に 勤む るに あるな り (傳道 之 書 五 章 九 節)、 其 反對に 王者が 

農事に 勤めす して 軍事に 勤め、 軍事に 數億を 費して 農 i5|f に數 百 萬を投 する に 過ぎざる が 如き、 國の不 

幸此 上な しで ある、 理想の 王 は大將 ではない 大農で ある、 而 して イスラ H ルの 理想の 王 メシャ は 其 民 

に 命じて その 劍を 打ち か へ て 鋤と なし、 鋭 を 打ち か へ て 鎌と なさし め 給 ふ 農事に 勤む る 平和の 君で あ 

る 0 

その 

抑々 神が 始めて 此の 地 を 造り 給 ひしゃ 彼 は 園と して 之 を 造り 給 ふたので ある、 彼が 人類の 始祖 ァダ 

ムと エバ と を 置き 給 ひしと 云 ふ H デ ン の 園と は此 全地に 外なら ない ので ある、 全地 是れ HMn ン である- 

園で ある、 農園で ある、 彼 は 之 を 人類に 與 へて 一一 一一 n ひ 給 ふたので ある 「生めよ、 繁殖よ、 地に 滿盈 よ」 

いきもの さは  と り  ふ え 

と (創世記 一章 二八 節)、 而 して 「水に は 生物 饒に 生じ」、 「禽鳥 は 地に 蕃息」 て 人類 は 豐滿の 中に かれ 

たので ある、 物资 缺乏の 如き 是れ祌 の 像に 象られて 造られし 人類に は 有るべからざる 事で ある、 人口 

百億に 達する と 雖も地 は 之 を 養 ふて 猶 有り 餘 るので ある。 

その  たがやす も S 

神 は 地 を 園と して、 人 を 耕 者 (農夫) として 造り 給 ふた、 而 して 人が 祌を 離れざる 間 は 地 は 彼に 凡 

なくて なら,， ゆたか  そむ  も ひ t が ひ 

て 必需 物を髻 ： に 供して 彼 は 不足 を感 する ことがなかった、 然るに 人 神に 背いて より 相互の 敵と なり. 

玆 に戰爭 始まりて、 人 は 地 を 耕す こと を 怠りて 相互 を 殺す こと を 勤む るに 至った、 而 して 戰 爭は饑 S 

を 伴 ひ、 饑 は 疫病 を 起し、 地 は 荒 魔に 歸 して 人類 は 飢娥を 叫ぶ に 至った、 荒 魔の 原 は戰爭 である、 

再 48 と！ IS  SS  八 四三 


bi  ；'. 、り i3 し 

戰 の 原 は 不信で ある、 而 して 人類が 其 造 主なる 神に 歸り 彼に 父と し 事 ふるに 至て 其 結 架 は 戰爭廢 止 

である、 荒廢 せる 地の 恢復で ある、 農事の 隆輿 である、 產 物の 豐滿 である、 斯くて 救 者はシ オンより 

31 で ヤコ ブの不 虔を取 除かん 時に 地 は 元始の 園と 化し 食物の 不足の 如き 人類 は 之 を 口にさへ 唱 へざる 

に 至る ので ある。 

豫 一一 一一 ロ者ァ モ ス は 言 ふた、 

J! が やすもの rib,. あ ひつ  ぶ ^^.7 ふ  .lia-K もの 

M ホバ言 ひ 給 ふ、 視ょ日 到らん とす、 その 時には 耕 者 は 刈 者に 相次ぎ、 葡^ を 踏む 者 は 播種 者に 

相糙 がん、 また 山々 に は 酒 滴り 岡 は 皆 鎔けて (骨) 流れん 

と、 是れ祌 が ダビデの 倒れた る 幕屋 を 興し、 その 破 壞を繕 ひ 給 ふ n、 卽ち ダビデの 裔 なる ィ H スが再 

び 現 はれて ±1 を 治め 給 ふ 時に 事實 となりて 現 はる、 事で あると 云 ふ (亞麼 士書第 九 章 十一 節 以下 を 見 

よ)、 豫 4in 者 ィザャ は 言 ふた、 

今や 全地 は 休み， 平穩 ならん、 萬 物 盡 く擧 一げ て 歌 はん、 實 に樅樹 及び レバ ノ ンの香 柏 は汝の 故に 

より 歡 びて 一 百 はん、 汝す でに 仆れ たれ ば 樵 夫 登り 來り て 我等 を攻 むる こと あら じ 

と R. 巧 5i 書 十四 章 七、 八 節)、 幽暗の 王なる 惡魔 仆れて 光明の 王が 代て 世 を 治め 給 ふ 時に 山の 樹木まで 

が歡 びて 聲を 放ちて 歌 ふで あらう との 事で ある、 惡 政の 結果 は 常に 山林 濫伐 を 以て 現 はる、 レバノン 

の 香 柏が 恐れし 者に して 當時 の 獨逸 皇帝た る アツ シリャ 王の 如き は 無かった、 軍國 主教 は 田 を 荒らし 

叉 山 を 裸に する、 キリストの 冉び 臨り 給 ふ 時に 山と 岡と は 再び 元始の 密林 を 以て 掩 はれ、 レバノンの 

香 柏、 i:m への トド 松まで が聲を 放ちて 歌 ふので ある。 

豫 一一 一一 S1<;H ゼキ H ルは言 ふた、 


我， t 汝等を 救 ひて その 諸の 汚穢 を 離 わしめ、 穀物 を f^;; して 之を增 し- 饑饉 を汝 等に 臨まし めす 樹 

の MK と 田野の 作物 を 多く せん、 是を もて 汝等は 重ねて 饑饉の 羞 を國々 の 民の 中に 蒙む る こと あら 

じ 

と 結書卅 六章廿 九- 三 〇 節〕、 幾饉は 恥辱で ある、 饑謳は 避くべからざる 事で はない、 二宮 尊德さ 

へ 言 ふて 居る、 國に 三年の 不作に 倫 ふる 貯蓄な くして 其國危 しと、 國 民が 軍事に 傾く る 注意 を 農事に 

傾けて 饑饉 は 其迹を 絶つ に 至る、 神に よりて 諸の 汚穢 は 除かれて 穀物 は增 し、 實と 野菜と は 加 はる、 

饑饉 は： 大災 ではない、 人の ss- の 結果で ある。 

豫言者 H レ ミヤ は 一 百 ふた 

エホバ、 ヤコ ブを賴 ひ 彼等よりも 强き 者の 手より 彼 を 救出し 給へ り、 彼等 は來 りて シ オンの 依に 

i-is  ふ つう  よ .》 つど  た. ML ひ 5 る ほ 

呼 はり H ホバ の 賜 ひし 麥と 葡萄と 油 及び 若き 羊と 牛との ために 寄 集 はん、 その 靈魂 は灌ふ 園の 如 

くな らん、 彼等 は 重ねて 愁 ふること 無 かるべし 

と： 耶利 米亞記 骨 一章 十一 節 以下， r  H ホバの 施し 給 ふ 救 ひは靈 魂の 事であって 同時に 叉 身體の 事、 又國 

土の 事で ある、 彼 は 我等 を 我等よりも 强き 者卽ち サタン の 手より 救出し 給 ひて 麥と 葡萄と 油と 家畜と 

ほ^  うる：！ 4 その  -, -,. -i  AO 

を裕 かに 賜 ふので ある、 斯くて 山と 岡と は 灌ふ圃 と 成りて 之 を 賜 はりし 我等の 靈魂も +股ひ R- っ實る 

ので ある、 内 は 外に 和し、 靈は 地に 合す、 内 なる 感謝 は 外なる 豊熟と なりて 現 はる、 人 は 地の 產 であ 

つ て 人の 救 はる、 時に 地 も 亦 其 產を增 すので ある。 

.  , .  まこと ふ -,"5 のき  OOO0OO00000C-00OO 

イエ スは言 ひ 給 ふた 「我 は眞の 葡萄 樹 我が 父 は 農夫な り」 と、 まことに 神 は 最大の 農夫に てまし ま 

す、 而 して 我等 彼の 子と 成りし 者 も 亦 農夫たら ざる を 得ない、 軍人たり 政治 {尿 たり 所謂 實業 家た る は 
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墓^ 者た る 素質に 適 はない、 人 は 固より 地 を 耕す 者と して 作られた る 者で ある、 故に 農事に 於て 最大 

の 快樂を 有つ 者で ある、 キリスト W 現の 時に 「曠野と 漁 潤な き 地と は樂 しみ、 砂漠 は歡 びて 番 紅の 如 

くに かん」 と 云 ふ、 其 如く 我等 彼の 臨る を 待望む 者 は、 待望み つ k ある 今日 自づ から 農を樂 しみ、 

樹を 愛し、 他と 我と 糧食に 足りて 聖 父の 聖 意に 添 はんとす る、 信者が 喜ぶ ものにして 豐稔の 如き はな 

い 、彼 は 田野に 豊熟の 秋の 黄金の 波 を 漂 はす を 見て 來 らんと する 世 を^て 歡 喜の 聲に 溢る、 ので ある。 


再臨と 傳道 

, 一九 一 九 年 十 一 月 十日 午後 束 京 神 田靑年 < ^-- 節に 開かれし W 臨 大<^ "に 於け る 講演 . 

基督 再臨の 信仰 は傳 道の 熟 心 を 消却せ しむる と 首 ふ 者が ある、 若し キリスト 來 りて 一 切の 事 を 成就 

し 給 ふなら ば 我等に 何の 爲 すべき 事 あるな しとの 謂で ある、 然れ ども 再臨 を 信じて 傳 道が 出来ない な 

らば 古來 此の 信仰 を 有した る 者 は傳道 を爲さ ざり しに 相違ない、 然るに 事實は 如何、 大の傳 道 者 は 

OOOOOOOO0OOOOO 

みな W 臨の 信者ではなかった 乎 C  , 

バウ c は 哥林多 前書 第 十五 章 (此章 は 特に 復活の 章と して 知らる、 もパゥ a は玆に 復活と 共に 亦キ 

リストの 搏 臨を敎 ふるので ある) に 於て 「血肉 は 祌の國 を 嗣ぐ能 はざる」 事、 卽ち 我等の 肉體を 以て 

して は 天國に 人る 能 はす 其の 必す變 化すべき 必要 ある 事 を 論じ、 次に 「見よ 我れ 汝 等に 奥義 を 傅 へん」 


と 言 ひて 此 事に 關 する 神の 默 示に 移った、 而 して キリス ト 再び 來り給 ふ 時 死者 は { 仅活 せしめられ 生者 

は 死を經 すし て 此條榮 化せ しめられ 斯く て 血肉に 非 ざ る 靈體 を賦與 せらる 、 の 恩 束 0 に つ き 論じ 來り し 

後、 最後に 高調して 曰く  r 此 故に」 と、 「其れ だから」 である、 バウ D の 書翰に 特有なる 所謂 the, 

great  ~  "therefore  (偉大なる 「此 故に」 〕 である、 「此 故に わが 愛する 兄弟よ、 汝等 M:  くして 動かす、 

は ゆ  わざ  0  C 〇 0  0 

に勵 みて 主の ェを 務めよ」 と、 キリストの 再臨が あり 復活と 榮化 とが ある、 「其れ だから 汝等大 に 

活動し なければ ならぬ」 とい ふので ある、 W 臨 を 信す る 者は傳 道せ すと 言 ふ 者 は 誰で ある 乎、 W 臨の 

福 昔 の 宣 傳者パ ゥ n をして 言 は しむれば 此 信仰 こそ 却て 凡ての 善行 の 動機た るべき ものである。 

試みに バウ n の 此語を 原文に 近き 英語 を 以て 表せば 左の 如くで ある、 

-*  Therelcre,  be  seate:.l  in  tlie  faith, 

suid  be  not  (lis ト odg.ed, 

and  ahvavs  overflow  Tv.ltll  tlae  メ vol.lc  of  tlie  Icl.d  --. 

「信仰に 座 を Irt めよ、 而 して 座 を 奪 はる、 勿れ、 而 して 常に 主の 業 を 以て 溢れよ」 と、 徒らに 彼說此 

説 を 追うて 迷 ひ 他人の 言の み を 聞く に 急に して 自ら 坐す る 所 を 知らざる が 如き は 根本的の 誤謬で ある、 

先づ 自ら 信仰の 座 を 占めよ、 バウ 口の 如くに ヨハネの 如くに 坐して 彼等の 信じた る 如くに 信ぜよ、 而 

して 其 座 を逐. はる \ 勿れ、 何人が 如何なる 反對 論を說 くと も 決して 其 座より 動かさる、 勿れ、 復活の 

事 再臨の 事 等 凡て 聖書の 根 據に座 を 占めて 動かさる. 1 勿れ、 然 らば， 3： ら 活動せ ざらん と 欲すと も 主の 

業 は 常に 我等に 在りて 溢る、 ので あると。 

信仰に 座 を 占めて 動かされ ざるに 至らば 何故 主の 事業に 溢る k ので ある 乎、 其理. H の 如何 は 之 を 知 

0^100  <四 七 


ら ない、 然しながら 是れ 理論の 問題に 非す して 事 S の 問題で ある、 論者 は 曰 ふ 臨 信者 は社會 事業 

に 熱心た る 能 はす」 と. 然れ ども 事實 熱心なら ば 如何せん、 前 辯 士の證 明した る 如く 米國に 於け る 主 

として 勞働 者より 成る 會 員三 W: 人の 小 敎會に 於て  一 口に 五 千 六 百 弗の 默金を 5^ たるが 如き 再臨 を 嘲る 

敎會の 間に 果して 見得べき 事例で ある 乎、 誰か 言 ふ 再臨 信者 は傳 道せ すと、 世に. ハウ a ほど 大 なる 傳 

道を爲 したる 者が ある 乎、 曰く 無し、 世に パゥ n ほど：^ く 再臨 を 信じた る 者が ある 乎、 曰く 無し、 誠 

に 不思議で ある、 然しながら 事實 である、 -冉 臨の 信仰に 座 を 占めて 動かされざる 者 は 自ら 主の 事業に 

溢れざる を 得ない ので ある、 個人と して 然り、 敎會 として 亦然 り、 如何にして 敎會を 活動せ しめん 乎、 

醵金？ 天慕傳 道？ 自動車 說敎？ 叉 は 飛 ：！：： 機 を 以てする バム フレットの 撒布？ 之 等の 騒擾に 由 

りて 敎會は 一時 其 目を醒 ます かも 知れない、 然れ ども 又 e に d るので ある、 敎會 をして 活動せ しめん 

と 欲せば 須く キリ ス ト 再臨の 信仰に 其 座 を^め しめよ、 再臨 を 信じて 動かされ ざるに 至らば 我 國の敎 

含と 雖も必 すゃ大 活動 を始 むる であらう。 

バウ Q は 此事實 を 論じた る 後 少しく 說明を 加 へて 曰うた 「そ は汝等 主に ありて 其の 爲す 所の 勞の空 

しからざる を 知れば なり」 と、 彼 は 或 所に て 「我れ 福音 を 恥と せす」 と 富へば 彼の 如き 偉人 も 時には 

幅 昔 を 恥と したる 事 ある を 推察し 得る が 如く、 此 所に 「主に ありて 爲す 所の 勞の 空しから ざる を 知る 」 

と 一一 一一 口へば 彼 も 亦 一 度 は 己が 傳 道の 無益の 業なら ざる 乎 を 疑 ひし 經驗を 有した ので あらう、 而 して 眞に 

俾 道の 爲に 心血 を濺 ぎし 人に して 誰か 此 苦き 實験を 有せざる 者が あらう 乎、 幅 昔を傳 ふること 幾千 人、 

而 して 信仰 を 獲る 者 果して 幾人 ぞ、 最も 有び 1- なる 靑年學 生 を 選んで 指導 誘掖 至らざる なく 而 して 其の 

逢に 世に出で て渐く 一  家の 名 を 成す に 至る ゃ舊き 信仰と 情誼と は 悉く 其の 棄 つる 所と なりて 亦 顧みら 


れす、 昔 n の 親しき 師弟 今 は 宛然 路傍の 人なる が 如き 者が ある、 傅 道 者の 熱心 を 消滅せ しめんが 爲に 

は此 種の 事例 一 を 以て 旣に 足る ので ある、 而も 誠實 たる 傅 道 者に して 斯の 如き 経 驗の數 十 叉 は 數百を 

有せざる おはない、 誰か 之に 對 して 「空し」 との 感を 抱かない であらう 乎、 然り 空し、 我等の K な は 空 

し、 我等 之 を 歎かざる を 得ない、 此 事に 就て 我等 を 慰む る 者 は 何で ある 乎、 福音 宣傳 四十 年に して 一 

人の 基督 者 を 作る 能 はざる に當り 我等の 勞の 空しき を 慰む る 者 は 果して 何で ある 乎、 バウ & 答へ て！ n 

ふ 「汝等 主に ありて 其の 爲す 所の 勞の 空しから ざる を 知る」 と、 主 再び 來り 給うて すべて 汝 等の 勞を 

彼 自身の 手中に 受け 給 ふ、 汝 等の 淚を 流し 祈 を 以て 爲 したる 一切の 事業 は 彼に ありて 悉く 完成 せらる _ 

汝 等の 勞は 決して 無益に 非す、 故に 心 を 安ん ぜ よと、 然り 我等 世に ありて 小き 者に 與 へし 一杯の 水と 

雖も主 必す之 を覺ぇ W び來 りて 之に 酬ゐ給 ふので ある、 然 らば M ぞ 我等が 傅 逝 事業の 空しき を # へん" 

其の 主に ありて 決して 空しから ざる を 我等 は 確信す るので ある、 傅 道 者の 大 なる 慰藉 は 實に玆 にある. 

若し 之が 傳道者 の 生涯なら すば 彼等 は 何の を 以て 其 事業 を 緩く ベ きで あら う 乎、 傳道 の-おしきに 

失ば 1- し て 其 事業 を 魔す る 者 は 必すゃ 再臨 の 信仰 を 有せざる 者で ある、 主の W 臨 を 信じ て 假八" 舉國我 に 

逆ら はんと も 我は傳 道を驟 する 事が 出来ない、 傅 道 熱心の 唯一 の 祕訣は 再臨の 信仰で ある。 

故 に 唯此 福音 を說 かん 哉で あ る、 我等の 舌の 顎に 附く 迄此？ 卑 純な る 福 昔 を や-き 緩 けん. 哉 である。 

(藤 并武筆 SO 


再臨と 齒道  < 四 九 
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基督 再臨の 二方 面 

帖撒 羅尼迦 前書 四 章。 羅馬書 八 章 十一 節。 哥羅西 書 二 章 三 節。 

1 九 二 〇 年 四月 十八 日攝 津西宮 に 於け る 講演の 耍點 

基替. 冉 臨に は內 外の 二方 面が ある、 哥林多 前書 十五 章 五十 節 以下、 帖撒 羅尼迦 前書 四 章 十三 節 以下、 

殊に 默示錄 に 表 はれた る もの は 外より する" 再臨で ある、 卽ち キリストが 上より 此 世に 来臨して 神に 從 

ふ 者に 大恩 惠を 施し、 神に 逆 ふ 者 を 悉く 輜き給 ふと 云 ふこと である、 そして 其 事 は 聖書に 明記して あ 

る ことにして、 聖書 を 信す る 者 は 誰 人と 雖も担 否し 得ざる 大敎理 である、 實に 再臨と は 神の 子が 天の 

萬 軍 を率ゐ 其 榮光を 以て 此 地に 搏び 臨み 來 ると 云 ふこと である、 普通 基脊 W 臨 として 唱 へらる」 こと 

は 重に 之れ である、 卽ち 外的 W 臨で ある、 そして 之に ついては 吾人 は 聖書に 記さる、 キリスト 及び 使 

徒 等の 言 を 以て 信仰の 根據 とする 外ない ので ある、 キリ スト は 其 未來觀 及び 約束と して 度々 之 を說ぃ 

た、 。ハウ a は 曰 ふ 「ig よ 我れ 汝 等に 奥義 を吿 げん、 我等 悉く 眠る にあら す 我等 皆 終の 筑の 鳴らん 時 瞬 

く 間に 化せん」 と、 彼 は單に 「奥義」 を吿 げんと 云 ふの み^に 其證 明を與 へない ので ある、 又 曰 ふ 

「われら 主の 言に よりて 汝 等に 告げん、 主の 臨らん 時に 至り 活 きて 存れる 我等 は 直に 眠れる 者より は 


先 だた じ」 と、 卽ち 彼の 主張 はた ィ H スの言 に 根據を 置く のみで ある、 されば 外的. 冉 臨の 信仰 は聖 

書の 言 を 信す る だけの ことにて 他に 之 を 完全に 立證 する 道 はない ので ある。 

乍 併 この 聖書 は 叉 再臨の 他の 方面に ついて 語る ので ある、 是れ卽 ち 内的 挥臨 である、 けだし 基督 W 

臨と は 唯 外的の 出来事に あらす して 信者の 中に 旣に 起れ る 靈の鄉 きの 外に 現 はるべき ものである、 換 

言す れば 再臨に は內 外の 兩 方面が あって、 內 なる 方面 は 信者 の 心靈， 2: に 築かる，^ ものである、 羅馬書 

八 章に 於て バウ n は 臼 ふ 「もし ィ H スを 死より 輕 らしし 者の 靈汝 等に 住まば キリ ス トを 死より 11 らし 

し 者 は其汝 等に 住む 所の 靈を 以て 汝 等が 死ぬべき 身 體をも 活かすべし」 と、 また.^!?林多後書ー 章に 於 

て E ふ 「彼れ ( 祌) また 我等に 印し 且質 として 靈を 我等の 心に 賜へ り」 と、 前者 は 聖霊 我等の 心に 住 

みて 遂に 我等 を 復活せ しむる を 云 ひ、 後者 は 我等に 住む 聖靈は 天の 嗣 業の 質 (英語 earnest 卽 ち乎附 

金 の 意) である を 云 ふ、 かくて 信者 は 聖書 の 權威 に 依て 再臨 を 信す る に 止まらす 己 が衷 に 聖靈 の 證明 

を 有して、 內外兩 方面よ り 再臨 を 窺 ひ 得 るので ある、 さ れ ば 基督 再臨 は 或 部分 ま では 彼の 實驗し 得る 

ことで ある、 卽ち 彼の 衷に やどる 靈 —自己が 消え 失すと も 失せざる 靈 —彼の 所有物、 彼の 肉 體>  彼の 

意志 そ の もの さへ 覆へ さんと する 時も尙 ほ 彼 を 支 ふる 靈 —卽ち 彼の 心に 宿る 聖 ー靈— こ れ 勿論 彼 の 死と 

共に 死す る 者で はない、 更に 進で 死せ る 肉 體をも 化して 榮 光の 體 とする 力 を 持つ ものである、 此靈が 

彼の 心に 宿る 以上 は 彼 は 心中に 確實 なる 復活 の 證明を 有す る もので あり、 そして 復活 は 直ちに -冉臨 に 

關す る 一， ) と 故 彼 は我衷 に 再臨 の 證明を 有す る ことと なる ので ある。 

かくて W 臨 は確實 なる 希^と して 基督 者の 心中に 杯す るので ある、 再臨 を 外的 事件と しての み 見る 

時 は 事が 餘 りに 絕大 であり、 ために 吾人 は それに 壓 迫せられ て 心の 平衡 を 失 ひ 易く、 信仰が 極端に 傾 

某^&！再臨の 二方 面  八 五一 


某^&再臨問£^」  <五 二 

き 易い、 併し 之に ^ 的諧明 を 加 ふる 時 は 再臨の 信仰に 問き 基礎が 供せられ て 吾人 は 冷錚に 之に 對し得 

るに 至る、 されば 外なる. 再臨 觀に內 たる W 臨の 實驗を 加 へ て W 臨 は 取 も 深く 且 健全に 味 はる K ので あ 

る 0 

此事を 最も 能く 說 明す る もの は 天然で ある、 ケゃ 陽春 の 好期に 會し て 萬 花 そ の 美 を 競 ひつ k ある は 

我等の 目睹 する 所で ある、 そして 春の 来方に 亦 内外の 兩 面が あるので ある、 太陽の 天頂に 近づく に 因 

り溫 度の 高まり 來る事 は 春の 來る所 由なる は 云 ふまで もない、 しかし それの みで は 春 は 来らない、 之 

に應 する 生命の 旣に 地に 準備せられ ありて 內外 相伴って 舂は來 るので ある、 砂漠に 卷の 来らざる は溫 

度 高まり 來るも 之に 應す る 生命が 地に ないから である、 外なる 再臨 あ る も 之に 應する 爲の內 なる 靈の 

準備 なくば 砂漠 に 春の 來ら ざる 如く 再臨 の效果 は擧ら ない の で ある、 地上に 於て は 秋旣に 過ぎて 冷き 

死の 夂ュに 人る や 生命 は旣に 部に 兆して 春の 到来に 備 へて ゐる、 外部に 於て は 凋落 を 極む る 時 地下に 

於て は 生命の 根 益す 深く して 舂ゃ遲 しと 待って ゐ るので ある、 而 して 一陽来復 忽ちに して 春 來るゃ 之 

に應 じて 兹に 新き 天と 新き 地 を 見る ので ある、 W 臨 も 亦同樣 である、 キリスト は 聖書に 示す 如く 储に 

再び 來る、 そして この 外的 再臨の 豫表 たる 內的搏 臨 は 信者が 我心 靈の 內界に 於て 實感す る 所 で あ る 、 

神の 靈 われに 注がれて 我內 部に 新世界の 礎石の 築かる、 を確實 なる 靈的實 験と して 抱く、 これ 臨の 

內的 半面で ある、 故に もし 地下に 於け る 生命の 建造 を 春 到来の 證據 となし 得べ くば、 信者の 衷に 築か 

る. -此 ：2： 的 再臨 はかの 外的 W 臨の 證據 と稱 すろ 事が 出來 るので ある。 

* 督 再臨 の 信仰 を內的 半面に 於て の み 抱く 時 は 其 美 は 失せ、 心靈 の 躍動なく希&^| の 靈耀 たく 爲に心 

靈 そのものが 萎縮す るに 至る ので ある， 故に 健全なる. 再臨 信仰 は 外よりの 再臨と 內 なる 靈 的實驗 との 


1 一 を 合せた 者でなくて はならぬ。 

之 に 關聯し て 注意す ベ き は： 冉 臨と 噴 雜 の關 係で ある、 冉臨を 信じて 頤， 胜卽ち の 赦免 を 信ぜ ぬ 人が 

ある、 = だれ 内的 建設 の 不充分 を 示す もの にて 危險を 伴 ふ も の で ある、 叉. 化 臨 を！ 一!3 ぜ ざれ ど 赦免 を：^ す 

ろ 人が ある. • か k る 人 は早晚 .科 臨 を 信す る處 まで 進む 人で ある、 此 種の 人 は 未だ 再臨の 信仰に 逮せざ 

るを悲 むと 雖も 決して- 冉 臨の 敎義を 嘲る やうな 事 をし ない、 之れ を 嘲る 人 は必す 罪の 赦免の 實驗 を^ 

OOOOOOCOCOOOOO0-OOOO 

せざる 人 で あ る 、 W 臨 はもと もと 赦免 の 實驗 より 出づ る もの、 ，a!§ の赦 しが 主の 十字架 にある こと を認 

むる 人 は 必然 復活 を も挥臨 を も 信じ 得る に 至 る の で あ る 、 そ して 赦免の 實験 に 立ちて 搏臨を も 信す る 

人 は * 搏 臨 を めど も 之に 對 して 空しき 焦燥の 態度 を 執る やうな こと はない ので ある、 卽ち 徒らに 架 

空の 計算の 上に 再臨の 時期 を { だ むる やうな^ はしない ので あろ、 か i る琪 をす る 者 は 內に靈 的 實驗の 

基礎 を 有せざる 人た ちで ある、 我 衷に旣 に 靈の質 (手 附金) を與 へられた る 者 は ー冉臨 後る k も 敢て意 

としたい の である、 その n 十き を まざる にあら ね ども =  いからす とも 其..： j=< 心に 變り はない、 我衷 に-叫 臨 

の 確證を 抱く もの は W 臨が 我が 欲する が 如く 近き 將來に 起ら すと も敢て て騷 がない ので ある。 

0  0 ゥ 0  0  0 つ 0  0  0 つ- 0  C-  0  0  0  (-  C  C-  0  C-  - 

尙ほ 再臨に 消極的、 積極的の 兩面を 見る ことが 出来る ので ある、 前者 は-叫 臨を以 て キリストの，！^ 判 

施行と 見る ので ある、 書に 記され ある 顯現 的敎. 1 (Apocalyptic  teachiufjs;" なる 者は宽 に 此方 で 

ある、 そして 是れ 明かに I め 一書の 記す ところ、 我等 これ を；：： r せざるを得ないの である、 キリストの -s: 臨 

は 地上 人類の 最後の-;^ 判 を 起す ものなる こと は 1^ 書の 明示す る 所に して 我等の 確信す る 所 で あ る 、そ 

して 普通 一 般に i? へらる \种 臨 は 多く は此 消極的 方面で ある. 之を！^するは篤き；；：^仰に依る こと勿論 

なる が、 更に 之に 對 して 再臨 の 積極的 半面が あ る の で あ る 。 
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再臨 rasa  _< 五 四 

積極的 半面と は 如何、 抑 も 再臨の 時 キリス 卜の 行 ひ 給 ふ 判 は 再臨の 最終の 目的で はなく 目的に 達 

する 豫備 である、 再臨 を 以て 罪人に 對 する 審判の 機會 とのみ 見る ため 多くの 人が 再臨 を 怖れ 其の 遲延 

せんこと をのみ 祈る ので ある、 併し乍ら 聖書 は惡 人の 審判と して 再臨 を傳 へす、 再臨の 最後の 目的 は 

悪人に 對 する 刑罰に あらす して 義人の 彰榮 である、 神に 順 ふ 者が 最後の 榮光を 着せら る k ことで ある、 

是れ 聖書に 數 多く 明示 せらる i 所で ある、 殊に 默示錄 一 一十 一 章 及び 二十 一 一章の 如き は 極て 明瞭に 此事 

を 記して ゐ るので ある、 先づ 二十 章 十一 節 以下 を 見る に 「われ 白き 犬なる 寶 座と 之に 坐す る 者と を 

る、 地と 天と 其 前に 遁れて 再び 留まるべき 所 を 得す、 彼等 各々 其 行に 循 ひて 審判 を 受けたり …… 凡て 

生命の 書に 記されざる 者 も 亦 火の 池に 投 入れられたり」 と ありて 玆に 恐るべき 審判— 卽ち冉 臨の 消極 

的方面—が描かれて^15るのでぁる、 然るに =^ 一  章に 入れば 光景 ー變 「われ 新しき 天と 新しき 地 を 見た 

り、 先の 天と地 は旣に 過ぎ去り 海 も 亦 有る ことなし、 われ 聖き 城なる 新しき H ルサ レム 備へ整 ひ 神の 

はなよめ  はなむこ 

所 を 出で て 天より 降る を 見る， その 樣は 新婦 その 新 郞を迎 へんた めに 飾りた るが 如し」 と ありて 前章 

と大 なる 對照 をな すので ある、 先づ大 審判 行 はれ 後に 人類の 最大 理想 行 はる、 乃ち 知る 判 は 新 エル 

ooooooooooooooooooo-0  0-oooooooooooco 

サ レム 建設の 準備に 外なら す從 つて 再臨の 目的 は 人類 榮 化に 外なら ざる 事 を。 

然 らば 之に 依て 如何 やうの 恩惠が 人類に 下る ので あるか、 もとより 凡 v^=fl^ の寶 血に よりて 履 はれた 

る 者 は 榮に與 るので ある、 しかし 神 は 信者 を 個人々々 に 救 ふに 止まらない、 彼が 彼等に 賜 はる 恩惠は 

造 かに それ 以上で ある、 之に ついて 考 ふべき は默示 錄の廿  一、 二 章に 記さる i 「城」 のこと である、 

「大 なる 城、 聖き エルサレム」 と 記さる、 邦譯 聖書に 城と あれ ど 城 は 敵 を 防ぐ 所に して 當ら す、 寧ろ 

市と 譯 して 稍々 原意 を傳 ふるに 足る ので ある、 され ど 之 にても 不充分なる を 免れない、 原語 は poiis 


にて 英語 Islitics  (政治) は此 語より 出で たので ある、 そして pclis と は 簡單に 云へば 「完全なる 社 

會」 の 意で ある、 されば 天より 降る 新しき エルサレムと 云 ふ は 「祌が 最後に 實 現し 給 ふところの 完全 

なる 社會」 の 意で ある。 

此事を 心に §f ぬきて 默示錄 の廿ー 、 一 一章 を讀 めば 其の 意味 は 益す 明瞭と なり その美 は 益す 加 はるので 

ある、 「われ 大 なる 聲の 天より 出 づるを 聞け り、 曰く 神の 幕屋 人の 中に あり、 神、 人と 共に 住み、 人、 

神の 民と なり 神 また 人と 共に 在して 其祌 となり 給 ふ 也、 神 かれらの 目の 淚を 悉く 拭 ひとり 復死 あらす 

悲み哭 き 痛み 有る ことなし …… 」 と 言 ふ、 卽ち 完全なる 社會 ありて 神の 恩惠 完全に 現 はれ 凡ての 淚が 

试 はる k と 云 ふので ある、 人 は 己一 人 救 はると も 其 救 は 殆ど 無 憤 値で ある、 凡ての 兄弟と 共に 救 はれ 

cooooooooooooo  oooooooooooooococoooccc-ooo  00  G 

てこ そ 救 は 初て 救た るので ある、 神は聖 めら れし靈 魂 を 以て 最後に 全く 聖き 社會を 造り 給 ひ、 以て 個 

000000000000000000000  OOOOOOOCO  oo〇 0  0000  0  00  C-0 

人並に 人類に 對 して 最大 最終の 恩惠を 施し 給 ふ、 これ 眞 正の 救で ある、 之 を 離れて は 個人の 救 もない 

ので ある、 再臨 は 萬 物 完成の 時で ある、 喜ぶべき 事、 讚美すべき 事、 感謝すべき 事で ある。 (昨 上^ 

造 筆記) 


基督 再臨 を 信ずる より 来りし 余の 思想 上の 變化 

余の 生涯に 三度 大變 化が 臨んだ、 其 第一 囘は 余が 基督 敎に 由て 始めて 獨 一 無二の 神 を 認めた 時で あ 

某？ &1再 臨ケ信 やる より し 余 S 思？？ 上 化  八 五 五 
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つた、 其 時 余の 迷信 は 根から 絶 たれた、 熊 野、 八檑、 太 神宮と 八 百 萬の 祌々 を權れ 且つ 拜み來 りし 余 

は 其 時： 大地 萬 物の 造 主 を 唯一 の 神と 認め、 玆に 余の 思想 は 統一 せられ、 混亂 せる 萬 物 は 完備せ る字宙 

と 化し、 余 は 迷信の 域 を 去りて 科學の 人と なった、 而 して 是は 令より ra: 十一 年 前の 事であった。 

其 第一 ー囘は 余が キリストの 十字架に 於て 余の 罪の 贖 を 認めし 時であった、 其 時 余の 心の 煩悶 は 止ん 

し  も ：；- ，、 るし  ふ  おも 

だ、 如何にして 神の 前に 義 からん とて 悶え 困み し 余 は 「仰ぎ 瞻ょ唯 信ぜよ」 と敎 へられて 余の 心の 重 

荷 は 一時に 落ちた、 余 は 其 時輕き 人と なった、 余 は 其 時道德 家た る を 止めて 信仰 〈豕 となった、 余 は 余 

の義を 余の 心の中に 於て 見す して 之 を 十字架 上の キリストに 於て 見た、 而 して 是れ 今より 三十 一 一年 前 

であって ァ マ ス ト大學 の 寄宿 舍に 貧と 懐疑と を 相手に 鬪 ひつ k ありし 時であった。 

而 して 其 第三 囘は 過去 一 年間の 事であった、 余 は キリ ストの 再臨 を 確信す る を 得て 余の 生涯に 大革 

命の 臨みし 事を認 むる、 是れ 確に 余の 生涯に 新 時期 を 劃す る 大事 件で ある、 此 事に 就き 余 は 「視 よす 

ベての 事 新ら しく 成れり」 と 云 ふ 事が 屮 Z 來る、 ：M に 余 は舊き 世界 を 去りて 新しき 世界に 入りし 感 がす 

つ. C- か  ひら  ち. り  あ？ 

る、 余の 宇宙 は擴 り、 余の 前途 は展 け、 新たなる 能 は 加 はり、 眼は瞭 になり、 余の 生涯の 萬 事が 一新 

せし を感 する、 實に 余の 短き 生涯に 於て 記憶すべき は 明治 十 一 年と、 一 八 八 六 年と (余 は 西洋 唇に て 

之 を 記憶す る〕 と、 大正 七 年と である、 幸福なる 哉 余の 生涯 も 亦 向上の それであって 退歩の それでな 

かりし 事 や、 今や 玆に 記憶 第三の 年 を 送らん として 余に 言 ひ 難き の 感謝な き 能 はすで ある。 

キリストの w 臨、 一 百 葉 は 至て 簡單 である、 然し 乍ら 其 意味 は 深遠で ある、 其 元理は 根本的で ある、 

キリストの. 冉臨は 其 一面 は 萬 物の 復興で ある、 又 宇宙の 改造で ある、 又 聖徒の 復活で ある、 又 正義の 

勝利で ある、 又 最終の 裁判で ある、 叉祌 政の 實現 である、 人類の すべての 希 は 1- を總 括した る 者、 それ 


が キリストの w 臨で ある、 故に 此 事が 解って すべ てが 解る ので ある、 其 反 に此 事が 解ら すして すべ 

てが 不明で ある、 實に之 を 现 の 中心と 稱し て 誤らな いので ある、 聖書が 此 事に 特に 注意 を拂 ふ は當 

然 である、 そ は 是れ萬 物の 歸 する 所、 萬 事の 究極で あるから である。 

oooocoooooooooon-oooooooooo 

搏臨を 信す るに 由て 余 は 初めて 聖書が 解し 易き 書と なった、 s: 十 餘 年問讀 み 綾け し 聖書 を 解す る の 

キ I  たまもの 

鍵 を 賜 はりて 余 は 最大の 奢 賜 を 賜 はりた るので ある、 聖書 を 解す る は祌を 解し、 天然 を 解し、 人生 を 

解し、 自己 を 解す る 事で ある、 故に 人類 は 全身 金力 を竭 して 此書を 解 せんと 努めつ」 あるので ある、 

聖書 一 册を解 せんが 爲に大 學校は 建ら れ、 講^^は設けられ、 世界最大の 智識 は 傾注 せらる、 然 かも 解 

する 事が 出来ない ので ある、 カイ ムの 耶蘇 傳、 バウル、 プ フライ デレルの 保 羅傳、 B、 ダイスの 基督 

傳 * バ イシ ユラ ー グの 新約 g^J 曰 祌學、 其 他サバ チ H 1、 ダイ ス マ ン、 フォン. ゾ ー デ ン、 ダ ー ルマン 

と、 鳴 呼 八 水 も 亦 全身 全力 を義し て 是等大 〔糸の 著書 を涉獵 して^ 書 を 解し 得ん としたの である、 然る に 

終に 解し 得なかった、 否な 懷疑は 更に 懷疑 を增 した、 聖書 は 益々 暗き 書と なった、 何故に 然る 乎、 余 

が 聖書 の 言 其 溢 を 信じ 得なかった からで ある、；！： E すべ き^を 信ぜす して 之 を-太 然 人生 普通 の 寳見 を 以 

て解釋 せんと 試みた からで ある、 奇廣は 有った 事、 イエ スの 肉體の 役活は 广= つた 事、 其 昇天 は^った 

事、 而 して 彼の 再臨 も 亦 有るべき 事と 信じて 聖書 は 解す るに 至て a- き 書と なる ので ある、 g# 一書の 解し 

難き は 其 言語 や 地理 や 博物 や 歷史に 於て 有る ので はない、 吾人の 實 見に 超越す る 神の 啓示に 於て 有る 

ので ある、 而 して 啓示 を 啓示な りに 信す る を 得て、 書 は 子が 父の 親書 を 解す るが 如くに 解し 易き 書 

となる ので ある、 キリ スト w び 臨り 給 ふと、 文字通りに其_5^-を信じて之を解するに何の困難は無ぃ の 

である、 之 を 時代 的 思想と い へば こそ 解釋の 困難が 起る ので ある、 之 を 猶太 的 迷信と い へば こそ 「説明 

某衧 再臨み-信 や るより 来りし 余 想に の a 化  <  五 七 
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の 必要が 生す るので ある、 再臨 は 文字通り 再臨で ある、 第二 囘の 降臨で ある、 連 續的靈 的 臨在で はな 

い、 ，n: は 白、 黑 は黑、 聖書 を 謎と して 解せ す 之 を 普通の 書 を 解す るが 如くに 解して 之 を 解す るに 何の 

困難 もない ので ある、 然り 余が 今日まで 聖書 全部 を 明白に 解し 得 ざり し は 余の 語學が 不足で あつたか 

ら ではない、 余に 信仰が 不足した からで.^ る、 幸に して 祌を 信じ、 キリスト を 神の 子と 信じ， 彼の 贖 

罪 を 信じ、 復活 を 信じ、 昇天 を 信じ 得しと 雖も 彼の 再臨に 就て は 之 を 文字通りに 信す る を 得 ざり しが 

故に 聖書 の 重要 部分が 鏡 を もて 見る が 如く 只 僅 に 昏然 に 見えた ので ある、 再臨 信受 以前の 聖書 は 余に 

取りて は 半解の 書た るに 過ぎなかった、 故に 其 全部 を樂み 得なかった、 從て 余の 聖書 欲 は 熾烈で あつ 

たと 云 ふ 事が 出来ない、 余 は 四十 年 問 聖書に 線り 來 りしと 雖も (神の 恩惠に 由り) 今日の 如くに 之 を 

賞味し 得なかった、 實に 再臨の 光 を 以て 觀て 聖書 は 全然 別の 書と なる ので ある、 是れ 惟り 余の 實驗で 

はない、 多くの 人の 實驗 である、 再臨 を 信ぜす とも 聖書 を 味 ふ 事が 出来る、 然れど 聖書 全部 を 味 ふ 事 

が 出来ない、 其 眞味を 味 ふ 事が 出来ない、 「ダビデの 子に して アブラハムの 子なる ィ H スキ リスト」 

と ある 新約聖書； 頭の 言に 再臨の 預言の 籠る を 見る、 又 r ァ ー メ ン主ィ H スょ來 り 給へ」 との 言を以 

て 終る を 見て 新約 は 再臨の 預言 を 以て 始まり 其の 待 S チ V 以て 終る の 書なる を 知る、 嗚呼 余 は 終に 聖書 

を 解し 得て 余の 生涯 を 終り 得る を 知て 神に 感謝す る、 幾囘か 不可解の 書と して 之 を拋棄 せんとせ し此 

o^-0-coooooccooococoooooooocoo-coooccococoo 

世界の 書、 人類の 書が 終に 可 解の 書と して 余の 手に 在る を 見て は 余の 感謝と 歡 喜と は譬 ふるに 物な し 

である、 余 は 今や 實に 誠に ル ー テルの 如くに 「我が 書」 として 聖書 を 懐く ことが 出来る、 余 は キリス 

トの 再臨 を 信す る、 故に 聖書 全部 を 神の 言と して 受取る 事が 出来る U  . 

余 は キリストの！ W 臨が 解って 人生が 解った、 人生の 意味の 解決の 玆 にある 事が 解った、 ：巫 義は 最後 


の 勝利で あると 云 ふ、 眞に爾 うで ある、 「我れ 速に 至らん 必 す報應 あり、 各人の 行 ふ 所に 循 ひて 之に 

報 ゆべ し」 と 主 は 言 ひ 給 ふた， 默示錄 二十 二 章 十二 節/ 此 世に 在りて は 正義 は 勝つ が 如くに 見えて 勝た 

ない、 正義が 勝ちし と 思 ふ は 束の， 間で ある、 正義の 背後に 不義が て 正義の 勝利 は 不義 を 行 ふ 機 含と 

して 利用 せらる、 大統領 リン コ ル ン 南北 戰爭を 終へ 扠隸 制度に 最後の 止 を 刺して 後に 歎じて n ふた 

「南北 戰爭は 終った、 然し 今より 更らに 犬なる 貧富の 戰爭は 始まらん としつ、 ある、 黑人對 S 人の 奴 

fl は 魔んだ、 然し 貧者 對 富者の 扠隸は 今より s々1.^ しからん とす」 と、 今より 四十 八 年 前に 獨 逸が 佛 

圃に 勝ちし 時に 英米 兩國の 民 は 欣喜して 言 ふた 「新 敎國 終に 舊敎國 に 勝てり」 と、 然るに 其の 同じ 獨 

逸が 戰 (せ 勝利の ー兀理 たる 軍 國 主義 を發 揮して 世界の 平和 を 危う せんとせ しゃ 英米 一 一圃 は 前に 敗れし 佛 

國に與 して 勝ちし 獨逸を 潰して 今や 萬 歳 を 叫びつ .1 あるので ある、 而 して 軍國 主義の 獨 逸が 幾 れ た り 

と 言 ひて 世界 は 狂喜し つ X ある 問に 米國は 世界最大 の 海軍 建造 を 議決して 萬國 の ： 斗 目 を 驚か しつ、 あ 

る 、 如靳， く にして 眞の 平和 は 何時 地上 に 臨む の で ある 乎、 世界平和の 擁護 者を以 て 自ら 任す る 米國ほ 

ど 殺人 の 盛んに 行 はる i 國 はない、 米國は 世界最大の 砍酒國 叉 樊煙國 である、 他 は 推して 知るべし 

である、 人類 は 年と 共に 進歩す ると 云 ふ は 皮相の 觀察 に過ぎない、 道德の 事、 信仰の 事、 然り 人道の 

^ ^に 於て は 人類 はたし かに 年と 共に 退歩し つ、 ある、 如斯 にして 人生 は， す 猶ほ大 なる 謎で ある、 深く 

人生 を 味 ひて 誠 實の人 は 何人も 失 §1- せざるを得ない、 然し 乍ら 是れ 人生 を 見る からの 事で ある、 人 を 

見す して 神 を 見、 人生 を 見す して 聖書 を讀む 時に 此失 tui は 失る ので ある、 「人の子 己れ の 榮光を もて 

も. 3/、  ナパ、 て うたが ひ 

諸 の 聖使を 率 ゐ來る 時 は その 榮 光の 位に 坐し 云 々」 と ある を讀 みて 總の 疑問 は 解ける ので ある (馬 太 

傳サ五 章 三十 一節 以下〕、 實に バウ 口の 言 ひしが 如く 「主の 來 らん 時 未だ 至らざる は 審判す る 勿れ」 

**^2*臨を信ゃろょり来りし氽の思想上の變化  <  五 九 
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である (哥林 多 前書 四 章 五節)、 其 時 萬 事 は 決定る ので ある、 其 時 正義 は實に 勝ち、 平和 は實に 臨み、 愛 

は實に 人類の 法則と なる ので ある、 「主の 來 らん 時」 其 時で ある、 其 時に 萬 事が 判明す るので ある、 

0 なる 哉 其 n 其 時、 其 時の 必す來 る を 知りて 人生に 關 はるす ベての 懐疑 は 余の 心より 除かれた ので 

ある、 今や 人類 は 如何に 墮 落し やうが、 敎會は 如何に 腐敗し やうが、 偽善 は 如何に 跋雹 しゃう が、 不 

義が 如何に 横行し やうが 余 は 失望し ない、 「我れ 速 かに 至らん、 必す報 # 一 あり、 各人の 行 ふ 所に 循ひ 

て 之に 報 ゆべ し」 と主ィ H ス キリスト は 言 ひ 給 ふ、 余 は 彼の 言 を 其 儘に 信す る、 それで 充分で ある、 

人生の 雲 は 今 は 舞れ て 萬 事 は 明白 で ある、 今 は 權れす 弛ます 彼 の 命に 從ひ 事の 成敗に 頓着せ すして 進 

む 計りで ある、 感謝で ある、 實に 感謝で ある。  • 

0O000O000  0  O  000OC00O00O00CC 

余 は キリストの 再臨 を； じて 死の 悲痛 を 根本的に 癒された、 テサ n 一一  ケ 前書 四 章 十三 節 以下の 言 を 

文字通りに 信す る を 得て 死 は 信者に 臨む 一時的の 出来事なる ことが 判明り 言 ひ盡 されぬ 慰藉 を感 する， 

ii つ さり  みづか 

余と 余の 愛する 者との 未來は 朦朧 暖味 たる もので はない、 確然と したる 者で ある、 「それ 主 自ら 天よ 

さき よ A が  のこ  ii づさ 

り 降らん 時、 キリストに 在りて 死し 者 先に 甦へ り、 後に 活 きて 存る 我等 彼等と 偕に 雲に 携 へられ i 仝屮 

に 於て 主に 遇 ふべ し、 斯くて 我等い つまで も 主と 偕に 居らん」、 聖書の 此言を 文字通りに 信す る を 得 

ひとし  ，に、. きょ 

て 死 は 無に 等き ものと なる ので ある、 再臨、 復活、 携舉、 再會、 永生、 …… 安心立命と は 此事を 謂 ふ 

の で ある、 此の 確實な る 信仰な くし て 宗敎は 有 つて 無き が 如き ものである、 嗚呼 未來 は暗黑 ではない 

光明で ある、 W 會は 疑問で はない 確實 である、 我が 禱が聽 かれす して 我より 椀 取れし 我が 愛する 者、 

我 は 彼等 を 永久に 失 ふたので はない、 W 會の日 は 定められ たので ある、 其 時の ラ プチ ユア (忘我 的歡 

喜 〕、 之 を 思 ひて 再臨の 日が 待た る X ので ある、 若し 之が 迷妄で あると 云 ふなら ば 詩 も 歌 も 美術 も宗 


敎も、 美と 云 ふ 美、 善と 云 ふ 善 はない ので ある、 聖書に 「神の 己れ を 愛する 者の 爲に備 へ 給 ひし もの 

は 目 未だ 見す. 斗 未だ 聞す 人 の 心 未だ 念 ざ る 者な り」 と あ る は 斯の事 を 言 ふので あ る と 思 ふ ；. ィ ザ ャ書六 

十四 章 四 節、 哥林多 前書 二 草 九 節.)。 

再臨が 解って 余 は 天然が 解った、 余 は 今日まで； 大然を 愛して 實は 之を賤 めた ので ある、 物と 云 ひ 肉 

と 云 へ ば賤 し き 者と 思 ひ 之に 超越し 之を脫 却す る の が靈的 生命 の 目的で あると 思 ふた、 余 は 余 の 愛す 

る 此地此 天然と 永久に 別れて 然る 後に 完全なる 靈的 生命に 入る ので あると 思 ふた、 然し 是れ大 なる 誤 

謬で ある、 生命 は靈と 肉と であり、 宇宙 は 天と地と である、 余の 救 はる &は 余の 靈 と共に 肉の 救 はる 

る ことであって、 又 余の 救 は 宇宙の 完成と 共に 行 はる- - ものである、 余 は 肉 を 離れ 地より 舉 げられ て 

救 はる.^ ので はない、 新ら しき 朽 ざる 體を與 へられて 新ら しき 天地に 置かれて 救 はる、 ので ある、 故 

に 余の 救 は 萬 物の 完成と 同時に 行 はる k ので ある、 其 事 を は 取 も 明白に 敎 ふるもの は羅馬 書 八 章 十八 節 

以下に 於け るパゥ 口の 一一-一！ I である、 「受造 物の 切なる 望 は 神の 子等の 顯 はれん 事な り」 と 云 ふ、 祌の子 

--」 つ '7 

等 (信者) が 自己の 救 はれん 事 を 切 Slii する が 如くに 天然 も 亦 彼等 (神の 子等) の顯 はれん 車、 卽ち始 

く, r  から V  まちの 

はれし 靈が之 に應 ふ朽ざ る體を 以て 顯 はれん 事 を 待望む ので ある、 斯くて 神の 子等と 犬 然と は 其 X 布ば M 

つ,、 ら れし i のみ づ. ？.' や ふ れ 16.<  の V-  さケぇ 

を 共に し 目的 を 共に する ので ある、 「叉 受 造 物 自ら 敗壞の 奴た る こと を脫れ 神の 子等の 榮の自 .e に 

の ふ.. CU 一  ゥふれ しも ベ 

人らん こと を 許されん と の^を 有されたり」 と ある、 天然 は 今や 「敗壞 の 奴」 である、 草 は 枯れ 其 花 

は 落つ と 云ふ狀 態に 於て 在る、 然し 乍ら 是れ其 定められし 運命で はない、 天然 も 亦 神の 子等の 享 くべ 

き榮の 自由に 入るべき ものである、 不朽の 生命 は 人 を 待つ が 如くに 亦 地 を も 待つ ので ある、 又 言 ふ 

ふ  もて  みづケ  な ひ  V  ;>  5- 

「聖靈 の 初めて 結べる 實を 有る 我等 も 自ら 心の中に 歎きて (祌 の) 子と 成らん こと 卽ち 我等の 身體の 

某せ 再 臨ケ 信 T るより 来りし 余の 上の 化  <  六 1 


基お 再； l!ras3  八 六 二 

救 はれん こと を俟 つ」 と、 天地 萬 物が 信者が 神の 子と して 顯は れんこと を 切望す るが 如くに 信者 も 亦 

其 身 體が救 はれて すべ ての 受造 物と 共に 不朽の 生命に 入らん こと を俟 つと 云 ふ、 人と 天然との 間に 切 

て も 切れぬ 關 係が ある、 一は 他 を 離れて 榮の 自由に 入る ことが 出来ない、 地 は 天に 應ひ、 肉 は 靈に應 

ひ、 而 して 完成され たる 人が 完成され たる 地 を 占領して 而 して 後に 初めて 神が 人 を 造りて 之 を 地に 置 

き ラレよう くれん 

き 給 ひし 其 目的が 達せら る k ので あると 云 ふ、 偉大なる 哉此 天然 觀、 此救 扬觀、 信仰 も玆に 至て 其 

絶頂に 達する ので ある、 實に キリストの 十字架 は單に 罪人 を 救 ふが 爲の もので はない、 是れ叉 天地 萬 

物 を 完成 せんが 爲の ものである、 日く 「聖 父す ベての 德を 以て 彼に 滿 しめ、 其 十字架の 血に 由り て 平 

和 をな し、 萬 物卽ち 地上に 在る 者 天に 在る 者 をして 彼に 由り て 己れ に 和が しむる 事 は是れ その 聖旨に 

適 ふ 事な り」 と (コ 。サイ 書 一章 二十 節 y キリストの 十字架の 血に 由り て 我 も 救 はれ 天然 も 救 はると 云 

ふ、 曾て 敬虔なる 動物 學者 ルイ ， アガシが 彼が 動物 を 切愛す るの 結果と して 動物の 永久 存在 說を唱 へ 

- つ- ら ひ  古く ひ 

て 同學の 徒の 嗤笑を 招いた 事が あるが 然し 是れ 聖書 的根據 の 無い 事で はない、 動物の 救と 人間の それ 

との 間に 或る 明白なる 相違 は あらう、 前者 は 多分 種族 的に 救 はる & のであって 後者 は 個人的に 救 はる 

るので あらう、 然し 乍ら 十字架の 血が 其 恩澤を 動物 梳物其 他 萬 物に 及ぼす 事 は確實 である、 天然 も 亦 

今日の 俊に て 終る もので はない、 「神の 子等の 榮の 自由」 に 入るべく 定められ たる 者で ある、 詩人 ゲ 

1 テは曰 ふた 「余 は 天然 を 見て その 牢獄に 捕 はれた る 囚人の 如き 者なる を觀 る」 と、 其の 如何にして 

解放 さるべ き 乎 は 詩人 の 知らざる 所であった、 然し 乍ら 聖書 は 明かに 解放 の 時と 途とを 示す の で ある" 

キリ ス ト 再臨の 時に 信者の 救と 共に 此 事が 行 はる &の である、 偉觀此 上な しで ある。 

キリ スト 再臨の 信仰 は 聖書 を 新しき 活 きたる 書と して 余に 與 へた、 余の 爲に 人生の 謎 を 解き 死の 悲 


痛 を 除いた、 余と 天然と を 永久に 結び、 余 をして 躓 はれし 身體を 以て 完成う せられし： 大地に 不朽の 生 

命を享くるの希ば！^！を懷かしめた、 是れ 余に 取りて はたし かに 思想 上の 最大 變化 である、 神 は 最も 3 曰き 

酒 を：： 取 後に 余に 與へ給 ふた、 余 はすべ ての 人が 此の 3 曰 酒 を 飲まん 事 を 欲する、 余 は 之 を 彼等に 勸 めざ 

る を 得ない、 ハレルヤ！ 


再臨 信仰の 實驗 

.  一 九 一 九 年 十 一 月 十日 夜 東京 神 田 靑年會 館に 開かれし 再臨 大食に 於け る 講演 

余 は 如 W にして 基督の 再臨 を 信す るに 至りし 乎、 如何なる 螯を讀 みて 乎、 又は 如何なる 思想の 徑路 

を經て 乎、 勿 41 余の 此 所に 来る 迄に は 種々 なる 書物 を も讀ん だ、 叉 思想 上の 或る 徑路 を經 たに 相違な 

い、 然しながら 本來 余の 知識と 信仰との 性質に 照して 最も 不 似合なる 基督 再臨 を 信じ SI: るに 至りし は 

抑 も 亦 他に 特刖の 理由が あるので ある。 

顧みれば 明治 ト七年 十 一 月 余 は 米國に 渡り 翌年 華府に 赴いた、 時に 恰も 全米 國の 慈善 大會の 開かる 

る あり、  < よは 拙き 英語 を 以てする 最初の 演說を 試みん が爲 に此大 會に參 列した、 參會^ 一  同 は 一 日ガ 

1 フィ ー ド 輝 啞大學 に 招か れ鐵道 馬車に 分乘 して 其 地に 向った、 車中 垂れた る 綱に 倚り 搖れ 乍ら 進 

みしが 前に は 余よりも 十 歳ば かり 年長と 覺 しき 一 紳士 ありて 余と 語った、 是れ 我等が 四十 年の 友情 を 

再 仰の 實験  <  六コ 一 


結びし 發 端であった、 翌朝 應接窒 に 於て 相 語る こと 數 十分、 其 後 彼が 商用 を帶 びて ボ ス ト ンに來 りし 

時 街 の 角に て 不圖遞 返 し 互に 手 を 握りし 事 あるの みで ある、 然しながら 此 馬車 屮 にて 生 れし 基督 的 友 

情が 遂に 今日 迄繼績 して 余 をして 最も 深き 感化 を 受け しめたの である、 彼の 名 は iDavid  C.  well と 呼 

び ミネアポリスの 小き 私立 銀行の 頭取に して 久しく 彼 地 プリ マ ス敎會 (組合 敎會) の 會計係 を 勤めた、 

敎師 にも 非す 祌學 者に も 非ざる 彼は最 も 常識 に 富みた る 熱 心なる 基 督者 にして 且 同き 再臨 信者 で あ る , 

彼 は 其 時以來 深く 余 を 愛し 余の 歸國 せし 後 も 常に 書信 を絕 たな い 、 而し て 彼は暖 々 余に 贈る に 基督 W 

臨に 關 する 書 を 以てした ので ある、 余 は 慚愧の 至りながら 多く 之を讀 ます 唯 其 中の 一 肌の みは 今より 

七 數年前 一 讀 したる ま、 余の 書 箱 中に 投入して 置いた、 そ は A  • J • ゴ ルド シ著 『視ょ 彼 は 來^』 で 

あった、 然るに 最近の 世界 戰爭が 動機と なりて 余の 信仰に 大 なる 動 搖を 始めし 頃 再び 彼れ ベル 氏より 

ヒ ラデル ャ  サン.？  I ス， ノ ー ル タイ ムス 

W 臨に 就て 論じた る 費府の 『日曜 * 校 時報』 を途 つて 來た、 而 して 之 を 護んで 余 は 驚喜した、 余の 

人生 問題 宗敎 問題 世界 問題 は 再臨 の 信仰に 由て 悉く 解決す る 事の 出来る 事 を 知 つたので あ る 、 玆 に 於 

ちり うづ 

て 余 は 書箱屮 の 塵に 埋もれし 古き ゴ ルドンの 著書 を 取 出して -将讀 し 愈 々余の -Jet 臨 信仰 を 強む るに 至つ 

た。 

余 は 其 *^ 女 細 を 綴って ベル 氏に 送った、 而 して 彼より 直に 其 返き が來 た、 曰く 「然る 乎、 終に 君 も 之 

- •  ,  '  -  1  9- つ O00  OO00O000O0OOO000000O00000OO0O 

を 信す るに 至りし 乎 余 は吿. H す、 三十 一 年 前 華府に 於て 相識り しょり 今日に 至る 迄 未だ 一 日 も 君の 

爲に 祈ら ざり し 日を覺 えす、 パ レ スチナ に 遊びて エルサレム の 郊外 死海の 岸邊 ガリ ラャの 湖畔に 立ち 

し 時 も コンス クン チノ ー プル、 へ レス ポント、 ァ テンスに 宿りし 夜 も 君の 爲に 祈ら ざり し 日と て は 

なかり き、 而 して 余 は 特に 君が W 臨の 信仰 を瘦ん が爲に 祈れり * 余 は 今 カリフ オル -ーァ に 在り、 窓外 


に 雲雀の 嚇る聲 聞 ゆ、 鳴 呼 余の 長き 生涯 中 今日の 如く 歡 喜に 溢れた る 事 あるな し、 神 は赏に 余の 切な 

る 祈 を 聽き給 ひしな り」 と。 

000000O0C00000OO00O  0  0000  Co 

如何、 誰が 一 人の 爲に此 祈を獻 げた 乎、 余 をして 再臨 信者たら しめし もの は實に 余の 基督 的 友人が 

卅 年の 熱心た る祈禱 であった ので ある、 此れ 此 事に 就て 問 ふ 者に 對 して 余の 與 ふる 唯 一 の 答で ある、 

余の 信仰 は 誠に 祈 禱の產 物で ある、 故に 諸君 も 亦 祈れよ、 特に 再臨に 反對 する 者の 爲に 祈れよ、 議論 

ではない、 祈禱 である、 一人の 友の 爲に 三十 年間 一日の 例外 もな く 祈り 鑌 けなば 必すゃ 途に聽 かる X 

ので あらう。 

次に おは 如何にして 此の 講壇に 立つ に 至りし 乎、 其 事に 就て 述べよう、 昨年 十月 卅ー 日 は宗敎 改革 

四百 年の 記念日であった、 ル ー テル に 負 ふ 所 最も 大 なる 余 は此際 少しく 彼の 爲に盡 さざる ベから ざる 

責任 を 感じた、 依て 余 は當日 東京 諸敎會 聯合 の 同種の 大會の 後 を 受けて 獨り 此 講壇に 立 つ 事に 決した、 

余の 責任 は 重大であった、 余 は 思うた 若し 今夜 貧弱なる 集會 として 終らん に は 何 を 以て 天下に 謝すべ 

き 乎と、 余 は 祈った、 然し 尙 心配であった、 暴り し 空 を 仰ぎながら 水道 橋 停車場より 會 場に 向て 徒歩 

した、 神 保 町の 邊に來 りし 頃 余 は 心配の 餘り路 の 片隅に 立ち 帽子 を脫 して 神に 祈り 且 誓うた 「神よ 願 

はく は 今夜の 集會 をして 汝の 榮を顯 はさし め 給へ、 之 を 以て 惠に充 ちた る ものたら しめ 給へ、 汝 若し 

ooooooooooooooon-ooooooooooooooooooo-oooooooooo 

此願を 聽き給 はば そ は 汝が余 をして 書齋を 出で て 市中の 講壇に 立た しめ 給 はんとの 證徴 なる 事 を 信す、 

余 は 謹んで 其 命に 從 はん」 と、 斯くて 余 は 神に 言質 を 取られた ので ある、 會 場に 來 りて 見れば 聽衆滿 

堂 熱誠 を 以て 余を歡 迎し豐 かなる 惠の 中に 珍ら しき 盛會を 終る 事が 出來 た、 兹に 於ても はや 已むを 得 

な い、 旣に 言質 を 神 に 取られた る 余は是 より 出で て 働かざる を 得な くな つたので ある、 依て 余 は觅に 
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中 田 兄と 謀りて 本年 一 ：=: 第一 日曜 以来 各地に 於て 再臨 講演 會を 開催し 遂に 今囘の 大食に 至った ので あ 

る、 故に 之れ 勿論 余の 計畫に 由て 成った ので はない、 初より 祌が余 を 使 ひ 給うた ので ある、 余 は實に 

餘 儀な くせられ て玆に 至った ので ある。 

最後に 余 は-; 得 臨の 信仰の 如何なる 性質の 信仰なる 乎に 就き 一 首 せんと 欲する、 而 して 其 事に 就き 余 

自身が 一 茵の 標本で ある、 余に 取りて 久しき 間 動かす 能 はざる 一 一 一の ものが あった、 其 一 は 人種的 偏 

見であった、 今夏 輕 井澤に 於て ハ リ ス 博士の 余 を 宣教師に 粘 介 せんとして 述べた る 如く 余 は 確かに 日 

..】 のづか 

本人 中の 日本人、 武士 中の 武士であった、 故に 自ら 一種の 情意が 余の 衷に 宿った、 余 は 素と 西洋人に 

負 ふ 所 多き に 拘らす 西洋人 を 好まなかった、 然るに 今や 斯く 多數の 宣敎師 諸君と 共に 主の 前に 集り 全 

く 人種 叉 は 國籍の 如何 を 忘れて 眞に僞 なき 衷心より 一 致す る を 得た る は實に 至大なる 恩 惠と言 はざる 

を 得ない、 多少の 人種的 偏見 は 何人に も ある、 如何にして 之 を 除却し 得べき 乎、 曰く 再臨の キリスト 

を 信ぜよ、 然 らば 眞の 兄弟 姉妹と して 手 を 握り 得る に 至る ので ある。 

次 は 宗派の 問題で ある、 余の 嫌 ひし ものにして 宗派の 如き はない、 若し 八 「より 二 年 前な りせば 余 は 

聖公會 の 制服 を 着けた る 藤本 壽作君 を 余の 家の 客と して 迎 ふる 事が 出来なかった であらう、 然しな が 

ら余は 今囘同 君を迎 ふると 共に 一一 一一 n うた 「今 は 聖公會 の 表象 は 余の 目に 入らない、 余 はた 其 背後に あ 

る 君 自身 を 見る のみ」 と、 誠に 再臨の 信仰 は 宗派 を 超越せ しむる ので ある、 余 は 宗派に 羼 する 人に 向 

て 之を脫 せよ と は 一 首 も勸 めない、 其 儘に て 可な りで ある、 此 信仰 此 希望 を 共に せん 乎、 宗派 何ぞ顧 

みるに 足らん、 心の 深き 處に 於て 眞 正の 合同が 成立す るので ある、 而 して 今 囘の大 會は其 最も 好き 實 

例で ある、 恐らく 宗派に 關 して 毛頭 懸念せ ざり し會 合と して は 我國に 於て は此 會が嚆 矢で あらう、 小 


なりと 雖も 合同の 模範 を 我等 は 示した ので ある、 合同 せんと 欲する 者よ、 我等の 如く 再臨の 福 昔に 來 

れ、 ^^っ員會を開きて可否を投票するに及ばす、 新聞に 廣吿 して 人の 意見 を 問 ふ を 要せす、 條件を 定め 

厶厶 ム 厶  厶厶厶  < ：厶 △<"△△<: 厶厶ん  厶厶厶 A 厶厶 <3AA<I<1AA<-<1<I 厶 △△△ 

て 評議 を 凝す を 要せす、 た f 再臨の キリスト を 信ぜよ * 主 は 一 つ 信仰 一 つ 望み 一 つなる に 至って 人の 

ムん〈<:<3<1<1厶厶<1厶厶厶厶厶<1厶厶ム厶<" 厶<:.1た.1厶<-厶<1厶人<1<:厶<3 

作り 得 ざろ 眞 正の 合同 は 自ら 成立す るので ある、 合同 問題解決の 秘鍵 は此處 にある、 此點 より 見て 叉 

一 の大 なる 使命の 我等に 係れる を 知る ので ある。 

誠に キリス 卜に 於け る 愛と 望と を 以て 繁 がれた る 友誼 は 福 ひで ある、 兮囘の 大會に 於け る 我等 一同 

の 熱心 は 如 3： 、 而 して 玆に 參 列す る 能 は ざり し 多くの 友人 も 亦 祈を以 て 我等 を 助く るので ある、 祌戶 

女 學院の 座 古 愛子 女史 の 病床に 在て 我等の 爲に 祈り 我等の 大勝 を 信 と の 一一 一一 ti を 寄 せられし 外、 電報 を 

送られし 人 も亦少 くない、 斯る美 はしき 靈的 交際 は何處 にある 乎、 此の 廣 くして 深き 愛 を 味 ふ を 得て 

< 水 は 語るべき 一一 一一 n を 知らない、 之 を 表 はさんに は 唯 詩歌 あるの み、 ー米國 商人の 祈に 應 へて 神 は 今 余 を 

し て か V る 活氣滿 々 希望 洋 々 た る 生涯に 入らし め 車 を 引き て 倒る . ^馬の 如く 福 昔 を 宣傳し つ、 倒る \ 

を辭 せざる の 幸福 を 與へ給 ふ、 何の 言 を 以て か 感謝すべき、 人生の 大 幸福 は 之れ がた めに 我が 生命 を 

捐ても 惜しから すと 思 ふ 主義 叉 は 信仰 を與 へらる、 事で ある、 而 して 今や 余に も 此恩惠 が 下った やう 

に W 心 はれる、 願 はく は榮 光永へ に 主に 歸 せん 事 を、 ァ，' メン。 (藤 井武 筆記〕 


£;臨«2仰のほ驗  <  六 七 


再 SSSiSS  A 六 八 


基督 再來を 信ぜし 十大 偉人 

余輩が キリ ストの 再來 を高唱 するとて 余輩 を 怜んで 吳れる 者が ある、 余輩 は實に 彼等に 怜 まる、 が 

如き 迷妄の 徒で あらう、 然し 乍ら 世に は 余輩よりも 優 かに 偉大なる 人々 の 中に 此 信仰 を懷 きし 者が あ 

つた、 今 玆に其 十 人 丈け を揭 げやう。 

其 第一 は オリバ ー. クロムウエル である。 彼 は何麼 見ても 英 民族 中 第一 人 者で ある、 彼れ 微 りせば 

今日の 英國 も米國 もなかつ たので ある、 今や 世界 を 民主化 せんとて 鬪 はれつ，^ ある 此戰爭 の 主眼た る 

民主々 義はク ロム ゥ H ルの 努力に 由て 確 實に英 民族の 有と. なった ので ある、 而 して 此の クロ ムゥ H ル 

が 熱 信なる キリス ト再來 の 信者で あつたので ある、 又 彼の 麾下に 立ちて 自由の 敵 を纖滅 せし 有名た る 

鐵甲軍 は 主に 再來 信者 を 以て 組織され たる 者で あると 云 ふ、 有名なる 『天 路歷 程』 の 著者 ジョ ン • バ 

ン ヤンの 如き は 其 一人であった。 

其 第一 一は ク ロム ゥ H ルの 秘書官の 役 を 務めし 大 詩人 ジョン • ミルトン である。 天才に 於て はシ H 1 

クス ピャに 及ばなかった であらう、 該博なる 事に 於て はゲ I テに 劣った であらう、 然し 乍ら 其 道德的 

に 深く して 熱く して 堅く ありし 事に 於て は ミルトン は 優に 彼等 以 上であった、 ミルトン は 基督 敎 詩人 

として 第 一 位 を 占むべき 者で ある、 而 して 此人も 亦 彼の 自由の 戰 友と 同じく 堅き 再臨 信者であった、 


クロムウエルと ミルトン、 彼等 はな， 曰の 日本の 敎 役者 等に 怜.， まるべき 人物ではなかった、" 

其 第三 は アイザック. ニュ ー トンで ある。 彼が 近世 科 風た の 建設者 中 最大の 者で ありし こと は 何人も 

認 むる 所で ある、 第一 等の 數學 者に して 理學 者、 彼を稱 する に 「迷妄」 を 以てする きは自 個の 迷妄 を 

證 する 者で ある、 然 る に此 大科學 者が 單 純なる 基督 者 であって 疑 はすして キリストの .れ 來を 信す る 人 

であった、 何ん と 奥床しい でない 乎、 引力 說と 二項式の 發 見者に して 微分 積分の 完成 者が キリスト 再 

來の 信者な りしと は！ 

其 第 四 は マイケル • フ ハラ デ I である。 彼 は 近^ ま 氣學の 率先 者 中 主たる 者で ある、 全く 自修の 人 

であって 彼の 發 見に 係る 理化學 上の 原理 は 今猶 動かすべからざる 者で ある、 而 して フ ハラ-. テ ー も 亦 一一 

ュ ー トンと 同じく 單純 にして 埶 一心なる クリスチャンであった、 彼 は sandemanitss と稱 する キリス 

ト再來 を高唱 せし 小敎 派に 屬 し、 其忠. K なる 信者と して 彼の 一生 を途 つた、 世界 最始 の電氣 ダイナ モ 

を 作りし フ ハ ラデ I が 熱心なる 再來 信者で ありし と 聞いて 人 は 意外に 思 ふで あらう。 

其 第五 は ヤコ， ブ* ベ I メ である。 彼 は科學 者に 非す 其反對 に祌祕 家であった、 而 かも 最も 愛すべ 

き 敬 ふべき 人であった、 彼に 由て 神祕 主義 は聖 化された、 彼の 死 は 死の 記錄中 最も 美 はしき 者で あつ 

た、 彼 は 死に 臨んで 美 はしき 天の 音樂の 鳴り 涉るを 聞いた、 彼 は 家人 を 枕頭に 招いて 之 を 聞かし めん 

とした. 曰く  r 汝等此 昔樂を 聞かざる 乎」 と、 彼 は 終に 窓の 戶を 開かし めて 近隣の 人 をして 等しく 之 

を 聞かし めんと した、 口く  r 斯 くの 如きの 昔樂、 我れ 獨り 之を樂 しむべ からす」 と、 而 して 斯 かる 人 

が キリストの 再來を 信じたり と閱 い て 何人も 異ま な い 、 祌祕 〔\ぶ は眞理 の 直感 者 で あ る、 彼の 唱 ふる 所 

に大 なる ォ ー ソリチ ー が ある、 ベ ー メは其 名の 示す が 如く 獨 逸人で ある。 

Klg 再. 术ヶ 信ぜ-十 大 iS 人  <  六 九 


其 第 六 は チン チェン ドルフ 伯で ある。 彼 は 獨逸ピ ー チ スト (神聖 派) の 頭 梁の 一 人であって 聖 市へ 

ルン フ ー 卜の 建設者、 モラ ビヤ 派 世界 傳 道の 主 腦 として 有名で ある、 此 基督 敎的大 紳士 は 言 ふまで も 

なく キリスト 再来の 高唱者 であった、 彼の 歌に 事業に 此 信仰 は 明白に 表 はれて 居る、 而 して 過去 三百 

年間に 於て 基督 敎的 信仰の 純潔なる 者に して 彼れ チン チ H ン ドルフ 伯の それに 優った 者はなかった。 

其 第 七 は ァゥグ スト • フランケ .1 である。 彼 亦 神聖 派の 一 人であって キリスト 再来の 高唱者 であつ 

た、 慈善家に して 祌學 者、 彼の 建設に 係る 孤 兒院は 世界的に 有名で ある、 メソヂ スト 敎會の 始祖 ゥ H 

ス レ ー は 大に此 人に 負 ふ 所があった、 フランケ ー の 先輩 はスべ ー ネルであって ハ レ ー 大學の 建設者と 

稱 せらる、 キリストの 再來を 迷妄な りと 嘲け る 者はハ レ，" 大學の 起源 を 索ね て自 個の 迷妄 を攘 ふべき 

である。 

因に 曰 ふ、 哲學者 カン 卜の 兩親も 亦 敬虔なる 神聖 派の 信者であった、 哲學者 自身 は 幅 昔 主義の 信 

者ではなかった が、 彼 を 育てし 家庭 は 再来 を 待望せ し 家庭であった、 カント 哲學 の英國 のヒュ ー 

ム哲學 、佛國 の ボル テ，' ャ哲學 と 全然 其 素性 を 異にして 神 を 敬 ひ 聖德を 重ん する 者なる を 知る 者 

は、 其 泉 源 の 如何な る 信仰 に 於て ありし 乎 を 知る で あらう。 

其 第 八 は英國 のジョ ージ* ムラ ー である。 世界最大の 孤兒の 友であって、 我 固の 石 井 十 次 氏 を 起た 

しめし も此 人であった、 ム ラ ー は プリ マ ス 派の 熱 信 家であった、 而 して プリ マ ス 派の 中心 は 其 キリス 

ト 再来の 信仰に 於て 在る ので ある、 彼れ ム ラ ー の 信仰より 此の 信仰 を 除いて 信仰なる 者はなかった の 

である、 獨 逸に 於て は ァゥグ スト • フランケ. ー、 英國に 於て はジョ ー ジ. ムラ ー、 揃 ひも 揃 ふて キリ 

スト 再来の 信者であって 大 なる 孤 兒の 友であった、 再来の 信仰 は 迷妄で はない、 實際 的眞理 である。 


其 第 九 は トレゲレス である。 プリマス 派の 信者と 云へば 悉く 熱狂 家の 如くに 思 はるれ ども、 玆に冷 

靜 なる 學者 として 此人 があった ので ある、 新約聖書 原文 校訂の 業に 從事 せし 者 は 皆な 善く トレゲレス 

の 名 を 知る ので ある、 注意 深き 精密なる 聖書 學者 として 彼 は 々の 聞え ある 者で ある、 而 して 彼 も 亦 

キリス ト 再臨の 信者で あつたので ある。 

其 第 十 は ベンゲル である。 ベ ン ゲル を 知らす して 新約聖書の 解釋を 語る ベから すで ある、 彼 は實に 

近世 聖書 解 釋の風 先で ある、 彼 は 特に キリス ト 再来の 高唱 者であった 事 は 著名なる 事實 である， 彼 は 

再来の 一 八 三 八 年に 有るべき を 計算して 其當ら ざり しが 故に 犬に 嘲笑 家の 嘲笑 を 招いた、 然れ ども 誤 

算は 誤算で ある、 人、 何人 か 誤算な から ざらん や、 殊に キリストの 再来なる 歷 5=- 的 最大 事件に 關 して 

誤算 は 最も 有り 易き 事で あ る 、 然れ ども ベ ン ゲルの 聖 誓解釋 の 原理 は 誤らなかった、 彼の SSMON 

(解釋 指南) は 永久 的 大著 作で あ る 、 嘲笑 者は須 らく 三年の 時日 を 消 « し て 此書を 消化す ベ き で あ る- 

彼等に して 若し 其 忍耐と 腦 力と あらば 彼等 は 再び 嘲笑 を敢 てし ないで あらう。 

尙 之に 加へ て 余輩 は米國 の神學 者に して 聖書 學 者なる モ I セス. スチ ユア， トの 名を揭 げんと 欲す 

る、 彼 は 現今の 米 國宗敎 家と は 全然 其 素質 を 異にし、 該博であって 深遠であって、 嚴 正であって 殊に 

硬骨であった、 彼 は 終生 ドクトルの 稱號を 担んで 之 を 受けなかった、 該博の 智識に 加へ て ナザレの ィ 

S を？ 

ェ スの 謙遜なる 弟子であった、 而 して 熱く 昇天せ るィ H スの 再び 來 りて 世 を 統治め 給 ふ 事 を 信じた、 

かの 俗化 堕落せ る 米國. にも 一 時は斯 かる 信者が あった、 モ —セス • スチュ ァ ー トを 以て 代表 せられし 

する！ 

米 國神學 者 は 健全に し て 尊敬す ベ き 者で あ つ た、 而 かも 彼の 裔は今 は 絶えん とし 淺 りし 者 は 金主 々 義 

と 民主 K 義と の 謳歌 者 の み で あ る。 

基 ほ 再来な 信ぜし 十大 人  < 七 一 


序に 曰 ふ、 キリスト 再来の 信者に 非す して 其 嘲笑 者なる 者 は米國 現時代 表 的 祌學者 シカゴ 大學祌 

學 部長 ドクトル • シ ェラ1* マツ シ ウスで ある、 彼 は 近頃 一書 を 著 はし 縱 横に 此 信仰 を 篤 倒して 

居る、 我國の 嘲笑 者に して 更らに 其 嘲笑 を繼. M せんと 欲する 者 は マ 博士に 就て 更らに 嘲笑の 材料 

を 得べき である、 題して ： Will  Christ  ccmc  Af^ain" (基督 は 菜して 再び 來る 乎) と 云 ふ、 一 

本を購 ひて 讀 みて 攻撃の 武器と せよ、 余輩 は反對 者に 此 武器 を j 私 介して 惲ら ない。 

一 小  *  *  * 

以上 十 人で ある、 余輩 は 其數を 十倍す る ことが 出来る、 然し 今 は 十 人で 充分で ある、 ク & ムゥ エル 

と ミルトン、 一一 ュ ー トンと フ ハラ デー、 ベン、 ゲルと トレゲレス、 フランケ ー と ムラ ー、 彼等の 如何に 

偉大な りし 乎 を 知る 人に 取りて は是れ 重き 證明 である、 彼等の 今日の 我國の 新 神學者 等に 怜ま る ベ き 

人物で ない 事 は 世界の 擧 りて 知る 所で ある. 怜 む者怜 まるべき ではない 乎、 余輩 は クロム ゥ H ル、 ミ 

ル 卜 ン と共に 新 神學者 等に 怜 まる. 1 事 を 以て 大 なる 名譽な りと 信す る. 余輩 は 獨り嘲 けらる &の では 

ない、 是 等の 福音の 大證明 者 等と 共に 嘲 けらる \ の である、 基督 敎は 素々 此 世の 智者 達者より 嘲 けら 

るべき 宗敎 である、 其 建設者の 奇跡的 出生、 其 奇跡に 滿ち たる 生涯、 其 復活 昇天 再来 を 信す る 宗敎で 

ある、 嘲 けられす して 何ぞ やで ある、 嘲 けられざる 基督 敎は 奇怪し き 基督 敎 である、 かの 「科 學的」 

にして 「合理的」 なる 基督 敎は 世に 嘲 けられざる 代りに 罪人 をして 悔 改めし むる に 於て 何の 效 果なき 

基督 敎 である、 此 世の 學者 等の 立場より 見て 凡ての 宗教が 迷信で ある、 激烈に 嘲 けられて こそ 宗教 は 

宗敎た る 其眞價 を 發撺す るので ある、 嘲 けられて 我 は 始めて 眞理を 握りし 實證を 得る ので ある" 

つ ちつ 

附記 一一 ュ ー トンが 單 純なる 聖書 其 儘 を 信ぜし 基督 者な りし こと は 多くの 學 者を礙 かせた、 彼等 は 


如何しても 其 說明を 得る ことが 出来ない ので ある、 然し 乍ら 余輩 を 以て 見れば 是れ 決して 解し 難い 

事で はない、 一一 ュ ー トン は 深い 科學 者で ありし が 故に 能く 科學の 能力 を 知った ので ある、 科 學を以 

て 知り 得る 事と 知り 得ざる 事と を 知った ので ある、 故に 彼 は 科學を 正當に 利用して 之 を 以て 其 勢力 

範圍 以外の 事に 立 入らなかった ので ある、 故に 彼の 心 は 常に 平和であって 彼の 頭腦は 常に 明晰で あ 

つたので ある、 彼は究 むべき は學 者と して 究め 信すべき は 信者と して 信じた ので ある、 故に 彼 は 常 

に 幸福で あつたので ある、 フ ハラ デ. -の 如き 亦 同型の 人であった、 理學者 チン ダ ー ルー 夕 彼と タ飯 

を 共に し 大科學 者が 鬆 製の 糠 一 尾と パ ン數片 とより 成る 其簡單 なる 食膳の 上に 發 せし 熱 信なる 感謝 

の辭に 一驚 を樊 したりと 云 ふ、 大科學 者は大 なる 小兒 である、 彼等 はパゥ 0 と共に 信すべき は 凡て 

の 事 を 信じ 得る ので ある、 彼等 は 實に惠 まれた る 人 等で ある、 而 して 最も 怜 むべき 人 は 科學の 何た 

る 乎 を 知らす して、 科學、 科學 と^へ て 科學を 迷信す る 宗敎家 等で ある。 


余が 基督の 再臨に 就て 信ぜざる 事共 


余 は 今 は キリストの 再臨 を 信す る、 然し 乍ら 再臨 を 信す る 人々 が 之と 共に 信す る 凡の 事 を 信じたい、 

例へば 余 は キリ ストが 何年 何月 何日と 時日 を 定めて ^> 臨し 給 ふと は 信じない、 其 事に 就て は キリ ス ト 

の 明訓が ある、 彼 は 言 ひ 給 ふた 「其 日 其 時 を 知る 者 は 唯 我 父の み、 天の 使者 も 誰も 知る 者な し」 と (馬 

余が の 再^に 就て 信ぜざる 共  <  七三 


太 傳サ四 章 三 六 節)、 今日まで 爲 されし キリス ト 再臨の 時日の 計算 は 悉く 誤算であった、 最近に 於て 多 

く の 再臨 信者 は 昨年 九月 十七 日に 其 事 行 はるべし と 信じ 彼等の 内 其 準備 を爲 した 者 もあった、 然れど 

も 其 H も 亦 其 事な くして 過ぎた、 有名なる 聖書 學 者べ ン ゲル さ へも此 事に 就て は大 なる 誤算 を爲 した" 

彼 は 彼の 該博なる 聖書 知識に 基き 一 八 三 七 年 を 以て キリストの 再臨 あるべし と 推定した、 而 して 其 事 

なかり しが 爲に 一時 は 彼の 聖書 知識の 全部まで が 信用 を 失した、 神 は 再臨の 時日 を 祕し給 ふ、 而 して 

神の 秘し給 ふ もの を 人が 探らん と 欲して はならない、 我等 は 神の 定め 給 ひし 時に 必す 再臨が あると 信 

する、 其 事が 今年 あらう が 明年 あらう が、 十 年後に あらう が、 百年 後に あらう が、 或 ひ は 更らに 遠く 

千 萬 年の 後に あらう が 我等の 關 する 所でない、 余 は キリ ス 卜が 我れ 必す汝 に 臨るべし と 約束し 給 ひし 

其 貴， き 御 約束 を 以て 滿足 する、 彼が 「我 は 速に 臨らん」 と 言 ひ 給 ひし は 或 ひ は 不意に 臨らん との 意で 

ある 乎 も 知れない、 縱し又 千年 一 一千 年の 後で あると する も 干 年 を 一 日の 如くに 見做し 給 ふ 神の 眼より 

さしつ かへ  しるし 

見て 之 を 「速に」 と稱 しても 少しも 差 ま はない ので ある、 余 自身 は 時の 休徵 より 察して 再臨 は 頗る 迫 

りつ ト あると 思 ふ V 然し 是れ 余の 觀察 に過ぎない、 其 日 其 時 は 唯 天父の み 之 を 知り 給 ふ、 天の 使者 等 

r 、い.^ ひ  いそし  •) 二つのお- 

も 何人も 知る 者 はない、 而 して 知らざる が 福で ある、 知らざる が 故に 勤み て 待望む ので ある、 神が 御 

自身 を 愛する 者に 約束し 給 ひし 人の 眼 未だ 見す 人の 耳 未だ 聞かざる 大恩 惠大榮 光の 出現 を 待ち望む 事. 

之に 優 さるの 快樂 はない、 待つ は 子た る 者の 取るべき 態度であって 彼に 取り 大 なる 特權、 犬なる 幸福 

である、 余が 今 特に 祈 求めて 止まざる もの は! んで 待ち むの 心で ある、 是れ さへ あれば 余 は 墓に 下 

りて 千年 萬 年余の 救 主の 再臨と 之に 伴 ふ 余の 身體の 復活 を 待つ ことが 出来る。 

余 は 又 多くの 再臨 信者が 爲 すが 如くに 默示錄 第二 十 章 六 節に 「彼等 (信者) は 神と キリストの 祭司 


となり キリスト と共に 千年の 間 王 たるべし」 と ある 記者の 言葉 を 文字 其傣に 解す る こ と は屮 H 來な い 、 

默示錄 は 表號的 文書で ある、 其 中に ありて は 三 は 天の 數 であって 天の 事 を；： 小し、 四 は 地の 數 であって 

地の 事 を 示す、 其他此 書に 在りて は 數字は 或る 原理 を 示す のであって、 數を 示す ので はない、 此事は 

註解 者の 大抵 一 致す る 所で あると 信す る、 故に 此 所に 千年と あるが 故に 百年 を 十倍す る 千年で あると 

解す る は 頗る 危險 なる 解釋 法で あると 思 ふ、 叉 信者が キリ ストと 共に 或る 年限の 間 王た るべ しと 云 ふ 

は 再び 此 地に 現 はれて 其 政權を 握る ことで ある 乎頗 る 疑問 で あ る 、 熱心 な る 再臨 信者 に し て 此事 を 信 

ぜ ざる 者 は 勘くない、 再臨 其 事が 超 現世 的事實 である、 其 結 菜と して 現世 其 俊の 統治が 行 はれ やうと 

は 思へ ない、 少く とも 余は此 事に 就て は 無知 を 告白す る、 此 事に 關 する 余の 立場 は 米 國ケン クッキ ー 

州 ルイス ビル 巿の學 者フラ ンク •  M  • トマス 氏の 著 『，fHE  ooei  PISSENg  (w 臨 論〕 に 現 はれた る 

ものと 同 じで ある。 

余 は 叉 或る 再臨 信者が 爲 すが 如くに 所謂 「祌 癒」 を 信じない、 勿論 再臨 を 信す る 必然の 結 として 

思想 は 統一 せられ、 信仰 は 高めら る k に 由り、 祈 禱は自 から 熱心 を 加 ふるに 至る が 故に、 肉體 の^ 康 

も亦自 から 增 進す るに 至る は 余の 疑 はざる 所で ある、 然れ ばと て醫 術は惡 魔の 發 見なり と唱 へ、 醫_^ 

は 不信の 罪な りと 稱 する は 余の 同意す る 能 はざる 所で ある、 余 は キリストの 再臨 を 以て； 大然に 反する 

事な りと 信す る こと は 出来ない、 是れ叉 天然の 要求す る 所、 パゥ B の 言辭を 以て 言 ふなら ば 「受造 物 

P ぶ は しち...、  の だ  一一 ii ち さやえ  のち』 み -U も 

みづ から 敗 壌の 奴た る こと を 脫れ、 祌の諸子の榮なる自由に入らんことを許されんとのは！^.ーを有たされ 

たり」 と ある 其 事で ある (。 マ 書 八 章 二十 一節)、 故に 天然の 法則に 從 つて 疾病 を 癒さん と努 むる 近世 醫 

ちと 

術 は 其 原理に 於 て 決 し て 祌の聖 意に 戾る 者で ない、 勿論 之に 多くの 弊害の 伴 ふの は 余と 雖も 十分に 認 

余が t^-gs 再臨に a て 信ぜざる ** 共  七., - 
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むる 所で ある。 

キリストの 再臨と は キリ ス ト 御自身の 再臨で ある、 是は 聖靈の 臨在と 稱 する 事と は 全然^の 事で あ 

る、 叉 之と 同時に 死せ る 信者の 復活が あり、 生ける 信者の 携擧が あり (テサ 。 -- ケ 前書 四 章 一 七 節 y 天 

國の 事實的 建設が 行 はる、 卽ち 再臨が ありて 天 國が現 はる \ の であって、 人類の 自然 的 進化、 叉 は 社 

會の 改良、 叉 は 政治家の 運動に 由て 神の 國は 地上に 現 はる \ ので はない、 余 は 今は此 等の 事 を 疑 はす 

して 信す る を 得て 神に 感謝す る、 卽ち余 は 今 は 所謂 Pre-millenniaUsts  (先づ 再臨 ありて 然る 後に 神 

の國の 出現 ありと 信す る 者) の 一 人であって l)ost-millennialists  (再臨 は 祌の國 の 完成の 後に ありと 

信す る 者) の 一 人で はない。 


再臨 再唱の 必要 


私 は 長らく キリストの 再臨 を說 かなかった。 それ は 再臨 を 忘れた からでない、 勿論 其 信仰 を棄 たか 

ら でない、 我國の 信仰 狀 態に 於て、 私が 先年 爲 した 以上に 之を說 くの 必要 を 感じなかった からで ある. 

更らに 又 其 危險を 感じた からで ある。 再臨 は 聖書の 屮心眞 理と云 はんより は 寧ろ 其 最終 眞理， -」 稱 すべ 

きで ある。 再臨 は 聖書の 結末で ある、 故に 聖書の 凡てが 解って 後に、 少く とも 其 大體が 解って 後に 择 

かるの が 再臨の 敎義 である。 然るに その 餘 りに 莊大莊 美なる 敎義 であるが 故に 人 は 始めて 之に 接して 

其 膽を挫 がれ、 判 斷を紊 され 易く ある。 世に 所謂 「再臨 狂」 の 多き は 之が ためで ある。 私 は キリ スト 

の. 冉 臨を說 いて 多くの 悲 むべき： 冉臨 狂の 實 例に 接した。 殊に 之 を 敏感の 婦人に 於て 見た。 法 は 人 を 見 

て說 くべ しであって、 再臨の 教義 を受 くる 準備な き 者に 之 を 說くは 大いに 愼 むべき である を 知った U 

其點に 於て 十字架 は 再臨よりも 遙 かに，： K 全で ある。 十字架 は 神の 義の現 はれで ある、 故に 直に 人の 

ti^ 心に 訴ふ。 キリストの 十字架 は 倫理 學 最後の 結論と して 之 を 唱導す る 事が 出来る。 故に その 迷信 ヒ 

さる V 危險が 甚だ 勘く ある。 更らに 叉 十字架が 判明らなければ 再臨 は 判明らない。 十字架 は W 臨の 前 

提 であって、 十字架に 出發 して 始めて 安全に 再臨に 達し 得る ので ある。 基督 敎は强 い 烈しい 倫理 敎で 

ある、 それで あるが 故に キリストの 再臨、 萬 物の 復興と 云 ふが 如き 絶大 莊 美の 終極に 逮す るので ある リ 
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基む wirarass  <七< 

十字架な き 所に 冠 冕な し。 十字架 を經驗 せす して 再臨の 希 ぼ HI の 起らない のが 當然 である。 然れ ども 何 

人 も 十字架 は 之 を 避けん と 欲し、 冠 2 免 は 之 を 戴かん と 欲する が 故に、 十字架の 苦杯 を飮 ますして 再臨 

の饗 筵に 與か らんと 欲す。 玆に 於て か 迷信 百出し、 再臨 狂が 綾 出す るので ある。 キリストの 再臨の 敎 

義が i に 忌まれ、 識者に 賤 しめらる \ 理由 は玆に 在る。 之 を 信す るの 準備な き 者が 之 を 信じ、 唱 ふる 

の资 格な き 者が 之を唱 ふるから である。 そして 再臨が 侮辱 せらる \ 時に 十字架に 退却す るの 必要が 起 

る。 而 して 十字架の 要 * に據 りて- 冉 臨の 樂土を 開拓 せんとす る。 

一一 m ふまで もた く 再臨 は 聖書の 基礎的 敎義 である。 W 臨 を 否んで 聖書 は 解らない。 若し 十字架が 聖書 

の 心臓で あ るなら ば 再臨 は 其腦髓 で あ ら う。 再臨な くし て 十字架 は 意味 を爲 さな い 。 それ故に 我等 ク 

リス チャン は： 冉 臨の 立場に 立ちて 聖書 を 通覽す るの 必要が ある。 目 を 十字架の みに 注 集し て 我等の 眼 

界が狹 くな り、 循 つて 信仰が 冷却し 易く ある。 信 §W 愛 は 相互 を 支へ 扶 くる、 そして 十字架 は 愛と 信と 

の 接する 所であって 再臨 は 望の 實現 である。 再臨の に勵 されす して 愛と 信と は 失せ 易く ある。 望 は 

信 を 溫め愛 を 博く する。 信仰 維持の 爲に 再臨の 希望 は 必要 缺 くべ からざる 者で ある。 基督 敎道德 と 云 

ひて 單 なる 純 道 德卽ち 道 德の爲 の道德 でない。 明白なる 目的 あっての 道德 である。 使徒 ヤコ ブが 曰へ 

る 如し o コ ブ甞五 章 七. 八 節 〕o 

, 兄弟よ 忍びて 主の 臨る を 待つべし。 視ょ 農夫 地の 貴き 產を 得る を 望みて 前と 後との 雨 を 得る まで 

久しく 忍びて 之 を 待てり。 汝等も 忍べ、 汝 等の 心 を 堅う せよ、 そ は 主の 臨り 給 ふこと 近づけば 也。 

目的な き 忍耐に 非す、 やがて 報 ひらるべき 忍耐で あると 云 ふので ある。 若し カント をして 曰 はし むれ 

ば、 是れ報 賞 を 目的と する 不純 道德 なりと 言 はんも、 必 しも 然ら すで ある。 道德は 心の 法則なる のみ 


ならす 亦 萬 物の 原理で ある。 正義に 報 賞の 伴 ふ は 水の 低き に 就く が 如くに 確實 である。 但 不信の 眼 は 

此事を 認め 得ない ので ある、 故に 約束と して 叉 希望と して 人が 祌 より 之 を 示さる k の 必要が あるので 

ある。 

基督 敎の倫 现化叉 社會化 は 今日の 傾向で ある。 是れ 善き 事であって 又惡 しき 事で ある。 基督 敎を單 

に 信仰 家 の： 弁ぶ 實際 的に 無用なる 敎義と 見做す は大 なる 間違で ある。 之を以 つて 人 を 濟ひ社 會を救 ふ 

は 能く 其 目的に 適うた る 事で ある。 然し 乍ら 人 は單に 個人に 非す、 社 會は單 に 個人の 集合に 非す、 人 

も 社會も 大宇宙の 一部分であって、 宇 帘 と共に 救 はれ、 宇宙と 運命 を 共に する 者で ある。 そして キリ 

ストの 再臨 は 宇宙 的 事件で ある。 人 も 社會も 之に 關聯 せす して は ゐられ ない。 之に 備 ふる 爲の 人生で 

ある、 之を迎 ふる 爲の 社會 改良で ある。 詩人 テ 一一 ス ンが言 ひし 「萬 物が 歸趨 する 所の、 かの 遠き 遙か 

來 の出來 事」 と 云 ふ は實は 之で ある。 それ故に 此 事件が 明かに なって 人生の 凡ての 事が 正確に 行 は 

る、 ので ある。 殊に 基督 信者の 事業の 如き、 此 「未来の 出来事」 を 狙 ひ 損ねて 失敗なら ざる を 得ない。 

人 は 初代 敎會の 元 氣狂盛 を 語る。 それに は 明白なる 理由が あった。 それ は 再臨の 希望に 充溢れ る敎 

會 であった。 初代の 基督 信者 は 唯 無意味に 信仰に 燃えた ので はない。 彼等が 世に 勝った の は 再臨の 希 

望に 養 はれた る；；： い 仰に 由つ て 勝った ので ある。 八，' 日と 雖も 同じで ある。 此 希望に 養 はれす して 文化と 

共に 日々 に 滅び 行く 此 俗世界に 勝つ 事 は 出来ない。 再臨 再唱の 必要 は玆に 在る。 

(一 九 二 九 年 五 ガ 十五 日 稿) 
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第 九 卷內容 年譜 

基督 敎に關 する 硏究 

ィ ェ スと 基督 敎 S 甞之 研究 第一 二 〇 號 明治 四十 三年 (一九 一 〇 年) 六月 

基督 敎は 何んで ある 乎 聖書 之 研究 第一 ー號 明治 三十 四 年 (一九 〇 一年) 七月 角 喾パム フレット 第二. 

某 督敎は 何んで ある 乎再錄 

基督 敎とは 何ぞゃ 聖書 之 研究 第 六 〇 號 明治 三 十八；^  (一  九 〇 五 年〕 一 月 

正の 基督 敎 塞 書 之 研究 第 丁八號 明治 三十 五 年 (一九 〇 二 年〕 二月 基督 敎講演 集再錄 

全き 福 昔 SSI 之 研究 第二 八八號 大正 十三 年 二 九 二 四 年 〕 七月 

余の 基督 敎 ま； 書 之 研究 第二 八號 明治 三十 五 年 (丁兀 〇 二 年〕 十一月 感想 十 年再錄 

私の 基督 敎 聖書 之 研究 笫ニ 七三 號 大正 十二 年 ( 一 九 二三 年」 四月 

私の 基督教 聖書 之 研究 第三 四六號 昭和 四 年 (一 九 二 九 年 ：} 五月 

祌 本位の 宗敎 塞 書 之 研究 第三 〇 三號 大正 十四 年 (一九二 五 年) 十月 

實利 主義の 基督教 聖書 之 研究 第三 三 八 號眧和 三年 (一 九 二八 年) 九月 

基督 敎のー 一大 前提 §sm 之 研究 第一 一 五號 明治 四十 二 年 (一 九 〇 九 年〕 十二月 
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基督 敎と 進化 聖書 之 研究 第 九八號 明治 四十 一年 (一 九 〇 八 年〕 四月 

某 督敎の 最大 問題 蜜 書 之 研究 第一 三五號 明治 四十 四 ¥  (一  九 一 一年」 十月 研究 第二 之 十 年再錄 

我が 理想の 基督 敎 聖書 之 研究 笫九號 明治 三十 四 年 (一九 〇 一年) 五月 宗敎と 現世 再錄 

基督 敎と 西洋文明 聖書 之 研究 第三 二八 號 昭和 ニ华 (一 九 二 七 年) 十 一 月 

基督 敎と 東洋 文明 sss 之 研究 第三 二八 號 昭和 二 年 (一九二 七 年) 十一月  . 

基督 敎と 日本 聖書 之 研究 第三 二八 號 昭和 二 年 ( 一 九 二 七 年〕 十 一 月 

日本的 基督 敎に 就て 聖書 之 研究 第二 九 一 號 大正 十三 年 (一 九 二 四 年) 十月 

佛敎對 基督 敎 *al 之 研究 第三 五一 號 昭和 四 年 C 一九二 九 年」 十月 

基督 敎と 佛敎 及び 儒敎 書 之 研究 第二 〇 一 號 大正 六 年 (一九 一 七 年〕 四月 

文學 者の 基督 敎 聖書 之 研究 第二 三八號 大正 九 年 (一 九 二 〇 年) 五月 

現代 m 心 想と 基督 敎 聖書 之 研究 第三 ニ四號 昭和 二 年 (一 九 ニ七ハ 牛) 七 刀 

近代主義と 基督 敎 聖書 之 研究 第三 ニ七號 昭和 二 年 (一 九 二 七 年) 十月 

基督 敎を 解す るの 途 犁書之 研究 笫ニ九 七號大 K 十四 年 (一九二 五 年〕 四 H; 

基督 敎の 了解に 就て 聖書 之 研究 第三 二 〇 號 昭和 二 年 (一九二 七 年) 三 

基督 敎を 研究す る 者の 心得 警讲 第三 七號 明治 三十 五 年 r 一  九 〇 二 年〕 五月 

* 督敎 研究の 方法 聖書 之 研究 第五 七 號叨治 三十 七 年 (一 九 〇 四 年〕 十月 


基督 敎 研究の 一 一方 面 聖書 之 研究 第一 〇 九 號叨： imsl 十二 年 (一 九 〇 九 年) 五月 

基督 敎 研究 法に 就て 聖書 之 研究 第一 二 〇 號 明治 四十 三年 (一九 一 〇 ハ牛〕 六月 

祌學耶 農學耶 架誊之 研究 第 八 〇 號 明治 三十 九 年 (一九 〇 六 年) 十月 宗敎と 現世 » 錄 

基 哲敎の 性質 聖書 之 研究 第 九」 ハ號 明治 四十 一年 (一 九 〇 八 年) 二月 

敎 會に關 する 硏究 

眞侗 の 敎會 鍵 交 第 ニ號 大正 十 ^  (. 一九二 一年〕 十一月 

ェクレ ー ジャ gl- 書 之 研究 第一 一九 號 明治 四十 三年 (一九 一 〇 年) 五 U- 

初代の 敎會は 如何なる 者な りし 乎 聖書 之 研究 第一 二 一  號 明治 四十 三年 (一九 一 〇 年) 七月 

制度と 生命 窬之 研究 第 一 九四號 大正 五 年 二 九 一 六 年：) 九" 

人 乎 制度 乎 §aE 之 研究 笫ー 一 三 號叨治 S 十二； や 「一 九 〇 九 年：) 十 U: 

敎會と キリス 卜 聖書 之 研究 第一 三ニ號 明治 四十 四 年 (一九 一 一年，) 七月 

敎會 者と 預言者 聖書 之 研究 第一 五ニ號 大正 二 年 (一九 一三 年」 三月 

パプ テ ス マと 聖餐 塞 書 之 W 究第ー 四六號 大正 元年 (： 一九  一二 年 九月 

洗 禮晚餐 廢止論 ^書 之 研究 第六號 明治 三十 四 年 (一九 〇 一 年〕 二月 

後繼者 問題 甞之 研究 第一 九 〇 號 大正 五 年 (一九 一六 年〕 五月 

敎 z% 建設 問題 §f 書 之 究^ 二三 九 號火正 九 年 (一 九 二 〇 年， - 六月 

第 九 @ 内 {£ 年 諮  << 三 
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無 敎會論 無 ？；^^ 〈？ --笫 一 號 明治 三十 四 年 (一九 〇 一 年〕 三月 

獨 立敎會 の眞義 無敎會 第一 三號 明治 三十 五 年 (一九 〇 ニ华) 三月 

, 戒敎會 主義の 前進 ^書 之 研究 笫八 五號 明治 四十 年 (一九 〇 七 年) 三月 

最も 貴むべき 敎會 聖書 之 研究 笫 八七號 明治 四十 年 (一 九 〇 七 年〕 五お 

無敎會 主義 を棄 てす 之 研究 第一 四 一 號 g; 治 四十 五 年 (一九  一 二 年) 四月 

無敎會 主義に 就て f 一 f 書 之 研究 第三 ニ七號 昭和 二 年 (一 九 二 七 年〕 十月 

敎會的 精神 犁讲 之 研究 第三 五四號 昭和 五 年 (一 九 三 〇 年) 一 月 

カトリックに 成らす 書 之 W 究 第三 三三號 昭和 三年 (一 九 二八 年) 四月 

敎會 問題に 就て 聖書 之 研究 第三 三 ニ號、 第三 三三號 * 第三 三四號 昭和 三年 (一 九 二八 年) 三月. 四月 * 五月 

敎會 諸問題 之 研究 第三 五七號 昭和 五 年 ( 一 九 三 〇 年〕 四月 

〇 內村鑑 三 追憶 文集 昭和 六 年 ( 一 九 三 一 年) 三月 

傳 道に 關 する 硏究 

傳 道と 傳道 型 書 之 研究 第一 五 〇 號 大正 二 年 (一九二 一一 年) 一月 

傳 道の 目的 之 研究 第 一 九五號 大正 五 年 二 九 一 六 年〕 十月 

傳 道の 目的 聖書 之 研究 第二 五五號 大正 十 年 (一九二 一年〕 十お 

何の 爲の ffi- まか 書 之 研究 第二 九六號 大正 十四 年 ( 一 九 二 五 年) 一一 一月 


余 は 如 M にして 信者 を 作りし 乎 新 希望 第 六九號 明治 三十 八 年 (一 九 〇 五 年〕 十 一 月 

米國 人の 傳道法 附、 余輩の 傳道法 *f 書 之 研究 第 七八號 明治 三十 九 年 (一 九 〇 六 年) 八月 

{ 示敎の 必要 附 たり、 其 傳道法 書 之 研究 笫 九三號 明治 四十 年 (一 九 〇 七 年) 十 一 月 

有 效的傳 道 法 聖書 之 研究 第二 〇 一 號 大正 六 年 (一九 一 七 年〕 四月 

如何にして 傳 道に 成功 せん 乎 聖書 之 研究 第二 六三號 大正 十 一年 (一 九 ニニ 年〕 六月 

傳道 成功の 祕訣 聖甞之 研究 第二 九ニ號 大正 十三 年 (一 九 二 S 年〕 十 一 月 

效果 ある 傳道 聖書 之 研究 第三 三四號 昭和 三年 (一 九 二八 年) 五月 

傳 道の 快樂 聖書 之 研究 第二 五 一 號 大正 十 年 (一九二 一  年〕 六月 

傳道 を勸む 聖書 之 研究 第二 ー號 明治 三十 五 年 (一九 0  二 年〕 五月 感想 十 年再錄 

傅 道 の iHii 域 無 敎侖" 第 一 ー號 明治 三十 五 年 (一九 〇 二 年) 一月 

世界 傳 道の 特權 聖書 之 研究 第二 六八號 大正 十一 年 (一九二  二， や〕 十一月 世界 傳 道の 特 權再錄 

世界 傅 道の 精神 犁書之 研究 第ョ 五七號 昭和 五 年 (一九 三 〇 年〕 四月 

傳 道と 信仰 聖-書 之 研究 笫三 三八號 昭和 三年 (一 九 二八 年) 九月 

眞の 傳道師 聖書 之 研究 第二 七八號 大正 十二 年 ( 一 九 二三 年) 九月 

眞の傳 道 聖甞之 研究 第三 五三 號 昭和 四 年 (一 九 二 九年レ 十二月 

聖書に 關 する 研究 
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©^書の貴き所以 聖書 之 研究 一 四 六號 昭和 四 年 (一 九 二 九 年) 五月 

ことほ 

神の 一一 一一 II としての 架 書 聖書 之 研究 第二 七五號 大正 十二^  (一九二 三年) 六月 

聖書 は 如 3： なる 意味に 於て 祌の 言辭 なる 耶 聖書 之 研究 第二 〇 號 明治 三十 五 年 (一九 〇 二 年) 四 力 

究十 年再錄 

聖書の 眞髓 g キ書之 W 究笫 五八 號 明治 三十 七 年 ( 一 九 〇 四 年〕 十 一 月 

聖書の 中心に 就て 聖書 之 研究 第三 三七號 昭和 三年 (一 九 二八 年) 八月 

三 條の金 線 聖書 之 研究 第三 八 號叨治 三十 六 年 (一九 〇 三年) 四月 角 赛パム フレット 笫八， 三 條の金 線 

新約聖書 大觀 聖書 之 研究 第二 四ニ號 大正 九 年 (一九二 〇 年」 九お 箱 根 講演 ト題 シテ 

新約聖書に 現 はれた る 思想の 系統 聖書 之 研究 第  一 ニ六號 明治 四十 三年 (一九 一 〇 ギ) 十二月 研究 第 

二 之 十 年再錄 

新約聖書の 預言 的 分子 聖書 之 W 究笫 一三 0 號 明治 四十 四 年 (一九 一一 年) 五月 研究 第二 之 十 年再錄 

聖書の 預言 的 研究 蛮 書 之 W 究第ニ  一  0 號、 第二 一 ー號 大正 七 年 (一九 一八 年) 一月 *  二月 

抑^=書の讀方 犁書之 研究 第 一 九六號 大正 五 i^:- (一九 一 六 年〕 一 月 

聖 II 曰の 二方 面 S5 曰 之 研究 第三 一 四號 大正 十五 年 (一 九 二 六 年〕 九月 

聖書の 話 聖書 は 如何なる 書で ある 乎 聖書 之 研究 第一 號 * 第二 號、 第三 號 明治 三十 三年 (一 九 〇〇 年) 九 


月  >  十 月. 十一月 第一 號揭 載ノ 分ハ角 。ハム フレット 聖書 は 如何なる 書で ある 乎 W 錄 

聖書と 花 §ss 之 研究 第四號 明治 三十 三ハキ (一 九 〇〇 年) 十二月 

聖書と 賓石 聖書 之 研究 第五 號叨治 三十 四 年 a 九 〇 一年) 一月 

聖書の 研究 法に 就て 聖書 之 研究 第 八五號 明治 四十 年 (一 九 〇 七 年) 三月 

健全なる 聖書 研究 聖書 之 研究 第 八七號 明治 四十 年 (一 九 〇 七 年) 五月 

高等 批評に 就て 聖書 之 研究 第一 〇 ニ號 明治 四十 一年 (一九 〇 八 年〕 九月 研究 十 年再錄 

聖書 研究と 根本的 改革 聖書 之 研究 第一 六五號 大正 三年 (一九 一 四 年) 四お 

聖書 研究の 目的 聖書 之 研究 第一 九 0 號 大正 五 年 (一九 一 六 年) 五月 

聖書と 基督 敎 犁書之 研究， お 三 三七號 昭和 三年 (一九二 八 年 ：>  八月 誌上の a 期 講演 第一 講ト 题シテ 

聖書 研究の 一 例 聖書 之硏究 第三 三七號 昭和 三年 (一 九 二八 年) 八月 誌上の 夏期 講演 第二！！ ト 題シテ 

敎會と 聖書 聖書 之 研究 第三 四ニ號 昭和 四 年 (一九二 九 年〕 一月 

信仰に 關 する 研究 

信仰の 意義 聖書 之 研究 第二 一七 號 明治 四十 四 年 (一九 一 一年〕 一月 

信仰と 知識 聖書 之 硏究笫 二三 六號 大正 九 年 (一九二 〇 年〕 三月 

信仰の 必要 加^^書之研究笫ー ニ八！^明治四十四年 (一. 九 一 一 年) 二月 研究 第二 之 十 年再錄 

悔改の 意義 聖書 之 W 究第ー 六八號 大正 三年 (一九 一 四 年〕 七月 
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信仰の 强弱 聖書 之 研究 第一 七五號 大正 SU ヰ (一九 一 五 年) 二月 研究 第二 之 十 年- 冉錄 

信仰の 始終 楚書之 W 究 第三 三〇號 昭和 三年 (一九二 八 年〕 一月 

聖 潔と 聖別と 聖化 聖書 之 研究 第二 五九號 大正 十一 年 (一九二  二 年〕 二  苦痛の 福 昔 再錄 

自力と 他力 之 研究 第三 〇〇 號 大正 十四 年 (一 九 二 五 年〕 七月 

信仰告白の 必要 聖書 之 研究 第三 五四號 昭和 五 年 ( 一 九 三 〇 年) 一 月 

敎義と 儀式 聖書 之 研究 笫 一九 三號 大正 五 年 (一九 一 六 年〕 八月 

信仰の 共同 的 維持 聖書 之 研究 第二 〇 六號 大正 六 年 (一九 一 七 年) 九月 

信仰 復興の 眞偽 犁書之 研究 第二 三五號 大正 九 年 (一九二 〇 年〕 二月 苦痛の 福音 再錄 

信仰の 確證 犁書之 研究 第二 九 ー號 大正 十三 年 (一 九 二 四 年〕 十月 

基督 敎道德 聖書 之 研究 第一 三八號 明治 四十 五 年 (一九二 一年) 一月 

イエスと 善行 車-書 之 研究 第 八七號 明治 四十 年 (一九 〇 七 年〕 五月 約翰傳 十五 章 五節 ト题 シテ 研究 十 

年再錄 

近来の 信仰に 就て 聖書 之 研究 第一 ニ九號 明治 四十 四 年 (一九 一 一年) 三月 

ュ 一一 テリ ャ ン的 信仰に 就て 聖書 之 研究 第三 〇〇號 大正 十四 年 (一 九 二 五 年) 七月 

基督 者 は 何故に 善 を爲す 可き 乎 整 書 之 研究 第 八 〇 號 明治 三十 九 年 a 九 〇 六 年，) 十月 研究 十 年再錄 


攝理の 事 東京 獨立雜 誌 第 六 七號、 第 六八號 明治 一一 一十三 年 (一九 〇〇 年) 五月 十五：：！. 廿 五：：！ 獨立 雑談 

W 錄 攝现と 歷史卜 題シテ 

豫定の 事 東京 獨立雜 誌 第 七ニ號 明治 三十 三年 (一九 〇〇 年〕 七月 五日 獨 立- 1 談及ビ 苦痛の 福 昔再錄 

天使と は 何ぞゃ 聖書 之 研究 第一 一 三號 明治 四十 二 年 (一 九 〇 九 年，〕 十月 

天使の 存在 塞 書 之 研究 第三 一 五號 大正 十五 年 (一 九 二 六 年) 十ガ 

祭司と は何ぞ 塞 書 之 研究 第二； 一七 號 明治 四十 四 年 (一九 一 一年) 十二月 

僞 預言者と は 何ぞゃ 聖書 之 研究 第 八八號 明治 四十 年 (一九 0 七： 牛〕 六月 研究 十 年； 冉錄 

大 疑問と 其解釋 聖街之 研究 第 九三號 明治 四十 年 (一 九 〇 七ハ ヰ〕 十 一 月 

司 提革瑪 聖書 之 研究 笫 一一 五 號 明治 ra: 十二 年 (一九 〇 九 年：) 十二月 

天災と 刑 聖書 之 硏究第 七五號 明治 三十 九 年 (一九 〇 六 年〕 五月 研究 十 年及ビ 感想 十 年； 冉錄 

安息日の 聖守 架 * 之 研究 第 ニニ 號 明治 四十 三年 (一九 一 〇 年) 七月 

報 惯の理 聖書 之 研究 第一 一 五 號叨治 四十 二 年 (一九 〇 九 年) 十二月 

近代に 於け る 科學的 思想の 變遷 楚書之 研究 第二 六號 明治 四十 三年 (一九 一 〇 年) 一月 近代に 於け 

る 科 的 思想の 變 遷再錄 

楕圆 形の 話 書 之 研究 第三 五一 號 昭和 四 年 (一九二 九 年〕 一月 

基督 再臨 問題 

«g 九 «;1 内容 年譜  八 八 九 


苐九卷 内容 年；， 八 九 〇 

聖書 研究者の 立場より 見た る 基督の 再來 聖書 之 研究 第二 一 一  號 大正 七 年 (一 九 一 八 年) 二月 某 骨； 冉 

臨 問題 講演 集再錄 

聖«1 の證明 聖書 之 研究 第二 一  四號 大正 七 年 (一九 一 八 年) 五月 基督 再臨 問題 講演 集再錄 

馬 太 傅に 現 はれた る 基督の 再来 聖書 之 li- 究 第二  一  ニ號 大正 七 年 二 九 一 八 年〕 三月 某督 再臨 問題 講 

演 集界錄 

七 福の 解 聖書 之 研究 第二  一  ニ號 大正 七 年 (一九 一 八 年〕 三月 某督 再臨 問題 講演 集再錄 

再臨 信者の 祈禱 として 見た る 主の 祈禱 架 書 之 研究 第二 一  五號 大正 七 年 (一九 一 八 年) 六月 某督 再臨 

問題 講演 S 、再錄 

馬 太傳第 十三 章の 研究 聖書 之 W 究第ニ 一  七號 大正 七 年 (一九 一 八 年) 八 力 基督 再臨 問題 講演 集再錄 

ィ ェ ス の變貌 聖書 之 研究 第二 一  六號 大正 七 年 (一九 一 八 年，) 七月 基督 再臨 問題 講演 集； 冉錄 

ィ ェ スの 終末 觀 聖書 之 研究 第二 二 五 號火正 八 年 (一九 一 九 年) 四月 

十 人 童女の 譬喩 楚書之 研究 笫 ニニ 七 號 大正 八 年 (一九 一 九 年) 六月 

地上 再會の 希望 聖書 之 研究 第二 ニニ 號 大正 八 年 二 九 一九 年) 一月 

馬 太 傳第廿 六 章 六十 四 節に 就て 聖書 之 研究 第二 一  七號 大正 七 年 (一九 一 八 年) 八月 

乘 雲の 解 聖書 之 研究 第二 一  五號 大正 七 年 (一九 一 八 年) 六月 

しか： K ね ， 

屍 の ある 所に 鷲 集らん 聖書 之 研究 第二 三 〇 號 大正 八 年 二 九 一 九 年) 九月 


約 翰 》 に 於け る 基督の 再來 *f 書 之 研究 第二 一  五號 大正 七た 牛 (一九 一 八 年) 六月 基督 再臨 問題 講演 集 再 

錄 

ラザロの 復活 聖書 之 研究 第二 一六 號 大正 七 年 (一九 一八 年〕 七お 基督 再臨 問題 講演 集再錄 

萬拗の 復興 聖睿之 研究 第二  一  二 號火正 七， 平 (一九 一 八， や」 三月 S 督： 冉臨 問題 講演 集再錄 

信 5 'の 三階 段 §ss 之 研究 第二 一  三 號火正 七 年 (一九 一 八 年) 四月 基督 再臨 問題 It 演集 W 錄 

基督 再臨の 欲求 ^書 之 研究 第二 一  四 號火正 七 年 (一九 一 八 年) 五月 基督 再臨 問題 講演 集- 冉錄 

基督の 復活と 再臨 聖書 之 研究 第二 一  四 號火正 七 年 (一九 一八 年) 五 某 #; 冉臨 問題 講演 集再錄 

天 國の巿 民と 其榮光 楚書之 研究 第二 二 九 號火正 八 年 (一九 一 九^〕 八月 

聖書 全部 神 言論 聖書 之 研究 第二  二 〇 號 大正 七 年 (一九 一八 te.) 十一月 

聖書 無 謬說に 就て 書 之 研究 笫 二三 〇 號大 ti: 八 年 (一九 一 九 年」 九月 

聖書の 大意 架 書 之 研究 第二  二 〇 號大： .ii 七 年 (一九 一 八 ハキ) 十 一 月 

裂 書と 基督の 再臨 聖書 之 研究 第二  ニニ 號 大正 八 年 (一九 一九 年〕 一月 

萬 民に 關 はる 大 なる 福音 聖謇之 研究 第二 二三 號 大正 八 年 (一九 一 九 年〕 二月 

^界の 最大 問題 ^* 之 研究 笫ニ 一  三號大 1^ 七 年 (一九 一 八 〔や) 四月 基督 W 臨 問題 fi 演集 W 錄 

天然 見 象と して 見た る 基督の- 冉來 聖書 之 研究 第二 一  五號 大正 七 年 (一九 一 八 i^) 六月 某督 再臨 問題 

講 淡 集； 冉錄 

第九卷 内.： ft 年 Si  "ナー 


第九卷 な JiJ- ま  A*^-_ 

聖書の ffi 言と パレスチナの 恢復 聖書 之 研究 第二 一六 號 大正 七 年 (一九 一八 年) 七月 基督 W 臨 問題 講 

演 集再錄 

地 现學的 中心としての エルサレム 聖書 之 研究 第二  ニニ 號 大正 八 年 (一九 一九 年〕 1 月 

某督 再臨の 證明 者と しての ユダヤ人 聖書 之 W 究第ニ 一  五號 大正 七 年 (一九 一八 年) 六月 基督 再臨 問 

題講 is 集； 冉錄 

ツル ー ベ ッコィ 公の 十字架 觀 聖書 之 研究 第二 一七 號 大正 七 年 (一九 一八 年) 八月 基督 再臨 問題 講演 集 

再錄 

身 體の救 聖書 之 W 究 第二 一 1 號 大正 七年广 一九 一八 年」 ニガ S 督： 冉臨 問題 講演 集再錄 

復活と 再臨 聖書 之 研究 第二 一  三號 大正 七 年 (一九 一八 年〕 四月 

再臨の 恩惠と 其の 時期 聖書 之 研究 第二 一  七號 大正 七； 牛 (一九 一 八 年) 八月 

再臨と 豊稔 書 之 研究 第二 一  九號 大正 七 年 (一九 一 八 年) 十月 

再臨と 傳道 聖書之研究第ニニニ號大正八年 ( 一 九 一 九^^^.) 一月 

基督 再臨の 一 一方 面 車： 書 之 研究 第二 三九號 大正 九 年 (一 九 二 〇 年.) 六月 苦痛の 福 昔 再錄 

基督 再臨 を 信す るより 来りし 余の 思想 上の 變化 聖書 之 研究 第二 二 一 號 大正 七 年 (一九 一八 年〕 十二月 

再臨 信仰の 實驗 聖書 之 研究 第二  ニニ 號 大正 八 (や (一九 一九 年) 一月 

基督 再臨 を 信ぜし 十大 偉人 giF 書 之 W 究笫 ニニ 一一 號 大正 七 年 (一九 一八 年〕 四月 基督 再臨 題赛 0« 集； ゆ 


錄 

余が 基督の 再臨に 就て 信ぜざる 事共 an 書 之 研究 第二 一一  號 大正 七 年 (一九 一八 年〕 二月 基督 再臨 問 

題講： M 集再錄 

再臨 再唱の 必要 ® 書 之 研究 第三 五七號 昭和 五 年 (一 九 三 0 年) 四月 
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